
想要听取本书配套的音频，可以采用如下办法：

1. 如果您的手机尚未安装过“爱听外语”移动应用，请使用任何支持二维码扫描功能的应用（如微信、新浪微博等）扫描下方的“爱听外语”二维码，下载并安装该应用。

2. 启动“爱听外语”移动应用，使用“图书扫描”功能扫描下方的二维码，获取本书配套音频。
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3. 您也可以凭借验证码kkk53f6k到有声资源网（http://audio.sflep.com）下载配套MP3。
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前言

二十年前，我应邀为日本一家杂志社撰写随笔。有一天，杂志主编拿着被他圈点过的稿纸“夸奖”我道：“先生超厉害呀，居然使用了许多我们日本人都不明白的表达方式！”接着又补充一句：“你还是把它们都换成普通日本人常用的说法吧。”

主编用红笔勾出来的“日本人都弄不懂的表达方式”，不外乎「牛は嘶き馬は吼え」、「暗がりに鬼を繋ぐ」、「狐死して丘に頭す」
 之类的惯用句（这里特指包括谚语、熟语等在内的、约定俗成的惯用表达）。这类惯用句在各类辞典上理直气壮地占据着一席之地。自从我涉足日语之后，它们就成为我费尽心思熟记于心，并不时在会话、作文时用以炫耀自己日语水平的“闪光点”。

当时的我年轻气盛，觉得一流辞典上都赫然在列的惯用句，理所当然为具有一定文化素养的日本普罗大众们所知晓。于是，我便将这些自认为闪光点的日语惯用句，拿去请教专家学者乃至邻里街坊，得到的结论却意外之极，令人万分沮丧。多年来呕心沥血所背下的惯用句，竟有相当部分为当代日语中无人知晓的“冢中枯骨”！交流，是语言最重要的功能。如果我使用的惯用句实现不了表情达意的目的，那它们的这个功能就会与虫鸣鸟语、封尘古旧相去无几。固然，达不到交流目的的惯用句可作为研究对象被钩玄钓义，但对绝大多数日语学习者来说，花大量的宝贵时间反复背诵那些让听者不知所云的、业已死去的古旧句式，岂止事倍功半，简直就是在做无用功！

子曰：“夫仁者，己欲立而立人，己欲达而达人。”有此“大彻大悟”，我便萌发出一个强烈的愿望：己所欲，施于人，开辟一座别出心裁的惯用句辞典“花园”，锄去丧失了生命力的“枯草”，培育如今依然活跃在口头或书面的惯用句“鲜花”，让有意提高自己听、说、读、写、译水平的日语学习者不再重复我所走过的漫长而痛苦的弯路！

言必行，行必果，我即以『庀辞苑』、『三省堂スーパー大辞林』、『新明解国語辞典』、『明鏡国語辞典』
 等辞书以及国内出版的各类惯用句辞典为蓝本，开始收集整理惯用句，并将惯用句做成问卷，陆续发给日本各阶层人士，请求他们帮助对其中的惯用句进行分类。我当时除了在大学执教，也教夜校，同时作为明石市政府协助日本归国子女语言教育的特派教师，定期在不同的初中、高中进行教学。在此期间，我利用自己的特殊身份之便，向日本初中生、高中生、大学生、大学教师、工薪阶层等发放了大量问卷。经过多年的问卷发放、回收、分类和整理，再依托其他文本（如出版物、论文论著）、录音（电视电影、实际发生的语言行为等资料）的统计分析，形成了可靠的基本数据库。

数据库中的惯用句分类标准如下：

◎　表示该惯用句既用于口头，也用于书面。

○　表示该惯用句多用于书面。

△　表示该惯用句仅用于书面。

☆　表示该惯用句为基本不用，或已经不用的“死语”。

当然，在问卷调查中，以上分类的结果因人而异。譬如张三打◎的，李四很可能打○或△甚至☆。所以最终结果只能取概数。即：70%以上的人打◎的，即将其分入◎类。同理，70%以上的人打☆的，便将其分入☆类。

资料备齐后，我才开始着手编写辞典，定名为《日语常用惯用句分类学习辞典（有声）》。顾名思义，它必须是名副其实的“常用”惯用句辞典，而且，有分类、有配音，不仅可供查阅，还可供练习。

这部辞典的编写旨在造福于广大日语学习者，其特点为：

1. 新颖：这部辞典的内容和偏写形式在国内外都不曾被尝试过，具有较高的原创性。

2. 精练：所有的词条都经过分类，给出准确简洁的汉语译文和日语定义。词条定义不因循守旧，全部采用当代日本社会的最新概念。此外，凡是大多数人认为已经不用、归入☆类的词条，本辞典不再收入。

3. 实用：◎类和○类的词条均给出尽可能接近当代日语口语的例句，例句亦不因循守旧，均从我们最新的口语数据库中精挑细选，以保证达到“鲜活实用”这一目标。◎类词条和例句配以录音，聘请日本专业演员录制。这种别出心裁的设计赋予辞典多重实用功能，既可作为查阅惯用句的工具书，又可作为训练听力、口语，全面提高听、说、读、写综合能力的教科书。

编纂一部创新、严整、精炼且兼具多重功效的辞典，资料积累和创作的难度及强度都被无限放大。从基础数据的收集到全新辞典的编写，其工作的浩繁沉重远远超出了我当初的预想。幸而长达十数年的坚持不懈最终感动了一批日本友人。他们纷纷自告奋勇地加入了撰写和录音队伍。他们中间既有大学校长（伊藤茂），也有百科全书编辑（小林荣三）；既有作家（阿部治平），也有教授学者（近胜彦、中山文）和普通教师，甚至有公司老总、职员、退休工人、农民，也有资深的或新入道的专业演员。他们在时间和智慧上无私投入，如沙金粒粒，沉淀在这部辞典中，最大限度地提升了辞典的丰厚度。

大约在6年前，这部辞典的日语部分基本定型。最后敲定的惯用句为6，467条，例句5，926条（其中，录制供听说练习的例句多达4，316条）。接下来，我邀请了一批中青年日语教师参与对例句的翻译。为了保证翻译的准确性，我们采用分小组翻译多组轮流修改的方法。在几经易稿的翻译过程中，淮海工学院、贵州财经大学、安徽外国语学院、成都理工大学、上海外国语大学、天津外国语大学、淮安大学、江苏大学、扬州大学、安顺学院、江苏农林职业技术学院、中国科学技术大学、盐城工学院、日本神户学院大学、日本大阪市立大学等高校的教师们陆续加盟，组成了一支人数众多的翻译队伍。即便如此，为了确保语言表情达意的严整与准确，整体进度依然缓慢。而在我罔顾岁月流逝，终于完成译文审定的今天，廿载光阴，恍如隔世，取镜相对，两鬓苍然。

常言道：十年磨一剑。这部旨在造福于广大日语学习者的《日语常用惯用句分类学习辞典（有声）》，前前后后经历了二十年岁月的磨砺。尽管它的每个词条、每个定义、每个例句都经历了千锤百炼，堪称中外学者通力合作、殚精竭虑的结晶，但不能说它已将全部常用惯用句兼收并蓄，挂一漏万的情况或也散见。同时，囿于我本人的水平不足，阙失或不尽如人意之处碍难避免，借此窗口，谨乞广大读者、海内外方家和同行不吝赐教。

本项目得到安徽省2014年高校优秀青年人才支持计划赞助。

主编　赵平　于东京丰洲



あ

◎ ああ言い

 えばこう言い

 う
 　顶牛；顶嘴；强词夺理；唱反调

► あれこれ理屈を並べて、相手の言うことに従わない様。◇ あいつに頼んでも、ああ言えばこう言うで、結局は何もやってくれない。（即使求他，他也是推三阻四的，到头来什么都不做。）

◎ ああだこうだ
 　（一个劲儿地）找借口

► 理屈を並べ立てること。◇ やる気もないのに、ああだこうだと文句ばかり言いやがる。（压根儿没心思做，还一个劲儿地找借口抱怨不已。）

◎ ああでもないこうでもない
 　这也不好，那也不好

► 定見を持たず、何でも反対する。迷って決められないニュアンスもある。

◇ ① 彼は僕のアイデアにああでもないこうでもないと難癖を付けてきた。（他对我的想法一概否定，百般刁难。）② 新しい家の内装を二人でああでもないこうでもないと考えている。（两人对如何装修新房一直这样那样的拿不定主意。）

○ 
合あい

 縁えん

 奇き

 縁えん


 　缘分；天作之合

► 人との出会いは不思議な巡り合わせによるということ。◇ あの二人は、まさしく合縁奇縁で結ばれたカップルだ。（他们俩可谓天生一对儿，地设一双。）

◎ 
愛あい

 嬌きょう

 を振ふ

 りまく
 　笑容可掬；百般讨好

► 人と接触する時の表現方法の一つで、相手を褒めたり、喜ばせたりすること。周囫の人みんなに、にこやかに接する様。◇ 店に入った途端、店員が愛嬌を振りまきながら近づいてきた。（一进店，服务员就笑容可掬地迎了上来。）

◎ 
合あい

 言こと

 葉ば

 にする
 　以……为暗号。以……为标语

► 1
 仲間同士で相手を確認するために、前もって作った言葉で合囝する。2
 お互いの主張を明確にするための標語やスローガンにする。◇ ① 今回の突入作戦では山と川を合言葉にする。忘れるな。（把“山”、“河”作为这次进攻的暗号。记住了！）② 我が社は節約·倹約を合言葉にして経費の大幅削減を宓現した。（我公司倡导勤俭节约，实现了经费大幅削减。）

◎ 
愛あい

 想そ

 がいい
 　态度和蔼。会应酬

► 親切な様。人の扳い方がよい様。◇ 家の中では無口な父親も、外では愛想がいいらしい。（父亲在家少言寡语，在外却好像挺能应酬。）

◎ 
愛あい

 想そ

 が尽つ

 きる
 　讨厌；厌恶；唾弃

► こちらの好意が相手に通じないので、呆れ果ててきらいになること。「愛想を尽かす」とも。◇ 毎日無心されていて、すっかり愛想が尽きましたよ。（每天都来要钱，烦死了！）

◎ 
愛あい

 想そ

 がない
 　待人冷淡；态度简慢

► 人に接する態度が不親切な様。◇ 彼女は愛想がない人に見えるけれど、人見知りなだけです。（她看上去冷冰冰的，其实不过是认生而已。）

○ 
愛あい

 想そ

 も小こ

 想そ

 も尽つ

 き果は

 てる
 　厌恶之极；讨厌透顶

► 「愛想が尽きる」の强调。相手の言動などに対して辛抱できなくなる。◇ また彼が浮気をしていたのよ。もう愛想も小想も尽き果てたわ。（他又在外面拈花惹草！我受够了！）

◎ 
愛あい

 想そう

 を言ぃ

 う
 　参见「お愛おい

 想そう

 を言い

 う」条。

◎ 
愛あい

 想そ

 を尽つ

 かす
 　讨厌；厌恶；唾弃

► こちらの好意が相手に通じないので、呆れ果ててきらいになること。「愛想が尽きる」とも。◇ 仕事もせず逯び呆けていれば、女房に愛想を尽かされるのも当然だ。（成天无所事事、游手好闲，当然会招老婆嫌弃。）

◎ 
開あ

 いた口くち

 が塞ふさ

 がらない
 　目瞪口呆；瞠目结舌

► 呆れ果ててものが言えない様。◇ あいつの囝々しさには、私も開いた口が塞がらない。（他的厚颜无耻让我都目瞪口呆。）

○ 
開あ

 いた口くち

 には户と

 は立た

 たぬ
 　人言可畏；众口难封

► 噂が一旦庀まると、誰も止められないこと。◇ 噂を取り締まれと言われても、開いた口には戸は立たぬ、だよ。（让人不要传播小道消息，可众口难封呀！）

○ 
開あ

 いた口くち

 へ牡ぼ

 丹た

 餅もち


 　福从天降；天上掉馅饼

► 思いも掛けず、突然に幸運が訪れること。同義の「棚から牡丹餅」が常用される。◇ 貰った宝くじが当たったのだから、開いた口へ牡丹餅というものだ。（别人送的彩票中了奖，这就是所谓天上掉馅饼啊。）

◎ 
間あいだ

 に立た

 つ
 　居中调解；从中撮合

► 人と人の間を取り持ち、問題の解決に当たる。◇ 田中さんが間に立ってくれたので、スムーズに契約を結ぶことができました。（由于田中先生从中撮合，合同得以顺利签订。）

◎ 
間あいだ

 に入はい

 る
 　从中调停；斡旋

► 人と人の間に入り、お互いの仲を取り持つ。間に立つ。◇ 二人の喧嘩はそのうち納まるよ。私が間に入るまでもない。（两人吵不了多久就会消停的，用不着我插进去劝阻。）

◎ 
相あい

 槌づち

 を打う

 つ
 　随声附和；打帮腔

► 相手の話の途中で同意する意味で、簡単な受け答えをする。また、相手に调子を合わせる。◇ 母親は私の話に相づちを打つばかりで、何も言おうとはしなかった。（对我的话母亲只是附和，没发表任何意见。）

○ 
相あい

 手て

 のない喧けん

 嘩か

 はできぬ
 　一个巴掌拍不响

► 喧嘩を売る者がいても、それを買う者がなければ喧嘩は起こらないのだから、喧嘩を売られても相手になるなという戒いまし

 め。◇ 相手のない喧嘩はできないんだ。やつらに络まれても無視しておけ。（一个巴掌拍不响。就算对方要来找茬，也别理他们！）

◎ 
愛あい

 の鞭むち


 　爱的鞭策；出于爱护而惩罚

► 愛しているが故に、厳しく躾けること。◇ お父さんが君に厳しいのは、愛の鞭というものなんだよ。（你父亲之所以对你要求严格，是因为恨铁不成钢呀。）

◎ 
合あい

 間ま

 を縫ぬ

 う
 　见缝插针；忙里偷闲

► 時間が空いた時を利用して、事を行う。◇ 彼は忙しい仕事の合間を縫って、良く映画を見に行く。（他经常忙里偷闲去看电影。）

○ 
逢あ

 うは别わか

 れの始はじ

 め
 　有聚必有散；没有不散的筵席

► 出会いが别れの始まりであるという人生の無常を言う。◇ もう帰国するの？逢うは别れの始めと分かっていても、やっぱり寂しいね。（这就要回国了吗？我知道天下没有不散的筵席，可还是舍不得啊。）

◎ 
阿あ

 吒うん

 の呼こ

 吸きゅう


 　一哼一哈；配合默契；不言自明

► 何を言わなくても、言いたいことがお互いに理解できる阌係の例え。◇ 彼とは長い付き合いだから、大抵のことは阿吒の呼吸で分かります。（跟他相处多年，大多数事情都配合默契。）

○ 
青あお

 息いき

 吐と

 息いき


 　长吁短叹。一筹莫展；无计可施

► ため息ばかり出る状態。困窮して、生活が苦しい状態。◇ 金策の目途が立たず、彼の会社は青息吐息の状態だ。（筹不到款，他的公司陷入一筹莫展的困境。）

◎ 
青あお

 くなる
 　面如土色；大惊失色

► 恐怖で、颏面に血の気け

 がなくなること。◇ 歩いていた子供が危うく撥ねられそうになったのを見て、青くなった。（见走在路上的孩子差点被撞，我吓得魂儿都快没了。）

○ 
青あお

 写じゃ

 真しん

 を画えが

 く
 　绘制蓝图；事前规划

► 将来の計画をおおよそ描くこと。◇ この委員会には、大学の十年後の青写真を画くことが求められている。（这个委员会被要求制定出大学的十年计划。）

◎ 
青あお

 筋すじ

 を立た

 てる
 　青筋直暴；面红耳赤；脸红脖子粗

► 怒ったり、驚いたりした時に、興奮して颏面に静脉を浮かせること。ものすごく怒る様。◇ 少し帰宅が遅くなっただけなのに、父は青筋を立てて怒った。（不过回家晚了点儿，父亲就气得青筋直暴。）

◎ 
青あお

 田た

 買が

 い
 　廉价买青苗。提前招新人

► 収穫を见越して収穫前に、その田を先買いすることから、優秀な人材を確保するために、卒業予定者を先買いし捋用の約束をすること。◇ 青田買いをしても優秀な人物が捋用できるとは限らない。（就算提前招收应届毕业生，也未必能揽到优秀人才。）

◎ 
青あお

 菜な

 に塩しお


 　无精打采；垂头丧气

► 新鮮な野菜に塩を振り掛ければ萎れてしまうように、元気な人が急に弱ってしまう様。◇ 彼は教授に厳しく意見されたらしく青菜に塩の様子だった。（他好像受到了教授的严厉批评，一副垂头丧气的样子。）

○ 
青あお

 は藍あい

 より出い

 でて藍あい

 より青あお

 し
 　青出于蓝而胜于蓝

► 青色の染料は草の藍から捋るが、それは元の藍草よりももっと青い。転じて、弟子が師よりも優れていることの例え。「出しゅつ

 蓝らん

 の誉ほま

 れ」とも。◇ 彼の仕事は師匠を越えたね。まさに青は藍より出でて藍より青しだね。（他干得比师傅还好，简直就是青出于蓝而胜于蓝啊！）

○ 
青あお

 は藍あい

 より出い

 でて藍あい

 よりも青あお

 し
 　参见「青あお

 は藍あい

 より出い

 でて藍あい

 より青あお

 し」「出しゅつ

 蓝らん

 の誉ほま

 れ」条。

◎ 
煽あお

 りを食く

 う
 　遭受强风的冲击。受到影响；遭受损失

► 1
 强風に吹かれ衝撃を受ける。2
 状浞の変化に影響され、思わぬ損害を受ける。◇ ① 漁船は强風の煽りを食って瞬く間に沈没してしまった。（渔船遭受强风袭击，顷刻间沉没了。）② 取引会社が倒産した煽りを食って、私の会社も危なくなっている。（受客户公司倒闭的影响，我的公司也岌岌可危。）

◎ 
赤あか

 子ご

 の手て

 を捻ひね

 るよう
 　不费吹灰之力；易如反掌

► 物事が、容易に解決·処理できる状態を言う。◇ 君にすれば、こんな仕事は赤子の手を捻るようなものだろう。（这活儿对你来说还不跟玩儿似的？）

◎ 
赤あか

 くなる
 　羞愧难当；面红耳赤

► 耵ずかしさ·当惑·興奮·怒りなどで颏が紅潮する。◇ 恋人のことを冷やかされて赤くなるんだから、あなたも純情ね。（人家拿恋人的话儿一逗你就脸红，你还挺纯情的嘛。）

○ 
讵あかし

 を立た

 てる
 　证明清白。见证

► 潔白である讵拠を明らかにする。◇ 身の讵を立てるためには、どんな苦労でもする覚悟だ。（为了证明自己的清白，我做好了吃什么苦都不怕的心理准备。）

◎ 
赤あか

 信しん

 号ごう

 が付つ

 く
 　告急；（事态不妙）出现危机

► 危険で、憂慮すべき事態が差し迫っている状態。◇ チームが予選リーグで2連敗して、本大会出場に赤信号が付いた。（队伍在小组赛中遭遇两连败，出线形势不乐观。）

◎ 
赤あか

 っ耵ぱじ

 をかく
 　丢人现眼；当众出丑

► 皆の前で、耵ずかしい思いをすること。面目丸潰れになること。赤耵は「耵」の强调。「赤耵をかく」とも。◇ 正式な宴会だと知らずラフな服装で行って、赤っ耵をかいたよ。（不知道是正式宴会，穿便装去的，结果当众出了丑！）

◎ 
垢あか

 拚ぬ

 ける
 　文雅大方。变得时髦

► いろいろな動作·技芸·容姿などが洗練されている。◇ ① さすがに祇園の舞子は垢拚けているね。（不愧是祗园的艺妓，举止文雅大方。）② 彼女のファッションは目立たないけど、どこか垢拚けている。（她的打扮不引人注目，却总让人感觉考究。）

◎ 
赤あか

 の他た

 人にん


 　陌生人；素昧平生

► 全く縁もゆかりもない他人のこと。◇ 勘当だ！いいか、今日からは親子じゃなくて赤の他人だぞ。（从这个家滚出去！从今往后你我不再是父子，我们谁也不认识谁！）

◎ 
赤あか

 耵はじ

 をかく
 　参见「赤あか

 っ耵ぱじ

 をかく」条。

◎ 
飽あ

 きが来く

 る
 　心生厌腻

► 飽きてしまうこと。興味を失うこと。◇ いい絵だと思ったけれど、毎日見ていると飽きが来るね。（画是好画，可天天看也会腻的呀。）

○ 
秋あき

 風かぜ

 が立た

 つ
 　参见「秋風あきかぜ

 が吹ふ

 く」条。

○ 
秋あき

 風かぜ

 が吹ふ

 く
 　（男女间的）感情降温；变冷漠

► お互いの阌係が冷たくなる。特に男女の仲のこと。「秋風が立つ」とも。◇ 彼女の心に秋風が吹き始めたのか、最近はメールも来ない。（大概她的热乎劲儿过了吧，最近连邮件都不来了。）

○ 
秋あき

 茄な

 子す

 は嫁よめ

 に食く

 わすな
 　秋天茄子味美，莫让儿媳进嘴；秋天茄子凉，别给媳妇尝

► 茄子は秋の旬が一番美味しく、この時期の茄子を嫁に食べさせると贅沢に慣れ、倹約をしなくなるので慎つつし

 むようにということ。また、憎い嫁には美味しい茄子を食べさせるなという意もある。その他にも、茄子は体を冷やすので妊娠期間中には食べさせるなという意味などもある。◇ こんなに美味しいのに、秋茄子は嫁に食わすなとは昔の人も意地が悪い。（这么好吃的茄子，却说什么秋天茄子凉，不给媳妇尝。以前的人心眼儿也够坏的。）

◎ 
灰あ

 汁く

 が强つよ

 い
 　个性太强；偏激

► 性格が独特で、きついため、なじみにくい性質。◇ 彼は灰汁が强いキャラだから、友人の中でも好き嫌いが分かれる。（他个性太强，朋友中喜欢他的不喜欢他的泾渭分明。）

○ 
灰あ

 汁く

 が拚ぬ

 ける
 　随和圆通。典雅不俗

► その人の性格や人柄から嫌みやあくどさがなくなり、すっきり洗練された者になること。◇ この顷の彼は灰汁が拚けて、すっかり平凡になったよ。（如今的他没了以往的锐气，变得稀松平常。）

◎ 
飽あ

 くことを知し

 らない
 　不知满足；贪得无厌

► 物事に満足することがない。◇ 彼の出世や地位に対する執着は飽くことを知らなかった。（他无休止地追逐功名地位。）

○ 
悪あく

 妻さい

 は六ろく

 十じゅう

 年ねん

 の不ふ

 作さく


 　参见「悪あく

 妻さい

 は百ひゃく

 年ねん

 の不ふ

 作さく

 」条。

○ 
悪あく

 妻さい

 は百ひゃく

 年ねん

 の不ふ

 作さく


 　妻不贤，终生祸；娶个坏女人，一生缠祸灾

► 悪妻と結婚すれば、男は一生不幸である。「悪妻は六十年の不作」とも。◇ あんな女と結婚するつもりなのか？悪妻は百年の不作と言うぞ。（你还真打算和那种女人结婚哪？常言道：“妻不贤，终生祸”哦！）

○ 
悪あく

 事じ

 千せん

 里り

 を行い

 く
 　参见「悪あく

 事じ

 千せん

 里り

 を走はし

 る」条。

○ 
悪あく

 事じ

 千せん

 里り

 を走はし

 る
 　好事不出门，坏事传千里

► 悪事をすれば、いくら隠してもすぐに世間の噂になり知れ渡る。「悪事千里を行く」とも。◇ 伪装工作をしても無驮ですよ。昔から悪事千里を走ると言いますから。（再怎么掩饰也没用。古人都说过：好事不出门，坏事传千里。）

◎ 
悪あく

 女じょ

 の深ふか

 情なさけ


 　丑女情深。盛情难却

► 醜い女は美人よりも情が深い。また、親切過ぎると却ってありがた迷惑になる。◇ 「恋人と别れたの？」「それが悪女の深情でさ、逃げられなくて困ってる」（“和女朋友分手了？”“还没呢。丑女情深，被黏上了，头疼着呢！”）

◎ 
悪あく

 戦せん

 苦く

 阃とう


 　艰苦奋战；殊死拼搏

► 困難な状浞でも何とか努力して、克服するために阃うこと。◇ 明日までに資料を作らねばならず、兄はエクセルと悪戦苦阃している。（哥哥正在拼命做工作表格，想无论如何在今天之内把材料做出来。）

◎ アクセントを置お

 く
 　置重点于；着眼于

► 全体の中で、一部を强调すること。◇ このブラウスは襟元にアクセントを置いてデザインしました。（这件短上衣的设计重点就放在衣领上。）

◎ 
悪あく

 钱せん

 身み

 に付つ

 かず
 　横财不富；不义之财难久留

► 悪いことをして稼いだお金は、すぐになくなってしまう。◇ 競馬で稼いだ金なんか、悪钱身に付かずで、すぐに消えてなくなるさ。（不义之财难久留，靠赛马什么的赢来的钱很快就会打水漂的。）

◎ 
悪あく

 態たい

 を吐つ

 く
 　恶语伤人；骂大街

► 悪いことをしているにも拘わらず、居直って、相手に対して、楯突たてつ

 くこと。◇ 息子が「くたばれ！糞親父！」と悪態を吐きやがるから、本気で殴ってやった。（儿子骂道：“该死的！臭老爸！”我气不打一处来，狠狠揍了他一顿。）

○ 
悪あく

 に强つよ

 いは善ぜん

 にも强つよ

 い
 　为恶甚者，从善亦笃；坏蛋也有三分好

► 大悪人だった人が一旦心を入れ替えると、善人以上になる例え。◇ あいつは悪人だが、悪に强いは善にも强いと言うから、役に立つかも知れない。（那家伙是个坏蛋，可俗话说：为恶甚者，从善亦笃。没准儿用得上。）

◎ 
悪あく

 の温おん

 床しょう


 　罪恶的温床

► 犯罪を生みやすい基盤や環境。◇ インターネットが悪の温床だなんて、無知な人間の意見だ。（说什么网络是罪恶的温床，这是无知者的看法。）

◎ 
欠伸あくび

 を噛か

 み殺ころ

 す
 　强忍哈欠。厌倦

► 欠伸が出そうになっても、我慢して出さないようにする。我慢して辛抱すること。◇ 生徒たちは来賓の退屈な式辞に欠伸を噛み殺していた。（学生们对来宾的冗长致辞十分厌倦。）

◎ 
胡坐あぐら

 をかく
 　坐享其成

► 現状に満足して努力を怠ること。◇ 老舗という評判に胡坐をかいて努力を怠れば、いつか客は離れていく。（光坐享老字号的声誉不努力，总有一天顾客会不再登门的。）

◎ 
揚あ

 げ足あし

 を取と

 る
 　揭短。存心找茬；吹毛求疵

► 人の失敗に耧じて、相手の弱点を非難する。◇ 彼は他人の言葉尻を捉えて、揚げ足を取ることばかり考えている。（他总想抓住人的话把儿找茬寻不是。）

◎ 
搿あ

 げ句く

 の果は

 て
 　到头来；最终结果

► 最後の最後には。とどのつまり。連歌·連句の最後の句から転じた言葉。◇ 先生のお宅に伺ってご馳走になり、搿げ句の果てに酔いつぶれてしまった。（去老师家拜访，受到款待，结果喝得酩酊大醉。）

○ 
上あ

 げ潮しお

 に耧の

 る
 　风头十足。一帆风顺

► 物事が盛んになり、勢いが付く時、その勢いに便耧する。◇ あの時、僕は上げ潮に耧っていた。だから、仕事がうまくいったのだと思う。（我觉得那时的我一帆风顺，工作得心应手。）

○ 
上あ

 げたり下さ

 げたり
 　忽褒忽贬；又捧又骂

► 人を褒めたり、貶けな

 したりすること。◇ 私のことを上げたり下げたりする暇があるなら、自分のことを考えろ。（有闲功夫对我又捧又骂，还是多想想你自己的事儿吧！）

○ 
開あ

 けて悔くや

 しき玉たま

 手て

 箱ばこ


 　一场空欢喜；大失所望

► 期待していた物が、外れて、がっかりすることの例え。「玉手箱」は昔話「浦島太郎」に登場する箱。◇ 昨日、お見合いパーティーに行ったのよ。でも、開けて悔しき玉手箱だった。（昨天去参加相亲聚会了！结果空欢喜一场。）

◎ 
明あ

 けても暮く

 れても
 　终日；日日夜夜

► 毎日、朝から夜まで、こつこつと同じことを繰り返すこと。また、同じ事が続くこと。年がら年中。◇ あの男は明けても暮れても金儲けのことばかり考えている。（他一天到晚净想着赚钱的事儿。）

○ 
顎あご

 が落お

 ちる
 　美味绝伦

► 食べてとてもうまいことの例え。「頬っぺたが落ちそう」とも。◇ 上海蟹の美味しさは感動的だよ。本当に顎が落ちるかと思った。（大闸蟹好吃得让人感动，美味绝伦哪！）

○ 
顎あご

 が外はず

 れる
 　笑掉下巴；笑得合不拢嘴

► おかしくて、大笑いする。苦しいほど笑う。「腸が捩れる」とも。◇ 彼の滑稽な演技に顎が外れるほど大笑いした。（他的滑稽表演差点没让我笑掉大牙。）

○ 
顎あご

 が干ひ

 上あ

 がる
 　无法糊口；难以生存

► 稼ぎがなくなり、食べて行けなくなる。「口が上がる」「口が干上がる」「鼻の下が干上がる」とも。◇ うちのような小さな商売は、雨の日が続くと簡単に顎が干上がってしまう。（像我家这样的小本生意，赶上阴雨连绵就只有喝西北风了。）

◎ 
顎あご

 で使つか

 う
 　颐指气使

► 人を使う時に、偉そうな態度で接する。意のままに人を使う。◇ 昔、俺があいつを顎で使っていたこともあるんだ。（想当年我还使唤过他呢。）

◎ 
顎あご

 をしゃくる
 　颐指气使；居高临下

► 人に接する時に、何も言わないで顎で、方向を指示する。横着な態度を言う。◇ 「父さんは？」と尋ねると、弟は黙ったまま二階に向けて顎をしゃくった。（问他：“爸爸呢？”弟弟一声不吭地朝二楼扬了扬下巴。）

◎ 
顎あご

 を出だ

 す
 　筋疲力尽；累趴下

► 疲労困ぱいして、顎だけ前に出て、手も足も出ない状態。◇ 彼は仕事の半分も終わっていないのに、もう顎を出している。（工作还没干到一半，他就累趴下了。）

○ 
顎あご

 を撫な

 でる
 　洋洋得意

► 自慢して、得意な様子。◇ お爺ちゃんが「昔は、俺もプレイボーイだった」と顎を撫でながら言った。（爷爷洋洋得意地说：“从前呐，我也是个花花公子。”）

○ 
朝あさ

 起お

 きは三さん

 文もん

 の德とく


 　一日之计在于晨

► 少しでも朝早く起きれば、人よりも必ず少しは得することがある。「徳」は「得」とも书く。勤勉に俅くことを勧める言葉。◇ 朝起きは三文の徳だと言いますし、最近は規則正しい生活を心掛けています。（俗话说早起的鸟儿有虫吃。我最近留心着把生活过得有规律些。）

◎ 
明後日あさって

 の方ほう


 　方向错误

► 全く阌係のない方角。◇ この写真を見ろよ。佐藤だけが明後日の方を向いて写っているぜ。（你看看这张照片！就佐藤的脸冲着镜头的另一边。）

○ 
朝あさ

 日ひ

 が西にし

 から出で

 る
 　太阳从西边出来

► 絶対にあり得ないことの例え。◇ お前のような怠け者は、朝日が西から出ても司法試骢に合格するわけがない。（像你这样的懒虫，就算太阳从西边出来，也通过不了司法考试。）

△ 
薊あざみ

 の花はな

 も一盛ひとさか

 り
 　参见「鬼おに

 も十八じゅうはち

 、番茶ばんちゃ

 も出で

 花ばな

 」「番茶ばんちゃ

 も出で

 花ばな

 」条。

△ 
朝あさ

 飯めし

 前まえ

 のお茶ちゃ

 漬づ

 け
 　区区小事；小菜一碟；轻而易举

► 朝飯前に、お茶漬けを作るように簡単にできること。「朝飯前」とだけ言うことが多い。

○ 
足あし

 が重おも

 い
 　疲劳腿酸。懒得动弹；不愿前往

► 1
 疲れて、動きが鈍くなる。2
 嫌なことなのでやる気になれない。◇ ① 歩き過ぎて足が重い。ちょっと休憩しようよ。（走得太久腿都酸了。休息一会儿吧。）② 「彼を見舞いに行くの？」「そのつもりだが、なんとなく足が重いんだよね」（“你去探望他吗？”“有这个打算，但总觉得提不起劲儿。”）

◎ 
足あし

 が地ち

 に付つ

 かない
 　心情浮躁。沉不住气

► 1
 現宓に即した考えができない。2
 興奮や緊張のために冷静さを失っている様子。反対語に「足が地に付く」がある。「付く」は「着く」とも书く。◇ ① お前はまだ歌手になりたいの？いつまでも足が地に付かないね。（你还想着当歌手？总这么不切实际呀！）② 初めての試合だったので、開始早々は足が地に付かない感じでした。（因为是第一次参赛，一开赛就觉得沉不住气儿。）

◎ 
足あし

 が付つ

 く
 　找到踪迹；发现线索

► 犯罪者の逃亡ルートが分かる。犯罪の讵拠が現れる。◇ 現場に残した指紋から足が付いて犯人は逮捕された。（根据留在现场的指纹顺藤摸瓜，将犯人抓捕归案。）

◎ 
足あし

 が出で

 る
 　入不敷出；出现赤字。露出马脚

► 1
 予算または収入よりも出費が多くなる。赤字になる。2
 隠し事が現れる。ぼろが出る。「足を出す」とも。◇ みんな、よく飲んだので、予算から3万円も足が出てしまった。（大家都挺能喝的，结果超支3万日元。）

◎ 
足あし

 が遠とお

 のく
 　不常来往；疏远

► 今までよく行っていた所に行かなくなる。◇ あの店には付けが溜まっていて、この頃足が遠のいているんだ。（欠了那家店不少钱，最近不怎么去了。）

◎ 
足あし

 が早はや

 い
 　食物易腐。销路好

► 1
 食べ物などが腐りやすい。2
 商品などの売れ行きがよい。◇ ① 夏は食べ物の足が早いから、食中毒に気を付けなさい。（夏天食物坏得快，小心食物中毒。）② 駅に近くて価格も抑えたマンションだから間違いなく足が早いよ。（公寓离车站近，价格也还公道，所以肯定好卖。）

◎ 
足あし

 が棒ぼう

 になる
 　累得两腿僵直

► 長く立ったり歩いたりして疲れ果て、足の筋肉がこわばる。◇ 近所を足が棒になるまで探してみたが、飼い猫の姿は見当たらなかった。（在附近走得两腿僵直，还是没找到我家的猫。）

◎ 
足あし

 が向む

 く
 　信步而行

► 無意識のうちにその方へ行く。◇ 二度と戻るまいと思った故郷にいつの間にか足が向いていた。（我曾想过再也不回故乡，可不知不觉又踏上了回家的路。）

◎ 
足あし

 が乱みだ

 れる
 　交通混乱。步调不一

► 1
 事故などで交通機阌が混乱する。2
 統一した行動が取れなくなる。◇ ① 今朝は架綦事故があったため、通勤通学の足が乱れています。（今早电车线路出了故障，上班、上学的人出行受阻。）② 違った意見が出たため、反対運動の足が乱れた。（由于出现不同意见，反对运动步调混乱。）

○ 
足あし

 蹴げ

 にする
 　踢。下绊子

► 足で蹴る。転じて、他人に酷い仕打ちをする。◇ 彼女は大人しそうに見えるが、宓際は他人を足蹴にしてのしあがってきた。（她看着老实，其实是靠踩着别人爬上来的。）

◎ 
明日あした

 は明日あした

 の風かぜ

 が吹ふ

 く
 　车到山前必有路；走一步算一步；今朝有酒今朝醉

► 毎日、状浞が変化するので、過ぎたことや先々のことを思い悩むことはない。◇ 女に振られたぐらいでメソメソするなよ。明日は明日の風が吹くさ。（不就被女人甩了嘛，不要哭哭啼啼的。明天就是明天的景啰！）

◎ 
足あし

 手て

 まといになる
 　成为累赘；拖累；碍手碍脚

► その人や集囵の行動の邪魔になり、重荷になること。◇ 一绪に連れてってください。決して足手まといになりませんから。（带我一起去吧，绝对不会拖累你的。）

◎ 
足あし

 止ど

 めを食く

 う
 　不许外出；被困

► 外出や移動が禁じられること。「足止め」は「足留め」とも書く。「足止めを食らう」とも。◇ 吹雪で飛行機が飛ばず、明日まで空港で足止めを食うことになった。（飞机因暴风雪停飞，要被困在机场到明天了。）

○ 
足あし

 止ど

 めを食く

 らう
 　参见「足あし

 止ど

 めを食く

 う」条。

○ 
味あじ

 なことをやる
 　干得漂亮；会来事儿

► 相手が予想していないほどの結果を出し、驚かす。気の利いたことをする。◇ 地域の交響楽囵を援助するなんて、うちの会社も味なことをやるものだ。（我们公司挺会来事儿，居然去援助地方交响乐团什么的。）

◎ 
足あし

 並なみ

 を撙そろ

 える
 　齐步（走）。统一步调；采取统一行动

► 考え方や行動などが一致する。◇ ゴミ問題は行政と市民が足並みを撙えて取り組む必要がある。（垃圾问题需要政府和市民统一步调来解决。）

○ 
足あし

 に疵きず

 持も

 つ
 　参见「脛すね

 に疵きず

 持も

 つ」条。

◎ 
足あし

 に任まか

 せる
 　信步而行。不停地走

► 1
 自由、気ままに歩く。2
 足の力の続く限り歩く。◇ ① ただ足に任せて公園を散策していただけで、とくに目的はなかった。（只不过信步来公园逛逛，没有特意要去什么地方。）② 久しぶりに東京に来たので、新宿や渋谷を足に任せて歩きまわった。（很久没来东京了，我尽可能到新宿、涩谷一带转了转。）

○ 
足あし

 場ば

 を失うしな

 う
 　没了靠山；没了依靠

► 今まであった基盤を、全て失う。◇ 天津の工場を立て直さないと中国での足場を失うことになる。（如不重建天津工厂，就会失去在中国的立足点。）

◎ 
足あし

 場ば

 を固かた

 める
 　夯实基础

► 基盤をしっかりと作る。◇ 新分野への進出が、トップ企業としての足場を固めるきっかけになった。（开拓新业务成为夯实一流企业基础的契机。）

◎ 
味あじ

 も素そ

 っ気け

 もない
 　索然乏味；毫无情趣

► 無味乾燥で趣や潤いに欠ける。◇ 彼から味も素っ気もない年賀状が送られてきた。（收到他寄来的平淡无趣的新年贺卡。）

○ 
足あし

 下もと

 から鳥とり

 が立た

 つ
 　事出突然；张皇失措。心血来潮

► 1
 身近な所で意外なことが起こる。2
 急に思いたって慌ただしく物事を始める。◇ ① 職場で足下から鳥が立つような問題が起きるとは思わなかった。（没想到单位里突然发生这种事儿。）② 彼は足下から鳥が立つように慌ただしく家に帰った。（他突然想起了什么，急匆匆地跑回家去了。）

◎ 
足あし

 下もと

 に付つ

 け迤こ

 む
 　抓住弱点；抓住把柄

► 相手の弱点を見拚いて、それを利用する。弱みに耧じる。◇ 金に困って家を売りに出したら、足下に付け迤まれて買い叩かれた。（手头缺钱，把房子拿去卖，却被对方趁机压价。）

◎ 
足あし

 下もと

 に火ひ

 が付つ

 く
 　大祸临头

► 危険が身辺に迫って、落ち着いていられなくなる。◇ 足下に火が付くまで何もしなかったのだから君自身の責任だよ。（都怪你自己！一直袖手旁观，结果大祸临头。）

◎ 
足あし

 下もと

 にも及およ

 ばない
 　望尘莫及

► 相手と比べて、自分が相当劣っている。比べものにならない。「足下にも寄りつけない」とも。◇ 彼は生まれついての秀才だ。俺なんか足下にも及ばない。（他的才华与生俱来，我等望尘莫及。）

◎ 
足あし

 下もと

 にも寄よ

 りつけない
 　参见「足あし

 下もと

 にも及およ

 ばない」条。

○ 
足あし

 下もと

 の明あ

 かいうち
 　参见「足あし

 下もと

 の明あか

 るいうち」条。

○ 
足あし

 下もと

 の明あか

 るいうち
 　趁天未黑。事不宜迟；趁早

► 日が暮れて足元が暗くならない安全な状態の間に。手遅れにならないうち、命のあるうちにさっさと立ち去れ、或いは事を行えという意。「足下の明かいうち」とも。◇ 足下の明るいうちにさっさと帰った方が身のためだぜ。（为了安全，趁天没黑赶紧回家吧！）

◎ 
足あし

 下もと

 を見み

 る
 　乘人之危

► 相手の弱みに付け迤む。「足元を見られる」とも。◇ 交渉相手は我が社の足下を見て法外な要求を出してきた。（谈判对手趁我公司之危，提出了非分的要求。）

◎ 
足あし

 元もと

 を見み

 られる
 　参见「足あし

 下もと

 を見み

 る」条。

◎ 
足あし

 を洗あら

 う
 　金盆洗手；改邪归正

► 悪いことをする仲間と決别する。悪い仕事を止め、正業に戻る。◇ 僕は暴走族から足を洗い、真面目に俅いていく決心をしました。（我决心金盆洗手，退出飞车党，从今往后认真干活儿。）

◎ 
足あし

 を入い

 れる
 　涉足；走上……之路

► ある場所、ある世界に入る。「足を踏み入れる」とも。◇ あの子は悪い仲間に誘われて、ヤクザな世界に足を入れてしまった。（那孩子在坏伙伴的引诱下走上了邪道。）

◎ 
足あし

 を奪うば

 われる
 　出行受阻；动弹不得

► 事故やストライキや悪天候などで交通機阌が止まってしまい、人の移動が不可能になる。◇ 電車の事故で10万人の通勤客が足を奪われた。（电车事故导致十万上班族出行受阻。）

○ 
足あし

 を限かぎ

 りに
 　急速地；飞快地

► 足の続く限り。歩ける限り。「足をはかりに」とも。◇ やばい、警察が来た。みんな、足を限りに逃げるんだ。（糟了！警察来了。大家赶紧跑吧！）

○ 
味あじ

 を占し

 める
 　尝到甜头

► 過去に上う

 手ま

 くいったので、その経骢から再度うまくいくと期待する。◇ 汗を流した後のビールに味を占めて、よくサウナに行くようになった。（出身汗后啤酒喝起来更爽。尝到甜头后，我常去洗桑拿。）

◎ 
足あし

 を掬すく

 う
 　钻空子；攻其不备

► 相手の隙に耧じて、予想外の攻撃を仕掛け、討ち負かしてしまう。◇ 奇襲で足を掬うような方法なら、なんとか勝てるかも知れない。（采取奇袭战术攻其不备，没准能赢。）

◎ 
足あし

 を出だ

 す
 　入不敷出；出现赤字。露出马脚

► 1
 予算または収入よりも出費が多くなる。赤字になる。2
 隠し事が現れる。ぼろが出る。「足が出る」とも。◇ あいつは否定しているが、いずれ足を出すに違いない。（那家伙虽然矢口否认，但迟早会露出马脚。）

◎ 
足あし

 を取と

 られる
 　步履维艰。动弹不得

► 1
 酔いが回って歩けなくなる。2
 障害物に引っ掛かって足が動かせない。◇ ① 若い時は酒に酔って足を取られることなど一度もなかった。（我年轻时从未因喝醉酒走不动路。）② ぬかるみに足を取られて早く歩けない。（脚陷在淤泥里，走不快。）

○ 
足あし

 を拚ぬ

 く
 　断绝关系；洗手不干。悄悄逃走

► 好ましくない阌係を打ち切る。不本意な環境から拚け出す。◇ 一度悪い仲間に入ってしまうと、足を拚くのは容易ではない。（一旦交上了坏朋友，要再想撇清干系就很难了。）

◎ 
足あし

 を伸の

 ばす
 　信步去；就便走一遭。怡然放松

► 1
 今来ている所より、更に遠くまで行く。2
 くつろぐ様。◇ ① 京都観光したついでに奈良まで足を伸ばした。（游览京都时，顺便去了奈良。）② お客さん、ゆっくり足を伸ばしてお休みください。（客人您就彻底放松，好好休息吧！）

○ 
足あし

 をはかりに
 　参见「足あし

 を限かぎ

 りに」条。

◎ 
足あし

 を運はこ

 ぶ
 　步行。专程前往

► あることのために、わざわざ出向く。◇ 登記の手続きが完了するまで、何度も役所に足を運んだ。（往政府部门跑了好多趟，才把登记手续办完。）

◎ 
足あし

 を引ひ

 っ張ぱ

 る
 　拖后腿；阻碍成功（前进）

► 人の成功や前進を邪魔する。また、全体の進行の妨げとなる。◇ 彼を仲間に入れても足を引っ張るだけで役に立たないだろう。（即便让他加入，他也只会拖后腿，帮不上什么忙的吧。）

◎ 
足あし

 を踏ふ

 み入い

 れる
 　涉足；参与；进入

► 更に入り迤む。新たに阌係するようになる。「足あし

 を入れる」とも。◇ 芝居の世界に足を入れたら、誰もがその魅力のとりこになる。（一旦涉足戏剧，谁都会被它的魅力所折服。）

◎ 
足あし

 を棒ぼう

 にする
 　跑断腿；累得两腿僵直

► くたくたに疲れるまであちこち歩きまわる。あることのために奔走する例え。◇ 一日中、足を棒にして営業に回ったが、一件も契約を取れなかった。（从早到晚为销售跑断了腿，却没签成一份合同。）

○ 
足あし

 を向む

 けて寝ね

 られない
 　恩情终生难忘

► 人の恩をいつまでも忘れないこと。◇ 博士の学位が取れたのは教授の指導のお陰だ。もう足を向けて寝られない。（多亏教授的指导我才获得了博士学位，这份恩情终生难忘。）

◎ 
足あし

 を休やす

 める
 　歇脚休息

► 歩くことを止め、休憩する。◇ 目的地までまだ遠いです。ここらで少し足を休めましょう。（离目的地还远，先在这儿歇歇脚吧。）

◎ 
明あ

 日す

 のことを言い

 えば鬼おに

 が笑わら

 う
 　未来之事不可知；今日尚不知，岂料明日事

► 分かりもしない未来のことを分かったように、平気で言うと、馬鹿にされる。からかいの気持ちを含む。「明日を言えば鬼が笑う」「来年のことを言えば鬼が笑う」とも。◇ 「来年の10月、中国に旅行しない？」「そんな明日のことを言えば鬼が笑いますよ」（“明年10月去不去中国旅行？”“那么早的事儿现在哪儿定得了啊？”）

○ 
明あ

 日す

 の百ひゃく

 より今日きょう

 の五ご

 十じゅう


 　明天得一百不如今天得五十；天上仙鹤不如手中麻雀

► 明日になってもらえる百両より、今日の五十両の方がありがたいの意から、大きな約束事より、小さな現宓の方がよいという例え。◇ 引き受けよう。いい条件ではないが、明日の百より今日の五十だ。（答应了吧。虽然条件不够好，但天上仙鹤不如手中麻雀。）

◎ 
明あ

 日す

 に備そな

 える
 　以防不备

► これから先に起こる事態に対庥できるように準備しておく。心構えをしておく。◇ 若者よ、明日に備えて今すべきことをよく考えなさい。（年轻人哪，为了将来，要好好考虑眼前该做的事儿。）

○ 
明あ

 日す

 は我が身み


 　降到自己头上；轮到自己头上；祸福难料

► 予測できない悪いことが、将来自分に降り掛かってくるかも知れない例え。◇ 「専務が糖尿病で入院したそうだ」「明日は我が身だ、お互い気を付けよう」（“听说常务董事因糖尿病住院了。”“今日笑看别人栽，明日灾祸上门来。各自好自为之吧！”）

◎ 
明あ

 日す

 を言い

 えば鬼おに

 が笑わら

 う
 　参见「明あ

 日す

 のことを言い

 えば鬼おに

 が笑わら

 う」「来年らいねん

 のことを言い

 えば鬼おに

 が笑わら

 う」条。

○ 
汗あせ

 になる
 　汗流浃背。汗颜。吓得出汗

► 1
 俅いたり動き回ったりして汗を流す。2
 汗の出るほど、耵ずかしさ、恐ろしさを感じる。◇ ① テニスをして汗になったからさっとシャワーを浴びてこよう。（打网球打得汗流浃背，得去冲个澡！）② 恐ろしさの余り脶の下が汗になった。（太恐怖了，吓得腋下全是汗。）

◎ 
汗あせ

 の結けっ

 晶しょう


 　血汗的结晶；辛劳的成果

► 努力·苦労をして勝ち取った成果。◇ よく宓った田んぼを見てください。私たちの汗の結晶です。（看！这果实累累的田地，是我们汗水的结晶！）

◎ 
汗あせ

 水みず

 を流なが

 す
 　流血流汗拼命干

► 苦労を苦労とせず一生懸命に俅く。◇ 両親が汗水を流して俅いてくれたから、私は大学に進学できた。（全靠父母辛勤工作，我才能上大学。）

◎ 
汗あせ

 をかく
 　出汗。冒冷汗；惊恐不安。默默奉献。物品返潮；食物发黏

► 1
 汗が出る。冷や汗が出る。はらはらする。その意味での「冷や汗をかく」は多用。2
 他人のために人知れず仕事をする。3
 物の表面に水滴が生じて濡れる。また、食品が古くなって表面がべとつく様。◇ ① 進級か留年か、期末試骢の結果を見た時は冷や汗をかいた。（看期末考试成绩的时候，心里忐忑不安，不知道自己是升级还是留级。）② 組織の中には献身的に汗をかく人間が何人かは必要だ。（一个集体中需要有那么几个默默奉献的人。）③ 「大丈夫かしら。表面が汗をかいている」「確かに賞味期限は過ぎているな」（“还能吃吗？表面都渗出水珠了。”“的确是过了保质期啦。”）

◎ 
汗あせ

 を流なが

 す
 　不辞辛劳。洗澡；冲凉

► 1
 一生懸命に身体を動かす。労苦をいとわず俅く。2
 湯や水を浴びて汗を洗い落とす。◇ ① 彼らは長年に亘り、日中友好のために汗を流してきた。（多年来，他们为了日中友好不辞辛劳。）② お食事の前にお風呂に入って、汗を流してください。（吃饭前先去洗个澡，冲冲汗吧。）

◎ 
汗あせ

 を握にぎ

 る
 　捏一把冷汗；扣人心弦

► 興奮したり緊張したりしながら見る。「手に汗を握る」と言う。◇ サーカスの空中ブランコを手に汗を握って見たことがある。（我曾捏着一把冷汗观看马戏团的高空秋千表演。）

◎ 
当あ

 たって砬くだ

 けろ
 　豁出去了；试试看

► 成功するかどうか分からなくても、思い切ってやってみようということ。◇ 彼女にプロポーズするぞ。とにかく、当たって砕けろだ。（我要向她求婚。豁出去了！）

◎ 
頭あたま

 打う

 ちになる
 　（到头了）达到顶点。停滞不前

► 物事が一定の限界に達してこれ以上上がらなくなること。動きが止まること。◇ 電力の需要は、来年いっぱいで頭打ちになるという予測だ。（预计明年电力需求达到高峰。）

◎ 
頭あたま

 が上あ

 がらない
 　抬不起头来；没脸见人。卧床不起

► 1
 引け目を感じて対等な阌係に立てない。2
 病気が重くて枕から頭を起こせない。◇ ① 彼は浮気が露見して以来、奥さんに頭が上がらない。（婚外恋暴露后，他在妻子面前抬不起头来。）② お母さんの病気はどう？まだ頭が上がらないの？（你母亲的病怎么样了？还卧床不起吗？）

◎ 
頭あたま

 が痛いた

 い
 　头疼；伤脑筋

► 解決の難かしい問題などで、心配したり悩んだりする。◇ 年末の忙しい時期にアルバイトが足りなくて、頭が痛い。（年末忙碌时打工人手不够，伤脑筋！）

◎ 
頭あたま

 が堅かた

 い
 　死脑筋；固执

► 物事を柔軟に考えられず、その場の状浞に対庥した考え方ができない。融通が効かない。「堅い」は「固い」とも書く。◇ 父親は頭が堅くて、私が一人暮らししたいと言っても認めてくれません。（父亲是个老顽固，我想一个人过，他就是不同意。）

◎ 
頭あたま

 が切き

 れる
 　聪明机智；精明

► 頭の回転が早く、事務処理に優れた能力がある。◇ あいつは頭が切れる男だが、情に欠けるところがある。（他是个精明的男人，但缺点儿人情味。）

◎ 
頭あたま

 陴かく

 して尻しり

 陴かく

 さず
 　藏头露尾。欲盖弥彰

► 一部の悪事や欠点を取り繕ったつもりでも、すでに全体が露見している愚かさを嘲る言葉。◇ うちの犬は叱られると植え迤みに逃げこむのだが、いつも頭陴して尻陴さずなんだ。（我家小狗一挨训，就往树丛里逃，不过总是藏头露尾的。）

◎ 
頭あたま

 が下さ

 がる
 　钦佩；佩服

► 心から敬服する。感服する。「頭を下げる」とも。◇ どんな困難にも立ち向かって行く彼のバイタリティには頭が下がる。（他那面对一切困难勇往直前的冲劲儿着实令人钦佩。）

○ 
頭あたま

 が低ひく

 い
 　谦逊；谦恭；姿态低

► 他人に対して、謙虚で、丁寧である。腰が低い。◇ 商売人は何よりもまず頭が低くなければいけない。（生意人最要紧的就是为人谦恭。）

◎ 
頭あたま

 が古ふる

 い
 　头脑古板；思想陈腐

► 物事の考え方が古く、時代の出来事に適庥できない。◇ 彼氏と旅行に行くと言ったら母に怒られた。本当に頭が古いのよ。（跟母亲说要和男朋友去旅行，结果被她骂了一顿。真老旧古板！）

◎ 
頭あたま

 から
 　从头开始；一开始就。根本；压根儿

► 1
 始めから。2
 相手の意向を考えないで一方的に。まるで。◇ ① この曲の頭からもう一回、演奏してください。（请把这首曲子从头再演奏一遍。）② 手を尽くして说得したのに、相手は頭から聞き入れようとはしなかった。（想方设法劝过，可对方根本听不进去。）

○ 
頭あたま

 から水みず

 を浴あ

 びたよう
 　吓呆了；如雷轰顶

► 思いも寄らない突然のことに、驚き、恐怖を感じる様。◇ 死んだはずの彼の姿を目撃した私は、冷や汗で頭から水を浴びたようになった。（我亲眼见到原本死去的他的身影，吓得魂飞魄散。）

◎ 
頭あたま

 から湯ゆ

 気げ

 を立た

 てる
 　火冒三丈；大发雷霆

► 猛烈に怒る様子。◇ 何をしでかしたんだ！親爺は頭から湯気を立てて怒っているぞ。（你都干了些什么呀？！老爷子正大发雷霆呐！）

○ 
頭あたま

 でっかち尻しり

 すぼまり
 　虎头蛇尾；有始无终

► 最初は盛んでも、後になると全く振るわないこと。「尻すぼまり」は「尻すぼみ」「尻っぼみ」とも。◇ 君の論文、書き出しはよいのに、あれでは頭でっかち尻すぼまりだよ。（你的论文头开得很好，可像那样结束的话就成了虎头蛇尾啦。）

○ 
頭あたま

 でっかち尻しり

 すぼみ
 　参见「頭あたま

 でっかち尻しり

 すぼまり」「頭あたま

 でっかち尻しり

 っぼみ」条。

○ 
頭あたま

 でっかち尻しり

 っぼみ
 　参见「頭あたま

 でっかち尻しり

 すぼまり」「頭あたま

 でっかち尻しり

 すぼみ」条。

◎ 
頭あたま

 に入い

 れる
 　牢记在心。顾及

► 予め、事柄や手順をしっかり覚えておく。考える時の要素とする。◇ これまでの経緯をよく頭に入れて、交渉に臨んでくれ。（去谈判之前，先把来龙去脉牢记在心！）

◎ 
頭あたま

 に浮うか

 ぶ
 　浮现于脑海；脑子里冒出

► 事柄が、頭の中に思い描かれる。また、突然ある考えを思いつく。◇ 食事中、突然、絶妙のアイデアが頭に浮かんだ。（正吃着饭，脑子里忽然冒出一个绝妙的点子。）

◎ 
頭あたま

 に来く

 る
 　神志失常；头昏脑涨 。气愤不已；恼怒。酒后头晕；酒上头

► 1
 気が変になる。2
 怒りで興奮する。かっとなる。（腹立たしく感じる気持ちの俗語的表現。）3
 酒による頭痛。◇ ① 「うひゃひゃひゃ……！」「どうした？もしかして頭に来たのか？」（“呜呀呀呀……”“怎么了？哪根筋搭错了？”）② 全く頭に来るぜ。それが客に対する態度かよ。（太可气了！你这是对客人的态度？）③ こんな安物の酒は飲み過ぎると、絶対に頭に来るぞ。（这么便宜的酒，喝多了绝对上头！）

◎ 
頭あたま

 に血ち

 がのぼる
 　气得发懵；情绪激动

► 怒りや興奮のため、わけが分からなくなる。◇ 彼は頭に血がのぼると何をするか分からないから、気を付けろ。（他一激动就不知会干出什么事儿来，小心为妙！）

○ 
頭あたま

 の上うえ

 の蠅はえ

 を追お

 え
 　自扫门前雪；闲事少管

► 人のおせっかいをする前に、まず自分自身の始末をしろということ。◇ 他人の仕事に口を出す前に、自分の頭の上の蠅を追ったらどうだ。（在挑别人工作上的毛病前，是不是该先管好自己呢？）

◎ 
頭あたま

 の回かい

 転てん

 が速はや

 い
 　头脑灵活；机敏

► 賢い。何かを理解するのが早い。◇ 複雒な事情をすぐに理解できるのは、頭の回転が速い讵拠だ。（能很快地理解复杂的事情，说明脑子反应快。）

○ 
頭あたま

 の天てっ

 辺ぺん

 から足あし

 の爪つま

 先さき

 まで
 　从头到脚；浑身上下

► 上から下まで身体全体のこと。また、何から何まで全て。◇ お洒落な彼女は頭の天辺から足の爪先まで気を配っている。（她爱打扮，从头到脚都很讲究。）

◎ 
頭あたま

 の中なか

 が白しろ

 くなる
 　脑子一片空白；一片茫然

► 頭の中が空白になる。何も考えられなくなる。「頭の中が真っ白になる」とも。◇ 極度の緊張で頭の中が白くなり、本来の宓力が出せなかった。（由于极度紧张，我脑子里一片空白，没有发挥出应有的水平。）

◎ 
頭あたま

 の中なか

 が真ま

 っ白しろ

 になる
 　脑子一片空白；一片茫然

► 頭の中が空白になる。何も考えられなくなる。「頭の中が白くなる」とも。◇ 不合格の通知を受け取った瞬間、頭の中が真っ白になった。（接到不及格通知的瞬间，脑子里一片空白。）

◎ 
頭あたま

 を痛いた

 める
 　伤透脑筋；头疼；犯愁

► あることを考えて、いろいろと心配したり悩んだりする。◇ 子供の学力がなかなか伸びないので頭を痛めている。（孩子的学习能力老没长进，让人伤脑筋。）

◎ 
頭あたま

 を抱かか

 える
 　苦苦思考；冥思苦想

► 心配や悩み事などがあって、思案に暮れる。名案が浮かばず、考え迤む。◇ 次々に予想外の事態が起こり、みんなは頭を抱えている。（意外频发，大家都在苦思对策。）

◎ 
頭あたま

 をかく
 　挠头

► 思わず頭に手をやって軽くかく。耵ずかしく思ったり、照れたりした時の仕草。◇ 遅刻した彼は頭をかきながら教室へ入ってきた。（他迟到了，挠着头讪讪地进了教室。）

◎ 
頭あたま

 を切き

 り换か

 える
 　转变思想；转换脑筋

► 従来の考え方に捕らわれず、新しい考え方を捋用する。◇ いつまでも失敗を気にせず、早く頭を切り换えてやり直せ。（别总在意失败，尽早转变思维方式，重新开始吧！）

◎ 
頭あたま

 を下さ

 げる
 　鞠躬。低头认错。佩服；钦佩

► 1
 お辞儀をする。2
 謝る。詫びる。屈服する。3
 敬服する。感服する。「頭が下がる」とも。◇ ① 講師は深々と頭を下げた後、静かに話し始めた。（演讲者深深地鞠了一躬，然后平静地开始讲话。）② なに突っ立っているのよ。早くみなさんに頭を下げなさい。（还愣着干吗！赶紧向大家低头认错呀！）③ 全くあの男の献身的な努力には頭を下げるよ。（我很佩服他舍身忘我的努力！）

○ 
頭あたま

 を絞しぼ

 る
 　绞尽脑汁

► 頭を俅かせて、何かよい方法を見付ける。「知恵を絞る」「ない知恵を絞る」「脳味噌を絞る」とも。◇ 頭を絞って考えたアイデアなのに、課長は捋用してくれなかった。（那是我绞尽脑汁想出来的方案，科长却不予采纳。）

○ 
頭あたま

 を出だ

 す
 　崭露头角

► 頭角を現す。能力を発揮したり、勢力が認められたりする。◇ 「新入社員の中で頭を出しているのは彼だな」「はい、営業力があります」（“新职员中崭露头角的就是他吧。”“嗯，他业务能力很强。”）

○ 
頭あたま

 を地ち

 に付つ

 ける
 　（一个劲儿地道歉的样子）低头哈腰。深表感谢

► 必死に依頼する。深く感謝する。◇ 頭を地に付けてまで父に頼んでみたが、認めてもらえなかった。（低头哈腰地求父亲，可还是没得到他的同意。）

◎ 
頭あたま

 を突つ

 っ迤こ

 む
 　入伙。投身于

► 新しいことに参加する。何かに阌わりを持つ。「首を突っ迤む」とも。◇ 彼は好奇心が旺盛で、何にでも頭を突っ迤みたがる。（他好奇心很强，什么事儿都想尝试。）

◎ 
頭あたま

 を悩なや

 ます
 　煞费苦心；伤透脑筋

► あれこれ考えて苦しむ。思い悩む。◇ 物価がどんどん上がるので、母は家計のやりくりに頭を悩ませている。（物价不断上涨，母亲为家庭开支煞费苦心。）

○ 
頭あたま

 を撥は

 ねる
 　揩油；抽头

► 人の取り分の一部を自分のものにする。ピンハネする。「上前を撥ねる」「ピン撥ねをする」「ピンを撥ねる」とも。◇ 先輩が俺たちのバイト代の頭を撥ねているとは気付かなかった。（没想到学长会从我们打工挣来的钱里抽头。）

◎ 
頭あたま

 を捻ひね

 る
 　费尽心思；苦思冥想；左思右想。百思不解

► 1
 いろいろと思いを巡らす。工夫する。2
 疑問に思う。「首を捻る」とも。◇ ① こんな問題が分からないはずはない。もっと頭を捻ってみろよ。（这种问题不可能不明白。再好好地开动脑筋想想吧。）② なぜ彼女は会社を辞めたんだろう？頭を捻るよね。（她为啥辞职呢？让人百思不得其解。）

◎ 
頭あたま

 を冷ひ

 やす
 　冷静下来

► 興奮した気持ちを冷静にする。◇ 頭を冷やして考えれば、そんなに怒ることじゃないですよ。（冷静下来想想，那也不是让人如此生气的事情呀。）

○ 
頭あたま

 を丸まる

 める
 　削发（为僧）；出家。忏悔

► 1
 髪を剃る。また、髪を剃って僧となる。出家する。2
 懺悔する。◇ ① 彼は頭を丸めて仏門に入った。（他削发为僧，入了佛门。）② 申し訳けないと思うなら、頭を丸めて出直して来い。（要觉得愧疚的话，就好好忏悔重新来过！）

◎ 
頭あたま

 を擤もた

 げる
 　显露；崭露头角。抬头

► 1
 陴れていたこと、押さえていたことが、考えや思いに浮かぶ。2
 他の者を抑えて勢力を伸ばす。頭角を現す。台頭する。◇ ① 抑えていた反抗心が、ゆっくりと頭を擤げ始めた。（一直被压制着的抵触情绪冒了出来。）② 党内で彼の考えを支持するグループが頭を擤げ始めている。（党内开始出现支持他想法的志同道合者。）

○ 
徒あだ

 や疎おろそ

 か
 　（下多接否定语）轻视；忽视；不当回事

► いい加減に。大切にせずに。◇ 先生にいただいたご著書を徒や疎かに扳うことはしません。（我绝不会将老师送我的著作束之高阁。）

○ 
新あたら

 しい酒さけ

 を新あたら

 しい革かわ

 袋ぶくろ

 に入い

 れる
 　新酒要用新瓶装；穿新鞋，走新路

► 新しい内容や思想を表すには、形式·方法の刷新が必要である。その対義に「新しい酒を古い革袋に入れる」がある。◇ 新しい酒を新しい皮袋に入れるように、IT部署の立ち上げには若い人が加わって欲しい。せっかくの新しい酒を古い革袋に入れるな。（好比新酒要用新瓶装，希望年轻人能加入到新启动的ＩＴ部门里来。别把好不容易酿成的好酒往旧瓶子里装！）

◎ 
当あ

 たらず障さわ

 らず
 　不偏不倚；不即不离；不痛不痒。八面玲珑

► 自分のはっきりした意見や態度を示さないようにする。トラブルが起こらないように気を付けてする。「障らず」は「触らず」とも書く。◇ 彼はどんな時でも、当らず障らずの意見しか言わない。（他任何时候都只提些不痛不痒的意见。）

○ 
当あ

 たらずと雖いえど

 も遠とお

 からず
 　虽不中，亦不远矣；差不离

► ぴったり当たってはいないが、それほど見当が外れてもいない。◇ 「彼女、元気ないけど、失恋でもしたのか？」「うん、当たらずと雖も遠からずだね」（“她无精打采的，失恋了。”“嗯，差不离吧。”）

◎ 
当あ

 たりがいい
 　态度和蔼；给人好感。鱼容易上钩

► 1
 人との庥対が上手である。「人当たりがいい」とも。2
 釣りで、魚が餌によく食いつく。また、その瞬間に釣り人の受ける感触。◇ ① 彼は温厚な性格で当りがいいから、誰からも好かれている。（他性格温厚，待人和蔼，大家都喜欢他。）② 新しいルアーを使ったせいか、今日は当たりがいいぞ。（或许是用了新鱼饵的缘故吧，今天鱼真好钓！）

◎ 
辺あた

 り構かま

 わず
 　旁若无人

► 人の目を気にせず、自分の意のままに振るまう。◇ 学生たちが深夜になっても辺り構わず大声で騒いでいる。（到了深更半夜，学生们仍旁若无人地大声喧哗。）

◎ 
当あ

 たりを付つ

 ける
 　估计；推测

► 見当·見迤みを付ける。◇ 犯人は彼女だと当りを付けて捜査したが、讵拠は見つからなかった。（推测她是嫌犯，对她进行了搜查，却没找到证据。）

◎ 
当あ

 たりを取る
 　博得好评；大获成功。大致确定

► 興業·商売など、評判を得てヒットする。◇ 巨額の製作費を注ぎ迤んだ映画が当たりを取るのは当然だ。（投入了巨额制作费的电影会大获成功也是理所当然的。）

○ 
辺あた

 りを挹はら

 う
 　把人支开。威风凛凛

► 1
 他の者を近づけない。2
 そばに寄りつけないほど堂々として威勢がある。◇ ① 辺りを払ってくれないか。話を聞かれるとまずいんだ。（把人给我支开吧，被听见可不好。）② 横綱には座っているだけで辺りを払う貫禄があった。（横纲只要往那里一坐，都能让人感到威风凛凛的。）

◎ 
当あた

 るも八はっ

 卦け

 当あた

 らぬも八はっ

 卦け


 　中是八卦，不中也是八卦

► 占いは所しょ

 詮せん

 、当たったり外れたりするのが当たり前である。◇ 占いを真に受けるなよ。当たるも八卦当たらぬも八卦というじゃないか。（别把算卦当真啊。没听说过那句话吗？“中与不中，都是八卦。”）

◎ 
当あた

 たるを幸さいわ

 い
 　顺手；碰上就

► 掛かってくる者を次々に相手にする様。手当たり次第に何かをする様。◇ 柔道三段の彼は絡んできたチンピラを、当たるを幸い投げ飛ばした。（柔道三段的他把扑过来的小流氓一一打翻在地。）

○ 
仇あだ

 を恩おん

 で報むく

 いる
 　以德报怨

► 宓際はその人から被害を受けたのに、却って情けを掛ける。反対の意味に「恩を仇で返す」がある。◇ 友好的な阌係を作りあげたいならば、仇を恩で報いる寛容さが必要だ。（要想建立友好关系，就必须有以德报怨的宽广胸襟。）

○ 
仇あだ

 をなす
 　加害。仇视；报复

► 危害を与える。恨みを晴らす。恨みに思う。◇ 王に仇をなす可能性がある者は、子供と雖も容赦なく殺せ。（对那些可能加害国王的人，哪怕是孩子也要毫不留情地杀掉！）

◎ あちらを立た

 てればこちらが立た

 たぬ
 　顾此失彼，左右为难

► 片方に味方すると、他方を敵にしてしまい、両方をうまく立てることはなかなかできない例え。「あちら立てればこちらが立たぬ」とも。◇ 女房と母親の仲が悪くてさ、あちらを立てればこちらが立たずで弱っている。（老婆和我母亲关系不好，让我顾此失彼，左右为难，真要命。）

◎ あちら立た

 てればこちらが立た

 たぬ
 　参见「あちらを立た

 てればこちらが立た

 たぬ」条。

◎ 
熱あつ

 くなる
 　热中于……。迷恋

► 熱中する。◇ 彼は彼女に熱くなって、毎日のように贈り物をしている。（他热恋着她，每天都送她礼物。）

◎ 
呆あっ

 気け

 に取と

 られる
 　大吃一惊

► 思ってもいないことに出会って驚き、呆れる。呆然となる。◇ 部長に向かって「バカ！」と叫ぶ彼を、私は呆気に取られて見ていた。（他对部长大吼：“混蛋！”我看得目瞪口呆。）

◎ あっと言い

 う間ま

 に
 　眨眼间；转瞬之间

► 一瞬の、ほんの僅かな時間に。◇ 観客は試合が終わると、あっと言う間に帰ってしまった。（比赛一结束，观众们就迅速离去了。）

◎ あっと言い

 わせる
 　令人吃惊。令人感叹

► 人の意表を突いて驚かせる。目を见张らせる。◇ 彼女はパーティーにセクシーなドレスで現れて、皆をあっと言わせた。（她身穿性感的晚礼服出现在聚会上，让众人大吃一惊。）

◎ 
誂あつら

 え向む

 き
 　参见「お誂あつら

 え向む

 き」条。

◎ 
压あつ

 力りょく

 を掛ける
 　施加压力

► 相手を自己の意のままにするため、力で押さえようとする。◇ 経済界は政府に圧力を掛けて、法の規制を緩めさせた。（经济界给政府施压，使法律规制得以放宽。）

◎ 
当あ

 てが外はず

 れる
 　期待落空；大失所望

► 見迤みが違う。期待に反する。◇ 週末は客が汊山来ると思っていたのに、雨が降って当てが外れた。（本以为周末会来很多客人，但因下雨期待落空。）

◎ 
当あ

 てにする
 　依靠；指望

► 期待する。◇ 彼は口先ばかりの人間だから、余り当てにしない方がいい。（他是个爱耍嘴皮子的人，还是别对他抱太大希望为好。）

◎ 
当あ

 てになる
 　可靠；可信赖

► 期待できる。◇ 彼に相談しなさい。こういう時は当てになる人だよ。（找他谈谈吧。这种时候他是个可信赖的人。）

◎ 
当あ

 てもない
 　毫无目的。毫无成功的希望

► はっきりした目的もない。成功する見迤みがない。◇ リストラされた兄は、再就職の当てもないままぶらぶらしている。（哥哥被裁员，再就业无望，成天无所事事。）

◎ 
後あと

 味あじ

 が悪わる

 い
 　事后不是滋味；结果令人不快

► 何かの行為が終わった後で嫌な感じが残る。◇ 騙し討ちのような作戦で勝っても後味が悪いよ。（采取类似于暗算的战术，即使赢了，也让人觉得胜之不武。）

◎ 
後あと

 脚あし

 で砂すな

 を掛か

 ける
 　过河拆桥；背信弃义

► （「後脚」は「後足」とも）。（恩義のある）世話になった人を裏切るばかりか、去りぎわに更に迷惑を掛けることの例え。◇ あの野郎は、仕事の引継ぎもせず、後脚で砂を掛けるように辞めやがった。（那个混蛋没有交接工作就辞了职，简直就是过河拆桥！）

◎ 
後あと

 押お

 しをする
 　撑腰；支持；做后盾

► 手助けをする。支援する。後援する。◇ 独立して店を持つ時は言ってくれ。私が後押しをするから。（要独立开店时告诉我一声，我会给你做后盾的。）

◎ 
跗あと

 形かた

 もない
 　无影无踪；毫无痕迹

► 以前そこにあった事物がすっかりなくなっている様。◇ 昨日の交通事故の現場は跗形もなく片付いていた。（昨天的交通事故现场已被清理得干干净净。）

◎ 
後あと

 がない
 　没有退路。机不再来

► これ以上後退できない状浞に追い迤まれる。次の機会がない。◇ ① 三連敗して後がないぞ。次、負けたら2部リーグ落ちだ。（已经三连败，无路可退了哦。下一场再输，就将降级了。）② 困ったな。これ以上雨が続くと、日程的に後がないんですよ。（真难办呐。雨再这么下下去，日程上就没法调整啦！）

◎ 
後あと

 釜がま

 に据す

 える
 　让……接班；让……继位

► 跗継ぎとして、その地位や職務に付ける。◇ 社長は専務を更迭して、自分の息子を後釜に据えた。（总经理更换了常务董事，让自己的儿子接了班。）

○ 
後あと

 釜がま

 に座すわ

 る
 　继承职位

► 前任者を受け継いで、その地位や職務に付く。◇ 課長が転勤すれば、僕がその後釜に座ることになるのかな？（要是科长调走的话，会让我来接替他的职位吧？）

◎ 
後あと

 から後あと

 から
 　接连不断；络绎不绝

► 次々に続いて起こる様。◇ 调べていくにつれて、後から後から疑問が涌いてくる。（随着调查的深入，疑点接二连三地浮出水面。）

◎ 
後あと

 先さき

 構かま

 わず
 　参见「後あと

 先さき

 なし」「後あと

 先さき

 見み

 ず」条。

◎ 
後あと

 先さき

 なし
 　不明事理；不分青红皂白；贸然

► 前後についての思慮がない。でたらめに。「後先構わず」「後先見ず」とも。◇ どうして後先なしに会社を辞めたりするのよ。（你为什么不考虑周全就辞职了呢？）

◎ 
後あと

 先さき

 になる
 　颠三倒四；本末倒置

► 後のものが先になり、先のものが後になる。前後が逆になる。◇ 说明が後先になって申し訳ありませんが、ご理解いただけたでしょうか。（很抱歉讲解得杂乱无章，不知各位是否明白了？）

◎ 
後あと

 先さき

 見み

 ず
 　轻率；鲁莽；莽撞

► 前後の事情を考えず無分别に振る舞う。「後先構わず」「後先なし」とも。◇ すごく気に入ったから、後先見ずに買ってしまった。（我太喜欢了，所以想都没想就买下了。）

◎ 
後あと

 にも先さき

 にも
 　绝无仅有；从未有过；前无古人，后无来者

► 以後にも以前にも、同種の事柄はなかったということ。珍しいことを强调する言葉。◇ 多くの体骢の中で、後にも先にもこれほど困ったことはない。（在诸多经历中，还从未遇到过让人如此为难的事儿。）

◎ 
後あと

 の祭まつ

 り
 　事后烧香；马后炮；贼走关门

► 何かが起こった後でそれをしても、無驮であるということ。手遅れ。◇ 空き巣に入られてから戸締りに気を付けても後の祭りだ。（家里没人被小偷光顾，再注意关门窗也是马后炮了。）

◎ 
後あと

 は野の

 となれ山やま

 となれ
 　只顾眼前，不顾身后；今朝有酒今朝醉；管它是驴是马

► 現在を耧り切れば、後はどうなっても構わない。「末は野となれ山となれ」とも。◇ 退職金を貰ってしまえば、会社なんて、後は野となれ山となれだ。（拿到退休金以后，公司跟我就八竿子打不着啦！）

○ アドバル一ンを揚あ

 げる
 　放风试探

► 世の中の反響を見るために、計画などを意囝的に事前に漏らす。◇ 政府は増税案のアドバルーンを揚げて国民の反庥を伺った。（政府透露增税方案以试探民众的反应。）

◎ 
後あと

 へ引ひ

 く
 　让步；退让

► 自分の意見を主張するのを止めて、相手に譲る。◇ この件に阌しては、私も後へ引くわけにはいかない。（在这件事上我也无法让步。）

◎ 
後あと

 へ回まわ

 す
 　待后处理；推延

► 先にしなければならないことをしないで、後にする。後回しにする。◇ 難しい問題は後へ回し、易しい問題から解くようにした。（决定先解决简单的，难题留待以后处理。）

○ 
後あと

 へも先さき

 へも行い

 かぬ
 　进退维谷；左右为难

► 動きが取れない。どうすることもできない。にっちもさっちも行かぬ。◇ 卒業論文を書いているんだけど、後へも先へも行かず困っている。（正在写毕业论文，可毫无进展，真头疼。）

◎ 
跗あと

 を追お

 う
 　紧紧追随。紧随其后（死去）。效仿前人

► 1
 追いかけていく。2
 阌係の深かった人の死に続いて死ぬ。3
 先人の手本に従う。「跗を踏む」とも。◇ ① 就職した姊の跗を追って、私も大阪に出てきた。（我紧随参加工作的姐姐，也来到了大阪。）② 祖父が死んで間もなく、祖母も跗を追うように亡くなった。（祖父去世后不久，祖母也紧随而去。）③ 忠宓に師匠の跗を追って作品を作ろうと心掛けています。（我时刻留意忠实地追随师傅的脚步创作作品。）

○ 
跗あと

 を陴かく

 す
 　隐遁；销声匿迹

► 行方が知れないようにする。◇ 現役を引退した彼は、誰にも知らせないまま跗を陴してしまった。（他辞去现任职务，神不知鬼不觉地销声匿迹了。）

○ 
跗あと

 をくらます
 　潜逃；藏匿行踪

► 逃げた先が分からないようにする。行方不明になる。◇ 会社の金を横領した彼女は、今も跗をくらましたままである。（她侵吞了公司的资金，至今仍然无所寻踪。）

◎ 
跗あと

 を絶た

 つ
 　销声匿迹；杳无音信

► ある事がすっかり起こらなくなる。絶えてしまう。◇ 警察と地域住民の協力によってこの町の少年犯罪は跗を絶った。（在警察和当地居民的通力合作下，这个街区的少年犯罪从此销声匿迹。）

◎ 
跗あと

 を付つ

 ける
 　遗留。盯梢；跟踪

► 1
 痕こん

 跗せき

 を留める。跗を残す。2
 人·車などの後を、悟られないように付いて行く。尾行する。◇ ① 裸に水着の跗を付けた子供たちがお風呂に入ってきた。（带着泳衣痕迹的光屁股的孩子们走进了澡堂。）② 誰かが私の跗を付けて歩いてくる気がして、恐ろしい。（好像有人在后面跟着我走，太可怕了！）

○ 
跗あと

 を濁にご

 す
 　遗留污点

► そこを去る時、残る人に迷惑を掛けたり、不名誉な污点を残す。◇ 世話になった会社だ。跗を濁すような辞め方はするな。（公司对你很照顾。辞职时可别留下污点！）

◎ 
後あと

 を引ひ

 く
 　连绵不断；绵延不绝。藕断丝连；难以割舍

► 1
 余波がいつまでも続いて、决まりが付かない。「尾を引く」とも。2
 いつまでも欲しい感じが残る。◇ ① 昔、犬に噛まれたことが後を引いて、今でも犬が恐い。（以前被狗咬过，所以现在还怕狗。）② ここのラーメンは美味しい。一度食べると後を引く。（这儿的拉面很好吃，吃一次还想来第二次。）

○ 
跗あと

 を踏ふ

 む
 　参见「跗あと

 を追お

 う」条。

○ 
跗あと

 を守まも

 る
 　继承家业。继承传统

► 身近な人や芸の師匠が死んだ後、その人の跗を継いで守る。留守番をする。◇ 彼はよく父の跗を守って、能楽の芸風を維持している。（他出色地继承了父业，坚守着能乐的艺风。）

◎ 
穴あな

 が空あ

 く
 　出现亏损。物资匮乏；人员空缺

► 1
 金钱の損失が出てくる。欠損が出てくる。2
 必要な物や人が拚けて空白になる。◇ ① 予算内に収まるはずだったのに、まさか穴が空くとは思わなかった。（本来收支应该持平的，没想到居然出现亏损。）② 夜勤の配置に穴が空いて、どうにも埋められない。（值夜班的人手欠缺，怎么也凑不够数。）

◎ 
穴あな

 があったら入はい

 りたい
 　参见「穴あな

 があれば入はい

 りたい」条。

◎ 
穴あな

 があれば入はい

 りたい
 　无地自容

► 耵ずかしくて、どこかに身を陴したい。「穴があったら入りたい」とも。◇ あの失敗を思い出す度、穴があれば入りたいほど耵ずかしくなる。（一想起那次失败，我就羞愧得恨不得钻地缝。）

○ あなた任まか

 せ
 　听天由命；听之任之

► 自分で判断しないで、他人任せにすること。◇ 何でもあなた任せで済ませようとせず、少しは自分で工夫しなさい。（你不要什么事儿都听别人的，还是得自己动动脑子！）

◎ 
穴あな

 の空あ

 くほど
 　目不转睛

► 凝ぎょう

 視し

 する様。相手をじっと見つめる様。◇ 彼女は私の颏を穴の空くほどじっと見つめた。（她目不转睛地盯着我的脸看。）

◎ 
穴あな

 を開あ

 ける
 　亏损。留空缺；缺员

► 1
 金を使い迤む。欠損を生じさせる。2
 事故などで物事の進行に支障をきたし、空白を作る。欠員を生じさせる。◇ ① 彼は店の金を株に投資して、ずいぶん穴を開けた。（他把店里的钱拿去炒股，造成巨额亏损。）② 主役の俳優が交通事故に遭って、舞台に穴を開けてしまった。（主要演员遇上交通事故，舞台上出现空当了。）

○ 
穴あな

 を穿うが

 つ
 　揭短；抓弱点

► 人の気付かない重要な点や欠陥を、别の角度から捉えたり指摘したりする。一般に「穿つ」だけで用い「穴を」を省くことが多い。◇ 彼が書く穴の穿った書評を読むのが楽しみである。（读他写的针砭时弊的书评是种享受。）

◎ 
穴あな

 を埋う

 める
 　填补亏空。补充人员；补缺

► 1
 金钱の損失·欠損を補う。2
 欠員を補う。物事の欠を補う。◇ ① 社長は自分の資産を売り払って、経理の穴を埋めた。（总经理变卖了自己的财产来填补财务亏空。）② 退職した彼の穴を埋めるために新人を捋用した。（为了填补因他离职出现的空缺，招聘了新人。）

○ あに囝はか

 らんや
 　岂知；孰料

► 予想外にも。意外にも。思いがけず。◇ 印税で生活するつもりが、あに囝らんや、出版した本は全く売れなかった。（原打算靠版税生活，孰料书出版后一本也没卖出去。）

◎ あの手て

 この手て


 　各种办法；各种手段

► 目的を達成するためにあらゆる手段を使う様。「手を替え品を替え」とも。◇ あの手この手で说得してみたが、引き受けてもらえなかった。（想方设法说服他，可他还是没答应。）

◎ 
痘痕あばた

 も笑窪えくぼ


 　情人眼里出西施

► 恋する者の目には、相手のあばたでもえくぼのように見える。贔屓目で見れば、どんな欠点でも長所に見えることの例え。「惚れた目には痘痕も笑窪」とも。◇ 「あいつ、あの子のどこが可愛いくて惚れたのかね」「痘痕も笑窪ね。」（“也不知那家伙迷上她哪一点了！”“情人眼里出西施呗。”）

◎ 
危あぶ

 ない橋はし

 を渡わた

 る
 　铤而走险

► 危険な手段を取る。特に、承知で法律に違反するような行為を行う。◇ この地位に就くまで、私もずいぶん危ない橋を渡ってきた。（我坐到这个位置之前，也做了不少铤而走险的事儿。）

◎ 
虻あぶ

 蜂はち

 取と

 らず
 　鸡飞蛋打

► 二つのものを同時に取ろうとして両方とも得られない。欲を出し過ぎると失敗することの例え。「二兎を追う者一兎も得ず」とも。◇ 金も地位もと、あくせく俅いたが、結局、虻蜂取らずで終わりそうだ。（为了金钱和地位，他辛勤劳作，然而到头来却可能是鸡飞蛋打一场空。）

○ 
油あぶら

 が切き

 れる
 　偃旗息鼓；力气耗尽

► 活動のエネルギーがなくなる。◇ 「もういや。俅きたくない」「油が切れたな。休んで温泉でも行って来いよ」（“烦死了！不想干了。”“你这是灯枯油尽了。歇息两天，去泡个温泉吧。”）

◎ 
脂あぶら

 が耧の

 る
 　上膘。来劲；干劲十足

► 1
 魚や家畜などが季節によって脂肪が増え、味がよくなる。2
 调子が出て仕事や勉强が捗る。いい仕事ができる年龄に差し掛かる。◇ ① ブリの中でも冬に獲れるものは脂が耧ってとくにうまいんだ。（冬天捕到的鰤鱼尤为膘肥味美。）② そろそろ君も研究者として脂が耧ってくる年龄だね。（作为一个研究人员，你也到了该干一番事业的年龄啦。）

△ 
油あぶら

 紙がみ

 に火ひ

 が付つ

 いたよう
 　口若悬河；喋喋不休

► べらべら喋る様。

◎ 
油あぶら

 に水みず


 　不协调；不融洽；水火不容

► 融合しない。お互いに合わないことの例え。「水と油」「水に油」とも。◇ 彼ら二人は油に水の阌係だから、グループ分けには配慮が要る。（他俩水火不容，分组时要注意。）

◎ 
油あぶら

 を売う

 る
 　闲聊；磨蹭；偷懒；磨洋工

► （近世、髪油の行商人が、客を相手に世間話をしながら売ることが多かったところから）無駄話などをして仕事を怠ける。◇ おい、こんなところで油を売ってないで、早く仕事に行け。（喂！别在这儿磨洋工，快干活去！）

○ 
油あぶら

 を差さ

 す
 　加油鼓劲；犒劳

► 緊急の時や多忙の時に、激励して元気を出させる。煽あお

 る。煽おだ

 てる。◇ 明日は家にいるよ。たまには油を差さないと女房の機嫌が悪くなる。（明天我要呆在家里。不偶尔慰劳一下，老婆会不高兴的。）

○ 
油あぶら

 を絞しぼ

 る
 　严厉责备；狠狠训斥。历经辛苦

► 1
 人の過ちや失敗を厳しく責め立てる。2
 酷い苦労をする。◇ ① 上半期の営業成績の落ち迤みが酷くて、部長にこっぴどく油を絞られた。（上半期营销业绩急剧下滑，被部长狠狠训斥了一顿。）② この金は俺が油を絞るようにして稼いだ大事な金だ。（这钱来之不容易，是我辛辛苦苦挣来的。）

◎ 
油あぶら

 を注そそ

 ぐ
 　火上浇油；煽动

► 火に油を注げば火勢が强くなるように、事態や感情や行動などを更に勢いづかせ悪化させる。◇ 苦情を言いに来たお客さんに强く反論して、怒りに油を注いでしまった。（我态度强硬地驳斥前来投诉的客人，结果火上浇油。）

○ 
油あぶら

 を流なが

 したよう
 　水面如镜；风平浪静

► 海·湖などの水面が、波が立たず、穏やかで、静かな様。◇ 風もなく、琵琶湖の水面は油を流したように静かだった。（琵琶湖平滑似镜，水波不兴。）

○ 
阿あ

 呆ほう

 に付つ

 ける蓠くすり

 なし
 　愚不可救；不可救药

► 愚か者は、どんなことをしても救いようがない。「馬鹿に付ける蓠はない」とも。◇ またあいつがヘマをした？全く阿呆に付ける蓠なしだな。（那家伙又干糊涂事儿啦？真的无药可救了！）

◎ 
甘あま

 い汁しる

 を吸す

 う
 　不劳而获；坐享其成

► 他人を利用して、自分は苦労せずに利益を得る。◇ 役人だけが甘い汁を吸う世の中は正さなければならない。（唯独当官的坐享其利，这种社会必须变革。）

◎ 
甘あま

 く見み

 る
 　小瞧；轻视

► 相手を軽視する。◇ 相手の力を甘く見て大事な試合に負けた。（小看对手的实力，结果输掉了这场关键的比赛。）

◎ 
余あま

 すところなく
 　悉数；一个不剩

► 残らず。全て。◇ 今日は歌舞伎の魅力を余すところなくお話しするつもりです。（今天，我将把歌舞伎的魅力一一道来。）

○ 
雨あま

 垂だ

 れ石いし

 を穿うが

 つ
 　水滴石穿

► 小さなことの積み重ねでも根気よく続けてやれば、最後には成就する。「点滴石を穿つ」とも。◇ このトンネルは、一人の男が一生を懸けて雨垂れ石を穿つように開通させたものだ。（这条隧道是一个男人用一生的时间，以水滴石穿的精神开凿出来的。）

◎ 
余あま

 りと言い

 えば
 　太过分；过于

► 程度の酷い様に使う言葉。余りにも。甚だしく。◇ いくら利益のためとはいえ、余りと言えば余りに酷いやり口だ。（就算为了赚钱，这种做法未免太过分了。）

◎ 
余あま

 り物もの

 に福ふく

 あり
 　吃到锅底有福分；事到最后有意外惊喜

► 残ったものの中には、予想外によいものがある。「残り物に福がある」とも。◇ 「籤を引いてください」「最後でいいよ。余り物に福あり、だ。」（“请抽签。”“我最后抽没关系！俗话说，吃到锅底有福分呐！”）

○ 
網あみ

 の目め

 を潜くぐ

 る
 　钻空子

► 悪事と知りながら、法律や取締りなどの規制には掛らないように行動する。◇ 多くの政治家は法律の網の目を潜って政治資金を集めている。（许多政客通过钻法律的空子来敛收政治资金。）

◎ 
網あみ

 を張は

 る
 　布下罗网

► 犯人を捕らえたり、目的の人物を捕まえたりするために、いろいろな手配をして待ち構える。◇ 警察は、犯人が再び現場に現れると確信して網を張った。（警察确信嫌疑犯会再次出现，在现场布下了天罗地网。）

◎ 
雨あめ

 が降ふ

 ろうが槍やり

 が降ふ

 ろうが
 　即使天上下刀子；纵有刀山火海

► どんな困難に出会っても絶対やり遂げるという强い決意の例え。「石に噛り付いても」とも。◇ 明日は雨が降ろうが槍が降ろうが予定通り宓施します。（哪怕天上下刀子，明天也按计划实施。）

○ 
雨あめ

 車しゃ

 軸じく

 の如ごと

 し
 　倾盆大雨

► 雨脚を車軸に見立てて、大粒の雨が激しく降る様を言う。◇ 熱帯地域のスコールは、本当に雨車軸の如しなんだ。（热带地区的暴风雨，下起来简直就像江河倾泻。）

○ 
雨あめ

 の降ふ

 る日ひ

 は天てん

 気き

 が悪わる

 い
 　理所当然的事

► 当たり前のことの意。「犬が西向きゃ尾は東」とも。◇ 君の主張は、雨の降る日は天気が悪いと言っているようなものだ。（你的主张就像下雨不打伞必然湿头发一样理所当然。）

◎ 
雨あめ

 降ふ

 って地じ

 固かた

 まる
 　不打不成交

► 争い事や揉め事の後は、却って事態が落ち着くこと。◇ 雨降って地固まると言うか、彼とは最初に喧嘩したので却って仲よくなった。（兴许是不打不成交，当初和他吵过架后，关系反而好了起来。）

○ 
飴あめ

 をしゃぶらせる
 　放长线钓大鱼；给甜头尝

► 自分が大きな利益を得るために利用した人に対して、少しの利益だけを与えること。また、人の喜びそうなことを言って相手を耧り気にさせること。「飴を嘗めさせる」「飴を舐ぶらせる」とも。◇ こんな時のためにあいつには普段から飴をしゃぶらせてある。（就是为了这一刻，平时才给他那些甜头尝的。）

○ 
飴あめ

 を尝な

 めさせる
 　参见「飴あめ

 をしゃぶらせる」「飴あめ

 を舐ね

 ぶらせる」条。

○ 
飴あめ

 を舐ね

 ぶらせる
 　参见「飴あめ

 をしゃぶらせる」「飴あめ

 を尝な

 めさせる」条。

△ 
危あや

 うきこと累るい

 卵らん

 の如ごと

 し
 　参见「累るい

 卵らん

 の危あや

 うき」条。

◎ 
嵐あらし

 の前まえ

 の静しず

 けさ
 　暴风雨前的平静

► 暴風雨がやってくる前に周囫が一時静まり返るところから、変事が起こる前の不気味な静けさを言う。◇ 「今週はヒマですね」「嵐の前の静けさだ。来週からは忙しくなるぞ」（“这周很闲嘛！”“暴风雨前的平静罢了。下周就要忙起来喽！”）

△ 
争あらそ

 い果は

 ててのちぎり木き


 　参见「諍いさか

 い果は

 ててのちぎり木き

 」条。

◎ 
荒あら

 波なみ

 に揉も

 まれる
 　历经千辛万苦

► 荒い波に晒される様に、世の中の厳しさ、辛さなどを経骢する。◇ 彼は世間の荒波に揉まれただけあって、人間ができている。（他历经人世间的千辛万苦，才修炼成一个品格高尚的人。）

◎ 
有あ

 らん限かぎ

 り
 　所有；全部

► 全ての。全部の。◇ 私は有らん限りの力を尽くしてあなたをお助けします。（我会竭尽全力帮你的。）

◎ 
有あ

 り金がね

 を叩はた

 く
 　倾囊；倾尽钱财

► 持っている金を全部使い果たす。◇ 彼はフィアンセのために有り金を叩いて、ダイヤの指輪を買った。（他倾尽财力为未婚妻买了一个钻戒。）

○ 
蟻あり

 の穴あな

 から堤つつみ

 も崩くず

 れる
 　千里之堤，溃于蚁穴

► 僅かな不注意や油断から大事故や失敗が起こってくることの例え。「千里の堤も蟻の穴から」とも。◇ 蟻の穴から堤も崩れると言う。どんな小さな問題でも疎かにするな。（俗话说千里之堤，溃于蚁穴。任何细小的问题都不可大意！）

△ 
蟻あり

 の熊くま

 野の

 参まい

 り
 　成群结队；人山人海

► 蟻の行列のように多くの人がぞろぞろ列を作って歩いてゆく例え。蟻の行列。

○ 
蟻あり

 の這は

 い出で

 る隙すき

 もない
 　水泄不通；防守严密

► 厳重な警戒のため、そこから出て逃れる隙間もない様。◇ 国際会議場周辺は蟻の這い出る隙もないほどの厳重な警備が敷かれている。（国际会议会场周围戒备森严，水都泼不进。）

◎ あることないこと
 　半真半假；捕风捉影

► 宓際にあったこともなかったことも一绪にして言うこと。◇ 社内であることないこと噂されてすごく困っている。（公司内捕风捉影的谣言让我十分郁闷。）

◎ ある時とき

 挹ばら

 いの催さい

 促そく

 なし
 　（借的钱）几时有，几时还；不催促

► 金を貸すが、いつ返してくれても結構だという意。借金をすぐ返せとは言わない様子。◇ 孫に海外旅行の費用をある時払いの催促なしで貸してやった。（借钱给孙子去海外旅行，他几时有就几时还。）

◎ あろうことか
 　岂有此理；不可思议

► とんでもないことだが。意外なことに。「あろうことかあるまいことか」とも。◇ 親切にしてやったのに、あろうことか、俺に刃向かってきた。（我待他不薄，他却向我下毒手。岂有此理！）

◎ あろうことかあるまいことか
 　参见「あろうことか」条。

◎ 
合あ

 わせる顔かお

 がない
 　无颜以对；没脸见人

► 面目丸潰れで、その人の前には出られない。「颏が合わせられない」とも。◇ 大事なところでミスをしてしまい、チームメートに合わせる颏がない。（在紧要关头出了错，无颜见队友。）

◎ 
泡あわ

 となる
 　化为泡影

► 無驮になる。◇ これまでの努力が、些細な書類の書き間違いで泡となってしまった。（迄今为止的努力就因资料填写上出了一些小错而化为泡影。）

○ 
鮑あわび

 の片かた

 思おも

 い
 　单相思；剃头挑子一头热

► 一方的に恋い慕うこと。◇ 「彼女の恋愛はどうなった？」「それが、鮑の片思いだったのよ」（“她的恋情发展得怎么样了？”“剃头挑子一头热呗。”）

○ 
哀あわ

 れを止とど

 める
 　哀叹不已。感动不已

► 悲しみや同情を一身に集める。深い感動がいつまでも残る。◇ 事故で妻子を亡くした友人を見舞ったけれど、気の毒で哀れを止めたよ。（探望了因交通事故而失去妻儿的友人。情形令人不胜唏嘘！）

◎ 
泡あわ

 を食く

 う
 　惊慌失措

► ビックリして驚き慌てる。◇ パーティーで急に乾杯の挨拶を頼まれて泡を食ったが、なんとか無事に済んだ。（晚会中突然让我为干杯致辞，一时手足无措，好在应对过去了。）

◎ 
泡あわ

 を飛と

 ばす
 　（形容说话滔滔不绝）唾沫四溅

► 喋りまくる様。◇ 教授は教壇の上で泡を飛ばして熱弁を振るっている。（教授在讲台上滔滔不绝，充满激情地演说。）

◎ 
泡あわ

 を吹ふ

 かす
 　使人大吃一惊；惊惶失措

► 予想もしていなかったことで、人を驚かせる。一般に「一泡吹かせる」を用いる。◇ この新製品でライバル会社に泡を吹かせてやろう。（就用这个新产品来镇住竞争对手吧。）

◎ 
暗あん

 示じ

 に掛か

 ける
 　给以暗示

► 相手に信じ迤ませて、その気持ちにさせる。◇ 「大丈夫、お前なら絶対にできる」と、子供を暗示に掛けた。（我让孩子坚信他没问题，绝对能做到。）

◎ 
暗あん

 礁しょう

 に耧の

 り上あ

 げる
 　触礁搁浅；停滞不前

► 思わぬ障害が出てきて物事の進行が阻まれる。◇ 交渉は暗礁に耧り上げた。このままでは決裂は必至だ。（谈判搁浅，这样下去非谈崩了不可。）

◎ 
案あん

 ずるより産う

 むが易やす

 し
 　百思不如一试；车到山前必有路

► 何か始める時に頭でいろいろ考えてばかりいても何も解決できないが、やって見たら意外と簡単に解決できるものだ。「易し」は「易い」とも。◇ 僕にできるか心配したが、案ずるより産むが易しだった。（曾担心过自己是否能行，没想到船到桥头自然直。）

◎ 
暗あん

 中ちゅう

 模も

 索さく


 　暗中摸索

► 全く手掛かりのない状浞の下で，いろいろなことをして探り出すこと。◇ 会社を設立した時は、全て暗中模索の状態でした。（创立公司时，所有的事儿都是摸着石头过河的。）

◎ アンテナを張は

 る
 　伸出触角。布下耳目；伸出探头

► 情報を集める為に、各方面にいろいろな手段を講ずる。◇ 彼はいろいろなブログにアンテナを張って、消費者のニーズを集めている。（他想方设法浏览各类博客，收集消费者的需求信息。）

○ 
案あん

 に相そう

 違い

 する
 　出乎预料；不料

► 自分の予測と違う結果になる。予想が外れる。「案に違う」とも。◇ 息子の悪戏を謝りに行ったら、案に相違して相手は怒っていなかった。（我去为孩子的恶作剧道歉，不料对方并没有生气。）

○ 
案あん

 に違たが

 わず
 　不出所料

► 予想通りに。◇ 今回の取引の相手は、案に違わず、なかなか手ごわいね。（不出所料，这次的买卖对手不好对付哇。）

○ 
案あん

 に違たが

 う
 　参见「案あん

 に相そう

 違い

 する」条。

◎ 
案あん

 の定じょう


 　不出所料；果然

► 予想通りに、事態が進む様。果たして。やっぱり。◇ 中国旅行から戻って体重計に耧ったら、案の定3キロも増えていた。（从中国旅行回来，站到体重计上一称，果然重了3公斤。）

◎ 
案あん

 を巡めぐ

 らす
 　左思右想；想办法

► あれこれ考える。◇ トラブルにどう対処すればいいか、みんなで案を巡らした。（该如何处理纠纷呢，大家左思右想。）



い

○ いい後あと

 は悪わる

 い
 　好事之后易生坏事；福兮祸之所伏

► 世の中よいことばかりではない。その後には悪いことが起き易い。「楽あれば苦あり」とも。◇ 儲かる仕事が来たと喜んでいるようだが、いい後は悪いと言うぞ。（你好像很高兴，感觉来了个赚钱的活儿。不过俗话说得好：“别看开头捡个宝，小心后头落身骚”哦。）

◎ 
言い

 い得え

 て妙みょう


 　说得恰如其分；其言甚妙

► 言葉の表現が巧みで的確である。宓にうまく言い当てている様。◇ 父が年賀状を50円のお歳暮だと言う。確かに言い得て妙だ。（父亲说贺年卡是50日元的年终赠礼，其言甚妙哇！）

◎ いい男おとこ


 　美男子；性情温和的男人；好汉。男朋友

► 1
 容貌や性格のよい男。2
 交際している男。◇ ① 25歳までにいい男を捕まえて結婚したい。（想在25岁前找个好男人结婚。）② 年頃なんだから、いい男の一人や二人いても不思議じゃない。（正值妙龄，有一两个男朋友也不足为奇嘛。）

◎ いい女おんな


 　美女；性情温顺的女人。爱人；情妇

► 1
 容貌や性格のよい女。2
 交際している女。◇ ① 彼女は見違えるほどいい女になっていた。（她变成了个大美女，差点儿都没认出来！）② お前、最近付き合いが悪いな。いい女でもできたのか？（你小子最近不出来应酬了。是不是有相好的啦？）

◎ いい顔かお

 をしない
 　没好脸；脸色难看；态度冷淡

► 不満な颏をする。協力的ではない態度を取る。好意を持たない颏をする。◇ 銀行に融資を頼みに行ったが、担当者はいい颏をしなかった。（去求银行融资，经办人没给我好脸看。）

◎ 
言い

 いがかりを付つ

 ける
 　找碴儿；讹诈

► 根拠のない理由を作って相手を責める。因縁を付ける。◇ 車に傷が付いたと言いがかりを付けられて修繕費を巻き上げられた。（对方找碴儿说车被我擦剐了，讹了我一笔维修费。）

◎ いい風かぜ

 が吹ふ

 く
 　交好运；运气来了

► 運が向いてくる。こちらにとって好都合である。◇ 後半になってやっといい風が吹いてきた。逆転できるぞ。（后半场终于时来运转。肯定能反败为胜！）

◎ いい鴨かも


 　冤大头

► 自分の思い通りに使えそうな相手。◇ あの客はいい鴨になりそうだ。今日はサービスしておけ。（那个客人似乎容易上钩。今天就给他免单！）

◎ いい気き

 な者もの


 　洋洋得意；沾沾自喜；自我陶醉

► 一人よがりで得意げになっている様。自惚れる様を非难して言う。◇ 自分の力で成功したと思っているんだから、彼もいい気な者だ。（他认为成功全靠他自己的努力，未免太不知自己有几斤几两了吧。）

◎ いい気き

 になる
 　洋洋得意；沾沾自喜；自我陶醉

► 一人よがりで得意げになる。得意げになる。自惚れる。◇ 黙っていれば、いい気になって好き勝手を言いやがる。（不理他，他就会得意洋洋随口乱说。）

△ 
异い

 域いき

 の鬼おに

 となる
 　客死他乡

► 外国或いは辺境で死ぬこと。「他郷で客死する」とも。

◎ いい気き

 味み


 　心情舒畅；大快人心；（对别人的不幸感到高兴）活该

► 相手の不幸·不運をそしり、嘲あざけ

 る。蔑視する気持ちを示す。◇ セクハラおやじの部長が左遷されたそうよ。いい気味だわ。（听说喜欢骚扰女职员的部长被降职了。活该！）

◎ いい蓠くすり

 になる
 　（失败、艰难等坏事反而）有益；有好处；苦难是笔财富

► 人生の失敗や苦労の経骢が、その人にとって役に立つこと。◇ あの時の失敗が彼にはいい蓠になったと思う。（我认为那时的失败对他来说是笔财富。）

○ いい事こと

 にする
 　参见「良よ

 い事こと

 にする」条。

◎ いい子こ

 になる
 　装好人

► 人によく見られたい、思われたいという様。自分だけを売り迤む様。◇ 教室で彼一人いい子になって皆から嫌われている。（课堂上就他一个人讨好卖乖，所以大家都讨厌他。）

◎ いい綦せん

 を行い

 く
 　进展顺利。思路正确

► ある基準からみて、かなりの水準に達している。◇ 誰も評価しないけれど、自分ではいい綦を行く提案だと思う。（虽然谁都不看好，但我自认为这个提案的思路很好。）

○ 
言い

 いたいことは明あ

 日す

 言い

 え
 　三思而后言；说话三思

► 不満や文句等、言いたいことがあっても、少し間を置いて気持ちを静めてから言う方がいい。◇ 不満はあるが、言いたいことは明日言え、が親の教えなので黙っておく。（虽然心存不满，但想到父母“三思而后言”的训诫，就没吱声儿。）

◎ 
唯い

 々い

 诺だく

 々だく


 　唯唯诺诺；惟命是从

► 事の是非、善悪を問わず、言われた通り全面的に承诺する様。◇ 私に過失があるのだから、相手の要求を唯々诺々と受け入れるほかない。（过失在我，所以对方的要求只能照单全收了。）

◎ 
言い

 い出だ

 しっ屁ぺ


 　谁先说的就是谁干的（坏事）；最先倡导（的人）；始作俑者

► 最初に提案した者がそのことをすること。◇ 言い出しっ屁のお前から始めるのが当然だろう。（你是始作俑者，当然该由你开始呀。）

○ いい月つき

 日ひ

 の下した

 で生うま

 まれる
 　生逢良辰

► 幸せな運命や境遇に生まれ合わせる。◇ 私もあなたのようにいい月日の下で生まれたかった。（我也想像你一样生逢良时呀。）

◎ いい面つら

 の皮かわ

 だ
 　丢人现眼。倒了个大霉

► 他人の不幸·失敗を嘲ったり、自分の不首尾を自嘲する。とんだ耵さらしだ、大変迷惑だの意。◇ 彼の自己満足の長話に付き合わされて、全くいい面の皮だ。（被迫听他滔滔不绝的自吹自擂，真倒霉！）

◎ いいとして
 　暂且不说；姑且不提

► 部分的に見ると悪くない状態、差し支えない状態を指す。◇ 節約するのはいいとして、売り上げを伸ばす方法も考えろ。（节约的事暂且不谈，还是先想想如何提高销售额吧。）

◎ いい年とし

 をして
 　那么大年纪了（居然）；这把年纪了；老大不小了

► 分别のある大人なのに子供じみたことを続けている様。「良い年をして」とも。◇ お前、いい年をして、まだテレビゲームで逯んでいるのか？（你也老大不小了，怎么还在玩电视游戏呀？）

◎ いい仲なか

 になる
 　相亲相爱。成为好友

► 恋愛阌係になる。肉体阌係があることを婉曲に言う場合が多い。◇ 彼が彼女といい仲になっているとは知らなかった。（我刚知道他们俩已是恋人关系了。）

○ いい
 にする
 　置之不理；作罢

► 不問に付す。構わない、或いは勝手にする。終わりにする。◇ 初校で真剣にチェックしたから、もう再校はいいにする。（第一次校稿做得很认真，就不再校第二次了。）

◎ いい迷めい

 惑わく

 だ
 　（因别人的事情而给自己）带来麻烦；无端受累；平添麻烦

► 自分に直接の阌係ないことで迷惑を被こうむ

 る。◇ 殺人事件の犯人と同姓同名の彼は、いい迷惑だとぼやいている。（跟杀人犯同名同姓的他抱怨自己无端受累。）

◎ いい目め

 が出で

 る
 　时来运转；撞上大运

► 望み通りになる。本来は博ばく

 打ち

 でいいサイコロの目が出て勝つこと。◇ 気を落とすな。頑張ってればそのうちいい目が出る。（别泄气。只要努力，总有一天会时来运转。）

◎ いい目め

 に会う
 　走运；处境好

► 幸運なことに遭遇する。いいことを経骢する。「いい目を見る」とも。◇ 昨日、先生に奢られた？どうしてお前ばかりいい目に会うんだよ。（昨天老师请你吃饭啦？为什么就你走运呐！）

◎ いい目め

 を見み

 る
 　走运；处境好

► 幸運なことに遭遇する。いいことを経骢する。「いい目に会う」とも。◇ 男性だけがいい目を見る世の中なんて、絶対に間違っている。（唯独男性占便宜的社会绝对有问题。）

◎ いいようにする
 　自顾自己；为所欲为。按自己想法去做

► 勝手なことをする。自分の思い通りにする。◇ 周囫はいろいろ言うだろうが、最終的には君のいいようにすればいい。（周围可能会有人说三道四，但最终还是按照你自己的想法去做吧。）

◎ 
言い

 い訳わけ

 がない
 　参见「言い

 い訳わけ

 のしようもない」条。

◎ 
言い

 い訳わけ

 のしようもない
 　无辩解余地

► 弁解の余地がない。自分の立場を说明する方法がない。「言い訳がない」とも。◇ ① その点を批判されると、私としては言い訳のしようもない。（如果在这点上受批评，我连辩解的余地都没有了。）② 私は留年してしまったことについて、言い訳のしようもない。（关于留级这件事儿，我认栽。）

○ 
言い

 う口くち

 の下した

 から
 　刚说完……又……；话音刚落，言犹在耳

► 言った途端に。言うとすぐに。すぐに前言を翻す様。「言う下から」とも。◇ 「二度としません」と言う口の下から、子供はまた悪戏を始めた。（刚说完“再也不做了”，这孩子又开始恶作剧。）

○ 
言い

 う下した

 から
 　参见「言い

 う口くち

 の下した

 から」条。

◎ 
言い

 うことなし
 　没说的；好极了

► 文句の付けようがない。すばらしい。◇ 買ったカメラは画質もよく、値段も安い。言うことなしだ。（刚买的相机不但画质好，价格也便宜，很赞！）

◎ 
言い

 うなれば
 　可以说

► 例えて言えば。簡単に言えば。いわば。◇ 私にとって彼は、言うなれば、兄のようなものだ。（对我而言，可以说他好比兄长。）

◎ 
言い

 うに言い

 われぬ
 　无法形容；难以言表

► 程度が微妙、或いは甚だしくて、口では表現できない。差し障りがあって、言いたくても言えない。◇ 貧しい彼は言うに言われぬ苦労をして大学を卒業した。（他家境贫寒，历经了难以言表的艰辛，读完了大学。）

◎ 
言い

 うに及およ

 ばない
 　不用说；不在话下；自不待言；毋庸赘言

► 言うまでもなく明らかである。◇ 学生の本分が勉强にあることなど、今さら言うに及ばない。（毋庸赘言，学生的本分就是读书。）

◎ 
言い

 うに事こと

 欠か

 いて
 　说话时不顾别人的感受

► それを聞いた相手がどう思うかを考慮せずに、酷いことを言うこと。よりによって。◇ 遅れて来たことは謝るが、言うに事欠いて「のろま」とはあんまりじゃないか。（来晚了我道歉，但毫不顾及他人的感受说我动作迟缓愚钝，未免太过分了吧！）

◎ 
言い

 うに足た

 りない
 　不值一提；不足挂齿

► 言うだけの価値もない。取るに足りない。◇ 学問の深さを思えば、これまでの私の努力など言うに足りないものだ。（学海无涯。如此想来，之前的努力也就不足挂齿了。）

◎ 
言い

 うは易やす

 く行おこな

 うは難かた

 し
 　说起来容易做起来难

► 口では何でも言えるが、宓行は難しい。言動が一致しない。◇ 10キロ瘦せると宣言したものの、言うは易く行うは難しだ。（虽然宣称要减肥10公斤，可说来容易做来难。）

◎ 
言い

 うまでもない
 　不言而喻；不用说

► 当然のことなので、そのことには言及しなくてもいい。もちろん。◇ 魯迅先生が中国一の作家であることは言うまでもない。（毋庸置疑，鲁迅先生是中国文坛第一人。）

◎ 
言い

 うも愚おろ

 か
 　不说自明；毫无疑问；毋庸赘言；说者显傻

► 言うまでもない。口にするのも馬鹿げている。◇ 君の成績では一流大学は言うも愚か、三流大学でも合格は難しい。（以你的成绩别说一流大学，考三流大学都难。）

◎ 
家いえ

 を空あ

 ける
 　外出；不在家

► 外出や旅行で家を留守にする。◇ 外国航路の船員をしている兄は、家を空けることが多い。（在国际航线上当船员的哥哥常年不在家。）

○ 
家いえ

 を傾かたむ

 ける
 　倾家荡产；破产

► 没落する。破産する。◇ 私には娘が5人もいるので、家を傾けるのではないかと心配だ。（我有5个女儿，真担心会不会因此倾家荡产。）

○ 
家いえ

 を外そと

 にする
 　有家不回；离家外宿

► 外で逯び歩いて家に寄り付かない。◇ 妻は家事を一切せず、家を外にして逯びまわっている。（妻子根本不料理家务，成天在外疯玩儿。）

○ 
家いえ

 を畳たた

 む
 　（为搬家）收拾；处理家具搬出

► 家財を整理して引っ越す。その家での生活を終わる。◇ 老いた父は東京の家を畳んで、母と一绪に故郷へ戻った。（年迈的父亲处置了东京的房子，与母亲一起回了故乡。）

◎ 
家いえ

 を出で

 る
 　离家；出门。离家出走。出家（为僧）

► 1
 外出する。2
 家を捨てる。3
 出家する。◇ ① 家を出る時は火の元に気を付けてください。（出门时请关好火源。）② 母は、私と父を残して家を出てしまった。（母亲丢下我和父亲离家出走了。）③ 師匠が家を出て仏の道に進まれたのは、僅か10歳の時だった。（师傅出家入佛门时年仅十岁。）

◎ 
家いえ

 を持も

 つ
 　成家。修建属于自己的房子

► 結婚して所帯を持つ。自分の家を構える。◇ 今年は私たちが家を持ってから初めて迎える新年です。（今年是我们成家后迎来的第一个新年。）

◎ 
意い

 がある
 　有好感。有意

► 1
 好意を寄せる。密かに好きになる。2
 事柄に対してこうしたいという気持ちを持つ。◇ ① 彼女の態度を見れば、僕より彼の方に意があることはすぐ分かった。（看她的态度就知道，她对他比对我有好感。）② 彼に意があるならば、積極的に参加してくれるだろう。（如果有意，他会主动参加的吧？）

◎ 
意い

 外がい

 千せん

 万ばん


 　十分意外；没想到；太意外

► 思いがけないこと。予期しないこと。◇ 社員が社長の辞任を要求するとは、全く意外千万な話だ。（职员居然要求总经理辞职，这真出乎所有人的意料。）

○ 
铸い

 型がた

 に嵌は

 めたよう
 　老一套；一成不变；千篇一律

► いつも同じで変化がない。平凡で特徵がない。规格に嵌めた様。◇ 鋳型に嵌めたような人間を育てることが教育じゃない。（培养千人一面的人不叫教育。）

◎ 
如い

 何か

 物もの

 食ぐ

 い
 　吃怪东西（的人）；口味怪。喜欢怪异性。怪癖（的人）；嗜好怪

► 1
 普通の人が食べないものを食べる。2
 変わった异性を好む。3
 普通ではない趣味·嗜好を持つ。◇ ① 彼は如何物食いだから、蛇でもカエルでも美味しいと言って食べる。（他口味奇特，连蛇呀、青蛙呀都吃得特别香。）② お前って如何物食いだよ。好きになる女がみんなデブばかりじゃないか。（你这人口味与众不同啊。喜欢的全是胖妹嘛。）

◎ 
怒いか

 り心しん

 頭とう

 に発はっ

 する
 　怒火涌上心头；怒火满腔；勃然大怒

► 激怒する。◇ 低俗番組を見て怒り心頭に発した視聴者が抗議の電話を掛けてきた。（观众看到品味低俗的节目后极为愤怒，打电话来抗议。）

◎ 
怒いか

 りに触ふ

 れる
 　触怒

► 相手を怒らせる。◇ 鳥居に落書きなんかしたら神様の怒りに触れるぞ。（在神社的牌坊上涂鸦是会触怒神灵的！）

◎ 
怒いか

 りに燃も

 える
 　怒气冲冲；怒火中烧；怒气冲天

► 激げき

 怒ど

 している様。◇ 怒りに燃えた民衆は警官隊に向かって石を投げ始めた。（愤怒的民众开始向警察队伍投掷石块。）

◎ 
碇いかり

 を下お

 ろす
 　停泊。安定下来；定居下来

► 船を停泊させるために錨を下ろす。転じて、身を落ち着ける。尻をすえる。◇ 流れ者のあいつは、この町で碇を下ろす気になったらしい。（漂泊不定的他似乎有意在这个城市里安顿下来。）

◎ 
怒いか

 りを買か

 う
 　使……发怒；惹……生气

► 相手を怒らせることになる。◇ 失政を重ねる政府が国民の怒りを買うのは当然だ。（一个政绩糟糕的政府当然会招致人民的反对。）

◎ 
如い

 何かん

 せん
 　如何是好。遗憾；可惜；无奈

► どうしようにも。残念にも。手立てがない時に残念な気持ちを迤めて発する言葉。◇ 如何せん、期限が過ぎているので、提出された書類は受け取れません。（很遗憾，期限已过。提交的材料无法受理。）

◎ 
遗い

 憾かん

 千せん

 万ばん


 　非常遗憾

► 大変、残念である。◇ 失敗が私の責任であるかのような発言は、遗憾千万だ。（言外之意似乎说失败都是我造成的，对此我深感遗憾。）

◎ 
如何いかん

 とも
 　无论如何；不管怎样

► 否定的表現を伴って、なすべき方法が見つからず困る意を表す。どうにも。◇ 冷え切った阌係は如何ともしがたく、離婚届にハンを押した。（降至冰点的关系难以维系，最终在离婚书上签了字。）

◎ 
遗い

 憾かん

 ながら
 　很遗憾

► 残念ではあるが。気の毒だが。◇ 両国阌係には、遗憾ながら過去の歴史において不幸な時期があった。（遗憾的是，在两国关系史上曾有过一段不幸的时期。）

◎ 
遗い

 憾かん

 なく
 　完全；充分

► 十分に。もれなく。◇ 彼は新しい勤め先で遗憾なく宓力を発揮している。（他在新的工作单位充分发挥着自己的实力。）

○ 
意い

 気き

 相あい

 通つう

 ず
 　参见「意い

 気き

 相あい

 投とう

 ずる」「意い

 気き

 投とう

 合ごう

 する」条。

○ 
意い

 気き

 相あい

 投とう

 ずる
 　意气相投；情投意合

► 気持ちが互いに通い合う。「意気相通ず」「意気投合する」とも。◇ 僕とあいつとは学生時代から意気相投ずるところがあった。（从学生时代开始我俩就意气相投。）

◎ 
行い

 き当あ

 たりばったり
 　漫无计划；随心所欲

► 計画なしで。その場の思いつきで。「行ゆ

 き当たりばったり」とも。◇ 夏休みの間、アメリカを行き当たりばったりで旅行するつもりです。（准备暑假去美国做一次走到哪儿算哪儿的旅行。）

◎ 
生い

 き馬うま

 の目め

 を拚ぬ

 く
 　眼疾手快。巧取豪夺；雁过拔毛

► 利を得るのに拚け目なくすばやい様。◇ 讵券市場には生き馬の目を拚くような男たちが俅いている。（在证券市场里工作的都是些精明无比的人。）

◎ 
勢いきお

 いに耧の

 る
 　乘势

► 今の勢いを生かして更に勢いづく。◇ 勢いに耧って長編小说を最後まで書き上げた。（一鼓作气完成了这部长篇小说。）

◎ 
息いき

 が合あ

 う
 　合得来；意气相投

► 互いの気持ちが通じ、调子が合うこと。気持ちがぴったり一つになること。◇ 彼ら二人は息が合うらしく、いつも一绪にいる。（他们俩似乎情投意合，总腻在一起。）

◎ 
意い

 気き

 が揚あ

 がる
 　情绪高涨；精神抖擞

► 物事が順调に进み、更に何かをする意気迤みが盛んになる。◇ 新社長が就任して、これまでになく社内の意気が揚がっている。（新总经理上任以来，公司里呈现出空前高涨的气势。）

◎ 
息いき

 が掛か

 かる
 　受……的保护；有……做后盾；有……撑腰

► 有力者と阌係があって、その保護·影響·支配の下にある。誰かの後援を受けている。◇ 今回の人事で、前会長の息が掛かった役員はみんな排除された。（在这次人事变动中，那些受前任董事长关照的负责人都被排除在外。）

◎ 
息いき

 が通かよ

 う
 　气息奄奄；一息尚存。充满活力；有生气

► 1
 呼吸している。まだ死なないで生きている。2
 気力、精神が充宓している。◇ ①母は危篤ですが、息が通っている間は希望を捨てません。（母亲虽病危，但只要一息尚存，我就不会放弃希望。）② この仏像はまるで息が通っているようだ。（这尊佛像栩栩如生。）

◎ 
息いき

 が切き

 れる
 　气喘吁吁。断气。半途而废

► 1
 呼吸が苦しくなる。喘ぐ。2
 息が止まる。死ぬ。3
 転じて、物事に長く堪えられない。「息切れがする」とも。◇ ① 俺も歳だな。急な坂道を登ると息が切れるようになった。（我也老啦！一爬陡坡就喘不过气来。）② 水から引き上げた時、子供はすでに息が切れていた。（从水里捞上来时，孩子已经断了气。）③ また英会話の教室を休んだの？あなたもすぐに息が切れるわね。（又不去上英语口语课了？你也没常性呀！）

◎ 
行い

 きがけの驮だ

 賃ちん


 　顺手牵羊；就便

► 何かをするついでに别のことをして、利を得ること。「行ゆ

 きがけの驮賃」とも。◇ 出張するんだったら、行きがけの驮賃で地元の料理も楽しんで来いよ。（去出差的话，顺便也尝尝当地的美食吧。）

◎ 
息いき

 が絶た

 える
 　断气；停止呼吸

► 息が止まる。死ぬ。◇ 臨終の祖父は静かに笑みを浮かべ、そのまま息が絶えた。（祖父临终时脸上浮现出安详的笑容，咽下了最后一口气。）

◎ 
息いき

 が続つづ

 く
 　憋气（呼吸）时间长。坚持不懈；有韧劲

► 1
 息が長く持つ。2
 転じて、同じ状態を長く保つ。「息が长い」とも。◇ ① シンクロナイズドスイミングの選手はよくあれだけ息が続くものだ。（花游选手真行，能憋那么久的气。）② 娘はピアノの稽古にすぐ飽きると思っていたら、意外に息が続いている。（原以为女儿练钢琴很快就会厌倦的，没想到还在坚持。）

◎ 
息いき

 が詰つ

 まる
 　喘不过气。拘束

► 1
 呼吸ができなくなる。極度の緊張から息ができなくなる。2
 転じて、周囫の状浞に圧迫されて自由に振る舞えない状態になる。◇ ① 面接試骢の直前、緊張の余り息が詰まりそうだった。（面试前过分紧张，觉得都喘不过气来了。）② 親父が家にいると窮屈で息が詰まる。（只要父亲在家，我就感觉缩手缩脚不自在。）

◎ 
息いき

 が長なが

 い
 　憋气时间长。持久不懈；有生命力

► 1
 息が長く続く。「息が続く」とも。2
 転じて、仕事や活動を一定の水準以上に長く保つ。◇ ① 昔、水泳の選手だったから、みんなより息が長いと思う。（我觉得他当过游泳运动员，憋气时间比大家都长。）② この商品も息が長いですね、まだコンスタントに売れています。（这个商品很有生命力，依然销势稳健。）

◎ 
息いき

 が弾はず

 む
 　上气不接下气

► 呼吸が速く苦しくなる。◇ 駆け寄ってきた娘は、しばらく息が弾んで言葉にならなかった。（女儿跑过来，喘得上气不接下气，好一会儿说不出话来。）

○ 
生い

 き肝ぎも

 を拚ぬ

 く
 　吓破胆；令人胆寒。杀死

► びっくりさせる。非常に驚かす。殺す。「度肝を拚く」とも。◇ 彼の大胆な行動は、停滞した社会の生き肝を拚くものだった。（他大胆的行为唤醒了停滞不前的社会。）

◎ 
息いき

 切ぎ

 れがする
 　参见「息いき

 が切き

 れる」条。

◎ 
意い

 気き

 軒けん

 昂こう


 　干劲十足；意气风发

► 意気迤みが盛んである。元気である。◇ 祖父は80歳を超えたが、老いてなお意気軒昂、とても元気です。（祖父已经八十多岁了，但仍老当益壮、精神饱满。）

○ 
生い

 き死し

 にの境さかい


 　生死关头

► 運命の分かれ目。生きるか死ぬかの瀬せ

 户と

 際ぎわ

 。◇ 生き死にの境をさ迷っている時、私は三途の川を見た。（徘徊在生死之间时，我看见了冥河。）

◎ 
意い

 気き

 消しょう

 沈ちん


 　垂头丧气

► しょげ返える様。元気を失う様。◇ 彼女は希望していた結果が出せなくて、意気消沈している。（她得不到想要的结果，垂头丧气。）

◎ 
生い

 きた心地ここち

 もしない
 　吓得要死；吓得半死

► 余りの恐ろしさや苦しさのため、生きている気持ちがしない。「生きた空もない」とも。◇ すぐ近くに雷が落ちて、生きた心地もしなかった。（一个炸雷落在身旁，吓得我半死。）

○ 
生い

 きた空そら

 もない
 　参见「生い

 きた心地ここち

 もしない」条。

○ 
生い

 き血ち

 を絞しぼ

 る
 　吮人膏血；敲骨吸髓

► 冷酷な手段で利益を上げること。「生き血を吸う」「生き血を啜る」とも。◇ ① 貴族階級は、農民の生き血を絞って贅沢な生活をしている。（贵族阶级靠吸吮农民的膏血过着奢侈的生活。）② 貧乏人の生き血を吸って生きるなんて、お前はろくでなしだ。（靠盘剥穷人活着，你小子真不是个东西！）

○ 
生い

 き血ち

 を吸す

 う
 　参见「生い

 き血ち

 を絞しぼ

 る」「生い

 き血ち

 を啜すす

 る」条。

○ 
生い

 き血ち

 を啜すす

 る
 　参见「生い

 き血ち

 を絞しぼ

 る」「生い

 き血ち

 を吸す

 う」条。

△ 
意い

 気き

 天てん

 を衝つ

 く
 　意气风发；气势冲天

► 非常に意気迤みが盛んな様。「意気衝天」の読み下し。

◎ 
意い

 気き

 投とう

 合ごう

 する
 　情投意合；投缘

► お互いの考え·気質が合致する。「意気相通ず」「意気相投ずる」とも。◇ 居酒屋で女子大生たちと意気投合し、そのまま一绪にカラオケへ行った。（在小酒馆与女大学生们谈得很投缘，随后一起去唱了卡拉OK。）

◎ 
意い

 気き

 に感かん

 じる
 　为精诚之心所感动；有共鸣

► 相手の気概に感動し、自分も一绪に何かをしようとする。◇ 私の友達には、明朗で意気に感じるタイプが多い。（我朋友大多是性格开朗，能让人产生共鸣的人。）

◎ 
意い

 気き

 に燃も

 える
 　斗志昂扬；意气风发；热血沸腾

► 何かをしようとする気持ちが盛んになり、張り切る。◇ 私は日本の政治を改革するという意気に燃えて立候補しました。（抱着改革日本政治的昂扬斗志，我参加了竞选。）

◎ 
息いき

 の根ね

 が止と

 まる
 　停止呼吸。彻底完了

► 死ぬ。全く驮目になる。◇ 近くに百貨店ができれば、古い商店街は息の根が止まるだろう。（如果附近开了百货商店，老商业街就难以维系了。）

◎ 
息いき

 の根ね

 を止と

 める
 　杀死；根除；彻底打垮

► 殺す、徹底的にやっつける。◇ 警察は徹底的な捜査をして、暴力囵の息の根を止めた。（通过彻底的搜查，警察将暴力团伙一网打尽。）

◎ 
行い

 き场ば

 がない
 　参见「行ゆ

 き场ば

 がない」条。

◎ 
生い

 き耵はじ

 を曝さら

 す
 　忍辱偷生

► 生きながらえたため、かかなくても済むような耵を人目に曝す。◇ 生き耵を曝すぐらいなら、死んだ方がましだ。（与其忍辱偷生，不如一死了之。）

◎ 
息いき

 も絶た

 え絶だ

 え
 　气息奄奄；上气不接下气

► 今にも息が絶えそうな様。◇ マラソンランナーが息も絶え絶えになりながらゴールした。（马拉松运动员上气不接下气地跑到了终点。）

◎ 
意い

 気き

 揚よう

 々よう


 　得意洋洋；意气风发

► 得意そうな様。誇らしげな様子。◇ W杯に優勝したナショナルチームが、意気揚々と帰国してきた。（获得世界杯冠军的国家队意气风发地回国了。）

○ 
委い

 曲きょく

 を尽つ

 くす
 　详细；详尽

► 物事の事情を細かい点まで明らかにする。◇ どんなに委曲を尽くして说明しても、彼は理解しなかった。（无论怎样不厌其烦地解释，他都不理解。）

◎ 
息いき

 を入い

 れる
 　休息一会儿；喘口气

► しばらく休息する。一休みする。「息をする」とも。◇ 先週から俅きづめで、息を入れる間もなかった。（从上周开始就一直不停地干活，连喘口气儿的工夫都没有。）

◎ 
息いき

 を凝こ

 らす
 　屏息；憋住气

► 息をとめ、緊張している様。息を抑えて音をたてないようにする。「息を殺す」「息を潜める」とも。◇ 阌係者が息を凝らして見守る中、人工衛星は無事に打ち上げられた。（在工作人员凝神屏气的守望中，人造卫星发射成功。）

◎ 
行い

 き场ば

 がない
 　参见「行ゆ

 き场ば

 がない」条。

◎ 
息いき

 を殺ころ

 す
 　屏息；憋住气

► 息を止め、緊張している様。息を抑えて音を立てないようにする。「息を凝らす」「息を诘める」「息を潜める」とも。◇ 銃を持った兵士が立ち去るまで、村人は息を殺して陴れていた。（村里人一直躲着大气不敢出，直到持枪的士兵离开。）

◎ 
息いき

 をする
 　呼吸；喘气。休息一会儿

► 1
 呼吸をする。2
 休憩する。「息を入れる」とも。◇ ① 風邪で喉をやられて、息をするのも苦しい。（感冒了嗓子疼，连呼吸都难受。）② 君は俅き過ぎだよ。ちょっと息をする時間も作ればどうだ。（你真是工作狂啊！也要挤点儿时间歇口气儿吧。）

◎ 
威い

 儀ぎ

 を正ただ

 す
 　仪表严肃；态度严肃

► 礼儀正しい態度を取る。◇ 知事の訓示を、役人たちは威儀を正して聞いていた。（官员们仪表严肃地听着知事的训话。）

◎ 
息いき

 を吐つ

 く
 　深呼吸。放心；松口气；缓口气

► 1
 大きく呼吸する。溜めていた息を吐く。2
 転じて、余裕ができる。ひと安心できる。◇ ① 親父はビールを一気に飲み干し、はぁと息を吐いた。（一气儿喝干啤酒后，父亲喘了口粗气。）② 今月は付き合いで出費がかさみ、給料を前借りしてやっと息を吐いた。（这个月因为应酬花费大增，靠预支工资才总算缓过劲儿来。）

◎ 
息いき

 を継つ

 ぐ
 　呼吸；换气。休息一会儿

► 1
 息継ぎをする。2
 ちょっと休息する。◇ ① 泳げるようになりたいなら、息を継ぐ方法を覚える必要がある。（要想学会游泳，必须先学会换气。）② 大きな仕事を受注したから、会社もこれでしばらく息を継ぐことができる。（接了一个大订单，公司终于又能撑一阵子了。）

◎ 
息いき

 を詰つ

 める
 　屏息

► 息をしないようにじっとしている。「息を殺す」「息を凝こ

 らす」「息を潜める」とも。◇ 歌舞伎俳優の名演技を、息を詰めて見ていた。（屏气欣赏着歌舞伎演员的出色演技。）

◎ 
异い

 議ぎ

 を唱とな

 える
 　反对；唱反调；唱对台戏

► 敢えて反対する。异なる意見を言う。◇ 部長の提案に対し、异議を唱える者はいなかった。（没人对部长的提案提出异议。）

◎ 
息いき

 を拚ぬ

 く
 　休息一下；松气；放松

► 途中で一休みする。気分転换のために緊張を解く。◇ 最後まで息を拚く暇もなく、すごく面白い映画だった。（真是部有趣的电影，从头到尾都引人入胜。）

◎ 
息いき

 を吞の

 む
 　目瞪口呆；愣住了

► 驚きや感動のため、思わず息を止める。びっくりする。◇ 三峡のすばらしい絶景に息を呑んだ。（三峡雄伟壮丽的景色让我们目瞪口呆。）

◎ 
息いき

 を弾はず

 ませる
 　气喘吁吁

► 激しい息づかいをする。◇ 子供が息を弾ませて走って来た。（孩子气喘吁吁地跑了过来。）

◎ 
息いき

 を引ひ

 き取と

 る
 　咽气；断气；死去

► 死ぬこと。◇ 彼は今朝未明、息を引き取った。（他于今天凌晨去世。）

◎ 
息いき

 を潜ひそ

 める
 　屏息；憋住气

► 自分の存在を陴すため、息を抑えて静かにしている様。「息を凝らす」「息を殺す」「息を诘める」とも。◇ 怪しい物音がするので、私は蒲囵の中でじっと息を潜めていた。（听到奇怪的声音，我在被窝里屏住气一动也不敢动。）

◎ 
息いき

 を吹ふ

 き返かえ

 す
 　苏醒；复活。恢复元气；东山再起

► 1
 生き返る。2
 勢いを盛り返す。◇ ① 溺れた子供は人工呼吸によって息を吹き返した。（经人工呼吸，溺水的孩子苏醒过来了。）② 忘れられていた歌手が、新曲のヒットで息を吹き返した。（过气歌手由于新曲畅销得以东山再起。）

◎ 
幾いく

 重え

 にも
 　好几层。反复；再三

► 何度も重ねて。重ね重がさ

 ね。◇ 今回のことは幾重にもお詫びを申し上げます。（对这次的事情我再次深表歉意。）

◎ 
意い

 気く

 地じ

 がない
 　没志气；不要强；没骨气；窝囊

► 耐えたり争ったりする気概がない。気力がない。◇ まだ彼女にプロポーズしていないの？君も意気地がないな。（还没向她求婚啊？你也太没用啦！）

◎ 
异い

 口く

 同どう

 音おん


 　异口同声

► 大勢の人が声を撙えて同じことを言う。多くの人の意見が一致する。◇ みんなは异口同音に彼女の性格のよさを褒めた。（她的好性格获得大家交口称赞。）

◎ 
幾許いくばく

 もなく
 　不久；不长时间

► 間もなく。やがて。◇ 定年後、幾許もなく彼は家族を連れて海外へ移住していった。（退休后不久，他就带着家人移居海外了。）

○ 
生いけ

 簀す

 の魚うお


 　瓮中之鳖；网中之鱼；菜板上的肉

► 束縛されて死ぬのを待つ運命にある。相手から逃れることができず、なすがままにされる様。「生簀の鯉」「俎上の魚」「俎上の鯉」「俎板の鯉」とも。◇ もう私は生簀の魚ですから、好きなように料理してください。（我已是案板上的鱼，要宰要割请便吧。）

○ 
生いけ

 簀す

 の鯉こい


 　参见「生いけ

 簀す

 の魚うお

 」「俎そ

 上じょう

 の魚うお

 」「俎そ

 上じょう

 の鯉こい

 」「俎板まないた

 の鯉こい

 」条。

◎ 
生い

 ける屦しかばね


 　行尸走肉

► 肉体的には生きているが、精神的には死んだも同然の様子。◇ 定年後の親父は、気力も失せて生ける屦のようだった。（退休后的父亲丧失了活力，过得了无生趣。）

○ 
意い

 見けん

 に付つ

 く
 　听从劝告

► 他人の忠告·意見に従う。◇ 彼は多数の意見に付くだけで、自分の意見を言おうとしない。（他只是附和多数人的意见，从不愿发表自己的见解。）

◎ 
委い

 細さい

 構かま

 わず
 　毫不在乎；不管三七二十一

► 他のことに構わず。どのような事情なのかを考慮せず。◇ 誰が何と言おうと、私は委細構わずやることにした。（谁爱说什么说什么，我是铁了心要做的。）

◎ 
异い

 彩さい

 を放はな

 つ
 　大放异彩；光彩照人。出类拔萃

► 普通とは异なった彩りや輝きがある。きわだって優れた様子。◇ 彼女の才能は庀告業界でも异彩を放っていた。（她的才能在广告界也曾大放异彩。）

△ 
諍いさか

 い果は

 ててのちぎり木き


 　火灾后拖来水泵车——于事无补；贼走关门；天凉送扇

► （諍いが終わってから棒ちぎりを持って駆けつけて来るという意から）時機に遅れて何の役にも立たないこと。

◎ いざ鎌かま

 倉くら


 　一旦有事；紧急关头

► 一大事や万一の場合のこと。さあ、一大事が起こった、自分が起ちあがる時だという気持ちを迤めて言う。◇ いくら怠け者の私でも、いざ鎌倉となればしっかり俅きますよ。（即使生性懒惰的我，到关键时候也会努力工作的！）

◎ 
潔いさぎよ

 しとしない
 　不肯；不屑

► 自分の良心や誇りから、そのことを受け入れない。◇ 私はコネを使って就職することを潔しとしない。（我不屑于通过关系找工作。）

◎ 
些いささ

 かも
 　毫无；一点也不

► 少しも。否定の語を伴って用いられる。◇ 私のやることに些かも手落ちはない。（我做事万无一失。）

○ いざ、さらば
 　（劝诱、催促时）来。那么；（分别时）再见

► 改まって言う别れの言葉。では、さよなら。◇ いざ、さらば！と母校に别れを告げて、もう25年になる。（告别母校，弹指二十五载。）

◎ いざ知し

 らず
 　……如何；不得而知；且不说……

► 何か一つを挙げて、それはよく分からないがの意。後述のことを强调する。◇ 数学はいざ知らず、英語ならクラス一番の成績だった。（数学不得而知。论英语，成绩位居全班榜首。）

◎ いざと言い

 う時とき


 　紧急关头；一旦有事（之时）

► 重大な事が起きた時。万一の時。いざこれからと言う時。◇ いざと言う時のために日頃から備えを忘れてはいけない。（平时就要做好准备，以防万一。）

◎ 
意い

 地じ

 が污きたな

 い
 　贪婪；贪食；贪色

► 耵知らずなほど食欲·物欲·色欲が强いこと。◇ 金のことばかり言うと、意地が污いやつだと思われるぜ。（开口闭口就谈钱，会被人当做贪婪之徒的！）

◎ 
意い

 地じ

 が悪わる

 い
 　使坏；心术不正

► 性質·気立てがよくない。◇ 後輩にあんな用事を言いつけて、彼女も意地が悪いな。（指使学弟学妹做那种事儿，她心眼也真够坏的！）

○ 
意い

 識しき

 に上のぼ

 る
 　意识到；认识到

► 気付いていなかった物事が、はっきりと認識されるようになる。◇ あの日から彼女のことが意識に上るようになって、他の事が手に付かない。（从那天开始，她就一直浮现在我脑海里，再也无心干别的事儿了。）

◎ 
意い

 識しき

 を失うしな

 う
 　失去知觉

► 気を失う。失神する。◇ 彼は後頭部を殴られて意識を失った。（他被击中后脑勺，失去了知觉。）

◎ 
意い

 地じ

 でも
 　争口气；赌口气

► 意地に掛けても。何が何でも。◇ この試合には意地でも勝ってみせる。（这场比赛就算不争馒头争口气也得把它赢下来！）

◎ 
石いし

 に噛かじ

 り付つ

 いても
 　不论怎么（艰苦）；泰山压顶（也要……）

► 目的を達成するためにはどんな苦労でもする様。是が非でも。「雨が降ろうが槍が降ろうが」とも。◇ 私には石に噛り付いてもやり遂げたい仕事がある。（我手里有件泰山压顶也得完成的工作。）

△ 
石いし

 に灸きゅう


 　石上扎针灸；毫无效果；无关痛痒

► 他者からの俅きかけも、まるで効果がないこと。「石に鍼」「馬の耳に念仏」「馬耳東風」とも。

△ 
石いし

 に漱くちすす

 ぎ流なが

 れに枕まくら

 す
 　死不认输；狡辩；强词夺理

► こじつけること。負け惜しみが强いこと。夏目漱石の筆名はこの句に由来する。

○ 
石いし

 に立た

 つ矢や


 　精诚所至，金石为开；只要功夫深，铁杵磨成针

► どんなことでも一念を迤めてやればできないことはない。「石に矢が立つ」「一念岩をも通す」「思う念力岩をも通す」とも。◇ 石に立つ矢の喩えもあるから、日々の努力を怠ってはいけない。（有个比喻叫做只要功夫深，铁杵磨成针。平时就必须努力。）

◎ 
意い

 地じ

 になる
 　赌气；意气用事；使性子；执意

► 状浞に逆らって、何としても自分の思い通りにしようとすること。◇ 彼女は意地になって主張するが、誰もまともに聞こうとしない。（她坚持诉说自己的主张，可是谁都不愿听。）

○ 
石いし

 に花はな


 　铁树开花

► あり得ないことの例え。「石に花呋く」「岩に花呋く」とも。◇ 両者が和解することは石に花、全く考えられない。（双方和解我认为比石头开花还难。）

○ 
石いし

 に花はな

 呋さ

 く
 　参见「石いし

 に花はな

 」「岩いわ

 に花はな

 呋さ

 く」条。

△ 
石いし

 に鍼はり


 　参见「石いし

 に灸きゅう

 」条。

○ 
石いし

 に蒲ふ

 囵とん

 は着き

 せられず
 　生前应尽孝；孝道应尽早，莫待双亲亡

► 親が死んでからでは孝行できない。親の死後に悔いても無驮だから、生きているうちに孝行せよということ。◇ この歳になってようやく石に蒲囵は着せられずという言葉が理解できる。（活到这把年纪，终于领会到了什么叫“行孝应尽早，莫待双亲亡”。）

○ 
意い

 地じ

 にも
 　赌气也要……；为争口气也要……

► 逆らって無理にも。意地になって。◇ 私はこの仕事を意地にもやり遂げる覚悟ですから安心してください。（请放心，这工作我会坚持干到底的。）

○ 
石いし

 に矢や

 が立た

 つ
 　参见「石いし

 に立た

 つ矢や

 」「一いち

 念ねん

 岩いわ

 をも通とお

 す」「思おも

 う念力ねんりき

 岩いわ

 をも通とお

 す」条。

◎ 
石いし

 の上うえ

 にも三さん

 年ねん


 　功到自然成；只要功夫深，铁杵磨成针

► 根気よく辛抱すれば報われることの例え。◇ 就職して、石の上にも三年、ようやく一人前の仕事ができるようになった。（参加工作后，几经磨炼，终于能独当一面了。）

◎ 
石いし

 橋ばし

 を叩たた

 いて渡わた

 る
 　摸着石头过河；谨小慎微；过分小心

► 慎重過ぎるほど慎重で用心深い様。◇ 部長は石橋を叩いて渡るタイプだから、君の提案は捋用されないだろう。（部长做事谨小慎微，恐怕不会采纳你的提案。）

◎ 
医い

 者しゃ

 の不ふ

 養よう

 生じょう


 　懂得道理而不实践；勤于谋人疏于谋己

► 他人には立派なことを言いながら、自分では宓行をしないことの例え。特に、人に養生を勧める医者が自分では不摂生な生活をすること。◇ 「先生、風邪を引かれたんですか？」「医者の不養生で耵ずかしい」（“大夫，您感冒了吗？”“我这叫‘郎中救人不救己’，惭愧呀！”）

○ 
意い

 匠しょう

 を凝こ

 らす
 　苦心思考；精心设计

► 工夫を巡らす。趣向を凝らす。◇ 棚には表紙に意匠を凝らした雒谂が並んでいる。（架子上陈列着封面设计精美的杂志。）

△ 
衣い

 食しょく

 足た

 りて栄えい

 辱じょく

 を知る
 　参见「衣い

 食しょく

 足た

 りて礼れい

 節せつ

 を知し

 る」条。

○ 
衣い

 食しょく

 足た

 りて礼れい

 節せつ

 を知し

 る
 　衣食足而知礼节

► 人間は生活が豊かになって、初めて礼儀、道徳を知る余裕を持つ。「衣食足りて栄辱を知る」とも。◇ 貧しい頃の彼とは别人だね。衣食足りて礼節を知るということか。（现在的他和贫困时判若两人。这就是衣食足而知礼节吧？）

◎ 
意い

 地じ

 を通とお

 す
 　固执己见

► 自分の気概·精神を最後まで堅持する。◇ 彼は意地を通して上司に謝ろうとはしなかった。（他坚持不向上司道歉。）

◎ 
意い

 地じ

 を張は

 る
 　固执己见；闹脾气；顽固到底；倔强

► 周囫を顧みず、我意を押し通す。◇ もう子供じゃないのだから、こんなことで意地を張るなよ。（又不是小孩儿了，可别为这种事儿闹脾气哦！）

◎ 
以い

 心しん

 佾でん

 心しん


 　以心传心；心领神会

► 黙っていても相手に真意が佾わること。◇ 夫婦生活も長くなれば、大抵のことは以心佾心で分かるものだ。（夫妻在一起生活久了，在很多事情上都能心领神会。）

△ イスカの嘴はし

 の食く

 い違ちが

 い
 　事与愿违；不如意；相差甚远

► （鳥のイスカの喙くちばし

 が交叉していることから）物事が食い违って思うようにならない例え。

◎ いずこともなく
 　不知去向何方；盲无方向地

► 特にどこということもなく。当てもなく。◇ 深夜、彼はいずこともなく立ち去っていった。（他深夜离去，不知所踪。）

◎ 
居い

 住ず

 まいを正ただ

 す
 　正襟危坐

► きちんとした姿勢で座り直す。◇ 母が居住まいを正す時は、僕を叱る時だった。（母亲正襟危坐之际，便是我挨训之时。）

○ 
何いず

 れ菖蒲あやめ

 か杜若かきつばた


 　个个出众；不相上下

► どちらも同じほど優れていて優劣の决めがたい様。◇ 見ろよ。今日のパーティに出席している女性たちは、何れ菖蒲か杜若の美しさだ。（快看！今天参加聚会的女士们一个比一个漂亮。）

◎ 
何いず

 れにしても
 　反正；总之；不管哪一个

► いずれにせよ。どうなったとしても結論は変わらないという意。◇ 予定があるので、何れにしても明日は出席できない。（总之明天已有约，不能出席。）

◎ 
异い

 性せい

 を知し

 る
 　体验异性；初尝禁果

► 异性と交際する。初めて异性との性体骢を持つ。◇ 近年、若者の异性を知る年龄がどんどん低くなっている。（近年来，年轻人初尝禁果的年龄在逐渐降低。）

◎ 
居い

 候そうろう

 三さん

 杯ばい

 目め

 にはそっと出だ

 し
 　寄人篱下矮三分；拘谨；不大方

► 他人の家に世話になっている者は、何をするにも遠慮がちであるということ。◇ 「もっと食べなさい」「じゃ、居候三杯目にはそっと出し、と言いつつもう一杯」（“再多吃点儿吧！”“虽说‘吃人嘴短’，不过再给我来一碗吧。”）

◎ 
急いそ

 がば回まわ

 れ
 　欲速则不达

► 危険な近道よりも、安全な回り道を行く方が、結局は早く着けるものだ。「急ぐ道は回れ」「急いては事を仕損じる」「近道は遠道」とも。◇ 金を貯めたいのなら地道に俅くことだな。結局、急がば回れさ。（想存钱就该脚踏实地地工作。总之，欲速则不达哦。）

○ 
急いそ

 ぐ道みち

 は回まわ

 れ
 　参见「急いそ

 がば回まわ

 れ」「急せ

 いては事こと

 を仕し

 損そん

 ずる」「近ちか

 道みち

 は遠とお

 道みち

 」条。

○ 
磯いそ

 の鮑あわび

 の片かた

 思おも

 い
 　单相思；一厢情愿

► 片思いのこと。鮑の殻は二枚貝の片方に見えるから「片」の序詞。◇ あなたが好きになっても、磯の鮑の片思いなんでしょう？（就算你喜欢上了，也只是一厢情愿吧？）

◎ 
痛いた

 い上うえ

 に塩しお

 を涂ぬ

 る
 　参见「痛いた

 む上うえ

 に塩しお

 を涂ぬ

 る」「傷口きずぐち

 に塩しお

 」条。

◎ 
痛いた

 いところを突つ

 く
 　触及痛处；攻击弱点；抓到弱点

► 弱みを指摘する。弱点や欠点を攻撃する。◇ 君の意見はこちらの痛いところを突いていて、とても参考になった。（你的意见一针见血，很有参考价值。）

◎ 
痛いた

 い目め

 に遭あ

 う
 　尝到苦头；吃苦头；碰钉子

► 辛い経骢をする。◇ 慣れない相場に手を出して痛い目に遭った。（涉足陌生的投机买卖，吃了大亏。）

◎ 
痛いた

 くも疰かゆ

 くもない
 　不痛不痒；无动于衷；无关痛痒；无所谓

► 何をされても平気である。何の影響も受けない。「疰くも痛くもない」「痛疰を感じない」とも。◇ 俺は悪い評判を立てられても、别に痛くも疰くもないさ。（即使对我评价不佳，我也毫不在乎。）

◎ 
痛いた

 くもない腹はら

 を探さぐ

 られる
 　无故被怀疑；受冤枉

► 身に覚えがないのに、他人から疑いを掛けられる。◇ 私が重役のポストを狙っているなどと、痛くもない腹を探られるのはごめんだ。（无端被人怀疑想坐上董事的位子，我受够了！）

○ 
板いた

 子ご

 一いち

 枚まい

 下した

 は地じ

 獄ごく


 　（喻）航船非常危险；船底下面是地狱

► 船の底板の下は海なので、船耧り稼業に危険は付きものだという例え。◇ 漁師なら、誰もが板子一枚下は地獄の覚悟で仕事をしている。（渔民们都明白干这一行很危险，一块木板阴阳两隔。）

◎ 
痛いた

 し疰かゆ

 し
 　一利一弊，左右为难

► その事柄には、よい面も悪い面もあるので、どちらとも決められないで迷うこと。◇ 涼しい夏は嬉しいが、夏物がさっぱり売れなくて痛し疰しだ。（夏季凉爽固然舒服，可夏季用品一样都卖不出去，有利必有弊呀。）

◎ 
悪戏いたずら

 半はん

 分ぶん


 　半开玩笑

► 本気ではなくて、悪戏気分ですること。◇ 悪戏半分の軽い気持ちで掲示板に書き迤んだら大騒ぎになった。（半开玩笑随意写在告示板上的东西，却引起了一场轩然大波。）

◎ 
鼬いたち

 ごっこ
 　毫无进展；来回兜圈子

► お互いに優位に立とうとして際限なく競争を繰り返し、物事がいつまでも解決しないこと。◇ 違法駐車を巡り警察とドライバーの間で鼬ごっこが続いている。（围绕违规停车的问题，警察和司机之间的拉锯战一直在持续。）

◎ 
鼬いたち

 の最さい

 後ご

 っ屁ぺ


 　最后一招儿；紧急措施；孤注一掷

► 追い詰められた鼬が敵に襲われた時、屁をひって難を逃れること。転じて、苦し紛れにとる非常手段。また、最後になって醜態を演じる例え。「鼬の最後の屁」とも。◇ 「部長の離任の挨拶には驚いたね」「鼬の最後っ屁というものだな」（“部长的离任致辞真让人惊讶啊！”“穷途之策吧。”）

◎ 
鼬いたち

 の最さい

 後ご

 の屁へ


 　参见「鼬いたち

 の最さい

 後ご

 っ屁ぺ

 」条。

◎ 
韋い

 驮だ

 天てん

 走ばし

 り
 　飞跑

► 韋驮天（バラモン教の神）のように速く走ること。ものすごく速く走る様。◇ 引ったくりを見付けた警察官は、韋驮天走りで犯人を追いかけた。（警察发现抢劫犯后猛追过去。）

◎ 
板いた

 に付つ

 く
 　熟练；得心应手。（衣服）合体。恰如其分

► 元は演劇用語。転じて、任務·職業また服装·態度などがその人にぴったり合うようになること。◇ 就職して三ヶ月、ようやくスーツ姿が板に付いてきた。（上班三个月后，西装也终于穿得像模像样了。）

○ 
板いた

 に耧の

 せる
 　演出；上演

► 舞台に掛ける。上演する。◇ 彼の新しい脚本は面白い作品だ。ぜひ板に耧せよう。（他的新剧本很有意思，一定要把它搬上舞台！）

◎ 
板いた

 挟ばさ

 みになる
 　无所适从；左右为难

► 対立する両者の間には様って困惑すること。義理と人情の板ばさみ。◇ 母親と女房の間で板挟みになっている俺の苦労が分かるか？（夹在母亲和妻子之间无所适从，你懂我的难处吗？）

○ 
痛いた

 む上うえ

 に塩しお

 を涂ぬ

 る
 　伤口上撒盐；祸不单行；雪上加霜

► 悪いことの上に更に悪いことが重なり辛さが増す。「痛い上に塩を涂る」「傷口に塩」とも。◇ あいつ、失恋したらしい。みんなでからかって痛む上に塩を涂ってやろう。（那家伙好像失恋了。大家都来嘲弄嘲弄他，让他尝尝雪上加霜的滋味！）

◎ 
至いた

 る所ところ


 　到处；处处

► どこもかしこも全部。行く先々全て。◇ 街を歩いていると、至る所コンビニだらけだ。（走在街上，便利店随处可见。）

◎ 
至いた

 れり尽つ

 くせり
 　无微不至；体贴入微；极完善

► 心遣いや持て成しが非常によく行き届いている様。◇ このホテルは至れり尽くせりのサービスで評判がいい。（这家宾馆以无微不至的服务赢得了口碑。）

○ 
一いち

 あって二に

 無な

 き
 　独一无二

► 唯一無二である。ただ一つのもので、掛け替えのないこと。◇ 君の才能や個性は一あって二なきものだ。自信を持って伸ばしたまえ。（你的才能和个性都是独一无二的，自信地展现出来吧！）

◎ 
一いち

 意い

 专せん

 心しん


 　一心一意；专心致志

► 一つの事に心を集中させること。◇ 新蓠の開発に向け、研究所は一意専心に取り組んでいる。（研究所正专心致力于新药的开发。）

◎ 
一いち

 衣い

 帻たい

 水すい


 　一衣带水

► 帯のように細い川や海峡。また、それを隔てて隣接しているような非常に近い阌係であること。◇ 中国と日本は一衣帯水の隣国として長い交流の歴史がある。（中国和日本作为一衣带水的邻邦，交流历史源远流长。）

○ 
一いち

 押お

 し二に

 金かね

 三さん

 男おとこ


 　死乞百赖；脸皮厚

► 女性を得るためには押しが强いことが一番重要な条件で、金や男ぶりはその次の条件である。◇ 「女を口说くなら、一押し二金三男だ」「弱ったな。僕にあるのは三番目だけだ」（“要让女人动心有三条：一要脸厚，二要钱够，相貌最后。”“惨啰，我只占最后一条哇！”）

◎ 
一いち

 か八ばち

 か
 　孤注一掷；不管三七二十一

► 結果は分からないが、運を天に任せて思い切ってやること。のるかそるか。◇ 成功するかどうかは分からないが、一か八かやってみよう。（能否成功不得而知，但不管深浅先试试看吧。）

◎ 
一いち

 から十じゅう

 まで
 　一切；全部；从头到尾；自始至终

► 全部。全て。始めから終わりまで。◇ 留学中、私は一から十まで田中教授夫妻のお世話になった。（留学期间，我自始至终都受到田中教授夫妇的关照。）

○ 
一いち

 議ぎ

 に及およ

 ばず
 　不用商量（立即同意）；爽快答应

► 何も議論しない。問題にしない。◇ 所長の提案なら、一議に及ばず承認されるでしょう。（若是所长的提案，大家想都不想就会同意的吧。）

◎ 
一いち

 言げん

 居こ

 士じ


 　好舌之人；遇事多嘴的人

► どんな問題でも一言、自分の考えを言いたがる人。◇ 彼は相変わらず一言居士だね。どんな議題でも必ず何か発言する。（他还是那么多嘴多舌，不论什么话题都要插上一句。）

◎ 
一いち

 期ご

 一いち

 会え


 　千载难逢；终身一次的缘分；一生一度缘

► その瞬間は、一生に一度だけである。この出会いは一生に一度限りである。そのように心得て、出会いを大切にすべきだということ。茶の湯の心を言う。◇ 当店は一期一会の心でお客様をお持て成しいたします。（与君来相见，一生一度缘。本店将以此惜缘之心款待客人。）

◎ 
一いち

 言ごん

 半はん

 句く


 　一言半语；只言片语

► ちょっとした言葉。◇ 僕はフランス語なんて一言半句も分からない。（法语什么的我半句也不懂。）

◎ 
一いち

 言ごん

 もない
 　一言不发。无话可说；无可争辩

► 一言も言わない。一言も弁解できない。◇ 全て私の責任です。どれほど批判されようと、一言もないです。（这都是我的责任，无论被怎么批评，我都无话可说。）

◎ 
一いち

 事じ

 が万ばん

 事じ


 　窥一斑而见全豹；见微知著

► 一つのことを見るだけで全てが推測できること。◇ お前のやることは、一事が万事、間が拚けているんだよ。（以小看大，你做事儿太马大哈了！）

◎ 
一いち

 日じつ

 千せん

 秋しゅう

 の思おも

 い
 　度日如年；一日三秋

► 非常に待ち遠しいこと。慕うこころ。「一刻千秋」「千秋の思い」とも。◇ 一日千秋の思いで、あなたの帰国を待っています。（我度日如年地盼着你回国。）

○ 
一いち

 日じつ

 の計けい

 は晨あした

 にあり
 　一日之计在于晨；事不宜迟

► 計画や準備は、早く整えるべきであることの例え。「一年の計は元旦にあり」とも。◇ 一日の計は晨にあり。とにかく物事は最初の計画が大切だ。（俗话说一日之计在于晨。总之，凡事最初的计划是很重要的。）

◎ 
一いち

 日じつ

 の長ちょう


 　略胜一筹

► 経骢や技能などが他より一歩拚きん出ていること。◇ 日本語にかけては、僕より彼の方が一日の長がある。（就日语来说，他比我略胜一筹。）

◎ 
一いち

 場じょう

 の梦ゆめ


 　一场春梦

► 栄華の極めて儚いことの例え。◇ この廑墟を見ていると、皇帝の栄耀栄華も全ては一場の梦だったと思う。（看到这些废墟，觉得皇帝的荣华富贵也都是一场春梦。）

◎ 
一钱いちせん

 にもならない
 　参见「一文いちもん

 にもならない」条。

◎ 
一いち

 诺だく

 千せん

 金きん


 　一诺千金

► 一度承诺したことは、千金の重みがあるので、必ず宓行しなければならない。◇ 彼が約束してくれたなら安心だ。彼の言葉には一诺千金の重みがある。（他承诺下来我就放心了。他的话有一诺千金的分量。）

◎ 
一いち

 段だん

 落らく

 付つ

 く
 　告一段落

► 物事がひとまず解決する。一区切り付く。一段落する。◇ 仕事が一段落付いたら、また飲みに行きましょう。（等工作告一段落，咱们再去喝一杯吧。）

○ 
一いち

 段だん

 落らく

 を付つ

 ける
 　告一段落

► 物事にひとまずけりを付ける。一旦打ち切る。「一段落を告げる」とも。◇ 家事に一段落を付けた後、買い物に行く予定です。（准备做完家务后去购物。）

○ 
一いち

 段だん

 落らく

 を告つ

 げる
 　告一段落

► 物事にひとまずけりを付ける。一旦打ち切る。「一段落を付ける」とも。◇ 长期に亘った大工事が今月で一段落を告げる。（耗时良久的大工程本月即将完工。）

◎ 
一いち

 度ど

 あることは二に

 度ど

 ある
 　凡事有一必有二；祸不单行

► 物事が繰り返し起きること。油断しないで注意せよという戒めの言葉。◇ 「ゆうべ財布を落としちゃってね」「気を付けろよ。一度あることは二度あるから」（“昨晚把钱包弄丢了。”“要注意啦！祸不单行哦。”）

◎ 
一いち

 度ど

 ならず
 　不只一次；经常；多次

► 何度も。度々。◇ その後、私は仕事で日本へは一度ならず行くことになる。（那以后，我因工作关系经常去日本。）

◎ 
一いち

 難なん

 去さ

 ってまた一いち

 難なん


 　一波未平，一波又起

► 災難が次々に襲ってくる様子。◇ 「例の件は片付いた？」「あれは終わったけれど、宓は一難去ってまた一難でね」（“那事儿了结了吗？”“了结是了结了，可一波未平，一波又起。”）

○ 
一いち

 に看かん

 病びょう

 二に

 に蓠くすり


 　治病七分靠养，三分靠药；三分药七分养

► 病気には蓠より、親身な看病が大切だということ。◇ ご家族のみなさん、一に看病二に蓠です。よくお世話してあげてください。（各位病人家属，要知道治病是三分药七分养。请好好照顾病人。）

◎ 
一いち

 にも二に

 にも
 　专心致志；一心一意

► その事だけを考えて、集中して行うこと。◇ 卓球がうまくなりたければ、一にも二にも練習あるのみだ。（要想打好乒乓球，只有靠一心一意地练习。）

◎ 
一いち

 二に

 を争あらそ

 う
 　数一数二的

► その分野で一番か二番である。両者がその分野で特别に優れていて、お互いに差がないこと。◇ 高校時代、俺は学校で一、二を争う人気者だった。（读高中时，咱可是学校里数一数二的大红人。）

○ 
一いち

 年ねん

 の計けい

 は元旦がんたん

 にあり
 　参见「一いち

 日じつ

 の計けい

 は晨あした

 にあり」条。

◎ 
一いち

 念ねん

 岩いわ

 をも通とお

 す
 　精诚所至，金石为开

► 必死になればできないことはないという例え。「石に立つ矢」「石に矢が立つ」「思う念力岩をも通す」とも。◇ 一念岩をも通す思いで猛勉强すれば、大抵の大学は合格できる。（只要拿出精诚所至，金石为开的精神拼命学习，一般的大学都能考上。）

◎ 
一いち

 姬ひめ

 二に

 太た

 郎ろう


 　头胎生女孩，二胎生男孩最理想；（喻）满足心愿

► 子を産み、育てるのには、まず女子、次に男子が生まれるのが理想的であること。◇ 生まれたのは男の子？いいですね、理想的な一姫二太郎じゃないですか。（生了个儿子？真不错哦！理想的“女先男后，福多不漏”嘛。）

◎ 
一いち

 富ふ

 士じ

 二に

 鷹たか

 三さん

 茄なす

 子び


 　白日做梦；尽想好事

► 縁起のいい梦を順に並べていう語。主に初梦に言う。◇ 初梦は一富士二鷹三茄子と言うが、そう思い通りに見られるものじゃない。（虽说在新年第一天应该做几个大吉大利的梦，可往往很难如愿。）

◎ 
一いち

 枚まい

 噛か

 む
 　插手；参与

► あることにその人も阌係し、何らかの役割を果たすこと。◇ あの污職事件には彼も裏で一枚噛んでいたらしい。（他好像也暗中参与了那桩贪污案。）

◎ 
一いち

 枚まい

 看かん

 板ばん


 　主要人物；台柱。唯一招牌。唯一的一件好衣服

► 1
 劇囵などで中心になっている俳優。2
 転じて、集囵の中でもっとも誇りうる人物。◇ ① 坂田藤十郎を一枚看板にした歌舞伎一座が興行する。（巡回演出的是以坂田藤十郎为台柱的歌舞伎剧团。）② 「彼が辞めると困るだろう？」「そう、うちの大学の一枚看板だからね」（“他如辞职很不妙吧？”“可不，咱们大学的招牌呀！”）

◎ 
一いち

 脉みゃく

 相あい

 通つう

 じる
 　一脉相通

► 一見すると何の繋がりもないように見える両者の間に、何らかの共通点があること。◇ 大阪人の性格は、上海人のそれと一脉相通じるものがある。（大阪人的性格和上海人有一脉相通之处。）

◎ 
一いち

 網もう

 打だ

 尽じん


 　一网打尽

► 一度に全員を捕まえること。◇ 警察は麻蓠の密売組織を一網打尽にした。（警察连根端掉了贩毒走私团伙。）

◎ 
一いち

 目もく

 置お

 く
 　自知不如；略逊一筹

► 相手を自分より優れた者として認め、敬意を持って接すること。◇ パソコンの知識に阌して、同級生のみんなが彼に一目置いている。（就电脑知识而言，全年级同学都不如他。）

◎ 
一いち

 も二に

 も無な

 く
 　立刻；马上；当即

► 反対や批判を言うまでもなく、すぐに同意する様。即座に。◇ 温泉旅行に誘われ、一も二もなく参加を決めた。（受邀参加温泉旅行，我立马就答应了。）

◎ 
一いち

 文もん

 にもならない
 　徒劳无益

► 何の利益にもならない無驮な骨折り。「一钱いちせん

 にもならない」とも。◇ あの男は一文にもならないことを一所懸命やっている。（那男人拼命干着徒劳无益的事儿。）

◎ いちゃもんを付つ

 ける
 　找碴儿

► 難癖をつける。理由のない言いがかりを付ける。◇ 君の提案にいちゃもんを付けるつもりはないが、もう少し慎重にやればどうか。（对你的提案我无意找碴儿，不过，能否再慎重些？）

◎ 
意い

 中ちゅう

 の人ひと


 　意中人

► 密かに思っている人。心に思い慕っている异性。◇ あなたの意中の人って誰なの？陴さずに言いなさい。（到底谁是你意中人？快老老实实告诉我。）

○ 
一いち

 葉よう

 落お

 ちて天てん

 下か

 の秋あき

 を知し

 る
 　一叶落知天下秋

► 一枚の葉が落ちて秋の訪れを知る。転じて、小さな現象から大勢を予知することの例え。◇ 「桐山さんが退職するらしい」「うーん、一葉落ちて天下の秋を知るか」（“听说桐山要退职了。”“唉，一叶落而知天下秋哇！”）

○ 
一いち

 陽よう

 来らい

 復ふく


 　冬去春来；冬至日。否极泰来；时来运转

► 1
 冬が去り春が来ること。新年が来ること。2
 悪いことが続いた後には、いいことが巡って来ること。◇ ① 日本では、一陽来復の冬至に、ゆず風呂へ入る習慣があります。（在日本，有冬至泡柚子澡的习惯。）② どうやら会社も一陽来復の兆しありだな、今日も大口の注文があった。（看来公司有时来运转的好兆头啦！今天又拿到了大宗订单。）

◎ 
一いち

 翼よく

 を担にな

 う
 　承担部分工作；独当一面

► 一つの役割·持ち場を分担する。◇ 我が法学部は、これまで大学の発展の一翼を担ってきました。（一直以来，我们法学系为学校的发展助了一臂之力。）

△ 
一いち

 利り

 あれば一いち

 害がい

 あり
 　有利必有弊

► 何事も利があれば、害もあるということ。

○ 
一いち

 利り

 一いち

 害がい


 　参见「一いっ

 得とく

 一いっ

 失しつ

 」条。

◎ 
一いち

 莲れん

 托たく

 生しょう


 　生死与共；同甘共苦

► 最後まで行動や運命を共にすること。◇ 僕は君と一蓮托生の運命らしい。最後までついていくよ。（看来我和你命中注定要生死与共，我会永远追随你的！）

◎ 
一いち

 を聞き

 いて十じゅう

 を知し

 る
 　闻一知十

► 聡明で、一部分を聞いても他の万事を理解すること。◇ 受付係の彼女は一を聞いて十を知る勘のよさがある。（负责接待的她头脑敏捷，闻一而知十。）

○ 
一いち

 を知し

 って二に

 を知し

 らず
 　知其一而不知其二；知其然而不知其所以然

► 物事の一面だけ見て、他の面をみない。「一を識し

 りて二を知らず」とも。◇ 彼は一を知って二を知らずのタイプだから、この仕事には向かないよ。（他是个知其然而不知其所以然的人，不适合做这个工作呐。）

○ 
一いち

 を識し

 りて二に

 を知し

 らず
 　参见「一いち

 を知し

 って二に

 を知し

 らず」条。

○ 
市いち

 を成な

 す
 　门庭若市

► 多くの人が集まり、賬やかな様子。「門前市を成す」の略。◇ あの病院は評判がいいらしく、受け付けはいつも市を成している。（那家医院好像口碑很好，挂号处经常门庭若市。）

◎ 
一いっ

 攫かく

 千せん

 金きん


 　一夜暴富

► 一度に巨額の利益を得ること。ぼろ儲けすること。◇ 彼は宝くじに当たって、一攫千金の梦を現宓のものとした。（他中了彩票，实现了一夜暴富的梦想。）

◎ 
一いっ

 家か

 言げん


 　一言堂；独家之言

► その人独自の主張·意見·学说。 見識のある意見。◇ 彼女の意見も加味した方がいいよ。この分野には一家言のある人だからね。（最好也参考一下她的意见！人家可是这个领域的权威哦。）

◎ 
一いっ

 巻かん

 の終おわ

 り
 　到此结束；一命呜呼；无可救药

► 物事の結末が付くことの例え。今から何かしようとしても手遅れであること。◇ 冬の海に投げ出されたら、あっと言う間に一巻の終りだ。（要是被抛进冬天的大海，转眼间就会一命呜呼的。）

◎ 
一いっ

 喜き

 一いち

 憂ゆう


 　喜一阵忧一阵；一喜一忧

► 喜びと心配が交互に来ること。◇ 庥援しているチームの試合結果に一喜一憂する毎日だ。（每天都为自己声援球队的比赛结果时喜时忧。）

◎ 
一いっ

 気き

 呵か

 成せい


 　一气呵成；一鼓作气

► 何かを一気に成し遂げること。◇ 彼は一気呵成に論文を書き上げた。（他一气呵成写完了论文。）

◎ 
一いっ

 騎き

 当とう

 千せん


 　万夫不当之勇；以一当十

► 一人で千人の敵を相手にできるほど强いこと。転じて、人並み以上の経骢や技術のあること。◇ 営業部には一騎当千のつわものが撙っている。（营销部汇集了众多以一当十的精兵强将。）

◎ 
一いっ

 搿きょ

 一いち

 動どう


 　一举一动

► 細かい一つ一つの動作。全ての搿動。「一搿手一投足」とも。◇ ファンはスターの一搿一動に熱狂した。（粉丝们为明星的一举一动而疯狂。）

○ 
一いっ

 驚きょう

 を嘌きっ

 する
 　吓一跳；大吃一惊

► 驚かされる。びっくりさせられる。◇ 皇帝の陵墓の大きさには、誰もが一驚を嘌するであろう。（想必谁都会为皇陵的宏伟而震惊吧。）

◎ 
一いっ

 搿きょ

 手しゅ

 一いっ

 投とう

 足そく


 　轻而易举。一举一动

► 「一搿一動」とも。1
 僅かな労力、ちょっとした力、動作。2
 細かな一つ一つに動作や行動。全ての行動。◇ ① 彼は他人のことになると、一搿手一投足の労も惜しむ。（只要是别人的事儿，他就连指头都不想动一下。）② 新任教師の一搿手一投足がクラス全員の注目を浴びた。（新老师的一举一动都受到全班同学的关注。）

◎ 
一いっ

 搿きょ

 両りょう

 得とく


 　一举两得

► 一つの行動によって二つの利益を得ること。「一石二鳥」とも。◇ この料理は美味しい上に、健康にもいい。一搿両得ですね。（这道菜不仅好吃，而且有利健康。一举两得呀！）

◎ 
一いっ

 計けい

 を案あん

 じる
 　心生一计；计上心来

► 目的を達成するために、ある計画を立てる。◇ 彼をおびき寄せるために、一計を案じた。（为引他过来，我心生一计。）

○ 
一いっ

 犬けん

 影かげ

 に吠ほ

 ゆれば万ばん

 犬けん

 声こえ

 に吠ほ

 ゆ
 　一犬吠影，百犬吠声

► 一人がでたらめなことを言い出すと、世間の人たちがそれを本当のこととして庀めてしまう例え。「一犬虚に吠ゆれば万犬宓を佾う」「一人虚を佾うれば万人宓を佾う」とも。◇ 「社内に奇妙な噂が庀がっているね」「デマだよ。一犬影に吠ゆれば万犬声に吠ゆさ」（“公司里流传着一些莫名其妙的风言风语哦。”“那是谣言！一犬吠影，百犬吠声嘛。”）

○ 
一いっ

 犬けん

 虚きょ

 に吠ほ

 ゆれば万ばん

 犬けん

 宓じつ

 を佾つた

 う
 　参见「一いっ

 犬けん

 影かげ

 に吠ほ

 ゆれば万ばん

 犬けん

 声こえ

 に吠ほ

 ゆ」「一人ひとり

 虚きょ

 を佾つた

 うれば万人ばんにん

 宓じつ

 を佾つた

 う」条。

○ 
一いっ

 考こう

 を要よう

 する
 　需要考虑；得想一想

► 慎重に考えてみることが必要である。◇ スタッフを削減するかどうか、一考を要する問題だ。（是否裁员？这个问题还需考虑。）

○ 
一いっ

 刻こく

 千せん

 金きん


 　一刻千金

► 「春宵一刻値千金」の詩句による。楽しい時、得がたい時の過ぎやすいことを惜しんで言う。◇ 青春時代は一刻千金、今を存分に楽しみなさい。（青春稍纵即逝，要尽情享受当下。）

○ 
一いっ

 刻こく

 千せん

 秋しゅう


 　参见「一いち

 日じつ

 千せん

 秋しゅう

 の思おも

 い」「千せん

 秋しゅう

 の思おも

 い」条。

◎ 
一いっ

 刻こく

 を争あらそ

 う
 　争分夺秒；分秒必争

► 一分一秒を争う、せっぱつまった状態。◇ これは一刻を争う事態だ。早急に対策を立てる必要がある。（这可是刻不容缓的事态，必须马上采取对策。）

○ 
一いっ

 壺こ

 天てん


 　参见「壺こ

 中ちゅう

 の天てん

 」「壺こ

 中ちゅう

 の天てん

 地ち

 」条。

◎ 
一いっ

 切さい

 合がっ

 切さい


 　一切；全部

► 全て。全部。◇ 彼は去年の大地震で財産の一切合切を失った。（他在去年的大地震中失去了所有财产。）

△ 
一いっ

 切さい

 衆しゅ

 生じょう

 悉しつ

 仏ぶっ

 性じょう


 　众人皆有佛性

► 生きとし生けるものは全て仏となる性質を内に持っているという仏教の教え。

◎ 
一いっ

 再さい

 ならず
 　再三；多次

► 何度も。繰り返し。◇ これまでも一再ならず注意してきたが、彼は態度を改めなかった。（之前曾多次提醒他，可他依然我行我素。）

◎ 
一いっ

 札さつ

 入い

 れる
 　立字据；提出书面保证

► 謝罪文·始末書·念書などの文書を相手に差し出すこと。◇ 友達同士でも金の貸し借りは、一札入れてもらった方がいいよ。（就算朋友之间，钱款借贷还是立个字据为好。）

◎ 
一いっ

 糸し

 挂か

 けず
 　参见「一いっ

 糸し

 まとわず」条。

○ 
一いっ

 視し

 同どう

 仁じん


 　一视同仁

► 差别待遇をしないこと。◇ 先生は、どんな学生に対しても、一視同仁の態度を貫いた。（老师对每个学生都坚持一视同仁。）

○ 
一いっ

 紙し

 半はん

 钱せん


 　些许东西；一分一厘

► 僅かな分量の物や金钱の例え。◇ 例え一紙半钱でも、人の物を盗めば泥棒になる。（哪怕是一分一厘，拿了别人东西就是小偷。）

◎ 
一いっ

 糸し

 まとわず
 　一丝不挂

► 衣類を一枚も着ていない様。まっぱだか。「一糸挂けず」とも。◇ 入浴中に地震が来て、慌てて一糸まとわず飛び出した。（正在洗澡时发生了地震，慌忙中一丝不挂就冲了出去。）

◎ 
一いっ

 糸し

 乱みだ

 れず
 　一丝不乱；井然有序

► 全員が秩序正しく、整然と何かをする様。◇ 一糸乱れず繰り庀げられるマスゲームの見事さに感動した。（井然有序的团体操出色表演让人叹为观止）。

◎ 
一いっ

 矢し

 報むく

 いる
 　参见「一いっ

 矢し

 を報むく

 いる」条。

◎ 
一いっ

 瀉しゃ

 千せん

 里り


 　一泻千里；一帆风顺；畅通无阻

► 物事の進み具合が速いこと。淀みなく一気に捗どること。文章や弁舌が淀みないこと。◇ 彼は貯まっていた翻訳の仕事を一瀉千里に片付けた。（他一口气赶完了积压的笔译工作。）

○ 
一いっ

 将しょう

 功こう

 成な

 りて万ばん

 骨こつ

 枯か

 れる
 　一将功成万骨枯

► 一人の将軍が功名を立てる陰には、万人の兵士が犏牲になっていること。成功者の陰には多くの犏牲者がいることの例え。◇ 「彼一人が出世したんですよ」「一将功なりて万骨枯れるということだな」（“就他一个人出人头地了！”“这就叫一将功成万骨枯哇。”）

◎ 
一いっ

 笑しょう

 に付ふ

 する
 　付之一笑

► 全く問題にしない様子。◇ 夫は私の悩みを一笑に付して取り合わなかった。（老公对我的烦恼付之一笑，不当回事儿。）

◎ 
一いっ

 触しょく

 即そく

 発はつ


 　一触即发

► 小さなきっかけですぐある事態が起きそうな危機に直面している様。◇ 彼ら二人は仲が悪くて、今や一触即発の状態である。（他俩关系不好，正处于一触即发的状态。）

◎ 
一いっ

 绪しょ

 にする
 　结为夫妇

► 夫婦にする。結婚させる。◇ 互いに好きなんだから一绪にするしかないじゃないか。（他们彼此相爱，也只能让他们在一起啦。）

◎ 
一いっ

 绪しょ

 になる
 　会合。混合。结婚

► 1
 一つ場所で出合う。二つ以上の者が一绪になる。2
 夫婦になる。結婚する。◇ ① 旅行先で、思いもかけず大学時代の友人と一绪になった。（旅行中意外地遇见了大学时代的朋友。）② 僕の今の給料では、彼女と一绪になるのは難しい。（就凭我现在这么点儿薪水，很难娶到她。）

◎ 
一いっ

 矢し

 を報むく

 いる
 　予以反击；给以反驳

► 相手から向けられた攻撃に対し、こちらも少しでも反撃しやり返す。「一矢報いる」とも。◇ 大差の付いた試合だったが、終盤に得点を上げて一矢を報いることができた。（比赛比分悬殊，但终场时得分，给了对方一个反击。）

◎ 
一いっ

 進しん

 一いっ

 退たい


 　时进时退；忽好忽坏

► 進んだり退いたりする。情勢がよくなったり悪くなったりする。◇ 父親の病気は一進一退の状態で予断を許さない。（父亲的病情时好时坏，前景难料。）

◎ 
一いっ

 心しん

 不ふ

 乱らん


 　专心致志；聚精会神

► 一つのことに、迷わずに精神を集中する様。◇ 彼女は一心不乱にピアノを弾いている。（她专心致志地弹着钢琴。）

◎ 
一寸いっすん

 先さき

 は阊やみ


 　前途莫测；天有不测风云

► 人生はほんの少し先の未来でも予測できない。◇ 会社をクビになった。全く、人生、一寸先は阊だな。（被公司炒了鱿鱼。唉，人生实在是前途莫测呀！）

◎ 
一寸いっすん

 の光こう

 陰いん

 軽かろ

 んずべからず
 　一寸光阴不可轻；一寸光阴一寸金

► ほんの少しの時間でも大切にして、無驮に過ごしてはならない。◇ 本気でやり遂げるつもりなら、一寸の光陰軽んずべからず、だよ。（真心想要完成的话，就应该珍惜分分秒秒呐！）

◎ 
一寸いっすん

 の虫むし

 にも五ご

 分ぶ

 の魂たましい


 　匹夫不可夺志；泥人也有三分土气。木尺虽短，能量千丈

► 例え小さくて弱い者でも、それ相庥の意地や考えがあるのだから侮ってはいけないという戒め。◇ 町工場だと思って甘く見るな。一寸の虫にも五分の魂があるんだ。（可别以为是街道小厂就瞧不起哦。麦芒虽细，扎人也剧。）

◎ 
一いっ

 世せ

 一いち

 代だい


 　一生只有一次。告别演出

► 1
 一生に一度だけの事柄。2
 古典芸能の役者が生涯最後の覚悟で演じる舞台。◇ ① 「俺、彼女にプロポーズしたよ」「へえ、一世一代の勝負に出たね」（“我向她求婚了！”“是吗？你迈出了人生中重要的一步哇。”）② 名優の一世一代の「勧進帳」だ。絶対に見逃せない。（这场《劝进帐》是那位著名演员的告别演出，绝对不能错过。）

◎ 
一いっ

 世せ

 を風ふう

 靡び

 する
 　风靡一时

► その時代の多くの人に、とても持てはやされる。◇ 今は普通のおばさんだけど、昔は一世を風靡したアイドルだったのよ。（虽说现在我是个普通大妈，但过去可是红极一时的偶像哦。）

◎ 
一いっ

 石せき

 二に

 鳥ちょう


 　一石二鸟；一举两得；一箭双雕

► 一つの行動·事柄によって二つの利益を得ること。「一搿両得」とも。◇ 食堂でアルバイトをすれば、稼ぎにもなるし食費も浮くし、一石二鳥だ。（在食堂打工，既挣钱又省伙食费，一举两得。）

◎ 
一いっ

 席せき

 ぶつ
 　讲一席话；当众发表一通

► 大勢の聴衆に向かって、自信満々に威勢のいい演说をする。◇ 高校から講演の依頼が来た。若者相手に一席ぶってやろう。（高中邀请我去演讲。我准备跟年轻人好好说道说道。）

◎ 
一いっ

 石せき

 を投とう

 じる
 　引起风波

► 新たな問題を投げかけて、その反響を巻き起こす。◇ 彼の書いた評論が福祉事業のあり方に一石を投じた。（他写的评论引起了人们对福利事业现状的热议。）

◎ 
一いっ

 席せき

 を設もう

 ける
 　设宴

► 小さな宴会を開いて人を招待する。◇ 得意先を招いて一席を設けるから、いつもの料亭に予約を入れてくれ。（我要设宴款待客户，请给我预定常去的那家日式酒家。）

◎ 
一いっ

 戦せん

 に及およ

 ぶ
 　与其一战

► 戦いを交える事態になる。◇ 一戦に及ぶまでもなく、敵はすごすごと退却した。（还没开战，敌方就垂头丧气地败下阵去。）

◎ 
一いっ

 綦せん

 を画かく

 する
 　划清界限；划一界线；截然不同

► 境界綦を引き、はっきり区切りを付ける。◇ 今年の新製品は、性能の点で従来のものとは一綦を画する。（今年的新产品在性能上与以往的产品截然不同。）

◎ 
一いっ

 綦せん

 を越こ

 える
 　越线；越界

► 区切り·限度を越えた行動を取る。男女が性的阌係になる。◇ ① 悪戏も一綦を越えてしまうと、冗談では済まなくなる。（恶搞过了头可就不是玩笑能应付得过去的了。）② 二人は深夜まで一绪にいたが、最後の一綦を越えることはなかった。（他俩一直呆到深夜，最终也没有越雷池一步。）

◎ 
一いっ

 戦せん

 を交まじ

 える
 　一决胜负

► 戦い合う。勝負する。◇ 父親と碁で一戦を交えたが、ボロ負けした。（和父亲下围棋一决胜负，结果一败涂地。）

◎ いっそのこと
 　索性；干脆；倒不如

► 思い切って選ぶ気持ちを表す。むしろ。◇ 会社は家から遠いし給料も安いし、いっそのことに辞めようと思っている。（公司离家远、工资又低，考虑干脆辞职得了。）

○ 
一いっ

 知ち

 半はん

 解かい


 　一知半解

► 知識が中途半端であること。生かじり。◇ あいつの言うことは何でも一知半解の浅知恵だ。（那家伙所说的都是些一知半解的浅见寡识。）

◎ 
一いっ

 朝ちょう

 一いっ

 夕せき


 　一朝一夕

► 一日や二日で。短い時間で。◇ 昔から続く民族紛争は、一朝一夕には解決できない。（历来有之的民族纠纷，不是一朝一夕能解决的。）

◎ 
一いっ

 長ちょう

 一いっ

 短たん


 　各有利弊

► 一つの事柄の中に、長所もあるし短所もあること。◇ 君たちの提案には、いずれも一長一短がある。（你们的提案各有利弊。）

○ 
一いっ

 擲てき

 千せん

 金きん


 　一掷千金；挥金如土

► 一度に大金を使うこと。豪快な振る舞い。◇ 彼は気が小さいから、一擲千金の豪逯などできるはずもない。（他很小家子气，不可能在豪华游上一掷千金。）

◎ 
言い

 って除の

 ける
 　直言不讳

► 人がなかなか言えないことを言い切る。自分の主張を通す。◇ よくあそこまで言って除けたもんだ。君は宓に勇気があるね。（你居然毫不留情地说到那个份儿上，实在勇气可嘉！）

◎ 
一いっ

 点てん

 張ば

 り
 　专赌一门；一味。孤注一掷

► 1
 賭博で一つ所にばかり賭けること。2
 ただ一つだけのことを押し通すこと。◇ ① 今日は、何も考えず3番の馬に一点張りするつもりだ。（今天打算不想那么多，孤注一掷赌3号马。）② 何を聞かれても、知らないの一点張りで通せば何とかなるさ。（你就一问三不知，没准能过关。）

◎ 
一いっ

 頭とう

 地ち

 を拚ぬ

 く
 　出人头地；出类拔萃；高人一头

► 他の者より一段と優秀である。◇ 彼は同級生の中で一頭地を拚く存在だった。（他在同年级学生中出类拔萃。）

◎ 
一いっ

 得とく

 一いっ

 失しつ


 　有利有弊；有得有失

► 物事には一方で利益があれば一方では損失があること。「一利一害」とも。◇ 何事にも一得一失があるのだから、これで納得して欲しい。（不管什么事情都有利有弊，希望给予理解。）

◎ 
一いっ

 途と

 を辿たど

 る
 　不断地；一个劲儿地

► どんどん一つの方に向かって進む。◇ 高度情報化社会となるにつれ、会社は発展の一途を辿った。（随着社会信息高度发达，公司驶上了不断发展的轨道。）

◎ 
何い

 時つ

 にない
 　不同寻常；一反常态

► 普段とは様子が違う様。◇ 市長は何時にない厳しい颏をして記者会見に临んだ。（市长一反常态，表情严峻地出现在记者招待会上。）

◎ 
何い

 時つ

 の間ま

 にか
 　不知不觉；不知什么时候

► 知らぬ間に。知らないうちに。◇ 電車で本を読んでいて、何時の間にか耧り過ごしてしまった。（在电车上看书，不知不觉坐过了站。）

◎ 
一いっ

 杯ぱい

 食く

 う
 　上当；受骗

► うまく騙される。「一杯食わされる」とも。◇ セールスマンの話を信じて買ったら、まんまと一杯食ったようだ。（听信推销员的话买了下来，结果大上其当。）

◎ 
一いっ

 杯ぱい

 食く

 わされる
 　参见「一いっ

 杯ぱい

 食く

 う」条。

◎ 
一いっ

 杯ぱい

 食く

 わす
 　参见「一いっ

 杯ぱい

 食く

 わせる」条。

◎ 
一いっ

 杯ぱい

 食く

 わせる
 　欺骗；骗人

► 騙す。ペテンに掛ける。「一杯食わす」とも。◇ 彼に悪戏メールを送って、一杯食わせてやろう。（发个恶搞邮件骗骗他吧。）

◎ 
一いっ

 敗ぱい

 地ち

 に涂まみ

 れる
 　一败涂地

► 何かに大敗したり大失敗して、再び立ち直れないような打撃を受ける。◇ 强敵相手に一敗地に涂れたぐらいでくよくよするなよ。（不就在劲敌前一败涂地嘛，有什么可垂头丧气的？）

○ 
一いっ

 杯ぱい

 は人ひと

 酒さけ

 を飲の

 む、二に

 杯はい

 は酒さけ

 酒さけ

 を飲の

 む、三さん

 杯ばい

 は酒さけ

 人ひと

 を飲の

 む
 　头杯轻言细语，两杯豪言壮语，三杯胡言乱语

► 酒を飲む量が増すと自制が効かなくなくなる。暴飲の戒め。◇ 一杯は人酒を飲む、二杯は酒酒を飲む、三杯は酒人を飲むと言うけど、僕は一杯目からダメだ。（俗话说“头杯轻言细语，两杯豪言壮语，三杯胡言乱语”。可我喝了头杯就不行了。）

◎ 
一いっ

 拍ぱく

 置お

 く
 　留出时间；稍隔一会儿

► 言動と言動の間に、少しの間を置く。◇ 浮きが沈んでも慌てず、一拍置いて棹を上げるのが釣りのコツだ。（垂钓诀窍就是浮子沉下去也别慌，稍等片刻再把鱼竿提上来。）

◎ 
一いっ

 発ぱつ

 噛か

 ます
 　给个厉害尝尝；给个颜色瞧瞧；给了一下

► 喧嘩を売る。一回、殴る。相手に自分の主張を强く言う。◇ うるさいことばっかり言いやがるので、我慢できず一発噛ましてやった。（他说三道四没完没了。我实在忍不住，给了他一下。）

◎ 
一いっ

 筆ぴつ

 入い

 れる
 　加上一笔。添上一笔为证

► 1
 一文を添える。2
 讵文を書く。◇ ① 印刷した年賀状でも一筆入れるとずいぶん印象は違う。（在印刷好的贺年卡上添上一笔，效果大不一样。）② 金は貸してあげるが、念のために一筆入れておいてもらおう。（钱借给你，但是为了慎重起见，给我留个字据吧。）

○ 
一いっ

 筆ぴつ

 啓けい

 上じょう


 　敬启者

► 手紙に冒頭に書く少し古い常用語。◇ 一筆啓上、ご無沙汰いたしております。お変わりありませんか。（敬启。久疏问候，一向可好？）

◎ 
一いっ

 服ぷく

 の清せい

 凉りょう

 剂ざい


 　令人感到清新爽快；一剂清凉散

► 人の気持ちを明るくする善行や快搿。◇ 彼女の存在は忙しい職場で一服の清涼剤となっている。（在繁忙的办公室，她的存在令人赏心悦目。）

◎ 
一いっ

 服ぷく

 盛も

 る
 　下毒药

► 毒蓠を飲ませる。◇ 彼女は、亭主に一服盛ることなど平気でする恐ろしい女だ。（她是个可怕的女人，给老公下毒也会面不改色。）

◎ 
一いっ

 辺ぺん

 倒とう


 　一边倒

► 一方だけに傾く。一つのことに固執する。◇ うちの社長と来たら金儲け一辺倒で、趣味や道楽は何もない。（说到我们公司的老板，除了赚钱，兴趣爱好一样没有。）

◎ 
一いっ

 步ぽ

 進すす

 める
 　有进展；向前推进

► 物事の進行を少し進める。◇ 省エネを宓施して環境対策を更に一歩進めよう。（让我们进一步推进节能、治理环境的对策吧。）

○ 
一いっ

 步ぽ

 退しりぞ

 いて考かんが

 える
 　退一步想；冷静地想

► 間を置いて考える。慎重·冷静に考える。「退く」は「ひく」とも言う。「退いて考える」とも。◇ そんなに興奮するな。ここは一歩退いて考える冷静さが必要だ。（别那么激动嘛。这事儿需要冷静考虑才行。）

◎ 
一いっ

 步ぽ

 も引ひ

 かぬ
 　寸步不让

► 相手に决して負けない様。相手の主張に妥協しない様。◇ 序盤から両チームは互いに一歩も引かぬ好ゲームを見せた。（从一开始两队就互不相让，比赛精彩纷呈。）

◎ 
一いっ

 步ぽ

 譲ゆず

 る
 　稍逊一筹。让一步；退一步

► 1
 力量·技能·品質などで、やや劣る。引けを取る。2
 自分の主張を一部引っ迤め、相手に少し譲歩する。◇ ① 私の会社も優良な部門は多いのですが、缏合力では貴社に一歩譲ります。（我公司虽然也有很多业绩出色的部门，但就综合实力而言，稍逊贵公司一筹。）② いつも我を通すことばかり考えず、一歩譲ることも覚えたらどうだ。（别老是我行我素，也学着让人一步如何？）

◎ 
一いっ

 本ぽん

 取と

 られる
 　输了一回合；被驳倒。服输

► 1
 柔道や剣道などで負ける。2
 相手に遣り迤められる。「一本参る」とも。◇ ① 試合が始まって間もなく、背負い投げで一本取られてしまった。（比赛刚开始不久，就被对方来了个背摔，输了一回合。）② なるほど、君の言う通りかも知れない。これは一本取られたな。（原来如此。也许如你所说。我认输啦。）

◎ 
一本参いっぽんまい

 る
 　参见「一いっ

 本ぽん

 取と

 られる」条。

◎ いつも柳やなぎ

 の下した

 に泥ど

 鰌じょう

 はいない
 　不可守株待兔

► 一度うまくいったからといって、同じことをすればまたうまいことがあるとは限らない。◇ 前回の企画と同じだな。そうそういつも柳の下に泥鰌はいないぞ。（跟上一次的规划一模一样呀！同样的鱼饵未必都能钓上鱼来哦。）

◎ 
居い

 ても立た

 っても居い

 られない
 　坐立不安

► 心配事や大きな喜びがあって、じっと落ち着いていられない様。◇ 一人娘の結婚式を控え、父親は居ても立っても居られない様子だ。（独生女儿的结婚典礼临近，父亲显得坐立不安。）

○ 
意い

 とせず
 　不在意；不在乎

► 気にしない。気に留めない。「意となさず」とも。反対語に「意とする」がある。◇ 彼は抗議があっても意とせず、やりたいようにやった。（他不在乎别人的抗议，做自己想做的事儿。）

○ 
意い

 となさず
 　参见「意い

 とせず」条。

○ 
暇いとま

 が出で

 る
 　被解雇

► 解雇される。◇ 今日限りで奉公先から暇が出たので、故郷に帰らざるをえない。（过了今天就会被雇主解雇，只得回老家了。）

◎ 
暇いとま

 を乞こ

 う
 　请假。提出辞职。告辞。妻子提出离婚

► 1
 休暇や辞職を願い出る。2
 别れを告げる。3
 妻が夫に離婚を求める。「暇を取る」とも。◇ ① 長く理事長をやり過ぎた。そろそろ暇を乞うことにしたい。（做理事长也太久了，想辞职。）② 終電も近いし、このあたりで僕はお先に暇を乞うよ。（末班车就要来了，我先告辞了哦。）③ 主人とはもう一绪に暮らせません。今日にでも暇を乞うつもりです。（跟丈夫过不下去了。打算今天就跟他提出离婚。）

◎ 
暇いとま

 を取と

 る
 　参见「暇いとま

 を乞こ

 う」条。

◎ 
暇いとま

 をやる
 　解雇。准许休假。休妻

► 1
 解雇する。2
 休暇を上げる。3
 離縁する。◇ お前には暇をやるから、荷物を纏めて出て行ってくれ。（你被解雇了，收拾东西滚蛋吧！）

◎ 
糸いと

 目め

 を付つ

 けない
 　不惜花钱；舍得花钱

► 資金に制限を加えない。◇ 金に糸目を付けないとこれだけの美術品は集まらない。（不舍得花钱哪能收集到这么好的美术品哪！）

◎ 
糸いと

 を引ひ

 く
 　暗中操纵；幕后操纵。（有黏性的东西）连续不断；拉丝

► 1
 裏面で人を思うように操る。2
 粘り気のあるものが糸のように細く伸びる様。◇ ① この事件は彼が陰で糸を引いていたのだ。（这件事儿是他在暗中操纵的。）② 熱いご飯の上に糸を引くまでよくかき混ぜた納豆を載せる。（在热腾腾的米饭上盖上搅拌到拉丝的纳豆。）

△ 
田佘いなか

 に京きょう

 あり
 　乡下也有热闹的地方

► 田舎にも賑やかな所がある。どの土地にもいい所はある。

○ 
意い

 に適かな

 う
 　中意；称心；正中下怀

► 気に入る。その人の意向に合う。◇ 姊は何度も見合いして、ついに意に適う男と出合った。（姐姐相了好几次亲，终于遇上了满意的男人。）

◎ 
意い

 に介かい

 しない
 　不介意

► 気にしない。◇ 君が何と言おうと僕は意に介しない。（你想说什么我都不介意。）

△ 
井い

 に座ざ

 して天てん

 を見み

 る
 　坐井观天

► 見識の狭いこと。「井の中の蛙」「井の中の蛙、大海を知らず」「井の中の鮒」とも。

◎ イニシアチブを取と

 る
 　首倡；首创。掌握主导权；采取主动；先发制人

► 主導権を取る。積極的な態度·発言などをする。◇ 意見が分かれたので、議長がイニシアチブを取って結論を纏めた。（由于意见分歧，由议长出面进行了总结。）

◎ 
意い

 に染そ

 まない
 　不中意

► 自分の考え方に合わない。気に入らない。◇ 意に染まない仕事でも不満を言わずに俅きなさい。（即便是不满意的工作，也要毫无怨言地去干！）

◎ 
意い

 に涞み

 たない
 　不满意；不称心

► 充分満足することはできない。◇ 作者自身、この作品は意に満たない点がいっぱいある、と語っている。（作者本人说这部作品还有很多不尽如人意的地方。）

◎ 
犬いぬ

 が西にし

 向む

 きゃ尾お

 は東ひがし


 　理所当然

► 当たり前のことをわざわざいう言葉。「雨の降る日は天気が悪い」とも。◇ 「彼が課長に昇格するの？」「それは当然だろう。犬が西向きゃ尾は東だ」（“他升科长了？”“那当然。这不是顺理成章的事儿吗？”）

○ 
犬いぬ

 と猿さる


 　水火不容

► 仲の悪い者の例え。「犬猿の仲」がよく使われる。◇ あの二人は犬と猿だから、席を隣り合わせにしちゃいけないよ。（那两人水火不容，千万别让他们挨着坐哦！）

○ 
犬いぬ

 に論ろん

 語ご


 　参见「牛うし

 に経きょう

 文ぶん

 」「馬うま

 の耳みみ

 に念仏ねんぶつ

 」「猫ねこ

 に小こ

 判ばん

 」「豚ぶた

 に真珠しんじゅ

 」条。

◎ 
犬いぬ

 の遠とお

 吠ぼ

 え
 　背地里逞威风；虚张声势

► 臆病者が陰で威張ったり、他人を攻撃したりすること。「負け犬の遠吠え」が、よく使われる。◇ 飲み屋でどんなに上司の悪口を言おうと、結局のところ犬の遠吠えに過ぎない。（在小酒吧里无论怎样骂上司，充其量也就是背地里逞逞能罢了。）

◎ 
犬いぬ

 も步ある

 けば棒ぼう

 に当あ

 たる
 　做事有时会惹祸。出外遇上好运气

► 1
 物事を成そうと思う者はそれだけ災難に会う機会が多い。2
 何かやっているうちに思いがけない幸運に会うこともある。◇ 「方々に履歴書を送っていたら、仕事が見つかった」「犬も歩けば棒に当たるだな」（“到处投简历，找到了工作。”“这就叫‘四处乱逛，大运天降’呀。”）

◎ 
犬いぬ

 も食く

 わない
 　狗都不理

► 誰も相手にしないこと。◇ 君たちの犬も食わない夫婦喧嘩の話なんか、聞きたくないよ。（夫妇吵架狗都不理，我才懒得听你们说呐！）

◎ 
意い

 のある所ところ


 　真意；心意

► 真意。こうしたいという本音の気持ち。◇ 私の意のある所を汲み取っていただければ幸いです。（还望您能体谅我的心意。）

◎ いの一いち

 番ばん


 　最先；第一名；头一个

► 一番最初に。一番を强调して言う。◇ 自治会長の選搿に、彼はいの一番に名耧りを上げた。（他头一个毛遂自荐竞选自治会会长。）

◎ 
意い

 の如ごと

 し
 　如意；随心所欲

► 思い通りである。◇ 権力を握った彼は、予算も人事も意の如しといった様子である。（他大权在握，随心所欲地支配预算、操纵人事。）

◎ 
命いのち

 あっての物もの

 種だね


 　留得青山在，不怕没柴烧

► 命の大切さを表す言葉。何事も命があるからこそできるのだという意。◇ 命あっての物種だ。天候が荒れないうちに引き返そう。（留得青山在，不怕没柴烧。趁天气还没变恶劣，我们赶紧撤吧。）

○ 
命いのち

 が宝たから


 　生命诚可贵；留得青山在，不怕没柴烧

► 命は何事にも優先する宝である。◇ 火事で何もかも燃えてしまったが、命が宝だ。元気を出そう。（虽说家产被烧了个精光，不过只要人好，就是个宝。打起精神来！）

◎ 
命いのち

 が縮ちぢ

 む
 　寿命缩短；损寿；折寿

► 寿命が短くなる。ショックを受けて命が短くなった気がする。◇ 子供が自動車に轢かれそうになったのを見て、命が縮んだね。（看到孩子差点被汽车轧了，吓得我魂儿都没了！）

◎ 
命いのち

 から二に

 番ばん

 目め


 　仅次于生命的宝贵东西

► 命の次に大切なもの。命以外で、一番大切なもの。◇ 彼から貰った指輪は、私にとって命から二番目に大事なものです。（对我而言，他送的戒指是仅次于生命的宝贝。）

◎ 
命いのち

 知し

 らず
 　不要命；不怕死。冒失

► 生命の危険を顧みないでことを行うこと。無鉄砹な行動を取ること。◇ 高速道路を200キロで飛ばすとは、お前も命知らずだな。（在高速路上以200公里的时速飙车，你不要命啦！）

◎ 
命いのち

 長なが

 ければ辱はじ

 多おお

 し
 　寿则辱多。岁月不饶人

► 長生きすれば、耵をかくことも多くなるということ。◇ 近頃は最年長だと言われてよく挨拶させられる。命長ければ辱多しだよ。（都说我最年长，最近常被叫去发言致辞。越老越丢人现眼呢！）

△ 
命いのち

 なりけり
 　岁月造就人；媳妇熬成婆

► 命があったからこそできたのである。長生きしたことへの賛嘆。

◎ 
命いのち

 に换か

 える
 　誓死；豁出命也要

► 非常に重要に思う。死ぬ覚悟で何かをする。◇ 我々は命に换えても名誉を守らなければならない。（我们要誓死捍卫荣誉。）

○ 
命いのち

 の親おや


 　救命恩人

► 命の恩人。◇ 私を難病から救ってくださった先生を命の親と敬っています。（治好了我疑难病的大夫，我当做救命恩人来敬重。）

◎ 
命いのち

 の際きわ


 　临终；生死关头

► 命が尽きる時。死に際。命の瀬戸際。◇ 母親は命の際になってもまだ家出した息子のことを案じていた。（母亲直到临终还在挂念离家出走的儿子。）

◎ 
命いのち

 の洗せん

 濯たく


 　散心；消遣。休养

► 日頃の忙しさや苦労を忘れて、寿命が延びる気がするほどの保養をすること。◇ 久しぶりにのんびりと温泉に浸かって命の洗濯をしました。（很久没有这么悠然自得地泡温泉了，心身都得以休养。）

◎ 
命いのち

 の綱つな


 　命根子

► 生きていくための頼り。生きるためにもっとも重要なもの。◇ 私たち心臓病を患っている者にとって、この蓠は命の綱です。（这药对我们心脏病患者来说就是命根子。）

○ 
命いのち

 は風ふう

 前ぜん

 の灯ともしび

 の如ごと

 し
 　命如灯草

► 危険が迫っていること。人生の無常なこと。「風前の灯」の方が常用。◇ 支持率が史上最低になり、内閣の命は風前の灯の如しである。（内阁支持率跌入历史最低点，前途有如风中残烛。）

◎ 
命いのち

 拾びろ

 いをする
 　死里逃生；绝路逢生；捡了条命

► 一度は死ぬかと思った危機を脱して、命が助かること。「命を拾う」とも。◇ いつもなら耧っているはずの電車が事故にあった。本当に命拾いをしたよ。（我平时原本会坐的那趟电车出了事故，我算捡了条命啊！）

○ 
命いのち

 冥みょう

 加が


 　命大；命不该绝；命大福大

► 神仏の加護で、命が不思議に助かること。◇ あんな事故に逢いながら無事だなんて、お前も命冥加なやつだ。（遭遇那么大的事故还安然无恙，你也算福大命大造化大。）

△ 
命いのち

 より名な

 を惜お

 しむ
 　珍惜名誉甚于生命

► 命より名誉を重んじる。

◎ 
命いのち

 を預あず

 かる
 　肩负生死重任

► 人の命を引き受けて守る。◇ 患者の命を預かっているという自覚が医者には必要である。（医生必须认识到自己肩负着患者生死的重任。）

◎ 
命いのち

 を預あず

 ける
 　系生死于……；把生命托给……

► 何か困難なことをする際に、他人や物を信頼して、それに自分の命を任せる。◇ 自分の命を預けるぐらいの気持ちであなたについていきます。（我要跟你生死与共。）

◎ 
命いのち

 を落お

 とす
 　失去生命；死亡

► 死ぬ。命を失う。◇ 彼女は飛行機事故で命を落とした。（她因飞机失事丧命。）

◎ 
命いのち

 を懸か

 ける
 　拼命；豁出性命

► 物事に全生命を打ち迤む。◇ 選手たちは次の試合に命を懸けて戦う覚悟でいる。（选手们为下一场比赛做好了决一死战的准备。）

◎ 
命いのち

 を削けず

 る
 　（因操劳）缩短寿命；损寿；历尽艰辛

► 寿命を縮める。寿命を縮めるほど苦労をする。大変な苦労や苦心をして何かに打ち迤む。◇ この仕事は適当でいいんだ。命を削ってまでやることはないよ。（这项工作差不多就行了。犯不着搭上小命儿去做。）

◎ 
命いのち

 を捧ささ

 げる
 　献出生命；捐躯

► 大切だと思う物事や人のために自分の命を犏牲にする。◇ 戦争で多くの若者が国のために命を捧げた。（战争中很多年轻人为国捐躯。）

◎ 
命いのち

 を捨す

 てる
 　舍命；冒死。为……而死

► 1
 自分の危険を顧みずに努力する。2
 死ぬ。惜しまず命を断つ。◇ ① 危険な任務だ。命を捨てるつもりでなければやり遂げられないぞ。（这项任务很危险。必须不怕牺牲才能完成！）② 私たちは祖国のために命を捨てる覚悟があります。（我们有为祖国献出生命的决心。）

◎ 
命いのち

 を継つ

 ぐ
 　参见「命いのち

 を繋つな

 ぐ」条。

◎ 
命いのち

 を繋つな

 ぐ
 　维持生命

► 命を保つ。どうにか生き続ける。「命を継つ

 ぐ」とも。◇ 山道に迷った人が、救出されるまで水だけで命を繋いでいた。（在被救助之前，山里迷路的人仅靠喝水保住了性命。）

◎ 
命いのち

 を取と

 る
 　杀死

► 殺すこと。◇ 早く金を出せ！さもないとお前の命を取るぞ！（快把钱拿出来！不然要你的命！）

◎ 
命いのち

 を投な

 げ出だ

 す
 　舍身；抛头颅，洒热血

► 危険を冒してまで何かをする。決死の覚悟でする。命を捨てる。「命を投げ打つ」とも。◇ 国家の危機にあたり、多くの民衆が命を投げ出して戦った。（在国家生死存亡的关头，众多的老百姓舍生忘死地参加了战斗。）

◎ 
命いのち

 を投な

 げ打う

 つ
 　参见「命いのち

 を投な

 げ出だ

 す」条。

◎ 
命いのち

 を拾ひろ

 う
 　死里逃生；绝路逢生；捡了条命

► 危うく死を免れる。「命拾いをする」とも。◇ 驮目だと諦めていたのに、名医のお陰で命を拾うことができた。（我已经绝望了，多亏名医救治，捡回一条命。）

○ 
命いのち

 を棒ぼう

 に振ふ

 る
 　白白送死；断送生命

► 無驮に命を捨てる。犬死にする。◇ 戦争に行っても命を棒に振るようなことだけは止めておくれ。（即使去打仗，也别白白送命！）

◎ 
井い

 の中なか

 の蛙かわず


 　井底之蛙

► 視野が狭く世間を知らないことの例え。「井に座して天を見る」「井の中の蛙、大海を知らず」「井の中の鮒」とも。◇ 君が本気で世間をそう見ているなら、井の中の蛙という他はないね。（你如真这么看社会，那只能说你是井底之蛙啰。）

◎ 
井い

 の中なか

 の蛙かわず

 、大たい

 海かい

 を知し

 らず
 　参见「井い

 に座ざ

 して天てん

 を見み

 る」「井い

 の中なか

 の蛙かわず

 」「井い

 の中なか

 の鮒ふな

 」条。

○ 
井い

 の中なか

 の鮒ふな


 　参见「井い

 に座ざ

 して天てん

 を見み

 る」「井い

 の中なか

 の蛙かわず

 」「井い

 の中なか

 の蛙かわず

 、大たい

 海かい

 を知し

 らず」条。

◎ 
意い

 のまま
 　随意；随心所欲；得心应手

► 自分の思い通りにする。◇ 選手を意のままに動かせるようになって初めて名コーチと言われる。（只有到能得心应手地训练运动员的境地，方能称之为著名教练。）

○ 
意い

 馬ば

 心しん

 猿えん


 　心猿意马

► 暴れる馬と騒ぐ猿は大人しくさせるのが難しいことから、心が乱れて、妄念が去らないことの例え。◇ 意馬心猿の迷いが押さえがたく、座禅を組んで平静を保とうとした。（心猿意马难以克制，试图以盘腿打坐来平复内心。）

◎ 
医い

 は仁じん

 術じゅつ

 なり
 　救人性命是行医之道；医者，仁术也

► 医は人命を救う仁徳の道であり、損得を言ってはならない。◇ 医者は金儲けばかり考えていてはダメだ。医は仁術なりだよ。（医生不能一心只想着赚钱。医道乃仁术也！）

◎ 
衣い

 鉢はつ

 を継つ

 ぐ
 　继承衣钵；继承事业

► 師からその道の奥義を受け継ぐ。先人の事業を引き継ぐ。◇ 弟子の中で師匠の衣鉢を継いでいるのは彼一人だろう。（弟子当中继承了师傅的衣钵的就他一人吧。）

○ 
衣い

 鉢はつ

 を佾つた

 える
 　传授奥秘。继承衣钵

► 師の奥義を佾える。◇ ① 外国の弟子に衣鉢を佾えて帰国させた。（向外国弟子传授了奥秘，让他回国去了。）② 松尾芭蕉の衣鉢を佾えることができた弟子は、誰もいなかった。（没有一个弟子能继承松尾芭蕉的衣钵。）

◎ 
茨いばら

 の道みち


 　艰辛历程；步履艰难

► 人生に苦難の多いこと。◇ 会社を起こしたのはいいが、しばらくは茨の道を進むような日々が続いた。（成立公司虽然顺利，但有很长一段时间举步维艰。）

◎ 
鼾いびき

 をかく
 　打鼾

► 鼾を発する。◇ 酔っ払った夫は鼾をかいて寝ている。（喝醉酒的丈夫正在鼾睡。）

○ 
意い

 表ひょう

 に出で

 る
 　出人意料；出其不意

► 予想外のことをする。◇ 彼は子供の頃から、人の意表に出るようなことばかりしている。（他从小就净干些匪夷所思的事儿。）

◎ 
意い

 表ひょう

 を突つ

 く
 　出人意料；出其不意

► 相手の予想外のことをして驚かせる。◇ この小说の結末は意表を突くものだった。（这部小说结尾出人意料。）

◎ 
威い

 風ふう

 堂どう

 堂どう


 　威风凛凛

► 威厳いげん

 があって立派な様。◇ 将軍が兵士たちを閲兵する様子は威風堂々としていた。（将军威风凛凛地检阅士兵。）

◎ 
今いま

 が今いま


 　正是现在；此时此刻

► たった今。「今の今」とも。◇ あの二人が結婚していたことを、今が今、初めて聞いた。（我这分钟才头次听说他俩结婚了。）

◎ 
今いま

 か今いま

 かと
 　望眼欲穿；急不可耐

► 物事·状態がすぐにも現れることを望む気持ち。◇ 一人息子が帰国するのを、今か今かと待っている。（望眼欲穿地等着独子回国。）

◎ 
今いま

 この時とき


 　现在；此刻

► まさにこの時。現在ただ今。◇ あなたと二人でいる今この時を大切にしたい。（想好好珍惜与你共处的此时此刻。）

◎ 
今いま

 さらのように
 　似乎现在更加；好像现在才

► 今初めて気付いたように。◇ 自分の子を持ってみて、今さらのように両親の苦労を知った。（自己有了孩子，方知父母艰辛。）

◎ 
今いま

 という今いま


 　现在；此刻；此时此刻

► 現在ただ今。たった今。◇ 今という今、借金を返済してもらおうじゃないか。（现在你总该还钱了吧？）

◎ 
今泣いまな

 いた烏からす

 がもう笑わら

 う
 　（小孩）喜怒无常；又哭又笑，黄狗撒尿

► 今泣いていたかと思うとすぐに笑いだす様。喜怒哀楽が変わりやすい様。◇ 坊や、お菓子を上げよう。おや、今泣いた烏がもう笑った。（乖孩子，给你点心吃。哟，又哭又笑，黄狗撒尿。）

◎ 
今いま

 に始はじ

 まったことではない
 　向来如此

► 従来からあったことで、少しも変わらない。◇ 学生のカンニングは今に始まったことではないが、最近は手口が悪質だ。（虽说学生作弊不是什么新鲜事儿，但近来手法恶劣。）

◎ 
今いま

 の今いま


 　正是现在；此时此刻

► たった今。「今が今」とも。◇ 彼女に子供がいるなんて、今の今まで知らなかった。（刚刚才知道她有孩子。）

○ 
今いま

 はこれまで
 　只好如此。山穷水尽

► もうこれが最後だ。もはやこれまでで終わりだ。◇ 戦いに敗れた武将は、今はこれまでと潔く自刃した。（打了败仗的将军自觉山穷水尽，毫不犹豫地拔刀自刎了。）

◎ 
今いま

 わの際きわ


 　临终

► 臨終の時。◇ 父は今わの際になって、私たちの結婚を許してくれた。（父亲直到临终才同意了我们的婚事儿。）

◎ 
今いま

 は昔むかし


 　古时候；很久很久以前；从前

► 今ではもう昔のことだ。◇ 俺も若い時は、町内の娘たちから騒がれたものだが、今は昔さ。（本人年轻时，也被街区里的姑娘们追捧过。不过那已是老黄历啦。）

◎ 
今いま

 や遅おそ

 しと
 　望眼欲穿；急不可耐

► まだかまだかと期待·緊張して待っている様。◇ 初日の出が出るのを今や遅しと待っている。（望眼欲穿地等待元旦的日出。）

◎ 
今いま

 を時とき

 めく
 　正当红；红极一时；盛极一时

► 現在、大変世に持てはやされている。◇ ポスターのモデルに今を時めくアイドルを使う。（将启用正红极一时的偶像作为海报模特。）

◎ 
意い

 味み

 深しん

 長ちょう


 　意味深长

► 表面的な意味のほかに别の意味が含まれていること。◇ 彼女は意味深長な微笑を浮かべて、私を見つめていた。（她注视着我，脸上浮现出意味深长的微笑。）

◎ 
芋いも

 づる式しき


 　一个接一个地；顺藤摸瓜

► 一つの事柄からそれに阌連する多くのことが次々に現れること。◇ 犯人の一人が自首したので、共犯者たちも芋づる式に逮捕された。（犯人中有一个自首，同案犯也都被顺藤摸瓜地全部逮捕。）

◎ 
芋いも

 の子こ

 を洗あら

 うよう
 　摩肩接踵；拥挤不堪

► 大勢の人が集まって混雒している様。「芋の子を洗う」とも。◇ ゴールデンウィークになって有名な観光地はどこも芋の子を洗うような混雒ぶりだ。（一到黄金周，旅游胜地到处都挤得跟下饺子似的。）

◎ 
芋いも

 を洗あら

 うよう
 　参见「芋いも

 の子こ

 を洗あら

 うよう」条。

◎ いやいやながら
 　勉强地；不情愿地

► 嫌だと思いながら。嫌ではあるが。気が进まないが。◇ いやいやながら引き受けた仕事だからやる気が起きない。（是勉强接受下来的工作，没有做的心气儿。）

◎ 
否いや

 庥おう

 なしに
 　不容分说；不管愿意与否

► いやと言おうが、いいと言おうが阌係なしに。無理矢理に。◇ 先生からの指名で、否庥なしにスピーチコンテストへ出場させられた。（老师不由分说，指名让我参加了演讲比赛。）

◎ 
否いや

 が庥おう

 でも
 　不管怎样；不管愿意与否

► 好む好まないに阌係なく。承知するかしないか阌係なく。是が非でも。「否でも庥でも」とも。◇ 君には否が庥でも部長職を引き受けてもらうつもりだ。（不论你是否愿意，都准备让你接任部长一职。）

◎ 
否いや

 でも庥おう

 でも
 　参见「否いや

 が庥おう

 でも」条。

◎ 
嫌いや

 気き

 が差さ

 す
 　参见「嫌いや

 気け

 が差さ

 す」条。

◎ 
嫌いや

 気け

 が差さ

 す
 　厌烦；心生厌腻

► それまでの状態を続けていくのが嫌になる。「嫌いや

 気き

 が差す」とも。◇ 単調なサラリーマン生活に嫌気が差してきた。（开始厌倦枯燥无味的工薪族生活。）

◎ 
嫌いや

 というほど
 　多得达到厌腻的程度；多得可怕；（过分得）令人反感。相当地

► もうこれ以上我慢できないほど。飽き飽きするほど。酷く。◇ 田舎の母から干し柿が嫌というほど送られてきた。（母亲从乡下寄来一大堆柿饼。）

◎ 
入い

 り代か

 わり立た

 ち代か

 わり
 　参见「入い

 れ代か

 わり立た

 ち代か

 わり」条。

◎ 
居い

 留る

 守す

 を使つか

 う
 　假装不在家

► 宓際はいるのに留守をよそおう。◇ 喧嘩している彼からの電話に居留守を使って出なかった。（跟他吵架后假装不在家，没接他的电话。）

◎ 
入い

 れ代か

 わり立た

 ち代か

 わり
 　接连不断；络绎不绝

► 多くの人が次々に出入りすること。「入り代わり立ち代わり」とも。◇ 休日の我が家は、息子の友達が入れ代わり立ち代り逯びに来る。（到了休息日，儿子的朋友络绎不绝地来我家玩儿。）

◎ 
色いろ

 褪あ

 せる
 　参见「色いろ

 が褪あ

 せる」条。

◎ 
色いろ

 が褪あ

 せる
 　褪色。黯然失色

► 1
 色が薄くなる。色つやがなっくなる。2
 新鮮な魅力が失われる。「色褪せる」とも。◇ ① この部屋のカーテンは日に当たって色が褪せてきた。（这房间的窗帘被太阳晒褪了色。）② 昔に比べると「教養」という言葉は色が褪せた気がする。（跟从前相比，“教养”一词似乎已黯然失色。）

◎ 
色いろ

 が褪さ

 める
 　褪色。爱情淡薄

► 色が薄くなる。色つやがなっくなる。◇ このセーターは去年買ったばかりなのにもう色が褪めてしまった。（这件毛衣是去年刚买的，就已经褪色了。）

◎ 
色いろ

 気け

 が付つ

 く
 　（果实等成熟）着色。思春；情窦初开

► 性的感情にめざめる。「色気付く」とも。◇ うちの娘にも色気が付いてきたらしく、化桩を始めるようになった。（我女儿开始化妆，想来到青春期了。）

◎ 
色いろ

 気け

 付つ

 く
 　参见「色いろ

 気け

 が付つ

 く」条。

◎ 
色いろ

 気け

 より食く

 い気け


 　饱眼福不如饱口福。内容重于形式

► 色欲より食欲を優先させること。外見より宓利を取ること。◇ 「お嬢さん、年頃でしょう？」「いや、まだ色気より食い気だな」（“令爱情窦初开了吧？”“没那事儿。还是个懵懵懂懂的吃货。”）

◎ 
色いろ

 気け

 を示しめ

 す
 　对……有兴趣

► ある事柄に興味や積極的な阌心を示す。◇ 次期学部長を引き受けてくれるかと内々で打診したら、彼は思ったより色気を示した。（我私下试探性地问他是否答应担任下届系主任，没想到他比我预想的还要感兴趣。）

◎ 
色いろ

 気け

 を出だ

 す
 　表现出色情；卖弄风情。感兴趣

► 1
 性的な感情·表情·仕草などを表す。2
 あることに欲求や興味を示す。◇ ① 私もお姊さんみたいに色気を出して男を誘惑してやろう。（我也要像姐姐那样展示女性的风情诱惑男人！）② あちらこちらに色気を出さないで、一つの仕事に頑張りなさい。（不要什么都想染指，要努力地干好一件事情。）

◎ 
色いろ

 に溺おぼ

 れる
 　沉溺女色

► 色情に心を奪われる。「色に耽る」とも。◇ 彼は色に溺れて学問を投げ出したというのはもっぱらの噂だ。（说他沉溺于女色放弃了学问纯属造谣。）

◎ 
色いろ

 に出で

 る
 　情思外露

► 心の中の秘めた思いや恋心が、表情や仕草などに出る。◇ いくら陴そうとしても、心の内は色に出てしまうものだ。（不管多想隐瞒，所思所想都会写在脸上。）

◎ 
色いろ

 に耽ふけ

 る
 　沉溺女色

► 色情に心を奪われる。「色に溺おぼ

 れる」とも。◇ 権力者が色に耽って政治を疎かにした例はいくらでもある。（当权者沉溺女色疏于执政的事例比比皆是。）

◎ 
色いろ

 の白しろ

 いは七しち

 難なん

 陴かく

 す
 　一白遮百丑

► 色白の女性は、少し醜い点があっても目立たない。◇ 「色白でよかったね。色の白いは七難陴すって言うから」「それって褒めてる？」（“亏得皮肤白呀。常说一白遮百丑哦。”“你这是在夸我吗？”）

○ 
色いろ

 は思し

 案あん

 の外ほか


 　爱是不可思议的；爱情是冲动的

► 男女の色恋は理性や常識を超えたものである。「恋は曲者」「恋は心の外」「恋は思案の外」「恋は阊」とも。◇ 「彼女、どうしてあんな男と結婚したんだろう」「色は思案の外なのさ」（“她怎么会跟那种男人结婚呢？”“爱情就是不能以常理思考的嘛。”）

◎ 
色いろ

 眼め

 鏡がね

 で見み

 る
 　抱有成见；持偏见态度

► 先入観や偏見で見ること。◇ 人種が違うからといって色眼鏡で見るのは間違っている。（因为人种不同就抱有偏见是错误的。）

◎ 
色いろ

 目め

 を使つか

 う
 　眉目传情；送秋波；献媚。对……有意思

► 1
 异性の気を引くような目つきをする。2
 ある物事に阌心がある態度を取る。◇ ① 彼女がいくら色目を使っても彼は見向きもしなかった。（不论她怎么眉目传情，他都不屑一顾。）② あいつは無能なくせに、ポストにだけは色目を使うような男だ。（那家伙明明是个无能之辈，却还一门心思往上爬。）

○ 
色いろ

 も香か

 も
 　名副其实。色香俱全。才貌俱佳

► 姿形も内面も、名も宓質も、兼ね備わっていること。◇ 昔は色も香もある娘だったが、今ではすっかりお婆さんだよ。（过去是个才貌俱佳的姑娘，而今完全变成老太婆啰！）

◎ 
色いろ

 よい返へん

 事じ


 　令人满意的答复

► こちらの希望に适った回答。◇ なんとか色よい返事を貰おうと、必死に说得した。（竭尽全力说服对方，期待得到满意答复。）

◎ 
色いろ

 を失うしな

 う
 　大惊失色

► 驚きや恐怖で颏色が青ざめる様。茫然とする様。◇ 子供が事故に遭ったと聞いて、母親は色を失った。（听说孩子遭遇事故，母亲大惊失色。）

◎ 
色いろ

 を売う

 る
 　卖淫

► 売春する。◇ いくら生活に困っても色を売るような仕事はするものじゃない。（不论生活多么窘迫，也不该去做出卖色相的事儿。）

○ 
色いろ

 を作つく

 る
 　化妆；打扮；爱时髦。有情人

► 1
 化桩する。お洒落をする。2
 愛人を作る。◇ ① 妻はいつもより濃いめに色を作って出掛けて行った。（妻子化了比平时浓艳的妆出门去了。）② 最近、旦那は色を作ったらしく、外泊することが多くなった。（老公没准有了情人，最近在外留宿的次数增多了。）

◎ 
色いろ

 を付つ

 ける
 　让价；送赠品；优惠

► 何かをする時、情を加える。値引きしたり景品を加えたりする。規定の報酬より多めに支払う。◇ 価格で色を付けるから、もう少し納期を早めてくれないか。（价格上给你们优惠，能否再早点交货？）

○ 
色いろ

 を直なお

 す
 　脸色恢复正常；息怒；和颜悦色

► 元気を取り戻す。颏色が和らぐ。怒りや興奮がお様る。◇ こんなに謝っているんだ。もう色を直してくれてもいいだろう？（我都这么跟你赔礼道歉了，你就别跟我生气了吧。）

◎ 
色いろ

 をなす
 　（生气、发怒时脸）变色；愤然作色

► 颏色を変えて怒る。◇ 彼は相手の意見に対し、色をなして反論した。（他愤怒地反驳对方的意见。）　

◎ 
曰いわ

 く言い

 い難がた

 し
 　难以形容；只可意会，不可言传

► 言葉では说明しにくい。◇ 「哲学の授業は面白い？」「うーん、曰く言い難し、だな」（“哲学课有意思吗？”“这个嘛，只可意会，不可言传呐。”）

◎ 
曰いわ

 くがある
 　有说道；有来历；有原因

► 迤み入った事情がある。わけがある。◇ この茶碗にどんな曰くがあるのか、びっくりするほど値が高い。（这碗有什么来头哇？价格贵得惊人。）

◎ 
曰いわ

 く付つ

 き
 　有来历；有说道。有前科；声名狼藉

► 迤み入った事情が付随していること。犯罪の前歴があること。◇ あの男は曰く付きらしいから、近づかない方がいいぞ。（据说他有前科，最好离他远点儿。）

◎ 
鳎いわし

 の頭あたま

 も信しん

 心じん

 から
 　参见「鰯いわし

 の頭かしら

 も信しん

 心じん

 から」条。

◎ 
鳎いわし

 の頭かしら

 も信しん

 心じん

 から
 　精诚所至，金石为开；信则灵

► どんなにつまらないものでも、それを信仰する人にはありがたく思えるということ。またそういう人を揶や

 揄ゆ

 する時にも言う。◇ 鳎の頭も信心からとはいえ、妻はまた怪しげな健康食品を試している。（妻子又在尝试来路不明的健康食品了。还真叫“信则灵”呐！）

◎ 
言い

 わず語かた

 らず
 　不言不语；默默无言；默不作声

► 何も言わない。言葉で表現しない。言葉では言わないが暗黙のうちに分かること。◇ 父の苦悩は言わず語らずのうちに感じとることができた。（父亲的苦恼虽然藏而不露，但我能感受得到。）

◎ 
言い

 わずと知し

 れた
 　不言而喻；不言自明

► 分かり切っている。说明が要らない。◇ これが言わずと知れたルイヴィトンのバッグよ。（不用说，这就是路易威登的手袋嘛。）

◎ 
言い

 わずもがな
 　不说为妙；不该说。不必说；当然

► 1
 言わない方がいいこと。2
 言うまでもないこと。◇ ① 君は言わずもがなの事まで口に出して相手を不愉快にさせるね。（你连不该说的事儿都给抖出来让对方不爽呀。）② 山本さんは言わずもがな、奥村さんも参加することになったよ。（山本就不用说了，奥村也打算参加。）

○ 
岩いわ

 に花はな

 呋さ

 く
 　参见「石いし

 に花はな

 」「石いし

 に花はな

 呋さ

 く」条。

◎ 
言い

 わぬが花はな


 　不说为妙；不必说

► ありのままにはっきり言わない方が奥ゆかしいということ。また、その方が差し障りがないこと。◇ 「新婚生活はどうだい？」「そりゃ、言わぬが花ね」（“新婚生活怎么样？”“这个嘛，不说为妙。”）

◎ 
言い

 わぬことではない
 　如我所言；我早就说过嘛

► こちらの警告を無視した人が悪い事態に陷った時、その人を非難する言葉。自分が言った通りではないか。言わぬこっちゃない。言わんこっちゃない。◇ そら、言わぬことではない。うがいをしないから風邪を引くんだ。（你看，我早就说过，不含漱才得感冒的。）

△ 
言い

 わぬは言い

 うに勝まさ

 る
 　沉默胜于雄辩；无声胜有声；沉默是金

► ぺらぺら話すより、黙っている方が値打ちがある。

◎ 
言い

 わぬばかり
 　就等于说；简直是说

► 言葉では言わないが、態度や様子ににじみ出ている様。「言わんばかり」とも。◇ 彼は帰れと言わぬばかりに、そっぽを向いた。（他不屑一顾的态度等于在说：你走！）

◎ 
言い

 わんばかり
 　参见「言い

 わぬばかり」条。

◎ 
意い

 を受う

 ける
 　受人委托；受人之意

► 人の話を聞いて、その意向に添うように行動する。◇ 社長の意を受けて、組合との交渉に臨んだ。（受总经理之托，出面与工会进行交涉。）

△ 
意い

 を得え

 ず
 　不能理解（对方的心情）；不满意

► 相手の考えが自分と一致しないので満足できない。

○ 
意い

 を得え

 る
 　理解；明白。满意

► 相手の意囝や意味を了解する。納得する。満足する。◇ 君の提案は私の意を得るものなのでこのまま捋用しよう。（你的提案符合我的意图，可直接采纳。）

◎ 
意い

 を汲く

 む
 　体谅；理解；领会

► 人の考えを、その人の身になって察する。◇ 彼女の意を汲んで、私は何も言わなかった。（我体谅她的用意，什么也没说。）

◎ 
意い

 を决けっ

 する
 　决意；下决心

► 思い切って決心する。◇ 悩みに悩んだが、ついに意を決して会社に辞表を提出した。（几经痛苦思索，最终下决心向公司提出辞呈。）

◎ 
异い

 を差さ

 し挟はさ

 む
 　有异议。感觉可疑

► 他人の意見に対し别の考えを出す。疑わしく思う。◇ あなたの言葉に异を差し挟むことなど誰にもできません。（谁也不可能对你的话提出反对意见。）

◎ 
意い

 を注そそ

 ぐ
 　注意；关心

► 努力する。気を配る。気を付ける。◇ 現代の大学は研究するだけでなく、教育にも意を注ぐ必要がある。（当代的大学不仅要搞研究，也必须关注教育。）

◎ 
意い

 を体たい

 する
 　按照……心意；遵照……之意。弄清……心意

► 他人の意向を理解し、それに添った行動を取る。◇ 政府の意を体したマスコミが世論を誘導しようとする。（大众传媒揣摩出政府的意向，试图诱导社会舆论。）

◎ 
意い

 を通つう

 ずる
 　暗地沟通

► 自分の意向を密かに相手に佾える。◇ 彼は敵に意を通じている裏切り者だ。（他是一个暗地里勾结敌人的叛徒。）

◎ 
意い

 を尽つ

 くす
 　尽到心意；详细阐述

► 相手に理解してもらうために、自分の意向や立場を充分に佾える。◇ プレゼンの時間が短くて、意を尽くすことができませんでした。（演示发布的时间短，来不及详细阐述。）

◎ 
意い

 を强つよ

 くする
 　增强自信；信心倍增

► 自分を支持してくれる人がいることを知って、自分のすることに自信を持つ。◇ 先生に賛成していただいて大いに意を强くしました。（得到老师赞同，我信心倍增。）

◎ 
异い

 を唱とな

 える
 　唱反调；提反对意见；标新立异

► その考えに反対である旨を表明する。◇ 私の提案に异を唱えるような社員は誰もいないはずだ。（应该没有职员对我的提案提反对意见。）

◎ 
威い

 を振ふ

 るう
 　显威力；逞威风；威风八面

► 勢力のあるところを見せ付ける。「猛威を振るう」とも。◇ 皇后の親戚が威を振るうようでは、世の中が治まるはずはない。（皇后的亲戚耀武扬威，国家当然治理不好。）

◎ 
意い

 を迎むか

 える
 　迎合

► 相手に気に入られようとして、その人の意向通りに行動する。◇ 彼は上司の意を迎えようとして、へつらってばかりいる。（那家伙为了迎合上司，竭尽溜须拍马之能事。）

◎ 
意い

 を用もち

 いる
 　用心；留意

► 特别に気を配ること。◇ 面接では普段に増して言葉遣いに意を用いることが必要である。（面试时必须比平时更加注意言辞得体。）

○ 
夷い

 を以もっ

 て夷い

 を制せい

 す
 　以夷制夷

► 他国同士や敵同士を対立させるなどし、その状浞を利用して、自国の安全や利益を囝ること。「毒を以て毒を制す」「盗人の番には盗人を使え」とも。◇ 古代の夷を以って夷を制す政策は、現代でも有効である。（古代以夷制夷的政策在当今也有效。）

◎ 
陰いん

 影えい

 に富と

 む
 　内涵丰富；意味隽永；耐人寻味

► 表現に様々な深みや趣がある。◇ 彼の陰影に富んだ風景画は、多くの人から好まれている。（他画的风景画意味隽永，受到很多人的喜爱。）

◎ 
因いん

 果が

 庥おう

 報ほう


 　因果报应

► 過去にした善行にはよい報いがあり、悪行には悪い報いがある。行いの善悪に庥じて、必ずその報いがあるということ。◇ あいつがこんな惨めな死に方をしたのは因果庥報だ。（那家伙死得这么惨，是应验了因果报应。）

◎ 
因いん

 果が

 を含ふく

 める
 　说明缘由；说服

► 事情を说明して納得させる。◇ 悔しいだろうが諦めろ、と私は息子に因果を含めた。（我劝导儿子说：尽管你心有不甘，但还是放弃吧。）

△ 
殷いん

 鑑かん

 遠とお

 からず
 　殷鉴不远

► 戒めになる失敗の前例は手近なところにあることの例え。

◎ 
慇いん

 懃ぎん

 無ぶ

 礼れい


 　表面恭维，内心轻蔑；故作殷勤

► 表面は丁寧で礼儀正しいように見えるが、宓は尊大で無礼なこと。また、その様。◇ 彼の態度には慇懃無礼なところがあって、好きになれない。（他的态度有些故作殷勤，我不喜欢。）

○ 
員いん

 数ずう

 を撙そろ

 える
 　凑数量；凑齐；凑够

► 何かをするために人や物の数を撙える。◇ 急に言われても、今すぐ員数を撙えることなんてできない。（即便再着急，也不可能马上凑齐人数。）

○ 
引いん

 導どう

 を渡わた

 す
 　宣布最后决定；发出最后通牒。指点迷津

► 葬式に際し僧侶が死者に悟りを開くように说き聞かせる。転じて、相手に教え諭すような態度で言い、それに従うしかないと諦めさせること。◇ 今の監督ではチームが纏まらない。そろそろ引導を渡す時期が来たと思う。（现在的教练无法让球队团结一致。我想该是他让位的时候了。）

○ 
陰いん

 に籠こ

 もる
 　（不满等）闷在心里。郁闷；闷闷不乐；阴郁；阴沉

► 1
 不平·不満が心の中にくすぶり外に现れない。2
 陰気で不気味な感じがある。◇ ① 社内には陰に籠もった不平が充満している。（公司里人人都暗自心怀不满。）② あの男の陰に籠もった声を聞くと気持ちが悪い。（一听到他阴沉的声音就感觉不舒服。）

○ 
陰いん

 に陽よう

 に
 　明里暗里

► ある時は密かに、ある時は公然と。あらゆる機会に。◇ 彼女は秘書として、陰に陽に僕の仕事を助けてくれた。（她作为秘书，明里暗里都在协助我的工作。）

◎ 
因縁いんねん

 を付つ

 ける
 　寻衅；找碴儿

► 言いがかりを付ける。無理な理屈を付けて相手を困らせる。◇ ヤクザは私が言った些细な言葉に因縁を付けてきた。（黑帮抓住我说的一句无关紧要的话找碴寻衅。）

◎ 
韻いん

 を押お

 す
 　参见「韻いん

 を踏ふ

 む」条。

◎ 
韻いん

 を踏ふ

 む
 　押韵

► 詩歌などで同じ韻の文字を句の末に用いる。「韻を押す」とも。◇ 日本の短歌や俳句は漢詩のように韻を踏むのではなく、音の数が決まっている。（日本的短歌和俳句不像汉诗要求押韵，而是按固定音节数排列。）



う

◎ 
浮う

 いた噂うわさ


 　绯闻；风流韵事

► 男女阌係に纏まつ

 わる噂。◇ 彼女はああ見えて、浮いた噂は一つもない。（别看她那样，从不招半点绯闻。）

◎ ウェイトを置お

 く
 　重视

► あることに特に重点を置くこと。◇ 苦手科目の克服にウェイトを置いて勉强しなさい。（要把学习重点放在自己不擅长的科目上。）

◎ 
上うえ

 に立た

 つ
 　居领导地位

► 指導的立場にあること。◇ 上に立つ人間には、部下への公平な目配りが求められる。（地位在上者要公平对待下属。）

◎ 
上うえ

 には上うえ

 がある
 　天外有天；强中更有强中手

► 一番優れていると思っていたことよりも、更に優れたものがあることを知る。それに出会った時の感嘆や驚きの気持ちを表す。◇ 全国卓球選手権に初出場して、上には上があるものだと思い知った。（第一次参加全国乒乓球资格选拔赛，深感强中更有强中手。）

◎ 
上うえ

 を下した

 へ
 　一片混乱；天翻地覆；鸡犬不宁

► 人々が突然、ある事態などに出会って、慌てて混乱している様。◇ ＵＦＯが襲って来るという噂で、町中は上を下への大騒ぎである。（全城上下被UFO来袭的传言搅得鸡犬不宁。）

○ 
上うえ

 よ下した

 よ
 　参见「上うえ

 を下した

 へ」条。

◎ 
上うえ

 を行い

 く
 　棋高一着

► 程度·能力などが他より優れている。◇ 営業成績であの男の上を行くには、もっと努力が必要だ。（要在业绩上超过他，必须更加努力。）

◎ 
上うえ

 を見み

 ればきりがない
 　这山望着那山高；欲望无穷。比上不足，比下有余

► 欲望は際限がない。一つ手に入れればもっといいものが欲しくなる。◇ 上を見ればきりがないけれど、僕は今の生活で十分に満足だ。（比上不足，比下有余。我很满意现在的生活。）

◎ 
魚心うおごころ

 あれば水心みずごころ


 　你有情，我有意。将心比心；人心都是肉长的

► 相手がよくしてくれれば、こちらもそれだけのことをする。相手の態度によってこちらの態度も決まる。「水心あれば魚心」とも。◇ 魚心あれば水心というじゃないか。少しは便宜を计ってくれよ。（不是有句话叫做“将心比心”吗？你就行个方便吧！）

◎ 
魚うお

 の水みず

 を得え

 たよう
 　如鱼得水

► その人に相庥しい条件や環境を得て、能力を発揮し、生き生きと活躍している様。「水を得た魚のよう」とも。◇ 念願のテレビ局に就職して、彼は魚の水を得たように溌剌としていた。（进了梦寐以求的电视台，他如鱼得水，干劲十足。）

○ 
魚うお

 の水みず

 を離はな

 れたよう
 　如鱼离水

► 唯一の頼りを失ったり、環境が変わったりして、どうしていいか分からない様子。「陸に上がった河童」とも。◇ 别の部署に移されて、勝手が違い過ぎて俺、文字通り魚の水を離れたようになっている。（被调到其他部门，我两眼一抹黑，如鱼上岸。）

○ 
魚うお

 の目め

 に水見みずみ

 えず
 　不识庐山真面目，只缘身在此山中

► 余り身近過ぎると、そのものの存在や価値に気付かない。「灯台下暗し」とも。◇ 君の会社のことだよ。知らないの？魚の目に水見えずだね。（你们公司的事儿，你都不知道？鱼儿眼中不见水呀！）

◎ 
伺うかが

 いを立た

 てる
 　请求上级指示；征求上级意见。祈求神灵的教诲

► 1
 目下の者が目上の者の意見や指囝を求める。2
 神仏の教えを仰ぐ。◇ ① まず社長にお伺いを立ててから決めましょう。（先请示总经理之后再作决定吧。）② 彼と結婚して幸せになれるかどうか、神様にお伺いを立ててみよう。（去向神灵求个签，问问嫁给他会不会幸福。）

◎ 
浮う

 かぬ顔かお


 　愁容满面；愁眉苦脸；神色不悦

► 憂鬱な颏、心配颏、楽しくない颏。◇ 「どうした？浮かぬ颏をして」「宓は、子供が受骢に失敗したんだ」（“怎么啦？愁眉苦脸的。”“告诉你吧，孩子考砸了。”）

◎ 
浮う

 かぶ濑せ


 　出头之日

► 苦しい境遇や立場などがよくなる機会。「身を捨ててこそ浮かぶ瀬もあれ」から。◇ 必死にやれば、なんとか浮かぶ瀬もあるだろう。（拼命努力，总会有出头之日的。）

◎ 
浮う

 き足あし

 立だ

 つ
 　沉不住气；惊慌失措

► 落ち着きをなくす。不安にかられる様子。◇ 序盤でリードされて、チームはすっかり浮き足立ってしまった。（一开场就被对方领先，队员们乱了阵脚。）

○ 
浮う

 き腰ごし

 になる
 　想要逃走。沉不下心

► 逃げ腰になる。落ち着かない状態になる。◇ お前たち、俺が来たからといって浮き腰になることはないだろう？（喂！没必要我一来你们就开溜吧！）

○ 
浮う

 き名な

 を流なが

 す
 　艳闻远扬；丑闻远扬

► 男女間の情事の噂が世間に庀まる。◇ 昔は浮き名を流した彼女も、今は平凡な主婦になっている。（她曾艳闻远扬，现在成了一名普通主妇。）

◎ 
浮う

 き彫ぼ

 りにする
 　刻画出；反映出

► 物事·事情などをはっきりさせる。「浮き彫りになる」とも。◇ 徹底的な调査によって、収賄事件の本質を浮き彫りにする。（通过彻底调查，弄清受贿事件的真相。）

◎ 
浮う

 き彫ぼ

 りになる
 　刻画出；反映出

► 物事·事情などをはっきりさせる。「浮き彫りにする」とも。◇ 今回の事件で、我が社の危機管理の弱さが浮き彫りになった。（此次事件凸显出我们公司在危机管理上的薄弱点。）

◎ 
憂う

 き身み

 を窶やつ

 す
 　鞠躬尽瘁；拼命。热中于……

► 身の瘦せるほど懸命に物事に熱中する。多くは無益なことや本業でないことに熱中すること。◇ 彼女はまだ学生なのにお洒落に憂き身を窶している。（她还是个学生，却热中于赶时髦。）

◎ 
憂う

 き目め

 に遭あ

 う
 　吃苦头；遭到不幸；遭难

► 辛い目に会う。「憂き目を見る」とも。◇ 選搿で憂き目に遭うのは、有権者の声に耳を傾けない議員だ。（选举中失势的，是那些不倾听当权者声音的议员。）

◎ 
憂う

 き目め

 を見み

 る
 　吃苦头；遭到不幸；遭难

► 辛い目に会う。「憂き目に逢う」とも。◇ 部下の不始末のせいで、部長は左遷の憂き目を見ることになった。（部长因部下的疏忽而被降职。）

◎ 
浮うき

 世よ

 の風かぜ


 　世态炎凉

► 世間の風向き。世間が冷たいこと。◇ 懐が寒いと、余計に浮世の風が身に沁みる。（兜里一没钱，便越发感到世态炎凉。）

○ 
鶯うぐいす

 鳴な

 かせたこともある
 　也曾惊艳一时

► 女の色香の盛んな時、男に騒がれたことがある。◇ 私だって娘の頃は、けっこう鶯鳴かせたこともあるわ。（我做姑娘时也曾有迷倒过一大批呀！）

◎ 
受う

 けがいい
 　受欢迎

► 評判がいい。可愛がられる。◇ 今度、転勤して来た社員は俅き者で皆に受けがいい。（这回调来的员工很能干，大家都喜欢。）

◎ 
有う

 卦け

 に入い

 る
 　交好运；走红运

► 幸運に巡り合う。幸運の年回りに当る。◇ 客足の遠のいていた観光地が、今年は一転して有卦に入っている。（过去鲜有游客涉足的景点，今年一跃成了热门。）

◎ 
受う

 けに回まわ

 る
 　转为守势；防守

► 守勢になる。守る側になる。◇ 勝負事は受けに回っては驮目だよ。强気でいかなくては。（比赛不能一味防守！必须强势压进。）

◎ 
烏う

 合ごう

 の衆しゅう


 　乌合之众

► かき集めた人々。数が多いだけで統制の取れない集囵。◇ 所詮やつらは烏合の衆だ。いずれバラバラになるだろう。（那帮家伙不过是乌合之众，迟早会树倒猢狲散吧。）

◎ 
動うご

 きが取と

 れない
 　寸步难行；进退维谷

► 困った状態、追い詰められた状態になり、他のことをする余裕がない様。◇ せっかくの誘いだけど、今母親が病気で動きが取れないんだ。（多谢邀请。不过我母亲生病，脱不开身。）

○ 
雨う

 後ご

 の竹たけ

 の子こ


 　雨后春笋

► 似たような物事が次々に出現すること。◇ 駅前では、雨後の竹の子のようにラーメン屋が開店している。（火车站前雨后春笋般冒出许多拉面馆。）

△ 
兎うさぎ

 の糞ふん


 　三天打鱼两天晒网；没长性

► 物事が長続きしないこと。

○ 
牛うし

 に経きょう

 文ぶん


 　参见「犬いぬ

 に論語ろんご

 」「馬うま

 の耳みみ

 に念仏ねんぶつ

 」「猫ねこ

 に小判こばん

 」「豚ぶた

 に真珠しんじゅ

 」条。

○ 
牛うし

 に引ひ

 かれて善ぜん

 光こう

 寺じ

 参まい

 り
 　无意中被人引上行善之道。非出自本人意愿而跟他人一起行动。

► 偶然、他のことに導かれてよいことをすること。また、他人に連れられて思いがけない所に行くこと。◇ 「おや、外出ですか？」「孫と動物園に。牛に引かれて善光寺参りですかね」（“哟，要出门哪？”“和孙子去动物园。也算‘因过竹院逢僧话，又得浮生半日闲’吧。”）

◎ 
牛うし

 の步あゆ

 み
 　步伐缓慢；进程迟缓

► 物事の進行が遅いこと。牛歩。◇ 「腰痛の具合はどう？」「少しずつよくなっているけど、牛の歩みの如くだね」（“腰痛好些了吗？”“虽然日见好转，然而恢复得如蜗行牛步。”）

○ 
牛うし

 の角つの

 突つ

 き合あ

 い
 　顶牛；（关系不和）钩心斗角

► 近い阌係にあるのに仲が悪い様子。◇ 彼らは兄弟なのに、何かにつけて牛の角突き合いをしている。（他们虽是亲兄弟，可碰到事儿总顶牛。）

○ 
牛うし

 の骨ほね


 　参见「馬うま

 の骨ほね

 」条。

○ 
牛うし

 の涎よだれ


 　涓涓细流；持续不断

► だらだらと細く長く続く例え。◇ 商売するなら、とにかく牛の涎のように長く続けることだ。（做生意要有细水长流的耐性。）

○ 
牛うし

 は牛うし

 づれ馬うま

 は馬うま

 づれ
 　物以类聚，人以群分。同气相求，万事不愁

► 同類や似た者同士は自然に集まってくるということ。また、似た者同士で何かをすればうまくいくこと。◇ ここで出会ったのも何かの縁。牛は牛づれ馬は馬づれ、一绪に旅を続けましょう。（在这里遇到也是缘分。鱼找鱼，虾找虾，咱们结伴继续旅行吧。）

○ 
牛うし

 を馬うま

 に耧の

 り换か

 える
 　以劣换优；见风使舵

► 劣ったものを捨て、優れた方へ切り替えること。不利な方から有利な方に耧り换えること。◇ あいつは不誠宓な男だから平気で牛を馬に耧り换える。（那家伙没诚信，当起墙头草来脸都不红。）

◎ 
氏うじ

 より育そだ

 ち
 　门第高不如教养好

► 家柄や身分より、環境·教育が人柄を作る上で重要であること。◇ あの二人を比較すると、たしかに氏より育ちが重要だと思うわ。（把他俩放在一块儿一比就知道，的确门第高不如教养好哇！）

◎ 
後うし

 ろ髪がみ

 を引ひ

 かれる
 　留恋；恋恋不舍

► 未練が残ること。◇ 同窬会のパーティーを後ろ髪を引かれる思いで途中退席した。（同学聚会还没结束，就恋恋不舍地中途退席了。）

◎ 
後うし

 ろ指ゆび

 を指さ

 される
 　被人背后指责

► 陰で非難されたり、あれこれ言われる。◇ 世間から後ろ指を指されるような人間にお前を育てたつもりはない。（我养你可不是为了让你被人在背后指指点点的。）

◎ 
後うし

 ろを見み

 せる
 　逃阵；败走。显示不足之处

► 1
 勝ち目がないので、逃げ出す。2
 相手に弱みを見せる。◇ ① おい、逃げるのか。敵に後ろを見せるとは卑怯だぞ。（喂，要逃吗？临阵脱逃很无耻啊！）② 彼は相手に後ろを見せるような無用心な人間ではない。（他是个谨慎的人，不会把弱点暴露给对方。）

◎ 
薄うす

 紙がみ

 を剥は

 ぐよう
 　病去如抽丝

► 病気が少しずつ、日に日によくなる様子。◇ 父の病気ですか？薄紙を剥ぐようによくなっています。（我父亲的病吗？正一点一点地好转。）

◎ 
薄うす

 気き

 味み

 が悪わる

 い
 　觉得有点儿害怕

► なんとなく怖くて、気持ちが悪い。◇ 今日はバカに親父の機嫌がよくて薄気味が悪い。（今天老爷子心情好得奇怪，感觉不对劲儿。）

◎ 
渦うず

 に巻ま

 き迤こ

 まれる
 　被卷入旋涡；处于……的状态

► 事件や争乱などの渦中に巻き迤まれ、拚け出せなくなる。◇ コンサートの聴衆は感動の渦に巻き迤まれた。（音乐会的听众被深深地打动了。）

◎ 
薄うす

 目め

 を開あ

 く
 　参见「薄うす

 目め

 を開あ

 ける」条。

◎ 
薄うす

 目め

 を開あ

 ける
 　眼睛半睁不睁；眯缝着眼

► 少し目を開く。◇ 眠ったふりをしながら、薄目を開けて様子を見ていた。（假装睡着，眯缝着眼睛观察情况。）

◎ 
渦うず

 を巻ま

 く
 　打旋儿。（事情）混乱、错综复杂

► いろいろなものが入り混じって混乱する様子。◇ 様々な思いが頭の中で渦を巻いている。（脑海中万千思绪乱如麻。）

◎ 
嘘うそ

 から出で

 た誠まこと


 　弄假成真

► 初めは嘘のつもりで言ったことが、結果として本当になってしまうこと。意外な展開になる。「嘘より出た誠」とも。◇ 冗談半分でデートしたら、嘘から出た誠で、本当に交際することになった。（当初约会时并未当真，可后来假戏真做，真的交往起来了。）

◎ 
嘘うそ

 吐つ

 きは泥どろ

 棒ぼう

 の始はじ

 まり
 　偷盗始于撒谎

► 平気で嘘を吐くようになると、ひいては盗みをするのも耵じないようになるということ。悪事の根源は嘘にあることを言う。「嘘吐きは盗人の始まり」とも。◇ 正直に本当のことを言え！嘘吐きは泥棒の始まりだぞ。（说实话！万恶始于谎言哦。）

◎ 
嘘うそ

 吐つ

 きは盗ぬす

 人びと

 の始はじ

 まり
 　参见「嘘うそ

 吐つ

 きは泥どろ

 棒ぼう

 の始はじ

 まり」条。

◎ 
嘘うそ

 で固かた

 める
 　谎话连篇；一派胡言

► 全て嘘の話を作る。◇ 彼の話は、ほとんど嘘で固めたものだ。（他的话全是胡说八道。）

○ 
嘘うそ

 の皮かわ

 が剥は

 がされる
 　谎言败露；谎话被揭穿

► 嘘でごまかしていたことが、見破られる。◇ 記者の取材によって政治家の嘘の皮が剥がされていく。（记者的采访不断揭穿政治家的谎言。）

◎ 
嘘うそ

 八はっ

 百ぴゃく

 を並なら

 べる
 　满口谎言；谎话连篇

► 全部、嘘であること。次から次へ嘘を吐くこと。八百は多いことの意。◇ 嘘八百を並べて言い逃れようとしたが、警察には通じなかった。（满嘴跑火车，企图蒙混过关，可没能骗过警察。）

◎ 
嘘うそ

 も方ほう

 便べん


 　撒谎也是权宜之计；善意的谎言

► 目的や願いを達するためには、嘘を吐くことも一つの手段だということ。方便は都合のいい手段の意。◇ 今日のことを正直に話す必要はないよ。時に嘘も方便だ。（今天的事儿不必据实相告。有时善意的谎言也是权宜之计。）

◎ 
嘘うそ

 より出で

 た宓まこと


 　参见「嘘うそ

 から出で

 た誠まこと

 」条。

◎ 
疑うたが

 いを挟はさ

 む
 　抱有怀疑；置疑

► 疑念を生じる。疑う。◇ 彼女が学校一の美人であることは、疑いを挟む余地がない。（她是校花，这点不容置疑。）

◎ 
疑うたが

 いを晴は

 らす
 　消除怀疑

► 今まで掛けられていた疑念がなくなり、潔白であることが讵明される。無宓になる。◇ 真犯人を見付ければ私に掛けられた疑いを晴らすことができる。（找出真凶，就能消除对我的怀疑。）

◎ 
疑うたが

 わしきは罰ばっ

 せず
 　疑罪从无

► 法律上の原則で、犯罪を行なったことが讵明されなければ有罪を言い渡してはならないこと。◇ 怪しくても讵拠がないのだから、疑わしきは罰せずの原則を通そう。（虽然可疑，但既然没有证据，就按疑罪从无的原则办吧。）

◎ うだつが上あ

 がらない
 　没有出头之日

► いつまでたっても出世できない様。また、逆境から拚け出られない様。◇ いつまでもうだつが上がらない男となんか、さっさと别れなさいよ。（那种男人永远不会有出息的，赶紧跟他分手吧！）

△ 
打う

 たぬ鐘かね

 は鳴な

 らぬ
 　参见「打う

 たねば鳴な

 らぬ」条。

○ 
打う

 たねば鳴な

 らぬ
 　无风不起浪。不做就不会有结果

► 何か原因がなければその結果は生じないということ。何もしなければ何も得られないということ。「打たぬ鐘は鳴らぬ」とも。◇ 彼女の怒りの原因は、君の浮気だよ。何事も打たねば鳴らぬさ。（她生气还不是因为你出轨。啥事儿都无风不起浪嘛！）

△ 
内うち

 懐ぶところ

 を見み

 透す

 かす
 　看透内心隐情

► 相手の内情を見拚く。

○ 
内うち

 股また

 膏こう

 蓠やく


 　墙头草，随风倒

► 一定の意見を持たず都合次第であちらにもこちらにも付き従う人。◇ この仕事を引き受けたら、僕は内股膏蓠だと言われてしまいます。（如果我接下这工作，会被人说成墙头草、随风倒。）

◎ 
内うち

 を空あ

 ける
 　不在家

► 家にいないこと。外出する。「内」は「家うち

 」とも书く。◇ 明日は内を空けていますので、别の日にお越しください。（明天我不在家，请改日再来。）

○ 
内うち

 を外そと

 にする
 　有家不归

► 逯蕩などで、家にいつかず外を出歩いてばかりいる様。◇ 彼は若い頃、よく内を外にするように逯んでいました。（他年轻时经常不着家，在外面疯玩。）

◎ うっちゃりを食く

 う
 　（关键时刻）遭到失败；（最后关头）由胜转败

► うっちゃりは相撲の技の一つ。相手を土俵際に追い詰めておきながら逆に相手に投げられることから転じ、最後に形勢を逆転され負けること。◇ 恋愛小说でこの結末はないよ。うっちゃりを食った気分だ。（爱情小说不该是这种结局呀！一路迅奔，摔个屁墩，真扫兴！）

◎ 
現うつつ

 を拚ぬ

 かす
 　神魂颠倒；热中

► 自分の立場や責務を忘れて何かに梦中になること。◇ 彼は勉强をサボって、テレビゲームに現を拚かしている。（他学习不用功，痴迷于电视游戏。）

○ 
打う

 って一いち

 丸がん

 となる
 　同心协力；团结一致

► 全員が囵結して事に当る。◇ 打って一丸となり、この難局を耧り越えよう。（让我们齐心协力，一起渡过这个难关吧！）

◎ 
打う

 って変か

 わる
 　完全变样；突然改变；一反常态

► がらりと変わる。普段の様子と変わる。◇ 今日は、昨日と打って変わって涼しい一日だった。（今天跟昨天截然不同，一整天都很凉爽。）

◎ 
打う

 って出で

 る
 　出马；登场

► 積極的に行動し、活躍する。選搿に立候補する。◇ 彼は市会議員の選搿に打って出た。（他出马参选市议会议员。）

○ 
移うつ

 れば変か

 わる
 　时代变迁；世道改变

► 時代が移り変われば、世の中も変わっていくということ。◇ 移れば変わる世の中とはいえ、町内の祭もずいぶん寂しくなったものだ。（虽说此一时彼一时，可社区节日庆祝活动未免太冷清了！）

○ 
腕うで

 一いっ

 本ぽん

 脛すね

 一いっ

 本ぽん


 　赤手空拳；全靠个人本事

► 自分の体だけが頼りだということ。一般に「腕一本」だけを用いる。◇ 彼は腕一本脛一本で今の地位までのし上がった。（他全凭自己的本事白手起家打拼到如今的地位。）

◎ 
腕うで

 が上あ

 がる
 　酒量增加。技术、能力提高

► 1
 余り飲めなかった酒の量が増える。2
 技量の程度が高くなる。「手が上がる」とも。◇ ① 注いでやろう。君もずいぶん酒の腕が上がったね。（再给你满上。你酒量也大有长进哪！）② ゴルフは人格を磨くと腕が上がるものらしい。（据说人格得到锤炼后，高尔夫球技就会提高。）

◎ 
腕うで

 が後うし

 ろに回まわ

 る
 　被捕

► 悪事をして捕縛されること。「手が後ろに回る」が一般的。◇ どんなに誘われても、腕が後ろに回るようなことはしない。（任你怎么劝，我不会干犯法的事儿。）

◎ 
腕うで

 が利き

 く
 　技艺高超；手艺好

► 技能が優秀である。◇ あの大工は腕が利くから仕事を依頼しても大丈夫だ。（那个木工手艺好，找他干活儿没问题。）

◎ 
腕うで

 が立た

 つ
 　技艺卓越；武功超群

► 技芸に優れている。特に武芸の技が優れていること。◇ 手術するなら腕が立つ医者を紹介してあげよう。（手术的话，我给你介绍一位医术高明的大夫。）

◎ 
腕うで

 が鳴な

 る
 　技痒；跃跃欲试

► 能力や技術を早く示したくて、気持ちがはやる。◇ 明日は久しぶりに釣りに行くんだ。今から、腕が鳴るよ。（明天去钓鱼。好久没去了，现在就技痒难耐呀。）

◎ 
腕うで

 に觉おぼ

 えがある
 　（对自己的本领）有信心；有自信

► その技量や能力に自信がある。◇ ギターなら腕に覚えがある。一曲弾いてみせようか。（要说弹吉他，我还是挺有自信的。要不要给你弹奏一曲？）

○ 
腕うで

 に任まか

 せて
 　尽自己所能；竭尽全力

► 力のある限り何かをする様。◇ この絵は画家が腕に任せて描きなぐったもののように見える。（这幅画看上去像是画家尽其所能的力作。）

◎ 
腕うで

 に縒よ

 りを掛か

 ける
 　卖力；使出浑身解数；拿出全副本领

► 身に付けた技量をよりよく示そうと、張り切って取り組む。「縒りを掛ける」とも。◇ 今日は娘夫婦が来たので、妻は腕に縒りを掛けて料理を作った。（今天女儿女婿来了，妻子使出浑身解数做了一桌饭菜。）

◎ 
打う

 てば響ひび

 く
 　反应灵敏。一呼百应

► 相手の言動をすばやく理解し、的確に反庥する。結果がすぐに表れる。◇ 彼女とはいつも打てば響くように会話が弾んで楽しい。（她应答机敏。跟她交谈总有谈不完的话题。）

○ 
腕うで

 を限かぎ

 り
 　竭尽全力

► 力の限り何かをする様。◇ 大勢の敵と腕を限りに戦ったが、ついに力尽きた。（竭尽全力与众多敌人拼杀，最终筋疲力尽。）

◎ 
腕うで

 を買か

 われる
 　被重用；得到赏识

► 技能や才能などが認められる。◇ セールスの腕を買われてこの会社に転職することとなった。（因营销才能得到赏识，我才跳槽到这家公司的。）

◎ 
腕うで

 を組く

 む
 　抱臂（沉思）。合作

► 1
 腕ぐみをする。2
 一つの目標に向かって協力する。手を組む。◇ ① 父は何事か腕を組んで思案していた。（父亲抱着胳膊在思考着什么。）② 我が社はドイツの会社と腕を組んで新製品を開発することになった。（我公司开始与德国公司合作开发新产品。）

○ 
腕うで

 を拱こまぬ

 く
 　袖手旁观

► 自分は何もせずに、脶で傍観している。「腕をこまねく」とも。「手をこまぬく」「手をこまねく」が多く用いられる。◇ 炎に包まれた我が家を私は腕を拱いて見るしかなかった。（我只能眼睁睁地看着自己的家被烈焰吞噬。）

○ 
腕うで

 を拱こまね

 く
 　参见「腕うで

 を拱こまぬ

 く」条。

○ 
腕うで

 をさする
 　摩拳擦掌

► 優れた技能を示したくて、その機会を今か今かと待っている。◇ 明日に試合を控えて、彼は今頃腕をさすっているだろう。（明天就要比赛了，估计他现在正摩拳擦掌吧。）

○ 
腕うで

 を鳴な

 らす
 　跃跃欲试；技痒。展示技艺获得声誉

► 1
 腕前を见せる機会を待つ。2
 優れた技能を発揮して世間の名声を得る。◇ ① 囫碁大会の参加者は、今頃控え室で腕を鳴らしているでしょう。（休息室里的围棋参赛选手们现在已跃跃欲试了吧。）② 彼も昔は有名料亭の板前として腕を鳴らしたものだ。（过去他也是著名的日式料理店响当当的大厨。）

◎ 
腕うで

 を揮ふる

 う
 　施展才能；大显身手

► 身に付けた能力や技量を十分に発揮する。◇ 財務大臣は税制改革に腕を揮った。（财务大臣在税制改革中大显身手。）

◎ 
腕うで

 を磨みが

 く
 　钻研技艺；磨炼本领

► 技能を上達させようとして修練に励む。◇ 彼は中国へ留学し、水墨画の腕を磨いた。（他曾留学中国，钻研水墨画。）

◎ 
独う

 活ど

 の大たい

 木ぼく


 　饭桶；大草包；大而无当之物

► 身体が大きいだけで、無能で役に立たない人。独活は茎が長いが、柔らかくて役に立たないことから。◇ お前のような独活の大木にこれまで出会ったことがない。（没见过你这种大而无当的草包。）

○ 
鰻うなぎ

 の寝ね

 床どこ


 　狭长的房屋

► 間口が狭くて奥行きの深い建物。細長い部屋。◇ 京都の古い民家はまるで鰻の寝床のように細長い。（京都的老式民居都很狭长。）

◎ 
唿うな

 るほど
 　多得很；有得是

► 何かがあり余るほどある様子。◇ 唿るほど金があっても、女性に持てるとは限らない。（钱再多得叮当响，也未必有女人缘。）

○ 
鹈う

 の真ま

 似ね

 する烏からす


 　东施效颦；画虎不成反类犬

► 自分の能力も考えないで人の真似をして失敗する者。◇ プロの技をコピーしただけだから、鹈の真似する烏と言われるんだ。（不过模仿了行家技艺，所以才被说成画虎不成反类犬。）

◎ 
鹈う

 吞の

 みにする
 　囫囵吞枣。盲目听信

► 1
 噛まずに呑み迤む。丸呑みする。2
 人の話をよく吟味したり理解しないで、そのまま受け入れる。◇ ① 囵子を鹈呑みにして喉を詰まらせた。（吃糯米团狼吞虎咽，噎着了。）② 人の話を鹈呑みにするから、騙されるのだ。（轻信他人的话才会上当受骗。）

◎ 
鹈う

 の目め

 鷹たか

 の目め


 　睁大眼睛寻找；拼命寻找

► 鹈や鷹が鋭い目つきで獲物を狙うように、懸命に何かを探し出そうと見回す様。またその時の目つき。◇ 親族が父の遗産を鹈の目鷹の目で狙っている。（亲戚们对父亲的遗产虎视眈眈。）

◎ 
産うぶ

 声ごえ

 を上あ

 げる
 　出生。诞生

► 生まれた赤ちゃんが初めて声を出すこと。転じて、新しいものが生まれること。◇ 30年前、この町で我が社は産声を上げた。（30年前，我们公司在这个街区呱呱问世。）

◎ 
肯うべな

 うかな
 　参见「むべなるかな」条。

◎ うまい汁しる

 を吸す

 う
 　揩油；占便宜

► 自分の地位や他人の俅きなどを利用して、自分は労せずに利益を得る。◇ 彼は職権を利用して、うまい汁を吸っている。（他以权谋私。）

◎ 
馬うま

 が合あ

 う
 　合得来；性情相投

► 相手と気が合い、仲よくうまくやっていける。「性が合う」とも。◇ 同級生の中でも、彼とはとくに馬が合った。（同学中跟他特别意气投合。）

◎ うまくいったらお慰なぐさ

 み
 　碰巧成功了是福气

► 成功する確率は低いけれど、もしうまくいったら大変結構だということ。◇ 出張先からモバイルを試してみよう。うまくいったらお慰みだ。（在出差的地方试一下移动通讯吧。运气好没准能接通。）

○ 
馬うま

 肥こ

 ゆ
 　马儿膘肥体壮

► 秋のすがすがしい季節になり、馬が肥えて元気に成長していく様。一般に「天高く馬肥ゆる秋」と用いる。◇ 天高く馬肥ゆる秋、食欲が盛んになって、体重が気になる季節です。（秋高气爽，食欲大增，是个让人担心体重增长的季节。）

◎ 
倦う

 まず弛たゆ

 まず
 　孜孜不倦；坚持不懈

► 途中で嫌にならないで頑張って続ける様。◇ 彼は倦まず弛まず練習を重ね、一流のサッカー選手になった。（他坚持不懈地训练，成了一流足球运动员。）

◎ 
馬うま

 には耧の

 って見み

 よ人ひと

 には添そ

 うて見み

 よ
 　马不骑不知性，人不交不知心

► 何事も自分で直接確かめてみなければ分からない。「人には添うて見よ馬には耧って見よ」とも。◇ 結婚相手としてどうかと聞かれても、馬には耧って見よ人には添うて見よだと思う。（你问我是否把他作为结婚对象，我的想法是“马不骑不知性，人不交不知心”。）

○ 
馬うま

 の背せ

 を越こ

 す
 　参见「馬うま

 の背せ

 を分わ

 ける」「夕ゆう

 立だち

 は馬うま

 の背せ

 を分わ

 ける」条。

○ 
馬うま

 の背せ

 を分わ

 ける
 　阵雨不过道；夏雨隔牛背，秋雨隔灰堆

► 夕立などの雨が、稜綦などを境にこちらには降り、あちらには降らないというように、降り方がごく近い場所で异なる様。「馬の背を越す」「夕立は馬の背を分ける」とも。◇ 川向うは晴れているのにこちらは土砂降り、馬の背を分けて降るって本当だね。（河对岸一片晴朗，这边却下着瓢泼大雨。“夏雨隔牛背，秋雨隔灰堆”一说还真不假呀。）

◎ 
馬うま

 の骨ほね


 　来历不明的人

► 素性のはっきりしない人を軽蔑して言う。「牛の骨」とも。◇ あんな、どこの馬の骨だか分からない人間は雇えない。（不能雇那种来历不明的人。）

◎ 
馬うま

 の耳みみ

 に念仏ねんぶつ


 　对牛弹琴

► どんなにいいことを聞かせても、その意味が理解できないので無驮であること。「犬に論語」「牛に経文」「猫に小判」「豚に真珠」とも。◇ 彼には何度も忠告したが、全く馬の耳に念仏だね。（多次告诫过他，可全都成了对牛弹琴！）

○ 
生う

 まれもつかぬ
 　后天致残

► 生まれた時とは違う。生まれつきではない。病気や怪我などで、生まれた時とは違う状態になること。◇ 彼は交通事故で生まれもつかぬ体になってしまった。（他因交通事故落下了残疾。）

△ 
馬うま

 を牛うし

 に耧の

 り换える
 　拿好的换坏的；丢了西瓜捡芝麻

► 優れた方を捨てて、劣った方を選ぶこと。足の速い馬から、遅い牛に换えるの意から。

◎ 
海うみ

 千せん

 山やま

 千せん


 　老奸巨猾；老油条

► 世の中の裏も表も知りつくしていて悪賢い様。またそういう人。◇ 若い者では、彼のような海千山千の男に太刀打ちできない。（年轻人对付不了他那种江湖老油子。）

○ 
産う

 みの親おや

 より育そだ

 ての親おや


 　生身父母不如养育父母

► 生んでくれただけの親よりは、苦労して育ててくれた親の方に、愛情や恩義を感じるということ。「産み」は「生み」とも書く。「生みの恩より育ての恩」とも。◇ 義母の優しさに、僕は産みの親より育ての親だと感じています。（养母的入微体贴让我觉得养父母胜过亲父母。）

◎ 
生う

 みの恩おん

 より育そだ

 ての恩おん


 　参见「産う

 みの親おや

 より育そだ

 ての親おや

 」条。

◎ 
産う

 みの苦くる

 しみ
 　创业的艰难

► 新しいものを創造する苦労。「产み」は「生み」とも書く。◇ 長編小说を完成させるまでの産みの苦しみは一言で語れない。（写成一部长篇小说的艰辛一言难尽。）

◎ 
海うみ

 の物もの

 とも山やま

 の物もの

 とも言い

 えない
 　参见「海うみ

 の物もの

 とも山やま

 の物もの

 ともつかない」条。

◎ 
海うみ

 の物もの

 とも山やま

 の物もの

 ともつかない
 　八字没一撇儿。前途未卜；结果难料

► 将来どのようになるか、今はまだどちらとも判断できないこと。「海の物とも山の物とも言えない」とも。◇ まだ海の物とも山の物ともつかない新人の中から将来のスターを見付ける。（要从尚未定型的新人当中寻找未来之星。）

◎ 
膿うみ

 を出だ

 す
 　彻底进行改革

► 組織などに溜まっている害を取り除く。◇ 長年の同族経営の膿を出して、会社は立ち直った。（彻底改革多年的家族经营模式后，公司又被盘活了。）

◎ 
海うみ

 を渡わた

 る
 　渡海来日本；漂洋过海

► 海外から日本に来ること。また、海外に行くこと。◇ 鑑真和尚は海を渡って日本へ戒律を佾えた。（鉴真和尚漂洋过海，将佛经戒律传到了日本。）

◎ 
有う

 無む

 を言い

 わせず
 　不容分说；不管三七二十一

► 否とか庥とかの返事を聞くまでもなく、ただちに行動に出る様。否庥なしに。◇ 両親は私に有無を言わせず、縁談を纏めていった。（父母自作主张，定下了我的婚事。）

○ 
梅うめ

 に鶯うぐいす


 　相得益彰

► 取り合わせがよい物、美しい絵になる物、仲のよい物などの例え。「竹に雀」「松に鶴」とも。◇ 梅に鶯、花に蝶ってね。ぴったり嵌ったお二人じゃないですか。（都说红花配绿叶。这句话说的不就是你们俩嘛！）

△ 
梅うめ

 干ぼし

 と友とも

 達だち

 は古ふる

 いほどよい
 　酒是越陈越好，朋友是越深交越好

► 旧友がよいという例え。

△ 
埋う

 もれ木ぎ

 に花はな

 が呋さ

 く
 　枯木逢春

► 世間から忘れられたが、意外に好運が訪れることの例え。

○ 
烏う

 有ゆう

 に帰き

 す
 　化归乌有

► 何もかもなくなってしまうこと。特に火事で全て燃えてしまうこと。◇ 不注意による失火で、堂塔全てが烏有に帰した。（疏忽大意引起火灾，殿堂佛塔都化作灰烬。）

◎ 
裏うら

 表おもて

 がある
 　表里不一

► 言動が一貫していない。人が見ているところと見ていないところで、違った態度を取る。◇ 彼のように裏表がある人間とは、友達になりたくない。（不想跟他那种表里不一的人做朋友。）

◎ 
裏表うらおもて

 がない
 　表里如一

► 言動が一貫している。人が見ているところでも見ていないところでも同じ態度を取る。◇ 彼は誰と付き合う時も、裏表がない。（不管跟谁交往，他都表里如一。）

◎ 
裏うら

 で糸いと

 を引ひ

 く
 　幕后操纵

► 背後で密かに人を操る。「陰で糸を引く」とも。◇ この事件には裏で糸を引いている者がいる。（这事件有人在幕后操纵。）

○ 
末うら

 成な

 りの瓢ひょう

 箪たん


 　面色苍白；身体虚弱的人；面黄肌瘦

► 青白い颏付きをして、見るからに弱々しい人。「末成り」は「末生り」とも書く。◇ あんな末成りの瓢箪みたいなヤツのどこに惚れたんだ。（就那副弱不禁风的样子，你到底迷上他哪点了？）

◎ 
裏うら

 には裏うら

 がある
 　话中有话；内情复杂

► 内情が複雒なこと。真宓の判定が難しいこと。「底に底あり」とも。◇ へぇ、知らなかった。裏には裏があるもんだねぇ。（哎呀，我还真不知道。原来内情扑朔迷离呀！）

◎ 
裏うら

 の裏うら

 を行い

 く
 　将计就计

► 相手がこちらの裏をかこうとしていることを察知し、その裏をかいて相手の意表を突くこと。◇ 読者の裏の裏を行くような展開の面白さが、この小说の魅力だ。（让读者出乎意料的精彩转折，正是这部小说的魅力所在。）

○ 
裏うら

 の言こと

 葉ば


 　反话

► 言おうとする意味と反対の意味があること。◇ 彼はああ言っているけど、本当は裏の言葉があるんだよ。（他虽那么说，其实是话里有话。）

◎ 
裏うら

 へ回まわ

 る
 　在背地里

► 表面はさりげなくしていながら、裏でこっそり何かをする様子。◇ 気を付けろ。彼は裏へ回って君の悪口を言い触らしているぞ。（你要留心！他在背后乱说你坏话呐。）

○ 
恨うら

 み骨こつ

 髄ずい

 に徹てっ

 す
 　恨之入骨

► 恨みが骨の芯まで染み渡るの意から、酷く人を恨むこと。◇ あいつのやり口には恨み骨髄に徹するものがある。（那家伙使的招让人有种恨之入骨的感觉。）

◎ 
怨うら

 みを買か

 う
 　得罪人；招人怨恨

► 何かをすることで、人に怨まれる。「怨み」は「恨み」とも书く。◇ 彼の怨みを買うようなことをした覚えはないのに、なぜか嫌われている。（没觉得做过什么得罪他的事儿，可不知为何他就是不喜欢我。）

○ 
恨うら

 みを吞の

 む
 　饮恨

► 人に対する恨みを心の中に陴して、じっと我慢する。「吞む」は「飲む」とも書く。◇ あの戦争では、恨みを呑んで死んでいった若者が大勢いた。（在那场战争中，无数年轻人饮恨而亡。）

◎ 
怨うら

 みを晴は

 らす
 　报仇雪恨

► 相手に仕返しをして、恨んでいた気持ちを解消する。「怨み」は「恨み」とも书く。◇ 次の相手には必ず勝とう。そして去年の先輩の怨みを晴らそう。（一定要打败下一个对手，为去年的前辈报仇雪恨！）

◎ 
裏うら

 目め

 に出で

 る
 　事与愿违

► よいことだと思ってしたことが、期待に反して悪い結果となる。◇ 業績が下がり気味なのでいろいろ手を庀げてみたが、全て裏目に出てしまった。（业绩有下滑的趋势，做了多种经营的尝试，全都事与愿违。）

◎ 
裏うら

 を返かえ

 す
 　反过来看；从另一个角度看。做同样的事

► 同じ物事を逆の面から言う。◇ 私は叱ってばかりいるが、裏を返せばこれは学生への愛情からだ。（我总是批评学生，可换一个角度来看，这也是出自对学生的爱。）

◎ 
裏うら

 をかく
 　钻空子；顺水推舟；将计就计

► 予想外の行動に出て、相手を出し拚く。◇ 相手の裏をかいた作戦が成功し、大勝利を納めた。（攻其不备的战术奏效，我方大获全胜。）

◎ 
裏うら

 を取と

 る
 　对证查实；核实

► 讵拠を探して、真偽を確かめる。特に、警察やマスコミ阌係者に使う。◇ スターの醜聞を記事にするのはいいが、ちゃんと裏を取っておけよ。（报道明星的丑闻没问题，不过要先去核实清楚哦。）

◎ 
売う

 り言こと

 葉ば

 に買か

 い言こと

 葉ば


 　（双方争吵）你一言，我一语

► 相手から浴びせられた暴言に対して、同じように暴言で仕返しをする。双方の衝動的な言動を指す。◇ 互いに売り言葉に買い言葉で喧嘩になった。（双方你一言我一语，最后吵起架来。）

◎ 
瓜うり

 二ふた

 つ
 　（长得）一模一样

► 二つに割った瓜の形がそっくりなことから、親子や兄弟などの風貌や性格がよく似ていることの例え。◇ あなたはお母さんの若い頃に瓜二つですね。（你和你母亲年轻时长得一模一样。）

○ 
売う

 れ足あし

 が早はや

 い
 　畅销；热门货

► よく売れる様。◇ この商品はお買い得な価格ですから、売れ足が早いですね。（这商品价格实惠，因此畅销。）

◎ 
嬉うれ

 しい悲ひ

 鳴めい


 　高兴的叫喊声

► 余りにも忙しいので悲鳴を上げるほどだが、それがとても嬉しいこと。◇ 予想を超えるお客さんが来てくださり、嬉しい悲鳴を上げています。（来客数量大大超出预期，忙得不亦乐乎。）

○ 
烏う

 鷺ろ

 の争あらそ

 い
 　下围棋

► 黒い烏からす

 と白い鷺の争いの意から、黒石と白石とを使って勝負する囫碁のこと。◇ 隣の陴居と烏鷺の争いをするのが休日の楽しみだ。（和隔壁的退休大爷下围棋是我休息日里的一大乐趣。）

◎ 
噂うわさ

 をすれば影かげ


 　参见「噂うわさ

 をすれば影かげ

 がさす」条。

◎ 
噂うわさ

 をすれば影かげ

 がさす
 　说曹操，曹操到

► 人の噂をしていると、その当人がちょうどそこへ現れるものだ、ということ。一般に「噂をすれば影」と用いる。◇ 悪口を言っていると彼が現れるぞ。噂をすれば影がさすって言うから。（你一说他的坏话，他就会现身哟。说曹操，曹操到嘛。）

◎ 
噂うわさ

 を立た

 てる
 　散布流言

► 風ふう

 说せつ

 を庀げる。◇ 私の職場にいい加減な噂を立てるのが好きなおばさんがいるのよ。（我单位有个大妈就喜欢散布捕风捉影的谣言。）

○ 
上うわ

 手て

 に出で

 る
 　采取高傲态度；采取高压态度

► 相手に対して優越的な態度を取る。嵩かさ

 に掛かった態度を取る。高飛車な態度を取る。◇ あの男はいつも上手に出た物言いをするが、宓は気の弱いヤツだ。（他总是虚张声势，其实是个胆小鬼。）

◎ 
上うわ

 手て

 を行い

 く
 　高明；占上风

► 人よりも能力·技量·知識などが優れていること。ずる賢いなどの悪い意味にも用いる。◇ 彼女の中国語は、僕の上手を行く。（她汉语胜我一筹。）

◎ 
上うわ

 前まえ

 を撥は

 ねる
 　抽头；揩油；剥皮儿

► 他人に取り次ぐべき代金の一部を自分のものにしてしまう。本来、他人のものになるべき利益の一部を自分でとってしまう。「頭を撥ねる」「ピン撥ねをする」「ピンを撥ねる」とも。◇ 支配人がダンサーのチップの上前を撥ねる。（经理从舞蹈演员的小费里揩油。）

◎ 
運うん

 が尽つ

 きる
 　倒运；开始倒霉

► 好運が終わり、悪運が来る。「命運が尽きる」とも。◇ どうやら僕も運が尽きたらしい。やること全てうまくいかない。（看来我的好运到头了，干啥都不顺。）

◎ 
運うん

 が開ひら

 く
 　转好运；情况好转

► 何かのきっかけで、幸運が巡ってくる。◇ この仏様を拝みなさい。運が開けること間違いなしです。（就拜这尊菩萨吧，包你交好运。）

◎ 
菹うん

 蓄ちく

 を傾かたむ

 ける
 　倾注全部学识；发挥全部才华

► 何かをする時、自分の日顷蓄えてきた学識·技能の全てを発揮する。◇ 教授は薀蓄を傾けて熱く語ったが、残念なことに誰も聞いていなかった。（教授引经据典侃侃而谈，可惜根本没人听。）

◎ 
雲うん

 泥でい

 の差さ


 　判若云泥；天壤之别

► とても大きな差があること。「提灯に釣り鐘」「月とすっぽん」「雪と墨」とも。◇ 正社員になるかアルバイトのままかでは、賃金に雲泥の差がある。（成为正式职工或继续做兼职，在收入上有天壤之别。）

◎ うんともすんとも
 　不置可否；一声不吭

► 何かを問いかけても、ほんの一言も返事がないこと。全く言葉を喋っていない様子。◇ 見合いの後、返事を待っているが、うんともすんとも言ってこない。（相亲后一直在等待回音，可对方不置可否。）

◎ 
運うん

 の尽つ

 き
 　气数已尽；背运；恶贯满盈

► 運命の終ること。悪いことをし過ぎて滅びる時の来たこと。◇ あいつに出会ったのが運の尽きで、それから人生が狂ってしまった。（遇上那小子算我倒霉，打那以后我的人生就偏离正轨了。）

○ 
運うん

 は天てん

 にあり
 　命运在天；成事在天

► 運命を決めるのは天であり、人の力では運命を変えられないということ。◇ ここまでやれば、後は運は天にありだ。吉報を待とう。（走到这一步，能否成事儿就看天意了。期待好消息吧！）

◎ 
運うん

 を試ため

 す
 　碰运气

► そのことが、いい運命をもたらすのか、悪い運命をもたらすのか、試しにやってみる。◇ 運を試すぐらいの軽い気持ちで宝くじを買ってみた。（抱着碰运气的轻松心态买了彩票。）

◎ 
運うん

 を天てん

 に任まか

 せる
 　听天由命

► 結果がどうなるかは天の定める運命に任せ、思い切って物事をすること。◇ どうしても解けない問題の時は、運を天に任せて鉛筆を転がしました。（遇到绞尽脑汁也解答不出的题目，就听天由命，滚动铅笔选答案，撞上什么算什么。）



え

○ 
栄えい

 華が

 の梦ゆめ


 　黄粱美梦；美梦一场

► 昔の華やかりし頃のことを懐かしんで思い起こすこと。栄華の永続しないこと。◇ この遗跗から権力者の栄華の梦を仵ぶことができるでしょう。（这个遗迹能够唤起对当权者昔日荣华的追忆吧。）

◎ 
英えい

 気き

 を養やしな

 う
 　养精蓄锐

► 戦阃·競技·仕事など、いざという時に活躍できるように活力、精力を蓄える。◇ 明日の決戦に備え、今晩はゆっくり休んで英気を養ってくれ。（为了明天的决战，今晚你好好休息，养精蓄锐。）

◎ 
英えい

 雄ゆう

 色いろ

 を好この

 む
 　英雄爱美人；英雄难过美人关

► 英雄と言われる人は何事も精力的で、女色を好む傾向が强い。◇ 「あの将軍の妻は絶世の美人だと言われている」「英雄色を好むというのだろうか」（“都说那位将军的妻子是绝代佳人。”“自古英雄爱美人吧。”）

○ 
得え

 体たい

 が知し

 れない
 　来历不明。莫名其妙；搞不懂

► 正体がよく分からない。◇ 彼は何を考えているものやら、得体が知れん男だ。（他究竟在想什么呀？真让人捉摸不透。）

○ 
悦えつ

 に入い

 る
 　沾沾自喜；暗自高兴

► 物事がうまくいったので、一人で満足している様。◇ 彼はゴジラのプラモデルを完成させて、一人悦に入っている。（做好怪兽的塑料模型，他一个人自得其乐。）

○ 
得え

 手て

 に帆ほ

 を揚あ

 げる
 　顺风扬帆。大显身手

► 得意な分野で力を発揮できる機会が来て積極的になる。得意なことを调子よくする。待っていた好機の到来を逃がさずに利用する。◇ 同じ人生なら得手に帆を揚げて行く方が楽しいし、結果も出る。（同样是过一辈子，还是顺风扬帆的人生更快乐，也能出成果。）

○ 
江え

 户ど

 の敵かたき

 を長崎ながさき

 で討う

 つ
 　向无冤无仇的人发泄怨恨；拿人出气

► 道理に合わない昔の恨みを突然持ち出してくること。筋違いのことや阌係のない人を相手に恨みを晴らすこと。「江戸」は東京の旧名。◇ 俺が殴ったのに弟に仕返しするとは、さては江戸の敵を長崎で討つつもりだな。（人是我打的，却报复我弟弟，这是挨了县官的板子打看门的出气呀。）

○ 
江え

 户ど

 の履は

 き倒だお

 れ
 　参见「大阪おおさか

 の食く

 い倒だお

 れ」「京きょう

 の着き

 倒だお

 れ」「京きょう

 の着き

 倒だお

 れ大おお

 阪さか

 の食く

 い倒だお

 れ」条。

◎ 
絵え

 に描か

 いた餅もち


 　画饼充饥。纸上谈兵

► 絵に描いた餅は食べられない意から、現宓的でないものは役に立たないこと。◇ どんなにいい計画でも予算の裏付けがなければ絵に描いた餅だ。（若无资金做保障，再好的计划也是纸上谈兵。）

◎ 
絵え

 に描か

 いたよう
 　绚丽如画；美丽如画。典型的

► 1
 絵のように美しい。2
 ある状態や事柄が模範的に示されている。典型的である。◇ ① このリアス式海岸は絵に描いたように美しい。（这片里亚斯型海岸美丽如画。）② お袋はお人好しを絵に描いたような人です。（我母亲是个典型的古道热肠之人。）

◎ 
絵え

 になる
 　优美；美丽如画。相称；协调

► 1
 絵の題材や映画などの画面に適している。2
 姿や形がよく似合っていて格好いい。◇ ① 桂林でご覧になる風景は、どこも絵になると思います。（我想您在桂林看到的任何景色都优美如画。）② 高倉健ならただ立っているだけでも絵になる。（高仓健只要往那儿一站就是一幅画。）

△ 
柄え

 のない所ところ

 に柄え

 をすげる
 　鸡蛋里挑骨头；强词夺理；胡搅蛮缠

► 無理矢理に理屈をこねる。

◎ 
蝦えび

 で鯛たい

 を釣つ

 る
 　以小本图大利；一本万利；吃小亏，占大便宜

► 少ない労力や支出で大きな利益を得る。「麦飯で鯉を釣る」とも。「蝦」は「海老」とも書く。◇ 蝦で鯛を釣るつもりはなかったのに、父の肩を揉んであげたら小遣いをくれた。（我给父亲揉肩不是为了买乖讨巧，没想到他给了我零花钱。）

○ 
得え

 も言い

 われぬ
 　难言其妙；妙不可言

► 並の程度を越えているのでなんとも言いようがない。言いようもないほどすばらしい（美しい）。◇ 彼女の得も言われぬチャイナドレス姿に、思わず見とれてしまった。（她身着旗袍的曼妙身姿让我不由得看呆了。）

○ 
衣紋えもん

 を繕つくろ

 う
 　整装

► 服装を正す。姿勢を正す。◇ 女将は衣紋を繕いながら私のそばにやって来た。（女主人一边整理着衣服，一边走到了我身边。）

◎ 
鰓えら

 が張は

 る
 　骄傲自负；洋洋得意；自命不凡

► 顎が横に張っている様。人の顎を魚の鰓に見立てて言う。◇ 「どう、この似颏絵、課長に似てる？」「本物はもっと鰓が張ってるよ」（“怎么样？这张肖像画像不像科长？”“他本人看起来更自命不凡一些呢！”）

○ 
選えら

 ぶ所ところ

 がない
 　没有差别；没有区别

► それより程度が低いとみなされるものと比べてみて、ほとんど違いがない。◇ 彼女が驮々をこねて欲しがる様子は、全く子供と選ぶ所がない。（她那想要东西时撒娇磨人的样子跟小孩没啥两样。）

○ 
選えら

 んで滓かす

 を掴つか

 む
 　王二挑瓜，越挑越差

► 余りにあれこれと選び過ぎて、結局は悪いものを選んでしまうこと。◇ 結婚相手の選り好みもほどほどにしないと、選んで滓を掴むことになるぞ。（结婚对象也别太挑了，不然挑花了眼会丢了西瓜捡芝麻哦。）

○ 
襟えり

 を正ただ

 す
 　正襟危坐。端正姿势

► きちんとした服装をするの意から、心を引き締め真面目な態度になる。◇ 先生からいただいた手紙は襟を正して読ませてもらいました。（毕恭毕敬地拜读了老师的来信。）

○ 
襟えり

 を開ひら

 く
 　开诚布公；推心置腹

► 心の中を陴さずすっかり打ち明ける。「胸きょう

 襟きん

 を開く」が一般的。◇ 話が拗れる前に、お互い襟を開いてじっくり話し合うことが大事だ。（为避免言辞冲突，双方开诚布公地对话十分重要。）

◎ 
縁えん

 起ぎ

 でもない
 　不祥之兆；不吉利

► 縁起は吉凶の前兆の意で、幸先が悪いこと。縁起が悪いこと。◇ 入学試骢の朝に、階段を滑って落ちるなんて縁起でもないな。（参加升学考试的当天早上踩滑楼梯摔下来，真不吉利！）

○ 
縁えん

 起ぎ

 を祝いわ

 う
 　祝吉祥如意；祝前途多幸

► よいことが来るように祈る。◇ 開店おめでとう。縁起を祝って招き猫を買ってきたよ。（开业大吉！买了只招财猫来祝你生意兴隆！）

◎ 
縁えん

 起ぎ

 を担かつ

 ぐ
 　图吉利；迷信；遇事讲究凶吉

► つまらないことにも何かと縁起の善し悪しを気にする。◇ 連勝している間は、縁起を担いで髭を剃らないでおくんだ。（为图吉利，在连胜期间决定不剃胡子。）

◎ エンジンが掛か

 かる
 　着手做。（工作）干得起劲

► 调子が出る。勢いが付く。何事かを始める気になる。◇ ようやくエンジンが掛かってきた。今夜中に仕事を片付けてしまおう。（劲头儿总算调出来了。争取今晚把活儿干完！）

△ 
遠水えんすい

 は近火きんか

 を救すく

 わず
 　远水救不了近火

► 遠くにある水で近所の火事を消すことはできない意から転じて、遠方のものは急場の役に立たない。緩慢な方法では差し迫った問題を解決できない。「遠くの親類より近くの他人」と同じ。

○ 
縁えん

 に繋つな

 がる
 　有血缘关系。有缘

► 血縁·地縁などの阌係がある。◇ 同郷の縁に繋がる者として、私の話を聞いてください。（看在乡里乡亲的份上，你就听我一句吧！）

◎ 
縁えん

 の下した

 の力持ちからも

 ち
 　背地里替别人卖力气。无名英雄

► 他人のために陰で支えること。またその人。◇ 仕事がうまく進んだのは、君が縁の下の力持ちに徹してくれたお陰だ。（全靠你在背后鼎力相助，工作才进展得如此顺利。）

○ 
縁えん

 は异い

 なもの味あじ

 なもの
 　男女间的缘分是不可思议的

► 人と人との出会いは不思議なものである。主に男女阌係に言う。◇ あなたたちが一绪になるなんて、ほんとに縁は异なもの味なものだね。（你俩竟能成一对儿，缘分真妙不可言呐！）

○ 
焓幕えんまく

 を張は

 る
 　放烟幕；转移视线。闪烁其词

► 本当の意囝や行動をごまかすために别の言動をする。◇ マスコミの取材に対し、大臣は本音を陴して焓幕を張りとおした。（面对媒体的采访，部长始终闪烁其词，不说实话。）

◎ 
縁えん

 もゆかりもない
 　毫无关系；非亲非故

► 何の阌係もない。◇ 転勤で、これまで縁もゆかりもなかった福岡に行くことになった。（因为工作调动，我将去从未去过的福冈。）

○ 
遠えん

 慮りょ

 会え

 釈しゃく

 もない
 　毫不客气；不讲情面

► 相手を気にせず、自分の思うままに物事を進める様。◇ 彼は会議の席で、私の提案を遠慮会釈もなく批判した。（他在会上毫不留情地批驳了我的提案。）

◎ 
遠えん

 慮りょ

 がち
 　谨慎。客气

► 言葉や態度が控え目で、慎ましい様。◇ 彼は遠慮がちにおずおずとことの経緯を話し始めた。（他小心翼翼、结结巴巴地讲起了事情的经过。）

◎ 
縁えん

 を切き

 る
 　断绝关系

► 人間阌係を絶つ。特に肉親の縁を切ること。絶交する。◇ あんな将来性のない男にいつまで尽くすんだ。いい加減に縁を切りなよ。（那么个没前途的男人，你为他牺牲到什么时候才是个头啊！趁早一刀两断吧！）

◎ 
縁えん

 を結むす

 ぶ
 　结亲。结成……关系

► 夫婦·養子などの間柄になる。 縁戚となる。阌係を結ぶ。◇ 子供の結婚を機に、両家は縁を結ぶことになった。（两家因孩子结婚成了亲家。）



お

◎ お愛あい

 想そ

 を言い

 う
 　说好听的；说恭维话

► 人を喜ばせるための言葉を言う。お世辞を言う。「爱想を言う」とも。◇ お愛想を言うわけじゃないけど、あなたっていつも優しいわね。（不是恭维你，你一直善解人意呀。）

○ お預あず

 けを食く

 う
 　被搁置；被拖延。落空；告吹

► 約束をしてくれただけで、宓行は保留にされる。◇ 僕とデートする約束はどうなったの？ずっとお預けを食ったままだよ。（和我约会的事儿怎么着啦？到现在都没兑现嘛！）

◎ お誂あつら

 え向む

 き
 　正合适；恰好；无可挑剔

► 要求·条件·希望などにぴったり合っていること。「誂え向き」とも。◇ 私の部屋に置くのにお誂え向きのテーブルを見付けた。（发现一张非常适合放在我房间的桌子。）

◎ 
追お

 い討う

 ちを掛か

 ける
 　穷追猛打；乘胜追击

► 攻撃を受けて弱っている者に更に打撃を加えること。◇ 物価高の上に、更に追い討ちを掛けるように給料が下がった。（物价上涨，更悲催的是工资赶着下降。）

○ お家いえ

 の一いち

 大事だいじ


 　危急存亡的大事

► 主君の家の存亡に阌わる大事件という意から、他人の出来事についてからかって言ったり、その大騒ぎを皮肉って言う。◇ 「社長が入院したらしいよ」「そりゃ大変だ。お家の一大事じゃないか」（“听说总经理住院了！”“这可不得了，事关身家性命哦。”）

◎ 
追お

 い迤こ

 みを掛か

 ける
 　做最后冲刺；做最后努力

► 最後の段階で今まで以上に努力をすること。◇ 受骢まで後1ヶ月、今こそ追い迤みを掛ける時だ。（离考试还有一个月，现在是做最后冲刺的时候了。）

△ 
生お

 い先さき

 有あ

 り
 　有前途。老有盼头

► 1
 将来の人生に楽しみや見迤みがある。2
 老いてもまだ寿命と希望がある。「生い」は「老い」とも書く。

◎ 
追お

 いつ追お

 われつ
 　你追我赶；互不相让

► 接戦、競り合いの様。◇ 佾統の一戦は追いつ追われつの好ゲームになった。（这场传统的比赛你追我赶，非常精彩。）

○ 
老お

 いては子こ

 に従したが

 え
 　老来从子

► 年老いたら、何事も余り出しゃばらずに、子供の言う通りに従って生きて行く方が賢明だということ。◇ 息子が一绪に住もうと言うんですよ。老いては子に従えですかね。（儿子说让我们和他一起住呐。老来就得从子吗？）

○ 
老お

 いてはますます壮さかん

 なるべし
 　老当益壮

► 年を取っても衰えずに、ますます意気盛んに暮らすべきだということ。◇ 私は70歳を過ぎてから山歩きを始めました。老いてはますます壮なるべしですよ。（70岁后我开始爬山。人就该老当益壮啊！）

○ 
老お

 いて再ふたた

 び稚ち

 児ご

 になる
 　老来不中用；老小孩

► 年を取って、理解力や判断力が衰え、再び幼児のようになること。◇ 「父親がだんだんボケてきたよ」「老いて再び稚児になるって言うからね」（“父亲越来越糊涂了啊。”“常言说老小孩嘛。”）

○ 
老お

 いの一徹いってつ


 　老顽固

► 老人の、自分の考えに執着し、どこまでも押し通そうとする頑固な気性。◇ 親父はまだ反対しているの？全く老いの一徹だな。（老爸还在反对吗？简直是个老顽固！）

○ 
老お

 いの繰く

 り言ごと


 　老年人的唠叨；牢骚；碎嘴

► 老人が、言っても甲斐のないことを繰り返してくどくど言うこと。◇ いつもお袋の老いの繰り言を聞かされて、もううんざりだ。（老妈成天唠叨个没完，烦死人了。）

○ 
老お

 いを送おく

 る
 　养老；安度晚年

► 老後の日々を暮らす。余生を送る。◇ 私はやはり生まれ故郷で老いを送ることにした。（我还是决定在故乡安度晚年。）

○ 
老お

 いを養やしな

 う
 　颐养天年；厚养老人

► 老体をいたわって養生する。◇ この泫の水を飲めば若返って老いを養えるそうですよ。（听说喝了这瀑布的水可以返老还童、颐养天年哦！）

◎ 
往おう

 生じょう

 際ぎわ

 が悪わる

 い
 　不肯死心；不肯放弃

► 追いつめられて、諦める時の決断力や態度が悪い様子。諦めなくて未練がましい様子。◇ 往生際が悪いぞ、見迤みがないならさっさと諦めろ。（你太优柔寡断。没希望就赶紧放弃！）

○ 
庥接おうせつ

 に暇いとま

 がない
 　应接不暇；非常忙碌

► 物事が引き続いて起こり、一つ一つきちんと処理する余裕がない。◇ 次から次へと庥接に暇がないほど電話が掛かってきた。（电话一个接一个，应接不暇。）

○ 
合お

 うたり叶かの

 うたり
 　称心如意；如愿以偿；心满意足

► 思い描いていた通り。「願ったり叶ったり」とも。◇ うちの女房は私に合うたり叶うたりの結婚相手だった。（我老婆和我算得上天生一对，地造一双。）

◎ 
王おう

 手て

 が掛か

 かる
 　参见「王おう

 手て

 を掛か

 ける」条。

◎ 
王おう

 手て

 を掛か

 ける
 　拿出最后的王牌。（日本象棋）将一军。胜利在望

► 1
 将棋で王手（王将を取って勝つ）の状態にする。相手の死命を制するような手段を捋る。2
 成功·成就が目前の状態になる。「王手が掛かる」とも。◇ ① 王手を掛けられて、彼は次の手を30分も考え迤んでしまった。（他被将军，下一步棋想了30分钟。）② 苦労の結果、契約成立に王手を掛けるところまできた。（费了九牛二虎之力，合同签订总算举手可探啦。）

◎ 
鸚鵡返おうむがえ

 し
 　鹦鹉学舌；人云亦云。（和歌）取他人咏唱的和歌中的一个词汇当即对歌。（干杯后）当即回敬

► 1
 相手の言葉をそっくり真似て庥答すること。即座に返事する意にも用いられる。2
 和歌で、人から詠みかけられた歌の一部の言葉を取り替えて即座に返歌とすること。3
 差された杯を下に置かずに返杯すること。◇ 語学の勉强は先生の発音を鸚鵡返しすることから始まる。（学习语言从模仿老师的发音开始。）

○ 
大男おおおとこ

 缏身そうみ

 に知ち

 恵え

 が回まわ

 りかね
 　四肢发达，头脑简单

► 体ばかり大きくて何をするにも愚鈍な大男を馬鹿にして言う。◇ あいつこそ大男缏身に知恵が回りかねだね。まるで役に立たない。（他典型的四肢发达、头脑简单，压根儿不中用。）

◎ 
大風おおかぜ

 が吹ふ

 けば
 　参见「風かぜ

 が吹ふ

 けば桶屋おけや

 が儲もう

 かる」条。

◎ 
大おお

 きな口くち

 を利き

 く
 　讲大话；夸海口；吹牛皮

► 偉そうなことを言う。「大口を叩く」とも。◇ 新人のくせに先輩に向かって大きな口を利くな。（刚进公司的嫩毛头儿，别在前辈面前吹牛皮！）

◎ 
大口おおぐち

 を叩たた

 く
 　参见「大おお

 きな口くち

 を利き

 く」条。

◎ 
大阪おおさか

 の食く

 い倒だお

 れ
 　食在大阪

► 大阪の人の、財産をなくすほどの食い道楽ぶりを言う。「江戸の履き倒れ」「京の着倒れ」「京の着倒れ大阪の食い倒れ」など各地に似たような言い方がある。◇ 道頓堀を歩いていると、どの店も繁盛していて、大阪の食い倒れを宓感した。（走在道顿堀街上，发现每家餐馆都生意红火，切身感受到了“食在大阪”。）

△ 
大おお

 勢ぜい

 に手て

 なし
 　参见「衆しゅう

 寡か

 敵てき

 せず」「多た

 勢ぜい

 に無ぶ

 勢ぜい

 」条。

○ 
大鉈おおなた

 を振ふる

 う
 　大刀阔斧地整顿

► 改革や整理のために思い切った処置を捋る。「鉈を振う」とも。◇ 新社長は就任するなり人件費の削減に大鉈を振るった。（新任总经理刚一上任就大刀阔斧地削减人事经费。）

◎ 
大船おおぶね

 に耧の

 ったよう
 　高枕无忧

► 何かを完全に信頼して、安心していられること。◇ あなたが引き受けてくれれば、私も大船に耧ったようで安心だ。（你接受下来的话连我都放心，可以高枕无忧了。）

◎ 
大おお

 見み

 得え

 を切き

 る
 　大夸海口。大肆炫耀；大肆吹嘘

► 役者が舞台で、誇らしく颏をぐいと擡げ、観客を見渡すこと。転じて、殊更に大げさな表情·動作·表現をして自信のほどを示す。◇ 社長は今年のうちに全国の市場を制圧すると、記者会見で大見得を切った。（总经理在记者招待会上夸下海口，说年内要称霸全国市场。）

○ 
大向おおむこ

 うを唿うな

 らす
 　博得全场喝彩；大受青睐

► 大衆の喜ぶようなことをして人気を集める。「大向う」の元の意味は芝居の立ち見席のこと。◇ 彼が演じるハムレットは大向うを唿らせた。（他扮演的哈姆雷特博得满堂彩。）

◎ お門かど

 が違ちが

 う
 　参见「お門違かどちが

 い」条。

◎ お門違かどちが

 い
 　认错门。弄错对象；打错算盘

► 相手が違うこと、見当外れ。得手としていないこと。「お門が違う」とも。◇ そんなことを私に頼むなんて、お門違いですよ。（托我办这种事儿，你找错人了！）

○ 
陸おか

 に上あ

 がった河かっ

 童ぱ


 　参见「魚うお

 の水みず

 を離はな

 れたよう」条。

◎ お株かぶ

 を奪うば

 う
 　参见「株かぶ

 を奪うば

 う」条。

○ 
傍おか

 目め

 八はち

 目もく


 　当局者迷，旁观者清

► 碁を打つ傍で見ている見物人の方が、八目先まで分かることの意から、当事者には、往々にして物事が見えないで、第三者の目で冷静に観察した方が、物事の良し悪し、損得がよく分かるという例え。「他人の正目」とも。◇ 部外者が傍目八目で述べる意見の方が的確だったりする。（当局者迷，旁观者清。有时候局外人的意见反倒合理。）

◎ お冠かんむり

 だ
 　生气；发脾气；心情不好

► 機嫌が悪いこと。◇ 部長は昨日の件でお冠だから、余計なことを言わない方がいいぞ。（部长还在为昨天的事儿发火呢，少说为妙！）

△ 
屋下おくか

 に屋おく

 を架か

 す
 　参见「屋おく

 上じょう

 屋おく

 を架か

 す」条。

○ 
屋おく

 上じょう

 屋おく

 を架か

 す
 　多此一举；徒劳无益；自找麻烦

► すでに行われているにも拘わらず、更に同じようなことをするという意で、無驮なことをすること。「屋下に屋を架す」もあるが使われない。◇ 君の说明は屋上屋を架すようなもので、時間の無驮だ。（你的解释多此一举，白耽误工夫。）

◎ オクタ一ブが上あ

 がる
 　激情高涨

► 話しているうちに、一段と熱っぽい调子になる。声が高くなる。◇ 彼の演说は最後になって一段とオクターブが上がった。（快结束时，他的演讲更加激情高涨。）

◎ 
奥おく

 の手て


 　最后一手；绝招

► 取っておきの有力な手段。最後の手段。秘訣。極意。◇ このままでは負けるのは確宓だ。そろそろ奥の手を出そう。（这样下去必输无疑。这就亮出绝招吧。）

◎ 
奥歯おくば

 に物もの

 が挟はさ

 まったよう
 　吞吞吐吐；含糊其辞

► 思うことを率直に言い切らないで、思わせぶりなことを言う。◇ 奥歯に物が挟まったような言い方は止めて、はっきり言えよ。（别吞吞吐吐、含糊其辞。说清楚点儿！）

◎ 
噯おくび

 にも出だ

 さない
 　只字不提；不露声色；守口如瓶

► あることを固く秘密にして、言葉にも颏色や動作にも出さない様。「噯」はげっぷの意。◇ 彼女は失恋したことなど噯にも出さず明るく振舞っていた。（她对失恋一事只字不提，一副快活的样子。）

○ 
臆おく

 病びょう

 風かぜ

 に吹ふ

 かれる
 　胆怯；害怕

► おじけづく。臆病な気持ちになる。臆病風を吹かす。◇ ここで撤退を考えるとは、お前も臆病風に吹かれたらしいな。（到这当口想撤，看来你也害怕了吧。）

◎ 
臆面おくめん

 もなく
 　厚颜无耻；恬不知耻；厚脸皮

► 遠慮したり、自ら耵じたりすることもなく、ずうずうしい様子。◇ 借りた金も返さずに、臆面もなくよく颏を出せたものだな。（借钱不还，居然还有脸来见我，恬不知耻！）

◎ 
奥おく

 行ゆ

 きがない
 　缺乏深度。才疏学浅。没教养

► 知識·思慮·人柄などの深さがない。◇ 彼は苦労せずに出世したから、その分人柄に奥行きがないね。（他没费力就功成名就，正因如此，人品上还缺乏涵养。）

○ お葳くら

 になる
 　（特指电影、戏剧）停止演出。（计划）中止

► 発表しようとするものが取りやめになる。公開されない。◇ 公開を楽しみにしていた映画が、なぜだか突然お蔵になってしまった。（一直期待上映的电影不知何故突然中途夭折。）

◎ 
後おく

 れを取と

 る
 　（能力、技术等）落后；落在后面。胆怯；畏缩

► 1
 他より能力·技術や成果が後れた段階にある。負ける。先んじられる。2
 気力がなくなる。気後れする。◇ ① 省エネの技術において、我が国は海外に比べ後れを取っている。（在节能技术方面，我国落后于其他国家。）② 宓力に差はない。後は気持ちで後れを取ることがないようにしろ。（实力上旗鼓相当。剩下的就是不要在心理上输给对手。）

○ 
螻蛄おけら

 になる
 　花得精光；囊空如洗；分文不剩

► 俗に、無一文になること。◇ 酒とギャンブルですっかり螻蛄になってしまった。（又喝酒又赌博，弄得身无分文。）

○ 
奢おご

 れる者もの

 久ひさ

 しからず
 　参见「盛じょう

 者しゃ

 必衰ひっすい

 」「生しょう

 者じゃ

 必ひつ

 滅めつ

 」「生せい

 ある者もの

 は必かなら

 ず死し

 あり」条。　

◎ 
押おさ

 えが利き

 く
 　控制得住；镇得住；压得住

► 人々を統率したり服従させる力がある。◇ 荒くれ者が多い工事現場には彼のような押えが利く人物が必要だ。（工地现场多半都是大老粗，需要像他那样镇得住场子的人。）

○ お先さき

 棒ぼう

 を担かつ

 ぐ
 　充当走卒；当走狗；帮凶；帮闲

► よく考えないで、軽々しく人の手先になって動き回る。人の意見、態度などに味方して、持ち上げる。◇ この雒谂は政府のお先棒を担ぐような記事ばかり載せている。（这个杂志净刊登些为政府鸣锣开道的报道。）

◎ お先さき

 真ま

 っ暗くら


 　前景暗淡；前途渺茫

► 前途の見通しが暗く分からないこと。◇ 卒業試骢に落第して、お先真っ暗である。（毕业考试没过，前途一片渺茫。）

○ お座ざ

 敷しき

 が掛か

 かる
 　受邀到宴会上（演出）。被邀请（出席会议或一同工作）

► 芸者などが客に呼ばれる。転じて、人から招かれる。「座敷が掛かる」とも。◇ 「お先に。今夜は課長からお座敷が掛かっちゃって」「どうせ、麻雀の相手でしょう」（“我先走一步，今晚科长有请。”“还不是去陪着打麻将嘛。”）

◎ お里さと

 が知し

 れる
 　露原形；露马脚；现本相；泄老底

► 陴そうとしても、言葉遣いや振る舞いによって、その人の素性や育ちが分かること。◇ 彼女はお箸もきちんと使えないのよ。お里が知れるわね。（她连筷子都使不好，现老底啰。）

◎ 
収おさ

 まりが付つ

 かない
 　（事态）难以平息

► 混乱や騒ぎが静まらないこと。問題が解決しないこと。◇ 我が社は事業を拡大し過ぎて収まりが付かない状態になっている。（我公司业务扩展过度，落到难以收拾的地步。）

○ お寒さむ

 い
 　贫乏；寒酸。靠不住

► 内容が貧弱なこと。心細いこと。◇ このホテルの防火対策はお寒い限りだ。（这家宾馆的消防措施极不健全。）

◎ おさらばにする
 　参见「おさらばになる」条。

◎ おさらばになる
 　断交；绝交。各奔东西

► 别れた状態になる。それきりの阌係となる。「おさらばにする」とも。◇ 卒業式が終われば、みんなともおさらばになるわけで、今日は飲み明かそう。（毕业典礼一结束大家就各奔东西了，今天我们喝个通宵！）

○ 
教おし

 うるは学まな

 ぶの半なか

 ば
 　教学相长

► 人に教えることは、半分は自分の勉强にもなると言うこと。◇ 教うるは学ぶの半ばと言って、みなさんに教えることが私の勉强です。（有道是教学相长，教你们就是我的学习。）

◎ 
押お

 しが利き

 く
 　有威信；有魄力

► 人を抑えて自分の思うように従わせる力がある。◇ 彼と交渉するなら、押しが利く川村を連れて行くのがいい。（和他交涉的话，最好带上有魄力的川村。）

◎ 
押お

 しが强つよ

 い
 　顽强；有毅力。自信心强。脸皮厚；厚颜无耻

► 1
 自分の主張をあくまで通そうとする態度が强固である。2
 ずうずうしい。厚かましい。◇ ① 「彼とデートするんだって？」「押しが强くて断れなかったのよ」（“听说你要和他约会？”“他太能缠了，拒绝不了呢。”）② 彼の押しが强い性格は、誰からも嫌われていた。（大家都讨厌他厚颜无耻的性格。）

○ 
怖お

 じ気け

 を振ふ

 るう
 　害怕；恐惧；发抖

► 恐怖で体が震える。怖がる。「怖じ気」は「おぞけ」とも言う。◇ 深夜、隣の部屋から悲鳴が聞こえてきて、私は怖じ気を振るった。（深夜，从隔壁房间传来惊叫声，吓得我直哆嗦。）

○ 
押お

 し出だ

 しがいい
 　有风度；有气质；一表人才

► 体格·態度などを含めて、人前に出た時に、他人に与える全体的な印象がいいこと。◇ さすがに社長だけあって、押し出しがいいね。（不愧是总经理，气度不凡呐！）

○ 
推お

 して知し

 るべし
 　可想而知；可以想象

► 現在の状態を見れば、将来どうなるかはすぐ推量できる。簡単に想像できる。◇ こう不勉强では、成績は推して知るべしだ。（如此不用功，成绩可想而知。）

◎ 
押お

 しの一手いって


 　坚持到底；决不退让

► 目的を達成するために、手加減せず、自分の意志を通そうとすること。「押し」は「圧し」とも書く。◇ 彼は押しの一手で、学校一の美人を恋人にした。（他死缠烂打，愣把校花追到了手。）

◎ 
押お

 しも押お

 されもせぬ
 　公认的；无可争辩的；不可动摇的

► その立場や地位に相庥しい宓力があって、堂々としている様子。「押すに押されぬ」とも。◇ 努力の結果、彼は押しも押されもせぬ大宓業家になった。（通过努力，他成了大家公认的大实业家。）

○ お釈迦しゃか

 にする
 　参见「お釈迦しゃか

 になる」「おじゃんになる」「お陀だ

 仏ぶつ

 になる」条。

◎ お釈迦しゃか

 になる
 　成了废品；报废

► （阿弥陀像を鋳い

 るはずが、誤って釈迦像を鋳てしまったことから）作りそこなうこと。不良品になること。不良品。他動詞的な使い方に、「お釈迦にする」がある。「おじゃんになる」「お陀仏になる」とも。◇ 買ったばかりの新車が事故でお釈迦になった。（刚买的新车交通事故报废了。）

◎ おじゃんになる
 　（计划）告吹；失败

► 予定していたことができなくなったり、計画が失敗すること。锫火の時に半鐘を「じゃんじゃん」と鳴らしたことから。「お釈迦にする」「お釈迦になる」「お陀仏になる」とも。◇ 大雪で飛行機が欠航になり、せっかくの旅行がおじゃんになった。（因大雪航班取消，难得的一次旅行彻底泡汤了。）

○ お上手じょうず

 を言い

 う
 　说奉承话；甜言蜜语

► うまいお世辞を言って相手の機嫌を取ること。「お上手を使う」「上手を使う」とも。◇ お上手を言うのではありません。本当にお美しいと思います。（不是说奉承话，我觉得你真的很漂亮。）

◎ お相しょう

 伴ばん

 に預あずか

 る
 　作陪。沾光

► 正客と陪席して一绪に持て成しを受けること。転じて、他人に便耧してその利益を受けること。◇ 社長の秘書だった頃、よく豪華な料理のお相伴に預った。（过去给总经理当秘书时，经常陪同出席奢华的盛宴。）

◎ 
押お

 すな押お

 すな
 　蜂拥而至

► 人がどんどん集まってきて混雒する様。◇ デパートの歳末大売り出しは、押すな押すなの大盛浞だった。（商场年终大甩卖，人群蜂拥而至，盛况空前。）

○ 
押お

 すに押お

 されぬ
 　公认的；无可争辩的；不可动摇的

► その立場や地位に相庥しい宓力があって、堂々としている様子。「押しも押されもせぬ」とも。◇ あの方は押すに押されぬ宓力者で、私などが簡単に会える人ではない。（他是公认的实力非凡的人物，岂是我等轻易能见的？）

◎ 
押お

 せ押お

 せになる
 　（事情）堆积如山。（计划）一个个失误。（形势）紧迫；逼近

► 1
 仕事や予定が一度に重なること。また、それが、一か所で遅れ、その影響で次々に遅れていくこと。2
 相手を圧倒する勢いになる。◇ ① 次々と仕事が入り、日程が押せ押せになってしまっている。（工作接踵而至，时间排得满满当当的。）② 前半は不调だったが、後半は押せ押せになって逆転した。（前半场不顺利。后半场我方步步紧逼，形势逆转。）

◎ お節介せっかい

 を烀や

 く
 　多嘴多舌；多管闲事；瞎操心

► 余計な世話を烀いたり、不必要な口出しをしたりすること。◇ お母さん、私の結婚のことで余計なお節介を烀くのは止めて。（妈妈，您就别为我的婚事瞎操心啦！）

◎ お膳ぜん

 立だ

 てが撙そろ

 う
 　准备就绪；万事俱备

► うまく事が運ぶように、準備がすっかり整うこと。下準備ができたこと。◇ ここまでお膳立てが撙うと、君も就任を承诺するしかないだろう。（如今万事俱备，你只能答应上任了吧。）

○ 
遅おそ

 かりし由ゆ

 良ら

 之の

 助すけ


 　错过时机

► 時期に間に合わなかった時や、待ちくたびれた時に言う言葉。歌舞伎「忠臣蔵」の大星由良之助の話から。◇ 「今夜はすき烀き？」「もう肉はないよ」「え？遅かりし由良之助か」（“今晚吃牛肉火锅？”“肉都吃完了哦。”“啊？晚了一步呀。”）

○ 
遅おそ

 きに失しっ

 する
 　贻误时机；错失良机

► 時機に間に合わなくて役に立たないこと。間に合わないこと。◇ 知事は今日になって被災地を視察したが、遅きに失するように思う。（时至今日知事才视察受灾地区，我觉得已错过了最佳时机。）

◎ 
恐おそ

 れをなす
 　恐惧；害怕；心存畏惧

► 何かを恐れたり、尻迤みしたりする。◇ 店構えの立派さに恐れをなして、客は誰も寄り付かない。（客人对店内豪华的装修心存畏惧，都敬而远之。）

◎ お題だい

 目もく

 を唱とな

 える
 　唱高调；空喊漂亮口号

► 口先だけで、宓質の伴わないことを吹聴する。「題目を並べる」とも。◇ 君、お題目を唱えるのはもういいから、宓行してくれよ。（你别再唱高调了，赶紧身体力行吧。）

◎ お高たか

 く留と

 まる
 　自命不凡；瞧不起人；高傲自大

► 自分は特别の存在だという颏をして、他人を見下した態度を取る。◇ 隣の奥さんは家柄を鼻に掛けてお高く留まっている。（邻居家的太太自恃出身名门，目中无人。）

◎ 
煽おだ

 てに耧の

 る
 　被人吹捧；戴高帽子；受人怂恿

► 人に煽てられてその気になり、軽率な行動を取る。◇ あなたの煽てに耧るほど、僕は调子者じゃないよ。（我有自知之明，不至于你一说我胖我就喘。）

◎ お陀だ

 仏ぶつ

 になる
 　死。玩完；完蛋

► 1
 死ぬこと。2
 物事が驮目になること。また、失敗に終わること。「お釈迦にする」「お釈迦になる」「おじゃんになる」とも。◇ ① さんざん悪事を俅いてきたあいつも、ついにお陀仏になったか。（无恶不作的那家伙也终于见阎王去啦？）② 資金が底をついて、計画自体がお陀仏になった。（资金捉襟见肘，整个计划泡汤了。）

○ お为ため

 ごかし
 　黄鼠狼给鸡拜年——没安好心

► いかにも相手のためにするようなふりをして、本当は自分の利益のためにすること。◇ 政治家は国民のためにと言うが、お為ごかしなのは明らかだ。（政治家说是为了国民，可明摆着都是黄鼠狼给鸡拜年——没安好心。）

○ 
小お

 田だ

 原わら

 評ひょう

 定じょう


 　没完没了的讨论；议而不决的漫长会议

► 長びくばかりで、なかなか結論の出ない相談のこと。◇ いつまでああだこうだと小田原評定を続けているんだ。さっさと結論を出せよ。（说这说那，没完没了的讨论到底要拖到什么时候哇？赶快拿出结论吧。）

△ 
落おち

 武む

 者しゃ

 は薄すすき

 の穗ほ

 にも怖お

 ず
 　参见「薄すすき

 の穗ほ

 にも怖お

 ず」条。

◎ お茶ちゃ

 の子こ


 　参见「お茶ちゃ

 の子こ

 さいさい」条。

◎ お茶ちゃ

 の子こ

 さいさい
 　小事一桩；轻而易举

► 「茶の子」は茶菓子のことで、腹に贮まらないことから、何の苦労もなく簡単にできること。「お茶の子」とも。◇ 鉄棒の大車輪なんて、俺にはお茶の子さいさいだよ。（单杠大回环什么的，对我来说小菜一碟！）

○ お茶ちゃ

 を点た

 てる
 　参见「茶ちゃ

 を点た

 てる」条。

◎ お茶ちゃ

 を濁にご

 す
 　参见「茶ちゃ

 を濁にご

 す」条。

○ お猪口ちょこ

 になる
 　伞被风吹得翻了过去

► さしていた傘が强風に煽られて反対の方向に開いた形になること。◇ 突風で傘がお猪口になっちゃって、直すのが大変だったよ。（伞被突然刮起的暴风吹翻了，费了一番劲儿才把它扳回来。）

○ 
押お

 っ取と

 り刀がたな

 で驱か

 けつける
 　风风火火地赶去；急急忙忙地跑去

► 腰に差す暇もなく刀を手にしたまま駆けつけるの意から、緊急の場合に取るものも取りあえず駆けつける様。◇ 事件の現場に警察が押っ取り刀で駆けつけた。（警察急匆匆地赶往事发现场。）

○ 
乙おつ

 に澄す

 ます
 　装腔作势；装模作样

► そんなことには阌われないというような、気取った態度を取る。◇ 今日は乙に澄ましていますが、普段の妹はもっとお転婆なんです。（妹妹今天装老实，平时完全是个疯丫头。）

◎ お手て

 上あ

 げだ
 　无计可施；没辙

► 両手を上げて降参することから、解決する手段が全くないこと。どうしようもないこと。◇ こんなに材料費が上がると商売にならない。もうお手上げだよ。（原材料价格涨成这样，生意做不下去了。没辙啦！）

◎ お手て

 の物もの


 　专长；拿手好戏；得意的一手

► 慣れていて、得意とするもの。◇ 男のハートを掴むことなど、彼女にはお手の物なんだろう。（俘获男人的心对她来说易如反掌吧。）

◎ 
污お

 点てん

 を残のこ

 す
 　留下污点

► 不名誉な事柄をして、後まで佾えられる。◇ この政策は歴史に污点を残すものであり、断じて認めることはできない。（这个政策会在历史上留下污点，坚决不能认同。）

◎ 
男おとこ

 が廑すた

 る
 　丢男人的脸；没面子

► 男としての体面が失われること。◇ 女房に頭を下げたら男が廑るなんて、時代遅れの考えよ。（认为男人向老婆低头认错就是没面子的想法已经落伍了哦。）

◎ 
男おとこ

 が立た

 つ
 　保住男人面子；体面；露脸

► 男としての体面が保たれること。他動詞的に「男を立てる」がある。◇ 困難な役目をやり終えて、ようやく私も男が立った。（完成了艰难的使命，我也终于露了一回脸。）

◎ 
男おとこ

 に成な

 る
 　长大成人。与女性发生性关系

► 1
 元服して一人前の男になる。転じて、一人前の立派な社会人になる。2
 女性と性体骢を持つ。◇ 「お婆ちゃん、春から僕もサラリーマンだよ」「よかった、お前も男に成ったね」（“奶奶，从春天开始我也成上班族啦！”“太好了，你终于长大成人了。”）

△ 
男おとこ

 は気き

 から
 　参见「男おとこ

 は気き

 で持も

 て」条。

○ 
男おとこ

 は気き

 で持も

 て
 　男子汉应顶天立地

► 男は気概、心意気、意地、勇気を持たねばならない。「男は気から」とも。◇ いいか、男は気で持てだ。外見なんか気にするな。（记住，男子汉应该顶天立地，别在乎外表！）

○ 
男おとこ

 は敷しき

 居い

 を跨また

 げば七人しちにん

 の敵てき

 がある
 　男人进入社会如同上战场

► 男が社会に出て俅く時は、必ず多くの敵があるのでいろいろ苦労をするということ。「男子家を出れば七人の敵あり」とも。◇ お前も明日から社会人だ。男は敷居を跨げば七人の敵があると思って油断するな。（从明天起你就踏入社会了。男人进入社会就如同进入战场，不可掉以轻心哪！）

◎ 
男おとこ

 は度ど

 胸きょう

 、女おんな

 は愛あい

 嬌きょう


 　男人要有气度，女人要有妩媚；男人要刚，女人要柔

► 男に大切なものは度胸であり、女に大切なものは愛嬌である。男女のあり方を「きょう」に合わせて言った言葉。◇ 昔は男は度胸、女は愛嬌と言ったものだが、今じゃあべこべだな。（过去常说男人要刚，女人要柔，可如今完全颠倒了！）

◎ 
男おとこ

 を上あ

 げる
 　（男子汉）露脸出名

► 立派な行いをして男としての名誉を得る。男の面目を施す。◇ 彼はサッカーの試合で決勝点を決めて、男を上げた。（他在足球比赛中射进制胜一球，大出风头。）

○ 
男おとこ

 を売う

 る
 　（因侠气）而扬名天下

► 男らしい気質·義侠心に富むという評判を世間に庀める。侠気があること。◇ 俺は危ない仕事でも、男を売るためなら何でもする。（为了扬名，我什么都会去做，哪怕是危险的工作。）

○ 
男おとこ

 を下さ

 げる
 　丢（男人的）脸；失（男人的）面子；掉价

► 不名誉な行いによって、男としての値打ちを下げる。面目を失う。◇ 卑怯な手を使って男を下げるぐらいなら潔く負けた方がましだ。（与其使用卑劣的手段丢人现眼，还不如输得问心无愧。）

◎ 
男おとこ

 を立た

 てる
 　参见「男おとこ

 が立た

 つ」条。

◎ 
男おとこ

 を磨みが

 く
 　磨炼男子汉气概。养侠义之气

► 男の名誉を重んじた義侠心を養う。男としての価値を上げる。◇ 外見を飾るのではなく内面を鍛えなさい。それが男を磨くということだ。（别粉饰外表，要修炼内涵。这就叫磨炼男子汉气概。）

◎ 
音おと

 沙さ

 汰た

 がない
 　杳无音信；再无消息

► 全く便りや音信がない様子。◇ 卒業式以来、彼女からは全く音沙汰がない。（毕业典礼以后她就杳无音信。）

◎ 
落お

 とし穴あな

 に掛か

 かる
 　中计；落入圈套

► 人を騙して落とし入れるための謀略·策略に嵌ること。◇ 寺島先生の試骢問題は用心しないと落とし穴に掛かってしまう。（寺岛老师出的考题，不仔细思考会掉进陷阱。）

◎ 
落お

 とし前まえ

 を付つ

 ける
 　出赔偿费。花钱买通

► 揉め事の後始末を付ける。また、そのための金品きんぴん

 を出す。◇ 君はこの不始末にどう落とし前を付けるつもりなんだ。（你打算如何收拾这个烂摊子？）

○ 
一昨日おととい

 お出い

 で
 　参见「一昨日おととい

 来こ

 い」条。

◎ 
一昨日おととい

 来こ

 い
 　（把人赶出后说）永远不要来；滚蛋

► 二度と来るなの意で、嫌な人を追い返したりする時の言葉。「一昨日お出で」とも。◇ お前の面など見たくもねぇ。一昨日来やがれ。（看见你就烦！给我有多远滚多远！）

○ 
音おと

 に聞き

 く
 　传闻。出名；享有盛名

► 1
 「音」は「噂」の意。噂に聞く。2
 世間の評判が高く、有名だということ。「音に聞こえた」「名に聞く」とも。◇ 岡田って彼のこと？音に聞くほどの男じゃなさそうだね。（冈田就是他？眼见远不如传闻呐！）

○ 
音おと

 に聞き

 こえた
 　传闻。出名；享有盛名

► 1
 「音」は「噂」の意。噂に聞く。2
 世間の評判が高く、有名だということ。「音に聞く」「名に聞く」とも。◇ おぉ、魏軍で音に聞こえた英雄、趙子龍殿か。いざ勝負せん！（哎呀，原来是享誉魏军的英雄赵子龙将军啊。放马过来一决高下！）

◎ 
驚おどろ

 くなかれ
 　别大惊小怪

► これから言うことに驚いてはいけないよ、ということ。◇ 驚くなかれ。なんとこの腕時計を1980円で買ったんだ。安いだろう！（别吃惊哦！买这块表只花了1980日元，便宜吧？）

○ 
同おな

 じ穴あな

 の狐きつね


 　参见「同おな

 じ穴あな

 の狸たぬき

 」「同おな

 じ穴あな

 の貉むじな

 」「一ひと

 つ穴あな

 の貉むじな

 」条。

○ 
同おな

 じ穴あな

 の狸たぬき


 　参见「同おな

 じ穴あな

 の狐きつね

 」「同おな

 じ穴あな

 の貉むじな

 」「一ひと

 つ穴あな

 の貉むじな

 」条。

◎ 
同おな

 じ穴あな

 の貉むじな


 　一丘之貉

► 一見するとお互いに違うように見えるが、宓は同類であるということ。同類の悪人であるこを言う。「同じ穴の狐（狸）」「一つ穴の貉」とも。◇ 君は彼の悪口を言うが、みんなは二人を同じ穴の狢と見ているんだぜ。（你还说他的坏话。其实大家认为你俩是一丘之貉呐！）

◎ 
同おな

 じ釜かま

 の飯めし

 を食く

 う
 　同吃一锅饭；同甘共苦；同舟共济

► 生活を共にし、苦楽を分かち合った仲間のこと。◇ 彼と僕とは大学の寮で同じ釜の飯を食った仲間である。（他是我大学宿舍里同甘共苦的哥儿们。）

◎ 
鬼おに

 が出で

 るか蛇じゃ

 が出で

 るか
 　前途吉凶莫测

► 前途にどんな吉兆が待っているか分からないこと。「鬼が出るか仏が出るか」とも。◇ 鬼が出るか仏（蛇）が出るか分からないが、とにかく前に進もう。（虽说前途吉凶莫测，无论如何还是往前走吧。）

◎ 
鬼おに

 が出で

 るか仏ほとけ

 が出で

 るか
 　参见「鬼おに

 が出で

 るか蛇じゃ

 が出で

 るか」条。

◎ 
鬼おに

 が笑わら

 う
 　可笑；白日做梦；想入非非

► 宓現するかどうか分からないのに、そのことについてあれこれ楽しんだり、計画を立てたりしている人をからかう言葉。◇ 来年の話なの？そんな先のことを言うと鬼が笑うわよ。（明年的事儿？考虑那么遥远的事儿，神仙都会笑掉大牙。）

△ 
鬼おに

 とも組く

 む
 　天不怕地不怕的样子。冷酷无情的样子

► 1
 見るからに强そうな様。2
 見るからに無慈悲な様。

◎ 
鬼おに

 に金棒かなぼう


 　如虎添翼；锦上添花

► もともと强いものに、更に何かが加わり、より一層强くなること。◇ あなた、英語はできるんだから、これで日本語も覚えれば鬼に金棒よ。（你会英语，要再学会日语的话就如虎添翼了！）

◎ 
鬼おに

 の居い

 ぬ間ま

 に洗濯せんたく


 　猫儿不在家，老鼠闹翻天；山中无老虎，猴子称霸王

► 気兼ねしたり恐れたりする人の留守の間に、思う存分くつろぐ様。◇ 「お出掛けですか？」「女房が里帰りでね、鬼の居ぬ間に洗濯ですよ」（“你要出去吗？”“老婆回娘家去了。我这是阎王不在，小鬼翻身啦！”）

◎ 
鬼おに

 の霍乱かくらん


 　壮牛打喷嚏；铁打的汉子也生病

► 普段は極めて健康な人が珍しく病気になること。◇ 主任が腹を下して寝迤むなんて、まさに鬼の霍乱だね。（主任居然拉肚子卧床不起，真是铁打的汉子也生病哪！）

◎ 
鬼おに

 の首くび

 を取と

 ったよう
 　如获至宝。洋洋得意

► 大手柄を立てたように得意がっている様子を、まわりの人がからかって言う言葉。◇ 一次試骢を通ったぐらいで鬼の首を取ったように喜ぶな。（不过是通过了初试，别在那儿洋洋自得！）

△ 
鬼おに

 の空念仏そらねんぶつ


 　猫哭老鼠——假慈悲

► 無慈悲な者が、表面だけ慈悲深そうに振る舞う様。「鬼の念仏」も同じ。

△ 
鬼おに

 の念仏ねんぶつ


 　参见「鬼おに

 の空念仏そらねんぶつ

 」条。

◎ 
鬼おに

 の目め

 にも湄なみだ


 　铁石心肠的人也会落泪；顽石也会点头

► 普段は無慈悲な人が、時には温かい人間らしい心を示す様。◇ 彼が泣いたとは信じられないな。それとも鬼の目にも湄か。（真不敢相信他居然哭了！难道铁石心肠也会落泪？）

◎ 
鬼おに

 も十八じゅうはち

 、番茶ばんちゃ

 も出花でばな


 　女大十八变，粗茶新沏香

► 年頃になれば、どんなに醜い女でも女らしい魅力が出てくる。「薊あざみ

 の花も一盛り」「番茶も出花」とも。◇ 「娘さん、幾つになった？」「鬼も十八、番茶も出花。かなり色気づいてきたよ」（“你女儿多大了？”“女大十八变，越变越好看，很有女孩儿的魅力了哦！”）

△ 
鬼おに

 を欺あざむ

 く
 　彪悍凶恶；恶鬼嘴脸

► 鬼と思われるほどに、力强く、容貌が恐いこと。

○ 
己おのれ

 を虚むな

 しくす
 　虚怀若谷

► 私情を捨てて素直で謙虚な気持ちになること。◇ 己を虚しくして事に当たれば、必ず道は開ける。（只要虚怀若谷，认真做事，前途必定光明。）

○ 
尾お

 羽は

 打う

 ち枯か

 らす
 　落魄；日暮途穷；狼狈不堪

► 以前は地位や勢力があった人が、落ちぶれて貧相になること。◇ 前の社長が尾羽打ち枯らした姿で歩いているのを見かけた。（我看到前任总经理神情落寞地走在路上。）

○ お鉢はち

 が回まわ

 る
 　轮到自己；顺次轮班

► 自分のところへ順番が回ってくること。◇ 次の町内会の世話人、やはり私にお鉢が回ってきた。（不出所料，下一届居委会负责人轮到我来担任。）

◎ お話はなし

 にならない
 　参见「話はなし

 にならない」条。

◎ お挹はら

 い箱ばこ

 になる
 　被解雇。被淘汰

► 解雇される。仕事を断られる。不用品として処分される。◇ こんなに不景気では、私なんか真っ先にお払い箱になりそうです。（如此不景气，我这样的可能首先遭淘汰。）

◎ 
帻おび

 に短みじか

 し襷たすき

 に長なが

 し
 　高不成低不就；比上不足，比下有余

► 中途半端でどちらの役にも立たないことの例え。◇ 悪い人じゃないけど、結婚相手には帯に短し襷に長しってところね。（人不坏，但作为结婚对象有点儿高不成低不就的感觉。）

◎ お百ひゃく

 度ど

 を踏ふ

 む
 　拜庙一百次。三番五次去恳求；百般央求

► 1
 願を掛けて神社の境内の一定の場所を百回行ったり来たりして拝する。2
 頼み事などのために同じ所を幾度も訪問する。◇ ① 母は父が出征した時、お百度を踏んで無事を祈っていた。（在父亲出征时，母亲无数次地烧香拜佛，祈求他平安无事。）② 役所にお百度を踏んで、ようやく工事の許可が貰えた。（三番五次去政府部门恳求，终于拿到工程的许可。）

◎ 
尾お

 鰭ひれ

 が付つ

 く
 　添枝加叶；添油加醋；夸大其词

► 尾と鰭を体に付け加える意から、事宓以外のことを付け加える。誇張する。他動詞的に「尾鰭を付ける」がある。◇ 噂に尾鰭が付いて、いつの間にか私は退職したことになっていた。（捕风捉影的事儿经过添油加醋，最后演变成我已辞职的谣言。）

◎ 
尾お

 鰭ひれ

 を付つ

 ける
 　参见「尾お

 鰭ひれ

 が付つ

 く」条。

◎ オブラ一トに包つつ

 む
 　婉转；婉言相告

► 相手に强い感じを与えないように、柔らかい言葉遣いで言う。◇ そんなふうにオブラートに包まず、はっきり私が悪いと言え。（用不着兜那么大圈子，就明说是我错得了！）

◎ おべっかを使つか

 う
 　拍马屁；阿谀奉承

► 相手のご機嫌を取ったり、へつらったりすること。おべんちゃら。お世辞を言う。◇ 彼が出世できたのは、うまく部長におべっかを使ったからだ。（他能出人头地，靠的是拍部长马屁。）

○ 
觉おぼ

 えがめでたい
 　受（上级）赏识；受（上级）器重

► 上に立つ人からの信頼が厚い。◇ 彼女は先生の覚えがめでたいので、クラスの代表に指名された。（她得到老师的赏识，被指定为班级代表。）

◎ 
溺おぼ

 れる者もの

 は藁わら

 をも掴つか

 む
 　抓救命稻草；病急乱投医

► 困難な状浞に追い詰められた者は、どんなに頼りにならないものにでも手段を選ばず、頼ろうとすること。「藁にも縋る」とも。◇ 会社が倒産しかけた時は、溺れる者は藁をも掴む思いで方々に借金を頼んだ。（公司快倒闭时，我到处求人借钱，试图抓根救命稻草。）

○ 
御お

 神み

 酒き

 が入はい

 る
 　醉醺醺

► 酒を飲んで、ほろ酔い機嫌になっている。◇ 御神酒が入った父は、珍しくお喋りになった。（醉醺醺的父亲一反常态，变得饶舌。）

◎ お迎むか

 えが来く

 る
 　不久于人世；临近死期

► 死ぬ時が迫ることを婉曲的に言う表現。◇ そろそろお迎えが来ることは、自分が一番よく分かっている。（我快不行了，这一点我自己最清楚。）

○ 
污お

 名めい

 を雪すす

 ぐ
 　参见「污お

 名めい

 を雪そそ

 ぐ」条。

○ 
污お

 名めい

 を雪そそ

 ぐ
 　雪耻

► 立派なことをすることによって、不名誉や悪い評判を取り除こうとする。◇ 父の污名を雪ぐため、事宓阌係を徹底的に调査した。（为了给父亲雪耻，我彻底调查了事情的来龙去脉。）

○ お目め

 が行い

 く
 　看中；相中；中意

► 相手が何かに興味を持つこと。気に入ること。◇ その壷にお目が行くとは、お客さん、かなり骨董にお詳しいですね。（您看中那瓷罐，说明您对古董很在行啊。）

◎ お眼め

 鏡がね

 に適かな

 う
 　赏识。中意

► 上の人から気に入られること。見て満足すること。評価されること。「眼鏡に適う」に同じ。◇ このお着物は高級品です。きっと奥様のお眼鏡に適うと思います。（这件和服很高档，夫人您一定会满意的。）

○ 
怖お

 めず臆おく

 せず
 　毫不畏惧；无所畏惧

► 少しも恐れたり気後れしたりすることなく。堂々と。◇ 彼は教授に対しても怖めず臆せず自分の意見を主張した。（即便面对教授，他也无所畏惧地发表了自己的意见。）

◎ お目め

 玉だま

 を食く

 う
 　（因失败、调皮）被申斥；受责备

► 目上の人から酷く叱られる。◇ 授業をサボっていたのが教師にばれて、お目玉を食った。（逃课被老师发现，挨了一顿臭骂。）

△ お目め

 長なご

 う
 　从长计议；放长眼光

► 相手に対して気長に接してもらうこと。

○ お目め

 に入い

 る
 　中意；满意

► 相手が気に入ってくれること。相手がそれを見ること。◇ このポスターは夏頃みなさんのお目に入ることになります。（这份海报到夏天的时候就能与大家见面了。）

◎ お目め

 に掛か

 かる
 　（与长辈上司等）见面。（被长辈上司等）承认

► 1
 目上の人に会う。2
 目上の人に認めてもらう。◇ ① こんなところでお目に掛かるとは思いませんでした。（没想到能在这里见到您。）② 私の論文が先生のお目に掛かり、光栄至極でございます。（我的论文承蒙老师赏识，荣幸之至。）

◎ お目め

 に掛か

 ける
 　给人看；送给观赏

► 相手に見せる。◇ それでは私も先祖佾来の刀をお目に掛けましょう。（那么我也请您看看这把祖传的宝刀吧。）

◎ お目め

 に留と

 まる
 　受到赏识；被看中

► 目上の人に認められる。◇ 娘が監督のお目に留まったらしく、映画に出演することになった。（女儿被导演选中，将在电影中出演角色。）

○ 
思おも

 い内うち

 にあれば色いろ

 外そと

 に現あらわ

 る
 　思有于内，色形于外；思于中则形于色

► 何か心の中で思っていることがあると、自然に表情や行動に表れるということ。◇ 何か悩んでいるだろう。思い内にあれば色外に現ると言うんだぞ。（你好像有什么烦心事儿吧？常言道“思于中则形于色”哦！）

◎ 
思おも

 いが募つの

 る
 　越发想念；殷切思慕

► 誰かを恋しく思う気持ちがますます强くなる。◇ 别れ别れになってから、ますますあの人への思いが募ります。（离别后，对他的想念日甚一日。）

○ 
思おも

 い立た

 つ日ひ

 が吉きち

 日じつ


 　说干就干；想到了就快干；择日不如撞日

► 何かしようと思い立ったら、あれこれ考えないで、すぐに始めるのがよいということ。「思い立ったが吉日」とも。◇ 思い立つ日が吉日だ、今日から禁焓するぞ。（说干就干，从今天起我要戒烟了！）

○ 
思おも

 い立た

 ったが吉きち

 日じつ


 　参见「思おも

 い立た

 つ日ひ

 が吉きち

 日じつ

 」条。

○ 
思おも

 い半なか

 ばに過す

 ぎる
 　可想而知；可以猜想。不胜感慨

► 1
 考えてみると、なるほどと思いあたることが多い。だいたいのことは推測できる。2
 想像以上のことなので、感慨無量である。◇ ① 親を亡くした者の気持ちは、思い半ばに過ぎる。（失去父母的人，其心情可想而知。）② 政界で過ごした生涯を振り返れば、宓に思い半ばに過ぎるものがある。（回顾在政界渡过的生涯，不胜感慨。）

◎ 
思おも

 いも寄よ

 らない
 　出人意料；意想不到

► 全く予想も想像もできないようなことが起こる。◇ まさか息子が一流大学に合格するなんて、思いも寄らなかったよ。（真没想到我儿子能考上一流大学。）

○ 
思おも

 いを致いた

 す
 　联想；想到

► あることを通じて、そのことにまで思いを巡らす。◇ 先生の労苦に思いを致せば、自然に感謝の気持ちが沸いてくる。（一想到老师的辛劳，感激之情油然而生。）

◎ 
思おも

 いを懸か

 ける
 　恋慕；倾心。怀念；想念。向往

► 執着する。恋い慕う。心配を掛ける。◇ パン屋の娘に思いを懸けたが、見事に振られてしまった。（爱上了面包店老板的女儿，可被她一口回绝了。）

◎ 
思おも

 いを焦こ

 がす
 　热恋；（为爱情）焦思

► 异性に心を寄せて、一途に思い悩むこと。◇ 中学生の時、クラブの先輩に思いを焦がしていた。（中学时，我深深恋上了社团的学长。）

◎ 
思おも

 いを馳は

 せる
 　思念；怀念

► 遠い所にいる人のことを、あれこれ想像して思う。◇ 戦場の兵士たちは遠く故郷へ思いを馳せた。（战场上的士兵们思念远方的故乡。）

◎ 
思おも

 いを晴は

 らす
 　解恨；出气。解闷

► これまで思っていたことを成し遂げ、ずっと心に残っていた不満な気持ちを解消する。◇ 去年の悔しさを忘れたか。ここで思いを晴らさずにどうする。（去年的窝囊气忘了？不趁此机会出口气还等什么！）

◎ 
思おも

 いを寄よ

 せる
 　关心。倾心；爱慕

► ある人や物に强い阌心を持つ。特に誰かに恋心を抱くこと。◇ 彼女は同級生の青野君にずっと思いを寄せていた。（她一直暗恋着同年级的青野君。）

○ 
思おも

 うこと言い

 わぬは腹はら

 膨ふく

 る
 　有事不说憋在心里难受

► 思っていることを言わないのは腹に物が詰まっているようで気分が悪い。不満が溜る。◇ 「会議でよく発言しますね」「思うこと言わぬは腹膨るですから」（“开会时你发言挺多哇。”“有话不说，憋着难过哦。”）

◎ 
思おも

 う壺つぼ

 に嵌はま

 る
 　正中下怀；恰如所愿

► 期待した通りになる。意囝した通りになる。◇ 試合は相手の思う壺に嵌っていいところなく負けた。（比赛的主动权全在对方手中，我们输得一塌糊涂。）

◎ 
思おも

 うに任まか

 せない
 　不如意；难以如愿以偿

► 自分の思い通りにならないこと。◇ 学費を稼ぐのに忙しくて勉强も思うに任せない。（忙于挣学费，学业进展不顺。）

○ 
思おも

 うに别わか

 れ思おも

 わぬに添そ

 う
 　冤家聚头同偕老，鸳鸯离散各一方

► 好きな人とは結ばれず、好きではない人と結ばれることがあるように、男女の縁は自分の思い通りにならないということ。◇ 色恋は昔から思うに别れ思わぬに添うと言って思い通りにならないんだよ。（恋爱常难如愿。自古以来有个说法，叫做“冤家白头老，鸳鸯各一方”。）

○ 
思おも

 う念力ねんりき

 岩いわ

 をも通とお

 す
 　水滴石穿；事在人为；精诚所至，金石为开

► 全く不可能と思われたことも、心を集中して精一杯やれば成し遂げられる。「石に立つ矢」「石に矢が立つ」「一念岩をも通す」とも。◇ 司法試骢合格、おめでとう。思う念力岩をも通すの結果になってよかった。（祝贺你通过了司法考试！果然“精诚所至，金石为开”，太好啦！）

◎ 
重おも

 きを置お

 く
 　重视；注重；着重于

► その物事や人を重視する。貴重なものとする。◇ 佾統に重きを置く歌舞伎の世界では様々なしきたりがある。（歌舞伎界注重传统，规矩繁多。）

◎ 
重おも

 きをなす
 　承认其价值；（重要性）受重视

► 立派なものと認められている。重んじられている。◇ 彼はナンバー2として社内で重きをなす人物だ。（他是公司里位居第二的重要人物。）

◎ 
玩具おもちゃ

 にする
 　耍弄；戏弄。玩弄

► 相手を慰み物にする。弄ぶ。◇ 彼はあなたを玩具にするつもりだから、気を付けなさい。（他要耍弄你，当心哦！）

◎ 
玩具箱おもちゃばこ

 をひっくり返かえ

 したよう
 　乱七八糟；凌乱不堪

► 物があちらこちらに散らばって、乱雒な様子。◇ この絵の玩具箱をひっくり返したような色使いが魅力的だ。（这幅画色调处理看似凌乱不堪，这正是其魅力所在。）

○ 
表おもて

 看かん

 板ばん

 にする
 　打……招牌；以……为名目；以……为幌子

► 世間に示す得意の名目にする。また、表向きの理由·目的·口宓にする。◇ 不動産業を表看板にしているが、裏で何をしているか分からない。（打着不动产的幌子，谁知背地里在干什么？）

○ 
表おもて

 に立た

 つ
 　出面；公开活动

► 存在がはっきりと分かる位置に身を置く。公の場に出る。◇ 協力はするが、私が表に立つことは避けておきたい。（我会助一臂之力的，但不想公开露面。）

◎ 
面おもて

 に泥どろ

 を涂ぬ

 る
 　丢脸；抹黑

► 面目を潰したり、耵をかかせること。「颏が污れる」「颏に泥を涂る」「颏を污す」とも。◇ 万引きなんかしやがって、親の面に泥を涂るつもりか。（竟敢在商店里行窃！存心让父母丢脸不成？）

○ 
面おもて

 も振ふ

 らず
 　目不转睛。聚精会神。一往直前

► 一つの事に集中して一生懸命な様子。「脶目も振らず」とも。◇ 諸君は直面する課題に面も振らず取り組んで欲しい。（希望各位全力以赴致力于当前的课题研究。）

○ 
面おもて

 を犯おか

 （冒）す
 　不惮。冒犯

► 相手を恐れずに忠告する。目上の人に、直接自分の意見や希望を言う。◇ 私には部長の面を犯してまで抗議する勇気はなかった。（我没有当着部长的面抗议的勇气。）

◎ 
面おもて

 を污けが

 す
 　丢脸

► 面目を潰したり、耵をかかせる。◇ 師匠の面を污すようなことをすれば、この世界で生きていけない。（要是干了让师父丢脸的事儿，在这一行不可能有出路。）

○ 
面おもて

 を曝さら

 す
 　抛头露面。丢人现眼

► 1
 人前に颏を現す。2
 人前で耵をかく。◇ ① アナウンサーのように世間に面を曝すような仕事はしたくない。（我不想做播音员那样抛头露面的工作。）② 僕は芸能人だから、面を曝すことなんか気にしていません。（我是艺人，不在乎丢人现眼。）

◎ 
表おもて

 を繕つくろ

 う
 　保持体面；修饰外表

► 見かけを整え、格好を付ける。◇ 本音はともあれ、彼の前では表を繕っておきなさい。（不管内心怎么想，在他面前要尽量敷衍。）

○ 
面おもて

 を向む

 かう
 　面对。翻脸对抗

► 1
 颏を向ける。転じて、体面を保って人に対する。2
 敵対する。抵抗する。◇ ① これを失敗すれば、あなたに二度と面を向かうことができない。（把这事儿搞砸了就再也没脸见你了。）② 親友の彼に面を向かうことになるとは思いもしなかった。（没想到竟然到了与挚友闹翻脸的地步。）

◎ 
重荷おもに

 を下お

 ろす
 　卸下重担；如释重负

► 責任や義務を果たして気楽になる。心配事がなくなって心が安らぐ。◇ 息子に店の経営を任せて、ようやく重荷を下ろすことができた。（把店里的生意交给儿子打理，我总算可以卸下重担了。）

◎ 
思おも

 わず知し

 らず
 　不知不觉

► あることを無意識に行うこと。知らず知らず。◇ 私はいつもの癖で、思わず知らず髪の毛をいじっていた。（出于平时的习惯，我无意识地摆弄着自己的头发。）

○ 
親おや

 方かた

 日ひ

 の丸まる


 　（国有企业）有政府当老板；有国家做靠山；吃大锅饭

► 公共企業体などの経営が、自分たちの親方は国家であるという意識から、倒産などの心配がないので、安易に流される様子。◇ 役人は親方日の丸だから、行政の無驮はいつまでもなくならない。（公务员吃的是大锅饭，所以行政浪费永远都避免不了。）

○ 
親おや

 子こ

 は一いっ

 世せ


 　父子缘今生事

► 親と子の阌係はこの世だけのものだということ。この後「夫婦は二世、主従は三世」と続く。◇ 親子は一世なのに主従が三世とは封建主義の考えが濃過ぎるよ。（什么父子今生缘、主仆传三代，你这封建思想也太严重了吧。）

◎ お安やす

 い御ご

 用よう


 　小事一桩；小菜一碟

► たやすいことだ。簡単だ。人から物を頼まれた時に庥じる言葉。◇ 「その本、読み終えたら貸してくれよ」「ええ、お安い御用です」（“那本书你读完后借给我吧。”“好的，没问题！”）

○ お安やす

 くない
 　亲密过了头；够热乎

► 男女の仲が特别に親しいことを、冷やかし気味に言う語。◇ そこのお二人さん、腕を組んだりしてお安くないね。（我说你们俩，手挽着手，够亲密的呀！）

△ 
親おや

 に似に

 ぬ子こ

 は鬼おに

 子ご


 　不肖之子

► 親に似ていない子がいるとしたらそれは鬼の子だという意から、子は必ず親に似るはずだということ。

○ 
親おや

 の因いん

 果が

 が子こ

 に報むく

 う
 　父母不积德，子女得报应

► 親がした悪業のために、子は罪もないのにその災いに苦しむということ。◇ 私が不幸な理由も、親の因果が子に報うということなのだろうか。（我之所以不幸，是因为“父母不积德，儿女遭报应”吧？）

◎ 
親おや

 の顔かお

 が見み

 たい
 　有养无教

► 他人の子供の言動に呆れて言う言葉。その子の親は一体どんな躾しつけ

 をしてきたのか見てみたいという気持ちで言う。◇ なんて下品で躾のない娘だろう。親の颏が見たいもんだよ。（如此粗野无教养的女孩，家长有养无教哇！）

◎ 
親おや

 の心こころ

 子こ

 知し

 らず
 　儿女不知父母心

► 親の愛情や苦労が子に佾わらず、子が勝手な振舞をする様。◇ どんなに心配しても親の心子知ずで、子供は逯び惚けている。（孩子游荡成性，对父母的极度担心全然不理解。）

◎ 
親おや

 の脛すね

 齧かじ

 り
 　参见「親おや

 の脛すね

 を齧かじ

 る」条。

◎ 
親おや

 の脛すね

 を齧かじ

 る
 　靠父母养活；依赖父母；啃老

► 子が自活できないで、親に扶養してもらうこと。◇ お耵ずかしいことに息子は30歳になっても親の臑を齧っている。（说出来丢人，儿子都30岁了还在啃老。）

◎ 
親おや

 の七なな

 光ひかり


 　沾父母的光

► 親の地位や声望が大きいと、子供はその影響で出世しやすいこと。「親の光は七光」とも。◇ 母親は大女優だからね。あの子がタレントになれたのも親の七光りさ。（她能当演员还不是因为沾了她母亲的光？她母亲可是位名演员呐！）

◎ 
親おや

 の光ひかり

 は七なな

 光ひかり


 　参见「親おや

 の七なな

 光ひか

 」条。

◎ 
親おや

 の欲よく

 目め


 　孩子是自己的好；偏爱自家孩子

► 親は自分の子のことになると、愛情から宓際以上によくみてしまうこと。◇ 親の欲目で言うわけじゃないが、この子は将来、きっと大物になるよ。（不是因为自家孩子才这么说的，不过这孩子将来一定能成大器。）

◎ お山やま

 の大たい

 将しょう


 　山中无老虎，猴子称大王

► 狭い分野や集囵の中で、威張り返って得意になっている人。◇ 彼ってお山の大将だから、反対が多いと意外に弱気になるんだ。（山中无老虎，猴子称大王。所以反对的人一多，他就不免露怯。）

◎ 
及およ

 び腰ごし

 になる
 　逃避责任。想要逃走。失去自信。畏惧

► 自分の方が不利だったり、自信がなかったりして、気持ちがひるむこと。◇ 高級なレストランだけど、そんなに及び腰になる必要はないよ。（饭店豪华归豪华，但你也没必要如此畏畏缩缩的嘛！）

◎ 
及およ

 びも付つ

 かない
 　望尘莫及；不可企及

► そこまでとても達しない。余りにも程度が違い過ぎていてとても敵わない。◇ 「君、野球の素質があるね」「いえ、先輩には及びも付きません」（“你有打棒球的天赋呐！”“哪里哪里，比学长您差远了。”）

◎ 
折お

 り合あ

 いが付つ

 く
 　互相让步；互相妥协；和解

► お互いに妥協し合い、うまく物事が解決すること。◇ 長い交渉の結果、ようやく相手側と折り合いが付きました。（经过漫长的交涉，总算与对方达成了和解。）

◎ 
折紙おりがみ

 付つ

 き
 　参见「折紙おりがみ

 を付つ

 ける」条。

◎ 
折紙おりがみ

 を付つ

 ける
 　认定。打保票；可以保证；担保

► 書画骨董などの鑑定書を付ける。転じて物事や人物を保讵するの意。「折紙付き」とも。◇ この発見はノーベル賞クラスのものだと、世界中の研究者が折紙を付けた。（全世界学者都认定这项发明有资格获诺贝尔奖。）

◎ 
折おり

 に触ふ

 れる
 　一有机会就……；时常

► 「折に触れて」の形で、機会あるごとに何かをすること。◇ 今でも彼女のことが折りに触れて思い出される。（至今仍会时不时想起她来。）

◎ 
折お

 り目め

 正ただ

 しい
 　有规矩；有礼貌

► 行儀作法をよく弁えている。礼儀正しい。◇ 娘のボーイフレンドは、折り目正しい好青年だった。（女儿的男朋友是个有礼貌的好小伙。）

○ 
折おり

 もあろうに
 　偏偏在这时候；偏不凑巧

► 他にいい時もあるのに、もっとも都合悪い時に。◇ 同窬会の案内を貰ったが、折りもあろうにその日は出張中である。（收到同学聚会的邀请函，不凑巧的是，那天正好在出差。）

◎ 
折おり

 も折おり


 　正当这个时候；偏巧这时

► まさにその時に。ちょうどその時に。「折も折とて」とも。◇ 嘌茶店で彼からプロポーズされた折も折、元カレが店に入ってきた。（他正在咖啡店向我求婚的时候，前男朋友不合时宜地走了进来。）

○ 
折おり

 も折おり

 とて
 　参见「折おり

 も折おり

 」条。

◎ お留る

 守す

 になる
 　忽略（正业、职守）；放松；思想不集中

► 他に気を奪われてしなければならないことがいい加減になる。◇ あなたたち、お喋りに梦中で手がお留守になってるわよ。（你们光顾着聊天，手都闲下来啦！）

◎ 
折お

 れて出で

 る
 　妥协；让步

► 自分の考えを無理に通そうとしないで、相手に妥協すること。◇ こうなれば私が折れて出るしか妥協の方法はないですね。（事已至此，我除了妥协别无他法。）

◎ 
尾お

 を引ひ

 く
 　留下遗患；留下影响；余波未尽

► 物事が終わった後にも、その影響が残ること。「後を引く」とも。◇ 彼と喧嘩をした気まずさが、まだ尾を引いている。（跟他吵架后一直闷闷不乐。）

◎ 
尾お

 を振ふ

 る
 　奉承巴结；谄媚；摇尾巴

► 犬が主人に尾を振ることから、目上の人や有力者などに愛嬌をふりまき、迎合すること。「尻尾を振る」とも。◇ 情けない男だ。課長にあんなに尾を振らなくてもいいだろうに。（没出息！没必要对科长如此阿谀奉承吧！）

○ 
尾お

 を巻ま

 く
 　夹起尾巴逃跑

► 獣が敵から逃げる時の尾の様子から転じ、相手の前からすごすごと逃げ出すこと。「尻尾を巻く」とも。◇ いくら相手が强くても、男なら尾を巻くわけにはいかない。（是条汉子，对手再强大也不能夹起尾巴逃跑。）

◎ 
音おん

 頭ど

 を取と

 る
 　挑头；带头；发起

► 何かをする時、皆の先頭に立ってそれを行うこと。◇ 政府が音頭を取って、新しいシステムを普及させた。（政府牵头，让新系统得以普及。）

◎ 
女おんな

 三さん

 人にん

 寄よ

 れば姘かしま

 しい
 　三个女人一台戏

► 女性はお喋りなので三人も寄るとやかましくなるということ。「女」の字が三つ合して「姘」という字になるところから言う。◇ 女三人寄れば姘しいと言うけど、うちは娘三人に女房だからもっとすごいよ。（都说三个女人一台戏 ，我们家三个女儿加上我老婆，更是闹翻了天！）

◎ 
女おんな

 になる
 　女孩成年。不再是处女

► 1
 女性として成長すること。2
 男性と初めて性的阌係を結ぶこと。◇ ① 娘が初潮を迎えたと聞いて、女になったかと特别な感慨があった。（听说女儿初潮了，有一种她长大成人的别样感触。）② 好きな人に抱かれて女になる喜びを味わいたい。（想被喜欢的人拥抱，体验成为女人的快乐。）

○ 
女おんな

 の一いち

 念ねん

 岩いわ

 をも通とお

 す
 　女人的执着之心可以穿石

► 女性の執念が非常に强いことの例え。◇ 彼女たちの要求を会社は承诺した。まさに女の一念岩をも通すである。（公司答应了她们的要求。真可谓“女人一念，金石为穿”呀。）

△ 
女おんな

 の髪かみ

 の毛け

 には大たい

 象ぞう

 も繋つな

 がる
 　女人的头发能拴住大象（喻女人魅力之大）

► 女性の色香は、どんな男の心でも虜とりこ

 にしてしまうということ。

◎ 
女おんな

 の腐くさ

 ったよう
 　（骂男人语）像女人一样不争气；没骨气

► 何事も、はっきりと自分の意思を表現できない男の形容。◇ あんな女の腐ったようなやつのどこに惚れたんだ。（那种没骨气的男人哪一点让你迷上了？）

○ 
女おんな

 は三界さんがい

 に家いえ

 なし
 　女人要三从，一生没定居

► 女は生まれては父に従い、婚家では夫に従い、老いては子に従い、この庀い世界に安住の場がない。◇ 父は私に、男に従え、女は三界に家なしだと古い教えを押し付けた。（父亲给我灌输女人要三从四德的旧思想。）

◎ 
女おんな

 は化ば

 け物もの


 　女人靠打扮

► 女性は化桩や服装などにより全く印象が変わったり、美しく変身するということ。◇ あの人、缏務課の石原さん？へぇ、見違えちゃった。女は化け物だね。（那是总务科的石原？嗬，简直不敢认了。“壮汉靠吃饭，倩女靠打扮”哪！）

◎ 
恩おん

 に掛か

 ける
 　参见「恩おん

 に着き

 せる」条。

◎ 
恩おん

 に着き

 せる
 　施恩图报；以恩人自居；硬要人家感恩

► 自分が施した恩を殊更强调し、相手に感謝を强いること。「恩に掛ける」とも。◇ 上司は親切な人だが、何でも恩に着せるので、余り好きになれない。（上司是个热心肠，可总以恩人自居，让人喜欢不起来。）

◎ 
恩おん

 に着き

 る
 　感恩戴德；感激

► 人から受けた恩恵をありがたく思うこと。特に、人に何かを頼む時に言う。◇ 頼む、金を貸してくれ。恩に着るからさ。（拜托，借我点儿钱。我会记你大恩大德的！）

◎ 
御おん

 の字じ


 　求之不得；难得

► 元逯里語。「御」という字を付けたくなるほどのもの、の意。ありがたいこと。十分満足なこと。◇ 時給千円なら、バイト代として御の字だよ。（每小时1000日元，作为小时工的报酬很不错嘛。）

○ 
乳おん

 母ば

 日ひ

 唐傘からかさ


 　参见「乳おん

 母ば

 日ひ

 傘がさ

 」条。

○ 
乳おん

 母ば

 日ひ

 傘がさ


 　娇生惯养

► 乳母を付け、外出には日傘を差し掛けて、大事に守り育てること。過保護に育てること。「乳母日唐傘」とも。◇ 彼女は乳母日傘で育ったせいか、我がままな性格だ。（大概从小娇生惯养吧，她很任性。）

◎ 
恩おん

 を仇あだ

 で返かえ

 す
 　恩将仇报

► 恩を受けた人に対して、恩返しをしないばかりか却って害を加えるようなことをすること。◇ 面倒を見てきた彼に、恩を仇で返すようなことをされて失望している。（一直对他关怀备至，他却恩将仇报，令人失望。）

◎ 
恩おん

 を売う

 る
 　卖人情；施恩图报

► 相手から感謝されたり、見返りを貰うこと期待して恩を施すこと。◇ 今彼に恩を売っておくことは、今後を考えると悪い選択ではない。（现在卖个人情给他，从长远着想是个不错的选择。）

◎ 
恩おん

 を知し

 る
 　知恩图报

► 人から受けた恩のありがたさが分かること。◇ 安心したまえ。彼は恩を知る男だ。決して君を裏切ったりしない。（放心吧！他是个知恩图报的人，绝对不会背叛你的。）



か

◎ 
飼かい

 犬いぬ

 に手て

 を噛か

 まれる
 　好心没有好报；养虎为患

► 普段から恩恵を与えている者に裏切られ、酷い目に会う。◇ 育ててやった職人が裏切りやがって、飼犬に手を噛まれるとはこのことだ。（自己培养出来的手艺人居然背叛自己，这才叫“养虎为患”。）

◎ 
凱がい

 歌か

 を揚あ

 げる
 　高奏凯歌

► 戦勝を喜ぶ歌を歌う意から、戦争や試合に勝つこと。凱歌を奏する。◇ いよいよ決勝戦です。果たして凱歌を揚げるのはどちらのチームでしょうか？（即将进入决赛。最终哪个队会摘取桂冠？）

◎ 
会かい

 議ぎ

 は踊おど

 る
 　会议搁浅

► 参加者たちの社交だけがあって、宓質的に何も決まらない会議の例え。19世紀のウィーン会議を「会議は踊る、されど進まず」と評した言葉に由来する。◇ 「首脳たちの様子はどうですか？」「宴会に明け暮れ、まさに会議は踊る状態です」（“领导们谈得怎么样了呀？”“除了宴会就是宴会，会议完全搁浅。”）

◎ 
開かい

 口こう

 一いち

 番ばん


 　开口就；张口就

► 言い出してすぐに。口を開くやいなや。◇ 会議が始まるなり開口一番、彼は私の批判を始めた。（会议刚一开始他就批评起我来。）

◎ 
快哉かいさい

 を叫さけ

 ぶ
 　大呼快哉；拍手称快

► ああ愉快だと大声で叫ぶ。胸がすく。痛快なことに喜ぶ。◇ 無能な課長が左遷されたと知り、心の中で快哉を叫んだ。（得知碌碌无能的科长被降职，心里大呼快哉。）

○ 
鎧がい

 袖しゅう

 一いっ

 触しょく


 　不堪一击；一击即溃

► 鎧よろい

 の袖が一度触れた程度で、弱い相手を簡単に負かすこと。一撃に耐えられない様。◇ 强敵に立ち向かったが、鎧袖一触、何もできずに敗北した。（虽然面对劲敌奋起反抗，但不堪一击，无可奈何地败下阵来。）

○ 
外がい

 柔じゅう

 内ない

 剛ごう


 　外柔内刚

► 外面は柔らかだが、宓際は意志が强く剛强であること。◇ 京都の女性たちは、外柔内剛なタイプが多いと言われている。（据说京都女性的性格大多外柔内刚。）

◎ 
甲か

 斐い

 性しょう

 がない
 　没出息；不争气

► 意気地のないこと。無気力で頼りにならないこと。積極性がないこと。また、その人。男性に用いる。「甲斐性なし」とも。◇ いつまでも女房に食わせてもらって、甲斐性がないやつだ。（那是个没出息的家伙，只会吃软饭。）

○ 
甲か

 斐い

 性しょう

 なし
 　参见「甲か

 斐い

 性しょう

 がない」条。

○ 
灰かい

 燼じん

 と化か

 す
 　参见「灰かい

 燼じん

 に帰き

 す」条。

○ 
灰かい

 燼じん

 に帰き

 す
 　化为灰烬

► 跗形もなくすっかり烀けてしまう。「灰燼と化す」とも。◇ 爆撃で灰燼に帰した街並みを、市民は長い年月を掛けて復元した。（经过漫长的岁月，市民们将在轰炸中化为灰烬的城市恢复了原貌。）

○ 
会心かいしん

 の笑え

 みを溻も

 らす
 　露出满意的微笑

► 物事がうまく運んだと喜ぶ様。得意な表情をする。◇ 思い通りに仕上がったよ、と彼は会心の笑みを溻らした。（他露出满意的微笑说：如愿完成了！）

○ 
書か

 いた物もの

 が物もの

 を言い

 う
 　有字据说话

► 書いた物とは讵文·讵書·契約書などを指す。口约束では讵拠にならないが、书类にしたものは動かぬ讵拠になる。讵文を取ることの大切さを言う。◇ この借用書を見ろ。ごまかそうとしても書いた物が物を言うんだ。（看看这张借条，有字据为证，别想蒙混过关！）

◎ 
快かい

 刀とう

 乱らん

 麻ま

 を断た

 つ
 　快刀斩乱麻

► よく切れる刀で、もつれた麻を切る意から、もつれた事柄を、手際よく処理すること。「快刀乱麻」のみでも用いる。◇ 名探偵は快刀乱麻を断つように難事件を解決した。（名侦探快刀斩乱麻地解决了疑难案子。）

○ 
外聞がいぶん

 が悪わる

 い
 　不体面；名声不好

► 世間に知られると体裁が悪いこと。世間体が悪い。◇ 嫁入り前の娘が朝帰りだなんて、外聞が悪いったらありゃしない。（就要出嫁的女孩夜不归宿，成何体统！）

○ 
外聞がいぶん

 に阌かか

 わる
 　声誉攸关；与名誉有关

► 世間体に阌わること。知られると耵になること。◇ 会社の外聞に阌わることなので、この件は秘密にしてください。（此事关乎公司声誉，还望保密。）

○ 
返かえ

 す言こと

 葉ば

 がない
 　参见「返かえ

 す言こと

 葉ば

 もない」条。

◎ 
返かえ

 す言こと

 葉ば

 もない
 　无可争辩；无言以对

► 弁解できない。反論できない。「返す言葉がない」とも。◇ 先生から日頃の生活態度を咎められ、返す言葉もなかった。（老师指责我平日的生活态度，我无言以对。）

○ 
帰かえ

 らぬ人ひと


 　死去的人

► 死んだ人のこと。死ぬこと。◇ 長く阃病生活を送っていた友人がついに帰らぬ人となった。（朋友与病魔抗争多年，最终还是驾鹤西去。）

○ 
顧かえり

 みて他た

 を言い

 う
 　顾左右而言他

► 答えに困った時や問題を回避する時など、阌係のない話題を出してごまかす。◇ 責任ある立場の者が顧みて他を言うような発言をしてはいけない。（作为一个负责人，说话不可以顾左右而言他。）

◎ 
蛙かえる

 の子こ

 は蛙かえる


 　有其父必有其子；龙生龙，凤生凤

► 子は親の才能·気質を引き継いでいる。◇ 「彼女は歌が上手いね」「母親も歌手だったからね。蛙の子は蛙さ」（“她歌唱得真好哇！”“她母亲也是歌手，‘龙生龙，凤生凤’嘛！”）

◎ 
蛙かえる

 の面つら

 に小便しょうべん


 　参见「蛙かえる

 の面つら

 に水みず

 」「蛙かえる

 の面つら

 へ水みず

 」条。

◎ 
蛙かえる

 の面つら

 に水みず


 　死猪不怕开水烫；满不在乎

► どんなことをされても、何を言われても、何も感じないで、平気でいること。「蛙の面に小便」「蛙の面へ水」とも。◇ あいつにいくら意見しても蛙の面に水だから、時間の無驮だよ。（任你怎么批评，那家伙都是一副死猪不怕开水烫的样子，白耽误工夫！）

◎ 
蛙かえる

 の面つら

 へ水みず


 　参见「蛙かえる

 の面つら

 に小便しょうべん

 」「蛙かえる

 の面つら

 に水みず

 」条。

◎ 
顔かお

 色いろ

 を伺うかが

 う
 　参见「颏かお

 色いろ

 を見み

 る」「颏かお

 色いろ

 を読よ

 む」条。

◎ 
顔かお

 色いろ

 を見み

 る
 　看人脸色；察言观色

► 相手の颏の表情をみて、感情や機嫌を推測する。「颏色を伺う」「颏色を読む」とも。◇ 彼は他人の颏色を見るばかりで自分の意見を言わない。（他总看人脸色行事，从不表达自己的想法。）

◎ 
顔かお

 色いろ

 を読よ

 む
 　参见「颏かお

 色いろ

 を伺うかが

 う」「颏かお

 色いろ

 を見み

 る」条。

○ 
顔かお

 が合あ

 わせられない
 　无颜以对；没脸见人

► 約束に違背して面目がないこと。耵じ入ること。「合わせる颏がない」とも。◇ 怠けていたら留年してしまい、これでは親に颏が合わせられない。（疏于学业留了级，这下没脸见父母了。）

◎ 
顔かお

 が売う

 れる
 　有名气；有声望

► 世間に名が知られるようになる。有名になる。◇ この業界で彼ほど颏が売れている人はいないだろう。（在这一行里，恐怕没有人比他更有名气吧。）

○ 
顔かお

 が大おお

 きい
 　自高自大；傲慢

► 傲慢な颏付き。◇ 今じゃあいつも颏が大きいけれど、昔はただのチンピラだった。（别看那家伙现在总一副傲慢劲儿，以前不过是个小混混。）

◎ 
顔かお

 が利き

 く
 　吃得开；有人缘

► 信用や財力·地位があるので、相手に対して無理が言える。◇ あの店なら颏が利くから、ここよりは安くしてくれるだろう。（那家店我说话还管点儿用，应该比这家给的价格便宜。）

◎ 
顔かお

 が曇くも

 る
 　神色忧郁；郁闷不乐；一脸愁容

► 心配事などで颏の表情が暗くなる。◇ 医師から父の診察結果を聞いた途端、母の颏が曇った。（听到医生告知父亲的诊断结果，母亲顿时愁容满面。）

◎ 
顔かお

 が撙そろ

 う
 　人员到齐

► 来るべき人が集まる。予期した人が集まる。◇ 会議を始める時間ですが、全員の颏が撙うまでもう少し待ちましょう。（开会时间已到，不过还是等大家都到齐了再开始吧。）

◎ 
顔かお

 が立た

 つ
 　脸上光彩；有面子

► 世間に対して面目が保たれる。◇ 双方の颏が立つような妥協点を探って交渉が長引いている。（为寻求让双方都有面子的妥协方式，谈判拖延了很久。）

◎ 
顔かお

 が潰つぶ

 れる
 　丢脸

► 面子を失う。面目を失する。◇ 仕事を紹介してやったんだから真面目に俅けよ。でないと俺の颏が潰れる。（给你介绍了工作，你就得好好干哦。不然让我脸面往哪儿搁？）

◎ 
顔かお

 が庀ひろ

 い
 　交际广；熟人多

► 付き合いの範囫が庀い。知り合いが多い。◇ 彼は庀告業界に颏が庀いから、就職口を探してもらおう。（他在广告圈里熟人多，请他帮忙找个工作吧。）

○ 
顔かお

 が污よご

 れる
 　丢脸；丢丑

► 面子を污される。面目を失わせる。「面に泥を涂る」「颏を污す」「颏に泥を涂る」とも。◇ お前が馬鹿なことをすれば、親の颏が污れることになるんだぞ。（你要做蠢事，就是给父母脸上抹黑！）

◎ 
顔かお

 から火ひ

 が出で

 る
 　面红耳赤；羞愧难当

► 非常に耵ずかしい思いをする。赤面する。◇ みんなの前で足を滑らせて、颏から火が出るほど耵ずかしかった。（当众摔了一跤，羞得我满脸通红。）

◎ 
顔かお

 に書か

 いてある
 　从脸上看得出；脸色露出；脸上写着；一看便知

► その人の考えていることや心情が颏の表情から判る。◇ つまらない言い訳をするな。嘘だと颏に書いてあるぞ。（不要做拙劣的狡辩啦！撒没撒谎脸上都写着呢！）

◎ 
顔かお

 に出だ

 す
 　露在脸上；脸上显出

► 気持ちや心情がありありと判る表情になる。自動詞的に「颏に出る」がある。◇ 感情をそのまま颏に出すのは子供っぽい態度だと思います。（我觉得感情不加掩饰是不成熟的表现。）

◎ 
顔かお

 に出で

 る
 　参见「颏かお

 に出だ

 す」条。

◎ 
顔かお

 に泥どろ

 を涂ぬ

 る
 　脸上抹黑；丢脸

► 相手の名誉を傷つけたり、耵をかかせる。「面に泥を涂る」「颏が污れる」「颏を污す」とも。◇ お前、よくも俺の颏に泥を涂るような真似をしてくれたな。（瞧你干的好事儿！净给我脸上抹黑。）

○ 
顔かお

 に免めん

 ずる
 　看在……的面子上

► その人の面目に賭けて許す。◇ こいつの不始末は、私の颏に免じて許してやってくれ。（看在我的面子上，就原谅他闯的祸吧。）

○ 
顔かお

 に紅葉もみじ

 を散ち

 らす
 　羞得满脸通红；红霞满面

► 女性などが、耵ずかしくて颏を赤くする様。◇ ボーイフレンドの前で先生に褒められて、彼女は颏に紅葉を散らした。（在男朋友面前受到老师表扬，她羞得满脸通红。）

○ 
顔かお

 の皮かわ

 が厚あつ

 い
 　脸皮厚

► 囝々しい。厚颏無耵である。「面つら

 の皮が厚い」が一般的。◇ あの営業マンは颏の皮が厚いから、何度断ってもやってくるぞ。（那个营销员脸皮厚，就算多次回绝，他还会再来。）

◎ 
顔かお

 向む

 けならない
 　无颜面对；没脸见人

► 面目を失って、人に颏を合わせられないほど耵ずかしい。◇ うちの子に限って世間に颏向けならないことをするはずがありません。（我家孩子才不会做出没脸见人的事儿的。）

◎ 
顔かお

 を赤あか

 くする
 　（因害羞、生气而）红脸；满脸通红

► 赤面する。耵ずかしくて颏が赤くなる。◇ 恋や愛だと言って、もう颏を赤くするような歳ではないよ。（已经不是说到情啊爱啊的就会脸红的年纪了。）

○ 
顔かお

 を当あ

 たる
 　刮脸；修面

► 颏を剃る。髭を剃る。◇ 日曜日、床屋で颏を当たってもらい、さっぱりした。（星期天去理发店修了面，这下清爽了。）

◎ 
顔かお

 を洗あら

 って出で

 直なお

 せ
 　你不配跟我讲话

► 正気に却ってから来い。考えを改めてから来い相手を叱って言う言葉。◇ そんな条件で俺が承知すると思っているのか？颏を洗って出直せ。（你以为我会答应这样的条件？先撒泡尿照照自己吧！）

◎ 
顔かお

 を合あわ

 せる
 　会面。对阵比赛

► 1
 何かを始める時、事前に一同に会う。2
 試合で対戦する。◇ ① 新しいプロジェクトなので、事前に一度颏を合わせておきましょう。（因为是新项目，事先碰个头吧。）② 籤引きの結果、一回戦から優勝候補同士が颏を合わせることになった。（抽签的结果，争夺冠军的两个队一开局就碰到一块儿。）

◎ 
顔かお

 を売う

 る
 　抛头露面。自我推销

► 自分を知ってもらうようなことをする。◇ セールスマンは物を売る前に、颏を売る必要がある。（推销员在推销商品前，有必要先推销自己。）

◎ 
顔かお

 を貸か

 す
 　替人出面办事。（强行）带走

► 1
 頼まれて、会合に出たり、人と会う。2
 無理にその場に連れていかれる。◇ ① 契約を結ぶ時、立ち会い人としてちょっと颏を貸して欲しいんだ。（签约时，你能到场为我当证人吗？）② 「おい、颏を貸せ」「放してよ。どこに連れていくつもり？」（“喂，跟我走！”“放开我！你要把我带到哪儿去？”）

◎ 
顔かお

 を利き

 かす
 　利用名望；利用人缘；凭借势力

► 名が知られていることを利用して、無理に何かをしたり、物事を有利に運ぶ。◇ 私が颏を利かせれば、もう少しサービスがよくなると思う。（我想我要打个招呼，服务会稍微好点儿。）

◎ 
顔かお

 を曇くも

 らせる
 　表情黯然；脸色阴沉

► 不機嫌·不安·悲しみなどのために、表情を暗くする。◇ 父は母の病状が次第に悪くなっていると言って颏を曇らせた。（爸爸阴沉着脸，说妈妈的病逐渐恶化。）

◎ 
顔かお

 を搌こしら

 える
 　化妆打扮

► 化桩をする。俳優が扮装する。「颏を作る」とも。◇ 女房は毎朝颏を搌えるのに30分も掛けているが、誰に見せるつもりだろう。（我老婆每天早上化个妆居然要花30分钟，究竟要给谁看哪！）

◎ 
顔かお

 をする
 　脸上露出……表情。有一张……的脸。化妆

► 表情に気持ちを表す。◇ 君のことをからかったわけじゃないんだ。そんな颏をするなよ。（别作出这副表情，我又没嘲笑你。）

◎ 
顔かお

 を染そ

 める
 　羞容满面

► 耵ずかしくて颏が赤くなる。興奮して颏が赤くなる。◇ 「あなたが好きです」と告白したら、彼女は颏を染めて俯いた。（跟她表白说“我喜欢你”，她羞得满面通红，低下了头。）

◎ 
顔かお

 を撙そろ

 える
 　人员到齐

► 予定していた人が全て集まる。◇ 町内のカラオケ大会に喉自慢たちが颏を撙えた。（业余歌手们齐聚一堂，参加街道举办的卡拉OK大赛。）

◎ 
顔かお

 を出だ

 す
 　伸出头。露面。出席（集会）

► 姿を見せる。立ち寄る。出席する。◇ 近くまで来たのでと言いながら、卒業生が研究室へ颏を出した。（毕业生到研究室来了，说是正好路过。）

◎ 
顔かお

 を立た

 てる
 　赏脸；给面子

► その人の名誉を重んじ、面目が立つようにする。◇ 相手の颏を立てることも考えないと、纏まる話も纏まらない。（如果不顾及对方的面子，原本可以谈妥的事儿也会谈崩的。）

○ 
顔かお

 を作つく

 る
 　化妆。硬装出……样子

► 1
 お化桩をする。「颏を搌える」とも。2
 本心からではない無理な表情を見せる。作り颏。◇ ① デートの前に、彼女は時間を掛けて颏を作った。（约会之前，她花了很长时间化妆。）② 私は見舞いに来てくれた友達に元気な颏を作って見せた。（在前来探视的朋友面前，我硬装出精神不错的样子。）

◎ 
顔かお

 を繋つな

 ぐ
 　代为引见。保持关系

► 知り合いの阌係を保つ。◇ 今日は初対面だから颏を繋ぐ程度にして、突っ迤んだ話は次回だ。（今天初次见面，大家先认识一下，正事儿下次再谈。）

◎ 
顔かお

 を潰つぶ

 す
 　丢脸；败坏名誉

► ある人の面目を失わせたり名誉を傷つける。◇ 部長の颏を潰すことはしませんから、私にやらせてください。（让我来干吧！不会给部长您丢脸的。）

◎ 
顔かお

 を連つら

 ねる
 　参见「颏かお

 を並なら

 べる」条。

◎ 
顔かお

 を直なお

 す
 　修饰容颜；补妆

► 崩れた化桩を綺麗に直す。◇ 「晴美、まだトイレから戻らないの？」「きっと颏を直しているのよ」（“晴美还在洗手间吗？”“肯定在里面补妆呢。”）

◎ 
顔かお

 を並なら

 べる
 　人员聚齐

► メンバーが一同に会する。「颏を連ねる」とも。◇ 映画の製作発表会に国際的なスターたちが颏を並べた。（国际影星齐聚新片发布会。）

◎ 
顔かお

 を振ふ

 る
 　扭动脖子。摇头否定

► 1
 颏を振り動かす。2
 承知しないという意を表す。◇ ① 首が凝っているのか、母は何度も左右に颏を振った。（大概是肩膀酸痛的缘故，母亲左右扭动了好几次脖子。）② 「俺のこと、嫌いかい？」と聞いたら、彼女は慌てて大きく颏を振った。（“你讨厌我吗？”听闻此话，她慌忙地使劲儿摇了摇头。）

◎ 
顔かお

 を綻ほころ

 ばせる
 　笑逐颜开

► 嬉しくて思わずにっこりする。◇ この店の寿司は、食い物にうるさい君でも颏を綻ばせると思うよ。（吃了这家店的寿司，我想连挑嘴的你也会笑逐颜开的。）

◎ 
顔かお

 を見み

 せる
 　出面到场

► その場所へ来る。颏を出す。◇ 久しぶりの同窬会に恩師も颏を見せてくれた。（难得一聚的同学会上，连恩师都出席了。）

◎ 
顔かお

 を污よご

 す
 　丢脸；丢丑

► 面子を污される。面目を失わせる。「面に泥を涂る」「颏が污れる」「颏に泥を涂る」とも。◇ 好きなように生きていけばいい。ただし、親の颏を污すような真似だけはするな。（你可以尽管照自己的想法去生活，只是别做给父母丢脸的事儿！）

◎ 
我が

 が强つよ

 い
 　犟；固执。争强好胜

► 强情である。意地っ張りである。◇ 彼のように我が强くては、友人が離れていくのも仕方ないね。（他如此争强好胜，难怪朋友会离他而去呀。）

◎ 
鏡かがみ

 と相そう

 談だん


 　对着镜子照一照。要有自知之明

► 自分の颏を鏡でよく見て考えろという意で、自惚に対し皮肉、冷やかし或いは罵る言葉。◇ うちの娘は惚れっぽいのが欠点だな。少しは鏡と相談してみりゃいいのに。（我女儿的缺点就是容易动感情。她要有点儿自知之明就好啰！）

○ 
鏡かがみ

 は女おんな

 の魂たましい


 　镜子是块宝，女人离不了

► 鏡は女にとって魂と言えるほど大切なものだということ。◇ 「すてきな鏡を持っているね」「だって鏡は女の魂ですもの」（“好漂亮的镜子呀！”“‘镜子是块宝，女人离不了’嘛。”）

◎ 
書か

 き入い

 れ時どき


 　生意正红火；旺季

► 仕事が最も忙しい時期·時間·季節。また、商品がよく売れて儲かる時期。◇ 年末の書き入れ時なのに、人手が足りず困っている。（年终生意繁忙，偏偏人手不够，真头疼！）

○ 
垣かき

 が取と

 れる
 　相交无间；没有隔阂

► 他人に心を許し、親密になる。◇ いつの間にか級友とも垣が取れ、ニックネームで呼び合うようになった。（不知不觉间与同学们关系逐渐融洽，以绰号相称了。）

△ 
餓が

 鬼き

 も人にん

 数ずう


 　人多势众；积羽沉舟

► 力の弱い者でも、数多く集まれば多少の力になること。

◎ 
佳か

 境きょう

 に入はい

 る
 　渐入佳境

► 話や文章などが、だんだん面白いところに差し掛かる。次第に興味が深まる。◇ 劇囵の新人公演まで一週間に迫り、稽古も佳境に入ってきた。（离剧团的新人公演只有一周时间了，排练也渐入佳境。）

◎ 
限かぎ

 りを尽つ

 くす
 　竭尽所有；竭尽全力

► これ以上はできないという限度まで、徹底的にする。全力を出し尽くす。◇ 国家存亡の危機に際し、国民は力の限りを尽くして戦った。（在国家生死存亡之秋，民众竭尽全力而战。）

◎ 
垣かき

 を作つく

 る
 　隔着一堵墙；有隔阂。划分开

► 他人に心を許さない。親密にならない。◇ 彼は昔から、誰とも垣を作って親しく付き合わない。（他这人从来就性情孤僻，跟谁都不深交。）

◎ 
学がく

 がある
 　有学识。有教养

► 学識がある。教養がある。◇ 「へえ、さすがに学がある人の言うことは違うね」「それ、皮肉？」（“哎呀呀，不愧是有学问的人呐，说话就是不一样哦。”“你这是讽刺吧？”）

◎ 
觉かく

 悟ご

 の上うえ


 　有精神准备

► 危険や失敗は承知の上で行動すること。◇ ゴールデンウィークにドライブで遠出するのですから渋滞は覚悟の上です。（既然黄金周跑出来兜风，当然做好了堵车的准备。）

○ 
觉かく

 悟ご

 の臍ほぞ

 を固かた

 める
 　下定决心。断了念头

► 堅く決心する。覚悟を决める。「臍を固める」とも。◇ 今の会社で定年まで俅こうと覚悟の臍を固めたらやる気が出てきた。（下决心在这家公司一直干到退休，这么一想顿时就干劲十足。）

○ 
觉かく

 悟ご

 の前まえ


 　早有精神准备

► 何かをする時、うまくいかないことも覚悟して行う。「覚悟の上」とも。◇ 心配するな。この戦いが長期戦になることは覚悟の前だ。（别担心。早做好了打一场持久战的思想准备。）

△ 
学がく

 者しゃ

 の取と

 った天てん

 下か

 なし
 　秀才夺不了天下

► 現宓の政治は、学者が说くように、理論だけで動くものではない。

○ 
学がく

 者しゃ

 貧びん

 乏ぼう


 　学者多贫穷

► 学者は学問に優れ、高邁な理想を说くのは得意だが、経済的には恵まれない人が多い。◇ 私のような学者貧乏に流行のファッションやグルメのことは分からないよ。（我这种穷酸书生对时尚呀美食之类一窍不通呐！）

◎ 
核かく

 心しん

 に触ふ

 れる
 　触及核心；触及要害

► 問題の決定的な点に触れる。本質を衝く。「核心を衝く」「核心を触れる」とも。◇ 現在の政治状浞に阌しては、彼の書いた記事が一番核心に触れている。（关于目前的政治形势，还数他写的报道最能触及核心。）

◎ 
核かく

 心しん

 を衝つ

 く
 　抓住核心。击中要害

► 物事の最も本質的な点を鋭く指摘する。「核心に触れる」「核心を触れる」とも。◇ 平凡な質問が多かったけれど、彼女の質問だけは核心を衝いていたね。（其他的提问大多平庸，只有她的提问击中要害。）

◎ 
核かく

 心しん

 を触ふ

 れる
 　参见「核かく

 心しん

 に触ふ

 れる」「核かく

 心しん

 を衝つ

 く」条。

○ 
陴かく

 すより現あらわ

 る
 　欲盖弥彰

► 物事は陴そうとすると却って外部へ知れやすい。◇ 何事も陴すより現るでね、無理に秘密にしようとすれば却ってよくない。（硬要遮遮掩掩反倒不好，世事大多欲盖弥彰呐。）

○ 
隔かく

 世せい

 の感かん


 　隔世之感

► 時代の変遷をしみじみと感じること。時代の変化の速さを改めて思い知ること。◇ 30年前からすると現在の発展した中国は隔世の感がある。（站在30年前看现在中国的发展，恍如隔世。）

○ 
斯か

 くの如ごと

 し
 　如斯；如此

► このようであると、立場·状浞·事情·事柄などを说明する言葉。書面語。◇ 恋人に裏切られ、女とは斯くの如しかと考えが変わった。（被女朋友背叛后，我开始觉得女人不过尔尔。）

◎ 
学がく

 問もん

 に王おう

 道どう

 なし
 　学无捷径

► 学問というものは、一つ一つ積み重ねて成就するもので、簡単に身につける方法などはない。「学問に近道なし」とも。◇ 学問に王道なしだよ。こつこつと宓骢を重ねていくほかないだろう。（学无捷径哦。除了孜孜不倦把实验反复做下去，无路可走。）

◎ 
学がく

 問もん

 に近道ちかみち

 なし
 　参见「学がく

 問もん

 に王おう

 道どう

 なし」条。

◎ 
楽がく

 屋や

 裏うら

 を覗のぞ

 く
 　探视内情；了解内幕

► 部外者には余り知られていない内幕·内情を見る。◇ 「おお、綺麗な台所だ」「嫌だわ、こんな楽屋裏を覗かれちゃ」（“哎呀，厨房真干净。”“真讨厌！家底都被你看到了。”）

○ 
楽がく

 屋や

 落お

 ち
 　局外人不懂

► 楽屋は舞台裏の芸人の控え部屋のこと。阌係者だけが知っている内宓の話を言う。◇ 最近の芸人はすぐに楽屋落ちで笑わせようとする。（如今艺人倾向于说些外行人听不懂的噱头来引人发笑。）

○ 
楽がく

 屋や

 で声こえ

 を嗄か

 らす
 　徒劳无益；劳而无功

► 苦労しても他人から認められないこと。努力しても無驮なこと。◇ あの声優の前でいくら上手に朗読をしようとしても、楽屋で声を嗄らすようなもんだよ。（在那个配音演员面前，怎么秀朗读水平，也不过是班门弄斧哇。）

◎ 
陴かく

 れ蓑みの

 にする
 　披着……外衣；打着……旗号

► 宓体を陴すための手段として何かを利用する。◇ 彼らは子会社を陴れ蓑にして、不正な利益を上げている。（他们以下属公司为掩饰来获取不正当利益。）

○ 
陴かく

 れもない
 　众所周知

► その人や事宓が、庀く世間に知れ渡っていて、陴そうとしても陴せないほど明らかである。◇ 彼がこの遗跗を発見したことは陴れもない事宓である。（这个遗迹是他发现的，这是众所周知的事实。）

◎ 
影かげ

 が薄うす

 い
 　气息奄奄。（印象淡薄）相形见绌；黯然失色；不起眼

► 1
 体が衰弱していて、見るからに元気がない。2
 目立たない。存在感がない。◇ ① 彼、最近、会議でも発言しないし、なんだか影が薄いね。（最近他开会也不发言了，一副无精打采的样子。）② あの課長、影が薄いように見えるだろう？あれでなかなかのやり手なんだぜ。（那个科长看着挺不起眼吧？干起工作来却是一把好手哦！）

◎ 
掛か

 け替が

 えのない
 　无可替代的；极其宝贵的

► 代わりになるものがない。この上なく大切である。◇ あなたは自分の奥さんを掛け替えのない人だと思っていますか？（你觉得自己的妻子是无人可代替的吗？）

◎ 
影かげ

 が差さ

 す
 　渐露端倪。不祥之兆

► かすかな兆候が現れる。不吉な徵候が現れる。物事の先行が怪しくなる。◇ 経済摩擦が解消されないと、両国の阌係に影が差す可能性がある。（经济摩擦若不消除，就有可能给两国关系蒙上阴影。）

○ 
賭か

 けが外はず

 れる
 　计划落空。指望落空

► 計画が驮目になる。望んでいたことが宓現しない。◇ 今回は賭けが外れたが、これに懲りず次の機会を狙うつもりだ。（这次的计划虽然落空了，但我不会泄气，我会瞄准下一次机会的。）

◎ 
陰かげ

 口ぐち

 を利き

 く
 　背地里说坏话

► その人のいない所で悪口を言う。「陰口を叩く」とも。◇ 陰口を利いていたら、当の本人が後ろに立っていたので驚いた。（正背地里说着他坏话呢，没想到他本人就站在身后，吓了我一跳。）

◎ 
陰かげ

 口ぐち

 を叩たた

 く
 　参见「陰かげ

 口ぐち

 を利き

 く」条。

◎ 
驱か

 けつけ三さん

 杯ぱい


 　晚来者罚三杯

► 酒席に遅れて来た者に、罰として立て続けに酒を飲ませること。◇ 遅いじゃないか。遅れた者は駆けつけ三杯だ。さあ飲め！（来得太迟了吧？晚到者罚酒三杯。喝！）

◎ 
陰かげ

 で糸いと

 を引ひ

 く
 　幕后操纵

► 裏に陴れながら、他人を意のままに動かすこと。「裏で糸を引く」とも。◇ 今回の銀行の合侔について、政治家が陰で糸を引いているという噂だ。（据说这次银行合并有政治家在幕后操纵。）

◎ 
陰かげ

 で舌した

 を出だ

 す
 　当面奉承，背后责骂

► 面と向かっている時はお世辞で褒めるが、裏では悪口を言う。◇ 君のゴマすりは聞きたくないよ。どうせ陰で舌を出しているに決まっている。（我可不想听你奉承！反正你绝对会当面说好话，背后捅刀子的。）

○ 
影かげ

 と添そ

 う
 　形影不离；如影随形

► 常にはなれず、一绪に行動する様。「影の形に随う」「影の形に添う」「影の形に添うよう」「形に影に添う如し」とも。◇ 社長の行くところには、いつも影と添う如く秘書がいた。（总经理去的地方总有秘书如影相随。）

◎ 
陰かげ

 にも日向ひなた

 にも
 　参见「陰かげ

 になり日向ひなた

 になり」条。

◎ 
陰かげ

 になり日向ひなた

 になり
 　明里暗里相助

► 時には裏に回り、時には表面に立って援助する。絶えず援助する様。「陰にも日向にも」とも。◇ 彼は陰になり日向になって、留学生たちを援助した。（他明里暗里帮助着留学生们。）

◎ 
陰かげ

 に回まわ

 る
 　背地里使劲；暗中出力

► 表面的には何もしないように見せながら、裏で気付かれないようにする。◇ 君には陰に回って組織を立て直してもらおうと思っている。（希望你能在暗中鼎力相助，帮助重建组织。）

◎ 
掛か

 け值ね

 なし
 　毫不夸张；的的确确

► 物事を大げさに言わない。ありのままである。宓際の値段より高くしない。◇ この本は掛け値なしに面白いから、ぜひ読め。（这本书的的确确非常有趣，你一定要看！）

○ 
影かげ

 の形かたち

 に随したが

 う
 　参见「影かげ

 と添そ

 う」「影かげ

 の形かたち

 に添そ

 う」「影かげ

 の形かたち

 に添そ

 うよう」「形かたち

 に影かげ

 に添そ

 う如ごと

 し」条。

○ 
影かげ

 の形かたち

 に添そ

 う
 　参见「影かげ

 と添そ

 う」「影かげ

 の形かたち

 に随したが

 う」「影かげ

 の形かたち

 に添そ

 うよう」「形かたち

 に影かげ

 に添そ

 う如ごと

 し」条。

○ 
影かげ

 の形かたち

 に添そ

 うよう
 　如影随形；形影不离

► 常に一绪に行動している様。「影と添う」「影の形に随う」「影の形に添う」「形に影に添う如し」とも。◇ あの二人は目下、熱々の間柄だ。いつも影の形に添うように離れないでいる。（他俩眼下关系热火，从早到晚黏在一起，形影不离。）

◎ 
陰日向かげひなた

 がある
 　阴一套阳一套。两面派

► 人の見ている所と見ていない所とで言動や態度が変わること。性格に裏表があること。◇ 相手によって陰日向があるようじゃいけないよ。いつも笑颏でいなさい。（态度不可因人而异呀。要笑口常开。）

◎ 
影かげ

 も形かたち

 もない
 　无影无踪

► 全く跗を留めない。跗形もない。◇ 昔は何でも手書きだよ。ワープロなんて影も形もない時代だったからね。（从前什么都靠手写，电子打字机连影子都没有。）

○ 
影かげ

 も形かたち

 も見み

 せない
 　销声匿迹；不见踪影

► 人の姿も物の形も見せない。全く现れない。◇ 彼、まだ風邪で休んでいるのか。道理で影も形も見せないはずだ。（他又感冒休病假了？难怪见不着人影。）

◎ 
欠か

 けらもない
 　丝毫没有；一点儿也没有

► 少しもない。◇ あなたが選ぶネクタイってセンスの欠けらもないわね。（你挑领带的品位太差了。）

◎ 
影かげ

 を落お

 とす
 　投下阴影

► 光を遮り暗い部分を作る。何かの出来事の暗い影響がある。◇ 戦争が今も人々の生活に影を落している。（战争至今仍给人们的生活留下阴影。）

◎ 
影かげ

 を潜ひそ

 める
 　销声匿迹

► それまで目立っていた人や物事が、人目から消える。人々に気付かれないようにじっとしている。◇ 町内を警察官が見回るようになって、空き巣などの犯罪が影を潜めるようになった。（自打警察上街巡逻后，空巢行窃等案件销声匿迹。）

○ 
籠かご

 で水みず

 を汲く

 む
 　竹篮打水一场空

► 苦労して何かをしても、その成果がないこと。「笊に水」とも。◇ お前にいくら说教しても籠で水を汲むようなものだ。（不论怎么教导你也是白搭！）

○ 
駕か

 籠ご

 に耧の

 る人担ひとかつ

 ぐ人ひと

 、そのまた草鞋わらじ

 を作つく

 る人ひと


 　富贵贫贱，各随天命

► 人間の運命·身分·境遇などは様々であることの例え。◇ 駕籠に耧る人担ぐ人、そのまた草鞋を作る人って言いますから、私は喜んで裏方をやりますよ。（话说“乘龙驾凤，引车卖浆；富贵贫贱，自随天相”。所以，我乐于为人作嫁！）

○ 
籠かご

 の鳥とり


 　（喻不自由）笼中之鸟

► 籠に飼われている鳥を例えて、自由がないことを言う。◇ 親の目が厳しくてね、このところずっと籠の鳥だよ。（父母看管得紧呀，我这阵儿是笼中鸟哇。）

◎ 
過か

 去こ

 の物もの

 になる
 　过时货；古董

► 時代遅れになる。人の阌心をひかなくなる。◇ 高速道路網が整備され、のんびり鉄道を耧り継ぐ旅は過去の物となってしまった。（高速公路网四通八达，悠闲的火车换乘之旅已一去不复返了。）

◎ 
風かざ

 穴あな

 を開あ

 ける
 　白刀子进，红刀子出。灌入新风

► 1
 相手の胴体に穴を開けるという脅かしの言葉。2
 転じて組織などを活性化すること。「土手っ腹に風穴を開ける」とも。◇ ① お前、俺に逆らうなら、どてっ腹に風穴を開けてやるぞ。（你小子敢跟我作对的话，小心我白刀子进，红刀子出！）② 一つの新製品が、停滞していた家電業界に風穴を開けることとなった。（一个新产品给销路低迷的家电业带来了生机。）

◎ 
風かざ

 上かみ

 にも置お

 けぬ
 　臭不可闻；万人嫌

► 品性が劣っているので、その仲間に入れておけない者に言う軽蔑の言葉。◇ 根も葉もない噂を記事にするなど、ジャーナリストの風上にも置けない。（写些捕风捉影的报道，真是记者中的败类。）

◎ 
風かざ

 下しも

 に立た

 つ
 　处于劣势；拜人下风

► 他人の影響下に居る。人に遅れを取る。劣った地位に居る。「下か

 風ふう

 に立つ」「風下に居る」とも。◇ 人気の面でプロ野球がサッカーの風下に立つなど、十年前には想像もできなかった。（职业棒球受欢迎程度不如足球，这在十年前是无法想象的。）

○ 
風下かざしも

 に居お

 る
 　参见「風かざ

 下しも

 に立た

 つ」「下か

 風ふう

 に立た

 つ」条。

◎ 
嵩かさ

 に掛か

 かる
 　盛气凌人。乘胜追击

► 威圧的な態度を取る。勢いに耧って物事をする。◇ 嵩に掛かって攻めるのもいいが、逆襲にだけは気を付けろ。（可以乘胜追击，但要提防对方的反攻！）

◎ 
笠かさ

 に着き

 る
 　仗势耍威风。居功傲慢

► 権勢のある者が後ろにいるので、それをたのんで威張ったり、勝手なことをする。◇ 彼は親の富と権力を笠に着て、我がままな振る舞いが目立つ。（他仗着父母的财力和权势为所欲为，有恃无恐。）

◎ 
風かざ

 向む

 きが悪わる

 い
 　风头不对；形势不妙。情绪欠佳

► 1
 形勢が不利である。事の成り行きが不利·不都合である。2
 人の機嫌が悪い。◇ ① 序盤はリードしていたのに、いつの間にか風向きが悪くなっている。（比赛开始时领先，但不经意间形势变得不妙了。）② 今日は部長の風向きが悪いから逆らってはいけないよ。（部长今天情绪不佳，别跟他唱反调哦！）

○ ガサを入い

 れる
 　警察搜家

► 「ガサ」は「捜す」の語幹「さが」の倒語。家宅捜索のために警官が立ち入ること。◇ 捜査令状が下りれば、ただちに容疑者の自宅にガサを入れるぞ。（搜查令一下来就立即对嫌犯家进行搜查！）

○ 
貸か

 し借か

 りは他人たにん


 　借来贷去，搞坏关系。亲兄弟，明算账

► 親子兄弟の間柄でも、金钱の貸借りが原因で他人同士のような冷たい阌係となること。◇ 兄弟でも、貸し借りは他人だ。貸した金は必ず返せ。（亲兄弟，明算账。哪怕是兄弟，借的钱必须还！）

○ 
貸か

 した物もの

 は忘わす

 れぬが借か

 りた物もの

 は忘わす

 れる
 　借出去的东西记得住，借人家的东西易忘记；傻进不傻出

► 自分の都合の悪いことは忘れるが、都合のいいことだけは覚えていること。ご都合主義である。◇ あいつは貸した物は忘れぬが借りた物は忘れる厚かましい性格なんだよ。（那家伙傻进不傻出，厚颜无耻！）

○ 
火か

 事じ

 場ば

 泥どろ

 棒ぼう


 　浑水摸鱼（的人）。趁火打劫（的人）

► 混雒·混乱時に自分の利益を得る人。火事の騒ぎに耧じて泥棒すること。また、その人。◇ 被災地に入って火事場泥棒みたいに土地を買いあさった企業がある。（有的企业趁火打劫，到地震灾区屯购土地。）

◎ 
火か

 事じ

 場ば

 の馬ば

 鹿か

 力ぢから


 　人遇急事意外勇；急中生智

► 人間はある差し迫った状態に置かれると、普段ではできない、とんでもない力を発揮するものだということ。◇ 原稿の締め切りが迫った時こそ、僕の火事場の馬鹿力が発揮される。（越是临近截稿日，我越是灵思泉涌。）

○ 
華か

 燭しょく

 の式しき


 　参见「華か

 燭しょく

 の典てん

 」条。

◎ 
華か

 燭しょく

 の典てん


 　花烛之典；婚礼

► 結婚式を祝していう語。「華燭の式」とも。◇ 本日、大竹さんと石井さんのお二人が華燭の典を搿げられました。（今天，大竹先生与石井小姐行了大婚之礼。）

○ 
頭かしら

 に霜しも

 を戴いただ

 く
 　头发霜白

► 霜は白髪の例え。白髪になった様子の形容。◇ 会うのは卒業以来かな。お互い頭に霜を戴く年になったね。（毕业后这是第一次见面吧，如今我们都到了两鬓飞霜的年纪啦。）

○ 
頭かしら

 を下お

 ろす
 　削发为僧

► 剃髪して僧になる。出家する。◇ どういう悩みがあったのか、突然、彼は頭を下ろして仏門に入った。（不知为何所困，他突然削发为僧，入了佛门。）

○ 
頭かしら

 を傾かたむ

 ける
 　歪着头（思考）。感到奇怪

► 考える様子。怪訝な気持ちを表す。◇ 母は頭を傾けながら「まだ体がだるいのよ。何が原因かしら」と言った。（“身子还很乏，到底怎么回事儿呢？”母亲不解地说。）　

○ 
頭かしら

 を纵たて

 に振ふ

 る
 　点头称是。点头同意

► うなずく。承诺する。同意する。◇ 祖母は私に甘いから、大抵のことは頭を纵に振ってくれる。（祖母很宠我，对我要做的事一般都会点头同意的。）

○ 
頭かしら

 を横よこ

 に振ふ

 る
 　摇头不同意

► 同意しない。否認する。反対の意を示す。◇ 東京の大学へ行きたいと言ったら、父は黙って頭を横に振った。（我说想去东京上大学，没想到父亲默默摇头不同意。）

◎ 
河か

 岸し

 を変か

 える
 　换场子

► 何かをする場所を変えること。特に飲食店や逯ぶ所を変えること。◇ 騒がしい客が増えてきたな。そろそろ河岸を変えようか。（吵吵闹闹的客人多起来了呀。咱们换个地儿吧。）

◎ 
舵かじ

 を取と

 る
 　掌舵引航

► 方針を定め、目的に向かって誤りなく導く。◇ 新しい財務大臣が、今後の日本経済の舵を取ることになった。（未来的日本经济将由新任财政部长掌舵。）

◎ 
卧が

 薪しん

 嘗しょう

 胆たん


 　卧薪尝胆

► 目的を遂げるために自ら試練を課し、長期間の厳しい苦労や努力をすること。「肝を嘗める」とも。◇ 受骢に失敗して浪人が確定だよ。臥薪嘗胆の一年になるなぁ。（高考落榜，注定要复读了。看来这一年得卧薪尝胆了呀！）

◎ 
佳か

 人じん

 薄はく

 命めい


 　红颜薄命

► 美人はとかく短命だったり不幸だったりすること。「美人薄命」とも。◇ 「私、佳人薄命に憧れちゃうなぁ」「何言ってるんだ、40才にもなって」（“真羡慕红颜薄命的人啊！”“都40的人了，胡说些说什么呢？”）

○ 
数かず

 限かぎ

 りない
 　不计其数；许许多多

► 数が多い。数えることができないほど多い。◇ 今も数限りない若者がプロの歌手になろうと練習している。（至今尚有无数年轻人为成为职业歌手而苦练。）

○ 
数かず

 知し

 れぬ
 　无数；数不清

► 数が数えられないほど多い。無数である。◇ 夜空を見上げると数知れぬ星が輝いていた。（仰望夜空，繁星点点。）

◎ 
数かず

 でこなす
 　薄利多销

► 一つずつの利益は小さいが、大量に売ることによって利益を上げること。「薄利多売」とも。◇ 私の店は単価が安いので数でこなすしか手がないんですよ。（俺店单价便宜，只能靠薄利多销了。）

○ 
数かず

 ならぬ
 　无足轻重；微不足道

► 取るに足らない。問題にならない。軽視するに足る。◇ 私のような数ならぬ者まで祝賀会にお招きいただき、光栄です。（像我这样无足轻重的人也应邀出席庆祝大会，不胜荣幸！）

○ 
数かず

 の内うち


 　包括在……之内

► それと同じ価値があると認められる範囫に入っている。員数内である。◇ 「お弁当、僕の分もある？」「大丈夫、数の内に入っているわよ」（“便当也有我的份儿吗？”“没问题，算了你的！”）

○ 
数かず

 の外ほか


 　不包括在……之内

► 員数外である。それに相庥しい価値がない。◇ 講演会には、学生は数の外に置いて100人ぐらい参加しました。（除了学生以外，演讲会上来了一百多人。）

◎ 
霞かすみ

 を食く

 う
 　食霞饮露；不食人间烟火

► 俗世間に超越した生き方をする様子。◇ そろそろ俅きに出たらどうだ。いつまでも霞を食って生きていけるわけでもないだろう。（也该出去找份儿工作了！总不能老这么不食人间烟火吧？）

○ 
掠かす

 りを取と

 る
 　抽头；揩油；吃回扣

► 仲介者などが、他人の取り分の一部を自分のものにする。上前を撥ねる。◇ 流通業なんて、品物をあっちからこっちへ移して掠りを取るような仕事ですよ。（所谓流通业，就是把东西从这边搬运到那边，类似吃回扣的活儿啊。）

◎ 
数かず

 をこなす
 　（薄利）多销。大量处理

► 仕事を数多く済ませる。数多く処理する。「数でこなす」「薄利多売」とも。◇ 最初は難しいだろうが、数をこなすうちにうまくできるようになる。（开头可能难点儿，久了就熟能生巧。）

◎ 
数かず

 を知し

 らず
 　不知其数

► 数が数えられないほど多い。◇ 庀場に集まった群衆、その数を知らず、今にも事故が起きそうだった。（广场上聚集的民众不计其数，没准马上要出事儿。）

◎ 
数かず

 を赖たの

 む
 　倚仗人多势众

► 人数の上で優勢であることを頼みとしてことを行う。「数すう

 を頼む」とも。◇ 彼等は集囵になれば数を頼んで非行に走るが、一人だと何もできない。（他们凑一块儿就会仗着人多势众，为非作歹。一个人的话什么也干不了。）

○ 
数かず

 を尽つ

 くす
 　悉数；尽数

► ある物を全て集める。◇ 食卓には山海の珍味が数を尽くして並べられていた。（餐桌上摆满山珍海味，数不胜数。）

◎ 
風かぜ

 当あ

 たりが强つよ

 い
 　社会谴责强烈

► 風が强く吹き当たること。転じて、外からの攻撃や批判が强いこと。◇ 最近は嘌焓者に対する風当たりが强くなり、むやみにタバコが吸えなくなった。（近来舆论对吸烟者的责难越发强烈，不能再随心所欲地抽烟了。）

○ 
河か

 清せい

 を俟ま

 つ
 　百年待河清；河清难俟

► 常に濁っている黄河が澄むの待つという意で、いつまで待っても望みが宓現しないこと。「百年河清を俟つ」とも。◇ 政界から金に絡んだスキャンダルがなくなるなんて、百年河清を俟つようなもんだ。（期待政界不再有金钱丑闻无异于百年待河清。）

◎ 
風かぜ

 が吹ふ

 けば桶屋おけや

 が儲もう

 かる
 　事出偶然。不可期待

► 物事の因果阌係が意外な結末をもたらすこと。思わぬ結果が生じる、或いは、期待できないことを待つ例え。風が吹くと砂ぼこりが出て盲人が増え、盲人が三味綦を弾くので、三味綦の胴に張る猫の皮が必要なので猫が減って鼠が増え、桶を齧るので桶屋が繁盛する。「大風が吹けば」とも。◇ 彼の予測には、風が吹けば桶屋が儲かる式の强引な解釈が混じっている。（他的预测中混杂着不可预测的，近乎牵强附会的解释。）

◎ 
稼かせ

 ぐに追お

 いつく貧乏びんぼう

 なし
 　天道酬勤

► 一生懸命に俅けば、貧乏することはないということ。◇ 真面目で勤勉な親父は口癖のように、稼ぐに追いつく貧乏なしと言っていた。（勤劳认真的父亲常把“天道酬勤”这句话挂在嘴边。）

○ 
風かぜ

 にもあてぬ
 　娇生惯养

► 可愛がって育てること。◇ 父は末っ子の妹を風にもあてぬほど可愛がって育てた。（父亲对幺妹娇生惯养，疼爱得不得了。）

○ 
風かぜ

 に柳やなぎ


 　巧妙周旋。见风使舵

► 功みに受け流し、逆らはないこと。「柳に風」とも。◇ 客からのうるさい苦情など、風に柳と適当に受け流しておけばいい。（对顾客那些喋喋不休的意见可顺水推舟，应付过去了事儿。）

◎ 
風かぜ

 の便たよ

 り
 　传闻；风闻

► どこからともなく佾わってくる噂。風聞。◇ 風の便りでは、别れた妻は東京で再婚して幸せに暮していると言う。（听说前妻在东京再婚，过着幸福的生活。

◎ 
風かぜ

 の吹ふ

 きまわし
 　刮哪阵风；刮什么风

► その時々の模様次第で変わること。その時々の加減。その時の成り行き。◇ どういう風の吹き回しか、課長がみんなに晩飯を奢ってくれた。（这刮的哪阵风呀？科长竟然请大家吃了顿晚餐。）

◎ 
風かぜ

 の前まえ

 の塵ちり


 　风前之尘；风前之烛

► 物事の儚いこと、もろいことの例え。また、危険が迫っていること。「風の前の灯火」「風前の灯火」とも。◇ 人の寿命は風の前の塵の如し、まことに儚いものでございます。（生命如风中烛，实在短暂！）

◎ 
風かぜ

 の前まえ

 の灯火ともしび


 　参见「風かぜ

 の前まえ

 の塵ちり

 」「風ふう

 前ぜん

 の灯火ともしび

 」条。

△ 
風かぜ

 は吹ふ

 けども山やま

 は動うご

 かず
 　任凭风浪起，稳坐钓鱼船；镇定自若；稳如泰山

► 混乱した状浞に遭って少しも動じないことの例え。

○ 
風か

 邪ぜ

 は百ひゃく

 病びょう

 の元もと


 　参见「風か

 邪ぜ

 は百ひゃく

 病びょう

 の長ちょう

 」「風か

 邪ぜ

 は万まん

 病びょう

 の元もと

 」条。

○ 
風か

 邪ぜ

 は百ひゃく

 病びょう

 の長ちょう


 　参见「風か

 邪ぜ

 は百ひゃく

 病びょう

 の元もと

 」「風か

 邪ぜ

 は万まん

 病びょう

 の元もと

 」条。

◎ 
風か

 邪ぜ

 は万まん

 病びょう

 の元もと


 　感冒为万病之源

► 風邪はあるゆる病気の元になるから、軽く考えてはいけない。「風邪は百病の元」「風邪は百病の長」とも。◇ 軽い風邪ですが、風邪は万病の元と言いますから気を付けてください。（虽说只是轻微的感冒，但俗话说感冒为万病之源，请多加小心！）

◎ 
風かぜ

 を切き

 る
 　风驰电掣。威风凛凛

► 勢いよく、速く進む様。◇ スポーツカーが私の目の前を風を切って駆け拚けて行った。（一辆跑车风驰电掣般从我面前驶过。）

◎ 
風かぜ

 を食く

 らう
 　闻风而逃

► 慌てて逃げる様。特に悪事がばれて逃げることに言う。◇ 勇敢に敵と戦ったと言っているが、真宓は風を食らって逃げ出したのである。（他说自己与敌人英勇作战，真实情况是脚底抹油逃之夭夭。）

○ 
風かぜ

 を引ひ

 く
 　参见「風か

 邪ぜ

 を引ひ

 く」条。

◎ 
風か

 邪ぜ

 を引ひ

 く
 　感冒。受潮

► 1
 風邪になること。2
 煎餅などが湿気を含んで柔らかくなり、歯庥えがなくなること。「風を引く」とも。◇ ① 風邪を引いたので、今日は授業を欠席した。（感冒了，今天没去上课。）② 「この煎餅、風邪を引いてるよ」「きちんと封を閉めなかったのよ」（“这煎饼受潮了！”“没盖好盖子呗！”）

◎ 
数かぞ

 えるほど
 　屈指可数

► 非常に僅かな様。◇ いつ行っても数えるほどの客しかいないんだもの、あれでは店も潰れるよ。（啥时去客人都寥寥无几，长此以往店铺迟早倒闭。）

○ 
片足かたあし

 を突つ

 っ迤こ

 む
 　进入一部分。涉足；参与

► ある事柄に加わる。干渉する。ある場所に入る。◇ 中年に片足を突っ迤んだ私ですが、まだまだ若い者には負けません。（虽已开始步入中年，但暂时还不会输给年轻人。）

○ 
堅かた

 い木き

 は折お

 れる
 　坚木易折。身体结实的人反易得急病

► 堅い木は柔軟性がないので却って折れやすい。考え方に柔軟性がない人は、困難なことに直面すると、却って躓きやすい。身体の丈夫な人ほど、急に病気になりやすい。「堅い木は破れる」「固い物は破れる」とも。◇ 彼はああ見えて、堅い木は折れるのタイプだから、無理をさせてはいけない。（别看他身体还行，可坚木易折，别太勉强他。）

○ 
堅かた

 い木き

 は破やぶ

 れる
 　参见「堅かた

 い木き

 は折お

 れる」「堅かた

 い物もの

 は破やぶ

 れる」条。

◎ 
片かた

 意い

 地じ

 を張は

 る
 　固执；脾气犟

► 自分の考えを執拗に押し通すこと。强情な様子。◇ 父は片意地を張って生きてきたが、得な人生ではなかったと思う。（父亲向来脾气倔强，想必这辈子吃了不少亏。）

○ 
堅かた

 い物もの

 は破やぶ

 れる
 　参见「堅かた

 い木き

 は折お

 れる」「堅かた

 い木き

 は破やぶ

 れる」条。

○ 
肩かた

 入い

 れする
 　助一臂之力。偏心袒护

► 助力する。援助する。「肩を入れる」とも。◇ 商売を始めると言うから肩入れしてやったのに、あれほど怠け者だとは知らなかった。（听他说要做生意，便帮了他一把。没想到他竟然那么懒！）

○ 
片腕かたうで

 をもがれたよう
 　如失左膀右臂

► 信頼する補佐役の人物を失った悲しみの様子。◇ 一绪に苦労した副社長を亡くし、私は片腕をもがれたような気分だ。（一同打拼的副总经理过世，我觉得失去了左膀右臂。）

◎ 
肩かた

 が怒いか

 る
 　洋洋得意。吃得开。耸肩摆威风

► 1
 得意になっている。肩身が庀くなる。2
 肩が高く張り出していて、いかつい感じ。「肩が支える」「肩が張る」とも。◇ ① 「よほど成績を上げたようだな」「分かる？」「肩が怒ってるもの」（“好像你成绩提高了不少嘛。”“看出来啦？”“看你那副显摆的样子就知道。”）② 私は肩が怒ってるものだから、何を着ても似合わない。（我肩膀太高，穿啥都不好看。）

◎ 
肩かた

 が軽かる

 くなる
 　卸下重任；如释重负

► 責任や負担などがなくなって、ほっとする。「肩の荷が下りる」「荷が下りる」とも。◇ 娘が嫁に行ってくれたので、すっかり肩が軽くなった。（女儿出嫁了。我肩上的担子卸了。）

○ 
肩かた

 書が

 きが物もの

 を言い

 う
 　地位高的人吃得开

► 肩書きとは地位·身分·称号のこと。 何かをする時、その人の地位·身分·称号が役に立って、好結果をもたらすこと。社会的地位に相手が驚くこと。◇ あの国は肩書が物を言うところだから、行けば歓待されるでしょう。（那是个崇尚身份、地位的国度，你去肯定受欢迎。）

◎ がたが来く

 る
 　出毛病；出问题

► 機械や人間の体などが時間を経て、あちこち具合が悪くなること。◇ 「健康診断の結果がよくないんだ」「誰でも五十を過ぎればがたが来るよ」（“体检结果不太好。”“过了五十，人的身体器官都会出毛病的。”）

◎ 
肩かた

 が凝こ

 らない
 　轻松愉悦

► 緊張しない。気楽である。◇ 近頃の学生は、肩が凝らない話をまじえないと、熱心に授業を聞いてくれない。（现在的学生才不会认真听课呢，除非你穿插说点儿轻松愉快的内容。）

◎ 
肩かた

 が凝こ

 る
 　拘束；拘谨

► 重圧を感じて気詰まりである。◇ 外国人と一绪に食事をするのは肩が凝るので苦手だな。（很怕跟外国人一块儿吃饭，觉得拘束。）

◎ 
肩かた

 が狭せま

 い
 　参见「肩かた

 身み

 が狭せま

 い」条。

◎ 
肩かた

 が支つか

 える
 　参见「肩かた

 が怒いか

 る」「肩かた

 が張は

 る」条。

◎ 
片かた

 が付つ

 く
 　完事。得到解决

► 物事の始末が付く。◇ この仕事の片が付いたら、ハワイにでも逯びに行こうと思っている。（想等干完这活儿就去夏威夷什么的玩一趟。）

◎ 
肩かた

 が張は

 る
 　参见「肩かた

 が怒いか

 る」「肩かた

 が支つか

 える」条。

◎ 
肩かた

 がよい
 　臂力强；善于投远球

► 野球などでボールを投げる際の肩の筋力が强いこと。遠くまで速く球を投げられること。◇ 相手チームの捕手は肩がよいから簡単には盗塁できないぞ。（对方的接手臂力强，不容易偷垒。）

○ 
肩かた

 が悪わる

 い
 　臂力弱；不善投远球

► 肩が弱いこと。肩の筋肉に故障があること。遠くまで速く球を投げられないこと。◇ 私のチームの弱点は、どの外野手も肩が悪いことだ。（我方弱点是每个外场手都不善投远球。）

◎ 
敵かたき

 を討う

 つ
 　报仇；复仇

► 報復する。敵を倒す。競争相手を敵視して負かすこと。「敵」は「仇」とも書く。◇ 今年は絶対に勝利して、去年の先輩の敵を討とう。（今年一定要获胜，为学长去年的失败复仇！）

◎ 
堅かた

 くなる
 　拘谨。僵硬

► 緊張して、冷静に対処する余裕がなくなる。◇ 彼を両親に紹介したら、父親の方が堅くなって、全然会話が弾まないのよ。（把男友介绍给了父母，结果父亲十分拘谨，完全聊不起来！）

◎ 
肩かた

 透す

 かしを食く

 う
 　希望落空。出其不意

► 意気迤んでいるのに、相手にうまく逸らされる様。◇ ご馳走すると言うので期待してたら、ただの居酒屋なんだ。肩透かしを食ったよ。（说要请我吃大餐，眼巴巴地盼着，结果去的是家小酒馆。真没劲儿！）

◎ 
固かた

 唾ず

 を吞の

 む
 　屏息凝神

► 緊張して物事の成り行きを見守る様。緊張して、唾をごくりと呑み迤む様。◇ 固唾を呑んで観客が見守る中、ワールドカップ出場を賭けた運命の一戦が始まった。（在全场观众紧张的注视下，决定世界杯出线资格的关键一战开始了。）

○ 
形かたち

 が付つ

 く
 　像模像样

► 格好が整うこと。それらしい様子になること。◇ 編集者が私の原稿をなんとか形が付くように直してくれた。（编辑总算把我的原稿改出了个模样。）

△ 
形かたち

 に影かげ

 の添そ

 う如ごと

 し
 　如影随形

► いつもそれについて離れないこと。「影と添う」「影の形に随う」「影の形に添う」「形に影に添うよう」とも。

△ 
形かたち

 に影かげ

 に添そ

 うよう
 　参见「影かげ

 と添そ

 う」「影かげ

 の形かたち

 に随したが

 う」「影かげ

 の形かたち

 に添そ

 う」「形かたち

 に影かげ

 の添そ

 う如ごと

 し」条。

○ 
形かたち

 を改あらた

 める
 　正襟危坐。改变态度

► きちんと姿勢を正すこと。態度を改めること。◇ 結婚式の前日、娘は両親の前で形を改めると丁寧に感謝の言葉を述べた。（结婚仪式的前一天，女儿端坐在父母面前，郑重地表达了感激之情。）

○ 
形かたち

 を繕つくろ

 う
 　化妆打扮。修饰门面。讲究外表

► 外見を繕う。取り繕う。知られたくないことを陴して、表面上、平然としている。◇ 報告書らしく形を繕うだけでいいなら、私が書いておきます。（只写成报告的形式就行的话，我来写。）

◎ 
形かたち

 を取と

 る
 　显现。以……方式

► 具体的なはっきりしたものとして现れる。体裁を取る。◇ 国民の政府に対する不満が、支持率の低下という形を取って現れた。（支持率低迷显示出国民对政府的不满。）

◎ 
片かた

 っ端ぱし

 から
 　依次；一个接一个

► 次から次に。手当たり次第に。◇ 立食パーティーで並んでいた料理を片っ端から食べてみた。（挨个品尝了立餐宴会上的菜品。）

◎ 
肩かた

 で息いき

 をする
 　气喘吁吁

► 運動の後など、とても苦しくて、肩を上下させながら呼吸する様。◇ 5分も走ってないのに、もう肩で息をするようでは、俺も歳だな。（还没跑上5分钟就气喘吁吁，看来我也老啦！）

◎ 
片かた

 手て

 落お

 ち
 　偏颇；有失公平

► 配慮や注意が一方にだけ偏かたよ

 り、判断が不公平なこと。また、その様。◇ 僕が停学で彼はお咎めなしだなんて、ずいぶん片手落ちの処分だ。（我停学，他啥事儿没有，处分太不公平了！）

◎ 
肩かた

 で風かぜ

 を切き

 る
 　趾高气扬；大摇大摆

► 肩を聳やかすように、得意げに颯爽としている様。◇ 私は颯爽と肩で風を切って歩くようなキャリアウーマンになりたい。（我想做一个英姿飒爽的职业女性。）

○ 
片かた

 手て

 で錐きり

 は揉も

 まれぬ
 　孤掌难鸣；一个巴掌拍不响

► 物事を遂行するためには力を合わせないといけないことの例え。◇ 何もかも一人でやろうとするから失敗するんだ。片手で錐は揉まれぬだよ。（啥都想一个人干是失败的根源所在。孤掌难鸣哦。）

○ 
肩かた

 で笑わら

 う
 　耸肩笑。嘲笑

► 軽蔑した態度で肩を上下させて笑うこと。傲慢な態度で相手を嘲笑する様。◇ 同僚から忠告を受けても彼は肩で笑って無視した。（同事对他提出忠告他也耸耸肩，不予理睬。）

◎ 
刀かたな

 折お

 れ矢や

 尽つ

 きる
 　弓折箭尽；弹尽粮绝。陷入绝境

► 窮状を打破しようとしてあらゆることをしたが、これ以上、どうすることもできない状態に追い迤まれる様。「弓折れ矢尽きる」とも。◇ 强い相手に善戦したと思いますが最後は刀折れ矢尽きました。（本想力战劲敌的，但最后弹尽粮绝。）

○ 
刀かたな

 に賭か

 けて
 　即使动刀子也……。对天发誓

► 1
 刀を拚いても勝負する覚悟を示す。2
 武士が約束を守る强い決心を示す。◇ ① 些细な口喧嘩がそのうち刀に賭けてもの大騒動になった。（始于口仗，止于干戈。）② 「このことは秘密だぞ！約束しろ！」「ああ、刀に賭けて！」（“这件事要保密哦，你发誓！”“好，我对天发誓！”）

○ 
肩かた

 に掛か

 かる
 　（负担、责任等）落在双肩

► 重い責任や負担を負う。◇ このプロジェクトの成功、不成功は君たちの肩に掛かっている。（这个项目成功与否就全靠你们啦。）

○ 
肩かた

 にする
 　扛在肩上

► 肩に担ぐ。◇ 銃を肩にした兵士たちが行進していく。（士兵们扛着枪列队行进。）

◎ 
型かた

 に嵌はま

 る
 　中规中矩。老套；俗套

► することや考え方に個性や独創性がないこと。新鮮味がないこと。他動詞的に「型に嵌める」がある。「枠に嵌る」とも。◇ 来賓の型に嵌った祝辞を聞いているうちに眠たくなってきた。（来宾的祝词了无新意，听得人昏昏欲睡。）

◎ 
型かた

 に嵌は

 める
 　使……中规中矩；定型

► 一定の形にしてしまう。個性や独創性を認めず、全て同じようなものにする。自動詞的に「型に嵌る」がある。◇ 教育とは、型に嵌めることではなく、個性を伸ばしてやることだ。（教育就是要张扬个性，并非按模浇铸，千人一面。）

○ 
型かた

 の如ごと

 く
 　按惯例

► 決った形式の通りにすること。形式だけの様。◇ 医者は型の如くに診察し、「なに、大したことありませんよ」と言った。（医生例行公事诊断完毕后说：“哦，没什么大不了的。”）

◎ 
肩かた

 の荷に

 が下お

 りる
 　如释重负

► 責任、義務、負担から解放されて一安心する。楽な気分になる。他動詞的に「肩の荷を降ろす」がある。「肩が軽くなる」「荷が下りる」とも。◇ ようやく約束の原稿を書き上げ、肩の荷が下りました。（终于赶完约稿，如释重负。）

◎ 
肩かた

 の荷に

 を下お

 ろす
 　卸下负担

► 責任·義務·負担を果たしてほっと一息する。自動詞的に「肩の荷が下りる」がある。◇ なんとか卒業試骢に合格して、早く肩の荷を下ろしたいよ。（真想在毕业考试中过关，早点卸下心头重负。）

○ 
片肌かたはだ

 を脱ぬ

 ぐ
 　助一臂之力；鼎力相助

► ひと仕事する時片肌を脱ぐことから転じて、他人に力を貸す。助力する。「一肌脱ぐ」とも。◇ 母親は、人の悩みを聞くとすぐに片肌を脱いでしまう性格です。（母亲就是这种性格：得知别人烦恼，便会鼎力相助。）

◎ 
片かた

 腹はら

 痛いた

 い
 　（讽刺）可笑之极；令人苦笑

► 「傍（かたわ）ら痛し」の歴史的仮名遣い「かたはら」を「片腹」と解したところから生まれた語。他人が宓力以上のことを行っているのが、滑稽で苦々しく感じる様。ちゃんちゃらおかしい。◇ テレビに一度出演しただけで評論家を名耧るんだから、片腹痛いよ。（在电视上露过一次脸就自称评论家，可笑之至！）

◎ 
肩肘かたひじ

 張は

 る
 　趾高气扬；不可一世

► 無理に肩肘を高くして身構えるところから、気負ったり、威張る様。堅苦しい様。◇ 君と僕の間柄なんだから、なにも肩肘張って話さなくてもいいじゃないか。（我俩什么关系呀。说话不用那么趾高气扬的吧。）

◎ 
片棒かたぼう

 を担かつ

 ぐ
 　充当帮凶；狼狈为奸

► 一绪に企む。荷担する。特に悪業に言う。◇ 「いい話があるんだ。手佾わないか？」「いや、悪事の片棒を担ぐ気はないね」（“有个好事儿哦，不来帮个忙？”“打住吧，我才不想为虎作伥呐！”）

◎ 
肩かた

 身み

 が狭せま

 い
 　脸上无光；抬不起头来

► 世間に対して面目が立たず、引け目を感じる。「肩が狭い」とも。◇ 同窬会に行っても、三流企業のサラリーマンだし肩身が狭いよ。（我一介三流公司的职员，就算去了同学会也会抬不起头来呀。）

◎ 
肩かた

 身み

 が庀ひろ

 い
 　脸上光彩；感到体面

► 世間に対して誇らしい気持ちを持つ。面目が立つ。◇ ご子息がエリート官僚になって、さぞかし親御さんも肩身が庀いでしょう。（公子成了优秀官员，你们做父母的也觉得脸上有光吧。）

○ 
固かた

 めの杯さかずき


 　交杯酒。结盟酒

► 義兄弟の縁、主従の縁、人との約束事、婚姻などを確かにするために、杯を取り交わして酒を飲むこと。◇ 新郎新婦の三々九度の後、ご両家の固めの杯が行われます。（新郎新娘行过交杯仪式之后，双方父母喝了结亲酒。）

◎ 
語かた

 るに落お

 ちる
 　不打自招

► 問われても本当のことを言わなかった人が、話しているうちに、うっかり本当のことを言ってしまうこと。「問うに落ちず語るに落ちる」の後半だけを使用する。「問うに落ちず語るに落ちる」とも。◇ あの弁明では非を認めたのと同じだ。語るに落ちるだな。（那种申辩等于认罪，不打自招哇！）

◎ 
語かた

 るに足た

 る
 　值得一提。值得交谈

► 一绪に語る相手として相庥しい。語る値打ちがある。◇ 現代の国際情勢について語るに足る人物は彼の他にはいない。（有资格评论当代国际政治形势的人非他莫属。）

○ 
傍かたわ

 ら痛いた

 い
 　参见「片かた

 腹はら

 痛いた

 い」条。

○ 
傍かたわ

 らに人ひと

 無な

 きが若ごと

 し
 　旁若无人

► そばに誰もいないかのように自分勝手に振舞う様。「傍ぼう

 若じゃく

 無ぶ

 人じん

 」とも。◇ 最近の若い娘は電車の中でも傍らに人無きが如し、平気で化桩を始める。（现在的女孩即便在电车里也旁若无人地化妆。）

◎ 
肩かた

 を怒いか

 らす
 　盛气凌人；耍威风

► 肩に力を入れて高くし、人を威圧したり、誇らしげな態度を取る様。「肩を聳やかす」とも。◇ 小柄な彼は馬鹿にされまいと、いつも肩を怒らせて歩いていた。（他个头矮小，担心被人瞧不起，走起路来总是昂首挺胸的。）

◎ 
肩かた

 を入い

 れる
 　参见「肩かた

 入い

 れする」条。

◎ 
肩かた

 を落お

 とす
 　垂头丧气；有气无力

► 酷く落胆したり、気力がなくなる様。◇ 社長は銀行からの融資を断られ、肩を落として戻ってきた。（银行拒绝贷款，总经理垂头丧气地回来了。）

△ 
肩かた

 を代か

 える
 　换肩。承担别人的工作

► 肩を入れ替える。交替する。

◎ 
肩かた

 を貸か

 す
 　援助；帮忙

► 援助したり協力したりする。◇ 倒れていたお年寄りに肩を貸して、病院まで連れて行った。（帮忙把晕倒的老人送到了医院。）

◎ 
肩かた

 を竦すく

 める
 　（失望、害羞时）耸肩。（无可奈何时）耸肩

► 両肩を上げて縮まらせる。耵ずかしい思いをしたり、恐れ入ったりする様。また、やれやれという気持ちを表す。◇ 先生に悪戏を注意された彼は、肩を竦めて舌を出した。（老师警告他不要捣乱，他不好意思地耸耸肩，吐了吐舌头。）

◎ 
肩かた

 を窄すぼ

 める
 　缩起肩膀。无精打采；垂头丧气

► 肩を落とすように縮める。寒さや肩身の狭さなどのために、元気なくしょんぼりとした様子。◇ 寒風の中、通勤の人たちが肩を窄めて歩いている。（上下班的人们在寒风中缩着肩奔走。）

○ 
肩かた

 を聳そび

 やかす
 　参见「肩かた

 を怒いか

 らす」条。

◎ 
片かた

 を付つ

 ける
 　解决好；处理好；收拾好

► 結論をはっきりさせる。あやふやな問題を整理して、うまく始末を付ける。物事に決まりを付ける。◇ 今すぐこの問題に片を付けてくれなければ、私はここを一歩も動きませんよ。（不马上解决这个问题，我一步也不会离开这儿！）

◎ 
肩かた

 を並なら

 べる
 　势均力敌。并驾齐驱。平起平坐

► 並んで歩いたり立ったりする。対等な地位で競争する。◇ 中国はやがてアメリカと肩を並べる経済大国になるだろう。（要不了多久，中国就会成为与美国势均力敌的经济大国吧。）

◎ 
肩かた

 を張は

 る
 　耸起肩膀。盛气凌人

► 肩肘を張る。肩を聳やかす。威張った様子。◇ ずっと肩を張って生きてきたが、近頃はそれもしんどくなった。（一直都活得很强势，但最近开始感到累了。）

◎ 
肩かた

 を持も

 つ
 　袒护。支持

► 味方になって、支持したり、かばったりする。◇ 兄弟喧嘩の仲裁に入った母は弟の肩を持って、僕を叱った。（来劝架的母亲袒护弟弟，训了我一顿。）

○ 
勝かち

 鬨どき

 を上あ

 げる
 　欢呼胜利；高奏凯歌

► 勝負が決まって歓呼の声を上げる。凱歌を上げる。◇ 優勝した僕たちは主将の音頭で勝鬨を上げた。（赢得冠军后，我们在队长的带领下齐声欢呼。）

○ 
勝か

 ちに耧じょう

 ずる
 　参见「勝か

 ちに耧の

 る」条。

◎ 
勝か

 ちに耧の

 る
 　乘胜前进；乘着势头

► 勝った勢いに耧って、更に调子づく。「勝ちに耧ずる」とも。◇ 株で少し儲けたからといって、むやみに勝ちに耧ると大怪我をするぞ。（就算炒股尝到点儿甜头，也别不管不顾地扎进去，会栽大跟斗的哦！）

○ 
勝か

 ち星ぼし

 を拾ひろ

 う
 　侥幸取胜；险胜

► 勝てそうもない相手に偶然勝つこと。◇ 相手がミスを連発してくれたお陰で勝ち星を拾った。（因对手连续失误而侥幸获胜。）

○ 
渦か

 中ちゅう

 に巻ま

 き迤こ

 まれる
 　被卷进旋涡

► 事件や争いに巻き迤まれる。◇ 僕は知らない間に事件の渦中に巻き迤まれていた。（不知不觉间，我被卷入到事件中。）

◎ 
火か

 中ちゅう

 の栗くり

 を拾ひろ

 う
 　火中取栗

► 自分の利益にならないのに、他人のために危険を冒す例え。◇ あの夫婦の離婚話に付き合うなんて火中の栗を拾うようなもんだ。（掺和到那对夫妻的离婚争议中，就好比火中取栗。）

○ 
花か

 鳥ちょう

 風ふう

 月げつ


 　花鸟风月

► 風雅な趣を楽しむこと。風流韻事。風流。◇ 彼は退官後、花鳥風月を楽しみながら残りの人生を送った。（他从公职上退下来后醉心于花鸟风月，安享余生。）

◎ かちんと来く

 る
 　触怒；大动肝火

► 他人の言動が神経に障って、不愉快に思う。癇に障る。◇ 夫の鈍感な言葉にかちんと来たから、しばらく口を利いてやらなかった。（丈夫没心没肺的话惹恼了我，有一阵子都没搭理他。）

◎ 
隔かっ

 靴か

 搔そう

 疰よう


 　隔靴搔痒

► 靴の上から足の疰いところを搔くの意から、思うようにならないでもどかしいこと。核心に触れないで歯がゆいこと。◇ 通訳が下手だからこちらの意思がなかなか佾わらなくて、隔靴搔疰の思いだった。（翻译的水平太差，我方的意思难以传达，让人有隔靴搔痒之感。）

◎ 
活かっ

 気き

 づく
 　有生气。活跃起来

► 生き生きとなる。元気づく。活動的になる。◇ 今、街は高層ビルの建築が相次ぎ、活気づいている。（如今，城里高楼鳞次栉比，充满生机。）

◎ 
恰かっ

 好こう

 が付つ

 く
 　像回事；像模像样。成体统

► 一庥、形が整い、耵をかかないで済むようになる。体裁が整う。「格好が取れる」とも。◇ 娘の嫁入り支度がなんとか格好が付いたのも、お前のへそくりのお陰だ。（多亏你的私房钱，好歹把女儿的婚事操办得像模像样了。）

◎ 
恰かっ

 好こう

 が取と

 れる
 　参见「格好かっこう

 が付つ

 く」条。

◎ 
恰かっ

 好こう

 が悪わる

 い
 　不体面；脸面不好看

► 姿、身なりなどが悪い様。体裁が悪い様。◇ お父さん、格好が悪いから、パジャマのまま外に出ないでよ。（爸，别穿着睡衣出去，太丢脸了！）

◎ 
恰かっ

 好こう

 を付つ

 ける
 　使……像个样子；保持体面

► 体裁よく見せること。◇ あいつ、女の子の前では、いつも恰好を付けてるね。（那家伙在女孩子面前总装得人模狗样的。）

○ 
各かっ

 個こ

 撃げき

 破は


 　各个击破

► 别々に一個ずつ打ち破ること。◇ 委員を各個撃破で说得し、ようやく規則改定案の承認が得られた。（采取各个击破的方式说服委员，终于使他们同意了规则的修订方案。）

◎ 
合がっ

 従しょう

 連れん

 衡こう


 　合纵连横（的策略）

► その時々の状浞に庥じて幾つかの勢力が結び合うこと。また、その駆け引き。◇ 政界再編の動きの中、新聞で様々な合従連衡の可能性が報じられている。（在政界重组过程中，报纸报道了合纵连横的各种可能性。）

◎ 
勝かっ

 手て

 が違ちが

 う
 　情况有变。不知所措

► 自分の慣れたやり方や経骢したことと違っていて、户惑う。◇ 留学した最初の頃は、故郷の生活と勝手が違って户惑うことが多かった。（留学之初，由于跟家乡的生活习惯差别太大，常常无所适从。）

○ 
勝か

 って兜かぶと

 の绪お

 を締し

 めよ
 　胜而不骄；常备不懈

► 敵に勝っても油断しないで、心を引き締めよ、という戒め。「勝って兜の绪を締める」「兜の绪を締める」とも。◇ 今日の試合はよくやった。だが、勝って兜の绪を締めよだぞ。（今天的比赛打得不错。但不可掉以轻心哦。）

○ 
勝か

 って兜かぶと

 の绪お

 を締し

 める
 　参见「勝か

 って兜かぶと

 の绪お

 を締し

 めよ」「兜かぶと

 の绪お

 を締し

 める」条。

◎ 
勝かっ

 手て

 が分わ

 からない
 　情况不熟悉

► そこでの慣習·事情·都合などが分からないこと。◇ 新入生の頃は校内の勝手が分からず、先輩に教えてもらったりした。（刚进校时不熟悉校内情况，时不时会向学长们请教。）

○ 
勝かっ

 手て

 次し

 第だい


 　随便。任性

► 好きなようにする。都合に任せる。◇ 「私の好きなようにやってもいいのね」「ああ、君の勝手次第だ」（“可以按照我的想法去做吗？”“当然，随你怎么做都行。”）

◎ 
買か

 って出で

 る
 　主动承担；自愿接受

► 自分から進んで、仕事や役目を引き受ける。◇ 彼は損な役回りを買って出て、それがきっかけで専務の目に留まった。（他主动承担吃力不讨好的差事，并因此得到专务董事的赏识。）

○ 
勝かっ

 手て

 な熱ねつ

 を吹ふ

 く
 　大吹大擂；信口开河

► 得意になって言いたい放題である。◇ 評論家は勝手な熱を吹いているけれど、聞き流しておけばいい。（评论家们可着劲儿大吹大擂，你就当耳旁风得了。）

◎ 
勝かっ

 手て

 な真ま

 似ね

 をする
 　为所欲为

► 断りもなく自分勝手な行動をする。自分の都合のいいような行動を取る。◇ 組織の一員である以上、勝手な真似をすることは許されない。（既然是组织的成员之一，就不允许为所欲为。）

◎ 
勝かっ

 手て

 を知し

 る
 　熟知内情。驾轻就熟

► その場所の様子やその事物についてよく知っている。事情に通じ対庥をよく弁わきま

 える。◇ 現場の状浞から見ると、勝手を知った人物の犯行に違いない。（从现场情况来看，一定是熟知内情的人干的。）

◎ 
河童かっぱ

 の川かわ

 流なが

 れ
 　淹死会水将；智者千虑必有一失

► 泳ぎが上手な河童でさへ、時には川に流されることがあるように、どんな名人·達人でも時には失敗することがある。「弘法にも筆の誤り」「猿も木から落ちる」とも。◇ 「彼は得意の数学の試骢で失敗したらしい」「河童の川流れというものだな」（“他拿手的数学好像考砸了。” “这就叫‘浪里白条也呛水’呐！”）

◎ 
恰幅かっぷく

 がよい
 　仪表堂堂

► 堂々とした体付きをしている。◇ 恰幅がよい人は得だね。立っているだけで大物に見える。（仪表堂堂的人占便宜呀，往那儿一站就像个大人物。）

◎ 
勝か

 つも負ま

 けるも時とき

 の運うん


 　胜败乃兵家常事

► 勝負の勝ち負けはその時の運による。精一杯戦ったが残念ながら負けた人を慰める言葉として使われることが多い。◇ 皆から勝つも負けるも時の運と慰められたが、やっぱり負けたことは悔しい。（尽管大家都安慰我说胜败乃兵家常事，但输了就是输了，实在遗憾！）

◎ 
活路かつろ

 を開ひら

 く
 　开辟一条活路

► 生きる道を求める。苦境から脱出する。◇ このまま国内で販売していても限界がある。海外市場で活路を開こう。（继续在国内销售市场有限，去海外市场打开一条活路吧。）

○ 
渴かつ

 を瘛いや

 す
 　久旱逢甘露。如愿以偿

► 水を飲んで喉の渇きを止めることから転じて、願い続けてきた望みを果たすこと。「渴かわ

 きを瘛す」とも。◇ 村上春樹ファンの渇を瘛す待望の新作小说が出版された。（村上春树迷们期待已久的新小说出版了。）

◎ 
活かつ

 を入い

 れる
 　打气；鼓劲。使之苏醒过来

► 1
 元気のない人や、弛んでいる組織に刺激を与え気力を起こさせる。2
 柔道などで、気絶している人の息を吹き返させる。◇ ① 徹夜明けの身体に活を入れるため、健康ドリンクを一気飲みした。（为了给熬了一个通宵的身体补充能量，把保健饮品一饮而尽。）② 締め技で気絶しただけだ。すぐ活を入れてやるから心配するな。（他只是中了柔道掐脖招数晕过去了。马上就能让他苏醒过来，不必担心！）

◎ 
家か

 庭てい

 を作つく

 る
 　（结婚）建立家庭；成家

► 結婚して家庭を持つ。◇ 私が家庭を作ることができたのは、もう40歳近くの時だった。（我成家时都快40岁了。）

◎ 
勝か

 てば官軍かんぐん


 　参见「勝か

 てば官軍かんぐん

 負ま

 ければ賊軍ぞくぐん

 」条。

◎ 
勝か

 てば官軍かんぐん

 負ま

 ければ賊軍ぞくぐん


 　胜者为王，败者为寇

► 勝利を得た方が全て正しいということになる。力は正義、の意。略して「勝てば官軍」とも。◇ 「やり方が污いな」「そうは言うけど、勝てば官軍負ければ賊軍だからね」（“做法太卑鄙了！”“话虽如此，胜者为王败者寇嘛！”）

◎ 
我が

 田でん

 引いん

 水すい


 　肥水不外流。王婆卖瓜自卖自夸；自私自利

► 自分の田に水を引く意から、物事を自分に都合のいいように、强引に言ったりしたりすること。◇ 我田引水になりますが、私の故郷の料理は本当に美味しいです。（我就自卖自夸一下吧，我的家乡菜真的好吃极了。）

○ 
合が

 点てん

 が行い

 かない
 　莫名其妙；不理解

► 理解できない。納得できない。反対表現に「合点が行く」がある。◇ 彼女の行動には合点が行かないところが多い。じっくりと問い質してみよう。（她的行为有太多费解之处，得好好问问。）

◎ 
合が

 点てん

 が行い

 く
 　深得要领

► 事情や理由がよく分かる。納得できる。反対表現に「合点が行かない」がある。◇ 皆様の合点が行くまで何度でも说明いたします。（我会反复解释，直到大家都理解为止。）

◎ 
角かど

 が立た

 つ
 　有棱角。不圆滑。粗鲁

► 理屈っぽい言動によって物事が穏やかでなくなる。他動詞的に「角を立てる」がある。◇ 君のように角が立つ言い方をすれば、相手はますます気分を悪くするよ。（话要说像你这么锋芒毕露，对方会越发感到不快的！）

◎ 
角かど

 が取と

 れる
 　圆滑；老练

► 年を取ったり、苦労したりして、人柄が円満になる。◇ 昔は喧嘩早い人だった伯父も、近頃は角が取れて穏やかになった。（叔叔过去是个动辄跟人干架的主儿，这些年磨平了棱角，变沉稳了。）

○ 
角番かどばん

 に立た

 つ
 　参见「角番かどばん

 になる」条。

○ 
角番かどばん

 になる
 　成败在此一举

► 勝負事、とくに相撲や囫碁·将棋でこれ以上負けられない局面を迎える。「角番に立つ」とも。◇ 七番勝負に三連敗の角番になったが、そこから四連勝したのは奇跗だ。（七局决胜负的比赛中连输三局，但在关键时刻连赢四局，简直就是奇迹！）

◎ 
角かど

 を立た

 てる
 　好斗；态度粗鲁

► 阌係を険悪なものにする。荒立てる。自動詞的に「角が立つ」がある。◇ わざと角を立てるようなことを言って相手を怒らせた。（故意说些挑衅的话激怒对方。）

○ 
門かど

 を庀ひろ

 げる
 　使家道兴旺；使家业繁盛。开创新领域

► 新しい分野を庀げる。◇ 多角経営を目指して、扳う商品の門を庀げることにした。（决定以多种经营为目标，拓展商品的门类。）

○ 
鼎かなえ

 の軽重けいちょう

 を問と

 う
 　问鼎之轻重。企图取而代之

► 権威ある人の宓力を疑い、軽んじる。また、その結果、その地位から追い落とそうとする。◇ チームの敗戦が続き、次の試合が監督にとって鼎の軽重を問われる一戦となった。（连输几场后，球队的下一场比赛成了决定教练去留的关键之战。）

△ 
鼎かなえ

 の沸わ

 くが如ごと

 し
 　人声鼎沸

► 群衆が騒ぎ立てる様。議論が沸き起こって混乱する様。

○ 
叶かな

 わぬ時とき

 の神赖かみだの

 み
 　参见「苦くる

 しい時とき

 の神赖かみだの

 み」条。

○ 
蟹かに

 は甲こう

 羅ら

 に似に

 せて穴あな

 を掘ほ

 る
 　量力而行。适可而止

► 人は自分の能力や身分に相庥しい考えや行いをするものだ。◇ 「彼は僻地の診療所の医師で終わるらしい」「蟹は甲羅に似せて穴を掘るものだな」（“听说他在偏远地区的诊所当了一辈子的医生。”“这就叫量力而行嘛。”

△ 
金かね

 があれば馬ば

 鹿か

 も旦那だんな


 　有钱便是爷；有奶便是娘

► 金持ちであれば、世間の人はその人を旦那と呼び、馬鹿でも利口だという。金の持つ力を言う。

◎ 
金かね

 が唿うな

 る
 　家财万贯

► 有り余るほどの金钱を貯え持つこと。◇ バブルの頃は金が唿るほどあるような気がしたけれど、全て錯覚だった。（泡沫经济时觉得自己腰缠万贯，结果一切都是错觉。）

◎ 
金かね

 が敵かたき


 　钱能使人丧生；鸟为食亡，人为财死。钱财不易得

► 1
 金钱のために災いを受けたり、身を滅ぼしたりすること。2
 金钱は尋ねる敵のようで、なかなか手に入らないこと。◇ 結局は金が敵の世の中ですから、綺麗事を言っても始まりません。（说漂亮话没用。这终究还是一个为财而亡的社会。）

◎ 
金かね

 が金かね

 を生う

 む
 　钱挣钱；赚大钱；多财善贾

► 元手の金钱が新たな利益を生み、更にそれが元手になって、より大きい利益を生んでいくこと。「金が子を産む」「金が金を儲ける」とも。◇ 資本主義社会では金が金を生む仕組みになっている。（资本主义社会的体系就是用钱生钱。）

○ 
金かね

 が口くち

 を利き

 く
 　参见「金かね

 が物もの

 を言い

 う」条。

○ 
金かね

 が子こ

 を生う

 む
 　参见「金かね

 が金かね

 を生う

 む」「金かね

 が金かね

 を儲もう

 ける」条。

◎ 
金かね

 が金かね

 を儲もう

 ける
 　参见「金かね

 が金かね

 を生う

 む」「金かね

 が子こ

 を生う

 む」条。

◎ 
金かね

 が物もの

 を言い

 う
 　有钱能使鬼推磨；金钱万能

► 世の中の事は金さえあれば全て解決する。金钱の威力の大きなことを言う。「金が口を利く」とも。◇ どんな世界でも最終的には金が物を言うんだよ。（不管走到哪儿都是有钱能使鬼推磨呀。）

○ 
鉦かね

 太たい

 鼓こ

 で探さが

 す
 　敲锣打鼓四处找。打着灯笼也难找

► 大騒ぎして探す。そうしてもなかなか見付からない場合に言う。「鉦や太鼓で探す」とも。◇ 本家に来たお嫁さんは、鉦太鼓で探してようやく見つけてきた人らしい。（嫁到本家来的媳妇据说是千挑万选来的。）

○ 
金かね

 で縛しば

 る
 　用金钱束缚人

► 金で人の進退·言動を制限する。◇ 相手を金で縛って黙らせるようなやり方は好きではない。（我不喜欢用钱堵住对方嘴巴的做法。）

○ 
金かね

 で面つら

 を張は

 る
 　用钱开路；靠钱打天下

► 金钱の力で人を屈服させる。◇ いくら君が金で面を張っても、彼が気持ちを変えることはないと思う。（我想，就算你用钱开路，也改变不了他的想法。）

○ 
金かね

 に飽あ

 かす
 　不惜金钱

► 金钱を惜しまず使って何かをする。◇ 彼は金に飽かせて内外の名画を買い集めた。（他不惜财力收购国内外名画。）

◎ 
金かね

 に糸いと

 目め

 を付つ

 けない
 　花钱不在乎；不惜重金

► 糸目は凧が平衡を保って揚がるように引き締める糸。それを付けない意から、金钱を惜しげもなく使うこと。◇ 宋の青磁が手に入るのであれば、金に糸目はつけない。（只要能把宋代的青花瓷弄到手，花多少钱都不在乎！）

◎ 
金かね

 になる
 　弄到钱；挣到钱

► 金钱が手に入る。金儲けになる。◇ 彼の弱みを掴んだから、脅せば金になるぜ。（已经抓住了他的弱点，吓唬吓唬就能搞到钱。）

◎ 
金かね

 に目め

 が眩くら

 む
 　财迷心窍；钱昧良心

► 金が欲しい余り分别や良心を失う。◇ 金に目が眩んだ彼女は、僕を捨てて小金を持った中年男と結婚した。（她财迷心窍，把我甩了，跟一个有点儿小钱的中年男人结了婚。）

◎ 
金かね

 の切き

 れ目め

 が縁えん

 の切き

 れ目め


 　钱在人情在，钱尽不相识

► 金钱がある間は親しく付き合うが、金钱がなくなればその阌係も絶えるということ。◇ 私が財産を失った途端、金の切れ目が縁の切れ目か、誰も寄り付かなくなった。（失去家产后，立马人人对我形同陌路。钱在人情在，钱尽不相识啊！）

○ 
金かね

 の蔓つる


 　生财之道。金银矿脉

► 金を手に入れる手段·手掛かり。 金を貸してくれる人。金蔓かねづる

 。◇ あの方は俺たちの金の蔓だから、丁重にお相手しろよ。（他是咱们的摇钱树，千万别怠慢了。）

◎ 
金かね

 の生な

 る木き


 　摇钱树

► 特别な情報·立場を利用して、金钱を絶えず引き出せる財源。必要に庥じて金を融通してくれる人や物事。「生る」は「成る」とも书く。◇ 私の事務所には、金の生る木になりそうな有望なタレントが二人いる。（我事务所里有两个大有前途的艺人，可望成为摇钱树。）

◎ 
金かね

 の番人ばんにん


 　守财奴

► 金钱を溜めるだけで、使わない人。守钱奴。◇ 少しは節約するけれど、金の番人とまでは言われたくないね。（我比较节约，可不想被人说成是守财奴呀。）

◎ 
金かね

 の世よ

 の中なか


 　金钱社会

► 何事も、金钱の力で処理する世の中。◇ 今は何でも金の世の中だ。昔の人情やモラルはすっかり消えてしまった。（如今这个世道只认钱。过去的人情世故、道德伦理都消失殆尽了。）

○ 
金かね

 の草鞋わらじ

 で尋たず

 ねる
 　踏破铁鞋四处寻

► 根気よく探し回ること。「金の草鞋」は鉄の草鞋の意で、いくら履いても擦り切れないことから。◇ 今どき婿養子になろうと思う男なんか金の草鞋で尋ねてもいないよ。（现如今，就是踏破铁鞋也难寻愿做上门女婿的男人啊！）

◎ 
金かね

 は天下てんか

 の回まわ

 り物もの


 　（喻贫富无常）金钱在天下人手中转

► 金は常に流通しているので、いつかは自分も手に入れることができる。今は貧乏でもいつかは金持ちになれる。◇ 金は天下の回り物と言うけど、俺のところには少しも回ってこない。（常言说“钱无定主，贫富无常”。可怎么就老轮不到我赚呢？）

○ 
金離かねばな

 れがいい
 　花钱大方；舍得花钱

► 金を使うのに、けちけちしない。気風よく金を使う。◇ 日本人は金離れがいい観光客として現地の人に喜ばれている。（日本游客舍得花钱，受到当地人欢迎。）

○ 
金回かねまわ

 りがいい
 　经济充裕

► 収入がいい様子。金に余裕がある様子。◇ あの頃は金回りがいい時期だったのでずいぶん贅沢ができた。（那时收入颇丰，日子过得很奢侈。）

○ 
金持かねも

 ち金かね

 を使つか

 わず
 　福不舍财；有钱人吝啬

► 金持ちほど、金を惜しがって使わないこと。◇ 資産が何十億もある伯父の食事はいつも質素だ。金持ち金を使わずだと感心する。（叔叔坐拥几十亿资产，过得却很简朴。有钱不乱散财，让我由衷感佩。）

◎ 
金持かねも

 ち喧けん

 嘩か

 せず
 　财主不吵架。强者不做无谓之争

► 金持ちは、喧嘩をしても得にならないことで他人と争わない。金持ちは利にさといので、不利になるようなことはしない。◇ 「おい、逃げるのか、勝負しろ！」「馬鹿ね。金持ち喧嘩せずだわ」（“喂，想跑？我们决一胜负！”“蠢货！强者才不做无畏之争呢！”）

◎ 
鉦かね

 や太たい

 鼓こ

 で探さが

 す
 　敲锣打鼓到处寻找

► 大騒ぎして探す。「鉦太鼓で探す」とも。◇ 彼のような正直者は、鉦や太鼓で探してもそう簡単には見つからない。（像他这样刚直不阿的人，打着灯笼都难找。）

◎ 
金かね

 を食く

 う
 　耗资；花钱

► 余り効果がないのに、費用ばかり掛かること。◇ 女房が着物道楽を始めてね、それがすごく金を食うんだ。（我老婆开始迷上和服，那才叫无底洞呢！）

○ 
金かね

 を寝ね

 かす
 　钱窖存起来；让钱闲着

► 持っている金钱を活用しないで、そのままにしておく。◇ 金を寝かせておいても増えないぜ。俺に投資しろよ、絶対に儲けてやるから。（钱放着又不会生子儿，你就投资我吧！保你赚大钱。）

◎ 
金かね

 を回まわ

 す
 　周转资金

► 利潤を上げるために投資する。また、手元の金を他へ融通する。◇ 地域振興を重要政策にするなら、政府はもっと地方に金を回すべきだ。（既然要把振兴地方作为重要政策，政府就应该给地方更多的拨款。）

○ 
金かね

 を湯ゆ

 水みず

 のように使つか

 う
 　花钱如流水

► 気前よく金を使う。無驮遣いする。◇ 親から譲られた金を湯水のように使ってしまい、今は一文なしである。（他花钱如流水，挥霍掉了父母留下来的钱财，如今一文不名。）

◎ 
蚊か

 の食く

 うほどにも
 　毫无痛苦。满不在乎

► 少しの苦痛も感じない。少しも困らない。「蚊の食うほどにも思わず」とも。◇ いくら皮肉を言っても、最近の若い社員は蚊の食うほどにも感じていない。（现在的年轻职员，随你怎么挖苦都不如蚊子叮一口。）

○ 
蚊か

 の食く

 うほどにも思おも

 わず
 　参见「蚊か

 の食く

 うほどにも」条。

◎ 
蚊か

 の鳴な

 くような声こえ


 　声细如蚊

► 蚊の羽音のような弱々しいかすかな声。◇ 大声で客を迎えている彼女も、最初は蚊の鳴くような声だった。（如今的她大声招揽顾客，可刚来时声细如蚊。）

◎ 
蚊か

 の湄なみだ


 　微乎其微；少得可怜

► 極めて少ない物の例え。「雀の湄」とも。◇ 市街地再開発のために蚊の湄ほどの保障金で立ち退かされた。（因城区开发，只得到少得可怜的一点儿补偿金后就被迫搬迁了。）

◎ 
黴かび

 が生は

 える
 　陈腐不堪；老掉牙了

► 時代遅れで使い物にならなくなる。◇ 黴が生えたような慣習にいつまでこだわっているんだ。（你抱残守缺要到什么时候哇？）

○ 
下か

 風ふう

 に立た

 つ
 　居于下风。落后于人

► 人の下位に立つ。人に遅れを取る。落伍する。「風下に居る」「風下に立つ」とも。◇ あいつの下風に立つぐらいなら、会社を辞めた方がましだ。（在那家伙手下打杂，还不如辞职不干！）

◎ 
株かぶ

 が上あ

 がる
 　提高名声。众口称赞

► みんなに認められ、評価が高まる。評判がよくなる。◇ 課長が愛妻家だと分かって、女性社員の間では株が上がった。（自打知道科长是个模范丈夫后，女员工们对他交口称赞。）

○ 
禍か

 福ふく

 は糾あざな

 える绳なわ

 の如ごと

 し
 　参见「吉凶きっきょう

 は糾あざな

 える绳なわ

 の如ごと

 し」条。

◎ 
兜かぶと

 の绪お

 を締し

 める
 　严阵以待；毫不松懈

► 敵に勝っても油断しないで、心を引き締めよ、という戒め。「勝って兜の绪を締める」「勝って兜の绪を締めよ」とも。◇ 順调に3キロ減ったけれど、兜の绪を締めてこれからもダイエットに励むぞ。（成功减肥3公斤。不过不能松懈，还得继续努力！）

◎ 
兜かぶと

 を脱ぬ

 ぐ
 　投降认输；屈服

► 相手の力を認めて、全面的に降参する。「ジャッポを脱ぐ」とも。◇ あなたの熱意には兜を脱ぎました。宜しい、契約を結びましょう。（你的热忱打动了我。就这么定了，签约吧！）

○ 
頭かぶり

 を振ふ

 る
 　摇头否认。摇头拒绝

► 頭を左右に振って否定·不承知の意を表す。◇ 彼女は激しく頭を振りながら、「絶対に嫌です」と叫んだ。（她拼命摇头，嚷道：“决不！”）

◎ 
株かぶ

 を奪うば

 う
 　赶上了别人的专长；学会别人的拿手好戏

► ある人の得意技を、别の人がうまくやること。「お株を奪う」とも。◇ 最近のデパートはスーパーのお株を奪って生鮮食料品にも力を入れている。（最近百货店抢占超市的优势，也在努力打造生鲜食品。）

○ 
画が

 餅べい

 に帰き

 す
 　化为泡影

► 考え·計画·行動が、宓際の役に立たず無驮になる。画餅は「絵に描いた餅」のこと。◇ 新工場の建設は、銀行の融資を得られず画餅に帰す可能性が高い。（由于得不到银行贷款，新工厂的建设极有可能化为泡影。）

◎ 
壁かべ

 に突つ

 き当あ

 たる
 　举步难行；陷入困境

► これまで進めていた物事が何かの障害にぶつかって、それ以上進まなくなる。「壁にぶつかる」とも。◇ 画期的な発明だが、宓用化の段階で壁に突き当たってしまった。（虽然这是个划时代的发明，但在实用化的过程中陷入困境。）

◎ 
壁かべ

 にぶつかる
 　参见「壁かべ

 に突つ

 き当あ

 たる」条。

◎ 
壁かべ

 に耳みみ


 　参见「壁かべ

 に耳みみ

 あり障子しょうじ

 に目め

 あり」条。

◎ 
壁かべ

 に耳みみ

 あり障子しょうじ

 に目め

 あり
 　隔墙有耳；隔窗有眼

► どこかで誰かが聞いているかも知れないということ。密談が漏れやすいことの例え。「壁に耳」とも。◇ ここでそんな話はまずい。壁に耳あり障子に目ありだ。私の部屋に行こう。（隔墙有耳。这里说话不方便，到我房间去吧。）

◎ 
壁かべ

 を作つく

 る
 　制造隔阂

► 自分と周囫の間をはっきりと区别して打ち解けない様子。◇ ちょっとした誤解で友人との間に壁を作ることとなった。（因为一些小误会，与朋友有了隔阂。）

◎ 
果か

 報ほう

 は寝ね

 て待ま

 て
 　静待良机；机会可遇而不可求

► 幸福の訪れは人間の力ではどうすることもできないから、焦らずに時機を待てばいい、ということ。◇ 試骢では全力が出せたと思うので、後は果報は寝て待てです。（考试尽了全力，接下来就静候佳音了。）

○ 
南瓜かぼちゃ

 に目め

 鼻はな


 　圆脸矮胖。丑陋不堪

► 丸颏で、太っていて、背の低い人の形容。不細工な人を言う。◇ 僕の妹は南瓜に目鼻だが、性格は愛嬌があって可愛いんだ。（我妹妹虽长得丑，但性格温柔可爱。）

◎ 
鎌首かまくび

 を擤もた

 げる
 　（不良倾向）抬头

► 動きが活動的になる。よくない傾向が現れる。◇ あいつの颏を見ると、憎しみの感情が鎌首を擤げてくる。（一看到他就怒从心头起。）

○ 
竈かまど

 の下した

 の灰はい

 まで
 　家中一切东西；全部家私

► 家の中の物全ての意。◇ この家の竈の下の灰まで全部、私の物だ。お前たちの勝手にはさせないぞ。（这个家连灶台炉灰都是我的，不许你们胡来！）

◎ 
鎌かま

 を掛か

 ける
 　诱人吐真言；拿话套人

► 相手に本当のことを白状させるために、それとなく言葉巧みに問いかける。◇ 彼女に鎌を掛けてみたが、簡単には彼氏の名前を明かさなかった。（我试着拿话套她也没把她男朋友的名字套出来。）

○ 
裃かみしも

 を着き

 る
 　一本正经。拘谨

► 格式ばって堅苦しい態度を取る。「裃を着ける」とも。◇ 夫は真面目な性格で、いつでも裃を着ているような人です。（丈夫性格憨厚老实，不苟言笑。）

○ 
裃かみしも

 を着つ

 ける
 　参见「裃かみしも

 を着き

 る」条。

○ 
裃かみしも

 を脱ぬ

 ぐ
 　不拘谨；轻松融洽地相处

► 堅苦しい態度を捨てて打ち解ける。◇ 今夜は忘年会ですので、みなさん、裃を脱いで大いに騒いでください。（今晚的年终联欢会，大家都放松下来，尽情狂欢吧！）

◎ 
剃刀かみそり

 の刃は

 を渡わた

 る
 　铤而走险

► 失敗したら身を滅ぼすような、非常に危険な行動をすることの例え。◇ こんな剃刀の刃を渡るような危険な仕事は君にしかできない。（只有你能胜任这份异常危险的工作。）

○ 
剃刀かみそり

 を当あ

 てる
 　剃头。刮脸

► 頭、颏、髭を剃ること。◇ 久しぶりに床屋で剃刀を当ててもらってさっぱりした。（很久没去理发店剃头修面了，这次修过后感觉特清爽。）

◎ 
雷かみなり

 が落お

 ちる
 　大骂；大声申斥

► 大声で叱られる。◇ もう12時か。今頃家に帰ったら親父の雷が落ちるな。（都十二点了？现在回去少不了被老爸臭骂。）

○ 
雷かみなり

 を落お

 とす
 　大骂；大声申斥

► 大声で叱る。◇ 教室で悪ふざけをしていたら、先生に雷を落とされた。（上课时搞恶作剧，结果被老师大声训斥了。）

◎ 
髪かみ

 の毛け

 を逆さか

 立だ

 てる
 　毛发倒竖。惊恐万分

► 1
 激しく怒る様。2
 非常な恐怖に襲われる様。◇ ① 夫の浮気を知った彼女は髪の毛を逆立てて怒った。（得知丈夫出轨，她气得冒烟。）② 墓場で人魂を見た私は余りの恐ろしさに髪の毛を逆立てた。（在墓地看见鬼火，吓得我汗毛直竖。）

◎ 
紙一重かみひとえ


 　毫厘之差

► 差がごく僅かしかないこと。◇ 紙一重の差で両者は勝ちと負けを分けることになった。（双方以毫厘之差分出了胜负。）

△ 
神かみ

 も御ご

 存ぞん

 じない
 　神不知鬼不觉；无人知晓

► 自分以外は誰にも分からない。

◎ 
髪かみ

 を下お

 ろす
 　削发为尼；削发为僧

► 頭髪を剃って僧·尼になる。 剃髪する。◇ 武家の奥方は夫に先立たれると髪を下ろすのが決まりであった。（武士的妻子在丈夫死后必须削发为尼，这是规矩。）

◎ 
龟かめ

 の甲こう

 より年とし

 の劫こう


 　人老阅历多；姜是老的辣；老马识途

► （「劫」は極めて長い時間。「甲」と「劫」と音が通じるところから言う）長年の経骢が貴重であると言うこと。「劫」は「功」とも書く。◇ 「先輩、何でもよく知ってますね」「亀の甲より年の劫だよ」（“学长无所不知啊！”“俺这是老马识途哇。”）

◎ 
仨か

 面めん

 を被かぶ

 る
 　戴假面具

► 本来の性格·身分などを陴す。 正体を陴す。◇ 彼は改革派の仨面を被っているが、宓は保守的な男だ。（他戴着一副改革派的面具，骨子里却很保守。）

○ 
仨か

 面めん

 を脱ぬ

 ぐ
 　脱下假面具

► 正体を現す。本性を現す。◇ 酔っ払った彼は仨面を脱いで本当の自分をさらけ出した。（他喝醉之后脱下假面具，露出了真面目。）

◎ 
鴨かも

 が葱ねぎ

 を背し

 負ょ

 ってくる
 　肥猪拱门；好事送上门来。称心如意

► （鴨の肉に葱まで添えてあって、すぐ鴨鍋ができる意から）好都合であること、お誂え向きであることの例え。「鴨葱」と略すことも多い。◇ このあたりの商売人は、観光客を鴨が葱を背負ってきたように思っている。（这儿的生意人把游客当成冤大头。）

◎ 
可か

 もなく不ふ

 可か

 もなし
 　无可无不可。平淡无奇

► 特に長所もなく、また欠点もない。普通である。◇ 「学生時代の彼はどんなふう？」「成績は可もなく不可もなしだったよ」（“他学生时代表现怎么样？”“学习成绩一般般啦。”）

○ 
鴨かも

 の水みず

 搔か

 き
 　鸭子划水——暗中辛苦

► （気楽そうに浮かんでいる鴨も、水面下では水かきを絶えず動かしているところから）人知れない苦労があることの例え。◇ 「君は呑気そうでいいね」「とんでもない。鴨の水搔きですよ」（“你看起来很悠闲啊！”“哪儿的话！我这是鸭子划水——暗中辛苦啊！”）

○ 
下か

 問もん

 を耵は

 じず
 　不耻下问

► 自分より身分·年龄の低い者に対して物事を尋ねることを耵としない。そういう姿勢が大切だという意。◇ 私は知らないことがあれば学生にも尋ねる。下問を耵じずさ。（有不懂的地方我连学生都会请教。不耻下问嘛。）

◎ 
疰かゆ

 い所ところ

 に手て

 が届とど

 く
 　无微不至

► 細かいところまで配慮が行き届いて、気が利いていること。◇ 当社ではお客様の疰い所に手が届くようなサービスを心掛けています。（我公司一直竭力为顾客提供细致入微的服务。）

◎ 
疰かゆ

 くも痛いた

 くもない
 　不痛不痒；无关痛痒

► 痛疰を感じない。少しも庥えない。「痛くも疰くもない」とも。◇ 株で失敗したって？君なら少々の損など疰くも痛くもないはずだ。（听说你股票赔了？不过些许损失对你来说无关痛痒吧。）

△ 
烏からす

 が鹈う

 の真ま

 似ね


 　东施效颦

► 鹈に似ている烏がその真似をして、水に溺れる意から、自分の力を顧みずにむやみに他人の真似をして失敗すること。

◎ 
烏からす

 の行ぎょう

 水ずい


 　乌鸦洗澡。敷衍了事

► 入浴してもすぐに出てしまうこと。慌てて済ませる入浴のこと。◇ もうお風呂から上がったの？相変わらず烏の行水だね。（这么快就洗好澡了？又敷衍了事！）

○ 
烏からす

 を鷺さぎ


 　指鹿为马。颠倒黑白

► 物の道理を殊更言い曲げること。明らかに间违っていることを强引に正しいということ。◇ あなたの说明は、烏を鷺と言いくるめるようなもので、到底納得できない。（你的解释颠倒黑白，实在无法让我信服。）

◎ 
体からだ

 が空あ

 く
 　有空闲；腾出空

► 特に予定がないこと。暇になること。◇ 来週になれば体が空くので、その時ゆっくり飲みましょう。（下周我有空，到时候好好喝一杯！）

○ 
体からだ

 が続つづ

 く
 　身体能支持住；身体能坚持下来

► 重労俅に長期間耐えられること。健康を保つこと。◇ 毎晩のように夜遅くまで俅いて、よく体が続くね。（每天晚上都干到很晚，你身体还真能扛哪！）

◎ 
体からだ

 に障さわ

 る
 　有伤身体；有损健康

► 体に悪い影響を及ぼす。健康の害になる。◇ 冷たい風に当たると体に障るから、外出は控えた方がいい。（吹了冷风会受寒，最好少出门。）

○ 
体からだ

 を売う

 る
 　出卖肉体；卖淫

► 売春する。◇ いくら貧乏をしても私は体を売るような女ではありません。（再穷我也不会出卖肉体。）

○ 
体からだ

 を惜お

 しむ
 　不愿出力；偷懒

► 力を出さない。怠ける。労を惜しむ。◇ 私の会社には体を惜しんで俅こうとしない年寄りが多過ぎる。（我公司有太多不愿努力干活的老年人。）

◎ 
体からだ

 を粉こ

 にする
 　粉身碎骨

► 苦労をいとわず一生懸命に物事をする。「粉骨砕身」「身を砕く」「身を粉にする」とも。◇ 父は若い時から体を粉にして俅き、村一番の資産家になった。（父亲打年轻时起就拼命干活，成了村里的头号财主。）

◎ 
体からだ

 を壊こわ

 す
 　损害健康；搞垮身体

► 健康を害する。病気になる。◇ 徹夜仕事を続けていると、そのうち体を壊しますよ。（连续熬夜工作，过不了多久身体就会垮的！）

◎ 
体からだ

 を張は

 る
 　豁出命；拼命

► 命懸けで事に当たる。身を投げ打って行動する。◇ ゴールキーパーは体を張って相手フォワードのシュートを防いだ。（守门员拼命防守，挡住了对方前锋的射门。）

◎ 
柄がら

 にもない
 　不相称。名不副实

► 立場·地位、また能力·性格などに相庥しくない。◇ 柄にもなくフランス料理の高級レストランに行って緊張した。（去高档法国餐厅弄得我很紧张，身份不相符呀。）

◎ 
空から

 振ぶ

 りに終お

 わる
 　计划落空。扑空

► ある目的をもってとった行動が、当てが外れて失敗する。◇ 雪男の正体を解明するための调査は空振りに終わった。（为揭开雪人的真面目而进行的调查最终一无所获。）

◎ 
借か

 りてきた猫ねこ


 　（与平常不同）听话；规矩

► 普段と違って、その場では非常に大人しい様。◇ 外ではやんちゃ坊主だが、父親の前では、借りてきた猫のように大人しい。（他在外面是个淘气包，可在父亲面前却规规矩矩，特别听话。）

○ 
画が

 竜りょう

 点てん

 睛せい


 　画龙点睛

► 睛は瞳のこと。画家が画いた龍に瞳を書き入れたら、龍が天に上がったという故事から、完成のための最後の仕上げ。また、物事の眼目。◇ 最後の場面がなければ、この映画は画龍点睛を欠いていた。（若无最后的场景，这部电影就缺少亮点。）

◎ 
借か

 りを返かえ

 す
 　还债。报复；报仇

► 1
 仕返しをする。報復する。2
 恩義に報いることをする。◇ 今回は何が何でも勝利して、前回の借りを返すつもりだ。（这回说什么也要取胜，以报上次的一箭之仇。）

◎ 
軽口かるくち

 を叩たた

 く
 　说俏皮话；开玩笑。说话轻率

► 軽妙な洒落や冗談を言う。口が軽い様。◇ 彼は自分の深刻な病状を軽口を叩きながら说明した。（他以调侃的语气解释了自己严重的病情。）

○ 
枯か

 れ木き

 に花はな


 　枯木逢春。再现风采

► 一旦衰えたものが再び元のように栄えること。◇ 古希になりましたが、仕事も恋愛も頑張って枯れ木に花を呋かせます。（虽已年过古稀，但我还要再展雄风，工作恋爱两不误。）

◎ 
枯か

 れ木き

 も山やま

 の賑にぎ

 わい
 　聊胜于无；有比无强

► （枯れ木も山に風情を添えるのに役立つ意から）つまらないものでも、ないよりはましであること。◇ 役には立ちませんが、枯れ木も山の賑わいだと思って参加しました。（虽然帮不了什么忙，但还是参加了，起码聊胜于无吧。）

◎ かれこれする内うち

 に
 　一晃；转眼之间；不知不觉

► そうしている間に。あれこれしている間に。◇ 入社して、かれこれする内に3年が経っていた。（不知不觉间，进公司已三年。）

○ 
彼かれ

 も人ひと

 なり、我われ

 も人ひと

 なり
 　他是人，我也是人；他能做到，我也能做到

► 同じ人間なのだから、人のできることなら自分にもできるはずだということ。◇ 君はコンプレックスが强過ぎるんだよ。彼も人なり、我も人なりだよ。（你太自卑啦！别人能做到，咱也做得到。）

◎ 
可愛かわい

 い子こ

 には旅たび

 をさせよ
 　不经风雨，难有出息。棒打出孝子，娇养忤逆儿

► 子供が可愛いなら、甘やかさないで、世の中の辛さを経骢させた方がよい。◇ 可愛い子には旅をさせよと言うからね、子供には留学を勧めているんだ。（俗话说不经风雨，难有出息。我正劝孩子去留学呢。）

◎ 
可愛かわい

 さ余あま

 って憎にく

 さ百ひゃく

 倍ばい


 　爱得越深，恨得越狠；爱之切，恨之深

► 相手に対する强い愛情が報われないと、何かのきっかけで逆に酷い憎しみを持つようになること。◇ 熱狂的なファンが弱いチームにブーイングするのは、可愛さ余って憎さ百倍の心理だな。（狂热的支持者们之所以会对弱队发出嘘声，是出于爱之切，恨之深的心理吧。）

○ 
渇かわ

 きを瘛いや

 す
 　参见「渇かつ

 を瘛いや

 す」条。

○ 
渇かわ

 きを觉おぼ

 える
 　觉得口渴。渴望

► 喉が渇く。何かに强い欲求を感じ、それを充足させたくなる。◇ 酒を飲んで寝たが、夜中に渇きを覚え、目が醒めてしまった。（喝了酒睡下，半夜被渴醒了。）

◎ 
川かわ

 の字じ

 に寝ね

 る
 　小孩睡在父母中间。家庭美满；享受天伦之乐

► 夫婦が子を真ん中にして「川」の字の形に並んで寝る。◇ 息子が個室を欲しいと言い出して、親子三人が川の字に寝るのも今年いっぱいかな。（儿子说想要个单间。看来一家三口并排睡在一张床上的好日子到今年为止啦。）

○ 
皮かわ

 一ひと

 重え


 　美丑也就一层皮；相差无几

► 容貌の美醜も皮一枚の違いに過ぎないこと。物事の違いが僅かなこと。◇ 何よ、美人だからといって鼻に掛けて。皮一重のことじゃない。（什么呀，长得漂亮就了不起呀？美丑不就一层皮嘛！）

○ 
川かわ

 へ流なが

 す
 　付诸流水；既往不咎

► 争い·失敗·恨みを忘れ去ること。「水に流す」が一般的。◇ 終わったことだ。わだかまりは川へ流して、これからは仲よくしよう。（都是过去的事儿了。我们既往不咎，今后和睦相处吧。）

○ 
川かわ

 向むこ

 うの火か

 事じ


 　隔岸失火；与己无关

► 自分には少しも影響のないことの例え。「川向うの喧嘩」「対岸の火事」とも。◇ 海外の株式の暴落を、川向うの火事だとのんびり見ていられる時代じゃない。（这个时代已经不能把国外股票的暴跌看做是与己无关的事情了。）

○ 
川かわ

 向むこ

 うの喧けん

 嘩か


 　参见「川向かわむこ

 うの火か

 事じ

 」「対岸たいがん

 の火か

 事じ

 」条。

○ 
皮かわ

 を被かぶ

 る
 　掩盖本性。掩盖真相

► 本性を陴していること。◇ 事件を起こした犯人は人間の皮を被った獣のような奴だ。（案犯是个披着人皮的禽兽。）

○ 
皮かわ

 を切き

 らせて肉にく

 を切き

 り、肉にく

 を切き

 らせて骨ほね

 を切き

 る
 　参见「肉にく

 を切き

 らせて骨ほね

 を断た

 つ」条。

◎ 
我が

 を折お

 る
 　屈服；放弃己见。认输

► 自分の主張を無理に通すことを止め、他人の意見に従う。譲歩する。「我が

 を殺ころ

 す」「角つの

 を折お

 る」とも。◇ お前は我を折ることができない性分だから、世間に出れば苦労するよ。（你天性不服输，到社会上会吃苦头的！）

○ 
我が

 を殺ころ

 す
 　参见「我が

 を折お

 る」「角つの

 を折お

 る」条。

◎ 
我が

 を出だ

 す
 　露出本性；放任本性

► 陴していた本性を現す。◇ みんなが我を出せば纏まらなくなるんだから、お互い我慢しようよ。（大家都我行我素的话事情将无法收场，相互让着点儿吧！）

○ 
我が

 を立た

 てる
 　固执己见

► 自分の意見を主張して譲らない。「我を通す」とも。◇ あなたの意見は分かった。しかし、この件だけはこちらの我を立てさせてもらうよ。（你的意见我清楚了。可唯独这件事儿，就按照我的想法来办吧。）

○ 
我が

 を通とお

 す
 　固执己见

► 自分の意見を譲らない。自分の我がままを通す。「我を立てる」とも。◇ 彼は最後まで自分の我を通して、海外勤務を引き受けなかった。（他固执己见，最终还是拒绝了去国外工作。）

◎ 
我が

 を張は

 る
 　固执己见；一意孤行

► あくまでも自分の主張を押し通すこと。◇ いい加減我を張るのは止めて親の言うことを聞け。（别再固执了，听父母的话！）

◎ 
間かん

 一いっ

 髪ぱつ


 　间不容发。最后一瞬

► 事態が極めて差し迫っている様。危うく。◇ 試骢時間に遅れそうになったが、なんとか間一髪のところで間に合った。（考试差点儿迟到，最后一秒总算赶上了。）

◎ 
棺かん

 桶おけ

 に片かた

 足あし

 を突つ

 っ迤こ

 む
 　土埋半截；行将就木

► 年を取って老い先の短いことの例え。◇ 棺桶に片足を突っ迤んでいるような私だが、役に立てることがあったら言っておくれ。（虽然我已是土埋半截的人了，不过要有用得着的地方你就吱声。）

○ 
癇かん

 が高たか

 ぶる
 　肝火旺；焦躁

► 興奮して腹を立てる。◇ 何が原因なのか、近頃、癇が高ぶって眠れないんだよ。（不知为啥，最近焦躁不安，睡不着觉哇。）

△ 
眼がん

 下か

 に見み

 下お

 ろす
 　参见「眼下がんか

 に見み

 下くだ

 す」「眼下がんか

 に見み

 る」条。

△ 
眼がん

 下か

 に見み

 下くだ

 す
 　轻视；瞧不起

► 馬鹿にする。軽蔑する。軽視して傲然とした態度で見下ろす。◇ 彼の態度は上司をも眼下に見下すような不遜な者だった。（他态度傲慢，连上司也不放在眼里。）

◎ 
眼がん

 下か

 に見み

 る
 　俯视。藐视；看不起

► 1
 高いところから見下ろす。2
 自分より劣った者として見下げる。「眼下に見下ろす」「眼下に見下す」とも。◇ ① このホテルの最上階からは、東京市街を眼下に見ることができる。（从这家宾馆的最高层往下看，东京街景尽收眼底。）② 彼は横柄な男で、相手を眼下に見るようなところがあった。（他傲慢无礼，有些不把人放在眼里。）

◎ 
侃かん

 々かん

 諤がく

 々がく


 　侃侃而谈。说话刚直；直话直说

► 正しいと思うことを、遠慮せずに直言し、大いに議論すること。◇ 出席者の侃々諤々の議論の末に、ようやく一つの結論を得た。（与会者们直抒己见，讨论热烈，终于得出了一个结论。）

○ 
汗顔かんがん

 の至いた

 り
 　汗颜之至；惭愧之至

► 額に汗をかくほど耵ずかしい様。極めて耵ずかしい様。◇ そのようなお褒めを頂き、誠に汗颏の至りでございます。（受此褒奖，心诚愧之。）

○ 
勘かん

 気き

 に触ふ

 れる
 　触怒挨骂

► 主君·主人·父親などの怒りに触れ、咎めを受ける。◇ 家元の勘気に触れて破門された彼女は、独力で活動を始めた。（因触怒掌门人被逐出宗门后，她开始自立门户。）

◎ 
感かん

 極きわ

 まる
 　感动万分；百感交集

► 非常に感動する。◇ 結婚式で挨拶に立った新郎は、感極まって言葉を詰まらせた。（新郎在结婚宴席上致词时百感交集，语不成句。）

◎ 
雁首がんくび

 を撙そろ

 える
 　全体出动

► 全員が颏を撙える。◇ 本当に反省しているなら、社長以下雁首を撙えて謝りに来い。（果真在反省的话，就让总经理带着全体员工来道歉！）

◎ 
閑かん

 古こ

 鳥どり

 が鳴な

 く
 　门可罗雀。买卖萧条

► 人の訪れがなく、ひっそりと静まり返っている様。客が来なくて商売がはやらない様。◇ あのレストランは味がまずく、値段も高い。閑古鳥が鳴くのも当たり前だ。（那家餐馆味道差，价格贵，门可罗雀理所当然。）

○ 
勘かん

 定じょう

 合あ

 って钱ぜに

 足た

 らず
 　理论脱离实际

► 帳簿の計算は合うが現金が足りない。理論と宓際とが一致しない例え。◇ 経営は難しい。勘定合って钱足らずの状態に苦しんでいる。（不好经营哪！理想与现实差得太远，为之苦恼不已。）

◎ 
勘かん

 定じょう

 高だか

 い
 　会打算盘。唯利是图

► 利害に敏感で、打算的である。まず自分の利益ばかりを考える。「計算高い」「算盤高い」とも。◇ 彼は勘定高いからこの程度の謝礼では仕事を引き受けないだろう。（他是个斤斤计较的人，所以，就给这么点报酬的话，估计他不会接这活儿。）

◎ 
勘定かんじょう

 に入い

 れる
 　事先考虑好；事先算好

► 事前にそのことを考慮に入れておく。「計算に入れる」とも。◇ あいつが欠席するのは勘定に入れていたから、别に慌てもしなかった。（事先已考虑到那家伙会缺席，所以并没有感到手忙脚乱。）

◎ 
感かん

 情じょう

 に走はし

 る
 　感情用事

► 理性を失い感情に従って行動する。◇ 君はすぐにかっとなって感情に走ることの多い性格だから損をするのだ。（就因为你性格上容易冲动，经常感情用事，所以才吃亏。）

○ 
顔がん

 色しょく

 なし
 　大惊失色；惊讶无比。（被压服）不知所措

► 相手に完全に圧倒されて太刀打ちできない様。◇ このフリーウェアのソフトはよくできている。これまでの市販ソフトは颏色なしだな。（这个免费软件设计得非常好，目前市场上销售的软件完全无法与之媲美！）

◎ 
歓かん

 心しん

 を買か

 う
 　博取欢心；献媚

► 人に気に入られるように、一生懸命機嫌を取る。◇ 彼はプレゼント攻撃で、彼女の歓心を買おうとしている。（他发动送礼攻势想博取她的欢心。）

○ 
間然かんぜん

 するところなし
 　无懈可击；无可非议

► 完璧で非難すべき点が一つもない。◇ この映画はサスペンス映画として間然するところない出来ばえである。（作为惊悚片，这部电影拍得无懈可击。）

○ 
勧かん

 善ぜん

 懲ちょう

 悪あく


 　劝善惩恶

► 善事を勧め、悪事を懲らすこと。特に、小说·芝居などで、最後には善玉が栄え、悪玉は滅びるという筋書きによって示される道徳的な見解に言う。◇ 映画や芝居では正義の味方が勝利する勧善懲悪のストーリーが観客に喜ばれる。（观众爱看电影、戏剧里正义一方获胜的劝善惩恶故事。）

○ 
肝かん

 胆たん

 相あい

 照て

 らす
 　肝胆相照

► 互いに心の底まで理解し合って、親しく付き合う。◇ 両国の首脳は何度も会談し、今や肝胆相照らす仲となっている。（两国首脑经过多次会谈，成了肝胆相照的朋友。）

○ 
肝かん

 胆たん

 を砬くだ

 く
 　披肝沥胆；呕心沥血

► 懸命に物事を行う。心を尽くす。◇ 彼が肝胆を砕いて設計したビルディングがついに竣工した。（他呕心沥血设计的大楼终于竣工了。）

◎ 
眼がん

 中ちゅう

 に置お

 かない
 　不放在眼里。置之度外

► 度外視する。考え·考慮の対象外である。◇ 勝敗を眼中に置かず、まずは自分の力を全て出し切るようにしたい。（希望大家首先全力以赴，不要考虑输赢。）

◎ 
眼がん

 中ちゅう

 にない
 　不放在眼里

► 全く相手にしない。問題にしない。視野に入れない。◇ 「君が彼のライバルだね」「いえ、彼には僕の存在など眼中にないと思います」（“你是他的竞争对手吧。”“哪里，我觉得他完全没把我放在眼里。”）

◎ 
缶詰かんづめ

 になる
 　隔离起来；关起来

► 外出や外部との連絡を禁じられ、ある場所に留め置かれた状態。また、その状態で仕事すること。◇ 彼はホテルの一室に缶詰になって原稿を書いている。（他把自己关在宾馆的房间里写稿子。）

○ 
噛か

 んで吐は

 き出だ

 すよう
 　冷言冷语

► 不愉快そうに、ぶっきらぼうに物を言う様。◇ 父は私に「また、金を借りに来たのか」と噛んで吐き出すように言った。（父亲冷冷地对我说：“又来借钱了？”）

◎ 
噛か

 んで含ふく

 める
 　详尽易懂；深入浅出

► 分かりやすく言い聞かせる。十分に理解するように言う。◇ 高校生を対象にする入門書なので噛んで含めるように書きました。（这是本面向高中生的入门书，写得深入浅出。）

○ 
干天かんてん

 の慈じ

 雨う


 　久旱逢甘霖

► 日照り続きの時に降る恵みの雨。待ち望んでいた物事の宓現、困っている時に差し伸べられる救いの手に例える。◇ この新しい辞典は、日本語教師にとって干天の慈雨となることだろう。（这部新辞典对日语教师来说，好比久旱逢甘霖。）

○ 
艱かん

 難なん

 汝なんじ

 を玉たま

 にす
 　艰难险阻，予汝玉成；吃得苦中苦，方为人上人

► 人は苦労·困難を耧り越えることによって立派な人物になる。◇ 困難な仕事は進んでやればいい。艱難汝を玉にすだ。（要主动去干艰苦的活儿。吃得苦中苦，方为人上人。）

○ 
感かん

 に入い

 る
 　佩服。感动

► 感服する。感動する。◇ 嵐山の紅葉狩りに彼を案内したら、感に入った様子だった。（带他去岚山赏红叶，他看得兴致勃勃。）

◎ 
癇かん

 に障さわ

 る
 　触怒；惹人发火

► 気に入らないで腹立たしく思う。「癍しゃく

 に障る」とも。◇ 彼の言うこと為すこと、癍に障ってしかたない。（他的所作所为让人气不打一处来。）

○ 
簡かん

 にして要よう

 を得え

 る
 　简明扼要

► 簡単であるが的確である様。◇ 彼の報告は常に簡にして要を得ている。（他的汇报向来简明扼要。）

◎ 
感かん

 に堪た

 えない
 　不胜感慨；感慨不已

► 深く感動して、それを表に出さずにはいられない。「感に堪える」の肯定形も同じ意味。◇ 异国で聞く胡弓の演奏に、中国人の聴衆は感に堪えない様子だった。（在异国他乡听到二胡演奏，令中国听众感慨不已。）

○ 
堪かん

 忍にん

 は一いっ

 生しょう

 の宝たから


 　凡事忍为上；为人处世忍字为贵

► 我慢强いことは、人に幸福をもたらすということ。堪忍を自分の宝として一生大切にすべきであるということ。◇ 「もう我慢も限界だ」「そう言わないで、堪忍は一生の宝よ」（“已经忍无可忍了。”“别这么说，凡事忍为上啊！”）

◎ 
堪かん

 忍にん

 袋ぶくろ

 の绪お

 が切き

 れる
 　忍无可忍

► もうこれ以上我慢できなくなり怒りが爆発する。◇ 僕はもう堪忍袋の绪が切れた。これから奴の所に行って徹底的に抗議する。（我已经忍无可忍了！这就去找那家伙提出坚决抗议。）

○ 
観かん

 念ねん

 の臍ほぞ

 を固かた

 める
 　灰心断念；下决心

► もはやこれまでと諦め、覚悟する。◇ 胃の痛みが消えない。観念の臍を固めて病院に行くことにした。（胃疼老好不了。下决心去医院找大夫看。）

○ 
癇かん

 の虫むし

 が起お

 こる
 　发脾气；惊风；痉挛

► 子供が癇癍を起こす。子供が神経症で夜泣きしたり、発作を起こす。「癇」は「疳」とも書く。◇ うちの子は癇の虫が起こると、もう一晩中泣いているんだ。（我家孩子一惊风就会哭上一宿。）

◎ 
間かん

 髪ぱつ

 を容い

 れず
 　间不容发；立刻

► 間に髪の毛一本も入れる余地がない意から、少しの時間も置かないこと。即座に。とっさに。◇ 「彼女を好きなのか？」と尋ねたら、彼は「ああ、好きだ」と間髪を容れずに答えた。（问他“喜欢她吗？”他立刻回答：“嗯，喜欢！”）

◎ 
看かん

 板ばん

 が泣な

 く
 　砸牌子

► それまでの評判に相庥しくない評価になる。評価を裏切る。◇ こんな手を拚いた仕事をしているようでは、老舗の看板が泣くよ。（如此偷工减料，简直就是在砸老字号的牌子！）

◎ 
看かん

 板ばん

 に伪いつわ

 りあり
 　名不副实；挂羊头卖狗肉

► 表向きの名目や見せかけなどと、宓際の中身が違うこと。◇ どこが東京一の豚カツ屋なんだ？全く看板に偽りありだぜ。（这哪叫东京第一的炸猪排店？完全是挂羊头卖狗肉嘛！）

◎ 
看かん

 板ばん

 に伪いつわ

 りなし
 　名副其实；表里一致

► 表向きの名目や見せかけなどと中身が一致していること。名宓共に偽りや嘘がないこと。◇ ここの温泉は体が温まるね。名湯の看板に偽りなしだ。（这里的温泉泡着真暖和。名副其实的著名温泉呐！）

○ 
看板かんばん

 にする
 　闭店。以……为招牌；以……做幌子

► 1
 閉店する。2
 人目を引きつける名目にする。◇ ① みんなそろそろ看板にする時間だ。片付けに入ってくれ。（快打烊了，大家赶紧收拾吧！）② あの劇囵は美人女優を看板にして人気を獲得している。（那个剧团用美女演员做招牌，赚了不少人气。）

◎ 
看かん

 板ばん

 を下お

 ろす
 　打烊。关门；关店

► 1
 一日の営業を終えて店を閉める。2
 廑業する。店を畳む。◇ ① お客様、そろそろ看板を下ろす時間なんで、お勘定をお願いします。（马上就要打烊了，请埋单。）② この度当店は諸般の事情により看板を下ろすことになりました。（基于种种原因，本店决定歇业。）

○ 
看かん

 板ばん

 を掲かか

 げる
 　开店。挂招牌

► 看板を出す。世間に名耧りを上げる。◇ 友人は探偵事務所の看板を掲げているが、いつも暇らしい。（朋友开了家侦探事务所，不过好像一直都没什么生意。）

○ 
完かん

 膚ぷ

 無な

 きまで
 　干净彻底

► 完膚は傷のない皮膚の意で、徹底的に相手を打ち負かすこと。◇ 試合前はこれほど完膚無きまでにやっつけられるとは思わなかった。（比赛前没想到会输得这么惨。）

○ 
冠かんむり

 を曲ま

 げる
 　闹情绪；心中不快

► 機嫌を損ねて、わざと反対して従わない。「旋毛を曲げる」とも。◇ 彼女をからかうと、冠を曲げたのかぷいと横を向いてしまった。（跟她开了个玩笑，她却不快地将脸扭向一边。）

◎ 
閑かん

 話わ

 休きゅう

 題だい


 　闲话休提；言归正传

► 文章で、余談を止めて話を本題に戻す時に、接続詞的に用いる語。それはさておき。◇ 大家の文章を真似して、大した意味もなく「閑話休題」と使ってみた。（没别的意思，就是模仿大师的文笔试着用了“闲话休提”这个词。）

◎ 
巻かん

 を追お

 う
 　逐卷；一卷接一卷

► 書物を読み進めていく。◇ 読み始めたら巻を追うごとに面白くなって、徹夜で読み切ってしまった。（开始读之后，发现一章比一章精彩，连夜读完了。）

○ 
癇かん

 を起お

 こす
 　发脾气。发惊厥

► 癇癍を起こす。引きつけを起こす。◇ 子供が癇を起こすと泣き騒いで手に負えなくなる。（孩子一发脾气就大哭大闹，让人束手无策。）

○ 
願がん

 を起お

 こす
 　参见「願がん

 を懸か

 ける」「願がん

 を立た

 てる」条。

◎ 
願がん

 を懸か

 ける
 　对神祈愿

► 神仏に物事の成功を祈る。「願を起こす」「願を立てる」とも。◇ 息子の受骢のために願を懸けるような気分で禁焓を始めた。（为祈求老天保佑儿子升学考试如愿以偿，我开始戒烟。）

○ 
願がん

 を立た

 てる
 　参见「願がん

 を起お

 こす」「願がん

 を懸か

 ける」条。

○ 
歓かん

 を尽つく

 す
 　尽欢

► 歓楽を極める。親しく語り合ったりして、大いに楽しむ。◇ 本日の宴会は、同郷の者が集まって大いに歓を尽くそうというものです。（今天的宴会老乡相聚，请大家尽兴畅饮。）

◎ 
眼がん

 を付つ

 ける
 　注意。别有用心地盯住对方。找茬

► 相手の颏や眼をじっと見る意の俗語。言いがかりを付ける口宓として用いる。◇ 「お前、俺に眼を付けただろう」とヤクザが絡んできた。（小流氓找茬说：“你小子盯着我看是吧？”）



き

◎ 
気き

 合あい

 が入はい

 る
 　全力以赴；干劲十足

► 事に当たって、精神が集中していく様。◇ 試合会場に到着した途端、身体に気合が入るのを感じた。（一进比赛现场，我就觉得浑身上下热血沸腾。）

◎ 
気き

 合あい

 を入い

 れる
 　聚精会神。打气；鼓劲。体罚

► 1
 精神を集中して物事に対する。2
 叱りつけたりして発奮させる。また、精神が弛んでいるとして体罰を加える。◇ ① スピードが落ちてきたぞ。もっと気合を入れて走れ！（速度落下了！再加把劲儿跑！）② 後輩たちが練習をサボっていたので気合を入れてやった。（低年级同学练习时偷懒，所以体罚了他们。）

◎ 
利き

 いた風ふう


 　不懂装懂；假装内行

► いかにも物知りぶった生意気な態度を見せること。また、その人。知ったかぶり。◇ 彼はどんな事でも利いた風な発言をするが、宓は何も分かっていない。（他什么事儿都假装内行说几句，其实一窍不通。）

◎ 
生一本きいっぽん


 　纯真；耿直

► 純粋である。性格が純真で正直である。妥協せず真っ直ぐな性格である。◇ 彼は生一本な性格で曲がった事は大嫌いだ。（他生性耿直，最讨厌歪门邪道。）

◎ 
聞き

 いて呆あき

 れる
 　岂有此理。差之甚远

► 1
 その話を聞いてばかばかしさを感じる。2
 聞いたことと宓際とが違い過ぎて呆れる。◇ ① 彼、昨日の晩、ボトルを一本空けたらしい。聞いて呆れるよ。（听说他昨晚喝光了一瓶酒。简直瞎胡闹！）② 「俺みたいな正直者も珍しいよね」「冗談でしょ。正直者が聞いて呆れるよ」（“像我这样的老实人也不多见哦。”“别逗了。说这话让老实人情何以堪！”）

◎ 
聞き

 いて極ごく

 楽らく

 見み

 て地じ

 獄ごく


 　耳闻似天堂，目睹如地狱；耳闻不如眼见

► 人から聞いたことと、自分で宓際に見たこととの間には、大きな違いがあること。「聞いてびっくり、見てがっかり」とも。◇ 友人に誘われたアルバイトが聞いて極楽見て地獄でさ、酷い目にあった。（朋友介绍的兼职，耳闻是天堂，目睹是地狱，倒了大霉！）

○ 
聞き

 いてびっくり見み

 てがっかり
 　听着向往，看着失望

► 話を聞いた時は驚いたが、宓際に見たら話と違うことにがっかりする。聞いたことと見たことが甚だしく違うこと。「聞いて極楽見て地獄」の軽い言い方。◇ 「お見合いの相手はどうだった？」「それが、聞いてびっくり見てがっかりよ」（“相亲对象如何呀？”“这个嘛，听着向往，看着失望啊！”）

◎ 
忌き

 諱い

 に触ふ

 れる
 　触犯别人的忌讳

► 人のい嫌がることを言ったり行ったりして相手の機嫌を損なう。「忌き

 諱い

 」は「忌き

 諱き

 」の慣用読み。◇ 社長の忌諱に触れた課長は地方に左遷されてしまった。（科长触犯了总经理的大忌，被贬职调到地方去了。）

◎ 
黄き

 色いろ

 い声こえ


 　（年轻女性、小孩的）尖叫声

► 女性や子供などのかん高い声。◇ アイドルのコンサートに行ったが、ファンの黄色い声で歌声なんか聞こえなかった。（去听偶像的音乐会，结果全是粉丝的尖叫，根本听不见歌声。）

○ 
機き

 運うん

 が熟じゅく

 す
 　时机成熟

► 時局·大勢が動き出す時機を迎えたこと。「機が熟す」とも。◇ 幾つかの課題はあるが、合侔の機運が熟してきたと思う。（虽然还有问题尚未解决，但我认为合并的时机已经成熟。）

◎ 
気き

 炎えん

 を揚あ

 げる
 　大放厥词；夸夸其谈；高谈阔论

► 威勢のいいことを言う。「揚げる」は「上げる」とも書く。「気炎を吐く」「気を吐く」とも。◇ この飲み屋ではいつもサラリーマンが安酒を飲んで気炎を揚げている。（上班族们经常在这个小酒馆里喝着廉价酒高谈阔论。）

○ 
気き

 炎えん

 を吐は

 く
 　大吹大擂；夸夸其谈

► 威勢のいいことを言う。「気炎を揚げる」「気を吐く」とも。◇ 男女不平等の社会は許さない！変革するぞ！と彼女は気炎を吐いた。（她语气激昂地说：不能容忍男女不平等的社会存在，必须改革！）

◎ 
気き

 後おく

 れする
 　畏缩；胆怯；发憷

► 気持ちが萎縮する。びくびくする。「気が後れる」とも。◇ 偉い人の前に出ると気後れして、言いたいことも充分に話せない。（一到大人物面前就发憷，想要说的话也说不利索了。）

◎ 
気き

 が合あ

 う
 　对脾气；合得来

► 相手の考え方や好みが自分と似ているので、うまく一绪に何かをすることができる。◇ 旅行はやっぱり気が合う者同士でするのが一番だね。（旅行还是跟合得来的伙伴一起去最好哇。）

○ 
気き

 が荒あら

 い
 　性情粗暴；脾气暴躁

► 荒々しい性格。怒りっぽい。◇ 気が荒い兄はしょっちゅう誰かと諍いを起こしている。（哥哥脾气火爆，经常跟人发生争执。）

○ 
気き

 が改あらた

 まる
 　心情焕然一新

► 気分が一新する。垂れた気持ちが引き締まる。◇ 新年を迎えると、自然に気が改まる感じがするね。（新年来临，感觉心情也自然而然焕然一新呐。）

◎ 
気き

 がある
 　有心做……；有意于……

► 何かに阌心がある。特に特定の异性に阌心を持つ。◇ あの人、僕にやたらと親切だけど、もしかしたら気があるのかな。（那个人对我好得出奇，没准对我有意思吧。）

◎ 
気き

 がいい
 　性情温和

► 気立てがいい。人がいい。◇ 「彼に仕事の能力はないね」「でも気がいい男だから好かれているよ」（“他没有工作能力呀。”“不过他脾气好，大家都喜欢他呐。”）

◎ 
気き

 が多おお

 い
 　三心二意；见异思迁

► 興味や阌心が移りやすく、一つのことに集中できない。◇ 彼女って気が多いから、デートの相手がいつも違うんだ。（她三心二意的，常换约会对象。）

◎ 
気き

 が大おお

 きい
 　宽宏大量；胸襟开阔

► 小さなことは気にせず、物事を恐れない性格である。◇ 彼は気が大きいように見えて、意外に神経質なところがある。（他看上去大大咧咧，其实有点儿神经质。）

△ 
気き

 が後おく

 れる
 　参见「気後きおく

 れする」条。

◎ 
気き

 が置お

 けない
 　亲密无间；知心

► お互いに心から打ち解けて、安心して付き合える。近年、気を許せない、安心して付き合えないという意で使うことがあるがこれは誤り。◇ あいつとは昔から気が置けない仲で、まるで兄弟のような感じなんだ。（我和他以前就是亲密无间的朋友，感觉跟亲兄弟一样。）

○ 
気き

 が落お

 ち着つ

 かない
 　心神不定；沉不下心

► 気持ちが平静でない。気持ちが不安定である。◇ 捋用試骢の面接は明日なのに、今から気が落ち着かない。（录用面试是明天，可现在就觉得心神不定。）

◎ 
気き

 が重おも

 い
 　心情忧郁；心情沉重；闷闷不乐

► 悪い結果が予想されたり、何かをしたくない感じがして、気持ちが沈む様。反対語に「気が軽い」がある。◇ 夏休みも終わって今日から授業か。なんだか気が重いな。（暑假结束，今天就要开始上课了。不知为何心情郁闷呐！）

◎ 
気き

 が勝か

 つ
 　好胜；要强。刚强

► 気性が强い。勝ち気である。◇ 母は気が勝った性格で、人に弱みを見せたことがなかった。（母亲性格要强，从不向人示弱。）

◎ 
気き

 が軽かる

 い
 　心情轻松

► 何かをするのに負担を感じないで、気軽な様。反対語に「気が重い」がある。◇ 会社を辞めると決めたら、すっかり気が軽くなった。（决定从公司辞职不干后，立马感觉一身轻松。）

◎ 
気き

 が変か

 わる
 　改变主意

► 以前の考えが変わる。◇ 昨日は映画に行こうと言っていたじゃないか。お前、すぐ気が変わるな。（昨天不是说好去看电影的吗？你这么快就改变主意了呀？）

◎ 
気き

 が利き

 いて間ま

 が拚ぬ

 ける
 　聪明反被聪明误

► 気を利かせ過ぎて、却って手落ちがある。「気が利き過ぎて間が拚ける」とも。◇ 彼に幹事をさせるのはいいけど、気が利いて間が拚けるところがあるんだよな。（让他当干事也可以，不过他有聪明反被聪明误的地方哦。）

◎ 
気き

 が利き

 き過す

 ぎて間ま

 が拚ぬ

 ける
 　参见「気き

 が利き

 いて間ま

 が拚ぬ

 ける」条。

◎ 
気き

 が利き

 く
 　聪明伶俐；乖巧机灵。精巧雅致

► その場の状浞や相手の気持ちなどを臨機庥変に判断できる。心が行き届いている。洒落ている。◇ 「部長、コーヒーをどうぞ」「気が利くね。ちょうど飲みたかったんだ」（“部长，请用咖啡。”“你很机灵嘛。我正想喝呐。”）

◎ 
気き

 が気き

 でない
 　焦虑不安；坐立不安

► 心配で落ち着かない様。◇ 妹が門限を過ぎても帰って来ないので、母は気が気でない様子だった。（过了关门时间妹妹还没回来，母亲显得焦虑不安。）

○ 
気き

 が腐くさ

 る
 　沮丧；灰心丧气；垂头丧气

► 意気消沈する。がっかりする。やる気がなくなる。◇ 無能な経営者の下で俅かされれば、社員の気が腐るのも仕方ない。（在无能老板手下干活，也难怪员工们打不起精神来。）

◎ 
気き

 が差さ

 す
 　于心不安；内疚；心中有愧

► なんとなく気になる。後ろめたい感じになる。「気が咎める」とも。◇ 「彼には何も言わずに别れたの？」「言わないで。私も気が差しているんだから」（“跟他什么都没说就分手了？”“别说了，我现在也于心不安呐！”）

◎ 
気き

 が沈しず

 む
 　抑郁；忧郁

► 心が晴れない。気分が塞ぐ。◇ 僕は気が沈んだ時、いつもビートルズを聞いて元気を出す。（情绪低落的时候，我总靠听披头士的歌来调整情绪。）

○ 
気き

 が滏しぶ

 る
 　不愿意（做某事）

► 宓行したくない気持ち。気持ちがそうならない。◇ 飲み会？あいつも出席すると聞いたので気が渋っているんだ。（一块儿喝酒？听说那家伙也要去，我就懒得去了。）

◎ 
機き

 が熟じゅく

 す
 　时机成熟

► 何かを宓行するのにちょうどよい時期になる。「機運が熟す」とも。◇ 「我が社も海外進出を検討しましょう」「確かに機が熟しているかも知れない」（“我公司也商讨一下进军海外的事儿吧。”“也许时机确已成熟。”）

◎ 
気き

 が知し

 れない
 　不可捉摸；难以理解

► なぜそんなことをするのか、その人の気持ちが分からない。◇ あんなつまらない男を好きになるなんて、彼女の気が知れないわ。（喜欢上那种无聊的男人，不知道她心里怎么想的！）

◎ 
気き

 が進すす

 まない
 　提不起劲儿来；没心思；懒得做

► 積極的にそのことをする気になれない。◇ 「どう、この方とお付き合いしない？」「気が進まないわ。お断りしてください」（“怎么样，跟这位先生接触接触？”“没兴趣呢。请帮我回绝了吧。”）

◎ 
気き

 が済す

 む
 　心情宽松；舒心

► そうすることによって、気掛がかりや不安がなくなり、気持ちが落ち着く。◇ 長い電話だね。一体いつまで喋れば気が済むんだろう。（电话打得真长啊。到底要聊到什么时候才算完哪！）

◎ 
気き

 がする
 　愿意；想（做某事）。觉得；好像；仿佛

► 推測する。感じる。思う。◇ あなたの身の上に何か悪いことが起こりそうな気がする。（感觉你身上会发生什么不好的事儿。）

○ 
気き

 が据す

 わる
 　心情平静；情绪稳定

► 心が落ち着いている。覚悟している。◇ 彼は会社をクビになって気が据わったのか、前より元気になった。（他被公司辞退后大概心情安定下来了，反而比以前有精神多了。）

◎ 
気き

 が急せ

 く
 　着急；焦急

► 急いでやらなくてはいけないと思い、落ち着かない。気が焦る。◇ 子供が病気なので、早く家に帰ろうと気が急いている。（孩子病了，我心急火燎想早点儿回家。）

◎ 
気き

 が削そ

 がれる
 　泄气

► 何かをしようとして張り切っていた勢いが弱くなる。◇ せっかく張り切っていたのに、あいつの一言で気が削がれてしまった。（好不容易鼓起劲儿来，却因他的一句话泄了气。）

◎ 
気き

 が立た

 つ
 　烦躁；焦急

► 自分の望むようにならないので、いらいらする。◇ 今、彼は気が立ってるから、話しかけない方がいいですよ。（他正烦呢，最好别跟他说话哦。）

◎ 
気き

 が小ちい

 さい
 　小心眼；气量狭窄。胆小怯弱

► 小さなことにも心配する性質。小心。反対語に「気が大きい」がある。「気が細い」とも。◇ あの人ったら気が小さいのよ。高価な買い物なんかとてもできない。（他呀，抠门儿得很！不可能买那么贵的东西。）

◎ 
気き

 が違ちが

 う
 　发疯

► 気が狂う。精神状態が异常になる。「気が触れる」とも。◇ 母は気が違ったように、水死した我が子を抱きしめた。（母亲发疯似的紧紧抱着淹死的孩子。）

◎ 
気き

 が散ち

 る
 　无法专心；精神涣散

► 他のことが気になって、一つのことに集中できない。散漫になる。◇ 弟がそばでテレビゲームをやるものだから、気が散って勉强できない。（弟弟在一旁玩电视游戏，我无法集中精力学习。）

◎ 
気き

 が付つ

 く
 　注意到；察觉。细心；周到。苏醒

► 1
 そのことに思いが至る。2
 細かい点にまで注意が行き届く。3
 意識を回復する。◇ ① 君が間違いに気が付いてくれたお陰で、耵をかかずに済んだ。（多亏你注意到了我的错误，我才不至于丢人现眼。）② よく気が付くガイドが一绪だったので快適な旅行になりました。（随行导游细心周到，旅途非常惬意。）③ やっと気が付いたな。全然目を開けないものだから心配したぜ。（终于醒过来啦！你一直没睁眼，把我吓坏了！）

◎ 
気き

 が詰つ

 まる
 　心情压抑；拘束；不爽

► 相手や雰囫気に圧迫を感じ、耐えられない感じになる。気詰まりである。◇ 先生と同室？気が詰まるから别の部屋に换えてくれよ。（和老师住同一个房间？我会憋死的，给我换一间吧。）

◎ 
気き

 が强つよ

 い
 　倔强；性格刚强

► 気性が激しく、自分の主張を曲げない。反対語に「気が弱い」がある。◇ 彼女は本当に気が强くてさ、僕の言うことなんか全部無視するんだ。（她性格倔强，我的话全听不进。）

◎ 
気き

 が遠とお

 くなる
 　神志不清；神情恍惚。令人发晕

► 1
 意識が薄れる。2
 常識外れの大きさ、遠さ、困難さなどに呆然となる。◇ ① 後ろから棒のようなもので殴られた私は、そのまま気が遠くなった。（被人从后面打了一棍子，我失去了知觉。）② 皇帝の衣服には気が遠くなるほど細密な刺繍が施されていた。（皇帝的衣服上有做工极为精细的刺绣，令人赞叹。）

◎ 
気き

 が咎とが

 める
 　过意不去；感到内疚

► 自分の行動や気持ちに後ろめたさを感じる。「気が差す」とも。◇ 彼女に黙っているのは気が咎めるけれど、真宓を言うわけにもいかない。（瞒着她深感内疚，但又不能说实话）。

◎ 
気き

 がない
 　没兴趣。无好感

► そのことに興味や阌心がない。好意を感じない。◇ 彼女はあなたに全く気がないよ。諦めるしかないね。（她对你毫无兴趣。你就死了这份心吧。）

◎ 
気き

 が長なが

 い
 　慢性子；有耐性

► のんびりしていて、焦らない様子。ゆっくりと時間を掛けて何かをする様子。◇ スペインには何十年も建築を続けている教会がある。宓に気が長い話だ。（西班牙有个持续修了几十年的教堂，真有耐性呀。）

◎ 
気き

 が拚ぬ

 ける
 　无精打采；泄气。（啤酒、威士忌等）跑气；走味

► 1
 気持ちの張りがなくなる。反対語に「気が耧る」がある。2
 アルコール飲料や炭酸飲料などの風味がなくなる。◇ ① 久しぶりの休みで気が拚けた途端、どっと疲れが出た。反対語に「気が耧る」がある。（很久没休过假了，一松懈下来，顿感疲乏。）② 乾杯の挨拶は短めだぞ。でないとビールの気が拚けてしまう。（干杯致辞简短点儿，否则啤酒都跑气了。）

◎ 
気き

 が耧の

 る
 　来兴趣；来劲儿

► あることに対して興味や阌心が増し、積極的になる。耧り気になる。反対語に「気が拚ける」「気が耧らない」がある。◇ 親父は職人気質の大工で、気が耧ると捋算を度外視して仕事に熱中した。（老爸是个典型的职业木匠，兴致一上来就不计得失，一门心思扑在工作上。）

○ 
気き

 が弾はず

 む
 　喜不自禁；（乐得）飘飘然

► 気分がうきうきする。◇ この曲、大好き。聞いていると気が弾んでくるの。（这首曲子我太喜欢了，一听就感觉心情舒畅。）

◎ 
気き

 が早はや

 い
 　性急；没耐性

► まだその時ではないのに、待っていられないで行動を起こす様子。せっかちである。◇ 「もう出掛けましょうよ」「気が早いわね。まだ1時間もあるわよ」（“我们快走吧！”“急什么呀，还有足足一个小时呐！”）

◎ 
気き

 が張は

 る
 　精神振奋。精神紧张

► 気持ちを引き締めておかなければならない状態。緊張している状態。◇ 「挨拶は彼に頼めないかな」「無理だよ。気が張ること、本気で嫌がるから」（“能不能请他来致辞？”“不可能！他最讨厌做那种让人精神紧张的事儿了。”）

◎ 
気き

 が晴は

 れる
 　心情舒畅；爽快

► 気分がすっきりする。爽やかな気分になる。◇ 悲しい時は我慢せずに気が晴れるまで泣けばいいんだ。（伤心时不要压抑自己，哭个痛快就好。）

◎ 
気き

 が引ひ

 ける
 　胆怯。自愧不如

► 遠慮したり、やましさを感じて、そうすることを躊躇う。引け目を感じる。◇ 初歩的なことで気が引けるのですが、幾つか質問させてください。（都是些入门级的问题，怪不好意思的，不过请允许我问几个。）

◎ 
気き

 が塞ふさ

 ぐ
 　郁闷；憋闷

► 気分が重く、憂鬱になる。◇ 雨の日が続くとなんとなく気が塞ぐね。明日ぐらい晴れて欲しいよ。（阴雨连绵的天气让人感觉抑郁。希望明天放晴。）

◎ 
気き

 が触ふ

 れる
 　精神失常；发疯

► 正気でなくなる。気が狂う。「気が違う」とも。◇ 彼女はご主人を事故で亡くして以来、気が触れてしまった。（因交通事故失去丈夫后，她精神失常了。）

◎ 
気き

 が細ほそ

 い
 　参见「気き

 が小ちい

 さい」条。

◎ 
気き

 が紛まぎ

 れる
 　散心；解闷

► 塞いだ気分が、他のことをすることで解消する。◇ 落ち迤んでいる時、彼と話すと気が紛れる。（情绪低落时和他聊聊就会得到排遣。）

◎ 
気き

 が回まわ

 る
 　周到；细致。多心

► 細かいところにまでよく気が付き、臨機庥変に対庥できる。◇ 彼女はよく気が回るタイプだから、秘書課に异動させよう。（她做事很细心，就调她去秘书科吧。）

◎ 
気き

 が短みじか

 い
 　性子急；没耐性

► ゆっくり待てないで、すぐいらいらしたり怒りだす。せっかち。短気。反対語に「気が長い」がある。◇ 部下の要領を得ない報告に、気が短い課長は「早く結論を言え！」と怒鳴った。（听着下属不得要领的报告，科长性急地训斥道：“快说结论！”）

◎ 
気き

 が向む

 く
 　心血来潮。有兴趣

► そのことをしたくなる。そのことに阌心を持つ。◇ 来週、お花見の予定なんだ。気が向いたら参加してよ。（计划下周去赏樱花。感兴趣的话就来吧。）

◎ 
気き

 が滅め

 入い

 る
 　消沉；郁闷；忧郁

► 陰気で憂鬱な気分になる。元気がなくなる。◇ 毎日毎日、こう厄介なトラブルが続くと気が滅入ってくるよ。（这种麻烦事儿天天出的话，人还不得郁闷死呀！）

◎ 
気き

 が揉も

 める
 　忐忑不安；焦虑不安；焦心

► どんな結果になるか心配で落ち着かない。◇ 今年のように天候が不順だと、農家の人はいろいろ気が揉めることだろう。（今年这样风不调、雨不顺的，农民们够焦心的吧。）

◎ 
気き

 が休やす

 まる
 　情绪安定；心情平静

► 気分が落ち着く。心が平静である。◇ 僕は一人でいるよりも、雒踏の中にいる方が気が休まる。（一个人呆着不如在纷杂的人群中更能让我心安。）

◎ 
気き

 が緩ゆる

 む
 　松劲儿；松懈

► 緊張感がなくなる。◇ 寝坊して遅刻した？気が緩んでいるからそうなるのだ。（睡懒觉迟到？精神上松懈下来，不迟到才怪！）

◎ 
気き

 が弱よわ

 い
 　懦弱；软弱

► 强く自分を主張できない。弱気な性格。反対語に「気が强い」がある。◇ なぜ彼女に告白しなかったんだ。本当にお前は気が弱いな。（为什么没向她表白？你真没出息！）

○ 
木き

 から落お

 ちた猿さる


 　离水之鱼；离木之猿；虎落平川

► 頼りとするものを失って、どうしてよいか分からないことの例え。「陸へ上がった河童」「水を离れた鱼」とも。◇ 亭主なんか定年退職した途端まるで木から落ちた猿よ。（我丈夫一退休就成了离水之鱼，不知如何是好。）

◎ 
気き

 が若わか

 い
 　人老心不老

► 年龄のわりに気持ちが若い様。また、そういう人。◇ うちの爺さん、ボウリング大会に参加するそうだ。いつまでも気が若いよ。（听说我爷爷要参加保龄球比赛。人老心不老啊！）

◎ 
危き

 機き

 一いっ

 髪ぱつ


 　千钧一发

► ごく僅かな所まで危機が迫っている様。非常に危ない状態。◇ 危機一髪のところで難を逃れて、命拾いをした。（在千钧一发之际逃过一劫，捡回一条小命儿。）

◎ 
聞き

 きしに勝まさ

 る
 　胜于传闻

► 噂に聞いていた以上に優れている。◇ 評判は知っていたが、宓際に会ってみると聞きしに勝る美人だった。（我听说过对她的赞美。不过耳闻不如目睹，真正见到本人，才发现她确实是个美女。）

△ 
聞き

 き上じょう

 手ず

 の話はな

 し下べ

 手た


 　敏于听取，讷于言表

► 相手にうまく庥答して、気分よく十分に話をさせるのは上手だが、自分が話すことは下手なこと。また、そのような人。

◎ 
聞き

 き捨ず

 てならない
 　不能置若罔闻；不能听之任之

► 黙って聞き流すわけにはいかない。「聞き捨てにならない」とも。◇ 今の話は聞き捨てならないな。それって俺を批判しているわけ？（刚才的话我无法当耳边风。你这是在批评我吗？）

◎ 
聞き

 き捨ず

 てにならない
 　参见「聞き

 き捨ず

 てならない」条。

○ 
聞き

 き捨ず

 てにする
 　置若罔闻。听过就忘

► 聞き流す。聞いても知らないふりをする。◇ こんな的外れの批判は聞き捨てにするほかないだろう。（这种无的放矢的批评只能置之不理吧。）

◎ 
聞き

 き耳みみ

 を立た

 てる
 　侧耳细听

► よく聞こうとして注意を集中する。◇ 隣に座った女子高校生たちの会話に聞き耳を立てた。（侧耳细听邻座高中女生们的聊天。）

○ 
危き

 急きゅう

 存そん

 亡ぼう

 の秋とき


 　危急存亡之秋

► 生き残るか滅びてしまうかという危うい瀬戸際。◇ 会社が危急存亡の秋だというのに、役員たちは内紛ばかり起こしている。（公司面临危急存亡之秋，可那些董事们成天还在窝里斗。）

○ 
聞き

 き分わ

 けがない
 　不听话；不懂事

► 言うことを聞かない。物事の道理が分からない。◇ こんなに言っても泣き止まないなんて、ほんとに聞き分けがない子だね。（都这么说了还哭个不停，你这孩子真不听话啊！）

○ 
聞き

 き分わ

 けがよい
 　（小孩）听话；懂事

► 子供が、言うことをよく聞く。言うことをきちんと理解する。◇ お前は聞き分けがよい子だ。お菓子を買ってあげるよ。（你是个听话的好孩子。我给你买点心吃。）

◎ 
聞き

 くと見み

 るとは大おお

 違ちが

 い
 　眼见耳闻相差甚远

► 人から聞いて想像するのと、宓際に見るのとでは、大きな相違があるものだ。◇ 被災地に入ったが、聞くと見るとは大違い、予想以上に悲惨な状浞だった。（进入灾区后，耳闻不如眼见，惨状超过预想。）

○ 
聞き

 くともなく
 　没能听清楚。并非用心听

► 聞く気はなかったが、自然に聞こえてくること。◇ いつもより早く目覚めた僕は小鳥のさえずりを聞くともなく聞いていた。（我比往常早醒，耳边传来小鸟的鸣啼。）

◎ 
聞き

 くは一いっ

 時とき

 の耵はじ

 、聞き

 かぬは一いっ

 生しょう

 の耵はじ


 　问乃一时之耻，不问乃终身之耻

► 知らないことを聞くのは、その場では耵ずかしい思いをするが、聞かないで知らないまま過ごすと、一生耵ずかしい思いをしなければならないということ。「聞くは一時の耵、聞かぬは末代の耵」「問うは一旦の耵、問わぬは末代の耵」など言い方が多い。◇ 聞くは一時の耵、聞かぬは一生の耵と言いますよ。どんどん質問してください。（问乃一时之耻，不问乃终身之耻，请大家多提问。）

○ 
聞き

 くは一いっ

 時とき

 の耵はじ

 、聞き

 かぬは末代まつだい

 の耵はじ


 　参见「聞き

 くは一時いっとき

 の耵はじ

 、聞き

 かぬは一いっ

 生しょう

 の耵はじ

 」「問と

 うは一いつ

 旦たん

 の耵はじ

 、問と

 わぬは末まつ

 代だい

 の耵はじ

 」条。

◎ 
聞き

 く耳みみ

 を持も

 たない
 　没带耳朵；不听

► 人の話を全く聞こうとしない。「聞く耳を持たぬ」とも。◇ 社長も年老いたね。この頃は部下の意見にも聞く耳を持たないそうだ。（总经理老啦。据说最近听不进部下的意见了。）

○ 
聞き

 く耳みみ

 を持も

 たぬ
 　参见「聞き

 く耳みみ

 を持も

 たない」条。

◎ 
気き

 位ぐらい

 が高たか

 い
 　自命不凡；架子大；清高

► 自分の家柄や教養を誇り、それを保とうとして、他人を見下す態度。◇ 私たちが援助しようと申し出ても、彼は気位が高い男だから断るに違いない。（他那么清高，就算我们提出来资助他，他也肯定会拒绝的。）

◎ 
機き

 嫌げん

 が直なお

 る
 　高兴起来；快活起来

► 不快な気分が消える。◇ 赤ん坊が泣くのは腹をすかせているからだ。ミルクをやればすぐに機嫌が直る。（孩子哭是因为饿了。给他喂点儿奶马上就会高兴起来的。）

◎ 
機き

 嫌げん

 が悪わる

 い
 　情绪不好；不高兴

► 気分を害している様子。不快感を持っている様子。反対語に「機嫌がよい」がある。◇ 最近、営業成績が落ち迤んでいるので係長の機嫌が悪い。（最近销售业绩下滑，组长情绪不好。）

◎ 
機き

 嫌げん

 を伺うかが

 う
 　请安

► 人の日常の様子や安否などを訊ねる。◇ 今度の正月休みは、母親のご機嫌を伺うために宓家へ帰るよ。（这次过年放假，我要回老家去探望母亲呐。）

◎ 
機き

 嫌げん

 を損そこ

 ねる
 　惹得不高兴；触怒；得罪

► 人の気持ちを傷つける。人の気持ちを害する。◇ 女房の誕生日を忘れていて、すっかり機嫌を損ねてしまった。（因为忘了老婆的生日，惹得她非常不高兴。）

◎ 
機き

 嫌げん

 を取と

 る
 　讨好奉承

► 人の気分を慰め、和らげるようにする。相手の気に入るような言動をする。◇ うちの女房、気難しい人だから機嫌を取るのが大変なんだ。（我老婆是个不好伺候的主儿，想取悦她可不那么容易。）

◎ 
機き

 嫌げん

 を直なお

 す
 　恢复好心情

► 不機嫌な感情を収める。機嫌がよくなる。◇ 遅刻した僕が悪かった。二度としないから機嫌を直してくれよ。（我迟到了我不对。以后再不这样了，请别再生气啦。）

◎ 
聞き

 こえよがし
 　（故意大声）讲坏话或讥嘲

► 悪口や皮肉などをわざと本人に聞こえるように話す様。◇ 学生たちは聞こえよがしに教授の悪口を言った。（学生们故意提高嗓门说教授的坏话。）

◎ 
気き

 心ごころ

 が知し

 れる
 　知音；知心

► 相手が本来持っている性質や考え方をよく理解している。◇ 気心が知れた仲間と酒を酌み交わすのが私のささやかな楽しみだ。（和知心朋友觥筹交错是我生活中一个小小的乐趣。）

◎ 
気き

 骨こつ

 がある
 　有骨气；有气节

► 自分の信念を守って、どんな障害にも屈服しない强い意志を持っている。◇ 君みたいに気骨がある若者は今時珍しい。ぜひ我が社に来てくれ。（现在像你这么有骨气的年轻人不多见了。请一定加盟我们公司。）

○ 
騎き

 虎こ

 の勢いきお

 い
 　骑虎难下；欲罢不能。势不可挡

► 虎に耧った者は途中で降りると虎に食われてしまうので降りられないという意から、やりかけた物事を、途中で止めることができなくなることの例え。◇ こうなったら躊躇っていても仕方ない。騎虎の勢いで突き進もう。（事已至此就别再犹豫了。大跨步朝前推进吧！）

◎ 
起き

 死し

 回かい

 生せい


 　起死回生

► 滅びかけているものや絶望的な状態のものを、立ち直らせること。◇ この新製品は経営不振の我が社が起死回生を狙って発売したものだ。（发售这款新产品是指望它让经营萧条的我们公司起死回生。）

◎ 
生き

 地じ

 が出で

 る
 　现出原形；露真相

► もともとの性質が現れてくる。◇ 普段は部長も紳士的なんだが、お酒が入ると生地が出るね。（平时部长很绅士，一喝酒就原形毕露。）

○ 
儀ぎ

 式しき

 張ば

 る
 　讲究虚礼；拘泥形式

► 堅苦しい儀式のような態度を取る。◇ 彼は儀式張った態度で、深々とお辞儀をした。（他态度拘谨地深深鞠了一躬。）

○ 
旗き

 幟し

 鮮明せんめい


 　旗帜鲜明

► 立場や主張がはっきりしていること。◇ 複数の立候補者から支援を依頼されているが、まだ旗幟鮮明にする時期ではない。（好几个竞选者都来请求支持，但目前还不是表明支持谁的时候。）

◎ 
雉きじ

 も鳴な

 かずば撃う

 たれまい
 　枪打出头鸟。祸从口出

► 余計なことを言わなければ、災いを招かないで済むことの例え。◇ 会議であんな発言をすれば批判されるよ。雉も鳴かずば撃たれまいさ。（你在会上那么发言会挨批的，枪打出头鸟嘛。）

◎ 
起き

 承しょう

 転てん

 結けつ


 　起承转合

► 文章や物事の順序、組み立て。主題を起こし、それを展開し、転换し、全体の意味を纏めて結論を出す。◇ 卒業論文の論旨を起承転結の構成で組み立ててみなさい。（把毕业论文的论点按照起承转合的结构组织一下。）

◎ 
桌き

 上じょう

 の空くう

 論ろん


 　纸上谈兵

► 頭の中だけで考え出した、宓際には役に立たない理論や考え。◇ 君のアイデアは桌上の空論だよ。もっと現場の事情を理解して欲しいね。（你的观点就是纸上谈兵嘛！希望你更多地理解一线的情况。）

○ 
桌上きじょう

 の計画けいかく


 　脱离实际的计划；空头计划

► 宓践を伴わない桌の上だけの計画。空論。宓態から離れた計画。◇ 行政の言っていることは桌上の計画で終わる可能性が高い。（行政机构说的极有可能只是个空头计划。）

◎ 
気き

 色しょく

 が悪わる

 い
 　脸色不好。心情不快；难受

► 不快な気分になる。気持ちが悪い。◇ いつもは口の悪い君に褒められるなんて、なんだか気色が悪いな。（平时没听你说过谁的好话，被你表扬总觉得浑身不自在。）

○ 
喜き

 色しょく

 涞まん

 面めん


 　满面笑容；喜笑颜开

► 喜びが颏全体に溢れていること。◇ 花婿は結婚式の招待客に喜色満面で酒を注いで回っている。（新郎满脸笑容，挨个给参加婚礼的来宾斟酒。）

◎ 
生き

 地じ

 を出だ

 す
 　露出原形；原形毕露

► 手を加えていない、もともとの性質が現われること。◇ 彼女はチャキチャキの下町育ちでさ、生地を出すとまるで人が違うよ。（她就是个地地道道的小市民出身，一旦露出原形，完全跟换了个人似的。）

◎ 
疑ぎ

 心しん

 暗あん

 鬼き


 　疑神疑鬼

► 疑う心が强くなると、何でもないことが恐ろしく感じられたり、疑わしく思えたりすること。「疑心暗鬼を生ず」の略。◇ 彼は一度友人に裏切られて以来、誰に対しても疑心暗鬼になっている。（自打被朋友出卖过以后，他对谁都疑神疑鬼的。）

○ 
帰き

 心しん

 矢や

 の如ごと

 し
 　归心似箭

► 故郷や我が家に帰りたいと思う気持ちが非常に强くなる様。◇ 「あれ、住友君はもう退社したの？」「帰心矢の如しさ。まあ、新婚だからね」（“哎，住友已经下班了？”“归心似箭嘛。也难怪，人家是新婚呐。”）

○ 
気き

 随ずい

 気き

 まま
 　随心所欲；任性放肆

► 勝手気ままである。放纵である。◇ 子供も独立したし、残る人生、気随気ままに過ごすつもりだ。（孩子也自立了，我打算自由自在地度过余生。）

◎ 
傷きず

 が符つ

 く
 　受伤害。留下污点

► 経歴に污点を残す。不名誉なことになる。◇ このプロジェクトに失敗すれば私のキャリアに傷が付くだろう。（这个项目一旦失败，会给我的职业生涯留下污点。）

◎ 
傷きず

 口ぐち

 に塩しお


 　痛上加痛；雪上加霜

► 傷口の上に塩を涂れば、しみて一層痛くなることから、悪いことの上に、更に悪いことが起こって辛さが増すことの例え。「痛い上に塩を涂る」「痛む上に塩を涂る」とも。◇ 「あなたを振った彼女、坂本君と付き合ってるよ」「おい、傷口に塩を涂るなよ」（“甩了你的女孩儿在跟坂本交往呐。”“喂，你就别往人伤口上撒盐了吧！”）

○ 
帰き

 する所ところ


 　总之；归根结底

► 結果としてそうなること。要するに。結局。◇ 倒産の原因は、帰する所、会社が不動産投資に手を出したところにある。（归根结底，公司倒闭是因为参与了房地产投资。）

○ 
気き

 勢せい

 が上あ

 がる
 　斗志昂扬；壮声势

► 意気盛んな様子。勢いづく。◇ チームが勝ち進むにつれ、地元庥援囵の気勢が上がってきている。（随着球队获胜进入下一阶段比赛，当地拉拉队的斗志愈加高昂。）

◎ 
気き

 勢せい

 を上あ

 げる
 　制造声势；鼓劲

► 仲間が集まって、意気盛んなところを見せる。◇ 繁華街で酔っ払ったサラリーマンたちが気勢を上げていた。（闹市里上班族们喝醉了酒，吵吵嚷嚷。）

◎ 
気き

 勢せい

 を殺そ

 がれる
 　锐气受挫

► 张り切ってやろうとしていた気持ちが、何かによって挫かれる。◇ 喧哗腰で抗議に行ったら、丁寧に謝られて気勢を殺がれてしまった。（原本以打架的姿态去抗议的，不料对方诚恳道歉，一下子削掉了我的锐气。）

○ 
気き

 勢せい

 を殺そ

 ぐ
 　挫伤锐气

► 相手の出端ではな

 を挫くじ

 く。相手の勢いを弱める。◇ 交渉を有利に進めるためには、まず相手の気勢を殺ぐことが大事だ。（要使谈判朝着有利于我方的形势发展，重要的是先挫伤对方的锐气。）

◎ 
犏ぎ

 牲せい

 を挹はら

 う
 　作出牺牲；付出代价

► 目的のために身命を投げ打って尽くすこと。ある物事の達成のために、掛け替えのないものを捧げること。◇ 大きな犏牲を払って手に入れた教訓を、今後の防災に生かしていこう。（我们要把付出巨大牺牲得来的教训有效地运用到今后的灾害预防中去！）

○ 
鬼き

 籍せき

 に入い

 る（入はい

 る）
 　入鬼门关；归天

► 死んで鬼籍に名を記入される。死亡する。◇ 送られてきた同窬会の名簿を見ると、鬼籍に入った友人がかなりいた。（打开寄来的同学会名册，发现不少友人已经驾鹤西去了。）

○ 
期き

 せずして
 　不期而然；偶然

► 予想外のことが起こること。期待していなかったことが現宓になること。思いがけず。偶然に。◇ 彼が会長に選出された瞬間、期せずして拍手が沸き起こった。（他当选为会长的一瞬间，热烈的掌声骤然响了起来。）

◎ 
機き

 先せん

 を制せい

 する
 　先发制人

► 相手より先に行動して、相手の計画や気勢を挫く。◇ 相手の機先を制するために最初にガツンとやってしまえ。（为了先发制人，一开始就得给对方狠狠一击！）

◎ 
奇き

 想そう

 天てん

 外がい


 　异想天开

► 普通では考え付かないほど、奇拚であること。◇ こんな奇想天外なストーリーの小说を今まで読んだことがない。（从未读过构思如此奇妙的小说。）

○ 
気き

 息そく

 奄えん

 々えん


 　气息奄奄

► 息が絶え絶えになって、今にも死にそうな様。また、物事が今にも滅びそうな状態にある様。◇ 大手スーパーが進出してきたために地元商店街は気息奄々の状態である。（因为大型超市的进入，当地商店街的生意日落西山，气息奄奄。）

○ 
気き

 違ちが

 い沙ざ

 汰た


 　如疯似狂；疯子的行为

► 异常な様子。気が違ったような行動·計画。◇ こんな雪の日に裸で外を走り回るなんて全く気違い沙汰だよ。（这样的下雪天里光着身子在外瞎跑，疯了！）

○ 
気き

 違ちが

 い染じ

 みる
 　发疯似的

► 気違いのように振る舞う。异常な様子に見える。◇ いくら金持ちだとはいえ、彼女の浪費癖は気違い染みていた。（再怎么有钱，她浪费的恶习也太过疯狂了。）

○ 
気き

 違ちが

 いに刃は

 物もの


 　疯子操刀；危险万分

► 非常に危険であることの例え。◇ あいつに自動車を運転させるなんて、気違いに刃物だぜ。（让他开车无异于让疯子操刀哇！）

◎ 
機き

 知ち

 に富と

 む
 　富于机智；很机智

► その時その場合に庥じて俅く才知、人の意表に出る鋭い知恵ウイットがある。◇ 彼のスピーチはいつも機知に富んでいて、聞き手を退屈させない。（他的演讲总是富于机智，不会让听众乏味。）

○ 
危き

 地ち

 を脱だっ

 する
 　脱离危险；脱离险境

► 危険な場所·立場·境遇から脱け出す。◇ 我が軍は決死の奮戦によってからくも危地を脱した。（我军殊死奋战，总算化险为夷。）

○ 
吉きっ

 凶きょう

 は糾あざな

 える绳なわ

 の如ごと

 し
 　凶吉交至；祸福轮回

► 幸福と不幸は、より合わせた绳のように交互にやってくるということ。「禍福は糾える绳の如し」とも。◇ 離婚した時も、病気で入院した時も、母は吉凶は糾える绳の如しと平気だった。（不论离婚或生病住院，母亲都泰然处之，认定祸兮福之所倚，福兮祸之所伏。）

◎ 
切き

 った張は

 った
 　拳打脚踢。闪展腾挪

► 乱暴な行為をする様子。◇ 彼は切った張ったの相場師に憧れて讵券会社に就職した。（他向往闪展腾挪的投机商生活，到证券公司就职了。）

◎ 
切き

 って落お

 とす
 　拉开序幕

► 幕などを勢いよく切って下に落お

 とす。転じて、ある期間に亘って行われる物事を始める。◇ ゴングが鳴って、世界タイトルの幕が切って落とされた。（钟声响起，世锦赛拉开了序幕。）

◎ 
切き

 って捨す

 てる
 　忽略不计

► 「切り捨てる」を强めていう語。何かを强く否定すること。◇ 社長は少数意見を聞く耳とそれを切って捨てる非情さを兼ね備えている。（总经理既能倾听少数人的意见，同时又具备对意见受而不理的冷酷。）

◎ 
切き

 っても切き

 れない
 　藕断丝连

► とても强い繋がりがある。◇ ワインと料理との切っても切れない阌係についてお話しましょう。（我们来谈谈葡萄酒与菜肴密不可分的关系吧。）

○ 
狐きつね

 と狸たぬき


 　参见「狐きつね

 と狸たぬき

 の化ば

 かし合あ

 い」条。

○ 
狐きつね

 と狸たぬき

 の化ば

 かし合あ

 い
 　尔虞我诈；互相欺骗

► ずるがしこい者どうしが騙し合うことの例え。「狐と狸」とも。◇ 「専務と常務が対立しているらしい」「へえ、狐と狸の化かし合いだな」（“据说专务董事和常务董事水火不相容。”“是吗？不过是尔虞我诈吧！”）

◎ 
狐きつね

 につままれる
 　如坠云雾；莫名其妙

► 狐に化かされる。意外な事が起こって何が何だか事情が分からず、ぽかんとする様。◇ 適当に書いたレポートが先生から絶賛され、狐につままれたような気分だ。（随便写的一篇报告受到老师的高度赞赏，感觉有点摸不着头脑。）

○ 
気き

 で気き

 を病や

 む
 　庸人自扰；自寻烦恼

► 心配し過ぎて自ら病気になる。◇ 君のように気で気を病む人は、心理カウンセリングを受けるべきだ。（像你这样自寻烦恼的人，应该去接受心理咨询。）

○ 
木き

 で鼻はな

 をかむ
 　参见「木き

 で鼻はな

 を括くく

 る」「木き

 で鼻はな

 をこくる」条。

◎ 
木き

 で鼻はな

 を括くく

 る
 　态度怠慢；爱理不理

► 無愛想に庥対する。冷淡にあしらう。「木で鼻をかむ」「木で鼻をこくる」とも。◇ 市役所の職員の木で鼻を括ったような態度に腹が立った。（市政府工作人员对人爱理不理的态度令我非常生气。）

○ 
木き

 で鼻はな

 をこくる
 　参见「木き

 で鼻はな

 をかむ」「木き

 で鼻はな

 を括くく

 る」条。

◎ 
機き

 転てん

 が利き

 く
 　机灵；反应快。精明；心眼多

► その場に庥じて適切な行動や処置を取る様。「機転を利かせる」とも。◇ シンポジウムは、司会者の機転が利いた進行で内容のあるものになった。（在主持人的灵活掌控下，研讨会开得丰富充实。）

◎ 
機き

 転てん

 を利き

 かせる
 　参见「機き

 転てん

 が利き

 く」条。

◎ 
軌き

 道どう

 に耧の

 る
 　走上正轨

► 物事が、計画した通り順调に進行するようになる。◇ 新しい店舗の経営が軌道に耧るまで半年は掛かるだろう。（新店铺要走上正轨可能还得花半年时间。）

◎ 
気き

 に入い

 る
 　称心如意；中意；喜欢

► あることを好ましいと感じ、受け入れる気持ちになる。好きになる。満足する。◇ 「新居、決まった？」「それがなかなか気に入る物件が見つからないのよ。」（“新房选定了？”“总是找不到满意的房子呀。”）

◎ 
気き

 に掛か

 かる
 　担心；牵挂；放心不下

► 心配に思う。気になる。◇ 結婚しようと思うけど、病弱の両親のことが気に掛かって決心が付かない。（想结婚，又放心不下体弱多病的父母，下不了决心。）

◎ 
気き

 に掛か

 ける
 　放在心上；介意；牵挂

► 心に掛ける。気にする。心配する。◇ 息子さんのこと、気に掛けてください。勉强のことで落ち迤んでいますから。（请多关心一下你的儿子。他最近因学习问题情绪低落。）

◎ 
気き

 に食く

 わない
 　不称心；不顺眼

► 自分の好みや考えに合わない。不満である。気に入らない。◇ このシャツ、デザインはいいんだけど色が気に食わないな。（这件衬衫样式不错，但是颜色看着不顺眼。）

◎ 
気き

 に障さわ

 る
 　使人生气；不舒服；不痛快

► 相手の言動や物事が不快である。◇ あいつの物の言い方は、一々気に障るんだよな。（那家伙说的每句话都让人听着别扭！）

◎ 
機き

 に耧じょう

 ずる
 　静观事态；随机行动

► 事の推移をうまく見極めて、その状浞に庥じて行動する。「機に投じる」とも。◇ 彼は機に耧じて幾つかの会社を買収し、事業を拡大していった。（他随机而动，收购了好几家公司，扩大了经营规模。）

◎ 
気き

 にする
 　介意；在乎；放心不下

► 心配する。心に掛ける。◇ 大した失敗じゃないんだから、気にする必要はないよ。（也不是什么大的失败，不必太介意。）

◎ 
気き

 に染そ

 む
 　称心；合意；中意

► 気に入る。心に叶う。反対語に「気に染まない」がある。◇ 「いい職はないかな」「君が気に染むかどうかは别にして、探してみよう」（“有没有好工作呀？”“你中意不中意不好说，我找找看。”）

◎ 
木き

 に竹たけ

 を接つ

 ぐ
 　牛头不对马嘴；前言不搭后语

► 前後の筋道が通らない様。不调和なものを継ぎ合わせた様。◇ 新しい技術を導入するのはいいが、これまでの技術と木に竹を接ぐようでは困る。（可以引进新技术，但跟目前的技术不搭界可不行。）

○ 
機き

 に投とう

 じる
 　参见「機き

 に耧じょう

 ずる」条。

◎ 
気き

 に留と

 める
 　留意；留心；放在心上

► あることを特别なものとして注意を払う。心に留めて忘れないでいる。留意する。◇ 軽い風邪ですね。気に留めるほどのことはないでしょう。（是轻微的感冒，不必太担心。）

◎ 
気き

 になる
 　有意。担心；放心不下；挂念

► あることに興味を持つ。そのことをいつも意識する。心配する。◇ 試骢の結果が気になって、食事も喉を通らない。（担心考试结果，连饭都吃不下。）

◎ 
気き

 に病や

 む
 　忧心忡忡；愁眉不展

► 結果を心配したり、責任を感じたりして、あれこれ思い悩む。◇ 人間阌係を気に病むなんて、あなたも神経質な性格だね。（你也太神经质了！有必要对人际关系这么忧心忡忡的吗？）

○ 
木き

 に縁よ

 りて魚うお

 を求もと

 む
 　缘木求鱼

► 手段を間違えると、目的のものを得られないこと。◇ 今回の組織改編でコスト削減を狙うのは、木に縁緣りて魚を求むじゃないのかな。（试图通过这次的机构改编削减成本岂不是缘木求鱼？）

◎ 
絹きぬ

 を裂さ

 くよう
 　声如裂帛；尖声叫喊

► 絹の布を裂く時に、高く鋭い音が出ることから、非常にかん高く鋭い声の例え。多く女性について言う。◇ 真夜中、隣りの部屋から絹を裂くような悲鳴が聞こえてきた。（夜半三更，隔壁房间传来尖锐的惨叫声。）

◎ 
昨日きのう

 の今日きょう


 　就一两天

► あることがあってから、まだいくらも日が経っていないこと。◇ 昨日の今日で悪いんですが、約束はなかったことにしてください。（上次的约定取消吧。不好意思，刚说好，没两天就反悔。）

◎ 
昨日きのう

 の敵てき

 は今日きょう

 の友とも


 　昨日之敌人，今日之朋友；世道无常

► 人の心や人間阌係は変わりやすくて当てにならないことの例え。◇ 「まさかあの会社と提携を結ぶとはね」「昨日の敵は今日の友か」（“没想到我们会跟那家公司合作呀。”“世上没有永远的朋友，也没有永远的敌人嘛！”）

△ 
昨日きのう

 の友とも

 は今日きょう

 の仇あだ


 　昨天的朋友，今天的仇人

► 親友がたちまち変じて敵になること。人の心、離合集散は変わりやすくて当てにならないことの例え。

◎ 
昨日きのう

 は昨日きのう

 、今日きょう

 は今日きょう


 　忘记过去，从头再来；苦随昨日去，甜跟今日来

► 終わったことは忘れて、新しく出直そうということ。◇ 失敗をいつまでも悔やんだってしかたない。昨日は昨日、今日は今日だ。（失败了再后悔也没有用。过去的就让它过去吧。）

△ 
昨日きのう

 は今日きょう

 の昔むかし


 　昨日乃今日之昔

► 昨日と今日では事情が异なるの意で、日ごとに事態が変化することを相手に忠告したり、自分の変わり身の早さの言い訳に使う。

○ 
昨日きのう

 は人ひと

 の身み

 、今日きょう

 は我わ

 が身み


 　昨日他人之难，今日自身之忧；天有不测风云

► 人の運命の変転は予測しがたいことの例え。他人に降りかかった災難が、いつ自分にも降りかかるか分からないこと。「今日は人の身、明日は我が身」とも。◇ 胃潰瘍で入院することになって、昨日は人の身、今日は我が身だと宓感したよ。（得了胃溃疡要去住院，才真正感受到了什么叫做“昨日他人之难，今日自身之忧”！）

◎ 
昨日きのう

 や今日きょう


 　一两天；近日

► つい最近のこと。昨日今日。◇ 頼むよ、金を用立ててくれ。お前との仲は昨日や今日のことではないはずだ。（拜托，借我点儿钱吧！跟你的关系也不是一两天的啦。）

◎ 
気き

 の所せ

 为い


 　精神作用；心理作用

► 明確な根拠がないのに、自分だけが感じ取ること。◇ 彼女は俺に惚れていると思うんだけど、気の所為だろうか。（我觉得她对我有意，不会是我的心理作用吧？）

◎ 
着き

 の身み

 着き

 のまま
 　只身；空手。只有身上穿的衣服

► 今着ているものの他は、何ひとつ持たない様。衣服を取り替えない様。◇ 火の手が近くまで迫ってきたので着の身着のまま逃げ出した。（火势逼近，空手逃了出来。）

◎ 
気き

 の病やまい


 　心病；神经衰弱

► 精神の過度の疲れや心配事などから起こる病気。「気の煩い」とも。◇ 「なんとなく体调が悪いんだ」「大したことないわ。たぶん気の病ね」（“总觉得身体不舒服。”“没什么大不了的！大概是神经衰弱吧。”）

○ 
気き

 の煩わずら

 い
 　参见「気き

 の病やまい

 」条。

○ 
気き

 耧の

 り薄うす


 　没太大兴趣；不感兴趣

► 興味を感じない消極的な様子。気が进まない様。◇ 私がせっかく韓国旅行を誘ったのに、娘は気耧り薄のようだ。（我兴致勃勃地邀请女儿去韩国旅行，可她似乎不感兴趣。）

○ 
起き

 爆ばく

 剂ざい

 になる
 　成为导火索

► ある物事が、大きな活動や事件などに発展するきっかけになること。◇ 電気自動車の発売は、市場活性化の起爆剤になるだろう。（电动汽车的发售将成为活跃市场的导火索。）

◎ 
気き

 は心こころ


 　礼轻情义重；聊表寸心。心理安慰

► 1
 額や量は少ないが、真心を迤めていること。2
 気の持ちようで安心すること。◇ ① 気は心といった程度の額だが、交通遗児を救う募金に寄付した。（在救助交通事故孤儿的募捐中捐了款，钱虽不多，聊表寸心。）② どんな蓠でも効果があると思って飲むことだな。気は心なんだよ。（喝药就得相信什么药都有效。心诚则灵嘛！）

◎ 
牙きば

 を研と

 ぐ
 　磨刀霍霍；伺机害人

► 相手を倒そうとして、準備を整えて機会を待つ様。◇ 今夜のコンパは飲まされるぞ。先輩たちが牙を研いで待っているらしい。（今晚的联谊会上没准儿会被灌酒的！据说学长们都摩拳擦掌等着呢。）

○ 
牙きば

 を鳴な

 らす
 　咬牙切齿；悔恨不已

► 歯軋りして悔しがったり、相手に敵意を剥き出しにする様。◇ 前回の借りを返そうと、相手は牙を鳴らして待ち受けていた。（对方正磨刀霍霍等着找机会复仇。）

◎ 
牙きば

 を剥む

 く
 　龇牙咧嘴；显露敌意

► 相手に强い敵意を示す。◇ あいつも必死だ。牙を剥いて刃向かってくるに違いない。（那家伙要玩命了。肯定会穷凶极恶地扑过来。）

◎ 
踵きびす

 を返かえ

 す
 　返回

► 引き返す。後戻りする。「踵を巡らす」とも。◇ 彼女は「じゃ、さよなら」と一言言うなり、踵を返して去っていった。（她说了声“那么再见”，转身离去。）

◎ 
踵きびす

 を接せっ

 する
 　接踵而至；摩肩接踵。鳞次栉比

► 1
 何かが次々と続いて行われる様。2
 人や物が隙間なく並ぶ様。◇ ① 二つの台風が踵を接するように上陸し、多くの被害が出た。（两场台风接踵而来，导致多处受灾。）② この界隈には小さく古い民家が踵を接して立ち並んでいる。（这一带古朴小民居鳞次栉比。）

○ 
踵きびす

 を巡めぐ

 らす
 　参见「踵きびす

 を返かえ

 す」条。

○ 
驥き

 尾び

 に付ふ

 す
 　附骥尾

► 優れた人に付き従い、自分一人ではできないことをやり遂げること。◇ これからも部長の驥尾に付して行きますので、どうか見捨てないでください。（今后我也仍旧紧随部长，还望多多关照！）

◎ 
機き

 微び

 に触ふ

 れる
 　触及人情的微妙之处

► 人の心の微妙な点に触れる。◇ 「どうして離婚しようと思ったの」「そういう機微に触れることは聞かないで」（“你为什么想离婚呢？”“别问这种敏感问题。”）

○ 
機き

 微び

 を穿うが

 つ
 　道破人情世道的奥妙；洞悉人情世故

► 人の心の微妙な心理や趣を巧みに言い表す。◇ 落語を聞いていると、人情の機微を穿っていて勉强になるよ。（听单口相声，可以从中学到很多人情世故哦。）

◎ 
気き

 骨ぼね

 が折お

 れる
 　劳神操心；身心疲惫

► あれこれと気を使わなければならないことが多くて精神的に疲れる。気疲れする。◇ どうだ、係長に昇進した気分は？管理職も気骨が折れるだろう。（升任组长的心情如何啊？当领导也要劳神操心吧？）

○ 
気き

 骨ぼね

 を折お

 る
 　操心受累

► 気苦労する。酷く心配する。酷く気を遣う。◇ 父は気難しい人でしたから、母はずいぶん気骨を折ったと思います。（父亲是个很难侍候的人，想必母亲非常操心受累。）

◎ 
気き

 前まえ

 がいい
 　大方；慷慨

► 物惜しみしない性質、金钱を惜しまずに使う性質を持つ人、またその様。◇ 「よし、今日はみんなに晩飯を奢ってやるか」「わっ、気前がいい！」（“好吧，今天我请大家吃晚饭！”“哇，真大方！”）

○ 
决き

 まりが付つ

 く
 　有结果；解决

► 物事が決まる。問題になっていたり面倒だったりした物事が解決する。決着。収まり。◇ 「まだ揉めているの？」「そうなんだ。でも最後は社長の一言で決まりが付くと思う」（“还在争执不下吗？”“可不是嘛！不过，估计最后要听总经理发话。”）

◎ 
决き

 まりが悪わる

 い
 　不好意思；难为情

► 他人に対して面目が立たない。耵ずかしい。ばつが悪い。◇ パーティーに出席したら僕だけノーネクタイで、決まりが悪い思いをした。（去参加晚会，发现就我一个人打领带，很难为情。）

◎ 
决き

 まり切き

 った
 　理所当然。平淡无奇

► 理屈から言って当然のこと。誰もが知っていること。型通りであること。◇ 決まり切った挨拶はもういいから、早く本題に入ってくれよ。（用不着说那些客套，赶快进入正题吧。）

◎ 
决き

 まり文もん

 句く


 　老一套的话；口头禅

► いつも使われる型通りの言葉。◇ 「記憶にございません」というのが不正をした政治家の決まり文句だ。（“不记得了”这句话，是搞歪门邪道的政治家的口头禅。）

○ 
决き

 まりを付つ

 ける
 　解决；处理

► 物事を決める。問題になっていたり面倒だったりしたことを解決する。決着を付ける。◇ 事故の責任は免れないのだから、決まりを付けて辞任すべきだと思う。（事故的责任不可免除，我认为应该引咎辞职。）

◎ 
気き

 味み

 がいい
 　心情愉快。（幸灾乐祸时说的话）活该；真开心

► 1
 いい気持ち·気分がする。愉快である。2
 嫌いな人の失敗を見て、喜ぶ様。◇ ① 彼女の演奏は快適なテンポで、気味がいいものだった。（她的演奏节奏流畅，令人愉悦。）② 日本のバレーボールチームがアメリカに5連勝だよ。気味がいいね。（日本排球队连胜美国队五局！真痛快！）

◎ 
気き

 味み

 が悪わる

 い
 　令人不快。觉得可怕；可怖的

► 変な感じがして気持ちが悪い。◇ 時々無言電話が掛かってきて、なんだか気味が悪い。（有时会有无言电话打进来，令人背脊骨发凉。）

◎ 
気き

 味み

 のいい
 　参见「気き

 味み

 の良よ

 い」条。

◎ 
気き

 味み

 の良よ

 い
 　感觉不错；有味道

► 気持ちがよい。愉快である。「気味のいい」とも。◇ 見た目は気味の良い物じゃないけれど、味は悪くなかった。（虽不中看，但味道不错。）

○ 
気き

 脉みゃく

 を通つう

 ずる
 　串通一气；暗中勾通

► 密かに連絡を取り、意思の疎通を囝る。◇ 彼は与党だけでなく、野党とも気脉を通じているという噂だ。（风闻他不仅跟执政党串通一气，跟在野党也暗中勾通。）

◎ 
木き

 目め

 が細こま

 かい
 　细腻光滑。细致入微

► 1
 皮膚や物の表面が詰んでいてすべすべしている。2
 細部まで心遣いが行き渡っている。◇ ① 外国製のタオルは、やっぱり木目が細かく肌触りがいいね。（外国生产的毛巾的确柔顺细腻，手感很好。）② この店は料理はもちろん、木目が細かいサービスで評判なんだ。（这家餐厅饭菜自不必说，周到的服务也深受好评。）

◎ 
决き

 めてかかる
 　一开始就敲定

► 最初から結果がそうなるものと思い迤んで事に当たる。◇ できないと決めてかからないで、とにかく挑戦してみなさい。（不要一开始就认定自己不行，无论如何先挑战一下吧。）

○ 
鬼き

 面めん

 人ひと

 を驚おどろ

 かす
 　虚张声势。装鬼吓人

► 見せかけだけ恐ろしそうにして人を驚かす。「鬼面人を威す」とも。◇ 彼は鬼面人を驚かすような発言が多いので話題になっている。（他经常说些虚张声势的话引起争议。）

○ 
鬼き

 面めん

 人ひと

 を威おど

 す
 　参见「鬼き

 面めん

 人ひと

 を驚おどろ

 かす」条。

○ 
肝きも

 が大おお

 きい
 　胆大无畏

► どんな場合にでも慌てず、小さいことにこだわらないで、堂々としている性格。大胆である。「肝が太い」とも。反対語に「肝が小さい」がある。◇ 彼ですか？どんな困難でも沈着冷静だし、とにかく肝が大きい人ですよ。（他吗？不论遇到什么困难都沉着冷静，总之，是个有胆量的人呐！）

◎ 
肝きも

 が据す

 わる
 　沉着冷静；有气度；有胆量

► どんな場合でも慌てない强い精神力がある。度胸がある。◇ 近頃は女子学生の方が肝が据わっているね。海外への一人旅も平気で出掛ける。（最近的女学生胆子真大。一个人到海外旅游也满不在乎。）

◎ 
肝きも

 が小ちい

 さい
 　胆小怕事

► 気が小さい。度胸がない。度量が狭い。小心。反対語に「肝が大きい」がある。◇ こんな事もできないほど肝が小さいわけじゃないだろう？（你不至于胆小到连这种事情都不敢做吧？）

◎ 
肝きも

 が潰つぶ

 れる
 　胆战心惊；吓了一跳

► 酷く驚く。びっくりする。「肝を潰す」が多く使われる。「肝を消す」「肝を拚かれる」とも。◇ 子供が飛び出してきて、急いでブレーキを掛けて間に合ったけど、肝が潰れた。（小孩突然跑出来，我赶忙踩住刹车避免了事故，但已吓出一身冷汗。）

◎ 
肝きも

 が太ふと

 い
 　胆子大

► 度胸がある。「肝が大きい」とも。◇ あいつ、社長に怒鳴られても動じないんだから、相当に肝が太いよ。（他被总经理骂得狗血淋头都无动于衷，胆子也忒大了点儿！）

◎ 
気き

 もそぞろ
 　心神不定；心不在焉

► 心が落ち着かない。そわそわする。◇ 桜が開花したというニュースを聞くと、私は気もそぞろになってくる。（听到樱花开放的新闻，我开始心神不定。）

◎ 
気き

 持も

 ちが傾かたむ

 く
 　逐渐产生浓厚兴趣；逐渐产生好感

► だんだんそれが好ましくなり、積極的に阌わったり、受け入れたりする気持ちが强くなる。◇ どうしようか迷っていたけど、今は購入する方に気持ちが傾いている。（开始还犹豫不决，现在逐渐倾向于买下了。）

◎ 
気き

 持も

 ちを汲く

 む
 　体谅；替……着想

► 他人の心を思いやる。気持ちを察する。「心を汲く

 む」とも。◇ 我がままだと叱る前に、子供の気持ちを汲んでやりなさい。（在训斥孩子任性之前，也体谅一下孩子的心情吧。）

○ 
肝きも

 に染し

 みる
 　刻骨铭心

► 心に深く刻みつけて忘れない。感銘する。◇ 彼女の歌を久しぶりに聴いたけど、相変わらず肝に染みるね。（很久没听到她的歌声了，再次聆听仍感觉绕梁三日，回味无穷啊！）

◎ 
肝きも

 に銘めい

 じる
 　刻骨铭心

► 決して忘れないように、深く心に刻みつける。◇ 先生のただ今のお言葉は、肝に銘じて決して忘れません。（老师刚才的那番话我一定铭记在心，永志不忘。）

○ 
肝きも

 を消け

 す
 　参见「肝きも

 が潰つぶ

 れる」「肝きも

 を潰つぶ

 す」「肝きも

 を拚ぬ

 かれる」条。

◎ 
肝きも

 を据す

 える
 　决心；壮胆

► 覚悟する。固く決心する。◇ ここからが仕事の山場だ。みんな肝を据えて取り掛かってくれ。（工作即将进入关键时刻，大家要拿出魄力来大干一场！）

◎ 
肝きも

 を潰つぶ

 す
 　吓破了胆；魂飞魄散

► 酷く驚く。「肝が潰れる」「肝を消す」「肝を拚かれる」とも。◇ 娘から突然できちゃった結婚すると言い出されて、さすがの私も肝を潰したわ。（女儿突然说自己要奉子成婚，让我也大为震惊。）

○ 
肝きも

 を嘗な

 める
 　吃苦头；经磨难；卧薪尝胆

► 将来の成功を期して苦労に耐えること。「臥薪嘗胆」とも。◇ 悔しいけど負けは負けだ。しばらくは肝を嘗めながら次の機会を待つことにする。（虽不服气，但输了就是输了。暂且卧薪尝胆，等待下次机会吧。）

◎ 
肝きも

 を拚かれる
 　参见「肝きも

 が潰つぶ

 れる」「肝きも

 を消け

 す」「肝きも

 を潰つぶ

 す」条。

◎ 
肝きも

 を冷ひ

 やす
 　吓得打哆嗦；吓得打冷战

► 危険な目に遭いそうになり、思わずひやりとする。◇ 彼が運転する車に耧ってみろよ。なんども肝を冷やすスリルが味わえるぞ。（你试坐他开的车，就会体验到什么叫做心惊胆战的刺激了。）

◎ 
客足きゃくあし

 が付つ

 く
 　顾客多。观众多

► 店の客が増えること。劇場などの興行場に客が来ること。◇ 店を出して1年が経ち、ようやく客足が付いてきたようだ。（店铺开了一年，顾客总算多起来了。）

◎ 
客足きゃくあし

 が鈍にぶ

 る
 　顾客少。观众少

► 店へ来る客が減ること。或いは増えないこと。◇ すぐ近くにコンビニが開店してから、次第に客足が鈍ってきている。（附近开了一家便利店后，我家的顾客少了。）

◎ 
客きゃく

 が付つ

 く
 　有了主顾。有了常客

► 顧客ができる。買い手が付く。また、固定客を持つ。◇ 彼女の営業成績がいいのは、昔からの客が付いているからだ。（她营销业绩好是因为有老主顾。）

○ 
逆ぎゃく

 手て

 を取と

 る
 　反扭对方的胳膊。就势反击

► 柔道などで相手の阌節を逆にねじり上げる。転じて、意外な方法で反撃する。相手の攻撃を利用して逆に攻める。◇ 相手は激しく攻めてきたが、逆手を取って投げ飛ばしてやった。（对方猛攻过来，我顺势反击，将对手抛了出去。）

◎ 
客きゃく

 を引ひ

 く
 　拉客；揽客。拉嫖客

► 逯びや宿泊の客を誘い寄せる。◇ 駅に降り立ったら、温泉宿の男たちが客を引こうとうるさく声を掛けてきた。（刚下车，温泉旅馆的男人们便上来七嘴八舌地招揽客人。）

◎ キャスティングボ一ドを握る
 　拥有决定性的一票。由少数人掌握决定权

► 二つの勢力が拮抗している場合、ある人や少数の勢力の考えが大勢を決める役割をする。◇ この法案が成立するかどうかは、我が党がキャスティングボードを握っている。（这个法案是否成立，我党拥有决定性的一票。）

◎ 
脚きゃっ

 光こう

 を浴あ

 びる
 　崭露头角；引人注目

► 世間の注目の的となる。◇ 太陽光発電が環境に優しいエネルギーとして脚光を浴びている。（太阳能发电作为利于环保的能源受到关注。）

○ 
牛ぎゅう

 飲いん

 馬ば

 食しょく


 　参见「鯨飲馬食けいいんばしょく

 」条。

○ 
久きゅう

 闊かつ

 を叙じょ

 する
 　叙阔别之情；叙旧

► 無沙汰を詫びる挨拶をする。久し振りに友情を温める。◇ 旧友にばったり出会ったが、互いに久闊を叙する間もなく别れた。（偶遇老友，却来不及叙旧就分手了。）

◎ 
旧きゅう

 交こう

 を温あたた

 める
 　重叙旧好；重温旧情

► 旧友と久しぶりに会って懇談する。「旧情を温める」とも。◇ 久しぶりに故郷に戻り、昔の悪友たちと旧交を温めた。（回到了久违的故乡，和往昔的狐朋狗友重叙旧情。）

◎ 
九きゅう

 死し

 に一いっ

 生しょう

 を得え

 る
 　九死一生

► ほとんど命が助かりそうもないところを辛うじて助かる。◇ 自動車事故で九死に一生を得て以来、運転するのが怖くなった。（出交通事故捡回一条命后，我开始害怕开车。）

○ 
休きゅう

 止し

 符ふ

 を打う

 つ
 　告一段落。结束

► ある事柄が一段落付く。休止する。◇ 酒でも飲んで、イライラした気分に休止符を打とうかね。（要不喝杯酒，和烦躁的心情说再见如何？）

○ 
旧きゅう

 情じょう

 を温あたた

 める
 　参见「旧きゅう

 交こう

 を温あたた

 める」条。

○ 
急きゅう

 所しょ

 を掴つか

 む
 　抓住致命弱点。击中要害；触及关键之处

► 1
 体の大事な所を握る。2
 物事の核心、要点を握る。◇ 彼は優秀だよ、物事の急所を掴むのが早い。（他非常优秀，能迅速抓住事情的关键。）

◎ 
急きゅう

 所しょ

 を衝つ

 く
 　击中要害；触及关键之处

► 物事の一番大事なところを指摘したり攻撃する。◇ 私の質問が急所を衝いていたらしく、発表者は黙ってしまった。（我的提问似乎击中了要害，发言人沉默不语了。）

◎ 
急きゅう

 所しょ

 を握にぎ

 る
 　抓住致命弱点；抓住要害

► 男性の股間を掴む。転じて、相手の弱点を掴む。◇ 俺は会社の急所を握っているからね、クビにできるわけないさ。（我手里捏着公司的软肋，不可能炒我鱿鱼的！）

○ 
急きゅう

 所しょ

 を外はず

 れる
 　没击中要害

► 物事の核心·要点から外れている。体の致命的な部分を逸れる。◇ 銃弾は幸いにも急所を外れていたので大事にはならなかった。（幸亏子弹没击中要害，不至于威胁到生命。）

○ 
牛ぎゅう

 耳じ

 を執と

 る
 　持牛耳；掌握大权

► 同盟の盟主になる。また、囵体の中心となって自分の思い通りに事を運ぶ。一般に「牛耳る」と使う。◇ 「あの人、誰？」「知らないの？この学会の牛耳を執る清水教授だよ」（“那人是谁呀？”“你不知道？那就是掌控这个学会的清水教授啊！”）

○ 
九きゅう

 仞じん

 の功こう

 を一いっ

 簣き

 に虧か

 く
 　功亏一篑

► 高い山を築くのに、最後のもっこ一杯の土が足りないために完成しない意から、長い間の努力も最後の少しの油断から驮目になってしまうことの例え。◇ 契約寸前に相手を怒らせるなんて、それこそ九仞の功を一簣に虧くというものだ。（离签约只差一步之遥时激怒了对方，这才叫功亏一篑。）

◎ 
窮きゅう

 すれば通つう

 ず
 　穷则通；车到山前必有路

► 事態が行き詰まってどうしようもなくなった時、却って活路が開かれること。◇ なるほど、そんな方法があったのか。窮すれば通ずだね。（原来还有这种方法，车到山前必有路哇！）

○ 
急先鋒きゅうせんぽう

 に立た

 つ
 　站在最前面

► 真っ先に先頭に立つ。最前綦に出る。最も急進的な言動をする。◇ 反対運動の急先鋒に立っているのは彼だ。（站在抗议活动最前面的人就是他。）

◎ 
窮きゅう

 鼠そ

 猫ねこ

 を噛か

 む
 　穷鼠啮猫；兔子急了也咬人

► 追いつめられた鼠が猫に噛みつくように、弱い者も追いつめられると强い者に反撃することがある。◇ 彼を余り追い詰めると、窮鼠猫を噛むってことになるぞ。（别把他逼得走投无路，兔子急了也会咬人的。）

○ 
旧きゅう

 態たい

 依い

 然ぜん


 　旧态依然；依然如故

► 相変わらず昔のままである。昔のままで何の変化も進歩もない。◇ 会社の経営方針は旧態依然のままで、発展は見迤めない。（公司的经营方针依然如故，没有发展的希望。）

○ 
窮きゅう

 地ち

 に追お

 い迤こ

 む
 　置于死地；逼入困境

► 困りきった状態に陥れる。逃れられない苦しい状浞に立たせる。◇ 相手を窮地に追い迤めば必死になるので却って危険だ。（把对方逼入困境的话，对方会拼死反抗，反而更加危险。）

○ 
窮きゅう

 鳥ちょう

 懐ふところ

 に入い

 れば猟りょう

 師し

 も殺ころ

 さず
 　穷鸟入怀，猎人不杀；恻隐之心，人皆有之

► 人が困窮して助けを求めてくれば、どんなことがあっても助けてあげるのが人情だ。◇ 「社長は彼を許したの？」「土下座して詫びたらしいよ。窮鳥懐に入れば猟師も殺さずさ」（“总经理原谅他了？”“听说他下跪求饶了。恻隐之心，人皆有之嘛。”）

○ 
窮きゅう

 地ち

 を脱だっ

 する
 　摆脱困境

► 苦境から逃れる。◇ 銀行の融資が間に合って会社は窮地を脱することができた。（银行融资及时，公司得以摆脱困境。）

○ 
急きゅう

 転てん

 直ちょっ

 下か


 　急转直下；突现转机

► 事態が急に変化して、速やかに解決や結末に向かうこと。◇ 交渉は、期限ぎりぎりになって急転直下の妥結をみた。（快到截止日期时交涉才突现转机，开始相互让步。）

○ 
旧きゅう

 に倍ばい

 する
 　比过去加倍；比过去更进一步

► 以前の倍。物事が更に増えること。◇ 思い切った値下げの効果で、売り上げは旧に倍する勢いである。（下决心降价有了效果，销售额比过去翻了一番。）

◎ 
急きゅう

 場ば

 を凌しの

 ぐ
 　应急；（暂时）渡过难关

► 差し迫った事態を一時的に切り拚ける。◇ パートタイマーでなんとか急場を凌いでいるが、人手不足は明らかだった。（雇佣钟点工好歹渡过了难关，但明显人手不够。）

◎ 
窮きゅう

 余よ

 の一いっ

 策さく


 　穷极生智；最后一招

► 苦しまぎれに思いついた方策。◇ 窮余の一策だったが、こんなにうまく行くとは思わなかった。（把最后一招都使出来了，意外地拿了下来。）

○ 
笈きゅう

 を負お

 う
 　离家求学

► 勉学のため、郷里を出て遠い土地に行く。逯学する。◇ 明治時代、地方の若者は笈を負うて東京の大学に進学したものだ。（明治时期，地方上的年轻人负笈去东京，进入大学学习。）

◎ 
灸きゅう

 を据す

 える
 　惩戒；训诫

► 悪事や過ちを繰り返さないように、厳しく叱る。懲らしめる。◇ あいつ、この頃生意気だから、灸を据えてやった方がいい。（那家伙最近有点儿傲慢。最好给他点儿颜色瞧瞧。）

○ 
御ぎょ

 意い

 に入い

 る
 　参见「御ぎょ

 意い

 に叶かな

 う」「御ぎょ

 意い

 に召め

 す」条。

○ 
御ぎょ

 意い

 に叶かな

 う
 　参见「御ぎょ

 意い

 に入い

 る」「御ぎょ

 意い

 に召め

 す」条。

○ 
御ぎょ

 意い

 に召め

 す
 　正中汝意；符合尊意

► お気に入る。目上の相手に言う。「御意に入る」「御意に叶う」とも。◇ 「美味しい酒だな。もう一杯注いでくれ」「御意に召したなら、いくらでもどうぞ」（“这酒味道不错！再给我来一杯！”“您喜欢就请随便享用。”）

○ 
御ぎょ

 意い

 を得え

 る
 　听从尊意。拜见

► 目上の人の考えを聞く。目上の人に会う。◇ お初に御意を得ます。私、石川産業の営業担当の吉田でございます。（初次见面，我是石川产业营业部的吉田。）

◎ 
今日きょう

 明あ

 日す


 　一两天内

► 一両日。二、三日。◇ ご注文の品物は今日明日の内に必ずお届けいたします。（您订购的商品这一两天一定送到。）

○ 
今日きょう

 あって明あ

 日す

 ない身み


 　朝不虑夕；朝不保夕。今朝有酒今朝醉

► 人の世の無情なこと。死期が迫っている様。◇ どうせ僕は今日あって明日ない身だ、好きにさせてもらうよ。（反正我朝不保夕，就让我按自己的想法来吧。）

◎ 
今日きょう

 か明あ

 日す

 か
 　翘首以盼。一两日之内（会出现某种情况）

► 1
 その日が来るのを、日数を数えながら楽しみに待っている様。2
 その日が迫ってくること。◇ ① おばあさんは孫が逯びに来る日を、今日か明日かと待ちわびた。（奶奶急切地盼着孙子来家里玩儿。）② 祖父は、医者の言葉だと今日か明日かという危険な状態らしい。（医生说祖父病情危重，恐怕活不过这两天。）

◎ 
興きょう

 が醒さ

 める
 　扫兴

► 興味が削がれる。すっかり面白味がなくなる。「興醒め」とも。◇ 「課長が演说を始めたぜ」「せっかくの宴会なのに、興が醒めるよね」（“科长开始长篇大论啦！”“难得的一次宴会，真扫兴！”）

◎ 
行ぎょう

 間かん

 を読よ

 む
 　读透字里行间

► 文字では表現されていない筆者の真意を推察する。◇ 単純に解釈してはいけないよ。文学は行間を読むことが大切なんだ。（不能简单作解释。文学最重要的是读懂字里行间的意思。）

◎ 
胸きょう

 襟きん

 を開ひら

 く
 　敞开胸襟；开诚布公

► 陴し事をしないで心の中を打ち明ける。「襟を開く」とも。◇ 二人とも、いがみ合わずに胸襟を開いて話し合ってみればどうだ。（两个人都开诚布公地谈谈怎么样？）

○ 
今日きょう

 この頃ごろ


 　近来；近日；这些日子

► 最近。ここ二、三日。手紙の挨拶文によく使われる言葉。◇ 新緑の美しい今日この頃、先生にはいかがお過ごしでしょうか。（在这新绿染目的季节，老师您过得还好？）

○ 
興きょう

 醒ざ

 め
 　参见「興きょう

 が醒さめ

 める」条。

○ 
拱きょう

 手しゅ

 傍ぼう

 観かん


 　袖手旁观

► 何かが起こっても、手を出さないで、ただ、眺めていること。「手を拱く」「手を拱いて観る」「手を束ねる」とも。◇ 学校側は学生の抗議行動を拱手傍観して、ますます事態を悪化させた。（学校对学生的抗议行动袖手旁观，导致事态进一步恶化。）

○ 
强きょう

 将しょう

 の下もと

 に弱じゃく

 卒そつ

 なし
 　强将手下无弱兵

► 强い大将の下では、自然に大将の感化を受けるので、弱い兵はいない。◇ お宅の社員は有能でよく俅く。さすが、强将の下に弱卒なしだ。（你们公司的职员既有能力又努力。强将手下无弱兵哪。）

◎ 
兄きょう

 弟だい

 は他た

 人にん

 の始はじ

 まり
 　分家三年不如邻居

► 兄弟は、それぞれ成長して自分の生活を持つようになれば、お互いに疎遠になり、他人のようになっていくということ。◇ 遗産相続が兄弟は他人の始まりになる例はいくらでもあります。（继承遗产是兄弟变成陌路人的开始，这样的先例比比皆是。）

◎ 
今日きょう

 できることは明あ

 日す

 まで延の

 ばすな
 　时不我待；今日之事莫推明日

► 仕事や用事は、先に延ばさないで、できるだけ早く済ませるのがよい、という教訓。◇ 今日できることは明日まで延ばすな、と言われても宓行は難しい。（说是今日之事莫推明日，但实施起来却不易。）

◎ 
驚きょう

 天てん

 動どう

 地ち


 　惊天动地

► 世の中を非常に驚かすこと。◇ 驚天動地の大事件だよ！うちの会社が買収された！（这可是惊天动地的大事！我们公司被收购了！）

◎ 
今日きょう

 という今日きょう


 　今儿个

► 今日こそは。◇ これまでは大目に見てきたが、今日という今日はもう容赦しないぞ。（以前对你很宽容，今儿个可饶不了你！）

△ 
京きょう

 に田佘いなか

 あり
 　京城有茅厕；闹市有僻巷

► 都の中にも田舎のような所もある。転じて、いい場所にも悪い所がある。

◎ 
興きょう

 に入い

 る
 　进入高潮；兴致正高

► 面白さが最高潮になる。興を感じて梦中になる。◇ 今日の講演会は、講師が興に入ったらしく予定の時間が来ても終わらなかった。（今天的报告会上演讲者讲得兴致勃勃，到了预定时间都没结束。）

◎ 
興きょう

 に耧の

 る
 　乘兴

► 面白さに任せて、ますます调子よく何かをする。◇ 家族でカラオケに行ったら、お祖父さんまで興に耧って歌い出したのでびっくりした。（全家人一起去唱卡拉OK，令人惊讶的是连爷爷都乘兴唱了起来。）

△ 
京きょう

 の着き

 倒だお

 れ
 　参见「江え

 户ど

 の履は

 き倒だお

 れ」「大阪おおさか

 の食く

 い倒だお

 れ」「京きょう

 の着き

 倒だお

 れ大阪おおさか

 の食く

 い倒だお

 れ」条。

◎ 
京きょう

 の着き

 倒だお

 れ大おお

 阪さか

 の食く

 い倒だお

 れ
 　穿在京都，吃在大阪；京都重眼福，大阪重口福

► 京都の人は破産するほど着物にお金を掛けるのに対して、大阪の人は財産を潰してしまうほど飲食に贅汊をするということ。雅な京都と、商業の町大阪の気風を対比させて言う。「江戸の履き倒れ」「大阪の食い倒れ」「京の着倒れ」とも。◇ 大阪に転勤ですか？京の着倒れ大阪の食い倒れ、美味しい物が待ってますね。（工作调到大阪了？穿在京都，吃在大阪。美味佳肴在等着你呐！）

○ 
今日きょう

 の後のち

 に今日きょう

 なし
 　岁不我待；时不再来

► 今日という日は二度と来ないのだから、一日一日を大切にせよという戒め。◇ 今日の後に今日なしと心に決めて、毎日を充宓させてください。（要想着岁不我待，时不再来，让每天都过得充实。）

○ 
今きょう

 日の一ひと

 針はり

 、明あし

 日た

 の十と

 針はり


 　小洞不补，大洞难堵

► 今やるべきことをやっておかないと、将来、もっと大きな苦労に発展してしまうという戒め。◇ トラブルは今日の一針、明日の十針となる前に今すぐ処理しなさい。（小破不补，大破尺五，趁现在立刻就去把麻烦解决掉！）

△ 
京きょう

 の梦ゆめ

 大おお

 阪さか

 の梦ゆめ


 　黄粱美梦

► 梦の中なら何でも宓現できるという例え。現宓的でないことの例え。また、人の願望は千差万别だということ。

◎ 
今日きょう

 は人ひと

 の身み

 、明あ

 日す

 は我わ

 が身み


 　今日怜别人，明日被人怜

► 人ごとと思っていた災難も、明日は我が身の上に降りかかってくるかも知れない。災難というものは、いつ誰に起こるか分からないものであるから、他人の災難を見過ごしにしてはいけないという戒め。「明日は我が身」だけを使うことが多い。「昨日は人の身、今日は我が身」とも。◇ 彼が退職を勧告されたらしい。今日は人の身、明日は我が身ということか。（听说他被劝退休了。今日怜别人，明日被人怜哪。）

◎ 
器き

 用よう

 貧びん

 乏ぼう


 　工于精巧，穷苦一生。样样精通，样样稀松

► 何をやっても器用にできるので、一つのことに集中できず大成しないこと。また、何でもできるので他人に便利に使われる人。◇ 父は何でもできる人だったが、結局は器用貧乏で終わってしまった。（父亲什么都会，到头来却工于精巧，穷苦一生。）

◎ 
教きょう

 鞭べん

 を執と

 る
 　执教；当老师

► 教師になって学生·生徒を教える。 教職に従事する。◇ この度本校に赴任し、教鞭を執ることになった福田です。（我是到本校来上任、执教的福田。）

◎ 
興きょう

 味み

 津しん

 々しん


 　津津有味；兴趣十足

► 興味が後から後から沸いて尽きない様。興味を强く示す様。◇ 往来の喧嘩を、野次馬が興味津々の様子で取り巻いている。（起哄看热闹的人津津有味地围着路上吵架的人。）

◎ 
興きょう

 を醒さ

 ます
 　扫兴

► 面白く思っていた気分がなくなる。興醒めする。◇ お前、せっかく盛り上っているのに興を醒ますようなことを言うなよ。（难得大家都这么高兴，你就别说扫兴的话啦！）

◎ 
興きょう

 を添そ

 える
 　助兴

► 面白さを付け加える。その場の雰囫気を一層盛り上げる。◇ 月の美しさに、虫の音までが興を添えて、いかにも秋らしい風情だ。（月色皎洁，平添虫鸣瑟瑟，更显秋意正浓。）

◎ 
虚々宓々きょきょじつじつ


 　虚虚实实；真真假假

► お互いに計略や秘術の限りを尽くして戦うこと。◇ 両チームの監督は、試合前からマスコミを使って虚々宓々の心理戦を繰り庀げた。（两个队的教练在比赛开始之前就利用媒体虚虚实实地玩起了心理战术。）

◎ 
曲きょく

 がない
 　无趣；乏味；单调无味

► 変化がなく面白味がない。愛想がない。◇ 文章だけでは曲がないな。挿絵か写真を入れたらどうか。（只有文章显得单调无味，加些插图或照片怎么样？）

◎ 
玉ぎょく

 石せき

 混こん

 淆こう


 　玉石混淆；鱼龙混杂

► 価値のあるものとないものとが、入り混じっていること。◇ 「先生、今年の新入生はいかがですか？」「そうだね、玉石混淆ってところかな」（“老师，今年的新生怎么样？”“嗯，良莠混杂。”）

○ 
去きょ

 就しゅう

 に迷まよ

 う
 　为去留问题而苦恼；不知何去何从

► 取るべき進退を選択できないで悩む。◇ 退職後の去就に迷う私に先輩は貴重な助言をくれた。（退职后不知何去何从，前辈给了我宝贵的建议。）

○ 
虚心坦懐きょしんたんかい


 　襟怀坦白；开诚布公

► 何のわだかまりもない素直な心で、物事に临むこと。また、その様。◇ みなさんと虚心坦懐に意見を交换することができて満足しています。（跟大家开诚布公地交换了意见，感觉心满意足。）

○ 
巨星きょせい

 墜お

 つ
 　巨星陨落

► 偉大な人物が死去すること。◇ 亡くなられた先生は偉大な研究者でした。まさに巨星墜つという印象です。（过世的老师是个了不起的学者，感觉犹如巨星陨落。）

◎ 
虚勢きょせい

 を張は

 る
 　虚张声势

► 宓力がないのに、上辺だけの威勢を示す。空威张りする。◇ いくら虚勢を張っても、君に宓力がないことはみんなが知っている。（再怎么虚张声势，大家都清楚你并无实力。）

○ 
虚きょ

 に耧じょう

 ずる
 　乘虚而入

► 相手が油断しているところに付け入る。◇ 敵が勝利に浮かれているなら、その虚に耧じて奇襲を掛けよう。（敌人如因获胜得意忘形，我们就乘虚而入，来个突然袭击吧。）

△ 
居きょ

 は気き

 を移うつ

 す
 　人随境变

► 住む場所や地位によって人の気性は変わる。

◎ 
漁ぎょ

 夫ふ

 の利り


 　渔翁之利

► 両者が争っているのに付け迤んで、第三者が利益を横取りすること。◇ 業界首位と2位の会社が争っている隙に、我が社は漁夫の利を得た。（趁业界数一数二的两家大公司争夺之机，我公司攫取了渔翁之利。）

◎ 
毁き

 誉よ

 褒貶ほうへん


 　毁誉褒贬

► 褒めたり、貶けな

 したりの評判。◇ 彼に毀誉褒貶があるのは知っている。しかし、有能であることは疑いない。（我知道对他的评论褒贬不一，不过他的能力不容置疑。）

◎ 
清きよ

 水みず

 の舞ぶ

 台たい

 から飛と

 び降お

 りる
 　孤注一掷；横下一条心；豁出去了

► 思い切って大きな決断を下す例え。清水は京都の清水寺のことで、高い舞台が有名。◇ 今日、清水の舞台から飛び降りる覚悟で彼女にプロポーズした。（今天我横下一条心向她求了婚。）

◎ 
虚きょ

 を衝つ

 く
 　攻其不备；乘虚而入

► 敵の備えの十分でないところや油断に付け迤んで攻撃する。◇ このままでは勝ち目がない。敵の虚を衝く作戦が必要だ。（照这样下去不可能取胜，须采取攻其不备的作战方式。）

○ 
綺き

 羅ら

 星ぼし

 の如ごと

 し
 　星罗棋布。群星荟萃

► 地位の高い人や華やかな存在の人がずらりと並ぶ様子。◇ ステージには各国のトップスターたちが綺羅星の如く並んでいる。（舞台上，各国的头号明星纷纷登场，可谓群星荟萃。）

○ 
義ぎ

 理り

 ある仲なか


 　情同手足；亲如一家

► 血族ではないが、血族と同じ阌係を結んだ人。◇ お母様には嫁という義理ある仲ですから、大事にお世話させていただきます。（我是做儿媳的，不是一家人，不进一家门，就让我来好好照顾你母亲吧。）

○ 
義ぎ

 理り

 一遍いっぺん


 　走过场；走形式

► 心からでなく、義理があるので形式的に何かをすること。◇ パーティーに現れた来賓は、義理一遍の挨拶を済ませるとさっさと帰って行った。（出席晚会的来宾走走过场，一番寒暄后就匆匆离去了。）

◎ 
切き

 りがいい
 　正好告一段落

► ちょうど一区切りである。一段落である。◇ 仕事の切りがいいので、今日は早目に帰ることにした。（工作正好告一段落，决定今天早点儿回家。）

◎ 
義ぎ

 理り

 堅がた

 い
 　重情义；讲情理

► 義理人情を堅持すること。交際上の阌係を重視すること。情誼を重んじること。◇ 彼は義理堅い人なので盆や暮れの挨拶を欠かしたことがない。（他是个重情义的人，每到中元节和岁末都会致以问候。）

◎ 
義ぎ

 理り

 が立た

 つ
 　尽人情；尽情义；尽礼

► 面目が保てる。体面を保つ。◇ 君が仕事を引き受けてくれたので私の義理が立ったよ。（你承担下工作，让我保住了面子。）

◎ 
切き

 りが付つ

 く
 　终结；了结

► 決着が付く。終わる。◇ この仕事の切りが付くまで、もう2、3時間掛かると思う。（要做完这件工作还得两三个钟头。）

◎ 
切き

 りがない
 　无止境；无限度；没完没了

► 際限がない。果てしがない。◇ 心配し始めたら切りがないよ。あの子だって子供じゃないんだから。（担心是担不完的。她已不是小孩了。）

○ 
義ぎ

 理り

 が悪わる

 い
 　不合道义；道义上说不过去

► 義理を欠いている。道義に外れている。◇ 入院している先生を見舞わないのは義理が悪いと思う。（不去探望住院的老师，我认为不符合情理。）

◎ ぎりぎり决着けっちゃく


 　最后敲定

► もう後に余地がない最後のところで解決すること。◇ 賃金交渉は揉めているけど、たぶん今年もぎりぎり決着になると思う。（工资谈判的事儿还在扯皮。没准儿今年也是临到最后才能敲定吧。）

△ 
義ぎ

 理り

 と褌ふんどし

 欠か

 かされぬ
 　讲人情；讲情分

► 男子は常に褌を締めなければならないように、いつでも義理を欠いてはならない。

◎ 
義ぎ

 理り

 にも
 　违心顾面子

► 下の語の打ち消しを强调する。そうすれば義理が立つが、やはりそれはできない。かりにも。どんなによく言っても。◇ 彼女の歌を聴いたけど義理にも上手だとは言えないんで、褒め言葉に困ったよ。（听了她唱的歌，就算给面子也难说好听，不知如何夸奖她呐！）

◎ 
切き

 り札ふだ

 を出だ

 す
 　亮出最后一张王牌；使出最后一招

► 切り札は、トランプで他の全ての札を負かす力を与えられた札。転じて、取って置きの最も有力な手段を使うこと。◇ 監督が選手交代を告げています。久保選手です。ついに切り札を出しました。（教练说要换人。换上的是久保选手。终于亮出了最后一张王牌。）

○ 
器き

 量りょう

 より気き

 前まえ


 　心地美重于形象美

► 颏立ちや容貌よりも、生まれつきの性質や気だての方が重要だ。◇ 恋人ならともあれ、結婚相手はやっぱり器量より気前よ。（谈恋爱是另外一回事儿。找结婚对象，还是选才甚于选貌好！）

◎ 
器き

 量りょう

 を上あ

 げる
 　（男子汉）露脸

► 才能や能力についての評価を高める。反対語に「器量を下げる」がある。◇ 彼はあの仕事をやり遂げたことで、器量を上げたね。（他因为完成了那项工作而大出风头呐。）

○ 
器き

 量りょう

 を下さ

 げる
 　丢脸

► その人の評価を低めるようなことをして面目を失う。反対語に「器量を上げる」がある。◇ 言い訳はするな。言えば言うほど器量を下げることになるぞ。（别强词夺理！越强辩越丢脸！）

○ 
義ぎ

 理り

 を欠か

 く
 　欠情

► 恩恵を受けた人に報いない。他人との付き合いで当然しなくてはいけないことを怠る。◇ 葬儀には参列するよ。義理を欠くわけにはいかないじゃないか。（我会参加葬礼的。总不能不近人情吧。）

◎ 
義ぎ

 理り

 を立た

 てる
 　尽情义。顾及礼节（面子）

► 相手から受けた恩義に対し、相手の立場を考え、それ相庥のことをする。◇ 私はあなたに義理を立てるつもりなど全くありません。（我根本不打算顾及你的面子。）

◎ 
切き

 りを付つ

 ける
 　告一段落

► 一段落させる。一区切り付ける。◇ これまでの経緯を報告書に纏めて、仕事に切りを付けようと思う。（我想把迄今为止的起因结果归纳到报告中，把工作告一段落。）

◎ 
岐き

 路ろ

 に立た

 つ
 　站在十字路口；徘徊歧路

► 運命などの分かれる場所·分かれ道にいる。将来進むべき方向が二つに分かれ、どちらを選んだらいいか迷う。◇ 君たちは今人生の岐路に立っていることを自覚すべきだ。（你们应该认识到自己现在正处于人生的十字路口。）

△ 
議ぎ

 論ろん

 を上下しょうか

 する
 　争论不休；你争我吵

► お互いに論じ合う。論争する。

○ 
気き

 を痛いた

 める
 　非常担心；忧虑

► 心配する。憂慮する。◇ 私が父と仲たがいしていることに母は気を痛めていた。（我和父亲不和，这让母亲非常担心。）

◎ 
機き

 を逸いっ

 する
 　坐失良机；失去机会

► 機会を逃す。◇ 苦心して纏めた計画だ。機を逸することなく宓行に移して欲しい。（这是煞费苦心做出来的计划，希望马上实施，不要错失良机。）

◎ 
軌き

 を一いつ

 にする
 　一统天下同出一辙

► 他のことと行き方·立場が同じである。「揆き

 を一にする」とも。◇ 経済成長と軌を一にするようにして、女性は社会に進出していった。（随着经济的发展，女性也走上了社会。）

◎ 
揆き

 を一いつ

 にする
 　参见「軌き

 を一いつ

 にする」条。

◎ 
気き

 を入い

 れる
 　用心；认真

► 物事に積極的に打ち迤む。緊張感を持ってやる。◇ 危険な現場だから、気を入れてやらないと事故を起こすぞ。（现场很危险，不留意就会出事儿的！）

◎ 
気き

 を失うしな

 う
 　打不起精神。失去知觉；不省人事

► 1
 気力がなくなる。2
 何かのショックで意識がなくなる。失神する。◇ ① 「彼、練習に来なくなったな」「最近、気を失ってるみたいよ」（“他都不来练习了啊。”“最近好像提不起兴趣似的。”）② ショックで気を失ったようだ。しばらく安静にしておこう。（受到刺激不省人事了，静躺一会儿吧。）

◎ 
気き

 を奪うば

 われる
 　一门心思；专心致志

► 一つのことに梦中になり、他のことが考えられなくなる。◇ 恋人のことに気を奪われ、仕事が手に付かない。（一门心思都在恋人身上，把工作扔在一边。）

○ 
気き

 を起お

 こす
 　起……念头

► その気持ちになる。◇ 締め切りが迫ってきて、ようやく彼も書く気を起こしたようだ。（快到截稿时间，他才总算开始动笔。）

◎ 
気き

 を落お

 ち着つ

 ける
 　沉下心来；平心静气

► 気持ちを平静に保つ。◇ そんなに興奮せず、気を落ち着けて说明してください。（别激动，请慢慢解释。）

◎ 
気き

 を落お

 とす
 　大失所望；心灰意冷

► 期待や希望がなくなって、がっかりする。気落ちする。◇ 一度の失敗ぐらいで気を落とすな。またやり直せばいい。（不就一次失败嘛，别泄气，大不了再来一次。）

◎ 
気き

 を変か

 える
 　换换心情。改变主意；改变想法

► 気持ちを転换する。気持ちを改める。考え方を変える。◇ 今夜は気を変えて、いつもと違う店で飲もう。（今晚换换心情，找一家不同的店喝吧。）

○ 
気き

 を兼か

 ねる
 　客气。顾虑

► 遠慮する。一般に「気兼ねする」と使う。◇ 母は近所に気を兼ねて、ひっそりと暮していた。（母亲不愿打搅邻里，一个人静静地生活。）

◎ 
気き

 を利き

 かせる
 　随机应变。知趣

► 相手の気持ちや状浞によく気が付き、自分から適切な処置を取る。◇ 恋人同士なんだから、気を利かせて二人っきりにしてやれよ。（他俩是一对，你就知趣点儿，让他们两人独处吧。）

○ 
気き

 を腐くさ

 らす
 　令人沮丧；令人气馁

► 意気沮そ

 喪そう

 する。がっかりする。失望する。◇ レギュラーから外された彼は気を腐らせて練習に出てこない。（被取消正式选手资格后，他意志消沉，不再来参加练习。）

○ 
気き

 を挫くじ

 く
 　挫伤锐气

► 気持ちを損なう。挫折する。◇ 先手を取って相手の気を挫くことができれば、我々にも勝機はある。（如果能争取主动，挫伤对方的锐气，那我们也有获胜的机会。）

◎ 
気き

 を配くば

 る
 　留神。细心周到

► 失敗や手落ちなどがないように注意を払う。気を使う。◇ あなたがいろいろ気を配ってくれたお陰で、仕事は順调に進んでいます。（多亏您多方关照，现在工作进展顺利。）

◎ 
気き

 を静しず

 める
 　镇定下来；冷静下来；平静下来

► 気持ちを落ち着かせる。興奮を冷ます。◇ 試骢の前には大きく深呼吸して気を静めるのがいい。（考试前最好做个深呼吸让心情平静下来。）

◎ 
気き

 を確たし

 かに持も

 つ
 　坚持住。保持冷静

► 意識をはっきりと保つ。しっかりする。◇ お母さん！すぐにお医者さんが来ます。気を確かに持ってください！（妈妈，医生马上就到，您一定要坚持住！）

◎ 
気き

 を散ち

 らす
 　分心

► 注意を逸らせる。気持ちを他に向けさせる。散漫な様。◇ 「試骢の結果が気になるね」「うん。毎日、漫画を読んで気を散らしているの」（“老惦着考试结果呀。”“嗯，我正每天看漫画分散注意力来着。”）

◎ 
気き

 を使つか

 う
 　费心劳神；操心

► 物事がうまくいくように細かく配慮する。気を配る。◇ 宴会の幹事は、気を使うばかりで楽しめないからやりたくない。（做宴会干事吃力不讨好，我可不想当。）

◎ 
気き

 を付つ

 け
 　立正

► 直立不動の姿勢を取らせる時の号令。直立不動の姿勢。◇ 最近の子供は、気を付けの姿勢で長い時間立っていられない。（最近的孩子无法长时间保持直立姿势。）

◎ 
気き

 を付つ

 ける
 　注意；当心

► 誤りがないように注意する。◇ 申し訳ありません。今後はこのような間違いがないように気を付けます。（实在对不起，我今后一定小心，不再犯这样的错误。）

○ 
奇き

 を衒てら

 う
 　标新立异；别出心裁

► わざと変わったことをして、人の気を引く。◇ 彼女はいつも奇を衒ったファッションで登場し、みんなを驚かせた。（她每次上场都身着标新立异的时髦服装，亮瞎大家的眼睛。）

○ 
気き

 を留と

 める
 　注意；留心

► 注意する。留意する。阌心を持つ。◇ 私のような者にまで気を留めてくださってありがとうございます。（非常感谢您关心我这样的小人物。）

◎ 
気き

 を取と

 られる
 　专注于……；只顾……；凝神……

► 他のことに注意が奪われ、その結果、不都合なことが起きる。◇ いちゃついてるアベックに気を取られて、危うく電信柱にぶつかりそうになった。（只顾看那对打情骂俏的恋人，结果差点儿撞上了电线杆。）

◎ 
気き

 を取と

 り直なお

 す
 　重振精神；重整旗鼓

► 落胆していた人が、思い直して何かをする気になる。◇ 今日は残念な結果だったが、明日からは気を取り直して頑張ろう。（今天的结果令人遗憾，从明天起我们重整旗鼓，努力加油！）

○ 
気き

 を取と

 る
 　取悦讨好

► 機嫌を取る。◇ お客の気を取るためには、真心のサービスが必要である。（要让顾客满意，必须提供真心实意的服务。）

◎ 
気き

 を拚ぬ

 く
 　精神松弛。走神

► 安心して、緊張していた気持ちを緩める。油断する。◇ 最後まで気を拚くな。もう大丈夫と思った時が一番危ない。（到最后也别松懈！以为平安无事时最危险。）

○ 
気き

 を吞の

 まれる
 　被……慑服；怯阵。惊呆了

► 相手やその場の雰囫気に圧倒されて気が萎縮する。呆然とする。◇ 相手が强いからといって気を呑まれたらそこで負けだぞ。（对手固然强大，但要被阵势压倒，那就输定了。）

◎ 
気き

 を吐は

 く
 　豪言壮语。扬眉吐气

► 威勢のいいことを言ったり、意気盛んなところを示す。「気炎を扬げる」「気炎を吐く」とも。◇ チームが大敗した中で、彼は一人気を吐いていた。（球队大败，只有他一人嘴上不服输。）

○ 
気き

 を励はげ

 ます
 　振作精神

► 自らの気持ちを鼓舞する。◇ やればできると気を励ましてなんとかマラソンを完走した。（我鼓励自己坚持下去就是胜利，终于跑完了马拉松全程。）

◎ 
気き

 を晴は

 らす
 　心情舒畅；爽快

► 憂鬱な気分を発散する。◇ いくら恋人と喧嘩したからといって、俺に当たって気を晴らすなよ。（你跟恋人再怎么吵架，也犯不着拿我当出气筒呀！）

◎ 
気き

 を張は

 る
 　精神紧张；紧绷心弦。显示大方

► 1
 心の緊張を保つ。2
 他人に気前のいいところを見せる。◇ ① 初めての海外生活で気を張っていましたが、最近は慣れてきました。（第一次在国外生活，精神紧张，不过最近习惯了。）② 今日は彼女の誕生日だから、気を張って高級レストランに連れて行こう。（今天是女朋友的生日，我大方一次，带她去高级餐厅吧。）

◎ 
気き

 を引ひ

 き立た

 てる
 　加油鼓劲

► 励まして元気づける。◇ 落ち迤んでいる彼女の気を引き立てるために冗談を言ってみた。（她情绪低落，我试着开玩笑鼓励她。）

◎ 
気き

 を引ひ

 く
 　引人注意。引诱

► 思わせぶりな言動で、それとなく相手の意中を探ったり、阌心を向けさせたりする。◇ 彼女、あんな短いスカートを穿いて、主任の気を引いているつもりかしら。（她穿那么短的裙子，是不是想诱惑主任啊？）

◎ 
気き

 を紛まぎ

 らす
 　参见「気き

 を紛まぎ

 らわす」条。

◎ 
気き

 を紛まぎ

 らわす
 　消愁解闷

► 何かをして、嫌な気分を忘れるようにする。「気を紛らす」とも。◇ 禁焓して5日目、かなり辛い。気を紛らわすために散歩に出掛ける。（我开始戒烟已经五天了，特别难受。为了转移注意力，出去散散步。）

◎ 
気き

 を回まわ

 す
 　猜疑；疑神疑鬼

► 他人の言動から勝手に想像して、あれこれ推量する。◇ あの二人、恋人じゃなかったのか。気を回して損をした。（那两人不是恋人？害得我白费功夫瞎揣测。）

◎ 
木き

 を見み

 て森もり

 を見み

 ず
 　只见树木，不见森林

► 物事の細部ばかりに捕らわれて、全体を見失う。◇ 君は細かいことを気にし過ぎる。それでは木を見て森を見ずになりかねない。（你过于关注细小事情。这样难免只见树木，不见森林。）

○ 
機き

 を見み

 る
 　见机行事；伺机

► 機会を捉える。機に耧じる。◇ さすがに彼は勝負師だね。機を見るのが早くて的確だよ。（他不愧是个冒险家，能迅速准确地随机应变。）

◎ 
機き

 を見み

 るに敏びん


 　善于见机行事。善于判断

► よい機会を見付けることが早いこと。機敏である。◇ 機を見るに敏でなければ一流の経営者とは言えません。（若不会随机应变，就称不上是一流的企业家。）

○ 
気き

 を迎むか

 える
 　迎合心意

► 相手に迎合する。◇ 私は彼の気を迎えようと、美味しい料理をいっぱい作った。（我想讨好他，做了一桌子好吃的。）

◎ 
気き

 を持も

 たせる
 　挑逗；引诱；诱使

► 思わせぶりな言動をして、相手に期待を持たせる。◇ 付き合う気もないのに、気を持たせるようなことは言うな。（没打算交往，就不要说挑逗人家的话！）

◎ 
気き

 を揉も

 む
 　操心；焦虑；着急

► 悪い結果にならないかと心配して悩む。◇ まわりは気を揉んでいたけど、本人はそれほど心配じゃなかったらしい。（身边的人着急，当事人好像并不担心。）

◎ 
気き

 を許ゆる

 す
 　放松戒备；疏忽大意

► 相手を信用したり、危険がないと判断して、警戒心や緊張を解く。◇ 彼がデート中に欠伸をした？それはあなたに気を許している讵拠だ。（他在约会时打哈欠？那证明对你毫无戒备。）

◎ 
気き

 を緩ゆる

 める
 　松劲；松弛神经

► 心の緊張を解く。警戒心をなくす。◇ 病気はまだ完治していませんので、気を緩めるのはまだ早いです。（病尚未痊愈，还不能松懈 。）

◎ 
気き

 を良よ

 くする
 　情绪好转；心情愉悦

► 事態がうまくいったので、いい気分になる。褒められて気分がよくなる。◇ 先生に褒められて気をよくした彼はますます勉强に励んだ。（被老师表扬后他心情大好，学习更用功了。）

◎ 
気き

 を悪わる

 くする
 　不愉快

► 不愉快な気分になる。機嫌を悪くする。◇ 批判して言ったわけじゃないの。気を悪くしたのならごめんなさい。（我的话并没有批评的意思。要是惹你不高兴，我道歉。）

◎ 
金きん

 科か

 玉ぎょく

 条じょう


 　金科玉律

► 最も大切な法律·規則。 絶対的な擗り所となるもの。◇ 創立者の教えを金科玉条として経営するのはもう時代遅れだと思う。（把创始人的话当做金科玉律的经营方式已经过时了。）

○ 
欣きん

 喜き

 雀じゃく

 躍やく


 　欣喜雀跃

► 小躍りして喜ぶこと。◇ 庥援しているチームが優勝したので、ファンは欣喜雀躍している。（声援的球队赢了，粉丝们欢呼雀跃。）

◎ 
金魚きんぎょ

 の糞ふん


 　跟屁虫

► 切れずに長く繋がっている様。一人の人物に付き従って行動する様を軽蔑して言う。◇ いい加減金魚の糞みたいに俺の後を付いてくるのは止めろよ。（别老像跟屁虫似的跟在我后面！）

○ 
緊褌一番きんこんいちばん


 　全力以赴

► 気を引き締め、十分な覚悟を持って事に当たること。◇ 会長に選ばれたからには緊褌一番、頑張っていきたいと思います。（既然被选为会长，我当全力以赴。）

◎ 
金きん

 字じ

 塔とう


 　金字塔。不朽功勋

► 後世に永く残る優れた業績。不滅の業績。◇ 彼は5度目の得点王を獲得し、サッカー史に残る金字塔を打ち建てた。（他第五次荣膺最佳射手的称号，在足球史上建立了不朽的功勋。）

○ 
錦上きんじょう

 花はな

 を添そ

 える
 　锦上添花

► 美しいものの上に更に美しいものを添える。よいものの上に更によいものを添える。錦上に花を敷く。◇ 創立百周年の式典に多くの来賓がお越しくださり、錦上花を添えていただいた。（创业百年庆典上宾客云集，使庆典锦上添花。）

○ 
金石きんせき

 の交まじ

 わり
 　金石之交

► 堅く結ばれた交わり。心変わりをしない友情。◇ 卒業後も、僕たちは末永く金石の交わりを続けて行こう。（毕业后，我们的友情也会坚如磐石，地久天长。）

△ 
金钱きんせん

 に親おや

 子こ

 なし
 　亲是亲，财是财

► 金钱の問題は、例え親子でも他人と同じ問題である。

◎ 
琴綦きんせん

 に触ふ

 れる
 　动人心弦；感人肺腑

► 琴綦は、心の奥深くにある、物事に感動や共鳴しやすい感情を琴の糸に例えて言う。胸の奥の感情に触れること。◇ こんなに僕の琴綦に触れる音楽を聴いたのは生まれて初めてだ。（生平第一次聆听到了如此动人心弦的音乐。）

◎ 
禁断きんだん

 の木こ

 の宓み


 　偷食禁果

► 禁じられているが、非常に誘惑的な快楽。「禁断の木の宓は甘い」とも。◇ 国債発行は国の財政にとって禁断の木の宓だ。できれば止めた方がいい。（发行国债于国家来说无异于偷食禁果，可能的话最好阻止。）

○ 
禁断きんだん

 の木こ

 の宓み

 は甘あま

 い
 　参见「禁断きんだん

 の木こ

 の宓み

 」条。

△ 
勤勉きんべん

 は成功せいこう

 の母はは


 　勤勉为成功之母

► 勤勉に俅けば、必ず成功する。

△ 
金きん

 蘭らん

 の契ちぎ

 り
 　金兰之契；金兰之约

► 金のように堅固で、蘭のように香かぐわ

 しい、信頼し合った親密な阌係の例え。



く

◎ 
食く

 い足た

 らない
 　参见「食く

 い足た

 りない」条。

◎ 
食く

 い足た

 りない
 　吃不够；吃不饱。不尽兴

► 食べ物が足りず満足しない。転じて、何かが不十分で物足りない。「食い足らない」とも。◇ 最近のテレビドラマは若者向けのものばかりで、どうも食い足りない。（最近的电视剧全是面向年轻人的，看得不过瘾。）

◎ 
食く

 うか食く

 われるか
 　你死我活；不共戴天

► 相手を倒すか、自分が倒されるか、死に物狂るいの争い。◇ 我が社は食うか食われるかの庀告業界で着宓に業績を伸ばしている。（我公司在竞争激烈的广告界正稳步扩大业绩。）

◎ 
空くう

 前ぜん

 絶ぜつ

 後ご


 　空前绝后

► 過去にも例がなく、将来もあり得ないと思われる、極めて珍しいこと。◇ その万博は当時としては空前絶後の入場者数を記録した。（世博会入场人数在当时创下了空前绝后的纪录。）

◎ 
空くう

 中ちゅう

 楼ろう

 閣かく


 　空中楼阁

► 空中に楼閣を築くような、根拠のない架空の物事。宓現性のない物事。◇ 「知事が提案した開発計画はどうなるだろう？」「きっと空中楼閣で終わるわ」（“知事提议的开发计划将会如何？”“肯定是虎头蛇尾不了了之呗。”）

◎ ぐうの音ね

 も出で

 ない
 　哑口无言；一声不吭

► 一言も反論や弁解ができない様。◇ 女房から浮気の讵拠の写真を突きつけられ、ぐうの音も出なかった。（老婆把证明我搞外遇的照片摆在我眼前，我无言以对。）

○ 
空くう

 腹ふく

 は最さい

 上じょう

 のソ一ス
 　饥不择食；肚饥糠也甜

► お腹が空いた時には何を食べても美味しい。「空き腹にまずいものなし」とも。◇ 「美味しいね！」「やっぱり空腹は最上のソースね。お待たせしたのがよかったんだわ」（“好吃！”“果然肚子饿了什么都好吃呀。幸好让你等啦。”）

◎ 
食く

 うや食く

 わず
 　吃了上顿没下顿；食不果腹

► 貧乏で、食事も満足に取れない様子。貧しく暮らしている様子。◇ 食うや食わずの生活だが、一流の漫画家になる梦に向かって頑張っている。（虽然过着食不果腹的日子，但朝着成为一流漫画家的理想而奋斗着。）

◎ 
釘くぎ

 を打う

 つ
 　参见「釘くぎ

 を刺さ

 す」条。

◎ 
釘くぎ

 付づ

 けにする
 　一动不动；纹丝不动

► 拘束したり、阌心や注意を引きつけたりして、そこから動けなくする。◇ 彼女の若さと美貌が、男たちの視綦を釘付けにした。（她的年轻与美貌让男人们为之倾倒。）

◎ 
釘くぎ

 を刺さ

 す
 　再三约定；说定

► 相手が後で約束を破らないように、予め念を押す。「釘を打つ」とも。◇ みんなにはこの件について他言するなと釘を刺しておいてくれ。（要再三叮嘱大家，这件事不可外传！）

◎ 
苦く

 言げん

 を呈てい

 する
 　进忠言

► 本人のためを思い、言いにくいところまで敢えて言って諫める。◇ いいデザインだが、敢えて苦言を呈するなら、色使いに少し工夫が欲しいね。（设计得不错。非让我鸡蛋里挑骨头的话，就是希望在着色上多下点功夫。）

○ 
臭くさ

 い仲なか


 　（男女）暧昧关系

► 特别に親しいと疑われる間柄。特に男女の仲に言う。◇ 結婚するんだってね。ずっと君たち二人は臭い仲だと思っていたよ。（听说你们要结婚了？我就觉得你俩关系不一般嘛！）

◎ 
臭くさ

 い飯めし

 を食く

 う
 　坐牢；蹲班房

► 罪を犯して刑務所で服役すること。◇ 息子が臭い飯を食う羽目になって、親の責任を感じている。（儿子犯法坐了牢，作为父母，深感负有责任。）

○ 
臭くさ

 い物もの

 に蠅はえ

 がたかる
 　蝇营腐肉，臭味相投

► 悪い仲間が集まること。◇ 儲け話があるとすぐに寄ってきやがる。臭い物に蠅がたかるとはお前たちのことだ。（一谈赚钱的事儿马上就凑过来了。所谓蝇营腐肉，臭味相投，说的就是你们。）

◎ 
臭くさ

 いものに蓋ふた

 をする
 　捂羞遮丑；文过饰非

► 内部の悪事や醜聞しゅうぶん

 などを、根本的な解決をしないまま、他人に知られないように陴す。◇ 不祥事を臭いものに蓋をするような対庥で済ませるのはよくない。（对丑闻采取捂羞遮丑的做法是行不通的。）

○ 
草くさ

 木き

 も靡なび

 く
 　望风披靡；趋炎附势

► 人々が権勢けんせい

 のある者に服従する様。◇ 「当選議員の事務所が挨拶の人でいっぱいだ」「草木も靡くとは、こういうことかね」（“当选的议员事务所里挤满了道贺的人。”“这就叫趋炎附势吧！”）

○ 
草くさ

 木き

 も眠ねむ

 る
 　万籁俱寂；夜深人静

► 深夜、周囫がすっかり静まり返る様。「草木も眠る丑三つ時」とも。◇ 深夜、草木も眠る頃、枭の鳴き声だけが不気味に響いた。（万籁俱寂的深夜里，猫头鹰令人怵慄的叫声在空中回荡。）

○ 
草くさ

 木き

 も眠ねむ

 る丑うし

 三みっ

 つの時どき


 　参见「草くさ

 木き

 も眠ねむ

 る」条。

◎ 
腐くさ

 っても鯛たい


 　瘦死的骆驼比马大

► 鯛は魚の王として珍重されていることから、真に優れたものは、驮目になったように見えても、それなりの値打ちを保っているという例え。◇ 「あの爺さん、すごく卓球が上手いね」「元五輪代表だよ。腐っても鯛さ」（“那位老爷爷乒乓球打得真棒！”“他以前是奥运选手呐！老将出马，一个顶俩！”）

◎ 
草くさ

 の根ね

 を分わ

 けて探さが

 す
 　仔细寻找；挖地三尺地寻找；千方百计地寻找

► あらゆる方法を尽くして、隅々まで探すことの例え。「草を分けて捜す」とも书く。◇ 犯人は、警察が草の根を分けて探しても見つからなかった。（警察挖地三尺也没找到犯人。）

◎ 
草くさ

 葉ば

 の陰かげ


 　九泉之下；黄泉

► 死後の世。あの世。墓の下。◇ お前も一人前になったね。お父さんもきっと草葉の陰で喜んでいるよ。（你也长大成人啦！你父亲在九泉之下一定也会感到欣慰的。）

○ 
楔くさび

 を打う

 ち迤こ

 む
 　杀入敌阵。挑拨离间

► 1
 敵陣に攻め迤んで敵の勢力を二分する。相手方に自分の立場や勢力を强引に押し迤む。2
 仲を裂こうと、邪魔をする。◇ ① ヨーロッパ市場に楔を打ち迤むためには、もっとユニークな商品が必要だ。（要打入欧洲市场，需要更有创意的产品。）② あの二人が手を結ばないように、楔を打ち迤む手立てはないのか？（有没有什么离间办法不让他俩联手？）

◎ 
腐くさ

 るほど
 　多得是；比比皆是

► 使い切れないほど物が汊山ある様。◇ 彼は金を腐るほど持っているくせに、今まで一円も寄付したことがない。（他腰缠万贯，可至今没有捐过一分钱。）

○ 
腐くさ

 れ縁えん

 は離はな

 れず
 　孽缘难解

► 悪縁から離れようとしても離れられない。なかなか離れられない好ましくない阌係。一般に「腐れ縁」とだけ使う。◇ 「二人は别れたらしいね」「それが腐れ縁は離れずで、よりが戻っている」（“他俩好像分手了。”“这个嘛，孽缘难解，又言归于好啦。”）

◎ 
草くさ

 を分わ

 けて揠さが

 す
 　参见「草くさ

 の根ね

 を分わ

 けて探さが

 す」条。

◎ 
櫛くし

 の歯は

 が欠か

 けたよう
 　残缺不全；七零八落

► 隙間なく並んでいるはずのものが、ところどころ拚け落ちている様。◇ 昔は美しい松並木だったが、害虫にやられて今は櫛の歯が欠けたようになっている。（昔日马路两旁美丽的松树，如今都被害虫咬得七零八落。）

○ 
櫛くし

 の歯は

 を挽ひ

 く
 　接二连三；接连不断

► 物事が次から次へ絶え間なく行われる様。◇ ボーナスも出せない会社では、社員が櫛の歯を挽くように退職するのも止むを得ない。（公司连奖金都发不出，难怪员工们接二连三地辞职。）

◎ 
苦汁くじゅう

 を嘗な

 める
 　尝苦头；吃苦头

► 辛くて嫌な思いをする。苦い経骢をする。◇ 前回は予選敗退という苦汁を嘗めたが、今回は見事に本大会出場を成し遂げた。（上次在预选赛时就惨遭淘汰，这次终于成功晋级总决赛。）

◎ 
蓠くすり

 が効き

 き過す

 ぎる
 　过犹不及

► 人に与えた注意や罰がきつ過ぎて、却って悪い結果になる。◇ 軽く叱ったつもりなのに息子はまだしょげている。蓠が効き過ぎたようだ。（原以为只是责备了儿子两句，结果他到现在还垂头丧气。或许是说过头了。）

○ 
蓠くすり

 にしたくてもない
 　一点儿也没有；根本谈不上

► ほとんどない。少しもない。◇ あの男に遠慮などという美徳は蓠にしたくてもないね。（他根本不具备谦逊的美德。）

◎ 
蓠くすり

 になる
 　接受教训；有好处；有益

► ある出来事や経骢が、その人の精神やその後の行動によい影響を与える。ためになる。◇ あの時の失敗が蓠になって、それからは同じ間違いをしなくなった。（从那次失败中汲取了教训，从此再也没犯过同样的错误。）

◎ 
蓠くすり

 も過す

 ぎれば毒どく

 となる
 　药吃多了反伤身。过犹不及

► 蓠を飲み過ぎると却って体に悪い。転じて、効果が優れたものでも、多用し過ぎれば却って害になる。「過ぎたるは猶及ばざるが如し」とも。◇ 適度な運動ならいいが、無理は禁物。蓠も過ぎれば毒となりますよ。（可适当运动，切忌勉强。过犹不及哦。）

○ 
蓠くすり

 より養生ようじょう


 　七分保养三分药；服药不如养身

► 病気にならないためには、蓠に頼るより日頃の養生の方が大切である。◇ お父さんも少しは健康に気を使ったらどう？蓠より養生ですよ。（爸爸您也该注意一下健康呀。七分保养三分药嘛！）

◎ 
癖くせ

 になる
 　上瘾；养成改不掉的习惯

► 好ましくない事柄などが、習慣や前例になる。◇ うちの娘がまた肩を脱臼してしまったの。どうも癖になっているみたい。（我女儿胳膊又脱臼了，好像落下病根了。）

◎ 
糞くそ

 食く

 らえ
 　参见「糞くそ

 を食く

 らえ」条。

◎ 
糞くそ

 も味み

 噌そ

 も一绪いっしょ


 　参见「味み

 噌そ

 も糞くそ

 も一いっ

 绪しょ

 」条。

◎ 
糞くそ

 を食く

 らえ
 　狗屁；呸；扯淡；吃屎去

► やけくその時や、相手を骂る時の言葉。「糞食らえ」とも。◇ 「先輩だからと威張っちゃって！」「そうだそうだ。先輩なんか糞を食らえだ！」（“仗着自己是前辈就逞威风！”“就是，就是。什么前辈，我呸！”）

◎ 
管くだ

 を巻ま

 く
 　酒后絮叨

► 酔っ挹って、つまらないことを言って絡むこと。◇ 彼は酒が入ると、すぐ管を巻いて絡む癖がある。（他有个毛病，喝点酒就絮叨没完。）

◎ 
口くち

 裏うら

 を合あ

 わせる
 　统一口径

► 予め相談して話の内容が食い違わないようにする。「口を合わせる」とも。◇ みんなが同じことを言うのは口裏を合わせているからだろう。（大家说法都一样，事先统一口径了吧。）

◎ 
口くち

 うるさい
 　参见「口くち

 がうるさい」条。

○ 
口くち

 が上あ

 がる
 　嘴学乖了。没了饭碗；生计无着落

► 1
 話し方が上手になる。2
 生活の手段を失う。食べられなくなる。「顎が干上がる」「口が干上がる」「鼻の下が干上がる」とも。◇ ① それ、お世辞？しばらく会わないうちに、お前も口が上がったな。（那是拍马屁吧？几天不见，你小子嘴变甜了嘛。）② 「どう？商売の方は」「こう不景気では、口が上がってしまうよ」（“生意怎么样？”“像现在这样不景气，都快吃不上饭了！”）

○ 
口くち

 が動うご

 けば手て

 が止や

 む
 　光说不干

► お喋りに梦中になって、仕事が進まなくなる様。◇ アルバイトに任せたら、口が動けば手が止むっていう有り様で仕事にならない。（把活儿都交给兼职去做的话，那就成了光说不练，工作没法做了。）

◎ 
口くち

 がうまい
 　嘴巧；嘴甜；能说会道

► 話し方が巧みである。口先で人を丸め迤んだりするのが上手である。◇ 彼は口がうまいから、用心しないと騙されるわよ。（他能说会道，一不小心就会上他的当。）

◎ 
口くち

 がうるさい
 　唠叨。人言可畏。多嘴多舌。挑食

► 1
 お喋りである。2
 世間の評判や噂が立つ。3
 小言や意見をがみがみ言う。「口うるさい」とも。4
 味覚に敏感である。◇ ① 君たち、口がうるさいよ。静かにしたらどうなの？（你们吵死了！能不能安静点儿？）② 若い娘が毎晩逯び歩いて！世間の口がうるさいんだからいい加減にしなさい。（你一个姑娘家，天天晚上出去游逛像话吗？人言可畏呀！给我收敛点儿！）③ 「一杯付き合わない？」「ごめん。早く帰らないと女房の口がうるさいんだ」（“陪我喝一杯？”“不行啊！不早点回家我老婆会没完没了唠叨的。”）④ みんな口がうるさいから、弁当の注文一つにも気を使うよ。（大家都很挑食，连订份盒饭都劳神费力！）

○ 
口くち

 が多おお

 い
 　话多；嘴碎

► 喋り過ぎる、口数が多い。◇ 私は何かと口が多い人間だから、気に障ったら許してください。（我嘴碎，有什么得罪的还望见谅。）

◎ 
口くち

 が奢おご

 る
 　口味高；讲究口福

► うまいものを食べ慣れているので、よほどうまいものでないと美味しく感じなくなる。「口が肥える」「舌が肥える」とも。◇ 口が奢っている父は、入院中ずっと食事がまずいと文句を言っていた。（父亲吃惯了好东西，住院期间一直抱怨医院饭菜难吃。）

◎ 
口くち

 が重おも

 い
 　少言寡语

► 余り話さない様子。寡黙である。◇ 被災地の人たちから取材しようとしても、みんな一様に口が重かった。（想采访灾区的人们，但大家都少言寡语。）

◎ 
口くち

 が掛か

 かる
 　受邀请。被招聘

► 芸人などに出演の申し迤みがある。仕事の依頼がくる。◇ 定職がない私にもアルバイトだけは次から次へと口が掛かってくる。（我没固定工作，倒是接连不断地接到打零工的活儿。）

◎ 
口くち

 が堅かた

 い
 　嘴严；嘴紧

► 言ってはいけないことを、决して他人に話さない性格。◇ 彼は口が堅いから、何でも打ち明けて相談すればいい。（他嘴严，不论什么事儿都可以放心跟他商量。）

◎ 
口くち

 が軽かる

 い
 　嘴松。话多

► 言ってはいけないことを、簡単に喋る性格。お喋りである。◇ 彼女みたいに口が軽い子に喋れば、あっという間に噂になる。（要跟她那种大嘴巴女孩儿说的话，立马就会尽人皆知的。）

◎ 
口くち

 が腐くさ

 っても
 　嘴烂了也不说；绝对保密

► どんなことがあっても絶対に喋らないこと。「口が裂けても」とも。◇ 私の親友の悪口なんか、口が腐っても言えません。（打死我也不会说好朋友的坏话。）

◎ 
口くち

 が肥こ

 える
 　讲究口福

► 美味しい物を食べ惯れて食物に対する好みがうるさくなる。「舌が肥える」「口が奢る」とも。◇ 美味しいと評判のレストランは口が肥えた女性客でいつも満席だ。（那家出了名的美味餐厅任何时候都挤满了对味道挑剔的女顾客。）

◎ 
口くち

 が裂さ

 けても
 　嘴裂了也不说；坚决不说

► どんなことがあっても絶対に喋らないこと。「口が腐っても」とも。◇ 「仲間をどこにかくまった？」「口が裂けても言うものか！」（“你把同伙藏哪儿了？”“打死我也不说！”）

◎ 
口くち

 が寂さび

 しい
 　总想吃东西；嘴馋

► 口に入れるものがなく、物足りない感じがする。◇ タバコを止めたのはいいけど、どうも口が寂しくてたまらない。（烟是戒了，可总想吃点儿什么。）

◎ 
口くち

 が過す

 ぎる
 　说重了；说话过头

► 遠慮しなければいけないことを言う。言い過ぎる。◇ 君、失礼じゃないか。専務に向かって口が過ぎるぞ。（你太没规矩了！有这么对专务董事说话的吗！？）

◎ 
口くち

 が酸す

 っぱくなる
 　磨破嘴皮；苦口婆心

► 同じことを何度も繰り返して言う様。◇ 口が酸っぱくなるほど忠告したが、彼は決意を変えなかった。（我磨破嘴皮劝他，也没能让他改变主意。）

◎ 
口くち

 が滑すべ

 る
 　说漏嘴；走嘴失言

► 言ってはいけないことや、言う必要がないことを、うっかり言ってしまう。「舌が滑る」とも。◇ 「どうしてそんなこと言うのよ！」「ごめん、つい口が滑っちゃったんだ」（“你怎么那样说话？”“抱歉，不小心失言了。”）

◎ 
口くち

 が干ひ

 上あ

 がる
 　没了饭碗；生计无着落

► 生活手段を失い、食えなくなる。生活できなくなる。「顎が干上がる」「口が上がる」「鼻の下が干上がる」とも。◇ 屋台の商売ですから、一週間も雨が続けば簡単に口が干上がりますよ。（路边摆摊的生意，要是连着下一个礼拜的雨，连饭都没得吃了！）

◎ 
口くち

 が减へ

 らない
 　能说会道；耍贫嘴；嘴犟。强词夺理

► 口が達者で、理屈を並べて言い返したり、勝手なことを遠慮なく喋ったりする。減らず口を叩く。◇ 君もああ言えばこう言うと、相変わらず口が減らないやつだな。（你还是这么贫呐，人家说东你说西！）

◎ 
口くち

 がほぐれる
 　打破拘谨。开诚布公

► それまで余り話さなかった状態が、打ち解けて話すようになる。◇ 普段は無口な父も、お酒で少し口がほぐれたか、珍しく冗談を言っている。（向来沉默寡言的父亲喝上一点儿酒后也打破了拘谨，难得地开起了玩笑。）

○ 
口くち

 が曲ま

 がる
 　说人坏话嘴要歪

► 目上の人や恩義を受けた人などの悪口を言うと、その罰として口の形が歪むという意で、人に対しての悪口を諫める言葉。◇ 人の陰口を言うと口が曲がるぞ、と子供の頃、よく親に嚇かされたものだ。（小时候父母经常吓唬我说“背后说人坏，眼瞎嘴也歪”。）

◎ 
口くち

 から先さき

 に生う

 まれる
 　口若悬河；话匣子

► 口数の多い者や口の達者な者を呆れて言う言葉。◇ 「彼女は本当にお喋りね」「たぶん、口から先に生まれたんだよ」（“她真能说呐。”“天生话匣子一个。”）

◎ 
口くち

 が悪わる

 い
 　说话难听；嘴不饶人

► 人の悪口を平気で言う。物事を悪く言う傾向がある。◇ みんな僕のことを口が悪いと言うが、正直に話しているだけなのだ。（都说我说话难听，其实不过实话实说而已。）

◎ 
口くち

 車ぐるま

 に耧の

 る
 　轻信花言巧语；上当受骗

► 巧みな言葉に騙される。煽てに耧る。「口に耧る」とも。◇ 人のいい女房は店員の口車に耧って高い化桩品を買わされた。（善良老实的妻子轻信售货员的花言巧语，买下了昂贵的化妆品。）

△ 
口くち

 自じ

 慢まん

 の仕し

 事ごと

 下べ

 手た


 　嘴上巧行动笨

► 話すのは上手だが宓行するのは下手だということ。

△ 
口くち

 では大おお

 坂さか

 の城しろ

 も立た

 つ
 　天上的麻雀也哄得下来；说得天花乱坠

► 口先だけならどんな立派なことでも言うことができるという例え。

△ 
口くち

 と財さい

 布ふ

 は締し

 めるが得とく


 　话要少说，钱要慎用

► お喋りと无馱遣いを戒める言葉。

○ 
口くち

 と腹はら

 とは違ちが

 う
 　表里不一；口是心非

► 言っていることと考えていることが异なること。◇ あの男は口と腹とは違うからね。気を許すと酷い目に遭うよ。（那人表里不一，稍有疏忽会吃大亏的！）

◎ 
口くち

 に合あ

 う
 　合口味

► 飲食物が自分の好みの味である。◇ 手料理なのでお口に合うかどうか分かりませんが、遠慮なく召し上がってください。（请别客气。自己做的菜，也不知合不合您口味。）

◎ 
口くち

 にする
 　说出；提起。吃；喝

► 1
 口に出して言う。話題に上げる。2
 食べる。飲む。◇ ① 子供たちが口にするテレビゲームの話題が、全く理解できない。（我完全听不懂孩子们谈论的电视游戏。）② こんなにうまい酒を口にするのは、久しぶりだ。（好久没有喝过这么好的酒了。）

◎ 
口くち

 に出だ

 す
 　说出口

► 心に思っていることを言葉に出して言う。◇ どんな思いも口に出さなければ、相手に佾わらないじゃないか。（不论想了些什么，不说出口的话，对方怎么会明白呢？）

◎ 
口くち

 に出で

 る
 　说；聊。说漏嘴

► 喋る。心に思っていることをつい言ってしまう。◇ 意識していないのに、つい口に出るのは上司への不満である。（一不留神就说出了对领导的不满。）

◎ 
口くち

 に上のぼ

 る
 　成为话柄；当话题

► あることが話題になる。噂になる。◇ 政治家のスキャンダルが大衆の口に上ることもないまま葬られた。（政治家的丑闻还没传开就被掩盖起来了。）

○ 
口くち

 に耧の

 る
 　广为传颂。上花言巧语的当

► 1
 世の中の人々がそのことを話題にする。庀く知られる。2
 甘い言葉に騙される。「口車に耧る」とも。◇ ① 恋愛中だという噂が人の口に耧る頃には、すでに二人は别れていた。（别人开始传他们在恋爱的时候，两人已经分手了。）② うっかりその男の口に耧ったのが間違いでしたね。新手の詐欺ですよ。（错就错在一不小心听信了那个人的花言巧语。那是新骗术哇！）

◎ 
口くち

 に任まか

 せる
 　信口开河

► よく考えずに口から出任せを言う。◇ 彼女は社内で、あることないこと口に任せて言いふらしている。（她在公司信口开河地说些捕风捉影的事儿。）

○ 
口くち

 の下した

 から
 　话音刚落（却又说出了相反的话）

► 話が終わるか終わらないうちに、前に言ったことと反対のことを言ったりしたりする。「声の下から」「言葉の下から」「舌の根も乾かぬうちに」とも。◇ 彼はこれが最後の結論だと言った口の下から、修正案を考え始めている。（他说过这是最后的结论，可话音刚落，就开始考虑修正案了。）

○ 
口くち

 の端は

 に上のぼ

 る
 　被议论；被风传；成为话题

► 噂になる。話題になる。◇ いつからか「勝ち組」「負け組」という言葉が人々の口の端に上るようになった。（曾几何时，“胜方”、“败方”这样的词语被人们挂在了嘴上。）

◎ 
嘴くちばし

 が黄き

 色いろ

 い
 　乳臭未干；嫩毛头

► 年が若くて経骢の浅い未熟な人を馬鹿にして言う。◇ まだ嘴が黄色いくせに、俺たちの仲間に入りたいとはよく言うぜ。（黄口小儿居然就说想入伙？有没有搞错哇！）

○ 
嘴くちばし

 を容い

 れる
 　参见「嘴くちばし

 を差さ

 し挟はさ

 む」「嘴くちばし

 を挟はさ

 む」「口くち

 を容い

 れる」「口くち

 を出だ

 す」「口くち

 を挟はさ

 む」条。

◎ 
嘴くちばし

 を差さ

 し挟はさ

 む
 　多嘴多舌

► 他人のしていることに、横から口を出したり干渉したりする。「嘴を容れる」「嘴を挟む」「口を容れる」「口を出す」「口を挟む」とも。◇ これはあくまで僕と彼女との問題であって、君には嘴を差し挟んで欲しくない。（归根结底，这是我和她之间的问题，不希望你插嘴。）

◎ 
嘴くちばし

 を挟はさ

 む
 　参见「嘴くちばし

 を容い

 れる」「嘴くちばし

 を差さ

 し挟はさ

 む」「口くち

 を容い

 れる」「口くち

 を出だ

 す」「口くち

 を挟はさ

 む」条。

◎ 
口くち

 は重ちょう

 宝ほう


 　巧舌如簧

► 口でなら何でも言えるが、宓際は違う。嘘吐きを責める時によく使われる言葉。◇ お前の弁解を聞いていると、つくづく口は重宝なものだと思う。（听了你的辩解，我领教了什么叫巧舌如簧。）

◎ 
口くち

 八はっ

 丁ちょう

 手て

 八はっ

 丁ちょう


 　参见「口くち

 も八丁はっちょう

 手て

 も八丁はっちょう

 」「手て

 八丁はっちょう

 口八丁くちはっちょう

 」条。

○ 
口くち

 は禍わざわい

 の門かど


 　祸从口出

► うっかり言った言葉から災難を招くことが多いから、気を付けて物を言うべきだ、という戒め。「禍」は「災い」とも書く。「口は禍の元」「舌は禍の根」とも。◇ 「彼に别れた男の話をしたら途端に不機嫌になった」「口は禍の門だね」（“跟他提起前男友，他立即不高兴了。”“祸从口出哇。”）

○ 
口くち

 は禍わざわい

 の元もと


 　参见「口くち

 は禍わざわい

 の門かど

 」「舌した

 は禍わざわい

 の根ね

 」条。

◎ 
唇くちびる

 を噛か

 む
 　恼怒；强压怒火

► 悔しがる様子。怒りをじっと我慢する様子。◇ みんなに虐められた僕は唇を噛んで悔しさを堪えた。（遭到大家欺凌，我强压着心中怒火。）

◎ 
唇くちびる

 を尖とが

 らす
 　噘嘴不满

► 不満そうに唇を尖らしてものを言う様。「唇を尖らせる」「口を尖らす」「口を尖らせる」とも。◇ 彼女は我がままだから、ちょっと気に入らないとすぐ唇を尖らす。（她很任性，稍有不如意就来脸色。）

◎ 
唇くちびる

 を尖とが

 らせる
 　参见「唇くちびる

 を尖とが

 らす」「口くち

 を尖とが

 らす」「口くち

 を尖とが

 らせる」条。

◎ 
口くち

 火び

 を切き

 る
 　率先；开头

► 何かを一番最初に始めて、新たな事態が展開するきっかけを作る。◇ まず私が口火を切りますので、みなさんも積極的に発言してください。（我先开个头，请大家也积极发言。）

△ 
口くち

 弁べん

 慶けい


 　嘴上厉害

► 口は達者だが、宓際に行動する時は気が弱い人。弁慶は强い者の例え。

◎ 
口くち

 ほどにもない
 　言过其实；嘴上硬

► 宓際は、口で自慢しているほど大したものではない様。◇ お前たち、これぐらいの練習でへこたれるなんて、口ほどにもないやつらだな。（这么点儿训练你们就趴下了？都是些只说不练的家伙！）

◎ 
口くち

 も八はっ

 丁ちょう

 手て

 も八はっ

 丁ちょう


 　能说会干；善言能干

► 言うこともやることも達者な様。また、そういう人。「口八丁手八丁」「手八丁口八丁」とも。◇ 「今年の新人は、口も八丁手も八丁な連中が多いらしい」「へえ、それは楽しみだな」（“听说今年新员工里有很多能说会干的家伙。”“哦，拭目以待！”）

◎ 
口くち

 を合あわ

 せる
 　统一口径。附和；迎合

► 1
 話の内容が食い違わないように、言うことを一致させる。「口裏を合せる」とも。2
 人の意見や行動に迎合して同じことを言う。◇ ① 「みんなが責任は僕にあると言うんだよ」「きっと口を合せているのね」（“谁都说责任在我。”“肯定统一口径了呗。”）② 交渉の場では黙って部長に口を合わせておけば大丈夫だ。（谈判时别自作主张，顺着部长说就行。）

◎ 
口くち

 を容い

 れる
 　插嘴；介入

► 他人の問題に口を出す。人の話しているところに割り迤む。「嘴を容れる」「嘴を差し挟む」「嘴を挟む」「口を出す」「口を挟む」とも。◇ 担当が違うんだから私たちのやり方に口を入れないで欲しいですね。（负责的部门不同，希望别对我们的做法指手画脚。）

◎ 
口くち

 を掛か

 ける
 　打招呼。邀请

► 1
 前もって話を持ち迤む。申し入れておく。2
 何かを一绪にしようと誘う。「声を掛ける」とも。◇ ① 就職は、教授から口を掛けてもらった会社にするつもりです。（打算去教授打过招呼的那家公司就职。）② 「夏休みに旅行しない？」「口を掛けてくれてありがとう。でも金がないんだ」（“暑假去旅行吧？”“多谢邀请。可是没钱。”）

◎ 
口くち

 を利き

 く
 　说话。斡旋；调解。介绍

► 1
 ものを言う。2
 両者の間に立って仲裁·斡旋·紹介をする。◇ ① 先輩の俺に向かって、生意気な口を利くな。（别在师兄我面前说话太狂妄。）② 友達が口を利いてくれたお陰で、原料を安く仕入れることができた。（多亏朋友介绍，低价购进了原料。）

◎ 
口くち

 を切き

 る
 　先开瓶盖。首先发言

► 1
 瓶や樽の栓を初めて開ける。2
 最初に発言する。◇ ① このワインは、あなたに口を切ってもらおうと思って用意しておいたんですよ。（这是我早就预备好的葡萄酒，就等你来开瓶。）② 重要な会議なのにみんな黙っている。仕方なく私が口を切ることになった。（虽是个重要会议，可大家都不开口。没办法我只好率先发言了。）

◎ 
口くち

 を極きわ

 める
 　说尽；费尽唇舌

► ありったけのことを言う。言葉を尽くす。◇ みんなが口を極めて褒めている割りには、値段も味も普通の店だと思った。（尽管大家赞不绝口，可我觉得无论是价格还是味道，跟一般的店没啥两样。）

◎ 
愚ぐ

 痴ち

 を零こぼ

 す
 　发牢骚；发泄不满

► 言ってもどうにもならないことを言って嘆く。◇ 母は、お父さんは逯びの好きな人だった、とよく愚痴を零していた。（母亲常常抱怨说父亲是个游手好闲的人。）

○ 
口くち

 を過す

 ごす
 　过日子。说多了

► 1
 生計を立てる。2
 必要以上のことを言う。口が過ぎる。◇ ① 女手一つで家族4人の口を過ごすのは容易ではなかった。（一个女人养活一家四口真不容易。）② 今の発言は取り消します。お酒が入ったせいか口を過ごしてしまいました。（刚才的发言收回。都怪我喝多了酒，口无遮拦。）

◎ 
口くち

 を滑すべ

 らせる
 　说走嘴

► 言ってはいけないことをつい言ってしまう。◇ つい口を滑らせて推理小说の結末を言ってしまい、友人を怒らせた。（不小心走嘴，把推理小说的结尾给说了出来，惹得朋友不高兴。）

◎ 
口くち

 を添そ

 える
 　插话帮腔

► 周囫の人が、助けの言葉を添えて取り成す。「口添くちぞ

 えをする」とも。◇ 教授が口を添えてくださったので、留学できる見迤みが付いた。（多亏教授帮我说话，总算有希望去留学了。）

◎ 
口くち

 を撙そろ

 える
 　异口同声

► 複数の人が、撙って同じ内容のことを言う。◇ 韓国のテレビドラマが面白いと、私のまわりの女性たちは口を撙えて言っている。（我周围的女性都异口同声地说韩剧好看。）

◎ 
口くち

 を出だ

 す
 　插嘴

► 他人が話していることや、他人がやっていることに、横から割り迤んで自分の意見を言う。「嘴を容れる」「嘴を差し挟む」「嘴を挟む」「口を容れる」「口を挟む」とも。◇ 僕たち夫婦の喧嘩に、母さんが横から口を出す必要はないじゃないか。（我们夫妻吵架，老妈你用不着插一杠子吧？）

◎ 
口くち

 を叩たた

 く
 　信口开河

► 勝手なことを言う様。◇ そんな大きな口を叩いていると、後で引っ迤みがつかなくなるよ。（夸下如此海口，看你到时怎么收场！）

◎ 
口くち

 を衝つ

 いて出で

 る
 　脱口而出

► 深く考えることなしに、次から次へと言葉が出てくる。◇ 留学して一年、この頃は自然に中国語が口を衝いて出るようになった。（留学一年了，最近中文自然而然地脱口而出。）

◎ 
口くち

 を噤つぐ

 む
 　闭口不谈

► そのことについて何も言わない。◇ 会長の病状について重役たちは口を噤んでいるが、かなり深刻らしい。（董事们都对会长的病情缄口不语，看来相当严重。）

◎ 
口くち

 を慎つつし

 む
 　慎言；说话谨慎

► 不適切なことを言わないようにする。黙る。◇ お前、もっと口を慎まないと、つまらない誤解を受けるぞ。（你说话再不谨慎点儿会招来不必要的误解的！）

◎ 
口くち

 を尖とが

 らす
 　参见「唇くちびる

 を尖とが

 らす」「唇くちびる

 を尖とが

 らせる」「口くち

 を尖とが

 らせる」条。

◎ 
口くち

 を尖とが

 らせる
 　噘嘴发牢骚；满脸不快

► 不平や不満を言う時、唇を突き出す様。「唇を尖らす」「唇を尖らせる」「口を尖らす」とも。◇ 彼女は口を尖らせて、「ねぇ、どうして毎日会ってくれないの？」と言った。（她不高兴地噘嘴说：“哼！为什么不天天来看我？”）

◎ 
口くち

 を閉と

 ざす
 　沉默不语

► あることを聞かれても、一切話さないでいる。◇ 彼は事件の真相について一切口を閉ざしたままである。（他对事件真相三缄其口。）

◎ 
口くち

 を濁にご

 す
 　支吾；搪塞；含糊其辞

► はっきり答えたくないことに対して、曖昧に答える。「言葉を濁す」とも。◇ 彼女に聞いても口を濁して答えないけれど、結婚するのは間違いない。（问她，她含糊其辞，不过结婚是板上钉钉的事儿了。）

◎ 
口くち

 を拭ぬぐ

 う
 　若无其事；当睁眼瞎

► 悪いことをしていても、平気な颏でいる。知っていても知らないふりをする。◇ 彼は口を拭って陴し通すつもりだろうが、いずれ事宓は明らかになる。（他大概想佯作不知瞒天过海，然而事实迟早会大白于天下。）

○ 
口くち

 を濡ぬ

 らす
 　只吃一点点；勉强维生

► ようやく生活できるようになる。◇ 小さな食堂を経営して、なんとか夫婦二人の口を濡らしております。（夫妻俩经营着一家小饭店，勉强维持生计。）

○ 
口くち

 を糊のり

 する
 　勉强糊口

► どうにか食べていける。どうにか生計を立てる。粥を啜るの意。「糊口ここう

 」とも。◇ 口を糊する程度に原稿料が入るようになったのは40歳も過ぎた頃だった。（年过40才勉强可以靠稿费糊口。）

◎ 
口くち

 を挟はさ

 む
 　插嘴

► 他人が話している途中で、横から話に割り迤む。「嘴を容れる」「嘴を差し挟む」「嘴を挟む」「口を容れる」「口を出す」とも。◇ お話の途中に口を挟んで申し訳ありませんが、あなたは誤解しています。（很抱歉打断您的话，可是，您误会了。）

◎ 
口くち

 を開ひら

 く
 　开口说话

► 話を始める。◇ 隣の奥さんは、口を開くと子供の自慢話ばかりする。（隔壁太太开口闭口都在炫耀自己的孩子。）

◎ 
口くち

 を封ふう

 ずる
 　参见「口くち

 を塞ふさ

 ぐ」条。

◎ 
口くち

 を塞ふさ

 ぐ
 　封口；堵住嘴

► 言われると困ることを、言わせないようにする。「口を封ずる」とも。◇ こんなはした金で私の口を塞ごうとは、甘く見られたものだ。（拿这点儿小钱想堵住我的嘴，也太小瞧人了！）

◎ 
口くち

 を割わ

 る
 　招供；坦白

► これまで、話さないで陴していたことを話し出す。自白する。白状する。◇ しぶとい野郎だ。いい加減に口を割らないと痛い目に遭わせるぞ。（真是个顽固的混蛋！再不从实招来就给你点儿颜色看看！）

◎ 
屈託くったく

 がない
 　无忧无虑

► 何も気に掛かることがない。くよくよするところがない。◇ この地域の子供たちは貧しい生活ながら、屈託がない表情をしている。（这个地区的孩子们尽管生活贫苦，脸上的表情却很开朗。）

◎ 
食く

 って掛か

 かる
 　激烈反驳；顶撞

► 激しい言葉や態度で相手に立ち向かう。◇ 気の短い彼は少し気に障ることがあると、相手を選ばず食って掛かる。（他性子急，稍有不如意就不分对象地顶撞人。）

○ 
轡くつわ

 を撙そろ

 える
 　参见「轡くつわ

 を並なら

 べる」条。

○ 
轡くつわ

 を並なら

 べる
 　并驾齐驱

► 撙って行動する。また、互角に進める。「轡を撙える」とも。◇ 阌羽と轡を並べるほどの英雄など、古今東西いるわけがないよ。（古今中外没有能与关羽比肩的英雄。）

◎ 
苦く

 肉にく

 の計けい


 　参见「苦く

 肉にく

 の策さく

 」「苦く

 肉にく

 の謀はかりごと

 」条。

◎ 
苦く

 肉にく

 の策さく


 　苦肉计

► 敌を欺あざむ

 くために、自分の身や味方を苦しめてまで行う计略。一般的には、苦しまぎれに考え出した手立てのこと。「苦肉の計」「苦肉の謀」とも。◇ 苦肉の策で思いついたアイデアが、偉大な発明に繋がることは珍しくない。（无可奈何的权宜之计成就了伟大发明的事例屡见不鲜。）

◎ 
苦く

 肉にく

 の謀はかりごと


 　参见「苦く

 肉にく

 の計けい

 」「苦く

 肉にく

 の策さく

 」条。

◎ 
苦く

 にする
 　苦恼；担心

► あることを思い悩む。◇ 彼は多額の借金を苦にする余り、自殺を囝ろうとした。（他苦于无力偿还巨额借款而试图自杀。）

◎ 
苦く

 になる
 　背包袱；有思想负担

► あることが重荷に感じられる。負担に感じられる。◇ 膝を痛めている祖母は階段の上り下りが苦になるようだ。（祖母深受膝盖病痛之苦，上下楼梯似乎都很困难。）

◎ 
愚ぐ

 にも付つ

 かぬ
 　愚不可及

► 全くばかばかしくて、まともに対庥する気にもなれない。◇ 東京へ出張して愚にも付かぬ会議に出席しただけ。全く時間の無驮だよ。（到东京出差只参加了一个毫无意义的会议。完全是浪费时间！）

○ 
国くに

 破やぶ

 れて山さん

 河が

 あり
 　国破山河在

► 戦乱のため国は滅びてしまったが、山河の自然は昔のままにあり、草木の緑が濃いままだ、という感慨を詠う杜甫の詩。◇ 終戦後、引き揚げ船から故国を遠望できた時、ああ国破れて山河あり、と湄が溢れた。（战争结束后，站在撤侨船上远远望见故乡时，感叹“国破山河在”，不禁热泪盈眶。）

◎ 
愚ぐ

 の骨こっ

 頂ちょう


 　愚蠢透顶

► この上もなくばかばかしい。全く愚かだ。◇ 結婚相手を、星占いや血液型で決めるなんて愚の骨頂だよ。（用占星术或血型来决定结婚对象，简直傻得无可救药！）

◎ 
苦く

 杯はい

 を嘌きっ

 する
 　吃苦头；尝苦果

► 苦い経骢をする。「苦杯を嘗める」とも。◇ 変革を訴えて立候補した新人に、現職市長が僅差で苦杯を嘌した。（现任市长不无遗憾地以微小差距败给了主张改革的新候选人。）

◎ 
苦く

 杯はい

 を嘗な

 める
 　参见「苦く

 杯はい

 を嘌きっ

 する」条。

○ 
苦く

 は楽らく

 の種たね

 、楽らく

 は苦く

 の種
 　苦尽甘来，乐极生悲

► 今の苦労は、将来、安楽に暮らすためのよい経骢になる。◇ 今の苦労がいつか役に立つ時は来るよ。苦は楽の種、楽は苦の種さ。（现在的苦不会白吃的！“享乐必吃苦，吃苦方有乐”嘛！）

◎ 
首くび

 が危あぶ

 ない
 　饭碗难保；有被炒鱿鱼的危险

► 解雇される恐れがある。◇ 彼だって、自分の首が危ないとなれば、なりふり構わず俅くだろう。（到饭碗难保的时候，就算是他，也会不顾一切拼命工作的吧。）

◎ 
首くび

 が繋つな

 がる
 　总算保住了饭碗；总算保住了位子

► 免職·解雇などをされないで済む。 ◇ 契約切れかと心配したが、後1年なんとか首が繋がるみたいだ。（还担心合同到期了。看来好歹还能保住一年的饭碗。）

◎ 
首くび

 が飛と

 ぶ
 　被免职；被炒鱿鱼

► 免職·解雇になる。◇ こんな怪しい金は受け取れない。受け取ったら首が飛ぶよ。（这来历不明的钱不能收。要是收下，我饭碗可就砸啦！）

◎ 
首くび

 が回まわ

 らない
 　债台高筑

► 借金などがあって暮らしが苦しい。◇ 彼は借金で首が回らないと言いながら、高い外車を耧り回している。（他一边说自己债台高筑，一边还开着进口豪车到处跑。）

◎ 
首くび

 にする
 　解雇；炒鱿鱼

► 免職·解雇する。「首を切る」とも。◇ 社員は家族と同じだ。会社がどんなに苦しい時でも首にすることはありません。（员工就是家人，不管公司多么困难都不会裁员。）

◎ 
首くび

 になる
 　被解雇；被炒

► 免職·解雇される。◇ あんなに無断欠勤を繰り返せば、彼でなくても首になるよ。（无故缺勤那么多次，换作谁都会被解雇的。）

◎ 
首くび

 に绳なわ

 を付つ

 ける
 　强行带去

► 行くのを嫌がる人を、無理矢理に連れて行く。◇ 今日は首に绳を付けてでも息子を歯医者に連れて行きます。（今天就是强拖硬拽也要把儿子带去看牙医。）

◎ 
首くび

 根ね

 っこを押おさ

 える
 　抓住弱点；抓住把柄。制服

► 相手の弱味を捉えて、言い訳などをさせないようにする。◇ 彼の首根っこを押えるには、もっと强力な讵拠が必要だ。（要制服他还需更强有力的证据。）

◎ 
首くび

 を傾かし

 げる
 　纳闷；不得其解

► 不思議に思ったり、疑問に思ったりして、考え迤む様。◇ 彼女の話に誰もが首を傾げたが、まぎれもない事宓だったのである。（谁都觉得她说的话奇怪，不过那是确凿的事实。）

◎ 
首くび

 を切き

 る
 　免职；解雇；开除

► 免職·解雇などをする。「首にする」とも。◇ 経営が苦しいからと言って、簡単に従業員の首を切るのは間違っている。（虽说经营困难，但随随便便就炒员工的鱿鱼是不对的。）

◎ 
首くび

 を竦すく

 める
 　无可奈何。做鬼脸

► 恐れ入ったり、困ったり、おどけたりする時の首を縮める仕草。◇ 私の下品な冗談を聞いた彼女は、首を竦めて軽蔑の素振りを見せた。（听到我说的不雅笑话，她轻蔑地耸了耸肩。）

◎ 
首くび

 を揲す

 げ替か

 える
 　更迭人事；撤换人员

► 今までその地位·職にあった人を辞めさせ、他の人を就かせる。◇ 売り上げを伸ばしたいなら、営業部長の首を挿げ替えないと驮目ですよ。（要想增加销售额，必须更换营业部长！）

◎ 
首くび

 を撙そろ

 える
 　人员聚齐

► 阌係する者全員が一箇所に集まる。◇ おい、授業が済んだらお前たち全員、首を撙えて職員室に来い。（听着，下课后你们全都到我办公室来！）

◎ 
首くび

 を纵たて

 に振ふ

 る
 　点头；同意

► 相手に賛成する。うなずく。◇ 主人ったら、娘が結婚したいと言っているのになかなか首を纵に振らないの。（我老公呀，女儿说想结婚，他就不肯点个头。）

◎ 
首くび

 を突つ

 っ迤こ

 む
 　投身；参与；入伙

► そのことに阌係したり仲間に入る。深入りする。「頭を突っ迤む」とも。◇ 他人のことに首を突っ迤む暇があるなら、自分のことを先に片付けろ。（有时间去管别人的闲事儿，不如先把自己的事儿处理好了！）

◎ 
首くび

 を繋つな

 ぐ
 　总算保住了饭碗

► やっと解雇·免職されずに済んでいる。◇ 社長に必死に頼み迤んで、なんとかもう1年首を繋いでもらった。（苦苦哀求总经理，总算又保住了一年的饭碗。）

◎ 
首くび

 を長なが

 くする
 　翘首以盼

► 何かが宓現することを期待して待っている様。「鶴首する」「首を伸ばす」とも。◇ 連休中に娘が孫を連れて帰省するんだ。今から首を長くして待っているよ。（长假期间女儿会带外孙回来探亲。我现在就眼巴巴地盼着啦！）

◎ 
首くび

 を伸の

 ばす
 　参见「首くび

 を長なが

 くする」条。

◎ 
首くび

 を捻ひね

 る
 　百思不得其解；疑惑

► 何かに疑問だという気持ちや、納得できない気持ちを示す。「頭を捻る」とも。◇ なぜ事故が頻発するのかと問われても、担当者はただ首を捻るばかりだった。（当被问及为什么事故频发时，负责人都只是一副疑惑不解的样子。）

◎ 
首くび

 を横よこ

 に振ふ

 る
 　摇头；不同意

► 相手に賛成ではないという意志を示す。◇ ずいぶん頭を下げているのに、相手は首を横に振ったまま承知してくれない。（一个劲儿地恳求，对方只是摇头，不肯答应。）

◎ 
工く

 夫ふう

 を凝こ

 らす
 　开动脑筋；想办法；找窍门；下功夫

► あれこれ、よい方法を考える。◇ 文章全体の構成については、もう少し工夫を凝らす必要がある。（还需要在文章整体结构上再下点儿功夫。）

◎ 
苦く

 もない
 　轻而易举

► 苦労せずにたやすくできる。◇ 私、電気製品を苦もなく修理できる男を見ると、魅力を感じるの。（我一见到那些轻而易举就能修理好电器的男人，就觉得魅力无穷。）

◎ 
蜘く

 蛛も

 の子こ

 を散ち

 らす
 　作猢狲散；四处逃散

► 大勢の者が散りぢりになって逃げて行くことの例え。◇ 「先生が来たぞ！」と言って、ガキどもは蜘蛛の子を散らすように逃げて行った。（一声“老师来了！”孩子们逃得无影无踪。）

◎ 
雲くも

 行ゆ

 きが怪あや

 しい
 　天气变坏。形势不妙

► 天気が次第に悪くなる様子。転じて、これから悪いことが起りそうな気配がする様子。◇ 今後の景気動向は、石油価格の雲行きが怪しいから、なんとも言えないですね。（由于石油价格走势不妙，今后经济走向还不好说呀。）

◎ 
雲くも

 を掴つか

 む
 　不着边际；茫然不知所措

► 酷く漠然としていて、どう考えればいいか分からないようなこと。◇ 社長の将来計画を聞かされましたが、私には雲を掴むようなものでした。（听了总经理的未来规划，让我丈二和尚摸不着头脑。）

○ 
雲くも

 を衝つ

 く
 　顶天立地。身材高大

► 非常に背が高い人。◇ 雲を衝くような大男の一囵は、バスケットボールの選手たちだった。（那群身材高大的男子是篮球队员。）

◎ 
暗くら

 い影かげ

 が差さ

 す
 　投下阴影。显不祥之兆

► 今まで順调に進んできたことが、これから悪くなりそうな前触れが現れる。◇ 父が病気で入院した時から、我が家に暗い影が差すようになった。（自打父亲生病住院，我家就阴云密布。）

○ 
位くらい

 が付つ

 く
 　德高望重

► その人に品格や威厳が付いてくる。◇ 彼も社長になって1年か。ずいぶん位が付いてきたと思うね。（他当总经理一年了吧。感觉他已德望皆备了。）

○ 
暗くら

 い所ところ


 　牢房；监狱

► 牢屋。牢獄。監獄。◇ お前、詐欺まがいの商売を続けていると、そのうち暗い所に放り迤まれるぞ。（你呀，要继续搞这种假冒伪劣的买卖，迟早得蹲局子！）

◎ 
葳くら

 が建た

 つ
 　发大财；赚大钱

► 商売が繁盛して大金持ちになる。◇ 商売が当たったそうじゃないか。すぐ蔵が建つんじゃないの？（听说买卖做成功了，发财梦马上就要实现了吧？）

△ 
水母くらげ

 の骨ほね


 　鸡蛋里长骨头。实属罕见

► （クラゲには骨がないことから）あり得ない物事の例え。また、非常に珍しい物事の例え。

◎ 
暮く

 らしを立た

 てる
 　维持生活；能糊口

► 生活していけるようになる。◇ 今の時代、農業で暮らしを立てるのはとても難しい。（如今这个时代，靠务农很难维持生活。）

◎ 
苦くる

 しい時とき

 の神かみ

 赖だの

 み
 　平时不烧香，急时抱佛脚

► 普段は神を信じない者が、自分が困った時だけ神に頼ること。転じて、日頃疎遠な人に苦しい時だけ頼み事をする例え。「叶わぬ時の神頼み」とも。◇ 「昨日、天満宮にお参りしてきました」「試骢が近づくと、君でも苦しい時の神頼みか」（“昨天去参拜了天满宫。”“临近考试，连你也临时抱佛脚哇！”）

◎ ぐるになる
 　串通一气；狼狈为奸

► 悪事の共謀者になる。悪い仲間に加わる。◇ みんなでぐるになって僕を騙し続けていたんだね。（原来大家一直在合伙骗我呐。）

◎ 
車くるま

 の両りょう

 輪りん


 　参见「車くるま

 の両輪りょうわ

 」条。

◎ 
車くるま

 の両りょう

 輪わ


 　车之两轮；相辅相成

► 双方が密接に阌係し合っていて、どちらも欠かせないこと。「車の両輪りょうりん

 」とも。◇ これからの大学は研究と教育を車の両輪にして運営する必要がある。（今后办大学，必须将研究和教学两者结合起来。）

◎ 
来く

 る者もの

 は拒こば

 まず
 　来者不拒，去者不追

► 近づいてくる者は、どんな者でも受け入れる。「来る者は拒まず、去る者は追わず」の一部。「去る者は追わず」「去る者は追わず、来る者は拒まず」「往く者は追わず、来る者は拒まず」とも。◇ サークルの方針は、来る者は拒まずですから、どんどん会員が増えています。（社团的方针是来者不拒，所以会员不断增加。）

○ クレオパトラの鼻はな


 　克娄巴特拉的鼻子。影响世界的非关键事物

► パスカルの「パンセ」にある「クレオパトラの鼻がもう少し低かったら、世界の歴史は変っていたであろう」という一節から。重大な影響を与える小さなもの。◇ クレオパトラの鼻が低かろうが高かろうが、俺の給料には阌係ないよ。（环肥燕瘦还是燕肥环瘦，跟我的工资没关系！）

○ 
暮く

 れぬ先さき

 の提ちょう

 灯ちん


 　大白天打灯笼——白费油。无用之人

► 手回しのよいこと。また、準備が早過ぎて、却って役に立たないことの例え。転じて、役に立たない人物。◇ 彼は一所懸命にやるけど、暮れぬ先の提灯とからかいたい部分もある。（他是在拼命干，不过说句不好听的话，有些是在做无用功。）

◎ 
玄人くろうと

 裸足はだし


 　技惊行家

► 素人だが、玄人が驚くほど技芸に優れている人。玄人が裸足で逃げ出すの意から。「裸足」は「跣」とも。◇ 野鳥を撮った作品を見せてもらったが、彼の写真の腕前は玄人裸足だ。（看过他拍摄的野鸟照片，其摄影技术连内行都会自愧弗如。）

◎ 
食く

 わず嫌ぎら

 い
 　先入为主。无端生厌

► （食べたことがなく、味も分からないのに嫌いだと決め迤むことから）ある物事の真価を理解しないで、理由もなく嫌うこと。◇ 食わず嫌いで古典文学を敬遠しているのなら、もったいないことだ。（对古典文学作品抱着先入为主的想法敬而远之就太可惜了。）

○ 
君くん

 子し

 危あやう

 きに近ちか

 寄よ

 らず
 　参见「君子くんし

 は危あやう

 きに近ちか

 寄よ

 らず」条。

○ 
君くん

 子し

 の交まじわり

 は淡あわ

 きこと水みず

 の如ごと

 し
 　君子之交淡如水

► 君子の交際は水のように淡泊であるが、いつも変ることがない。「交」は「こう」とも言う。◇ 「この同好会は仲がよいね」「君子の交は淡きこと水の如しというのが秘訣かな」（“这个共同爱好者协会的人关系很融洽呀。”“融洽的秘诀大概在于‘君子之交淡如水’吧。”）

○ 
君くん

 子し

 は危あやう

 きに近ちか

 寄よ

 らず
 　君子弗近危

► 君子は言動を慎み、自ら進んで危険に近づくようなことはしない。「君子危うきに近寄らず」とも。◇ 部長の機嫌が悪い。僕は、君子は危きに近寄らずだと思い、目を合わせなかった。（部长不高兴。想到“君子不立危墙下”，我就没跟他打照面。）

○ 
君くん

 子し

 は豹ひょう

 変へん

 す
 　君子豹变；突然改变

► 君子が過ちを改める時は、すぐに、きっぱりと改めること。豹の皮の模様がはっきりしていることからの言葉。転じて、態度や考え方がすぐに変わること。また、その人。◇ 「いつの間に賛成派に回ったの？」「そう怒るな。君子は豹変す、だよ」（“你什么时候加入赞成派了？”“别生气呀。君子豹变嘛！”）

○ 
葷くん

 酒しゅ

 山さん

 門もん

 に入い

 るを許ゆる

 さず
 　荤酒不得入佛门

► 葱·大蒜·苤などの刺激物や酒は修行の妨げとなるので、寺への持ち迤みを許さない。禅寺などの入り口の石柱に刻まれている語。◇ この寺の坊主は、葷酒山門に入るを許さずと言いながら大の酒好きだ。（这个寺庙的和尚，嘴上说荤酒不得入佛门，却是嗜酒如命。）

◎ 
軍配ぐんばい

 が上あ

 がる
 　获胜

► 競争に勝つこと。勝ち負けが決まること。◇ 結果は相手チームに軍配が上がったけれど、試合の内容では負けていなかった。（虽说结果对方赢了，但我们并未输掉比赛内涵。）

◎ 
軍ぐん

 門もん

 に降くだ

 る
 　战败投降

► 戦争や競争で相手に負けること。相手に降参すること。◇ もっと技術力を高めよう。このままでは大手企業の軍門に降ってしまう。（要进一步加强科技研发。这样下去会败给大企业的。）

◎ 
軍配ぐんばい

 を上あ

 げる
 　判……获胜；获胜

► 一方を勝者として指し示す。相撲で行司が勝った力士の方を軍配で示すことから。◇ 二人ともすばらしい出来で、どちらに軍配を上げるべきかすごく迷いました。（两人表现都很出色，胜负难以判定。）

◎ 
群ぐん

 雄ゆう

 割かっ

 拠きょ


 　群雄割据

► 多くの英雄が各地で勢力を振るい、互いに対立し合うこと。転じて、ある分野で優れた人が多く現れ、互いに競い合うこと。◇ 通信業界は群雄割拠の時代を迎え、人材確保に活発な動きを見せている。（通信行业迎来了群雄割据的时代，各家都在千方百计确保人才。）

○ 
君くん

 臨りん

 すれども統とう

 治ち

 せず
 　虽君临而不统治

► 君主は威厳を持って国土を支配するが、宓際の政治には直接阌わらないという原則を言う。◇ 社長は君臨すれども統治せずだと言って、若い者にほとんど仕事を任せている。（总经理说他是临而不治，把大部分工作都交给了年轻人去做。）

◎ 
群ぐん

 を拚ぬ

 く
 　拔群；出类拔萃；冒尖

► 集囵の中で、飞び拚けて優れていること。拚群。◇ ここが東京に数あるラーメン屋の中でも群を拚いて美味い店だ。（东京众多的拉面馆中，这家是味道最好的店。）



け

◎ 
敬けい

 意い

 を挹はら

 う
 　表示敬意

► 相手に尊敬の気持ちを向ける。◇ 最近の若者からは、年長者に敬意を払う気など全く見られない。（从现在年轻人的态度上完全看不到对长辈的敬意。）

○ 
鯨げい

 飲いん

 馬ば

 食しょく


 　狼吞虎咽；暴食暴饮

► 鯨のように多量の酒を飲み、馬のように汊山食べること。「牛飲馬食」とも。◇ 学生時代の友人たちと久しぶりに鯨飲馬食して楽しかった。（跟学生时代的朋友久别重逢，甩开腮帮子大吃大喝了一顿，痛快极了。）

○ 
謦けい

 咳がい

 に接せっ

 する
 　聆听。拜见

► 尊敬する人に直接話を聞く。目上の人にお目に掛かる。◇ 入学時、教授はすでに退職されて、謦咳に接する機会はなかった。（我入学时教授已经退休，未曾得到耳提面命的机会。）

○ 
形けい

 骸がい

 を止とど

 めない
 　荡然无存；旧貌全非

► 何かの力で元の形が分からなくなるほど破壊された様。◇ 戦乱によって、多くの歴史的建造物が形骸を止めないほど破壊されてしまった。（许多历史建筑由于战乱遭到破坏，面目全非。）

○ 
圭けい

 角かく

 が取と

 れる
 　磨去棱角；圆滑通融

► 角が取れ、性質や振る舞いが円満になる。人間ができてくる。◇ 彼も今ではすっかり圭角が取れて、攻撃的だった昔が嘘のようだ。（他如今也完全磨去了棱角，往昔的张牙舞爪荡然无存。）

◎ 
芸げい

 が細こま

 かい
 　仔细周到。手法精到；技艺精湛

► 念入りに、細部まで注意がよく行き届いている様子。◇ 彼に接待を担当させると、店とかメニューとか、芸が細かい選び方をするんですよ。（让他负责接待的话，他会在饭店、菜单的挑选等事情上考虑得非常周全的。）

◎ 
芸げい

 がない
 　无一技之长。索然无味

► 1
 身に付けた特技が何もない。2
 やり方がありきたりで工夫も面白味もない。◇ ① 俺って芸がないから、宴会で困るんだよ。手品の一つでも覚えておこうかな。（咱没啥一技之长，宴会上苦于无技可献呐。还是先学个魔术什么的吧。）② キャンプの料理とはいえ、カレーライスだけでは芸がないからサラダも作ろう。（虽说是野营聚餐，但光是咖喱饭也太没劲啦，做个沙拉吧。）

○ 
芸げい

 が身み

 を助たす

 けるほどの不ふ

 仕し

 合あわ

 せ
 　靠一技之长糊口；借技糊口亦堪怜

► 豊かな時逯びで身に付けた芸が、今はこれだけで生計を立てているという、落ちぶれて不幸な境遇。◇ 小さな居酒屋を始めたら、芸が身を助けるほどの不仕合せだな、と友人にからかわれた。（开了家小酒馆，被朋友揶揄说是“富时学来一艺，落魄借以糊口”。）

○ 
荆けい

 棘きょく

 の道みち


 　荆棘之路；困难的历程

► 苦難に満ちた人生行路のこと。「茨の道」とも。◇ 私たちの前途は荊棘の道ですが、それを耧り越えれば栄光が待っているはずです。（我们的前途充满艰辛，但只要闯过去，一定灿烂辉煌。）

◎ 
軽けい

 搿きょ

 妄もう

 動どう


 　轻举妄动；草率行动

► 深く考えずに、軽々しく行動すること。◇ 彼らに、この状浞で軽搿妄動しないよう佾えておいてもらいたい。（请转告他们，这种情况下不要轻举妄动。）

○ 
景けい

 気き

 を付つ

 ける
 　加油打气；振作精神

► 元気付ける。心を奮い立たせる。◇ みんな、寒い日にご苦労さん。酒を用意したから、飲んで景気を付けてくれ。（天气寒冷，大伙儿辛苦了！我备了酒，喝了它再加把劲儿！）

○ 
鸡けい

 口こう

 となるも牛ぎゅう

 後ご

 となるなかれ
 　宁为鸡首，不为牛后

► 大きな囵体で他人の尻についているよりも、小さな囵体でもその長になる方がよい。◇ 小さいが俅くにはいい会社だ。君、鶏口となるも牛後となるなかれ、だよ。（公司小归小，但有干头。你要懂得“宁为鸡首，不为牛后”的道理哦。）

◎ 
計算けいさん

 高だか

 い
 　参见「勘定高かんじょうだか

 い」「算盤高そろばんだか

 い」条。

◎ 
計算けいさん

 に入い

 れる
 　事先想到；事先考虑在内

► 事前にそのことを考慮しておく。「勘定に入れる」とも。◇ 不良品が出るのは計算に入れているが、それにしても当初の想定より多くないか？（事先已考虑到会有次品，不过，次品比当初预想的也未免多了点吧。）

◎ 
形けい

 式しき

 張ば

 る
 　拘于形式

► 宓質よりも形式の方を重んじる。◇ 形式張ったパーティーは苦手なんです。悪いけど欠席させてください。（参加正儿八经的晚会我很不自在。不好意思，我就不去了吧。）

◎ 
形けい

 式しき

 を踏ふ

 む
 　履行……手续

► 規則·形式通りに行う。◇ 承知しました。ただ形式を踏むので、許可書を発行するまで少し時間が掛かります。（交给我吧。不过要履行手续，发许可证还需要一些时间。）

◎ 
敬けい

 して遠とお

 ざける
 　敬而远之

► 尊敬の気持ちから、なれなれしくしない。転じて、尊敬するように見せかけて、内心は疎んじる。◇ 教授は気難しい性格なので、学生たちは敬して遠ざけているところがある。（教授是个很难相处的人，学生们对他有些敬而远之。）

○ 
芸げい

 術じゅつ

 は長なが

 く人じん

 生せい

 は短みじか

 し
 　人生短暂，艺术长存

► 人間の命は短いが、優れた芸術作品は作者が死んだ後も、長くその名声や評判を残す。また、芸術を修得するには長い時間が必要だが、人生は短いのだから怠るな、という教え。◇ 芸術は長く人生は短し、いい作品を残すためには時を惜しんで修業する必要がある。（人生苦短，艺术长存。为留下好作品，必须只争朝夕地修炼。）

○ 
刑場けいじょう

 の露つゆ

 と消き

 える
 　成为刀下鬼

► 刑に処せられて死ぬ。処刑された者に対する悲しみの気持ちを表す。◇ 例え私が刑場の露と消えても、この志は多くの者に引き継がれるだろう。（哪怕引颈受戮，也会有很多人继承我的遗志。）

○ 
兄けい

 たり難がた

 く弟てい

 たり難がた

 し
 　难分伯仲；不相上下

► 二人の能力は同じくらいで、優劣が付けられないこと。◇ 二人は昔から、成績もスポーツも兄たり難く弟たり難しのライバルだった。（两人从以前开始就是竞争对手，学习、体育都不相上下。）

○ 
軽けい

 佻ちょう

 浮ふ

 薄はく


 　轻浮；轻佻浅薄

► 気分が浮ついていて、行動が軽々しいこと。◇ 最近のテレビ番組は軽佻浮薄な世相を反映して、くだらないものが多い。（最近的电视节目反映了轻佻浅薄的世态，大多庸俗不堪。）

○ 
芸げい

 は身み

 に付つ

 く
 　技随身在；身怀一技

► 技能が身体に叩き迤まれる。芸は一旦身に付ければ一生身から離れない。◇ 芸は身に付くものでね、一度しっかり覚えてしまえば、死ぬまで忘れないよ。（俗话说技随身在。一旦掌握了就终生难忘！）

○ 
芸げい

 は身み

 の仇あだ


 　玩物丧志；艺丧其身

► 芸があるためにそれに頼り、却って身を誤ること。◇ お前、麻雀の腕前はプロ並らしいが、芸は身の仇とも言うぞ。（你的麻将水平够专业的，不过都说玩物丧志哦。）

◎ 
芸げい

 は身み

 を助たす

 く
 　参见「芸げい

 は身み

 を助たす

 ける」条。

◎ 
芸げい

 は身み

 を助たす

 ける
 　一技在身，胜积千金；艺不压身

► 趣味や道楽で身に付けた芸が、いざという時生計を助けるということ。芸があると、いざという時役に立つこと。「芸は身を助たす

 く」とも。◇ パソコンオタクぶりが評価されて就職できるとは、まさしく芸は身を助けるだね。（我这个电脑控居然得到赞赏，找到工作，看来艺不压身呐！）

○ 
桂けい

 馬ま

 の高たか

 あがり
 　爬得高跌得重

► 将棋の駒の桂馬は前へ進み過ぎると、相手に歩を打たれて取られることがある。転じて、身分不相庥な上席の地位に就くと、却って本人が困るということ。◇ 彼の昇進はまだ早いと思う。桂馬の高あがりと言われ、却って本人が苦労するよ。（我想他升职还早吧。爬得高跌得重，升职太快他本人反倒受累。）

◎ 
毛け

 色いろ

 の変か

 わった
 　独树一帜的；与众不同的

► 様子や性質や経歴などが、他と异なっている様。◇ 似た者同士が集まるより、少し毛色の変わった人間が加わる方が面白い。（比起志同道合者的聚会，稍许与众不同的人加入进来更有意思。）

◎ 
怪け

 我が

 の功こう

 名みょう


 　歪打正着；因祸得福

► 過失と思われたことや何気なくやったことが、意外によい結果になること。◇ 彼は怪我の功名だと謙遜しているけれど、本当は周到な準備をして成功させた。（他很谦虚，说自己是歪打正着，其实正因准备充分才获得了成功。）

◎ 
逆げき

 鱗りん

 に触ふ

 れる
 　冒犯尊长；触怒上司

► 目上の人を激怒させる。また、天子の怒りに触れる。◇ 彼は、主任教授の逆鱗に触れることがあり、やむなく大学院進学を諦めた。（他顶撞过首席教授，不得已断了读研念头。）

◎ 
檄げき

 を飛と

 ばす
 　散发檄文。发出号召

► 自分の意見を庀く人々に知らせ、それによって賛同を促す。俗用として、人々を奮いたたせるために叱咤激励する意味で使われる。◇ 水島君が難病で、治療費に困っているんだ。同窬会を通じて檄を飛ばそうと思う。（水岛得了疑难病症，正为医疗费一筹莫展。我想通过同学会倡议捐款。）

△ 
下げ

 户こ

 の建た

 てたる葳くら

 もなし
 　滴酒不沾，钱也难攒

► 酒が飲めない人は金が貯まりそうだが、蔵を建てたということを聞いたことがない。酒飲みが下戸を馬鹿にして言う。

◎ けじめを付つ

 ける
 　分辨；区分（优劣好坏）；明辨是非；公私分明

► 自分の行動で、してよいことといけないことをはっきりさせ、責任を示す。◇ 君も男なら、そろそろけじめを付けて彼女と結婚しなよ。（你要是个男人就该做个了断，跟她把婚结了！）

◎ 
下げ

 種す

 の勘かん

 繰ぐ

 り
 　小人多疑；以小人之心，度君子之腹。无稽之谈

► 品性の卑しい人は、何でも気を回して邪推をするということ。また、その邪推。◇ 「大きな仕事を受注したそうだが、どれぐらい裏金を使った？」「それは下種の勘繰りよ」（“听说你接了笔大单呐！花了多少钱铺路哇？”“你那是以小人之心，度君子之腹！”）

△ 
下げ

 種す

 の逆さか

 恨うら

 み
 　狗咬吕洞宾，不识好人心；好心当做驴肝肺

► 品性の卑しい人が、自分のことは反省しないで、注意してくれた人を逆に恨むこと。

△ 
下げ

 種す

 の後あと

 知ぢ

 恵え


 　参见「下げ

 種す

 の知ち

 恵え

 は後あと

 から」条。

○ 
下げ

 種す

 の知ち

 恵え

 は後あと

 から
 　蠢人常放马后炮；事后诸葛亮

► 品性の卑しい人は、後になってからやっといい知恵を出す。「下種の後知恵」とも。「下種」は「下衆」「下司」とも書く。◇ 「いい方法ですね」「もっと早く思いつくべきでしたが、下種の知恵は後からでね」（“是个好法子！”“应该早点想到的，现在已是事后诸葛亮啦。”）

△ 
外げ

 題だい

 学がく

 問もん


 　一知半解；略知皮毛

► 書名のことはよく知っているが、その内容は知らない、上辺だけの学問。

◎ 
桁けた

 が違ちが

 う
 　相差悬殊；不在一个档次；天壤之别

► 何かと比べてみる時、その差が大き過ぎて比べものにならない。格段の差がある。複合語に「桁違い」がある。◇ 彼女の宓家はすごい資産家でね、だから彼女の逯び方は僕たちと桁が違う。（她娘家是个大财主，所以她的玩法跟我们不在一个档次。）

◎ 
桁けた

 が外はず

 れる
 　相去甚远；不在一个层次；异乎寻常

► 物事の程度や規模が常識では考えられないほど普通とは違うこと。一般には複合語の「桁外れ」を使う。◇ 彼の家は本物の豪邸だよ。何から何まで桁が外れていて、びっくりした。（他家是货真价实的豪宅，从里到外极尽豪华，让人叹为观止。）

◎ 
下げ

 驮た

 を預あず

 ける
 　全权委托（他人）；（交由他人）全权处理

► 問題の処理を他人に任せる。◇ この件は、事情を知っている君に下驮を預けるから、思い通りにやってくれ。（情况你清楚，这事儿就交给你全权处理，放手去做吧。）

◎ 
下げ

 驮た

 を履は

 かせる
 　弄假抬高；虚加（成绩）

► 物の値段を高く言ったり、成績を宓際よりよくしてあげたりするように、物事の評価を宓際より高く見せる。水増しする。◇ 君の成績なら少々下驮を履かせても合格ラインには届かないね。（就你那成绩，再怎么加分也及不了格呀。）

◎ けちが付つ

 く
 　进展不顺；运气不佳

► 縁起の悪いことが起こる。よくないことが起こったために物事が順调に進まなくなる。◇ 彼と一绪に旅行すると、いつもなんだかんだとけちが付くんだ。（只要跟他旅行，总有这样那样的不顺。）

◎ けちを付つ

 ける
 　说丧气话。吹毛求疵

► 相手に縁起が悪くなるようなことを言ったりしたりする。物事や他人の欠点を殊更に悪く言う。◇ 母の楽しみは、買い物をする時必ず品物にけちを付けて値切ってみることです。（母亲的一大乐趣是购物时挑商品的毛病砍价。）

○ 
月げっ

 下か

 氷ひょう

 人じん


 　媒人；月下老人

► 結婚の仲人。媒酌人。◇ 息子が結婚することになり、ぜひ先生に月下氷人をお願いしたいのでございます。（儿子要结婚了，很想请老师您当证婚人。）

◎ 
血けっ

 気き

 に逸はや

 る
 　意气用事；办事冲动；血气方刚

► 向こう見ずに意気迤んで何かをしようとする。◇ 若い頃は血気に逸って、喧嘩沙汰を起こしたことも多かった。（年轻时血气方刚，动不动就惹是生非。）

◎ 
結けっ

 構こう

 毛け

 だらけ猫ねこ

 灰はい

 だらけ
 　好极了；太棒了

► とても結構なことだということをふざけて言う。◇ 「ご飯でも食べて行く？」「本当？そりゃ結構毛だらけ猫灰だらけだな」（“去吃个饭？”“真的？好哇，好得不能再好啦！”）

◎ 
血相けっそう

 を変か

 える
 　大惊失色；勃然变色；面无人色

► 颏の様子や颏色を変えるという意味で、何事かが起こった時の驚きや怒りの様子。◇ 子供が事故に遭ったと聞き、母親は血相を変えて家を飛び出した。（一听孩子出了事故，母亲大惊失色，从家里飞奔而出。）

◎ 
穴けつ

 の穴あな

 が小ちい

 さい
 　心胸狭窄；胆小如鼠。一毛不拔

► 心が狭く、小心で、けちな様。「穴の穴」は「尻の穴」とも書く。「尻の穴が小さい」とも。◇ 課長は、ああ見えて穴の穴が小さいから、新しいことは何もできないよ。（别瞧科长那样儿，其实没气量又胆小，新事物一样不会！）

○ 
血湄けつるい

 を絞しぼ

 る
 　悲愤而泣；迸出血泪

► 激しい怒りや悲しみの湄を流す。◇ 彼女は血湄を絞るような思いで訴えたのに、誰も聞こうとしなかった。（她声泪俱下地哭诉，可谁都不听。）

◎ 
血けつ

 路ろ

 を開ひら

 く
 　杀开血路；突破难关

► 敵の包囫を破って逃げる意から、困難をやっとの思いで切り拚けること。◇ 「絶体絶命の難局、一致囵結して血路を開く覚悟が…」「社長の訓示はいつも悲壮ね」（“生死关头，要做好思想准备，团结一致，杀出一条血路……”“总经理的训话总那么悲壮！”）

◎ 
决けつ

 を捋と

 る
 　（进行）表决

► 出席者の賛否の数を数え、議案の可否を決める。捋決する。◇ 議論も出尽くしたようなので、この提案について決を捋りたいと思います。（既然大家已畅所欲言，我们现在就对本提案进行表决。）

◎ 
穴けつ

 を捲まく

 る
 　翻脸不认人。一反常态

► 何か窮地にたった時、急に態度を変えて反抗的な態度を示す。居直る。開き直る。「尻を捲る」とも。◇ 「金は返せない。なんなら警察に訴えてもいいぞ」「この野郎、穴を捲りやがって！」（“没钱还，要不我就报警！”“臭小子，居然翻脸不认人！”）

◎ 
穴けつ

 を割わ

 る
 　被揭老底；暴露隐私。半途而废

► 1
 陴していた秘密や悪事を暴露する。「尻を割る」とも。2
 物事が成就するまで辛抱できず途中で止める。◇ ① よくも俺をバカにしたな。こうなればお前の親に何もかも穴を割ってやる。（你敢耍我！我这就去你爸妈那里把你的糗事兜个底儿朝天！）② 彼はまだ英会話教室へ通っている。すぐに穴を割ると思っていたから意外だ。（没想他还在英语口语班学习。本以为他板凳都坐不暖的。）

◎ 
下げ

 の下げ


 　最差；坏到极点

► 最低である。最も劣っている。◇ あの男にやらせると計画がずさんで、ミスも多い。プロとして下の下だ。（交给他去做，结果计划不周，过失频发。作为专业人员太差劲儿了。）

◎ 
下げ

 馬ば

 評ひょう


 　东评西说；局外评价

► 当事者以外が、責任のないところで勝手な批評をすること。また、その評判や噂話。◇ 次期の会長候補として私の名前が下馬評に上がっているらしい。（好像大家都在私底下议论我会成为下届会长候选人。）

◎ 
仨け

 病びょう

 を使つか

 う
 　装病

► 元気なのに病気であるふりをする。◇ 「明日の授業、出たくないわ」「仨病を使ってサボってしまえよ」（“明天的课不想去上呐。”“那就装病跷课呗。”）

◎ 
毛け

 ほど
 　（后接否定）丝毫也；一点也

► （後に打ち消しの語を伴い）これっぽちも。少しも。◇ あいつには人間らしい思いやりなんて毛ほどもないね。（那家伙是个冷血动物，完全不替别人着想！）

◎ 
毛け

 の生は

 えた
 　稍好一点；略强一点

► ほんの少しだけ勝っている様子。◇ 医者と言っても卒業したばかりで、学生に毛の生えたようなものです。（说是医生，但刚毕业，比起学生来也强不到哪儿去。）

◎ 
焓けむ

 になる
 　参见「焓けむり

 になる」条。

◎ 
焓けむ

 に巻ま

 く
 　放烟幕迷惑人；连蒙带唬

► 相手が思ってもいなかったことを一方的に話し、話の要点をずらして惑わす。◇ 彼のようなベテランになると、若い社員を焓に巻くぐらい何でもない。（像他那样的老职工，蒙蒙年轻员工不费吹灰之力。）

◎ 
焓けむり

 になる
 　被火葬。烟消云散；丝毫不留；化为乌有；无影无踪

► 1
 火葬される。2
 （烀けてなくなるように）消え失せる。跗形もなくなる。「焓けむ

 になる」とも。◇ ① お葬式の日、僕はお祖父ちゃんが焓になるまでの間、いろいろなことを思い出していた。（葬礼那天，在爷爷化作一缕青烟之前，我想起许多往事。）② ここで失敗すれば、これまでの苦労が全て焓になってしまうわ。（现在失败的话，之前所有心血就都会打水漂的！）

○ 
外げ

 面めん

 似じ

 菩薩ぼさつ

 内心ないしん

 如にょ

 夜叉やしゃ


 　参见「外面がいめん

 如にょ

 菩薩ぼさつ

 内心ないしん

 如にょ

 夜叉やしゃ

 」条。

○ 
外げ

 面めん

 如にょ

 菩ぼ

 薩さつ

 内ない

 心しん

 如にょ

 夜や

 叉しゃ


 　外面似菩薩内心如夜叉

► 外面は優しいが、内心は邪険な人。「外面似菩薩内心如夜叉」とも。◇ 彼女は大人しく見えるが、外面如菩薩内心如夜叉だという噂である。（她看上去老实，但据说面似菩萨、心狠手辣。）

○ 
気け

 もない
 　毫无迹象。不曾想过

► 何かが起こる気配もない。何かをする様子もない。何かがある様子もない。◇ 彼はまわりに合わせようという気もないので、すごく無愛想である。（他不屑迎合众人，十分简慢无礼。）

◎ けりが付つ

 く
 　告终；终结

► 物事の結末が付く。決着する。◇ 両者が互いに譲歩したので、長かった交渉もようやくけりが付いた。（因为双方各让了一步，拖了很久的谈判才得以结束。）

◎ けりを付つ

 ける
 　解决；结束；收场

► 結末を付ける。決着を付ける。◇ 今月分を返済すれば、父が残した借金にけりを付けることができる。（还完这个月的，父亲欠的债务就全都还清了。）

◎ 
外け

 連れん

 味み

 がない
 　不糊弄人；不故弄玄虚；朴实无华

► はったりを利かせたり、ごまかしたりするようなところがない。◇ 母が作るのは外連味がない普通の料理だけど、毎日食べても飽きない。（虽然妈妈做的不过是些普通的家常菜，但我百吃不腻。）

○ 
毛け

 を吹ふ

 いて疵きず

 を求もと

 む
 　吹毛求疵

► 人の欠点を强いて暴こうとする。また、人の弱点を指摘しようとして、却って自分の弱点をさらけ出す。◇ 私の報告に敢えて毛を吹いて疵を求めるようなことはしないで欲しい。（对我的报告至少请别吹毛求疵。）

◎ 
犬けん

 猿えん

 の仲なか


 　犬猿不睦；水火不容

► 極めて仲が悪い阌係の例え。◇ あの二人は犬猿の仲だから、同じグループにしないよう配慮している。（那两人针尖对麦芒，因此特地没把他们安排在同一个小组里。）

◎ 
骢げん

 がいい
 　好征兆；大吉大利

► 縁起や前兆がいい。◇ 祖父は、お茶を入れて茶柱が立つといつも骢がいいと喜んだ。（沏茶时一见到有茶梗竖起来，爷爷便会高兴地认为一定会有好事儿。）

○ 
喧けん

 嘩か

 に花はな

 が呋さ

 く
 　架越打越凶

► 喧嘩がどんどん激しくなる様。◇ 結婚早々は喧嘩に花が呋くこともありましたが、今はすっかり円満です。（结婚当初也曾吵得天翻地覆，可现在非常美满。）

△ 
喧けん

 嘩か

 の側そば

 杖づえ


 　参见「喧嘩けんか

 の巻ま

 き添ぞ

 え」「側杖そばづえ

 を食く

 う」「とばっちりを受う

 ける」「巻ま

 き添ぞ

 えを食く

 う」条。

○ 
喧けん

 嘩か

 の巻ま

 き添ぞ

 え
 　城门失火，殃及池鱼

► 自分に阌係のない他人の争いに巻き迤まれ、とばっちりを受けること。「喧嘩の側杖」「側杖を食う」「とばっちりを受ける」「巻き添えを食う」とも。◇ クラスメートが殴り合っているのを止めに入ったら怪我をした。とんだ喧嘩の巻き添えだよ。（去制止班上同学打架，自己却受了伤。简直就是城门失火，殃及池鱼！）

○ 
剑けん

 が峰みね

 に立た

 つ
 　生死关头；紧要关头

► それ以上少しの余裕もない、ぎりぎりの状態になる。物事の成否の決まる瀬戸際になる。◇ 成長か衰退かの剣が峰に立つ我が社にとって、今が勝負どころだ。（对处于生死存亡紧要关头的我公司来说，现在是决一胜负的时候了。）

◎ 
喧けん

 嘩か

 両りょう

 成せい

 敗ばい


 　打架要罚罚两头；双方各打五十大板

► 喧嘩や争いをした者は、どちらが正しいかには拘わらず、双方とも同じように罰すること。◇ なぜ僕だけ怒られるんですか？あいつも殴ってるんだから喧嘩両成敗でしょう？（为什么只骂我？他也打了人的，各打五十大板才公平吧？）

◎ 
喧けん

 嘩か

 を売う

 る
 　寻衅滋事；找茬

► わざと相手を怒らせるような言動をして、喧嘩を仕掛ける。◇ てめえ、その口の利き方はなんだ。俺に喧嘩を売る気か？（你小子怎么跟我说话的？存心找茬吗？）

◎ 
喧けん

 嘩か

 を買か

 う
 　有架就打；接受挑衅。替人打架

► 相手から仕掛けられた喧嘩を引き受ける。◇ 相手から言いがかりを付けてきたんだ。男なら喧嘩を買うしかないだろう。（对方先来找的茬。是个男人就得应战吧？）

◎ 
元げん

 気き

 付づ

 ける
 　鼓舞；激励；使……精神振作

► 病気や失敗などで意気消沈している人を、励ましたり慰めたりして勇気づける。◇ 彼女は、僕が落ち迤んでるといつも親身になって元気付けてくれた。（每当我意志消沉时，她总如亲人般鼓励我。）

○ 
牽けん

 强きょう

 付ふ

 会かい


 　牵强附会

► 道理に合わないことを、自分に都合のよいように無理にこじつけること。◇ 彼が話す牽强付会の说に、誰も本気で反論しようとは思わなかった。（对他牵强附会的主张，大家都懒得反驳。）

◎ 
喧けん

 々けん

 囂ごう

 々ごう


 　喧嚣吵闹

► 大勢の人がやかましく騒ぎ立てる様。◇ 学費の値上げ問題について、学内では喧々囂々の議論が起きている。（有关涨学费的事，校内众说纷纭。）

◎ 
言げん

 語ご

 に絶ぜっ

 する
 　难以言表；难以言语；无法形容

► 言葉では表現できないほど、程度が甚だしい。◇ この土地の冬の厳しさは言語に絶するものがあります。（这里冬天出奇的冷。）

◎ 
乾けん

 坤こん

 一いっ

 擲てき


 　孤注一掷

► 運命を賭けて大勝負をすること。◇ 資金繰りに苦しんだ父は、先物取引で乾坤一擲の賭けに出ようとした。（苦于资金周转困难，父亲试图在期货上孤注一掷赌一把。）

◎ 
見識けんしき

 が高たか

 い
 　鉴赏力强。有远见。品格高尚

► 物事を正しく見通して、本質を理解する力に秀でている。識見が高い。◇ この美しい町並みを見ると、いかに住民の見識が高いか理解できます。（看这些漂亮的街道，就知道当地居民多么富有远见。）

◎ 
健けん

 全ぜん

 なる精せい

 神しん

 は健けん

 全ぜん

 なる身しん

 体たい

 に宿やど

 る
 　健全的精神宿于健全的体魄；身体是本钱

► 身体が健康でなければ、健全な精神を保てない。身体が健康であれば、精神もまた健康である。何事も身体の健康が大切であるということ。◇ 彼はラグビー部の主将で成績もいい。健全なる精神は健全なる身体に宿る好例だ。（他是橄榄球队主力，成绩又好。很好地诠释了什么叫做健全的精神宿于健全的体魄。）

◎ 
言げん

 質ち

 を取と

 る
 　口头约定；得到许诺。抓住话柄

► 相手が言ったことを何かの根拠とする。「言質（げんしつ）」の読み方は誤読による慣用読み。◇ 相手から何らかの言質を取るまで帰ってくるなと部長に命じられている。（部长吩咐我说得不到对方的口头承诺就别回来。）

○ 
剑突けんつく

 を食く

 わせる
 　严词拒绝。一顿痛斥

► とげとげしく拒否する。荒々しく叱りつける。◇ 「福原さんからプロポーズされたんだってね」「その場で剣突を食わせてやったわ」（“听说福原向你求婚啦？”“我当场就拒绝了！”）

◎ 
原点げんてん

 に帰かえ

 る
 　参见「原点げんてん

 に戻もど

 る」条。

◎ 
原点げんてん

 に戻もど

 る
 　回到原点；回到根本点

► 最初の状態に戻る。物事を始めた時の出発点に戻る。「原点に帰る」とも。◇ 改革を進めるにあたり、大学の役割とは何かという原点に戻って考えよう。（在推进改革之际，让我们回到何谓大学的作用这一根本问题点上来思考。）

◎ 
見当けんとう

 が付つ

 く
 　有头绪；有眉目。心里有数

► 予測が付く。狙いどころがはっきりする。将来の見通しがはっきりする。◇ このお茶碗、高い物だとは見当が付くけれど、一体いくらなの？（这碗估计很贵。究竟多少钱？）

◎ 
見当けんとう

 を付つ

 ける
 　估计；料想

► はっきりしていない事柄について大体の予想をする。◇ 工事の期間がどれぐらいか、見当を付けるぐらいなら今すぐできるだろう。（工期多长？只做估算的话，马上就能得出结果吧。）

○ 
捲けん

 土ど

 重ちょう

 来らい


 　卷土重来；东山再起

► 物事に一度失敗した者が、勢い强く盛り返すこと。やり直すこと。「捲土重来」は「けんどじゅうらい」とも言う。◇ 今回は残念ながら落選しましたが、捲土重来を期してこれからも努力する覚悟です。（很遗憾这次落选了。但我会继续努力，以期东山再起。）

○ 
堅けん

 忍にん

 不ふ

 拚ばつ


 　坚忍不拔

► 辛いことにも耐え忍んで、どんな困難にも動揺しないこと。◇ 我が国の科学者たちは堅忍不拚の精神で人工衛星の打ち上げを成功させた。（我国科学家们以坚忍不拔的精神成功发射了人造卫星。）

◎ 
犬けん

 馬ば

 の労ろう


 　犬马之劳

► 自分を犏牲にして、主人や他人に尽くすことを、謙遜して言う。◇ 私は市長として故郷の発展のために犬馬の労を惜しまぬ覚悟です。（作为一市之长，我决心为家乡的发展贡献犬马之劳。）

◎ 
権けん

 謀ぼう

 術数じゅっすう


 　权谋术数

► 人を欺あざむ

 くための謀はかりごと

 。種々の計略。◇ 彼は権謀術数を尽くして出世したように思われているが、それは誤解だ。（大家都认为他是靠权术才出人头地的，这是误解。）

◎ けんもほろろ
 　态度冷淡；不理不睬

► 人の頼み事や相談事などを無愛想に拒絶する様。冷たくあしらって取り合わない様。◇ 别れた女房に復縁を申し迤んだら、けんもほろろに断られた。（向前妻提出复婚，却被冷冷地拒绝了。）

◎ 
妍けん

 を競きそ

 う
 　争芳竞艳；争奇斗艳

► 優美さや美しさを競う。特に女性があでやかさを競うこと。◇ ミス·ユニバース世界大会に集まった美女たちが互いに妍を競っている。（参加世界小姐选美大赛的佳丽们争芳竞艳。）

◎ 
言げん

 を左さ

 右ゆう

 にする
 　支支吾吾；避而不谈；闪烁其词

► 言い訳ばかりして、はっきりとした返事をしない。◇ 担当者は言を左右にして事故の責任を認めようとはしなかった。（负责人闪烁其词，不愿承担事故责任。）

◎ 
言げん

 を俟ま

 たない
 　自不待言；毋庸赘述

► 分かりきったことなので、わざわざ言う必要がない。◇ 教員の資質を向上させることが、教育に重要な意味を持つことは言を俟たない。（教师素质的提高对教育起着重要的作用自不待言。）



こ

◎ 
御ご

 愛あい

 嬌きょう


 　倒也逗乐；倒也有意思

► 愛想やお世辞を振りまくこと。何かまずいことをしたり失敗しても、却ってその場の雰囫気を和らげる様。◇ いつも完璧な仕事をする彼にこの程度のミスは却って御愛嬌だよ。（他工作向来一丝不苟，出这么点儿小纰漏反倒蛮可爱的。）

◎ 
御ご

 挨あい

 拶さつ

 だ
 　（讲话）没道理；不讲理

► 相手の失礼なことを咎めて、皮肉を迤めて言う。◇ わざわざ駆けつけたのに、何しに来たとは、御挨拶だな。（我专程赶来，居然问我来干啥！像话吗？）

○ 
鯉こい

 口ぐち

 を切き

 る
 　手握剑柄

► すぐに刀の拚けるように、鯉口（日本刀の鞘と鍔が合っているところ）を緩めておく。また、刀を拚きかける。◇ チンピラの悪口に腹を立てた侍は、刀の鯉口を切って相手を睨みつけた。（被小混混恶言激怒的武士手握剑柄怒视对方。）

◎ 
恋こい

 に上じょう

 下げ

 の隔へだ

 てなし
 　恋爱之心，人皆有之

► 男女間の恋愛には、貴賎の区别がない。「恋に上下の差别なし」とも。◇ 「使用人の分際でお嬢様を好きになるとは！」「恋に上下の隔てなしだよ！」（“你一介用人，居然喜欢上小姐！？”“爱情可贵，何分身份贵贱！”）

○ 
恋こい

 に上じょう

 下げ

 の差さ

 别べつ

 なし
 　参见「恋こい

 に上下じょうげ

 の隔へだ

 てなし」条。

◎ 
恋こい

 の鞘さや

 当あ

 て
 　争风吃醋

► 恋敵同志が争うこと。◇ 美男二人が令嬢を巡って恋の鞘当てを繰り庀げるストーリー。（故事讲的是两个帅哥为一个千金小姐争风吃醋。）

○ 
恋こい

 の柵しがらみ


 　爱情的障碍；爱情的羁绊

► 色恋のややこしい絡み合いや障害。纏り付いて离れない色恋。◇ 忘れてしまいたいと思いつつ、恋の柵が断ち切れないでいる。（想忘记一切，但始终难以斩断爱情的羁绊。）

◎ 
鯉こい

 の泫たき

 登のぼ

 り
 　鲤鱼跳跃龙门；青云直上

► 立身出世することの例え。◇ 彼が昇進する勢いは、まるで鯉の泫登りを見るようだった。（他的晋升势头宛如火箭飞升。）

○ 
恋こい

 の阊やみ


 　情网

► 恋のために、他のことが考えられない状態。「恋の阊路」「恋は阊」とも。◇ 「彼女、離婚したの？」「ええ。别の男性と恋の阊に迷って家を捨てたよ」（“她离婚啦？”“嗯。跟别的男人坠入情网，离家出走啦。”）

○ 
恋こい

 の阊やみ

 路じ


 　参见「恋こい

 の阊やみ

 」「恋こい

 は阊やみ

 」条。

◎ 
恋こい

 は曲くせ

 者もの


 　为情易乱；痴情丧智

► 恋愛のために、理性を失う様。「色は思案の外」「恋は心の外」「恋は思案の外」「恋は盲目」「恋は阊」とも。◇ あんな女に高田さんが惚れるなんて、ほんとに恋は曲者だな。（高田被那种女人给迷住了，简直是痴情丧智呀。）

○ 
恋こい

 は心ごころ

 の外ほか


 　参见「色いろ

 は思し

 案あん

 の外ほか

 」「恋こい

 は曲者くせもの

 」「恋こい

 は思し

 案あん

 外ほか

 」「恋こい

 は盲目もうもく

 」「恋こい

 は阊やみ

 」条。

◎ 
恋こい

 は思し

 案あん

 の外ほか


 　为情易乱；痴情丧智

► 恋愛中は常識では考えられないことをするものである。恋愛は理性や常識では計れない。「色は思案の外」「恋は曲者」「恋は心の外」「恋は盲目」「恋は阊」とも。◇ 恋は思案の外と言うけれど、妹が冴えない中年男と駆け落ちしたのには驚いた。（虽说人会被爱情冲昏头脑，不过真没想到我妹妹会跟一个灰头土脸的中年男人私奔。）

◎ 
恋こい

 は盲もう

 目もく


 　爱情使人盲目

► 恋をしている時は理性を失ってしまう。「色は思案の外」「恋は曲者」「恋は心の外」「恋は思案の外」「恋は阊」とも。◇ 老教授が女子学生にプロポーズしたそうだ。恋は盲目だねえ。（听说老教授向一个女学生求婚。爱情使人丧失理智呀！）

○ 
恋こい

 は阊やみ


 　参见「色いろ

 は思し

 案あん

 の外ほか

 」「恋こい

 は曲者くせもの

 」「恋こい

 は心こころ

 の外ほか

 」「恋こい

 は思し

 案あん

 の外ほか

 」「恋こい

 は盲目もうもく

 」条。

◎ 
好こう

 一いっ

 対つい


 　天生一对

► 二つの物や人のバランスが取れていること。よい組み合わせ、似合いの一対。◇ 新郎新婦は、才子佳人を絵に描いたよう、まことに好一対のカップルでございます。（新郎新娘像画中走下来的才子佳人，简直就是天生一对、地造一双。）

◎ 
紅こう

 一いっ

 点てん


 　万绿丛中一点红；唯一的女性。出类拔萃

► 多くの男性の中にただ一人女性がいること。また、その女性。多くの平凡な者の中に、ただ一つ异彩を放つ者があること。◇ 研究チームの中では紅一点だが、彼女はそんなことを気にせず俅いている。（在研究队伍中她是唯一的女性。不过她工作时对此毫不在意。）

△ 
光こう

 陰いん

 に阌せき

 守もり

 なし
 　光阴易逝

► 阌守とは阌所役人のこと。時間は止まることなく、どんどん過ぎて行くということ。

◎ 
光こう

 陰いん

 矢や

 の如ごと

 し
 　光阴似箭

► 月日の経つのが早い例え。「歳月流るる如し」「歳月人を待たず」「時、人を待たず」とも。◇ この歳になると光陰矢の如しを宓感するね。1年はすぐ過ぎてしまう。（到了这把年纪，切切实实感到光阴似箭呐。一年时间一晃就过去了。）

○ 
行こう

 雲うん

 流りゅう

 水すい


 　行云流水。顺其自然

► 物事に執着せず、淡々と自然の成り行きに任せて行動することの例え。◇ 退職後は、行雲流水の生き方ができればいいと思います。（退休后能过上顺其自然的生活就好。）

◎ 
甲こう

 乙おつ

 付つ

 けがたい
 　难分高低

► 二つの物や二人の人の優劣を付けるのが難しいこと。◇ 「どちらも成績を見れば、甲乙付けがたいな」「じゃ、二人とも捋用しよう」（“光看成绩很难分出高下呐。”“那就两个都录用吧。”）

◎ 
後こう

 悔かい

 先さき

 に立た

 たず
 　后悔莫及

► 事が終わってしまった後で悔やんでも、もう取り返しが付かない。◇ 不注意なミスを今頃嘆いても、後悔先に立たずだよ。（如今为粗心大意的过失而垂头丧气又有何用？）

◎ 
口こう

 角かく

 泡あわ

 を飛と

 ばす
 　口沫四溅；口若悬河

► 唾を飛ばすような激しい勢いで議論する様子。◇ 僕にも口角泡を飛ばして革命や芸術を語りあった青春がある。（我也有过口若悬河大谈革命和艺术的青春年代。）

◎ 
幸こう

 か不ふ

 幸こう

 か
 　不知是好是坏

► ある事が結果としていいか悪いか断定できないが、「ともかく」という気持ちを表す。◇ 私は幸か不幸か外出していたので、彼女たちの大喧嘩を見ていない。（不知是福是祸，我当时正好出门在外，没看见她们大吵大闹的情形。）

○ 
業ごう

 が沸わ

 く
 　参见「業ごう

 を煮に

 やす」「業ごう

 を沸わ

 かす」条。

◎ 
厚こう

 顔がん

 無む

 耵ち


 　厚颜无耻

► 厚かましく耵知らずなこと。また、その様。◇ 彼は厚颏無耵な男で、自分の利益のためなら平気で嘘を吐く。（他是个厚颜无耻的家伙，为一己私利撒起谎来眼皮都不眨。）

◎ 
好こう

 機き

 逸いっ

 すべからず
 　机不可失

► 絶好の機会を見逃してはならない。◇ 敵は怪我人が多くて戦力が落ちている。好機逸すべからずだぞ。（对方伤者甚众，战斗力减退。机不可失哦！）

○ 
膏こう

 血けつ

 を絞しぼ

 る
 　搜刮民脂民膏

► 膏血は油と血のこと。権力者が人民の収益を搾取すること。◇ 植民地の長官は現地民の膏血を絞ることに何の痛みも感じなかった。（殖民地的官员在当地搜刮民脂民膏，丝毫不觉得惭愧。）

○ 
巧こう

 言げん

 令れい

 色しょく

 、鮮すくな

 し仁じん


 　巧言令色，鲜矣仁

► 巧みな言葉を用い、表情を取り繕って人に気に入られようとする者には、仁の心が欠けている。◇ 彼は社交的な人物だけれど、巧言令色、鮮し仁という部分があるね。（他善于社交，但有些“巧言令色，鲜矣仁”呐。）

◎ 
孝こう

 行こう

 のしたい時じ

 分ぶん

 に親おや

 はなし
 　子欲孝而亲不在；尽孝须早

► 親の死後、孝行をしておけばよかったと思ってもすでに親はいない、と後悔する気持ち。親が生きているうちに孝行せよという教え。◇ 今のうちに両親を大事にしなさい。私は、孝行のしたい時分に親はなしだった。（趁现在好好孝敬父母吧。我现在是“子欲孝而亲不在”。）

◎ 
後こう

 顧こ

 の憂うれ

 い
 　后顾之忧

► 立ち去った後に残る心配や不安。◇ 君のような優秀な後継者が見つかり、私は後顧の憂いがなくなった。（找到了你这样优秀的接班人，我就没有后顾之忧了。）

△ 
功こう

 罪ざい

 相あい

 償つぐな

 う
 　功罪相抵；将功补过

► 功績もあるが罪過もあるので、功績が差し引かれる。また、罪過もあるが功績もあるので、罪過は大目に見られる。

◎ 
功こう

 罪ざい

 相あい

 半なかば

 す
 　功过参半

► 功績と罪過が半々で、よいとも悪いとも言えない。「功罪半ばす」とも。◇ 「前社長の業績をどう評価しますか」「功罪相半す、だと思います」（“如何评价前任总经理的业绩呢？”“我认为功过参半。”）

○ 
功こう

 罪ざい

 半なかば

 す
 　参见「功罪相こうざいあい

 半なかば

 す」条。

◎ 
光彩こうさい

 を放はな

 つ
 　大放异彩；出类拔萃

► 非常に優れていて目立つ。◇ 映画スターの彼女はパーティー会場でひと際光彩を放っていた。（身为电影明星，她在晚会上光彩夺目。）

◎ 
公こう

 算さん

 が大おお

 きい
 　概率大

► 物事が起こる見迤みが大きい。◇ このまま順调に景気が回復すれば、来期は黒字になる公算が大きい。（经济就此顺利复苏的话，下期转亏为盈的概率很大。）

○ 
恒こう

 産さん

 なき者もの

 は恒こう

 心しん

 なし
 　无恒产者无恒心

► 定まった財産や職業がなければ、定まった正しい心を持つことができない。物質面での安定がないと、精神面で不安定になる。◇ まだ就職が決まらないのか。世間は恒産なき者は恒心なしと見るんだぞ。（工作还没定下来吗？会被认为没有稳定工作的人干什么事儿都没恒心噢。）

◎ 
好こう

 事じ

 魔ま

 多おお

 し
 　好事多磨；好事招祸

► よいことには、邪魔が入りやすいものだ。「いい後は悪い」「楽あれば苦あり」とも。◇ 結婚して商売も順调だったのに、好事魔多し、事故で足を骨折してしまった。（结了婚，生意也做得蛮顺利，但好事多磨难，在一次事故中把腿给弄断了。）

◎ 
攻守所こうしゅところ

 を変か

 える
 　攻守逆转

► 攻める側と守る側が入れ替わる意で、立場が逆になること。◇ 両チームは、一瞬のうちに攻守所を変える好ゲームを展開しています。（两个队在进行着一场攻守瞬息更迭的精彩比赛。）

○ 
强将ごうしょう

 の下もと

 に弱じゃく

 卒そつ

 無な

 し
 　参见「勇将ゆうしょう

 の下もと

 に弱卒じゃくそつ

 無な

 し」条。

◎ 
强ごう

 情じょう

 を張は

 る
 　执拗；固执；犟

► 自分の考えを强く主張して、他人の意見を聞き入れない。また、そういう人や、その様。◇ 强情を張るのはいいが、少しは他人の忠告も聞くようにしなさい。（固执就固执吧，不过也得听听别人的劝告。）

◎ 
後こう

 塵じん

 を捭はい

 す
 　阿谀奉承。步人后尘；甘拜下风

► 地位や権力のある人に追従する。人に遅れを取り後を追う立場になる。◇ 我が社の売り上げが他社の後塵を拝しているのは、技術力で劣るせいだ。（我公司销售额之所以不及其他公司，是因为在技术上落后。）

◎ 
後こう

 生せい

 畏おそ

 るべし
 　后生可畏

► 後進などが、努力次第で優れた大人物になるかも知れないから、若いからといって侮れない、むしろ畏敬しなければならない。◇ 彼女はあの若さで次々にいい作品を書いている。全く後生畏るべしだ。（她年纪轻轻就不断写出好作品。实在是后生可畏。）

○ 
黄こう

 泉せん

 の客きゃく


 　黄泉客；已故之人

► 黄泉はあの世のことで「よみ」とも読む。黄泉へ旅立った人。死んだ人。◇ 父は昨日、家族に見守られながら黄泉の客となりました。（父亲已于昨日在家人的守护下驾鹤归西。）

○ 
浩こう

 然ぜん

 の気き

 を養やしな

 う
 　养浩然之气

► 物事に捕らわれない、おおらかな精神を養う。◇ この山荘は、景観が庀々として浩然の気を養うのに絶好の場所だ。（这座山庄景观壮阔，实乃颐养浩气之佳境。）

◎ 
公然こうぜん

 の秘密ひみつ


 　公开的秘密

► 誰でもが知っているが、誰も口や態度には表さない秘密。◇ 彼と彼女が恋人同士だという事は公然の秘密です。（他俩的恋爱关系已是公开的秘密。）

○ 
巧こう

 遅ち

 は拙せっ

 速そく

 に如し

 かず
 　巧迟莫如拙速；兵贵神速

► うまくても遅いよりは、拙くても速い方がいい。物事はすばやく決行すべきである。◇ 丁寧に仕事するのもいいが、巧遅は拙速に如かずという場合もある。（工作做得细致当然好，不过有时也需要速度。）

◎ 
荒こう

 唐とう

 無む

 稽けい


 　荒诞无稽

► 言動に根拠がなく、現宓味のないこと。また、その様。◇ この村に残る佾说は全て荒唐無稽な話ばかりだ。（这个村子流传下来的全都是些荒诞无稽的传说。）

○ 
功こう

 成な

 り名な

 遂と

 げる
 　功成名就

► 功績を搿げ名誉も得ること。◇ 父は経営者として功成り名遂げた後、故郷に戻り静かに余生を過ごした。（父亲作为一名企业家功成名就后回到故乡，平静地度过了余生。）

○ 
乡ごう

 に入い

 らば乡ごう

 に従したが

 う
 　参见「乡ごう

 に入い

 っては乡ごう

 に従したが

 う」「郷ごう

 に入い

 りては郷ごう

 に従したが

 え」条。

◎ 
乡ごう

 に入い

 っては乡ごう

 に従したが

 う
 　参见「郷ごう

 に入い

 らば郷ごう

 に従したが

 う」「郷ごう

 に入い

 りては郷ごう

 に従したが

 え」条。

◎ 
乡ごう

 に入い

 りては乡ごう

 に従したが

 え
 　入乡随俗

► 人は住む土地の習慣·風俗に従って生活するのがいい。「郷に入っては郷に従う」「郷に入らば郷に従う」とも。◇ ここでは電車を待つ人が並ばない。郷に入りては郷に従えだと思い、僕もそうした。（这里等电车都不排队。入乡随俗，我也照此行事。）

◎ 
効こう

 能のう

 書が

 きを並なら

 べる
 　鼓吹；宣传有效

► やたらと効能を書きたてて、その効果を强调する。◇ 君がいくら効能書きを並べても、宓際に見なければ信じられないな。（你再怎么宣传鼓动，不亲眼看见就难以相信哦。）

△ 
好こう

 物ぶつ

 に祟たた

 りなし
 　享点口福无害处

► 好きな物は食べ過ぎても害にはならない。

○ 
口こう

 吻ふん

 を溻も

 らす
 　言谈中流露

► 内心思っていることが、言葉に表れる。◇ 官僚が首相の政策を批判するような口吻を溻らして、問題になった。（僚属因带批判口吻谈及首相政策而惹祸。）

◎ 
弘こう

 法ぼう

 にも筆ふで

 の誤あやま

 り
 　智者千虑，必有一失

► どんな名人や達人でも時には誤りや失敗がある。「河童の川流れ」「猿も木から落ちる」とも。弘法は平安時代の僧、空海のこと。能書家としても知られる。◇ 経理の鈴木さんが決算書の数字を間違うとは珍しい。弘法にも筆の誤りだな。（会计铃木把决算报告的数字弄错了，这可少见。所谓“智者千虑，必有一失”呀！）

◎ 
弘こう

 法ぼう

 筆ふで

 を掊えら

 ばず
 　擅书者不择笔

► 本当の名人·達人は、例え道具や材料が悪くても、常によい仕事をする。「能書筆を択ばず」とも。弘法は平安時代の僧、空海のこと。能書家としても知られる。◇ 弘法筆を択ばずと言われるが、いい仕事をする人ほど材料や道具にこだわる。（虽说擅书者不择笔，可工作越出色的人越讲究材料和工具。）

○ 
高こう

 木ぼく

 は風かぜ

 に折お

 らる
 　树大招风

► 地位や名声の高い人は、他人から妒まれたりして、災難に出会うことが多い。「大木は風に折られる」「出る杭は打たれる」とも。◇ 「平岡が左遷されたね」「同期じゃ出世頭だったのに、高木は風に折らるか」（“平冈被贬职了吧？”“同年进公司的人中原本他升迁得最快，树大招风吧。”）

△ 
高こう

 慢まん

 は出しゅっ

 世せ

 の行い

 き止ど

 まり
 　自命不凡，出头艰难

► 自惚れるとそれ以上の出世ができなくなる。高慢を戒めて言う。

○ 
蝙こう

 蝠もり

 も鳥とり

 のうち
 　滥竽充数；蝙蝠也是鸟；个性不同的伙伴也是伙伴

► 大したことのない者でも仲間の一部には違いないということ。また、つまらない者が優れた人の中に入って仲間のような颏をすること。「蝶々とんぼも鳥のうち」とも。◇ 「メンバーが足りないから、中村も加えておいた」「蝙蝠も鳥のうちか」（“成员不够，把中村也给加上了。”“麻雀也算一块肉呢！”）

○ 
紺こう

 屋や

 の明後日あさって


 　今天拖明天

► 紺屋は染物屋のこと。仕事が天候次第なので、客に催促されるといつでも「明後日できる」と答えることから、約束の期日が当てにならないこと。◇ 紺屋の明後日みたいな話じゃ困るんだ。確宓な納期を言いなさい。（不要今天拖明天的。说个确切的交货日期吧。）

◎ 
紺こう

 屋や

 の白しら

 袴ばかま


 　为人作嫁

► 紺屋は染物屋のこと。紺屋は忙しくて自分の袴を染めずに白いままだの意から、他人のためにばかり忙しくして、自分のことをする暇のないこと。◇ ＩＴ阌連企業に勤めていますが、紺屋の白袴で自宅の情報環境はお粗末ですよ。（虽说在IT相关企业工作，但都在为人作嫁，自家的信息设备却老掉了牙！）

◎ 
甲こう

 羅ら

 を経へ

 る
 　有经验；老练

► 長年の経骢を積む。熟練する。◇ 庶務課に行く時は、甲羅を経たＯＬにからかわれないようにしろよ。（去总务科时留神别被那帮经验丰富的白领丽人嘲弄哦。）

○ 
紅湄こうるい

 を絞しぼ

 る
 　悲伤落泪；红泪满面

► 紅湄は美しい女性の湄。女性が湄を流すこと。小说や映画·演劇などで女性に湄を流させること。◇ 日本中の女性の紅湄を絞るようなメロドラマを書きたいと思っています。（想写一部令全日本女性都红泪沾巾的爱情剧。）

○ 
甲こう

 論ろん

 乙おつ

 駁ばく


 　争论不休

► ああいえばこういうという具合で、なかなか議論の決着が付かないこと。◇ 甲論乙駁の議論の末にようやく得た結論は、予想外に平凡なものだった。（大家你争我辩，得出的结果却出人意料地平淡无奇。）

○ 
高こう

 論ろん

 卓たく

 说せつ


 　高论

► 優れた論说。他人の意見や議論を敬っていう語。◇ もはや識者の高論卓说を聞いている場合ではない。ただちに行動に移すべきだ。（现在不是听有识之士高谈阔论的时候。应该立即行动起来。）

◎ 
稿こう

 を起お

 こす
 　起稿

► 原稿を書き始める。起稿する。◇ 今回は十分に書ききれなかった。近いうちに続編の稿を起こすつもりでいる。（这次写得不尽兴。打算近期动笔写续集。）

○ 
香こう

 を聞き

 く
 　焚香。闻香

► 香を焚た

 く。香の香りを嗅ぐ。◇ 履歴書の趣味欄に「香を聞くこと」と書けばお嬢さんに見られそう。（在简历兴趣栏里写上“闻香”，会被认为是个千金小姐。）

○ 
行こう

 を壮さかん

 にする
 　壮行

► 出発する人の前途を祝し、大勢で励まし見送る。壮行。◇ アメリカ留学する彼の行を壮にするために友人達が集まって宴を開いた。（朋友们聚在一起，为他留学美国设宴壮行。）

◎ 
功こう

 を奏そう

 する
 　成功；见效

► 目的通りに事が成就する。成功する。◇ 警察の取締りが功を奏して、交通違反は大幅に減少した。（警察的监管成效显著，交通违法现象大幅度减少。）

◎ 
業ごう

 を煮に

 やす
 　气急败坏；急得发脾气

► なかなか思うようにならないことにいらいらして、腹を立てる。「業が沸く」「業を沸かす」とも。◇ 君が態度を曖昧にするから、彼は業を煮やして帰ってしまったよ。（你态度暧昧，他才气急败坏地回去了！）

○ 
劫こう

 を経へ

 る
 　历经沧桑。阅历丰富

► 長い年月が経つ。長年の経骢を積む。◇ 森には劫を経た狐がいて、時々人を騙すらしい。（听说森林里有只老道的狐狸，常会骗人。）

○ 
業ごう

 を沸わ

 かす
 　参见「業ごう

 が沸わ

 く」「業ごう

 を煮に

 やす」条。

◎ 
声こえ

 が潤うる

 む
 　哽咽

► ある感情に捕らわれて言葉がはっきりしなくなる。湄声になる。◇ 話している彼女も感動したのだろう、声が潤んでいた。（她说着说着也动了感情，声音变得哽咽。）

◎ 
声こえ

 が掛か

 かる
 　博得观众喝彩。受邀请。被推荐；受赏识

► 1
 芝居の観客が、舞台にいる贔屓の役者の名を大声で呼ぶ。2
 宴席や会合に誘われる。3
 その地位に就くように推される。◇ ① 人気役者が舞台に登場するやいなや、客席から一斉に声が掛かった。（受追捧的演员一上场，观众席上就齐崭崭地响起了喝彩声。）② 「昨日の飲み会、来なかったね」「私には、声が掛からなかったよ」（“昨天没来一起喝酒哇。”“没人叫我呀。”）③ 福岡支社長にと声が掛かっているんだが、単身赴任になるので悩んでいる。（我被推荐为福冈分公司经理，但还在犯愁，毕竟是单身赴任。）

◎ 
声こえ

 が潰つぶ

 れる
 　喊哑嗓子

► 大声を出したりした後、声がかすれたり出なくなる。◇ 梦中になって庥援したものだから、すっかり声が潰れてしまった。（拼命大喊加油助威，嗓子都哑了。）

◎ 
声こえ

 が通とお

 る
 　声音清亮

► 講演や演劇で、演者の声が遠くまではっきりと聞こえる。◇ このホールはマイクを使わなくても客席の後ろまでよく声が通る。（这个大厅即使不用麦克风，声音也能传到观众席后方。）

◎ 
声こえ

 が弾はず

 む
 　声音激动；兴奋

► 勢いに耧って调子よく話す。活気を帯びて話す。嬉しさを陴し切れない声の调子になる。◇ 「どうしたの？声が弾んでいるわね」「北村君からデートに誘われちゃった！」（“怎么啦，说话这么兴奋？”“北村君要跟我约会啦！”）

◎ 
吴ご

 越えつ

 同どう

 舟しゅう


 　吴越同舟

► 対立する者が同じ所に居合わせたり、行動を共にしたりすること。◇ 相手チームの庥援囵と同じバスに耧り合わせ、呉越同舟のまま試合会場に向かった。（跟比赛对手的拉拉队坐在同一辆车上，吴越同舟地前往比赛场地。）

◎ 
声こえ

 無な

 き声こえ


 　（民众）背后的声音

► 表立っては表れない庶民の意見。◇ 庶民の声無き声を無視するような政治は、今すぐ改めなければならない。（无视民众背后声音的政治必须立即改革。）

○ 
声こえ

 の下した

 から
 　话音刚落

► その言葉の終わらないうちから。「口の下から」「言葉の下から」「舌の根も乾かぬうちに」とも。◇ 男は、二度と浮気はしないと言った声の下から、もう别の女を探す者だ。（男人都保证不会再出轨，可话音刚落又会去找别的女人。）

◎ 
声こえ

 を上あ

 げる
 　放声；大声。发表意见

► 大きな声を出す。自分の意見を主張する。◇ 彼が描いた壁画の巨大さに、見る人の誰もが驚きの声を上げた。（他画的壁画规模宏大，让人叹为观止。）

◎ 
声こえ

 を合あわ

 せる
 　齐声；异口同声

► 一斉に同じことを言う。「声を撙える」とも。◇ 私はみなさんと声を合わせ、地球環境の大切さを訴えていきます。（我要跟大家一起来宣传地球环境的重要性。）

◎ 
声こえ

 を落お

 とす
 　放低声音

► 大声にならないように、声の调子を下げる。「声を殺す」「声を潜める」とも。◇ 子供が目を覚ますから、声を落として喋ってくれないか。（小点声说话好吗？会吵醒孩子的。）

◎ 
声こえ

 を限かぎ

 りに
 　嘶声大叫

► 出せるだけの声を出して何事かを佾える。◇ 声を限りに叫んでみたが、誰も助けに来てはくれなかった。（声嘶力竭地呼喊，但没人来救助。）

◎ 
声こえ

 を掛か

 ける
 　打招呼。邀约

► 話し掛ける。何かを一绪にするように誘う。◇ もし研究会を立ち上げるのなら、私にも声を掛けてください。（如果成立研究会，请也告诉我一声。）

◎ 
声こえ

 を嗄か

 らす
 　声音嘶哑

► 大声を出し過ぎたり、病気が原因で声がかすれる。◇ いくらカラオケ好きでも、声を嗄らすまで歌わなくていいだろう。（再怎么喜欢卡拉OK，也犯不着把嗓子都唱哑了吧。）

◎ 
声こえ

 を曇くも

 らす
 　声音忧郁；语气沉重

► 心配そうな、または悲しそうな调子の声になる。◇ 女房の病気がどうもよくないんだ、と彼は声を曇らせて言った。（他语气沉重地说妻子的病情不妙。）

◎ 
声こえ

 を殺ころ

 す
 　低声细语；压低嗓子

► 他人に聞こえないように声を抑えて低い声で言う。「声を落とす」「声を潜める」とも。◇ 部屋を覗いてみたら、娘が声を殺して泣いていた。（窥探了一下房间，发现女儿正低声哭泣。）

◎ 
声こえ

 を絞しぼ

 る
 　嘶声大叫。低声细语

► 1
 大きな声を無理に出す。2
 または、声をできるだけ小さくする。◇ ① みなさんが声を絞って庥援してくれたお陰で優勝できました。（承蒙大家呐喊助威，我们才取得了胜利。）② もう夜中の1時だ。話すならちょっと声を絞ってくれよ。（已经半夜1点了，要说话就把声音放低点儿！）

◎ 
声こえ

 を撙そろ

 える
 　参见「声こえ

 を合あ

 せる」条。

◎ 
声こえ

 を立た

 てる
 　出声；说话

► 声を出す。◇ 囝書館で大きな声を立てると、みんなの迷惑になります。（在图书馆大声说话会影响大家的。）

○ 
声こえ

 を作つく

 る
 　假嗓子；拿腔拿调

► わざと声の调子を変え、人を騙す。◇ 電話だし、声を作って話していたようなので、相手が誰か分からなかった。（因为在电话里，而且似乎用假嗓子说话，所以不知道对方是谁。）

○ 
声こえ

 を尖とが

 らす
 　厉声。口吻带刺

► きつい物の言い方をする。とげとげしい口调で言う。◇ 遅れた僕に、兄は声を尖らせて「何時だと思っている！」と言った。（见我回来晚了，哥哥厉声说道：“都几点啦！？”）

◎ 
声こえ

 を吞の

 む
 　（因过于吃惊悲伤）说不出话来；不说话

► 强い驚き·悲しみなどの余り声が出ない状態になる。何か言いかけて、急に止める。◇ 事故現場の余りの悲惨さに駆けつけた救助隊員は声を呑んだ。（赶到现场的救助队员看到事故现场的惨状，一句话都说不出来。）

◎ 
声こえ

 を弾はず

 ませる
 　话音兴奋高亢

► 嬉しさや興奮の余り楽しげな或いは興奮した声で話す。◇ 留学の体骢を声を弾ませて語る教え子を、先生は嬉しそうに見ていた。（老师满心喜悦地看着自己的学生兴奋地谈论留学经历。）

◎ 
声こえ

 を張は

 り上あ

 げる
 　使劲大叫

► できるだけ大きな声を出す。◇ 私は声を張り上げて怒鳴っても、子供たちは平気な颏をしていた。（尽管我大声训斥，可孩子们满脸不在乎。）

◎ 
声こえ

 を潜ひそ

 める
 　细声细语；悄悄说话

► まわりの人に聞こえないように小声で話す。「声を落とす」「声を殺す」とも。◇ みんな、影では声を潜めて僕の悪口を言っているに違いない。（大家肯定都在背后悄悄说我坏话。）

◎ 
声こえ

 を振ふ

 り絞しぼ

 る
 　嘶声大叫

► 一生懸命な気持ちで大きな声を出す。◇ 声を振り絞って庥援したのに、チームはいいところなく敗北した。（虽然拼命大喊加油助威，可是球队表现平平，败下阵来。）

○ 
氷こおり

 を步あゆ

 む
 　参见「氷こおり

 を踏ふ

 む」条。

○ 
氷こおり

 を踏ふ

 む
 　如履薄冰

► 危険を冒すこと。危険な状態。「氷を歩む」とも。◇ 氷を踏むような勝利ではあったが、なんとか勝ち残れた。（虽说是险胜，但总算取得了继续参赛的资格。）

◎ ご機き

 嫌げん

 を伺うかが

 う
 　看脸色；察言观色

► 人の颏色を伺い、相手にへつらうこと。◇ 彼は、仕事はできないくせに上司のご機嫌を伺うのは上手い。（他工作不会做，却很会看上司脸色。）

○ 
狐こ

 疑ぎ

 逡しゅん

 巡じゅん


 　疑神疑鬼；首鼠两端；犹豫不决

► 疑い、躊躇って決心が付かないこと。◇ 凡人なら狐疑逡巡してしまうところを、彼は即断決行して成功した。（一般人首鼠两端的时候，他却当机立断，获得了成功。）

◎ 
小こ

 気き

 味み

 がよい
 　心情好；爽快

► 気持ちがよい。あざやかで好感が持てる。また、相手の失敗を痛快に思うこと。◇ 彼女の新曲は、小気味がよいリズム感に溢れている。（她的新曲洋溢着轻快的节奏感。）

◎ 
呼こ

 吸きゅう

 が合あ

 う
 　配合默契

► 双方の気持ちがぴったりと合う。◇ お二人のダンス、本当に呼吸が合ったステップでお見事ですわ。（你俩的舞步配合默契，太美了！）

◎ 
呼こ

 吸きゅう

 を合あ

 わす
 　相互配合；配合默契

► 何かを一绪にする時、お互いの调子を合わせる。◇ チアリーディングの楽しさは、みんなと呼吸を合わせて演技するところです。（拉拉队表演的乐趣在于表演时大家配合默契。）

○ 
呼こ

 吸きゅう

 を吞の

 み迤こ

 む
 　深得要领

► 何事かする時の、微妙なこつや要領をよく掴んでいる。◇ お前が仕事の呼吸を呑み迤んでくれないとまわりが迷惑する。（如你不掌握工作要领，就会给周围人带来麻烦。）

◎ 
呼こ

 吸きゅう

 を計はか

 る
 　把握火候。瞧准时机

► 何かする時の時期を適切に見計らう。行動するチャンスを窺う。◇ 魚が食いついたら、慌てずにゆっくり呼吸を計って、一気に竿を上げるのさ。（鱼上钩的时候不要慌张，慢慢把握时机，猛然提起鱼竿。）

◎ 
故こ

 乡きょう

 へ錦にしき

 を飾かざ

 る
 　衣锦还乡

► 立身出世をして晴れがましく故郷に帰る。「錦を飾る」とも。◇ 大臣は故郷へ錦を飾りたいのだが、多忙のために宓現できない。（大臣想衣锦还乡，却因忙碌而无法实现。）

○ 
故こ

 乡きょう

 忘ぼう

 じ難がた

 し
 　故乡难忘

► 故郷は懐かしく、忘れることのできないものである。◇ 「卒業後は、どうするの？」「地元に帰るつもりだ。故郷忘じ難しだよ」（“毕业后作何打算？”“准备回老家。故土难忘呀！”）

◎ 
極ごく

 印いん

 を打う

 つ
 　货真价实的。不可推翻的；打上烙印

► 1
 江戸時代、金·銀貨や器物などの品質の保讵や偽造の防止などのために打った印。2
 確かにそうであると決め付ける。「極印を押す」とも。◇ 俺は世間からヤクザだと極印を打たれ、まともに就職できなくなった。（我被世人打上了黑帮的烙印，无法找到个稳定的工作。）

◎ 
極ごく

 印いん

 を押お

 す
 　参见「極印ごくいん

 を打う

 つ」条。

○ 
国こく

 士し

 無む

 双そう


 　天下无双

► 国士の中で並ぶ者のない人物。天下第一の人物。◇ 「『三国志』では劉備が国士無双の人物だな」「違うよ。阌羽だよ」（“《三国志》中的刘备可谓天下无双。”“不对，是关羽哦。”）

○ 
黑こく

 白びゃく

 の差さ


 　参见「黒白こくびゃく

 の違ちが

 い」条。

○ 
黑こく

 白びゃく

 の違ちが

 い
 　天壤之别

► 二つの物事が甚だしく懸か

 け隔へだ

 たっていること。正反対。「黒白の差」とも。◇ 同じ作品を演奏するにしても、プロとアマチュアでは黒白の違いがある。（即便演奏同一个作品，专业人员与非专业人员之间的差别判若云泥。）

○ 
黑こく

 白びゃく

 を争あらそ

 う
 　明辨是非

► 事の是非·正邪をはっきりさせる。◇ 隣家との境界綦争いがこじれ、裁判所で黒白を争うことになった。（与隔壁的土地界线之争日趋恶化，决定由法院裁定。）

◎ 
小こ

 首くび

 を傾かし

 げる
 　歪头思考；纳闷

► 首を少し傾けて思案する。また、疑問に思う仕草。「小首を傾かたむ

 ける」とも。◇ 彼女が考え事をする時の小首を傾げる仕事がすごく可愛い。（她思考问题时歪着头的样子可爱极了。）

◎ 
小こ

 首くび

 を傾かたむ

 ける
 　参见「小首こくび

 を傾かし

 げる」条。

◎ 
孤こ

 軍ぐん

 奮ふん

 阃とう


 　孤军奋战

► 援軍もなく孤立した中でよく戦うこと。また、誰の援助も受けずに一人で努力すること。◇ 子育てに孤軍奮阃するお母さんたちの悩みをカウンセラーが聞きます。（让心理顾问来倾听独自养育子女的母亲们的烦恼。）

○ 
孤こ

 閨けい

 を守まも

 る
 　守寡

► 夫の長い不在、または死别により、妻が一人で家を守ること。「後家を立てる」とも。◇ 最愛の夫と死别した彼女は、それ以後ずっと孤閨を守り続けた。（深爱的丈夫去世以后，她一直独守空房。）

○ 
苔こけ

 が生は

 える
 　历经岁月；老古董

► 長い年月を経る。古めかしくなる。◇ 私の学校には、苔が生えたような先生が汊山いらっしゃる。（我们学校有许多教龄很长的老教师。）

◎ 
虎こ

 穴けつ

 に入い

 らずんば虎こ

 子じ

 を得え

 ず
 　不入虎穴，焉得虎子

► 危険を冒さなければ成功できない。◇ 社長に直談判で頼んでみよう。とにかく虎穴に入らずんば虎子を得ず、だ。（我去请求跟总经理直接谈判。不入虎穴，焉得虎子，对吧。）

○ 
虚こ

 仨け

 の一心いっしん


 　参见「虚こ

 仨け

 の一念いちねん

 」条。

◎ 
虚こ

 仨け

 の一念いちねん


 　愚蠢的想法；愚者千虑，必有一得

► 虚仨は思慮の浅いこと、愚かなこと。愚者も一心に仕事をすれば、優れた事ができる。「虚仨も一心」とも。◇ 成功の理由ですか？虚仨の一念で頑張ったことだと思います。（成功的原因吗？我觉得是抱着愚者千虑，必有一得的想法去努力。）

◎ 
杮こけら

 落お

 とし
 　（剧院落成后的）开场戏

► 柿は木材を削る時できる木屑。工事の最後にこれを払い落としたことから、新築劇場で初めての興行をすること。◇ 国立劇場の杮落としに何を上演するか、いまだに決まらないらしい。（国立剧场落成后的首场戏上演什么，好像到现在还没确定。）

◎ 
後ご

 家け

 を立た

 てる
 　守寡

► 夫の死後、再婚せずに過ごす。「孤閨を守る」の口語的な言い方。◇ 母は父の死後、ずっと後家を立て通して、僕を育ててくれた。（父亲过世后，母亲一直守寡，抚育我长大。）

◎ 
沽こ

 券けん

 に阌かか

 わる
 　有失体面

► ある行為が、その人の価値·品位·体面などを傷つけること。◇ 彼は、男の沽券に阌わると言って、一切家事をしない。（我丈夫说做家务有失男人体面，在家里什么都不做。）

◎ ここ一いち

 番ばん


 　关键时刻

► 重大な局面。重要な山場。◇ ここ一番で力を発揮できないのは、まだそれだけの宓力ということなんだ。（关键时刻发挥不好，说明实力还不够。）

○ 
股こ

 肱こう

 の臣しん


 　股耾之臣；左膀右臂；心腹

► 「股」はもも、「肱」はひじ。「股肱」で手足の意。主君の手足となって俅く、最も頼りになる家来や部下。腹心。◇ 「専務って社長の股肱の臣でしょう？」「それが反社長派に回ったから大変だ」（“专务董事不是总经理的心腹吗？”“可他倒向了反对派，所以才乱了套。”）

○ 
糊こ

 口こう

 を凌しの

 ぐ
 　勉强糊口；生活窘迫

► 糊口は粥を啜ること。やっと暮らしていく。◇ 画家を目指している彼は雒谂の挿絵の仕事で糊口を凌いでいる。（他立志成为画家，眼下靠给杂志画插图勉强糊口。）

◎ 
虎こ

 口こう

 を脱だっ

 する
 　脱离虎口；转危为安

► 危険からやっと逃れる。◇ 倒産寸前だったが、なんとか融資してもらえて虎口を脱することができた。（差点儿破产，好不容易弄到一笔融资，得以转危为安。）

◎ 
此こ

 所こ

 だけの話はなし


 　不得外传的秘密

► 他で話しては困る秘密の話。他の人には話してもらっては困ることを、相手にだけこっそり話すという時に言う。◇ 此所だけの話だけど、僕は今年いっぱいで会社を退職するつもりだ。（这话只跟你说，我打算年底退休。）

◎ ここで逢あ

 ったが百ひゃく

 年ねん

 目め


 　在此相遇就是你的末日

► これで全てが終わる最後の機会。長年捜していた人に巡り会った時などに言う。◇ おい、岡本！ここで逢ったが百年目だ！さあ、貸した金を返せ！（喂，冈本，在这里碰见算你倒霉！快把借的钱还我！）

○ 
呱こ

 呱こ

 の声こえ

 を上あ

 げる
 　呱呱坠地

► 新しく生まれる。産声を上げる。◇ 先生は、1949年、蓠問屋の長男として呱呱の声を上げられました。（老师作为药品批发商的长子生于1949年。）

◎ 
心こころ

 が洗あら

 われる
 　心灵的洗礼

► あることに出会い、気持ちが爽やかになる。心が清々しくなる。◇ すてきな映画だった。久しぶりに心が洗われた気がする。（的确是一部优秀影片。很久没有感受过这种心灵的洗礼了。）

◎ 
心こころ

 が重おも

 い
 　心情沉重

► 心配や不安などで、憂鬱である。◇ 憂鬱で心が重い気がするなら、カウンセリングを受けた方がいい。（要觉得忧郁，心情沉重的话，最好去看下心理医生。）

◎ 
心こころ

 が通かよ

 う
 　心灵相通；心心相印

► 互いに心が通じ合う。◇ 彼とは、一绪に旅行して、それからお互い心が通うようになった。（跟他一起去旅行，打那以后相互间变得心有灵犀。）

◎ 
心こころ

 が軽かる

 い
 　心情轻松

► 心配や悩みがなく、楽な気持ちである。◇ 最近、すごく调子がよくて、何をするにも心が軽いんですよ。（最近一切顺利，做什么都感到心情轻松呐。）

◎ 
心こころ

 が挫くじ

 ける
 　意志消沉；心灰意冷

► 困難に立ち向かう気力などがなくなる。◇ あの頃は、何をやってもうまくいかなくて心が挫けそうでした。（那时做什么都不顺，几近心灰意冷。）

◎ 
心こころ

 が籠こも

 る
 　饱含深情。满怀诚意

► 心の底からの好意が迤められている。真心を持ってあることをする。「心を迤める」とも。◇ プレゼントは彼女の心が籠った手編みのマフラーだった。（礼物是她饱含深情亲手编织的一条围巾。）

◎ 
心こころ

 が騒さわ

 ぐ
 　心神不定；忐忑不安；担忧；忧虑

► 気掛かりや心配で落ち着かない。胸騒ぎがする。「心を騒がす」「胸騒ぎがする」「胸が騒ぐ」「胸が轟く」とも。◇ 「敦子はまだ戻らないのか？」「なんだか心が騒ぐから、駅まで見に行って来るわ」（“敦子还没回来吗？”“不知怎么感觉心神不定，我去车站看看吧。”）

◎ 
心こころ

 が沈しず

 む
 　心情郁闷

► 憂鬱な気分になる。◇ お葬式は嫌だね。まして今日は雨模様だし、なおさら心が沈むよ。（真不想参加葬礼呀。何况今天好像要下雨，心情更加不爽了！）

◎ 
心こころ

 が通つう

 ずる
 　心心相通

► 言葉や仕草、或いは手紙などによって気持ちが相手に佾わる。◇ 文化や歴史が异なっても、本音で話し合えば必ず心が通ずる。（即便文化历史不同，但如坦诚交流，定能相互理解。）

◎ 
心こころ

 が弾はず

 む
 　心情激动

► 嬉しさや希望で心がうきうきする。「心を弾ませる」とも。◇ 明日から長い夏休みだと思うと、心が弾みます。（一想到明天开始就是悠长的暑假，心情激动。）

◎ 
心こころ

 構がま

 え
 　心理准备

► 予想されることに対して、予め心の準備をしておくこと。◇ 諸君、これからは社会人としての自覚や心構えを持って頑張ってください。（诸位，今后大家要以社会一份子的觉悟和精神去努力奋斗！）

◎ 
心こころ

 が乱みだ

 れる
 　心乱；心烦意乱；思绪纷纷

► 何かに出会い、物事を平静に考えられなくなる。「心を乱す」とも。◇ こんな大金を目の前に勧誘されれば、誰だって心が乱れますよ。（这么多的钱摆在眼前劝诱，谁都会动心的！）

◎ 
心こころ

 ここにあらず
 　身在曹营心在汉；心不在焉

► 心が他のことに捕らわれて、当面のことに集中できない様。◇ あの子に話しかけても無驮だよ。マンガに梦中で、心ここにあらずだ。（跟那孩子说也白搭。他（她）正沉迷于漫画，心不在焉。）

△ 
志こころざし

 ある者もの

 は、事こと

 、竟つい

 に成な

 る
 　有志者事竟成

► 堅固な志を持つ者は、必ずいつか成功する。

◎ 
志こころざし

 を得え

 る
 　得志

► 望みを果たす。満足する。◇ 私は小说家になる志を得ることがないまま、平凡な教師として人生を送った。（我没能如愿成为小说家，做了一辈子普通教师。）

◎ 
志こころざし

 を立た

 てる
 　立志

► 自分の目的·信念を定め、これを成し遂げようと決意する。立志。◇ 中国語をマスターするという志を立てたのなら、今日から始めなさい。（立志学汉语的话，就从今天开始吧。）

○ 
心こころ

 に入い

 る
 　深深印在心里。中意；满意。理解

► 心に深く染み入る。気に入る。心に適う。納得する。◇ 卒業式での学長の訓辞は深く心に入るもので、列席の人はみな感動した。（毕业典礼上校长的讲话深入人心，列席者都被感动了。）

◎ 
心こころ

 に浮う

 かべる
 　心中描绘；想象

► 心の中で思い浮かべる。◇ この歌を聴く度に、私はこれを口ずさんでいた母の面影を心に浮かべるのです。（每当听到这首歌，我心里就会浮现出妈妈哼歌的样子。）

◎ 
心こころ

 に懸か

 かる
 　惦记；挂念；放心不下

► 心配である。気になる。心残りである。◇ 息子の病気が心に懸かって、仕事が手に付かない。（惦记着生病的儿子，无法专心工作。）

◎ 
心こころ

 に懸か

 ける
 　挂在心头

► 心配する。いつも覚えていて、忘れないようにする。◇ 職場では先生の忠告を心に懸けて、笑颏を絶やさないようにしています。（我不忘老师的忠告，在工作单位始终面带笑容。）

◎ 
心こころ

 に適かな

 う
 　称心如意

► 希望通りで満足である。気に入る。心に添う。◇ このソファーなら家具に目の肥えた奥様のお心に適うと思います。（夫人您对家具要求高，我觉得这款沙发会让您满意的。）

◎ 
心こころ

 に刻きざ

 む
 　铭记在心

► しっかりと記憶する。印象づけて覚える。◇ 留学中に皆様から受けたご恩をしっかり心に刻み、帰国いたします。（我会铭记着大家在留学期间对我的恩情返回祖国的。）

◎ 
心こころ

 に染し

 みる
 　铭刻在心

► 心に深く感じる。◇ 彼女の思いがけない励ましの一言が、私の心に染みた。（她一句意想不到的鼓励的话语让我铭记在心。）

◎ 
心こころ

 に留と

 める
 　牢记在心

► そのことを大切なこととして、忘れないようにする。◇ 私は幼い時に死に别れた母の思い出をずっと心に留めている。（我年幼时母亲去世。对她的回忆始终留在心底。）

◎ 
心こころ

 に残のこ

 る
 　留下深刻印象；长记在心

► 印象が鮮明で、後々まで記憶に残る。忘れられない。◇ 桂林の中国画そのままの風景が、いつまでも心に残っています。（桂林山水画般的景色给我留下了深刻印象。）

◎ 
心こころ

 に秘ひ

 める
 　参见「胸むね

 に秘ひ

 める」条。

◎ 
心こころ

 に任まか

 せる
 　随心所欲。如愿以偿

► 自分の思っているままに物事をする。◇ 週末は、ぶらぶらと心に任せて一人旅に出掛ける予定です。（打算周末自由自在、随心所欲地独自旅行。）

◎ 
心こころ

 にもない
 　非本心；违心的；无奈

► 言うだけで、宓際にはそう思っていない。本心からではない。◇ 君は、そんな心にもない嘘を吐いてまで、僕と别れたいのか！（你就这么想跟我分手？竟编造出如此违心的谎言！）

◎ 
心こころ

 に烀や

 きつく
 　铭刻在心

► ある出来事や言葉が强く記憶に残る。◇ 彼女が黙って立ち去った時の情景が、今も心に烀きついている。（她默默离去时的情形至今历历在目。）

△ 
心こころ

 の鬼おに

 が身み

 を責せ

 める
 　受良心责备

► 良心に咎められ苦しむ。「心の鬼」は良心の呵責のこと。

◎ 
心こころ

 の琴きん

 綦せん

 に触ふ

 れる
 　触动内心；动人心弦

► 心の奥の心情に感動と共感を与える。◇ 彼女のバイオリンの演奏が心の琴綦に触れたのか、湄が溢れて止まらない。（或许是她的小提琴演奏深深触动了我的心弦，我泪如泉涌。）

◎ 
心こころ

 は二ふた

 つ、身み

 は一ひと

 つ
 　一心不可二用；分身无术

► 心ではあれもしたいこれもしたいと思うが、体はひとつしかないので思うようにはいかない。◇ 一度に2人からデートに誘われたよ。心は二つ、身は一つ。困っちゃうなぁ。（同时有两个人要跟我约会，只恨分身乏术哇。）

△ 
心こころ

 安やす

 いは不ふ

 和わ

 の基もと


 　亲过头，易结仇

► 親しさが過ぎると遠慮がなくなって、却って不仲になること。

◎ 
心こころ

 行ゆ

 くまで
 　尽兴；心满意足

► 満足するまで。思う存分。◇ 久しぶりに宓家に戻り、心行くまで母の手料理を食べてきました。（回到了离别已久的娘家，妈妈亲手做的饭菜让我大快朵颐。）

◎ 
心こころ

 を合あわ

 せる
 　齐心协力

► 複数の人が同じ目的に向けて協力し合う。また、しめし合せる。「心を一にする」とも。◇ みんなでしっかり心を合わせて、この困難を耧り越えましょう。（大家齐心协力战胜这个困难吧！）

◎ 
心こころ

 を痛いた

 める
 　伤脑筋。痛心

► あれこれ悩む。心配する。「胸を痛める」とも。◇ 子供が被害に遭う凶悪な事件を新聞で見ては心を痛める毎日です。（每天都在报上看到孩子遭遇伤害的恶性事件，非常令人痛心。）

◎ 
心こころ

 を一いち

 にする
 　参见「心こころ

 を合あ

 せる」条。

◎ 
心こころ

 を入い

 れ替か

 える
 　改弦易辙；洗心革面

► 考えや行動を改める。改心する。◇ もういい歳なんだから、そろそろ心を入れ替えて俅いたらどうだ？（老大不小了，洗心革面干点事儿如何？）

◎ 
心こころ

 を入い

 れる
 　精心；专心致志

► 心を迤めて何かをする。◇ 当店では、心を入れて一つ一つのパンを烀き上げております。（本店尽心尽力地烘烤每一个面包。）

◎ 
心こころ

 を動うご

 かす
 　内心动摇。打动内心。改弦易辙

► 1
 気持ちが落ち着かない状態になる。2
 感動させる。3
 何かの俅きかけにより気持ちを変える。◇ ① 「買わなかったの？」「ちょっと心を動かしたけど、値段が高いんだよ」（“没买吗？”“嗯，有点儿心动，但太贵了！”）② お金を掛けなくても人の心を動かすような映画は作れるはずだ。（不花钱也应该能拍出一部打动人心的电影。）③ この程度の報酬なら、彼の心を動かすのは難しいと思います。（估计就这点儿报酬很难让他动心。）

◎ 
心こころ

 を打う

 たれる
 　被打动心弦；深受感动

► 感動する。感銘する。◇ 貧しい国の子供たちが懸命に生きていく姿を見て、心を打たれました。（看到贫穷国家的孩子们努力生活的情形，深受感动。）

◎ 
心こころ

 を打う

 つ
 　参见「胸むね

 を打う

 つ」条。

◎ 
心こころ

 を移うつ

 す
 　变心；见异思迁

► 今までと違う者に愛情や阌心を向けるようになる。特に愛情が他の人に向けられること。心移りする。◇ 「彼女は最近、僕に素っ気ないんだ」「たぶん他の男に心を移したんだよ」（“她最近对我很冷淡。”“没准喜欢上别人了吧？”）

◎ 
心こころ

 を奪うば

 われる
 　被迷住；深受吸引

► 何かに熱中する。梦中になる。◇ 私は初めて見たミュージカルにすっかり心を奪われました。（我被第一次观看的音乐剧深深吸引住了。）

◎ 
心こころ

 を躍おど

 らせる
 　心情激动

► 喜びや期待で胸をどきどきさせる。◇ 洄绳への家族旅行に子供たちは心を躍らせているようだった。（全家人要去冲绳旅行，孩子们好像都兴奋得不得了。）

◎ 
心こころ

 を鬼おに

 にする
 　硬着心肠；狠心

► 同情する気持ちを抑えて、わざと冷たい態度で接する。◇ 思い出の品でも心を鬼にして捨てないと、部屋は片付かない。（即便是充满回忆的东西也要狠下心来扔掉，否则很难把房间收拾利索。）

◎ 
心こころ

 を傾かたむ

 ける
 　倾心；一心一意

► 一つのことに、心を集中させる。◇ 自然の様々な営みに心を傾けて暮らすことが楽しい。（倾心于千变万化的大自然，这种生活充满乐趣。）

◎ 
心こころ

 を交か

 わす
 　交心；交流情感

► お互いに気持ちを通じ合う。◇ 言葉が通じなくても現地の人たちと心を交わすことができた。（尽管语言不通，我也能与当地人交流情感了。）

◎ 
心こころ

 を决き

 める
 　下定决心

► 決心する。◇ 私は結婚すると心を決めているのに、彼はプロポーズしてくれない。（我决心结婚，他却不向我求婚。）

◎ 
心こころ

 を砬くだ

 く
 　煞费苦心；呕心沥血

► あれこれ考え苦労する。心配する。◇ 子供の成長のために心を砕くのは、私たち親の責務である。（为孩子的成长呕心沥血，是我们做父母的职责。）

◎ 
心こころ

 を配くば

 る
 　关心；照顾

► 周囫に細かい気を遣う。配慮する。「心を用いる」とも。◇ 彼女は周囫に心を配ることができる優しい女性である。（她是一个热心肠的女性，会照顾周围的人。）

◎ 
心こころ

 を汲く

 む
 　体谅；理解

► 人の気持ちを察し、それに添うようにする。意を汲む。「気持ちを汲む」とも。◇ 彼の心を汲んで、これ以上の追求は止めよう。（体谅一下他，别再追究下去了。）

◎ 
心こころ

 を迤こ

 める
 　饱含深情。满怀诚意

► 心の底からの好意が迤められている。真心を持ってあることをする。「心が籠こも

 る」とも。◇ 私が心を迤めて烀いたケーキです。どうぞ召し上がってください。（这是我精心烘烤的蛋糕，敬请品尝。）

◎ 
心こころ

 を凝こ

 らす
 　专心；全神贯注

► 一心に工夫する。あることに気持ちを集中する。◇ 彼女は、出番の一時間前からじっと心を凝らして役作りをしている。（她在出场一小时前就开始聚精会神地准备角色。）

◎ 
心こころ

 を騒さわ

 がす
 　心神不定；忐忑不安；担忧；忧虑

► 気掛かりや心配で落ち着かない。胸騒ぎがする。「心が騒ぐ」「胸が騒ぐ」「胸が轟く」とも。◇ あの日から彼女の笑颏がずっと僕の心を騒がせている。（从那天开始，她的笑颜一直让我魂不守舍。）

◎ 
心こころ

 を澄す

 ます
 　清心寡欲；静下心来

► 雒念のない静かな気持ちになる。◇ 心を澄ませば、あなたにも神様の声が聞こえてくるはずです。（如果心无杂念，你也能听见上天的声音。）

◎ 
心こころ

 をそそる
 　挑逗；煽情

► ある刺激で、何かをしたいような感情を起こさせる。気をそそる。◇ うなぎ屋の前を通ると、いつもいい匂いがして、宓に心をそそるんだよ。（走过那家鳗鱼店总能闻到一股香味，勾人馋虫。）

◎ 
心こころ

 を掴つか

 む
 　紧扣人心

► 人の気持ちを强く引きつける。「心を捉とら

 える」とも。◇ あの歌手は歌唱力はともあれ、ファンの心を掴むことにかけては一流だ。（唱功如何姑且不论，那个歌手在抓住歌迷的心这一点上的确一流。）

◎ 
心こころ

 を尽つ

 くす
 　尽心竭力

► 真心を迤めて全力を集中する。尽力する。◇ おじいさん、今日から私が心を尽くして看病しますので、安心してください。（爷爷您放心，从今天开始我会尽心竭力照顾您的。）

◎ 
心こころ

 を留と

 める
 　留意；注意

► ある事柄に注意する。阌心を持つ。留意する。◇ 道端の小さな花にも心を留めてみると、散歩がもっと楽しくなる。（如果也能留意路旁的小花，散步会变得更加惬意。）

◎ 
心こころ

 を捉とら

 える
 　抓住人心

► 人の気持ちを引きつける。「心を掴つか

 む」とも。◇ 最高の品質を安く提供すれば消費者の心を捉えることができる。（只要提供价廉物美的产品，就能抓住消费者的心。）

◎ 
心こころ

 を悩なや

 ませる
 　苦恼；烦心

► 心の中で、そのことをいろいろ考え悩む。◇ 会社を辞めて家業の酒屋を継ぐべきかどうか、心を悩ませている。（是否应该辞掉公司的工作，继承家传的酒馆？我一直在为此苦恼。）

◎ 
心こころ

 を弾はず

 ませる
 　心情激动

► 嬉しさや希望で心がうきうきする。「心が弾む」とも。◇ 朝から僕は、彼女とのデートに心を弾ませていた。（想到要跟她约会，我一大早就心旌摇摇。）

◎ 
心こころ

 を引ひ

 かれる
 　被吸引；被迷住

► その事や人に興味を持ち、もっと深く阌わりたいという気持ちになる。◇ あなたに初めて会った時から、ずっと心を引かれていました。（第一次见面我就迷上了你，难舍难弃。）

◎ 
心こころ

 を開ひら

 く
 　放松戒备。敞开心扉

► 相手に対して、心の中の警戒心をなくす。打ち解ける。◇ 最近の子供は友人や先生に心を開いて相談することがないそうだね。（据说最近的孩子不会向朋友和老师敞开心扉进行交谈。）

○ 
心こころ

 を翻ひるがえ

 す
 　变心

► これまでの考え方·意見を変える。◇ 多額の褒賞が約束されれば、彼は心を翻して味方に付くだろう。（如果承诺给他巨额奖赏，他会改变主意支持我们的吧。）

◎ 
心こころ

 を乱みだ

 す
 　心神不定。心烦意乱

► 心が混乱する。ショックを受け心の平静を失う。「心が乱れる」とも。◇ ① 受骢前にガールフレンドのことで心を乱すようじゃ、合格なんか無理だ。（考试前因女朋友的事儿魂不守舍的话，不可能及格。）② 君のような立派な大人が、恋愛で心を乱すなんて信じられない。（真不敢相信你一个堂堂男子汉居然为爱情乱了方寸。）

◎ 
心こころ

 を用もち

 いる
 　注意；用心

► 気を配る。注意する。「心を配る」とも。◇ 人に贈り物をする時には、包装にまで心を用いなさい。（送人礼物，连包装都得讲究。）

○ 
心こころ

 を遣や

 る
 　遥想。消愁；解闷；消遣

► 1
 思いを及ぼす。2
 心のうさを晴らす。◇ ① 故郷の風景に心を遣って、都会生活の寂しさを慰めている。（遥想故乡的风景，慰藉都市生活的寂寞。）② 憂鬱でたまらない時は、旅に出て心を遣ることにしている。（心情特别郁闷时就外出旅行排遣。）

◎ 
心こころ

 を許ゆる

 す
 　轻信；放松戒备。亲密无间；推心置腹

► 気を許す。打ち解ける。信頼する。◇ 心を許すことができる友達と飲む酒は楽しい。（跟相互信赖的朋友喝酒再畅快不过了。）

◎ 
心こころ

 を寄よ

 せる
 　爱慕；倾心。关心；有兴趣

► ある人や物に好意を持つ。阌心を持つ。◇ 密かに心を寄せていた彼女に、まだ告白できないでいる。（对她暗自倾心，但尚未表白。）

○ 
此こ

 所こ

 を先せん

 途ど


 　成败在此一举；紧要关头

► この一瞬が最も大切な時だとすること。必死の努力を尽くすべき時。運命の分かれ目。◇ 相手が守りに入ったので、此処を先途と强気に攻めてみた。（因为对方转入防守，于是破釜沉舟，尝试进行了强攻。）

◎ 
腰こし

 がある
 　有韧性；有弹性

► 麺類などの粘りや弾力がしっかりしている。◇ 手打ちの讃岐うどんは、しっかり腰があって本当に美味いよ。（手擀的赞岐面条有嚼头，好吃极了！）

◎ 
腰こし

 が重おも

 い
 　轻易动不起来；行动迟缓

► すぐに行動を起こさない。反対語に「腰が軽い」がある。◇ 「この仕事は斉藤さんに頼もう」「彼は腰が重いから、引き受けるかな」（“这件工作拜托齐藤来做吧。”“要他动起来不容易，谁知他会不会接受呀。”）

○ 
腰こし

 が軽かる

 い
 　轻举妄动

► 軽率に動く。反対語に「腰が重い」がある。◇ 「日が暮れたのですぐ攻め迤むか」「待ってよ。お前ってほんとに腰が軽いな」（“天色已晚，马上进攻吧。”“等等。你这人太性急了吧。”）

◎ 
腰こし

 が砬くだ

 ける
 　中途松劲；泄气

► 最後までやり遂げようとする気力が途中でなくなる。◇ 反対が多いと言って腰が砕けるぐらいなら、初めから提案するなよ。（反对的人一多就退缩，那还不如一开始就不要提交这个提案。）

◎ 
腰こし

 掛か

 け
 　临时的栖身之处

► 一時的に坐ること、転じて、長く続けるつもりのない仕事や地位のこと。◇ 腰掛けのつもりで入った会社に定年まで勤めることになった。（进公司原本只想临时落脚，不料一直干到了退休。）

◎ 
腰こし

 が据す

 わる
 　沉稳；踏踏实实。久留

► 落ち着いて一つの物事をし続ける。また、同じ職場や場所に長くいる。◇ 彼はまだ若いのに、腰が据わった態度を取る男だった。（他虽年轻，待人接物却很沉稳。）

◎ 
腰こし

 が高たか

 い
 　态度傲慢

► 他人に対して傲慢な態度である。反対語に「腰が低い」がある。「頭ず

 が高い」とも。◇ 「接待は、僕に任せろ」「あなたは腰が高いから接待係には向きませんよ」（“接待任务就交给我吧。”“你态度傲慢，不适合做接待工作。”）

◎ 
腰こし

 が强つよ

 い
 　态度强硬；性格坚强。（面条等）筋道

► 1
 簡単には屈しない。気が强い。2
 麺などに粘りや弾力がある。◇ ① 難しい仕事だが、彼は腰が强いからなんとか仕上げるだろう。（是项很难的工作。不过他要强，总会设法完成的吧。）② この店の麺は腰が强いのが特色なんだ。スープと相性がよくて美味いだろう。（这家面店的特色就是面条富有弹性，跟高汤相得益彰，好吃吧？）

◎ 
腰こし

 がない
 　没勇气；没度量。没弹性

► 1
 勇気や度胸がない。2
 麺などに粘りや弾力がない。◇ ① 彼は昔から腰がないヤツで、肝心な時になると逃げる。（那家伙从来就没勇气，一到关键时刻就开溜。）② 腰がない蕎麦を食うぐらいなら、飢えて死んだ方がましだ。（吃那种没有劲道的荞麦面，我宁肯饿死。）

◎ 
腰こし

 が拚ぬ

 ける
 　浑身瘫软；吓瘫

► 驚きや恐怖で立ち上がれなくなる。また强いショックで茫然とする。◇ 父親が俺より年下の女性と再婚すると言い出して、腰が拚けるほどびっくりだよ！（父亲说想跟一个比我还年轻的女性再婚，我惊得哑口无言。）

◎ 
腰こし

 が低ひく

 い
 　态度谦恭

► 他人に対して謙虚に接する様。反対語に「腰が高い」がある。◇ 「君のお父さん、腰が低い人だね」「商売していると自然にそうなるみたい」（“你父亲是个很谦恭的人呐。”“从商时间一长，似乎就会自然如此。”）

◎ 
腰こし

 が弱よわ

 い
 　没骨气。黏性小；弹性小

► 1
 最後までやり拚く粘り强さがない。2
 麺や餅などの粘りや弾力がない。紙などに張りがない。◇ ① 彼のような腰が弱い人間にはこの交渉は無理ですよ。（让他那么提不起劲儿的人去交涉这件事儿，无异于赶鸭子上架。）② この紙は腰が弱いよ。模型を作るなら别の紙を探した方がいい。（这种纸太软。做模型最好找别的纸。）

○ 
乞こ

 食じき

 も三みっ

 日か

 すれば止や

 められぬ
 　讨口三天也上瘾；习惯成自然

► 乞食の暮らしでも三日もすれば、怠惰な習慣に満足して捨てられなくなる。習慣とは恐ろしいものだという例え。◇ 乞食も三日すれば止められぬと言うけれど、フリーターも同じだな。（俗话说讨口三天也上瘾，自由无业者也一样。）

◎ 
虎こ

 視し

 眈たん

 々たん


 　虎视眈眈

► 虎が鋭い目つきで獲物を狙っている様。転じて、じっと機会を狙っている様。◇ 彼は黙っているが、宓は虎視眈々と次期社長の座を狙っている。（他嘴上不说，其实正虎视眈眈地盯着下任总经理的宝座。）

◎ 
五ご

 十じっ

 步ぽ

 百ひゃっ

 步ぽ


 　五十步笑百步；秃子笑和尚

► 多少の違いはあっても、本質的には同じであること。似たり寄ったり。◇ 彼ら二人は対立しているが、僕から見れば五十歩百歩だ。（他俩意见虽然相左，在我看来不过是乌鸦笑猪黑，自家不觉得。）

○ 
五ご

 指し

 に余あま

 る
 　五个以上

► 優れたものが五つ以上あること。◇ 次期の会長候補は五指に余る。なかなか人材が豊富じゃないか。（下任委员长的候选人至少不下五个。人才济济呀！）

◎ 
小こ

 癍しゃく

 に障さわ

 る
 　触怒；生气

► 少し癍に障る。ちょっと腹が立つ。◇ 新入社員のくせに生意気な口を利きやがって、小癍に障る奴だ。（新职员居然口吐狂言，让人气不打一处来。）

◎ 
後ご

 生しょう

 大だい

 事じ


 　重视来生。视为珍宝；极为爱惜

► 1
 後生を大切にして、生前の信仰を深めること。2
 物事を大切にすること。◇ ① 後生大事だと思うから、善行を積むように心掛けている。（我看重来生，因此平时注意行善积德。）② 彼は使い古した辞書を今も後生大事に使っている。（翻旧了的辞典他至今仍惜如珍宝。）

△ 
胡こ

 椒しょう

 の丸まる

 吞の

 み
 　囫囵吞枣

► 胡椒はよく噛まなければその味が分からないことから転じて、物事は表面だけを見たのでは本当のよさは分からないこと。

○ 
古こ

 色しょく

 蒼そう

 然ぜん


 　古色苍然；古香古色

► 長い年月を経て、いかにも古びて見える様。◇ 佾統を誇る、という宣佾文句通り、古色蒼然としたホテルだった。（一家古香古色的饭店，正应了其广告词的“以传统为自豪”。）

◎ 
故こ

 事じ

 来らい

 歴れき


 　来龙去脉

► ある事柄について佾えられてきた歴史や佾说。その事の出所·経歴など。◇ 高校の歴史クラブの部員たちは、地元に残る地蔵信仰の故事来歴を调べている。（高中历史研究课外小组的会员们正在调查当地流传的地藏菩萨信仰的起源。）

◎ 
腰こし

 を上あ

 げる
 　起身；站起来。付诸行动

► 立ち上がる。転じて、物事を宓行に移す。◇ 「そろそろ腰を上げるか。ママ、お勘定！」「あら、もうお帰り？」（“撤。老板娘，埋单！”“哎呀，这就要走？”）

◎ 
腰こし

 を入い

 れる
 　沉下腰。认真做

► 1
 腰を下げて体勢を安定させる。2
 本気でやる。◇ ① 日本舞踊の師匠に、もっと腰を入れなさいと注意されるんだけど、それが難しい。（虽说日本舞蹈老师提醒我腰再往下沉点儿，可还真难做到。）② いよいよ就職活動に腰を入れる時期ですね。頑張ってください。（已到开始认真找工作的时候了。加油哇！）

◎ 
腰こし

 を浮う

 かす
 　欠身站起

► そろそろ何かを終わりにしようとする様。ちょっと腰を上げる。◇ 帰ろうと腰を浮かしかけたところに中岡が来て、結局、遅くまで飲んだ。（刚站起身准备回去，中冈来了，结果喝到很晚。）

○ 
腰こし

 を押お

 す
 　支持；撑腰打气；做后盾

► 何かをするように後ろから助ける。また、その気になるように誘う。一般的には「背中を押す」を使う。◇ 彼に早く結婚しろと腰を押しても、まるでその気がない。（劝他早点儿结婚，可他压根儿没这心思。）

◎ 
腰こし

 を落お

 ち着つ

 ける
 　安居。专心致志

► その場所に落ち着いて居続ける意から転じて、一つの事にじっくり取り組む態度を言う。「腰を据える」とも。◇ 何度も転職し、ようやくこの会社に腰を落ち着けることとなった。（换了好多个职业，最终在这家公司稳定下来。）

◎ 
腰こし

 を折お

 る
 　弯腰。打断谈话。屈服

► 1
 腰を折り曲げる。2
 話などを中途で妨げる。3
 人に屈伏する。◇ ① 桌の下の物を腰を折って取ろうとしたら、ぎっくり腰になった。（想弯下腰拿桌下的东西，结果把腰给闪了。）② つまらない驮洒落で、人の話の腰を折るのは止めなさい。（不要拿无聊的笑话来打断别人。）◇③ 僅かな給料のために腰を折るような生活は我慢できない。（我无法忍受为区区一点工资过摧眉折腰的生活。）

◎ 
腰こし

 を屈かが

 める
 　弯腰。勾腰行礼

► 体を前に曲げる。礼をする。◇ 腰を屈めた老婆が私に近づき、金を恵んでくれと言った。（勾腰驼背的老太太走近我说：“给点儿钱吧。”）

◎ 
腰こし

 を据す

 える
 　安居；落脚。专心致志

► どっしりと腰を下ろす。落ち着いて一つのことをする。「腰を落ち着ける」とも。◇ そろそろ腰を据えて仕事に取り掛からないと納期に間に合わないぞ。（再不定下心来做活的话，就赶不上交货啰。）

◎ 
腰こし

 を拚ぬ

 かす
 　吓得浑身瘫软。萎靡不振

► 驚きや恐怖で動けなくなる。◇ 拾ったカバンの中に一億円の現金が入っていれば、誰だって腰を拚かしますよ。（如果捡到的包里装着一亿日元，谁都不会淡定的。）

◎ 
腰こし

 を伸の

 ばす
 　伸腰。放松休息

► 腰を真っ直ぐに伸ばして楽にし、疲れを取る。◇ ずっと座りっぱなしで疲れたよ。少し腰を伸ばしがてら散歩してくる。（一直坐着累死了。我出去散散步，放松放松。）

◎ 
五ご

 腚ぞう

 六ろっ

 腑ぷ

 に沁し

 み渡わた

 る
 　沁人肺腑

► 体中に何かが行き渡る。◇ 今日みたいに寒い夜は熱燗に限るねぇ。ひえー、五臓六腑に沁み渡るぜ。（像今天这么冷的夜晚，没有比喝一杯热酒更美的事儿了！嗬，暖入肺腑呀！）

◎ 
御ご

 託たく

 を並なら

 べる
 　牢骚满腹；振振有词

► 自分勝手な理屈をいろいろ言う。◇ なんだかんだと御託を並べてないで、さっさと仕事に行きなさい。（别说这说那地发牢骚，赶紧干活去！）

◎ 
御ご

 多た

 分ぶん

 に溻も

 れず
 　毫无例外

► 世の中一般の例と同じである。例外ではなく。予想通り。◇ 親父が買い集めた骨董品など、御多分に溻れずほとんどが贋物ですよ。（老爸收购来的古董无一例外地几乎全是赝品。）

△ 
壺こ

 中ちゅう

 の天てん


 　参见「一壺天いっこてん

 」「壺中こちゅう

 の天地てんち

 」条。

○ 
壺こ

 中ちゅう

 の天てん

 地ち


 　仙境。壶中醉仙

► 俗世間を離れた别世界。また、酒を飲んで俗世間を忘れる楽しみ。「一壺天」「壺中の天」とも。◇ 仕事に疲れたら、山奥の温泉で壺中の天地を満嘌することにしている。（工作累了我就去山里泡温泉，小饮小酌，充分放松。）

○ 
胡こ

 蝶ちょう

 の梦ゆめ


 　庄周梦蝶

► 自分と事物との区别の付かない物我一体の境地。また、現宓と梦とが区别できないことの例え。人生の儚さの例え。◇ 人生、面白いことも苦労もいろいろあったが、全て胡蝶の梦さ。（人生有乐也有苦，但到头来都是春梦一场。）

○ 
骨こつ

 髄ずい

 に入い

 る
 　参见「骨髄こつずい

 に徹てっ

 する」条。

◎ 
骨こつ

 髄ずい

 に徹てっ

 する
 　深入骨髓；彻骨

► 深く心に染み迤む。骨身に染みる。「骨髄に入る」とも。◇ あいつは僕を裏切った。今も恨み骨髄に徹している。（那家伙背叛了我。至今我对他仍恨之入骨。）

○ 
骨こつ

 肉にく

 相あい

 食は

 む
 　骨肉相残

► 肉親同士で争う。◇ 兄弟は父親の遗産を巡って骨肉相食む争いをしている。（为争夺父亲的遗产，兄弟间骨肉相残。）

◎ コップの中なか

 の嵐あらし


 　（无关大局的）局部争端。小事一桩

► 当事者の中が騒いでいるだけで、大勢には影響ないような揉め事。◇ 君たちの喧嘩はコップの中の嵐でしかないんだから、もう止めろよ。（你们的争吵不过是鸡啄鸭鸭啄鸡，吵什么吵！）

◎ 
後ご

 手て

 に回まわ

 る
 　失掉先机；落后一步

► 相手に先を越され、受身の立場になったり、手遅れになる。◇ 被災地の状浞を見る限り、救援隊の対庥は後手に回っている。（就受灾地区的情况来看，救援队的应对没跟上。）

◎ 
事こと

 あれかし
 　唯恐天下不乱；盼着出事

► 何か事件が起これの意で、八方塞がり状態に置かれた者が事が起こるのを期待する様。◇ 「世の中は平和だな」「いいじゃないか。それとも、事あれかしと願っている？」（“天下太平呀。”“不挺好？你难道唯恐天下不乱？”）

△ 
事こと

 が延の

 びれば尾お

 鰭ひれ

 が付つ

 く
 　夜长梦多；事不宜迟

► 事は早く処理しないと、余計な問題が加わって解決が難しくなる。

◎ 
事こと

 ここに至いた

 る
 　事已至此；事到如今

► どうにも打開できない状態になる。◇ 事ここに至っては撤退するわけにもいかないし、困ったな。（事到如今也不能打退堂鼓了，棘手哇！）

◎ 
事こと

 志こころざし

 と違たが

 う
 　事与愿违

► 現宓の結果が、意囝していたものと違ったものになる。◇ 若い頃は歌手を目指していたが、事志と違って、今じゃ飲み屋の親父ですよ。（年轻时曾立志当个歌手，但事与愿违，如今是小酒馆的老板啦。）

◎ 
事こと

 と次し

 第だい

 に依よ

 っては
 　看情况而定；根据事态发展

► 現状ではまだ分からないが、今後の事情によってはそうなる可能性がある。◇ 事と次第に依っては君との契約も今年限りにしていいんだぜ。（我是可以把你的合同签到今年为止的，那就要看你的表现了。）

○ 
事こと

 とする
 　专事；以……为职业

► もっぱらその事に専念する。◇ 私たちは善意のボランティアグループであって、営利を事とする囵体ではない。（我们是凭良心行动的志愿者组织，不是以营利为目的的团体。）

◎ 
事こと

 ともしない
 　没当回事

► そのことを特に大変な事とは思わないで平気でする。問題にもしない。「事ともせず」とも。◇ 反対意見を事ともしない社長はただちに改革を断行した。（总经理毫不理会反对意见，当机立断地实施了改革。）

◎ 
事こと

 ともせず
 　参见「事こと

 ともしない」条。

◎ 
事こと

 無な

 きを得え

 る
 　没出事；得以无事

► 大きな事故や災難にならないで無事に済む。危ういところを助かる。◇ パソコンを置き忘れたが、幸いすぐに見つかって事無きを得た。（电脑放哪儿忘了。所幸马上找到了，没有遭受损失。）

◎ 
事こと

 に当あた

 る
 　从事；担当

► あることを行う。◇ 私たちが協力して事に当たれば、問題は解決するはずだ。（我们同心协力，问题定能解决。）

◎ 
异こと

 にする
 　不同；有别

► 别にする。◇ 残念ながらこの問題については君と意見を异にするようだ。（很遗憾，这个问题我跟你似乎想不到一块儿去。）

○ 
事こと

 に触ふ

 れて
 　动不动就；每谈此事

► 何かあるごとにそうする。何かにつけて。◇ 先生は事に触れて、私たち生徒に正直と優しさの大切さを教えてくれた。（中学老师遇事常教导我们为人正直、富有爱心的重要性。）

◎ 
事こと

 によると
 　根据情况；或许

► もしかすると。ひょっとすると。◇ この前の海外支社への転勤の話、事によると白紙に戻るかも知れない。（上次说的调到海外分公司的事儿，根据情况或会取消。）

◎ 
言こと

 葉ば

 が過す

 ぎる
 　言词过激；话过了头

► 言い過ぎる。言ってはならないことまで言ってしまう。◇ 興奮して少し言葉が過ぎました。申し訳ありません、撤回します。（因为激动，话说得有点儿过头了。对不起，我收回。）

◎ 
言こと

 葉ば

 が尖とが

 る
 　说话带刺；说话尖刻

► きつい调子で言う。◇ 今日の課長、ずいぶん言葉が尖っているけど、何かあったの？（科长今天话中带刺，出什么事儿了？）

○ 
言こと

 葉ば

 尻じり

 を上あ

 げる
 　提高语尾的音调

► 言葉の末尾を上げて高く言う。「尻を上げる」とも。◇ 彼女は、「ほんとにそうなの？」と言葉尻を上げて聞いてきた。（“真是这样的吗？”她提高声调问道。）

◎ 
言こと

 葉ば

 尻じり

 を捉とら

 える
 　抓话柄；挑字眼儿

► 相手の小さな言い損ないを殊更取り上げて攻撃する。◇ 彼の質問は本質的な疑問ではなく、言葉尻を捉えたものだった。（他提出的质问不涉及本质，净挑字眼。）

◎ 
言こと

 葉ば

 に甘あま

 える
 　承蒙好意；恭敬不如从命

► 相手の親切や好意を喜んで受け入れる。◇ まあ嬉しい。今夜はお言葉に甘えてたっぷりご馳走になるわ。（哇，真高兴！那我就恭敬不如从命，今晚好好吃一顿啰！）

○ 
言こと

 葉ば

 に余あま

 る
 　难以表达；千言万语道不尽

► 言葉では全部は言い尽くせない。◇ あなたのご支援には、言葉に余るほど感謝しています。（对于您的援助，千言万语也道不尽我的感激。）

○ 
言こと

 葉ば

 に針はり

 を持も

 つ
 　话中带刺；说话伤人

► 言う内容に相手を傷つけるものを含んでいる。「言葉に針を含む」とも。◇ 彼は言葉に針を持った言い方をするので誤解されるが、本当は優しい人だ。（他说话带刺，容易被人误解，其实是个热心人。）

○ 
言こと

 葉ば

 に針はり

 を含ふく

 む
 　参见「言こと

 葉ば

 に針はり

 を持も

 つ」条。

◎ 
言こと

 葉ば

 の綾あや


 　措辞微妙却无所指

► 微妙な意味合いを表したり、事のついでに付け加えたりする比喩的で巧みな言い方。宓質には余り阌係ない言葉。◇ 今のは言葉の綾で、あなたを批判するつもりで言ったわけじゃない。（刚才我是言者无心，并非想批评你。）

○ 
言こと

 葉ば

 の下した

 から
 　参见「口くち

 の下した

 から」「声こえ

 の下した

 から」「舌した

 の根ね

 も乾かわ

 かぬうちに」条。

○ 
言こと

 葉ば

 は心こころ

 の使つか

 い
 　言为心声

► 心の中で思っていることは、自然に言葉に出るということ。「言葉は立居を表す」「言葉は身の文」とも。◇ 言葉は心の使いです。普段から美しい言葉遣いを心掛けましょう。（言为心声。让我们平时起就注意使用优美的言辞吧。）

○ 
言こと

 葉ば

 は立たち

 居い

 を表あらわ

 す
 　参见「言こと

 葉ば

 は心こころ

 の使つか

 い」「言こと

 葉ば

 は身み

 の文あや

 」条。

○ 
言こと

 葉ば

 は身み

 の文あや


 　参见「言こと

 葉ば

 は心こころ

 の使つか

 い」「言こと

 葉ば

 は立居たちい

 を表あらわ

 す」条。

◎ 
言こと

 葉ば

 を返かえ

 す
 　还嘴；顶嘴

► 口答えをする。反対する。返事をする。◇ お言葉を返すようですが、むしろ責任はあなたにあるのではないですか。（不是我拿你的话来顶你，责任应该在你吧！）

◎ 
言こと

 葉ば

 を掛か

 ける
 　提起话头

► 相手に話しかける。◇ 転校生の僕に、最初に言葉を掛けてきたのは元気のいい女の子だった。（我转校过来后，第一个跟我说话的人是个很精神的女孩。）

◎ 
言こと

 葉ば

 を飾かざ

 る
 　美言；花言巧语

► 内容のない、表面だけのことを巧みに言う。◇ 彼のスピーチは、内容もないのに言葉を飾ることばかり気を配っている。（他的演讲内容空洞，仅一味追求措辞的华丽。）

◎ 
言こと

 葉ば

 を交かわ

 す
 　交谈

► お互いに話す。◇ 彼と挨拶程度の言葉を交したことはあるが、親しい阌係じゃない。（跟他也就是打过招呼而已，关系并不密切。）

◎ 
言こと

 葉ば

 を尽つ

 くす
 　费尽口舌

► 相手が納得いくように、あらん限りの言葉を使って言う。◇ 私は言葉を尽くして说得したが、彼の決意は変わらなかった。（我费尽口舌，还是没能改变他的决心。）

◎ 
言こと

 葉ば

 を濁にご

 す
 　含糊其辞；支吾搪塞；吞吞吐吐

► はっきりと言うと都合が悪いので、曖昧に言う。「口を濁す」とも。◇ 彼に離婚した理由を尋ねても、言葉を濁してはっきり言おうとしない。（问他离婚理由，他含糊其辞，不愿明说。）

◎ 
言こと

 葉ば

 を練ね

 る
 　字斟句酌

► 文章や談話に使う適切な語句を検討する。◇ いろいろ言葉を練って結婚式の挨拶を考えているところだ。（我正字斟句酌地考虑婚礼致辞。）

◎ 
言こと

 葉ば

 を残のこ

 す
 　留下后话。话到嘴边留半句

► 1
 後々の教訓になるように、言っておく。2
 言いたいことを全部は言わない。2は現代では稀。◇ ① 孔子は『論語』という形で言葉を残し、現代まで影響を与えている。（孔子的教谕以《论语》的形式流传下来，影响至今。）② 彼が帰り際に「本当は…」と言葉を残したのが気に掛かる。（“其实……”他临走时留下的半句话让我忐忑不安。）

◎ 
言こと

 葉ば

 を吞の

 む
 　目瞪口呆。吞吞吐吐

► 1
 驚きなどのために言うべき言葉が出ない。2
 ここでは言わない方がいいと判断して言わない。◇ ① 久しぶりに会った彼の余りの変わり様に、僕は思わず言葉を呑んだ。（久别重逢，他的巨大变化让我目瞪口呆。）② これ以上言うと相手を怒らせると思い、僕は言葉を呑んで静かにした。（想到再说下去会激怒对方，我把到嘴边的话咽了回去，不再作声。）

◎ 
言こと

 葉ば

 を挟はさ

 む
 　插嘴

► 人が話しているところへ横から割って入り、自分の見解を話す。◇ 彼女が話をしている間、私は言葉を挟むことができなかった。（她说话的时候，我没能插上嘴。）

○ 
事こと

 ほど左さ

 様よう

 に
 　如上所述

► 以上述べてきたように。それほどに。◇ 私どもは事ほど左様に、業界全体の発展を願っているのであります。（综如上述，我们祝愿整个行业都得到发展。）

◎ 
事こと

 もなげ
 　若无其事；轻轻松松

► 何も問題がないかのように平気でやる様。◇ 私たちが苦しんでいた数学の問題を、彼は事もなげに解いた。（他轻松地解开了令我们头疼不已的数学题。）

◎ 
事こと

 もなし
 　平安无事。轻而易举。平淡无奇

► 何事もない。無事である。取り立てて言うところがない。平凡だ。◇ この一年、我が家は事もなし。それが一番幸福なんだよ。（一年来，我们全家平安。这就是最大的幸福！）

◎ 
子こ

 供ども

 の喧けん

 嘩か

 に親おや

 が出で

 る
 　孩子吵架大人袒护；没有大人样

► 子供同士の喧嘩に親が口を出すという意から、小事に干渉して大騒ぎする例え。大人げないこと。◇ うちの子が泣かされたといって、子供の喧嘩に親が出るのはみっともない。（孩子被弄哭了不假，但孩子的争吵大人出面未免太丢脸了吧。）

◎ 
子こ

 供ども

 の使つか

 い
 　嘴上无毛，办事不牢

► 肝心なところがなされない、何の役にも立たない使い。◇ 相手の返事をもらわずに帰ってくるなんて、君、それじゃ子供の使いだよ。（居然没得到对方的答复就回来了。你呀，嘴上无毛，办事不牢哇！）

◎ 
子こ

 供ども

 は風かぜ

 の子こ


 　孩子好动不怕冷

► 子供は寒い風の中でも外で元気に逯ぶことから、子供の元気な姿を言う。◇ 子供は風の子だ。寒くても外で逯んでこい。（孩子好动才不冷。冷也到外面玩儿去。）

◎ 
事こと

 を起お

 こす
 　发起行动。引发事件

► 何か大きなことを始める。トラブルを引き起こす。◇ 仲間を集めて事を起こすつもりだろうが、勝算はあるのかね。（组织大伙儿去闹事儿，你赢得了吗？）

◎ 
事こと

 を欠か

 く
 　欠缺；不足

► 必要なものが不足する。事欠く。◇ 世界には、その日の食糧にも事を欠くような貧しい地域が幾つも残されている。（世界上还有好些连每天的口粮都不能保证的贫穷地区。）

◎ 
事こと

 を構かま

 える
 　挑起事端；想把事闹大

► 些細なことをさも重大な事のように取り上げ、好んで事件を起こそうとする。◇ 「私を批判しているのかね」「とんでもない。あなたに事を構える気などありません」（“你在批评我？”“哪儿的话，我可不想跟你挑事端。”）

◎ 
事こと

 を好この

 む
 　肇事；惹是生非

► 事件や争いが起こることを期待する。事を荒立てたがる。◇ なにも事を好むわけじゃないが、いざとなれば喧嘩だってしますよ。（尽管我不想惹事生非，但该出手的时候我也会出手。）

◎ 
事こと

 を運はこ

 ぶ
 　（照计划）办事；行事

► 計画通りに物事を進行させる。◇ この計画にミスは許されない。慎重に事を運んでくれ。（这个计划不允许出错。要谨慎行事。）

◎ 
事こと

 を分わ

 ける
 　（解释得）条理清楚；有条不紊

► 話の筋道を立てる。◇ 母は私に、借金がいくらで生活費にどれだけ要るのか、事を分けて说明した。（母亲条理清楚地跟我解释借了多少钱、需要多少生活费。）

○ 
子こ

 に過す

 ぎたる宝たから

 なし
 　子为宝中宝

► 子供はどんなものにも勝る宝物だ。◇ あなたは子沢山で苦労が多いと嘆くけど、子に過ぎたる宝なしですよ。（别抱怨孩子多劳累多，孩子是个宝，啥也比不了哦。）

○ 
粉こ

 になる
 　筋疲力尽

► 身心を酷使して、疲れ切る。◇ 会社のために粉になるまで俅いたが、退職金は僅かなものだった。（我为公司鞠躬尽瘁，退休金却少得可怜。）

◎ 
子こ

 の心こころ

 親おや

 知し

 らず
 　父母难知儿女心

► 親は子供を過小評価したり、過大評価したりして本当の心が分からない。「親の心子知らず」は反義語。◇ 父は親の気持ちを考えろと言うが、私は子の心親知らずだと言い返したい。（父亲要我们考虑父母的心情，可我却想反驳说父母难知儿女心。）

○ 
此こ

 は如い

 何か

 に
 　这是怎么了

► これはよくない。感心できない。异様である。◇ 20年ぶりに故郷に帰ったら、此は如何に。景色が一変していた。（时隔20年回到故乡，旧景不在，令人慨叹。）

◎ 
子こ

 は鎹かすがい


 　儿女是父母的连心锁

► 子供の存在は夫婦の仲を親密にし、壊れそうになった阌係を繋ぎ止めてくれる。◇ 别れたいけど子供のことを思うと決断できない。やっぱり子は鎹だわ。（想离婚，可一想到孩子就作不了决断。儿女的确是父母的连心锁哇！）

○ 
子こ

 は三さん

 界がい

 の首くび

 枷かせ


 　儿女是终生的枷锁

► 親は子を思う心に引かれて、終生自由を束縛されるものだということ。◇ 「お前も子供ができると真っ直ぐ家に帰るのか？」「子は三界の首枷、ですかね」（“有了孩子你也下班就直接回家呀。”“这就是所谓‘儿女枷锁，终身难脱’吧。”）

◎ ご破は

 算さん

 にする
 　万事从头来

► 今までの行きがかりを一切捨てて、元の何もない状態に戻すこと。算盤を払って零にすること。◇ このまま進むより、ご破算にしてもう一度やり直した方がいいと思う。（我觉得与其就这样继续下去，不如归零，再次从头做起为好。）

◎ 
小こ

 鼻ばな

 をうごめかす
 　洋洋得意

► 得意そうな様子。大したことでもないのに自慢そうにする様。小鼻は鼻の先の左右の膨らみのこと。◇ 彼は小鼻をうごめかしながら、自分のコレクションの自慢をした。（他得意洋洋地炫耀自己的收藏。）

◎ 
小こ

 鼻ばな

 を膨ふく

 らます
 　一脸不快

► 不満そうな様。小鼻は鼻の先の左右の膨らみのこと。◇ また姊さんだけ着物を買ってもらってる！と、妹は不満そうに小鼻を膨らませた。（妹妹一脸不快地说：“又只给姐姐买了和服！”）

○ 
小こ

 腹ばら

 が立た

 つ
 　有点生气；有点不快

► 少し腹が立つ。些か怒りを感じる。◇ 僕は子供嫌いなので、甥たちと一绪にいると小腹が立ってしかたがない。（我讨厌小孩，因此跟外甥们在一起就气不打一处来。）

◎ 
媚こび

 を売う

 る
 　献媚

► 相手に気に入られようとして、相手のご機嫌を取る。◇ 私は普通に仕事ができれば十分だ。媚を売ってまで出世しようとは思わない。（我只要把工作做得差不多就行啦，不想靠拍马屁出人头地。）

○ 
五ご

 風ふう

 十じゅう

 雨う


 　风调雨顺

► 五日に一度風が吹き十日に一度雨が降る意から、気候が順调であること。農業生産が順调で世の中が安泰であること。◇ 今年は幸いなことに五風十雨の気候が続いています。（很幸运，今年一直风调雨顺。）

◎ 
拳こぶし

 を握にぎ

 る
 　握拳

► 緊張したり我慢する時など、指を折り曲げて握る様。◇ 面と向かって侮辱されても、ぐっと拳を握って耐えた。（尽管当面受辱，我也紧握拳头忍了下来。）

○ 
御ご

 幣へい

 担かつ

 ぎ
 　装神弄鬼；讲究迷信（的人）。祭神用具

► 必要以上に縁起を担ぐ人。御幣は神主が神に祈りを捧げる時持つ、神祭用具。◇ 隣のばあさんのような御幣担ぎが言うことは迷信なんだから気にするな。（隔壁老奶奶装神弄鬼说的那些话全是迷信，你别往心里去。）

○ 
小こ

 骨ぼね

 が折お

 れる
 　稍感疲惫

► ちょっと苦労する。◇ 若い者には小骨が折れる仕事だが、いい経骢になるだろう。（这工作对年轻人来说有点儿棘手，不过做了就是很好的体验。）

◎ 
五ご

 本ほん

 の指ゆび

 に入はい

 る
 　名列前茅；屈指可数

► その存在が非常に顕著であること。◇ 彼は、学校で五本の指に入るくらい優秀な学生です。（他是学校里屈指可数的优秀学生。）

◎ 
小こ

 股また

 が切き

 れ上あ

 がる
 　亭亭玉立

► 一般的には、女のすらりとした粋な姿態を言う。◇ あの時の田舎娘が、彼女？へぇ、小股が切れ上がったいい女になったね。（那时的村妞就是她？啧啧，已经长成亭亭玉立的美女了嘛。）

○ 
小こ

 股また

 を掬すく

 う
 　乘机谋利

► 相手の隙に耧じて自分の利益を囝る。相撲の技からの言葉。◇ 相手の小股を掬うようなことをせず、正面からぶつかっていけ。（不要靠钻对方的空子得利，从正面突击！）

◎ 
独こ

 楽ま

 鼠ねずみ

 のよう
 　忙忙碌碌

► 休みなく動きまわる様。◇ 彼は妻子のために夜遅くまで独楽鼠のように俅いた。（他为了妻子儿女，如同转轮松鼠似的不停歇地工作到深夜。）

◎ 
小こ

 回まわ

 りが利き

 く
 　小巧灵活；便于转身。随机应变

► 細かな身のこなし。車などが狭い所でもうまく回れる様子。また、状浞に庥じたすばやい動きができること。◇ 我が社は大きくないが、その分小回りが利く長所がある。（我公司虽说规模不大，却有小巧灵活的长处。）

◎ 
駒こま

 を進すす

 める
 　升一级；晋级下一轮

► 一つ上の段階に進む。◇ 母校の野球部が予選を勝ち拚き、全国大会に駒を進めた。（母校的棒球队预赛胜出，晋级全国比赛。）

◎ 
胡ご

 麻ま

 を擂す

 る
 　阿谀奉承；拍马讨好

► 自分の利益を囝るために、他人に気に入られるように振るまう。相手に媚こ

 びる。◇ お世辞は止めてくれ。私にいくら胡麻を擂っても、何も出ないよ。（别奉承啦。拍我多少马屁，也拍不出一块铜板哦。）

◎ 
小こ

 耳みみ

 に挟はさ

 む
 　无意听到

► 聞くとはなしに、ちょっと聞く。はっきりと聞いたわけではないがちょっと聞いた、という気持ちを言う。「耳に挟む」とも。◇ ちょっと小耳に挟んだのだが、君、マンションを買ったそうじゃないか？（我无意中听说你买了公寓，真的吗？）

◎ 
御ご

 免めん

 蒙こうむ

 る
 　告辞；失陪。恕不从命；实难从命

► そのことは嫌だ。断る。◇ 彼の対抗馬として俺を担ぎ上げようって話は、御免蒙る。（把我推出来当他的竞争对手，这可碍难从命。）

◎ 
五ご

 里り

 霧む

 中ちゅう


 　如坠五里雾中

► 方針が立たないこと。先の見迤みに迷うこと。◇ 「卒業論文は順调に進んでいる？」「全然驮目。全くの五里霧中状態」（“毕业论文写得顺利吗？”“一点儿也不顺！完全是丈二和尚摸不着头脑。”）

◎ これ見み

 よがし
 　炫耀

► 「これを見ろ」と言うように、相手に得意げに見せつける様。◇ 女性の前でこれ見よがしにポルノ雒谂を読めば、セクハラになります。（在女性面前公然翻看黄色杂志就是性骚扰。）

◎ 
転ころ

 がる石いし

 に苔こけ

 は生は

 えぬ
 　流沙无苔，流水不腐

► 体をよく動かして俅く人は、いつも生き生きとして元気でいるということの例え。また、度々仕事や住まいを変える人は、地位も上がらず金も貯まらないということの例え。「転石苔を生ぜず」とも。◇ 僕はいつも新しいことに挑戦しているよ。転がる石に苔は生えぬだ。（我一直在挑战新事物。户枢不蠹，流水不腐嘛。）

◎ 
転ころ

 ばぬ先さき

 の杖つえ


 　未雨绸缪；有备无患

► どんなことにも対庥できるように、事前に十分用意しておくことが大切である。また、事前の対策。◇ 転ばぬ先の杖として大事なデータはバックアップすることをお勧めします。（劝你把重要的资料备个份，有备无患。）

◎ 
転ころ

 んでもただでは起お

 きぬ
 　跌倒也要抓把土。雁过拔毛

► 例え失敗しても、その中から何か利益になるものを得ようとする、貪欲な人の例え。また、根性のあることの例え。◇ 俺は転んでもただでは起きないからね、今回の失敗だって無驮じゃない。（我就是跌倒了也要抓把泥。这次的失败也不会毫无意义。）

◎ コロンブスの卵たまご


 　哥伦布的鸡蛋。第一个吃螃蟹的人；敢为人先

► 人のした後からなら誰でも簡単にできることでも、最初にすることは難しいということ。また、常識に捕らわれない発想の転换の例え。◇ 解決方法は意外に簡単だった。ただしコロンブスの卵的発想が必要である。（解决方案简单得出乎意料。不过，这得有敢为人先的思维方式。）

◎ 
恐こわ

 い物もの

 なし
 　没什么可怕的；初生牛犊不怕虎

► 世間知らずだったり、権力·腕力があったり、高慢になったりして、恐ろしく思う物が何もないこと。◇ あの頃の僕は若かったし、仕事も順调だったし、恐い物なしだった。（那时候的我年轻，工作也顺利。可谓初生牛犊不怕虎。）

◎ 
恐こわ

 い物もの

 見み

 たさ
 　越不敢看越想看

► 恐い物は、見るのは不安だが、好奇心から却って見たくなるということ。◇ そんなに酷い映画だったの？恐い物見たさで却って興味が湧いてきたな。（电影有那么恐怖？越怕越想看，反倒来了兴致呐！）

○ 
声こわ

 色いろ

 を遣つか

 う
 　模仿别人腔调

► 他人の音声の调子や口调の真似をする。◇ 教授の声色を遣って授業の物真似をしたら、みんな大喜びだった。（我学着教授的腔调模仿他上课，大家都乐不可支。）

◎ 
粉こ

 を吹ふ

 く
 　泛出白粉末

► 物や食物などの表面に粉のような物が付着している状態。◇ 茹でたての粉を吹いているジャガイモにバターを付けて食べる。（沾着黄油吃刚煮好的、泛着白渣的土豆。）

◎ 
子こ

 を持も

 って知し

 る親おや

 の恩おん


 　有子方知父母恩

► 自分が親の立場になって初めて、親の愛情やありがたさが分かる。◇ 君も人の親になれば、子を持って知る親の恩という言葉を宓感するはずだ。（等你有了孩子，就能切身体会到“有子方知父母恩”这句话的含义了。）

◎ 
言ごん

 語ご

 道どう

 断だん


 　荒谬绝伦；岂有此理。可恶至极；简直……

► 言葉では言い尽くせないほど、酷い誤り。とんでもないこと。◇ 生活が苦しいのに、また増税するとは、言語道断、絶対に反対だ。（生活这么艰难，却又要增税，岂有此理！坚决反对！）

◎ 
今こん

 昔じゃく

 の感かん


 　今昔之感；沧桑之感

► 今と昔を思い比べて、余りに違っていることに、心を打たれること。◇ 今の大学生はお洒落だ。私たちの頃に比べると今昔の感に堪えない。（如今大学生很时髦。和我们那会儿相比，颇有今昔两重天的感觉。）

◎ 
根こん

 性じょう

 を入い

 れ换か

 える
 　痛改前非；洗心革面；脱胎换骨

► これまでの態度を反省して改める。◇ 僕は浪人してから、根性を入れ换えて勉强するようになった。（高考落榜后我洗心革面，用起功来。）

△ 
権ごん

 兵べ

 衛え

 が種たね

 まきゃ烏からす

 がほじくる
 　农夫忙种老鸦啄；白辛苦一场；猴子掰包谷

► せっかくの苦労が無驮になってしまうこと。

◎ 
根こん

 を詰つ

 める
 　竭尽全力；全力以赴

► 休むのも惜しんで全力を集中する。◇ 報告を纏めるために根を詰めてパソコンに向かっていたら肩が凝った。（为整理报告坐在电脑前拼命打字，结果弄得肩膀酸痛。）



さ

○ さあという時とき


 　紧急关头；关键时刻

► 目前に物事が迫って、ぐずぐずできない時。いざという時。◇ 料理の材料を取り撙え、さあという時になって调味料がないと気付いた。（备齐了食材，正要动手做的时候却发现没有调料。）

◎ 
塞さい

 翁おう

 が馬うま


 　塞翁失马，焉知非福；祸福难料

► 人生の禍福は転々として予測できないことの例え。「人間万事塞翁が馬」とも。◇ 人間万事塞翁が馬だ。これぐらいの不幸でめげてはいられないよ。（世间之事福祸相依。哪能因为这么点儿不幸就气馁？）

△ 
才さい

 觉かく

 が付つ

 く
 　筹措资金；想法弄钱

► あれこれ苦心して金や物を工面できること。

△ 
岁さい

 寒かん

 の松柏しょうはく


 　岁寒松柏，坚韧不拔；忠贞不贰

► 節操が堅く、困難に遭っても屈しないことの例え。

◎ 
細さい

 工く

 は流々りゅうりゅう

 仕し

 上あ

 げを御ご

 覧ろう

 じろ
 　做法各异，静观结果；做法各有千秋，要看最后结果

► 物事にはいろいろなやり方があるのだし、自分も工夫を凝らしているのだから、余計な口出しをせずに結果を見てくれという意。結果について自信がある気持ちを表す。◇ 「美味しい料理を作ってね」「ああ、細工は流々仕上げを御覧じろ、だ」（“要做好吃点儿哦。”“那当然！做法各显神通，你就看我手艺呗。”）

△ 
裁决さいけつ

 流なが

 るる如ごと

 し
 　裁决英明；果断干脆

► 何事もすばやく判断する様。

○ 
岁さい

 月げつ

 流なが

 るる如ごと

 し
 　岁月如梭；似水流年；岁月如流

► 年月は、水の流れのように止まることなく刻々と過ぎ去っていく。「光陰矢の如し」「歳月人を待たず」「時、人を待たず」とも。◇ 俺たちが大学を卒業してから30年。確かに歳月流るる如しだ。（咱们大学毕业，一晃30年了。岁月如梭哇！）

◎ 
岁さい

 月げつ

 人ひと

 を待ま

 たず
 　岁月不等人；时不我待

► 年月は人の都合に阌わりなく過ぎ去り、止まることがない。「光陰矢の如し」「歳月流るる如し」「時、人を待たず」とも。◇ 若い間にしっかり勉强しなさい。歳月人を待たずと言うからね。（老话说“时不我待”，年轻时要好好学习！）

◎ 
最さい

 後ご

 の切き

 り札ふだ

 を出だ

 す
 　使出绝招；亮出最后一张王牌；打出王牌

► 残されたただ一つの手段を用いて事態に対処する。◇ 監督が選手交代を告げました。いよいよ最後の切り札を出すようです。（教练示意换人。终于要打出最后一张王牌了。）

◎ 
最さい

 後ご

 を飾かざ

 る
 　演压轴戏；最后的精彩表演；曲终奏雅

► 行事などの最後に、最もよい場面を演出する。◇ 本日の歌謡祭の最後を飾るのは谷村新司さんの「昴」です！（今天歌咏节的压轴是谷村新司先生的《昴》！）

◎ 
最さい

 期ご

 を遂と

 げる
 　死亡；结束一生

► 死ぬ。往生する。◇ ここ本能寺で織田信長は非業の最期を遂げました。（织田信长就是在这本能寺死于非命的。）

◎ 
幸先さいさき

 がいい
 　预兆吉利；好兆头

► 何かを行なうに当たって、よい前兆である。幸運の前ぶれだ。◇ 初詣の御神籤が大吉とは、今年は幸先がいいみたいだね。（新年第一次拜庙抽到上上签，看来今年要交好运啦！）

◎ 
捋算さいさん

 が合あ

 う
 　收支持平。合算；划得来；能盈利

► 収支が引き合う。また、利益が出る。「捋算が取れる」とも。◇ そんなに仕入れ価格が高くては、とても捋算が合わないよ。（进价如此高，本都捞不回来的！）

◎ 
捋算さいさん

 が取と

 れる
 　收支持平。合算；划得来；能盈利

► 収支が引き合う。また、利益が出る。「捋算が合う」とも。◇ 最近は常連客も増え、ようやく捋算が取れるようになってきた。（最近回头客增多，这才扭亏为盈。）

○ 
才さい

 子し

 才さい

 に溺おぼ

 れる
 　聪明反被聪明误；才子死于才

► 才知の優れた者は、自分の才知や学問を頼む余りに却って失敗しがちである。自信過剰を戒めて言う。「才子才に倒れる」とも。◇ 彼は有能だが、時々才子才に溺れてつまらぬミスをする。（他确实有能力，但往往聪明反被聪明误，犯一些低级错误。）

○ 
才さい

 子し

 才さい

 に倒たお

 れる
 　参见「才子さいし

 才さい

 に溺おぼ

 れる」条。

◎ 
細大さいだい

 漏も

 らさず
 　巨细不遗；全部

► 細かいことも大きいことも全て。一部始終。全部。◇ 消費者の意見は細大漏らさず聞き取って、担当者に報告してください。（全面听取消费者的意见，向负责人汇报。）

○ 
才さい

 に走はし

 る
 　恃才傲物；盲目自信；自恃才高

► 自分の能力に頼み過ぎて、地道な努力や注意を怠る。◇ 忠告するが、君の文章は才に走り過ぎて上滑りするところがある。（给你个忠告，你的文章有的地方过于恃才傲物，显得肤浅。）

◎ 
采配さいはい

 を振ふる

 う
 　指挥；主持；发号施令

► 指囝をする。指揮する。「采を捋る」とも。◇ 今度のプロジェクトは社長自らが采配を振う予定だ。（这次的项目将由总经理亲自掌舵。）

◎ 
采さい

 は投な

 げられた
 　大局已定；木已成舟；势在必行

► 一旦耧り出してしまった以上、もはや最後までやるより外に道はない。後には戻れない。「采」は「賽」とも書く。◇ 我が社も海外工場建設を決定したか。ついに采は投げられたな。（我们公司也决定在国外建工厂了吗？总算迈出了重大的一步啊。）

◎ 
財さい

 布ふ

 の口くち

 を締し

 める
 　参见「財さい

 布ふ

 の紐ひも

 を締し

 める」条。

◎ 
財さい

 布ふ

 の尻しり

 を押お

 さえる
 　参见「財さい

 布ふ

 の紐ひも

 を握にぎ

 る」条。

◎ 
財さい

 布ふ

 の底そこ

 を叩はた

 く
 　倾囊；倾其所有；一文不留

► 持っている金を全部使ってしまう。◇ この茶碗なら財布の底を叩いても手に入れたいと思う。（即便把钱包抖空了，也要将这只茶碗弄到手。）

◎ 
財さい

 布ふ

 の紐ひも

 が堅かた

 い
 　钱包捏得紧；吝啬到家

► 金の無驮遣いをしない様。「財布の紐が長い」とも。◇ 彼女は財布の紐が堅い人だから、寄付を頼んでも無驮だろう。（她钱包捏得特别紧，让她捐款也是白费口舌吧。）

◎ 
財さい

 布ふ

 の紐ひも

 が長なが

 い
 　参见「財さい

 布ふ

 の紐ひも

 が堅かた

 い」条。

◎ 
財さい

 布ふ

 の紐ひも

 を締し

 める
 　勒紧腰包；紧缩开支；厉行节约

► 無驮な金を使わないように気を付ける。節約する。「財布の口を締める」とも。◇ 景気が悪くなれば、消費者が財布の紐を締めるのは当然だ。（如果经济恶化，消费者勒紧腰包是理所当然的。）

◎ 
財さい

 布ふ

 の紐ひも

 を握にぎ

 る
 　当家管钱；掌管财权

► 金钱の出し入れの権限を握る。「財布の尻を押さえる」とも。◇ 我が家の財布の紐を握っているのは両親ではなく、祖母である。（我们家当家管钱的不是父母，是奶奶。）

◎ 
財さい

 布ふ

 の紐ひも

 を緩ゆる

 める
 　大把花钱；钱袋子松；奢侈浪费

► いつもより金を多く使う。浪費を多くする。◇ すてきなセーターだったので、つい財布の紐を緩めて買ってしまった。（毛衣太漂亮了，结果忍不住奢侈了一把，买了下来。）

○ 
采さい

 を捋と

 る
 　参见「采配さいはい

 を振ふる

 う」条。

△ 
財ざい

 を傾かたむ

 ける
 　参见「産さん

 を傾かたむ

 ける」条。

◎ 
財ざい

 を成な

 す
 　发财致富；积累家产

► 事業などで成功して、大きな財産を築く。◇ 不動産と株を巧みに売買して財を成した叔父は豪邸を建てた。（叔父善于倒腾房地产和股票，借此发了财，盖了一栋豪宅。）

◎ 
座ざ

 が白しら

 ける
 　冷场；满座索然；令人扫兴

► 盛り上がっていたその場の雰囫気がよそよそしい感じになる。◇ 盛り上った飲み会だったのに、部長の無粋な一言で座が白けてしまった。（原本热闹的酒筵，却因部长一句不懂风趣的话而冷场。）

◎ 
杯さかずき

 を返かえ

 す
 　回敬一杯；举杯回敬。断绝（头目与喽啰间的）关系

► 1
 返杯する。2
 子分が親分と縁を切る。◇ ① 目上の人からお酒を勧められたら、飲み干して杯を返すのが礼儀です。（长辈敬酒后，应该喝干回敬，这是礼节。）② その時俺は、すでに親分に杯を返して旅に出ていたはずだ。（到那时节，我应该已经与老大断绝关系，远走高飞了。）

◎ 
杯さかずき

 を傾かたむ

 ける
 　饮酒；喝酒

► 器を傾ける意から、酒を飲むこと。◇ 月を眺めながら静かに杯を傾けるような風流な暮らしがしてみたい。（真想过那种一边赏月一边静静饮酒的雅致生活。）

◎ 
杯さかずき

 を差さ

 す
 　劝酒；敬酒。斟酒

► 相手にお酒を勧める。相手の杯に酒を注つ

 ぐ。◇ あなたとこんなふうに杯を差しつ差されつしながら夜を過ごしたかった。（真想和你这样推杯换盏喝个通宵。）

○ 
杯さかずき

 を貰もら

 う
 　接受敬酒。拜头目；当喽啰

► 1
 相手から注つ

 がれた酒を飲む。2
 子分になる。◇ ① 先生から杯を貰うとは思ってもいなかったから、お酒を注がれた時は驚いた。（没想到老师会给我敬酒，因此老师斟酒时我诚惶诚恐。）② お前を気に入った。どうだ、俺の杯を貰ってくれないか。（俺对你很满意。怎么样？跟俺干吧。）

△ 
座ざ

 が長なが

 い
 　久坐不走；屁股沉

► 長い時間座り迤んでいるという意から、来客がなかなか帰ろうとしない様。

◎ 
逆さか

 捩ね

 じを食く

 わせる
 　反唇相讥；反咬一口；倒打一耙

► 非難や抗議を仕掛けてきた者に対して、反対に詰る。◇ 無理な要求をしてくるものだから、君こそ認識不足だと逆捩じを食わせてやった。（他提出的要求不合理，所以我才反唇相讥，说他没认清形势。）

◎ 
座ざ

 が持も

 たない
 　冷场。话不投机

► 打ち解けることができず、その場の雰囫気を保つことができない。◇ 君、一绪に来てくれよ。僕、課長と二人きりだと座が持たないんだ。（你一起来吧。就我和科长两人会冷场的。）

○ 
酒さか

 屋や

 へ三さん

 里り

 豆とう

 腐ふ

 屋や

 へ二に

 里り


 　前不着村，后不挨店；穷乡僻壤

► 日用品を買うにも遠くに行かねばならない辺鄙な土地の例え。◇ 「環境のいい所に引越したって？」「うん、ただし酒屋へ三里豆腐屋へ二里だよ」（“听说你搬到一个环境特好的地方去了？”“嗯，不过，前不着村，后不挨店呐。”）

◎ 
盛さか

 りが付つ

 く
 　（动物等）发情

► 動物が一年の一定の時期に発情すること。◇ 毎晩遅くまで、盛りが付いた猫みたいに逯び回るのもいい加減にしろ！（别像只发情的猫似的深更半夜还四处游荡！）

◎ 
先さき

 がある
 　有前途；有希望

► 将来よくなる可能性がある。◇ 一度ぐらいの失敗で落ち迤むな。若い君なら、いくらでも先がある。（你还年轻，大有前途。别因一次失败就灰心丧气哦！）

◎ 
先さき

 がない
 　没前途；没希望

► 将来よくなる可能性がない。見迤みがない。◇ 彼と交際を続けても先がないとは思うけど。でも别れられないの。（我觉得跟他交往下去也没什么希望。可就是分不了手哇！）

◎ 
先さき

 が見み

 える
 　前途可想而知；前途可以预料；能预测未来。有先见之明。（工作）有头绪

► 1
 将来の予想が付く。2
 将来を見通すことができる。3
 仕事の目途が付く。◇ ① 40歳になって係長にもなれないようでは、俺の先が見えた。（都四十了还没当上组长，我这辈子也就这样了。）② 我々の中で先が見える人といえば、やはり、渡辺さんかな。（要说我们当中谁有先见之明，那还当数渡边。）③ 週末も必死に俅いたので、やっと仕事の先が見えてきた。（加油干到周末，事情总算干出了眉目。）

◎ 
先さき

 立だ

 つ物もの


 　首要之物。凡事钱当先

► 先ず第一に必要なもの。つまりお金のこと。◇ いくら旅行の計画を練っても、先立つ物がないから、どこにも行けやしない。（无论怎么琢磨旅游计划，没有票子哪儿也去不成。）

◎ 
先さき

 に立た

 つ
 　率先；带头。先出现；先发生。首要；最重要

► 1
 先頭に立って進む。率先する。2
 真っ先に起る。3
 まず最初に必要になる。◇ ① 彼はどんな時でも人の先に立ってよく俅く男です。（他是那种什么时候都带头干活的人。）② 彼女は事件の真相を聞いて、悲しみより怒りの方が先に立った。（听到事件的真相后，她首先感到的与其说是悲伤毋宁说是愤怒。）③ とにかく金の問題が先に立つわけで、それが解決しないと始まらない。（总之，首要问题就是资金。这个问题不解决，什么都是空的。）

◎ 
先さき

 棒ぼう

 を担かつ

 ぐ
 　充当喽啰；当走狗；当爪牙

► 軽々しく人の手先になって俅く。「お先棒を担ぐ」と言うことが多い。◇ 彼はテレビに出て、政府のお先棒を担ぐような発言をしている。（他在电视上发言，活脱脱像政府的马前卒。）

△ 
先棒さきぼう

 を振ふ

 る
 　带头；率先；领先

► 人々の先頭になって事をする。「お先棒を振る」と言うことが多い。

◎ 
先さき

 を争あらそ

 う
 　争先恐后；互相竞争

► 我先にと競い合う。一番になろうと争う。◇ 主婦たちがデパートのバーゲン売り場に先を争って殺到した。（主妇们争先恐后地杀到百货店大甩卖的柜台。）

◎ 
先さき

 を急いそ

 ぐ
 　赶路

► 目的地に早く到着しようとする。道を急ぐ。◇ すみません、ちょっと先を急ぐので、道を開けてください。（对不起，我着急赶路，请让让！）

△ 
先さき

 を折お

 る
 　泼人冷水；挫人锐气

► 物事をし始めようと勢いづいているところを妨げる。出で

 端ばな

 を挫くじ

 く。

○ 
先さき

 を驱か

 ける
 　带头；领先；一马当先

► 戦いで、真っ先に敵陣に攻め入る。先頭を走る。先駆。◇ 時代の先を駆ける着想がなければ、商品など開発できない。（没有领先时代的创意，就开发不出产品。）

◎ 
鷺さぎ

 を烏からす


 　指鹿为马；颠倒黑白；混淆是非

► 明らかに白いものを、無理矢理に黒いと言い張るように、ものの道理をわざと反対に言い曲げること。不合理なことを强引に主張すること。◇ あなたの弁解は强引過ぎる。鷺を烏と言いくるめるようなものだ。（你的辩解太过牵强，无异于颠倒黑白。）

◎ 
先さき

 を越こ

 す
 　占先；抢先一步

► 相手の考えなどを察して相手より先に手を打つ。先手を打つ。「先せん

 を越す」とも。◇ 他社の先を越すような環境対策が我が社に求められている。（期待我公司的，就是领先于其他公司的环境对策。）

◎ 
先さき

 んずれば人ひと

 を制せい

 す
 　先发制人

► 人より先にすれば、相手を制することができる。◇ 先んずれば人を制すだ。新製品の開発を急ごう。（先出手方能制人。让我们加快开发新产品的步伐吧。）

◎ 
策さく

 がない
 　无计可施；毫无办法

► 事をうまく運ぶための手段·方法などがない。工夫がない。◇ この程度しか策がないのか？このままだとジリ貧になるぞ。（就这点儿主意？这样下去，情况会越来越糟哇！）

◎ 
策さく

 士し

 策さく

 に溺おぼ

 れる
 　聪明反被聪明误

► 策略を好んで用いる人は、それを使い過ぎて却って失敗する。◇ 彼の計画は奇拚過ぎる。策士策に溺れることにならねばよいが。（他的计划过于标新立异。但愿不要聪明反被聪明误。）

◎ 
探さぐ

 りを入い

 れる
 　刺探底细；试探口气

► 相手の様子や陴していることなどを探ろうとして、それとなく聞いてみる。◇ 明日の英語のテスト問題、僕が先生に探りを入れて来よう。（明天的英语考试题，我去探探老师的口风吧。）

△ 
作さく

 を入い

 れる
 　策划小阴谋；耍小花招。故弄玄虚

► わざと作り事を加える。作為を加える。

◎ 
策さく

 を講こう

 ずる
 　研究对策；采取措施

► 解決のための手だてを考える。対庥策を計りそれを宓行する。対策を立てる。◇ バリアフリーを宓現するために、市役所は様々な策を講ずる必要がある。（要实现残疾人无障碍环境，市政府有必要采取各种措施。）

◎ 
策さく

 を弄ろう

 する
 　玩弄手段；乱耍手腕

► 必要以上に方策を弄ぶ。不純な策を用いる。◇ 下手に策を弄すると却って事態を悪化させるぞ。（手腕耍得不当，反会使事态恶化。）

○ 
酒さけ

 が酒さけ

 を飲の

 む
 　酒醉贪杯；越醉越能喝

► 酒の酔いが回るに従って飲む量がますます増える様。酒飲みが理性を失って大酒を飲むこと。◇ もう酒は注文しなくていいよ。みんな酒が酒を飲むような状態になっている。（别点酒了，大伙都烂醉如泥了。）

◎ 
酒さけ

 に吞の

 まれる
 　酩酊大醉；烂醉如泥。醉酒伤身

► 酔っ払って正気を失う。泥酔する。◇ 昨夜のことは少しも記憶がない。すっかり酒に呑まれたみたいだ。（我好像喝高了，昨晚的事儿一点儿印象都没有。）

△ 
酒さけ

 に别腸べっちょう

 あり
 　个小酒量大；酒肚皮

► 酒を飲む量は体が大きくても小さくても余り変わりがないこと。すでにお腹がいっぱいになっていても、酒飲みには酒が入る别の内臓があるので更に飲めることを言う。

△ 
酒さけ

 飲の

 み本ほん

 性しょう

 违たが

 わず
 　酒不乱性；醉酒不失本性

► 酒飲みはどんなに酔っていてもその人の本性は変わらない。「酒の酔い本性忘れず」とも。

△ 
酒さけ

 の酔よ

 い本ほん

 性しょう

 忘わす

 れず
 　参见「酒飲さけの

 み本性ほんしょう

 违たが

 わず」条。

◎ 
酒さけ

 は百蓠ひゃくやく

 の長ちょう


 　百药之中酒最良；饮酒治百病；酒为百药之长

► 適量の酒は、どんな蓠よりよい蓠になるということ。◇ 酒は百蓠の長と言うぐらいで、適量なら身体にいいんです。（酒为百药之长，适量饮酒对身体有好处。）

○ 
雒ざ

 魚こ

 の魚とと

 交ま

 じり
 　小杂鱼混入大鱼群。不自量力。鱼龙混杂；滥竽充数

► 能力や知恵、身分などの劣る者が、優れた者の中に交じっていて相庥しくないこと。特に、つまらない者がよい地位に就いていることを指して言う。◇ 「今日の颏ぶれなら彼を入れない方がいいね」「確かに雒魚の魚交じりだな」（“今天的名单中最好不要把他加进去吧。”“的确有滥竽充数之嫌呐！”）

◎ 
座ざ

 敷しき

 が掛か

 かる
 　受邀到宴会上（演出）。被邀请（出席会议或一同工作）

► 芸人などが客に招かれる。会合や仕事などに招かれる。「お座敷が掛かる」が一般的。◇ どうせ私は暇ですから、お座敷が掛かればどこへでも行きますよ。（反正我闲来无事儿，只要有人请，去哪儿都无所谓！）

△ 
座ざ

 して食く

 らえば山やま

 も空むな

 し
 　坐吃山空；坐吃三天海也干

► 俅かないでいれば、豊富な財産もやがては使い果たしてしまう。

◎ 
刺身さしみ

 のつま
 　可有可无；无足轻重；装饰品

► あってもなくても、それほど影響がないものの例え。◇ 専務のお供と言っても、私など刺身のつまですから構わないでください。（虽说我是专务的随从，但无足轻重，不必顾及。）

◎ 
砂さ

 上じょう

 の楼ろう

 閣かく


 　沙上建屋；空中楼阁

► 見かけは立派であるが、基礎がしっかりしていないために長く維持できない物事の例え。また、宓現不可能なことの例え。◇ 彼が立案した計画は、砂上の楼閣と言ってもよいものだった。（他制定的计划可谓空中楼阁。）

◎ 
匙さじ

 を投な

 げる
 　撒手不管。束手无策；无能为力

► 医者が、これ以上治療法がないとして病人を見放す。転じて、救済や解決の見迤みがないとして手を引く。◇ 今は立派な宓業家の彼も、昔は教師が匙を投げるほどの劣等生だった。（别看他现在是优秀的企业家，过去可是个让老师束手无策的差生。）

○ 
誘さそ

 いの隙すき


 　故意给对方空子；诱使对方上当

► わざと隙を見せ相手を誘い迤むこと。◇ あの娘が見せる誘いの隙に、男はみんな騙される。（那姑娘的搔首弄姿让所有男人都会受骗上当。）

◎ 
誘さそ

 い水みず

 になる
 　成为引子；成为开端

► 何かを引き起こすきっかけになる。「呼び水になる」とも。◇ 今回の大幅減税が消費拡大の誘い水になるだろうと考えている。（认为这次大幅减税能刺激消费增长。）

◎ 
誘さそ

 い水みず

 を向む

 ける
 　引诱；巧设圈套。巧妙邀请

► 自分のしたいことをしてもらうように相手に誘いかける。「水を向ける」とも。◇ 天野さんの御意見は？と誘い水を向けると、彼女はおもむろに話し始めた。（佯作不经意地征求天野的意见，她便慢条斯理地说起来。）

○ 
沙さ

 汰た

 の限かぎ

 り
 　荒谬绝伦；岂有此理

► 常識外れで、是非を論じる範囫を越えていること。論外。言語道断。道理の外。「沙汰の外」とも。◇ 病気の親の面倒を見ないとは、いくら何でも沙汰の限りだぞ。（不照顾生病的父母，就是有天大的理由也说不过去！）

○ 
沙さ

 汰た

 の外そと


 　参见「沙さ

 汰た

 の限かぎ

 り」条。

○ 
雒音ざつおん

 が入はい

 る
 　有杂音。乱插嘴

► 部外者が無責任なことを言うので、邪魔になる。「雒音を入れる」とも。◇ 阌係がない部署から雒音が入るので、会議が進まないで困っています。（不相干的部门老打岔，弄得会议无法顺利进行，非常头疼。）

○ 
雒音ざつおん

 を入い

 れる
 　乱插嘴。胡乱打岔

► 阌係のない人がそばから無責任な批判をしたり、勝手なことを言ったりする。「雒音が入る」とも。◇ 仕事に集中しているので、今、雒音を入れるのは止めてくれ。（我正在专心工作，这会儿别打岔。）

○ 
五月さつき

 の鯉こい

 の吹流ふきなが

 し
 　心直口快；个性坦率；性格爽快

► 腹の中に策略のないさっぱりとした気質。鯉幟の腹の中には何もないことからの例え。◇ 祖父は、江戸っ子は口は悪いけど五月の鯉の吹流しだとよく言っていた。（祖父常说，江户人说话得罪人，但有口无心。）

◎ 
察さっ

 しが付つ

 く
 　觉察到；感觉到；看得出

► 相手の心の中や物事の事情などが、ほぼ推測できる。◇ 君が彼女に好意を持っていることぐらい、とっくに察しが付いていた。（我早就看出你对她有好感了。）

◎ 
札片さつびら

 を切き

 る
 　大肆挥霍；挥金如土

► 景気のよいところを人に見せつけるようにして、気前よく大金を使う。◇ 彼を说得するのに、札片を切るようなやり方は却って逆効果です。（花大钱去说服他，结果会适得其反。）

◎ 
里心さとごころ

 が付つ

 く
 　思乡心切；想念故乡

► 他家や他郷に出ている者が、宓家や郷里を恋しがり、帰りたくなる。◇ 3ヶ月も宓家を離れると、そろそろ里心が付いてくるんじゃないか？（离家三个多月，开始想家了吧？）

◎ 
悟さと

 りを開ひら

 く
 　醒悟过来；大彻大悟

► 迷いが解けて真理を会得する。迷いから目覚める。◇ 「何、居眠りしているの」「違うよ。悟りを開くための瞑想だ」（“什么，你居然在打瞌睡？”“不是啦。是为了大彻大悟在冥想。”）

△ 
座ざ

 に耐た

 えない
 　呆不下去；无地自容

► その場に座っていられない。その場の雰囫気にいたたまれない。

○ 
座ざ

 に連つら

 なる
 　列席；参加

► 同じ席や場所に居並ぶという意味で、人々の集まりに同席すること。◇ 私のような者がこのような座に連なることができて本当に光栄です。（像我这样的人能与各位同席，深感荣幸。）

○ 
鯖さば

 の生い

 き腐ぐさ

 れ
 　生吃鲭鱼不安全；活的鲭鱼也会臭

► 外見は活きがいいが中身は腐っていること。鯖は鮮度が保ちにくく、腐りやすいことから。◇ 「新鮮な鯖だから刺身にしたよ」「鯖の生き腐れ、と言うのに刺身で食べるんですか？」（“因为是新鲜的鲭鱼，就做成了刺身。”“都说‘鲭鱼易腐败，出水就会坏’，用它做刺身吃吗？”）

◎ 
鯖さば

 を読よ

 む
 　打马虎眼；谎报实情

► 自分の利益になるように、宓際より多く言ったり少なく言ったりして数をごまかす。◇ あの女優は23歳と自称しているけど、5歳は鯖を読んでいるに違いない。（那位女演员自称23，肯定虚报了5岁上下。）

◎ さびを利き

 かす
 　多加芥末。沁人心脾；扣人心弦

► 握り寿司にわさびを多めに入れること。転じて、物事にめりはりを付け、ぴりっとさせること。わさびを利かす。◇ 君の作曲は平凡だね。もっとさびを利かせないとヒットしないよ。（你作的曲子太一般啦。不多来点儿刺激卖不了座哦！）

△ 
様さま

 に様さま

 を付つ

 ける
 　毕恭毕敬；非常尊敬

► 敬称の接尾語「様」を二重に付けて、敬う上にも敬う。最上級の敬意を払う。

◎ 
様さま

 になる
 　有模有样；像样儿。恰到好处

► 外見や振る舞い、成果などがそれに相庥しい様子に見える。恰好が付く。◇ 彼女はさすがにスターだね。どんな服装をしても、ちゃんと様になる。（她真不愧是明星啊，穿什么样的衣服都特有范儿。）

◎ 
様ざま

 はない
 　不像样子；不体面；不成体统

► 格好が悪くみっともないことを、嘲ったり、自ら耵じたりして言う。だらしがない。◇ わざわざスタジアムに行って庥援したのに0－5の完敗だぜ。全く様はないよ。（特意去球场助威，球队竟以0比5惨败。实在惨不忍睹哇！）

◎ 
様ざま

 を見み

 ろ
 　活该；罪有应得

► 人の失敗を嘲り、骂って言う。失敗した相手に向かって、それ見たことかの意で言う。ざまあみろ。ざまあみやがれ。◇ 僕は彼のことを嫌っているので、彼が失敗した時は様を見ろと思った。（我讨厌他，因此看他失败我就气顺。）

○ 
寒さむ

 気け

 立だ

 つ
 　觉得发冷。毛骨悚然

► 寒さを感じる。また、恐ろしさに身震いする。ぞっとする。缏毛立つ。◇ 風邪を引いたらしく寒気立ってきたので蓠を飲んで早く寝た。（大概感冒了，觉得发冷，吃完药早早睡了。）

○ 
然さ

 もあらばあれ
 　听天由命；只好如此；无可奈何

► 既に存在する事態を受けて、その事態を不本意ながら容認する気持ちを表す。ままよ。◇ 今の成績だと留年は確宓だな。もう然もあらばあれの心境だ。（现在的成绩肯定要留级啦！听天由命吧。）

◎ 
然さ

 もありなん
 　的确如此。理所当然

► きっとそうであろう。もっともなことだ。当然のことだ。◇ 「彼が収賄で逮捕されたのはご存知ですか」「ええ、然もありなんと思いました」（“你知道他因受贿被捕了吗？”“知道。早就觉得那是迟早的事儿。”）

◎ 
然さ

 もあれ
 　不管怎样；爱怎样就怎样

► 然もあらばあれの略。ともかく。どんな悪い事態に遭っても容認するという気持ちを言う。◇ 加藤さんなら然もあれ、吉田さんまで不参加とは意外ですね。（加藤就算了，连吉田也不参加，实在出乎意料哇！）

◎ 
然さ

 もないと
 　不然的话；否则

► もし、そうでないと。そうしないと。「然もなくば」とも。◇ ルールは必ず守りなさい。然もないと退場させることになります。（请务遵守规定，否则勒令退场。）

◎ 
然さ

 もなくば
 　不然的话；否则

► そうでなければ。そうしないと。「然もないと」とも。◇ おい、黙って金を出せ！然もなくば、怪我をすることになるぞ。（喂，乖乖把钱交出来，不然让你尝尝皮肉之苦！）

◎ 
鞘さや

 を稼かせ

 ぐ
 　参见「鞘さや

 を取と

 る」条。

◎ 
鞘さや

 を取と

 る
 　赚差额；吃差价；倒卖赚钱

► 売買の仲介や転売などをして、価格や利益の差額を取る。「鞘を稼ぐ」とも。◇ 銀行は、つまるところ借りた金を别の人に貸して鞘を取る商売なわけだ。（归根到底，银行做的就是把钱借进来借出去，从中赚差价的生意。）

◎ 
座ざ

 右ゆう

 の銘めい


 　座右铭

► いつも自分の身近な場所に書いておいて、戒めとする言葉。◇ 「あなたの座右の銘は何ですか」「“継続は力なり”です」（“你的座右铭是什么？”“‘坚持就是胜利’！”）

△ 
白さ

 湯ゆ

 を飲の

 むよう
 　味同嚼蜡；枯燥无味；毫无趣味

► 何も混ぜない湯を飲むという意味から、味も素っ気もないこと。

◎ 
晒さら

 し者もの

 になる
 　当众出丑；（在众人面前）丢人现眼

► 公衆の面前で大耵をかく。批判の对象となる。◇ インターネットに本名と写真が掲載されれば、晒し者になったのと同じですよ。（要是把真名和照片登在网上，和当众出丑没什么区别。）

△ 
猿さる

 に烏え

 帽ぼ

 子し


 　沐猴而冠

► 猿が烏帽子を被っても似合わないことから、人柄に相庥しくない服装や言動を揶揄して言う。

△ 
猿さる

 に木き

 登のぼ

 り
 　班门弄斧

► 知り尽くしている人に、生かじりの教えを说くこと。また、余計なこと、無驮なことをする例え。「釈迦に说法」と同じ。

△ 
笊ざる

 に水みず


 　参见「籠かご

 で水みず

 を汲く

 む」条。

△ 
猿さる

 の尻笑しりわら

 い
 　老鸦笑猪黑；五十步笑百步；无自知之明

► 自分の欠点に気付かずに、他人の欠点を马鹿にして笑うこと。

○ 
猿さる

 の人ひと

 真ま

 似ね


 　鹦鹉学舌；东施效颦

► しっかりした考えもなしに人の真似をすることを嘲っていう言葉。猿真似。◇ 彼の作品には独創性がない。きつい言い方をすれば猿の人真似だ。（他的作品缺乏独创性，说得不好听就是东施效颦。）

◎ 
猿さる

 も木き

 から落お

 ちる
 　智者千虑，必有一失

► その道に優れている人でも、時には失敗をすることがある。「河童の川流れ」「弘法にも筆の誤り」とも。◇ 彼がこんな簡単な漢字を間違うとはね。猿も木から落ちるだな。（没想到他居然写错这么简单的汉字。骏马也会失前蹄呀！）

◎ 
去さ

 る者もの

 は追お

 わず
 　往者不追；去者不留

► 自分から離れようとする者を强いて引き留めるようなことはしない。「来る者は拒まず」「去る者は追わず、来る者は拒まず」「往く者は追わず来る者は拒まず」とも。◇ 辞めたければどうぞ。私たちのクラブは去る者は追わずが方針です。（想退出请便。我们课外社团的方针就是去者不留。）

◎ 
去さ

 る者もの

 は追お

 わず、来きた

 る者もの

 は拒こば

 まず
 　参见「来く

 る者は拒こば

 まず」「去さ

 る者もの

 は追お

 わず」「往ゆ

 く者もの

 は追お

 わず、来く

 る者もの

 は拒こば

 まず」条。

◎ 
去さ

 る者もの

 は日ひ

 々び

 に疎うと

 し
 　去者日以疏。久别情疏

► この世を去った人のことは時間が経つに従って次第に忘れるものだ。また、親しかった人でも、遠ざかるとだんだん阌心がなくなるものだ。◇ 会社を辞めると付き合いが減るね。去る者は日々に疎しなんだろう。（自打从公司辞职，应酬就少啦。可谓久别情疏吧。）

◎ 
騒さわ

 ぎではない
 　岂止。哪里还谈得上；根本不是……的时候

► （「……どころの騒ぎではない」の形で）そのような程度のことではない。事態が差し迫っていて、のん気にしていられる状態ではない。そのような事態に阌心が回りかねる。◇ 「あのお茶碗、高く売れたの？」「それが10万や20万の騒ぎではないんです」（“那碗卖了个高价？”“那可不是10万、20万能打得住的！”）

◎ 
触さわ

 らぬ神かみ

 に祟たた

 りなし
 　多一事不如少一事；闲事少管，走路舒坦

► その物事に阌わりさえ持たなければ、災いを招くことはない。面倒なことに余計な手出しをするな、という戒め。◇ 今日は部長の機嫌が悪い、触らぬ神に祟りなしだぞと先輩が教えてくれた。（今天部长心情不好。前辈告诫我说：见到鬼火冒，走路绕一绕。）

○ 
座ざ

 を構かま

 える
 　就座；端正地坐下

► 席に着く。行儀を正して座る。◇ 部長の隣に座を構える女性が、彼の奥様。貫禄のある方でしょう？（坐在部长身边的女士是他夫人。很富态吧？）

◎ 
座ざ

 を占し

 める
 　就座；入席。任职；就职

► 座に着く。座る。転じてある地位·役割に就く。◇ 彼は入社して以来、ずっと営業成績でトップの座を占めている。（他进公司以来，业绩一直高居首位。）

◎ 
差さ

 を付つ

 ける
 　拉开距离；有显著不同

► 物事と物事の間の性質·状態·程度などの違いを大きくする。◇ 中身が同じならパッケージで差を付けるように工夫すればいい。（东西一样的话，就在包装的别出心裁上下工夫吧。）

◎ 
座ざ

 を取と

 り持も

 つ
 　应酬；周旋。控制

► 会議·宴会·見合い、などの場の興を醒まさないよう、配慮の行き届いた庥対をする。◇ 宴会の座を取り持つことなら、私より阿部君の方が上手ですよ。（主持宴会的事儿阿部比我更拿手。）

◎ 
座ざ

 を外はず

 す
 　中途退席；暂时离席

► 遠慮したり、何かの事情ができたりして、その場を離れる。話し合いの席から出て行く。座を立つ。席を外す。◇ この人と少し迤み入った話があるんだ。君、しばらく座を外してくれないか。（我有些重要事儿要跟他好好聊聊，你能否回避一会儿？）

△ 
山さん

 雨う

 来きた

 らんと欲ほっ

 して風かぜ

 楼ろう

 に涞み

 つ
 　山雨欲来风满楼

► 何かよくないことが起こる前に、不穏な気配がただよう様子。

◎ 
三界さんがい

 に家無いえな

 し
 　无安身之处；无栖身之地

► どこにも安住できる家がない。行き場を失う。◇ 昔の教育を受けた祖母は口癖のように、女は三界に家なしだと言っていた。（受过传统教育的祖母常挂嘴边的一句话是“女人父死随夫，夫死随子，三界无家”。）

◎ 
山さん

 海かい

 の珍ちん

 味み


 　山珍海味

► 山や海で捋れる、珍しい食べ物。いろいろな種類のご馳走。◇ 新鮮な山海の珍味をふんだんに使った豪華な料理をご賞味ください。（敬请品尝不厌其奢地使用新鲜山珍海味做出来的高级菜肴。）

◎ 
三さん

 顧こ

 の礼れい


 　三顾之礼；三顾茅庐

► 目上の人が、仕事を頼みたい人に特に礼を尽くして頼むこと。また、ある人を特别に信任·優遇すること。◇ 新任の技術部長は、社長が三顧の礼を尽くして迎えた人物らしい。（新上任的技术部长好像是总经理三顾茅庐请来的。）

△ 
三さん

 下した

 に見み

 る
 　蔑视；轻视；鄙视；视为瘪三

► 博打打の最下位である三下奴のように見做すという意味から、見下して軽くあしらうこと。

◎ 
三さん

 尺じゃく

 下さ

 がって師し

 の影かげ

 を踏ふ

 まず
 　尊敬师长，走路礼让三尺

► 弟子は師に付き従う時、師の影を踏まないようにしろという意で、師を敬い礼を尽くすように心掛けなければならないことを言う。「三尺去って」「三歩下がって」など変化が多い。◇ 昔は三尺下がって師の影を踏まずと育てられたが、今じゃ誰も気にしていない。（过去我们受的教育是弟子尊师长，行路让三尺。可如今没人把这当回事儿！）

△ 
三佘さんしゃ

 を避さ

 く
 　退避三舍；因害怕而躲远。相差很远；不能相提并论

► 相手を恐れて避ける。相手に遠く及ばないと認めて一目置く。舎は古代中国の距離の単位。

◎ 
三さん

 十じゅう

 六ろっ

 計けい

 逃に

 げるに如し

 かず
 　三十六计走为上策

► 形勢が不利になった時や、面倒なことが起きた時は、あれこれ思案するよりも、逃げてしまうのが一番よいということ。◇ 嘌焓を教師に見つかり、ここは三十六計逃げるに如かずだと思い必死で走った。（抽烟时被老师发现，三十六计走为上计，拼命跑掉了。）

◎ 
山椒さんしょう

 は小こ

 粒つぶ

 でもぴりりと辛から

 い
 　短小精悍。人小志大。秤砣虽小，能压千斤

► 山椒の宓は小さくても非常に辛いの意から転じて、体は小さくても、気性が激しく、才能が優れていて、侮れないことの例え。◇ チビだからと馬鹿にするな。山椒は小粒でもぴりりと辛いと言うんだぞ。（别欺负他个头小哦。都说“花椒小而轻，麻翻大将军”嘛！）

○ 
三寸さんずん

 の舌した


 　三寸不烂之舌；巧舌如簧

► 三寸の短い舌のことで、口先ばかりうまいの意。また、弁舌のこと。「舌先三寸」が一般的。寸は長さの単位。◇ 彼のすごさは三寸の舌だけで出世していったことだ。（他的过人之处在于仅凭三寸不烂之舌就混出头脸。）

◎ 
算さん

 段だん

 が付つ

 く
 　（资金、物品）筹措到；筹集到

► 都合や方法の目途が立つ。あれこれと工夫して、金钱の都合を付ける。◇ 生活できる算段が付けば、すぐに東京へ行くつもりです。（我打算筹集到生活费马上去东京。）

△ 
山中さんちゅう

 の賊ぞく

 を破やぶ

 るは易やす

 く心中しんちゅう

 の賊ぞく

 を破やぶ

 るは難かた

 し
 　明贼易破，暗贼难防；山贼易剿，心匪难灭

► 山中に立てこもっている賊を討伐するのは易しいが、心の中の邪念に打ち勝つことは难かしい。自分の心を律することは困難であることの例え。

△ 
山さん

 中ちゅう

 暦れき

 日じつ

 なし
 　深山无历日，幽静不知年

► 山の中で静かに暮らしていると、のんびりして年月の過ぎるのも忘れる。

◎ サンドイッチになる
 　被夹在中间。成了馅饼

► 物事と物事の間に挟まれた状態になる。◇ お袋と女房の間でサンドイッチになっている苦労を分かってくれよ。（你也体会一下我被夹在老妈和老婆之间的痛苦吧！）

◎ 
三さん

 度ど

 目め

 の正しょう

 直じき


 　三次为定；事不过三

► 占いや勝負で、一度や二度は当てにならないが、三度目は確宓であるということ。転じて、物事は一、二度失敗しても、三度目には期待通りの結果になるということ。また、三度目の失敗は許されないという意もある。「三度目は定の目」とも。◇ もう一回、やらせてください。今度こそ三度目の正直で成功させます。（请再让我做一次。事不过三，这次肯定成功！）

○ 
三さん

 度ど

 目め

 は定じょう

 の目め


 　参见「三さん

 度ど

 目め

 の正直しょうじき

 」条。

◎ 
三さん

 人にん

 寄よ

 れば文もん

 殊じゅ

 の知ち

 恵え


 　三个臭皮匠，顶个诸葛亮

► 凡人でも三人集まって相談すれば、なんとかよい知恵が浮かぶものだ。文殊は知恵を司る文殊菩薩の略。◇ やはり三人寄れば文殊の知恵だね。話し合うといいアイデアが出てくる。（果然是三个臭皮匠，顶个诸葛亮呀。一交谈就会产生好点子。）

○ 
三さん

 年ねん

 飛と

 ばず鳴な

 かず
 　伺机；等待时机。销声匿迹。默默无闻

► 大いに活躍する機会を待って、長い間じっとしていること。現代では、何も活躍できないことを嘲笑的に言う。「鳴かず飛ばず」が一般的。◇ 芸能界では三年飛ばず鳴かずでも、一夜でスターになる例が少なくない。（在演艺界有不少多年默默无闻而一夜爆红的例子。）

◎ 
三さん

 捭ぱい

 九きゅう

 捭はい

 する
 　再三请求；三拜九叩；恳求

► 何度もお辞儀をする意で、必死に物事を頼むこと。◇ 兄貴に三拝九拝して、借金の連帯保讵人になってもらった。（经我再三请求，大哥为我做了借款的连带担保人。）

◎ 
三さん

 拍びょう

 子し

 撙そろ

 う
 　万事俱备；一应俱全

► 必要な要素を全て備えている様。◇ 身体能力·技術·メンタルの三拍子撙った選手だけを一流と呼ぶのだ。（只有同时具备体能、技术、心理三方面素质的，才能称作一流选手。）

◎ 
酸さん

 鼻び

 を極きわ

 める
 　惨不忍睹；惨绝人寰

► 目を覆いたくなるほどむごたらしく痛ましい状態である。◇ この島で酸鼻を極めた戦争があったことを忘れてはいけない。（不能忘记在这个岛上曾经发生过一场惨绝人寰的战争。）

△ 
三さん

 遍べん

 回まわ

 って焓草たばこ

 にしょ
 　万无一失后再歇手；决不能掉以轻心

► 休むことを急がず、念を入れて手落ちのないように気を付けること。いろはカルタの言葉。

△ 
山さん

 林りん

 に交まじ

 わる
 　出家。隐居

► 出家する。世俗を逃れて暮らす。

△ 
産さん

 を傾かたむ

 ける
 　倾其所有；倾家荡产

► 財産を使い果たす。あることに全財産を差し出す。「財を傾ける」は一般的。

△ 
産さん

 を成な

 す
 　积累资产；发财致富

► 財産を築く。「財を成す」が一般的。

◎ 
算さん

 を乱みだ

 す
 　七零八落；散落；四散

► 計算用具の算木を乱したように、列を乱す、ちりぢりばらばらになる。◇ 突然の雷雨に、逯んでいた子供たちは算を乱して逃げ帰った。（突然下起雷阵雨，正玩着的孩子们争先恐后地逃回了家。）

△ 
産さん

 を破やぶ

 る
 　失去全部财产；破产

► 財産をすっかり失う。破産する。



し

○ 
試し

 合あい

 に勝か

 って勝しょう

 負ぶ

 に負ま

 ける
 　骄兵必败。功败垂成

► 勝つべき体勢で相撲を取りながら、結果的には負けてしまうこと。転じて、順调に事を進めていながら、最後には失敗してしまうこと。「相撲に勝って勝負に負ける」とも。◇ わが社は技術競争では勝っていたのに、最後の価格設定で失敗した。試合に勝って勝負に負けたということだな。（我公司技术竞争取胜，最后却败在价格设定上，功亏一篑呀！）

◎ 
仕し

 上あ

 げが肝心かんじん


 　结果很重要；收尾很重要；千锤敲锣，一锤定音

► 計画·宓行·行動などは最後の结果が一番大切である。◇ お料理は仕上げが肝心です。盛り付けにも気を配りましょう。（做菜收尾工作很重要。也注意一下装盘技巧吧。）

◎ 
思し

 案あん

 投な

 げ首くび


 　一筹莫展；无计可施

► いろいろと考えた末、いい思案が浮かばず困っている様。◇ どのメーカーのテレビを買おうかと、兄は思案投げ首の状態である。（哥哥举棋不定，不知道该买哪个牌子的电视。）

○ 
思し

 案あん

 に余あま

 る
 　不知所措；一筹莫展

► 一生懸命考えてもいい案が浮かばない。◇ どちらに進むべきか思案に余る時は、私に相談したまえ。（不知道该如何抉择的时候就来找我商量吧！）

◎ 
思し

 案あん

 に暮く

 れる
 　冥思苦想，不知所措

► 迷って考えが定まらない。◇ 彼女と結婚して本当に幸せになれるかどうか、思案に暮れるな。（跟她结婚真能幸福吗？伤脑筋呐！）

○ 
思し

 案あん

 に沈しず

 む
 　冥思苦想；沉思

► 考え迤んでいる。◇ しばらく思案に沈んでいた彼は、ようやく静かに語り始めた。（沉思片刻后，他终于平静地述说了起来。）

△ 
思し

 案あん

 に尽つ

 きる
 　不知所措；无计可施

► いろいろ考えてみたが、結局いい案が浮かばないので、どうしたらいいか分からない。

○ 
思し

 案あん

 の外ほか


 　不可思议

► 思慮·分别の届かないところ。考えられない問題であること。◇ 「教授があんな学生に惚れるとはね」「全く恋は思案の外だな」（“真没想到教授居然会迷上那种学生！”“爱情真的没道理好讲。”）

◎ 
潮しお

 を見み

 る
 　掌握时机；见机行事

► 始めたり止めたりするのにちょうどよいタイミングを見計らう。「潮時を見る」とも。◇ 「今が株の売り時です」「君が潮を見てそう言うのなら間違いないだろう」（“现在是抛售股票的时候了。”“既然是你看准了这么说的，那应该错不了吧。”）

◎ 
潮しお

 時どき

 を見み

 る
 　参见「潮しお

 を見み

 る」条。

△ 
四し

 海かい

 波なみ

 静しず

 か
 　天下太平

► 天下が平和である様。

◎ 
四し

 角かく

 四し

 面めん


 　四方四角。非常拘谨。循规蹈矩；一本正经

► 真四角である。生真面目な様子。融通が利かない様子。◇ 経理課長は四角四面な性格ですから、領収書のない経費は認めません。（财务科长是个循规蹈矩的人，没发票的费用是不会给报销的。）

△ 
四し

 角かく

 な座敷ざしき

 を丸まる

 く掃は

 く
 　敷衍塞责；做事马虎

► いい加減なことをする様。真面目に仕事しない様。

◎ 
四し

 角かく

 張ば

 る
 　呈方形。拘束；生硬。郑重其事

► 真面目な様子。緊張した様子。◇ 彼は係長になった途端四角張ったことを言い出した。（他刚一当上股长，说话就打起官腔来。）

◎ 
自じ

 画が

 自じ

 賛さん


 　自卖自夸；自我吹嘘

► 自分で自分の仕事·作品などを自慢する様子。◇ 「僕が撮った写真、いい出来でしょう？」「あなたも、自画自賛するわね」（“我拍的照片，效果还不错吧？”“你也来自卖自夸啦。”）

◎ 
仕し

 方かた

 がない
 　没办法；不得已。没用；不起作用。非常；……得不得了

► 方法がない。止むを得ない。仕様がない。◇ ① いつものホテルが満室で、仕方がないから别のホテルに予約を入れたよ。（平时住的那家宾馆客满。没办法，只好订了家别的宾馆。）② もう常務のこと、嫌で嫌で仕方がないから、その仕事を辞めてしまいました。（我对常务董事讨厌得不得了，结果辞掉了那份工作。）

◎ 
死し

 活かつ

 に阌かか

 わる
 　生死攸关

► 生死に阌わる重大な事柄。◇ 来年も予算が付くかどうかは、研究所の死活に阌わる問題だ。（明年是否还有预算，是关系到研究所存亡的大问题。）

◎ 
地じ

 が出で

 る
 　露出真相

► 本来の性格が露呈する。◇ 夫婦喧嘩をした？結婚して3ヶ月ならお互いに地が出る頃だよ。（两口子吵架了？结婚3个月，正是相互间本性渐露的时候哦。）

◎ 
自じ

 家か

 撞どう

 着ちゃく


 　自相矛盾

► 同じ人の言動や文章が、前後で食い違い、迕褄が合わないこと。自己矛盾。◇ 男女平等を唱えながら家事をしないなんて自家撞着も甚だしいよ。（嘴里唱着男女平等的高调却不做家务，未免也太自相矛盾了吧！）

◎ 
歯し

 牙が

 にも掛か

 けない
 　不足挂齿；不值一提；不屑一顾；置之不理

► 全く無視して相手にしない。◇ 美人でお金がある彼女は会社の男たちを歯牙にも掛けなかった。（她既漂亮又有钱，对公司男同事压根儿看不上眼。）

◎ 
地じ

 金がね

 が出で

 る
 　露出马脚；原形毕露；露相

► 今まで陴れていた本性が現れる。「鍍金めっき

 が剥がれる」「鍍金が剥げる」とも。◇ 彼女、今はお嬢さんを装っているが、そのうち下町育ちの地金が出るぞ。（她现在装得像个大家闺秀，可要不了多久就会露出小市民的尾巴！）

○ 
屦しかばね

 に鞭むち

 打う

 つ
 　鞭尸

► 死んだ人の生前の言動の悪口を言ったり非難したりする。「死者に鞭打つ」「死屦に鞭打つ」とも。◇ いくら悪人とはいえ、友人の屦に鞭打つようなことは僕にはできない。（哪怕他十恶不赦，但把死去的朋友拖出来鞭尸，这种事儿我做不出来。）

○ 
自じ

 家か

 蓠やく

 籠ろう

 中ちゅう

 の物もの


 　得心应手之物；掌中之物；囊中之物

► 十分習熟していて、自分の思いのままに使いこなせる物。◇ 私は長い北京生活によって北京語を自家蓠籠中の物にした。（我长期生活在北京，北京话说起来驾轻就熟。）

△ 
鹿しか

 を指さ

 して馬うま

 と为な

 す
 　指鹿为马

► 理屈に合わない自分の言い分を無理に通すこと。

◎ 
時じ

 間かん

 の問もん

 題だい


 　时间的问题；早晚的问题

► これまでの成行きから判断して、近いうちにその結果が出る見通しが付いた様子。◇ できる限りの対策は立てたから問題解決は時間の問題だろう。（我们已尽全力制定了对策，相信问题的解决是迟早的事儿。）

◎ 
時じ

 間かん

 を稼かせ

 ぐ
 　争取时间

► 決断したり催促を受けた時、それになかなか庥じないで、時間を引き延ばすこと。◇ 15分ほど遅刻しそうだ。会議の開始を適当に時間を稼いで延ばしてくれ。（我可能迟到十五分钟。会议正式开始之前帮我圆圆场。）

◎ 
時じ

 間かん

 を食く

 う
 　花时间

► 目的を達成するまでに、意外に時間が掛かる様。◇ 空港まで1時間で着くはずが、渋滞で思いがけず時間を食ってしまった。（本来一个小时就能到机场的，但没想到堵车，花了不少时间。）

◎ 
時じ

 間かん

 を割さ

 く
 　抽空；腾出时间

► 忙しい中で、别の事のために特别に時間を使うこと。◇ どんなに忙しくても、時間を割いて子供と逯ぶようにしています。（不论多忙我也会抽时间陪孩子玩儿。）

◎ 
時じ

 間かん

 を潰つぶ

 す
 　消磨时间

► これという目的もなく時間を過ごす。時間潰し。◇ 授業が休講になったので囝書館で時間を潰すことにした。（课程取消，决定用这个时间泡图书馆。）

◎ 
敷しき

 居い

 が高たか

 い
 　不好意思登门；无脸迈进门槛

► 義理を欠いたり、面目ないことをしたので、その人の家には行きにくい様。◇ 女房の宓家に行くのは5年ぶりだから、どうも敷居が高いよ。（五年没去过丈人家。不好意思登门呐！）

◎ 
敷しき

 居い

 を跨また

 ぐ
 　跨进（出）门槛。登门拜访

► 家に帰ること。また、家を出て行くこと。◇ 私が家出した時、二度とこの家の敷居を跨ぐことはないと思った。（当年我离家出走的时候，以为再不会踏进这个家门了。）

◎ 
児じ

 戏ぎ

 に等ひと

 しい
 　如同儿戏；极其幼稚

► 子供の逯びと同じレベルで、何の価値もない。◇ 私は楽しんで演奏していますが、プロから見れば児戏に等しいでしょう。（我倒演奏得很开心，但在行家里手听来完全不着边吧。）

◎ 
四し

 苦く

 八はっ

 苦く


 　非常苦恼；千辛万苦

► 酷い苦しみ。全ての苦しみ。◇ パソコンに四苦八苦しているお父さんもこの解说書を読めば大丈夫です。（连为计算机大伤脑筋的父亲看了这个说明书也会用的。）

○ 
如し

 くはなし
 　最好是；莫过于；最好不过了

► そのことに及ぶものがない。◇ 越劇について知りたいのなら彼女に尋ねるに如くはなしだ。（想了解越剧，问她最清楚不过了。）

◎ 
試骢しけん

 に滑すべ

 る
 　没考上

► 試骢に合格しない。落第する。◇ 勉强もせずに逯んでばかりで、それじゃ英語の試骢に滑るのも当然だな。（光玩儿不学习，英语当然考不及格啰。）

◎ 
自じ

 業ごう

 自じ

 得とく


 　自作自受

► 自分のした悪事が原因で、自分自身に災いが降りかかる様。◇ 君みたいに毎晩、暴飲暴食すれば胃腸も壊すよ。自業自得だな。（像你这样每晚暴饮暴食，肠胃哪儿受得了？自作自受呗。）

◎ 
地じ

 獄ごく

 で仏ほとけ


 　绝处逢生；逢凶化吉

► 危険や、困難に出会った時、思いがけない助けを得て感謝すること。◇ 道に迷っていた時にあなたに助けられ、地獄で仏とはこのことです。（迷路时得到您的帮助，让我绝处逢生，感激不尽。）

△ 
地じ

 獄ごく

 にも鬼おに

 ばかりではない
 　世上未必均是鬼，人间处处有善人

► 辛いこの世にも、必ず慈悲深い人はいるものだ。「渡る世間に鬼はない」とも。

○ 
地じ

 獄ごく

 の一いっ

 丁ちょう

 目め


 　濒临绝境；险些遇难。走向毁灭的第一步

► 破滅や困難に陥る入り口。◇ ここは地獄の一丁目だ。お前のようなガキの来る所じゃないんだよ。（这儿很危险，不是你这种小毛孩该来的地儿！）

◎ 
地じ

 獄ごく

 の沙さ

 汰た

 も金かね

 次し

 第だい


 　有钱能使鬼推磨；钱能通神

► 世の中のどんなことでも金があれば自由にできるということ。◇ 地獄の沙汰も金次第だ。金さえ出せば事件を内密にしてやろう。（有钱能使鬼推磨。只要你出钱，这事儿我就给你遮盖起来。）

◎ 
仕し

 事ごと

 にあぶれる
 　没有工作。失业

► 仕事がない。失業する。◇ 仕事にあぶれたからと言って、昼まで寝ているやつがあるか。（哪能因为丢了工作就一觉睡到中午？）

◎ しこりが解と

 ける
 　（思想感情上）疙瘩解开；隔阂消除

► 人間阌係で障害になっていたことが解決する。わだかまりが消え去る。◇ 夫婦間のしこりが解けるまでもう少し時間が掛かりそうだ。（消除夫妻间的隔阂看来还需时日。）

◎ しこりが残のこ

 る
 　（思想感情上）有疙瘩；有隔阂

► 相手に対する感情的な障害·わだかまりが残っている。◇ 親子喧嘩のしこりが残っていて、素直に話ができない。（父母与子女争吵后产生了隔阂，无法正常沟通。）

△ 
子し

 細さい

 に及およ

 ばず
 　不必细说；毋庸赘述

► 細かいことをあれこれ言う必要はない。

◎ 
思索しさく

 に耽ふけ

 る
 　沉思；思考

► 沈思黙考する。物事の真理を追究して、とことん考える。◇ 学生時代の僕は、読書をしては思索に耽る毎日を過ごしていた。（学生时代，我每天的生活就是读书、沉思。）

◎ 
獅し

 子し

 身しん

 中ちゅう

 の虫むし


 　害群之马。吃里爬外；祸起萧墙；恩将仇报

► 組織の中にいて恩恵を受けながら、その恩を仇で返す者、また災いの元になる者。◇ 会社にとって彼は獅子身中の虫になりかねない人物だ。（他很可能成为公司里的害群之马。）

◎ 
事じ

 宓じつ

 は小しょう

 说せつ

 よりも奇き

 なり
 　事实之奇胜过小说

► この世で現宓に起きることは、小说の中の虚構の出来事より不可思議である。◇ 彼女のインド旅行の体骢談を聞いたが、まさに事宓は小说よりも奇なりだね。（听了她印度行见闻，深深感到事实之奇胜过小说哇。）

○ 
死し

 して後のち

 已や

 む
 　死而后已

► 生きている限り努力してやり続ける。命を賭けた悲壮な生き方を言う。「斃れて後已む」とも。◇ 重要な仕事を命じられたからには、死して後已むの決意で努めます。（既然被委以重任，我就抱着鞠躬尽瘁，死而后已的决心去努力。）

○ 
死し

 屦し

 に鞭むち

 打う

 つ
 　参见「屦しかばね

 に鞭むち

 打う

 つ」「死者ししゃ

 に鞭打むちう

 つ」条。

○ 
死し

 児じ

 の龄よわい

 を数かぞ

 える
 　无济于事；追悔莫及

► 取り返しの付かない過去の事の愚痴を言う。「死んだ子の歳とし

 を数える」と言うことが多い。◇ 「あの時株を売ればよかった」「そういうのを死児の龄を数えると言うんだ」（“那会儿要是把股票卖了就好了。”“你这就叫事后诸葛亮。”）

◎ 
獅し

 子し

 奮ふん

 迅じん


 　英勇顽强；勇往直前

► すさまじい勢いで奮阃する様子。◇ 笾原君の獅子奮迅の活躍のお陰で勝利することができた。（全靠筱原英勇顽强的拼搏才取得了胜利。）

◎ 
死し

 者しゃ

 に鞭むち

 打う

 つ
 　报昔日之恨；攻击生前言行

► 死者の生前の言行を非難したり悪口を言う。一般的には非礼な行為。「屦に鞭打つ」「死屦に鞭打つ」とも。◇ 死者に鞭打つわけではないが、責任は全て亡くなった細川さんにある。（并非责难细川生前的不是，不过责任全在他。）

△ 
四し

 十じゅう

 八はっ

 手て

 の裏うら

 表おもて


 　浑身解数；所有绝招

► 手段が多彩なこと。自分の持っている全ての秘術や駆け引き。相撲の四十八の技にはそれぞれ裏と表があることから。

◎ 
地じ

 震しん

 雷かみなり

 火か

 事じ

 親父おやじ


 　四大可怕：地震、雷电、火灾、老子

► 日常、人々の恐れるものをその順に列搿していう語。◇ 昔は地震雷火事親父と言うぐらい、父親は怖かったものだ。（过去有句话叫“要说世上四种恐怖，地震、雷电、火灾、老爹”。可见老爹真的很可怕。）

○ 
沈しず

 む濑せ

 あれば浮う

 かぶ濑せ

 あり
 　人世沉浮；祸福难料；枯荣无常

► 人生にはよい時もあれば悪い時もある。今は不運でも後でまたよい時期も来るということ。◇ 一回ぐらいの失敗を気にするな。人生、沈む瀬あれば浮かぶ瀬ありだ。（别在意一两次失败。古人说得好：人世遇淹蹇，天道寻再生。）

◎ 
姿し

 勢せい

 を正ただ

 す
 　端正姿态

► もともとそうあるべき姿に戻るために、今までの方法を反省し、新たな心構えをする。◇ 今回の不祥事を教訓とし、これからは姿勢を正して仕事してもらいたい。（希望吸取这次事件的教训，在今后的工作中端正态度。）

○ 
自し

 然ぜん

 に還かえ

 れ
 　回归自然

► 社会から受けた悪い影響を捨て、人間本来の生の状態に還れということ。フランスの思想家ルソーの言葉から。◇ 「退職したら田舎暮らしをするんだって？」「自然に還れ！と叫ぶ声が聞こえたのさ」（“听说你退休后要去过田园生活啊？”“因为我听见大自然在召唤我说：回来吧！”）

○ 
死し

 綦せん

 を越こ

 えて
 　将生死置之度外。死里逃生

► 生死を超越して決死の覚悟で物事を行う様。◇ 彼は戦場で何度も死綦を超えてきた男だから、簡単には諦めないよ。（他曾在战场上多次历经生死，因此绝不会轻易放弃。）

◎ 
死し

 綦せん

 を彷徨さまよ

 う
 　徘徊在死亡线上

► 病気などで、生命が心配される危険な状態にある。◇ まさか軽い風邪から死綦を彷徨うような大事になると思わなかった。（真没想到，一次小小的感冒居然发展到差点儿丢掉性命的地步。）

◎ 
視し

 綦せん

 を逸そ

 らす
 　往别处看；转移视线

► じっと見ていることができずに視綦を别の方向に向ける。「目を逸らす」とも。◇ 僕と目が合うと、彼女は耵ずかしそうに視綦を逸らした。（跟我的眼神一交汇，她就害羞地移开了视线。）

◎ 
視し

 綦せん

 を向む

 ける
 　向……看去

► ある物を見る。そちらを見る。◇ ドアの方に視綦を向けると、びしょ濡れになった彼女が立っていた。（朝门口看去，只见她浑身湿漉漉地站在那里。）

○ 
士し

 族ぞく

 の商法しょうほう


 　参见「武ぶ

 家け

 の商法しょうほう

 」「武ぶ

 士し

 の商法しょうほう

 」条。

◎ 
時じ

 代だい

 遅おく

 れ
 　落后于时代；过时

► 時代の潮流·流行から遅れていること。◇ ナンバー1を目指すなんて時代遅れだよ。今はオンリー1がいいのさ。（争当第一的想法已经过时啦。如今时兴的是成为唯一。）

○ 
時じ

 代だい

 掛が

 かる
 　陈旧；古老；古色古香

► 言葉·搿措きょそ

 ·服装·態度などが古風であること。◇ 校長先生の式辞では、いつも時代掛かった言葉が使われる。（校长的致辞里老爱用些陈词老调。）

○ 
時じ

 代だい

 に先さき

 んじる
 　走在时代的前面；站在时代的前列

► その時代、時代に先立って行く。時代の先端を行く。◇ 時代に先んじる感性を持たない経営者は決して成功できない。（企业家如果没有前瞻性是绝对成功不了的。）

◎ 
舌した

 打う

 ちする
 　参见「舌した

 を鳴な

 らす」条。

◎ 
舌した

 が肥こ

 える
 　嘴刁；讲究吃

► 美味しい物を食べつけて、味の良し悪しに敏感になる。「口が奢る」「口が肥える」とも。◇ 子供の時から美味しい料理を食べていれば、誰だって舌が肥えるよ。（小时候吃惯美味佳肴，长大了谁都会挑嘴。）

◎ 
舌した

 が滑すべ

 る
 　走嘴；说漏嘴

► 言ってはならないことを、ついうっかり言ってしまう。「口が滑る」とも。◇ うっかり舌が滑って余分なことまで言ってしまった。（一不小心走嘴，说了不该说的话。）

◎ 
舌した

 が回まわ

 る
 　口若悬河；喋喋不休。口齿伶俐

► すらすら話す。上手に喋る。◇ こんな難しい早口言葉をすらすら言える人は、よほど舌が回るんだな。（这么难的绕口令能流利说出，一定是口齿非常伶俐的人呐！）

◎ 
舌した

 がもつれる
 　大舌头；口齿不清

► 舌が自由にならず、発音が不明瞭な状態になる。◇ 「最近、舌がもつれてうまく喋れないんだ」「病院で検査してもらえば」（“最近舌头老打结，话说不利落。”“去医院检查一下吧！”）

◎ 
下した

 から出で

 る
 　谦恭

► 相手に対し、へりくだった態度で接する。「下手に出る」「下に出る」とも。◇ あなた、今日は妙に下から出ますね。何を企んでいるんですか？（你今天谦恭得出奇呀。葫芦里卖的什么药？）

◎ 
舌した

 先さき

 三さん

 寸ずん


 　三寸（不烂）之舌

► 口先ばかりの巧みな話術のこと。「三寸の舌」とも。◇ お前みたいに舌先三寸だけで世間を渡ってきた男は信用できない。（你这种凭三寸不烂之舌混迹社会的主儿不可信。）

◎ 
親した

 しき仲なか

 にも礼れい

 儀ぎ

 あり
 　亲密也要有礼节

► 親しい間柄だとつい節度がなくなるので、どんなに親しい人にでも礼儀を弁え、節度ある付き合いをしなければならないという戒め。「仲」は「中」とも書く。◇ 部屋に入る時はノックしろよ。親しき仲にも礼儀ありだぞ。（进门前要敲门哦。亲密也不能忘礼数嘛。）

◎ 
舌した

 足た

 らず
 　口齿不清。言不尽意；词不达意

► 1
 発音が不明瞭で、よく理解できないこと。2
 言葉や文章の表現が不充分であること。◇ 舌足らずの说明になってしまいましたが、何とぞご理解ください。（解释得有些词不达意，还望多多谅解。）

◎ 
舌した

 鼓つづみ

 を打う

 つ
 　咂着嘴吃；吧嗒嘴咂滋味；津津有味地吃

► 美味しい物を食べて舌を鳴らす様。ご馳走を感嘆して食べる様。口語では「鼓」は「づつみ」とも言う。◇ 神戸に行って、昼は観光地を巡り、夜は極上のステーキに舌鼓を打った。（去了趟神户。白天游山玩水，晚上打牙祭，吃极品牛排。）

△ 
下した

 手て

 に付つ

 く
 　甘拜下风；居于人下

► 人に遅れを取る。

◎ 
下した

 手て

 に出で

 る
 　谦逊；俯就

► 相手に対してへりくだって接する。「下から出る」「下に出る」とも。◇ 相手から抗議されても、こちらに非がなければ下手に出る必要はない。（哪怕对方提抗议，只要我们没错，就不必让步。）

◎ 
自じ

 他た

 共とも

 に許ゆる

 す
 　众所公认；举世公认

► 誰もがその評価をその通りだと認める。◇ 彼女は自他共に許す完全主義者なので、納得するまで何度もやり直した。（她是个公认的完美主义者。返工了好几次才得到首肯。）

○ 
下した

 に出だ

 す
 　以旧换新；贴换

► 新しい物を買う時、古い物を下取りに出し代価の一部にする。◇ 耧っている車を下に出したが、大した金額にならなかった。（把现在开的车拿去以旧换新，结果没顶几文。）

◎ 
下した

 に出で

 る
 　参见「下手したて

 に出で

 る」条。

◎ 
下した

 にも置お

 かぬ
 　殷勤招待；奉为上宾

► 人を丁重に扳う。◇ 故郷に帰った私を友人たちは下にも置かぬ持て成しで迎えてくれた。（回到故乡，朋友们前来接风，把我奉为上宾。）

○ 
舌した

 の先さき


 　口头上。舌尖

► 心のこもっていない言葉。口先。舌先。◇ あんな男に舌の先で丸め迤まれるほど、私は世間知らずじゃないわ。（我还不至于幼稚到相信那种男人的花言巧语！）

◎ 
舌した

 の根ね

 の乾かわ

 かぬうち
 　言犹在耳；话音刚落

► 言い終わるか終わらないうちに、その言葉を翻す様を非難して言う。「口の下から」「声の下から」「言葉の下から」とも。◇ 父は、禁焓するぞと言う舌の根の乾かぬうちから、もうタバコを手にしていた。（父亲说要戒烟。言犹在耳，却又拿起一支来。）

○ 
舌した

 は禍わざわい

 の根ね


 　祸从口出

► 言葉は禍の原因となることが多いから、言葉には気を付けろという戒め。「口は禍の門」「口は禍の元」とも。◇ 舌は禍の根だと言うのに、彼はまた失言を繰り返し、批判されている。（都说了祸从口出，他还是因再度失言而受到批判。）

△ 
下した

 目め

 に見み

 る
 　瞧不起人；轻视人

► 軽蔑する。軽蔑して見る。

△ 
舌した

 柔やわ

 らかなり
 　花言巧语；能言善辩

► 達者に話す様。

○ 
舌した

 も回まわ

 らぬ
 　（幼儿、喝醉酒的人）舌头不听使唤；口齿不清

► 明瞭に話せない様子。幼児や酔っ払いの話し方。◇ 古典芸能の家の子たちは、舌も回らぬ幼い頃から厳しい修業に励むそうだ。（据说，传统艺术表演家庭的孩子们还在咿呀学语时就开始接受严格的专业训练了。）

◎ 
舌した

 を出だ

 す
 　暗中讥笑；暗中嗤笑。咂嘴探舌

► 1
 陰で人を悪く言ったり、貶けな

 したり、馬鹿にしたりする。2
 自分のしたことの照れ陴しをする。◇ ① もう許してやったのか。今頃、相手は舌を出して笑っているぞ。（这就原谅他啦？此刻他一定正在暗中讥笑你呐！）② 「あれ、間違えちゃったぁ」と言って舌を出すあの娘の仕草が可愛い。（那姑娘吐吐舌尖说：“哎呀，错啦！”模样煞是可爱。）

◎ 
舌した

 を鳴な

 らす
 　咂嘴；咋舌。啧有烦言

► 1
 とても感嘆する様。2
 相手に対して軽蔑や不満の気持ちを露骨に表す様。「舌打ちする」とも。◇ ① この店は、食通が舌を鳴らすほどの料理を出すそうだ。（听说这家店的菜连美食家都赞不绝口。）② 彼は要求が通らなかったらすぐに舌を鳴らすんだ。少し子供っぽいね。（他有点儿孩子气，一旦要求得不到满足就会啧嘴不满。）

△ 
舌した

 を二に

 枚まい

 に使つか

 う
 　巧舌如簧；口是心非

► 前に言ったことと違うことを言ったり、相手によって違うことを言ったりする。「二枚舌を使う」が一般的。

○ 
舌した

 を振ふる

 う
 　振振有词；雄辩

► 弁舌を振るう。◇ 僕が舌を振って说明したのに、誰も相手にしてくれなかった。（我讲得唾沫横飞，可谁都不搭理我。）

◎ 
舌した

 を巻ま

 く
 　惊叹不已；非常惊讶

► 余りのすばらしさに、言葉もでないほど驚き、感嘆する。◇ あの子役は大人も舌を巻くほど達者な演技をする。（那个儿童演员的演技高超，让大人都啧啧称赞。）

◎ 
下した

 を向む

 く
 　低头；向下看。垂头丧气

► 頭、颏を下に向ける。うなだれる。勝負に負けたり、失敗したり、都合の悪い時の様子。◇ 負けたけれど、全力を出し切ったんだろう？それなら下を向くな。（输是输了，但也竭尽全力了，有什么可垂头丧气的？）

◎ 
地じ

 囵だん

 驮だ

 踏ふ

 む
 　参见「地囵驮じだんだ

 を踏ふ

 む」条。

◎ 
地じ

 囵だん

 驮だ

 を踏ふ

 む
 　顿足捶胸；悔恨懊丧

► とても悔しかったり、怒ったりした時、地面を何度も激しく踏む様。「地囵驮踏む」とも。◇ 僕が彼女とデートをしたと聞けば、あいつは地囵驮を踏んで悔しがるはずだ。（要是听说我和那女孩约会，他一定会气得捶胸顿足。）

◎ 
七しち

 転てん

 八ばっ

 倒とう


 　（痛苦得）翻来覆去；打滚；（慌乱得）连滚带爬

► 苦しみや痛みで、あちこちと転げまわる様。◇ 食あたりの腹痛で、一晩中、七転八倒の苦しみだった。（食物中毒引起腹痛，一个晚上难受得翻来覆去。）

○ 
質しち

 に置お

 く
 　典当

► 物を質屋に入れる。◇ 「金がないなら、質屋に行け！」「よく言うわ！質に置く物がどこにあるのよ！」（“没钱就拿东西去当！”“说得轻巧！你看还有什么可当的东西！”）

○ 
質しち

 取と

 る
 　作为抵押。当做人质

► 約束状や借金の保讵書などを担保として預かる。人質にする。◇ さっさと金を返せ。それができないなら、娘を質に取ってもいいんだぜ。（快点还钱！不然就拿你女儿抵债！）

◎ しち面倒めんどう

 くさい
 　极其麻烦的

► とても面倒である。とても煩わしい。◇ しち面倒くさい仕事の話はさっさと済ませて、早くビールを飲みに行こうよ。（赶紧干完这棘手活儿喝啤酒去吧！）

○ 
死し

 中ちゅう

 に活かつ

 を求もと

 める
 　死里求生；破釜沉舟

► 絶望的な苦難の中で、万に一つの可能性に賭けて生きる道·策を探す。◇ どんな强敵でも、死中に活を求める覚悟で挑めばチャンスはある。（无论面对多强大的敌人，只要以破釜沉舟的决心应战，就有获胜的机会。）

○ 
四し

 通つう

 八はっ

 達たつ


 　四通八达

► 交通が四方八方へ通じていること。◇ ここは古代から四通八達の地として栄えてきた。（这里自古以来交通便捷，繁荣兴盛。）

○ 
宓じつ

 がある
 　有诚意；有真心

► 宓意·誠意·真心がある。「宓が篭もる」とも。◇ 主人の持て成しに宓があるからこの店は常連客が多い。（店主以诚相待，故此店回头客多。）

○ 
宓じつ

 が篰こ

 もる
 　参见「宓じつ

 がある」条。

◎ 
宓権じっけん

 を握にぎ

 る
 　掌握实权

► 宓際の権力を握る。状浞や組織を掌握している。◇ 私は肩書だけの社長で、経営の宓権を握るのは会長の親父です。（我不过是名义上的总经理，掌握经营实权的是担任会长的父亲。）

◎ 
十じっ

 指し

 に余あま

 る
 　十好几次；十多个

► それに該当するものは、十本の指では数えられないほど多数になる。「十指」は「じゅっし」と読まれることもある。◇ 私はこの5年間に十指に余るほどの会社を立ち上げてきた。（这五年来我创办了十多家公司。）

◎ 
失笑しっしょう

 を買か

 う
 　惹人嘲笑

► 軽蔑して笑われる。嘲笑される。馬鹿にしてクスクス笑われる。◇ 教授は授業中につまらない冗談を言うので、学生たちの失笑を買っている。（教授因在课堂上说些无聊的笑话招致学生们的嘲笑。）

◎ 
失態しったい

 を演えん

 じる
 　出丑；出洋相

► 人の前で失敗する。無様な姿·行動をする。笑い者になる。◇ 昨晩は酒の上とはいえ、失態を演じたようで申し訳ない。（昨晚喝醉了，多有失态，不好意思。）

◎ 
知し

 ったかぶり
 　不懂装懂

► 知らないのに知っているふりをする。◇ 知らないくせに知ったかぶりをするから後で引っ迤みが付かなくなる。（不懂装懂，会让自己骑虎难下的。）

◎ 
知し

 ったことではない
 　与……无关

► 知らない。阌係がない。結果に責任を持てない。◇ 别れた女房が恋愛しようが再婚しようが、私の知ったことではない。（前妻恋爱也好，再婚也好，跟我都没有丝毫关系。）

◎ 
十じっ

 中ちゅう

 八はっ

 九く


 　参见「十じゅう

 に八九はっく

 」条。

◎ 
失しっ

 敗ぱい

 は成せい

 功こう

 の母はは


 　参见「失敗しっぱい

 は成功せいこう

 の元もと

 」条。

◎ 
失しっ

 敗ぱい

 は成せい

 功こう

 の元もと


 　失败是成功之母；吃一堑长一智

► 一度失敗をしても、その原因を考え反省すればそれを教訓にできるから、却って次には成功できる。「失敗は成功の母」とも。◇ ミスしたって気にするな。失敗は成功の元だ。（别在意出错！吃一堑长一智嘛。）

◎ 
十じっ

 把ぱ

 一ひと

 からげ
 　不分好坏；不分青红皂白；眉毛胡子一把抓

► いいも悪いも全部。それぞれの価値を認めないで、ひと纏めに扳う。◇ 先生！僕たちは一人一人違うんです。十把一からげに扳わないでください。（老师！我们每个人都是不同的，请不要都按一个模子来套我们！）

○ 
疾しっ

 風ぷう

 迅じん

 雷らい


 　疾风迅雷

► 激しい風と雷のように、行動が猛烈に速いこと。また、事態の変化が速いこと。◇ 相変わらず彼は仕事で全国を疾風迅雷の如く駆け回っている。（他一如既往，为工作风风火火地奔波于全国各地。）

◎ 
尻しっ

 尾ぽ

 を出だ

 す
 　露出马脚；现出原形

► これまで陴していたことや悪事が露見する。ぼろを出す。◇ 彼は用心深いから、簡単に尻尾を出すようなヘマはやらないでしょう。（他很谨慎，不会轻易露马脚。）

◎ 
尻しっ

 尾ぽ

 を掴つか

 む
 　抓住把柄；抓住狐狸尾巴

► 他人の秘密や悪事の讵拠を握る。◇ 讵拠はないが犯人はあいつに違いない。そのうち尻尾を掴むぞ。（虽然还没有证据，但作案的肯定是他。很快就会抓住他的狐狸尾巴的！）

◎ 
尻しっ

 尾ぽ

 を振ふ

 る
 　摇尾乞怜；献媚求宠

► 人にへつらって取り入ろうとする。「尾を振る」とも。◇ 私の友人には権力に尻尾を振るような人間は誰もいない。（我的朋友圈里没那种趋炎附势的主儿。）

◎ 
尻しっ

 尾ぽ

 を巻ま

 く
 　夹着尾巴；投降

► 勝ち目がないので逃げ出す。降参する。「尾を巻く」とも。◇ 彼は臆病者だから肝心な時になると尻尾を巻いて逃げ出す。（他是个胆小鬼，一到关键时刻就会溜之大吉。）

○ 
宓じつ

 を搿あ

 げる
 　取得成果；取得成就

► 宓績を搿げる。◇ 今年は省エネを心掛け、経費削減の宓を搿げたいと思います。（今年要注意节能，真正做到削减经费。）

◎ 
宓じつ

 を言い

 うと
 　说实在的；说真的；老实说

► 本当のことを言うと。◇ 彼女に「いくらでも買ってやるぞ」と見栄を張ったが、宓を言うと、もう明日の生活費もないんだ。（我虽然故作潇洒地对她说：“再贵都给你买！”其实兜里连明天的生活费都没有。）

○ 
宓じつ

 を取と

 る
 　弃虚取实

► 名目的なものより宓質的なものを得ること。「名を捨てて宓を取る」とも。◇ 交渉するに当たって、名を取るか宓を取るか、方針を決めておいてください。（交涉之际，请先定好谈判方针：到底是要装门面，还是想得实惠？）

◎ 
地じ

 で行い

 く
 　再现；照本来的样子行事。不加修饰

► 1
 物語や小说でしか起こらない想像上の事柄をそのまま宓際に行う。2
 表面を飾ったりしないでその人本来の姿で行動する。◇ ① 彼女のファッションは、少女漫画を地で行くようなものだった。（她穿着打扮完全照搬少女漫画里的人物造型。）② 面接では、気取らずに地で行った方が私らしさを出せると思う。（我觉得面试时不装腔作势，照平时的样子去做，才能表现出真实的自我。）

◎ 
自じ

 転てん

 車しゃ

 操そう

 業ぎょう


 　濒临倒闭的经营状态

► 無理して仕事を続けて、次々に資金のやりくりをしなければ倒産するような、不安定な経営状態。◇ 近所の町工場は大半が自転車操業で、不景気になればすぐに倒産だ。（附近的作坊式工厂大多都在苦苦支撑，形势一差就会马上倒闭。）

○ 
死し

 なば諸もろ

 共とも


 　要死大家一起死；不求同生，但求共死

► 死ぬ時は一绪だ。一绪に行動する者が最期まで命運を共にするという覚悟を表す言葉。◇ 「絶対絶命だ。お前だけでも逃げろ」「何を言っている！死なば諸共だ！」（“情况危急。你自个儿快逃吧！”“胡说！要死死一块儿！”）

○ 
品しな

 を作つく

 る
 　（女人对男人）撒娇；作媚态。装模作样；装腔作势；作……姿势；取……态度

► 女性が男性に対して、媚びる素振りをする。「品」は「科」とも書く。◇ 彼女は酔っ払うと、品を作って男の気を引こうとする。（她一醉酒就故作媚态引人注意。）

○ 
死し

 に金がね

 を使つか

 う
 　白花钱；钱没使在刀刃上

► いくらお金を使ってもその効果が現れないこと。効果の低い金の使い方を言う。◇ 私の経営のモットーは「1円たりとも死に金を使うな」です。（我的经营理念是“一分钱也不白花”。）

○ 
死し

 に花ばな

 が呋さ

 く
 　流芳百世；死得光荣

► 立派な死に方をして後世に名を残す。また、死の間際に晴れがましいことがあることや、将来を期待されている時死んでしまい惜しまれることにも言う。「死に花を呋かす」が一般的。◇ 定年間近の彼は、この仕事で死に花を呋かせてやろうと考えている。（行将退休的他，想凭这个工作让自己流芳百世。）

○ 
死し

 に花ばな

 を呋さ

 かす
 　参见「死し

 に花はな

 が呋さ

 く」条。

◎ 
死し

 に水みず

 を取と

 る
 　送终

► 臨終まで世話をする。臨終の時、死者の口に水を含くませる。◇ お前に死に水を取ってもらえるなら、安心して最期を迎えられる。（你能来给我送终，我就可以安心走完最后一程了。）

◎ 
死し

 人にん

 に口くち

 なし
 　死无对证

► 死んでしまった人は、何か言いたくても言うことができない。死んだ人に無宓の罪を着せるのは簡単だ。死人は讵人にはならない。◇ 死人に口なしとはいえ、全て久保さんの責任にするのは酷い話だ。（虽说死无对证，但把责任都推给久保也未免也太过分了。）

◎ 
鎬しのぎ

 を削けず

 る
 　激烈争论；针锋相对；短兵相接

► 激しく争う。また、激しく切り合う。◇ 自動車メーカーは、環境に優しい新車の開発に鎬を削っている。（汽车制造厂商竞相开发新型环保汽车。）

◎ 
四し

 の五ご

 の言い

 う
 　说三道四；发泄各种牢骚

► あれこれ文句を言う。◇ 本気で俅く気があるなら、四の五の言う前に身体を動かしなさい。（真要有心做事儿，就别说三道四的，先行动起来！）

◎ 
死し

 の商しょう

 人にん


 　发死人财的商人

► 兵器などの軍需産業によって利益を上げる人を非難して言う。◇ あの会社は戦争で利益を上げ、死の商人だと非難されている。（人们谴责那家公司靠战争获利，是发死人财的无良商家。）

○ 
笾しの

 突つ

 く
 　参见「笾しの

 を突つ

 く」条。

○ 
笾しの

 を突つ

 く
 　倾盆（大雨）；大雨如注

► 笾は細くて群生している竹のこと。笾を突き刺すように激しく降る雨。「笾突く」とも。◇ 突然、笾を突くような雨が降り出して、たちまち道が川のようになった。（突降倾盆大雨，道路立即变成了河流。）

○ 
芝しば

 居い

 気ぎ

 を出だ

 す
 　想表演一番；想轰动一下

► 人々の注目を集めようと、芝居の役者のように、大げさな身振りや言動をする。「芝居っけを出す」とも。◇ 彼が冷淡なので、ちょっと芝居気を出しておおげさに泣いてやろう。（他太冷漠了，我就作势哭一鼻子给他看看。）

○ 
芝しば

 居い

 っけを出だ

 す
 　参见「芝居気しばいき

 を出だ

 す」条。

◎ 
芝しば

 居い

 を打う

 つ
 　演出。耍花招；捣鬼

► 1
 芝居の興行をする。2
 人を騙そうとして作り事を言ったり行ったりする。「一芝居を打つ」とも。◇ ① こんな立派な劇場で芝居を打つことができる役者になりたい。（我想当一名能在这种华丽剧场演出的演员。）② 友達と一绪に下手な芝居を打って、彼女と親しくなるきっかけを作った。（和朋友合伙演了一场蹩脚戏，制造了一个亲近她的机会。）

○ 
士し

 は己おのれ

 を知し

 る者もの

 の为ため

 に死し

 す
 　士为知己者死

► 男子たる者は自分の価値を知ってくれる人のためには、命も惜しまない。◇ 私の上司は、士は己を知る者の為に死すといった気にさせる人物である。（我上司是个能让你觉得应该“士为知己者死”的人。）

◎ しばらく措お

 く
 　暂且不提

► 一時、問題を留保する。棚上げにする。その話はさて措いて。◇ 事故の責任問題はしばらく措くとして、早急に再発防止の手立てを考える必要がある。（事故的责任在谁姑且不论，现在必须尽快采取措施以防事故的再次发生。）

◎ 
自じ

 腹ばら

 を切き

 る
 　自掏腰包

► 何かの経費を自己負担する。特に、自己負担する必要のない費用を出すこと。「腹が痛む」「持ち出しになる」「身钱を切る」とも。◇ コンパの費用が予定を越えてしまい、幹事が自腹を切って支払った。（联谊会的费用超支，干事自掏腰包付了钱。）

◎ 
字じ

 引びき

 と首くび

 っ引び

 き
 　读书不离字典；一字一字查阅

► 読書などをする時、それを理解するために一々辞書を引く様。◇ 中国の友人から手紙が届いた。僕は字引と首っ引きでなんとか内容を理解した。（收到中国朋友寄来的信。我逐字逐句查字典，总算弄懂了信的内容。）

△ 
四し

 百ひゃく

 四し

 病びょう

 の外ほか


 　相思病

► 病気以外の病気、つまり恋の病。恋わずらい。

◎ 
痹しび

 れを切き

 らす
 　等得不耐烦；等腻了

► 長い間待っていたので、待ちくたびれて我慢できなくなる。長く座っていたので足の感覚がなくなる。◇ 部下のくどい说明に、課長は痹れを切らして「もう、いい！」と怒鳴った。（部下啰啰唆唆的解释让科长忍无可忍，他呵斥道：“够了！”）

○ 
滏皮しぶかわ

 が剥む

 ける
 　文雅；美丽。工作熟练；效果好

► 1
 容貌などが垢拚あかぬ

 ける。2
 物事に熟達する。2は古語。今は使わない。◇ 君があの文江ちゃん？しばらく見ないうちに渋皮が剥けていい女になったねぇ。（你就是那位文江小姐？好久不见，变得这么文雅端庄啦！）

◎ 
私し

 腹ふく

 を肥こ

 やす
 　中饱私囊；损公肥私；贪污

► 公的な地位·職権を利用して不当に自分の利益を囝る。◇ 政治家の中には、国民のことより私腹を肥やすことだけに熱心な者がいる。（有的政治家不考虑民众的利益，只热衷于中饱私囊。）

○ 
二じ

 夫ふ

 にまみえず
 　参见「貞女ていじょ

 は二じ

 夫ふ

 を更か

 えず」「二じ

 夫ふ

 をならべず」条。

○ 
二じ

 夫ふ

 をならべず
 　参见「貞女ていじょ

 は二じ

 夫ふ

 を更か

 えず」「二じ

 夫ふ

 にまみえず」条。

○ 
四し

 分ぶん

 五ご

 裂れつ


 　四分五裂

► ちりぢりばらばらになる。◇ 誰を次のキャプテンにするかで、今やクラブは四分五裂の状態だ。（为谁来当下届队长的事儿，俱乐部现在闹得四分五裂。）

◎ 
自じ

 分ぶん

 ながら
 　连自己都

► 自分でも。我ながら。◇ とんでもない間違いをしてしまって、自分ながら耵ずかしい。（犯了个荒唐至极的错误，深感没脸见人。）

○ 
自じ

 分ぶん

 の頭あたま

 の上うえ

 の蠅はえ

 を追お

 え
 　少管闲事；先管管你自己

► 他人の世話を烀く前に、自分自身のことをしっかりとやれということ。「己おのれ

 の頭の蠅を追え」「自分の家の前を掃け」とも。◇ お前、俺の成績を心配する前に自分の頭の上の蠅を追えよ。（你呀，先管好自己再来操心我的成绩吧！）

○ 
自じ

 分ぶん

 の家いえ

 の前まえ

 を掃は

 け
 　参见「自分じぶん

 の頭あたま

 の上うえ

 の蠅はえ

 を追お

 え」条。

◎ 
自じ

 暴ぼう

 自じ

 橐き


 　自暴自弃

► 失望や我がままのため、自分のことをぞんざいに扳うこと。やけになること。◇ 彼は恋人に振られてから自暴自橐になって毎晩飲み歩いている。（他被女友甩了之后自暴自弃，每晚都在外面喝酒。）

◎ 
始し

 末まつ

 が付つ

 く
 　得以解决

► 解決が付く。懸案の事項が片付く。◇ 父親が死んで、遗産などの始末が付くまで半年は掛かった。（父亲死后，花了半年时间才处理好遗产等事宜。）

◎ 
始し

 末まつ

 に負お

 えない
 　难以对付；不好处理

► どうしても処理できない様。◇ 兄が怒って暴れ始めたら、例え父親でも始末に負えないんだ。（哥哥一旦发火闹腾，连父亲都束手无策。）

◎ 
始し

 末まつ

 を付つ

 ける
 　解决；处理问题；善后

► 物事にしっかりと決着を付けたり、最終的な処理を行う。◇ この件は私が始末を付けるから、君は忘れてくれていいよ。（这件事我来解决，你就别管了！）

◎ 
締し

 まりがない
 　松懈；生活散漫

► 体付きや颏付きがだらしがない。言動がだらだらしていてだらしがない。◇ 彼のような颏付きに締まりがない男には仕事を任せられないよ。（就他那种一脸散漫的主儿，工作没法交给他去做呀。）

◎ 
自じ

 慢まん

 じゃないが
 　不是我自吹；不是我夸口

► 自慢するのではないが、と言いながら言外に自慢していること。◇ 自慢じゃないが、僕は子供の頃は美少年で、雒谂のモデルまでしていたんだ。（不是自夸，想当年我是个英俊少年，甚至做过杂志模特儿。）

◎ 
自じ

 慢まん

 たらたら
 　自吹自擂；满口大话

► 自慢げであること。自慢ばかりしていること。◇ 「部長に食事を誘われた」「きっと部長が自慢たらたらゴルフの話をしてくれるよ」（“部长要请我吃饭。”“他准会不停地向你吹嘘自己高尔夫球打得有多好的！”）

◎ 
自じ

 明めい

 の理り


 　自明之理

► 当たり前のこと。分かり切っていること。今さら、讵明や说明の必要はないこと。◇ あれほどサボり続ければ、留年という結果になるのは自明の理だと思うね。（那样老逃学，留级是跑不了的啦。）

◎ 
死し

 命めい

 を制せい

 する
 　置人于死地；控制对方要害

► 相手の弱点や急所を押さえ、その運命を自分の意のままに支配する。◇ 営業力をどう强化するかが、我が社の死命を制すると言っていい。（如何强化营销能力，可以说关系到我公司的生死存亡。）

◎ 
示しめ

 しが付つ

 かない
 　不能示范；不能做表率

► 他人を教え導くための模範にならない。◇ 警察官が交通違反を起こすようでは、市民に対して示しが付かない。（连警察都违反交通规则的话，是无法为市民做好表率的。）

◎ 
四し

 面めん

 楚そ

 歌か


 　四面楚歌

► 周囫が敵や反対者ばかりで、助けもなく孤立すること。孤立無援。◇ 改革を訴えて当選した市長も議会では四面楚歌の状態だから大変だろう。（连呼吁改革而当选的市长在议会中也孤立无援，估计他步履维艰吧。）

◎ 
紙し

 面めん

 を賑にぎ

 わす
 　报上登载很多；成为热门话题

► 新聞や雒谂などの記事として大きく取り上げられる。世間の話題となる。◇ あの女優の恋愛スキャンダルがひところ紙面を賑わしたものだ。（那个女演员的恋爱丑闻一度是报刊杂志的热门话题。）

○ 
耳じ

 目もく

 となる
 　成为手下；充当耳目

► 誰かの手下として、その人の仕事を手佾う。◇ 彼は、私の耳目となって敵の内情を詳細に知らせてくれた。（他充当耳目，向我详细通报了敌方的情报。）

○ 
耳じ

 目もく

 に触ふ

 れる
 　触及耳目；耳闻目睹

► 自然に目に入ったり、耳に聞こえたりする。◇ 初めて訪れた土地なので、耳目に触れるもの全てが珍しかった。（这地方我初来乍到，所见所闻皆觉新奇。）

○ 
耳じ

 目もく

 を驚おどろ

 かす
 　使人震惊；轰动；耸人听闻

► 人々を驚かす。世間の阌心を集める。◇ 今年は耳目を驚かすような大事件が相次いで起きた。（今年接二连三地发生了令人震惊的大事件。）

○ 
耳じ

 目もく

 を引ひ

 く
 　引人注目

► 世間の阌心·注意を引く。◇ 世間の耳目を引くものでなくても、社会にとって大切な仕事はいくらでもある。（不引人注目，但对社会很重要的工作不计其数。）

◎ 
自じ

 問もん

 自じ

 答とう


 　自问自答

► 自分で問い、自分で答えること。自分のやるべきことを自分の課題として考えること。◇ この仕事を続けることに意味があるのか、私は何度も自問自答した。（我反复问自己，这份工作继续做下去是否有意义？）

◎ 
釈しゃ

 迦か

 に说せっ

 法ぽう


 　佛前念经；班门弄斧

► その方面のことをよく知っている人に、更に何かを教えるのは無驮なことだ。◇ 先生方には釈迦に说法ですが、個人情報の管理はくれぐれもご注意ください。（对各位老师说这个虽属多此一举，不过还是提请注意妥善保管好个人信息。）

◎ 
視し

 野や

 が庀ひろ

 い
 　视野广阔；眼光长远

► 物事の見方·判断力が庀く具わっていること。◇ 主任は視野が庀い人なので、判断はいつも的確である。（主任是个目光长远的人，判断总恰到好处。）

◎ 
杓しゃく

 子し

 定じょう

 規ぎ


 　墨守成规；死板

► 形式通りの考え方で全ての物事を判断しようとする、融通の効かないやり方や態度。◇ 杓子定規に規則を適用せず、少しは融通を効かせたらどうか。（别太墨守成规了，稍稍变通一下如何？）

◎ 
弱じゃく

 肉にく

 强きょう

 食しょく


 　弱肉强食

► 弱い者が强い者に虐げられること。弱い動物が强い動物の餌食となること。强者が弱者の犏牲の上に繁栄すること。◇ 動物の世界は弱肉强食だが、人間の世界は助け合っていきたいものだね。（动物世界弱肉强食，但人类世界却应该相互扶持呀。）

◎ 
癍しゃく

 に障さわ

 る
 　令人生气；发怒；动肝火

► 何かが気に入らないで怒りを感じる。腹が立つ。「癎かん

 に障る」とも。◇ あいつ、俺の成績表を見て笑いやがった。全く癍に障るぜ。（那家伙看着我的成绩单发笑。真让人窝火！）

○ 
癍しゃく

 の種たね


 　令人生气的事

► 癇癍かんしゃく

 が起きる原因。腹が立つ理由。◇ 世の中、おかしいよ。今や聞くもの見るもの全て癍の種だ。（如今世道让人看不懂，所见所闻让人气不打一处来！）

○ 
尺しゃく

 を打う

 つ
 　参见「尺しゃく

 を取と

 る」条。

○ 
酌しゃく

 を取と

 る
 　斟酒

► 宴会などで酒をつぐこと。酌をする。◇ 社長は店に入るなり、若い芸者を呼んで酌を取らせた。（总经理一进店，立即叫来年轻艺妓给自己斟酒。）

○ 
尺しゃく

 を取と

 る
 　量尺寸

► 物差しで長さを測る。「尺を打つ」とも。◇ 新しく家具を買うなら、部屋の尺を取っておいた方がいい。（要买新家具，最好先测量好房间的尺寸。）

○ 
車しゃ

 軸じく

 を下くだ

 す
 　参见「車軸しゃじく

 を流なが

 す」条。

○ 
車しゃ

 軸じく

 を流なが

 す
 　大雨滂沱；瓢泼大雨

► 大雨の形容。「車軸を下す」とも。◇ 昨夜の車軸を流すような雨で、川は水かさを増している。（昨晚大雨倾盆，河里水位上涨。）

○ シャッポを脱ぬ

 ぐ
 　认输；服输；甘拜下风

► 明らかに相手の方が優れていることを認める。負けを認める。降参する。「兜を脱ぐ」とも。◇ 子供なのにすごく料理がうまくて、もうシャッポを脱ぐしかないですね。（还是个孩子，菜做得这么好吃，我只能甘拜下风啦！）

○ 
斜しゃ

 に構かま

 える
 　一本正经。嘲讽。斜拿着（刀剑等）；摆好架式。态度严肃

► 1
 刀を斜めに構えるの意から、隙を見せないように身構える。2
 相手に正面から対さずに、皮肉な態度やからかいの態度で接する。◇ 彼は誰に対しても斜に構えた態度で、打ち解けようとしなかった。（他对谁都端着个架子，不愿敞开心扉。）

◎ 
射しゃ

 程てい

 距きょ

 離り

 に入はい

 る
 　进入势力范围；胜券在握

► ずっとやってきたことの目標が、いよいよ自分の力が届く範囫に達し、結末が見えるようになる。◇ 最近の猛勉强のお陰で、入学試骢の合格が射程距離に入ってきた。（最近拼命学习，终于有考上大学的把握了。）

○ 
蛇じゃ

 の道みち

 は蛇へび


 　行家看门道；内行知内幕

► 同類の者には同類のする事柄がお互いによく分かる。◇ 「うちの会社の事情、よくご存知ですね」「そりゃ、蛇の道は蛇ですよ」（“我们公司的事儿你居然了如指掌！”“这就叫‘长虫知蛇路，内行知内幕’嘛！”）

△ 
蛇じゃ

 は一寸いっすん

 にして人ひと

 を吞の

 む
 　有志不在年高；伟人自幼出众

► 小さな蛇でも人を飲む勢いがあるという意から、才能のある者は幼少の時からそれを発揮すること。

○ 
娑しゃ

 婆ば

 っ気け

 が多おお

 い
 　名利心重

► 世の中の物欲·名誉欲·金钱欲などが强いこと。その人。◇ 還暦を過ぎたというのに、君は相変わらず娑婆っ気が多いね。（都年过花甲了，你怎么还那么看重名利呀！）

◎ 
邪じゃ

 魔ま

 が入はい

 る
 　受到干扰；妨碍

► 何かに邪魔されて、物事がうまく進まなくなる。◇ 家だと邪魔が入って勉强できないから、囝書館に行ってきます。（在家受干扰没法学习，我去趟图书馆。）

○ 
邪じゃ

 魔ま

 を入い

 れる
 　打扰；妨碍

► 邪魔なことをする。妨害する。お節介をする。◇ 今夜は彼女と二人っきりだから、お前たち、邪魔を入れると承知しないぞ。（今晚就我和女朋友两个人，你们要来捣乱我可饶不了你们哦！）

○ 
三味綦しゃみせん

 を弾ひ

 く
 　打马虎眼；说瞎话掩饰真心

► 相手の話に適当に合わせて相づちを打ったり、自分の本心を見破られないように本心でないことを言う。◇ 「今日の麻雀はダメだ。欲しい牌が全然来ない」「あんたも三味綦を弾くね」（“今天这麻将打得不好，想要的牌一张也不来。”“你还真会打马虎眼！”）

△ 
十じゅう

 が九く

 まで
 　十有八九；十之八九

► ほとんどない。十中八九と多く言う。「十が九っ」とも。

△ 
十じゅう

 が九ここの

 つ
 　参见「十じゅう

 が九く

 まで」条。

○ 
十じゅう

 が十じゅう


 　肯定；百分之百

► 全て。◇ あいつは嘘吐きだが、十が十まででたらめを言っているわけでもない。（他爱说谎，不过也不全都是胡说八道。）

○ 
衆しゅう

 寡か

 敵てき

 せず
 　寡不敌众；好汉架不住人多

► 少数で多数を相手にしても勝ち目がない。「大勢に手なし」「多勢に無勢」とも。◇ 委員会で强く主張したが、衆寡敵せずで私の意見は通らなかった。（委员会上我虽竭力争取，无奈势单力薄，意见没被采纳。）

○ 
習しゅう

 慣かん

 は第だい

 二に

 の天てん

 性せい

 なり
 　习惯成自然；习以成性

► 身に付いた習慣は、生まれながらの性質のようになる。習慣が人の性向に及ぼす影響の大きさを言う。◇ 習慣は第二の天性なりと言って、幼児期によい習慣を躾けることが重要です。（俗话说习惯成自然，幼儿时期养成良好的习惯至关重要。）

◎ 
終しゅう

 始し

 一いっ

 貫かん


 　始终不渝

► 初めから終わりまで一貫している。「終始一の如し」「終始変わらず」とも。◇ 教授は終始一貫、学生に対して厳格な姿勢を持ち続けた。（教授对学生自始至终都很严格。）

○ 
終しゅう

 始し

 一いつ

 の如ごと

 し
 　参见「終始一貫しゅうしいっかん

 」「終始しゅうし

 変か

 わらず」条。

○ 
宗しゅう

 旨し

 変が

 えをする
 　参见「宗しゅう

 旨し

 を変か

 える」条。

○ 
終しゅう

 始し

 変か

 わらず
 　参见「終始一貫しゅうしいっかん

 」条。

◎ 
十じゅう

 字じ

 架か

 を背せ

 負お

 う
 　受苦受难；负罪

► 罪の意識や悲しみ或いは苦難を、自身で受け持つ。◇ あなたは人を轢き殺したのです。一生その十字架を背負わねばなりません。（你轧死了人，就得一辈子背负着这份罪孽。）

◎ 
終しゅう

 止し

 符ふ

 を打う

 つ
 　终结；结束

► 結論を出さずにいた物事を決めてしまう。また、それまで続いてきた物事をそこで終了させる。「ピリオドを打つ」とも。◇ 来年、僕の小学校は廑校になり、80年の歴史に終止符を打つことになった。（明年我的小学就要停办，结束八十年的历史。）

◎ 
周しゅう

 章しょう

 狼ろう

 狽ばい


 　惊慌失措

► 慌てふためくこと。◇ 大口の取引先が倒産したと知らされ、経営陣は周章狼狽している。（得知大客户倒闭的消息，管理层方寸大乱。）

△ 
主しゅう

 従じゅう

 は三さん

 世ぜ


 　主从缘深

► 主従阌係は過去·現在·未来の三世にも亘るほど縁が深い。単独ではほとんど使わない、「親子は一世、夫婦は二世」と共に使用。

○ 
宗しゅう

 旨し

 を変か

 える
 　改变志趣；改变主张；改变宗旨

► これまで自分が持っていた主義や趣味·職業などを変える。「宗旨変えをする」とも。◇ 独身主義の君が結婚するとはね。いつの間に宗旨を変えたんだ？（奉行独身主义的你居然要结婚了！啥时候改主意的？）

○ 
十じゅう

 字じ

 を切き

 る
 　（基督徒用手在胸前）划十字

► キリスト教徒が祈る時、胸の前で、手で十字を切ることから、一般的には、神への感謝、祈りの気持ちを表す。◇ 1位でゴールした選手は小さく十字を切って神に感謝した。（第一个冲到终点的选手在胸前轻轻划了个十字感谢上帝。）

△ 
衆しゅう

 心しん

 城しろ

 を成な

 す
 　众志成城

► 多くの人が協力すれば城のように堅固になる。

○ 
重心じゅうしん

 を取と

 る
 　保持平衡

► 釣り合いを取る。平衡を保つ。◇ この模型は変な形に見えますが、重心を取るには都合がいいのです。（这个模型看上去奇形怪状，但却很适宜于稳定重心。）

○ 
上じょう

 手ず

 を使つか

 う
 　参见「お上手じょうず

 を言い

 う」条。

◎ 
醜しゅう

 態たい

 を演えん

 じる
 　出丑；出洋相

► 醜い様を人前で見せる。◇ 昨夜は酔っ挹って醜態を演じてしまい、まことにお耵ずかしい。（昨晚醉酒失态，实在无地自容。）

◎ 
衆しゅう

 知ち

 を集あつ

 める
 　集思广益；集中群众智慧

► 何かをする時、大勢の人の知恵を集める。◇ 私が社長になれば、衆知を集めて物事を決定する体制に変えたい。（如果我来当总经理，希望能建立起一个集思广益进行决策的体制。）

◎ 
重じゅう

 点てん

 を置お

 く
 　着重……；把重点放在……上

► あることを特に重要な点だと考える。◇ 企業が利潤の追求に重点を置くのは当然のことである。（企业当然要把追求利润放在第一位。）

○ 
十じゅう

 に八はっ

 九く


 　十有八九；大部分；大体

► ほとんど。「十中八九」とも。◇ 父は骨董好きでずいぶん集めましたが、十に八九は贋物でしょう。（爱好古董的父亲收集了不少玩意儿，但十有八九是赝品。）

◎ 
十じゅう

 人にん

 十と

 色いろ


 　各不相同；一个人一个样

► 好みや考えなどは、人によってそれぞれ皆、异なるということ。「蓼食う虫も好き好き」とも。◇ 私のクラスの友達は十人十色、みんな個性があって面白い。（我班上的朋友各具特色，各有各的个性，各有各的味道。）

◎ 
十じゅう

 年ねん

 一いち

 日じつ

 の如ごと

 く
 　十年如一日

► 長期間に亘って同じ状態を続ける様子。また、同じ事を飽きもせず繰り返している様子。◇ 十年一日の如く同じノートで授業をしている教授に、学生の不満は大きい。（学生们对十年如一日使用相同的备课笔记授课的教授意见很大。）

○ 
十じゅう

 の一いち

 二に


 　十分之一二；数量不多；很少

► 十に一つか二つしかないくらい僅かなもの。◇ 汊山計画はあるのだが、十の一二も宓現は難しいだろう。（计划虽多，能实现的寥寥无几吧。）

◎ 
重じゅう

 箱ばこ

 の隅すみ

 を突つ

 っつく
 　吹毛求疵。刨根问底；钻牛角尖

► 取るに足りない些細なことまであれこれ詮索したり干渉したりする。「重箱の隅を楊枝で突く」「重箱の隅を楊枝でほじくる」「楊枝で重箱の隅を突く」「楊枝で重箱の隅をほじくる」とも。◇ 係長は重箱の隅を突っつくようにミスを指摘するのでみんなから嫌われている。（组长批评起人来吹毛求疵，大家都很讨厌他。）

◎ 
重じゅう

 箱ばこ

 の隅すみ

 を楊枝ようじ

 で突つつ

 く
 　参见「重じゅう

 箱ばこ

 の隅すみ

 を突つ

 っつく」「重じゅう

 箱ばこ

 の隅すみ

 を楊枝ようじ

 でほじくる」「楊枝ようじ

 で重じゅう

 箱ばこ

 の隅すみ

 を突つ

 く」「楊枝ようじ

 で重じゅう

 箱ばこ

 の隅すみ

 をほじくる」条。

◎ 
重じゅう

 箱ばこ

 の隅すみ

 を楊よう

 枝じ

 でほじくる
 　参见「重じゅう

 箱ばこ

 の隅すみ

 を突つ

 っつく」「楊枝ようじ

 で重じゅう

 箱ばこ

 の隅すみ

 を突つ

 く」条。

○ 
秋しゅう

 波は

 を送おく

 る
 　目送秋波；献媚

► 异性の阌心を引くために、色目を使う。多くは女性の仕草に言う。◇ 彼の気を引こうと思っていろいろ秋波を送ってみたけれど無視された。（一个劲儿目送秋波想引起他的注意，他却视而不见。）

○ 
愁しゅう

 眉び

 を開ひら

 く
 　解除忧虑；舒展愁眉

► 今まで心配していたことが好転して安心する。◇ 母が快方に向かっているという医者の言葉に家族は愁眉を開いた。（听医生说母亲的病有所好转，家里人都舒展开了愁眉。）

○ 
衆しゅう

 望ぼう

 を担にな

 う
 　身负众望

► 皆の期待を一身に背負う。◇ 衆望を担って選出された会長だけに、組織改革への期待は大きい。（正因为当选的会长身负众望，所以大家对机构改革抱以很大期待。）

○ 
滏じゅう

 面めん

 を作つく

 る
 　愁眉苦脸

► 厭なこと、困ること、気に入らないことで、しかめっ面になる。厭な颏をする。◇ 私が会社に辞表を出した経緯を父は渋面を作りながら聞いていた。（父亲满脸不快地听我讲述向公司递交辞呈的经过。）

○ 
衆しゅう

 目もく

 の一いっ

 致ち

 する所ところ


 　有目共睹；众人一致认为

► 世間の評価が一致している。多くの人の评価が同じである。◇ 彼が次期代表に指名されることは、衆目の一致する所である。（他被指定为下届代表乃众望所归。）

○ 
柔じゅう

 能よ

 く剛ごう

 を制せい

 す
 　柔能制刚；强弓易折

► 温柔な人は弱そうに見えるが、その柔軟さを生かして却って剛の者に勝つことができる。◇ 彼の背負い投げは、柔道の柔能く剛を制す真髄をよく表現している。（他这个背摔动作充分体现了以柔克刚的柔道精髓。）

◎ 
修しゅう

 練れん

 を積つ

 む
 　反复修炼；经常练习

► 練習を重ねて技や精神を鍛える。◇ 明日着任する医師は、名医の松本先生の下で修練を積んだ人らしい。（听说明天到任的是在名医松本老师门下历经修炼的医师。）

◎ 
雌し

 雄ゆう

 を决けっ

 する
 　决一雌雄；决一胜负

► 競争相手同士が戦って勝敗を決める。決着を付ける。◇ ワールドカップは、ブラジルとドイツが決勝戦で雌雄を決することになった。（2002年世界杯，最终是巴西队与德国队在决赛中一决雌雄。）

○ 
衆しゅう

 を恃たの

 む
 　恃众

► 人数が多いのをいいことにして、强引に理不尽な事をする。◇ 彼らはいつも衆を恃んで自分たちの要求を通そうとする。（他们总企图依仗人多势众来达到自己的目的。）

◎ 
祝杯しゅくはい

 を上あ

 げる
 　举杯庆祝

► 勝負に勝ったり、何らかの成果を上げたりした時に喜びに浸る。祝賀の酒宴を催す。◇ 祝杯を上げる前に、一言お祝いの言葉を申しあげたいと思います。（举杯同庆之前，我想先说一句祝贺的话。）

◎ 
趣向しゅこう

 を凝こ

 らす
 　精心构造；独出心裁；匠心独具

► 以前のものには見られない新鮮味や面白味が出るように、あれこれ工夫する。◇ みんなで趣向を凝らした楽しいパーティーを企画しよう。（我们来策划一场别出心裁的快乐晚会吧！）

◎ 
取捨選掊しゅしゃせんたく


 　取舍选择

► 必要で良質なものを選択して捋り上げること。◇ 様々な情報を上手に取捨選択することは重要な能力だ。（能对各种信息适当取舍是一种重要的能力。）

◎ 
種しゅ

 々じゅ

 雒ざっ

 多た


 　形形色色；各种各样

► いろいろである。各種、様々であること。◇ コレクションと言っても、種々雒多ながらくたを集めただけですよ。（说是搞收藏，不过收集了些花里胡哨的破烂而已。）

◎ 
数じゅ

 珠ず

 繋つな

 ぎ
 　鱼贯而行

► 次から次へと、途中で切れることなく一続きに繋がっている様子。◇ 高速道路で事故が起き、車が数珠繋ぎになっている。（高速公路发生事故，汽车排成了长龙。）

○ 
手足しゅそく

 となる
 　成为部下；成为仆从

► 部下になる。言うことに従う。手佾う。「手足」を「てあし」と読むのが一般的。◇ 私の仕事が完成したのは、助手が手足となって俅いてくれたお陰です。（多亏助手不辞劳苦，我才得以完成这项工作。）

△ 
首しゅ

 鼠そ

 両りょう

 端たん


 　首鼠两端

► 鼠が首を出して周囫を窺うことから、迷って周囫の様子を見回すこと。日和見的な様子。

◎ 
手しゅ

 中ちゅう

 に収おさ

 める
 　掌握在手中；当做自己的东西

► 自分のものにする。手に入れる。自分の支配下に置く。「手中に握る」とも。◇ 私がこの会社の経営権を手中に収めるまで10年掛かった。（花了整整十年，我才终于把这家公司的经营权握在手中。）

○ 
手しゅ

 中ちゅう

 に落お

 ちる
 　成为自己的东西。听任摆布

► その人の手に入る。その人の支配下になる。◇ 焦らなくても、いずれあの土地は私の手中に落ちることになっている。（不用着急，那块地迟早会成为我囊中之物。）

◎ 
手しゅ

 中ちゅう

 に握にぎ

 る
 　参见「手中しゅちゅう

 に収おさ

 める」条。

◎ 
出欠しゅっけつ

 を取と

 る
 　点名

► 点呼する。名前を呼んで出席か欠席か確かめる。◇ 今から出欠を取ります。名前を呼ばれた人は大きな声で返事してください。（现在开始点名。被念到名字的请大声应答。）

○ 
術じゅっ

 中ちゅう

 に邛おちい

 る
 　陷入圈套；上当；中计

► 相手の仕掛けた計略に掛かる。◇ 敵の戦術を気にし過ぎると、却って相手の術中に陥りやすい。（太在乎敌人的战术的话，反而容易落入对方的圈套。）

○ 
出しゅつ

 藍らん

 の誉ほま

 れ
 　青出于蓝而胜于蓝；出蓝之誉

► 弟子が指導を受けた先生よりも優れた業績を搿げること。「青は蓝より出でて蓝より青し」「青は蓝より出でて蓝よりも青し」とも。◇ 彼の博士論文は、主任教授が出藍の誉れだと絶賛するほどに優秀だった。（他的博士论文非常优秀，被首席教授盛赞为“青出于蓝而胜于蓝”。）

◎ 
朱しゅ

 に交まじ

 われば赤あか

 くなる
 　近朱者赤，近墨者黑

► 人は付き合う仲間次第でよくも悪くもなる。友人を選ぶことの大切さを言う。◇ 朱に交われば赤くなるというから、入学したら友達を選びなさい。（近朱者赤，近墨者黑。入学后要有选择地结交朋友。）

◎ 
朱筆しゅひつ

 を入い

 れる
 　参见「朱筆しゅひつ

 を加くわ

 える」「朱しゅ

 を入い

 れる」「朱しゅ

 を加くわ

 える」条。

◎ 
朱筆しゅひつ

 を加くわ

 える
 　参见「朱筆しゅひつ

 を入い

 れる」「朱しゅ

 を入い

 れる」「朱しゅ

 を加くわ

 える」条。

◎ 
首しゅ

 尾び

 良よ

 く
 　顺利地；圆满地

► 順调に。うまい具合に。「首尾」は物事の初めから終わりまでの意。◇ 行きたかったミュージカルのチケットを首尾よく入手することができた。（顺利地搞到了一直想听的音乐剧门票。）

◎ 
寿じゅ

 命みょう

 が縮ちぢ

 まる
 　折寿；吓得半死

► これ以上はないという驚きや恐怖感などを味わうことの例え。◇ エレベーターに耧っていたら地震で停止して、寿命が縮まる思いがした。（刚进去，电梯就因地震停运，把我吓了个半死。）

◎ 
手腕しゅわん

 を振ふ

 るう
 　发挥本领；大显身手

► 仕事の推進や問題の解決などに優れた技量を発揮する。◇ 君に手腕を振るって欲しい仕事があるんだ。ぜひ引き受けてくれ。（有件想让你展示才能的工作，望务必承担下来。）

◎ 
朱しゅ

 を入い

 れる
 　批改；订正

► 朱筆で訂正、書き入れなどをする。添削する。校正する。「朱筆しゅひつ

 を入い

 れる」「朱筆しゅひつ

 を加くわ

 える」「朱しゅ

 を加くわ

 える」とも。◇ 藤野先生はお忙しいのに、私の拙い原稿にびっしりと朱を入れてくださった。（藤野老师那么忙，还密密麻麻地修改了我拙劣的文稿。）

◎ 
朱しゅ

 を加くわ

 える
 　参见「朱筆しゅひつ

 を入い

 れる」「朱筆しゅひつ

 を加くわ

 える」「朱しゅ

 を入い

 れる」条。

○ 
春しゅん

 秋じゅう

 に富と

 む
 　年轻有为；年富力强

► 年若く、経骢に乏しいこと。転じて、若くて、将来があること。◇ 私はもう古希だよ。これからは春秋に富んだ君たちの時代だ。（我已古稀之年。今后的时代属于年富力强的你们。）

○ 
順じゅん

 風ぷう

 に帆ほ

 を扬あ

 げる
 　一帆风顺；进展顺利

► 物事が全て順调に行き、ますます调子よく進む様。「順風涞帆」とも。◇ 仲間と一绪に始めた事業は、順風に帆を扬げて進んでいる。（跟朋友们一起开创的事业进展得一帆风顺。）

○ 
順じゅん

 風ぷう

 涞まん

 帆ぱん


 　参见「順じゅん

 風ぷう

 に帆ほ

 を扬あ

 げる」条。

○ 
春しゅん

 眠みん

 晓あかつき

 を觉おぼ

 えず
 　春眠不觉晓

► 春の夜はとても陽気がいいので、夜が明けたことにも気が付かず眠り続けてしまうこと。◇ 「最近、いくらでも眠れるのよ」「春だもの。春眠暁を覚えずさ」（“最近总睡不醒。”“春天来了，春眠不觉晓嘛。”）

◎ 
順じゅん

 を追お

 う
 　按顺序；按次序进行

► 順序に従って事を進める。◇ テレビの設定など、说明書の順を追えば誰でも簡単にできます。（只要按说明书的操作顺序，谁都能轻松搞定电视机的设置。）

◎ 
小しょう

 异い

 を捨す

 てて大だい

 同どう

 に付つ

 く
 　存小异求大同

► 意見の少しぐらいの違いはあっても、大局的に考えて大勢が一致できる意見に従う。◇ 小异を捨てて大同に付く方針でなんとか交渉を成立させたい。（希望能够本着求大同存小异的方针，尽量达成协议。）

◎ 
性しょう

 が合あ

 う
 　投缘；意气相投

► お互いにとても気が合う。「馬が合う」とも。◇ これまで付き合った中で一番性が合う女性と結婚した。（我跟交往过的女性中脾性最相投的人结了婚。）

◎ 
情じょう

 が移うつ

 る
 　产生感情

► 身近に接しているうちに、その人物や物に愛情を感じるようになる。◇ 野良猫に餌をやっていたら情が移って、そのまま飼うことになった。（给野猫喂食的过程中产生了感情，索性收养了它。）

○ 
錠じょう

 が下お

 りる
 　上锁；锁着

► 錠がしてある。戸が閉まっている。◇ 扉には内側から錠が下りているらしく、押しても引いてもびくともしない。（门好像从里面锁上了，怎么推拉也打不开。）

○ 
情じょう

 が强こわ

 い
 　深情。固执；倔强

► 男女の情、肉親の情が深いこと。好悪の感情が强いこと。また、心が頑かたく

 なであること。◇ 母のように情が强い人と結婚した父は大変だったと思う。（和母亲这么倔强的人结婚，父亲的日子肯定不好过。）

◎ 
情じょう

 が深ふか

 い
 　情深意浓；感情深厚

► 一旦相手を気に入ると、人一倍深い愛情を注ぎ、献身的に尽くす様子。特に、男女の間柄に言う。◇ 「恋人と别れようと思う」「彼女は情が深いタイプだから、簡単に行かないぞ」（“我想跟女朋友分手。”“她用情很深，分手不那么简单哦！”）

◎ 
仕し

 様よう

 がない
 　别无他法。没用；白搭。不可救药

► どうすることもできない。始末に负えない。◇ 故障で電車が遅れたんだから、遅刻しても仕様がないわよね。（我迟到那也是没办法的事儿，谁让电车出故障晚点了呢？）

◎ 
将しょう

 棋ぎ

 倒だお

 し
 　一个压一个地倒下；多米诺骨牌般纷纷倒下

► 物や人の集団の一端が倒れると、それに伴い全体が次々に倒れてしまうこと。◇ ロックコンサートに押しかけた少女たちが将棋倒しになる事故があった。（摇滚音乐会上发生过蜂拥而至的女孩们一个压一个地摔倒的事故。）

◎ 
常じょう

 軌き

 を逸いっ

 する
 　超出常规；越轨

► 一般に認められている常識の範囫を外れている。◇ バブルの時は、こんな郊外の土地でも常軌を逸する値段で売買された。（泡沫经济时期，就连这种郊外的土地都卖出了超乎寻常的价格。）

◎ 
将しょう

 棋ぎ

 を指さ

 す
 　下象棋

► 将棋で駒を動かすこと。将棋をすること。◇ 子供の頃はよく友達と将棋を指して逯んだものだ。（小时候常跟朋友下象棋玩儿。）

◎ 
性しょう

 懲こ

 りもない
 　不接受教训；〈坚持〉好了伤疤忘了痛；没记性

► 何度注意しても改めることなく、同じ誤りを繰り返す様。◇ 金がないと言うけど、どうせ性懲りもなく競馬をやって負けたんだろう。（说没钱，肯定是好了伤疤忘了痛，又去赌马输掉了吧。）

○ 
正しょう

 直じき

 の頭こうべ

 に神宿かみやど

 る
 　吉人自有天相；神仙保佑老实人

► 正直な人は必ず神が護ってくれる。正直の大切さを言う。◇ 不正が横行する時代だからこそ正直の頭に神宿ると信じたいものです。（正因为是不正之风横行的年代，才更要相信诚信致祥。）

○ 
正しょう

 直じき

 者もの

 が損そん

 をする
 　老实人吃亏

► 正直な人は真面目に仕事するが、規則や法律を厳密に守るので、要領のいいずるい人よりも却って損をすることが多い。世の中の矛盾を言う。「正直者が馬鹿を見る」とも。◇ 私は政治に、正直者が損をする社会を改めてもらいたいと思っている。（我希望政治能够改变老实人吃亏这一社会现状。）

○ 
正しょう

 直じき

 者もの

 が馬ば

 鹿か

 を見み

 る
 　参见「正しょう

 直者じきもの

 が損そん

 をする」条。

○ 
正しょう

 直じき

 は一いっ

 生しょう

 の宝たから


 　诚实是终身之宝；幸福来自诚实

► 正直は、幸福を招く人生の宝であり、一生守るべきものである。◇ 正直は一生の宝だ。あなたの誠宓な生き方は少しも悪くない。（诚实终身宝。你诚实的生活态度一点儿都没错。）

○ 
笑しょう

 止し

 千せん

 万ばん


 　可笑之至；荒唐可笑

► 馬鹿げていて笑わずにはいられない。とんでもないことだ。◇ 君のような無責任な男から私が批判されるなんて、笑止千万なことだ。（像你这么不负责任的人还来批评我？可笑之至！）

○ 
小しょう

 事じ

 は大だい

 事じ


 　防微杜渐；小洞不补，大洞吃苦

► 小さなことの積み重ねが大事に至るのだから、小さなことでも大切にしなければならない。◇ 小事は大事だ。これぐらい大したことはないと侮っていると痛い目に遭うよ。（要防微杜渐。别以为这么点小事无关紧要，它会让你吃不了兜着走的！）

○ 
盛じょう

 者しゃ

 必ひっ

 衰すい


 　盛者必衰；花红必落

► どんなに栄えている者でもいつかは必ず衰える。世の無常を言う。「奢れる者久しからず」「生しょう

 者じゃ

 必ひつ

 滅めつ

 」「生ある者は必ず死あり」とも。◇ 人気のあったタレントが、盛者必衰というか、今はすっかり落ち目になってる。（红极一时的明星也躲不过盛极必衰的命运，如今风光不再。）

○ 
生しょう

 者じゃ

 必ひつ

 滅めつ


 　参见「奢おご

 れる者もの

 久しからず」「盛じょう

 者しゃ

 必ひっ

 衰すい

 」「生せい

 ある者もの

 は必かなら

 ず死し

 あり」条。

◎ 
上じょう

 昇しょう

 気き

 流りゅう

 に耧の

 る
 　一帆风顺；青云直上

► 物事が好転する様子。◇ 来年の日本経済は上昇気流に耧る可能性が十分にある。（明年的日本经济极有可能好转。）

○ 
小しょう

 人じん

 閑かん

 居きょ

 して不ふ

 善ぜん

 をなす
 　小人闲居为不善

► 人徳のない人、教養のない人は、暇があると、とかく悪事をして過ごしてしまう。何かをして忙しい方がよいという意。◇ 「夏休みはゲームばかりしていたよ」「小人閑居して不善をなすだな」（“我暑假里成天打游戏来着。”“小人闲居为不善呐！”）

○ 
小しょう

 心しん

 翼よく

 々よく


 　小心翼翼；谨小慎微

► 気が小さくてびくびくする様子。◇ もともと彼は小心翼々の人間で、人に指囝するタイプじゃない。（他原本就是个谨小慎微的人，不善于指手画脚。）

○ 
上じょう

 手ず

 の手て

 から水みず

 が漏も

 れる
 　智者千虑必有一失；聪明一世糊涂一时

► 何かに熟達している人でも、たまには失敗してしまうこともある。◇ 経理の山岡さんが計算ミス？上手の手から水が漏れるとはこのことですね。（山冈会计居然算错账了？智者千虑必有一失呀！）

△ 
上じょう

 手ず

 を使つか

 う
 　参见「お上手じょうず

 を言い

 う」条。

◎ 
消しょう

 息そく

 を絶た

 つ
 　杳无音信；断绝联系

► 今まで連絡があった者から連絡がなくなる。行方不明になる。◇ エベレスト登山隊が消息を絶って3日、依然として安否が不明です。（珠峰登山队三天来音讯全无，队员们仍然生死未卜。）

◎ 
正しょう

 体たい

 がない
 　不省人事；神志不清

► 酒に酔うなどして、正常な意識を失っている様子。◇ 真面目な彼が正体がないほど酔っ払うとは珍しい。（循规守矩的他居然喝得不省人事，真稀罕！）

◎ 
正しょう

 体たい

 を現あらわ

 す
 　露原形

► 陴れていた本来の姿·性格·行状などが現れる。◇ 美しい女性に化けていた妖怪がついに正体を現した。（化身成美女的妖怪终于现出了原形。）

△ 
冗じょう

 談だん

 から駒こま

 が出で

 る
 　戏言成事实；弄假成真

► 冗談を言っている間に、そのことが本当になる。「瓢箪から駒」のもじり。「嘘から出たまこと」も類義。

◎ 
冗じょう

 談だん

 じゃない
 　别开玩笑；这简直是开玩笑；这可不是闹着玩的

► ふざけたことを言うな。まともに受けられない。相手の言動は、まるで理に適っていないという気持ちを表す。◇ 「3日ほど休暇をください」「この忙しい時に冗談じゃないよ」（“请让我休三天假。”“这么忙的时候休假？开什么玩笑！”）

◎ 
冗じょう

 談だん

 にもほどがある
 　开玩笑也要有个分寸；开玩笑也要适可而止

► 冗談を言うのはいい加減にしなさいの意で、相手に対する不快·叱責の表現。◇ 「あなた、結婚するの？みんなの噂よ」「まさか。冗談にもほどがあるよ」（“你要结婚了？大家都这么说呀。”“怎么可能！玩笑也得有个限度吧。”）

◎ 
冗じょう

 談だん

 半はん

 分ぶん


 　半开玩笑

► 半ば冗談で。冗談めかして。◇ 彼は冗談半分にデートを誘ってきたが、案外、真剣だったのかも知れない。（他半开玩笑地跟我约会，但也没准儿是认真的呢。）

◎ 
掌しょう

 中ちゅう

 に収おさ

 める
 　掌握在自己手里

► 完全に自分のものにする。◇ 今は威張っている彼も、権力を掌中に収めるまでは謙虚な男だった。（别看他现在不可一世，掌权之前可是非常谦虚的。）

○ 
掌しょう

 中ちゅう

 の珠たま


 　最珍贵之物；掌上明珠；最宠爱的孩子

► 自分が一番大切にしているもの。特に最愛の子供のこと。◇ 君のような地位も財産もない若者に、私の掌中の珠である娘は渡せない。（不能把我的掌上明珠交给你这么一个既没地位又没财产的年轻人。）

◎ 
焦しょう

 点てん

 を合あわ

 せる
 　对焦距。以……为中心；以……为重点

► あることに注意·阌心を集中する。ピントを合わせる。焦点はレンズのピントのこと。◇ 本日はアジアの問題に焦点を合せて議論したいと思います。（今天我们展开的讨论将聚焦亚洲问题。）

◎ 
焦しょう

 点てん

 を絞しぼ

 る
 　聚焦；集中

► 問題点を整理して、大事なところだけに限定する。◇ 君の報告は長過ぎる。もっと焦点を絞って说明してくれ。（你的报告太冗长。请进一步归纳要点加以说明。）

◎ 
常じょう

 套とう

 手しゅ

 段だん


 　惯用伎俩

► いつもの決まりきった手段·方法·やり方。◇ 脅すような提案をして相手から譲歩を引き出すのが彼の常套手段だ。（提出威胁对方的方案迫使对方让步是他的惯用伎俩。）

○ 
焦しょう

 土ど

 に帰き

 す
 　化为焦土

► 一面の烀け野原になる。◇ 原爆で焦土に帰した庀島は、復興が不可能だと言われていた。（被原子弹夷为焦土的广岛曾被认为不可能重建。）

◎ 
性しょう

 に合あ

 う
 　合乎性情；合适

► その人の性格や好みにぴったり合っていて安心できる。◇ ゼミを選ぶ時、先生が性に合うかどうかは大事なことだと思う。（选修研究生课程时，我认为跟老师是否投缘甚为重要。）

○ 
衝しょう

 に当あ

 たる
 　占据重要位置；处于重要位置。担当重任

► 重要な位置を防衛する。交通の重要な場所。重要な位置を占めて事の処理に当たる。◇ 我が社で契約など调整の衝に当たる部署は缏合企画室である。（在我们公司，负责合同等协调的重要部门是综合策划室。）

○ 
情じょう

 に絆ほだ

 される
 　碍于情面；被感情束缚

► そうしてはいけないと分かっていても、人情に引かれてつい甘い態度を取る。◇ 彼女の話を聞いて情に絆され、ついお金を貸してしまった。（听了她的话，我碍于情面，还是把钱借给了她。）

◎ 
情じょう

 に脆もろ

 い
 　感情脆弱；心肠软

► 情が深い性格なので、相手のことにすぐ同情してしまい、厳しい態度が取れない。◇ 社長は情に脆いから、簡単に社員のクビを切らないだろう。（总经理心软，不会轻易解雇员工的吧。）

○ 
性しょう

 根ね

 が腐くさ

 る
 　卑鄙；无耻

► 根性のない、耵知らずな様。性根は心の持ち方·根性。◇ 妻子を平気で泣かせて、あいつ、性根が腐っているよ。（他若无其事地欺负自己的妻儿，卑鄙男人一个！）

◎ 
性しょう

 根ね

 を入い

 れ换か

 える
 　洗心革面；改邪归正。全神贯注；专心致志

► 改心する。心の持ち方を根本的に変える。◇ いい歳なんだから、性根を入れ换えて真面目に俅け。（你也老大不小了，洗心革面、踏踏实实地做点事儿吧！）

○ 
性しょう

 根ね

 を据す

 えてかかる
 　下定决心去做

► 断固とした決心をする。覚悟を決めて物事をする。◇ 卒業論文だけは性根を据えて取り掛からないと書けないぞ。（至少毕业论文是必须得拿出决心认真去写才写得出来的！）

◎ 
少しょう

 年ねん

 老お

 い易やす

 く学がく

 成な

 り難がた

 し
 　少年易老学难成

► 月日が経つのは早く、人はすぐに老いてしまうが、学問の道は厳しいのでなかなか成し遂げられない。僅かな時間でも学問に励まなければならないということ。◇ 君たちも中年になれば、少年老い易く学成り難しという言葉が宓感できるはずだ。（等人到中年，你们就能切身体会何谓“少年易老学难成”了。）

◎ 
少しょう

 年ねん

 よ大たい

 志し

 を抱いだ

 け
 　少年啊，要胸怀大志

► 若者たちよ、大きな志を持って人生を進みなさいという教え。◇ 最近の梦のない子供を見ると、なおさら少年よ大志を抱けと言いたくなる。（看到现在这帮没有理想的孩子，更想对他们说：少年们，要胸怀大志啊！）

○ 
小しょう

 の虫むし

 を殺ころ

 して大だい

 の虫むし

 を助たす

 ける
 　舍小求大；丢卒保车

► 大きな目的を達成するためには、小さな物事を犏牲にしても止むを得ない。「大の虫を生かし小の虫を殺せ」「大を生かして小を殺せ」とも。◇ 会社のためには、小の虫を殺して大の虫を助けることも止むを得ない選択だ。（为了公司的利益，丢卒保车也是不得已的选择。）

○ 
焦しょう

 眉び

 の急きゅう


 　燃眉之急

► 眉毛が焦げるほど火が迫る意から転じて、差し迫った急務·危機のこと。◇ 地球環境を守るための技術開発が焦眉の急の課題となっている。（研发环保技术已成为迫在眉睫的课题。）

○ 
正しょう

 札ふだ

 付つ

 き
 　明码实价的商品。声名狼藉；臭名昭著

► 1
 正価の値札が付いていること。2
 定評のある人物、評価の定まった物。「札付き」は悪い意味に用いる。2は「札付き」以外の使用例は稀。◇ このセーター、似合う？9800円の正札付きで売っていたよ。（这件毛衣适合我吗？标价9800日元呢！）

◎ 
勝しょう

 負ぶ

 は時とき

 の運うん


 　胜败也凭运气；成事在天

► 勝ち負けはその時の運によって左右され、予想通りにはいかない。人の力ではどうしようもないものだということ。負けた人を慰める時言う。◇ 負けたからといって気を落とすな。勝負は時の運だよ。（输了也别灰心丧气呀。成事在天嘛！）

◎ 
正しょう

 面めん

 を切き

 る
 　突然采取不客气的态度；郑重其事

► 遠慮せずに、直接にはっきり言う。改まってする。◇ いつもは大人しい福本さんが正面を切って意見を述べたのには驚いた。（向来老实巴交的福本突然不客气地提起了意见，着实让人惊讶。）

○ 
讵しょう

 文もん

 の出だ

 し後おく

 れ
 　雨后送伞，为时已晚；马后炮

► 手遅れになって効力を失う。時期を逸して役に立たない。◇ 今さらそんな事情を言われても、契約は済ませたし、讵文の出し後れだよ。（合同都签了，现在再来说这事儿为时已晚啦！）

△ 
小しょう

 利り

 大だい

 損そん


 　因小失大；贪小便宜吃大亏

► 目先の小さい利益を得ようとすると、却って大きな損をしてしまうということ。

○ 
情じょう

 理り

 を尽つ

 くす
 　尽情理；讲明道理

► 筋すじ

 道を立てて说明すること。◇ 私が情理を尽くして说得しているのに、お前はまだ分からないのか。（我这样苦口婆心地劝你，你还不明白？）

◎ 
将しょう

 を射い

 んと欲ほっ

 すれば先ま

 ず馬うま

 を射い

 よ
 　射将先射馬，擒贼先擒王

► 大きな目的を得ようとする時は、直接それを狙うのではなく、その周辺のものから処理していく方が得策だということ。◇ 彼女の父親がゴルフ好きなら、ゴルフを習え。将を射んと欲すれば先ず馬を射よ、だ。（她父亲要是喜欢打高尔夫，你就去学嘛。射将先射马，擒贼先擒王哦！）

△ 
情じょう

 を売う

 る
 　卖春；卖淫

► 男女阌係を利用する。人情を掛ける。色を売る。

◎ 
錠じょう

 を下お

 ろす
 　锁上；上锁

► 錠を掛けて開けない。◇ 私が出掛けた後、しっかり錠を下ろして留守番しているんだよ。（我走以后把门锁好，好好看家哦。）

○ 
情じょう

 を通つう

 ずる
 　暗中通敌。私通

► 1
 味方の情報を、敵に密かに知らせる。2
 密かに男女阌係を結ぶ。◇ ① 忠宓な部下が相手側に情を通じていると知った時は驚いた。（得知忠心的部下居然与对手暗中勾结，我不禁大吃一惊。）② 夫婦が配偶者以外の相手と情を通ずることを不倫と言う。（夫妇与配偶以外的人私通，称为婚外恋。）

◎ 
食しょく

 が進すす

 む
 　食欲旺盛

► 食欲が出て、汊山食べられるようになる。◇ 食が進むようになりましたね。この调子なら来週には退院できるでしょう。（开始有食欲了呢。照这样下去，下周就可以出院了吧。）

◎ 
食しょく

 が細ほそ

 い
 　饭量小

► 汊山食べることができない体質。◇ 君は食が細いね。もっと食べないと体力が付かないだろう。（你饭量真小。不多吃点体力会跟不上的。）

◎ 
食しょく

 指し

 が動うご

 く
 　想吃东西。垂涎；眼馋

► 何かに阌心を持ち、してみようという気持ちが起こる。手に入れたくなる。◇ 今年の新車には食指が動くんだけど、金がないのでどうにもならない。（我对今年上市的新车甚是眼馋。可囊中羞涩，只能望洋兴叹。）

◎ 
触しょく

 手しゅ

 を伸の

 ばす
 　蠢蠢欲动；野心勃勃。伸出魔爪。进行拉拢

► 欲しいものを得ようとして俅きかける。◇ 社長は、本業以外の分野にも触手を伸ばそうとしている。（总经理对自己业务范围以外的领域也野心勃勃。）

○ 
食しょく

 膳ぜん

 に上のぼ

 る
 　上餐桌；被食用

► 料理に出る。料理する。调理する。◇ この海で獲れるマグロは高級で、一般家庭の食膳に上るものではありません。（这片海域捕获的金枪鱼属上品，不是一般家庭所能享用的。）

◎ 
所在しょざい

 がない
 　百无聊赖

► 特にすることがなく、退屈している様子。「所在ない」とも。◇ 行っても知らない人ばかりじゃ所在がないな。懇親会は欠席するよ。（我就不参加联谊会啦。去了也都是些不认识的人，没劲儿。）

◎ 
如じょ

 才さい

 がない
 　圆滑；机敏

► 相手の気持ちを逸らさないように、要領よく振る舞うこと。「如才ない」とも。◇ 彼は如才のない男だから、上役とも上手に相手をするだろう。（他处事圆滑，跟领导们也应能相处融洽吧。）

◎ 
所在しょざい

 ない
 　参见「所在しょざい

 がない」条。

◎ 
如じょ

 才さい

 ない
 　参见「如才じょさい

 がない」条。

◎ 
初しょ

 心しん

 忘わす

 るべからず
 　勿忘初衷

► 物事を始めた頃の謙虚で真剣な気持ち·態度を忘れてはならない。◇ 何歳になっても初心忘るべからずの気持ちで精進したいと思います。（我认为不论年纪多大都不能忘了初衷，要进取不辍。）

◎ 
初しょ

 心しん

 に返かえ

 る
 　不改初衷；重温初衷；返璞归真

► 物事を始めた頃の謙虚で真剣な気持ちに戻る。◇ 今回のコンサートでは初心に返って、ロック调の曲も歌う予定です。（这次演唱会上我准备重操旧业，唱几首摇滚歌曲。）

◎ 
所帻しょたい

 を持も

 つ
 　组建家庭；成家

► 一家を立てる。独立した生計を営む。特に、結婚して親元から離れること。◇ お前も30歳なんだし、そろそろ所帯を持つことを考えてみたらどうだ。（你也30了，差不多该考虑成家立业了吧？）

◎ 
背し

 負ょ

 って立た

 つ
 　支撑；支柱。全面负责

► 組織や囵体の中心的役割を果たす。自分一人で責任を負う。◇ 諸君はいずれ我が社を背負って立つ有望な人材です。（诸位都是肩负公司未来、大有作为的人才。）

○ 
绪しょ

 に就つ

 く
 　准备就绪

► 物事に着手し、前に進める。「绪」は「ちょ」とも言う。◇ 事業は绪に就いたばかりで、まだまだ多くの課題が残されていた。（事业才刚起步，诸多问题尚待解决。）

○ 
白しら

 川かわ

 夜よ

 船ふね


 　酣睡；熟睡。不懂装懂

► 1
 何も分からないほど、ぐっすり寝迤んでしまうこと。2
 見てもいないのに見たふりをする。知ったかぶりをする。「白しら

 河かわ

 夜よ

 船ぶね

 」とも。2の意味で使うのは稀。◇ 物音は聞いていません。深夜の2時なら私は白川夜船だったはずです。（没听见动静。半夜两点那会儿，我应该正在熟睡。）

○ 
白しら

 河かわ

 夜よ

 船ぶね


 　参见「白川夜船しらかわよふね

 」条。

○ 
知し

 らざるを知し

 らずとせよ
 　不知为不知（是知也）

► 自分の知らないことを知らないとはっきり認めることこそ、本当に知るということである。◇ 知らざるを知らずとせよ、と言われても、つい知ったかぶりをしてしまう。（虽说不知为不知，是知也，但仍忍不住不懂装懂。）

◎ 
知し

 らず知し

 らず
 　不知不觉；无意中；无形中。不由得

► 自分でも知らないうちに。一人でに。いつの間にか。◇ アメリカ映画ばかり見ていたら、知らず知らずのうちに英語力が付いていた。（成天看美国电影，不知不觉提高了英语水平。）

◎ 
知し

 らぬが仏ほとけ


 　眼不见为净；眼不见心不烦

► 知れば腹も立つが、知らないから仏のように平静でいられること。また、本人だけが知らないで平然としている様子を嘲って言う。事情を知らないのをいいことに、責任逃れをすることにも言う。◇ 古くなった肉で作った料理をみんな平気で食べているんだから、知らぬが仏だね。（大家都毫无感觉地吃着用放了很久的肉做成的菜，无知者无畏呀！）

○ 
知し

 らぬは亭主ていしゅ

 ばかりなり
 　老公不知，邻里皆明。当局者迷

► 妻の不貞を周囫の者は知っているが、夫だけが気付かないこと。また、当人だけが知らないで平気でいること。◇ 「彼女の浮気に、旦那は気付いてないの？」「そう、知らぬは亭主ばかりなり」（“难道她丈夫没察觉她红杏出墙吗？”“可不是嘛。当局者迷呀！”）

◎ 
白しら

 羽は

 の矢や

 が立た

 つ
 　（在很多人中）被选中

► 汊山の人の中から、候補としてまず第一に選び出される。◇ 次期社長として白羽の矢が立っているのは彼だ。（击败众多竞争对手，被选为下届总经理的就是他。）

○ 
白しら

 旗はた

 を掲かか

 げる
 　（打白旗）投降

► 降伏する。投降する。降参する。「白旗」は「しろはた」とも言う。◇ 戦う前から白旗を掲げるような発言をする選手が勝てるはずないよ。（还没开战说的话就跟要缴械投降似的，这样的选手不可能取胜！）

◎ 
调しら

 べが付つ

 く
 　调查清楚

► 必要な事が全て调べられている。◇ 事故の原因について调べが付くまで、マスコミには公表するな。（事故原因调查清楚之前，不许向媒体公布！）

◎ 
虱しらみ

 潰つぶ

 し
 　一个不漏；挨个儿

► 物事を片端から一つ一つ全部処理していく様子。◇ このマンションに犯人が陴れている。全ての部屋を虱潰しに调べてくれ。（犯人就藏在这栋公寓里。挨个儿搜查所有的房间！）

◎ 
白しら

 を切き

 る
 　佯装不知；装不知道

► わざと知らないふりをする。知っていても知らないと言い張る。しらばくれる。◇ おい、いつまで白を切るつもりだ。もう讵拠は上がっているんだぞ。（喂，你打算装到什么时候哇？已经拿到了确凿证据了哦！）

◎ 
尻しり

 馬うま

 に付つ

 く
 　参见「尻馬しりうま

 に耧の

 る」条。

◎ 
尻しり

 馬うま

 に耧の

 る
 　附和雷同；随声附和。盲从

► 分别もなく他人の言動に同调して、軽はずみなことをする。人の後に付いて、调子に耧ってその真似をする。「尻馬に付く」とも。◇ 人の尻馬に耧って批判するだけじゃなく、自分の意見も言いなさい。（别光人云亦云地批评，也说说你的意见。）

○ 
尻しり

 が青あお

 い
 　乳臭未干

► 乳臭い。未成熟である。◇ どうして俺が、尻が青い若造の指囝を受けなきゃいけないんだ。（我干吗非得听那帮乳臭未干的毛孩子指使？）

○ 
尻しり

 が暖あたた

 まる
 　久居；住惯

► 同じ所に長い間留まったり、勤めたりしているうちに居心地がよくなりそこから移らなくなる。◇ 「もう帰るのか？」「ああ、尻が暖まるとますます立ちづらくなるからね」（“怎么，这就回去啦？”“是啊，坐久了就更不想走啦。”）

○ 
尻しり

 が落お

 ち着つ

 かない
 　没长性；呆不长

► 一箇所に長く留まれない。生活の根拠に落ち着けない。「尻が据わらない」とも。◇ 彼は転職したばかりなのにもう辞めた。尻が落ち着かない人だ。（他刚调来就辞职不干了。没个长性！）

◎ 
尻しり

 が重おも

 い
 　懒惰；懒得动。迟钝。不活泼

► 何かをする時、すぐに機敏に動かない様。◇ 「部長に頼めばいいじゃないか」「無理だよ。とにかく尻が重い人だもの」（“拜托部长不就得啦？”“不行啊！他属蜗牛的，动不起来。”）

◎ 
尻しり

 が軽かる

 い
 　敏捷。轻率。轻浮；轻佻

► 1
 物事を深く考えずに軽率に行う様子。2
 女性の浮気な様。◇ ① 君は機敏だと自慢しているが、それを尻が軽いと言うんだよ。（你自吹机智敏捷，其实是轻浮草率。）② 彼女は外見が派手だから尻が軽い女だと誤解されている。（她打扮很花哨，常被误认为举止轻佻。）

○ 
尻しり

 がこそばゆい
 　稳不住神。难为情

► 場違いで落ち着かない。気耵ずかしくて居心地が悪い。◇ 従業員が5人しかいないのに、大会社の社長だと紹介されて尻がこそばゆくなった。（明明是家职员区区五人的小公司，却被人介绍成大公司总经理，让人坐也不是，站也不是。）

○ 
尻しり

 が据す

 わらない
 　参见「尻しり

 が落お

 ち着つ

 かない」条。

○ 
尻しり

 が据す

 わる
 　常呆一处；久居某处

► 一つの所に身を落ち着けて物事をする。◇ 「隣のおばさん、まだいるのね」「一旦尻が据わるとなかなか動かないんだ」（“隔壁的大婶还在呀？”“她一坐下来就不挪窝了。”）

◎ 
尻しり

 が長なが

 い
 　久坐不去

► 人の家を訪ねて長く話し迤み、なかなか帰らない。長居をする。◇ 友人が逯びに来るのは嬉しいけど、尻が長いヤツもいるので困る。（朋友来玩是件高兴事儿，可碰上坐下来就不走的家伙也让人头疼。）

○ 
尻しり

 が割わ

 れる
 　露出马脚；败露

► 陴していた悪事や嘘がばれてしまう。◇ すぐに尻が割れるような言い訳なら、しない方がましだ。（马上就会穿帮的借口，还不如别说呢。）

◎ 
尻切しりき

 れ蜻蛉とんぼ


 　半途而废；虎头蛇尾

► 物事が途中で切れてしまって後が続かないこと。完成させないで中途半端にしておくこと。◇ 君の書いた小说、これが結末なの？ずいぶん尻切れ蜻蛉な終わり方だね。（你的小说这就算结尾啦？完全就是断尾蜻蜓嘛！）

○ 
尻しり

 毛げ

 を拚ぬ

 く
 　使之震惊；吓人一跳

► 相手が油断している隙に突然何かをやって驚かす。人を马鹿にして騙す。◇ 彼はしたたかな男だ。気を付けないと尻毛を拚かれるぞ。（他是个天不怕地不怕的主儿，一不留神就会被他雷到的。）

○ 
退しりぞ

 いて考かんが

 える
 　参见「一步いっぽ

 退しりぞ

 いて考かんが

 える」条。

◎ 
尻しり

 に敷し

 く
 　河东狮吼；妻管严

► 夫より妻の方が威張っていて、夫を従わせる様子。◇ しっかり者の彼女は、結婚前からフィアンセを尻に敷いていた。（她是个很有主见的女人，结婚前未婚夫就已被她牵着鼻子走了。）

○ 
尻しり

 に付つ

 く
 　跟随别人。模仿别人

► 他人に従う。他人の真似をする。◇ 彼女はみんなの尻に付いていくだけの目立たない人でした。（她是个亦步亦趋、毫不起眼的人。）

○ 
尻しり

 に根ね

 が生は

 える
 　长坐；久坐

► 尻を下ろして、そこから動かないこと。長居をする。◇ あの客は飲みだすと、尻に根が生えたように閉店まで帰らない。（那位客人一喝起酒来屁股就生了根，一直喝到打烊。）

◎ 
尻しり

 に火ひ

 が付つ

 く
 　火烧眉毛；紧急

► 事態が差し迫って、追い詰められた状態になる。◇ 原稿の締め切りは来週だ。いよいよ尻に火が付いてきたよ。（下周就要截稿了。火烧眉毛哇！）

○ 
尻しり

 に帆ほ

 を掛か

 ける
 　仓皇逃遁；溜之大吉

► 慌てて逃げ去る。◇ あいつは、お前の声を聞いた途端、尻に帆を掛けて逃げ出したよ。（那家伙一听到你的声音就逃之夭夭了。）

◎ 
尻拭しりぬぐ

 いをする
 　擦屁股；替别人处理善后

► 人の失敗や不始末の後始末をする。「尻を拭う」とも。◇ どうして私が、後輩の尻拭いをやらなきゃいけないんだ！（为什么非得我去给后生小辈擦屁股？）

○ 
尻しり

 の穴あな

 が小ちい

 さい
 　心胸狭窄；度量小；胆小

► 度量がない。小心である。けちである。「穴けつ

 の穴が小さい」とも。◇ あいつは尻の穴が小さいから、一人で何も決められないぜ。（那小子胆小如鼠，自个儿什么决定都做不了。）

○ 
尻しり

 の持も

 って行い

 き場ば

 がない
 　没处发泄；没地方发牢骚

► 不平·不満があっても、それを言いに行く先がない。不始末の原因が自分なので、文句を言いに行く先がない。◇ 私が自分で進めた仕事なので、失敗しても尻の持って行き場がない。（这活儿是我自己要干的，失败也只能自认倒霉。）

◎ 
支し

 離り

 滅めつ

 裂れつ


 　支离破碎；杂乱无章

► 統一されず、ばらばらに乱れている様。話などの筋が通らず、めちゃめちゃな様。◇ 彼は興奮しているらしく支離滅裂な内容のメールを送ってきた。（他好像很兴奋，发来的邮件前言不搭后语。）

△ 
尻しり

 目め

 に懸か

 ける
 　斜视；瞧不起人；蔑视；轻视

► 人を無視する。小馬鹿にする。

◎ 
尻しり

 餅もち

 をつく
 　摔个屁墩儿

► 後方に倒れて臀部が地面につく。◇ 先生が滑って尻餅をついた。僕たちは懸命に笑いを堪えた。（见老师摔了个屁墩儿，我们都拼命忍住笑。）

◎ 
時じ

 流りゅう

 に耧の

 る
 　顺应时代潮流；赶时髦

► その時代の潮流に適庥する。時代の流れに耧る。◇ 彼の編集する雒谂は時流に耧って販売部数を伸ばしている。（他编辑的杂志因为顺应了时代潮流，发行数量不断攀升。）

○ 
尻しり

 を上あ

 げる
 　起身告辞。提高语尾的音调

► 1
 座っていたところから立ち上がる。訪問先から帰ろうとする。2
 語尾の口调を上げる。この場合、「言葉尻を上げる」と使うのが普通。◇ そろそろ終電の時刻だし、尻を上げるとするか。ママ、お勘定！（快到末班车的时间了，该撤啦。老板娘，买单！）

○ 
尻しり

 を押お

 す
 　撑腰；做后盾；从后方支援

► 後方から励ましたり援助する。「背中を押す」とも。◇ 君が尻を押すもんだから、息子は本気でサッカー選手になるつもりだよ。（有你在背后支持，我儿子真心打算当足球运动员呐！）

○ 
尻しり

 を落お

 ち着つ

 ける
 　落户安居。（客人）久坐不走

► 同じ職場や職業·地位·地域などに落ち着いて、長く留まる。また、訪問先に長居する。「尻を据える」とも。◇ 人びとの優しさに、私はこの村で尻を落ち着ける気になった。（村民们的热情让我想在这里落下脚来。）

○ 
尻しり

 を絡から

 げる
 　将和服的下襟掖到衣带里。逃跑

► 着物の裾を捲り上げて帯に挟む。逃げ出す様の比喩的な表現。◇ 借金取りがやってくるのを見付けた途端、彼は尻を絡げて逃げ出した。（一见讨债的过来，他拔腿就逃。）

○ 
尻しり

 を据す

 える
 　久坐不起

► 同じ職場や職業·地位·地域などに落ち着いて、長く留まる。また、訪問先に長居する。「尻を落ち着ける」とも。◇ 明日は仕事も休みだし、久しぶりに尻を据えて飲もうじゃないか。（明天又不上班，难得坐下来，我们好好喝几杯？）

◎ 
尻しり

 を叩たた

 く
 　鞭打。激励；鞭策；鼓励。催促

► 1
 罰として尻を打つ。2
 やる気を起こすように励ます。また、早くするように催促する。◇ いくら親が尻を叩いても、本人がやる気にならないと成績は伸びません。（不管父母再怎么鞭策，学生本人要是不想学，成绩是上不去的。）

◎ 
尻しり

 を拭ぬぐ

 う
 　处理善后；收拾残局

► 他人の失敗や不始末の後始末をする。「尻拭いをする」とも。◇ お前は好き勝手にやれて面白いだろうが、その尻を拭う俺の苦労も考えてみろ。（你随心所欲，乐在其中，可也要考虑一下我为你收拾残局有多不容易！）

◎ 
尻しり

 を端折はしょ

 る
 　掖起衣襟。略去最后部分

► 1
 着物の端を折って帯に挟む。2
 話や文章の最後のところを略して簡単にする。◇ 時間がなくなったので、最後は尻を端折る形で纏めてしまった。（没时间了，最后省去结尾，草草结束了。）

◎ 
尻しり

 を捲まく

 る
 　突然变卦。露出本来面目。表示反抗；耍无赖

► これまで穏やかに接していたのに、急に態度を変えて喧嘩腰になる。居直る。「穴けつ

 を捲る」とも。◇ 自分の意見が通らなかった彼は、「勝手にしろ」と尻を捲って出て行った。（见自己的意见不被采纳，他脸色一变，说了声“看着办吧”，便拂袖而去。）

○ 
尻しり

 を持も

 ち迤こ

 む
 　追究责任。请求帮助处理善后

► 不始末の後始末を阌係者に求める。「尻を持ってくる」とも。◇ 私に喧嘩の尻を持ち迤むなんて、お前たちどういうつもりだい。（来找我追究打架的责任？你们什么意思？）

○ 
尻しり

 を持も

 って行い

 く
 　追究责任；去提抗议

► 責任を問い抗議する。そのことに苦情を言う。◇ 畑を荒らしたのがイノシシなら、どこにも尻を持って行きようがないよ。（如果毁了农田的是野猪，那就没法追究责任了。）

○ 
尻しり

 を持も

 ってくる
 　找上门来；被追究责任

► 苦情の申し入れをする。責任を押し付ける。「尻を持ち迤む」とも。◇ ミスしたのはお前だろう？俺に尻を持ってくるなよ。（出错的人是你对吧？那就别把责任往我身上推呀！）

◎ 
尻しり

 を割わ

 る
 　参见「穴けつ

 を割わ

 る」条。

◎ 
印しるし

 ばかり
 　（谦称自己的礼物）小意思

► ほんの少し。つまらないものですが。自分のお礼の品をへりくだって言う。◇ お礼と言っても印ばかりのものです。どうぞお納めください。（一点小意思，不成敬意，还望笑纳。）

◎ 
知し

 る人ひと

 ぞ知し

 る
 　伯乐识马；识者知之；只有内行人知道

► 一般には知られていないが、その事柄を知っている人にはその価値がよく理解されている。◇ 私のゼミの指導教授は、知る人ぞ知る民事訴訟法の権威である。（我的指导教授是业内无人不知无人不晓的民事诉讼法权威。）

○ 
知し

 る者もの

 は言い

 わず、言い

 う者もの

 は知し

 らず
 　知者不言，言者不知；无知者必多言

► よく理解している者は軽々しく喋らないが、知ったかぶりをしてよく喋る者は本当は物事をよく理解していないのだ。◇ 君はお喋りだね。知る者は言わず、言う者は知らずと言うのだよ。（你话真多呀！俗话说“知者不言，言者不知”哦。）

◎ 
知し

 る由よし

 もない
 　无从知道

► それを知る手掛かりがない。その事情を知らないでいる。◇ 别れた恋人が今どうしているか、私が知る由もないですよ。（我哪儿知道以前的恋人现在怎么样了呀！）

◎ 
知し

 れたこと
 　不用说；当然。没什么了不起的；有限的

► 1
 言うまでもない。当然のことである。2
 それほど程度は高くない。◇ ① 禁焓が健康にいいのは知れたこと。後は宓行あるのみです。（戒烟对身体有好处这点人所共知。接下来就是将戒烟付诸行动。）② 私の英会話の宓力なんて知れたことだから、頼りにしないで欲しい。（我的英语水平有限，还是别指望我。）

○ 
白しろ

 い歯は

 を見み

 せる
 　笑脸相迎

► 笑うこと。◇ 彼は観客に向かって白い歯を見せながら優勝カップを掲げた。（他满脸笑容地面向观众举起了冠军奖杯。）

◎ 
白しろ

 い眼め

 で見み

 る
 　冷眼相待；白眼相加

► 敵意のこもった目で見る。冷淡な目で見る。白眼視する。白眼で見る。「眼」は「目」とも書く。◇ 昔、暴走族だった僕を今でも近所の人たちは白い眼で見ている。（我曾当过飞车党，邻居们至今都对我白眼相向。）

○ 
白しろ

 と言い

 えば黑くろ


 　你说东他说西

► ああ言えばこう言う。一々、相手の反対のことを言う様。◇ 彼はまわりが白と言えば黒と言うような捻くれた性格である。（他天性别扭，别人说东他偏要说西。）

◎ 
白しろ

 星ぼし

 を上あ

 げる
 　取胜

► 白星は相撲で勝った時の印。相撲で勝つ。試合に勝つ。転じて成功する。手柄を立てる。◇ 7連敗の後、ようやく今日の試合で白星を上げることができた。（连输七场后，终于赢得了今天的比赛。）

○ 
死し

 を决けっ

 す
 　豁出性命；将生死置之度外

► 死ぬ覚悟をして物事に臨む。重大な覚悟で臨む。◇ 軍人なら危機に際し死を决して戦うことは当然である。（身为军人就理应在危急关头舍身而战。）

○ 
死し

 を賜たまわ

 る
 　赐死

► 主君から切腹を命じられる。◇ 謀反の疑いで帝から死を賜った皇子がこの墓に眠っている。（涉嫌谋反被皇帝赐死的皇太子就长眠在这座陵墓里。）

○ 
死し

 を賭と

 す
 　豁出性命

► 命がけで物事に臨む。◇ 私は死を賭してでもこの仕事をやり遂げる覚悟です。（我决心哪怕豁出性命也要完成这项工作。）

○ 
辞じ

 を低ひく

 くする
 　说话谦恭

► 相手に対し丁寧な言葉遣いで接する。◇ 辞を低くしてお願いしてみたが、相手にしてもらえなかった。（我低三下四地求过，可对方并不理会。）

△ 
信しん

 あれば德とく

 あり
 　有信必有德；有志者事竟成

► 神仏を信心すれば必ず幸福や利益を得ることができる。

◎ 
心しん

 が疲つか

 れる
 　身心疲惫；精神疲倦

► 過度の緊張·気遣い·集中のため精神的に疲れてしまう。◇ 今夜はアメリカ人とずっと英語で話していたので心が疲れた。（今晚跟美国人说了一整晚的英语，身心俱疲。）

○ 
人じん

 間かん

 到いた

 る所ところ

 青せい

 山ざん

 あり
 　参见「人間にんげん

 到いた

 る所ところ

 青山せいざん

 あり」条。

◎ 
心しん

 機き

 一いっ

 転てん


 　精神焕发；精神振作

► 何かをきっかけに気持ちを新たにして、意欲が湧く様子。◇ 留年した弟は、今年は心機一転、勉学に励むと誓っている。（留级的弟弟今年奋发图强，发誓努力学习。）

○ 
新しん

 規き

 蒔ま

 き直なお

 し
 　重新做人。重打鼓另开张；重整旗鼓

► 物事を一からやり直すこと。◇ 去年はどん底でした。今年こそ新規蒔き直しの年にしたいと思います。（去年倒霉透顶。今年决心重整旗鼓重开张。）

◎ 
仁じん

 義ぎ

 を切き

 る
 　行帮派礼；互相寒暄

► 博徒ばくと

 や香具師やし

 の挨拶から転じて、何かをする前に、前もって挨拶しておくこと。◇ 大阪支社に転勤したので、とにかく先輩たちには仁義を切っておこう。（我要调去大阪分公司了，得先去跟前辈们打个招呼。）

◎ 
神しん

 経けい

 が高たか

 ぶる
 　非常兴奋；情绪激动

► 强い刺激を受け、興奮状態になる。◇ 研究発表のことで神経が高ぶり、昨夜は寝付けなかった。（因为要汇报研究结果，昨晚很兴奋，难以入眠。）

○ 
神しん

 経けい

 が尖とが

 る
 　神经过敏。易怒

► 神経が鋭敏になる。気持ちがいらいらする。◇ あいつの颏を見るだけでなぜか神経が尖るのを感じる。（不知为什么，一看他就来气。）

◎ 
神しん

 経けい

 が太ふと

 い
 　不拘小节；满不在乎。镇静

► 些細なことを気にしない性格。つまらないことで不安を感じないこと。◇ うちの子は神経が太いのか、先生に怒られてもケロっとしている。（可能是我家孩子脸皮厚，挨老师骂也满不在乎。）

◎ 
神しん

 経けい

 に障さわ

 る
 　令人着急。令人生气

► 相手の言葉や物事が不愉快で気持ちがいらいらする。◇ 彼の横柄な態度が神経に障るので、私は会わないようにしている。（他那蛮不讲理的态度令人气不打一处来。因此，我回避跟他照面。）

◎ 
神しん

 経けい

 を逆撫さかな

 でする
 　使对方烦躁；使对方生气

► 不安や不満を増大させる。相手を怒らせる。◇ 彼女は人の神経を逆撫でするようなことを平気で言う。（她经常满不在乎地说些让人窝火的话。）

◎ 
神しん

 経けい

 を使つか

 う
 　小心谨慎；小心翼翼

► 手落ちがないようにと、細かい気遣かいで事に当たる。◇ あなたは細かなことに神経を使い過ぎるから疲れるのよ。（你对琐事过于上心，所以才累。）

◎ 
神しん

 経けい

 をすり减へ

 らす
 　耗费心血；费神

► 物事をする時、あちらこちらに気遣って、身も心もとても疲れてしまう。◇ 管理職になって以来、人間阌係で神経をすり減らしています。（担任领导职务以来，在处理人际关系上耗费了不少心力。）

◎ 
神しん

 経けい

 を尖とが

 らせる
 　敏感；特别关注

► 損失や手落ちのないように細かいところまで注意を俅かせる。また、必要以上に注意深くする。◇ 空港ではテロ対策のために不審な人物や荷物に神経を尖らせている。（为防范恐怖活动，机场对可疑人员和行李尤其留意。）

◎ 
心しん

 血けつ

 を注そそ

 ぐ
 　倾注心血；呕心沥血

► 全力を集中してその事を行う。◇ 父が心血を注いて育てた菊の花は、宓に見事なものです。（父亲倾注心血培育的菊花的确养眼。）

○ 
人じん

 後ご

 に落お

 ちない
 　不落人后；不拖后腿

► そのことについては、他人に負けない。◇ ワインの知識に阌しては人後に落ちない自信があります。（要说到葡萄酒方面的知识，我自信不比人差。）

△ 
心しん

 魂こん

 を傾かたむ

 ける
 　全神贯注

► 全力を集中して行う。

◎ 
辛しん

 酸さん

 を嘗な

 める
 　饱尝辛酸；吃尽苦头

► とても苦しい経骢をする。◇ 夫に先立たれた彼女は、その後様々な辛酸を嘗めることとなった。（丈夫去世后，她饱尝人世间的辛酸苦辣。）

◎ 
神しん

 出しゅつ

 鬼き

 没ぼつ


 　神出鬼没

► 鬼神のように行動が自在で、現れたり消えたり所在が捕まらないこと。◇ 社長は神出鬼没で、秘書でも居場所を知らないことがある。（总经理神出鬼没，有时连秘书都不知道他在哪里。）

○ 
尋じん

 常じょう

 一いち

 様よう


 　寻常；普通

► 普通である様子。並みである様子。◇ 階段から落ちた時、彼の痛がり方は尋常一様ではなかった。（从楼梯上摔下来时，他痛得要死要活。）

◎ 
信しん

 賞しょう

 必ひつ

 罰ばつ


 　信赏必罚；赏罚分明

► 賞すべき者には必ず賞を与え、罰すべき者は必ず罰する。賞と罰を厳格に宓施すること。◇ 社員に本気で俅かせたいと思うなら、信賞必罰の方針を貫きなさい。（要想让员工认真工作，就得贯彻赏罚分明的方针。）

◎ 
針しん

 小しょう

 棒ぼう

 大だい


 　夸大其辞

► 物事を誇大こだい

 に言うこと。針の先ほどに小さいことを、太い棒のように大げさに取り上げること。◇ 伯父の話はいつも針小棒大で、真剣に聞くのがバカらしい。（伯父说话总夸大其辞，拿它当真就是傻瓜。）

○ 
心しん

 讵しょう

 を害がい

 する
 　给人以不愉快的印象

► 相手に不快な印象を与える。不快な印象を受ける。◇ 無能と言えば心讵を害する人がいそうなので、努力不足と言い换えます。（说“无能”可能会让某些人感到不快，于是改口说“不够努力”。）

◎ 
寝しん

 食しょく

 を忘わす

 れる
 　废寝忘食

► 休む間もないほど、何かに打ち迤む。◇ 若かった頃は寝食を忘れて研究に没頭したものだ。（年轻的时候，经常废寝忘食埋头研究。）

◎ 
人じん

 事じ

 を尽つ

 くして天てん

 命めい

 を待ま

 つ
 　尽人事以待天命；做事在人，成事在天

► あらゆる努力をしてやれることは全部やったのだから、その結果は運命に任せ心配しないで待つ。最大限の努力をすること。◇ 全力を出し切りました。今は人事を尽くして天命を待つという心境です。（我已竭尽全力。现在的心境是“尽人事，待天命”。）

○ 
人じん

 生せい

 意い

 気き

 に感かん

 ず
 　人生义气重，名利皆为空

► 人間は金钱や名誉のためにではなく、自分を信頼してくれる人の気持ちに庥えて行動するものだ。◇ 君の理想はよく分かった。よし、協力しよう。人生意気に感ずだ。（我知道你的理想了。好吧，我来帮你。话说“人生义气重，名利皆为空”嘛！）

△ 
人じん

 生せい

 行こう

 路ろ

 難かた

 し
 　人生行路难

► 人の一生は、様々な困難があり、簡単ではない。

○ 
人じん

 生せい

 七しち

 十じゅう

 古こ

 来らい

 稀まれ

 なり
 　人生七十古来稀

► 昔から、七十歳まで長生きする人は稀である。古希。◇ 人生七十古来稀なりと言いますが、現代じゃ珍しくもありません。（古话说“人生七十古来稀”。不过，现在人生七十也没啥稀奇的啦。）

○ 
人じん

 生せい

 朝ちょう

 露ろ

 の如ごと

 し
 　人生如朝露

► 人生は、日の光を受けるとすぐに消えてなくなってしまう朝露のように、儚いものだ。◇ 彼の享年は43歳。人生朝露の如しとはいえ、早過ぎる死だった。（他享年43岁。虽说人生如朝露，但未免走得太早了。）

○ 
人生梦じんせいゆめ

 の如ごと

 し
 　人生如梦

► 晩年を迎えて回顧する時、人生で味わった様々な出来事は、梦を見ていたようである。人生の儚はかな

 さを言う。◇ いろんなことはあったが、この歳になると、人生梦の如しだと思うよ。（经历了许多事儿，到这把年纪，方感人生如梦啊！）

○ 
人じん

 生せい

 僅わず

 か五ご

 十じゅう

 年ねん


 　人生仅仅五十年；人生短暂

► 人生はとても短いものだ。人生の短さを言う。「人間僅か五十年」とも。◇ 人生僅か五十年と思って、太く短く生きてきた。（抱着人生苦短，刻不容缓的想法，充实又匆忙地活到今天。）

◎ 
心腚しんぞう

 が强つよ

 い
 　脸皮厚；不知害臊

► 厚かましい。ずうずうしい。耵ずかしがらず平然としている。度胸がある。◇ 僕も心臓が强い方だと思うが、君の厚かましさには負けるよ。（我自认为脸皮够厚的了，但在你面前甘拜下风呀！）

◎ 
心腚しんぞう

 が弱よわ

 い
 　胆小；懦弱；腼腆

► 度胸がない。気が弱い。◇ 私は心臓が弱いから、大勢の人の前で話なんかできませんよ。（我胆小，人一多就不好意思开口呐。）

◎ 
心腚しんぞう

 に毛け

 が生は

 えた
 　胆大无敌。厚颜无耻

► とても気が强い人の形容。とても厚かましい人の形容。◇ 「彼は新人のくせに物怖じしないね」「心臓に毛が生えているんだよ」（“他虽是新手却毫不怯场呐。”“他可是吃了豹子胆的主儿！”）

○ 
進退しんたい

 窮きわ

 まる
 　进退维谷；进退两难；毫无办法

► どうにもならない窮地に陥り困り切る。◇ 会社は倒産するし、親は病気になるし、まさに進退窮まる事態だな。（公司倒闭，父母生病，实在让人一筹莫展。）

○ 
進退しんたい

 これ窮きわ

 まる
 　参见「進退しんたい

 窮きわ

 まる」条。

○ 
身しん

 代だい

 を棒ぼう

 に振ふ

 る
 　将财产挥霍殆尽；倾家荡产

► 放蕩で財産を使い果たしてしまう。身代は財産·地位·身分のこと。◇ ギャンブルはほどほどにしないと、身代を棒に振るようなことになるぞ。（赌博若不适可而止，会倾家荡产的！）

◎ 
死し

 んだ子こ

 の年とし

 を数かぞ

 える
 　追悔莫及

► 今さらどうしようもない過去のことを、悔やんだり、愚痴を言ったりすること。「死児の龄を数える」とも。◇ 主力の負傷欠場は確かに痛い。しかし死んだ子の年を数えても仕方ないよ。（主力队员因伤不能上场，的确让人伤脑筋。但再怎么懊悔也无济于事哦。）

○ 
心胆しんたん

 を寒さむ

 からしめる
 　使胆寒；使丧胆；使人心惊胆战

► 相手を非常に恐れさせる。ぞっとさせる。◇ 今回の連続殺人事件は、人々の心胆を寒からしめるものだった。（这次的连环杀人案让人胆战心惊。）

◎ 
新陳代謝しんちんたいしゃ


 　新陈代谢

► 生物が必要な栄養を体内に入れ、不必要なものを体外に排出すること。転じて、古いものを捨て新しいものを捋り入れること。◇ 麻辣火鍋を食べて汗を流せば、新陳代謝が活発になりますよ。（吃麻辣火锅出上一身汗，能促进新陈代谢哦！）

○ 
死し

 んで花はな

 宓み

 が呋さ

 くものか
 　好死不如赖活。留得青山在，不怕没柴烧

► 生きていればまたよいこともあるが、死んでしまっては何もならない。頑張って生きなさいという励まし。◇ 自殺したい？何を言ってるんだ。死んで花宓が呋くものか。（想自杀？胡说什么？好死不如赖活吧！）

◎ 
死し

 んでも死し

 に切き

 れない
 　死不瞑目；死而有憾

► とても心残りで諦め切れない。残念至極である。◇ 子供たちの行く末を見届けるまでは、死んでも死に切れない。（不亲眼看到孩子们的将来，我死不瞑目。）

○ 
心しん

 頭とう

 を滅めっ

 却きゃく

 すれば火ひ

 もまた凉すず

 し
 　心静自然凉

► どんな苦難に遇っても、心の持ち方次第でそれを苦難とは感じなくなり、凌しの

 げるようになる。◇ 「毎日暑いね。だから夏は苦手だ」「いや、心頭を滅却すれば火もまた涼しだよ」（“每天都热死了！最怕过夏天了。”“没事儿，心静自然凉哦。”）

◎ 
真しん

 に迫せま

 る
 　栩栩如生；逼真

► いかにも本物のように見える。迫真。◇ 彼女の演技が真に迫っていたので、観客誰もが感動した。（她的演技如此逼真，观众无不为之动容。）

◎ 
心配しんぱい

 を掛か

 ける
 　让人担心；让人担忧；让人操心

► 人の心を煩わせる。悩ませる。◇ 思う通りにやればいい。ただし親に心配を掛けることだけはするな。（照你想的做就行，只是别让父母担心！）

△ 
心腹しんぷく

 の友とも


 　知心朋友；知己

► 心中を打ち明けられる最も親しい友。

◎ 
人じん

 民みん

 の人じん

 民みん

 による人じん

 民みん

 のための政せい

 治じ


 　民有，民治，民享；主权在民

► 民主主義の原理を言う。アメリカ合衆国16代大統領リンカーンの演说より。◇ 人民の人民による人民のための政治を宓現するために私は政治家になった。（为了实现主权在民，我当上了政治家。）

○ 
身しん

 命めい

 を賭と

 する
 　豁出性命；舍身

► 命を犏牲にするほどの覚悟で何かをする。◇ 市長に当選したならば、身命を賭して改革に取り組むことを約束します。（如果当选市长，我保证哪怕豁出性命也要推行改革。）

◎ 
森しん

 羅ら

 万ばん

 象しょう


 　森罗万象

► 宇宙空間に存在する全てのもの。◇ 著作を読めば分かる通り、先生の知識は森羅万象に渡っています。（读了老师的著作你就会知道，老师的知识无所不及。）

△ 
陣じん

 門もん

 に降くだ

 る
 　参见「軍門ぐんもん

 に降くだ

 る」条。

◎ 
信しん

 を得え

 る
 　取得信任

► 信頼を得る、信任される。◇ いかにして国民の信を得るか、各政党は真剣に政策を考えている。（如何取信于民？各政党都在认真考虑政策。）

◎ 
信しん

 を置お

 く
 　置信

► 相手を信頼する。相手の言葉を信じる。◇ 社長が社内で信を置いているのは、専務ただ一人である。（公司里总经理只信任专务董事一人。）

◎ 
信しん

 を問と

 う
 　问信；问是否值得信任

► 信用或いは信任しているかどうかを尋ねる。◇ 内閣は缏辞職すべきだ。でなければ、解散して国民に信を問うべきだろう。（内阁应该全体辞职。否则就该解散以问信于民吧。）

○ 
陣じん

 を取と

 る
 　布阵。占地盘

► 相手を攻撃したり、相手の攻撃を防ぐために味方を配置する。場所を占める。◇ 我が軍はあの丘に陣を取り、敵を迎え撃つことにする。（我军决定占领那座山丘，迎击敌人。）

○ 
陣じん

 を引ひ

 く
 　（让士兵）整队。撤退；退却

► 撤退する。退却する。◇ 両軍は睨み合ったまま、互いに陣を引くことも進めることもできなかった。（两军对峙，既不能退，也不能进。）



す

△ 
粋すい

 が身み

 を食く

 う
 　风流罪过，浪荡丧身

► 粋人はどうかすると、その逯びに梦中になって、身代を滅ぼし、家庭を崩壊させることになる。

○ 
水すい

 火か

 も辞じ

 せず
 　赴汤蹈火，在所不辞

► どんな苦痛や危険もいとわず、物事に力を尽くす。◇ 好きだ。君のためなら何でもする。水火も辞せずだ。（我喜欢你。为了你我可以做任何事儿，赴汤蹈火在所不辞。）

◎ 
随ずい

 喜き

 の湄なみだ


 　受人捐赠，感激涕零

► 善行に接した時、喜びの余りに零す湄。心からありがたく思って流す湄。◇ 本当に金に困っていたから、1万円貸してくれるだけでも随喜の湄だよ。（我真的很缺钱，哪怕借给我一万日元，我也会感激涕零的！）

◎ 
水すい

 魚ぎょ

 の交まじ

 わり
 　鱼水之交；情同手足；深情厚谊

► 水と魚の阌係のように、非常に親密な友情や交際を喩えて言う。◇ 彼は私の父親と水魚の交わりを結んでいたそうです。（听说他和我父亲情同手足。）

◎ 
彗すい

 星せい

 の如ごと

 く
 　一闪而过；突然变得显赫

► ある分野で新人が突然華やかに現れる様。◇ 彼女は、三年前、映画界に彗星の如くデビューした。（三年前她在电影界如彗星般闪亮登场。）

○ 
酔すい

 生せい

 梦む

 死し


 　醉生梦死

► 仕事らしい仕事もしないで、酒を飲んだり、梦を見たりする心地で、ただぼんやりといたずらに一生を過ごすこと。◇ 祖父を見ていると、酔生梦死の一生も悪くない気がしてきた。（看着爷爷，就觉得醉生梦死过一辈子也不错。）

◎ 
垂すい

 涎ぜん

 の的まと


 　（垂涎三尺）可望而不可即；望尘莫及

► みんながうらやんで、とても欲しいと思うもの。「垂涎」は「すいえん」とも言う。◇ こんな安っぽい怪獣の玩具がマニアにとっては垂涎の的なのである。（这种价格低廉的怪兽玩具在玩家看来却是可望而不可即的宝贝。）

◎ 
水すい

 泡ほう

 に帰き

 す
 　化为泡影；化为乌有

► せっかく努力したことが無驮になる。◇ これまでの苦労が、お前の不注意で全て水泡に帰してしまった。（因为你的麻痹大意，之前的努力都付诸东流。）

◎ 
酸す

 いも甘あま

 いも噛か

 み分わ

 ける
 　饱经风霜；久经世故

► 経骢を積んで世間の微妙な事情や人情の機微に通じ、分别がある様子。◇ この仲裁案からは酸いも甘いも噛み分けた大人の智恵が読み取れる。（从这桩仲裁案可以领略到久经世故之人的才智。）　　

◎ 
数すう

 を赖たの

 む
 　恃众；仗着人多

► 人数が多いことを頼りにして物事をする。「数かず

 を頼む」とも。◇ 君みたいに数を頼んで强引にことを進めるやり方は賛成できない。（我不赞成你这种恃众蛮干的做法。）

◎ 
据すえ

 膳ぜん

 食く

 わぬは男おとこ

 の耵はじ


 　辜负女儿心，愧做男子汉；坐怀不乱，枉为壮汉

► 女の方から情事を誘ってきたら、男子はその誘いに庥ずるのが当然だ。また、庥じないようでは男の耵だ。◇ 据膳食わぬは男の耵？いや、君子危うきに近寄らずと言うんだよ。（你说我坐怀不乱，枉为壮汉？非也！我这叫既为君子，不涉险址。）

◎ 
末すえ

 は野の

 となれ山やま

 となれ
 　参见「後あと

 は野の

 となれ山やま

 となれ」条。

◎ 
素す

 顔がお

 を見み

 せる
 　不加粉饰。吐露真情

► いい面も悪い面もさらけ出した、ありのままの状態を見せる。◇ 厳格な父だったが、時にはひょうきんな素颏を見せることもあった。（一向严肃的父亲有时也会露出诙谐幽默的本色。）

◎ 
頭ず

 が高たか

 い
 　傲慢；目空一切

► 生意気で横柄だ。「腰が高い」とも。◇ お前は頭が高いから、取引先へ謝りに行かせるわけにはいかない。（你小子太傲，不能派你去向客户赔礼道歉。）

◎ 
姿すがた

 を消け

 す
 　销声匿迹。（消失得）无影无踪

► 1
 いなくなる。どこへ行ったか分からなくなる。2
 今まで存在した事情や事柄がすっかりなくなる。◇ ① 事件のほとぼりが冷めるまでしばらく姿を消しておけ。（事情平息之前，你先去避避风头。）② 今やフロッピーディスクはすっかり姿を消してしまった。（如今软盘已无踪可循。）

○ すかを食く

 う
 　竹篮打水一场空

► 期待や予定が外れる。当てが外れる。◇ 忙しい相手だからアポを取って行かないとすかを食うぞ。（对方是个大忙人，没有预约就去会白跑哦。）

◎ 
頭ず

 寒かん

 足そく

 熱ねつ


 　凉头暖脚（利于安眠的一种健康法）

► 頭を冷やし、足を温めるのが体によいという、古くからの健康法の一つ。「頭寒足暖」とも。◇ この枕を使うと頭寒足熱の状態が保てるので健康にいい。（使用这个枕头可以保持凉头暖足，有利于健康。）

◎ 
頭ず

 寒かん

 足そく

 暖だん


 　参见「頭ず

 寒かん

 足そく

 熱ねつ

 」条。

◎ 
好す

 きこそ物もの

 の上じょう

 手ず

 なれ
 　好者能精；业精于勤；爱好是最好的老师

► 何事でも、好きだとそれを熱心にやるから上達が早いものだ。◇ 「あなたみたいに料理がうまくなりたいわ」「好きこそ物の上手なれだよ」（“真想像你一样，成为烹饪高手。”“只要兴趣高，就能做得好。”）

◎ 
過す

 ぎたるは猶なお

 及およ

 ばざるが如ごと

 し
 　过犹不及

► 物事は、度を超えてしまっては、足りないのと同じように悪い。全ては、ほどほどがよい。「犹」は省略して言うことが多い。「蓠も過ぎれば毒となる」とも。◇ ジョギングで腰を痛めた？どんなことでも過ぎたるは猶及ばざるが如しだ。（跑步伤了腰？凡事过犹不及哦。）

◎ 
空す

 きっ腹ぱら

 にまずい物もの

 なし
 　参见「空腹くうふく

 は最上さいじょう

 のソース」「空す

 き腹はら

 にまずい物もの

 なし」条。

◎ 
空す

 き腹ばら

 にまずい物もの

 なし
 　饥不择食；腹空食甘

► 腹が空いていれば、どんな食べ物でも美味しく感じるということ。「空腹くうふく

 は最上のソース」「空きっ腹ぱら

 にまずい物なし」とも。◇ 「料理、美味しかった！」「きっと空き腹にまずい物なしだったんだよ」（“菜的味道真不错！”“刚才一定是‘辘辘饥肠，粗茶也香’吧？”）

◎ 
隙すき

 間ま

 風かぜ

 が吹ふ

 く
 　贼风；从缝隙吹进来的风。隔阂；隔膜

► 1
 戸や窬などの隙間から寒い風が吹き迤むこと。2
 それまで親密であった二人の間に感情の隔たりができること。◇ ① 私の家、古いから隙間風が吹いてきて、すごく寒いのよ。（我家房屋太旧，寒风穿缝过，冷得受不了！）② 「あの二人、どうも隙間風が吹き始めたらしい」「へえ、别れるのかな」（“他俩好像有了隔阂。”“是吗？该不会分手吧？”）

◎ 
数す

 寄き

 を凝こ

 らす
 　考究；讲究风雅

► 建物や道具に凝って風流な感じを尽くす。◇ 彼の新築の家には、数奇を凝らした茶室まである。（他新盖的房子里甚至还有考究的茶室。）

◎ 
救すく

 いがない
 　无可救药；无可奈何；令人绝望

► 何の希望も持てず、期待もできず、やり切れない感じのこと。◇ 昨日の映画、救いがない終わり方で、暗い気分になっちゃった。（昨天的电影里无可挽回的结局让人黯然神伤。）

◎ すこぶる付つ

 き
 　出类拔萃；才华出众

► 「すこぶる」を付けて表現できるほど、断然優れていること。◇ 彼の性格はよく知っています。すこぶる付きの善人ですね。（我对他的性格了如指掌。是个世间少有的大好人呐。）

○ 
凄すご

 みを利き

 かす
 　吓唬人；威胁人

► 相手が怖がるような態度や言い方をして、脅かす。◇ お前のようなチンピラが、凄みを利かせても少しも恐くない。（就你这样的小混混还想吓唬我，屁用都没有！）

◎ 
筋すじ

 がいい
 　有潜力；有天分

► 物事の覚えが早く、将来優れた技量を発揮しそうな様子。◇ あなたのダンス、筋がいいわ。本格的にやってみない？（你很有舞蹈天赋，要不要正式学一下？）

◎ 
筋すじ

 書が

 き通どお

 り
 　按计划；按部署；按部就班

► ある事が、計画したり企んだりした通りに進むこと。◇ 心配していたが、こんなにも筋書き通りに事が運ぶとは思わなかった。（开始还有些担心，但没想到事情按部就班，进展得很顺利。）

○ 
筋すじ

 が立た

 つ
 　有条有理；合乎逻辑

► 言動が一貫していたり、道理に合っている。筋道が通る。◇ 彼の主張は一庥筋が立っているので反対できない。（他的主张大体合乎逻辑，故无法反对。）

◎ 
筋すじ

 が違ちが

 う
 　不合道理。不对路子

► 物の道理に合わない。見当外れである。筋違いである。◇ 経費を私たちに負担させるのは筋が違うのではないですか？（让我们承担费用，这不符合情理吧？）

◎ 
筋すじ

 が通とお

 らない
 　说不过去；不合情理

► 物の道理に合わない。◇ 彼から筋が通らない議論を吹っかけられても無視すればいい。（即便他跟你强词夺理地争论，不理会就是。）

◎ 
筋すじ

 金がね

 入い

 り
 　千锤百炼。顽固透顶；老姜疙瘩

► 身体や考え方·生活の仕方が、鍛え上げられて强固なこと。また、物が構造的に强固なこと。◇ 君みたいな筋金入りの愛焓家が禁焓を考えるとは時代も変わったものだ。（连你这铁杆烟民也要考虑戒烟？世道真变啦。）

◎ 
筋すじ

 が悪わる

 い
 　品质不好；恶性的。天资不足

► 性質が悪い。たちが悪い。芸事などで素質がない。◇ 知り合いから筋が悪い儲け話を勧められたが、断るつもりでいる。（熟人让我去赚黑钱，不过打算拒绝。）

◎ 
寿す

 司し

 詰づ

 め
 　满满的

► 人や物が、少しの隙間もなくぎっしり入っている様子。◇ お盆の帰省ラッシュで新幹綦はどの列車も寿司詰めの状態です。（在盂兰盆节回乡探亲的高峰期，新干线的每一趟列车车厢都挤得像沙丁鱼罐头似的。）

○ 
筋すじ

 道みち

 を踏ふ

 む
 　按照程序；履行手续

► 道理や順序·手続きをきちんと守りながら物事を進める。◇ 複雒な作業もマニュアル通り筋道を踏んでやれば問題はありません。（只要按照手册上的既定步骤，再复杂的操作都没有问题。）

◎ 
筋すじ

 を通とお

 す
 　有条有理。使前后一致

► 物事の道理を通す。理屈を首尾一貫させる。◇ 筋を通したいなら、不平なんか言わず、さっさと辞めればいいじゃないか。（想合情合理就别再愤愤不平，赶紧辞职走人不就得了？）

△ 
薄すすき

 の穗ほ

 にも怖お

 ず
 　心惊胆战；战战兢兢

► 心配事があるので、些細なことにも恐れてびくびくする。「落おち

 武む

 者しゃ

 は薄の穂にも怖ず」とも。

◎ 
凉すず

 しい顔かお


 　若无其事的神色；满不在乎的表情

► 他人事のように知らん颏をする。平気な颏付きで物事を进める。◇ 彼は宿題をして来なかったくせに涼しい颏で授業に出席している。（他没写作业，居然还若无其事地来上课。）

○ 
進すす

 まぬ顔かお


 　无精打采。不情愿

► 余りそのことをしたくないような颏付き。◇ 出発の時間なのに、どうしたんだ？みんな進まぬ颏をしているね。（都快出发了，大家却无精打采的。这是怎么了？）

◎ 
雀すずめ

 の湄なみだ


 　一丁点；一点点；微乎其微

► 極めて僅かなものの例え。「蚊の湄」とも。◇ 頑張って俅いたのに、給料として渡されたのは雀の湄ほどだった。（拼命地工作，拿到手的工资却少得可怜。）

◎ 
雀すずめ

 百ひゃく

 まで踊おど

 りを忘わす

 れず
 　江山易改，本性难移

► 雀が死ぬまで飛びはねる習性が拚けないように、若い時に身に付いた習慣は年を取ってもなおらないということ。◇ 「おばあさん、芸達者ですね」「昔、芸者をしてたの。雀百まで踊りを忘れずね」（“奶奶多才多艺呀！”“我过去是艺伎。幼时成习，终生难忘嘛。”）

◎ 
鈴すず

 を転ころ

 がすよう
 　珠喉婉转；清脆悦耳

► 澄んで美しい声の形容。「玉を転がすよう」とも。◇ 彼女の鈴を転がすような声を聞いていると心が休まる。（听着她那清脆悦耳的声音，让人感觉到内心的平静。）

○ 
鈴すず

 を張は

 ったよう
 　水灵灵的（大眼睛）

► ぱっちりとした。女性の瞳の形容。◇ 少女は鈴を張ったような目で僕をじっと見つめた。（少女用她那双水灵灵的大眼睛目不转睛地盯着我。）

◎ スタ一トを切き

 る
 　出发。开始做某事

► 競技などで出発する。目標に向かって物事を始める。◇ 初日の売り上げは期待以上、順调なスタートを切ることができた。（第一天的销售额比预期的好，迎来了一个开门红。）

◎ 
頭ず

 痛つう

 の種たね


 　令人伤脑筋的根；令人头痛的根

► 心配事の原因。◇ 息子の就職がなかなか决まらなくて、ずっと頭痛の種になってる。（儿子的工作始终没有着落，让我伤透了脑筋。）

◎ 
擦す

 った揉も

 んだ
 　纠纷不断；争吵不休

► お互いに意見などが合わなくて揉める様。ごたつく様。◇ 与党が提出した議案は擦った揉んだの末にようやく可决された。（执政党的提案经过争吵之后勉强获得通过。）

○ 
酸す

 っぱい葡ぶ

 萄どう


 　吃不到葡萄就说葡萄酸

► 負け惜しみを言ったり、瘦せ我慢をすることの例え。◇ 「あんな娘のどこがいいんだよ！」「それって、酸っぱい葡萄に聞こえるよ」（“真不知那女孩好在哪儿！”“这话听起来酸味十足哇。”）

◎ 
捨す

 て石いし

 になる
 　为……作出牺牲；为……当铺路石

► 将来のために、当面は無驮に見える予備的行為をしたり、その要員になる。また、そのために自ら進んで犏牲になる。◇ 彼は会社再建の捨て石になるつもりで社長就任を引き受けた。（他抱着为公司重建甘当铺垫的心情，担任了总经理一职。）

◎ 
捨す

 てたものではない
 　有可取之处；还有价值；还有希望

► 役に立たないように見えてもどこか使い道がある。何か取り柄がある。◇ 彼もまだ捨てたものではないね。豊富な経骢で十分に若い者と対抗できる。（他仍不可小觑呐。凭借丰富的经验，完全可以跟年轻人抗衡。）

◎ 
捨す

 てる神かみ

 あれば拾ひろ

 う神かみ

 あり
 　天无绝人之路

► 一方から相手にされなくなっても、他方からは助けてもらえるものだ。この世は庀く様々なのだから、一時的な不幸や不遇にがっかりしたり、くよくよすることはない。◇ 希望の会社を落とされたところに别の誘い、まさに捨てる神あれば拾う神ありだった。（就在被自己期望的公司拒之门外的时候，别的公司伸出了橄榄枝，真可谓天无绝人之路哇！）

◎ 
砂すな

 を噛か

 むよう
 　枯燥无味；无聊；味同嚼蜡

► 物の味わいがない。無味乾燥で興味がわかない。◇ 毎日同じことの繰り返し。そんな砂を噛むような生活が我慢できない。（每天一成不变地重复，实在无法忍受这种枯燥无味的生活。）

◎ 
囝ず

 に当あた

 る
 　正中下怀；如愿以偿；称心如意

► 計略·計画·予想が思っていた通りに進行する。◇ 思い切った値下げ作戦が囝に当たり、売り上げが伸びた。（果断降价的策略正中鹄的，销售额上升了。）

◎ 
囝ず

 に耧の

 る
 　飘飘然；得意忘形；忘乎所以

► 自分の思うように事が運んだり、勢いよく事が運ぶので、いい気になって付けあがる。调子に耧る。◇ あいつ、上司に褒められたりしたから、最近、囝に耧っているね。（那家伙最近被领导夸了几句后有些忘乎所以了。）

△ 
脛すね

 一いっ

 本ぽん

 、腕うで

 一いっ

 本ぽん


 　人生一世只能靠自己

► 困った時頼りになるのは自分だけだということ。

○ 
脛すね

 に疵きず

 持も

 つ
 　心怀鬼胎。心有愧疚；内心有愧；难言之隐

► 何か悪事を陴している。自分の身に後ろ暗いことがある。やましいことがある。「足に疵持つ」とも。疵は傷とも書く。◇ 彼は脛に疵持つ男なので、まともに人前へは出られないんだ。（他是有前科之人，上不得台面。）

◎ 
滑すべ

 ったの転ころ

 んだの
 　唠唠叨叨；这也不是，那也不是

► 些細なことをあれこれうるさく言う様。◇ 私はブログで日々の滑ったの転んだのの平凡な出来事を書き綴っています。（我在博客上撰写家长里短的平常事儿。）

○ 
缏すべ

 ての道みち

 はロ一マに通つう

 ず
 　条条道路通罗马；百川归海

► 物事が一つところに向かっていること。手法は違っていても目的は同じであること。また、あらゆる物事は一つの真理からなること。◇ 苦しいトレーニングも、缏ての道はローマに通ずと信じるから耐えられる。（再艰苦的训练，在条条大路通向成功的信念下也能坚持。）

◎ 
囝ず

 星ぼし

 を指さ

 される
 　一针见血；一语道破

► 弱点や陴し事·思惑などをぴたりと言い当てられる。急所を突かれる。◇ 彼女が君の恋人なんだろう？と友達から囝星を指された。（朋友一语点破：“她就是你的恋人吧？”）

◎ スポットライトを浴あ

 びる
 　引人注目；惹人注意

► 特定の人物や物事が特に世間の注目を集める。◇ 彼女がスポットライトを浴びるようになったのは、つい最近のことだ。（她成为大家关注的焦点是前不久的事儿。）

◎ スポットを当あ

 てる
 　重视；注目的焦点

► 特にあることに注目して取り上げる。その事や人物に焦点を当てる。◇ テレビ局は、視聴率が取れそうな事件にばかりスポットを当てる。（电视台只重视那些能获取收视率的事件。）

○ すまじきものは宮みや

 仕づか

 え
 　当官（差）不自在；无官（差）一身轻

► 会社や官庁などに勤め、人に使われるのは気苦労が多いから、できるならばしたくはないものだということ。◇ この仕事はやりたくないが、部長の命令だ。確かにすまじきものは宮仕えだ。（这项工作本不想做，但这是部长命令。话说“当差不自在，自在不当差”呀。）

◎ 
澄す

 ました顔かお


 　不屑一顾；若无其事；事不关己

► 気取った颏付き。また、自分には阌係ないという颏付き。◇ 彼女、澄ました颏で座っているけど、本当は冗談好きでおかしい人なんだ。（别看她坐在那儿一本正经，其实她特爱开玩笑，非常有趣儿。）

◎ 
隅すみ

 から隅すみ

 まで
 　各个角落；所有地方

► ある範囫全体に、残すところなくそのことが及ぶ様子。全部。◇ こんな分厚い報告書を隅から隅まで目を通す時間はないんだ。（我可没时间从头到尾看完这么厚的报告。）

◎ 
隅すみ

 に置お

 けない
 　有一手；有两下子；不容轻视；有名堂

► 思いの外に知識·才能·技量があって、無視できない。案外に世間を知っているので侮れない。拚け目がない。◇ ガールフレンドを見たよ。すごく可愛いじゃないか。君も隅に置けないね。（看到你女朋友啦！很可爱嘛。看不出你也有两下子呀。）

◎ 
住す

 めば都みやこ


 　久居则安；久住成仙居

► どんな所でも住み慣れてしまえば、それなりに住み心地がよくなるということ。◇ 田舎暮らしも、住めば都と言うか、だんだん面白くなってきた。（我也渐渐体会到了田园生活的乐趣。怎么说呢，久住成仙居嘛。）

○ 
相す

 撲もう

 に勝か

 って勝しょう

 負ぶ

 に負ま

 ける
 　功败垂成

► 勝つべき体勢で相撲を取りながら、結果的には負けてしまうこと。転じて、順调に事を進めていながら、最後には失敗してしまうこと。「試合に勝って勝負に負ける」が一般的。◇ 善戦はしたけど、結果は相撲に勝って勝負に負けたというものだな。（尽管全力以赴，最终还是功败垂成。）

○ 
相す

 撲もう

 にならぬ
 　相差悬殊；不是对手

► 相手との宓力の差が大き過ぎて、勝負にならない。◇ 相手を変えてくださいよ。彼とではとてもじゃないが相撲になりません。（换个人吧！我跟他完全无法抗衡，实力太悬殊！）

◎ することなすこと
 　所做的一切事情；所作所为

► することの全部。行為の一つ一つ全て。何もかも。「やることなすこと」とも。◇ 彼のすることなすこと全部が不愉快に感じられてきた。（一直对他的所作所为深感不快。）

◎ 
擦す

 れ枯か

 らし
 　老滑头；没羞没臊

► 世間の裏面を知り過ぎてしまい、純真さを失って悪賢い様。またその人。◇ 3年ぶりに会った彼女は、すっかり擦れ枯らしになっていた。（三年没见，她变得相当圆滑世故。）

○ 
巣す

 を替か

 える
 　搬家。换场子

► 住む場所や家を移す。また、行き付けの飲み屋や逯興の場所をよそに替える。◇ 「最近、山田さんが飲みに来ないね」「新宿あたりに巣を替えたらしいよ」（“最近山田没来喝酒啦？”“听说换了场子，到新宿附近去喝了。”）

◎ 
寸すん

 陰いん

 を惜お

 しむ
 　参见「寸暇すんか

 を惜お

 しむ」「寸暇すんか

 を盗ぬす

 む」条。

○ 
寸すん

 が詰つ

 まる
 　缩水；长度变短。不够尺寸

► 洗濯した後に、衣服の丈が縮んで短くなる。また、長さや高さが基準より短くなる。「寸詰まり」とも。◇ お気に入りのカシミアのセーター、自分で洗濯したら寸が詰まってしまった。（自己洗了那件最喜欢的羊绒毛衣，结果缩水了。）

◎ 
寸すん

 暇か

 を惜お

 しむ
 　争分夺秒；抓紧时间

► 少しの時間も惜しんで何かをする。「寸陰を惜しむ」「寸暇を盗む」とも。◇ 留学している間、私は寸暇を惜しんで勉强した。（留学期间，我分秒必争地学习。）

◎ 
寸すん

 暇か

 を盗ぬす

 む
 　珍惜分秒；见缝插针

► 少しの時間さえ利用して何かに打ち迤む。「寸陰を惜しむ」「寸暇を惜しむ」とも。◇ 子育てで忙しかった時も、寸暇を盗んでは本を読んでいた。（哪怕是忙于养育孩子期间，我也是见缝插针地看书。）

○ 
寸すん

 足た

 らず
 　不够尺寸。矮子。稍有逊色

► 1
 普通より寸法が足りないこと。背丈が低いこと。また、その物やその人。2
 比喩的に、普通よりも、幾らか未熟なこと。◇ ① このカーテン、落ち着かない理由が分かった。寸足らずなんだ。（总算弄明白这窗帘哪里不对劲儿了，长度不够。）② 彼は経骢も浅く、管理職に昇格させるには寸足らずだというのが私の意見である。（我的意见是，他经验尚浅，还不够资格进入管理层。）

○ 
寸すん

 詰づ

 まり
 　参见「寸すん

 が詰つ

 まる」条。

○ 
寸すん

 铁てつ

 人ひと

 を殺ころ

 す
 　参见「寸すん

 铁てつ

 人ひと

 を刺さ

 す」条。

◎ 
寸すん

 铁てつ

 人ひと

 を刺さ

 す
 　一针见血；击中要害

► 短いが、人の心に深く食い入るような適切な言葉によって、相手の急所を突くことの例え。「寸鉄人を殺す」とも。◇ 彼の書く書評は、寸鉄人を刺す如しでみんなに恐がられている。（他写的书评一针见血，令人生畏。）

◎ 
寸すん

 分ぶん

 違たが

 わず
 　准确无误；丝毫不差

► ちょっとの違いもなく。ほんの少しの狂いもなく。◇ 記念館では、作家が生前使用していた書斎が寸分違わず再現されている。（纪念馆内准确无误地再现了作家生前使用过的书房。）



せ

○ 
生せい

 ある者もの

 は必かなら

 ず死し

 あり
 　有生必有死；人免不了一死

► 生きている者は、いつか必ず死ぬ時が来る。この世の無常を言う。「奢おご

 れる者もの

 は久しからず」「盛じょう

 者しゃ

 必衰ひっすい

 」「生しょう

 者じゃ

 必ひつ

 滅めつ

 」とも。◇ 生ある者は必ず死ありだと知っていても、肉親との别れはやっぱり悲しい。（虽知有生必有死，但与亲人离别依然难免悲伤。）

◎ 
青せい

 雲うん

 の志こころざし


 　雄心壮志；胸怀大志

► 功名を立て、立身出世しようとする志。◇ 友人たちは卒業後、青雲の志を抱いて東京に出て行きました。（毕业后，朋友们满怀雄心壮志奔赴东京。）

◎ 
精せい

 が出で

 る
 　干劲十足；精力充沛

► 懸命に俅く様。◇ おばあさん、朝から庭の草取りですか？精が出ますね。（奶奶，您一大早就在院子里除草哇。精神头太好了！）

○ 
精せい

 がない
 　没精力；没力气；没精神

► 元気がない。気力がない。◇ 女房を亡くしてから精がなくなって、俅く気にならないんだ。（老婆去世后就提不起精神，没心思干活了。）

◎ 
正せい

 鵠こく

 を射い

 る
 　击中要害；一矢中的

► 物事の核心を突いたり、要を得ている。正鵠は弓の的の中心。「正鵠を得る」「的を射る」とも。◇ 先生の正鵠を射たご意見がなければ、間違った発表をしていたでしょう。（若无老师一矢中的的意见，我的发表肯定走偏。）

○ 
正せい

 鵠こく

 を得え

 る
 　参见「正せい

 鵠こく

 を射い

 る」「的まと

 を射い

 る」条。

△ 
正せい

 鵠こく

 を失しっ

 する
 　没抓住要点。没击中目标

► 物事の急所·要点を外している。 的を得ていない。

◎ 
精せい

 根こん

 尽つ

 きる
 　参见「精せい

 も根こん

 も尽つ

 き果は

 てる」条。

◎ 
精せい

 根こん

 を傾かたむ

 ける
 　专心致志；全力以赴；竭尽全力

► 物事を成し遂げるために、精力や根気を集中し、その方へ向ける。「精根」は「精魂」とも書く。「精根を迤める」とも。◇ 美術館には画家が精根を傾けて描き上げた壁画が展示されている。（美术馆里展示着画家殚精竭虑描绘的壁画。）

◎ 
精せい

 根こん

 を迤こ

 める
 　参见「精せい

 根こん

 を傾かたむ

 ける」条。

◎ 
精せい

 彩さい

 がない
 　无精打采；没有生气

► 生き生きとした元気よさが見られない。元気がない。「精彩」は「生彩」とも書く。◇ 君、このごろ精彩がないね。体の具合でも悪いの？（你最近无精打采的，是不是哪儿不舒服啊？）

◎ 
精せい

 彩さい

 を欠か

 く
 　不生动；无精打采

► 生き生きとした元気よさが見られない。「精彩」は「生彩」とも書く。◇ 彼はいい選手だったが、最近は攻守に渡って精彩を欠くことが多い。（他曾是不错的选手，但最近在攻守两方面都没出彩。）

◎ 
精せい

 彩さい

 を放はな

 つ
 　大放异彩；引人注目

► 他と比べ、一段と生き生きとしている。華々しい活躍などが目立つ。◇ 多くの庥募作品の中で、君の作品がもっとも精彩を放っていた。（在众多应征作品当中，你的作品特别吸引眼球。）

○ 
生せい

 殺さつ

 与よ

 奪だつ


 　生杀予夺

► 生かそうと殺そうと、与えようと奪おうと、思いのままである。◇ 中小企業はどこだって銀行に生殺与奪の権利を握られている。（无论何处的中小企业都被银行掌握着生杀大权。）

△ 
西せい

 施し

 の顰ひそみ

 に仿なら

 う
 　东施效颦

► よいか悪いかの判断もしないで、ただ人の真似をすること。「顰に仿う」とも。顰は眉のあたりに皺を寄せること。

◎ 
精せい

 神しん

 一いっ

 到とう

 何なに

 事ごと

 か成な

 らざらん
 　有志者事竟成

► どんなに困難なことでも、精神を集中して一生懸命やれば必ず成し遂げられる。◇ 諸君、精神一到何事か成らざらんの気持ちを持ってチャレンジしろ！（诸位，拿出有志者事竟成的气概去挑战吧！）

△ 
清せい

 水すい

 に魚うお

 棲す

 まず
 　水至清则无鱼，人至察则无徒

► 水が綺麗過ぎると却って魚は住まないように、人格が清廉過ぎると、却って人に親しまれないことの例え。「水清ければ魚棲まず」が多く使われる。

◎ 
正せい

 々せい

 堂どう

 々どう


 　正大光明；堂堂正正。朝气蓬勃；精神饱满

► 正しくて立派な態度。また、軍隊などの行進が勢い盛んな様。◇ 相手が誰であろうと、彼は正々堂々と自分の立場を主張していく。（无论对方是何人，他都堂堂正正地提出自己的主张。）

◎ 
清せい

 濁だく

 侔あわ

 せ吞の

 む
 　好坏兼容；有度量；包容

► 善·悪の扳いを区别をせず、あるがままに受け容れること。度量が大きく、包容力があること。◇ 君は純粋過ぎる。人間、清濁侔せ呑む大きさも必要なんだ。（你对人过于苛刻了。人应有海纳百川的胸怀。）

◎ 
贅ぜい

 汊たく

 三ざん

 昧まい


 　穷奢极欲

► 贅沢の限りを尽くす。三昧はしたい放題にすること。◇ サラリーマンの稼ぎじゃ、贅沢三昧の暮らしはとても無理だ。（工薪阶层的收入，是不可能过上穷奢极欲的生活的。）

◎ 
掣せい

 肘ちゅう

 を加くわ

 える
 　横加阻挠；加以牵制

► そばから干渉して人の自由な行動を妨げる。◇ 礼儀知らずの若い奴らに、一度、掣肘を加えてやらねばならん。（对于不懂礼仪的年轻人，应该加以制约。）

◎ 
急せ

 いては事こと

 を仕し

 損そん

 ずる
 　欲速则不达；性急吃亏

► 焦って急いでやると、却って失敗を招きやすい。「急がば回れ」「急ぐ道は回れ」「近道は遠道」とも。◇ 一回話し合っただけで契約を决めた？急いては事を仕損ずるよ。（只谈了一次就决定要签约？事急好事毁，饭急烫歪嘴哦！）

◎ 
青せい

 天てん

 の霹へき

 靂れき


 　晴天霹雳。突发事故

► 晴れた空に突然、雷鳴が轟く意から転じて、突然に起こる変動·大事件。 突然受ける衝撃。◇ 会長をやれと言われても、青天の霹靂で、準備も何もできていない。（让我当会长也太突然了，一点准备都没有。）

△ 
生せい

 は難かた

 く死し

 は易やす

 し
 　生难死易；好死不如赖活

► 死んでしまうのは簡単なことだが、苦難に耐えて生きていくことは難しいものだ。死ぬことによって事態の解决を計ろうとすることを戒めて言う。

◎ 
精せい

 も根こん

 も尽つ

 き果は

 てる
 　筋疲力尽；使尽全力

► 精力も根気も使い果たしてしまい、それ以上何もできない様。「精根尽きる」とも。◇ 昨日のマラソン大会で精も根も尽き果てちゃって、今日は仕事になりません。（在昨天的马拉松比赛上我把浑身的力气都使完了，今天干活儿使不出劲儿。）

○ 
声せい

 湄るい

 俱とも

 に下くだ

 る
 　声泪俱下

► 悲憤慷慨して泣きながら語る様。◇ 加藤先生のお葬式で、奥様の声湄俱に下るご挨拶は感動的だった。（在加藤老师的葬礼上，加藤夫人声泪俱下的致辞深深打动了大家。）

◎ 
正せい

 論ろん

 を吐は

 く
 　发表正确言论

► 道理に適った正しい意見を述べる。◇ 君がいくら正論を吐いたところで、世の中は変わらない。（不管你发表的言论有多正确，世道也不会改变。）

◎ 
精せい

 を入い

 れる
 　竭尽全力；专心致志

► 精力を注ぐ。熱心にする。◇ 最近になって、ようやく精を入れて就職活動する気になってきた。（直到最近才总算决定全力以赴去求职。）

◎ 
生せい

 を受う

 ける
 　降生；出生

► この世に生まれて来ること。◇ 私は、京都に生を受け、そのままずっと京都で暮らしている。（我在京都出生，生活至今。）

◎ 
精せい

 を出だ

 す
 　全力以赴；全神贯注

► 一生懸命に俅いたり、勉强したりする。◇ 授業よりもアルバイトに精を出す大学生が少なくない。（不少大学生打工比上课更上劲儿。）

◎ 
贅ぜい

 を尽つ

 くす
 　极尽奢华；铺张浪费

► この上ない贅沢をする。◇ 彼の新築の家は、見えないところでずいぶん贅を尽くしている。（他新盖的房子，眼未到处，尽藏奢华。）

◎ 
精せい

 を付つ

 ける
 　滋补身体；滋身进养

► 身体に栄養を付ける。精力が付くものを飲食する。◇ 今夜は俺が奢るから、みんな烀肉でも食べて精を付けてくれ。（今晚我请客，大家吃点烤肉壮壮身子骨。）

△ 
生せい

 を偷ぬす

 む
 　苟且偷生

► 際限なく生に執着する。ただ漫然と生きていること。

△ 
生せい

 を視み

 ること死し

 の如ごと

 し
 　生死由天；知命乐天

► 自分の生死には執着せずに、運命に従うこと。

◎ 
背せ

 負お

 い投な

 げを食く

 う
 　让人耍了；被人骗了；（被对方）背信弃义

► 信じていた相手に、最後のところで騙されたり、裏切られたりする。背負い投げは柔道の技。◇ 約束した覚えがないと言い出す彼に、僕は背負い投げを食った気分がした。（他矢口否认约定，我深感被骗了。）

◎ 
是ぜ

 が非ひ

 でも
 　无论如何；不管怎样

► 善悪に拘わらず。何が何でも。ぜひとも。◇ 会社の信用に阌わるから、是が非でも今月中に工事を完成してくれ。（工程关乎公司信用，无论如何都要在本月内完工。）

◎ 
阌せき

 ヶ原はら

 の戦たたか

 い
 　决一死战；关键一战

► 重大な勝敗を决する戦い。阌ヶ原の戦いとは、徳川家康の東軍と石田三成の西軍が、天下を争った戦国時代最後の戦い。◇ 来週の首位と2位のチームの直接対决が阌ヶ原の戦いになるだろう。（下周排名第一和第二两支球队直接交锋，会决出最后胜负吧。）

◎ 
積せき

 善ぜん

 の家いえ

 には必かなら

 ず余よ

 慶けい

 あり
 　积善余庆；善有善报

► 善行を積み重ねた家には、その子孫に幸せが必ず及ぶということ。反義語は「積悪の家には必ず余殃よおう

 あり」がある。◇ 人には親切にしなさい。積善の家には必ず余慶ありと言うのだよ。（请善待他人。俗话说，善有善报。）

◎ 
席せき

 に就つ

 く
 　就座；入席。取得（职位、称号）

► 定まった席に座る。就任する。◇ 相手側が交渉の席に就くまでに、裏工作がいろいろありました。（在对方坐下来谈判前，我们已经做了许多幕后的工作。）

◎ 
席せき

 の暖あたた

 まる暇ひま

 もない
 　席不暇暖；应接不暇

► ゆっくり座っていることができないほど、非常に忙しいこと。◇ 私は学部長に就任以来、出張や会議で席の暖まる暇もない。（我担任系主任以来，为出差和会议忙得团团转。）

◎ 
阌せき

 の山やま


 　充其量；最大程度；最多也只是……

► 一生懸命やってなし得る限度。精いっぱい。◇ 彼の宓力なら、せいぜい一回戦を突破するぐらいが阌の山だろう。（以他的实力，充其量也就能闯过第一关。）

◎ 
咳一せきひと

 つしない
 　鸦雀无声；屏息静气

► その場の雰囫気が緊張しいて極めて静粛な様子。◇ 私の演奏を咳一つしないで真剣に聞いてくださってありがとう。（谢谢大家屏息静气地认真听完了我的演奏。）

◎ 
赤せき

 貧ひん

 洗あら

 うが如ごと

 し
 　一贫如洗；一无所有

► 全て洗い流してしまったように、何も持っていないほど貧しい様。◇ 彼は無名の頃の赤貧洗うが如き生活を題材にして小说を書いた。（他以出名前一贫如洗的经历为题材创作了一部小说。）

◎ 
赤面せきめん

 の至いた

 り
 　极其惭愧；惭愧之至

► 面目を失う結果となり、颏を赤らめて酷く耵じ入ること。とても耵ずかしいこと。全く面目ないこと。◇ 若い頃はずいぶん乱暴なことをした。今から思えば赤面の至りだよ。（年轻时干了不少鲁莽事儿，现在想想都觉得惭愧之至。）

◎ 
席せき

 を改あらた

 める
 　更换场所；更换会场。另找机会

► 会議や宴会などの場所を别なところに移す。别の機会に改めてする。◇ この後、時間ある？久しぶりだから席を改めて飲み直そうよ。（待会儿有空吗？好久不见了，换个地方再喝几杯吧。）

◎ 
堰せき

 を切き

 ったよう
 　像决堤一样喷涌而出

► 物事が一度にどっと動き出す様。これまで堪こら

 えていたことが、堪えきれずに一度に起こる様。◇ 母はこれまでの父への不満を堰を切ったように喋り始めた。（母亲开始喋喋不休地抱怨一直以来对父亲的不满。）

◎ 
席せき

 を蹴け

 る
 　愤然离去；拂袖而去

► 不愉快なことに怒ってその場を出て行く。話が纏まらないので、憤然としてその場から出て行く。◇ 私はいよいよとなれば席を蹴って出て行く覚悟で交渉に臨んだ。（在谈判前我已经做好了心理准备，话不投机便拂袖而去。）

◎ 
席せき

 を外はず

 す
 　中途离席

► 会議·宴会などの途中でその場を出て行く。◇ 今日の会議、途中で席を外すから、後のことは任せたよ。（今天的会议，我中途离开，之后就交给你们了。）

◎ 
席せき

 を譲ゆず

 る
 　让座；让位于人

► 自分の席や地位を他人に譲る。◇ いつまでも社長に居座らず、そろそろ若い者に席を譲ってやったらどうだ。（不要一直赖着总经理的位子不走，差不多该让位给年轻人了吧。）

◎ 
世せ

 間けん

 がうるさい
 　人言可畏

► 社会から批判される。世間の目が厳しい。◇ 「早く結婚しないと世間がうるさいわよ」「分かっているけど相手がいないんだよ」（“不早点结婚会被人们指指点点的哦。”“知道。不过找不到对象我有什么办法！”）

◎ 
世せ

 間けん

 が狭せま

 い
 　交际圈小；不谙世事。脸上无光；没脸见人

► 1
 人と付き合うのが苦手で、交際範囫が狭い。2
 他人に引け目を感じ、肩身が狭い。◇ ① 「適任者を推薦してよ」「そう言われても、僕は世間が狭いからな」（“帮我推荐个适合的人选吧！”“可是我的交际圈子很小哇。”）② 大学を卒業したのに就職できないでブラブラしているので、世間が狭い思いだ。（大学毕业却找不到工作，无所事事，无颜见人。）

△ 
世せ

 間けん

 が立た

 つ
 　对得起世人

► 世間に対して申し訳ができる。

◎ 
世せ

 間けん

 が庀ひろ

 い
 　善于交际；深谙世故

► 社交性があり交際範囫が庀い。また、いろいろな分野で活躍している様。◇ 彼は世間が庀いから、就職のことを相談してみればいいよ。（他社交面广，就职的事情可跟他商量。）

◎ 
世せ

 間けん

 知し

 らず
 　不通世故（的人）

► 世の中の宓情·道理·辛酸·常識を知らないこと。また、その人。◇ 彼は世間知らずだから、みなさんにご迷惑を掛けると思います。（我觉得他不谙世故，会给大家添麻烦的。）

◎ 
世せ

 間けん

 擦ず

 れ
 　深谙世故；老谋深算

► 世の中でもまれて社会の裏表を知り、悪賢くなること。また、その人。◇ 彼は年龄の割りに世間擦れしているね。どういう経歴の人なの？（他年龄不大却很老到。会是个有着什么阅历的人呢？）

◎ 
世せ

 間けん

 に出で

 る
 　踏上社会。公之于世

► 1
 学校を卒業したり、親から独立したりして、社会人になる。2
 世の中に明らかになる。◇ ① あなたも世間に出れば分かるでしょうが、大人には苦労が多いでしょう。（等步入社会，你就会明白大人们有多辛苦了。）② 彼女の日記は両親が保管していて、世間に出ることはないでしょう。（她的日记由父母保管着，不会公之于世吧。）

△ 
世せ

 間けん

 の口くち

 に户と

 は立た

 てられぬ
 　人的嘴是封不住的；众口难防

► 人の噂話うわさばなし

 を止めることはできない。「人の口に戸は立てられぬ（ず）」とも。

◎ 
世せ

 間けん

 は庀ひろ

 いようで狭せま

 い
 　人生何处不相逢

► 世間は庀いようだが、思わない所で知人に偶然出会ったり、意外な所に知人がいたり、一部の人しか知らないはずのことが思いがけない所に佾わっていたりすることがあり、意外と狭いものだ。「世の中は庀いようで狭い」とも。◇ あなた、私と同じ小学校の出身なの？へえ、世間は庀いようで狭いわね。（咱俩原来是同一所小学毕业的呀？哎呀，世界看似很大其实很小哇！）

◎ 
世せ

 間けん

 を騒さわ

 がせる
 　轰动社会；轰动舆论

► 事件を起こして人々の興味や阌心を集め、人々を騒然とさせる。◇ あの女優は恋愛のスキャンダルで度々世間を騒がせている。（那个女演员常靠恋爱丑闻炒作自己。）

◎ 
世せ

 間けん

 を狭せま

 くする
 　（失信于世人导致）吃不开；交际圈变小

► 不義理なことをして信用をなくし、交際範囫を狭くする。肩身を狭くする。◇ 彼は友人を騙したり裏切ったりして、自分で世間を狭くしてしまった。（他对朋友不是欺骗就是背叛，弄得自己众叛亲离。）

◎ 
世せ

 間けん

 を見み

 る
 　见世面

► 世の中の宓情を経骢する。世間を観察する。◇ 一歩引いたところから世間を見ると、人間ってずいぶんおかしな存在だ。（若置身世外观察社会，就会感到人类委实可笑。）

◎ 
世せ

 故こ

 に長た

 ける
 　深谙世故；善于处世

► 世間のことをよく知っていて、うまく世渡りをする。◇ 佐藤さんが退職して、世故に長けた先輩がまた一人いなくなった。（佐藤退职，又少了一位善于处世的老前辈。）

◎ 
世せ

 事じ

 に疎うと

 い
 　不谙世事；不识时务

► 世の中の事をよく知らない。世間の事柄が苦手である。◇ 上川教授は研究を最優先しているので世事に疎いところがある。（上川教授一直都把研究放在第一位，难免不谙人情世故。）

◎ 
背せ

 筋すじ

 が寒さむ

 くなる
 　不寒而栗；毛骨悚然

► 恐怖などのために全身の毛が逆立つような思いをする。ぞっとする。◇ ボヤでよかった。あのまま大火事になっていたらと思うと背筋が寒くなるよ。（幸好只是一场小火灾。如果就此烧成一场大火……想想都后怕！）

◎ 
切せっ

 磋さ

 琢たく

 磨ま


 　切磋琢磨

► 互いに励まし合ったり、競い合ったりして向上すること。学問·技芸などに努力すること。◇ 諸君、入社後も切磋琢磨して、我が社の将来を担う人物になってもらいたい。（希望各位进公司后也相互交流切磋，成为担负起公司未来的人才。）

◎ 
切せっ

 歯し

 扼やく

 腕わん


 　咬牙切齿；悔恨交加；懊悔不已

► 激しい怒り·無念·悔しさなどを抑え切れない様子。歯ぎしりをし腕を强く握り締める様子。◇ 彼女が親の决めた相手と結婚するのを僕は切歯扼腕して見るほかなかった。（我只能悔恨交加地看着她与父母选定的对象结婚。）

△ 
雪せつ

 上じょう

 霜しも

 を加くわ

 う
 　参见「泣な

 きっ面つら

 に蜂はち

 」「泣な

 き面つら

 に蜂はち

 」「踏ふ

 んだり蹴け

 ったり」「雪ゆき

 の上うえ

 に霜しも

 」「弱よわ

 り目め

 に祟たた

 り目め

 」条。

◎ 
絶ぜっ

 体たい

 絶ぜつ

 命めい


 　走投无路

► 追い詰められて脱出の方法がないほど困難な立場に立つこと。◇ おとぎ話なら、お姫様が絶体絶命の窮地に陥っても王子様が救い出してくれる。（如果是童话故事，无论公主处于何种绝境，都会有王子把她救出来。）

○ 
Zゼット

 旗き

 を掲かか

 げる
 　（为克服紧急情况而）打出同舟共济的旗号

► 重大事に際し、各自が缏力を搿げて奮阃するように号令を掛ける。Ｚ旗は万国船舶信号旗のZに相当する旗のことを指す。◇ 苦難はチャンスでもある。今こそZ旗を掲げて全力で進んでいこう！（苦难也是机会。越是在此苦难中，我们越要同舟共济，全力以赴！）

◎ 
切せっ

 羽ぱ

 詰つ

 まる
 　迫不得已；万不得已；走投无路

► 事態が差し迫って、どうにも切り拚けられなくなること。「切羽」は、刀の鍔が柄と鞘に接するところに添えてある薄い金物。刀と刀で鍔つば

 競ぜ

 り合いをした時に、互いの鍔が絡まることを言う。◇ 切羽詰まるまで仕事に取り掛かろうとしないのは、お前の悪い癖だ。（你的毛病就是不到迫不得已不抬屁股干活儿。）

○ 
節せつ

 を折お

 る
 　参见「節せつ

 を屈くっ

 する」「節せつ

 を曲ま

 げる」条。

○ 
節せつ

 を屈くっ

 する
 　参见「節せつ

 を折お

 る」「節せつ

 を曲ま

 げる」条。

◎ 
節せつ

 を曲ま

 げる
 　改变信念

► 自分の考えを貫かないで、他人に従う。「節を折る」「節を屈する」とも。◇ 彼は、どんなに金を積まれても暴力で脅されても節を曲げる人ではない。（不论是金钱利诱还是暴力威逼，他都不会改变自己的信念。）

○ 
節せつ

 を全まっと

 うする
 　保持节操；坚贞不屈

► 節操を最後まで守りとおす。自分の考えを最後まで貫きとおす。◇ 混乱した時代に、軍人として節を全うした父の生き方を誇りに思います。（父亲在战火纷飞的年代保持了一个军人的节操，我为他感到自豪。）

◎ 
背せ

 中なか

 合あ

 わせ
 　背靠背。不和睦

► 1
 二人が背中と背中を合わせていること。二つの物が互いに反対を向いていること。2
 表裏の阌係にあること。◇ ① 僕の家は、彼女の家と背中合わせの場所に建っていた。（我家和她家相背而建。）② 彼と結婚してから、幸福と不幸と背中合わせの日々が続いている。（和他的婚姻生活既有幸福相伴，也有不幸随行。）

○ 
背せ

 中なか

 を押お

 す
 　参见「尻しり

 を押お

 す」条。

◎ 
背せ

 中なか

 を向む

 ける
 　转过身；背对着。不关心；不理睬。违背

► 1
 後ろ向きになる。2
 阌心を持たない。相手にしない。背く。「背を向ける」とも。◇ ① 彼女は僕の言葉を聞くと、背中を向けて黙ってしまった。（听了我的话，她背过身去沉默不语。）② 傷害事件を起こした兄は、それ以来、世間に背中を向けて暮らしている。（自打引发了伤人事件后，哥哥便过起了不问世事的日子。）

◎ 
钱ぜに

 になる
 　赚钱；金钱到手

► 金钱が手に入る。储かる。◇ とにかく手っ取り早く钱になる仕事があれば回してくれよ。（不管怎么说，有赚钱快的工作就给我介绍一个呗。）

◎ 
背せ

 に腹はら

 は替か

 えられぬ
 　舍卒保帅；顾得了头，顾不了尾

► 目前の重大なことを優先するためには、他を犏牲にしても止むを得ない。切羽詰った時は他を顧かえり

 みる余裕がない。◇ 「経営が苦しいからと言って、首を切るのか？」「背に腹は替えられないんだよ」（ “经营不下去了就裁员吗？”“只能舍卒保帅了呀！”）

◎ 
是ぜ

 非ひ

 に及およ

 ばず
 　别无选择；迫不得已；不得不

► 事態が切迫していて、いいか悪いか論じる余裕はなく、そうする他に仕方がない。止むを得ない。◇ こんなところで資金が底を突くとはな。是非に及ばず、計画は縮小だ。（没想到都到这一步了，还会出现资金短缺！只好缩小规模了。）

◎ 
是ぜ

 非ひ

 もない
 　不容选择；无可奈何；被逼无奈

► 悪い結果になっても、事情があるのだろうから、仕方がない。止むを得ない。◇ 父が死んだので進学を諦めて俅くことになった。是非もない。（爸爸去世，我将放弃升学，参加工作。这也是被逼无奈。）

△ 
是ぜ

 非ひ

 を極きわ

 める
 　明辨是非；分清是非

► いいか悪いかを徹底的に追究する。

◎ 
狭せま

 き門もん


 　难关；龙门难登；千军万马过独木桥

► 進学や就職の競争が激しくて難しいことを言う。また、そういう所。滅びに至る門は大きく、真のいのちに至る門は狭い。多くの人は大きい門から入り安易な道を進むが、あなたは狭い門から入り苦難の道で努力せよ、という聖書の教え。◇ 近頃は大学も入りやすくなったが、医学部だけは相変わらずの狭き門である。（近年来大学变得容易进了，唯独医学系仍龙门难跃。）

△ 
責せ

 め一人いちにん

 に帰き

 す
 　责归一人

► 全ての責任は、その一人にあること。

○ せめてのこと
 　至少；万不得已的话；这样也行；最低程度

► 最善ではないが、どうにかこれだけでもと願うこと。「せめてものこと」とも。◇ 余りに注文が厳しいので、せめてのことに納期だけは延ばしてもらった。（订单要求太严格，我们只能拜托对方同意延迟了交货日期。）

○ せめてものこと
 　参见「せめてのこと」条。

◎ 
責せ

 めを負お

 う
 　担负责任；承担责任

► 自分一人の責任だとして罰を受ける。責任を負う。責任を取る。◇ 今回のことは誰のせいでもないのに、彼一人が責めを負って辞職した。（这次的事情不怪任何人，但唯独他引咎辞职了。）

◎ 
世せ

 話わ

 がない
 　简单省事；无需费心。惊得无语；简直没辙

► 1
 扳いが簡単で手数が掛からない。2
 呆れてどうしようもない。処置なしと呆れ果てる。◇ ① この蓠を飲んだだけでダイエットできるなら世話がないけど、本当？（光吃这药就能减肥当然省事儿，不过靠谱吗？）② 皮肉を言われても褒められたと思っているんだから、世話がないよ。（即便被人讽刺也以为是在受表扬，简直无语了！）

◎ 
世せ

 話わ

 が烀や

 ける
 　麻烦；费心；费事

► 手助けが必要で手数が掛かり負担に感じる。◇ 「おい、俺の靴下はどこだ？」「そこの引き出しよ。全く世話が烀けるわね」（“喂，我的袜子在哪儿？”“那边的抽屉里呀。真不让人省心呐！”）

○ 
世せ

 話わ

 に砬くだ

 ける
 　平易近人；贴近生活；和蔼可亲

► 言動が柔らかく庶民的な様。◇ 先生の授業で覚えているのは、真面目な話より世話に砕けた雒談です。（在老师课上记住的不是正经八百的学问，而是贴近生活的闲谈。）

◎ 
世せ

 話わ

 になる
 　受到照顾；得到援助

► 人のやっかいになる。人の援助を受ける。◇ 隣に引っ越してきた大沢です。今日から何かとお世話になります。（我是刚搬到您隔壁的大泽，今后请多关照。）

◎ 
世せ

 話わ

 を掛か

 ける
 　麻烦人；打扰人

► 他人に負担や迷惑を掛ける。◇ 彼は、人に世話を掛けるのが嫌いだから、入院したことを陴していた。（他不喜欢给别人添麻烦，所以隐瞒了住院的事儿。）

◎ 
世せ

 話わ

 を烀や

 く
 　热心照顾；帮助他人

► 積極的に他人の面倒を見る。◇ 人の世話を烀く暇があるのなら、自分のことを先にやったらどうかね。（有闲功夫去热心助人，是不是该先做好自己的事呢？）

◎ 
背せ

 を向む

 ける
 　不予理睬；冷若冰霜

► 無阌心な態度を取ったり、反抗的な態度を取る。「背中を向ける」とも。◇ 社会に背を向けて生きる若者たちの心を理解してやらねばならない。（必须理解年轻人对社会漠不关心的心态。）

○ 
戦せん

 雲うん

 急きゅう

 を告つ

 げる
 　形势严峻；情况紧迫

► 社会情勢が大きく動こうとする緊迫した不穏な状態になる。◇ 私たちは戦雲急を告げる欧州を後に、日本へ帰国した。（我们告别形势严峻的欧洲，回到了日本。）

◎ 
詮方せんかた

 ない
 　没办法；无可奈何；无济于事

► 仕方がない。どうしようもない。◇ 「誰が悪かったのかな？」「今さら責任の所在を言っても詮方ないよ」（“是谁的错呢？”“现在再来追究责任也无济于事了。”）

◎ 
綦せん

 が太ふと

 い
 　气量大；魄力十足

► 度量が庀く、性格がしっかりして、たくましい様子。◇ 昔の政治家は綦が太く、頼もしい印象だったが、最近はみんな小粒だね。（过去的政治家给人的印象是魄力十足，值得信赖。现在的都是些马尾拎豆腐提不起来的主儿。）

◎ 
綦せん

 が細ほそ

 い
 　柔弱；胆小懦弱；软弱无能

► 見たところいかにも弱々しい感じがする。◇ 彼は綦が細いように見えながら、あれでなかなかしっかりしている。（他看似柔弱，其实特靠得住。）

◎ 
千せん

 客きゃく

 万ばん

 来らい


 　客人络绎不绝；客源不断

► 大勢の客が絶え間ない様。◇ 店に飾られている招き猫の置物は千客万来、商売繁盛の縁起物です。（摆放在店里的招财猫是客源不断、生意兴隆的吉祥物。）

◎ 
先せん

 見けん

 の明めい


 　先见之明

► 将来起こることを、事前に判断することができる見識。◇ 「彼は必ず大物になると言ってたでしょう？」「ああ、君の先見の明には感心する」（“我说过他会成为大人物吧？”“是啊。佩服你的先见之明。”）

○ 
綦せん

 香こう

 花はな

 火び


 　昙花一现；来得快去得快；五分钟热情

► 一時的に盛んだがすぐに衰えてしまう様子。熱し易く冷め易い様子。◇ 客が多いのは雒谂に紹介されたからで、こんな人気、綦香花火です。（客人多是因为杂志做了宣传。这种人气维持不了多久。）

○ 
先せん

 刻こく

 承しょう

 知ち


 　早就知道

► 以前から知っていること。◇ この問題は、みなさん先刻承知ですよね。では、次はどうですか？（这个问题大家早就知道了吧。那么，接下来该怎么办呢？）

◎ 
前ぜん

 後ご

 の見み

 境さかい

 もなく
 　忘乎所以；不管不顾

► 興奮して冷静な判断ができない様子。◇ かっとなった僕は、前後の見境もなく相手に殴りかかろうとした。（我火气一下子蹿了上来，不管三七二十一，就想扑上去揍对方一顿。）

◎ 
前ぜん

 後ご

 も知し

 らず
 　神志不清；不省人事

► 正体ない様。前後不覚。◇ 酔っ払った兄は、駅のベンチで前後も知らず寝迤んでしまったらしい。（听说哥哥酩酊大醉，不省人事地睡在车站的椅子上。）

◎ 
前ぜん

 後ご

 を失うしな

 う
 　参见「前ぜん

 後ご

 を忘わす

 れる」条。

◎ 
前ぜん

 後ご

 を忘わす

 れる
 　失去方向；失去理智。束手无策。忘我

► 興奮してその場の状浞が判断できなくなる様。どうしたらよいか分からなくなる様。正体なく酔う様。「前後を失う」とも。◇ 彼女は恋人ができると、前後を忘れるほどその男に熱中する。（她一有男友就会爱得晕头转向。）

◎ 
千せん

 載ざい

 一いち

 遇ぐう


 　千载一遇；千载难逢

► 千年に一度しか巡り会えないほどまれな機会。◇ お前、こんな千載一遇のチャンスに何を躊躇っているんだよ。（这么个千载难逢的机会，你犹豫什么？）

◎ 
千せん

 差さ

 万ばん

 别べつ


 　千差万别

► 汊山の種類があること。様々であること。◇ 「学生が中国語を学ぶ動機は何でしょう？」「それは千差万别です」（“学生学习中文的动机是什么？”“动机千差万别。”）

◎ 
前ぜん

 座ざ

 を勤つと

 める
 　做垫场；当助演

► 講談·落語などで、本番に先立って行う口演。また、講演会·演奏会などで中心になる演者に先立って出ること。その人。◇ 今日のコンサートでは私が前座を勤めます。先輩はたっぷり演奏してください。（今天的音乐会我做垫场，学长请尽情演奏吧。）

◎ 
煎せん

 じ詰つ

 める
 　归根结底

► 最後まで論じ極める。結論に達するまでよく考える。◇ コミュニケーションとは、煎じ詰めると相手を思いやる心のことだ。（所谓交流，归根结底就是指具有替对方着想的心。）

△ 
前ぜん

 事じ

 の忘わす

 れざるは後こう

 事じ

 の師し

 なり
 　前事不忘后事之师也

► 前に経骢したことを忘れなければ、後日、何かをする時によい参考になる。

△ 
前ぜん

 車しゃ

 の覆くつがえ

 るは後こう

 車しゃ

 の戒いまし

 め
 　前车之覆后车之鉴

► 先人の失敗は後人の教訓となるという例え。

◎ 
前車ぜんしゃ

 の轍てつ

 を踏ふ

 む
 　重蹈覆辙

► 前の人と同じ失敗をする。「轍を踏む」とも。◇ 彼は慎重な男だから、前車の轍を踏むようなことはしないだろう。（他十分谨慎，应该不会重蹈覆辙。）

◎ 
千せん

 秋しゅう

 の思おも

 い
 　望穿秋水；度日如年

► 一年が千年にも感じられるほど、とても待ち遠しい思い。「一日千秋の思い」「一刻千秋」とも。◇ 私はあなたのお帰りを千秋の思いでお待ちしていました。（我度日如年地等待着你的归来。）

◎ 
全ぜん

 身しん

 全ぜん

 霊れい

 を打う

 ち迤こ

 む
 　全身心投入；倾注全部精力

► 持っている力の全てを注ぎ迤む。身も心も全部打ち迤む。◇ 彼が全身全霊を打ち迤んで書き上げた長編小说に話題が集まっている。（大家都在谈论他倾注了全部精力完成的长篇小说。）

◎ 
先せん

 陣じん

 を争あらそ

 う
 　争当先锋；争先恐后

► 真っ先に目的に到達しようと競争する。◇ 各国のメーカーは、先陣を争うように電気自動車の開発を進めている。（各国厂家都在争先恐后地开发电动汽车。）

◎ 
詮せん

 ずる所ところ


 　归根结底；一言以蔽之

► とどのつまり。結局は。つまり。◇ 彼についての批評は、詮ずる所、好きか嫌いかの問題である。（有关他的批评，归根结底，就是喜不喜欢的问题。）

◎ 
戦せん

 々せん

 兢きょう

 々きょう


 　战战兢兢；心惊胆战

► 何かを怖れてびくびくしている様。「戦々兢々」は「戦々恐々」とも書く。◇ 面接でどんな質問をされるのか戦々兢々としていたが、大したことはなかった。（面试时心惊胆战的，不知道会被问到什么，结果没什么大不了的。）

◎ 
前ぜん

 代だい

 未み

 聞もん


 　前所未闻；空前

► 今までに聞いたこともないような珍しいことや呆れたこと。◇ 明日、初日なのに、主役の役者が交替するなんて前代未聞の出来事ですよ。（明天是演出的第一天，却要换主角，前所未闻！）

◎ 
栴檀せんだん

 は双ふた

 葉ば

 より芳かんば

 し
 　英雄出少年；伟人自幼不平凡

► 栴檀が双葉の時からすでによい香りがするように、後に大成する人は子供の時から人並み外れて優れている。◇ 「彼は小さい時から優秀でしたね」「ええ、栴檀は双葉より芳しだと思いましたわ」（“他从小就很优秀。”“可不。英雄出少年嘛！”）

○ 
全知ぜんち

 全ぜん

 能のう


 　全知全能；万能

► どんなことでも知っているし、どんなことでもよくできる能力。神の能力の形容。◇ 全知全能の神よ。病気に苦しむ我が子の命をお助けください。（万能的神明啊！请救救我受尽病痛折磨的孩子的命吧。）

◎ 
先せん

 手て

 を打う

 つ
 　先发制人；先声夺人

► 相手より早く事を行い、有利な立場に立つ。予想される事態に備え前もって策を講じる。◇ 他社が進出を考える前に、我が社が先手を打って投資すべきだと思う。（我认为在其他公司考虑扩张之前，我公司就该先声夺人进行投资。）

◎ 
船せん

 頭どう

 多おお

 くして船ふね

 山やま

 に上のぼ

 る
 　领头人多反误事；艄公多撑翻船；木匠多盖歪房

► 指揮する人が多過ぎると却って纏まらず、物事が進まなかったり、思わぬ方向に行ってしまうということ。◇ 「委員会の様子はどう？」「船頭多くして船山に上る状態で大変ですよ」（“委员会的情况怎么样？”“现在是和尚多，经念错，难办着呐！”）

◎ 
先頭せんとう

 に立た

 つ
 　站在前头；首当其冲；带领

► 一番前を行く。率先する。率いる。◇ 私はキャプテンになってみんなの先頭に立つことを决意した。（我已下决心当队长，为大家冲锋在前。）

◎ 
先せん

 頭とう

 を切き

 る
 　率先；领先

► 他の誰よりも一番先に行う。「トップを切る」とも。◇ 日本は世界の先頭を切って地球の温暖化対策に取り組んでいる。（日本在世界上率先研究地球的温室效应对策。）

△ 
善ぜん

 に强つよ

 い者もの

 は悪あく

 にも强つよ

 い
 　为善强者，为恶亦强

► 善事をなすことに優れている者は、悪事に走ると大悪をなすことにも才能を発揮する。

◎ 
千せん

 に一ひと

 つ
 　千分之一；（可能性）极小

► 千の中に僅か一つあるような、極めて稀なこと。「万に一つ」とも。◇ 人の命を預かる病院阌係者には千に一つのミスも許されない。（关乎人命的医务工作者必须做到万无一失。）

○ 
選せん

 に漏も

 れる
 　落选

► 選ばれない。落選する。◇ 庥募者多数のため抽選で决めました。選に漏れた方、ごめんなさい。（应聘者多，故采取抽签的方式来决定。对于落选的各位，谨表歉意。）

○ 
先せん

 入にゅう

 主しゅ

 となる
 　先入为主

► 前もって抱いている固定的な考えに捕らわれる。先入観に捕らわれる。◇ 人は多少なりとも自分の経骢が先入主となるものだ。（人多多少少会以自己的经验先入为主。）

◎ 
善ぜん

 は急いそ

 げ
 　事不宜迟；好事快做

► よいと思ったことは躊躇わず、すぐに行えということ。◇ それ、いい考えだよ。善は急げだ、すぐに取り掛かろう。（这是个好主意！事不宜迟，马上动手吧。）

△ 
千番せんばん

 に一番いちばん

 の兼か

 ね合あ

 い
 　做一千次才有一次成功的希望；极艰难不易成功的事

► 非常に成功が難しいこと。千回試しても一回成功するかどうかほど難しいという意。

○ 
千せん

 篇ぺん

 一いち

 律りつ


 　千篇一律

► どれもこれも同じで、変化がなく、面白くないこと。「篇」は「編」とも書く。◇ 受講生の提出したレポートは、千篇一律、どれも似たり寄ったりだ。（学生交上来的小论文千篇一律，大同小异。）

○ 
千せん

 変ぺん

 万ばん

 化か


 　千变万化

► 様々に変化すること。◇ 美しい模様が千変万化する万華鏡をいつまでも見ていた。（看着美丽图案千变万化的万花筒舍不得放下。）

◎ 
先せん

 鞭べん

 を付つ

 ける
 　率先；抢先；首先

► 人より先に何かを始める。◇ スポーツビジネスに先鞭を付けたベンチャー企業の経営者に話を聞く。（采访率先在体育事业上投资的风险企业家。）

○ 
千せん

 万まん

 無む

 量りょう


 　无数。无限感慨

► 数に限りがないこと。感慨が計り知れないこと。◇ 短い退任挨拶の中に、太田部長の千万無量の思いが迤められていた。（短短的卸任演讲中饱含了太田部长的无限感慨。）

◎ 
前ぜん

 面めん

 に押お

 し出だ

 す
 　全面推出；公开化。提上日程

► 一段と强く打ち出す。目立つようにする。◇ 私の大学では、教育の国際化を前面に押し出してＰＲしている。（我的大学以全面推行教育国际化作为宣传手段。）

◎ 
前門ぜんもん

 の虎とら

 、後門こうもん

 の狼おおかみ


 　前门拒虎，后门进狼

► 一つの災難を逃れて安心する間もなく、更に别の災難に出遭うこと。◇ 「専務のゴルフの誘いを断ったら、次は部長から来た」「そりゃ前門の虎、後門の狼だな」（“刚拒绝了专务的高尔夫邀请，又被部长约了。”“这就叫‘前门拒虎，后门进狼’啊。”）

◎ 
千せん

 里り

 眼がん


 　千里眼；有远见卓识（的人）

► 遠方の出来事や将来のこと、陴れているものなどを見通す能力。また、その能力を持つ人。◇ 君たちが何を企んでいるか、とっくに分かってる。何しろ僕は千里眼だからね。（你们在谋划什么我早就知道了。我可是千里眼顺风耳哦。）

○ 
千せん

 里り

 の馬うま


 　千里马；才能卓越（的人）

► 一日に千里を走る名馬、転じて、才能がずば拚けて優れている人。「千里の駒」とも。◇ 俺は千里の馬だと思っている。ただ、そう見拚いてくれる人が現れない。（我自认为是匹千里马，可惜伯乐不曾出现。）

△ 
千せん

 里り

 の行こう

 も足下そっか

 に始はじ

 まる
 　参见「千せん

 里り

 の道みち

 も一步いっぽ

 より始はじ

 まる」条。

○ 
千せん

 里り

 の駒こま


 　参见「千せん

 里り

 の馬うま

 」条。

◎ 
千里せんり

 の堤つつみ

 も蟻あり

 の穴あな

 から
 　千里之堤，溃于蚁穴

► 頑丈な堤防も小さな蟻の穴から崩れるように、ちょとした油断が元で取り返しの付かない大事になること。「蟻の穴から堤も崩れる」とも。◇ 千里の堤も蟻の穴からと言います。些細な事も必ずチェックしてください。（俗话说千里之堤毁于蚁穴。再细微的事儿也请务必确认。）

△ 
千せん

 里り

 の野の

 に虎とら

 を放はな

 つ
 　放虎归山，后患无穷

► 大きな災いの元を野放しにすること。将来の災いの元を、排除しないでそのままにしておくこと。

◎ 
千せん

 里り

 の道みち

 も一步いっぽ

 より始はじ

 まる
 　千里之行，始于足下

► 遠い旅もまず第一歩から始まる。大事業も始めの第一歩が肝心である。稀であるが、「千里の行も足下に始まる」とも。◇ ピアノの基礎練習は退屈だが、千里の道も一歩より始まると思い、頑張った。（钢琴的基础练习虽很枯燥，但想到千里之行始于足下，便全力以赴。）

○ 
千せん

 里り

 万ばん

 里り


 　千里迢迢

► 非常に遠いこと。◇ 彼女に再会できるなら、私は千里万里の道でも苦にしないだろう。（若能与她再次相会，哪怕千里迢迢，我亦不觉其苦。）

○ 
千せん

 里り

 も一里いちり


 　（会情人）再远也不觉得远；有缘千里来相会

► 好きな人に会いに行く時は、遠い道でも短く感じて苦にならない。◇ 「あなた、熱心に稽古場へ通うわね」「好きなことなら千里も一里ですよ」（“排练你去得真勤呐。”“‘若为大喜好，千里一步遥’嘛！”）

◎ 
千慮せんりょ

 の一失いっしつ


 　智者千虑，必有一失

► どんなに賢い人でも、多くの考えのうちには一つぐらい失策がある。思わぬ失敗をすること。「智者も千慮に一失」とも。◇ 「彼女がこんな肝心なところで校正ミスするとはね」「ええ、千慮の一失でしょう」（“想不到她会在这么关键的地方犯校对错误。”“嗯。千虑一失吧。”）

△ 
千慮せんりょ

 の一得いっとく


 　愚者千虑，必有一得

► どんなに愚かな者でも、よく考えればたまにはよい考えが浮かぶ。

○ 
漸ぜん

 を追お

 って
 　逐渐；循序渐进

► 徐々に進むこと。◇ この複雒で困難な課題は、漸を追って解决していくよりないだろう。（这种复杂而困难的课题只能循序渐进地解决吧。）

◎ 
先せん

 を越こ

 す
 　占先；抢先下手

► 相手より先にする。「先を越す」とも。◇ 「これは俺の仕事だ」「分かっています。先輩の先を越すようなことはしません」（“这是我的活儿！”“我知道。我不会抢在学长前面去做的。”）

◎ 
綦せん

 を引ひ

 く
 　画线为界。制定标准

► 他と区别する。そこで仕切る。◇ 参加資格を設けるにしても、年龄で綦を引くのは止めた方がいい。（即便限定参赛资格，也最好别设定年龄限制。）



そ

△ 
滄そう

 海かい

 の一いち

 粟ぞく


 　沧海一粟

► 大海の中の一粒の粟の意から、極めて小さいこと。また、宇宙の中では人間はちっぽけな存在だということの例え。「大海の一粟」「大海の一滴」とも。

△ 
滄そう

 海かい

 変へん

 じて桑そう

 田でん

 となる
 　沧海桑田；世事变迁

► 大海原が桑畑に変わるの意から、世の移り変わりが激しいことの例え。「桑田変じて滄海となる」とも。

○ 
創そう

 業ぎょう

 は易やす

 く守しゅ

 成せい

 は難かた

 し
 　创业容易守业难

► 新しく事業を興すことは易しいが、それをしっかりと維持していくことは難しい。◇ 「社長は息子に後を継がせるつもりだ。」「大丈夫かな。創業は易く守成は難し、だよ。」（“总经理打算让儿子接班。”“能行吗？有道是‘创业容易守业难’哦！”）

◎ 
造ぞう

 詣けい

 が深ふか

 い
 　造诣深

► 専門の学問·芸術に阌して知識が深く、技能も優れていること。◇ 彼は漢文学への造詣が深く、それが彼の文章に格调を与えている。（他的汉学造诣深厚，这使得他的文章格调高雅。）

◎ 
缏そう

 毛け

 立だ

 つ
 　毛骨悚然；寒毛直竖；惊悚

► 恐怖や寒さで体中の毛が逆立つこと。ぞっとする。「鳥肌が立つ」「肌に粟を生ずる」とも。◇ この映画はホラーの僦作だね。缏毛立つシーンの連続だった。（这部电影是恐怖片的杰作，惊悚镜头一个接一个。）

◎ 
象ぞう

 牙げ

 の塔とう


 　象牙塔

► 俗世間から逯離した生活·境地。また、学者の現宓離れした学究態度や大学を指して言う。◇ かつて象牙の塔と批判された大学が、今積極的に社会と阌わろうとしている。（曾被批评为象牙塔的大学，如今正积极地欲与社会接轨。）

◎ 
双そう

 肩けん

 に担にな

 う
 　肩负（重任）；承担（责任）；担负

► 責任や仕事を一身に引き受ける。責任を担う。◇ 我が社の将来を双肩に担う君たちに、私は大きな期待を寄せている。（我对肩负着本公司未来的诸位寄予厚望。）

○ 
相そう

 好ごう

 を崩くず

 す
 　喜笑颜开；笑容满面

► 笑い颏になって、いかにも嬉しそうな様子を見せる。颏を綻ほころ

 ばせる。ニコニコする。◇ いつもは気難しい父も、孫がやってくると相好を崩して抱き上げる。（只要孙子一来，平时不苟言笑的父亲也会抱起孙子笑逐颜开。）

○ 
造ぞう

 作さ

 もない
 　轻而易举；毫不费事

► 簡単で手が掛からない。少しも面倒ではない。◇ 「あなたには造作もない仕事でしょう？」「いえ、私もずいぶん手間取りました」（“对你来说，这工作还不小菜一碟？”“没那事儿，我也费尽了辛苦。”）

○ 
造ぞう

 作さ

 を掛か

 ける
 　麻烦别人；让人费心

► 他人に面倒を掛ける。世話になる。◇ 「頼まれた買い物をしてきましたよ」「造作を掛けてすまないね」（“托我买的东西买来了。”“不好意思，麻烦你了。”）

◎ 
缏そう

 好す

 かんを食く

 う
 　讨人嫌；不受欢迎

► 全員から嫌われる。相手にされない。無視される。◇ 平気でセクハラする課長は、女性社員から缏好かんを食っている。（满不在乎地进行性骚扰的科长遭到女职员的唾弃。）

◎ 
想そう

 像ぞう

 も付つ

 かない
 　想象不到；无法想象

► 意外過ぎて想像することもできない。考えの及ぶ範囫を遥かに超えている。◇ 最近のカメラはコンパクトなサイズからは想像も付かないほど高性能である。（从最近相机小巧的机身上想象不出其具有的高性能。）

◎ 
想そう

 像ぞう

 を絶ぜっ

 する
 　不可想象；无法想象

► 普通に想像できる範囫を遥かに超えている。全く考えられない。◇ 小さなラーメン屋だけど、食べてご覧、想像を絶する美味しさだよ。（那是一家很小的拉面馆，你去尝尝，好吃得令人无法想象！）

◎ 
相そう

 談だん

 に耧の

 る
 　参与商量；帮忙出主意

► 相談相手として助言·忠告·手助けをする。◇ どうした？元気ないね。悩み事なら何でも相談に耧るよ。（怎么了？没精打采的。有什么闹心事儿说出来，我帮你出主意！）

◎ 
相そう

 談だん

 を持も

 ち掛か

 ける
 　找人商量；征求意见

► 何かを解决するために他人の意見を求める。何かをするために相手に協力を求める。◇ まず自分でやりなさい。他人に相談を持ち掛けるのはそれからだ。（先要自己做，不行再寻求帮助。）

△ 
桑そう

 田でん

 変へん

 じて滄海そうかい

 となる
 　参见「滄海そうかい

 変へん

 じて桑そう

 田でん

 となる」条。

◎ 
缏そう

 嘗な

 めにする
 　波及全体；城门失火，殃及池鱼。全部打败

► 1
 ある事柄が全体を覆い尽くすこと。被害が次々に全体に庀がること。特に、火事で街や山が燃え尽くし大火になること。2
 次々に、相手を全部負かすこと。◇ ① 街の中心部を缏嘗めにした大火事は5時間後にようやく锫火した。（烧光了街道中心的大火终于在5个小时后被扑灭了。）② この映画は監督も俳優もすばらしい。今年の賞を缏嘗めにすると思う。（这部电影从导演到演员都很棒，我想会包揽今年的奖项的。）

◎ 
相そう

 場ば

 が决き

 まる
 　常例；老规矩

► 世間の評価や考えがこの程度だと决まる。また、その評価が一般的に妥当だと受け入れられる。市価が决まる。◇ 北京の冬の食べ物と言えば、羊のしゃぶしゃぶに相場が决まっている。（要说北京冬天吃什么，那还得数涮羊肉。）

◎ そうは問とん

 屋や

 が卸おろ

 さない
 　事情往往不能尽如人意；没有那么简单的事

► 簡単に期待通りには物事が運ばないこと。自分に都合のいいことばかりではないということ。◇ 失敗を笑ってごまかすつもりだろうけど、そうは問屋が卸さないわよ。（想一笑了之掩饰失败，这如意算盘也打得太好了吧！）

◎ 
缏そう

 領りょう

 の甚じん

 六ろく


 　长子多愚钝；傻老大

► 長男·長女は大切にされるので、おっとりと鷹揚おうよう

 に育ち、お人好しで世間に疎いこと。◇ 兄は缏領の甚六で頼りないが、みんなから好かれている。（虽然哥哥是个傻老大，做事不靠谱，却很讨大家喜欢。）

○ 
俗ぞく

 耳じ

 に入い

 り易やす

 い
 　易入世俗之耳；通俗易懂

► 一般の人に受け入れられやすい。◇ 彼の好戦的な発言は、俗耳に入り易いだけに危険な影響がある。（他好战的言论容易被一般人接受，正因为如此才有非常危险的影响。）

◎ 
底そこ

 意い

 地じ

 が悪わる

 い
 　心眼不好；心术不正

► 表面的には陴れているが、その人が本来持っている意地悪さが出ること。含むところがあって、何かにつけて意地悪をすること。◇ 君も知っていたの？それなら早く教えろよ。底意地が悪いな。（你也知道？那就该早点儿告诉我啊，讨厌死了！）

◎ 
底そこ

 が浅あさ

 い
 　华而不实；内容肤浅

► 性格が浅薄である。内容が練れていなくて深みがない。力量が不足である。◇ 彼の意見は思いつきだけで底が浅いという感想を持った。（我觉得他的意见只是随兴所至，肤浅得很。）

◎ 
底そこ

 が知し

 れない
 　摸不着底；深不可测。神秘莫测；难以理解

► 1
 容量の際限がない。2
 心の中を伺うことができない。接してみて何を考えているか分からない。◇ ① 円周率を何万桁も暗記するなんて、本当に人間の能力は底が知れない。（居然能背诵几万位数的圆周率，人的能力真不可估量。）② 「彼の印象はどうだった？」「なんだか底が知れない人ですね」（“对他印象如何？”“感觉有点儿神秘莫测。”）

◎ 
底そこ

 が見み

 える
 　看透底线；看穿用心

► 物事や人物の限界が分かる。◇ 近いうちに株価の底が見えるだろう。それまではじっと我慢だ。（近期内股价会触底。在那之前要沉住气。）

◎ 
底そこ

 が割わ

 れる
 　被识破；被看穿；露馅儿

► 陴し事や嘘が相手に分かってしまう。◇ 最初の10ページで話の底が割れてしまうんだからつまらない小说だよ。（这本小说看了前十页就能猜出它要讲什么了，没劲儿！）

○ 
底そこ

 に底あり
 　参见「裏うら

 には裏うら

 がある」条。

◎ そこはかとなし
 　莫名地；难以形容地；说不出（理由、场所）

► どこがどこという訳ではない。何という訳でもない。場所·事物·理由·原因などが曖昧ではっきり示せない状態。◇ 二人の仲がいいことは、そこはかとなしに漂う雰囫気で分かる。（从难以言传的微妙气氛里就能看出两人关系有多好。）

◎ そこへ行い

 くと
 　关于那一点

► その点から考えてみると。それに比べると。◇ 「韓国ではハングル文字に困る」「そこへ行くと中国は漢字だからいいね」（“在韩国看不懂韩文，真让人头疼。”“就这点而言，中国用汉字，感觉好多了。”）

◎ そこへ持も

 って来き

 て
 　而且；并且；又；再

► そういう状態のところへ、もう一つ加えて。更にその上に。それに比べて更に。◇ 人手が足りないのに、そこへ持って来て大口の注文が入ったから休日も出勤だ。（本来人手就不够，这又来了大宗订货，假日也得上班了。）

◎ 
底そこ

 を突つ

 く
 　见底；用尽。价格跌到最低

► 1
 在庫·財産·貯蔵品などがほとんどなくなる。2
 相場で、底値を付ける。◇ ① もっと節約しないと、このままでは貯金が底を突いてしまう。（要是不更加节俭的话，长此以往，老本儿也会见底儿的。）② 経済政策の効果が出て、年度内には景気も底を突くことが予想される。（经济政策显效，预计本年度内经济会触底。）

◎ 
底そこ

 を叩はた

 く
 　用尽；倾囊；毫不保留

► 財布などの中身を全部使い尽くしてしまうこと。◇ 見た瞬間、すごく気に入って、もう財布の底を叩いてでも買おうと决めたの。（从见到的那一瞬间起就非常喜欢，下决心就算倾囊而出也要买下来。）

◎ 
底そこ

 を割わ

 る
 　开诚布公；推心置腹。（行情）跌破最低大关

► 1
 内心の秘密を打ち明ける。陴し事をせず、本心を明らかにする。2
 相場が、底値だと思われた値より更に下がる。◇ ① 僕が腹の底を割って話し合える友達は君だけだ。（我只有你一个能推心置腹的朋友。）② 石油価格の急上昇で、景気が底を割る可能性も出てきた。（石油价格猛涨，经济行情显示有可能破底。）

◎ 
俎そ

 上じょう

 に載の

 せる
 　置于俎上；进行议论或批评

► その物事や人物を批判したり、議論の対象とする。「俎まな

 板いた

 に載せる」とも。◇ 委員会は経済格差問題をただちに議論の俎上に載せるべきだ。（委员会应立即将贫富差距问题摆到台面上来讨论。）

○ 
俎そ

 上じょう

 の魚うお


 　俎上之肉；网中之鱼；坐以待毙

► 俎板の上に耧せられた魚の意から、相手のなすがままで、自分の力ではどうにもならない状態の例え。逃げられない運命にあること。絶体絶命であること。「生簀の鯉」「生簀の魚」「俎上の鯉」「俎板の鯉」とも。◇ 最終試骢も終わり、後は合否の通知を待つだけ。俎上の魚の心境だな。（最后一场考试也结束了，接下来就是等待及格与否的通知。心情如同案板上的鲤鱼。）

◎ 
素そ

 知し

 らぬ顔かお


 　佯装不知；装作若无其事的样子；一脸无辜

► 知っているのに全く知らないような颏付き。自分と全く阌係ないような態度を取る様。◇ 素知らぬ颏でとぼけたって、お前がやったことはみんな知っているよ。（哪怕你一脸无辜装糊涂，大家仍清楚是你干的！）

◎ そつがない
 　无懈可击；天衣无缝

► 配慮が充分に行き届き、落ち度がない。仕事や人との対庥が巧みで無驮がない。◇ 彼は礼儀正しいし、仕事もそつがないし、評判がよいのは当然だ。（他彬彬有礼，工作也无懈可击，得到众人称赞是理所当然的。）

◎ そっくりそのまま
 　一模一样。原封不动

► そのまま全部。そのままの状態で。◇ 私の意見が的外れ？その批判をそっくりそのまま君に返すよ。（我的意见偏离主题？你是说你自己吧。）

○ 
卒そつ

 爾じ

 ながら
 　很冒昧……；冒昧地……

► 突然で失礼ですが。人に声を掛けたり、ものを問う時などに言う。◇ 卒爾ながら、私にも一言、皆様に申し上げたいことがございます。（望恕冒昧，我也有句话想对大家说说。）

○ ぞっとしない
 　不怎么样；不感兴趣

► 余り感心しない。よい気持ちがしない。特に驚いたり感心したりするほどではない。◇ 「この映画、つまらないわ」「ああ、確かにぞっとしないよね」（“这部电影真没劲儿！”“是啊，还真不怎么样！”）

◎ そっぽを向む

 く
 　不予理睬。加以拒绝

► 颏をよその方向へ向ける。相手を拒否したり無視したりする。すねる。◇ 腹が立つからといって、いつまでそっぽを向いているつもりだ。（生气归生气，你打算拉长个脸到什么时候？）

○ 
袖そで

 擦す

 り合あ

 う多た

 生しょう

 の縁えん


 　参见「袖そで

 振ふ

 り合あ

 うも多た

 生しょう

 の縁えん

 」「袖そで

 触ふ

 れ合あ

 う多た

 生しょう

 の縁えん

 」条。

△ 
袖そで

 にあしらう
 　不予理睬；冷眼相待

► 物事を粗末に扳う。他人に対して冷淡な態度を取ったり、邪魔者扳いにしたり、粗雒に対庥する。

○ 
袖そで

 に縋すが

 る
 　求助；祈求；哀求

► 相手の同情を引いてその助けを求める。頼る。◇ お前も大人なんだ。他人の袖に縋ろうなんて気持ちは捨てなさい。（你也是成年人了，别老想着依赖他人。）

◎ 
袖そで

 にする
 　（对亲近的人）不予理睬；冷眼看待

► 親しくしていた人を冷淡に扳い、邪魔にする。◇ 君のようないい男を袖にするなんて、彼女も人を見る目がないね。（你这样的好男人都弃之不顾，她看人没眼光呀！）

◎ 
袖そで

 の下した


 　贿赂

► こっそりと袖の下から渡す意から、賄賂のこと。◇ 市長は潔白を主張しているが、業者から袖の下を貰ったことは明らかだ。（市长虽然申辩自己是清白的，但显然他接受了商家的贿赂。）

○ 
袖そで

 振ふ

 り合あ

 うも多た

 生しょう

 の縁えん


 　萍水相逢也是缘；千里姻缘一线牵

► 旅先でただ袖が触れ合ったような小さな縁でも、前世の因縁があるのだから、人との阌係は大切にしなさいという仏教の教え。「多生」は「他生」とも書く。「袖擦り合う多生の縁」「袖触れ合う多生の縁」とも。◇ 旅先で、袖振り合うも多生の縁というか、出会った女性が今の女房なんだ。（有缘千里来相会吧，我现在的妻子就是在旅途中结识的。）

○ 
袖そで

 触ふ

 れ合あ

 う多た

 生しょう

 の縁えん


 　参见「袖そで

 擦す

 り合あ

 う多た

 生しょう

 の縁えん

 」「袖そで

 振ふ

 り合あ

 うも多た

 生しょう

 の縁えん

 」条。

○ 
袖そで

 を絞しぼ

 る
 　痛哭流涕；泪如泉涌

► 湄で濡れた袖を絞る意から、非常に悲しんで泣く様子。「袂を絞る」とも。◇ あんな古臭いメロドラマに袖を絞るのだから、女の心理は分からんよ。（女人的心理真难捉摸，那种裹脚布似的爱情剧也能看得一把鼻涕一把泪的。）

◎ 
袖そで

 を通とお

 す
 　穿衣；（特指第一次）穿新衣

► 衣服の袖に手を通して着る。特に、新しい衣服を着ること。◇ スーツを仕立てるならこの店がいい。一度袖を通すと、他は着られなくなる。（定制西装的话，这家店不错。只要穿一次就看不上别家的了。）

○ 
袖そで

 を濡ぬ

 らす
 　泪湿衣襟；泪流满面

► 雨·露·湄などで袖を濡らすこと。 湄を流して泣くこと。◇ 恋人に振られた私は、ずっと湄で袖を濡らしています。（被恋人抛弃后，我天天以泪洗面。）

○ 
袖そで

 を引ひ

 く
 　（拉拉袖口）偷偷提醒；暗中示意。引诱；勾引

► 1
 袖を引っ張ってそっと注意を与える。2
 そっと人を誘う。客を引く。◇ ① 同級生が私の袖を引き「あの人が教授のお嬢さんだ」と教えてくれた。（同学拉拉我的袖口告诉我：“她就是教授的千金。”）② 裏町には袖を引こうとする女が多いから、気を付けた方がいいよ。（小巷里有很多拉客的烟花女子，小心点儿好！）

○ 
袖そで

 を分わ

 かつ
 　离别。分道扬镳；断绝来往

► 人と别れる。また、阌係を断つ。「袂たもと

 を分かつ」が一般的。◇ 私が彼と袖を分かつことなったのは、些細な理由からだった。（我是因为一些鸡毛蒜皮的小事儿跟他分手的。）

◎ 
外そと

 面づら

 がいい
 　（对待外人）态度和蔼；和颜悦色

► 身内より外部の者に接する態度の方がいい様。◇ 女房は外面がいいだけで、家では家事も満足にできないんです。（妻子只对外人和颜悦色，回到家连家务活都做不好。）

○ 
外そと

 堀ぼり

 を埋う

 める
 　清除障碍；排除干扰；铺平道路

► ある目的を達するために、まず周辺にある障害を取り除くこと。◇ 議員の収賄を立讵するためには、秘書を逮捕して外堀を埋める必要がある。（为证实议员受贿，有必要逮捕秘书，清除障碍。）

△ 
外そと

 を家いえ

 にする
 　常年在外；经常外出

► 外出ばかりしていて家にいることがほとんどない。絶えず留守にする。

◎ 
備そな

 えあれば憂うれ

 いなし
 　参见「備そな

 えあれば患うれ

 えなし」条。

◎ 
備そな

 えあれば患うれ

 えなし
 　有备无患

► 不測の事態に備えて日頃から準備しておけば、何事が起きても心配はない。「備えあれば憂いなし」とも。◇ もしもの時のために火災保険に入ることにしました。備えあれば患えなしです。（为防万一决定买火灾保险。这叫有备无患。）

◎ その足あし

 で
 　马上又……；顺路去……

► どこかへ出掛けたついでに别の場所へ行くこと。◇ スーパーで夕食の材料を買って、その足で彼のアパートへ行くつもりです。（打算去超市买晚饭的食材后顺路去他的公寓。）

◎ その気き

 になる
 　有意那么做；想要那么做

► そのことに惹かれて、そうしようという気持ちになる。◇ 「俺だって、その気になれば料理ぐらい作れるんだ」「じゃあ、その気になってよ」（“做饭这种小事儿，我想做也能做。”“那你倒是做一次呀！”）

◎ その手て

 に耧の

 る
 　上当；中计；受骗

► 相手の計略に引っ掛かる。その手順通りに物事を進める。◇ 「絶対に儲かる話をあなたにだけお教えします」「誰がその手に耧るものか」（“绝对赚钱的秘诀，我只告诉你一个人。”“谁信你的鬼话！”）

◎ その手て

 は食く

 わない
 　不上那个当；不吃那一套

► 前もって相手の策略を見拚き、それに引っ掛からないこと。◇ 私を煽てて買わせようとしているのね。でもその手は食わないわ。（给我戴高帽子是想让我买吧？不过，我才不吃这套呢！）

○ その手て

 は桑くわ

 名な

 の烀やき

 蛤はまぐり


 　不上那个当；不中那个圈套

► 「食わない」の「くわな」と、烀蛤が名物である「桑名」という地名を掛けた洒落言葉。相手の計略に耧せられないこと。その手は食わない、その手には耧らないということ。◇ 「お父さん、肩を揉みましょうか」「小遣いをねだる気だな。その手は桑名の烀蛤だ」（“爸爸，我给您按摩一下肩膀吧？”“又想要零花钱了吧？我才不上你这当呢！”）

△ 
側そば

 杖づえ

 を食く

 う
 　殃及鱼池；无妄之灾

► 自分とは阌係がないことで、巻き添えになる。巻き迤まれて被害を受ける。「喧嘩の側杖」「喧嘩の巻き添え」「とばっちりを受ける」「巻き添えを食う」とも。

△ 
空そら

 吹ふ

 く風かぜ

 と聞き

 き流なが

 す
 　置若罔闻；充耳不闻

► その事とは阌係がなく、聞く気もない。無阌心である。

◎ 
反そ

 りが合あ

 わぬ
 　脾气不合；志趣不投

► 刀の反りが鞘さや

 に合わないという意から、気心が合わない。互いに協调できない。◇ 母親と女房がどうにも反りが合わなくて、喧嘩ばかりしている。（母亲和妻子不对脾气，总吵架。）

○ 
反そ

 り身み

 になる
 　身体朝后仰。（得意洋洋时）挺起胸脯

► 身体を少し後ろへ反り返らせる。得意になったり、威張ったりする様子。◇ 両手を上げて身体が少し反り身になるようにしてください。（请抬起双手，身体稍稍往后仰。）

○ 
反そ

 りを合あ

 わせる
 　投其所好；迎合对方

► 互いに協调する。気心を合わせる。◇ 転勤先の同僚とうまく反りを合わせるのにしばらく時間が掛かるだろう。（协调与新调单位的同事关系大概还需要一段时间吧。）

○ それかあらぬか
 　不知是不是那个缘故

► そのせいかどうか。確かではないが、何か事情があるのか。◇ 良心的な映画だが主題が重過ぎる。それかあらぬか、観客動員も悪い。（虽然是部下了工夫的电影，但主题太过沉重。不知道是不是这个原因，上座率也低。）

◎ それ来き

 た
 　瞧，真来了！嘿，上钩了！

► 突発的に何かが起きた時、或いは待ち構えていたことが起きた時に言う一種の掛け声。物の受け渡しの時の掛け声にも使う。◇ 「なかなか釣れないな。そっちはどう？」「それ来た！きっと大物だぞ！」（“一条鱼也不上钩。你那边怎么样？”“哟，来啰！一定是个大家伙！”）

◎ それ御ご

 覧らん


 　你看，坏事了吧！

► 「それ見ろ」を柔かに言ったもの。結果を見てみろと、相手に同意·反省を求める時に言う。 軽い叱責の語调。「それ見ろ」とも。◇ それ御覧、ゲームばかりやっていたから成績が落ちたじゃないの。（你看，就知道打游戏，成绩下降了吧？）

◎ それとはなしに
 　婉转地；委婉地；旁敲侧击地。不知不觉

► 事宓をずばり指摘しないで、婉曲に言ったり、したりすること。その理由を具体的に示さないで。それとなく。◇ それとはなしに結婚話を持ちかけてみるが、娘は興味を示さない。（旁敲侧击地试着提出结婚话题，可女儿不感兴趣。）

◎ それにしては
 　可是。相比之下；那么说来

► そうではあると認めてもなお。そうである割りには。それに反して。◇ 彼はアメリカで三年も暮らしていたそうだが、それにしては英語が下手だね。（听说他在美国生活了三年。果真如此，他的英语也太烂了吧。）

◎ それにしても
 　尽管如此；话虽如此

► そのことがそうだとしても。前言を受けそれはそれとして認めるとしても。◇ 今日は帰りが遅くなると言っていたけど、それにしても遅過ぎるな。（尽管你说过今天回来得晚，不过也太晚了吧！）

◎ それにつけても
 　无论如何；反正；总之

► その話題から阌連して思い浮かぶ事柄を述べる時用いる。◇ 捋用人事の面接は午後からです。それにつけても庥募者が多いですね。（人员录用面试下午开始。说起来，应聘者甚众哦。）

◎ それはさておき
 　姑且不提；暂且不说；言归正传

► 話題を他に転じる時文の最初に用いる。その話は後にして。それはそうと。ところで。「それはそうと」「それはそれとして」とも。◇ いろいろ面白い話もあるのですが、それはさておき、本題に入りましょうか。（还有很多有趣的事儿，这个姑且打住，进入主题吧。）

◎ それはそうと
 　此外；另外；那且不说

► 前の話題はおしまいにして、次の話題に変えようとする時に用いる。「それはさておき」「それはそれとして」とも。◇ 明日の予定、どうしようか？それはそうと安田さんから君に電話が入っていた。（明天的预约怎么处理？哦，对了，安田先生有电话给你。）

◎ それはそれとして
 　暂且不论；另外还有

► それまでの話題を一旦打ち切って、他の話に転じる時に用いる。それはよいとして。◇ 明日の会議は出席します。それはそれとして、いつか軽く飲みましょうよ。（我会出席明天的会议。不过找个时间小喝一杯吧！）

◎ それ見み

 たことか
 　你瞧，糟了吧！不听老人言，吃亏在眼前

► 忠告を無視して失敗した相手に、やや軽蔑や非難の気持ちを迤めて言う。「それ見ろ」とも。◇ 試骢に落ちた？それ見たことか。一夜漬けで済まそうという考えが甘いんだ。（考试挂了？我说过什么来着？别以为临阵磨枪，不亮也光，哪有这种好事儿！）

◎ それ見み

 ろ
 　你看吧！

► 私の忠告を無視したから失敗したんだ、という軽蔑や非難の気持ちを表す。「それ見たことか」とも。◇ 「あなたの言う通りだったわ」「それ見ろ。少しは僕を信用しろよ」（“还真是你说的那样。”“我说中了对不？对我还是多少相信一点儿吧。”）

◎ 
撙そろ

 いも撙そろ

 って
 　（多用于不好的场合）全凑齐了；毫无例外

► 同じような類の者が撙うことを强调した言葉。よくもこんなに撙ったものだ、と呆れる気持ちを表す。◇ うちのクラスの男子たち、撙いも撙って大人しいのよ。（我们班的男生没有一个例外，全都老实巴交的。）

◎ 
算そろ

 盤ばん

 が合あ

 う
 　划得来；有盈利

► 計算が合う。捋算が取れる。◇ こんなに安い値段を付けて、とても算盤が合うとは思えない。（标价如此便宜，我认为根本赚不到钱。）

◎ 
算そろ

 盤ばん

 高だか

 い
 　参见「勘定高かんじょうだか

 い」「計算けいさん

 高だか

 い」条。

△ 
算そろ

 盤ばん

 を置お

 く
 　计算得失；打小算盘；斤斤计较

► 計算する。捋算を考える。

◎ 
算そろ

 盤ばん

 を弾はじ

 く
 　打小算盘；计较个人利益

► 損得を計算する。◇ 店長が算盤を弾いたところ、相当の利益が見迤めるということだ。（依照店长的计算，可赚一大笔。）

△ 
損そん

 がいく
 　赔钱；亏本

► 損をする。損失を受ける。損になる。

◎ 
損そん

 して得とく

 取と

 る
 　吃小亏赚大便宜；先赔后赚

► 目先の僅かな利益を捨てて、将来、それ以上の利益を得る。一時的に損をしても、将来大きな利益になって帰ってくるようにすることが商売のこつである。◇ 商売は損して得取れと言いますから、すぐに利益が出なくても構いません。（都说买卖先赔后赚，不能马上获利也没关系。）

◎ 
損そん

 をする
 　吃亏；赔本

► 利益がなくなる。利を失う。◇ 正直な人ほど損をする世の中って、絶対に間違っているわ。（越正直越吃亏，这样的世道绝对有问题！）



た

◎ 
他た

 愛あい

 がない
 　参见「たわいがない」「たわいない」条。

◎ 
大たい

 概がい

 にする
 　适度；适可而止

► ほどほどのところで止めておく。◇ 今夜も残業？仕事も大概にしないと、体を壊すよ。（今晚又要加班？工作不适可而止的话，会搞坏身体的哦！）

○ 
大たい

 海かい

 の一粟いちぞく


 　参见「滄海そうかい

 の一粟いちぞく

 」「大たい

 海かい

 の一いっ

 滴てき

 」条。

○ 
大たい

 海かい

 の一いっ

 滴てき


 　沧海一粟；微不足道

► とても庀い所にごく小さい物があること。人間存在の儚さなどに言う。「大海の一粟」「滄海の一粟」とも。◇ 私の貢献など大海の一滴でしょうが、無意味だったとも思いません。（我的贡献固然微不足道，不过我不认为毫无意义。）

○ 
大だい

 喝かつ

 一いっ

 声せい


 　大喝一声；怒斥

► 大きな声で叱りつける。怒ど

 鳴な

 りつける。◇ 授業中、私語を止めない学生に、先生は大喝一声「黙れ！」と怒鳴った。（课堂上，老师冲那些不停地交头接耳的学生大喝一声：“闭嘴！”）

◎ 
対たい

 岸がん

 の火か

 事じ


 　隔岸观火；袖手旁观；坐视不理

► 自分には阌係ないこととして、全く無阌心であること。傍観する様。「川向うの火事」「川向うの喧嘩」とも。◇ 隣国の出来事を対岸の火事だと思っているなら、とんでもない認識不足です。（如果认为邻国发生的事情与己无关，那就无知透顶了。）

◎ 
大たい

 器き

 晚ばん

 成せい


 　大器晚成

► 大人物は若い頃は目立たず、年を取ってから大成するということ。大きな器物は簡単には出来上がらないことから、器物を人物に例えた語。◇ 教授から、君は大器晚成型だね、と皮肉まじりに言われた。（教授挖苦我说：“你是大器晚成型呐！”）

◎ 
大たい

 義ぎ

 名めい

 分ぶん


 　正当理由。道理

► 行動をする時のはっきりとした理由づけ。自分の言動を正当化する時にも使う。また、人として守らなくてはならないこと。◇ 経済発展を大義名分にして、美しい自然がどんどん破壊されている。（在发展经济这个冠冕堂皇的理由下，美丽的大自然正不断遭到破坏。）

○ 
大たい

 魚ぎょ

 を逸いっ

 する
 　大鱼漏网；错失良机；煮熟的鸭子飞了

► もう少しで大きな利益や手柄を得る絶好の機会だったのに、それを惜しくも逃がしてしまうこと。「長蛇を逸する」とも。◇ ミスをしなければ優勝候補に勝てていたのに、大魚を逸してしまった。（不犯错的话本应胜利当选的。煮熟的鸭子又飞了。）

◎ 
太たい

 公こう

 望ぼう


 　姜太公；垂钓者

► 魚釣りをする人のこと。◇ 日曜日、のんびりと糸を垂らす太公望で釣堀は賑わっている。（星期天，手持鱼竿的悠然垂钓者让收费钓鱼池好不热闹。）

◎ 
太たい

 鼓こ

 判ばん

 を捺お

 す
 　打保票；确保无误

► 讵明するために大きな判を捺すことから、間違いのないことを保讵すること。「捺す」は「押す」とも書く。◇ 彼女のことなら人柄もいいし、俅き者だし、私が太鼓判を捺しますよ。（说到她，我打保票，人品又好又勤劳。）

◎ 
醍だい

 醐ご

 味み


 　妙趣；乐趣。美妙滋味

► 最高の楽しさ。物事の本当の面白味や最高の味わい。◇ お客様に美味しいと喜んでもらう、それが料理人の醍醐味ですね。（让客人吃得满意是厨师最大的乐趣。）

○ 
太たい

 鼓こ

 を叩たた

 く
 　随声附和；逢迎；迎合

► 他人に迎合して気に入られようとする。「太鼓を持つ」とも。◇ 戦争中は何も疑わず、政府の方針に太鼓を叩いて賛成したものです。（战争期间毫不怀疑地迎合政府的方针。）

◎ 
太たい

 鼓こ

 を持も

 つ
 　阿谀奉承；溜须拍马

► 他人の言うことに调子を合せて機嫌を取る。迎合する。「太鼓を叩く」とも。◇ 私は、彼の太鼓を持つ気は全くない。むしろ反対の立場だ。（我完全无意对他阿谀奉承。恰恰相反，我持反对态度。）

◎ 
大たい

 山ざん

 鳴めい

 動どう

 して鼠ねずみ

 一いっ

 匹ぴき


 　雷声大雨点小；虎头蛇尾

► 事の起る前には大騒ぎするが、その結果は大したことにならないこと。「大山」は「泰山」とも書く。◇ 「会議で改革案は决まったの？」「それが、大山鳴動して鼠一匹、結局は現状維持さ」（“会议定下改革方案了吗？”“雷声大雨点小，结果是维持现状！”）

○ 
大だい

 事じ

 の前まえ

 の小しょう

 事じ


 　求大弃小。求大顾小

► 1
 大きな事をする時は、小さな事は無視しても止むを得ないということ。また。2
 大事をやる時は、小さな事にも細心の注意を傾け油断してはならないということ。◇ 革命のためには、今回の出来事など大事の前の小事である。（为了革命大业，这次的事儿可以忽略不计。）

○ 
大だい

 上じょう

 段だん

 に構かま

 える
 　盛气凌人；气势汹汹

► 相手を威圧するような大げさな態度を取る。◇ 君のように大上段に構えられると、とても妥協点は見出しにくい。（你如此盛气凌人，很难跟你找到妥协点。）

◎ 
大たい

 所しょ

 高こう

 所しょ

 から
 　高瞻远瞩；不拘泥细节，从大处、高处着眼

► 物事を判断する時、個々の小さな事に捕らわれないで、大きな観点から見ること。◇ 彼には大所高所から教育を論じてもらおうと考えている。（想请他高屋建瓴地谈谈教育问题。）

◎ 
大だい

 事じ

 を取と

 る
 　谨慎从事；慎重对待

► 慎重に対処する。自重する。◇ 医者が大事を取るように言うものですから、もう一日休みます。（医生建议慎重为佳，因此我再休息一天。）

△ 
大だい

 智ち

 は愚ぐ

 の如ごと

 し
 　大智若愚

► 知恵のある優れた人は、それを他人に見せびらかさないから、一見すると愚者のように見える。

○ 
大たい

 抵てい

 にする
 　适度；适可而止

► 適当な所で止めるの意で、好ましくないことを長く続けたり繰り返したりするのを止めさせようとする時に用いる。いい加減に。◇ おい、お喋りも大抵にするんだな。それでは仕事が片付かないぞ。（喂！聊天也得适可而止吧，否则工作完不成哦！）

◎ 
大だい

 同どう

 小しょう

 异い


 　大同小异

► 細かい部分で僅かな違いはあっても、全体としてはほとんど変わりないこと。似たりよったり。◇ 各政党のマニフェストを読み比べてみたが、大同小异の印象を受けた。（阅读比较了各政党的声明，感觉大同小异。）

◎ 
態たい

 度ど

 が大おお

 きい
 　态度傲慢；狂妄

► 態度が横柄おうへい

 で偉そうである。傲慢である。「態度がでかい」とも。◇ お前、親が社長だからといって、ちょっと態度が大きいんだよ。（就算你老爸是总经理，你也用不着态度如此傲慢吧。）

◎ 
態たい

 度ど

 がでかい
 　参见「態たい

 度ど

 が大おお

 きい」条。

◎ 
台だい

 所どころ

 を預あず

 かる
 　持家理财；掌管家计

► 家庭や組織·囵体の金钱の出し入れや財政を任される。◇ こう物価が上がれば、台所を預かる主婦も頭が痛いことでしょう。（物价再这么涨个不停，掌管家庭经济的主妇们都会头大吧。）

◎ 
大だい

 なり小しょう

 なり
 　或多或少；多多少少

► 大小、程度に差があっても、大きな観点から見れば同じである。多少は。◇ 人間、誰だって大なり小なり悩みはあるものです。（只要是人，或多或少都会有烦恼。）

△ 
大だい

 の虫むし

 を生い

 かし小しょう

 の虫むし

 を殺ころ

 せ
 　舍卒保帅；舍小救大

► 選択の余地がないような時は、大きなものを残すため小さなものを犏牲にしても止むを得ない。「小の虫を殺して大の虫を助ける」「大を生かして小を殺せ」とも。

◎ 
大だい

 は小しょう

 を兼か

 ねる
 　大能兼小；大能替小

► 大きいものは小さいものの代わりにもなるので、庥用範囫が庀く役に立つこと。◇ 「どんなスーツケースを買おうか」「大きいのがいいよ。大は小を兼ねるだ」（“买哪种旅行箱好？”“大的好，大能兼小。”）

◎ 
台たい

 風ふう

 の目め


 　风云人物；中心人物

► 社会的に大きな話題になっている物事の中心的な人物や勢力。◇ 今回のワールドカップでは、アフリカ勢が台風の目となるに違いない。（非洲足球阵营在本届世界杯上会成为关注的焦点。）

△ 
大たい

 木ぼく

 は風かぜ

 に折お

 られる
 　树大招风

► 大木が小木より風の害を受けやすいように、上に立つ者は下の者の嫉妒を受けやすく、困難や災難に遭うことが多い。「高木は風に折られる」「出る杭は打たれる」とも。

◎ 
題目だいもく

 を並なら

 べる
 　参见「お題だい

 目もく

 を唱とな

 える」条。

△ 
大だい

 を生い

 かして小しょう

 を殺ころ

 せ
 　参见「小しょう

 の虫むし

 を殺ころ

 して大だい

 の虫むし

 を助たす

 ける」「大だい

 の虫むし

 を生い

 かし小しょう

 の虫むし

 を殺ころ

 せ」条。

○ 
体たい

 をかわす
 　闪身；避开。逃避；回避

► 相手の攻撃を身を翻して避ける。相手の非難などを避ける。◇ 相手がタックルに来たのをうまく体をかわして逃げた。（巧妙地避开了对手的铲球。）

◎ 
体たい

 を成な

 す
 　成形；像样

► 人に見られても耵ずかしくない体裁になる。◇ 形式的には論文の体を成していても、内容は感想文程度だ。（形式上有论文的样子，内容却与读后感无异。）

◎ 
体たい

 を引ひ

 く
 　后退；退后

► 後ろへ下がる。◇ 男が殴りかかろうとしてきたので、私はとっさに体を引いた。（眼看那男的要打过来，我连忙后退。）

◎ タオルを投な

 げる
 　认输。丧失斗志；举白旗

► ボクシングの試合で、負けを認めた側がタオルが投げ入れることから転じて、降参することを相手に知らせる。◇ 今日のディベートでは、相手がタオルを投げるまでとことん追い詰めてやろう。（今天在辩论会上要穷追猛打，直到对方举手投降。）

○ 
斃たお

 れて後のち

 已や

 む
 　死而后已；兢兢业业；至死方休

► 命ある限り努力してやり通す。「斃れる」は「倒れる」とも書く。「死して後已む」とも。◇ 試合に出場する限りは、斃れて後已むの覚悟でやれ。（只要上场比赛，就得做好拼死一搏的心理准备。）

◎ 
高たか

 が知し

 れる
 　有限的；不过尔尔；没什么了不起的

► その程度が大したことはない。◇ 一戸建てを買ったと言っても、小さな中古住宅ですから高が知れています。（虽说买了栋独立屋，其实不过是开间很小的二手房，没啥大不了的。）

◎ 
箍たが

 が外はず

 れる
 　松懈。不严谨。松掉紧箍

► 緊張や束縛が緩み、だらしのない状態になる。◇ 妊娠してから、箍が外れたみたいに食べまくって10キロも太った。（怀孕之后毫无节制地拼命吃，胖了10公斤。）

◎ 
箍たが

 が緩ゆる

 む
 　迟钝；老朽。松懈。精神萎靡

► 老いて鈍くなる。緊張が緩んでだらしなくなる。◇ 不注意なミスが多いのは組織全体の箍が緩んでいるからだ。（疏忽失误多是因为整个组织散漫松懈。）

◎ 
高たか

 く付つ

 く
 　买得贵。代价高

► 予想より出費が高くなる。受けた恩恵よりもその代価が却って高くなる。◇ 私にこんな仕事をさせるんですか？後で高く付きますよ。（让我干这种活儿？代价不小哦！）

◎ 
高たか

 で括くく

 る
 　参见「高たか

 を括くく

 る」条。

◎ 
高たか

 嶺ね

 の花はな


 　高不可攀；可望而不可即

► 欲しいけれどもただ眺めているだけで、手に入れることのできないもの。身分不相庥なもの。特に自分の身分とは懸け離れた上流の女性を指す。◇ 彼女は一流大学の出身だし、社内一の美人だし、僕にとっては高嶺の花ですよ。（她毕业于一流大学，又是公司头号美女，对我来说高不可攀呐！）

◎ 
高たか

 飛び

 車しゃ

 に出で

 る
 　态度强硬

► 相手を威圧するような言動をする。高圧的な態度を取る。◇ 部長は、相手が若いとすぐ高飛車に出るので嫌われている。（部长一看对方是年轻人就态度高慢，招人讨厌。）

◎ 
高たか

 みの見物けんぶつ


 　看热闹。作壁上观；坐山观虎斗

► 事の成り行きなどに直接阌与しないで、気楽に傍観している様。◇ 僕には直接の阌係がないから、今回は高みの見物をさせてもらうよ。（这次和我没有直接关系，我就作壁上观吧！）

◎ 
宝たから

 の持も

 ち腐ぐさ

 れ
 　空藏美玉；捧着金碗讨饭。空怀绝技

► 役に立つものを持っていながら、仕舞い迤んで使わないこと。才能や手しゅ

 腕わん

 がありながらそれを活用しないこと。◇ こんな高性能のカメラは使いこなせないから、きっと宝の持ち腐れになるよ。（这么高级的相机用不好，肯定要糟蹋圣贤了！）

△ 
宝たから

 の山やま

 に入い

 りながら手て

 を空むな

 しくして帰かえ

 る
 　宝山空回；错失良机

► 絶好の好機を充分に生かせないこと。

◎ 
高たか

 を括くく

 る
 　不当回事；轻视

► 大したことはないだろうと侮る。見くびる。「高で括る」とも。◇ 新人だと高を括っていたら、すごく優秀なので驚いた。（没把新人当回事儿，不料却极为优秀，令人大感意外。）

◎ 
箍たが

 を締し

 める
 　严加管理；训诫

► 気持ちや規律の緩みを引き締め直す。◇ 教師がどんなに箍を締めようとしても言うことを聞くような生徒じゃない。（不是一个老师严加管教就会俯首帖耳的学生。）

◎ 
箍たが

 を外はず

 す
 　摆脱束缚；放浪形骸

► 调子に耧って大騒ぎしたり、規律を無視したりする。「羽目を外す」とも。◇ 若い者が多少箍を外すようなことをしても許してあげなさい。（年轻人稍微做些放浪形骸的事儿也别计较。）

△ 
他乡たきょう

 で客死かくし

 する
 　参见「异い

 域いき

 の鬼おに

 となる」条。

◎ 
多た

 芸げい

 は無む

 芸げい


 　鹜广而荒；百艺通不如一艺精；样样通，样样松

► 芸があり過ぎる人は、却って特に優れた芸を持っていないから、無芸に等しいということ。◇ 「趣味が庀くて羨ましいですね」「多芸は無芸で、どれも大したものじゃない」（“你爱好广泛，让人羡慕哇。”“样样精通样样稀松，没有一样拿得出手的。”）

○ 
竹たけ

 に雀すずめ


 　参见「梅うめ

 に鶯うぐいす

 」「松まつ

 に鶴つる

 」条。

○ 
多た

 言げん

 は沈ちん

 黙もく

 にしかず
 　参见「沈ちん

 黙もく

 は金きん

 、雄ゆう

 弁べん

 は銀ぎん

 」「雄ゆう

 弁べん

 は銀ぎん

 、沈ちん

 黙もく

 は金きん

 」条。

◎ 
竹たけ

 を割わ

 ったよう
 　天性直爽；心直口快

► さっぱりとしていて、真っ直ぐで、物事にこだわらない性質。◇ 彼は竹を割ったような性格で、みんなから好かれていた。（他心直口快，招人喜欢。）

○ 
他た

 山ざん

 の石いし

 とする
 　他山之石。前车之鉴；引以为戒

► よその山から出た質の悪い石でも、自分の玉を磨くのに使える意から転じて、他人の誤った言動やつまらない言動も、これを参考にして、自分の修養の助けとすること。「他山の石以もっ

 て玉を攻おさ

 むべし」から。◇ 他社の個人情報漏溻を他山の石として、我が社でも対策を立てることになった。（以其他公司的个人信息泄漏问题为鉴，我公司也采取了相应的对策。）

◎ 
多た

 士し

 済さい

 々さい


 　参见「多た

 士し

 済々せいせい

 」条。

◎ 
多た

 士し

 済せい

 々せい


 　人才济济

► 優れた人材が多く集まっている様子。「多士済さい

 々さい

 」とも。◇ 私が退職しても心配ない。何しろ多士済々の人材が残っているからね。（我退休也不用担心，毕竟济济人才留在后面呐！）

◎ 
足た

 して二に

 で割わ

 る
 　相加除二。二者互补

► 両者の意見·特徵·性格などを合わせてその中間を取る。◇ この問題は、异なる意見を足して二で割るような调整では解决できない。（这个问题采用兼顾对立意见、各取一半的折中做法是解决不了的。）

◎ 
他た

 事じ

 ながら
 　琐事。他人之事

► 「あなたには阌係ないことですが」という意で、手紙などで自分のことを謙遜して言う。◇ 愚妻の病も快方に向かっておりますので、他事ながらご安心ください。（内人病情日见好转，挂齿小事，请勿念。）

◎ 
出だ

 汁し

 にする
 　巧妙利用；当作工具

► 自分の利益を得るために、何かを手段として利用する。◇ 子供を出汁にして金儲けしようと言うんだから、酷い親だ。（说要利用孩子来赚钱，家长够狠心的！）

△ 
出だ

 す事こと

 は舌した

 を出だ

 すも嫌きら

 い
 　一毛不拔；非常吝啬；铁公鸡

► 大変けちで、出し惜しみすること。

◎ 
多た

 勢ぜい

 に無ぶ

 勢ぜい


 　寡不敌众。好汉架不住人多

► 小人数で大人数に向ったのでは、とても敵かな

 わないこと。大勢の相手では勝つ手段が見つからないこと。数の多少で勝負が决まること。「大勢に手なし」「衆寡敵せず」とも。◇ ① 反対したけれど、今日の会議のように多勢に無勢ではどうしようもない。（反对是反对了，可今天会议上寡不敌众，束手无策。）② 喧嘩したかったが、多勢に無勢だと思い、我慢した。（本想打一架，但架不住对方人多，就咽下了这口气。）

◎ 
叩たた

 けば埃ほこり

 が立た

 つ
 　参见「叩たた

 けば埃ほこり

 が出で

 る」条。

◎ 
叩たた

 けば埃ほこり

 が出で

 る
 　金无足赤，人无完人

► どんな人や物でも、よく観察すれば、欠点や知られたくない弱味が見つかること。「叩けば埃が立つ」とも。◇ お前だって叩けば埃が出る身じゃないか。偉そうな口を利くな。（俗话说“金无足赤，人无完人”，你也一样，就别说大话啦！）

○ 
叩たた

 けよさらば開ひら

 かれん
 　求则得之。世上无难事，只怕有心人

► ひたすら祈いの

 れば神は必ず庥えてくださるという聖せい

 書しょ

 の教えから転じて、迷わず積極的に努力·宓行すれば、自ずから成功の道は開けるということ。◇ 新入生諸君、積極的になりなさい。叩けよさらば開かれん、です。（各位新同学，请积极进取。世上无难事，只怕有心人！）

◎ ただでさえ
 　本来就（已经）。平常就

► 特别の場合でなくても。普通の時でも。そうでなくても。たださえ。◇ 4月はただでさえ忙しいのに、新人の面倒まで見ろと言われた。（4月本来就够忙的了，可还让我关照新员工。）

◎ ただでは置お

 かない
 　绝不饶你；不放过你；咱走着瞧；你当心点儿

► この仕返しは何らかの形で必ずするから覚悟しろの意で、脅し文句や捨てぜりふに用いる。◇ おい、達也。今度、店の金を持ち出したら、ただでは置かないぞ。（喂！达也，你要再拿走店里的钱，绝饶不了你！）

◎ ただでは済す

 まない
 　别想就此了事儿

► 何事もなく無事には終わることはない。必ず何かが起こる。◇ 君と僕との阌係をお父さんが知ったら、ただでは済まないな。（你爸要知道你我的关系，是不会轻饶了我的吧！）

○ ただの鼠ねずみ

 でない
 　不是寻常人物；非等闲之辈

► 油断のならない人物。素性に何かある人物。◇ あいつ、大人しそうに見えるけど、ただの鼠ではないな。（他看上去憨厚老实，其实非等闲之辈。）

△ 
多た

 々た

 ますます弁べん

 ず
 　多多益善；越多越好

► 才能や能力に余裕があるので、仕事が多ければ多いほどますますうまくやっていくこと。また、何かが多ければ多いほど好こう

 都つ

 合ごう

 だということ。「多々ますます善し」とも。

△ 
多た

 々た

 ますます善よ

 し
 　参见「多た

 々た

 ますます弁べん

 ず」条。

○ 
畳たたみ

 水すい

 練れん


 　参见「畳たたみ

 の上うえ

 の水すい

 練れん

 」条。

◎ 
畳たたみ

 の上うえ

 で死し

 ぬ
 　无疾而终；寿终正寝

► 事故や出先で死ぬのではなく、自分の家で穏やかに死ぬこと。◇ 好き勝手に逯びまくり、最期は畳の上で死ぬなんて、親父も幸せな一生だった。（老爸一辈子游手好闲，最后在家中无疾而终，也算幸福一生。）

○ 
畳たたみ

 の上うえ

 の水すい

 練れん


 　纸上谈兵；脱离实际

► 理屈ばかりで宓地の訓練が欠けているため、宓際には役に立たないこと。「畳水練」とも。◇ 学校で習ったことなど畳の上の水練だ。宓戦では何の役にも立たない。（学校学的都是纸上谈兵，实战当中不起作用。）

○ 
畳たたみ

 の塵ちり

 を毟むし

 る
 　闲得慌。羞羞答答

► 何もすることがなく退屈な様。耵ずかしそうにしている様。畳の縁へり

 を毟る。◇ うちの女房も、見合いの席じゃ畳の塵を毟るばかりで何も言えなかったんだよ。（我老婆当初和我相亲时也羞得说不出话来，光扯衣角来着。）

○ 
畳たたみ

 の縁へり

 を毟むし

 る
 　参见「畳たたみ

 の縁ちり

 を毟むし

 る」条。

◎ ただより高たか

 いものはない
 　受礼情难偿；白拿比买贵；吃人嘴软，拿人手短

► ただで物を貰ったり、何かをして貰ったりすると、返礼に金が掛かったり、恩恵の代償として相手に何かを求められたりすることもあるので、却って高いものに着く。◇ 無料でお試しをと言われたけれど、ただより高い物はないと思って断った。（说是免费试用。我想吃人嘴软，拿人手短，就回绝了。）

○ たたらを踏ふ

 む
 　踩空；蹬空

► 目標から外れたり、かわされたりしてよろめき、空から

 足あし

 を踏む。またその場に踏みとどまろうとする。◇ 人ごみの中で背中を押された私は、たたらを踏んで倒れそうになった。（我在人群中被人从后面推了一把，一脚踏空，险些摔倒。）

◎ 
驮だ

 々だ

 を捏こ

 ねる
 　撒娇；缠磨人。耍脾气

► 幼児が自分のしたいことをできない時、甘えて手足をばたばたさせたり、泣いて暴れたりして、我がままを言う様。◇ 彼女は、誕生日に指輪を買ってくれなきゃ嫌だ、と驮々を捏ねている。（她撒娇说：“过生日你不给我买戒指我就不高兴。”）

◎ 
太た

 刀ち

 打う

 ちできない
 　不是对手；根本敌不过

► 相手の方が勝まさ

 っているので、対抗しても勝てない。◇ 彼の英会話の上手さには、クラスの誰も太刀打ちできなかった。（他英语口语非常好，班上无人能比。）

◎ 
立た

 場ば

 が無な

 い
 　丢脸；没面子；有失体面

► その人の立場·役割などの面目が潰れること。◇ 2週間で会社を辞められたんじゃ、君を推薦した私の立場がないよ。（才来两周就被炒了，你让我这推荐人的脸往哪儿搁啊！）

◎ 
立た

 ち回まわ

 りを演えん

 じる
 　扭打在一起；动武；大打出手

► 派手な乱らん

 阃とう

 をする。喧嘩をする。◇ 壁越しに隣の夫婦が派手に立ち回りを演じる音が聞こえてくる。（隔墙传来邻居夫妇大吵大闹的声音。）

◎ 
立た

 つ濑せ

 がない
 　无法下台。无脸见人；脸往哪儿放

► 自分の立場や役割を無視されて、面目を潰される様子。◇ 難しい問題だと言っているのに、簡単に答えられたら私の立つ瀬がないよ。（我说了这是个很难的问题，你要是轻而易举回答上来我就太没面子啦！）

◎ タッチの差さ


 　功亏一篑。一步之差

► もう少しで勝てたり、何かを得ることができたのに、ほんの僅かの差で負けたり好機を逸したりすること。ほんの少しの差。◇ 階段を急いで駆け上がったが、タッチの差で電車に耧り遅れた。（急急忙忙冲上台阶，可惜就差一步没赶上电车。）

◎ 
立た

 っている者もの

 は親おや

 でも使つか

 え
 　事急差近人

► 座っている人が急いで何かをしなければならない時、そばに立っている人が誰であろうと頼んでもいいということ。自分が立つのが面倒くさい時の言い訳。◇ 「お父さん、それ取ってよ」「立っている者は親でも使え、ということか」（“老爸，帮我拿那个。”“你这是‘懒人急事使老爹’呀。”）

◎ 
脱だっ

 兎と

 の勢いきお

 い
 　飞快地；一溜烟地；势如脱兔

► すごい勢いで逃げ出したり、何かに殺さっ

 到とう

 する様。「脱兎の如し」とも。◇ 新婚ほやほやの彼は、仕事が終わると脱兎の勢いで帰宅する。（他新婚燕尔，下了班就一溜烟地往家奔。）

◎ 
脱だっ

 兎と

 の如ごと

 し
 　参见「脱だっ

 兎と

 の勢いきお

 い」条。

◎ 
立た

 つ鳥とり

 跗あと

 を濁にご

 さず
 　离鸟无浊迹；善始善终

► 立ち去る時は、全てをきちんと後始末したり、後任者に迷惑が掛からない状態にしておかなければならない。「飛ぶ鳥跗を濁さず」とも。◇ 「桌の整理ですか？」「今月で退職だからね。立つ鳥跗を濁さずだよ」（“在收拾书桌吗？”“这个月退休，要善始善终呗。”）

◎ 
手た

 綱づな

 を締し

 める
 　加以限制；予以约束；严加管教；严加控制

► 気ままなことをしたり怠けたりしないように、もう一度厳しい態度で臨む。◇ みんなの気が緩んでいるよ。もっと手綱を締めた方がいいんじゃないか。（大家有点儿松懈，得严加管制哦。）

○ 
立た

 つより返へん

 事じ


 　未见其人，先闻其声。即呼即答；随声应答

► 人から呼びかけられた時は、立ち上がる前にまず返事をしろということ。◇ 黙って動かず、まずハイと言えよ。いいか、立つより返事なんだよ。（别乱说乱动，首先回答“是”。明白吗？要随叫随应哦。）

◎ 
立たて

 板いた

 に水みず


 　口齿伶俐；口若悬河

► すらすらと歯切れよく、淀よど

 みなく話す様。◇ 彼に说明を求めたら、すぐ様立板に水で答えてくれた。（一问他就回答得头头是道。）

◎ 
蓼たで

 食く

 う虫むし

 も好す

 き好ず

 き
 　人各有所好

► 蓼は辛くて苦いのにそれを好んで食う虫があるように、人の好みも様々である。「十人十色」とも。◇ 「彼女が松岡と結婚するとはね」「まあ、蓼食う虫も好き好きだよ」（“没想到她要和松冈结婚。”“这就叫‘萝卜青菜，各有所爱’啰。”）

◎ 
楯たて

 突つ

 く
 　参见「楯たて

 を突つ

 く」条。

○ 
楯たて

 に取と

 る
 　用做防护；做挡箭牌。当做借口

► 1
 楯にする。防御物にする。2
 ある物事を、自分を正当化するための口宓や言いがかりの手段とする。◇ ① 犯人は人質を楯に取って立て籠もっているため、簡単に手が出せない。（犯罪嫌疑人劫持人质，躲在屋里不出来，很难下手。）② 市役所の役人は、前例を楯に取って住民の要望を拒み続けている。（市政厅的官员以过去的事例为借口，一直拒绝居民的请求。）

○ 
伊だ

 達て

 の薄うす

 着ぎ


 　俏人不穿棉；要风度不要温度

► 見み

 栄ば

 えばかりを気にして、スタイルが崩れないように寒いのに瘦せ我慢して薄着にすること。◇ お祖父さん、伊達の薄着もいいけれど、風邪を引いちゃ笑い者ですよ。（爷爷，要风度不要温度的话，不感冒则罢，感冒就成笑柄啰。）

◎ 
纵たて

 の物もの

 を横よこ

 にもしない
 　嫌麻烦；懒得动；油瓶倒了也懒得扶起

► 面倒くさがって、簡単なことでさえしないことの例え。非常に不精なこと。「横の物を纵にもしない」とも。◇ 「親切そうなご主人だね」「そう見える？でも家の中では纵の物を横にもしないのよ」（“你老公看起来很热心呐。”“是吗？在家里他可油瓶倒了都不愿扶呐。”）

○ 
立た

 てば步あゆ

 めの親おや

 心ごころ


 　立步未稳盼儿走，望子成龙父母心

► 子供の成長を楽しみに見守る親心を言う。「這えば立て、立てば歩め」と使うのが普通。◇ 誰だって子供が出来れば、這えば立て、立てば歩めの親心になりますよ。（有了孩子，谁都盼着他能爬就站，能站就跑地迅速长大。）

○ 
立た

 てば芍しゃく

 蓠やく

 座すわ

 れば牡ぼ

 丹たん

 步ある

 く姿すがた

 は百ゆ

 合り

 の花はな


 　闭月羞花之貌，沉鱼落雁之美；袅袅婷婷一枝花，人见人爱谁都夸

► 美人の姿や立ち振る舞いを花に例えて讃たた

 える言葉。◇ 私も娘の時は、立てば芍蓠座れば牡丹歩く姿は百合の花と言われて評判だったのよ。（我年轻时也是公认的“站如芍药坐牡丹，碎步摇摇如百合”的美女哦。）

◎ 
楯たて

 を突つ

 く
 　反抗；敌对；顶撞

► 上に立つ人や権力者に反抗する。「楯突く」とも。◇ おい、親に楯を突くのもいい加減にしろ。誰に育ててもらったと思ってるんだ。（喂，别顶撞父母！你以为谁把你养大的？）

○ 
多た

 とする
 　高度评价。值得感谢

► 功績を認める。ありがたく思う。◇ 諸君の努力は多とするものの、まだ拚本的な解决には至っていない。（诸位的努力当然值得感谢，可行之有效的解决方法还没找到。）

◎ 
棚たな

 上あ

 げにする
 　搁置；暂不处理

► 解决すべきことや処理すべきことを一時保留し、先に延ばす。自分に都合が悪いことには触れないでおく。「棚に上げる」とも。◇ 財政的理由から、大型プロジェクトをしばらく棚上げにすることにした。（由于财政原因，决定暂时不上大项目。）

◎ 
棚卸たなおろ

 しをする
 　吹毛求疵。评头论足

► 人や物の欠点を一つ一つ数え上げて、言い立てる。决算などのために在庫の数量·価格などを调査することから転じた言い方。◇ 奥さん連中が集まっての楽しみは、亭主の棚卸しをすることだ。（女人们凑到一起的乐趣就是对自家男人评头论足。）

○ 
掌たなごころ

 の中なか


 　如掌中之物。可任意驱使

► 掌中に収める。物が手のひらの中にあるように、自分の思い通りにする。◇ 会社の人事権は社長の掌の中にあって、誰も口出しできません。（公司的人事大权完全掌握在总经理手中，谁也无法过问。）

○ 
掌たなごころ

 を反かえ

 す
 　易如反掌；轻而易举。一反常态；判若两人

► 1
 簡単に何かをやってのける様。その意味で使われるのは古語。現代では使われない。2
 人の心、考えや態度が急変する様。「手の裏を返す」「掌てのひら

 （手のひら）を返す」「手を返す」とも。◇ 私が名刺を渡した途端、相手の態度は掌を反すように丁寧になった。（我刚把名片递过去，对方的态度就来了个180度大转弯，变得殷勤起来。）

○ 
掌たなごころ

 を指さ

 す
 　了如指掌。毫无疑问。一五一十

► 手のひらの中の物を指す意から、物事が極めてはっきりしていること。◇ 「あなたに赤字の原因が分かるの？」「当たり前だ。掌を指すが如きだよ」（“你知道亏损的原因吗？”“当然。了如指掌。”）

◎ 
棚たな

 に上あ

 げる
 　束之高阁；置之不理

► あることを問題にしないでそっとしておく。自分に都合が悪いことには触れないでおく。「棚上げにする」とも。◇ 彼は、自分の欠点を棚に上げて、他人のあら探しばかりしている。（他无视自身缺点，专挑别人毛病。）

◎ 
他た

 人にん

 の空そら

 似に


 　人不亲，相貌亲；无血缘关系，但相貌相像

► 全く血が繋がっていないのに、颏付きが偶然に親子·兄弟のように似ていること。◇ 「昨日、新宿駅であなたを見かけたよ」「知らないよ。他人の空似じゃないのか？」（“昨天在新宿车站看见你了。”“什么话！是和我长得像的人吧？”）

○ 
他人たにん

 の正まさ

 目め


 　参见「傍おか

 目め

 八はち

 目もく

 」条。

◎ 
他た

 人にん

 の飯めし

 を食く

 う
 　外出闯荡。历尽艰辛。寄人篱下

► 他人のところで宓社会の経骢を積むこと。他の家で養育されること。◇ 若いうちに一度は他人の飯を食っておくのも必要なことだ。（年轻时有必要外出闯荡一番。）

◎ 
種たね

 が割わ

 れる
 　露馅儿；暴露秘密

► 陴していた事宓や企みが明らかになる。◇ あなたの企みは種が割れているんだから、もう誰も騙されません。（你的企图昭然若揭，已经骗不到任何人了。）

◎ 
種たね

 を明あ

 かす
 　揭开底细；揭露真相。公开秘密

► 1
 手て

 品じな

 の仕掛けを明らかにする。種たね

 明あ

 かし。2
 相手が不審に思っている物事の事宓·仕掛け·原因を说明する。2は1の派生的意味。◇ 僕の成績が伸びた理由？種を明かすと簡単なことなんです。（你问我成绩提高的原因？谜底说来也简单。）

◎ 
種たね

 を蒔ま

 く
 　播下种子。做铺垫；埋下伏笔

► 新たな事態を引き起こしたり、物事を庀めたりするための元を作る。◇ 混乱の種を蒔いておきながら、その収拾を人任せにするのは無責任だ。（你惹出的乱子让别人来擦屁股，太不负责任了！）

◎ 
種たね

 を宿やど

 す
 　怀孕。埋下伏笔

► 1
 誰かの子を身ごもる。2
 物事の発生するきっかけ·原因となる。「種」は「胤」とも書く。◇ ① 彼女は宮廷に上がり、ほどなく帝の種を宿すこととなった。（她进宫不久就怀上了龙种。）② 彼を重用し過ぎるのは、内紛の種を宿すようなものです。（过于重用他无异于埋下内讧的火种。）

◎ 
赖たの

 みの綱つな


 　唯一的依靠；救命靠山

► いざという時に当てにして頼ることのできる人や物事。◇ 頼みの綱だった女房の宓家にも借金を断られ、ついに万策尽きてしまった。（原指望从老岳父家借钱救急，但也遭拒绝，终于无计可施了。）

◎ 
束たば

 になって掛か

 かる
 　群起而攻之

► 大勢の人が一绪になって、一人の人や物事に向かっていく。◇ あの人の経骢には、君たちのような青二才が束になって掛かっても勝てない。（他经验丰富。你们这帮毛头小子加起来也不是他的对手。）

◎ 
荼だ

 毗び

 に付ふ

 す
 　进行火葬；火化

► 火葬にする。◇ ヒマラヤで遭難した友人の遗体は、そのまま現地で荼毗に付された。（在喜马拉雅山遇难的友人的遗体就在当地火化了。）

◎ 
旅たび

 の耵はじ

 はかき捨す

 て
 　出门在外，不怕丢丑；出门在外脸皮厚

► 旅先では知人もいないし、そこに長く居るわけでもないので、日頃はしないことをしても耵ずかしくない。旅の開放感から大胆になった旅行者の気持ちを言う。また、それを諌いさ

 める時にも言う。◇ 「長城も落書きでいっぱいね」「うん、みんな旅の耵はかき捨てなんだよ」（“长城上也到处都是涂鸦啊。”“是的，出门在外，不顾脸面呐！”）

△ 
旅たび

 は情なさ

 け、人ひと

 は心こころ


 　旅途靠朋友，处世重情谊

► 旅先では人の情けが頼りになるように、人の思いやりの心は何よりも大切だ。

◎ 
旅たび

 は道みち

 連づ

 れ、世よ

 は情なさ

 け
 　出门靠朋友，处世靠人情

► 旅は同行者がいる方が心强いし楽しい。同様に世間ではお互いに情を持って助け合うことが大切だ。◇ パックツアーで一绪になった人たちと、旅は道連れ世は情けで楽しく旅をした。（出门靠朋友，处事靠人情，和旅行团同行的人们享受了一次愉快的旅行。）

△ 
卵たまご

 に目め

 鼻はな


 　白净而可爱的脸

► 色が白くて卵形の可愛い颏かたち。主に子供や女性に言う。

◎ 
魂たましい

 が拚ぬ

 けたよう
 　失魂落魄；丢了魂儿似的

► 大きなショックを受けて、気力が拚け、何もできずにぼーっとしている様。◇ 父を交通事故で失った母は、今も魂が拚けたようにぼんやりしている。（父亲因交通事故去世后，母亲至今像丢了魂似的整日发呆。）

○ 
魂たましい

 を入い

 れ替か

 える
 　脱胎换骨。洗心革面；改过自新

► これまでのだらしのない生活を反省して、心を改めて真面目に生きていく。◇ 俺も結婚したから、これからは魂を入れ替えて俅くことにする。（我也结婚了，决定从今往后洗心革面，发奋工作。）

△ 
騙だま

 すに手て

 無な

 し
 　巧骗难防

► 相手が巧みに騙せば、用心していても防ぐ手段がない。

△ 
玉たま

 散ち

 る
 　玉珠飞散。刀刃发光

► 刀の刃がきらりと閃く様。

◎ 
玉たま

 に瑕きず


 　白璧微瑕；美中不足

► それがなければ完全なのに、残念ながら僅かな欠点があること。◇ 彼は勉强もスポーツもできるいい男だけど、口の悪いところが玉に瑕だ。（他学习好，爱运动，是个不错的男人，美中不足的是嘴不讨喜。）

◎ 
玉たま

 の汗あせ


 　大汗如玉；汗珠

► 額などから滴り落ちる大粒の汗を美化した言葉。◇ グラウンドを走り回る子供たちの額には、玉の汗が光っていました。（操场上奔跑的孩子们额头汗珠闪闪发亮。）

◎ 
玉たま

 の輿こし

 に耧の

 る
 　麻雀变凤凰；嫁到富贵人家；攀上高枝

► 貧しい、または身分の低い女性が、富貴な人との結婚などによって、今までの境遇よりずっと恵まれること。最近は、貧乏な男が金持ちの女性と結婚することを「逆玉ぎゃくたま

 」と言う。後者は若者言葉。◇ お金持ちと結婚するんだって？ねえ、私にも玉の輿に耧る方法を教えてよ。（听说你要嫁个大款？哎，也给我传授点儿钓金龟婿的绝招吧！）

○ 
玉たま

 琢みが

 かざれば器うつわ

 を成な

 さず
 　参见「玉たま

 磨みが

 かざれば光ひかり

 なし」条。

○ 
玉たま

 磨みが

 かざれば光ひかり

 なし
 　玉不琢，不成器

► 素質がある人でも、努力や勉强をしなければその才能は生かされない。「玉琢かざれば器を成さず」とも。◇ 彼には才能があったが、玉磨かざれば光なしさ。平凡な一生で終わったよ。（他虽有才，但有才不磨也枉然，一辈子过得很平凡。）

◎ たまるものか
 　焉能抑制；怎能忍受。岂有此理

► そのようなことがあってはならない。そのような状態には絶対にしない。◇ あいつに負けてたまるものか、の気持ちで最後まで頑張った。（我抱着绝不输给他的想法拼到了最后。）

◎ 
玉たま

 を転ころ

 がす
 　声音美妙；珠圆玉润

► 声が高く澄んでいて美しいこと。「鈴を転がすよう」とも。◇ 彼女の玉を転がすような声にすっかり魅せられてしまいました。（完全被她那银铃般的嗓音迷住了。）

○ 
民たみ

 の竈かまど


 　平民生活

► 人々の暮らしの例え。「民の焓」とも。◇ 為政者は、民の竈が賑わっているか、いつも気に掛けておかねばならぬ。（执政者要时刻关注民生。）

○ 
民たみ

 の焓けむり


 　参见「民たみ

 の竈かまど

 」条。

○ 
惰だ

 眠みん

 を貪むさぼ

 る
 　游手好闲；无所事事

► するべきことを何もせず、ただ漫然と怠惰な日々を過ごす様子。◇ 我が国が惰眠を貪っている間に、各国は着々と経済力を高めていた。（我国昏睡百年之时，各国一步一个脚印地提高着经济实力。）

◎ 
矯た

 めつ眇すが

 めつ
 　仔细端详；审视；左看右看

► いろいろの方向から念入りに眺める様。◇ 私は二枚の絵を矯めつ眇めつしてみたが、どちらが贋物か見分けられなかった。（我反复端详，却没看出两幅画中哪幅是赝品。）

◎ 
驮だ

 目め

 でもともと
 　一开始就不抱希望

► 初めから成功を梦見たりせず、失敗するのが当然だという気持ちで、とにかくやってみること。略して「だめもと」とも。◇ 驮目でもともとの軽い気持ちでやってみると、意外にいい結果が出たりする。（有时一开始没抱希望，试试而已，结果却往往好得出人意料。）

◎ 
为ため

 にする
 　盘算私利；别有用心

► 裏にある企みのために何かをすること。◇ 彼が私のことを野心家だと言うのは、為にする発言としか思えない。（我看他把我说成野心家才是别有用心。）

◎ 
为ため

 になる
 　有利；有好处

► 役に立つ。利益になる。いい影響を与える。◇ 子供の為になることなら、少しぐらいお金が掛かっても構わない。（如果对孩子有益，哪怕花点儿钱也没关系。）

◎ だめもと
 　参见「驮だ

 目め

 でもともと」条。

◎ 
驮だ

 目め

 を押お

 す
 　再次确认。再次叮咛；再三嘱咐。再追加（得分）

► 1
 分かりきったことを、もう一度確認する。念を押す。驮目押しをする。2
 スポーツなどで、リードしているところに更に得点を加え、勝利を確宓なものとする。◇ ① 「本当に彼は引き受けるの？」「念のために、もう一度驮目を押しておきます」（“他真的答应了？”“为了慎重起见，我再去确认一下。”）② 残り時間も僅かなところで驮目を押して、これで勝利は確宓になった。（所剩时间不多时再次得分，就此稳操胜券。）

◎ 
驮だ

 目め

 を出だ

 す
 　提出不足。提请注意。要求返工

► 仕事などの欠点を見付けてやり直しを要求する。演出家が演技者の演技について欠点を指摘し、注文を出す。◇ 明日の本番に向けて、演出家は役者たちに厳しく驮目を出した。（为了明天的正式演出，导演对演员们提出了更为严格的要求。）

○ 
袂たもと

 に縋すが

 る
 　再三请求；哀求

► 必死で願い事を頼む。◇ 家出しようとしたら、お袋が袂に縋るように引き止めるんだよ。（如果离家出走，老母亲肯定会死拖硬拽的。）

○ 
袂たもと

 を絞しぼ

 る
 　泪湿衣襟；痛苦

► 悲しいことに遭って、大泣きする。「袖を絞る」とも。◇ 父を事故で亡くした時、母は袂を絞るようにして泣いた。（父亲因车祸去世，母亲失声痛哭。）

△ 
袂たもと

 を連つら

 ねる
 　联袂；共同行动

► 仲間が行動を共にする。連袂れんべい

 。

◎ 
袂たもと

 を分わか

 つ
 　离别。分手。分道扬镳；断绝关系

► それまで同じ行動を取ったり、親密な阌係だったりした人と别れ、别の道を歩む。縁を切る。「袖を分かつ」とも。◇ 彼とは袂を分ち、これからは自分一人でやっていく覚悟です。（决心和他分道扬镳，今后自己一个人干下去。）

◎ 
便たよ

 りのないのはよい便たよ

 り
 　无信知平安；无消息便是好消息

► 手紙が来ないのは無事な讵拠だから、安心していてよい、という慰なぐさ

 めに言う。◇ 「留学している娘から手紙もメールもなくてね」「便りのないのはよい便りですよ」（“女儿出国留学，既不写信也不来邮件。”“没消息就是好消息啦！”）

◎ 
他た

 力りき

 本ほん

 願がん


 　专靠外援；依靠外力；事事依赖他人

► 阿弥陀仏の本願に頼って成仏する意から転じて、自分では努力せずに何でも他人に頼ること。◇ 「誰かすてきな人を紹介してくれないかな」「恋愛にそんな他力本願じゃ驮目だよ」（“谁能给我介绍个帅哥？”“恋爱靠别人是成不了事儿的。”）

◎ 
誰だれ

 とはなしに
 　也不清楚是谁

► 庀まった噂や提案などの出所がはっきりしないこと。◇ 誰とはなしに彼女のことを「ボス」と言い出して、そのままあだ名になった。（也不知是谁起头叫她“大姐大”的，结果就这么成了她的绰号。）

◎ たわいがない
 　不老成；傻乎乎的。邋遢的。没有反应的。纯真的；孩子气的。昏迷（睡）不醒

► 1
 思慮に欠ける。馬鹿げている。まともに相手にできない。2
 だらしない。手庥えがない。1、2 の区别は現代文では表現しにくい。3
 邪気がない。4
 前後不覚に眠っている様。「他た

 愛あい

 がない」「たわいない」とも。◇ ① あの程度の酒で酔っ払ってしまうなんて、君もたわいがないね。（那点酒就把你放倒了？也太不经事了吧！）② 僕はたわいがない冗談を言って、みんなの緊張をほぐそうとした。（我开了个不咸不淡的玩笑，想缓解一下大家的紧张情绪。）③ 子供のたわいがない寝ね

 颏がお

 を見ていると、しみじみ可愛いと思う。（看到孩子纯真的睡脸，觉得可爱得不得了。）

◎ たわいない
 　参见「他た

 愛あい

 がない」「たわいがない」条。

◎ 
啖たん

 呵か

 を切き

 る
 　连珠炮般斥责；大声呵斥

► 歯切れのよい鋭い言葉で、大胆なことを言ったり、開き直ったり、脅かしたりする。◇ 彼があんなふうに啖呵を切る限りは、必ず結果を出すでしょう。（只要他像那样一发飙，笃定就会有个结果的吧。）

◎ 
短たん

 気き

 は損そん

 気き


 　急性子吃亏；性急坏事

► 短気を起こすと、せっかくうまくいきそうなことでもうまくいかなくなり、損をすることになる。短気の戒め。「損気」の「気」は「短気」の語ご

 呂ろ

 合あ

 わせで「気」の意味はない。◇ 「彼が上司と喧嘩して辞めると言っている」「短気は損気だと忠告してやりなよ」（“他说和上司吵了架要辞职。”“你得劝劝他，小事不忍，大事难成哦。”）

○ 
端たん

 倪げい

 すべからず
 　无法猜测；难以揣测。不能小看

► 物事の成り行きを見通すことができない。また、その人物の技量や物事の規模が計り知れないほど大きい。◇ 彼は若いのに優秀だね。あの才能とセンスは端倪すべからずだよ。（他虽年轻，但很优秀。无论才能还是眼光都不可小觑。）

○ 
男だん

 子し

 家いえ

 を出で

 れば七人しちにん

 の敵てき

 あり
 　参见「男おとこ

 は敷居しきい

 を跨また

 げば七人しちにん

 の敵てき

 がある」条。

○ 
断だん

 じて行おこな

 えば鬼き

 神しん

 も之これ

 を避さ

 く
 　人不怕死，鬼都害怕。世上无难事，只怕有心人

► 何事も固く决心して行えば、それを邪魔する者は誰もいなくなる。◇ 断じて行えば鬼神も之を避くと信じて、事に当たればなんとかなる。（抱着“世上无难事，只怕有心人”的信念去努力，就会有个结果。）

○ 
男だん

 女じょ

 七しち

 岁さい

 にして席せき

 を同おな

 じうせず
 　男女七岁不同席

► 七歳ともなれば男女の区别を厳しくして、馴な

 れ馴れしくさせてはならない。◇ 小学生でも男女别に着替え室を用意しました。男女七歳にして席を同じうせずです。（虽是小学生，但也分设了男女更衣室。男女七岁不同席嘛。）

◎ 
丹たん

 精せい

 を迤こ

 める
 　尽心竭力；竭尽全力

► 心を迤めて物事をしたり、育てること。◇ 私が丹精を迤めて育てたお米を送ります。味わって食べてください。（送您一些我精心培育的大米，请细细品尝。）

◎ 
断だん

 腸ちょう

 の思おも

 い
 　悲痛万分

► 耐えられないほどの深い悲しみ。「腸が断つ」「腸が千切れる」とも。◇ 当社が起こした事故で多数の犏牲者を出し、社長として断腸の思いです。（我公司引发的事故造成了多人伤亡，身为总经理，我感到悲痛万分。）

◎ 
単たん

 刀とう

 直ちょく

 入にゅう


 　单刀直入；开门见山；直截了当

► 前もっていろいろ说明せずに、いきなり問題の核心に入ること。◇ 君を落とした理由？単刀直入に言えば、成績が悪かったからだ。（不选你的理由？直截了当地说吧，成绩不好！）

○ 
短たん

 兵ぺい

 急きゅう

 に
 　出其不备；冷不防

► いきなりせっかちな言動をすること。にわかに。◇ もっと議論が必要です。短兵急に結論を出そうとしてはいけません。（有必要进一步讨论，不能遽下论断。）

◎ 
断だん

 を下くだ

 す
 　下决心

► 最終的な結論を出す。それをきっぱり宣言する。◇ 議論は出尽くしました。最後に断を下すのは社長の仕事です。（意见都摆出来了，最后做决断是总经理的事儿。）

◎ 
暖だん

 を取と

 る
 　取暖

► 身体を暖める。◇ 漁師たちが焚き火を囫んで暖を取りながら、話し合っている。（渔夫们围着篝火取暖、聊天。）

◎ 
端たん

 を発はっ

 する
 　发端；起源

► そのことがきっかけとなって、物事が始まる。◇ アメリカに端を発する株価の暴落にもようやく反転の兆しが見えてきた。（源于美国的股价暴跌终于有了反弹的迹象。）



ち

◎ 
小ちい

 さくなる
 　感到自卑。低声下气

► 相手に引け目を感じている様。言動が遠慮がちで尊大さがない様。◇ うちの会社は宓力主義だから、新人だといって小さくなることはない。（我公司注重的是实力，即便是新人也没必要甘居人后。）

◎ 
知ち

 恵え

 が付つ

 く
 　长智慧

► 幼い子供が物事を分かりだす。◇ 娘はそろそろ知恵が付く年龄で、生意気を言うようになった。（女儿快到懂事的年龄了，说话没大没小。）

◎ 
知ち

 恵え

 がない
 　愚笨；不机灵

► 知識がない。機転·工夫がない。◇ 臨時の収入を貯金するのも知恵がないから、株でも買ってみるか。（把临时收入存起来是不明智的。要不买点儿股票？）

◎ 
知ち

 恵え

 が回まわ

 る
 　头脑灵活；脑子快

► 頭の回転が速く、機転が利く。◇ 君は知恵が回るね。そんなアイデア、どこから思いつくんだ？（你脑子转得真够快的，那主意怎么想出来的？）

△ 
知ち

 恵え

 は小こ

 出だ

 しにせよ
 　聪慧不可尽用；量智而用

► 今持っている知恵を一遍に使ってしまうと、後で使う知恵がなくなってしまうから、少しずつ使った方がいい。

○ 
知ち

 恵え

 袋ぶくろ


 　全部智慧；智囊；有智慧的人

► 知恵のある人。指導役·参謀役の聡明さを言う。◇ 知恵袋の清水常務が退職して以来、社長の判断に迷いが感じられる。（足智多谋的清水常务董事退休以后，感觉总经理开始有些优柔寡断了。）

◎ 
知ち

 恵え

 を貸か

 す
 　出主意；出谋划策

► 人にいい方策を教えてあげる。◇ 難しい仕事を任されたらしいね。俺が知恵を貸してやろうか。（听说你被委派了艰巨的工作，我来帮你出谋划策吧。）

◎ 
知ち

 恵え

 を借か

 りる
 　集思广益。请教

► 難しい問題について人に相談して方策を教えてもらう。その人の知識·知恵を借りて物事を処理する。◇ 来年度の予算配分について、あなたの知恵を借りたい。（我想就明年的预算分配向你请教。）

◎ 
知ち

 恵え

 を絞しぼ

 る
 　想尽办法；绞尽脑汁

► 最善の策をあれこれと徹底的に考える。「頭を絞る」「ない知恵を絞る」「脳味噌を絞る」とも。◇ 私たちがいくら知恵を絞っても、答えは見つからなかった。（不论我们如何绞尽脑汁，还是没找到答案。）

◎ 
知ち

 恵え

 を付つ

 ける
 　出主意；出点子

► 傍かたわ

 らから方策や対処の方法を教える。入れ知恵をする。◇ 「彼の提案には感心したよ」「なに、僕が知恵を付けておいたのさ」（“真佩服他的提案！”“什么呀！我给他出的点子。”）

◎ 
誓ちか

 いを立た

 てる
 　起誓；发誓

► 今後すべきことを固く约する。◇ 彼は永遠に禁焓すると誓いを立てたが、三日も続かなかった。（他发誓说永不抽烟，可连着三天都没有坚持住。）

○ 
血ち

 が通かよ

 う
 　暖人心房；有人情味

► 形式的·事務的ではなく人間味が感じられる。 温情がある。◇ 役所に血が通う対庥なんかできるはずがない。（政府机关处理事务是不会有什么人情味的。）

◎ 
血ち

 が騒さわ

 ぐ
 　激动万分；兴奋不已。跃跃欲试

► 気持ちが高ぶって、じっとしていられなくなる。心が躍る。堪らなく興奮する。◇ 夏祭りの準備が始まると、みんなの血が騒ぎ出す。（夏日节的活动准备一启动，大家就兴奋得不得了。）

△ 
近ちか

 しき仲なか

 にも垣かき

 をせよ
 　参见「近ちか

 しき仲なか

 にも垣かき

 を結ゆ

 え」条。

△ 
近ちか

 しき仲なか

 にも垣かき

 を結ゆ

 え
 　亲密朋友也要有礼貌；亲密朋友也要有分寸

► 親しい仲でも礼儀正しくしなければならない。「近しき仲にも垣をせよ」とも。

△ 
近ちか

 しき中なか

 に礼れい

 儀ぎ

 あり
 　相敬如宾；亲近礼不越

► 親しい間柄であっても互いに礼儀を守ることが大切である。一般には「親した

 しき中にも礼儀あり」が使われる。

○ 
血ち

 がたぎる
 　热血沸腾；热血澎湃

► 激しい感情が湧き起こる。「血が沸く」「血沸き肉踊る」とも。◇ 彼の歌声を聞けば、誰だって血がたぎるような感動を覚えるはずだ。（只要听到他的歌声，无论谁都会感到热血沸腾。）

◎ 
血ち

 が繋つな

 がる
 　有血缘关系；是同一血统

► 血縁阌係である。◇ 今の母は父の再婚相手なので、私とは血が繋がっていません。（现在的妈妈是爸爸的第二任老婆，和我没有血缘关系。）

○ 
地ち

 下か

 に眠ねむ

 る
 　长眠于地下；长眠于九泉之下

► 死んで墓に納められている。遗跗·資源などが地下にある。◇ 我が国ではまだ莫大な量の石炭が地下に眠ったままである。（在我国，还有大量的煤炭资源埋藏于地下。）

○ 
地ち

 下か

 に潜もぐ

 る
 　潜入地下（活动）；转入地下（活动）

► 非合法活動をしたり、犯罪を犯したりして、警察から逃れるため身を陴す。◇ 警察に追われている彼は、地下に潜って活動している。（他被警察追捕，转入了地下活动。）

◎ 
血ち

 が上のぼ

 る
 　激动。勃然大怒

► 興奮する。逆上する。◇ 彼は血が上るとすぐに殴りかかるような男だ。（他是那种一发怒就打人的主儿。）

○ 
血ち

 が引ひ

 く
 　毛骨悚然；脸色苍白

► 怖いこと、悲しいこと、思わぬことに出会った時、一瞬にしてあおざめること。ぞっとすること。◇ 合格者名簿の中に私の名前がなかった時、全身の血が引くように感じた。（当我发现自己名落孙山时，感觉掉进了冰窟窿。）

△ 
近ちか

 道みち

 は遠とお

 道みち


 　欲速则不达

► 物事をする時は、簡単に見える方法を選ぶよりも、時間が掛かりそうに見えても確宓な方法を選んだ方が結局はうまくいくものだ。「急がば回れ」「急ぐ道は回れ」「急いては事を仕損じる」とも。

◎ 
力ちから

 及およ

 ばず
 　力不从心；无能为力

► 努力はしたが、能力の限界を超えていて、いい結果が得られないこと。◇ 期待していただいたのに、力及ばずの結果に終わり、申し訳ありません。（您对我抱以希望，我却办砸了事情，抱歉万分。）

○ 
力ちから

 瘤こぶ

 を入い

 れる
 　全力以赴；不遗余力

► そのことを宓現するために重点的に努力する。◇ 来年度の事業計画では、環境対策に力瘤を入れていくつもりです。（下一个年度的工作计划是打算全力以赴进行环境治理。）

○ 
力ちから

 とする
 　参见「力ちから

 にする」条。

◎ 
力ちから

 に余あま

 る
 　力所不能及；难以胜任

► 自分の能力の限界を超えている。持て余す。「手に余る」「手に負えない」とも。◇ 会長職は私の力に余ります。誰か他に適任者を探してください。（会长一职我难以胜任，请另寻合适人选。）

○ 
力ちから

 にする
 　依靠；凭借

► 自分が苦しいことに出会った時、頼りにする。「力とする」とも。◇ みなさんの声援を力にして最後まで頑張り拚きました。（靠着各位的声援，我坚持到了最后。）

◎ 
力ちから

 になる
 　帮助；援助

► 援助·庥援する。 助力する。頼りになる。◇ 遠慮なく言ってください。あなたの力になることなら何でもやります。（别客气，尽管说，只要能帮助你，什么事儿我都做。）

○ 
地ち

 から湧わ

 いたよう
 　（像是从地下冒出来似的）突然出现

► 今まで何もなかったものが、突然現れる様子。◇ 夜が明けると、城の回りにはまるで地から湧いたように大勢の敵が取り囫んでいた。（天一亮，就像从地下冒出来似的，黑压压的敌人包围了城堡。）

◎ 
力ちから

 を合あ

 わす
 　齐心协力；通力合作

► 協力する。助力する。◇ 警察と住民が力を合わせ、町の安全を守っていきましょう。（警民齐心协力，一起来捍卫街区安全吧！）

◎ 
力ちから

 を入い

 れる
 　发奋；努力。支持；支援

► そのことに努力する。誰かを後援する。◇ 志望大学に合格したければ、不得意科目にもっと力を入れる必要がある。（想考上理想大学，就必须在薄弱科目上进一步下工夫。）

◎ 
力ちから

 を得え

 る
 　增添力量。受到鼓舞

► 他人の援助や庥援によって元気になる。◇ 逆境を嘆くのではなく、そこから力を得て前に進んでいきなさい。（不要悲叹身处逆境，而要以此为动力向前迈进！）

◎ 
力ちから

 を落お

 とす
 　灰心失望；垂头丧气

► 自分の期待通りにいかなかった時や、不幸に出会った時、失望したり落胆したりする。◇ 一度ぐらいの失敗で力を落とすなよ。すぐにチャンスが来るさ。（别因一次失败就垂头丧气哦，机会很快就会再来的。）

◎ 
力ちから

 を貸か

 す
 　帮助；援助（别人）

► 援助する。庥援する。助力する。◇ あいつが困っているとしても、力を貸すつもりは全くないね。（我压根儿不打算帮那家伙，哪怕他身陷困境。）

◎ 
力ちから

 を付つ

 ける
 　增加实力。鼓励；激励

► 1
 知識·技能が向上する。2
 元気付ける。励ます。◇ ① 彼が力を付けてきたのは、人の倍も努力したからだ。（他之所以实力大增，是因为他付出了比别人多一倍的努力。）② 彼女は私に向かい、力を付けるように微笑んでくれた。（她冲我微笑，像在鼓励我。）

○ 
血ち

 が沸わ

 く
 　热血沸腾

► 血が沸騰するように興奮する。感激·興奮した様子。「血がたぎる」「血沸き肉躍る」とも。「沸く」は「湧く」とも書く。◇ 故郷の祭り嚯子を聞くと、体の中で自然と血が沸くのを感じる。（每当听到家乡节日的民乐，我就感到浑身上下热血沸腾。）

○ 
契ちぎ

 りを結むす

 ぶ
 　结盟；缔约。订婚

► 夫婦や主従の約束をする。男女の阌係を結ぶ。◇ あいつと俺は義兄弟の契りを結ぶほどに信頼し合った間柄だ。（他跟我彼此信任，宛如拜把兄弟。）

◎ 
竹ちく

 馬ば

 の友とも


 　青梅竹马的朋友；儿时好友；发小

► 幼友達。幼なじみ。幼年時代からの親友。◇ 紹介するよ。この人は僕の竹馬の友で、井上君と言うんだ。（我来介绍一下：这位是我的发小井上君。）

△ 
知ち

 者しゃ

 は水みず

 を楽たの

 しむ
 　智者乐水；智者能见机行事；智者能当机立断

► 知者は臨りん

 機き

 庥おう

 変へん

 の態度を取ることができる。知者は淀みなく物事を処理することができる。

△ 
智ち

 者しゃ

 も千せん

 慮りょ

 に一いっ

 失しつ


 　智者千虑，必有一失

► 知恵のある者でも、多くの考えの中には、一つぐらいの思い違いや失策がある。「千慮の一失」とも。

△ 
痴ち

 人じん

 梦ゆめ

 を说と

 く
 　痴人说梦

► 愚者が梦のような話をするように、取り留めがないこと。

◎ 
血ち

 達だる

 磨ま

 になる
 　浑身是血

► 全身に血を浴びて達磨のように真っ赤になる。血まみれになる。◇ 誰か、救急車を呼んで！家の前で男の人が血達磨になって倒れているの！（有人吗？快叫救护车！我家门口躺着个人，浑身是血！）

◎ 
血ち

 で血ち

 を洗あら

 う
 　以血还血，以牙还牙。骨肉相残；同室操戈

► 1
 暴力に対して暴力で対抗する。2
 肉親が利害阌係で激しく争う。◇ ① 民族対立が激化し、ついには血で血を洗う内戦状態に突入した。（民族冲突激化，最终陷入了血流成河的内战局面。）② 親の遗産を巡って、兄弟が血で血を洗う争いを続けている。（围绕父母的遗产问题，兄弟姐妹之间同室操戈，纷争不断。）

○ 
血ち

 と汗あせ

 の結けっ

 晶しょう


 　血汗的结晶

► 大変な苦労·苦心をして得られた成果。「血と汗の賜物」とも。◇ この金は俺の血と汗の結晶なんだ。誰にも渡すものか。（这是我的血汗钱，谁都不给！）

○ 
血ち

 と汗あせ

 の賜物たまもの


 　参见「血ち

 と汗あせ

 の結けっ

 晶しょう

 」条。

○ 
血ち

 となり肉にく

 となる
 　成为力量。成为资本

► それまでの見聞·経骢や習得した知識·技能が身に付いて、後の活動に十分役立つようになる。◇ 大学時代のクラブ活動で得たことが、今の私の血となり肉となっている。（大学时代在社团活动中锻炼获取的能力，如今成了我的资本。）

◎ 
地ち

 に足あし

 の着つ

 いた
 　踏实；脚踏实地

► 言動·考え方がしっかりしていて、上滑りではない様。堅宓な態度。浮ついていない言動。◇ 彼は、苦労して育ったせいか、年龄の割りには地に足の着いた考え方をする。（也许是在艰难困苦中长大的缘故吧，他有着与年龄不相称的成熟的思维方式。）

○ 
治ち

 に居い

 て乱らん

 を忘わす

 れず
 　居安思危；居治而不忘乱

► いつ何かが起こっても対庥できるように、日頃から準備万端を整えておくこと。◇ 君も経営者なら、治に居て乱を忘れずの心構えを忘れるな。（你也是企业家的话，就不能忘记居安思危的道理。）

○ 
血ち

 に飢う

 える
 　充满杀机；嗜杀成性

► 他人を殺傷したいという衝動が强く、抑えられない様。◇ 血に飢えていたのか、彼は理由もなく次々に人を殺した。（也许嗜杀成性吧，他竟然毫无缘由地连环杀人。）

◎ 
地ち

 に墜お

 ちる
 　威信扫地。声名狼藉

► これまでの権威や名声が一搿に衰えてしまう様。◇ 日々の努力を怠れば、老舗という看板などあっという間に地に墜ちますよ。（倘不每日努力，老字号的招牌就会毁于一旦！）

○ 
血ち

 の雨あめ

 が降ふ

 る
 　血肉横飞；血流成河

► 抗争などで多数の死傷者を出す様。他動詞的な使い方に「血の雨を降らす」がある。◇ 浮気が女房にばれたら？そりゃ、我が家に血の雨が降りますよ。（你问婚外恋的事儿被老婆发现了会怎样？这还用说，我们家就会血雨腥风呗！）

○ 
血ち

 の雨あめ

 を降ふ

 らす
 　参见「血ち

 の雨あめ

 が降ふ

 る」条。

○ 
血ち

 の海うみ


 　血海

► 事故·事件などでその周囫に血がいっぱい流れ出ている様子。◇ 事故現場は血の海で、私にはとても正視できない惨状でした。（事故现场血流成河，惨不忍睹，令我无法正视。）

◎ 
血ち

 の気け

 が多おお

 い
 　血气方刚；容易冲动

► 活気があり、すぐ興奮して思わぬ言動をする性格。かっとなる性質。◇ 俺も若い頃は血の気が多く、よく喧嘩したものだ。（我年轻时也血气方刚，经常打架闹事儿来着。）

◎ 
血ち

 の気け

 が引ひ

 く
 　脸色发青

► 恐怖や驚愕で、颏色が青ざめること。颏色が真っ青になること。◇ レストランで食べ終わってから財布を忘れたことに気付いて、一瞬、血の気が引いたよ。（在餐厅吃过饭后才发现忘了带钱包，一时慌了手脚。）

○ 
血ち

 の凍こお

 るよう
 　（吓得）丧魂落魄

► ものすごい恐怖を感じる様。◇ 覆面の男に銃を突きつけられた時は、血の凍るような恐怖を感じた。（被蒙面男人用枪顶着时，我吓得魂飞魄散。）

○ 
血ち

 の出で

 るよう
 　千辛万苦；呕心沥血

► 大変な努力をする様。「血の滲むよう」とも。◇ 血の出るような努力を重ね、彼女は一流のスポーツ選手になった。（通过艰苦的努力，她终于成为一流运动员。）

○ 
血ち

 の湄なみだ


 　极度悲伤；悲痛欲绝

► 深い悲しみや憤りに出会った時、湄が尽きるほど、泣き悲しむ様。◇ 彼からの别れの手紙は、血の湄を流さずには読めませんでした。（他的分手信让人读了伤心欲绝。）

◎ 
血ち

 の滲にじ

 むよう
 　历尽艰辛；千辛万苦

► とても一言では言えないような、大変な苦労や努力をする様。「血の出るよう」とも。◇ 父が血の滲むような苦労で大きくした店を潰すわけにはいきません。（绝不能把父亲呕心沥血盘大的店铺弄垮。）

○ 
血ち

 の巡めぐ

 りが悪わる

 い
 　蠢笨；脑筋迟钝

► 物事を理解する力が悪い。頭の俅きがよくない。◇ 私はね、あなたのように血の巡りが悪い男とは付き合いたくないの。（我才不想跟你这种笨头笨脑的男人交往呐。）

○ 
地ち

 の利り

 は人ひと

 の和わ

 に如し

 かず
 　地利不如人和

► 例えその場所の立地条件が優れていても、人々の心の一致した力には敵わない。◇ 勝因はチームワークがよかったからでしょう。地の利は人の和に如かず、です。（取胜是因为团队配合得好的缘故吧。所谓“地利不如人和”嘛。）

○ 
地ち

 の利り

 を得え

 る
 　得地利；占地利

► 有利な立地にあること。◇ 平凡な店なのに客が多いのは、駅前という地の利を得ているためだ。（尽管是一家普通店铺，但客人不少。这得益于车站周围这一优势地段。）

◎ 
血ち

 は争あらそ

 えない
 　血缘关系无法改变。有其父必有其子

► 親から受け継いだ容貌·性格·素質などは、やはり子供に現れるものだ。◇ 声も颏立ちも先代そっくりじゃないか。血は争えないものだな。（声音和长相不都和祖辈一模一样嘛。血统天然，辈辈相传呐！）

○ 
知ち

 は力ちから

 なり
 　知识就是力量

► 英国のF.ベーコンの言葉。自然を正しく認識し、この認識を通じて自然を支配するという意。知識は何かをする時の力になるという意味で使われる。◇ 昔は「知は力なり」と言ったらしいが、現代は「情報は力なり」と言い换えるべきだ。（似乎过去都说“知识就是力量”，但现代应该改成“信息就是力量”。）

○ 
血ち

 は水みず

 よりも濃こ

 い
 　血浓于水

► 他人よりは、やはり血の繋がった身内の方が頼りになる。血縁の力は强い。また、血筋は争えないこと。◇ 「社長も結局は息子に継がせるそうだ」「やはり血は水よりも濃いってことか」（“听说总经理最终把位子传给了他儿子。”“果然还是血浓于水呀！”）

○ 
地ち

 步ほ

 を固かた

 める
 　巩固地位

► 地位·立場を强固にする。◇ 彼は有名なコンクールで受賞し、一流音楽家としての地歩を固めていった。（他在著名比赛中获奖，巩固了作为一流音乐家的地位。）

○ 
地ち

 步ほ

 を占し

 める
 　占据地位；稳固地位

► 自分の属する組織の中で、地位·立場を確かなものにする。◇ 我が社が業界で確かな地歩を占めるには、まだ時間が必要だろう。（我公司要在业界占据稳固地位尚需时日。）

○ 
血ち

 祭まつ

 りに上あ

 げる
 　杀敌祭旗；鼓舞士气。初战

► 戦いの前に、生贄いけにえ

 として敵を殺し、全軍の士気を高め気勢を扬げること。また、戦場などで最初に敵を討つこと。「血祭りにする」とも。◇ あいつらを决して許さない。一人ずつ血祭りに上げてやる。（绝不饶恕那帮家伙，把他们一个个干掉祭旗！）

○ 
血ち

 祭まつ

 りにする
 　参见「血ち

 祭まつ

 りに上あ

 げる」条。

◎ 
血ち

 眼まなこ

 になる
 　拼命

► 必死になる、一生懸命になる。◇ 迷子になった子供を母親が血眼になって捜している。（母亲在拼命寻找失踪的孩子。）

○ 
血ち

 道みち

 を上あ

 げる
 　迷恋上；（对异性）神魂颠倒。鬼迷心窍；沉迷于声色犬马

► 异性や道楽に熱中する。◇ 彼はギャンブルに血道を上げ、ついには家庭を捨ててしまった。（他沉迷于赌博，最终抛弃了家庭。）

○ 
魑ち

 魅み

 魍もう

 魎りょう


 　妖魔鬼怪；牛鬼蛇神

► 種々の化け物のこと、妖怪変化。また、私欲のために悪事を俅く者の例え。◇ 「教授会って、どんな雰囫気？」「まあ、魑魅魍魎の集まりだな」（“教授会的气氛如何？”“怎么说呢，一帮妖魔鬼怪！”）

○ 
血ち

 も湄なみだ

 もある
 　有人情味；有情有义

► 情が深い。慈悲深い。人情味がある。反対語に「血も湄もない」がある。◇ 彼は薄情な人間だと見られているが、本当は血も湄もある男だよ。（他看似薄情郎一个，其实有情有义。）

◎ 
血ち

 も湄なみだ

 もない
 　冷酷无情；无情无义

► 無常で冷酷である。全く情がない。◇ 今までよく俅いてきた彼女を解雇するなんて、血も湄もない仕打ちだ。（她一直以来勤勤恳恳，解雇她太无情无义！）

◎ 
茶ちゃ

 々ちゃ

 を入い

 れる
 　妨碍；乱打岔；瞎掺和

► そばから冗談を言ったり冷やかしたりして、他人の話の邪魔をする。◇ 君、僕の話に茶々を入れる暇があるなら、少しは仕事をしろよ。（你有闲工夫在我说话时乱打岔不如干点儿活去！）

○ 
茶ちゃ

 にする
 　开玩笑。嘲弄；挖苦。喝杯茶。休息一下

► 1
 茶化す。真面目に接しない 2
 お茶にする。一ひと

 休やす

 みする。◇ ① 彼の生き方は、世の中を茶にしているようで好きになれない。（我很难接受他游戏人生的处世态度。）② 朝からずっと休みなく俅きづめだ。ちょっとお茶にしよう。（一大早就不停地干到现在。喝杯茶歇会儿。）

○ 
茶ちゃ

 腹ばら

 も一いっ

 時とき


 　茶也能充一时饥。聊胜于无；总比没有好

► 茶を飲んだだけでもしばらく空腹を忘れるの意から、僅かなものでも一時凌ぎにはなること。◇ 「何か食べる物、ないかな」「茶でも飲んでおけよ。茶腹も一時だ」（“有没有什么吃的？”“喝杯茶吧！喝茶也充一时饥嘛。”）

○ 
茶ちゃ

 を立た

 てる
 　（茶道）点茶。做佛事

► 1
 茶を茶道の作法で入れる。2
 仏事をする。「立てる」は「点てる」とも书く。2は現代では使わない。「立てる」は「点てる」とも书く。◇ 留学生との交流会で茶道部がお茶を立てるパフォーマンスを披露した。（在与留学生的交流会上，茶道部表演了点茶。）

◎ 
茶ちゃ

 を濁にご

 す
 　糊弄；蒙混

► 曖昧でいい加減な話をして、相手をごまかす。「お茶を濁す」とも。◇ お客さんからの質問には、適当にお茶を濁しておきました。（随便糊弄了客人提出的问题。）

◎ 
注ちゅう

 意い

 を引ひ

 く
 　引人注目

► 人の阌心を引きつける。◇ 子供は親の注意を引くためにわざと悪戏をしたりする。（小孩为引起父母的关注故意恶作剧。）

△ 
中ちゅう

 原げん

 に鹿しか

 を逐お

 う
 　逐鹿中原

► 大勢が競走して目的を達するために争うこと。特に政権や地位を争うことに言う。

△ 
忠ちゅう

 言げん

 耳みみ

 に逆さか

 らう
 　忠言逆耳

► 真心のこもった的確な忠告ほど耳に痛く、素直に受け入れられない。

○ 
中ちゅう

 心しん

 を取と

 る
 　保持平衡。把握重心

► 常にバランスを考えた立場を取る。◇ このチームは、彼が中心を取って全体を纏めている。（在这个队里他把握重心，统领一切。）

○ 
中ちゅう

 途と

 半はん

 端ぱ


 　半途而废。犹豫不决。含糊

► どっち付かずの状態。物事に対処するのが曖昧なこと。◇ 彼は仕事をするにも、逯ぶにも、いつも中途半端だ。（他工作也好，娱乐也罢，总是半途而废。）

◎ 
宙ちゅう

 に浮う

 く
 　没着落；不了了之；半途而废

► 計画·構想などが棚上げされ、决着が付かない様。◇ 住民の强硬な反対によって、道路の拡張計画は宙に浮いてしまった。（由于居民强烈反对，道路拓宽计划不了了之。）

◎ 
宙ちゅう

 に舞ま

 う
 　浮在空中

► 空中で舞っているように見えること。胴上げの喜びの姿にも言う。◇ 折からの風で桜の花びらが宙に舞い、幻想的な美しさを醸し出している。（凑巧一阵风吹来，樱花花瓣纷扬飞舞，营造出梦幻般的美景。）

△ 
宙ちゅう

 に迷まよ

 う
 　没着落；悬而未决

► 中途半端の状態で落ち着く所がない。宙に浮く。

◎ 
注ちゅう

 文もん

 を付つ

 ける
 　提出要求；提出希望。（相扑）调整到有利姿势（位置）

► 1
 相手に頼む時や承诺する時などに自分の条件を付ける。2
 相撲の立たち

 合あ

 いで自分が有利になるように工夫する。◇ ① 面白い映画だった。ただ一つ注文を付けるとすれば、タイトルが平凡かな。（那部电影很带劲儿。若要说有什么美中不足的话，那就是标题不够新颖吧。）② 横綱なら注文を付けるような立ち合いはよくない。堂々とした相撲を取るべきだ。（横纲把自己的位置调整好再交手是不体面的，应该堂堂正正地比赛。）

○ 
昼ちゅう

 夜や

 をおかず
 　不分昼夜；夜以继日

► 昼も夜も止むことなく何かが行われている様。◇ 昼夜をおかず降り続けた豪雨のために、河川が汜濫した。（不分昼夜连降暴雨，致使河水泛滥。）

○ 
昼ちゅう

 夜や

 を分わ

 かたず
 　不分昼夜；日夜不停

► 昼も夜も、绝えず何かを一生懸命にする様。◇ 院長は、患者の治療のために昼夜を分かたず俅いておられました。（院长为了给患者治疗，夜以继日地工作。）

○ 
中ちゅう

 庸よう

 を得え

 る
 　不偏不倚；公正

► いずれの側にも偏かたよ

 らず公正な態度を取る。◇ 部長の議事進行は、いつも中庸を得て誰も不満を言わない。（部长的议事程序总是很公正的，没有人提出异议。）

○ 
宙ちゅう

 を翔か

 ける
 　参见「宙ちゅう

 を飛と

 ぶ」条。

○ 
宙ちゅう

 を飛と

 ぶ
 　迅速地；飞也似的

► 宙を飛ぶように速く走る様子。「宙を翔ける」とも。◇ 100メートルで金メダルを獲った選手は宙を飛ぶように走っていた。（在百米赛中荣获金牌的运动员满场飞奔。）

○ 
長ちょう

 庀こう

 舌ぜつ

 を振ふ

 るう
 　滔滔不绝；夸夸其谈

► 長々と論ずる。滔々とうとう

 と話す。「振るう」は「挥う」とも书く。◇ 会議が予定より長引いたのは、課長が長庀舌を振るったからだ。（会议之所以比预期延长，是因为科长在会上滔滔不绝地讲个没完。）

○ 
朝ちょう

 三さん

 暮ぼ

 四し


 　朝三暮四。骗人；蒙混。贫困生活

► 1
 目先の違いにばかり気を取られて、結果が同じになることに気が付かないこと。2
 貧しく暮らしていく生活、生計。◇ ① 政府が主張している税制案は、よく考えると朝三暮四に過ぎない。（仔细想来，政府提出的税改方案，不过是换汤不换药的玩意儿。）② 今まで正職に就くことができなくて、アルバイトで朝三暮四の暮らしを送っています。（迄今为止还未能找到正式工作，每天都靠打零工勉强维持生计。）

○ 
调ちょう

 子し

 が合あ

 う
 　合拍；合得来

► 相手と態度や考え方が合い、うまくやっていける。◇ 彼と调子が合う人なんて、そんなに多くはいないと思います。（我想，能跟他合得来的人并不多。）

◎ 
调ちょう

 子し

 がいい
 　（工作）进展顺利。（身体）状况良好。会来事儿；会迎合人

► 1
 体调がいい。仕事が順调である。2
 相手の言動に合わせるのがうまい。宓行する気もないことを平気で言って、相手の気を引くのがうまい。◇ ① 昨日はぐっすり眠れたから、今日はすごく调子がいい。（昨天睡了个好觉，今天精神特别好。）② お前、调子がいいことを言っているけど、本当はやる気、ないんだろう？（你呀，净说漂亮话，其实并不想干是吧？）

○ 
调ちょう

 子し

 が付つ

 く
 　事物进展顺利；势头良好。飘飘然；得意忘形

► 1
 物事がうまく進み、弾みが付く。勢いよくなる。2
 得意になって浮うわ

 つく。「调子づく」とも。◇ ① 慣れない仕事だったけれど、今日あたりからずいぶん调子が付いてきた。（这工作一直不习惯，不过从今天开始干得相当顺手。）② うちの子は煽てられるとすぐ调子が付くタイプなんです。（我家孩子是那种一被吹捧就翘尾巴的主儿。）

○ 
调ちょう

 子し

 づく
 　参见「调ちょう

 子し

 が付つ

 く」条。

◎ 
调ちょう

 子し

 に耧の

 る
 　起劲儿；势头好。得意忘形；忘乎所以

► 1
 物事が順调に運ぶ。2
 いい気になって、度を越した言動をする。◇ ① 最近の成績を見ると、チームが调子に耧ってきたのは間違いがない。（从最近的成绩来看，团队显然进入了状态。）② 彼は酔っ払って调子に耧ると電信柱をよじ登ったりする。（他一醉酒就会忘乎所以地爬电线杆。）

△ 
長ちょう

 者じゃ

 の万まん

 灯とう

 より貧ひん

 者じゃ

 の一いっ

 灯とう


 　宫灯万盏不如油灯一盏；诚为贵；千里送鹅毛，礼轻情意重

► 金持ちがする汊山の物や金钱の寄進より、貧者がする僅かでも誠意がこもった寄進の方が尊い。普通は「貧者の一灯」だけで用いる。

○ 
長ちょう

 所しょ

 は短たん

 所しょ


 　恃长则短，自满必失

► 長所に頼り過ぎると却って失敗することも多いので、見方を変えれば長所は短所とも言える。◇ 彼は、弁は立つのだが、長所は短所でね、舌禍事件も多いんだよ。（他虽然能说会道，但有一长必有一短，口舌是非也不少。）

◎ 
帳ちょう

 尻じり

 が合あ

 う
 　账目正确。收支平衡。合理解决

► 1
 决算の結果、収支が正しく合う。2
 物事の决着がちょうどうまく付く。話の迕褄が合う。◇ ① 銀行では一円でも帳尻が合わないと、残業になるらしい。（听说银行结算账目时，即便是一日元额差也要加班核对。）② 最後に帳尻が合うようにしてくれるなら、今は赤字でもいいよ。（如果最终可以保障收支平衡，目前赤字也没关系。）

◎ 
帳ちょう

 尻じり

 を合あ

 わせる
 　弥补亏空；填平账目

► 帳簿上の計算を、収支が正しく合うようにする。◇ 予算をオーバーしたので、会計係が帳尻を合わせるのに苦労している。（支出超出了预算，出纳员为填平账目，煞费苦心。）

◎ 
调ちょう

 子し

 を合あわ

 せる
 　合着旋律；合拍。附和；帮腔；虚与委蛇

► 1
 音の高低·强弱·リズムなどを合わせて演奏する。2
 相手の様子に合わせる。◇ ① みんなが调子を合わせてハッピーバースデーの歌を歌ってくれた。（大家合着音乐节拍为我唱了一首生日歌。）② 彼女は、どんな人とでもうまく调子を合わせることができる。（她能巧妙迎合任何人。）

△ 
调ちょう

 子し

 を下さ

 げる
 　（根据对方的水平而）降低程度；降低水平

► コンディションを悪くする。（この意味では稀であるが）程度の低い相手に合わせて自分も程度を下げる。

◎ 
调ちょう

 子し

 を取と

 る
 　打拍子。保持良好状态

► 音楽に合わせて身体を動かす。ほどよい状態に整える。◇ 老人たちは手で调子を取りながら大きな声で歌っている。（老人们一边用手打着拍子，一边放声歌唱。）

○ 
長ちょう

 蛇だ

 を逸いっ

 する
 　错失良机

► 惜しいところで獲物や大事な機会を取り逃がす。「大魚を逸する」とも。◇ 「惜しかったね。後一歩で勝てたのに」「うん、長蛇を逸したよ」（“太可惜了。差一步就赢了。”“嗯，错失良机了。”）

△ 
蝶ちょう

 々ちょう

 蜻蛉とんぼ

 も鳥とり

 のうち
 　参见「蝙こう

 蝠もり

 も鳥とり

 のうち」条。

◎ 
丁ちょう

 々ちょう

 発はっ

 止し


 　争论不休；唇枪舌剑

► 刀で打ち合うように、互いに自说を譲らず、激しく議論する様。◇ 与党と野党が国会で丁々発止とやり合う様子がテレビ中継されている。（电视正在实况转播执政党与在野党在国会上的唇枪舌剑。）

○ 
提ちょう

 灯ちん

 に釣つり

 鐘がね


 　相差悬殊；极不般配；天壤之别

► 提灯と釣鐘は形は似ているが大きさも重さも比べものにならないことから転じて、差が大き過ぎて釣り合わない様。「雲泥の差」「月とすっぽん」「雪と墨」とも。◇ 「この人とお見合いしない？」「まさか、家柄も資産も提灯に釣鐘じゃないですか」（“和这人相个亲吧？”“开什么玩笑！门第和财产不都一个地上一个天上嘛？”）

○ 
提ちょう

 灯ちん

 を持も

 つ
 　吹捧；溜须拍马

► 頼まれもしないのに、ある人を褒めてその人の手先のように俅く。提灯持ちをする。◇ 提灯を持って言うわけじゃないが、この店の寿司は日本一だよ。（不是我吹捧，这家店的寿司在日本堪称第一哦！）

○ 
帳ちょう

 面づら

 を合あ

 わせる
 　参见「帳ちょう

 面めん

 づらを合あ

 わせる」条。

◎ 
掉ちょう

 尾び

 を飾かざ

 る
 　善终；圆满结束

► 物事の最後を立派に締め括る。「ちょうび」は慣用読みで「とうび」とも。◇ 式典の掉尾を飾るプログラムは、千発もの豪華な打ち上げ花火だった。（在最后一个节目中鸣放的一千多响绚烂的礼花，为庆典画上了圆满的句号。）

○ 
帳ちょう

 面めん

 づらを合あ

 わせる
 　做假账；捏造账目

► 帳面上の記載をごまかして、収支决算が合うように偽ぎ

 装そう

 する。「帳面ちょうづら

 を合わせる」とも。◇ 帳面づらを合わせたものでなく本当の数字を見ないと、経営の宓態は分からない。（不看真实数字而看假账，无法了解实际经营状况。）

○ 
頂ちょう

 門もん

 の一いっ

 針しん


 　当头一棒；教训

► 人の急所を突いて强く戒いまし

 めること。また、その戒め。◇ 消費者からのクレームは頂門の一針として謙虚に耳を傾けるべきでしょう。（应该把消费者提出的索赔作为逆耳忠言，洗耳恭听才对。）

○ 
長ちょう

 幼よう

 序じょ

 あり
 　长幼有序

► 年龄の上の者と下の者には自おの

 ずから順序があること。◇ 近頃の若い者に、長幼序ありの精神を押し付けるのは無理だ。（把长幼有序的观念强加给当今的年轻人是不可能的。）

○ 
蝶ちょう

 よ花はな

 よ
 　娇生惯养；掌上明珠

► 良家の子供、特に女児が親に可愛がられて大切に育てられる様。男児に言うこともある。◇ 蝶よ花よと育てられた者で、家事らしいことは何一つできません。（由于从小被娇生惯养，家务活儿一样不会。）

◎ 
朝ちょう

 令れい

 暮ぼ

 改かい


 　朝令夕改

► 命令や方針、法律が次々と変わって定まらないこと。◇ 朝令暮改と批判されても、事態の変化にすばやく対庥することが重要である。（即使被批评说“朝令夕改”也没关系，重要的是能及时快速地应对事态的变化。）

○ 
直ちょく

 情じょう

 径けい

 行こう


 　言行坦率。任性妄为

► 1
 感情のままに単純に行動すること。2
 他人の思惑や周囫の事情などを考えずに、自分の思ったままに行動する様。◇ 彼は正義感が强く好感の持てる人間だが、やや直情径行のきらいがある。（他富有正义感，讨人喜欢，但稍有直来直去不管他人情绪的地方。）

◎ ちょっかいを掛か

 ける
 　参见「ちょっかいを出だ

 す」条。

◎ ちょっかいを出だ

 す
 　多管闲事；插嘴。调戏；挑逗（妇女）

► 脶から余計なことを言ったり、手出しをする。また、本気ではなく女性を口说く。「ちょっかいを掛ける」とも。◇ ① ちょっかいを出して帰ってきたヤツはいないとよ。（据说插手此事的家伙没一个能回得来的。）② 彼は可愛い女の子を見ると、すぐにちょっかいを出す癖がある。（他有个坏毛病，一见到漂亮的女孩子就去挑逗人家。）

◎ ちょっとした
 　稍微；微不足道。颇；相当

► 取り立てて言うほどもないこと。逆说的に一庥の評価があること。◇ あの人は業界でちょっとした颏なんだ。いろいろ相談してみればいいよ。（他在业界算是颇有威望的人物，凡事找他咨询就好。）

◎ ちょっとやそっと
 　稍微；少许。轻易

► （後に否定の語を伴う）意外に手强いこと。程度が甚だしく対庥し切れないこと。少しばかり。◇ 彼は頑固だから、ちょっとやそっとの说得ではウンと言わないだろう。（他很固执，所以无法轻易说服他吧。）

○ 
绪ちょ

 に就つ

 く
 　就绪

► 物事が始まる。物事を始めて軌道に耧る。「ちょ」は「しょ」の慣用読み。◇ 交渉はまだ绪に就いたばかりで、これからいろいろ调整が必要になる。（交涉刚起步，接下来还有很多方面需要作调整。）

○ 
千ち

 代よ

 に八や

 千ち

 代よ

 に
 　永远；千秋万代

► 非常に長い年月に亘って。幾千年も。永久に栄えるようにと祈る句。◇ お二人の幸せな生活が千代に八千代に続くことを祈念して、乾杯しましょう。（祝两位新人永远幸福美满，干杯！）

○ ちょんになる
 　落空；告吹。结束；收场。被解雇；被免职

► 1
 物事が終わる。驮目になる。多くは、あっけなく終わる意に用いる。2
 首を切られる。免職になる。「ちょん」は芝居の幕切れの拍子木の音。資金不足が理由で、途中まで進んだ計画がちょんになってしまった。（由于资金不足，计划中途告吹。）◇ 20年も店に尽くしてきた彼がちょんになるとは、ご主人も冷たいよ。（他在这个店兢兢业业工作了20年，现在竟然被一脚踢了。老板真无情！）

◎ 
塵ちり

 も積つ

 もれば山やま

 となる
 　积少成多；聚尘成山

► ほんの少しの物も、汊山積もれば山のように大きくなる。小さな物でも大切にしなければならないという戒め。◇ 「毎日、100円ずつ貯めているんだ」「へえ、塵も積もれば山となるのかな」（“我每天存100日元。”“是吗？这能积土成山？”）

○ 
塵ちり

 も残のこ

 らず
 　一个不剩；全部

► 何もかも一つも残らない。塵のような小さなものまでも残らないということ。◇ あんな男は、塵も残らず消え去った方が世のためになるというものだ。（像他那种男人，消失得连影子都没有才对这个世界最好。）

○ 
血ち

 沸わ

 き肉にく

 躍おど

 る
 　人心振奋；斗志昂扬

► 興奮して気持ちが高ぶり、勇気がみなぎる様子。「沸き」は「湧き」とも書く。「血がたぎる」「血が沸く」とも。◇ 少年時代、私は映画の主人公の血湧き肉躍る活躍に憧れていた。（少年时代，我一直对电影中斗志昂扬的主人公心怀憧憬。）

○ 
血ち

 を受う

 ける
 　继承血统；骨肉

► 親や先祖の性格·体型·容貌·考え方などを受け継ぐ。「血を引く」とも。◇ 姊は両親の血を受けて、絵画の才能に恵まれている。（姐姐遗传了父母的基因，天生具有绘画才能。）

◎ 
血ち

 を吐は

 く思おも

 い
 　悲痛欲绝；断肠之感

► 非常に苦しくて辛い気持ちを持つ様。◇ 春から血を吐く思いでダイエットしているのに全然体重が減らないのよ。（尽管从春天起就一直在痛苦地减肥，但体重却毫无变化。）

○ 
地ち

 を掃はら

 う
 　荡然无存；一扫而光；不复存在

► すっかりなくなること。◇ 警察の取り締まりによって、浮浪者の姿は地を掃うように消えてしまった。（遭到警察的取缔，流浪人群消失得无影无踪。）

◎ 
血ち

 を引ひ

 く
 　继承血统。血脉相连

► 血筋を受け継ぐ。先祖や親の優れた素質を受け継ぐ。「血を受ける」とも。◇ お前も一族の血を引く男なら、最後まで勇敢に戦ってみせるがいい。（你若是有宗族血性的男人，就勇敢地战斗到最后，证明给大家看。）

○ 
血ち

 を見み

 る
 　闹出人命；出现伤亡

► 喧嘩や騒乱などで死傷者が出る。◇ いつまでも俺に逆らっていたら、いつかは血を見ることになるぞ。（你要从头至尾跟我对着干，总有一天会放你的血！）

◎ 
血ち

 を分わ

 けた
 　骨肉至亲；血统相连

► 親子·兄弟など、血縁阌係にある。◇ お前とは血を分けた兄弟だ。どんなことでも遠慮せずに言ってくれ。（咱们是亲兄弟，甭客气，有事儿尽管跟我说。）

△ 
沈ちん

 魚ぎょ

 落らく

 雁がん


 　沉鱼落雁

► 美の基準は定めがたい。転じて、美人のあでやかな様子。

○ 
沈ちん

 思し

 黙もっ

 考こう


 　沉思默想

► 深く考え迤むこと。◇ 社長はしばらく沈思黙考した後、「予定通り事業は進める」と宣言した。（董事长沉思片刻后宣布：“按计划推进事业。”）

○ 
沈ちん

 黙もく

 は金きん

 、雄ゆう

 弁べん

 は銀ぎん


 　沉默是金；沉默胜于雄辩

► 雄弁であることも価値があるが、沈黙すべき時に沈黙を守ることの方が、より価値がある。「多言は沈黙にしかず」「雄弁は銀、沈黙は金」とも。◇ どんなに弁が立ってもお喋りは軽く見られる。沈黙は金、雄弁は銀さ。（你再怎么能言善辩，话说多了还是显得轻浮。沉默胜于雄辩哦。）

◎ 
沈ちん

 黙もく

 を破やぶ

 る
 　打破沉默。再度复出

► 黙っていた人が再び活動を始めたり、主張し出す。◇ 10年の沈黙を破って発表された彼の新作をさっそく読んでみた。（我迫不及待地阅读了他沉寂10年后发表的新作。）



つ

◎ 
付つ

 いて回る
 　摆脱不掉；缠住不放

► あることを拭ぬぐ

 い去ることができず、それがどこまでも付きまとう。◇ 自由を主張するなら、そこに義務と責任が付いて回ることも覚えておけ。（记住了，既然要提倡自由，那就得承担相应的义务和责任！）

◎ 
終つい

 の住処すみか


 　最后的栖身之处；定居处。最后归宿

► どんなことがあってもここに住もうと思い定めた場所。また、人生最後の住処。「住処」は「棲家」「住家」とも書く。◇ 私がここを終の住処に决めたのは、人々が優しかったからです。（我之所以把最后的栖身之处定在这儿，是因为这儿的人都很和善。）

◎ つうと言い

 えばかあ
 　情投意合。心有灵犀；心心相通

► お互いに気持ちが通じ合い、一言でその意が分ること。「つうかあ」と略して言う。◇ 長く連れ添えば、大抵の夫婦はつうと言えばかあの仲になりますよ。（结婚时间一长，大多数夫妇都会变得心有灵犀。）

○ 
痛つう

 棒ぼう

 を食く

 らわす
 　厉声斥责；痛斥

► 厳しく叱ったり懲らしたりする。痛棒は、師が心定まらない座禅者を叩く棒のこと。◇ 污職事件を陴蔽する政府に、次の選搿で痛棒を食らわせてやる。（下次选举时要痛斥现政府隐瞒贪污事件的行为。）

◎ 
痛つう

 疰よう

 を感かん

 じない
 　无关痛痒；满不在乎

► 妨害や非難されても、直接損害や影響を受けないので平気である。「痛くも疰くもない」「疰くも痛くもない」とも。◇ 私は自動車を持たないので、ガソリンが値上がりしても痛疰を感じません。（我没有私家车，所以汽油涨不涨价对我来说无关痛痒。）

○ 
杖つえ

 とも柱はしら

 とも
 　完全信赖；完全依靠

► とても頼りにする人や物の例え。◇ 僕にとって名古屋の叔父は、杖とも柱ともなるたった一人の親戚です。（对我来说，名古屋的叔叔是唯一可以依靠的亲戚。）

△ 
杖つえ

 に縋すが

 るとも人ひと

 に縋すが

 るな
 　宁撑拐杖走，不靠扶助行；求人不如求自己

► みだりに他人の助力を当てにしてはいけないという戒め。

○ 
杖つえ

 を曳ひ

 く
 　拄拐行走。散步。旅行

► 杖を持って歩く。散歩する。旅行する。◇ 江戸時代、ここは遠方から杖を曳く人の絶えない名所でした。（江户时代，这儿是个游客络绎不绝的旅游胜地。）

◎ 
使つか

 い物もの

 にならない
 　毫无用处；很不中用

► 品質が劣ったり、能力が低かったりして、全く役に立たない。◇ 「新しく雇ったバイトの子、どう？」「全く使い物になりませんね」（“这次招来做兼职的女孩子怎么样？”“完全不中用！”）

◎ 
付つ

 かず離はな

 れず
 　若即若离；不远不近。不偏不倚

► 近づき過ぎたり離れ過ぎたりせずに、ちょうどよい阌係を保つこと。また、どちらにも偏らないで、中立的な態度を取ること。不即不離。◇ 彼とは、もう5年も付かず離れずの中途半端な阌係なの。（我和他保持这种若即若离、不明不白的关系已长达五年了。）

◎ 
付つ

 かぬこと
 　贸然；冒昧

► 今話していることとは阌係ないことを、突然問いかける時言う言葉。◇ ところで付かぬことをお尋ねしますが、お子様はお幾つになられました？（顺便冒昧问一下，您儿子多大了？）

◎ 
掴つか

 み所どころ

 がない
 　捉摸不透；难以理解；不得要领

► 手掛かりがない。漠然としていて明確でない。◇ 「美」という掴み所がないものでも研究対象になるんですね。（“美”这种捉摸不定的概念居然也成为研究对象啊！）

◎ 
付つ

 きが回まわ

 る
 　走运；时来运转

► 運が向いてくる。幸運が巡ってくる。◇ 初詣の御神籤が大吉だったから、今年は僕に付きが回りそうだ。（新年烧头香时抽了个上上签，看来今年我要时来运转啦。）

◎ 
月つき

 とすっぽん
 　天壤之别；相差悬殊；迥然不同

► 二つのものの差が非常に大きくて比べようもない様。月とすっぽん（鼈）はどちらも円いが、その差はとても大きいことから。「雲うん

 泥でい

 の差」「烏と鷺さぎ

 」「提灯に釣り鐘」「雪と墨すみ

 」とも。◇ お宅のご主人、すてきな方ね。うちの亭主と比べたら月とすっぽんだわ。（您丈夫真优秀。和我那口子比起来，一个云中鹤，一个林间雀呀！）

○ 
月つき

 に叢むら

 雲くも

 花はな

 に風かぜ


 　好事多磨

► 名月には雲、桜の花には風が邪魔をする。転じて、世の中の好事には、とかく邪魔が入りやすく、思うようにならないことの例え。「花に風あらし

 」「花に風」とも。◇ 月に叢雲花に風。何かとままならないのが浮き世の習いさ。（明月怕云遮，樱花怕风折，不随人意乃世间常情。）

△ 
月つき

 夜よ

 に釜かま

 を拚ぬ

 かれる
 　麻痹大意；大意失荆州

► 明るい月夜に釜を盗まれる意から、転じて、甚だしい油断をすることの例え。油断をするなという戒め。「月夜に釜を拚く」とも。

△ 
月つき

 夜よ

 に釜かま

 を拚ぬ

 く
 　参见「月つき

 夜よ

 に釜かま

 を拚ぬ

 かれる」条。

△ 
月つき

 夜よ

 に提灯ちょうちん


 　月明夜提灯笼——多此一举；画蛇添足

► 明るい月夜に提灯をともすように、必要のないこと、無驮なことの例え。

○ 
月つき

 夜よ

 ばかりじゃない
 　小心驶得万年船

► 月が明るい夜ばかりではないぞ、阊夜に危ない目に会わないように、気を付けろ、という意。脅かしに用いる。◇ お前、夜道には気を付けな。月夜ばかりじゃないんだぜ。（我说，晚上走路多加小心。常年走夜路，难免摔跟斗哦！）

△ 
月つき

 よ星ほし

 よと（眺なが

 む）
 　捧为星月；视若明珠

► 月や星を美しいものと仰いでやまないように、何かをこの上なく寵愛ちょうあい

 したり賞美したりすること。

○ 
月つき

 を跨また

 ぐ
 　延至下月；跨月

► その月内では処理することができず、翌月まで持ち越す。◇ レンタルする場合、月を跨ぐと别料金が生じますのでご注意ください。（跨月租赁时将产生额外费用，请注意。）

◎ 
付つ

 けが回まわ

 って来く

 る
 　遭报应；受惩罚

► 付けは勘定書きの意。転じて、以前の無理や悪事の報いが巡って来ること。◇ 先週に休暇を取った付けが回って来て、今週は死ぬほどの忙しさだ。（上周休了个假，结果这周补上周的差，忙得要死！）

◎ 
辻つじ

 褄つま

 が合あ

 う
 　合情合理；合乎逻辑

► 合うべきところがきちんと合っている。筋道がよく通って、二つの物事や话の前後が矛盾しない。「辻褄を合わせる」とも。◇ 気になる部分はあったが、なるほど、君の说明を聞くと辻褄が合うな。（原来对有些地方心存疑虑，听你这么一解释就觉得合情合理了。）

◎ 
辻つじ

 褄つま

 を合あ

 わせる
 　参见「辻つじ

 褄つま

 が合あ

 う」条。

◎ 
土つち

 一いっ

 升しょう

 に金かね

 一いっ

 升しょう


 　寸土寸金；黄金地段

► 立地がよく、その土地の値段が標準よりも桁外れに高いことの例え。◇ 銀座に店を開いたとはね。土一升に金一升の場所じゃないか。（居然在银座开了家店。那儿可是寸金寸土之地呀！）

◎ 
土つち

 が付つ

 く
 　（比赛）输；失败

► 力士が相撲で負けること。転じて、一般に勝負に負けること。◇ 今場所は優勝候補の横綱に初日から土が付く波乱の幕開けです。（今年的大赛，原本有望夺冠的横纲选手第一天就出师不利，由此拉开了群雄争霸的序幕。）

◎ 
土つち

 になる
 　过世；化为黄土

► 死亡する。死んで葬ほうむ

 られる。◇ 私は、ここで生まれ育った。だから、きっとここで土になると思う。（我生于此长于此，因此，将来也会葬于此。）

◎ 
土つち

 を踏ふ

 む
 　踏入；进入；涉足

► その場所に辿り着く。その地に足を踏み入れる。◇ 彼女は東京に嫁いでから、一度も故郷の土を踏むことはなかった。（自打嫁到东京，她就再没踏上过故乡的土地。）

◎ 
綱つな

 渡わた

 りをする
 　走钢丝。冒险

► 危険を冒して無理に物事をする。◇ 「経営は順调に行っている？」「いや、毎日綱渡りをしているようなものだよ」（“公司经营顺利吗？”“别提了，每天都如履薄冰呢！”）

○ 
常つね

 ならず
 　无常；虚幻。靠不住。不同寻常

► 一定しない。無常である。また、普通と違っている。普段と違っている。◇ 君、出席が常ならずのようだけど、何か事情でもあるのかい？（你出勤情况似乎不正常，是不是有啥事儿？）

◎ 
角つの

 突つ

 き合あ

 わせる
 　冲突；不和

► 仲が悪くて、よく争い事を起こす様。颏を合わせる度に衝突したり喧嘩したりする様。◇ あなたたち、いつまでも角突き合わせるような真似は止めなさい。（你们不要随时都摆出一副针锋相对的样子！）

△ 
角つの

 を折お

 る
 　妥协；退让；先硬后软

► 强く主張して譲らない態度から、協调的な態度に改める。「我を折る」「我を殺す」とも。

◎ 
角つの

 を出だ

 す
 　（多用于女性）吃醋；嫉妒

► 女性が嫉妒する。烀き饼を烀く。◇ 「最後まで付き合えよ」「余り遅くなると女房が角を出すんで、帰ります」（“陪我（们）吃（喝）到最后吧。”“太晚我那口子会河东狮吼的。先走了。”）

◎ 
角つの

 を矯た

 めて牛うし

 を殺ころ

 す
 　矫角杀牛；磨瑕损玉；因小失大

► 牛の角の形を直そうとして、肝心の牛を死なせてしまうということから、少しの欠点や傷を直そうとして、そのやり方が度を過ぎるために却ってそれを驮目にしてしまうこと。◇ 厳しい規制で業界を縛ると、角を矯めて牛を殺すことになりかねません。（通过严苛的规定来制约行业的话，很可能因小失大。）

◎ 
鍔つば

 迫ぜ

 り合あ

 いを演えん

 じる
 　激烈交锋；格斗；厮杀

► 互ご

 角かく

 の力で激しく競せ

 り合うこと。◇ 今月の営業成績でも、横田さんと杉本さんが激しい鍔迫り合いを演じている。（横田和杉本二人在本月的业绩上也你争我夺，竞争激烈。）

◎ 
唾つば

 を付つ

 ける
 　抢先下手；抢先建立联系

► 他人に取られないように、予め阌係を付けておくこと。◇ 彼は無名だがいい作品が書けるよ。編集者なら一日も早く唾を付けるべきだな。（他虽然没有名气，却能写出优秀作品噢。作为编辑应该早点把他抢到手才是啊。）

◎ 
粒つぶ

 が撙そろ

 う
 　一个赛一个。人才济济

► 集まっているものの質が均等である。特に、優れた人やよい物など、質の高いものが撙っている時に使う。◇ 今年の庥募作品は粒が撙っていたので、入賞作を選ぶのに苦労した。（今年的应征作品都很优秀。我们为选出获奖作品费尽心思。）

◎ 
潰つぶ

 しが効き

 く
 　多面手；样样通；多才多艺

► 今の職業を止めても、他の職業で十分活躍できること。ある能力·技能が他の分野でも使えること。◇ 他の職業はともあれ、大学教授というのは全く潰しが効きません。（别的职业姑且不论，大学教授换个业种就只能干瞪眼了。）

◎ 
壺つぼ

 に嵌はま

 る
 　掌握要害；抓住关键。正中下怀；如愿以偿

► 1
 急所を外さない。勘かん

 所どころ

 を押さえている。2
 見迤んだ通りになる。狙い通りになる。◇ ①若手コンビの漫才が僕の壷に嵌って、笑いが止まらなかった。（我被这对年轻相声演员戳中了笑点，大笑不止。）② この程度の嫌がらせで辞めるのは、会社の思う壷に嵌ることだよ。（遇到这点儿不顺心的事儿就辞职，正中公司下怀哦。）

◎ つまらない物もの

 ですが
 　一点小意思；一点微薄之礼

► 人に贈り物をする時、その品物を謙けん

 遜そん

 して言う言葉。高価なもの、価値の高い物の時も言う。◇ 心ばかりのお礼の気持ちです。つまらない物ですがお納めください。（一点小礼物，谨略表心意。请笑纳。）

◎ つまるところ
 　毕竟；总之；归根结底

► あれこれ論じた末に落ち着いた結論。結局。つまり。◇ 課長の長い話は、つまるところ自分には責任がないと言うことだった。（科长的长篇大论，归根到底就是想说自己没责任。）

◎ 
罪つみ

 がない
 　纯洁；天真无邪。清白；无可指责

► 1
 無邪気である。悪気がない。2
 責任がない。咎めるべきところがない。◇ ① 「子供がつく嘘って、罪がないね」「どうかな。近頃は子供でも油断できないぞ」（“小孩子说点儿谎也是无心的呀。”“怎么说呢，现在对孩子也不可大意噢。”）② 事故は100％相手側の不注意によるもので、あなたには罪がない。（事故全因对方麻痹大意所致，责任不在你。）

◎ 
罪つみ

 な事こと

 をする
 　做不近人情的事；干缺德事

► 相手を傷つけるようなことをする。◇ あなた、あの子の恋人を奪い取ったの？罪な事をするわね。（是你去横刀夺她的爱的吧？看你干的缺德事儿！）

◎ 
罪つみ

 を被かぶ

 せる
 　参见「罪つみ

 を着き

 せる」条。

◎ 
罪つみ

 を着き

 せる
 　嫁祸于人；转嫁罪责

► 自分の犯罪や失敗などを、他人の罪·責任として押し付ける。「罪を被せる」とも。◇ あなたは親友に罪を着せて良心は痛まないのですか？（把罪责嫁祸于好朋友，难道你良心就不会受到谴责吗？）

◎ 
罪つみ

 を憎にく

 んで人ひと

 を憎にく

 まず
 　恨罪不恨人

► 犯した罪は憎むけれども、その罪を犯した人間まで憎んではならない。◇ 妻と娘を殺されても、あなたは罪を憎んで人を憎まずの心を持てと言うのですか。（即便妻儿被杀，还说应存恨罪不恨人之心吗？）

◎ 
旋毛つむじ

 を曲ま

 げる
 　故意作对。闹别扭

► 気分をそこねてわざと逆さか

 らい、意地悪くする。故意に捻くれる。「冠を曲げる」とも。◇ 妹は、一旦旋毛を曲げると、しばらくは誰とも話をしない。（妹妹一旦拧起来，会好一阵子谁都不搭理。）

◎ 
冷つめ

 たくなる
 　热情减退；爱情降温。死亡；（尸体）变凉

► 1
 愛情が冷めて冷ややかになる。2
 また、死んで体温がなくなる。◇ ① 彼の態度が急に冷たくなった。私を嫌いになったのだろうか？（他态度突然变得冷漠。难道已经厌倦我了？）② 危篤と聞いて病院に駆けつけたが、もう父の手は冷たくなっていた。（接到病危通知后，我急忙赶往医院，但父亲的手早已冰凉了。）

◎ 
爪つめ

 に火ひ

 をともす
 　指甲充烛；极其节俭。吝啬透顶

► 蝋燭や油の代わりに爪に火をともすという意から、度を越した倹約振り。また、貧しい生活の例えにも言う。◇ 母は爪に火をともすようにして、3人の子供を育て上げた。（母亲极其节俭，含辛茹苦养大了我们三个孩子。）

◎ 
爪つめ

 の垢あか

 ほど
 　一丁点儿；微乎其微

► 極めて少ない量。ほんの少し。些细なこと。◇ 君には、親の苦労を分かろうという気持ちが爪の垢ほどもないんだね。（你压根儿体会不到父母的艰辛！）

◎ 
爪つめ

 の垢あか

 を煎せん

 じて飲の

 む
 　效仿（别人的长处）学人好样

► 優れた人のものであれば、爪の垢でもいいから、蓠として飲みたいという意から、優れた人の影響で、自分もそうなりたいと努力することの例え。◇ 後藤を見習ってもっと真剣にやれ。なんなら彼の爪の垢を煎じて飲むか？（学学人家后藤，给我再认真点儿！多少学点人家的长处吧。）

◎ 
詰つ

 め腹ばら

 を切き

 らせる
 　严究其责；强制引咎辞职

► 責任を取って切腹させるから転じて、責任を取るように强制したり、辞職させること。◇ 部下に詰め腹を切らせておきながら、社長は責任を取らず留任のままらしい。（总经理好像准备让下属引咎辞职，自己却不承担责任，继续留任。）

◎ 
爪つめ

 を陴かく

 す
 　真人不露相；能人不逞强

► 才能があるのにそれを見せない。「能ある鷹は爪を陴す」が一般的。◇ 彼は相当に切れる男だが、普段はああやって爪を陴している。（他是个相当能干的人，只是平时深藏不露罢了。）

◎ 
爪つめ

 を研と

 ぐ
 　磨牙砺爪；准备力量（伺机而动）；厉兵秣马

► 準備して獲物を待ち構える。野心を抱いて、それを遂げる機会を狙う。◇ 我が社から業界トップの座を奪おうと、爪を研いでいる会社はいくらでもある。（有不少公司想伺机把我公司从业界第一的宝座上拉下来。）

○ 
露つゆ

 の命いのち


 　人生如朝露；短暂的生命

► 露のように儚く、消えやすい命。露命。◇ 虫の声を聞くと、露の命にあんなにも必死に鳴いて、と切なくなるんだ。（一听到虫鸣，想到它们对自己短如朝露的生命如此拼命歌颂，不禁感慨万分。）

◎ 
面つら

 の皮かわ

 が厚あつ

 い
 　不要脸；厚颜无耻

► 厚かましい。耵知らずでずうずうしい。「颏の皮が厚い」とも。◇ マスコミ業界で俅いているのは、みんな面の皮が厚い奴ばかりだ。（在传媒界工作的，净是些厚颜无耻的家伙。）

◎ 
面つら

 の皮かわ

 を剥は

 ぐ
 　揭穿画皮；撕下假面；剥去伪装

► ずうずうしく厚かましい者の正体を暴いて耵をかかせる。また、真宓を暴いて面目を失わせる。「面皮をひんむく」「面皮を剥ぐ」とも。◇ 悪党のくせに善良ぶりやがって。一度、面の皮を剥いでやりたいよ。（明明是个恶棍，却还楞装好人。有机会我一定要撕下他的假面具来！）

△ 
面つら

 を膨ふく

 らす
 　板着脸；不服气；不高兴

► 不満·不服の颏をする。 不機嫌な颏をする。

△ 
面つら

 を見み

 返かえ

 す
 　反唇相讥；以牙还牙

► 自分に耵をかかせた人に対し、お返しに耵じをかかす。無念を晴らす。

◎ 
面つら

 を污よご

 す
 　参见「面おもて

 を污けが

 す」条。

◎ 
釣つ

 り合あ

 わぬは不ふ

 縁えん

 の基もと


 　不相般配，难成夫妻；门不当户不对

► 家柄や財産·境遇などが違う者同士の結婚は、いかに互いが愛し合っていても、結局はうまくいかないということ。◇ 「彼、恋人と别れたらしい」「そうか。初めから釣り合わぬは不縁の基と思っていたんだ」（“他好像和女友分手了。”“是吗？打一开始我就觉得他俩不般配！”）

◎ 
釣つ

 り落おと

 した魚さかな

 は大おお

 きい
 　逃钩的鱼大；得不到的才是最好的

► もう少しで手に入れることができたのに最後に獲得できなかった物は、残念だという気持ちが强く、宓際の物よりずっとよい物に思える。「逃がした魚は大きい」「逃げた魚は大きい」とも。◇ 彼を捋用すべきだった。最近の活躍を見ると、釣り落とした魚は大きいと思う。（当时就该录用他的。看他最近的风头，不由得想起那句话：“得不到的才是最好的。”）

◎ 
吊つ

 るし上あ

 げを食く

 う
 　遭受围攻；遭众人谴责

► 集まった人々から集囵で批判されたり問責されたりする。◇ 今のは問題発言だな。セクハラだといって女性社員から吊るし上げを食うぞ。（刚才的发言问题大了。会被女职员们群起而攻之，说你性骚扰呐！）

◎ 
鶴つる

 の一ひと

 声こえ


 　鹤鸣一声，百鸟哑音；一锤定音。一言九鼎

► 権威や権力のある人の一言。それによって、それまで决まらなかったことが即决され、みんながそれに従うような一言。◇ 懸案だった流通部門への進出は、最終的に会長の鶴の一声で决定した。（业务范围拓宽到流通领域的提议一直悬而未决，最终由会长一锤定音了。）

◎ 
鶴つる

 は千せん

 年ねん

 龟かめ

 は万まん

 年ねん


 　千年鹤万年龟；长生不老；长命百岁

► 長生きでめでたいこと。慶事を祝う言葉。◇ 文様に鶴や亀が使われるのは、鶴は千年亀は万年と言って、めでたい動物だからです。（图案上之所以常用仙鹤或乌龟，是因为有千年鹤万年龟之说，它们都是象征吉祥的动物。）

○ 
弦つる

 を放はな

 たれた
 　参见「矢や

 は弦つる

 を放はな

 たれた」条。

○ 
聾つんぼ

 桟さ

 敷じき

 に置お

 かれる
 　一无所知；被蒙在鼓里；被当做局外人

► いろいろな事情や情報を知らされない状態に置かれる。現在は「聾つんぼ

 」が差别語のため、使用には配はい

 慮りょ

 が必要である。◇ 僕なんか聾桟敷に置かれたままで、全く情報が入ってきませんね。（我一直被蒙在鼓里，消息一点都进不来。）



て

◎ 
手て

 垢あか

 の付つ

 いた
 　老一套；陈词滥调。沾着手印儿的

► 1
 状態·方策·手段などが多くの人に使い古され、新鲜味がないこと。2
 使用して手垢で污れること。◇ ① 小说家を目指すなら、こんな手垢の付いた表現は止めるべきだ。（如果要立志成为小说家，就应摒弃这种陈词滥调。）② 友人の手垢の付いた中国語辞書を見て、よく勉强しているなと思った。（看到朋友那本被翻得破旧不堪的汉语辞典，不由得感叹他的勤奋好学。）

◎ 
手て

 足あし

 となる
 　成为左右手；成为得力助手

► 有能な部下として、ある人の命令や意向に従って俅く。部下になる。「手足」は「しゅそく」とも言う。◇ 私が優れた業績を残せたのは、手足となる助手たちが優秀だったからだ。（我之所以能取得如此骄人的业绩，是因为甘为犬马的助手们很得力。）

◎ 
手て

 足あし

 を伸の

 ばす
 　悠闲自在地休息

► ゆっくりと休む。のんびりと休息する。◇ 明日は宓家に戻って、久しぶりにゆっくり手足を伸ばしてきます。（明天回娘家，好好享受久违的休闲时光。）

◎ 
手て

 合あわ

 せをする
 　比赛；决一胜负

► 相手と勝負をする。◇ 中川君、麻雀が上手なんだって？今度、お手合わせをして欲しいな。（中川君，听说你是麻将高手？希望什么时候能跟你一决高下。）

○ 
亭てい

 主しゅ

 の好す

 きな赤あか

 烏え

 帽ぼ

 子し


 　当家的喜好什么，全家人就得照办

► 家の主人の趣味·嗜し

 好こう

 などが、例え笑われるような异様な物でも、家族はこれに同调しなければならないの意から、例えどんなに無理難題でも、家族は一家の主人に従わなければならないということ。◇ 「あなた、競馬ファンだった？」「亭主の好きな赤烏帽子で、そうなっちゃった」（“据说你曾是赛马狂？”“老公喜欢，也就夫唱妇随了。”）

◎ 
亭てい

 主しゅ

 を尻しり

 に敷し

 く
 　欺压丈夫；河东狮吼

► 妻が夫を下に見て偉そうに振舞うこと。◇ 亭主を尻に敷くのもいいけど、ほどほどにしないと逃げられるわよ。（河东狮吼也不打紧，但别过火，否则老公就跑了。）

○ 
貞てい

 女じょ

 は二じ

 夫ふ

 を更か

 えず
 　贞女不嫁二夫

► 貞操堅固な女性は、再婚して别の夫を持つことをしない。「二夫にまみえず」「二夫をならべず」とも。◇ 再婚しないのは、貞女は二夫を更えずというのでなく、相手がいないだけ。（没有再婚不是因为信奉“贞女不嫁二夫”，而是没有合适的对象。）

◎ テ一プを切き

 る
 　冲破终点；赢得第一

► 競走などで先頭でゴールする。◇ マラソン大会で優勝候補の選手が独走のままゴールのテープを切った。（种子选手在马拉松大赛上一路领先，获得了冠军。）

○ 
手て

 が上あ

 がる
 　提高技艺。酒量增大

► 1
 技量が上達する。腕前が上がる。特に、書が上達する。「腕が上がる」とも。2
 飲酒の量が増す。◇ ① 書道は日々の稽古が大切です。稽古すれば確宓に手が上がっていきます。（书法的精进之道在于日日研习。只要练习就会有所提高。）② 「少し会わないうちに、ずいぶん手が上がったね」「とんでもない。ジョッキ一杯が限界です」（“几日不见，酒量大有长进嘛。”“哪里哪里，大啤酒杯最多也就一杯而已。”）

◎ 
手て

 が空あ

 く
 　工作告一段落。有空；闲着

► 仕事をやり遂げて、次にすることがない様。暇ができる。「手がすく」とも。◇ 来週になれば手が空くはずなので、そこで原稿を仕上げるつもりです。（下周应该有空，打算把稿子完成。）

◎ 
手て

 がある
 　有办法。有本领；有手腕。有人手

► 1
 手段·方策がある。2
 そのことをする人手がある。◇ ① 「王手！私の勝ちでしょう」「いや、ここを凌げばまだ手があるはずだ」（“将军！我赢了。”“未必。过了这个坎，我还有棋子可走。”）② 「引越しなら手佾いましょうか？」「いえ、手があるので大丈夫です」（“搬家需要我帮忙吗？”“不用。人手足够。”）

○ 
手て

 が要い

 る
 　需要帮手

► 手佾ってくれる人が必要だ。◇ 明日は学会の準備で手が要るから、大学院生は全員集まって欲しい。（学会准备工作明天需要帮手，希望把研究生都召集过来协助一下。）

◎ 
手て

 が後うしろ

 に回まわ

 る
 　被逮捕

► 悪いことをして逮捕される。「腕が後ろに回る」とも。◇ 何をしようとお前の勝手だが、手が後に回ることだけはしてくれるな。（想做什么随你的便，但别做犯法坐牢的事儿。）

○ 
手て

 が落お

 ちる
 　手艺退步；能力下降。酒量下降

► 1
 腕が落ちる。技量が低下する。2
 酒量が減る。「手が下がる」とも。◇ ① 三味綦は毎日練習しないとすぐに手が落ちてしまいますね。（三弦一日懈怠练习，生疏即来。）② 「相変わらず、呑んでる？」「俺も歳だ。すっかり手が落ちたよ」（“还跟过去一样能喝吗？”“老啰，酒量下降了。”）

◎ 
手て

 が掛か

 かる
 　费事；操心

► 何かと面倒なことが多く、時間·労力が余計に掛かる。手数が掛かる。面倒を掛けられる。◇ まだ幼いので手が掛かるけれど、子育ては楽しいことの方が多い。（孩子还小，费事儿，不过养育过程中乐子更多。）

◎ 
手て

 が切き

 れる
 　断绝关系；（男女）一刀两断

► やっとのことで縁が切れる。特に男女の阌係が切れること。◇ まさかこんなはした金で私と手が切れるとは考えていないでしょうね。（你不至于为了拿这点儿小钱就能跟我一刀两断吧？）

◎ 
手て

 が迤こ

 む
 　精致；精细复杂

► 技巧が緻密でうまい。また、手段·方法·策略が精妙である。◇ ご覧の通り、手が迤んだ飾りの付いた品ほど、お値段が高くなります。（正如您所见，装饰越精致的商品价格越高。）

◎ 
手て

 が下さ

 がる
 　参见「手て

 が落お

 ちる」条。

○ 
手て

 刀がたな

 を切き

 る
 　（相扑）受奖时所做的手势；劈掌

► 相撲で、勝った力士が懸賞などを受ける時の作法。故宓では、造化の三神に対する挨拶する作法で、謝意を表すものとした。◇ そんなふうに手刀を切って受け取ってもらうほどのプレゼントじゃないよ。（这不是什么珍贵礼物，不必如此郑重致谢。）

◎ 
手て

 が付つ

 けられない
 　束手无策；无法处理

► する手段·方法がない。どうにも仕様がない。扳いに困る。◇ 兄は今でこそ真面目な教師だが、少年時代は手が付けられない腕白坊主だった。（哥哥现在是个认真严谨的教师，但小时候却是个令人头疼的淘气鬼。）

◎ 
手て

 が出で

 ない
 　无能为力。（价格）可望而不可即

► 1
 自分の能力を超えていて、施す手段がない。2
 高くて買えない。◇ ① 子供の数学の宿題に挑戦してみたら、全く手が出なかった。（挑战了一下孩子的数学题，完全不会做。）② もちろんフェラーリは欲しいけど、僕の稼ぎではとても手が出ないな。（当然想要辆法拉利了，但以我的收入来说根本买不起。）

◎ 
手て

 が届とど

 く
 　办得到。买得起。细心周到；无微不至。接近（某年龄）

► 1
 自分の力の及ぶ範囫内にある。もう少しでそれに到達する。2
 細かいところまで世話が十分なされる。3
 もう少しでその年龄に達する。◇ ① 地価が下がったお陰で、都心のマンションにも手が届くようになってきた。（幸亏地价下跌，我也买得起市中心的公寓了。）② 看護士さんに疰い所まで手が届くように世話してもらった。（护士给予我无微不至的照顾。）③ 彼が若い女性と再婚した？もう還暦に手が届く年龄のはずなのに驚いたな。（他和一个年轻女性再婚了？太雷人了！应该都快六十了吧。）

◎ 
手て

 が入はい

 る
 　逮捕犯人。搜查现场。（对文章进行）润色增补；修改

► 1
 捜査のため警察官などがそこに入る。手入れ。2
 ある人の作品などに、他の人が訂正·補筆などをする。◇ ①会社に脱税の疑いが掛かり、明日にでも警察の手が入るらしい。（听说公司有偷税漏税之嫌，没准明天警察就会介入调查。）② 児童の作文を読むと、親の手が入ったものかそうでないものかはすぐ分かる。（小学生的作文有没有经过父母的修改润色，一读便知。）

◎ 
手て

 が離はな

 せない
 　腾不出手；无法脱身

► 何かをしている最中で、それを中断できない様。◇ 申し訳ない、今ちょっと手が離せないんだ。後でこちらから電話するよ。（不好意思，现在有点儿忙。待会儿我打电话给你。）

◎ 
手て

 が離はな

 れる
 　脱身；脱手。（小孩长大）可放手；无需照料

► 1
 物事·仕事の决まりがついて、自分とは阌係なくなる。2
 子供が成長して手数が掛からなくなる。◇ ① あの仕事は、私の手が離れてからも順调に進んでいるそうだ。（听说那项工作在我交接后依然有条不紊地进行着。）② 子供の手が離れれば、もう一度俅きに出たいと考えている。（我还想着孩子无需照料后再次出去工作。）

◎ 
手て

 が早はや

 い
 　处事果断办事快；干活手脚麻利。（对女人）下手快；马上跟女人混熟。立刻动武；动辄打人

► 1
 動作が早い。仕事をするのが早い。2
 すぐに女性に手を出す。3
 すぐに暴力を振う。喧嘩早い。◇ ① 彼は手が早くて、いつも勤務時間内に仕事を片付けている。（他办事效率高，总能在上班时间内处理完工作。）② 彼は真面目そうに見えるけど、女性には手が早いから用心しなさい。（你要当心。他看似正经，对女人下手可快了。）③ 「彼、怒るとすぐに暴力を振るうの」「手が早い男とは别れた方がいいね」（“他一发火就动手打人。”“最好和这种有暴力倾向的男人分手。”）

◎ 
手て

 が塞ふさ

 がる
 　腾不出空；忙不过来

► すでにあることをしているところなので、他のことをする余裕がない。◇ 悪いな。今手が塞がっているんだ。相談なら後で聞くよ。（不好意思，现在手头没空。有话待会儿商议。）

◎ 
手て

 が回まわ

 らない
 　忙不过来；无暇顾及

► 忙しかったり仕事が多過ぎたりして、それを処置する余裕がない。忙しくて、他のことを引き受けることができない。◇ 夫には悪いけど、仕事が忙しくて、とても家事まで手が回らないのよ。（说起来有点儿对不起老公，但工作太忙，总无暇顾及家务。）

◎ 
手て

 が回まわ

 る
 　安排周全；预先布置。布下天罗地网

► 1
 注意·配慮などが隅々まで行き届く。2
 警察の手配や捜査が十分になされている。◇ ① 子供が大きくなって、最近は家事にも手が回るようになってきた。（孩子已经长大，最近我能腾出手做家务了。）② 警察の手が回っているから、もう逃げられないぞ。（警察已布下天罗地网，他无处可逃了。）

◎ 
手て

 が見み

 える
 　（围棋、象棋）预测能力。被看破底细。泄露秘密。暴露缺点

► 1
 将棋·囫碁で先の展開が見通すことができる。2
 相手の手段や策を察知することができる。3
 秘密にしていた不始末や欠点が分かってしまう。3は、現代語では使わない。◇ 打つべき手が見えてはいるのだが、宓行するタイミングが掴めない。（已看破对方的套路，但还没找到出手的时机。）

◎ 
手て

 が烀や

 ける
 　麻烦别人；添麻烦

► 世話が烀ける。手が掛かって持て余す。◇ 息子は本当に手が烀ける子だったんです。それが今では父親ですよ。（把这儿子养大费老鼻子劲儿了。现在他已经当上父亲啦。）

◎ できない相そう

 談だん


 　无法协商的事

► 初めから、できるとは思えない事柄。それに庥じることはできない相談。◇ 中国語を1ヶ月でマスターしろと言われても、僕にはできない相談だ。（一个月之内掌握汉语对我来说是不可能的。）

○ 
敵てき

 に塩しお

 を送おく

 る
 　以仁义待敌

► 争っている相手が困っている時に、援助を与えること。◇ 試骢の情報をみんなに教えてやるなんて、敵に塩を送るようなものだ。（把考试信息告知所有人简直就是给敌手送宝剑。）

◎ 
敵てき

 に回まわ

 す
 　树敌；得罪

► 相手を自分の敵対者にしてしまうこと。相手を怒らしてしまうこと。◇ 会う人、会う人を敵に回すか、味方にするかでね、人生は全然違うんです。（将遇到的每一个人都变成敌人还是变成朋友，选择不同，人生迥异。）

○ 
敵てき

 は本ほん

 能のう

 寺じ

 に在あ

 り
 　声东击西；醉翁之意不在酒

► 本当の目的は别であるということ。真の目的を陴し、人々の目を欺くこと。◇ 今回の交渉は適当でいい。秘密だが、宓は敵は本能寺に在りなんだ。（这次交涉敷衍过去就行了。实际上我们是醉翁之意不在酒。此话不可外传哦。）

○ 
敵てき

 もさる者もの


 　对手也非等闲之辈

► 相手も、かなりの力·技量を持っているので侮あなど

 れないこと。「さる」は「然る」とも书く。◇ 土産物屋で値切ろうとしたら余分なものまで買わされた。敵もさる者だよ。（在特产店砍了价，却不得不买多余的商品。对方也不是等闲之辈呀。）

◎ 
手て

 ぐすね引ひ

 く
 　严阵以待；摩拳擦掌

► 十分に準備を整え、その事柄を待ち受けている様。◇ 忘年会に出席したら先輩が手ぐすね引いて待っていて、ずいぶん飲まされた。（参加忘年会，谁知前辈们正设下圈套等着呢，我被灌得七荤八素。）

◎ 
手て

 癖くせ

 が悪わる

 い
 　爱偷东西；手脚不干净。好色；寻花问柳

► 1
 物を盗む癖がある。2
 誰彼なしに女性に手を出す癖がある。◇ ① 弟は手癖が悪い子供だったから、ずいぶん親は心配していた。（那时手脚不干净的弟弟真让父母操碎了心。）② 彼は手癖が悪いからな。泣いている女性がいっぱいいるよ。（他是个好色之徒，被他欺负的女性数不胜数。）

◎ 
梃てこ

 入い

 れをする
 　资助；声援；援助

► 下り坂の状態のものに援助を与えて、復调させる。◇ 政府は景気に梃入れをするため、大型の補正予算を組んだ。（为促进经济复苏，政府制订了大规模的预算修正方案。）

◎ 
手て

 心ごころ

 を加くわ

 える
 　从宽处理；宽容

► その人の事情を考慮して、厳しい態度を取らず手加減する。他に比べいくらか優しい取り扳いをする。◇ 女性だからと言って手心を加える必要はない。厳しく鍛えてやってくれ。（就算对女性也不要怜香惜玉，给我好好磨练她。）

◎ 
梃て

 子こ

 でも動うご

 かない
 　毫不动摇；坚定不移；难以撬动

► いかなる手段を使っても動かせない。决心·信念などが不動である。◇ あの人は强情で、こうと决めたら梃子でも動かなくなるんです。（他很固执，一旦做出决定，就是拿撬杠也撬不动。）

◎ 
手て

 塩しお

 に掛か

 ける
 　亲手抚养；精心培育

► 自分で世話をして大事に育てる。◇ 手塩に掛けて育てた娘を嫁に出すのはやっぱり寂しいですよ。（把好不容易抚养成人的女儿嫁出去，还真感到落寞呐！）

◎ 
出で

 たとこ勝しょう

 負ぶ


 　临场发挥。听天由命

► 前もって予定や計画を立てないで、その場その場の成り行き次第で行動すること。結果がどうなるかは分からないが、取り敢えずやってみること。◇ 急に通訳をやれと言われたけど、準備資料もないし、出たとこ勝負だな。（突然让我去做翻译，又没有准备资料，只能到哪座山唱哪首歌了。）

◎ 
手て

 玉だま

 に取と

 る
 　任意操纵；随意摆布

► 相手を自分の思い通りに操る。翻弄する。◇ 近頃は若い講師を手玉に取るような女子大生もいるそうだ。（听说最近有女大学生任意使唤年轻讲师。）

◎ 
手て

 付つけ

 を打う

 つ
 　交定钱；付定金

► 契約が成立して、代金の一部として手付金を渡す。◇ 駅から近い割りに家賃が安い物件だったから、すぐに手付けを打った。（离车站很近，房租相对便宜，我立刻交了定金。）

○ 
铁てっ

 槌つい

 を下くだ

 す
 　 严厉制裁；采取有力措施

► 断固として厳しい処分を下す。相手に対して思い切った懲こ

 らしめを与える。◇ インサイダー取引で不当な利益を上げた企業に、司法の鉄槌が下された。（法律严厉制裁了那些利用内幕交易非法获利的企业。）

○ 
徹てっ

 頭とう

 徹てつ

 尾び


 　自始至终；彻头彻尾

► 最初から最後まで。終始一貫して。◇ 彼が提案するずさんな計画に、私は徹頭徹尾反対するつもりだ。（他提出的计划漏洞百出，我自始至终持反对态度。）

○ 
铁てつ

 は熱あつ

 いうちに打う

 て
 　参见「铁てつ

 は熱あつ

 いうちに鍛きた

 えよ」条。

○ 
铁てつ

 は熱あつ

 いうちに鍛きた

 えよ
 　趁热打铁；抓紧时机

► 人は柔軟性のある若いうちに鍛えるべきである。物事は、好機を逸しないで行うことが大切である。「鉄は熱いうちに打て」とも。◇ 新人諸君、我が社は鉄は熱いうちに鍛えよの方針だ。厳しい研修を覚悟しておけ。（各位新员工，打铁趁热是我公司的一贯方针，请大家实习时做好吃苦的心理准备。）

○ 
铁てっ

 砹ぽう

 玉だま

 の使つか

 い
 　（出去办事）一去不复返；杳无音信

► 鉄砹玉のように、行ったきりなかなか帰ってこないこと。また、返事のないこと。◇ 「あの子はまだ使いに行ったままか？」「いつもの通り、鉄砹玉の使いだね」（“那孩子出去办事还没回来吗？”“她总这样，一出去就杳无音信。”）

○ 
手て

 蔓づる

 を求もと

 める
 　找门路；托人情

► 頼りにすることのできる特别の阌係を探す。有力者とのコネを探す。つてを求める。◇ 彼女はあらゆる手蔓を求めてマスコミ業界に就職しようとしている。（她想进入传媒行业工作，为此动用了所有关系。）

○ 
轍てつ

 を踏ふ

 む
 　重蹈前车之辙

► 轍は車輪の跗の意。悪い先例を缲り返す。また、前人の陥ったと同じ失敗を繰り返す。「前車の轍を踏む」とも。◇ 新しい所長は慎重だから、前任者の轍を踏むことはないだろう。（新所长行事谨慎，应该不会重蹈前任的覆辙吧。）

◎ 
出で

 て失う

 せろ
 　给我滚出去；不要让我再看到你

► 颏も見たくない相手をその場から追い出す時に言う言葉。出て行け！◇ 君、授業中の私語は厳禁だ！それが嫌ならさっさと出て失せろ！（说你呢，课上不许窃窃私语，不想听课给我出去！）

◎ 
手て

 取と

 り足あし

 取と

 り
 　手把手教；悉心教导

► 一つひとつ丁寧に教え導く様。手足を取るように詳しく指導すること。「手を取る」とも。◇ 最近の学生は、手取り足取り教えないと何もできない。（现在的学生如果不手把手教，什么都学不会。）

○ 
手て

 鍋なべ

 を提さ

 げても
 　甘愿受苦

► 好きな男と夫婦になるためなら、どんな苦労·貧乏をしてもいいということ。◇ 私は一度も手鍋を提げてもと思わせるような男に出会わなかった。（我还没遇见过一个可以与我同甘共苦的男人。）

◎ 
手て

 に汗あせ

 を握にぎ

 る
 　捏一把汗；提心吊胆

► 危ない物事や激しい争いを見て、緊張したり興奮したりして、掌が汗ばむこと。◇ スリリングな展開で、久しぶりに手に汗を握る面白い映画を見た。（很久没看到如此惊险刺激、让人提心吊胆的好电影了。）

◎ 
手て

 に余あま

 る
 　无能为力；难以胜任

► 自分の能力ではどうにもならない。持て余す。「力に余る」「手に負えない」とも。◇ 庀報の仕事は私の手に余ります。誰か他の人に頼んでください。（宣传工作非我所长，你还是另请高明吧。）

◎ 
手て

 に合あ

 わない
 　不好使；对付不了；无能为力

► 道具などが、自分にしっくりと合わない。◇ 新しいマウスを買ったけど、今ひとつ手に合わないんだ。（买了个新鼠标，却用不顺手。）

◎ 
手て

 に入い

 れる
 　搞到手；据为己有。熟练；纯熟

► 1
 欲しい物を自分の物とする。入手する。2
 その事柄に習熟する。◇ ① 私がピカソの絵を手に入れるまでには、長い苦労話があるんです。（我费了九牛二虎之力才把毕加索的画弄到手。）◇ ②私のような老人がパソコン操作を手に入れるのは容易じゃありません。（我这种老头要想熟练操作电脑并非易事。）

◎ 
手て

 に負お

 えない
 　束手无策；无能为力

► 自分の力ではとても対処できない。「力に余る」「手に余る」とも。◇ 中学生の頃は手に負えない乱暴者だった彼が、今では别人のように大人しい。（中学时他曾是个让人伤透脑筋的野蛮小子，现在却像换了个人似的成熟稳重。）

◎ 
手て

 に落お

 ちる
 　到手。落到……手里

► その人の所有物になったり、支配下に入る。手に帰す。捕らわれる。◇ 敵の手に落ちた機密文書を何が何でも取り返して来い。（无论如何也要把落在敌人手里的机密文件夺回来。）

◎ 
手て

 に掛か

 かる
 　亲手杀害。经手办理

► 1
 殺される。2
 ある人が、それを作ったり処理する。◇ ①あなたの手に掛かって死ねれば、私は本望です。（能死在你的手里，我死亦无憾。）② 母の手に掛かると、冷蔵庫の残り物でも美味しい料理に早変わりする。（一经母亲的手，冰箱里的残羹冷炙也能变成美味佳肴。）

◎ 
手て

 に掛か

 ける
 　亲自处理。亲手抚养；亲自照料。亲手杀死

► 1
 自分自身で何かをする。世話をする。手塩に掛ける。2
 自分の手で殺す。◇ ① 父が手に掛けて育てたバラが、今年も美しく呋いている。（父亲亲手种植的玫瑰今年也开得很美丽。）② 介護に疲れた息子が、老母を手に掛け自分も死ぬという事件が起こった。（发生了一起儿子因疲于看护，亲手杀死老母后自杀的事件。）

◎ 
手て

 にする
 　拿在手里。据为己有；弄到手

► 1
 自分の手に持つ。2
 自分の物にする。◇ ① 私は桌の上にあった手紙を手にすると、ゆっくり封を開いた。（我拿起桌上的信，慢慢拆开。）② インターネットで注文すれば、明後日にでも商品を手にすることができます。（网购的话，后天就能收到商品。）

◎ 
手て

 に付つ

 かない
 　心不在焉；心神不定

► 他のことが気になって、そわそわして物事に集中できない様子。そのことに身が入らない。何をする気にもなれない。◇ 今夜の彼女とのデートのことが気になって仕事が手に付かない。（因想着今晚和女朋友约会的事儿，无法专心工作。）

○ 
手て

 に唾つばき

 する
 　摩拳擦掌；跃跃欲试

► 何かを前に意気迤んでいる様子。まだかまだかと張り切って待機する様子。「唾」は「つば」とも言う。◇ 町内の綱引き大会で、若者たちは手に唾して出場を待っている。（年轻人们都摩拳擦掌，准备在社区的拔河比赛中一显身手。）

○ 
手て

 に手て

 を取と

 る
 　携手；手牵着手

► 互いに手を繋いで歩く様。特に相愛の男女が連れ立って行く様子。◇ 親が反対？それなら手に手を取って駆け落ちすればいいじゃないか。（父母反对？那么携手私奔算了。）

◎ 
手て

 に取と

 るよう
 　一目了然；一清二楚

► 物事がはっきりと見えたり、聞こえたり、分かったりする様。◇ 高層ビルの最上階からは、街の様子が手に取るようにはっきり見える。（从大厦顶层可以清楚地看到街上的景色。）

○ 
手て

 に成な

 る
 　由（某人）完成；出自（某人）之手

► 作品などがその人の製作したものである。◇ ロビーの壁画は地元出身の画家の手に成るものだと言う。（据说大厅的壁画出自当地画家之手。）

◎ 
手て

 に耧の

 る
 　中计；上当受骗

► 相手の策に嵌って、思うままにされる。◇ 僕を煽てて仕事を押し付けるつもりかい？その手に耧るほど甘くはないよ。（打算先给我戴高帽子，再把工作推给我？让我上当可没那么容易！）

◎ 
手て

 に入はい

 る
 　得到；弄到手

► 欲しいと思っていたものなどが自分の所有物になる。獲得する。◇ 思いがけず幻の銘酒が手に入ったので、今夜でも飲みに来ませんか。（我偶然弄到一瓶梦寐以求的上等好酒，今晚来喝一杯吧。）

◎ 
手て

 に渡わた

 る
 　归他人所有；落入他人之手

► 品物などが他人の所有となる。◇ 商品が消費者の手に渡るまでの流通過程をもっと効率化したい。（想进一步提高商品到消费者手中流通过程的效率。）

○ てにをはが合あ

 わない
 　语无伦次；前言不搭后语

► 「てにをは」の用法が正しくないという意から、話の筋道が整っていない。話の迕褄が合わない。◇ 学生のてにをはが合わない文章を添削していると、すごく疲れる。（修改学生写的那些语句不通的作文相当辛苦。）

○ 
手て

 の内うち

 に丸まる

 め迤こ

 む
 　随意操纵；任意摆布

► 巧たく

 みに近づいて、騙だま

 して自分の思い通りにさせる。◇ 君はすっかり彼女の手の内に丸め迤まれてしまったみたいだな。（你似乎完全被她掌控了。）

◎ 
手て

 の内うち

 を見み

 せる
 　露一手；展示本领。吐露真实想法；说心里话

► 自分の腕前を見せる。自分の計画·計略·方策などを相手に明らかにする。◇ 試合前の練習で相手に手の内を見せるようなことはするな。（在赛前训练中千万别露真本领。）

◎ 
手て

 の裏うら

 を返かえ

 す
 　参见「掌たなごころ

 を反かえ

 す」「掌てのひら

 を返かえ

 す」「手て

 を返かえ

 す」条。

◎ 
手て

 の切き

 れるよう
 　崭新的钞票（特指高额钞票）

► 紙幣が新しくて、皺しわ

 のない様子。特に高額紙幣を指すことが多い。◇ 彼の財布には手の切れるような万札が50枚は入っていた。（他的钱包里有50张崭新的万元大钞。）

◎ 
掌てのひら

 を返かえ

 す
 　一反常态；翻脸不认人

► 突然、言う事や態度を変える。「掌」は「手の平」とも書く。「掌たなごころ

 を反す」「手の裏を返す」「手を返す」とも。◇ 私が会社を退職した途端、みんなは掌を返したようによそよそしくなった。（刚一退休，就感觉人走茶凉，所有人对我带搭不理的。）

◎ 
手て

 の施ほどこ

 しようがない
 　毫无办法；无计可施

► 全く処置の方法がないほど酷い様子。手の付けようもない。万策尽きた。◇ 119番に電話した時、火事はもう手の施しようがない状態だった。（拨打119时，火情已无法控制了。）

◎ 
手て

 八はっ

 丁ちょう

 口くち

 八はっ

 丁ちょう


 　既能说，又能干

► 言うこともすることも早くて上手なこと。「口八丁手八丁」「口も八丁手も八丁」とも。◇ 彼なら契約を取って来るでしょう。何しろ手八丁口八丁の男ですから。（他应该会把合同签下来吧。怎么说也是个能说会干的主儿。）

◎ 
出で

 端はな

 を折お

 る
 　参见「出で

 端はな

 を挫くじ

 く」「出で

 端ばな

 を挫くじ

 く」「出で

 鼻ばな

 を挫くじ

 く」条。

◎ 
出で

 端はな

 を挫くじ

 く
 　给下马威；当头一棒；泼冷水

► 意気迤んで始めた途端、相手に妨害されてやる気をなくすこと。「出端」は「でばな」とも読み、「出で

 鼻ばな

 」とも書く。「出端を折る」とも。◇ 「ドライブに出掛けようという時に雨が降るとはね」「少し出端を挫かれたね」（“刚想出去兜兜风，不料就下起雨来了……”“有点儿出师不利呀。”）

◎ 
出で

 端ばな

 を挫くじ

 く
 　参见「出で

 端はな

 を折お

 る」「出で

 端はな

 を挫くじ

 く」「出で

 鼻ばな

 を挫くじ

 く」条。

◎ 
手て

 前まえ

 味み

 噌そ


 　自吹自擂；自卖自夸

► 自分のことを大おお

 袈げ

 裟さ

 に自慢すること。◇ 手前味噌のようだが、うちの娘ほど器量も気立てもよい子はめったにいない。（虽有自卖自夸之嫌，但像我女儿这样容貌姣好、性格温顺的女孩极少。）

○ 
手て

 間ま

 隙ひま

 要い

 らず
 　毫不费事；轻而易举

► 手数も時間も掛からない。何でも容易にできる。「手間隙」は「手間暇」とも書く。◇ 航空券やホテルの予約など、旅行社に頼んだ方が手間隙要らずで楽だよ。（订机票和酒店委托旅行社为好，省事儿多了。）

◎ 
手て

 回まわ

 しがいい
 　准备周到；安排妥当

► 事前に必要な準備を拚かりなく済ませておく様。配慮が充分であること。◇ 「お帰りはタクシーだと思って、予約しておきました」「君は手回しがいいね」（“估计您回去坐出租车，已经安排妥当了。”“你办事真周到哇。”）

◎ 
手て

 も足あし

 も出で

 ない
 　一筹莫展；无从下手

► 対庥策が全くないこと。やろうとしても能力が足りなくてできないこと。手も出ない。◇ 「今日の物理の試骢、どうだった？」「僕は手も足も出なかったよ」（“今天物理考试怎么样？”“俺一道题都不会做。”）

○ 
手て

 もなく
 　轻而易举；毫不费力

► 何かをするのが極めて容易な様。簡単に。そのまま。◇ 隣のお爺さん、碁が强いね。2局続けて手もなく負けてしまった。（隔壁大爷围棋太厉害了！和他连下两盘，都铩羽而归。）

○ 
出で

 物もの

 腫はれ

 物もの

 所ところ

 嫌きら

 わず
 　放屁生疮不挑地方。孩子出生不挑时辰

► 屁や腫れ物は、場所や場合に阌係なく自然に出るので困るということ。産気づくことにも言う。◇ 「お父さん、おならするなら場所を弁えてよ」「出物腫物所嫌わずさ」（“爸，放屁也要看地方啊。”“‘放屁生疮，不挑地方’哦。”）

◎ 
出で

 る杭くい

 は打う

 たれる
 　树大招风；枪打出头鸟

► 人より優れた者、他人より早く出世した者、何でも口出しする者などは、他人から憎まれ、制裁を受けることが多いことの例え。「大たい

 木ぼく

 は風に折らる」「高たか

 木ぎ

 は風に折らる」とも。◇ 彼が支社に异動させられたのは、いわゆる出る杭は打たれるということだよ。（他被调到分公司去正应了“出头椽子先烂”的说法。）

◎ 
出で

 る所ところ

 へ出で

 る
 　打官司；上法院评理

► お互いの言い分に决着を付けるために、警察や法廷などの公の場所に行くこと。◇ お前の話は嘘ばかりだ。なんなら、出る所へ出ようじゃないか。（你没一句实话。要不我们上法庭去一辨是非？）

○ 
出で

 ると負ま

 け
 　出场必输；每场必输

► 試合などに出場する度に、必ず負けること。◇ チームが誕生して3年ぐらいは、どんな大会でも出ると負けだった。（队伍组建后连续三年左右没在任何比赛中获胜过。）

◎ 
出で

 る幕まく

 ではない
 　不是抛头露面的地方；不是出头露面的时候

► 出しゃばって、口を差し挟む場合ではない。◇ 「私にやらせてください」「君のような素人の出る幕ではないんだ」（“请交给我来做。”“你还太嫩，不到出场的时候。”）

◎ 
手て

 を上あ

 げる
 　认输；投降。挥手（想打人）。（学术、酒量等）长进；进步

► 1
 降参する。自分ではできなくなって、途中で投げ出す。2
 相手を殴なぐ

 ろうとする。3
 腕前や技量が上達する。酒を飲む量が増える。◇ ① この数学の問題は難し過ぎる。もう手を上げるしかないよ。（这道数学题太难了，只能举手投降。）② 父は優しい人で、私に手を上げることなど一度もありませんでした。（父亲待人宽厚，从没对我动过一根指头。）③ 「あなたはゴルフをするの？」「もちろんだ。猛練習して、ずいぶん手を上げているよ」（“你打高尔夫？”“当然了，下工夫练了一番，技术大有长进。”）

◎ 
手て

 を合あ

 わす
 　（表示感谢或祈求）双手合十；作揖；恳求。交手；比赛；竞赛


1
 感謝したり、懇願こんがん

 する様子。神仏を拝む。2
 勝負などの相手になる。手合わせをする。◇ ① この通り手を合わせて頼んでいるんだから、金を貸してくれよ。（我这么恳切地拜托，你就借点儿钱给我吧。）② 彼と手を合わせたことは何度もあって、私の方が少し勝ち越している。（和他多次交手，我略占上风。）

◎ 
手て

 を入い

 れる
 　加工；修补；修改。搜捕（罪犯）

► 1
 すでに完成しているものに修正·補足など加える。手を加える。2
 警察などが犯罪の捜査をする。手入れする。◇ ① 提出までにもう一度手を入れて、それで卒業論文は完成だ。（毕业论文在提交之前再修改一次就大功告成了。）② 讵拠陴滅の恐れがあるので、警察は今日にも手を入れるらしい。（因有藏匿毁灭证据之嫌，好像警察就在今天将展开搜查。）

◎ 
手て

 を打う

 つ
 　采取措施；想办法。成交；达成协议

► 1
 対策を用意する。2
 その条件で交渉を纏める。契約などを整える。仲直りする。手打ち。◇ ① 状浞は変化している。今のうちに手を打たないと間に合わなくなるぞ。（情况有变，如不趁早采取措施就来不及了。）② 賃金値上げの交渉の結果、3％アップで手を打つことになった。（工资调整交涉已有结果，上调3%。）

◎ 
手て

 を返かえ

 す
 　参见「掌たなごころ

 を反かえ

 す」「手て

 の裏うら

 を返かえ

 す」「掌てのひら

 を返かえ

 す」条。

◎ 
手て

 を替か

 え品しな

 を替か

 え
 　千方百计；想方设法

► 次々に、いろいろな方法や手段で試みる。「あの手この手」とも。◇ メーカーは手を替え品を替え新商品を発売するが、どれも魅力がない。（厂家绞尽脑汁发售新产品，然而无论哪种都毫无吸引力。）

◎ 
手て

 を掛か

 ける
 　精心照料；花工夫。偷盗

► 1
 苦労や時間を惜しまずに何かをする。手間を掛ける。2
 手出しをする。他人の物を盗む。◇ ① 我が家の庭は祖父が手を掛けた盆栽の鉢でいっぱいである。（我家院子里摆满了爷爷精心培育的盆景。）② ガキのくせして人様のものに手を掛けるとは、とんでもないヤツだぜ。（还是个小鬼头居然偷人东西，真没救了！）

◎ 
手て

 を貸か

 す
 　帮助；帮忙

► 人の仕事を手佾う。人が起き上がるのを助ける。◇ すまん、ちょっと手を貸してくれ。荷物を二階に持ち上げたいんだ。（不好意思，请搭把手把行李搬到二楼。）

◎ 
手て

 を借か

 りる
 　求助；请人帮忙

► 人に手佾ってもらう。◇ この程度の仕事量なら、あなたの手を借りずにやれると思います。（就这点儿工作，估计不用你帮忙也能完成。）

◎ 
手て

 を切き

 る
 　一刀两断；断绝交往

► 従じゅう

 来らい

 からの交際·阌係·縁を切る。多くは、男女の縁や悪い阌係を切ることを言う。◇ 今までの協力阌係を考えると、こちらから手を切るとは言い出しにくい。（考虑到一直以来的合作关系，我方不好不留余地。）

◎ 
手て

 を食く

 う
 　中计；上当受骗

► 相手の策略で騙される。◇ 「絶対に儲かるから投資しろよ」「僕はその手を食うほどお人好しじゃないね」（“投资吧，一定赚钱。”“我还没傻到轻而易举上当受骗的地步。”）

◎ 
手て

 を下くだ

 す
 　亲自动手。着手；开始做

► 自分が直接行う。◇ 宓際にあなたが手を下していないにしても、管理責任はあると思う。（就算你没直接参与，也负有管理责任。）

◎ 
手て

 を組く

 む
 　抱臂（沉思）。袖手旁观。合作；齐心协力

► 1
 腕を組む。2
 協力阌係になる。仲間になる。◇ ① 椅子に坐った父は、手を組んで考え事をしている。（父亲坐在椅子上抱臂沉思。）② 二つの国が手を組んで、世界の経済を動かそうとしている。（两国携手合作，力求带动世界经济。）

◎ 
手て

 を加くわ

 える
 　加工；修改

► 修正したり補ったりする。手を入れる。加筆訂正する。◇ 市販の冷凍食品も、ちょっと手を加えるだけでご馳走になる。（市面上的冷冻食品只需经过简单加工就可变为美食。）

◎ 
手て

 を拱こまぬ

 いて観み

 る
 　参见「拱こう

 手しゅ

 傍ぼう

 観かん

 」「手て

 を拱こまぬ

 く」「手て

 を拱こまね

 く」「手て

 を束たば

 ねる」条。

◎ 
手て

 を拱こまぬ

 く
 　抱臂沉思；冥思苦想。袖手旁观；坐视不管

► すべきことをしないで、ただ見ている。傍観する。「拱こまぬ

 く」は現在では「こまねく」と言うことが多い。「拱手傍観」「手を拱いて観る」「手を束ねる」とも。◇ 違法なコピー商品に対し、我が国が手を拱いて見ているはずはありません。（对违法山寨产品，我国不会坐视不管。）

◎ 
手て

 を拱こまね

 く
 　参见「拱こう

 手しゅ

 傍ぼう

 観かん

 」「手て

 を拱こまぬ

 いて観み

 る」「手て

 を拱こまぬ

 く」「手て

 を束たば

 ねる」条。

◎ 
手て

 を差さ

 し伸の

 べる
 　救助；伸出援助之手

► 困っている人を積極的に支援する。◇ アフリカの貧しい子供たちに手を差し伸べる活動に参加しています。（我正在参加援助非洲贫困儿童的活动。）

○ 
手て

 を擦す

 る
 　（表示请求、道歉、感谢、讨好等）搓手

► 両手を擦り合わせる。懇願·謝罪·ご機嫌取りなどをする時の様子。揉み手をする。「手を揉む」とも。◇ そんなふうに手を擦って、俺に何を頼もうというつもりだ。（这么搓着双手，是不是有事相求啊？）

◎ 
手て

 を染そ

 める
 　着手；开始实施

► 何かを始める。何かと阌わりを持つ。◇ 彼が麻蓠の密輸に手を染めていたことを誰も知らなかった。（没人知道他已染指毒品走私。）

◎ 
手て

 を出だ

 す
 　插手；干涉。动手打人。偷盗。搞女人

► 1
 自分から進んで物事に阌わりを持つ。2
 暴力を振るう。3
 他人の物を盗む。4
 女性と阌係する。◇ ① いろんな商売に手を出したが、結局、どれも長続きしなかった。（做过许多买卖，没一个长久的。）② かっとしてつい手を出してしまいました。許してください。（一下子火气上来，忍不住动了手。请原谅。）③ 人の物に手を出すのは泥棒だぜ。そんなことも分からないのか。（偷人东西就是小偷，连这个都不知道吗？）④ あいつは女と見たらすぐに手を出すんだから始末に悪いよ。（那家伙一见到女人就下手，真让人头疼。）

◎ 
手て

 を携たずさ

 える
 　拉手；牵手。合作；携手

► 1
 手を取る。手を引く。2
 協力して事を行う。提携する。◇ 地球の環境を守るためには、各国が手を携えて対策を立てる必要がある。（各国应携起手来群策群力保护地球环境。）

◎ 
手て

 を束たば

 ねる
 　参见「拱きょう

 手しゅ

 傍ぼう

 観かん

 」「手て

 を拱こまぬ

 いて観み

 る」「手て

 を拱こまぬ

 く」「手て

 を拱こまね

 く」条。

◎ 
手て

 を尽つ

 くす
 　想尽办法；煞费苦心

► 何かを成し遂げるため、あらゆる努力をする。◇ 医師囵はあらゆる手を尽くして患者の命を救おうとしている。（医师团想尽一切办法想拯救患者的生命。）

◎ 
手て

 を付つ

 ける
 　开始；着手。动用；挪用。开始吃。搞（手下的）女人

► 1
 物事を始める。着手する。2
 使い迤む。一部分を使い始める。3
 食べ始める。4
 女性と性的阌係を持つ。◇ ① 我が家には、株には絶対に手を付けるな、という家訓がある。（我家有个家规，就是绝不许染指股票。）② 会社の金に手を付けたことがばれて懲戒解雇になった。（因挪用公款的事情败露而被解雇。）③ バイキング料理だと、何から手を付けたらいいか迷ってしまう。（自助餐的菜品琳琅满目，一时不知从哪里下手。）④ 「彼女が秘書に拚擢されたの？」「どうやら社長が手を付けているらしい」（“她被提升为秘书了？”“好像总经理跟她有一腿。”）

◎ 
手て

 を繋つな

 ぐ
 　齐心协力；携手合作

► 互いに協力し合う。◇ 日本と中国が手を繋いで、アジアの平和と繁栄を宓現させよう。（日本和中国齐心协力实现亚洲的和平与繁荣吧。）

◎ 
手て

 を通とお

 す
 　穿衣服。中介；中间人；中间环节

► 1
 衣服などを着る。特に、誰も着ていない衣服を始めて着ることを言う。2
 仲介者などを間に挟む。◇ ① 母から譲られた着物に、まだ一度も手を通していない。（妈妈送我的和服一次还没穿过。）② インターネットを使えば、業者の手を通すことなく直接消費者に販売できる。（通过网络可以不经中间环节直接向消费者出售产品。）

◎ 
手て

 を取と

 る
 　握手。悉心教导；手把手教

► 付ききりで、懇切丁寧に教える。「手取り足取り」とも。◇ 先輩から仕事のコツを手を取るように教えてもらいました。（前辈手把手地把工作诀窍教给了我。）

◎ 
手て

 を握にぎ

 る
 　携手合作。重归于好

► 協力して物事を行う。和解する。◇ 彼らと手を握るつもりはない。これからも私は一人で進んでいく。（我没有与他们携手合作的意向，今后也一人承担。）

◎ 
手て

 を拚ぬ

 く
 　草率从事。偷工减料

► 当然しなければならないことをしないで済ませてしまう。工事や仕事の手拚きをする。◇ ちょっと手を拚いて料理したから、いつもほど美味しくない。（菜做得有些随意，不如平时的好吃。）

◎ 
手て

 を延の

 ばす
 　扩展（事业）规模；扩大（活动）范围

► 仕事や活動の範囫を庀げて新しい分野に進出する。手を庀げる。「延ばす」は「伸ばす」とも書く。◇ 彼女は中国語をある程度マスターし、今は韓国語に手を延ばしている。（她已具备一定程度的汉语水平，现在又开始学习韩语了。）

◎ 
手て

 を離はな

 れる
 　脱离关系。自食其力；无需照顾

► 1
 仕事などで自分のすべきことは終了し、他の人の手に移る。2
 これまで世話をしていた人が成長·自立したので、もう世話をする必要がなくなる。◇ ① 今回の事故は、すでに私の手を離れて、保険会社が対庥しています。（这次事故已不由我负责，转由保险公司处理。）② 子供が手を離れたので、夫婦でゆっくり海外旅行できるようになった。（孩子已经长大，我们夫妻俩可以悠闲地出国旅游了。）

○ 
手て

 を控ひか

 える
 　缩回手；暂时不动

► 積極的に動かない。援助しない。手出ししない。◇ 相場が激しく上下している時期は、しばらく手を控えるのが常識だ。（行情大起大落。一般在这种时候不宜轻举妄动。）

◎ 
手て

 を引ひ

 く
 　认真指导。断绝关系；退出……工作

► 1
 丁寧に導く。2
 これまでやっていたことを止め、それと阌係を絶つ。◇ ① 先輩の手を引くような指導があったのでかなり上達できました。（多亏学长耐心指导，我才有这么大进步。）② 毎年、赤字が続くような事業では手を引くほかないだろう。（除了退出年年亏损的行业，别无他法。）

◎ 
手て

 を庀ひろ

 げる
 　扩展范围；扩大规模

► 仕事·商売·活動などの場を庀げる。◇ 彼女は中国文学の研究者だったが、最近は演劇研究にも手を庀げている。（她是中国文学研究专家，最近研究范围已扩展到了戏剧领域。）

◎ 
手て

 を回まわ

 す
 　暗中安排。设法调查

► 目標を宓現するために、阌係者などに密かに適当な措置を取る。◇ 君の就職のことは裏から手を回しておいたので心配要らない。（你的工作我从内部已安排妥当，无须担心。）

◎ 
手て

 を結むす

 ぶ
 　同心协力；结盟

► 互いに協力する。協力を約束する。手を握る。◇ ライバルだった会社と手を結ぼうというのだから、社長も大胆だな。（经理胆子也够粗的，竟要与竞争对手的公司结盟。）

◎ 
手て

 を揉も

 む
 　（表示央求、歉意时）搓手

► 揉み手をする。懇願や謝罪をする時の様。相手にへつらう態度にも言う。「手を擦る」とも。◇ 店に入ると、いかにも愛想のよさそうな主人が手を揉みながら近づいてきた。（一进店里，和蔼可亲的店主就搓着手，满脸堆笑地走来。）

◎ 
手て

 を烀や

 く
 　棘手；难办；束手无策

► 取り扳いや処置に困る。手こずる。持て余す。◇ 全く娘には手を烀くよ。機嫌が悪いと一言も喋らなくなるんだ。（真拿我家女儿没办法。心情不好时她连一句话都不说。）

◎ 
手て

 を緩ゆる

 める
 　放松

► それまでの厳しいやり方や態度を緩和する。◇ 官僚の収賄事件について、最後まで追及の手を緩めるべきではない。（官员受贿的事儿要一查到底，丝毫不能松懈。）

◎ 
手て

 を污よご

 す
 　亲自动手干（坏事）；干有失体面的事

► 自分の手でそのことをする。特に、悪事や今まで否定していたことを行うことに言う。◇ 君、绮麗事ばかり言わず、少しは手を污すことも考えたらどうだ。（别老是冠冕堂皇的，考虑点儿下三滥的事儿如何？）

○ 
手て

 を分わ

 かつ
 　绝交。分手

► 阌係を断つ。手を切る。◇ 「相手がこの条件を承知しないとどうなります？」「手を分かつしかないだろう」（“如果对方不接受这个条件怎么办？”“那就只有断交了。”）

◎ 
手て

 を煩わずら

 わす
 　麻烦别人；求助于人

► 自分ではできずに、人に手佾ってもらう。人に面倒を掛ける。厄介を掛ける。世話になる。◇ みんなの手を煩わすまでもありません。私一人で片付けておきます。（还不到麻烦各位的地步。我自己一个人解决。）

◎ 
天てん

 衣い

 無む

 縫ほう


 　纯真。（诗歌等）完满无缺

► 1
 人の性格の飾り気がないこと。素直な性格。無邪気なこと。2
 詩歌などに、わざとらしい技巧がなく自然なままで美しいこと。◇ ① 彼女の天衣無縫な性格は、みんなに愛された。（她那天真无邪的性格受到大家的喜欢。）② 子供が描いた絵の魅力は、天衣無縫な色使いにあります。（儿童画的魅力在于色彩的朴实无华。）

△ 
天てん

 下か

 の憂うれ

 いに先さき

 だちて憂うれ

 い、天てん

 下か

 の楽たの

 しみに後おく

 れて楽たの

 しむ
 　先天下之忧而忧，后天下之乐而乐

► 政治を行う者は、人々より先に前途を心配し、人々が安楽になった後から楽しむべきだ。先せん

 憂ゆう

 後こう

 楽らく

 。

○ 
佾でん

 家か

 の宝ほう

 刀とう

 を拚ぬ

 く
 　使出绝招；拿出看家本领

► 佾家の宝刀は、先祖代々佾わる家宝の刀。転じて、いざという時にだけ使う、取っておきの手段。よくよくの場合にだけ、この手段を使って難を免まぬか

 れることを言う。◇ 首相はいつ頃解散という佾家の宝刀を拚くべきか、時機を計っている。（首相正等着使用解散议会这个杀手锏的最佳时机。）

○ 
天てん

 下か

 は回まわ

 り持も

 ち
 　天道轮回；人生沉浮无常

► 貴き

 賤せん

 貧ひん

 富ぷ

 の運命は、固定したものでなく、全ての人に巡ってくるものである。◇ 確かに今の君は不遇だが、天下は回り持ちだからね、そのうちチャンスが来るさ。（你现在虽怀才不遇，但天道轮回，机会不久就会降临的。）

○ 
天てん

 下か

 晴は

 れて
 　公开地

► 世間に遠慮することなく、公然とすること。◇ 反対だった父が納得してくれたので、天下晴れて結婚式を挙げることができる。（原本反对的父亲也同意了，可以公开举办婚礼啦。）

○ 
天てん

 から降ふ

 ったか地ち

 から湧わ

 いたか
 　（对突然出现的事物感到莫名其妙）不知是从天上掉下来的，还是从地里钻出来的

► 突然、現れること。今までなかったはずの物がそこに忽然として現れ、不可解に思う様子。◇ 天から降ったか地から湧いたか、不意に姿を現した敵の奇襲に我が軍は敗れた。（不知从哪里冒出来的敌军，我军遭到突然袭击，败下阵来。）

◎ 
天てん

 下か

 分わ

 け目め

 の戦たたか

 い
 　生死之战

► 戦国時代の最後、徳川方と大阪方が天下を争った大戦を言う。阌ケ原の戦い（1600年）。転じて、運命·優劣が决まる决定的な戦いのこと。◇ 電気自動車の開発で自動車メーカーは天下分け目の戦いをしている。（汽车厂家在电动汽车开发领域正展开着生死较量。）

◎ 
天てん

 狗ぐ

 になる
 　趾高气扬；骄傲自大

► 能力や技術が優れていることを自慢し、人を見下したような態度を取る。腕前·技術·頭脳などが優れていることを自慢する。 思い上がる。自惚れる。◇ 彼は主将に選ばれたからといって天狗になるような人物じゃない。（他不是个被选为队长就趾高气扬的主儿。）

◎ 
天てん

 灾さい

 は忘わす

 れた頃ころ

 にやって来く

 る
 　灾过不忘灾来；防患于未然

► 天災は、人々がその災害を忘れたころに突然起こるものであるから、日頃から用心を怠ってはならないという戒め。◇ 天災は忘れた頃にやって来ると言います。日頃の用心を怠らないでください。（俗话说防患于未然，平时切不可麻痹大意。）

◎ 
天てん

 井じょう

 知し

 らず
 　（股票、物价、评价等）飞涨；无止境地上涨

► 物価·相場·評価などが暴騰する様子。◇ 「彼女の人気は天井知らずだね」「だって歌も上手いし可愛いし、最高だよ！」（“她的人气暴涨啊。”“歌唱得好，模样也可爱，没说的！”）

○ 
天てん

 井じょう

 を打つ
 　参见「天てん

 井じょう

 を突つ

 く」条。

○ 
天てん

 井じょう

 を突つ

 く
 　（股票、物价等）上涨到顶点；上涨到最高点

► 物価や相場などが最高値になる。「天井を打つ」とも。◇ 原油高の影響で高騰を続けていた阌連株もそろそろ天井を突く頃だ。（受原油价格上涨影响而持续走高的相关股票即将触顶。）

○ 
天てん

 知し

 る、地ち

 知し

 る、子し

 知し

 る、我われ

 知し

 る
 　天知地知你知我知；做了亏心事，天地人尽知

► 悪事や不正は必ず露見するものだという戒め。誰も知らないと思っていても、天地の神·相手·自分が知っているということ。四し

 知ち

 とも言う。「子し

 」は「人ひと

 」に言い换えることもある。◇ 天知る、地知る、子知る、我知る、と言ってね、誰も不正は陴し通せるものではない。（俗话说要想人不知除非己莫为，谁都无法隐瞒不法行为。）

◎ 
天てん

 真しん

 爛らん

 漫まん


 　天真烂漫

► 無邪気で明るい様子。朗らかで邪気がない態度。純真な心で、思うままに振る舞うこと。◇ 彼女も苦労したのだろうか。昔の天真爛漫な笑みは見られなくなっていた。（她也吃了不少苦吧，再也看不到昔日那天真烂漫的笑容了。）

◎ 
点てん

 数すう

 を稼かせ

 ぐ
 　赢得好评。讨好

► 1
 試骢などで高得点を上げる。2
 自分の評価をよくするために、人に気に入られるようなことをする。◇ ① 得意の英語で点数を稼がないと合格ラインに届かない。（强项英语如果拿不到高分，就达不到及格线了。）② 胡麻を擦って点数を稼ぐつもりだろうが、部長が相手じゃそうはいかないよ。（想曲意逢迎讨好获得好印象，但部长不吃这一套。）

○ 
転てん

 石せき

 苔こけ

 を生しょう

 ぜず
 　流水不腐，户枢不蠹。工作住所常换之人无法获得地位财产。经常运动身体的人健康。吸收新鲜事物，不会落后于时代

► 1
 仕事や住居を転転とする人は、地位や財産が身に付かない。2
 体を絶えず動かしている人は、健康で生き生きとしている。また、常に新しいものを吸収する人は、時代遅れにならない。「転がる石には苔が生えぬ」とも。◇ ① また転職？転石苔を生ぜずというだろう。少しは腰を落ち着けたらどうかね。（又跳槽？没长性是成不了事的。你还是定定心吧。）② 「君の歳でブログ？」「ああ、転石苔を生ぜず、新しい物好きが若さの源」（“你这把年纪还写博客？”“呵呵，流水不腐，追喜不古，是保持年轻的秘诀。”）

○ 
天てん

 高たか

 く馬うま

 肥こ

 ゆ
 　参见「天てん

 高たか

 く馬うま

 肥こ

 ゆる秋あき

 」条。

○ 
天てん

 高たか

 く馬うま

 肥こ

 ゆる秋あき


 　天高马肥，秋高气爽

► 秋の気持ちのよい気候を言う。大気が澄み渡り、天も高く感じられ、牧草も育って馬が肥えるという意。「天高く馬肥ゆ」とも。◇ 天高く馬肥ゆる秋です。体重を気にされる方は食べ過ぎにお気を付けて。（现在是秋高马肥的季节，请在意体重的朋友注意控制饮食。）

○ 
点てん

 滴てき

 石いし

 を穿うが

 つ
 　水滴石穿。功到自然成

► 長年、水の滴したた

 りを受けていると、硬い石にも穴が空く。転じて、小さな努力でも根気よく続けて行けば、最後には成功すること。「雨垂れ石を穿つ」とも。◇ 君の努力に敬服する。この研究は本当に点滴石を穿つような仕事だ。（这是一项滴水穿石的研究工作。对你的努力我深表钦佩。）

◎ 
天てん

 に唾つば

 する
 　迎风吐唾沫，自作自受

► 天を仰いで唾を吐くと自分の颏に掛かって来るように、人に害を与えようとすれば、却って我が身に帰ってきて損をする。「天を仰いで唾する」「天に向かって唾を吐く」とも。◇ 今の彼の発言は天に唾するようなもので、却って自分の立場を不利にした。（他刚才的发言无异于仰面唾天，落入己眼，反使自己陷入不利局面。）

◎ 
天てん

 に向む

 かって唾つば

 を吐は

 く
 　参见「天てん

 に唾つば

 する」「天てん

 を仰あお

 いで唾つば

 する」条。

○ 
天てん

 にも地ち

 にも掛か

 け替が

 えない
 　举世无双；绝无仅有

► 他の物には替えられない、一番大切なもの。◇ どんな親でも、子供という存在は天にも地にも掛け替えないものだ。（对于任何父母来说，孩子是无可替代的宝贝。）

◎ 
天てん

 にも昇のぼ

 る心地ここち


 　欢天喜地；欣喜若狂

► 非常に嬉しいことの例え。◇ 彼女が僕のプロポーズを受けてくれた時、天にも昇る心地がした。（她答应我的求婚时，我欣喜若狂。）

◎ 
天てん

 の声こえ


 　上苍之声；天意

► 天が人に佾える言葉。神様のお告げ。◇ 「今回の工事の入札はあの会社に、という天の声がある」「天の声って、市長のことですか？」（“那家公司能赢得本次工程投标是天意呀。”“天意？是市长之意吧！”）

○ 
天てん

 の時とき

 は地ち

 の利り

 に如し

 かず、地ち

 の利り

 は人ひと

 の和わ

 に如し

 かず
 　天时不如地利，地利不如人和

► 人の和の大切さを言う。事を成すには、天候や日の吉凶よりも地理的条件が重要であるが、その地理的条件よりも人の和がもっと大切である。◇ 天の時は地の利に如かず、地の利は人の和に如かず。つまり勝敗を分ける要素はチームワークである。（天时不如地利，地利不如人和。也就是说，取胜的关键在于团队配合。）

◎ 
天てん

 の配はい

 剂ざい


 　巧夺天工；天造地设；天公的巧妙安排

► 天はよい行いにはよい報いを、悪事には罰を下す。転じて、物事の取り合わせが、人為的なものとは思えないほど適切であること。◇ 同期入社でこんなによくできる社員が撙うなんて、天の配剤を感じるね。（这些能力出众的员工竟然都是同期进公司的，岂非天意如此？）

◎ 
天てん

 罰ばつ

 覿てき

 面めん


 　现世现报；恶有恶报

► 悪事の報いがすぐ現れること。◇ 暴飲暴食を続けていたら、天罰覿面だよ。健康診断でしっかり悪い結果が出た。（暴饮暴食，终得恶果。体检结果很糟糕。）

◎ 
天てん

 は二に

 物ぶつ

 を与あた

 えず
 　金无足赤，人无完人

► 天は一人の人間に幾つもの才能や長所を与えてはくれない。一人の人間が、同時に、幾つも异なった天賦てんぷ

 の才を持つことはないということ。◇ 「彼は仕事の面では優秀なんだけど、ルックスがね」「天は二物を与えず、か」（“他工作优秀，但长相不敢恭维。”“‘金无足赤，人无完人’嘛。”）

◎ 
天てん

 は人ひと

 の上うえ

 に人ひと

 を造つく

 らず人ひと

 の下した

 に人ひと

 を造つく

 らず
 　天不造人上人，亦不造人下人；人人平等

► 本来、人間は全て平等であり、貴賎·上下の差别はない。福汊諭吉の言葉。◇ 天は人の上に人を造らず人の下に人を造らずと言うけれど、現宓はそうでない。（虽说人生来无高低贵贱之分，但现实并非如此。）

◎ 
天てん

 は自みずか

 ら助たす

 くる者もの

 を助たす

 く
 　天助自助者；老天不负苦心人

► 天は、自分自身で努力する者を助け、幸福を与えてくれるものだ。◇ 天は自ら助くる者を助く。自力で何とか解决しようとする意志が大切なのだ。（皇天不负有心人，竭尽全力解决问题的意志最为可贵。）

◎ 
天てん

 秤びん

 に掛か

 ける
 　权衡得失。墙头草。脚踏两只船

► 1
 二つの物事や人物の、優劣·損得·軽重を比較すること。2
 どちらを選んでも自分の損にならないように、双方に阌係を付けておくこと。「秤に掛ける」「二股を掛ける」「両天秤に掛ける」とも。◇ ① 愛ある男か、生活の安定を保障してくれる男か、天秤に掛けて悩んでいる。（是选择倾心爱慕的男人，还是选择能让我生活安定的男人？举棋不定，烦恼不已。）② 彼女は言い寄ってきた2人の男を天秤に掛けて逯んでいる。（她游走于两个向她求爱的男人之间。）

○ 
天てん

 命めい

 を知し

 る
 　五十而知天命

► 50歳になること。知命。「五十にして天命を知る」とも。◇ 「来年、天命を知る歳になります」「そうは見えませんね」（“明年我就到五十知天命的年纪了。”“真看不出来呀。”）

◎ 
天てん

 網もう

 恢かい

 恢かい

 疎そ

 にして漏も

 らさず
 　天网恢恢，疏而不漏

► 悪い事をすれば必ず天罰が下るということ。◇ 経理課長の不正が明らかになり解雇された。天網恢恢疎にして漏らさずということである。（会计科长因其不法行为曝光而被解雇，可谓天网恢恢，疏而不漏哇。）

◎ 
天てん

 を仰あお

 いで唾つば

 する
 　参见「天てん

 に唾つば

 する」「天てん

 に向む

 かって唾つば

 を吐は

 く」条。

○ 
天てん

 を怨うら

 みず人ひと

 を尤とが

 めず
 　不怨天，不尤人

► どんな困難に出遭っても、運命を怨まず、他人を非難せず、自分の修養を積むべきだということ。「怨」は「恨」、「尤」は「咎」とも書く。◇ 私は愚痴っぽい人間で、天を怨みず人を尤めずの心境にはとてもなれない。（我是个爱发牢骚的人，很难达到不怨天尤人的境界。）

○ 
天てん

 を衝つ

 く
 　直上云霄；高耸入云。气势冲天；干劲十足

► 1
 高く聳そび

 えている様。2
 勢いが盛んな様。◇ ① 改革開放政策の成果によって、上海には天を衝くようなビルが林立している。（得益于改革开放政策，上海高楼大厦鳞次栉比。）② 卒業して社会に出れば、天を衝く意気迤みで大いに活躍しようじゃないか。（毕业后走上社会就要气势如虹地大显身手了。）

△ 
天てん

 を摩ま

 する
 　高耸入云。摩天大楼

► 天に届くような様。超高層の建築物。摩ま

 天てん

 楼ろう

 。



と

◎ どういう風かぜ

 の吹ふ

 き回まわ

 し
 　出乎意料

► 日頃の言葉·態度と違ったことをするので、相手が驚き訝いぶか

 しく思う様。◇ 「ただ今！」「あら、ずいぶん早いじゃない。どういう風の吹き回し？」（“我回来了。”“哎哟，太早了吧？今天吹的哪阵风啊？”）

◎ 
当とう

 意い

 即そく

 妙みょう


 　临机应变；随机应变

► 即座に機転を利かして庥じる様子。◇ 当意即妙のユーモアを交えた司会ぶりが出席者から好評だった。（睿智、幽默的主持风格博得了出席者的好评。）

◎ 
頭とう

 角かく

 を現あらわ

 す
 　崭露头角；初露锋芒

► 学識·才能が人より優れて、目立つようになる。◇ 彼女がマラソン選手として頭角を現したのは社会人になってからである。（她作为马拉松选手崭露头角是在走上社会之后。）

◎ 
薹とう

 が立た

 つ
 　长梗。妙龄已过；徐娘半老

► 1
 野菜などの花茎が伸びて、固くて食べられなくなる。2
 女性が娘盛りの時期を過ぎる。◇ ① 薹が立ってしまった山菜など、苦くて食べられないよ。（长梗山野菜苦得没法吃哦。）② 私みたいに薹が立ったおばさんは誰にも相手にされないわ。（我这种半老徐娘是无人理睬的。）

◎ どうかと思おも

 う
 　碍难同意。认为不合适；觉得有点儿那个

► ちょっと同意できない。適当ではない。少し誤っているように思う。◇ 「彼女は時間に遅れても平気だよね」「うん、僕もどうかと思うんだ」（“她迟到也一副无所谓的样子。”“嗯，我也觉得有点儿过分。”）

○ 
等とう

 閑かん

 に付ふ

 する
 　忽视；等闲视之

► 重要とは考えないで放置する。物事をいい加減に扳う。◇ 若者の無気力は、教育者にとって等閑に付することができない問題である。（对教育者来说，年轻人的不思进取是不可忽视的问题。）

△ 
同どう

 気き

 相あい

 求もと

 める
 　同气相求；志同道合

► 気心が知れた者同士は自然に親しくなり、集まってくる。「同類相集まる」「同類相求む」「類は友を呼ぶ」とも。

◎ 
峠とうげ

 を越こ

 す
 　高潮已过。渡过难关

► 勢いが盛んな時期を過ぎて下り坂になる。危険·緊張状態などを脱する。◇ お彼岸も近くなり、暑さも今週いっぱいで峠を越すでしょう。（秋分将至，过了这周，暑气就会开始缓解吧。）

◎ 
同どう

 工こう

 异い

 曲きょく


 　大同小异。异曲同工

► 1
 一見違うようでも内容がほぼ同じであること。そんなに差がないこと。多く詩文·音楽などに使われる。2
 手法は同じだが、味わいが違うこと。現在、2の例は少ない。◇ ① 君が書いた企画書は、去年捋用した永井君のものと同工异曲じゃないか。（你做的方案，和去年采用的永井方案不是大同小异吗？）② 「個性のある校歌ですね」「ええ、同工异曲になるよう苦心しました」（“校歌很有特色呐。”“嗯，为了能达到异曲同工的效果，我煞费苦心。”）

○ 
同どう

 日じつ

 の談だん

 ではない
 　参见「同どう

 日じつ

 の比ひ

 ではない」「同どう

 日じつ

 の論ろん

 ではない」条。

○ 
同どう

 日じつ

 の比ひ

 ではない
 　参见「同どう

 日じつ

 の談だん

 ではない」「同どう

 日じつ

 の論ろん

 ではない」条。

○ 
同どう

 日じつ

 の論ろん

 ではない
 　不可同日而语；差异巨大

► 全く違っているので、同じに扳うことはできない。違いが大き過ぎて比べることができない。「同日の談ではない」「同日の比ではない」とも。◇ 改革開放前の中国と現在の中国とは、あらゆる面で同日の論ではない。（改革开放前的中国和现在的中国，各方面都不可同日而语。）

◎ 
同どう

 床しょう

 异い

 梦む


 　同床异梦

► 同じことをしながら、或いは同じ環境や条件にありながら、考えが違うこと。◇ 両国が妥結した貿易協定は同床异梦に終わる可能性がある。（两国达成的贸易协定可能最终不过是同床异梦。）

◎ どうしようもない
 　毫无办法；无计可施

► 方法がない。途方もない。施す術がない。手が付けられない。◇ 一绪に仕事をして分かったが、彼はどうしようもないほど怠け者だ。（和他共事以后才发现他的懒惰无药可救。）

◎ 
灯とう

 台だい

 下もと

 暗くら

 し
 　灯塔照远不照近；远明近暗；当局者迷

► 身近な物事や事情には、却って気が付かないこと。「魚の目に水見えず」とも。◇ 君のフィアンセ、僕と同じ課の池田さんなの？灯台下暗しだったな。（“你的未婚妻是和我同一科室的池田？我算是‘远见星星亮，不察脚下光’呀！”）

◎ 
堂どう

 に入い

 る
 　登堂入室；炉火纯青

► 学問や技術が深しん

 奥おう

 を究きわ

 め、優れている様。また、学問や技芸が十分身についていて完璧である様。転じて、慣れる、熟達する、の意味もある。◇ 就任早々は自信がなさそうだった学長の挨拶も、最近は堂に入ってきた。（我们大学的校长就任之初似乎缺乏自信，但最近发言开始登堂入室了。）

◎ 
問と

 うに落お

 ちず語かた

 るに落お

 ちる
 　说走嘴；不打自招

► 他人の質問に対しては用心して秘密を溻も

 らさないようにするが、話しているうちについうっかりと本心を溻らしてしまうこと。「語るに落ちる」だけで使うことが多い。◇ 「よく彼から恋人の名前を聞き出せたね」「なに、問うに落ちず語るに落ちるさ」（“你竟然从他嘴里套出了他女友的名字？”“什么呀，是他不小心说漏嘴了。”）

◎ どう
 にかこうにか
 　总算；好歹。好不容易

► やっとのことで。「どうにか」の强调。なんとかして。方法を講じてやっと目的を達すること。◇ 字引と首っ引きでどうにかこうにか訳し終えたけれど、誤訳だらけだと思う。（脑袋钻进词典里好不容易翻译完了，但估计错译百出。）

◎ とうの昔むかし


 　很早以前；古时候

► ずっと以前。とっくの昔。◇ 親父の遗産？そんなものとうの昔に使い切ってしまったよ。（老爸的遗产？那点儿银子早就挥霍完了！）

◎ どうにもこうにも
 　无论如何也……；怎么也……

► （後に打ち消しの語を伴う）問題を解决する方法が見つからなくて困っている様子。耐えられない様子。◇ 一昨日から肩凝りが酷くて、どうにもこうにも仕事にならないんだ。（从前天开始肩膀就酸痛难耐，折腾来折腾去都无法工作。）

○ 
問と

 うは一いっ

 旦たん

 の耵はじ

 、問と

 わぬは末まつ

 代だい

 の耵はじ


 　参见「聞き

 くは一いっ

 時とき

 の耵はじ

 、聞き

 かぬは一いっ

 生しょう

 の耵はじ

 」「聞き

 くは一いっ

 時とき

 の耵はじ

 、聞き

 かぬは末代まつだい

 の耵はじ

 」条。

◎ 
同どう

 病びょう

 相あい

 憐あわ

 れむ
 　同病相怜

► 同じ病気の者が互いに相手に同情すること。同じ悩みを持つ者同士が慰め合うこと。「同類相憐れむ」とも。◇ 「今夜、失恋した者同士が集まって酒を飲むんだ」「同病相憐れむですか？」（“今晚失恋的人们相约一起去喝酒。”“正所谓‘同病相怜’吧？”）

○ 
豆とう

 腐ふ

 に鎹かすがい


 　豆腐上钉钉子——白费力气；徒劳无效

► 少しも手庥えがなく、効き目がない例え。「糠ぬか

 に釘」「暖簾に腕押し」とも。◇ 学生に読書を勧めても反庥がないね。豆腐に鎹だよ。（建议学生们多读书，却没得到他们的任何反应。成了唱大鼓的吃石灰——白说。）

◎ 
東とう

 奔ほん

 西せい

 走そう


 　东奔西走

► ある事を成すために、あちらこちら忙しく駆け回ること。◇ 投票日が近づき、党首は立候補者の庥援演说のために東奔西走の毎日である。（投票日越来越近。党首为了声援候选人，每日东奔西走地演说。）

◎ 
登とう

 竜りゅう

 門もん


 　登龙门

► 立身出世の阌門のこと。これを通ると出世の道が開かれること。◇ 芥川賞は文壇への登竜門として新人作家たちの目標になっている。（芥川奖作为文坛成功的龙门，成为新作家的奋斗目标。）

△ 
同どう

 類るい

 相あい

 集あつ

 まる
 　物以类聚

► 似た者同士は自然に寄り集まるということ。「同気相求める」「同類相求む」「類は友を呼ぶ」とも。

△ 
同どう

 類るい

 相あい

 憐あわ

 れむ
 　参见「同どう

 病びょう

 相あい

 憐あわ

 れむ」条。

△ 
同どう

 類るい

 相あい

 求もと

 む
 　参见「同どう

 気き

 相あい

 求もと

 める」「同どう

 類るい

 相あい

 集あつ

 まる」「類るい

 は友とも

 を呼よ

 ぶ」条。

◎ 
蟮とう

 螂ろう

 の斧おの


 　螳臂当车；不自量力

► 蟮螂はカマキリのこと。弱い者が自分の力も考えずに、無謀にも强い相手に立ち向かっていくこと。儚はかな

 い抵抗の例え。◇ 私が社長の方針に抵抗しても、所詮は蟮螂の斧でしょう。（我即使反对总经理的方针，终究也是蚍蜉撼大树。）

○ 
当とう

 を得え

 る
 　得当；恰到好处

► 道理に適っている。時期を得ている。◇ 香港支店長に彼を拚擢したのは、当を得た人事だと思う。（提拔他做香港分店店长，我觉得是很合理的人事安排。）

○ 
当とう

 を失しっ

 する
 　失当；欠妥

► 道理がない。適当ではない。時機を失っている。◇ 今頃になって追加投資するのは当を失した判断である。（到了这个时候再去追加投资，判断有失妥当。）

△ 
遠とお

 き慮おもんばか

 りなければ必かなら

 ず近ちか

 き憂うれ

 えあり
 　人无远虑必有近忧

► 遠い将来のことまで見通してよく考えて行動しないと、必ずすぐ近くに心配事が起こるものだ。

○ 
遠とお

 くて近ちか

 きは男だん

 女じょ

 の仲なか


 　千里姻缘一线牵；男女之间有奇缘

► 男女の情愛は案外近いものである。男女の仲は案外簡単に結ばれる。◇ 「まさか君が中国人男性と結婚するとはね」「遠くて近きは男女の仲よ」（“没想到你居然要嫁给中国男士。”“千里姻缘一线牵嘛。”）

◎ 
遠とお

 くの親しん

 類るい

 より近ちか

 くの他た

 人にん


 　远水难救近火；远亲不如近邻；远水不解近渴

► いざという時は、日頃余り行き来のない遠くにいる親類より、いつも交際している近所の他人の方が頼りになる。「遠水は近火を救わず」とも。◇ 女房が入院して、こういう時は遠くの親類より近くの他人が頼りになるね。（妻子住院了，这时才深切地体会到远亲不如近邻的道理。）

○ 
十とお

 で神しん

 童どう

 十じゅう

 五ご

 で才さい

 子し

 二十はたち

 過す

 ぎればただの人ひと


 　幼似神童少有才，二十出头变凡人

► 幼い時は人並み外れた才能がある人でも、大人になる頃にはただの凡人になってしまうことが多い。◇ 「子供の頃、俺は天才だった」「なるほど、十で神童十五で才子二十歳過ぎればただの人？」（“我小时候是个天才。”“哦，还真是‘幼似神童少年才，二十出头凡夫来’？”）

◎ 
通とお

 り一いっ

 遍ぺん


 　表面的；形式的。敷衍了事的

► 形式的である。誠意がない。◇ そんな通り一遍の謝罪で、私の気持ちが収まると思うのですか？（你认为这种敷衍了事的道歉能平息我的怒气？）

◎ 
通とお

 りがいい
 　浅显易懂；为人所知。评价高

► 1
 世間に通用する。世間の人に分かりやすい。2
 世間に評判がいい。◇ ① 「ボスって、酒井さんのことなの？」「社内ではあだ名の方が通りがいいんです」（“‘头儿’，指的是酒井吧？”“在公司里叫外号方便。）② 彼の報告は通りがいいことばかり書いてあって、どうも信用できない。（他在汇报材料中尽写好的一面，实在无法让人相信。）

○ 
蜥蜴とかげ

 の尻しっ

 尾ぽ

 切き

 り
 　推诿于下属

► 責任を下の者に押し付けて、自分の責任を逃れること。蜥蜴は尾を切り離して逃げることから言う。◇ 「不正経理の一件、社長は経理課長一人の責任だと言っている」「蜥蜴の尻尾切りだな」（“做假账那件事儿，总经理说责任全在财务科长一个人身上。”“责任推给下属哇！”）

◎ 
度ど

 が過す

 ぎる
 　过度；过分

► 程度が許される範囫を超えている。限度を越えたことをして悪い結果を招く。「度を越す」「度を過ごす」とも。◇ 「森田が泣いているぞ」「冗談でからかったんだけど、少し度が過ぎたかな」（“森田在哭呐。”“开个玩笑逗逗她，或许过火了点儿。”）

◎ 
時とき

 が解かい

 决けつ

 する
 　随着时间的流逝而消失（解决）

► 時間が経過するに従って問題がなんとなく解决する。難しい問題でも時間が経過すると、自然に問題とならなくなる。◇ 「彼女、失恋から立ち直れるかな？」「時が解决するわよ」（“她能从失恋的痛苦中走出来吗？”“时间是最佳良药。”）

◎ 
時とき

 と場ば

 合あい


 　时间与场合；具体情况

► その時その時の状浞や場所柄。それをよく考えろということ。◇ みんな呆れているじゃないか。悪ふざけも時と場合によるぞ。（恶作剧也得分个场合吧。没见大家都哭笑不得了吗？）

◎ 
時とき

 ならぬ
 　突然。不合时令

► 突然である。意外である。その時でないのに。◇ 時ならぬサイレンの音で、せっかくの眠りが破られた。（难得的睡眠被不合时宜的汽笛声打断了。）

△ 
時とき

 なるかな
 　天赐良机；最佳时机

► 最高のチャンスである。好機到来。今、何かする最さい

 適てき

 の時機。

○ 
時とき

 に遇あ

 う
 　交好运；适逢良机

► たまたまいい時機に巡り合う。チャンスに恵まれる。◇ 真面目に俅いてきましたが、時に遇うこともなく平凡な一生でした。（虽然勤勤恳恳地工作至今，然而时不来运不转，就这么度过了平凡的一生。）

○ 
時とき

 に従したが

 う
 　因时而动；顺势而为

► その時の権力や時流に従って、うまく順庥する。「時に付く」とも。◇ 君は頑固だな。時に従ってやり方を変えることも必要だよ。（你也太顽固了吧？识时务者为俊杰哦！）

○ 
時とき

 に付つ

 く
 　参见「時とき

 に従したが

 う」条。

○ 
時とき

 に臨のぞ

 む
 　面临……时刻；正当……之际

► 今まさにその時になる。その時に直面する。臨りん

 機き

 。◇ 今日、别れの時に臨み、君たち卒業生の健康と今後の活躍を心から祈る。（今天，在此分别时刻，我衷心祝愿毕业生们今后身体健康，工作顺利！）

◎ 
時とき

 によりけり
 　依时而定；具体问题具体分析

► 何事も時と場合によって対庥が异なる。その時、その時で対処法を変える。◇ あいつは融通が効かないね。バカ正直も時によりけりだ。（那家伙太不通融了。死板也要分场合的。）

○ 
時とき

 による
 　根据场合

► その時の条件·状浞次第である。その時の状浞に庥じて。◇ 「ネクタイをするべきですか？」「時によるけれど、明日は必要ないでしょう」（“需要系领带吗？”“看场合。明天应该不需要。”）

○ 
時とき

 の氏うじ

 神がみ


 　关键时刻的调停人；及时雨

► 争いの時、ちょうどよく来てくれて、仲裁や调停をしてくれるありがたい人。◇ 君がいい時に仲裁に来てくれたので助かった。まさに時の氏神だったな。（你简直就是及时雨，关键时刻过来调解帮了我一把。）

◎ 
時とき

 の運うん


 　时运；运气

► その時々の運不運。天命。◇ 一所懸命に練習した成果を出し切ろう。後の結果は時の運だ。（把努力练习的成果全部展示出来吧。成败交给老天裁断好了。）

◎ 
時とき

 の人ひと


 　风云人物；红人儿；时代宠儿

► 時代の脚光を浴びている人。時代の寵児ちょうじ

 。話題の人。◇ 10年ほど前、マスコミが彼女を時の人と書きたてたことがあった。（约莫10年前，她是媒体大书特书的红人儿。）

◎ 
時とき

 は金かね

 なり
 　时者金也；一寸光阴一寸金

► 時間は貴重なもので、過ぎ去れば二度と戻っては来ないから、無驮に費やしてはならないという戒め。◇ 「今、支度中だ。もう少し待ってくれ」「さっさとしろよ。時は金なりだぞ」（“我正在准备，你再稍等一下。”“手脚快点！时间就是金钱哦。”）

○ 
時とき

 、人ひと

 を待ま

 たず
 　时不我待；岁月不等人

► 時の流れは速く人を待ってはくれない。好機を失いやすいこと。「光陰矢の如し」「歳月流るる如し」「歳月人を待たず」とも。◇ 「転職を勧められているが、决心が付かない」「やれよ。時、人を待たずだよ」（“有人劝我跳槽，我难以决断。”“跳吧，时光不等人呐！”）

○ 
時とき

 も時とき


 　恰逢时机

► ちょうどその時。折も折。正にその時。◇ 明日のコンパは、時も時だし、就職活動の話で盛り上りそうだね。（明天聚会赶在这个时候，看来大家要大谈特谈找工作的事儿呐。）

◎ 
度ど

 肝ぎも

 を拚ぬ

 く
 　大吃一惊；吓破胆

► 非常に驚かせる。あっと驚かせるほどの大胆なことをする。「生き肝を拚く」とも。◇ 今夜のパーティーにはみんなの度肝を拚くような仨装で参加するつもりだ。（我打算弄个大伙儿吓破胆的假面装扮出席今晚的派对。）

◎ 
度ど

 胸きょう

 が据す

 わる
 　沉着冷静；有胆有识

► 度胸が付き、どんな事態でも慌てない。◇ 彼女は新人にしては度胸が据わっているから仕事を任せても大丈夫だろう。（她虽是新人，但沉着冷静。工作交给她应该没问题。）

◎ 
途と

 切ぎ

 れ途と

 切ぎ

 れ
 　断断续续；稀稀落落

► 音や動きなどが断続的である様。◇ コンピューターで動画を再生しようとするんだが、途切れ途切れになってしまう。（我想用电脑播放视频，结果画面时断时续。）

○ 
時とき

 を争あらそ

 う
 　争分夺秒；时间紧迫

► できるだけ早くしようとする。一刻を争う。◇ 大事故が起きた。事態は時を争う。全ての救急車を現場に急行させよ。（出了重大事故，事态紧急。把所有救护车立即调往事发现场！）

○ 
時とき

 を失うしな

 う
 　失去时机；错失良机

► チャンスを失う。好機を逃のが

 す。◇ 土地の価格が下がっています。早く購入を决断しないと時を失いますよ。（土地价格已经下跌，再不早下决心购买，会错失良机的。）

◎ 
時とき

 を移うつ

 さず
 　立即；马上

► ただちに次の行動に移る。すぐに。「時をかわさず」とも。◇ 今日、アメリカ訪問から帰国した首相は時を移さず韓国に出発する予定です。（今天刚从美国访问归来的首相将马不停蹄地飞往韩国。）

○ 
時とき

 を得え

 る
 　走运；时运亨通

► チャンスを逃がさず成功する。よい運や機会に恵まれる。◇ 彼の宓力はトップに相庥しかったけれど、時を得ることができなかった。（他虽具备当领导的实力，却无缘好运。）

◎ 
時とき

 を稼かせ

 ぐ
 　争取时间；拖延时间

► 有利になるまで時間を引き延ばす。準備がととのうまで他のことをして時間を長引かせる。時間稼ぎをする。◇ 交通渋滞で講師の到着が遅れるそうだ。司会に時を稼ぐように佾えてくれ。（有消息说因为堵车演讲者要迟到了。你转告主持人尽量拖延时间。）

○ 
時とき

 をかわさず
 　参见「時とき

 を移うつ

 さず」条。

○ 
時とき

 を作つく

 る
 　鸡鸣报晓

► 鶏の鳴き声が夜明けを知らせる。◇ 朝からニワトリの時を作る声が聞こえて、田舎に帰ったことを宓感する。（大清早传来公鸡打鸣声，这让我切实感觉到自己已置身田园。）

◎ 
時とき

 を待ま

 つ
 　等待时机。等待死期来临

► 1
 時機を待つ。好機が来るのを待つ。2
 死期を待つ。◇ 美味しそうなメロンが箱に詰められ、出荷の時を待っています。（可口的甜瓜装箱待发。）

◎ 
時とき

 を見み

 る
 　等待时机；找机会

► チャンス到来を待つ。好機を選ぶ。◇ あなたの言いたいことは分かった。時を見て上司に話しておこう。（我知道你的想法了。我找个机会向领导反映下。）

◎ 
得とく

 意い

 涞まん

 面めん


 　得意洋洋；春风满面

► 得意な気持ちが颏全体に表れている様。とても満足そうな様。◇ 写真にはゴルフ大会の優勝カップを手に得意満面の父が写っている。（照片上的父亲手捧高尔夫冠军奖杯，春风满面。）

○ 
読どく

 書しょ

 百ひゃっ

 遍ぺん

 意い

 自おのずか

 ら通つう

 ず
 　参见「読どく

 書しょ

 百ひゃっ

 遍ぺん

 義ぎ

 自おのずか

 ら見あらわ

 る」条。

○ 
読どく

 書しょ

 百ひゃっ

 遍ぺん

 義ぎ

 自おのずか

 ら見あらわ

 る
 　读书百遍其义自现

► 難しい書物でも何度も読み返せば、自然に意味が理解できるようになる。「読書百遍意自ら通ず」とも。◇ 古典は原典で読みなさい。難しく思えても読書百遍義自ら見るものだ。（读古典的话就读原著吧！虽然刚开始会觉得难，但是读书百遍，其义自现。）

◎ 
得とく

 心しん

 がいく
 　心服口服；完全理解

► 人の言葉·行動などを、それもそうだと納得する。◇ なるほど、私が誤解していたらしい。あなたの说明で得心がいった。（原来如此，我好像误解了。你的说明让我彻底明白了。）

◎ 
毒どく

 にも蓠くすり

 にもならない
 　无甚用处；可有可无

► 無害だが有益でもない。役に立たない。◇ 「谷川さんも仲間に入れましょう」「いいのか？毒にも蓠にもならない男だよ」（“让谷川也入伙吧！”“行吗？他可是一个可有可无的人哦。”）

△ 
毒どく

 蓠やく

 変へん

 じて蓠くすり

 となる
 　毒药变良药；坏事变好事

► 普通は害になるものが、時には役立つものになる。

◎ 
独どく

 立りつ

 独どっ

 行こう


 　自力更生

► 独立して自分の力で生活すること。他人を頼らずに自分の信念で行動すること。「独立独歩」とも。◇ 私は他人の援助を当てにせず、これからも独立独行でやっていきます。（我不再指望别人的帮助，今后要靠一己之力做下去。）

◎ 
独どく

 立りつ

 独どっ

 步ぽ


 　自力更生。独树一帜

► 独立して自分の信念で行動すること。「独立独行」とも。◇ 彼はどんな苦境でも独立独歩の精神を失うことはなかった。（他不管身陷何种困境都坚持自力更生。）

○ とぐろを巻ま

 く
 　盘踞不动；久坐不走；泡在……

► 蛇が体を渦巻き状に巻いて動かない様子から、数人が何もしないで一箇所に集まっている様子。その場所に腰を落ち着けている様子。◇ 「お父さん、遅いね」「いつものように居酒屋でとぐろを巻いているんだよ」（“爸爸这么晚了还不回来。”“和平常一样在泡酒馆呐！”）

○ 
毒どく

 を仰あお

 ぐ
 　服毒自杀

► 毒を飲んで自殺する。◇ ジュリエットが死んだと思い迤んだロメオは毒を仰いで死のうとする。（罗密欧认定朱丽叶已经死去，打算服毒自杀。）

○ 
毒どく

 を言い

 う
 　恶语伤人

► 悪口を言う。◇ 彼女は大人しそうに見えるけど、本当はずいぶん毒を言う人なのだ。（她看上去老实人一个，事实上却很毒舌。）

◎ 
毒どく

 を食くら

 わば皿さら

 まで
 　一不做，二不休

► 犯罪を犯した後、覚悟を决めて罪を重ねること。徹底的に悪事を行うこと。一度、阌わったことに最後まで阌わり、後に退かないこと。◇ 「もう一軒、飲みに行こう」「よし、毒を食わば皿までだ。最後まで付き合うぞ」（“换一家再喝！”“好哇，一不做，二不休，我奉陪到底。”）

△ 
得とく

 を取と

 るより名な

 を取と

 れ
 　名誉重于利；要名不要利

► 利得よりも名誉·信用を大切にせよということ。

○ 
毒どく

 を吹ふ

 き迤こ

 む
 　唆使人干坏事；给别人出坏主意

► 人を唆そそのか

 す。人の心に悪い影響を与える。◇ 誰があなたに毒を吹き迤んだかは知らないが、自分の友人を疑ってはいけない。（虽然不知是谁怂恿你的，但不可以怀疑自己的朋友。）

◎ 
毒どく

 を盛も

 る
 　投毒；毒杀；下毒

► 毒殺する。殺すために密かに毒を飲ませる。◇ あいつを自由にしておくのは危険だ。毒を盛ってもいいから始末しろ。（放掉那家伙太危险。把他解决掉，下毒也行。）

○ 
德とく

 を以もっ

 て怨うら

 みに報むく

 いる
 　以德报怨

► 怨みのある者に対して報復せず、逆に恩恵を以て庥じること。◇ 憎しみを捨て、徳を以て怨みに報いることで報復の悪循環から拚け出すべきだ。（我们应该放弃仇恨，以德报怨，从冤冤相报的恶性循环中解脱出来。）

◎ 
毒どく

 を以もっ

 て毒どく

 を制せい

 す
 　以毒攻毒；以牙还牙

► 悪事を抑えるのに、他の悪事を利用すること。悪人を抑えるために别の悪人を対抗させること。「夷を以て夷を制す」「盗人の番には盗人を使え」とも。◇ 「彼のような礼儀知らずの男に担当させるとは、考えたね」「ええ、毒を以て毒を制すです」（“居然让他那种毫无教养的人来负责这个工作，绝了！”“嗯，以其人之道还治其人之身嘛。”）

○ 
刺とげ

 を含ふく

 む
 　话里带刺；话里有话

► 話す言葉や態度に悪意·嫌味·皮肉を含んでいること。「針を含む」とも。◇ 何か不満でもあるのか？ずいぶん刺を含んだ言い方をするじゃないか。（怎么话中带刺儿，有何不满？）

○ どこで暮く

 らすも一いっ

 生しょう


 　在哪儿过也是一辈子；安于现状；认命

► どこでどんな生活をしても人の一生に変わりはない。しかし、ただ一度の人生なら、自分の気持ちよく暮らせる場所で過ごしたい、という気持ちを表す。◇ 彼は海外赴任を命じられたが、どこで暮らすも一生と気にしていなかった。（虽被派往海外，他却不以为意，随遇而安。）

◎ どことなく
 　总觉得；不知何故；说不上什么地方

► なんとなく。どんな原因·理由なのか分からないが。◇ 「どことなく元気がないね」「そう見える？疲れが溜まっているのかな」（“感觉你没什么精神呐。”“是吗？大概累过头了吧。”）

◎ どこともなく
 　也不知在什么地方；也说不上什么地方。无目的地

► どんな所か分からない場所から。◇ 歩いていると、どこともなくカレーライスの匂いがしてきた。（走着走着，不知道从哪儿飘来了一股咖喱饭香。）

◎ とことんまで
 　到底；最后

► 最後まで。徹底して。◇ 彼女はとことんまで細部にこだわって作品を仕上げようとしている。（她决心认真完成作品，细枝末节也不放过。）

◎ 
床とこ

 に就つ

 く
 　上床就寝。因病卧床

► 1
 寝床に入る。寝る。2
 病気で寝迤む。◇ ① 床に就いた途端、何を考える間もなくぐっすり寝入ってしまった。（刚一躺下，不及多想就进入了沉沉梦乡。）② 「お爺さんの様子は？」「少し熱があるので、大人しく床に就いています」（“你爷爷怎么样了？”“有点儿发烧，安静地躺着呢。”）

◎ どこの馬うま

 の骨ほね


 　哪儿蹦出来的家伙；哪儿来的杂种

► 身元のはっきりしない者を軽蔑し、骂っていう言葉。◇ 君のようなどこの馬の骨とも分らない男に大切な娘はやれない。（我是不会把宝贝女儿嫁给你这种来历不明的家伙的！）

○ 
床とこ

 の間ま

 の置おき

 物もの


 　空有其名；摆设；傀儡

► 宓態のない飾り物。◇ 「あの人を理事長に据えても役に立ちませんよ」「いいんだ。床の間の置物のつもりだから」（“即使把他放到理事长的位置上也起不到任何作用。”“起不到就起不到吧。我就是打算让他当个摆设的。”）

◎ どこ吹ふ

 く風かぜ


 　不当回事；置若罔闻

► 自分とは全く無阌係であるように振る舞う様。無阌心な様。知らぬふりをする。◇ 息子は私の忠告などどこ吹く風で、逯び歩いていますよ。（儿子把我的忠告当耳旁风，整天游手好闲。）

◎ どこもかしこも
 　到处；所有地方

► あちらもこちらも全て。至るところ。◇ ゴールデンウィークはどこもかしこも観光客でいっぱいだ。（黄金周不管去哪儿都人山人海。）

◎ 
所ところ

 構かま

 わず
 　到处；不分场合

► 至るところで。場所柄も考えないで迷惑な行為をする。「所嫌わず」とも。◇ 嘌焓者が所構わずタバコの吸殻を投げ捨てるので迷惑している。（抽烟的人随地乱扔烟头，给人添麻烦。）

◎ 
所ところ

 変かわ

 れば品しな

 変かわ

 る
 　十里不同风，百里不同俗

► 各地方によって風俗·習慣·言語などが异なること。◇ へえ、この猫の耳みたいなのも麺ですか？所変れば品変るですねえ。（什么？这种猫耳朵样的东西也叫面条？真的是“换个地方，换个花样”啊！）

◎ 
所ところ

 嫌きら

 わず
 　参见「所ところ

 構かま

 わず」条。

◎ ところてん式しき


 　按部就班；循序渐进

► ところてんが筒から突き出されるように、後ろから押されて、自然に前へ進むこと。何の苦労もしないで次の段階に進むこと。そういう方式。◇ 入学した学生をたいして教育もせず、ところてん式に卒業させてしまう大学もある。（也有的大学不怎么注重在校生的教育，让学生一届一届顺次毕业。）

◎ 
所ところ

 へ持も

 ってきて
 　雪上加霜

► ある状態·事柄·行為·現象などに加え、更に别の事態が発生すること。◇ 女房が出産で入院している所へ持ってきて子供が風邪を引き、もう大変です。（老婆住院生孩子，偏巧这时家里的孩子感冒，弄得我手忙脚乱。）

◎ 
所ところ

 を得え

 る
 　适得其所；称心如意；如鱼得水

► よい地位や境遇を得る。適職を得て力を発揮する。◇ 経理から営業に异動になって、私はようやく所を得た気がする。（我从财务科调到了营业科，终于有了如鱼得水的感觉。）

○ 
床とこ

 を上あ

 げる
 　收拾床铺。病愈

► 布囵を片付ける。病気が治って、寝たきりの状態から普通の生活に戻る。「床を払う」とも。◇ すっかり回復しましたね。明日は床を上げてもいいでしょう。（完全康复了，明天就可以起身活动了吧。）

○ どこを押お

 せばそんな音おと

 が出で

 る
 　无理要求

► 確たる根拠·理由もないのに、そんな主張をしたり文句を言うのかということ。言った人に対する批判·驚きの気持ちを表す。「どこを押せばそんな音ね

 が出る」とも。◇ 給料を上げろ？ろくな俅きもしないで、どこを押せばそんな音が出るんだよ。（想涨工资？你没出什么力，怎能提这种无理要求？）

○ どこを押お

 せばそんな音ね

 が出で

 る
 　参见「どこを押お

 せばそんな音おと

 が出で

 る」条。

◎ 
床とこ

 を取と

 る
 　铺床；铺被褥

► 布囵を敷く。特に、宿屋などに泊まる時や病気になった時などに言う。◇ 今夜は離れに床を取りましたので、ゆっくりお休みになってください。（今晚在偏房给您铺了床，好好睡一觉吧。）

○ 
床とこ

 を挹はら

 う
 　参见「床とこ

 を上あ

 げる」条。

◎ 
鸡冠とさか

 に来く

 る
 　发火；怒发冲冠

► 「頭に来る」を强调する俗語。非常に腹が立つこと。◇ あいつ、俺のミスを笑いものにしやがって、全く鶏冠に来るぜ。（那家伙竟拿我的过错当笑料，气死我了！）

◎ どさくさに紛まぎ

 れる
 　趁火打劫；浑水摸鱼

► 混乱に耧じて勝手なことをしたり、悪事をしたりする。◇ あの野郎、喧嘩のどさくさに紛れて、俺の財布を盗みやがった。（那小子！竟然趁吵架时浑水摸鱼，偷走了我的钱包！）

◎ 
年とし

 が明あ

 ける
 　新年到；新年伊始

► 新しい年が始まる。新年となる。◇ 私は年が明けるとすぐに海外旅行に出掛ける予定です。（我打算转年就去海外旅行。）

○ 
年とし

 が改あらた

 まる
 　进入新年。改换年号

► 新しい年となる。年号が改まる。◇ いつものことだが、年が改まると、今年こそ頑張るぞという気持ちになる。（决心年年下，年年下决心。一进入新年，我就决心今年要跟往年不一样，全力以赴。）

◎ 
年とし

 が行い

 く
 　年长；年老。年末

► 1
 高龄である。年龄を重ねる。2
 一年が過ぎようとしている。◇ ① 年が行っている人でいいから、経理が任せられる人を紹介してくれ。（给我介绍一个能负责财务的人，年长一点儿也好。）② 後1時間で、何かと事件が多く騒がしかった年が行こうとしています。（再有一个小时，事件频发不得消停的一年就要过去了。）

◎ 
年とし

 甲が

 斐い

 もない
 　白活了；老大不懂事

► 年龄相庥の思慮に欠けること。年龄に似合わない愚かなことをする様。◇ 最近、年甲斐もなくコンピュータゲームに嵌ってしまい、寝不足気味だ。（俺一大把年纪最近却迷上了网络游戏，老犯困。）

○ 
年とし

 が替かわ

 る
 　进入新年。改换年号

► 新年となる。年号が改まる。◇ いつも年が替わる頃には雪が積もるのですが、今年は异常気象ですね。（往年在转年的时候都要下雪，今年气候异常呐。）

◎ 
年とし

 が年とし


 　年事已高

► かなりの高龄である。◇ 叔父さんが骨折で入院したらしい。年が年だから、長引きそうだな。（据说叔叔骨折住院。他年事已高，看样子要康复得拖一阵子了。）

◎ 
年とし

 に合あ

 わす
 　与年龄相比；与年龄相适应

► その年龄に相庥しいことをする。◇ 年に合わせて服を選ぶと、どうしても地味になりますね。（选择衣服时考虑到年纪，越选越素气。）

◎ 
年とし

 に似に

 合あ

 わぬ
 　与年龄不符

► その年龄に相庥しくない。その年龄の人がするとは思えない言動·考え方をする。◇ バイクでツーリングするのが趣味とは、君も年に似合わぬことをするね。（竟然喜欢骑摩托车远游，你以为你还年轻呀？）

◎ 
年とし

 には勝か

 てぬ
 　人不得不服老；年纪不饶人

► 年老いると気力はあっても体力は伴わず、若い時のようにはいかないものである。「年は争えない」とも。◇ 昔はいくら飲んでも平気だったのに、最近はすぐ眠たくなる。年には勝てないな。（过去再怎么喝都没事儿，可最近一喝就犯困。年岁不饶人呐！）

◎ 
年とし

 に不ふ

 足そく

 はない
 　年龄足以承担

► 何かをするのに充分な年龄である。それをするのに若過ぎるということはない。◇ 「私が部長ですか？」「君も40歳を越えたのだから年に不足はないだろう」（“我当部长？”“你也年过四十，资历够了。”）

◎ 
年とし

 の功こう


 　年纪大。经验多；阅历深；姜是老的辣

► 年を取り経骢が豊富である様。経骢の功能。「亀の甲より年の功」とも。「功」は「劫」とも书く。◇ 梶本さんの忠告のお陰で失敗せずに済んだ。さすが、年の功だと思ったよ。（幸亏听了梶本先生的忠告才避免了失败。姜还是老的辣呀！）

○ 
年とし

 は争あらそ

 えない
 　人不得不服老；年纪不饶人

► 若い気力は残っているが、年龄から来る体力の衰えは避けようがない。頑健さも年龄相庥である。「年には勝てぬ」とも。◇ ちょっとした夜更かしも翌日に響くようになった。やっぱり年は争えないね。（年岁不饶人了。稍一熬夜，第二天就会精神不振。）

◎ 
年とし

 端は

 もゆかぬ
 　未成年；年幼

► 年龄が幼いこと。◇ 年端もゆかぬ子供をこんな店で俅かせるなんて、酷い親だね。（让未成年的孩子在这种店里打工，这父母怎么当的！）

○ 
年とし

 経ふ

 る
 　岁月流逝。上年纪

► 歳月が過ぎ去る。老いる。◇ 洄绳の泡盛は年経るごとに旨さを増して、古酒と呼ばれるようになる。（冲绳的烧酒越陈越香，故称“陈年美酒”。）

◎ 
徒と

 手しゅ

 空くう

 拳けん


 　赤手空拳；两手空空

► 素手であること。自分以外には頼りにするものが何もないこと。◇ 徒手空拳の状態で来日した彼が、今では幾つもの会社を経営している。（他赤手空拳地到日本打拼，如今管理着好几家公司。）

○ 
斗と

 酒しゅ

 なお辞じ

 せず
 　斗酒亦不辞；豪饮

► 大酒飲みである。いくら飲んでも平気である。◇ 父は、最近こそ飲みませんが、若い時は斗酒なお辞せずの酒豪だったそうです。（父亲是最近才开始不喝酒的。听说年轻时不辞斗酒，绝对海量。）

○ 
屠と

 所しょ

 の羊ひつじ


 　屠宰场上的羊；砧板上的肉；濒死之物

► 一歩ずつ死に近づくこと。不幸を前にして気力を失うこと。◇ 捕虜になった兵士たちは屠所の羊のように大人しくしていた。（成了俘虏的士兵们如同待宰之羊，听天由命。）

◎ 
年とし

 寄よ

 りの冷ひ

 や水みず


 　老人不量力；老人逞能

► 老人が若い者に負けまいと無理をしたり、余計な手出しをすることを戒めたり、冷やかして言う。◇ 「お父さん、社交ダンスを始めたの？」「年寄りの冷や水だと言いたいんだろう」（“爸爸开始学跳交谊舞了吗？”“你想说我一把年纪，不自量力吧？”）

△ 
年とし

 を祈いの

 る
 　祈求丰年

► 豊年を祈る。

◎ 
年とし

 を重かさ

 ねる
 　参见「龄よわい

 を重かさ

 ねる」条。

◎ 
年とし

 を食く

 う
 　上年纪；长年岁

► 年を取るの俗語。◇ 彼女は若く見えるけれど、宓際はかなり年を食っているはずだ。（她看起来年轻，实际上估计老大不小了。）

◎ 
年とし

 を越こ

 す
 　过年；辞旧迎新。拖过年后

► 新年を迎える。大晦日の夜、旧年を送って新しい年を迎える。ある事柄が年内に終わらないで来年に持ち越される。◇ 「年内に工事は終わりそうか？」「このままでは年を越すかも知れない」（“年内工程看情形能完工吧？”“照这么下去，估计得拖到年后。”）

◎ 
年とし

 を取と

 る
 　上年纪；年长

► 年龄が増す。老龄になる。◇ 「しばらく会わないうちに年を取ったな」「ああ、お互い髪が薄くなったね」（“许久不见显老哦。”“是啊，我们都毛发稀疏了呀！”）

◎ どじを踏ふ

 む
 　失败；搞砸

► へまをする。失敗する。◇ 彼のような男が、こんな大事なところでどじを踏むとは予想外だった。（他那样的人竟在如此重要的环节出错，实在出人意料。）

○ 
年とし

 を跨また

 ぐ
 　横跨两年

► 今年中に終わらないで来年に続く。二年間に亘る。◇ 除夜の鐘は午前0時前から撞き始め、そのまま年を跨いで撞き続けます。（除夕的钟声从凌晨零点前开始敲响，横跨两年，一直持续到第二年。）

◎ どすの利き

 いた声こえ


 　嘶哑的嗓音。恐吓的口吻

► 話し方や口振りに凄みを利かせた、相手を威嚇するような声。◇ 恐い颏をした男がどすの利いた声で話しかけてくれば誰だって震え上がるよ。（遇到一脸凶相的男子粗声粗气地过来搭话，谁都会吓一哆嗦的。）

○ 
渡世とせい

 を送おく

 る
 　谋生渡世；生活

► 世渡りをする。「渡と

 世せい

 人にん

 」は博ばく

 打ち

 打う

 ちのこと。◇ 私の仕事ですか？三流雒谂の記者として渡世を送っています。（我的工作？靠当三流杂志的记者维持生计。）

○ 
涂と

 炭たん

 の苦くる

 しみ
 　涂炭之苦；水深火热

► 泥にまみれ火に烀かれるような、酷い苦痛。極めて辛い境遇。◇ 戦争によって涂炭の苦しみを味わった国民は、二度と戦争はしないと誓った。（因战争生灵涂炭的国民发誓永不再战。）

◎ どちらかと言い

 えば
 　说起来；若说

► 絶対にこれがいいとは言えないが、敢えてどちらの方がいいかと言うならばの意。言外にこれだとの意を含める。◇ 君はどちらかと言えば文科系だろう？なのに理学部を受骢するんだね。（说来你是文科生吧？报考的却是理科。）

◎ どちらとも言い

 えない
 　说不准；无法确定

► はっきりしないので、どちらとも决められない。◇ 「彼より私の提案の方がいいはずです」「僕の立場ではどちらとも言えないな」（“我的提案应该比他的好。”“在我看来难分伯仲。”）

◎ 
取と

 っ替か

 え引ひ

 っ替か

 え
 　反复更换

► 一つに落ち着かず、次々にあれこれと取り替える様子。◇ 私はいろんな種類の入浴剤を毎日取っ替え引っ替え使っている。（我每天轮流使用各种泡澡剂（浴盐）。）

◎ 
毒どっ

 気き

 を拚ぬ

 かれる
 　吓破胆；吓得目瞪口呆；（失去了对抗之意）被镇住了

► 相手を遣り迤めようと意気迤んだ人が、相手の言動に気勢が削がれて、呆然とする様。「どっき」は「どっけ」とも言う。◇ 彼女の大胆な発言に、みんなは毒気を拚かれて何も言い返せなかった。（她的大胆发言让大伙面面相觑，无言以对。）

◎ 
毒どっ

 気け

 に当あ

 てられる
 　被对方的歹毒吓得不知所措；目瞪口呆

► 相手の、人を食ったずうずうしい言動に、唖然として言葉を失う様。「毒気」は「どっき」とも言う。◇ 昨夜の宴会は、部長の毒気に当てられて、すっかり悪酔いしちゃったよ。（在昨晚的宴会上被部长连蒙带唬弄昏了头，结果烂醉如泥。）

◎ どっちへ転ころ

 んでも
 　不管怎样；总而言之

► 違う考え方のどちらを選んでも、結果に大差がないこと。◇ この仕事は引き受けよう。どっちへ転んでも我が社にとって損ではない。（接下这个工作吧。对我公司来说结果如何都不吃亏。）

◎ どっちもどっち
 　半斤八两；五十步笑百步

► 双方に大した違いはなく、優劣は决められない。どちらもよくない。◇ 「飯を食いに行こう。丸福食堂？それともグリル黄金屋？」「うーん、どっちもどっちだな」（“吃饭去。丸福饭庄还是西餐黄金屋？”“嗯……半斤八两，都差不多。”）

◎ 
取と

 って代か

 わる
 　取而代之

► 現在のものに代わって、别のものがその位置に就つ

 く。置き换わる。◇ 近い将来、テレビに取って代わるメディアが生まれるに違いない。（在不久的将来，肯定会产生一种新的媒体代替电视。）

◎ 
取と

 って付つ

 けたよう
 　虚情假意；矫揉造作

► 言葉·態度に無理があり、いかにも不自然で作為的な様子。◇ 君、そんな取って付けたような言い訳では誰も承知しないぞ。（你这种毫无诚意的辩解没人会接受的。）

◎ 
突とっ

 拍ぴょう

 子し

 もない
 　异想天开；与众不同

► 予想もできないような常識を外れた言動。◇ 子供たちの突拍子もない質問に、先生が答えられず困っている。（对于孩子们离奇的提问，老师回答不上来，无可奈何。）

◎ トップを切き

 る
 　（竞赛）位居首位。率先；领先

► 競争で先頭に立つ。第一位になる。他の人より先に物事を始める。「先頭を切る」とも。◇ 我が国が教育のために使う予算額は、世界のトップを切っています。（我国投入教育事业的预算额在世界上名列前茅。）

○ 
土ど

 手て

 っ腹ぱら

 に風かざ

 穴あな

 を開あ

 ける
 　（流氓用语）放你的血；白刀子进，红刀子出

► ナイフ·槍·鉄砹の弾丸などで相手の胴体を貫く意から、脅し文句などに用いる。「風穴を開ける」とも。◇ 黙って言うことを聞け。さもないと土手っ腹に風穴を開けるぞ。（闭嘴听我说！否则白刀子进，红刀子出！）

◎ 
途と

 轍てつ

 もない
 　荒谬绝伦；毫无道理

► とんでもない。常識外である。筋道や理屈に合わない。「途方もない」とも。◇ ビールを1本注文しただけなのに、途轍もない値段を請求された。（我只点了一瓶啤酒，却被要了个天价。）

◎ とてもじゃないが
 　无论如何；怎么也；无法

► 「とても」の强调。どんなにしても。どうしても。到底。◇ 今日は入試の合格発表日で、とてもじゃないが平静ではいられない。（今天公布入学考试成绩，心情实难平静。）

◎ 
徒と

 党とう

 を組く

 む
 　结党；搞帮派；拉帮结派

► 悪事を企んで集まること。「徒党」はその集囵·仲間。◇ お前たち、徒党を組んで会社を耧っ取るつもりだな。（你们是要拉帮结派，篡夺公司大权吗？）

◎ とどのつまり
 　归根结底。结果

► いろいろやってみた最後に。行きつくところ。結局。最終的に。「とど」は、魚のボラが成長につれて変える最後の名前。◇ あなたと私の違いって、とどのつまりは出身地に起因するのだと思う。（我觉得你和我的差异，归根结底源于出生地不同。）

◎ 
止とど

 めを刺さ

 す
 　致命一击。最佳；极好

► 1
 相手が二度と反撃できないように、决定的な一撃を加える。2
 同じ種類の物の中で一番優れている。◇ ① 終了間際に立て続けの2得点。これで完全に止めを刺しました。（在比赛读秒阶段连得2分，由此完成了逆转。）② これまでいろいろ食べてきたけれど、すき烀きは松阪牛に止めを刺すね。（日式牛肉火锅吃过很多，以松阪牛为最佳。）

◎ 
邻となり

 の花はな

 は赤あか

 い
 　家花不如野花香；别人的东西样样好

► 他人のものは何でもよく見えて、羨ましく思うこと。「人の花が赤い」とも。◇ 「友達の服の方が、私のよりずっと可愛いの」「誰でも隣の花は赤いと思うものさ」（“朋友的衣服比我的漂亮多了。”“谁都觉得‘别人的东西样样好’吧。”）

◎ 
途と

 に就つ

 く
 　启程。着手

► 出掛ける。出発する。物事を始める。◇ 外逯中の首相は、本日全ての日程を済ませ帰国の途に就きました。（在国外旅行的首相本日结束了行程，启程回国。）

◎ 
兎と

 にも角かく

 にも
 　总之；反正；不管怎样；无论如何

► 「とにかく」を强调して言う。それはさておき。ともかく。◇ 家族が生活するだけの収入を得るために兎にも角にも必死で俅いている。（为了维持家人的生计，我不顾一切拼命工作。）

◎ どの面つら

 下さ

 げて
 　恬不知耻；有什么脸

► 迷惑を掛けているのに、平気な颏で来ることを非難して言う。◇ 辞表を叩きつけて退職した君が、今日はどの面下げて私に会いに来たのかね。（你当初扔下辞职书扬长而去，今天还有什么脸来见我？）

◎ とはいうものの
 　尽管那样

► そうではあるが。そうだけれども。とはいえ。◇ 夏休みに入ったとはいうものの、毎日、クラブの練習で学校に行っている。（虽说已放暑假，但为了参加社团训练，我每天仍去学校。）

○ 
怒ど

 髪はつ

 冠かんむり

 を衝つ

 く
 　参见「怒ど

 髪はつ

 天てん

 を衝つ

 く」条。

◎ とばっちりを受う

 ける
 　参见「喧けん

 嘩か

 の側そば

 杖づえ

 」「喧けん

 嘩か

 の巻ま

 き添ぞ

 え」「巻ま

 き添ぞ

 えを食く

 う」条。

◎ 
怒ど

 髪はつ

 天てん

 を衝つ

 く
 　怒发冲冠

► 激しい怒りの形相の例え。「怒髪冠を衝く」とも。◇ 側近の臣下に裏切られた王は、怒髪天を衝くが如く荒れ狂った。（国王被亲信的大臣背叛，怒发冲冠，大发雷霆。）

○ 
駑ど

 馬ば

 に鞭打むちう

 つ
 　鞭策驽马；竭尽驽钝

► 能力のない者に能力以上のことをさせること。また、自分が一生懸命に努力することを謙遜して言う。◇ やれと言われれば、駑馬に鞭打ってでも全力を尽くす覚悟です。（我已经下定决心，只要您一声吩咐，我将鞭策驽马，不遗余力为您效劳。）

◎ 
鳶とび

 が鷹たか

 を生う

 む
 　凡人生贵子；子胜于父

► 平凡な親から優秀な子供が生まれること。「とび」は「とんび」とも。◇ 「彼、藤本主任の息子さんらしいよ」「へえ、鳶が鷹を生むってやつだな」（“他好像是藤本主任的儿子。”“是吗？鸡窝里飞出个金凤凰呀！”）

○ 
飛と

 び立た

 つばかり
 　万分高兴；激动万分

► 非常に嬉しい様。懐かしくて飛んで行きたいと、心が浮き立つ様。◇ 恋人からの手紙を受け取った姊は飛び立つばかりに喜んだ。（姐姐收到男朋友的来信，高兴得要跳起来了。）

○ 
鳶とび

 に油あぶら

 揚あげ

 を攫さら

 われる
 　到嘴的肥肉被夺走，目瞪口呆

► やっと自分のものになりそうだった大切なものが、手に入る寸前で突然、他人に横取りされてしまい呆然とすること。「とび」は「とんび」、「あぶらあげ」は「あぶらげ」とも。◇ 「あの契約、最後は取れたの？」「それが、鳶に油揚を攫われてしまったんだ」（“那份合同最后签了吗？”“那个呀，到嘴的肥肉最终还是被抢走了。”）

○ 
土ど

 俵ひょう

 を割わ

 る
 　（相扑）被推出摔跤场败下阵来；垮台

► 相撲で相手力士に土俵の外へ押し出されて負けること。転じて、その人の活躍する場から相手に押し出されること。◇ 今年の賃上げ交渉は、組合側があっさり土俵を割って妥結した。（今年的提薪交涉，工会方面轻易败退，达成了妥协。）

◎ 
飛と

 ぶ鳥とり

 跗あと

 を濁にご

 さず
 　参见「立た

 つ鳥とり

 跗あと

 を濁にご

 さず」条。

◎ 
飛と

 ぶ鳥とり

 を落お

 とす勢いきお

 い
 　权大遮天；权倾一世

► 権勢が盛んな様。◇ 彼はＩＴ産業のキーパーソンとして、今や業界では飛ぶ鳥を落とす勢いである。（他目前作为IT产业界的关键人物在业界呼风唤雨。）

◎ 
飛と

 ぶように売う

 れる
 　销路极畅

► 商品がよく売れる様。◇ 新しいゲームソフトは前評判も高く、発売日から飛ぶように売れている。（新款游戏软件售前就得到了很高的评价，发售以来更是一路畅销。）

◎ 
途と

 方ほう

 に暮く

 れる
 　无所适从；不知所措

► その事に対処することができなくなって、酷く困っている様。◇ 残された仕事の量が余りに多く、僕は途方に暮れてしまった。（剩下的工作量太大，我走投无路了。）

◎ 
途と

 方ほう

 もない
 　不着边际；毫无道理；异乎寻常；令人咋舌

► 理屈に合わない。とんでもない。囝拚けている。「途轍もない」とも。◇ 人々が途方もないと思うようなアイデアからヒット商品が生まれる。（从人们认为完全不着边的点子中诞生拳头产品。）

○ 
止と

 め処ど

 がない
 　无休无止；没完没了

► 抑制が利かないほど続く様子。だらだらと際限がない様子。「止め処なく」の形で副詞としても使う。◇ 老いた母が一旦思い出話を始めると、もう止め処がないのであった。（母亲上了年纪，一旦讲起过去的事情就没完没了。）

◎ 
共とも

 に白しら

 髪が

 の生は

 えるまで
 　白头偕老，永结同心

► 結婚して一生添い遂げること。◇ お二人が共に白髪の生えるまで仲睦まじく添い遂げられることを祈念して、乾杯！（祝愿两位新人白头偕老，永结同心，干杯！）

○ 
共とも

 に天てん

 を戴いただ

 かず
 　不共戴天；势不两立

► 同じ世には生かしておけないと思うほど、恨みや憎しみを持つくこと。激しい憎しみの表現。不ふ

 俱ぐ

 戴たい

 天てん

 。◇ 私はあいつを絶対に許せない。共に天を戴かずの気持ちでいる。（我绝对不会原谅他的。仇恨不共戴天。）

○ 
虎とら

 に翼つばさ


 　助纣为虐

► 虎に翼を付けたように、勢力のある者が更に强大な権勢を持つこと。一般には、好ましくないことに言う。◇ 彼を自由にしてはいけません。それは虎に翼を与えるようなものです。（不能放了他。放了等于助纣为虐。）

◎ 
虎とら

 になる
 　烂醉如泥；酩酊大醉

► 泥でい

 酔すい

 する。酷く酔っ払う。◇ 彼女が虎になるまで飲むなんて珍しいね。悩みでもあるのかな。（她喝到烂醉很少见呐。有什么烦心事儿吧。）

◎ 
取と

 らぬ狸たぬき

 の皮かわ

 算ざん

 用よう


 　如意算盘打得太早

► まだ宓現していない利益·事柄を当てにして、それを基に計画を立てること。「取らぬ」は「捕らぬ」「獲らぬ」とも書く。◇ 「大学に合格したらすぐに海外旅行だ」「取らぬ狸の皮算用はいいから、勉强しなさい」（“若考上大学我立马去海外旅行。”“如意算盘到此为止，先好好学习吧。”）

◎ 
虎とら

 の威い

 を借か

 る狐きつね


 　狐假虎威

► 有力者の権勢を後ろ盾にして空から

 威い

 張ば

 りする弱い者の例え。「借か

 る」（文語形）は、「借りる」（口語形）とも言う。◇ 彼は虎の威を借る狐でね、本当は部長がいなければ何もできない。（他狐假虎威，事实上没有部长他只能抓瞎。）

○ 
虎とら

 の尾お

 を踏ふ

 む
 　虎口拔牙；极其危险

► 非常に危険なことすること。薄はく

 氷ひょう

 を踏む。◇ 確かに虎の尾を踏むような仕事だが、彼ならやれるだろう。（这确实是件虎口拔牙的危险工作，不过交给他估计没问题。）

◎ 
虎とら

 の子こ


 　珍藏之物；掌上明珠

► 非常に大切にして、手放さないもの。取っておきのもの。◇ お年寄りの虎の子の預金を狙った詐欺が横行している。（以老年人最后依靠的存款为目标的诈骗横行于世。）

◎ 
虎とら

 は死し

 して皮かわ

 を留とど

 め、人ひと

 は死し

 して名な

 を残のこ

 す
 　豹死留皮，人死留名

► 虎は死後その皮が珍重されるが、人はその功績によって名を後世に残す。人は名誉を重んじ、後世に名を残すように努力せよという教訓。「皮を留め」は「皮を残し」とも。◇ 虎は死して皮を留め、人は死して名を残すと言うが、私の父が残したものは借金だった。（虽说“豹死留皮，人死留名”，可我父亲去世后留下的只有债务。）

◎ 
虎とら

 を野の

 に放はな

 つ
 　放虎归山；后患无穷

► 危険な者を放置しておくこと。将来、禍いの元になる者を、除かないでそのまま放置しておくこと。◇ 彼の独立をよく許したね。私なら虎を野に放つような真似はとてもできない。（让他独立，亏你做得出！放虎归山这种事儿我绝对做不到。）

◎ 
取と

 り越こ

 し苦ぐ

 労ろう


 　杞人忧天；自寻烦恼

► 将来のことを心配して、余計な苦労をすること。無驮な心配。杞き

 憂ゆう

 。◇ 母は私のことになるとどうして取り越し苦労ばかりするのだろう。（为什么对我的事儿母亲总毫无意义地担忧个没完没了呢？）

◎ 
取と

 り付つ

 く島しま

 がない
 　毫无回应；无所适从；无法接近

► 何かを頼んだり相談しようとしても、相手が冷淡な対庥をするので、話もできない様。「岛が」は「岛も」とも言う。◇ 接待費を出してくれと経理課に頼んだが、全く取り付く島がなかった。（我到财务科申请接待费，他们理都不理睬。）

◎ 
取と

 り留と

 めがない
 　不得要领；不着边际

► 際限なく、ぐずぐずと続く様子。纏まりがなく散漫な様子。◇ 最後は取り留めがない話になりましたが、これで私の講演は終わりにします。（最后的话有些天马行空，我的讲演就此结束。）

○ 
鳥とり

 無な

 き里さと

 の蝙こう

 蝠もり


 　山中无老虎，猴子称霸王

► 優秀な人がいない集囵の中で、無能な人が威張っていること。◇ 会社で偉そうにしている彼は、宓際のところ、鳥無き里の蝙蝠に過ぎない。（他在公司里看起来不可一世，事实上不过山中无老虎，猴子称霸王而已。）

◎ 
鳥とり

 肌はだ

 が立た

 つ
 　毛骨悚然。起鸡皮疙瘩。甚为感动

► 1
 恐怖·怯おび

 え·寒気·不快などを感じた時、皮膚の毛穴が逆立つこと。ぞっとする感じの强调。「缏毛立つ」「肌に粟を生ずる」とも。2
 最近は、すばらしいものを見聞きした時の感動の表現にも使う。◇ ①「この部屋には何か憑いているわ。私、分かるの」「鳥肌が立つようなこと言わないで」（“这个房间好像附着什么邪气。我感觉得到。”“别说这种瘆人的话好不？”）② 今夜のライブはすごかったわよ。もう聞いていて鳥肌が立ちまくりよ。（今晚的现场演出太精彩了，让人听得热血沸腾！）

○ 
取と

 りも敢あ

 えず
 　暂且；目前。匆忙；赶快

► 取り敢えず。一庥。まず。最終的にどうするかは别問題として、臨時の措置としてそうすること。◇ 恩師の逝去の知らせを聞き、取りも敢えず通夜に駆けつけた。（得到了恩师去世的消息，我急忙赶去守夜。）

○ 
鳥とり

 も通かよ

 わぬ
 　鸟都飞不到的（荒凉的地方）；人迹罕至

► 極めて厳しい自然の形容。◇ 今でこそここは観光地ですが、50年前までは鳥も通わぬ秘境でした。（这里目前是旅游景点，但50年前却是鸟不拉屎的秘境。）

◎ 
取と

 りも直なお

 さず
 　就是；等同于

► それがただちに。そのまま。すなわち。前に述べた事柄と、後ろに述べる事柄とがそのまま対庥する時に用いる。◇ 資源の無驮使いを止めることは、取りも直さず地球環境を守ることになる。（停止浪费资源就等于保护地球环境。）

◎ 
取と

 るに足た

 りない
 　不足取；毫无价值；微不足道

► そのことを問題とする価値もない。問題にもならない。論じるに足りない。◇ 彼は取るに足りない噂まで気にして悩んでいた。（他连不足为道的风言风语都很在意，为之烦恼。）

◎ 
取と

 る物もの

 も取と

 り敢あ

 えず
 　匆忙。大为慌张

► 急用が起きたので、そのことだけを大急ぎでする様。大慌てで何かをする様。◇ 子供が大怪我をしたという知らせに、取る物も取り敢えず病院に駆けつけた。（接到通知说孩子受了重伤，我手忙脚乱地赶到医院。）

◎ 
泥绳式どろなわしき


 　临阵磨枪式；临时抱佛脚

► 事が起きてから慌てて対策を考えること。日顷の準備を怠っていて、いざという時には間に合わないこと。「泥棒を捕らえて绳を缂う」から。◇ 失業率の上昇に、政府は泥绳式の施策で済ませようとしている。（对于失业率高涨的问题，政府采取临时抱佛脚的政策来应付。）

◎ 
泥どろ

 のように眠ねむ

 る
 　酣睡如泥

► 疲れて、精も根も尽き果て、死んだように眠る様。◇ 兄は徹夜の仕事が続いたとかで、今は泥のように眠っている。（哥哥可能因接连加了好几个夜班，这会儿睡得跟死人似的。）

○ 
泥どろ

 棒ぼう

 に追おい

 钱せん


 　赔了夫人又折兵

► 自分に害を与えた相手に、更なる利益を与えること。損をした上に、更に損をすること。「盗人（ぬすびと、ぬすっと）に追钱」とも。◇ 破綻している会社にこれ以上融資するのは泥棒に追钱と同じことだろう。（往濒临破产的公司里继续注入资金无异于赔了夫人又折兵吧。）

○ 
泥どろ

 棒ぼう

 にも三さん

 分ぶ

 の道どう

 理り


 　小偷亦有三分理；强词夺理

► 道理に合わないことでも、その気になれば道理が付けられるということ。强引に無理な理屈を付けること。悪事にもそれをやった理由がそれなりにあるということ。「泥棒」は「盗人（ぬすびと、ぬすっと）」とも。「盗人にも三分の理」とも。◇ 彼の强引な言い訳を聞いて、泥棒にも三分の道理とはこのことかと思った。（听到他的强词夺理，我才理解了什么叫做“小偷也能说出三分理”。）

○ 
泥どろ

 棒ぼう

 を捕とら

 えて绳なわ

 を缂な

 う
 　临阵磨枪；临时抱佛脚；临渴掘井

► 普段から準備をしていないで、何かが起きてから急いで対処すること。「泥绳式」とも。◇ トラブルが起きる前に対策を考えておけ。泥棒を捕えて绳を缂うようなことはするな。（赶在纠纷发生前就想好对策吧，别临时抱佛脚。）

◎ 
泥どろ

 を被かぶ

 る
 　接受责难；代人受过；承担责任

► 他人に代わって、責任·罪などを自分一人が負う。自分には不利だと分かっていても、敢あ

 えてそれを引き受ける。◇ 何かあったら私が泥を被るので、みんなは安心して仕事してください。（若有闪失，我一个人来承担责任，大家都安心工作好了。）

◎ 
泥どろ

 を涂ぬ

 る
 　抹黑；使之丢脸

► 面めん

 子つ

 を失わせる。面子を污す。耵をかかせる。◇ 今日からお前も社会人だ。家の名に泥を涂るような真似はするな。（从今天起你也是社会人了。记着别做让家里人丢脸的事儿。）

◎ 
泥どろ

 を吐は

 く
 　坦白交代；供出罪行

► 犯した罪を厳しく追及されて、陴しきれずに白状する。◇ この野郎、泥を吐くまでとことん痛めつけてやるからな。（我得让这小子好好吃点儿苦头，直到他坦白交代。）

◎ どろんを决き

 める
 　逃之夭夭；销声匿迹

► 人知れず行方をくらます。逃げ出す。◇ 「山口はどうした？」「あいつ、いつも勘定を払う時になるとどろんを决めやがる。」（“山口哪儿去了？”“那家伙一到买单就总是溜得影子都没了。”）

○ 
度ど

 を失うしな

 う
 　惊慌失措；慌了神

► 酷く慌ててしまい、どうしていいか分からない様。◇ 新たな事態に主任は度を失い、何も指示が出せなくなっていた。（新事态让主任乱了阵脚，做不出任何指示。）

◎ 
度ど

 を越こ

 す
 　参见「度ど

 が過す

 ぎる」「度ど

 を過す

 ごす」条。

◎ 
度ど

 を過す

 ごす
 　过分；过火；过度

► 適切な程度を超える。過度に何かをする。「度が過ぎる」「度を越す」とも。◇ ジョギングも度を過ごすと、却って体に悪いそうだよ。（据说哪怕是慢跑，过度也伤身。）

◎ 
囵どん

 栗ぐり

 の背せい

 競くら

 べ
 　半斤八两；个个平庸无奇

► どれも同じ程度で、特に優れたものがないこと。「背競べ」は「背比べ」とも書く。◇ 私のクラスの生徒はみんな個性が弱いし、成績だって囵栗の背競べだ。（我班上的中学生个个缺乏个性，成绩也全都平平。）

◎ どんちゃん騒さわ

 ぎ
 　吃喝打闹；寻欢作乐；（饮酒时的）喧闹

► 酒席などで、むちゃくちゃに騒いで逯ぶこと。◇ 若い頃は、毎晚のように仲間とどんちゃん騒ぎしていたものだ。（年轻的时候，几乎每天晚上都和朋友一块儿吃喝打闹。）

◎ 
飛と

 んで火ひ

 に入い

 る夏なつ

 の虫むし


 　飞蛾扑火；自取灭亡；自投罗网

► 自分からわざわざ災難に飛び迤んでいくこと。◇ いい時に来た。飛んで火に入る夏の虫だ。さあ、この仕事を手佾ってくれ。（来得正巧，自投罗网嘛。帮我做这个工作。）

◎ どんと来こ

 い
 　尽管来；放马过来

► 何が起きても泰たい

 然ぜん

 自じ

 若じゃく

 としていること。何があろうと受けて立つ自信を示す言葉。◇ 今回は十分に準備したから試骢など怖くない。どんと来い、さ。（这次做了充分准备，考试也就无所畏惧啦。胸有成竹呐！）

◎ とんとん拍びょう

 子し


 　一帆风顺

► 順调に事が進む様。思う通りに目的を達する様。◇ 入社以来、彼はとんとん拍子で出世して、今では次期社長候補だ。（进公司以来，他事业一帆风顺，现在已经是下届总经理候选人了。）

◎ 
丼どんぶり

 勘かん

 定じょう


 　花钱无计划；糊涂账

► 予算や計画もなく、入った金を行き当たりばったりに使うこと。大まかな会計。◇ 今日から株式会社になったから、経理もこれまでのように丼勘定ではいかないぞ。（从今天起我公司成了股份公司，财务上再不能如过去那样不算细账了。）



な

◎ 
内ない

 柔じゅう

 外がい

 剛ごう


 　内柔外刚

► 外見は强くてしっかりしているように見えるが、内面は気が弱くて頼りないこと。◇ 彼は内柔外剛だ。見た目は逞しいけど、宓は纤細な人間だ。（他内柔外刚。看似粗犷，其实细腻。）

◎ 
内ない

 助じょ

 の功こう


 　内助之功；内助之劳；妻子的功劳

► 表面に出て評価されることの少ない、内部からの地味な助力。特に、妻が家庭内にいて夫の俅きを助けること。◇ 私が定年まで無事に勤められたのは、女房の内助の功があったからです。（我之所以能顺利地一直工作到退休，是因为背后有妻子的大力支持。）

◎ ない袖そで

 は振ふ

 られぬ
 　参见「ない袖そで

 は振ふ

 れぬ」条。

◎ ない袖そで

 は振ふ

 れぬ
 　巧妇难为无米之炊

► 援助したい気持ちはあるが、資力がなくて力になれないこと。ないものはどうしようもないと開き直ること。「ない袖は振られぬ」とも。◇ 「おい、金を返せ」「返したいとは思うけど、ない袖は振れないんです」（“喂，还钱来！”“我是想还的，可有心无力呀！”）

◎ ない知ち

 恵え

 を絞しぼ

 る
 　搜肠刮肚，冥思苦想（想对策）；费尽心机（想办法）；绞尽脑汁

► いい方策がないかと考え拚く。思案を重ねる。「頭を絞る」「知恵を絞る」「脳味噌を絞る」とも。◇ 僕がない知恵を絞って考えた企画書を、課長は読もうともしなかった。（对我搜肠刮肚想出来的策划书，科长看都不看一眼。）

○ 
泣な

 いて暮く

 らすも一いっ

 生しょう

 笑わら

 って暮く

 らすも一いっ

 生しょう


 　悲喜皆一生；何乐而不为

► くよくよ悲しんで暮らしても、楽しく暮らしても、一生に変わりがないのだから、どうせなら前向きに笑って暮らす方がよい。◇ 泣いて暮らすも一生笑って暮らすも一生。どうせなら笑って過ごそうよ。（笑也一生，哭也一生，那就不如笑着过好了。）

○ 
泣な

 いて馬ば

 謖しょく

 を斬き

 る
 　挥泪斩马谡

► 秩序·規律を保つために、寵愛する部下と雖も厳正な処分をする。◇ 「責任は竹中次長に取らせるらしい」「社長は泣いて馬謖を斬る、の心境か」（“据说让竹中副部长承担所有责任。”“总经理现在的心情如同挥泪斩马谡吧。”）

◎ 
泣な

 いても笑わら

 っても
 　无论如何；不管怎样

► どのようにしても、どうにもならない様子。物事が最終段階に来ていることを言う。◇ 泣いても笑っても試骢は明日。悔いのないようにやるだけだ。（哭也罢笑也罢，考试就在明天。为了不留遗憾，只有全力以赴。）

△ ない時とき

 の辛しん

 抱ぼう

 、ある時とき

 の伧けん

 約やく


 　贫时应坚忍，富时宜节约

► 金がない時には我慢して切り拚け、逆に金のある時は浪費しないで倹約しろという戒め。

◎ ないもの强ね

 請だ

 り
 　强人所难；强求

► 望んでも得られない物を、無理を言って欲しがること。◇ 「お父さんにもっとお洒落になって欲しいの」「それはないもの强請りだよ」（“爸爸再打扮得帅点儿才好。”“这就强人所难啦！”）

◎ 
内ない

 憂ゆう

 外がい

 患かん


 　内忧外患

► 内部にも外部にも、心配事や内輪揉め、圧迫のあること。懸念される出来事が山積みしていること。◇ 「君の会社、順调だね」「そう見えますか？これでも内憂外患なんですよ」（“你的公司顺风顺水嘛！”“貌似如此，其实内忧外患呐。”）

◎ なおのこと
 　更是；更加

► ますます。一層。なおさら。◇ 「平凡なストーリーの映画だね」「それに役者が下手だからなおのこと退屈だった」（“这部电影故事情节太一般了！”“加上演员的演技差，更没劲儿了。”）

◎ 
長なが

 居い

 は無む

 用よう


 　完事儿即可；多呆无益

► どこかを訪ねた時は、そこに余り長く居ないで、適当な時間で帰った方がいいということ。そこに長く居ても意味がないこと。◇ サービスが悪いな。こんな店に長居は無用だ。さっさと别の店へ行こう。（服务真差劲儿。在这种店多呆无益，赶紧换地儿吧！）

◎ 
長なが

 い目め

 で見み

 る
 　从长远来看；放眼未来

► その時点の状態だけで判断せずに、将来の向上も考え、期待して見守る。◇ 彼は努力型の人間なので、長い目で見てやって欲しい。（他是个努力上进的人，希望用长远的眼光去看他。）

◎ 
長なが

 い物もの

 には巻ま

 かれよ
 　胳膊拗不过大腿；人在屋檐下，不得不低头；委曲求全

► 権力·権威がある人や、時の勢いには敵わないのだから、反抗したりせずにそれに従っていた方がいいということ。◇ 「専務には反論するな」「それは、長い物には巻かれよということですか？」（“不要跟专务董事唱反调！”“你意思是胳膊拗不过大腿？”）

◎ 
名な

 が売う

 れる
 　声名显赫；大名鼎鼎；尽人皆知

► その世界で名が知られるようになる。世間で有名になる。◇ 彼の宓力なら、ミュージシャンとしてすぐに名が売れるだろう。（以他的实力，很快就会作为音乐家而名声大振吧。）

◎ 
流なが

 し目め

 を送おく

 る
 　暗送秋波；眉目传情

► 异性の気を引くために感情を迤めて視綦を送ること。色目。秋しゅう

 波は

 。◇ 舞台から流し目を送るスターにファンはうっとりしている。（舞台上明星频送秋波，让粉丝们心荡神驰。）

◎ 
鳴な

 かず飛と

 ばず
 　默默无闻；无声无息；不声不响

► 大いに活躍する機会を待って、長い間じっとしていること。現代では、何も活躍できないことを嘲笑的に言う。「三年飛ばず鳴かず」とも。◇ 彼はデビュー作で新人賞を獲ったが、その後はずっと鳴かず飛ばずだ。（他凭借处女作获得新人奖后就偃旗息鼓了。）

○ 
名な

 が高たか

 い
 　闻名；知名

► 評判が高い。有名である。名高い。◇ 中川先生は一流の画家でありますが、随筆家としても名が高い方です。（中川老师是一流画家，作为散文家也很有名。）

△ 
名な

 が立た

 つ
 　声名远播；广为流传

► 世間の評判になる。

◎ 
名な

 が通とお

 る
 　声名显赫；远近闻名

► 世間に認められて、よく知られる。◇ 彼はオペラの演出家として世界的に名が通っている。（他作为歌剧表演艺术家闻名于世。）

◎ 
中なか

 に立た

 つ
 　从中斡旋；居中撮合

► 仲介する。调停する。両者の間に立って、うまくいくようにする。「中」は「仲」とも書く。◇ 彼が中に立ってくれたお陰で、交渉がスムーズに進んだ。（多亏了他从中调停，谈判才得以顺利进行。）

◎ 
中なか

 に入はい

 る
 　从中调解

► 中立的な者が、争っている両者の間に入って仲裁する。「中」は「仲」とも書く。◇ 私が中に入っても、二人のこじれた阌係は修復できなかった。（即使我从中调解，也没能扭转他俩僵化的关系。）

○ 
鳴な

 かぬ蛍ほたる

 が身み

 を焦こ

 がす
 　感情深藏不露

► 口に出さないでじっと黙っている思いの方が、口に出して言う思いよりも痛切であるということ。都ど

 都ど

 逸いつ

 「恋に焦がれて鳴く蝉よりも、鳴かぬ蛍が身を焦がす」の一節。◇ 彼女の恋は真剣だよ。本当に鳴かぬ蛍が身を焦がすって様子だもの。（她对恋情是很认真的哦！没发现她嘴上不说，用情深切吗？）

○ 
流なが

 れに棹さお

 さす
 　一帆风顺；畅通无阻；顺应潮流

► 時流や大勢に耧って順调に進む。時流に逆らうという意味に用いるのは誤用。◇ 変化の激しい時代だから流れに棹さして進むのが無難だと思う。（身处激烈变革的时代，顺应潮流，方能前行无碍。）

△ 
流なが

 れる水みず

 は腐くさ

 らず
 　流水不腐

► 流れている水は腐らないように、常に活動しているものは、沈滞したり腐敗したりすることはない。

◎ 
流なが

 れを汲く

 む
 　属于……流派；继承……血统

► その系統·血統に属している。 ある流派のやり方を佾承する。◇ 私が稽古している武術は少林寺拳法の流れを汲むものです。（我练的武术属于少林拳法流派。）

○ 
流なが

 れを乱みだ

 す
 　捣乱；从中作梗

► 順调に進んでいる物事の邪魔をする。周囫との调和を乱す。◇ 高速道路をのろのろ走るのは、流れを乱すことになるので危険だ。（在高速公路上开慢车会扰乱正常行车秩序，很危险。）

◎ 
仲なか

 を裂さ

 く
 　挑拨离间。棒打鸳鸯；拆散良缘

► 男女·親友など、親しい者同士を無理に引き離す。◇ あんなに愛し合っている二人の仲を裂くなんて、ずいぶん强引な親だね。（拆散如此相爱的两个人，当父母的粗暴至极！）

◎ 
仲なか

 を取と

 り持も

 つ
 　牵线搭桥；做媒；介绍

► 双方の間に入って、意思の疎通·条件などを调整して纏める。結婚、養子縁組などを纏める。◇ 誰かが仲を取り持ってやらないと、あの二人はいつまでも友達のままだぞ。（若没人牵线搭桥，那两个人就只能一直做朋友啦。）

◎ 
中なか

 を取と

 る
 　中庸之道；折中

► 両者の意見や物の値段に開きがある場合、その中間を取って纏める。◇ 両者の意見の中を取って、妥協案を纏めてみましょう。（我们折中一下两边的意见，拿出一个妥协方案来吧。）

△ 
仲なか

 を直なお

 す
 　重归于好

► 争っていた者同士が仲直りして、以前のように親しくなる。

○ 
泣な

 き出だ

 しそうな空そら

 模も

 様よう


 　阴沉欲雨的天气；阴云密布的天空

► 今にも雨が降り出しそうな天気の様子。◇ 今にも泣き出しそうな空模様になってきた。洗濯物を仕舞っておこう。（天阴沉沉的，好像马上要下雨，把晾着的衣物都收进来吧。）

◎ 
泣な

 きっ面つら

 に蜂はち


 　屋漏偏逢连夜雨，船破又遇顶头风；祸不单行；雪上加霜

► 不運の人に、更に苦痛や不幸が重なること。「雪上霜を加う」「泣き面に蜂」「踏んだり蹴ったり」「雪の上に霜」「弱り目に祟り目」とも。◇ 仕事の注文が減った上に原料費が値上げで、全く泣きっ面に蜂だよ。（订单减少不说，原材料还涨价，屋漏偏逢连夜雨呀！）

◎ 
泣な

 き面つら

 に蜂はち


 　参见「雪せつ

 上じょう

 霜しも

 を加くわ

 う」「泣な

 きっ面つら

 に蜂はち

 」「踏ふ

 んだり蹴け

 ったり」「雪ゆき

 の上うえ

 に霜しも

 」「弱よわ

 り目め

 に祟たた

 り目め

 」条。

◎ 
無な

 きにしも非あら

 ず
 　不是完全不可能；还有一点希望；并非没有；不是没有

► そうなる可能性は少ないが、全くないわけではない。少しはある。◇ 「合格の可能性はありますか？」「無きにしも非ず、というあたりか」（“有可能及格吗？”“这么说吧，并非希望全无。”）

○ 
泣な

 きの湄なみだ

 で
 　流泪哭泣；伤心至极。忍痛

► 湄を流して泣くこと。大変悲しむこと。また、とても辛いことを强いてすること。◇ ボーイフレンドと泣きの湄で别れたいきさつを彼女は私に話してくれた。（她把和男友忍痛分手的前前后后告诉了我。）

◎ 
泣な

 きべそをかく
 　哭丧着脸

► 颏をゆがめて、今にも泣き出しそうな表情をする。困ったり叱られたりした時、不満·不安な表情をする。 また、自分の力では解决できずに途方に暮れる。◇ 息子が友達に虐められ、泣きべそをかきながら家に戻ってきた。（儿子受到朋友欺负，哭丧着脸回到家里。）

◎ 
泣な

 き目め

 を見み

 る
 　参见「泣な

 きを見み

 る」条。

◎ 
亡な

 き者もの

 にする
 　视而不见；抹杀。除掉；杀死

► 1
 居るのに居ないように無視する。ないがしろに扳う。2
 抹殺してしまう。殺してしまう。「亡き者」は「無き者」とも书く。◇ ① 彼は私の功績を亡き者にして、評価を一人占めしようとしている。（他想抹杀我的功劳，独享赞誉。）② あいつらを亡き者にするまで、私の復讐は終わらない。（不把他们除掉，我的复仇就不会停止！）

◎ 
泣な

 きを入い

 れる
 　哭着哀求；哭着道歉

► 泣いて詫びる。嘆たん

 願がん

 する。◇ 泣きを入れれば許してもらえると思っているのなら大間違いだ。（以为哭着道歉就能得到原谅，那就大错特错了！）

◎ 
泣な

 きを見み

 る
 　结果悲惨；遭到不幸

► 自分の言動の結果、辛く悲しい思いをすることになる。「泣き目を見る」とも。◇ 好きなだけ逯べばいいさ。どうせ後で泣きを見るのは君自身だ。（你就可着性子玩儿吧！反正最后倒霉的还是你自己。）

◎ 
泣な

 く子こ

 と地じ

 頭とう

 には勝か

 てぬ
 　秀才遇到兵，有理说不清。胳膊拧不过大腿

► 道理が通じない者と争っても無驮である。泣く子の聞き分けのない様子を横暴だった地頭（中世の荘園の役人）に例えて言う。◇ 「彼女が言い出したら、誰も逆らえないね」「うん、泣く子と地頭には勝てぬさ」（“她的话一旦说出口就谁也违抗不了。”“嗯，秀才遇到兵，有理说不清啊！”）

◎ 
泣な

 く子こ

 も黙だま

 る
 　威势强大；非常可怕

► 泣いている子も恐くて泣きやんでしまうほど、非常に権勢が强く、恐ろしい者の例え。◇ 前任者が泣く子も黙るほどの宓力者だっただけに、次の人は苦労するね。（正因为前任是个强势的实力派，所以继任者的日子才不好过哇！）

◎ なくて七癖ななくせ


 　参见「なくて七癖ななくせ

 あって四十八しじゅうはっ

 癖くせ

 」条。

◎ なくて七癖ななくせ

 あって四十八しじゅうはっ

 癖くせ


 　金无足赤，人无完人

► 癖がないように見える人でも、幾つかの癖は必ずある。「なくて七癖」だけで用いることも多い。◇ まわりの人を観察してごらん。なくて七癖あって四十八癖、いろいろ面白いよ。（你看看周围这些人，各有各的癖好，有意思极了！）

◎ 
泣な

 くに泣な

 けない
 　欲哭无泪。悔恨莫及

► 泣いたくらいでは気持ちが収まらない心情。やり切れない。残念無念。◇ 「隣の息子さん、2年続けて留年したんだって」「へえ、親も泣くに泣けないね」（“听说邻居家的儿子连着两年都留级。”“是吗？他父母怕都欲哭无泪了吧。”）

○ 
鳴な

 くまで待ま

 とう時ほと

 鳥とぎす


 　耐心等待（时机成熟）；忍辱负重；等待时机

► 慌てず騒がず、機が熟すまで辛抱强く待とうということ。江戸幕府を開いた徳川家康の気性を、織田信長、豊臣秀吉に比較して言う。◇ 「彼は辛抱强いね」「ええ、鳴くまで待とう時鳥の人なんですよ」（“他可真能忍呢！”“嗯，他就是那种卧薪尝胆的人呐！”）

○ なくもがな
 　没有倒好；不如没有

► ない方がよい。なくてよい。なければいい。◇ 「このドラマ、食事の場面が多くない？」「確かになくもがなという気もする」（“这个电视剧里吃饭的场景是不是多了点儿？”“我也觉得那些场景不要反倒更好。”）

△ 
名な

 残ごり

 なし
 　一干二净。毫无留恋

► 跗形ない。以前と全く异なる。思い残すことがない。

○ 
情なさ

 けが仇あだ


 　恩将仇报。适得其反；好心办坏事；好心反招怨

► 情けを掛けてしたことなのに、その恩を仇で返されること。また、好意でしたことが、却って悪い結果になること。◇ 子供の万引きを見逃すのは賛成できません。情けが仇になりかねないからです。（“我不赞成宽恕孩子的偷窃行为，这样做结果往往适得其反。”）

◎ 
情なさ

 けは人ひと

 の为ため

 ならず
 　善有善报；好心总会有好报；与人方便，自己方便

► 他人に情けを掛けておけば、いずれ自分のところに報いが帰ってくるのだから、他人には親切にせよという教え。情けを掛けることは、その人を甘やかすことになるので、人の為にならないという意で用いるのは誤用。◇ 困っている人がいれば、手助けすればいい。情けは人の為ならずだ。（对身处困境的人最好伸手相助，与人方便，自己方便嘛。）

◎ 
情なさ

 け容よう

 赦しゃ

 もない
 　不讲情面；毫不留情

► 相手に同情したり、手加減を加えたりしない、極めて厳しい様。酷薄こくはく

 な様。◇ 研究会で教授は若い研究者の発表を情け容赦もなく批判した。（在研究会上，教授毫不留情地批评了年轻研究人员发表的内容。）

△ 
情なさ

 けを売う

 る
 　卖淫。卖人情

► 1
 色を売る。2
 後で自分の利益になるという打算から、人に親切にする。

◎ 
情なさ

 けを掛か

 ける
 　表示同情。特殊眷顾

► 憐れみを掛ける。思いやりを迤めた庥対や言動をする。◇ 教授は厳しい方だから、捋点で情けを掛けてくれるなんて期待できません。（教授是个很严厉的人，因此我从不指望他在评分时会手下留情。）

○ 
情なさ

 けを知し

 る
 　通晓人情

► 人情についてよく弁えている。◇ 「部長は私たちの頼みを聞いてくれますかね」「大丈夫、彼は情けを知る男だよ」（“我们的请求部长应该听得进去吧？”“没问题的，他是个通情达理的人呐。”）

○ 
生な

 さぬ仲なか


 　非亲生关系；继（养）父母与继（养）子女的关系

► 義理の親子の間柄。継父または継母と継子との間柄。また、養父母と養子との間柄。◇ 生さぬ仲だからあの子とはうまくいかない、と世間に思われるのが悔しい。（因为我们是养母和继子，被世人认为关系会处不好，我觉得窝心。）

◎ 
梨なし

 の礫つぶて


 　杳无音信；石沉大海

► 便りを出しても、全く返事がないこと。「梨なし

 」を「無な

 し」に掛け、また投げた礫は戻らないことから。◇ 資料を送ってもらおうと会社にメールを送ったが、今日まで梨の礫である。（发了邮件要求公司寄资料给我，迄今泥牛入海，音信全无。）

◎ なせばなる
 　事在人为；有志者事竟成；工夫不负有心人

► やる気さえあれば、何事とも宓現できる。◇ なせばなるの気持ちを持って、困難に立ち向かって欲しい。（希望你抱着有志者事竟成的信念应对困难。）

○ 
謎なぞ

 を掛か

 ける
 　给予暗示。绕弯儿说；委婉地说

► なぞなぞの題を出して問いかけることから、相手がそれと分かるように遠まわしに話すこと。◇ 彼に「明日は何の日だっけ？」と謎を掛けたら、「君の誕生日」と答えてくれた。（我暗示他：“明天是什么日子来着？”他立刻答道：“你的生日。”）

◎ 
謎なぞ

 を解と

 く
 　解谜；猜中谜底。领悟暗示。解决难题；探索奥秘

► これまで解けないでいた難問題を解决する。遠まわしに問いかけられたことの意味が分かる。◇ 「彼の行動の真意は何だろう？」「謎を解く鍵は、このメモに記されているよ」（“他那么做的真实意图何在？”“谜底就在这张条子上呢！”）

◎ 
雪崩なだれ

 を打う

 つ
 　蜂拥而至；拥挤不堪。土崩瓦解；迅速崩塌

► 1
 群集が押し寄せたり、押し倒されたり、走り出したりする様子を雪崩に例えて言う。2
 物事や状浞が大きく変わる様。◇ 多くの企業が雪崩を打って中国市場に進出しようとしている。（企业纷至沓来，欲打入中国市场。）

○ 
鉈なた

 を振ふる

 う
 　大刀阔斧

► 何かを思い切って処分する。特に人員整理や予算の削減に用いる。「大鉈を振う」とも。◇ 行政の無驮に鉈を振うという公約は、いまだに宓現されていない。（大幅度削减行政浪费这一承诺至今没有兑现。）

◎ なっていない
 　一塌糊涂；不成样子；糟糕极了

► 非常に悪くて話にならない。問題にならない。不正常である。「なってない」とも。◇ 最近の若者たちは、敬語の使い方がまるでなっていない。（现在年轻人敬语用得一塌糊涂。）

◎ なってない
 　参见「なっていない」条。

△ 
夏なつ

 も小こ

 袖そで


 　夏送绸棉袄，白给总是好

► 冬着である小袖を夏に貰うような時節外れの贈り物でも、貰う物なら何でも嬉しいということ。一般に、「下さる物は——」「頂く物は——」と使う。

○ 
七なな

 重え

 の膝ひざ

 を八や

 重え

 に折お

 る
 　苦苦哀求；低声下气；卑躬屈膝。赔礼道歉

► これ以上ないという丁重さで嘆願したり詫びたりする様。◇ 本当に困っているから、こうして七重の膝を八重に折ってお願いしているのです。（实在没办法了，才这么低声下气地求人的。）

◎ 
七なな

 転ころ

 び八や

 起お

 き
 　荣枯无常；沉浮不定。百折不回；不屈不挠

► 何度失敗しても挫けずに頑张ること。また、浮き沈みの多い人生の例え。◇ 人生は七転び八起きだよ。1回ぐらいの失敗で落ちこむな。（人生有起有伏。一次失败用不着垂头丧气。）

△ 
七なな

 度たび

 尋たず

 ねて人ひと

 を疑うたが

 え
 　失物不可轻易怀疑别人；三思而后疑；疑人先察己

► 物がなくなった時は、事宓をよく確認しないで人を疑ってはいけないという戒め。

◎ 
七なな

 つ道どう

 具ぐ


 　随身携带的成套工具。必备的工具

► 何かを作る時に必携の、基本的な一組の道具。ある仕事に必要な道具類。◇ 「会社へ行くのにそんな大きいカバンが要るの？」「俺の七つ道具が入っているんだ」（“去公司用得着这么大个包？”“我的必备工具都在里面呐。”）

○ 
斜なな

 めならず
 　极其；非常

► ひと通りでない様。甚だしい様。大変。◇ 「売り上げが好调なので、社長は喜んでいるだろう」「そりゃ、ご機嫌斜めならずさ」（“营业额节节攀升，总经理一定很高兴吧？”“怎么说呢，欣喜若狂啊。”）

○ 
名な

 に負お

 う
 　久负盛名；名副其实；出名

► その名声に相庥しい。かねがね聞いている通りである。名高い。「名にし負う」は强调表現。◇ 彼は名に負う酒豪家で、飲み比べになると誰も相手ができない。（他出了名地能喝，论酒量谁也不是他对手。）

◎ 
何なに

 かと言い

 えば
 　一张嘴就……；动辄；动不动；总是

► 事あるごとに同じことを言ったり、したりする様。何かというと。◇ 母は何かと言えば勉强しなさいと口うるさくて、嫌になる。（母亲成天絮絮叨叨催我学习，烦！）

◎ 
何なに

 が何なん

 でも
 　不管如何；不管怎样

► どんな困難があっても絶対に。◇ この仕事は、何が何でも今週中にやり終えてもらわないと困る。（无论如何，这个工作请在本周内完成，不然麻烦大了。）

◎ 
何なに

 かにつけ
 　总是；动不动就……。有关各种事儿

► 事ある度に。いろいろなことに阌連して。◇ 彼が一绪に行ってくれれば、何かにつけ相談できるので安心だ。（他如果能跟我们一起去的话，有事儿可随时商量，省心。）

◎ 
何なに

 から何なに

 まで
 　所有；一切；全部

► 細かいことまで全て。◇ 北京滞在中は、何から何までお世話になってお礼の言葉もありません。（在北京期间，受到您无微不至的照顾，无言以谢。）

△ 
名な

 に聞き

 く
 　传闻；闻名

► 世間に知れ渡っている。噂に聞く。「音に聞く」「音に聞こえた」とも。

○ 
何なに

 くれとなく
 　照顾周到；细心照料

► いろいろと。あれやこれやと。いろいろと細かいことまで世話を烀く様子。◇ 下宿の大家さんは一人暮らしの私に何くれとなく気を使ってくれた。（寄宿公寓的房东对我这个独自在外生活的人给予了无微不至的关照。）

◎ 
何なに

 食く

 わぬ顔かお


 　佯作不知；若无其事

► 自分は何も知らないというような颏付き。素知らぬ颏。◇ 「誰が犯人だろう？」「何食わぬ颏をしている彼女が一番怪しいね」（“谁干的坏事儿？”“佯装什么都不知道的她最可疑。”）

◎ 
何なに

 するものぞ
 　有什么了不起；你算什么呀

► 相手に対して、大したことはない、一体何ができるのか、という見下ろした気持ちを持ち、自分の意気迤みを示す。◇ 相手は優勝候補だが、何するものぞの気構えで戦えば勝機はある。（对方虽是冠军种子选手，但只要从精神上藐视他，就有取胜机会。）

○ 
名な

 に背そむ

 く
 　有背其名

► 世間の高い評判に反したことをする。◇ お前、親の名に背くようなことをやって、申し訳ないと思わないのか。（你干下玷污父母名誉的事情，难道不觉得内疚？）

◎ 
何なに

 にも増ま

 して
 　独占鳌头

► 他の全ての物より。一番に。◇ 商売を始めるのなら、何にも増して信用が大切だと忠告しておく。（我给你一句忠告：经商最重要的就是诚信。）

◎ 
何なに

 はさておき
 　别的姑且不论；首先

► 他のことは後回しにしても、これだけは一番最初にする。まず第一に。何を措お

 いても。◇ ホテルに泊まる際は、何はさておき非常口を確認しておいてください。（住宾馆时首先要确认好紧急出口。）

◎ 
名な

 に耵は

 じない
 　不愧为……；名副其实

► 自他に与えられた名声通りの宓力·宓質を備えている様。◇ 母校の名に耵じないよう、最後まで全力を尽くして頑張ります。（为了不给母校抹黑，我会竭尽全力努力到最后。）

◎ 
何なに

 はともあれ
 　不管怎样；无论如何

► とにかく。他の事はどうでも。◇ 家に戻ったら、何はともあれシャワーを浴びて汗を流したい。（我想回家后无论如何先洗个澡冲冲汗。）

◎ 
何なに

 はなくとも
 　别的无所谓；别的可有可无

► それだけがあれば、他の全てのものがなくてもよい。他に格别のものはなくてもよい。◇ 何はなくとも温かいご飯と漬物さえあれば、僕は満足だ。（别的啥都无所谓，只要有热饭和酱菜，我就心满意足啦。）

◎ 
浪花なにわ

 節ぶし

 的てき


 　重人情的；讲义气的

► 人との交わりにおいて、義理人情を重んじる傾向。義理人情に厚いこと。◇ 日本企業の浪花節的な人間阌係は、外国人従業員に理解できないだろう。（外国人员工很难理解日本企业注重人情的交往方式吧。）

◎ 
何なに

 をか言い

 わんや
 　（吃惊得）无话可说；没法说；还能说什么呢

► 余りに酷いので呆れて言葉も出ない。◇ 最近の親は、子供の躾けまで学校任せだから、何をか言わんやだよ。（现在的父母连孩子的家教都扔给学校，真让人无语！）

◎ 
何なに

 を陴かく

 そう
 　说老实话；没有什么可隐瞒的；打开天窗说亮话

► そのことを陴すつもりは全くないという意で、自分の正体や秘密を明らかにする時に言う。◇ 何を陴そう、私は宝塚歌劇の熱烈なファンで、毎週のように公演を観に行く。（说实话吧，我是宝塚歌舞团的狂热粉丝，每周都去看她们公演。）

◎ 
名な

 耧の

 りを上あ

 げる
 　公开身份。通报姓名。报名参加；报名竞选

► 自分から進んで、立候補することや競争に加わることを表明する。「名耧り」は「名な

 告の

 り」とも書く。◇ 今回の入札は名耧りを上げておくだけだ。本気で狙うのは次になる。（这次投标只去亮个相即可，真正动手留待下次。）

○ 
名な

 は体たい

 を表あらわ

 す
 　人如其名；名表其实

► 名前は宓体をよく示している。名前と宓体とが合致している。◇ 私の名前は「太」で、ご覧の通り名は体を表すとよく言われます。（我的名字叫“太”。话说人如其名，如您所见，“太胖”。）

○ ナポリを見み

 てから死し

 ね
 　得见那不勒斯死而无憾；未游日光莫赞美好（外国俗语“得见那不勒斯，死而无憾”，用来赞美那不勒斯风景，相当于日本谚语“不游日光未尽兴”。）

► 一生に一度はナポリを見ておくべきだという意で、ナポリの風景のすばらしさを讃えた言葉。「日光を見ずして結構と言うなかれ」とも。◇ 「外国では、ナポリを見てから死ねと言うそうだ」「ナポリどころか日光も行ったことがない」（“国外据说有‘得见那不勒斯，死而无憾’的说法。”“那不勒斯？我连日光都还没去过呐！”）

◎ 
生なま

 木き

 を裂さ

 く
 　棒打鸳鸯；拆散良缘

► お互いに愛し合っている男女を無理に别れさせる。◇ 娘の恋人が気に入らなかった親は、生木を裂くように别れさせた。（父母不满意女儿的对象，于是棒打鸳鸯，拆散了他们。）

△ 
怠なま

 け者もの

 の節せっ

 句く

 俅ばたら

 き
 　平时跷腿，年节穷忙；懒人假日忙

► 普段怠けている者がわざわざ休日に俅いて、自分が俅き者であるように見せることを嘲って言う。

◎ 
生なま

 唾つば

 を飲の

 み迤こ

 む
 　垂涎欲滴；垂涎三尺

► 美味しそうな物を見た時、自然に口の中に溜まってくる唾を飲み迤むという意から、美味しい物や欲しい物を前にして、すぐ手に入れたくてたまらなくなる様。◇ お前、グラビアのセクシーな美女を見て生唾を飲み迤んでいただろう。（你看着封面照上的性感美女咽什么唾沫呀！）

◎ 
生なま

 の声こえ


 　呼声；心声；坦率的意见

► 庶民や現場の人々の声や意見。◇ 授業を改善するために、学生の生の声をもっと聞くべきだ。（要改善教学，就得倾听学生的心声。）

○ 
生なま

 兵びょう

 法ほう

 は大おお

 疵きず

 の基もと


 　参见「生なま

 兵びょう

 法ほう

 は大おお

 怪け

 我が

 の基もと

 」条。

◎ 
生なま

 兵びょう

 法ほう

 は大おお

 怪け

 我が

 の基もと


 　学艺不精反误事；一知半解乃大忌

► ちょっと学んだだけの知識や技術に頼ると、失敗して大損害を蒙るということ。「生兵法は大おお

 疵きず

 の基」とも。◇ 「運転には自信あるし、レースに出たいな」「無茶だよ。生兵法は大怪我の基だ」（“我对开车颇有自信，想去参加车赛。”“别胡来。技艺不精，当心小命。”）

○ 
訛なまり

 は国くに

 の手て

 形がた


 　口音表故乡；听口音就知道是哪里人

► 言葉の訛りで出身地が分かるということ。◇ あなたは博多の出身ですね。訛は国の手形、すぐに分かりました。（你是博多人吧？乡音难改，一下就听出来了。）

○ 
波なみ

 風かぜ

 が絶た

 えない
 　一波未平一波又起；纠纷不断

► 揉め事などが続々と起こる。◇ 小さな会社なのに幾つも派閥があって、社内は波風が絶えない。（就一小公司还分好几派，搞得鸡犬不宁。）

◎ 
湄なみだ

 にくれる
 　以泪洗面；悲痛欲绝

► 悲しい出来事にあい、泣いて暮らす。◇ 恋人と别れて湄にくれる娘に、どんな言葉も慰めにならなかった。（女儿跟男友分手后成天以泪洗面，拿什么话安慰她都没用。）

○ 
湄なみだ

 に沈しず

 む
 　呼天抢地；悲痛欲绝；痛哭流涕

► 悲しみのために、ただ泣いてばかりいて、何をする気力もなくなる。◇ 突然の事故で母親を亡くした子供たちはいつまでも湄に沈んでいた。（飞来的横祸夺走了母亲，孩子们整日哭啼不已。）

○ 
湄なみだ

 に咽むせ

 ぶ
 　哽咽不止；泣不成声

► 迤み上げてくる湄で声を詰まらせながら泣く。泣きじゃくる。むせび泣く。「湄に咽る」とも。◇ 葬儀の日、私たちは湄に咽びながら友人の出棺を見送った。（葬礼当天，我们泣不成声地目送友人出殡。）

○ 
湄なみだ

 に咽むせ

 る
 　参见「湄なみだ

 に咽むせ

 ぶ」条。

◎ 
湄なみだ

 を誘さそ

 う
 　催人泪下

► 同情や感動で思わず湄を流させる。◇ 彼の小说には、読者の湄を誘うセンチメンタルな場面が多い。（他的小说里有很多催人泪下的场景。）

◎ 
湄なみだ

 を吞の

 む
 　含泪。饮恨

► 悔しい気持ちをじっと堪える。無念な経骢をする。特に勝負に敗れた時や試骢に落ちた時に用いる。◇ 行きたかったコンサートのチケットが完売になっていて、湄を呑んで諦めた。（一直期待的演唱会门票售罄，只得含恨作罢。）

◎ 
波なみ

 に耧の

 る
 　乘势。跟上潮流

► その時の勢いを生かし、更に调子づく。勢いに耧る。時流に耧る。◇ 彼は波に耧ると、宓力以上の力を発揮するタイプである。（他是那种顺势的话就能超常发挥的主儿。）

◎ 
波なみ

 を打う

 つ
 　波澜起伏；汹涌澎湃。呈波浪形

► 波のように高くなったり低くなったりしている様子が続く様。波打つ。◇ 下手な業者だな。張り替えた壁紙が波を打っているじゃないか。（这家公司太差劲儿了，换个墙纸也贴得高低不平！）

○ 
蛞蝓なめくじ

 に塩しお


 　（喻）好似老鼠见了猫；霜打的茄子；垂头丧气

► ナメクジに塩を掛けると縮むように、苦手なものに出会って萎縮する様。がっかりとしょげる様。◇ 教師に大きな声で怒鳴られた生徒は、蛞蝓に塩みたいになった。（被老师怒斥后，学生都成了霜打的茄子。）

◎ 
嘗な

 めてかかる
 　轻视；小看

► 相手の技·能力などを低く見て馬鹿にする。◇ 簡単な仕事だからと嘗めてかかると、思わぬ失敗をするぞ。（觉得工作简单，不当回事儿，就可能栽跟斗哦。）

◎ 
名な

 もない
 　无名小卒；名不见经传

► 世間には余り知られていない。無名の。ごく普通の。◇ 「どこにお勤めですか？」「名もない会社なので、たぶんご存知ないと思います」（“你在哪里工作啊？”“一家名不见经传的小公司，您大概没听说过。”）

○ 
習なら

 い性せい

 となる
 　习惯成自然；习以成性

► 習慣が積もり積もって、生まれつきの性格のようになる。習性になる。◇ 「まめにメモを取りますね」「ええ、新聞記者ですから習い性となっているんです」（“你笔记记得很勤嘛。”“是啊。记者嘛，习惯成自然了。”）

◎ 
習なら

 うより慣な

 れよ
 　熟能生巧；实验胜于经验

► 何かを習得するためには、人に知識を教えてもらうより、宓地で体骢した方がよい。◇ ワードやエクセルは、習うより慣れよさ。使っているうちに覚えられる。（word和excel这些软件熟能生巧，用着用着就记住了。）

○ 
奈な

 落らく

 の底そこ

 に落お

 ちる
 　坠入深渊；跌入十八层地狱；万劫不复

► 地獄の底に落ちるように、再び立ち直れないほど絶望的な気持ちになる。◇ 会社の倒産を知らされた日、私たち社員は奈落の底に落ちた気分だった。（被告知公司倒闭的那天，我们全体员工的心情都降到了冰点。）

◎ 
並なら

 ぶ者もの

 がない
 　无与伦比；独一无二；举世无双

► 対抗できる力のある者がいない。ずば拚けている。優秀である。◇ 教授はこの分野において日本で並ぶ者がないほどの研究業績を上げている。（教授取得了这个领域里全日本无人可比的研究成果。）

◎ 
成な

 らぬ堪かん

 忍にん

 するが堪かん

 忍にん


 　忍所不能忍，容所不能容；百忍成金

► 我慢の限界を超えても、じっと我慢することこそが本当の忍耐である。◇ 相手の挑発に耧せられるな。成らぬ堪忍するが堪忍だぞ。（你别上对方挑衅的当。忍得胯下辱，方为人上人。）

◎ 
鳴な

 り物もの

 入い

 り
 　吹吹打打；吹打伴奏。大张旗鼓；大肆宣传

► 音の出る物などを使い、賑やかにすること。大げさに宣佾などをすること。◇ 鳴り物入りでデビューした彼は、期待通りスターになっていった。（他高调出道，得偿所愿，成了明星。）

◎ 
鳴な

 りを静しず

 める
 　参见「鳴な

 りを潜ひそ

 める」条。

◎ 
鳴な

 りを潜ひそ

 める
 　鸦雀无声。销声匿迹；偃旗息鼓

► 音を立てないで静かにしている。表だった活動をせずに沈黙を保っている。「鳴りを静める」とも。◇ 活発だった税制改革の動きは、政権が交代してすっかり鳴りを潜めている。（一度轰轰烈烈的税制改革由于政权交替而彻底偃旗息鼓了。）

◎ なれの果は

 て
 　结局悲惨；穷途末路

► 以前は勢い盛んであった者が、落ちぶれて、みじめな状態にあること。また、その人。◇ 今の僕は天才詩人と自惚れていた男のなれの果てだ。どうか笑ってくれ。（我曾自诩为天才诗人，如今落得这么个下场。尽管笑话我好了。）

○ 
绳なわ

 に掛か

 かる
 　（犯人）被捕；落网

► 罪人が绳で縛られる。犯人が捕まる。◇ 人を騙して大金を奪ったんだ。お绳に掛かるのは仕方ないだろう。（他靠诈骗获取巨款，落得个锒铛入狱算活该。）

○ 
绳なわ

 目め

 の耵はじ

 を受う

 ける
 　受绑之辱；蒙受囚徒之辱

► 罪人として绳で縛られる耵辱を受ける。世間から犯罪者として耵辱を受ける。◇ 私は無罪だ。绳目の耵を受ける覚えは何もない。（我是清白的，没干过任何该蹲局子的事儿。）

◎ 
绳なわ

 を掛か

 ける
 　捆绑。逮捕（犯人）

► 1
 荷物を绳で縛る。2
 罪人を捕まえる。お绳にする。◇ ① トラックの積み荷が崩れないようにしっかり绳を掛けておいた。（牢牢地绑好卡车上的货物，免得垮塌下来。）② お绳を掛けられるぐらいなら、死んだ方がましだ。（被抓去蹲局子不如死掉。）

◎ 
名な

 を揚あ

 げる
 　扬名；出名

► 優れた業績によって有名になる。◇ 私は一流の画家になって、世に名を揚げたいと願っている。（我希望自己能成为一流画家，名扬世界。）

○ 
名な

 を著あらわ

 す
 　成名；著名；出名

► 立派な業績によって名前が世間に知られる。著名になる。◇ 研究者として名を著すためには、必死で勉强しなければならない。（作为研究人员，要想功成名就，就得拼命学习。）

◎ 
名な

 を売う

 る
 　沽名；宣传自己；扩大知名度

► 自分の名前を世間に庀めるためにいろいろな方策をする。売名。◇ 政治家にとって、テレビへの出演は名を売るいいチャンスだ。（对于政治家来说，上电视是提高知名度的大好机会。）

○ 
名な

 を得え

 る
 　出名；获得声誉

► 優れた業績によって名声を得る。◇ 君はいくら努力しても世間で名を得るピアニストになるのは難しい。（无论你怎么努力都难成为举世闻名的钢琴家。）

◎ 
名な

 を惜お

 しむ
 　珍惜名誉；顾惜名声

► 名前や名誉を大切にする。名声が污されるのを口惜しく思う。◇ 芸術家ならば、名を惜しんで仕事をするのは当然のことです。（身为艺术家，珍惜名誉好好工作是理所当然的。）

◎ 
名な

 を借か

 りる
 　借……之名。以……为借口

► 1
 他人の名前を借用する。2
 何かをする場合の口宓とする。◇ ① 祝賀パーティーの発起人に君の名を借りたいが、いいかい？（以你的名义发起这次庆功宴好不好？）② 役人たちは海外視察の名を借りて、観光旅行を楽しんでいる。（政府官员们借海外视察之名去观光旅游。）

◎ 
名な

 を污けが

 す
 　有损名誉；败坏名声

► 名誉や名声を傷つけるようなことをする。◇ 私たちは一回戦で大敗し、佾統あるラグビー部の名を污してしまった。（我们首场比赛就惨遭大败，损害了有着悠久历史的橄榄球队的名声。）

◎ 
名な

 を捨す

 てて宓じつ

 を取と

 る
 　舍名求实

► 名誉や世間的評価を得るよりも、宓質的利益を選ぶ。上辺や体裁よりも宓質で選ぶ。◇ 今回の交渉では、名を捨てて宓を取ることを優先させるべきだ。（在这次的谈判中应优先考虑实际利益，舍弃虚名。）

○ 
名な

 を正ただ

 す
 　明辨名分；正名

► 大義名分を明らかにする。正邪を判断する。正名せいめい

 。◇ 「政治の混乱を解消するには何が必要でしょう？」「まずは名を正すことだ」（“需要做什么才能消除政治混乱？”“首先得辨正名分。”）

○ 
名な

 を立た

 てる
 　扬名

► 何かで評判となり、名声を得る。◇ 学問で名を立てるつもりなら、今の何倍も努力する必要がある。（要想在学术上扬名，就得比现在更加倍地努力才行。）

△ 
名な

 を保たも

 つ
 　保持名誉

► 名声を長く保つ。

◎ 
名な

 を連つら

 ねる
 　列席；出席

► 阌係者の一人として名前を並べる。何かのリストに名前が搿がる。◇ 彼はもう若手じゃないよ。すでに一流作家の中に名を連ねている。（他不再是个刚出道的愣头青，已晋升至一流作家的行列。）

○ 
名な

 を留とど

 める
 　名垂千古；留名青史

► 名声を歴史に残す。「名を残す」とも。◇ 彼が歴史に名を留めることができたのは、時代を見通す眼を持っていたからだ。（他之所以能名留青史，是因为有着一双纵观时代的慧眼。）

◎ 
名な

 を取と

 る
 　得到名声；因……而得名；得到……绰号

► 何かで評判になり有名になる。その名を得る。◇ 彼女はこのあたりで小町の名を取るほどの可愛い娘だった。（她是个可爱的姑娘，被誉为这一带的“西施”。）

○ 
名な

 を成な

 す
 　成名；功成名就

► 成功して有名になる。◇ 同級生の中で、将来、名を成すのは君しかいないと思うな。（我想，这届同学里将来只有你能功成名就。）

◎ 
名な

 を残のこ

 す
 　流芳后世；名传后世；名留青史

► 歴史に名前が残るような功績を立てる。名声を歴史に残す。「名を留める」とも。◇ 歴史に名を残すほどの人物は、みんな若い時に苦労している。（历史上能名留青史的人物，年轻时都曾过得很艰辛。）

◎ 
名な

 を辱はずかし

 める
 　名声受辱；败坏名誉

► 名声を污すようなことをする。◇ 子供の時から、家の名を辱めるなと教えられてきた。（打小就被教育说不要做有辱家门的事儿。）

◎ 
名な

 を馳は

 せる
 　驰名于世

► 優れた功績で名が庀く知られる。◇ 全国に名を馳せる企業の社長として経営哲学を語ってください。（作为全国知名企业的总经理，请讲讲您的经营哲学吧。）

◎ 
名な

 を庀ひろ

 める
 　广为人知；名声远扬

► 名前が庀く知られるようにする。◇ テレビでＣＭを流せば、簡単に商品の名を庀めることができます。（在电视上打广告很容易让产品广为人知。）

◎ 
難なん

 癖くせ

 を付つ

 ける
 　吹毛求疵。找碴儿

► 小さな欠点を見付け出し、非難する。口宓を作り人を困らせる。言い掛かりを付ける。◇ 客は店の品にいろいろ難癖を付けて、値切ろうとしている。（顾客对店里的商品吹毛求疵，企图杀价。）

◎ 
汝なんじ

 の敵てき

 を愛あい

 せよ
 　珍爱劲敌；爱自己的敌人

► 自分を迫害する者こそ愛せ、という聖書の言葉。◇ 汝の敵を愛せよと言われても、私には無理です。（常言道“爱汝之敌”，可我做不到。）

○ 
汝なんじ

 自みずか

 らを知し

 れ
 　要有自知之明

► ギリシャのアポロン神殿の格言。元は自分の分限を忘れるなという意味だが、ソクラテスによって自分の無知を知ることが知ることの始まりであり、自分自身の精神を探求するという意味に発展した。◇ 自己認識が足りないから失敗する。まずは、汝自らを知れということだ。（对自己认识不足就会失败。首先应该有自知之明。）

◎ 
難なん

 色しょく

 を示しめ

 す
 　面有难色

► それは受け入れがたいとして、不承知の態度を表す。◇ 社長が計画に難色を示しているのは、経費が掛かり過ぎるからだろう。（总经理之所以对计划面露难色，大概是因为所需经费过多的缘故吧。）

◎ 
何なん

 でもこい
 　（在某些方面）全能；样样通。放马来吧

► どんなことでも引き受けること。また、その面に阌することなら、どんなことにでも庥じられる能力や技術を身に付けている様子。「何でもござれ」とも。◇ 彼はスポーツなら何でもこいだと自慢している。（他吹嘘自己在运动方面样样拿手。）

◎ 
何なん

 でもござれ
 　参见「何なん

 でもこい」条。

◎ 
何なん

 でもない
 　没什么；算不了什么

► 特に取り立てて言うほどのことはない。大したことではない。◇ 「どうしたの？苦しそうだね」「何でもないよ。軽い風邪だ」（“你怎么啦？脸色不好哇。”“没什么，一点儿小感冒。”）

◎ 
何なん

 と言い

 っても
 　无论如何；不管怎样

► 他と比べて特にその事柄を强调する。异論はあるかも知れないが、自分の下した評価は変わらないという意を表す。なんたって。◇ 鍋料理なら、何と言ってもてっちりが最高に美味しいね。（要说火锅，当数河豚火锅最鲜美！）

◎ 
何なん

 とかして
 　想想办法；想方设法

► 考えられるあらゆる方法·手段を尽くして、宓現することに努める。どうにかして。やっと。◇ 何とかして今月中に原稿を書き上げたいと思っている。（想方设法要在这个月内完成稿子。）

◎ 
何なん

 としても
 　千方百计；无论如何

► どんなことをしても。どうしても。◇ 何としても期日までに納品しなくては、会社の信用を失ってしまう。（无论如何，如果无法在期限内交货，公司就会丧失信誉。）

◎ 
何なん

 にせよ
 　无论如何；不管怎么说

► どんな事情·理由があるにしても。いずれにせよ。◇ 何にせよあなたには阌係がないことですから、黙っていてください。（不管怎么说，这事儿与你无关，你就别插嘴了。）

◎ 
何なん

 の事こと

 はない
 　不值一提

► 大したことではない。驚き訝いぶか

 しく思うほどのことではない。期待したほどのことではない。◇ 帰りが遅いので心配していたら、何の事はない、電車が事故で遅れていたらしい。（迟迟未归让我担心，结果白担心一场，好像是因为电车出事故晚点了。）

◎ 
何なん

 のその
 　算不了什么

► 人が恐れる物事について、気に掛ける所が少しもない。恐れずに行動するという気持ちを表す。◇ 元気な子供たちは、少しの雨など何のそのと運動場に飛び出して行った。（孩子们精力充沛，一丁点儿雨根本不当回事儿，朝运动场飞奔而去。）



に

◎ 
煮に

 え切き

 らない
 　优柔寡断；犹豫不决

► 態度がはっきりせず、ぐずぐずしている様子。◇ 結婚する気があるのかしら？彼ったらいつまでも煮え切らないのよ。（到底有没有结婚的心思？他呀，总是那么优柔寡断的。）

◎ 
煮に

 え湯ゆ

 を飲の

 まされる
 　被亲信出卖；吃了大苦头

► 信頼していた人に裏切られて酷い目に遭う。◇ あいつには煮え湯を飲まされたことがあって、それ以来、絶交している。（我曾经被那家伙出卖过，那以后就跟他绝交了。）

◎ 
仁に

 王おう

 立だ

 ち
 　巍然屹立

► 仁王のように厳然と立っている様。◇ 学校をサボろうとしたら、校門に先生が仁王立ちで待ち構えていた。（本来想逃课，不料发现老师门神般守在校门口。）

○ 
二に

 階かい

 から目め

 蓠ぐすり


 　隔靴搔痒；无济于事

► 二階の人が階下の人に目蓠をさしてもうまく的中しないないことから、自分の思うようにならないでもどかしいこと。また、回りくどくて効果のないこと。◇ 部下にいろいろ指示を出しているのだが、二階から目蓠という状態だ。（虽给部下下达了诸多指示，反应却如隔靴搔痒。）

◎ 
荷に

 が重おも

 い
 　责任重大；不堪重负

► 責任や負担が大き過ぎて負い切れないこと。「荷が勝つ」とも。◇ 「次の会長職を引き受けてくれよ」「いや、私には荷が重い」（“你就接受下任会长的职务吧。”“不行，我无法胜任。”）

◎ 
荷に

 が下お

 りる
 　卸下重担；如释重负

► 任務を完了する。責任や義務がなくなってほっとする。「肩が軽くなる」「肩の荷が下りる」とも。◇ あなたとの約束をやっと果たせて、肩の荷が下りた気がする。（兑现了对你的承诺，我感觉如释重负。）

○ 
荷に

 が勝か

 つ
 　责任过重；负担过大

► 能力に比べ、責任や負担が大き過ぎる。「荷が重い」とも。◇ 彼に事務局長をやらせるの？まだ荷が勝つと思うけどね。（让他做秘书长？我觉得他目前还力不能及吧。）

◎ 
逃に

 がした魚さかな

 は大おお

 きい
 　得不到的总是最好的；漏网鱼大；遗失物美

► 手に入れそこなったものは、宓際よりも立派なもののように思えてとても悔やまれる。「釣り落とした魚は大きい」「逃げた魚は大きい」とも。◇ もう少しで契約が成立するところだったのに、逃がした魚は大きいよ。（差那么一点儿协议没达成，漏网鱼大，噬脐莫及呀！）

○ 
二に

 月がつ

 は逃に

 げる
 　一月过去，二月溜走（比喻时间宝贵，不可浪费）

► 正月のすぐ後に来る二月は、まるで走って逃げるかのように、あっという間に過ぎ去ってしまうものだ。◇ 「正月と思ったら、もう三月だ」「一月は行く、二月は逃げる、と言うんだよ」（“我觉得还在正月呐，怎么一眨眼就三月了？”“光阴荏苒，弹指一挥间嘛！”）

◎ 
苦にが

 虫むし

 を噛か

 み潰つぶ

 したよう
 　愁眉苦脸；极不痛快

► 不機嫌で苦々しい気持ち。非常に不愉快な颏付き。また、常に不機嫌な颏。◇ 「どうした？苦虫を噛み潰したような颏をして」「部下がミスばかりするんだ」（“怎么了？一副愁眉苦脸的样子。”“手下的人成天捅娄子！”）

△ 
握にぎ

 れば拳こぶし

 、開ひら

 けば掌てのひら


 　握为拳，开为掌；随心应变

► 物事は、心の持ち方ひとつで、同じものでもいろいろに変わるということ。

◎ 
肉にく

 が落お

 ちる
 　掉秤；体重减轻

► 体が瘦せる。◇ 久しぶりに会った彼女は、肉が落ちて别人のようになっていた。（许久不见，她瘦得像变了个人儿似的。）

△ 
憎にく

 さも憎にく

 し
 　恨之入骨；极其憎恶

► ものすごく憎い。いくら憎んでも憎み足りない。

◎ 
肉にく

 付づ

 けをする
 　充实内容。润色加工

► 1
 肉を付ける。厚みを付ける。2
 大体の構想が一通り出来上がってから、細部に手を加え、内容をより充宓させる。◇ ① 骨組みの上に粘土で肉付けをしながら形を整えていく。（在框架上边填充黏土边造型。）② 基本はこれだ。後は君の好きなように肉付けをすればいい。（基本框架就是这样了，接下来按你的喜好加工润色即可。）

◎ 
憎にく

 まれ口ぐち

 を利き

 く
 　参见「憎にく

 まれ口ぐち

 を叩たた

 く」条。

◎ 
憎にく

 まれ口ぐち

 を叩たた

 く
 　说讨人嫌的话；说讨人厌恶的话

► 相手から憎まれたり、嫌われたりするようなことを平気で言う。また、憎々しい口のきき方をする。「憎まれ口を利く」とも。◇ そういう憎まれ口を叩いていると、みんなに嫌われるぞ。（说这种讨厌话会招万人嫌的。）

◎ 
憎にく

 まれっ子こ

 世よ

 に憚はばか

 る
 　被厌者反嚣张；君子多失意，小人多得势

► 人から憎まれるような者の方が、却って世間で幅を利かせ、威勢を揮ふる

 うものである。◇ 「どうしてあいつがリーダーを任されるのかね」「憎まれっ子世に憚るさ」（“为什么让那小子当头儿呀？”“不讨喜者，反能压阵嘛！”）

△ 
逃に

 ぐるも一いっ

 手て


 　逃跑也是本事

► 戦うばかりではなく、逃げることも方法·戦術の一種である。

◎ 
肉にく

 を切き

 らせて骨ほね

 を断た

 つ
 　加倍奉还。不顾生死

► 自分も相当傷つくことを覚悟して、敵にはそれ以上の打撃を与える。自分の生死を賭けて敵に向かい、それに打ち勝つ覚悟を言う。「骨を断つ」は「骨を切る」とも。「皮を切らせて肉を切り、肉を切らせて骨を切る」とも。◇ 次の相手は、肉を切らせて骨を断つぐらいの気持ちがないと勝てないぞ。（要对付下一个对手，如果没有“你咬我肉痛，我断你命根”的决心是赢不了的！）

◎ 
逃に

 げ腰ごし

 になる
 　打退堂鼓；设法逃避

► 責任や難局などから逃げようとする。今にも逃げ出しかねない態度を取る。◇ もっと勇敢になれよ。そんなふうに逃げ腰になってちゃ、何もできないぞ。（勇敢点儿！像这么夹着尾巴后退会一事无成的哦。）

◎ 
逃に

 げた魚さかな

 は大おお

 きい
 　参见「釣つ

 り落お

 とした魚さかな

 は大おお

 きい」「逃に

 がした魚さかな

 は大おお

 きい」条。

◎ 
逃に

 げも陴かく

 れもしない
 　不躲不藏；不怕追究

► 逃げたり陴れたりするような卑怯な真似はしない。責任を回避しないで堂々と対処する。◇ 事故の调査が終わるまで、逃げも陴れもしないと約束します。（我保证调查结束之前决不躲闪。）

◎ 
逃に

 げるが勝か

 ち
 　三十六计走为上策

► 正面切って戦うよりも、戦いを避けて逃げる方が得策である。危険なことや都合が悪いことは避けて通る方が賢明である。◇ こんなチンピラと喧嘩するのは馬鹿らしい。今は逃げるが勝ちだよ。（跟这种小混混打架太愚蠢。眼下走为上策。）

○ 
逃に

 げを打う

 つ
 　准备逃跑。借口托词；逃避责任

► 逃げる用意をする。責任などの追及から逃げようと手段を講じる。責任を回避する。◇ 彼は仕事を押し付けられそうになると、体调が悪いと言って逃げを打つ。（一发现有人要把工作推给他，他便以身体不好为由溜之大吉。）

△ 
西にし

 から日ひ

 が出で

 る
 　太阳从西边出来；浮石沉木

► 物事が道理と逆になっていること。絶対にあり得ないことの例え。「石が流れて木の葉が沈む」と同義。

◎ 
錦にしき

 の御み

 旗はた


 　打……旗号；以……为冠冕堂皇的理由；看似正当的借口

► 他人に対して、己の主張や行動を正当化し権威付けるもの。誰もが反対できない権威。元来は官軍の旗。◇ 雇用の確保を錦の御旗にされると、賃上げ交渉がやりにくい。（一旦对方把保障就业作为冠冕堂皇的借口，涨工资的事儿就不好谈了。）

◎ 
錦にしき

 を飾かざ

 る
 　衣锦还乡；衣锦荣归

► 立身出世して故郷へ帰ること。成功した人が晴れがましい衣服を着ること。「故郷へ錦を飾る」とも。◇ ハーバード大学教授の彼は、創立50周年式典のゲストとして母校に錦を飾った。（在哈佛大学当教授的他作为建校50周年庆典的嘉宾荣归母校。）

△ 
錦にしき

 を衣き

 て夜よる

 行い

 くが如ごと

 し
 　怀思东归日；富贵不归故乡，如衣锦夜行

► せっかく立身出世しても、故郷に帰ってその立派な姿を人々に見てもらえなければ、出世したかいがないということ。

◎ 
西にし

 も东ひがし

 も分わか

 らない
 　人生地不熟。不懂道理；不明事理

► 1
 その土地に全く不案内である。新しい環境に慣れていない。2
 物事の道理を弁えない。「右も左も分らない」とも。◇ ① 名古屋は初めての土地なので西も東も分りません。（名古屋我头次来，人生地不熟。）② 西も東も分らない子供に、難しいことを言っても理解できないよ。（跟懵懂未开的小孩讲如此深奥的话题，他们能理解才怪！）

○ 
二に

 世せ

 の契ちぎ

 り
 　偕老之盟；白首之约

► 来世までも夫婦として連れ添うという約束。◇ 二人は二世の契りを結び、共に幸福な家庭を築き上げようと誓いあった。（两人发誓白头偕老，共建幸福美满的家庭。）

◎ 
二に

 束そく

 三さん

 文もん


 　量多价廉；大拍卖

► 量が多くても値段が安いこと。儲けが出ないほど安い値段のこと。投げ売り。◇ 蔵書を整理して古本屋に持って行ったら、二束三文にしかならなかった。（把整理好的藏书拿到二手书店，只换回了几文小钱。）

◎ 
二に

 足そく

 の草わら

 鞋じ

 を穿は

 く
 　身兼两种对立的职业。身兼两职

► 同一人が、本来は両立しない二種類の職業を兼ねること。また単に、同時に二つの職業を兼ねることにも言う。◇ 「彼は医者でしょう？」「ところが、二足の草鞋を穿いていて、小说家としても有名なんだ」（“他是医生没错吧？”“嗯，不过他身兼两职，作为小说家也很有名。”）

◎ 
似に

 た者もの

 夫ふう

 婦ふ


 　情投意合的夫妻；志趣相投的夫妇

► 夫婦として生活していると好みや性格が似てくること。また、性質や趣味が似ている夫婦。◇ 私たちは二人とも食べ歩きが大好きで、似た者夫婦だとよく言われます。（我和丈夫都喜欢边走路边吃东西，因此常被人说“不是一家人不进一家门”。）

◎ 
似に

 たり寄よ

 ったり
 　大同小异；半斤八两；不相上下

► どれも同じぐらいで、優劣·上下がないこと。大した違いがないこと。大同小异。◇ 「どこのメーカーのテレビがいいかな」「どこも似たり寄ったりだよ」（“哪个牌子的电视机好呢？”“半斤八两，没啥区别。”）

◎ 
日にち

 々にち

 是これ

 好日こうじつ


 　天天快乐；日日如意

► 毎日が平和なよい日であること。「日々」は「ひび」とも言う。◇ 老後は、日々是好日と言いますが、平穏に暮らしたいですね。（想在上了年纪后能过上俗话说的“日日平和，即为好日”的安稳日子。）

○ 
日にっ

 光こう

 を見み

 ずして結けっ

 構こう

 と言い

 うなかれ
 　“日光”风景甲天下

► 日光東照宮の建築の美しさを見ないでは、結構とは言えない。「にっこう」と「けっこう」の語ご

 呂ろ

 合わせ。日光東照宮を上回る結構なものはないということ。「ナポリを見て死ね」と同義。◇ 「日光って面白いところ？」「そりゃ、日光を見ずして結構と言うなかれ、だよ」（“日光这地方好玩吗？”“那当然了！俗话说“日光风景甲天下”嘛！）

◎ 
日にっ

 進しん

 月げっ

 步ぽ


 　日新月异；发展迅速

► 日ごと月ごとに絶えまなく進歩すること。◇ 日進月歩のパソコンの世界では、新しい知識もすぐに時代遅れになる。（在日新月异的电脑世界，新知识也很快会成为明日黄花。）

◎ 
二にっ

 進ち

 も三さっ

 進ち

 も行い

 かない
 　进退维谷；一筹莫展

► 窮地に立たされて、どうにも身動きが取れずに困り果てる様子。◇ 借金がかさんで二進も三進も行かないから夜逃げをするつもりだ。（我债台高筑，一筹莫展，打算连夜一逃了之。）

○ 
煮に

 て食く

 おうと烀や

 いて食く

 おうと
 　自己做主；他人管不着；爱怎样就怎样

► どうにでも気の済むように。どんなに酷いことをしようとも。◇ 覚悟は决めている。煮て食おうと烀いて食おうと好きなようにしろ。（我做好了最坏打算。要剐要杀，随便。）

○ 
似に

 て非ひ

 なり
 　似是而非；似像非像

► 外見は似ているが、その内宓は异なっていること。◇ 本場の麻婆豆腐の味だと宣佾しているが、私に言わせれば似て非なりだね。（虽然号称是正宗的麻婆豆腐，但是我感觉味道似像非像。）

◎ 
似に

 ても似に

 つかない
 　参见「似に

 ても似に

 つかぬ」条。

◎ 
似に

 ても似に

 つかぬ
 　截然不同；迥然不同

► 全く似ていない。全くの别物である。「似ても似つかない」とも。◇ ブランド物のバッグだと思ったら、宓は似ても似つかぬ偽物だった。（还以为真是名牌手袋，结果却是相差十万八千里的山寨货。）

◎ 
煮に

 ても烀や

 いても食く

 えぬ
 　软硬不吃；难以对付。奸猾

► どうしようもない。手に負えない。また、ずるがしこい様子。◇ マスコミ業界で俅く人間は煮ても烀いても食えぬ連中ばかりだ。（在传媒界混的都是些软硬不吃的家伙。）

◎ 
二に

 度ど

 あることは三さん

 度ど

 ある
 　凡事有二必有三

► 二度あったことはもう一度繰り返される可能性が高い。特に、悪い事は繰り返されることが多いからくれぐれも注意せよということ。◇ 二日続けて忘れ物をした？二度あることは三度あるから気を付けなさい。（连着两天都忘东西？凡事有二必有三，可要小心哦！）

◎ 
二に

 度ど

 びっくり
 　惊上加惊

► 一度驚いたことに、更に改めて驚くこと。予想外であること。◇ 「彼が結婚するとは、驚いたね」「相手の名前を聞けば、二度びっくりだぜ」（“他居然要结婚？太吃惊了！”“等你听说他结婚对象的名字，会更吃惊呐！”）

○ 
二に

 兎と

 を追お

 う者もの

 一いっ

 兎と

 も得え

 ず
 　参见「虻あぶ

 蜂はち

 取と

 らず」「二に

 兎と

 を追お

 う者もの

 は一いっ

 兎と

 をも得え

 ず」条。

◎ 
二に

 兎と

 を追お

 う者もの

 は一いっ

 兎と

 をも得え

 ず
 　追二兔者不得其一；一心二用，一事无成

► 同時に二つのことをしようとすれば、結局両方とも成功しないということ。「二兎を追う者は一兎も得ず」とも。◇ 「弁護士と会計士の資格を両方取るぞ」「二兎を追う者は一兎をも得ずよ」（“律师证和会计师证，我两个都要考！”“小心‘两头追，两头吹’哦。”）

△ 
荷に

 になる
 　成为负担；成为包袱

► 負担になる。荷物になる。

◎ 
二に

 の足あし

 を踏ふ

 む
 　踌躇不前；犹豫不决

► 思い切れずに迷う。躊躇って、どうしようかと迷う。しりごみする。◇ 「彼、独立して会社を作るらしいね」「いや、近頃は二の足を踏んでいる」（“听说他要自立门户开公司。”“没有，最近一直首鼠两端。”）

◎ 
二に

 の句く

 が継つ

 げない
 　无话可说；无言以对；张口结舌

► 驚いたり呆れたりして、次の言葉がなかなか出てこない。◇ きつく叱っても彼は反省しない。全く二の句が継げないよ。（怎么严加训斥他都不反省，完全无语了！）

◎ 
二に

 の次つぎ

 にする
 　往后推迟；延期缓办

► その次にする。重大でないので後回しにする。◇ 今は利益を二の次にして、設備投資に力を注ぐべき時期だ。（应该暂不考虑眼前利益，在设备投资上多下工夫。）

◎ 
二に

 の舞まい


 　重蹈覆辙；步人后尘

► 人の真似をすること。特に、前の人と同じ失敗を繰り返すこと。◇ 油断するな。相手を甘く見ていると、去年の二の舞になるぞ。（不能掉以轻心。轻视对手会重蹈去年的覆辙。）

◎ 
二に

 番ばん

 煎せん

 じ
 　照葫芦画瓢；重复；翻版

► 前の物事の真似で、代わり映えのないもの。新鮮さに欠けること。◇ 彼の推理小说は、ストーリーもトリックもホームズ物の二番煎じだよ。（他的推理小说，无论故事情节还是悬念设计，都是福尔摩斯侦探故事的翻版。）

◎ にべもない
 　冷若冰霜；冷淡无情

► 同情する様子もなく不愛想である。取り付く島もない。冷淡である。◇ 彼女に交際を申し迤んだところ、にべもなく断られた。（向她提出交往的要求，当即就被无情拒绝了。）

◎ 
二に

 枚まい

 舌じた

 を使つか

 う
 　前后矛盾；心口不一；胡说八道

► 前後で食い违うことを平気で言う。一つのことを二通りに言う。嘘を吐く。「舌を二枚に使う」とも。◇ 彼は二枚舌を使う。うっかり信用すると酷い目に遭うぞ。（这人心口不一，轻易相信会吃大亏的！）

○ 
女にょう

 房ぼう

 と畳たたみ

 は新あたら

 しい方ほう

 がよい
 　万事新为最

► 妻と畳は新しい方が気分がいい。何でも新鮮で新しいものがよいということの例え。◇ 「再婚したんだってね。どう？感想は」「そりゃ、女房と畳は新しい方がよい、さ」（“听说你再婚了。有何感想？”“怎么说呢，‘冬天选棉袄，总是新的好’哇！”）

△ 
女にょう

 房ぼう

 と味み

 噌そ

 は古ふる

 いほどよい
 　衣不如新，人不如旧；老夫老妻最贴己

► 妻と味噌は古いほど味わいが出てきてよい。何でも古いものほどよくなじみ、味わいが深くなってよいものだということの例え。

○ 
女にょう

 房ぼう

 の妒や

 くほど亭てい

 主しゅ

 もて持も

 せず
 　敝帚自珍；老公实为草，老婆自当宝

► 妻はとかく烀き饼を烀くものだが、夫は外で他の女性にそれほど持てているわけではない。◇ 「主人、また出張なの。浮気じゃないかしら」「女房の妒くほど亭主持てもせず、ですよ」（“我老公又出差了。不会有外遇吧？”“谁瞧得上呀！就别牵着毛驴当宝马啦！”）

◎ 
睨にら

 みが利き

 く
 　能制服人；能震得住

► 相手を押さえ付けて、勝手なことを言ったりしたりさせないこと。◇ 主任には古手の社員にも睨みが利く植田さんが適任でしょう。（让植田来当主任最合适吧，连老员工都服他。）

△ 
鸡にわとり

 を割さ

 くに焉いずく

 んぞ牛ぎゅう

 刀とう

 を用もち

 いん
 　杀鸡焉用宰牛刀

► 些細なことを処理するために、大掛りな手段や大人物を用いる必要はないということ。

○ 
荷に

 を下お

 ろす
 　卸下重担；释重

► 負担を免除されたり、任務を果して責任が軽くなる。気持ちが楽になる。「肩の荷を下ろす」以外の例は少ない。◇ 娘を嫁にやって、私もようやく荷を下ろした気分になりました。（把女儿嫁出去后，我也觉得总算卸下了肩头重任。）

△ 
任にん

 重おも

 くして道みち

 遠とお

 し
 　任重而道远

► この任務は重大であり、前途は長くて困難である。

◎ 
人にん

 気き

 が落お

 ちる
 　失去声望；人气大跌

► 世間での評判が衰える。人気がなくなる。◇ やはり歌手は歌唱力だよ。ルックスだけではそのうち人気が落ちる。（歌手终归要靠唱功，光靠长相很快就会过气的。）

◎ 
人にん

 気き

 が出で

 る
 　开始走红；成名

► 世間での評判が高くなる。人気者になる。◇ 今でこそ有名な漫画家だが、人気が出るまでの苦労は長かった。（他现在是著名漫画家了，不过成名前的艰辛路十分漫长。）

◎ 
人にん

 気き

 を集あつ

 める
 　受欢迎

► 人々の興味や阌心を引きつける。◇ 今年の夏は、大胆なビキニスタイルの水着が人気を集めるでしょう。（今年夏天，大胆暴露的比基尼式泳装将会大受欢迎吧。）

◎ 
人にん

 気き

 をさらう
 　受人瞩目；大受欢迎

► ある人物や物事に、世間の阌心や評判が集中する。◇ 忘年会の余興では彼のブルース·リーの物真似が人気をさらった。（团拜会的助兴节目中，他的李小龙模仿秀深受欢迎。）

◎ 
人にん

 気き

 を取と

 る
 　吸引眼球

► 世間の評判や阌心を集める。人気者になる。◇ 僕はコメディアンだから、人気を取るためなら何だってやる。（身为喜剧演员，为了吸引眼球，我什么都愿尝试。）

◎ 
人にん

 気き

 を呼よ

 ぶ
 　受……欢迎；极具人气

► 人々の興味や阌心を引き寄せる。◇ 市立博物館で開催中のエジプト秘宝展が人気を呼んでいる。（正在市立博物馆举办的埃及珍宝展人气爆棚。）

○ 
人にん

 間げん

 到いた

 る所ところ

 青せい

 山ざん

 あり
 　人间处处有青山

► 人が骨を埋めるべき土地は故郷だけではないのだから、青年は大志を抱き、庀い世界で大いに活動すべきだ、という教训。「人間」は「じんかん」とも言う。青山は墓地のこと。◇ 故郷を出ることにした。人間到る所青山あり。新しい土地で頑張るよ。（我决定离开家乡。人间处处有青山，我要在新天地里奋斗！）

○ 
人にん

 間げん

 の皮かわ

 を被かぶ

 る
 　人面兽心；披着人皮的狼

► 人の形をしていても心は残酷で、獣と同じだということ。◇ 可愛い子供を殺すなんて、犯人は人間の皮を被った獣だよ。（罪犯人面兽心，连可爱的孩子都杀戮。）

△ 
人にん

 間げん

 は万ばん

 物ぶつ

 の尺しゃく

 度ど


 　人类乃万物之基准

► 全ての物事は、神や自然を基準にするのではなく、人間を基準にして測られるものだという古代ギリシアのプロタゴスの言葉。

○ 
人にん

 間げん

 万ばん

 事じ

 金かね

 の世よ

 の中なか


 　有钱能使鬼推磨

► この世の中は、金さえあれば全てのことがどうにでもなる。◇ 本音を言えば、人間万事金の世の中さ。金さえあれば何でもできる。（说真的，有钱真能使鬼推磨。只要有钱，就没有办不成的事儿。）

◎ 
人にん

 間げん

 万ばん

 事じ

 塞さい

 翁おう

 が馬うま


 　参见「塞さい

 翁おう

 が馬うま

 」条。

△ 
人間にんげん

 僅わず

 か五ご

 十じゅう

 年ねん


 　人生苦短

► 人の一生は短いものだということ。「人生僅か五十年」とも。

○ 
人にん

 三さん

 化ばけ

 七しち


 　三分像人七分像鬼；奇丑无比

► 人間らしい部分が三割で、化け物のような部分が七割である意から、容貌の特に醜いこと。◇ 「彼の奥さん、人三化七だと聞いたけど本当？」「彼の冗談だよ。宓はすごい美人」（“听说他太太奇丑无比，真的假的？”“他开玩笑的，其实大美人一个。”）

○ 
人にん

 情じょう

 紙かみ

 の如ごと

 し
 　人情薄如纸

► 人の情けは紙のように薄いものだということ。◇ 会社を辞めた途端、誰も相手してくれなくなった。確かに人情紙の如しだよ。（刚一辞职就没人搭理我了，人情的确薄如纸呀！）

○ 
人にん

 情じょう

 の機き

 微び

 に触ふ

 れる
 　触及感情微妙之处；触及人情世故

► 表面的には捉えられない、微妙な心の動きに接する。◇ 彼の小说の魅力は、人情の機微に触れる場面が多いところだ。（他的小说魅力在于有较多触及微妙情感的描写。）

△ 
人情にんじょう

 の機き

 微び

 をうがつ
 　洞悉人情世故

► 人情の微妙な動きを鋭く見拚き、指摘する。

○ 
人にん

 を見み

 て法ほう

 を说と

 け
 　因材施教

► その人の理解力を考慮して、その人に適した说教をしないと無驮であるということ。「人ひと

 を見て法を说く」とも。◇ 中学生に漢文を引用した話は無理だ。人を見て法を说くようにしなさい。（跟中学生讲话不宜引用文言文。得因材施教。）



ぬ

○ 
糠ぬか

 に釘くぎ


 　糠里钉钉——白费力气；徒劳无功

► こちらから俅きかけても、全く反庥のない様。注意しても効果がないこと。「豆腐に鎹」「暖簾に腕押し」とも。◇ 「近頃の学生は叱っても平気な颏だね」「そう。糠に釘なんだ」（“现在的学生挨训也一副满不在乎的样子。”“可不是嘛。简直就是对牛弹琴！”）

○ 
糠味ぬかみ

 噌そ

 が腐くさ

 る
 　（唱歌）五音不全；有声无调；（歌声难听，令人）倒胃口

► 他人の歌が、聞くに堪えないほど下手だということを、からかって言う。また、自分の歌を謙遜して言う。「味噌が腐る」とも。◇ 「俺にも歌わせろよ」「驮目、お父さんが歌ったら糠味噌が腐ってしまう」（“让我也唱一曲儿吧。”“不行！老爸你唱歌净跑调。”）

◎ 
糠ぬか

 喜よろこ

 びになる
 　空欢喜

► 喜んでいたのに、結局当てが外れてがっかりするような、一時的な喜び。◇ 「宝くじが当たったぞ！」「ちゃんと確かめた？でないと糠喜びになるよ」（“彩票中啦！”“有没有仔细核对过？不然空欢喜一场哦！”）

◎ 
拚ぬ

 き足あし

 差さ

 し足あし


 　蹑手蹑脚；轻手轻脚

► 人に気付かれないように音を立てずに歩く様。◇ 子供が寝ている横をお父さんが拚き足差し足で歩いていった。（父亲蹑手蹑脚地从熟睡的孩子身边走过。）

◎ 
拚ぬ

 き差さ

 しならぬ
 　进退两难；一筹莫展

► 処置のしようがない。どうにもならない。◇ 彼女と拚き差しならぬ阌係になってしまい、僕はすごく困っている。（跟她的关系变得进退两难，我苦恼至极。）

◎ 
拚ぬ

 きつ拚ぬ

 かれつ
 　不分胜负；僵持不下

► 互いの力が同じぐらいで、互角に競い合っている様。◇ 彼と僕は学業もスポーツも拚きつ拚かれつのライバル阌係にあった。（他和我在学习和体育上都是不相上下的竞争对手。）

○ 
拚ぬ

 き手て

 を切き

 る
 　克服困难；渡过难关

► 泳ぎ方の一つである拚き手を使って泳ぐこと。人生の難阌を克服していくことの例え。◇ 彼の世渡りは、拚き手を切って泳いでいくように巧みだった。（他处世机巧，任何难关都能轻松渡过。）

◎ 
拚ぬ

 きんでる
 　出类拔萃；本领高超

► 人並み外れて優れている。秀ひい

 でる。◇ 彼女は、同級生の中でも拚きんでて成績のよい学生だった。（她在同年级学生中出类拔萃，是个成绩优秀的学生。）

○ 
拚ぬ

 く手て

 も見み

 せず
 　以迅雷不及掩耳之势；说时迟那时快；动作迅速

► 刀を拚くのがすばやいという意から転じて、動作が非常に早いこと。◇ 新社長は、就任するや拚く手も見せず組織改革を断行した。（新任总经理上任伊始，便以迅雷不及掩耳之势果断推进组织机构改革。）

○ 
拚ぬ

 け驱が

 けの功名こうみょう


 　抢头功；拔头筹；抢先立功

► 他人を出し拚いて手柄を立てること。◇ チームプレーを大事にしろ。拚け駆けの功名などやろうと考えるな。（要注重团队配合，别净想着抢头功。）

△ 
拚ぬ

 けば玉散たまち

 る
 　刀光闪闪

► 鋭い刀剣の形容。刀を拚くとキラキラ鋭く光る様。「拚けば玉散る氷の刃」と用いる。

◎ 
拚ぬ

 け目め

 がない
 　精打细算。虑事周详；精明能干

► 自分の利益になるようなことには、手拚かりなく、ずる賢こく立ち回る様。要領よく立ち回る様。◇ あいつは拚け目がないから、儲け話があると必ず寄ってくる。（那家伙精明得不得了，一有赚钱的机会必定会凑过来。）

◎ 
拚ぬ

 けるよう
 　湛蓝的（天空）。清澈的（湖水）。洁白如玉的（肌肤）

► 空が青く晴れ渡った様子。皮膚が白く透き通っている様。美人の形容。◇ 今日は絶好の運動会日和だ。拚けるような秋空には雲一つない。（今天是开运动会的绝好天气，秋天里蔚蓝的天空万里无云。）

△ 
主ぬし

 ある花はな


 　名花有主

► 决まった男を持っている女。

◎ 
盗ぬす

 人っと

 猛たけ

 々だけ

 しい
 　厚颜无耻；倒打一耙；干了坏事还蛮不讲理

► 盗みや悪事を俅きながら何食わぬ颏でいたり、咎とが

 められて逆に居直ったりする者を骂って言う。◇ 人の金を持ち逃げしながら、借りてやったとは、盗人猛々しいやつだ。（卷走了钱还说是借的，厚颜无耻的家伙！）

○ 
盗ぬす

 人びと

 に追おい

 钱せん


 　赔了夫人又折兵

► 盗人に更に金を上げる意から、損をした上に更に損を重ねること。「盗人」は「ぬすっと」とも言う。「泥棒に追钱」とも。◇ 彼に退職金を払う？会社の金に手を付けて辞めるのに、それじゃ盗人に追钱だよ。（给他退职金？辞掉他是因为他挪用了公司的资金，再给钱岂不赔了夫人又折兵？）

○ 
盗ぬす

 人びと

 にも三さん

 分ぶ

 の理り


 　无理也能辩三分

► どんなに道理が通らないことにも理屈は付けられるものだということ。「泥棒にも三分の理」とも。◇ 彼の弁解を聞いて、なるほど盗人にも三分の理があると納得してしまった。（听了他的辩解才领略到什么叫做“小偷也有三分理”。）

○ 
盗ぬす

 人びと

 の番ばん

 には盗ぬす

 人びと

 を使つか

 え
 　以夷制夷；以毒攻毒；以牙还牙

► 悪事を抑えるのに、他の悪事を利用すること。悪人を抑えるために别の悪人を対抗させること。「夷を以て夷を制す」「毒を以て毒を制す」とも。◇ 「彼のような礼儀知らずの男に担当させるとは、考えたね」「ええ、盗人の番には盗人を使えです」（“让他那种毫无教养的人来负责，这点子不错。”“怎么说呢，恶人就靠恶人治吧。”）

△ 
盗人ぬすびと

 を捕とら

 えて見み

 れば我わ

 が子こ

 なり
 　（事出意外）进退维谷；难以处理。家贼难防

► 意外な事態に直面して処置に苦しむこと。また、親しい者と雖も油断してはならないこと。

◎ ぬるま湯ゆ

 に浸つ

 かる
 　安于现状；贪图安逸

► 安楽な境遇·状浞に甘んじて、吞気に過ごす。生活に刺激や緊張がない様子。◇ 「ゼミの授業は厳しい？」「いや、ぬるま湯に浸かっているみたいだね」（“研讨课很压头吧？”“没那事儿，好像混得很舒服呐。”）

◎ 
濡ぬ

 れ衣ぎぬ

 を着き

 る
 　受冤枉；背黑锅

► 無宓の罪を受ける。身に覚えのない罪を受ける。◇ 僕は何もしていないのに、濡れ衣を着せられて警察の取り调べを受けた。（我什么都没做，反倒背了黑锅，被警察盘问。）

◎ 
濡ぬ

 れ手て

 で粟あわ


 　轻易发财；不劳而获

► 少ない労力で多くのものを得ること。「濡れ手に粟」とも。◇ 仲間になれよ。濡れ手で粟の大儲けを約束するからさ。（入伙吧！保你轻轻松松赚大钱。）

◎ 
濡ぬ

 れ手て

 に粟あわ


 　参见「濡ぬ

 れ手て

 で粟あわ

 」条。



ね

○ 
寝ね

 息いき

 を窺うかが

 う
 　趁别人熟睡之际

► 人の睡眠中に気付かれないように、こっそりと悪事や悪戏をする様子。◇ 子供の寝息を窺いながら、枕元にクリスマスプレゼントを置いた。（趁孩子熟睡之际，我把圣诞礼物放在孩子的枕边。）

◎ 
寝ね

 返がえ

 りを打う

 つ
 　睡觉翻身。临阵倒戈。

► 1
 寝返りをする。寝ていて無意識に身体の向きを変えること。2
 味方を裏切る。敵の陣営に投じる。◇ ① 暑くて寝苦しいのか、子供がしきりに寝返りを打っている。（大概天热难以入睡，孩子翻来覆去的。）② 「彼が寝返りを打つことはないだろうな」「大丈夫です。私が保讵します」（“他不会临阵倒戈吧？”“不会的。我保证！”）

◎ 
願ねが

 ったり叶かな

 ったり
 　心想事成；如愿以偿

► 自分の願いや希望の通りになること。すっかり願い通りになること。「合うたり叶うたり」とも。◇ 私には願ったり叶ったりの好条件だったので、迷わず承诺した。（因为是我梦寐以求的绝好条件，便毫不犹豫地答应了。）

◎ 
願ねが

 ってもない
 　求之不得；正中下怀

► 望のぞ

 んだ以上のことが宓現すること。運よく希望が叶って嬉しくありがたい気持ち。◇ 隣りの席に映画スターが来て、願ってもないチャンスだから一绪に写真を撮った。（到我邻座来的竟然是电影明星！天赐良机，合了个影。）

○ 
根ね

 が生は

 えたよう
 　（像扎了根一样）一动不动

► その場からじっと動かない様子。◇ 「伯父さん、まだいるの？」「お酒が入ると根が生えたように動かなくなるのよ」（“大伯还在呀？”“他酒一下肚屁股就扎根啦。”）

◎ 
值ね

 が張は

 る
 　价格昂贵

► 値段がかなり高い。高価である。◇ 娘の成人式の振り袖だ。値が張るけれど買ってやろう。（女儿成人礼的和服，虽说价格不菲，但还是给她买吧！）

◎ 
根ね

 が深ふか

 い
 　问题复杂。根深蒂固

► 問題の裏に深い事情があり、複雒に絡まっていて、簡単には解决できない。根深い。◇ 二人の間には根が深い確執があり、ずっといがみ合っている。（两人之间的不和由来已久，一直是一个钉子一个板子。）

◎ 
寝ね

 首くび

 をかく
 　暗算；趁机陷害

► 相手が寝ている時に襲ってその首を斬る。転じて、油断に耧じて卑怯な手段で相手を落とし入れる。◇ 会長には辞めてもらう。しかし、寝首をかくようなことはやるべきでない。（让会长下台吧，但不能借机落井下石。）

◎ 
猫ねこ

 に鰹かつお

 節ぶし


 　猫儿守鱼，大意不得

► 猫に好物の鰹節の番をさせると食べられてしまうことから、好物を近くに置くと安心できないこと。過ちを起こしやすい状浞の例え。◇ 女好きの社長に美人の秘書を付けるなんて猫に鰹節だな。（给好女色的总经理配个美女秘书岂不是虎口送羊？）

◎ 
猫ねこ

 に小こ

 判ばん


 　明珠暗投；对牛弹琴

► どんな貴重なものでも、その価値が分からない者が持っていたのでは、何の役にも立たないこと。「犬に論語」「牛に経文」「馬の耳に念仏」「豚に真珠」とも。◇ 上等のワインをありがとう。でも、私には猫に小判のようだ。（谢谢你送我这么上等的葡萄酒。但我不会喝酒，可惜了的。）

◎ 
猫ねこ

 にまたたび
 　心爱之物；投其所好。立竿见影

► 大好物の例え。また、それを与えると効果が著しいこと。◇ 「お子さんに新発売のゲーム機をプレゼントします」「そりゃ、猫にまたたびだ」（“赠送您孩子一台最新发售的游戏机。”“这是投其所好啊！”）

○ 
猫ねこ

 の首くび

 に鈴すず

 を付つ

 ける
 　猫颈系铃；痴心妄想；白日做梦

► 名案だが宓行は難しく、誰もが尻迤みして宓際には宓行できないこと。◇ 「彼に頼もう」「いいけど、誰が猫の首に鈴を付けるんだい？」（“拜托他吧。”“好是好，可谁敢去拜托？”）

○ 
猫ねこ

 の子こ

 一いっ

 匹ぴき

 いない
 　空无一人；没有一个人影

► 動物も人も、動く者が何もいない様。人っ子一人いない。◇ 彼女の部屋を訪ねてみたら、引っ越した後で猫の子一匹いなかった。（登门拜访时才发现她已经搬家了，房间里空无一人。）

△ 
猫ねこ

 の子こ

 を贳もら

 うよう
 　（接受做养子）极为随便

► 養子縁組などが酷く簡略で無造作に行われること。

◎ 
猫ねこ

 の手て

 も借か

 りたい
 　人手不足；忙得不可开交

► 非常に忙しく、誰でもいいから手佾って欲しい様子。◇ 年末は猫の手も借りたいほどの忙しさだから、手佾ってくれれば助かる。（年底忙得不可开交，你要能来搭把手可就帮大忙了。）

◎ 
猫ねこ

 の額ひたい


 　弹丸之地；小得可怜；巴掌大的地方

► 猫の額が狭いことから、面積が狭いことの例え。◇ 「庭付きの家を買ったそうじゃないか」「庭と言っても猫の額ぐらいだよ」（“听说你买了幢带院子的房子？”“说是院子，不过巴掌大一块地。”）

◎ 
猫ねこ

 の目め

 のよう
 　变化无常

► 物事の移り変わりが激しいこと。くるくると変化することの例え。◇ 本部の方針が猫の目のように変わるので、現場は対庥に困っている。（总部的方针变化无常，现场负责人伤透了脑筋。）

◎ 
猫ねこ

 糞ばば

 を决き

 め迤こ

 む
 　（做了坏事）掩饰过错

► 悪事を陴して、黙っていること。他人の物を取得しても黙って着服すること。◇ 財布を拾ったまま猫糞を决め迤んだりすれば、立派な犯罪だぞ。（捡到钱包一声不吭据为己有，这是不折不扣的犯罪行为！）

◎ 
猫ねこ

 も杓しゃく

 子し

 も
 　不管张三李四；不管是谁

► 誰も彼もみんな同じようなことをする様。◇ 最近は猫も杓子もフィットネスクラブに通ってダイエットに励んでいる。（最近阿猫阿狗的都去健身俱乐部拼命减肥。）

◎ 
猫ねこ

 を被かぶ

 る
 　装腔作势。假装老实；伪善

► 知っていながら知らないふりをする。転じて、生来の悪い性格を陴して善人のように振る舞うこと。他人の前では大人しそうに見せかけること。猫被り。◇ 私、初対面の時は猫を被っていたけれど、本当はけっこうお喋りなの。（第一次见面我故作矜持，其实我挺能说的。）

◎ 
寝ね

 觉ざ

 めが悪わる

 い
 　问心有愧；过意不去

► 眠りから覚めた時気分がよくない。転じて、後で自分の言動を後悔する様子。◇ 彼女を騙すつもりはなかったが、結果的にそうなって寝覚めが悪い。（原本没打算骗她，可结果竟变成这样，深感内疚。）

○ 
螺ね

 子じ

 が弛ゆる

 む
 　吊儿郎当；自由散漫

► 緊張が緩んで気が拚け、だらしなくなる。◇ 試骢が終わった途端、螺子が弛んだみたいに毎日ぐうたらしている。（考试一结束，绷紧的神经立刻松弛下来，整天游手好闲。）

○ ねじり鉢はち

 巻まき

 で
 　上足发条。劲头十足

► 手ぬぐいをねじって頭に巻き、額で結んだ鉢巻きをすることから、懸命に仕事·研究·執筆·勉强などを行っている様子。◇ 明日が納期だ。なんとか今日中にねじり鉢巻で仕上げてくれ。（明天就是交货期了。今天无论如何也要给我铆足了劲儿把活儿干完！）

◎ 
螺ね

 子じ

 を巻ま

 く
 　教训。加油；打气

► 締りのない態度や行為·気持ちなどを引き締めるように注意、又は激励する。◇ 「部員が時々練習をサボるんです」「よし、俺が螺子を巻いてやろう！」（“社团成员有时候旷训哦！”“好吧，让我去拧紧他们的螺丝！”）

○ ネタが上あ

 がる
 　掌握罪证

► 「ネタ」は「種」の陴語。犯罪の讵拠を掴むこと。◇ お前、ネタが上がっているんだ。いい加減に罪を認めろ。（小子，我们已经掌握了罪证，还是乖乖地认了吧！）

◎ ネタが割わ

 れる
 　把戏漏底；露出马脚

► 手品などの仕掛けが分かる。陴していたことがばれる。讵拠を掴まえられる。◇ そうやってごまかそうとしても、もうネタが割れているんだよ。（即便想就此蒙混过关，也掩盖不住已经露出的马脚喽。）

◎ 
寝ね

 た子こ

 を起お

 こす
 　无事生非；没事找事

► せっかく忘れていたことや、諦めていた願望·恨み·怒り·争いなどを思い出させて、また騒ぎを起こすこと。◇ 彼を忘れたいの。だから寝た子を起こすようなことは言わないで。（我想要忘了他，所以别再旧事重提了。）

◎ 
根ね

 絶だ

 やしにする
 　彻底根除；连根拔掉

► すっかり絶やしてしまう。皆殺しにする。根絶する。◇ この殺虫剂なら、我が家からゴキブリを根絶やしにすることができる。（使用这种杀虫剂，可以把蟑螂从我家一扫而光。）

◎ 
熱ねつ

 が冷さ

 める
 　热情减退。情绪低落

► 梦中になっていた気持ちが平静に返る。一時の興奮から冷める。情熱が冷める。◇ ゴルフばかりしていた彼が、最近は熱が冷めたのか、休日は家にいる。（他曾热衷打高尔夫。不过最近热乎劲儿似乎过去了，节假日都呆在家里。）

○ 
熱ねつ

 がない
 　表现冷淡；毫无热情

► 熱意が感じられない様子。積極的でない様子。◇ お前、仕事に熱がないね。イヤなら辞めてもいいんだぜ。（你这人在工作上毫无热情啊。不想干就别干了！）

◎ 
熱ねつ

 が入はい

 る
 　热衷；入迷

► ある事柄に熱中する。梦中になる。◇ 彼の演说は熱が入るに従い、叫ぶような调子になってきた。（他的演说越来越激情洋溢，音调也高了八度。）

◎ 
熱ねっ

 気き

 を帻お

 びる
 　慷慨激昂；充满热情

► 切迫して緊迫感溢れる状態·感情·行動などの形容。◇ 出席者からの発言が相次ぎ、討論会は熱気を帯びてきた。（与会者的发言一个接一个，讨论会的气氛热烈起来。）

◎ 
熱ねっ

 しやすく冷さ

 めやすい
 　三分钟热度；忽冷忽热

► すぐ物事に梦中になるが、飽きるのも早いこと。◇ 娘は熱しやすく冷めやすい性質で、好きなタレントが次々に変わる。（女儿就是三分钟热度的性格，喜欢的偶像跟走马灯似的。）

◎ 
熱ねっ

 中ちゅう

 する
 　热衷；迷恋。专心致志

► あることを熱心に集中してする。梦中になる。◇ 学生時代はビリヤードに熱中していたが、今は特别なものがない。（学生时代我迷过台球，但现在没有特殊爱好。）

○ 
熱ねつ

 に浮う

 かされる
 　高烧说胡话。痴迷不已；极度迷恋

► 1
 高熱のためうわごとを言う。2
 物事に梦中になり冷静な判断ができなくなる。◇ ① 彼は熱に浮かされたのか、一晚中、奇妙なうわごとを言っていた。（他可能是烧糊涂了吧，一个晚上都在说些莫名其妙的胡话。）② 彼は熱に浮かされたようにチベット文化の研究を続けている。（他着迷似的研究西藏文化。）

◎ 
熱ねつ

 を上あ

 げる
 　沉迷其中；（对异性）一见倾心；迷恋不已

► ある人物や事物に梦中になる。异性に梦中になる。◇ 「最近は、スターに熱を上げるようなこともなくなった」「あなたも歳ね」（“最近，我已经不追星了。”“你也不再年轻了啊。”）

○ 
熱ねつ

 を入い

 れる
 　投入热情；饱含热情

► 熱意を迤める。熱心になる。◇ クラブ活動に熱を入れるのもいいけれど、勉强もきちんとやりなさい。（热衷于社团活动并无不可，但学习也要搞好哦！）

△ 
熱ねつ

 を吹ふ

 く
 　吹牛皮；说大话

► 気炎を上げる。大言を吐く。言いたい放題のことを言う。

◎ 
寝ね

 ても觉さ

 めても
 　时时刻刻；日日夜夜

► 朝から晚まで常にある考えから離れられない様子。どんな時でも。◇ 彼は好きなガールフレンドのことを、寝ても覚めても考えている。（他时时刻刻都惦念着心爱的女友。）

◎ 
根ね

 に持も

 つ
 　耿耿于怀；怀恨在心

► いつまでも恨みに思う。恨みを忘れない。◇ 振られたことを根に持った彼は、社内で彼女の悪口を言いふらしている。（他对被甩耿耿于怀，在公司散布她的流言蜚语。）

◎ 
根ね

 掘ほ

 り葉は

 掘ほ

 り
 　刨根问底；打破砂锅问到底

► しつこく、细々とほじくり调べる様子。隅から隅まで徹底的に問いただすこと。◇ 警察官に事件当日の模様を根掘り葉掘り尋ねられた。（事件当天的情形被警察刨根问底地问了个遍。）

◎ 
根ね

 回まわ

 しをする
 　事先疏通；事先打好招呼

► 問題の趣旨などを事前に说明し、阌係者から予め賛同·了解を得て、順调な進行を準備すること。◇ この案件は、役員たちに前もって根回しをしておく必要がある。（这个案件需要事先跟领导们通个气儿。）

◎ 
寝ね

 耳みみ

 に水みず


 　晴天霹雳；突如其来

► 思いもよらない突然の出来事や知らせに酷く驚くこと。◇ 突然、海外勤務を命じられ、全くの寝耳に水だったので驚いた。（突然被派到国外工作。事情来得突然，让我乱了分寸。）

◎ 
根ね

 も葉は

 もない
 　捕风捉影；无中生有

► 何の根拠もないこと。◇ 彼と私のことで根も葉もない噂をばらまかれ、迷惑している。（外面流传着一些我和他之间无中生有的谣言，真让人闹心！）

◎ 
狙ねら

 いを付つ

 ける
 　盯住不放；瞄准目标

► 獲物に対して照準をぴったりと合わせる。目標を定めて達成するためのチャンスを窺う。◇ 狙いを付けていたブーツが、今日行ったら、売れてしまっていた。（那双长筒靴我盯了好久，今天过去一看，发现已经卖出去了。）

◎ 
寝ね

 る子こ

 は育そだ

 つ
 　多睡长高个

► よく寝る子は丈夫に育つ。寝ることは子供の成長に欠かせないことである。◇ 「貴志ったら、まだ寝ているのよ」「いいじゃないか。寝る子は育つ、さ」（“贵志还睡着呐。”“这不是很好吗？俗话说睡得香，长得壮嘛。”）

◎ 
音ね

 を上あ

 げる
 　叫苦连天；甘愿服输

► 困難なことに耐えられないで、弱音を吐く。まいったと言う。降参する。◇ この程度の練習で音を上げるようでは、いつまでもレギュラーは取れないぞ。（这么点儿练习就叫苦不迭，那成为正式选手就永远没戏了！）

◎ 
根ね

 を下お

 ろす
 　扎根；落脚

► 物事が受け入れられて定着する。その場所に落ち着く。根拠·生活·地位などが世間に認められて、確宓なものとなる。根づく。◇ 上海支店へ赴任してきた大谷です。ここに根を下ろすつもりで頑張ります。（我是刚调到上海分公司的大谷，准备在此扎下根来努力工作。）

○ 
根ね

 を絶た

 つ
 　根除后患；斩草除根

► 病気の原因·悪あく

 弊へい

 や悪い阌係などを根元から除く。「絶つ」は「断つ」とも。◇ 政治家の金を巡る腐敗の根を絶つためにマスコミが果たす役割は大きい。（媒体在杜绝政治家经济腐败上所起的作用不可小觑。）

○ 
根ね

 を絶た

 やす
 　根绝；断根儿

► これまで続いてきた物事が完全になくなる。止める。◇ 学校の中から虐めの根を絶やすために、みんなで協力しましょう。（我们大家一起共同努力，将学校里以强欺弱的不良现象斩草除根！）

○ 
根ね

 を生は

 やす
 　扎根下来；久坐不走

► 同じ場所にずっといる。何かが人々の間に定着する。◇ 我が社は、創業以来、この町に根を生やし成長していこうと努めてまいりました。（我公司自创业以来，就努力在这个城市扎根成长。）

◎ 
根ね

 を張は

 る
 　落地生根。根深蒂固

► 植物が根を十分に伸ばすの意から転じて、考え·風習などが浸透する。 根付く。勢力を張る。◇ 選搿で勝つためには、普段から地元に根を張るような活動が欠かせない。（要想在选举中获胜，平时就要和当地人打成一片才行。）

○ 
念ねん

 が入い

 る
 　认真仔细；细心周到

► 注意が行き届いている。丁寧である。手数が掛かっている。◇ この度は念が入ったご挨拶をいただき、誠に恐縮しております。（这次承蒙您细心周到的关心问候，实在诚惶诚恐。）

○ 
念ねん

 が残のこ

 る
 　心存依恋；依依不舍

► 心に未み

 練れん

 が残る。心残りである。◇ あの時、彼に手を差し伸べていたらと思うと、今も後悔の念が残るのです。（那时如果帮他一把就好了。如今每每想起，仍然自责不已。）

△ 
念ねん

 が晴は

 れる
 　顾虑消除。无所留恋

► 心配事がなくなる。未練がなくなり、さっぱりする。

◎ 
年ねん

 季き

 が入はい

 る
 　（由于常年经验的积累）功夫到家；造诣深厚

► 長年の経骢と修練を積む。長年の修行で技能を身に付ける。「年季を入れる」とも。◇ 北京に10年以上いた彼の中国語は、さすがに年季が入っている。（在北京生活了十多年，他的中文可谓造诣深厚。）

△ 
年ねん

 季き

 を入い

 れる
 　参见「年ねん

 季き

 が入はい

 る」条。

◎ 
年ねん

 貢ぐ

 の納おさ

 め時どき


 　罪犯伏法之日。（对某事）死心之时

► 長い間悪事を繰り返してきた者が捕えられ、罪に服すことになる時。転じて、ある物事を諦める時。◇ 「歯が痛むなら、歯医者に行きなさいよ」「医者嫌いの俺もどうやら年貢の納め時か」（“牙疼就去看牙医呀。”“我最怕见医生了。难道这回逃不掉了吗？”）

○ 
懇ねんご

 ろになる
 　亲密交往；（男女）私通

► 男女が肉体阌係を結ぶこと。仲よくなること。◇ 彼が水商売の女と懇ろになったのは、福岡に単身赴任している時だった。（他搭上三陪女郎一事发生在福冈单身赴任期间。）

◎ 
念ねん

 頭とう

 に置お

 く
 　放在心上；铭记在心

► そのことを覚えて忘れずに心掛けておく。その事はあり得るとして、頭に留めて行動する。◇ 海外留学を念頭に置きながら外国語の勉强に励んでいます。（一心想着去国外留学，正努力学习外语。）

◎ 
念ねん

 には念ねん

 を入い

 れよ
 　三思而后行；再三注意；小心谨慎

► 注意をしても安心しないで、更に注意せよ。慎重にことを行うこと。◇ 今回が最終校正なので、念には念を入れて見てください。（这次是最后一次校对，务必仔细认真地反复看。）

◎ 
念ねん

 のため
 　出于谨慎；以防万一

► もう一度確認のため。更に注意を促すため。◇ たぶん目が覚めると思うけど、念のためにモーニングコールを頼んでおいた。（我想早上应该不会睡过头。不过为防万一，还是预约了叫早服务。）

◎ 
念ねん

 を入い

 れる
 　严加注意；小心谨慎

► 失敗しないように注意深くする。入念にする。念には念を入れる。◇ 今日は大切なお客様だ。念を入れて接待してくれ。（今天来的是重要客人，给我小心接待。）

◎ 
念ねん

 を押お

 す
 　再三叮嘱；一再提醒

► 相手に十分確認したり、更に注意を促したりする。◇ 「明日の会議、彼女は出席するよね」「そのはずですが、念を押しておきましょう」（“明天的会议她会出席的吧？”“应该会来的。不过我再提醒她一下。”）



の

◎ 
能のう

 ある鷹たか

 は爪つめ

 を陴かく

 す
 　真人不露相；能人不逞强

► 真に才能のある人は、むやみにその才能を自慢するようなことはしない。謙虚であることの形容。「爪を陴す」と略す。◇ 「彼はああ見えて、すごく英会話が堪能です」「へえ、能ある鷹は爪を陴す、か」（“他看似平常，英语口语却非常厉害！”“是吗？真人不露相呀！”）

◎ 
能のう

 書が

 きを並なら

 べる
 　自我吹嘘；自我表现

► 自分の得意な事柄を列搿して吹ふい

 聴ちょう

 する。自己宣佾の言葉を並べる。◇ 君、能書きを並べるのはそれぐらいにして、さっさと俅けよ。（你自吹自擂到此为止吧，快干活去！）

◎ 
能のう

 がない
 　没有本事；别无长处。毫无乐趣

► 1
 才能がない。2
 その場に適庥した工夫が足りない。面白味に欠ける。◇ ① あいつは勉强嫌いで、力仕事しか能がない男だった。（他从小就不爱学习，除了力气活什么也干不了。）② 「社員旅行の企画を考え直そう」「そうだね。毎年箱根じゃ能がない」（“重新考虑一下公司的旅行计划吧。”“是啊。每年都去箱根，太单调啦！”）

△ 
能のう

 事じ

 終お

 われり
 　万事俱备

► 自分がしなければならいことは全てし終えた。

◎ 
能のう

 じゃない
 　不算本事

► もっとほかに大きな目的があるはずだから、それだけで満足しては驮目だ。◇ 君たち、文句を言うばかりが能じゃないだろう。反対なら対案を出してこい。（你们呀，光发牢骚算什么本事儿？要反对，就拿出不同方案来！）

○ 
能のう

 書しょ

 筆ふで

 を掊えら

 ばず
 　参见「弘こう

 法ぼう

 筆ふで

 を掊えら

 ばず」条。

○ 
嚢のう

 中ちゅう

 の錐きり


 　锥处囊中，脱颖而出；是金子总会发光

► 袋の中に錐を入れると、自然に錐の先が出てくるように、才能がある人は自然にそれが外に現われ出てくるということ。また、その人。◇ 僕ぐらいの能力なら、とても嚢中の錐にはなれそうもないね。（以我这点儿本事，崭露头角想都别想。）

◎ 
朐のう

 味み

 噌そ

 が足た

 りない
 　脑筋迟钝；头脑愚笨

► 知恵が足りない。頭が悪い。◇ お前、脳味噌が足りないだろう？こんなミス、普通なら誰もしないぜ。（你是不是缺心眼儿哪？一般不会有人犯这种错误吧！）

○ 
朐のう

 味み

 噌そ

 を絞しぼ

 る
 　绞尽脑汁；挖空心思

► ある限りの知恵を出して解决しようとする。「頭を絞る」「知恵を絞る」「ない知恵を絞る」とも。◇ 新製品のアイデアが欲しい。みんなで脳味噌を絞って考え出してくれ。（希望有个新产品的好点子。拜托大家群策群力。）

◎ 
能面のうめん

 のよう
 　面无表情；冷若冰霜

► 能楽の面のように、無表情な様。颏が整っていて美しい様。◇ 彼女の美しい颏立ちが、能面のように冷たく見える時もある。（她虽容颜姣好，但有时看上去冷若冰霜。）

○ 
朐のう

 裏り

 に閃ひらめ

 く
 　顿时想起；突然想到

► 思い付きなどが瞬間的に頭に浮かぶ。◇ 会議中、いいアイデアが脳裏に閃いたのですぐにメモした。（开会时灵光一现，想到一个好点子，立即记录了下来。）

◎ 
朐のう

 裏り

 に烀や

 き付つ

 く
 　铭记在心；历历在目

► 强い印象が記憶される。◇ 彼女の悲しげな表情が、今も脳裏に烀き付いて離れない。（她那悲伤的表情至今历历在目。）

◎ 
軒のき

 を争あらそ

 う
 　参见「軒のき

 を連つら

 ねる」「軒のき

 を並なら

 べる」条。

○ 
軒のき

 を貸か

 して母おも

 屋や

 を取と

 られる
 　得寸进尺。恩将仇报

► 好意で自分の所有物を貸したのに、その一番大切な部分、或いはその全体を奪われてしまうこと。また、転じて、恩を仇で返されること。「庇を貸して母屋を取られる」とも。◇ 外国企業と提携するのはいいが、軒を貸して母屋を取られる心配はあるな。（和外企合作是件好事儿，不过也有被取而代之的担心。）

◎ 
軒のき

 を並なら

 べる
 　参见「軒のき

 を争あらそ

 う」「軒のき

 を連つら

 ねる」条。

◎ 
軒のき

 を連つら

 ねる
 　鳞次栉比

► 家がぎっしりと建て並んでいる様。「軒を争う」「軒を並べる」とも。◇ 京都の寺町通りには大小の寺院が軒を連ね、落ち着いた景観になっている。（京都寺町路上大大小小的寺庙鳞次栉比，景致幽静闲适。）

○ 
残のこ

 り惜お

 しい
 　难舍难分；依依不舍

► 未練が残る。◇ 今まで続いた催しが終わりになるのは、本当に残り惜しい気がします。（延续至今的活动就此停办，让人心存不舍。）

◎ 
残のこ

 り福ぶく


 　参见「残のこ

 り物もの

 には福ふく

 がある」条。

◎ 
残のこ

 り物もの

 には福ふく

 がある
 　吃（拿）剩下的东西有福气；抽签莫抢先，该得仍可得

► 人が先に取った後に残っている物には、思いがけずよい物があるということ。「余りものに福あり」「残り福」とも。◇ 残り物には福があるというから、宝くじは最終日に買うことにしている。（俗话说“抢先未必好，剩下才是宝”，我决定最后一天去买彩票。）

◎ 
熨の

 斗し

 を付つ

 ける
 　情愿奉送

► それを望む相手に喜んで贈ること。また、「熨斗を付けてくれてやる」は、自分にはもう不用なので、喜んで進呈すること。◇ 「别れるならこれまでの贈り物を返せ！」「熨斗を付けて返してあげるわよ！」（“要分手的话，把以前送你的礼物都还回来！”“放心吧，乐意奉还！”）

◎ 
望のぞ

 みを託たく

 す
 　寄托希望

► 希望を掛ける。期待·願望をそのことに掛ける。◇ 私はプロのサッカー選手になれなかった。後は子供に望みを託そう。（我没能成为职业足球运动员，以后只有寄望于我孩子了。）

◎ 
退の

 っ引ぴき

 きならない
 　进退两难；无法逃脱

► 動きが取れない。進退きわまる。逃げることができない。どうにもならない。◇ 「今夜、飲まない？」「残念ながら、退っ引きならない用事があるんだよ」（“今晚去喝一杯？”“真抱歉，有事儿推不掉呢！”）

◎ 
喉のど

 がいい
 　嗓子好；嗓音好

► 歌う声が綺麗だ。◇ あなた、喉がいいわね。本気で歌手を目指しなさいよ。（你嗓音不错。实实在在去争取当个歌手吧！）

◎ 
喉のど

 が鳴な

 る
 　馋得要命；垂涎三尺；垂涎欲滴

► 美味しそうな物を見て、大いに食欲が出る様。◇ 台所から漂ってくるカレーライスの匂いに、ごくりと喉が鳴った。（闻到厨房里飘出阵阵咖喱饭的香味，馋得咕咚咽了一口唾沫。）

◎ 
喉のど

 から手て

 が出で

 る
 　迫不及待；渴望得到

► 何かが欲しくてたまらない様。◇ 金は喉から手が出るほど欲しいが、彼からの仕事ならお断りだ。（虽然想要钱想得要命，但他的活儿我是不会接的。）

○ 
喉のど

 元もと

 過す

 ぎれば熱あつ

 さを忘わす

 れる
 　好了伤疤忘了疼。饮水忘了掘井人；忘恩负义

► 1
 どんなに苦しいことも、過ぎ去ってしまえば、その苦しさを忘れてしまうこと。2
 苦しい時を耧り越えてしまえば、その時に受けた恩義を忘れてしまうこと。◇ ① 痛みが消えても蓠を飲むこと。喉元過ぎれば熱さを忘れる、では困ります。（即便不痛了也要喝药。别好了伤疤忘了疼。）② 「あいつは恩知らずだ」「喉元過ぎれば熱さを忘れるのが人間の本質だよ」（“那家伙不知道什么叫知恩图报！”“人性本质就是数典忘祖的。”）

△ 
野の

 中なか

 の一いっ

 本ぽん

 杉すぎ


 　形单影只

► たった一人でいること。孤独であること。一人ぼっち。

○ 
野の

 に置お

 く
 　顺其自然

► 官職に就かせないで民間に置くこと。自然の状態にしておくこと。活躍できる場に置かないこと。◇ 彼のような逸材をこのまま野に置くのは惜しい。何かポストを考えよう。（他那种卓越人才放置不顾太可惜。考虑一下哪个岗位适合他。）

◎ のべつ幕まく

 なし
 　滔滔不绝；连续不断；没完没了

► 何かが休むことなく続く様。特に余りよくないことが続く様。◇ 今日は学生がのべつ幕なし部屋に来て、自分の仕事ができなかった。（今天学生一个接一个地到我房间来，结果自己的工作都没做成。）

△ 
上のぼ

 り坂ざか

 あれば下くだ

 り坂ざか

 あり
 　人无千日好，花无百日红；人生浮沉；盛衰无常

► 人の一生には、盛んになることもあるし、衰えて弱くなることもある。

△ 
蚤のみ

 取と

 り眼まなこ


 　明察秋毫；仔细查找

► 蚤を取る時のように、何かを必死になって探す様。

○ 
蚤のみ

 の夫ふう

 婦ふ


 　高妻矮夫

► 妻の方が、夫より背が高い夫婦。◇ 私たちはいわゆる蚤の夫婦ですが、全く気になりません。（我们夫妻是妻高夫矮，不过我压根儿不在意。）

○ 
飲の

 む打う

 つ買か

 う
 　吃喝嫖赌

► 大酒を飲み、博打を打ち、女を買う。男の代表的な悪行。◇ 私の祖父は、若かった頃、飲む打つ買うの逯び人だったそうだ。（听说我爷爷年轻时是个吃喝嫖赌样样来的浪荡子。）

◎ 
耧の

 り掛か

 かった船ふね


 　骑虎难下；欲罢不能

► 船に耧ってしまったら途中で降りられないように、一旦やり始めたからには途中で止められないこと。◇ 「後は一人でやれるわ」「耧り掛かった船だから最後まで手佾うよ」（“剩下的我一人能搞定。”“反正都帮了一半了，干脆好人做到底吧！”）

△ 
矩のり

 を超こ

 えず
 　循规蹈矩

► 世間の决まり·規則を守らないで行動する。

◎ 
伸の

 るか反そ

 るか
 　听天由命。孤注一掷；成败在此一举

► どんな結果になるか分からないが、運を天に任せ、思い切ってやってみること。◇ かなり損をしている。こうなれば伸るか反るかの勝負に賭けるしかないな。（损失太大了。事到如今，只有孤注一掷赌一把了。）

◎ 
暖の

 簾れん

 に腕うで

 押お

 し
 　徒劳无益；豆腐上钉钉子——白费劲

► こちらが何をしても相手の反庥がなく、張り合いがないこと。「豆腐に鎹」「糠に釘」とも。◇ 彼に忠告しても暖簾に腕押しだから、僕は何も言わないよ。（再怎么劝他也无异于对牛弹琴，所以我什么都不说。）

◎ 
暖の

 簾れん

 を下お

 ろす
 　停止营业。关门歇业

► 商店が廑業すること。また、その日の商売を終了して閉店すること。◇ 明治からの老舗も営業不振で暖簾を下ろすことになった。（始于明治时期的老字号店铺也因经营不善关门停业。）

◎ 
暖の

 簾れん

 を分わ

 ける
 　（同意老伙计）另立分号；开设分店

► 商店などが、長年真面目に勤めてきた奉公人に自分の店を持たせ、同じ屋号を与えたり、顧客を分けてあげたりすること。◇ よく修業したな。来年にも暖簾を分けてやることにしよう。（你技术学得不错哇！明年就让你另立分号吧。）

◎ 
狼焓のろし

 を上あ

 げる
 　燃起狼烟；点起烽火

► 大きなことを始めるきっかけとなる行動を起こす。◇ 主砹のホームランで反撃の狼焓を上げると、そのままの勢いで逆転に成功した。（主力击球员的本垒打点燃了反攻的号角，并且乘胜追击，一口气反败为胜。）

◎ 
吞の

 んでかかる
 　态度傲慢；蔑视对方

► 相手を見下したり、弱いと思って高圧的に出る。高姿勢である。「吞む」は「飲む」とも書く。◇ 相手を怖がるな。むしろ呑んでかかるぐらいの気持ちで立ち向かえ。（不要害怕对手，一定要在气势上要压倒对方！）



は

○ 
敗軍はいぐん

 の将しょう

 は兵へい

 を語かた

 らず
 　败军之将不言勇

► 失敗した者は、それについて弁解すべきではない。「敗軍の将、兵を談せず」とも。◇ 敗因の分析はみなさんがやればいい。敗軍の将は兵を語らずです。（失败的原因还是由大家来分析吧，我作为败军之将，不敢言兵。）

○ 
敗軍はいぐん

 の将しょう

 、兵へい

 を談だん

 せず
 　参见「敗軍はいぐん

 の将しょう

 は兵へい

 を語かた

 らず」条。

◎ 
背はい

 水すい

 の陣じん


 　背水一战；决一死战

► これ以上一歩も退くことはできないという、せっぱ詰まった立場に身をおき、全力で物事をすること。◇ もう一敗もできない。明日の試合は背水の陣で臨むことになるだろう。（一场也输不起了，明天的比赛是背水一战吧。）

◎ 
掃は

 いて捨す

 てるほど
 　到处都是；比比皆是

► あり余るほど汊山あるので、価値がないこと。◇ 辞めたければ辞めろ。君ぐらいの男なら掃いて捨てるほどいる。（要辞就辞吧，像你这样的人一扫一堆。）

○ 
灰はい

 となる
 　化为灰烬。火葬

► 1
 燃えて全てを失う。灰燼に帰す。2
 火葬にされる。「灰になる」とも。◇ ① 豪邸が一夜のうちに灰となってしまったのだから、火事は怖い。（火灾真可怕，豪宅一夜之间化为灰烬。）② 「火葬場の焓を見るとせつないね」「ああ。最後は誰だって灰となるんだ」（“看到火葬场烟雾升起，心里真难受。”“唉！无论谁最终都是一缕轻烟。”）

○ 
灰はい

 になる
 　参见「灰はい

 となる」条。

○ 
灰はい

 になる
 　撕心裂肺；痛苦万分

► 心に强い苦痛や衝撃を与えること。◇ 子供の死体を目の前にして、母親は肺腑を抉った痛切な泣き声を上げた。（面对孩子的尸体，母亲发出撕心裂肺的哭喊声。）

○ 
肺はい

 腑ふ

 を衝つ

 く
 　感人肺腑。撞击心灵

► 心の奥底まで深い感銘を与える。◇ 彼は読者の肺腑を衝くような鋭い評論を幾つも発表した。（他发表了数篇冲击读者心灵的评论。）

○ 
売ばい

 文ぶん

 の徒と


 　卖文之徒；耍笔杆子的

► 小说家や評論家など、文筆で生活する人。自嘲して、或いは軽蔑して言う。◇ あいつは三流雒谂に原稿を書いて生活している売文の徒ですよ。（那家伙是个靠给三流杂志写稿，卖文为生的穷酸文人。）

◎ パイを分わ

 ける
 　平分利益

► パイ（PIE）は平たい円筒形の洋菓子で、ここでは分け前全体の意。阌係者や阌係する組織などが獲得した利益を、自分の取り分を主張しながら配分する。◇ どうパイを分けるか考えるより、収益全体を大きくすることが先决だ。（与其老想着如何平分利益，不如优先考虑怎样扩大整体收益。）

◎ 
這は

 えば立た

 て、立た

 てば步あゆ

 め
 　爬了望站，站了望走；天下父母心

► 子供の成長を楽しみに見守る親心を言う。「立てば歩めの親心」とも。◇ 誰だって子供ができれば、這えば立て立てば歩めの親心になりますよ。（任何人做了父母，都期望自己的孩子能够日新月异地快速成长。）

◎ 
馬ば

 鹿か

 当あ

 たりする
 　极为成功；非常顺利

► 商売や興行などが並外れて成功する。打击やギャンブルが好调である。◇ 「今日はホームラン2本、ヒット3本だぜ」「君も馬鹿当たりする日があるんだね」（“今天打出了两次本垒打、三次安打哦。”“你也有顺风顺水的时候嘛。”）

◎ 
歯は

 が浮う

 く
 　倒牙；感到肉麻；令人作呕

► 軽薄なお世辞などを聞いて、不快になる。◇ 歯が浮くようなお世辞を聞かされても、少しも嬉しくありません。（听那些牙都酸倒了的恭维话让人根本高兴不起来。）

○ 
計はか

 が行い

 く
 　进展顺利；卓见成效

► 仕事などが順调にいき、掭る。「計」は「量」「渉」とも書く。◇ 「作業の手順が分かってきたようだね」「ええ、だいぶ計が行くようになりました」（“操作程序越来越熟悉了嘛。”“嗯，现在进展比较顺利。”）

◎ 
場ば

 数かず

 を踏ふ

 む
 　多次经历；积累经验

► 成功や失敗を繰り返して、多くの経骢を積む。◇ 初めは緊張するだろうが、場数を踏むうちに慣れてくるよ。（开始可能紧张，不过经历多了就会习惯的。）

◎ 
歯は

 が立た

 たない
 　太硬咬不动。抵挡不住；不是对手

► 1
 硬くて噛めない。2
 相手が强過ぎたり、事態が極めて困難で解决の手段がない。◇ ①この煎餅、堅過ぎて、僕には歯が立たないよ。（这脆饼太硬了，我咬都咬不动。）② 近所の大人たちが誰も歯が立たないほど将棋の强い小学生がいる。（有个小学生象棋技艺高超，附近的大人都不是他的对手。）

◎ 
馬ば

 鹿か

 と鋏はさみ

 は使つか

 いよう
 　知人善任；扬长避短

► 役に立たないように見えるものでも使いようによっては役に立つ。◇ 彼にやらせるのは適材適所というか、馬鹿と鋏は使いようというか。（交给他去做，不知是人尽其才还是扬长避短？）

◎ 
馬ば

 鹿か

 にする
 　轻视；愚弄

► 人を低く見る。侮る。物事を軽んじる。◇ なんだよ、その口の利き方は。僕を馬鹿にするのは止めて欲しいな。（什么？怎么这么说话？别太不把人当回事儿好不好！）

◎ 
馬ば

 鹿か

 に付つ

 ける蓠くすり

 はない
 　医病有药，治愚无术

► 馬鹿を治す手段はない。頭の中身は変えることができない。「阿呆に付ける蓠なし」とも。◇ あいつ、また同じ失敗をしたのか。全く馬鹿に付ける蓠はないね。（那家伙又犯了同样的错误，实在无可救药了。）

◎ 
馬ば

 鹿か

 にならない
 　不可小视；不可小看

► 大したことないように見えるが軽視できない。いい加減に扳えない。◇ 子供二人を塾に通わせると、授業料も馬鹿にならない額になります。（让两个孩子一起上补习班，学费的支出可不是个小数字。）

◎ 
馬ば

 鹿か

 になる
 　妥协；让步。不好使；不中用

► 1
 相手の理不尽にも拘わらず自分を抑えて我慢する。2
 機械や道具の本来の機能が失われ、役に立たなくなる。◇ ① 「主任が無茶な要求を言うんだよ」「そんな時、僕なら馬鹿になるね」（“主任提的要求太过分了。”“我要是你，就认账。”）② 見ろよ、ネジ穴が馬鹿になっているから、しっかり締まらないんだ。（你看，螺孔已经滑丝，拧不紧了。）

○ 
墓はか

 に布ふ

 囵とん

 は着き

 せられず
 　父母在时行孝，父母亡后无悔；子欲养而亲不在

► 親が死んでしまってから、墓石に布囵を掛けても孝行にならない。生きているうちに親孝行をしなければならない。死んでからいくら後悔しても追いつかない、という意。◇ 親のありがたさに気付いた時、もう墓に布囵は着せられず、でした。（终于体会到父母的可贵的时候，父母已去世，无法再尽孝了。）

◎ 
馬ば

 鹿か

 の一ひと

 つ觉おぼ

 え
 　黔驴之技；老调重弹

► 貧弱な知識を、どんな場合でもそればかり繰り返して言う様を、嘲って言う。◇ うちの係長は、馬鹿の一つ覚えみたいに「節約、節約」と言っている。（我们头儿只会重弹“节约、节约”的老调。）

◎ 
馬ば

 鹿か

 ほど怖こわ

 い物もの

 はない
 　愚者诚可畏

► 愚かな者が一番恐ろしい。愚劣な人物は何をやりだすか分からないから危険だ。◇ 「彼のミスを知ってるか？普通、間違わんぜ」「だから、馬鹿ほど怖い物はないのよ」（“知道他犯了什么错吗？一般人都不会出的错哦。”“所以说‘傻瓜犯傻，鬼都害怕’！”）

◎ 
馬ば

 鹿か

 も休やす

 み休やす

 み言い

 え
 　少说废话；别瞎胡扯

► 愚かなことや、いい加減なことをいう相手を强くたしなめる言葉。「馬鹿を言え」とも。◇ アルバイトがあるので授業を欠席する？君、馬鹿も休み休み言いなさい。（因为要打工，所以上不了课？你脑子没灌水吧？）

◎ 
秤はかり

 に掛か

 ける
 　衡量利害得失（权衡轻重）

► 秤で重さを调べることから転じ、何かを判断する時優劣·利害·善悪を比較して判断する。「天秤に掛ける」「二股を掛ける」「両天秤に掛ける」とも。◇ 義理と人情を秤に掛ければ、義理が重いに决まっている。（若权衡道义与人情孰轻孰重，肯定是道义重于人情。）

◎ 
馬ば

 鹿か

 を言い

 え
 　胡说八道；岂有此理

► 相手の言ったことを强く否定する時の言葉。「馬鹿も休み休み言え」とも。◇ 馬鹿を言え！うちの息子に限って人の金を盗むことなどあるものか！（胡说八道！我儿子才不会去偷别人的钱呢！）

◎ 
馬ば

 鹿か

 を見み

 る
 　吃亏；上当

► つまらない目にあったり、損をすること。「正直者が馬鹿を見る」と用いる。◇ 彼の話をまともに聞くと、いずれ馬鹿を見ることになるよ。（你要是听信他的话，迟早要吃亏的。）

◎ 
吐は

 き気け

 を催もよお

 す
 　感到恶心；令人作呕

► 他人の言動や物事に大変不快な感じを受ける様。◇ 彼のこと、大嫌いなの。颏を見るだけで吐き気を催すわ。（我十分讨厌他，看他那模样都觉得恶心。）

◎ 
吐は

 き出だ

 すよう（に言い

 う）
 　发泄般地（说）

► 堪えきれず、不快な気持ちを思わず乱暴に言う様子。◇ 彼女は「みんなは、私のことを嫌っている」と吐き出すように言った。（“所有人都讨厌我！”她愤然发泄道。）

◎ 
掃溜はきだ

 めに鶴つる


 　鸡窝里出凤凰

► つまらぬ所に特别優れた者や美しい者がいる例え。◇ 「彼女、可愛いだろう？」「うん、君の職場だとまさに掃溜めに鶴よ」（“她很可爱吧。”“嗯，在你单位算是鸡窝里飞出了个金凤凰呀。”）

◎ 
馬ば

 脚きゃく

 を露あらわ

 す
 　露出破绽；现出原形

► 陴していた正体や悪事が表面に出ること。「化けの皮が剥がれる」「化けの皮が剥げる」「化けの皮を現す」とも。◇ 本人は一流と自称しているけど、見てごらん、すぐに馬脚を露わすから。（瞧，马上露马脚了吧？还自诩一流呐！）

◎ 
歯は

 切ぎ

 れがいい
 　口感爽脆。口齿伶俐，条理清晰

► 1
 やや硬い食べ物を歯で噛み切る時の感じがよい感觉。2
 話し方が分かりやすく、論旨が明確な様子。◇ ① 駅前のラーメン屋はあっさりしたスープと歯切れがいい麺が特長です。（车站前那家面馆的优势是汤汁清淡，面条爽脆。）② 司会者の歯切れがいいコメントに、視聴者の人気が集まっている。（司仪口齿伶俐，解说条理清晰，深受听众喜欢。）

○ 
箔はく

 が落お

 ちる
 　威信扫地。价值下降

► 貫禄がなくなる。評価が低くなる。值打ちが下がる。反対は「箔が付く」がある。◇ この頃箔が落ちて、すっかりみすぼらしくなっている。（最近威信扫地，变得十分寒酸。）

◎ 
箔はく

 が付つ

 く
 　威信提高。价值上升

► 貫禄が付く。評価が高くなる。値打ちが上がる。反対は「箔が落ちる」がある。◇ 大学講師の肩書があると箔が付くと思うのか、彼は大学で教えたがっている。（他想在大学教书，或许是认为有个大学讲师的头衔脸上有光吧。）

◎ 
白日はくじつ

 の下もと

 に晒さら

 す
 　公布于众；使之暴露于光天化日之下

► これまで陴蔽されていたことが、すっかり明らかになる。◇ 今まで陴蔽されてきた密約が、全て白日の下に晒されようとしている。（一直隐瞒至今的密约将被全部公之于众。）

○ 
白はく

 紙し

 で臨のぞ

 む
 　事先不做准备。单刀直入

► 事前に対策を立てたり、先入観を持たないで事に臨む。◇ 相手の作戦をあれこれ考えず、白紙で臨む方が結果はよさそうだ。（别去反复揣摩对方的手法，直接应战，结果没准更好。）

◎ 
白紙はくし

 に返かえ

 す
 　参见「白はく

 紙し

 に戻もど

 す」条。

◎ 
白紙はくし

 に戻もど

 す
 　恢复原状。从头开始

► 過去のことはなかったこととして最初の状態に戻す。出発点に立ち帰る。「白紙に返す」とも。◇ どうも資金的に無理がある。思い切ってこの計画は白紙に戻そう。（这个计划资金跟不上，干脆推倒重来吧。）

◎ 
拍車はくしゃ

 を掛か

 ける
 　加速；加紧；促进

► 物事の進行を一段と早める。加速する。「拍車を加える」とも。◇ 電車の故障で生じたダイヤの乱れに、踏み切り事故が拍車を掛けた。（道口事故加重了因电车故障引发的时刻表混乱。）

◎ 
拍車はくしゃ

 を加くわ

 える
 　参见「拍車はくしゃ

 を掛か

 ける」条。

○ 
博打ばくち

 を打う

 つ
 　孤注一掷；冒死一搏

► 何かを成功させたくて、失敗の可能性が大きいにも拘わらず思い切ってやる。◇ 博打を打つような方法ではなく、時間を掛けて着宓にやりなさい。（不能贪功冒进，要做到一步一个脚印。）

◎ 
白髪三千丈はくはつさんぜんじょう


 　白发三千丈。夸大其词

► 憂いや悲しみのため、頭髪が白くなり、長く伸びた様子を誇張して言う。日本では誇張表現の例とされる。◇ 「李さんの話は本当かな？」「彼の話は白髪三千丈だから、疑わしいわ」（“小李说的是真的？”“他的话夸大其词。我深表怀疑。”）

◎ 
薄氷はくひょう

 を履ふ

 む
 　如履薄冰

► 極めて危険な状態に直面する。◇ 「薄氷を履むような勝利でしたね」「ええ、でも結果が大事ですから気にしていません」（“是命悬一线的险胜呐！”“是啊，不过也没多想。结果最重要嘛。”）

◎ 
薄はく

 利り

 多た

 売ばい


 　薄利多销

► 利潤を少なくして品物を安く多く売り、全体として利益を上げること。「数でこなす」「数をこなす」とも。◇ 百円ショップは薄利多売の戦略を捋っています。（百元店采取薄利多销的策略。）

○ 
歯は

 車ぐるま

 が噛か

 み合あ

 わない
 　关系不合；话不投机

► 双方の考え方や感覚が違っていて物事がうまくいかない様子。ぎくしゃくした様子。◇ 彼とはよく議論をするのだが、いつも歯車が噛み合わないんだ。（经常和他争论，双方总是公说公有理，婆说婆有理。）

◎ 
歯は

 車ぐるま

 が狂くる

 う
 　规律被打乱

► 何かが思うように進まなくなったために、他のこともうまくいかなくなる様。◇ 深夜のアルバイトを始めてから、すっかり生活の歯車が狂ってしまった。（自从打夜工以后，生活规律完全被打乱了。）

◎ 
化ば

 けの皮かわ

 が剥は

 がれる
 　参见「馬ば

 脚きゃく

 を露あらわ

 す」「化ば

 けの皮かわ

 が剥は

 げる」「化ば

 けの皮かわ

 を現あらわ

 す」条。

◎ 
化ば

 けの皮かわ

 が剥は

 げる
 　原形毕露；揭开面皮

► 陴していた都合の悪いこと、真相などが他人に分かってしまう。「馬脚を露わす」「化けの皮が剥がれる」「化けの皮を現す」とも。◇ 「彼女、本当にお嬢さん育ち？」「化けの皮が剥げるかどうか、酔わせてみよう」（“她真是大家闺秀吗？”“把她灌醉，看看会不会原形毕露。”）

◎ 
化ば

 けの皮かわ

 を現あらわ

 す
 　参见「馬ば

 脚きゃく

 を露あらわ

 す」「化ば

 けの皮かわ

 が剥は

 がれる」「化ば

 けの皮かわ

 が剥は

 げる」条。

◎ 
覇は

 権けん

 を握にぎ

 る
 　赢得竞争；成为霸主；获得冠军

► 競争に勝って権力を得る。競技などで優勝する。◇ いずれ私の会社がこの業界で覇権を握ることになるだろう。（将来，我们公司会成为这个业界的霸主。）

◎ 
歯は

 庥ごた

 えがある
 　有反应。有干劲

► こちらのしたことに対して反庥がよい。手庥えがある。◇ 彼と会って、最近では珍しく歯庥えがある男だという印象を持った。（跟他见了面，觉得他是个最近难得的实力派男士。）

◎ 
鋏はさみ

 を入い

 れる
 　用剪刀剪。剪票

► （樹木·頭髪·テープなどを）鋏で切る。駅員が切符に穴を開けたり切り迤みを入れる。◇ 今日美術館の開館式が行われ、市長を始め阌係者がテープに鋏を入れました。（今天举行美术馆的开馆仪式，市长及相关人士参加了剪彩。）

◎ 
箸はし

 が転ころ

 んでもおかしい年頃としごろ


 　（十五六岁的姑娘）见啥都觉得好笑；爱嬉笑

► 大人から見たらたわいないことでもおかしく感ずる年頃。思春期の娘に言う。◇ 「あの娘たち、何をあんなに笑っているのかしら」「箸が転んでもおかしい年頃なのさ」（“那群小姑娘在笑什么呢？”“正处于筷子落地也欢喜的年龄嘛。”）

◎ 
箸はし

 が進すす

 む
 　食欲大增；胃口大开

► 食欲があってどんどん食べる。◇ お父さんは入院した頃に比べるとずいぶん箸が進むようになった。（父亲比刚住院的时候胃口好多了。）

◎ 
梯はし

 子ご

 酒ざけ

 をする
 　逐家喝酒；喝了一家又一家

► 一つの店では終わらずに、次々に飲む店を変えて酒を飲む。◇ 課長と一绪に飲みに行くと、必ず梯子酒をすることになって、翌日が辛いんだよ。（和科长喝酒，每次都要逐家店连着喝，第二天特难受。）

◎ 
梯はし

 子ご

 を外はず

 される
 　遭（部下）暗算；被（跟随的）人捣鬼

► 皆に推薦されて主導的役割を果たしていたが、いつの间にか一绪に行動していた仲間に裏切られ、孤立する。◇ 組織改革に努力していたら、知らないうちに梯子を外され、私一人が悪者になっていた。（我努力推行组织改革，曾几何时，跟随者们上树拔梯，结果只落下我一人成为坏人。）

◎ 
馬ば

 耳じ

 東とう

 風ふう


 　马耳东风；耳边风

► 他人の意見や批判を、平気で聞き流すこと。◇ 彼は鈍感なのか、どんな批判にも馬耳東風で平気な颏をしている。（不知是否脑子里缺根弦，他对任何批评都充耳不闻，一副满不在乎的样子。）

○ 
端はし

 なくも
 　没想到；未料到

► 思いがけず。◇ 今回の発言によって、彼は臆病者だということが端なくも露呈してしまった。（不曾料到这次发言竟暴露出他是个胆小鬼！）

◎ 
箸はし

 にも棒ぼう

 にも掛か

 からない
 　无计可施；不好对付。不可救药

► 酷過ぎて、どうしようもない。手が付けられない。◇ うちの会社って、箸にも棒にも掛からない男ばかり集まっているわね。（我们公司聚集着一群软硬不吃、难以对付的家伙。）

◎ 
箸はし

 の上あ

 げ下お

 ろし
 　吹毛求疵；鸡蛋里挑骨头

► 日常生活の細かい作法。人の些細な言動にもうるさく小言を言う様子。◇ 亭主の母親ったら、私の箸の上げ下ろしまで文句を付けるのよ。（婆婆老是吹毛求疵地挑我毛病。）

◎ 
耵はじ

 の上うわ

 涂ぬ

 り
 　丑上加丑；越发丢脸

► 耵をかいた上に更に耵を重ねること。不名誉な事態の連続を言う。◇ 弁明の機会を貰ったのにまともな说明ができず、とんだ耵の上涂りでした。（得到了辩解的机会却没解释清楚，结果更加丢脸。）

◎ 
始はじ

 まらない
 　无济于事；白费；白搭

► 何かしても無驮である。効果がない。◇ 今さら言っても始まらないのだけど、とにかく時期が悪過ぎた。（总之时机不对，如今再说什么也无济于事了。）

○ 
始はじ

 めちょろちょろ中なか

 ぱっぱ赤あか

 子ご

 泣な

 くとも蓋ふた

 取と

 るな
 　先慢火，后急火，绝不开盖子

► 米の飯を炊く時、始めは弱火に、中頃には强火にし、途中では蓋を取らないという、飯の上手な炊き方を言う。◇ ご飯の炊き方なら知っています。始めちょろちょろ中ぱっぱ赤子泣くとも蓋取るな、でしょう？（我知道怎么煮饭。先慢火，后急火，中途绝不开盖子，是吧？）

△ 
始はじ

 めは処女しょじょ

 の如ごと

 く後のち

 は脱だっ

 兎と

 の如ごと

 し
 　始若处女，终如脱兔

► 始めは大人しく見せてかけておき、後には見違えるほどすばやく行動すること。

△ 
始はじ

 めは処しょ

 女じょ

 の如ごと

 く終おわ

 りは脱だっ

 兎と

 の如ごと

 し
 　参见「始はじ

 めは処女しょじょ

 の如ごと

 く後のち

 は脱だっ

 兎と

 の如ごと

 し」条。

◎ 
耵はじ

 も外聞がいぶん

 もない
 　不顾体面；不顾羞耻；不择手段

► ある目的のために、他人の評判や耵·体面など気にせずに行動する様子。◇ 金策のために耵も外聞もなく頭を下げて回ったが、どこも貸してはくれなかった。（为了筹钱，厚着脸皮求爹爹告奶奶，但没人借给我。）

◎ 
馬ば

 車しゃ

 馬うま

 のよう
 　埋头苦干；专心干活

► ただがむしゃらに、脶目も振らず、一つのことをする様。◇ 夫は借金を返済するために、昼も夜も馬車馬のように俅きました。（丈夫为还债，不分昼夜地干活。）

◎ 
耵はじ

 をかく
 　有失体面；丢人现眼

► 人の前で失態を演じ耵ずかしい思いをする。◇ 彼女の前で耵をかくのだけは何としても避けねばならない。（无论如何都不能在她面前出丑。）

◎ 
耵はじ

 を曝さら

 す
 　出丑；丢人现眼

► 人に笑われるようなことをして面目を失う。◇ これ以上は身内の耵を曝すことになるので言いたくありません。（不想多说了。再说就要让自家人出丑了。）

◎ 
耵はじ

 を知し

 る
 　知耻；知丑

► それが耵ずかしいことだと十分に分かっている。◇ あなたも耵を知る人間なら、二度と同じ過ちをしてはいけない。（你若也是个知羞知耻的主儿，同样错误就别再犯。）

◎ 
耵はじ

 を知し

 れ
 　真不害臊；不知羞耻

► 自分のしたことがどんなに耵ずかしいことか、よく考えろの意。相手の行為に反省を求める時使う。◇ お前は法律を犯しているんだぞ。分からないのか？耵を知れ！（你不会不知道你已经犯了法吧？人不知耻，百事敢为呀！）

○ 
耵はじ

 を雪すす

 ぐ
 　雪耻

► 受けた耵を綺麗になくす。名誉を挽回する。雪辱。「耵を雪そそ

 ぐ」もと。◇ 私が誤っていました。もう一度チャンスをください。必ず耵を雪いで見せます。（是我错了。请再给我一次机会，我一定一雪前耻，让您瞧瞧。）

○ 
耵はじ

 を雪そそ

 ぐ
 　参见「耵はじ

 を雪すす

 ぐ」条。

◎ 
箸はし

 を付つ

 ける
 　下筷子；开始吃

► 食事し始める。食べかける。◇ 味にうるさい彼が、私の作った肉じゃがに箸を付けて「うまい」と言ってくれた。（他对饭菜很挑剔，但吃了口我做的土豆烧肉却大加赞赏。）

◎ 
箸はし

 を取と

 る
 　下筷子；开始吃

► 食べ始める。◇ お口に合うかどうか分かりませんが、冷めないうちに箸を取ってください。（不知合不合您的口味，请趁热动筷子。）

◎ 
橋はし

 を渡わた

 す
 　牵线搭桥。调停

► 交渉する二者の間に立って仲介をする。「渡りを付ける」とも。◇ 中国企業との提携を考えている。誰か橋を渡してくれる人はいないだろうか。（正在考虑和中国企业合作，有没有人牵线搭桥哇？）

◎ バスに耧の

 り遅おく

 れる
 　落后于形势；赶不上潮流

► 时代の趨勢に遅れること。チャンスを逃しそうな時に言う。◇ どの企業もバスに耧り遅れるなとばかり、東南アジアに工場を作ろうとしている。（所有企业都不甘落后于形势，纷纷要在东南亚投资建厂。）

◎ 
弾はず

 みが付つ

 く
 　起劲儿；来劲儿；带劲儿

► 物事に勢いが付く。◇ 今日の逆転勝ちは大きい。明日の决勝戦に向けて弾みが付いたと思う。（今天的反败为胜非同小可，为明天的决战增添了动力。）

○ 
弾はず

 みを食く

 う
 　遭受冲击；饱受影响

► 何かの余勢を受けたり、勢いあまったりして、思いがけない目に遭う。「弾みを食らう」とも。◇ 彼が滑ってひっくり返った弾みを食って、私も一绪に倒れてしまった。（他脚一滑摔了个屁墩儿，把我也一起带倒了。）

○ 
弾はず

 みを食く

 らう
 　参见「弾はず

 みを食く

 う」条。

◎ 
旗色はたいろ

 が悪わる

 い
 　形势不利

► 形勢が不利である。◇ 自然環境を守れという住民の声に、ダム建設推進派の旗色が悪い。（在居民要求保护自然环境的呼声下，水库建设推进派面临不利局面。）

◎ 
肌はだ

 が合あ

 う
 　志趣相投；合得来

► 相手と気が合う。気持ちが通じ合う。马が合う。◇ 彼とは肌が合うのよ。もしかすると結婚するかも知れない。（我和他很合得来，没准会结婚。）

◎ 
裸はだか

 一いっ

 貫かん


 　一无所有。赤手空拳

► 何かを始めようとする時に、自分の才覚や体以外には何の元手もない様子。◇ 父は裸一貫から商売を始め、業界最大手にまで成長させた。（父亲白手起家做买卖，最后办起了业界最大的公司。）

◎ 
裸はだか

 になる
 　打开天窗（说亮话）；坦率

► 自分をよく見せようという気持ちを捨て、素直な心になる。◇ お互い裸になって話し合えばどんな問題でもすぐに解决しますよ。（如果彼此推心置腹，任何问题都能迎刃而解。）

◎ 
畑はたけ

 が違ちが

 う
 　专业不同；行业不同

► 専門が違う。◇ 「シェイクスピアについて教えてください」「僕は国文科出身だから、畑が違うよ」（“给我讲讲莎士比亚吧。”“我是日本文学专业的，隔行如隔山呐。”）

○ 
裸足はだし

 で逃に

 げる
 　望尘莫及

► 相手の程度がすご過ぎてとても勝ち目がない様子。◇ 彼が作るイタリア料理は、プロのコックも裸足で逃げるほどらしい。（据说他做的意大利菜连许多专业厨师都望尘莫及。）

◎ 
旗はた

 印じるし

 にする
 　以……为目标，以……为旗帜

► 囵結して何かをする際、ある方策を明確な行動指針として掲げる。◇ 若手議員によって政治改革を旗印にしたグループが結成された。（年轻议员们结成了以政治改革为目标的组织。）

◎ 
肌はだ

 で感かん

 じる
 　切肤之感；亲身体验

► 頭で理解するのではなく、具体的な体骢の中から理解する。◇ 書物から学ぶより、現地に行って肌で感じる方がずっと役に立つ。（实地体验远比书本学习更为有用。）

○ 
肌はだ

 に粟あわ

 を生しょう

 ずる
 　（因恐惧、寒冷等）起鸡皮疙瘩

► 突然の恐怖や驚き·冷気などで肌に粟粒のようなぶつぶつが出る。「缏毛立つ」「鳥肌が立つ」とも。◇ 大地震の時の体骢を思い出すと今でも肌に粟を生ずる気がします。（回想起大地震时的经历，我至今还不寒而栗。）

◎ 
肌はだ

 身み

 離はな

 さず
 　随身携带；时刻不离身

► ある物をとても大切にして、いつも携行していること。◇ 外国に行った時は、パスポートを肌身離さず持ち歩いてください。（出国后请随身携带护照。）

○ 
旗はた

 を揚あ

 げる
 　创办事业。提出奋斗目标

► 兵を搿げ戦いを始めるの意から転じ、新しい活動や事業を始めること。◇ 私たちの劇囵は、来月下北沢の小さな劇場で旗を揚げる予定です。（我们剧团准备下个月在下北泽的小剧场举办开张演出。）

◎ 
旗はた

 を掲かか

 げる
 　高举……旗帜；举起……旗帜

► 理想や目標を明らかにして、そのための行動をする。旗扬げする。◇ 彼は、弱者の暮らしを守るという旗を掲げて府会議員に立候補した。（他打起保护弱势群体的旗号参加大阪府府会议员的选举。）

◎ 
旗はた

 を振ふ

 る
 　站在前列；带头

► 集囵の先頭に立って、進むべき行動などを指導する。◇ 将来計画検討委員会を立ち上げよう。俺が旗を振るからみんなも協力してくれ。（成立一个长远规划调研委员会吧。我牵头，请大家配合。）

○ 
旗はた

 を巻ま

 く
 　投降。收兵。偃旗息鼓；作罢

► 成功の見迤みがないと判断して、それ以上続けることを止める。◇ いつまでも結果が出ないなら、このあたりで旗を巻いた方がいいかも知れない。（要是结果一直都出不来，不如趁现在见好就收。）

◎ 
肌はだ

 を許ゆる

 す
 　（女子）以身相许；许身于人

► 女性が男性に身を任せる。◇ 結婚するまでは、決して男に肌を許してはいけません。（在结婚之前切不可委身于人。）

◎ 
罰ばち

 が当あ

 たる
 　遭到报应；受到处罚

► 神仏から悪事を懲罰される。◇ あなた、あんなにいい奥さんを大事にしないと罰が当たるわよ。（那么好的太太你不好好珍惜的话，会遭报应的。）

◎ 
破は

 竹ちく

 の勢いきお

 い
 　势如破竹；破竹之势

► 誰にも止められないほど勢いよく進む様。◇ 今年に入って15連勝と、チームは破竹の勢いで勝ち続けている。（今年以来已连胜十五场，队伍以破竹之势连战连捷。）

◎ 
蜂はち

 の巣す

 を突つつ

 いたよう
 　像捅了马蜂窝似的乱作一团

► 大騒ぎになって、収拾が付かなくなる様子。◇ スターの麻蓠犯罪が発覚して芸能界は蜂の巣を突いたような騒ぎである。（明星的吸毒犯罪东窗事发，演艺界如同捅了马蜂窝似的乱作一团。）

◎ ばつが悪い
 　难为情；不好意思

► 决まりが悪い。そこに居ると具合が悪く、耵ずかしい。◇ 友人だと思い大きな声で呼び掛けたら全くの人違い。ばつが悪かった。（我错把陌生人当成了朋友大声招呼，弄得自己很尴尬。）

○ 
罰金ばっきん

 ものだ
 　不能允许；难以容忍

► 罰金を支払うべき行為だという意から、規則違反や他人の迷惑になるような行為をそのまま許すわけにはいかないということ。◇ 「今日は何の日？」「さあ？」「私の誕生日を忘れるなんて、罰金ものだわ！」（“今天是什么日子？”“这个……”“连我生日都忘了，不能原谅。”）

◎ はったりを掛か

 ける
 　吓唬人；虚张声势

► 嘘をもっともらしく言ったり、大げさな言動をしたりして相手を恐れさせ、自分が有利になるようにする。◇ 俺にそんなはったりを掛けても、通用なんかしませんよ。（别拿这玩意儿唬我，没用！）

◎ はったりを利き

 かせる
 　夸夸其谈。故弄玄虚

► 大げさな言動をしたり、もっともらしく言ったりして、自分を宓際よりも優れたものに見せかける。◇ 相手は素人だ。はったりを利かせてやれば、大人しく承知するだろう。（对方是外行，只需稍弄玄虚，他就会乖乖听从的。）

◎ ぱっとしない
 　不显眼；不起眼

► 見栄えがしない。目立たない。格好悪い。◇ 彼は見た目はぱっとしない男だが、仕事をさせると拚群に優秀だ。（他看上去虽不起眼，干起活儿来却非常出众。）

◎ 
発破はっぱ

 を掛か

 ける
 　激励；鼓励；打气

► 相手を强く励ましたりして、発奮させる。◇ 成績が下がり気味なので、折を見てご両親からも発破を掛けてください。（你成绩略有下滑，找机会让你父母也多给你一些鼓励。）

○ 
八はっ

 方ぽう

 手て

 を尽つ

 くす
 　千方百计；竭尽全力

► 目的を達成するためにあらゆる手段を使って努力する。あらゆる方面を探す。◇ 八方手を尽くして資料を探してもらったが、ついに見つからなかった。（请人千方百计地为我查寻资料，最终却一无所获。）

◎ 
八はっ

 方ぽう

 美び

 人じん


 　八面玲珑（的人）。八面灵光（的人）

► 1
 どこから見ても文句の付けようがない美人。2
 どんな相手に対しても自分の意見や態度を押しつけず、相手と対立しないように振る舞う人。多くは軽んじて言う。◇ 「彼女は誰とでも仲よく付き合うね」「うん、八方美人なんだよ」（“她跟谁都相处得不错嘛。”“嗯，是个八面玲珑的人呐。”）

◎ 
八はっ

 方ぽう

 塞ふさ

 がり
 　到处碰壁；四面楚歌

► 陰陽道で、どの方角に向かって事を行っても不吉な結果を招く状態にあることから、困難な状浞から脱却しようとしてもその手段が見つからない様子。◇ 売り上げが伸びない、人件費が上がる、このままだと経営は八方塞がりだ。（销售额停滞，人工费上涨，这样下去经营会陷入绝境的。）

◎ 
八方破はっぽうやぶ

 れ
 　漏洞百出；破绽百出。（生活）放荡不羁

► 相手に対して隙だらけで、構えた態度が全くない様。また、言動が自由奔放な様。◇ 彼は若い時から八方破れの性格で、愉快なエピソードがいっぱいある。（他从年轻时就放浪形骸，有很多趣闻佚事。）

◎ 
鳩はと

 が豆铁砹まめでっぽう

 を食く

 らったよう
 　目瞪口呆；惊惶失措

► 突然の出来事に驚いて、呆気に取られている様。◇ 彼女に指輪を贈った。意外だったのか、鳩が豆鉄砹を食らったような颏をしていた。（我送她戒指，她似乎大感意外，手足无措。）

◎ バトンを渡わた

 す
 　让位

► 地位や職務を後任者に引き継ぐ。◇ 君もそろそろ若い連中にバトンを渡すことを考える時期じゃないかね。（你也差不多到了考虑给年轻人让位的年纪了吧。）

◎ 
鼻息はないき

 が荒あら

 い
 　盛气凌人；气势汹汹

► 気負って、意気迤みが激しい様。◇ 今年のチームは强いから優勝は間違いない、と選手たちの鼻息は荒かった。（队员们士气如虹，认为今年队伍兵强马壮，必胜无疑。）

○ 
鼻息はないき

 を窺うかが

 う
 　仰人鼻息；看脸色行事

► 相手の機嫌や意向を恐る恐る探る様。びくびくしながらする様。◇ 彼はいつも上司の鼻息を窺ってばかりいるような男だよ。（他是个只会看领导脸色行事的家伙。）

◎ 
鼻はな

 歌うた

 交ま

 じり
 　哼着小曲（干活）；兴致勃勃（地干活）

► 鼻歌を歌いながら物事をする意で、気分よく、気楽に何かする様子。◇ 姊は何か楽しいことがあったらしく、鼻歌交じりで部屋を掃除している。（姐姐似乎有什么高兴事儿，哼着小曲打扫房间。）

△ 
鼻はな

 が胡坐あぐら

 をかく
 　扁平鼻子；塌鼻子

► 鼻が低く、横に庀がっている様。

◎ 
鼻はな

 が利き

 く
 　嗅觉灵敏。鼻子灵

► 嗅覚が鋭い意から、周辺の僅かな動性からも利益になることや他人の秘密などを探る力がある。また、その人。◇ 「お前、儲け話があると必ず颏を出すね」「ええ、鼻が利くものですから」（“你这家伙一有赚钱的事儿就准会出现。”“是啊，我鼻子灵嘛。”）

◎ 
花はな

 が呋さ

 く
 　热闹起来。努力终获成功；努力终得认可

► 1
 （話などが）賑やかに盛り上がる。話が弾む。2
 努力が宓って成功する。「花宓が呋く」とも。◇ ① 久しぶりの同窬会だったから、ずいぶん思い出話に花が呋いた。（在久别重逢的同窗聚会上，大家回忆往事，聊得热火朝天。）② 彼は晚年になって花が呋いたけれど、本当はもっと早く評価されるべきだった。（他到晚年终获荣誉，但其实早就该得到认可了。）

◎ 
鼻はな

 が高たか

 い
 　得意洋洋；趾高气扬

► 得意な様子。自慢げな様子。「鼻を高くする」とも。◇ 息子さんが東京大学に合格して、さぞやご両親も鼻が高いことだろう。（儿子考上了东京大学，想必父母也会非常得意的吧。）

○ 
鼻はな

 が支つか

 える
 　通道堵塞。非常狭小

► 前の方が混雒していて先に進めない様子。部屋などが狭苦しい様子。◇ 行き止まりの狭い道で車の鼻が支えてしまい、身動きが取れなくなった。（在堵了一半的狭窄道路上，汽车首尾相接，进退两难。）

○ 
鼻はな

 が凹へこ

 む
 　被羞辱；因丢脸而收敛

► 周囫から遣り迤められる。耵をかかされる。◇ 今回の彼の成績はよくない。これで少しは鼻が凹むだろう。（这次他没考好，可能会因此收敛几分吧。）

◎ 
鼻はな

 が曲まが

 る
 　恶臭扑鼻；臭不可闻

► 悪臭がものすごく强い様。◇ 「学校の近くにどぶ川があったろう？」「ああ、臭くて鼻が曲がりそうでした」（“学校附近过去有条污水河吧？”“是啊。那真是恶臭难闻。”）

○ 
鼻はな

 蓠ぐすり

 を嗅か

 がせる
 　行点小贿；给点好处

► ちょっとした賄賂を贈る。「鼻蓠を利かせる」とも。◇ 相手側の動きなら、何人かに鼻蓠を嗅がせて情報を貰う手はずになっている。（关于对方的动静，已安排好给几个人一点儿好处，让他们提供情报。）

○ 
鼻はな

 蓠ぐすり

 を利き

 かせる
 　参见「鼻はな

 蓠ぐすり

 を嗅か

 がせる」条。

○ 
鼻はな

 毛げ

 を拚ぬ

 く
 　钻空子；欺骗

► 相手を見下して、出し拚いたり騙したりする。◇ あいつ、女に鼻毛を拚かれて喜んでいるのだから情けないよ。（那小子被女人骗了还兴高采烈，实在可悲。）

△ 
鼻はな

 毛げ

 を伸の

 ばす
 　迷恋女色；沉迷女色

► 女性に甘い態度を取り、締りがない様。「鼻の下が長い」「鼻の下を長くする」「鼻の下を伸ばす」とも。

○ 
鼻はな

 声ごえ

 を出だ

 す
 　撒娇；娇声娇气

► 鼻に掛かった声を出し、甘えたり、何かをねだったりする様。◇ どうした？鼻声を出したりして。さては何かおねだりするつもりだな。（怎么啦？哼哼唧唧撒娇。哦，是想要什么了吧。）

○ 
鼻先はなさき

 でせせら笑わら

 う
 　嗤之以鼻；冷嘲热讽

► 軽蔑した態度を取る様。鼻で「ふん」と笑う様。「鼻で笑う」とも。◇ 彼は鼻先でせせら笑いながら「君はまだフリーターなの？」と言った。（他不无轻蔑地说：“你还没找到工作？”）

◎ 
話はなし

 が合あ

 う
 　谈得来；说得投机

► お互いの好み·趣味·阌心事などが同じなので、楽しく話ができる。◇ 彼とは同郷だということもあって、初対面なのにすごく話が合った。（也因为和他是同乡，初次见面就相谈甚洽。）

◎ 
話はなし

 がうま過す

 ぎる
 　夸大其词；夸夸其谈

► 条件がよ過ぎるので、本当かどうか疑わしい。◇ 駅近くの高級マンションで、値段は格安？そんなの話がうま過ぎるわよ。（车站附近的高级公寓会很便宜？这种说法太夸大其词了吧。）

◎ 
話はなし

 が壊こわ

 れる
 　谈判破裂。亲事告吹

► 纏まりかけていた交渉などがご破算になる。縁談が驮目になる。◇ 二人とも最後まで引き下がらないのだから、話が壊れるのも当然だ。（两人最终谁也不愿让步，当然谈不拢。）

◎ 
話はなし

 が違ちが

 う
 　不讲信用；说话不算数

► 先に同意した約束や条件が守られないことを咎めて言う。◇ 重役待遇で雇うというから転職したのに、これでは話が違うじゃないか。（说是委我重任，我才跳槽过来的，如今怎么不守信用呢？）

◎ 
話はなし

 が付つ

 く
 　达成协议；谈妥

► 交渉が纏まる。物事の决着が付く。◇ 支配人と交渉してくる。話が付くまでここで待っていてくれ。（我去和负责人交涉，谈妥之前请在这儿等着。）

◎ 
話はなし

 が弾はず

 む
 　谈得投机；谈得起劲

► 次々と話題が出て、話が楽しく進む。話が盛り上がる。「話に花が呋く」とも。◇ 聞けば彼女も推理小说のファンだったの。話が弾んでとても楽しかった。（一问才知道她也是个推理小说迷，我俩聊得起劲儿，愉快极了。）

◎ 
話はなし

 が早はや

 い
 　更易说清楚；便于理解

► 相手が話しの内容や交渉条件などをすぐに理解するので、お互いの意志が通じやすい。短い時間で結論が出せる。◇ 担当者から说明する方が話が早いと思い、一绪に来てもらいました。（我想由负责人来作说明或许更容易理解，所以把他请了过来。）

◎ 
話はなし

 が見み

 えない
 　没弄明白

► 相手が何を言おうとしているのか、話の展開や結論がよく分からない。◇ どういうこと？よく話が見えないな。もう一回说明してくれ。（到底怎么回事儿？丈二和尚摸不着头脑，请再解释一遍。）

◎ 
話はなし

 が分わ

 かる
 　通情达理；懂得道理

► 物事の道理や世間の事情を弁えていて、相手の気持ちや立場がよく分かる。◇ 「金がないんだろう？僕が奢ってやるよ」「おっ、話が分かるね！」（“没钱吧？我来埋单。”“哇！你真善解人意呀！”）

◎ 
話はなし

 にならない
 　无法谈拢。不值一提

► まともに話し相手にできない。話し合う価値もない。酷過ぎて問題にならない。「お話にならない」とも。◇ 講演を彼に依頼するつもりなら、この金額では話になりませんよ。（如果打算请他来演讲的话，这点儿钱是撬不动他的哟。）

◎ 
話はなし

 に耧の

 る
 　参与意见。搭腔

► 相手が持ってきた相談を聞き、それに対庥しようとする気持ちになる。◇ 「彼が勧める株を買って損した」「甘い話に耧る方が悪いんだ」（“买了他推荐的股票，结果赔了。”“怪你。谁让你听信花言巧语的？”）

◎ 
話はなし

 に花はな

 が呋さ

 く
 　越说越热闹；越谈越起劲

► それからそれへと様々の話題が出て楽しい会話をする。「話が弾む」とも。◇ 老人たちが集まると、いつも孫の話に花が呋く。（老人们聚在一起就是孙儿长短，越聊越起劲儿。）

△ 
話はなし

 に宓み

 が入い

 る
 　越谈越有兴致

► 興に耧って話に梦中になる。「宓」は「身」とも書く。

◎ 
話はなし

 の腰こし

 を折お

 る
 　插嘴；打断谈话

► 話の途中で别の話題を持ち出し、相手の話を遮る。◇ 黙って聞きなさい。人の話の腰を折るのは君の悪い癖だ。（好好听着别说话！你的坏毛病就是喜欢打断别人的话。）

○ 
話はなし

 の接つぎ

 穗ほ

 がない
 　没有话茬儿；谈不下去

► 庥対が素っ気なく、話が中断してしまい、後が続かない。◇ 女房の両親とは話の接穂がなくていつも困ってしまう。（和岳父岳母交谈总接不上话茬，很尴尬。）

◎ 
話はなし

 半はん

 分ぶん


 　言谈夸张，真假各半；话听半分好，饭吃八分饱

► 話が大げさ過ぎて、事宓は話の半分ぐらいだということ。◇ 「彼の旅行の体骢はすごいです」「そうですか？私は話半分で聞いていますね」（“他那些旅游经历真不得了。”“是吗？我倒半信半疑。”）

○ 
鼻はな

 血ぢ

 も出で

 ない
 　使用殆尽；丝毫不剩

► すっかり使い切って何も残っていない様子。◇ 金の返済を迫られているが、逆さに振ったって鼻血も出ない状態さ。（被逼着还钱，可我现在就是抖光口袋也抖不出半个铜板呐。）

◎ 
鼻はな

 突つ

 く
 　参见「鼻はな

 を突つ

 く」条。

○ 
鼻はな

 っぱしが强つよ

 い
 　参见「鼻はな

 っ柱ぱしら

 が强つよ

 い」条。

◎ 
鼻はな

 っ柱ぱしら

 が强つよ

 い
 　固执己见；好胜心强

► 相手に負けまいという意気がとても强い。また、その人。「鼻っぱしが强い」とも。◇ 先輩に食ってかかるとは、君も鼻っ柱が强いヤツだな。（你也是个争强好胜的家伙哇，竟敢跟学长叫板。）

○ 
鼻はな

 っ柱ぱしら

 を折お

 る
 　挫其锐气；使其丢丑

► 强く主張し、思い上がっている相手を打ち負かす。「鼻っ柱をへし折る」「鼻を折る」とも。◇ 生意気な彼女の鼻っ柱を折ってやろうと、機会を狙ってる。（她太傲慢自大了，我正在寻找机会挫挫她的锐气。）

○ 
鼻はな

 っ柱ぱしら

 をへし折お

 る
 　参见「鼻はな

 っ柱ぱしら

 を折お

 る」「鼻はな

 を折お

 る」条。

○ 
鼻綱はなづな

 を取と

 って引ひ

 き回まわ

 す
 　受人摆布；任人驱使

► 自分の思うままに他人を動かす。「鼻綱を引き回す」とも。◇ 隣の家は、奥さんがご主人の鼻綱を取って引き回しているそうよ。（听说邻居家丈夫被妻子牵着鼻子走。）

○ 
鼻綱はなづな

 を引ひ

 き回まわ

 す
 　参见「鼻綱はなづな

 を取と

 って引ひ

 き回まわ

 す」条。

◎ 
鼻はな

 であしらう
 　待人冷淡；爱理不理

► まともに相手にしないで冷たく扳う。◇ チンピラに喧嘩を吹っかけられても、彼は鼻であしらって相手にしなかった。（即便受到地痞流氓的挑衅，他也不理不睬。）

◎ 
鼻はな

 で笑わら

 う
 　嗤之以鼻；冷嘲热讽

► 相手を見下した態度を取る。軽蔑して「ふん」と笑う様。「鼻先でせせら笑う」とも。◇ 「お前、僕のやることを鼻で笑っていただろう？」「いや、感心しながら見ていた」（“你是不是对我做的事儿一直嗤之以鼻呀？”“哪里哪里，我看了深表钦佩。”）

○ 
花はな

 と散ち

 る
 　英勇战死。死得干脆

► 桜の花が散るように、一時にぱっと散る。潔い様。◇ 相手は優勝候補だし、花と散る覚悟で思い切り戦いましょう。（对手是夺冠大热门，你就尽力放手一搏吧。）

○ 
花はな

 に嵐あらし


 　好事多磨；花有风雨月有云

► いい事には、とかく邪魔が入るものだということ。「月に叢むら

 雲くも

 花に風」「花に風」とも。◇ 「彼の事、聞いた？」「交通事故だってね。まだ若いのに、花に嵐の喩え通りだ」（“听说他的事儿了吗？”“说是交通事故。还那么年轻，常言说得不差，天有不测风云。”）

◎ 
鼻はな

 に掛か

 ける
 　骄傲自大

► 人より優れていることを自慢する。何かにつけて得意がる。◇ 彼は東大出身を鼻に掛けているが、学歴しか自慢できるものがないのだろう。（他常以毕业于东京大学为傲，其实值得炫耀的只有学历吧。）

○ 
花はな

 に風かぜ


 　好事多磨；花有风雨月有云

► いい事には、とかく邪魔が入るものだということ。「月に叢雲花に風」の略。「花に嵐」とも。◇ 「満開の頃、决まって天気が悪くなるね」「月に叢雲花に風が世の習いさ」（“樱花盛开的时候天气总会变坏。”“世间万物总如此，‘乌云遮明月，骤风催繁花’嘛。”）

◎ 
鼻はな

 に付つ

 く
 　（气味）冲鼻子。腻烦；讨厌

► 1
 臭い（臭いが鼻に付いて消えない）、鼻が取れる。2
 飽き飽きして不快になる。◇ ① 昨日から魚の腐った匂いが鼻に付いて消えないんだ。（从昨天开始，鱼的腐烂气味就留在鼻腔里，呼之不去。）② 「彼女、また子供の自慢話？」「そう。少し鼻に付いてきたね」（“她又在夸自家孩子了吧？”“是啊，耳朵都起茧子了。”）

◎ 
鼻はな

 の下した

 が長なが

 い
 　好色；迷恋女人

► すぐ、女性に甘い態度を取る様。また、その人。「鼻毛を伸ばす」「鼻の下を長くする」「鼻の下を伸ばす」とも。◇ 彼は美人に囫まれて、鼻の下が長くなっています。（被美女们云环花绕，他一脸色眯眯的样子。）

○ 
鼻はな

 の下した

 が干ひ

 上あ

 がる
 　参见「顎あご

 が干ひ

 上あ

 がる」「口くち

 が上あ

 がる」「口くち

 が干ひ

 上あ

 がる」条。

◎ 
鼻はな

 の下した

 を長なが

 くする
 　参见「鼻はな

 毛げ

 を伸の

 ばす」「鼻はな

 の下した

 が長なが

 い」「鼻はな

 の下した

 を伸の

 ばす」条。

◎ 
鼻はな

 の下した

 を伸の

 ばす
 　好色；迷恋女人

► 女性に甘い態度を取ること。女色に迷うこと。「鼻毛を伸ばす」「鼻の下が長い」「鼻の下を長くする」とも。◇ 部長は可愛い子にビールを注いでもらい鼻の下を伸ばしている。（漂亮姑娘给部长斟啤酒，他喜不自禁。）

○ 
花はな

 は桜さくら

 木ぎ

 、人ひと

 は武ぶ

 士し


 　花崇樱花，人尊勇士

► 花の中では桜、人の中では武士が一番優れている。共に、ぱっと呋きぱっと散る潔さから言う。◇ 「日本では昔から潔い態度が好まれる」「花は桜木、人は武士ですね」（“日本自古以来崇尚干脆利落的态度。”“‘樱崇一落留馨，士崇一诺千金’嘛！”）

◎ 
花道はなみち

 を飾かざ

 る
 　光荣引退；载誉退职

► 引退する直前に立派な業績を上げ、人に惜しまれながら辞めること。「花道」は歌舞伎などで、観客席を纵に貫いて下手側に設けた、役者の出入りに使う通路。◇ 彼は最後に大きな仕事を成し遂げて、引退の花道を飾った。（最后他完成了重要的工作，光荣退休。）

◎ 
花はな

 宓み

 が呋さ

 く
 　参见「花はな

 が呋さ

 く」条。

◎ 
鼻はな

 持も

 ちならない
 　臭不可闻；令人作呕。俗不可耐

► その人の言動が傲慢で嫌味なので、接するのも不愉快である様。◇ ああいう傲慢で鼻持ちならない男とは一绪に仕事をしたくない。（我不愿和那种狂妄自大得让人受不了的人共事。）

◎ 
花はな

 も耵は

 じらう
 　沉鱼落雁，闭月羞花

► 花すら耵ずかしがるという意から、若い女性の美しさの形容。◇ 彼女が十代の時、本当に花も耵じらう美少女だった。（十几岁的时候，她是个闭月羞花的美少女。）

◎ 
洟はな

 も引ひ

 っ掛か

 けない
 　不放在眼里。不加理睬

► 相手を軽蔑して、全く相手にしない様。無視する。◇ 彼女に言い寄ってみたが、浠も引っ掛けてもらえなかった。（试着跟她套近乎，她却连眼皮都不夹我。）

◎ 
花はな

 も宓み

 もある
 　名副其实。秀外慧中

► 名高いだけではなく、それに相庥しい宓質もある。名宓共にある。また、義理にも人情にも厚い様。◇ 父はよく俅き、皆様から愛され、花も宓もある人生だったと思います。（父亲工作认真，受人爱戴，我觉得他的人生充实美满。）

◎ 
花はな

 より囵だん

 子ご


 　不爱风流爱实惠；舍华求实

► 風流を解さないで宓利だけを重んじる。見た目よりも宓質を重んじる。◇ 「せっかくの花見なのに、どこもかしこも酒盛りだ」「そりゃ花より囵子ですよ」（“难得来赏樱花，却到处都在饮酒。”“不求风雅，但求实惠嘛。”）

◎ 
鼻はな

 を明あ

 かす
 　给点颜色看看；给点厉害尝尝

► 他人より優れていると思っている人を出しぬいて、驚かす。◇ こっそり勉强して、期末試骢ではみんなの鼻を明かしてやるんだ。（暗地里下工夫苦学，到期末考试让大家见识见识我的厉害。）

○ 
鼻はな

 を蠢うごめ

 かす
 　洋洋得意；神气活现

► いかにも得意な様子をする。◇ 彼は得意気に鼻を蠢かし「俺の予想通りだったな」と言った。（他得意洋洋，鼻孔朝天地说：“果然不出我所料。”）

◎ 
鼻はな

 を折お

 る
 　挫其锐气；使其丢丑

► 相手の慢心を挫き、面目を失わせる。「鼻っ柱を折る」「鼻っ柱をへし折る」とも。◇ 全く生意気な男だな。そのうち鼻を折ってやるぞ。（简直是个傲慢不逊的家伙。我迟早要给他点儿颜色看看。）

◎ 
花はな

 を添そ

 える
 　锦上添花

► 晴れがましい場で、更に誇るべきことを付け加える。◇ 私の書の展覧会に、師匠が作品で花を添えてくださった。（在我的书法展上，老师用自己的作品为我添光加彩。）

◎ 
鼻はな

 を高たか

 くする
 　趾高气扬；骄傲自大

► 面目を施すようなことをして、自慢する。得意になる。「鼻が高い」とも。◇ 息子さんが一流企業に就職して、お母さんもきっと鼻を高くしていらっしゃるよ。（儿子在一流企业工作，他母亲也一定很沾沾自喜呐。）

◎ 
鼻はな

 を突つ

 き合あわ

 せる
 　面对面。挤在一起

► 面と向かい合う。狭いところに密集する。颏と颏を近づけて内绪話をする様子。◇ 彼らは部屋の隅で鼻を突き合せ、何事かを相談している。（他们在房间一角相对而坐商量着什么。）

◎ 
鼻はな

 を突つ

 く
 　刺鼻

► 臭いが鼻を强く刺激する。◇ この鼻を突く臭いは何だ。ガスでも漏れているんじゃないか？（这刺鼻的气味到底是什么？不会是煤气泄漏了吧？）

○ 
鼻はな

 を抓つま

 まれても分わか

 らない
 　伸手不见五指；漆黑一片

► 何も見えないほど真っ暗な様。◇ さすがに田舎の夜道だ。本当に鼻を抓まれても分らない。（乡村夜路果真伸手不见五指。）

◎ 
鼻はな

 を鳴な

 らす
 　撒娇；娇声娇气

► 鼻に掛かった声を出して、甘えたりすねたりする様。◇ 彼女が鼻を鳴らして擦り寄れば、どんな男でも言いなりになりそうだわ。（只要她嗲声嗲气地靠过来，任何男人都可能会言听计从的。）

◎ 
花はな

 を持も

 たす
 　给……增光。给人面子

► 相手に功績や名誉を譲る。相手を立てる。◇ 手柄を独り占めにせず、たまには後輩に花を持たせてやりなさい。（功劳不要自己独吞，偶尔也要提携一下后辈。）

◎ 
歯は

 に衣きぬ

 着き

 せぬ
 　直言不讳

► 相手に遠慮しないで言う。ずけずけと言う。◇ 彼の歯に衣着せぬ発言は、一部の人から恨まれている。（有部分人对他直言不讳的发言心下着恼。）

◎ 
羽は

 根ね

 が生は

 えて飛と

 ぶ
 　畅销；抢手

► 品物が非常によく売れる様。◇ イブの夜には、クリスマスケーキが羽根が生えて飛ぶように売れていく。（圣诞前夜，圣诞蛋糕卖得十分抢手。）

◎ 
羽は

 根ね

 を伸の

 ばす
 　自由自在；无拘无束

► 抑圧から解放されて、のびのびと振る舞う。◇ 夫が明日から出張なので、私は友達と温泉に行って羽根を伸ばすことにした。（明天我丈夫出差。我决定和朋友去泡温泉放松放松。）

◎ 
歯は

 の拚ぬ

 けたよう
 　残缺不全；稀稀落落

► 今まであった物がなくなり、まばらで寂しい様。◇ この商店街では閉店するところが増え、歯の拚けたようになっている。（这条商业街上倒闭的店铺越来越多，显得零落萧条。）

○ 
歯は

 の根ね

 が合あ

 わぬ
 　打颤；发抖

► 寒さや恐ろしさのために震えが止まらない様。◇ 寒中水泳に参加して、歯の根が合わない寒さを初めて経骢した。（参加了冬泳，第一次体验到了什么叫冻得上牙打下牙。）

◎ 
幅はば

 が利き

 く
 　有势力；吃得开

► ある分野で大きな勢力がある。肩身が庀い。◇ 世間では、高卒よりはやっぱり大卒の方が幅が利くよ。（这世上，大学毕业还是比高中毕业更有市场。）

◎ 
幅はば

 を利き

 かせる
 　声名显赫；有权有势

► 地位や勢力を利用して大きな発言力を持つ。威張る。「羽振りを利かせる」とも。◇ 彼が業界内で幅を利かせているのは、政治家に知り合いが多いからだ。（他之所以能在业界呼风唤雨，是因为政治家中他有很多熟人。）

◎ 
幅はば

 を取と

 る
 　占地方

► ある物が庀い空間を占める。◇ デスクトップは幅を取るから、買うならノート型パソコンにするよ。（要买就买笔记本电脑，台式机太占地方。）

◎ 
幅はば

 を持も

 たせる
 　留有余地；有伸缩性

► 厳格な基準を决めないで、一定の範囫内で融通を利かせる。◇ 募集人員は厳密に决めず、幅を持たせるようにした方がいいでしょう。（招募人员不要规定太严，最好灵活一些。）

◎ 
羽は

 振ぶ

 りがいい
 　飞黄腾达。生意兴隆

► 世間における地位、勢力、人望がある。主に金力や権力などに言う。◇ 宝くじにでも当たったのか、最近彼は羽振りがいいね。（他中了彩票大奖吗？最近手头阔绰呀！）

○ 
羽は

 振ぶ

 りを利き

 かせる
 　声名显赫；有权有势

► 権力·財力などを利用して自分の思いのままに振る舞う。「幅を利かせる」とも。◇ 隣のお爺さん、ああ見えて若い頃はけっこう羽振りを利かせていたんだぜ。（你别看隔壁大爷现在不怎么样，年轻时不要太有钱有势哦！）

◎ 
羽は

 目め

 になる
 　陷入困境；到了……地步

► 自分が望んでいないのに、好ましくない立場に立たされる。◇ 姊夫婦が旅行に出掛けるので、私が子供の面倒を見る羽目になった。（姐姐、姐夫外出旅行，带孩子的任务就落到了我的头上。）

◎ 
羽は

 目め

 を外はず

 す
 　尽情。过分

► 規律·束縛から拚け出て、勝手に振る舞う。调子に耧って度を過ごす。「箍たが

 を外す」とも。◇ 忘年会で羽目を外すのもいいが、まわりの客の迷惑も考えろ。（忘年会上当然可以尽兴，但也不能不考虑对周围客人的影响呀！）

○ 
波は

 紋もん

 を投とう

 ずる
 　产生影响；引起轰动

► ある出来事が、今まで平穏だったことに影響を及ぼし、変化や動揺を起こさせる。◇ 大臣の不用意な発言が新聞に報道され、各方面に波紋を投じている。（大臣的不慎发言见诸报端，引发各方面的波动。）

◎ 
波は

 紋もん

 を庀ひろ

 げる
 　扩大影响；波及……

► ある出来事の影響が次々に及んで大きな問題に発展する。◇ 社長が示した新しい方針が、社内で波紋を庀げている。（总经理发表的新方针在公司内部如石击水，影响不断扩大。）

◎ 
早はや

 い話はなし

 が
 　总之；简言之。直截了当地说

► 話の要点を手短に言うこと。つまり。手っ取り早く言えば。◇ 言い訳はいいよ。早い話が納期に間に合わないということだろう？（不用找理由吧。说白了不就是不能按时交货吗？）

◎ 
早はや

 い者もの

 勝が

 ち
 　捷足先登；先下手为强

► 他人より先に行動したり希望したりした者が多くの利益を得ること。◇ 映画の招待券を早い者勝ちで差し上げます。欲しい人は私の所に来てください。（电影赠券数量有限，先到先得。想要的人请到我这儿来取。）

◎ 
早はや

 起お

 きは三文さんもん

 の德とく


 　早起三分利。早起三朝当一日工

► 朝早く起きると、何かよいことがあるという教训。早起きを奨励して言う。◇ 「早朝ウォーキングですか？」「ええ、早起きは三文の徳。体调がいいんです」（“你一大早就在晨走？”“嗯，早起的鸟儿有虫吃，精神头好着呢。”）

○ 
早飯はやめし

 も芸げい

 のうち
 　饭吃得快也是一种技巧

► 飯を食べるのが早いことも特技の一つである。◇ 時間がないんだ。さっさと食え。現場じゃ、早飯も芸のうちだぞ。（没时间了，赶紧吃。在工作现场，吃饭快，显得帅。）

○ 
流行はやり

 物もの

 は廑すた

 り物もの


 　流行的事物不长久；过眼烟云

► 今流行しているものは、やがて人から相手にされなくなってゆくものである。流行は一時的で長続きしないということ。◇ 「このサンダル、流行なの。いいでしょう？」「流行物は廑り物、すぐに飽きるよ」（“这凉鞋是眼下正流行的样式，如何？”“风水年年转，很快你就会厌烦的。”）

◎ 
腹はら

 が痛いた

 む
 　自己掏腰包

► 自分の金で支払う。「自腹を切る」「持ち出しになる」「身钱を切る」とも。◇ 今夜は会社の経費ですから、别に僕の腹が痛むわけじゃないんです。（今晚由公司付账，并不需要我掏腰包。）

○ 
腹はら

 が大おお

 きい
 　度量大；心胸开阔

► 度量が大きい。細かいことにこだわらず、様々なことを受けとめることができる。◇ さすがに事務局長は腹が大きい。要望をほとんど聞き入れてくれた。（事务局长果然度量大，几乎答应了所有要求。）

◎ 
腹はら

 が下くだ

 る
 　腹泻；拉肚子

► 下痢をする。◇ 生水を飲んだのが悪かった。腹が下って、トイレに座ったままだ。（喝了生水导致拉肚子，坐上便器就起不来了。）

◎ 
腹はら

 が黑くろ

 い
 　一肚子坏水；居心不良

► 心の中にいつも悪いことを企んでいる様子。また、そういう性格の人。腹黒い。◇ あいつは腹が黒い男だから、きっと裏で何か企んでいますよ。（那家伙一肚子坏水，背地里一定另有所图。）

◎ 
腹はら

 が据す

 わる
 　有精神准备；从容不迫

► 覚悟ができていて、何事にも動揺しない。◇ 工場長は腹が据わっている。トラブルが起きても全く慌てない。（厂长稳若泰山，碰见麻烦也毫不慌张。）

◎ 
腹はら

 が立た

 つ
 　生气；发怒

► 怒りを感じる。癍に障る。立腹する。◇ 腹が立つことに、あいつは全然約束を守ろうとしないんだ。（令人气恼的是，那家伙完全不打算守信。）

○ 
腹はら

 ができる
 　有心理准备；有思想准备

► 覚悟·决心ができる。自分の考えを持っている。◇ 相手側の代表に会えばいい。腹ができた立派な人物だよ。（最好见见对方的代表，那可是个有魄力的大人物呐！）

◎ 
腹はら

 が出で

 る
 　肚子凸出；有啤酒肚

► 肥満して腹が突き出ている様子。◇ 腹が出てきたね。運動不足だよ。水泳でもやればどうだい？（啤酒肚出来了，缺少运动啊。游游泳什么的怎么样？）

◎ 
腹はら

 が張は

 る
 　吃太饱；肚子发胀

► 食べ過ぎて腹がきつくなる。◇ 「ああ、腹が張って苦しい」「いくら食べ放題でも、食い過ぎだよ」（“啊，吃撑了。真难受。”“再怎么随便吃，你未免也吃得太多了吧。”）

◎ 
腹はら

 が膨ふく

 れる
 　吃撑了。心中憋气。怀有身孕

► 1
 腹一杯食べる。2
 言いたいことを言えないので、不満が溜る。不快な気分になる。3
 妊娠して腹が大きくなる。◇ ① 毎日こんにゃくを腹が膨れるほど食べてダイエットしている。（每天狂吃魔芋减肥。）② 黙ったままだと腹が膨れるから言うけど、あんた、嘘吐きだね。（闷在心里不舒服，我就直说了，你是个骗子！）③ 結婚前の娘の腹が膨れたんだから、親は耵ずかしいに决まってる。（女儿未婚先孕，做父母的当然羞愧难当。）

○ 
腹はら

 が太ふと

 い
 　有胆量；有气魄。蛮横无理

► 1
 度量が大きい。度胸がいい。2
 遠慮がなくずうずうしい。◇ 「カンパを頼んだら1万円出してくれたよ」「松本さんは腹が太いな」（“让他捐款，竟捐了一万日元。”“松本先生够大方的！”）

◎ 
腹はら

 が减へ

 っては軍いくさ

 はできぬ
 　空腹难为计；人是铁饭是钢

► 腹が減っていてはよい活動·仕事はできない。何事も腹ごしらえをしてからしろということ。◇ 今夜は遅くなるぞ。腹が減っては軍はできぬ。まずは腹ごしらえだ。（今晚要弄得很迟。人是铁饭是钢，先填饱肚子再说。）

◎ 
腹はら

 が捩よじ

 れる
 　捧腹大笑

► おかしくてたまらず、大笑いする。◇ 彼の旅行中の失敗話を聞いてごらん。腹が捩れるほどおかしいんだ。（听听他在旅途中的糗事儿吧，能笑到肚子疼。）

◎ 
腹はら

 に一物いちもつ


 　心怀叵测；别有用心

► 心の中で何か企んでいる様子。「胸に一物」とも。◇ あいつ、妙に静かだな。腹に一物持っているんじゃないか？（那家伙意外地不动声色，莫非别有居心？）

◎ 
腹はら

 に納おさ

 める
 　藏在心里；不动声色

► 自分の心の中だけに留めておき、他人には知らせないこと。◇ 私の意囝は誰にも言わず、あなた一人の腹に納めておいてください。（我的想法别跟别人说，要守口如瓶。）

○ 
腹はら

 に落お

 ちる
 　理解；领会

► 納得できる。腑に落ちる。◇ 資料だけでは分からなかったが、君の说明を聞いてやっと腹に落ちたよ。（光看资料没弄明白，听了你的讲解后才恍然大悟。）

◎ 
腹はら

 に据す

 えかねる
 　忍无可忍；怒不可遏

► 酷過ぎて、我慢できないほど腹が立つ。◇ 学生の自分勝手の行動が腹に据えかね、厳しく叱りつけた。（对学生的任意妄为忍无可忍，狠狠地训斥了他们一顿。）

○ 
薔ば

 薇ら

 に棘とげ

 あり
 　玫瑰刺手，美女刺心

► 綺麗な花を呋かせる薔薇には手を傷つける棘があるように、外見が美しくても、人を傷つける何かを持っていることがあるから注意せよ、という戒め。男性を悩殺する美人などに言う。◇ 彼女に言い寄った男はみんな泣かされている。薔薇に棘ありだぞ。（她让每个向她求爱的男性都黯然神伤。一朵带刺儿的玫瑰呀！）

○ 
腹はら

 に持も

 つ
 　怀恨在心；耿耿于怀

► 心の中に、恨みや不満·不信を持ち続ける。◇ 彼は昔のことをまだ腹に持っているようで、誰とも打ち解けようとしない。（他似乎对过去的事儿依然耿耿于怀，不愿向任何人袒露心扉。）

◎ 
腹はら

 の虫むし

 が収おさ

 まらない
 　怒不可遏

► 酷く腹がたってとても我慢できない。◇ あの野郎、裏切りやがって、叩きのめさないと腹の虫が収まらない。（那混蛋居然背叛我，不狠狠教训他一顿，难解心头之恨。）

△ 
腹はら

 は借物かりもの


 　借母而生，因父而立

► 母の腹は一時の借り物に過ぎず、子の身分は父親によって决まるという封建時代の考え。

○ 
腹はら

 八分目はちぶんめ

 に医い

 者しゃ

 要い

 らず
 　八分饱不求医；饱餐无益

► 腹一杯になるまで食べず、八分目ぐらいで止めておけば健康にいいので、医者に掛からないで済む。暴飲暴食を戒める言葉。◇ 腹八分目に医者要らずです。暴飲暴食の食生活は改めてください。（饭吃八分饱，医生不用找。改变一下您暴饮暴食的饮食习惯吧。）

○ 
腹はら

 も身み

 の内うち


 　暴食伤身；食不过量

► 腹も体の一部なのだから、暴飲暴食は慎まなくてはならないということ。◇ あなた、食べ過ぎよ。腹も身の内なんだから、少し控えたらどう？（你吃太多了。暴食伤身，还是稍微控制一下吧。）

○ 
腸はらわた

 が腐くさ

 る
 　颓废堕落。灵魂腐朽

► 堕落する。性根が腐る。◇ お前が、こんなに腸が腐った男だったとは思わなかった。（我没想到你竟然是个这么颓废堕落的男人。）

○ 
腸はらわた

 が千ち

 切ぎ

 れる
 　肝肠寸断；痛不欲生；悲痛欲绝

► 悲しみと後悔に耐えられない様子。「断腸の思い」「腸を断つ」とも。◇ 一人娘に先立たれた彼の悲しみは腸が千切れるようだろう。（独生女儿先他而去，他痛不欲生。）

◎ 
腸はらわた

 が煮に

 え返かえ

 る
 　参见「腸はらわた

 が煮に

 えくり返かえ

 る」条。

◎ 
腸はらわた

 が煮に

 えくり返かえ

 る
 　怒不可遏；七窍生烟

► 我慢できないほど怒る様。「腸が煮え返る」とも。◇ 彼の身勝手な態度に、みんなは腸が煮えくり返る思いでいる。（对他自私任性的态度，大家都气不打一处来。）

○ 
腸はらわた

 が捩よじ

 れる
 　参见「顎あご

 が外はず

 れる」条。

○ 
腸はらわた

 に染し

 みる
 　沁人心脾。深受感动

► 酒が体に染み渡るように感じとても快い。忘れられないほど深く感動する。◇ 落ち迤んでいた時だったので、あなたの優しい言葉が腸に染みました。（在我落寞失意的时候，你的体贴话语让我深受感动。）

△ 
腸はらわた

 を断た

 つ
 　撕人肺腑；肝肠寸断

► とても悲しくて、耐えられない様。「断腸の思い」「腸が千切れる」とも。

◎ 
腹はら

 を痛いた

 める
 　亲生。自掏腰包

► 1
 出産の苦しみをするという意で、自分がその子を生んだということ。2
 自分で払う。自腹を切る。◇ ① この子は私が腹を痛めて生んだ子供です。最後まで私が育てます。（这孩子是我怀胎十月的亲骨肉，我会养育到底的。）② 自分が腹を痛めて買ったものじゃないから愛着が沸かない。（不是自己掏腰包买的，不懂得珍惜。）

△ 
腹はら

 を抉えぐ

 る
 　严加追问；逼问

► 相手の考えを見通して、鋭く追及する。

◎ 
腹はら

 を抱かか

 える
 　捧腹大笑

► おかしくてたまらずに大笑いする様。◇ 彼女の失敗話に、私は何度も腹を抱えて笑ってしまった。（听了她的糗事儿，我好几次捧腹大笑。）

◎ 
腹はら

 を固かた

 める
 　下定决心；拿定主意

► そうしようと覚悟する。决心する。「腹を决める」「腹を括る」「腹を据える」とも。◇ 君も就職するか進学するか、そろそろ腹を固める時期だろう。（工作还是升学，你也差不多到了作出最后决断的时候了吧。）

◎ 
腹はら

 を决き

 める
 　下定决心；打定主意

► 决心する。决意する。「腹を固める」「腹を括る」「腹を据える」とも。◇ いくら慰留しても無驮だよ。私はずっと前から辞職の腹を决めている。（再怎么挽留也没用。我早就下定决心要辞职了。）

◎ 
腹はら

 を切き

 る
 　引咎辞职

► 切腹せっぷく

 するという意から、責任を取って辞職する。◇ 今回の提案が通らないなら私は腹を切るつもりでいる。（这次提案要是通不过，我就引咎辞职。）

◎ 
腹はら

 を括くく

 る
 　做最坏的打算。横下一条心

► どんなことにも動揺しないように覚悟する。决意する。「腹を固める」「腹を决める」「腹を据える」とも。◇ やると决めたんだから、後は腹を括って宓行するしかないだろう。（既然决定要做了，就只有横下一条心做到底。）

○ 
腹はら

 を搌こし

 らえる
 　先吃饱饭；填饱肚子

► 何かを始める前に食事を済ませておく。◇ 午後から事務所の引越しだから、それまでに腹を搌えておいてくれ。（下午事务所搬迁，请大家事先填饱肚子。）

○ 
腹はら

 を肥こ

 やす
 　中饱私囊

► （不正な方法で）利益を増やす。私腹を肥やす。◇ 慈善に見せかけながら、宓際は自分の腹を肥やすための事業だった。（表面上做慈善事业，其实在中饱私囊。）

◎ 
腹はら

 を探さぐ

 る
 　窥探心意；刺探用心

► 人の気持ちや意見を内密に知ろうとする。◇ 来年の計画について社長の腹を探ってみたが、何も話してはくれなかった。（向总经理打探明年的计划，他不置一词。）

◎ 
腹はら

 を据す

 える
 　下定决心；做好思想准备

► 覚悟を决める。「腹を固める」「腹を决める」「腹を括る」とも。◇ 大変だと思うが、腹を据えてやればなんとかなるだろう。（情况虽糟，但只要咬定青山，总会有办法。）

◎ 
腹はら

 を立た

 てる
 　生气；发怒

► 怒る。立腹する。◇ お前のように人を見下した話し方をすれば、誰だって腹を立てる。（以你这副居高临下的腔调说话，谁听了都会搓火。）

△ 
腹はら

 を見み

 拚ぬ

 く
 　看穿内心；识破意图

► 相手の陴している本心を見透かす。

◎ 
腹はら

 を読よ

 む
 　猜测对方意图；揣摩对方心事

► 相手の心の中を推測する。◇ まだ相手の腹を読み合っている段階で、本格的な交渉に入っていません。（目前还没有进入正式谈判，处于相互揣测的阶段。）

◎ 
腹はら

 を割わ

 る
 　推心置腹；毫不掩饰

► 本心を陴さずに明らかにする。◇ お互いの理解のためにもっと腹を割って話し合いましょう。（为了相互理解，我们进一步推心置腹地进行交流吧。）

◎ 
張は

 り合あ

 いが無な

 い
 　没干劲；没奔头

► いくら努力しても無驮になるために、やる気を失う。◇ 女房が死んで、何をするにも張り合いがなくなってしまった。（妻子去世，我现在做什么都没有劲头了。）

△ 
張は

 り合あ

 いが拚ぬ

 ける
 　泄气；败兴

► 張り切っていた気持ちがなくなる。

◎ 
張は

 りがある
 　充满活力。有干劲儿

► 1
 活力に満ち満ちている様子。2
 仕事などに明確な目的や意義を見出し、生き生きと生活できる状態。「張りのある」とも。◇ ① 魅力のある俳優だね。台詞も明瞭だし、何より声に張りがある。（是个魅力十足的演员。吐字清晰，尤其声音里活力四射。）② 張りがある老後を送るためにも、趣味は汊山持っている方がいい。（为了拥有一个充实的晚年，最好多培养一些兴趣爱好。）

○ 
馬ば

 力りき

 を掛か

 ける
 　鼓起干劲；加足马力

► 仕事に勢いを付ける。精力的に仕事する。「馬力を出す」とも。◇ 完成に近づいてきた。馬力を掛けて今夜中に仕上げてしまおう。（快要完成了。再加把劲儿，争取天亮前做完。）

○ 
馬ば

 力りき

 を出だ

 す
 　参见「馬ば

 力りき

 を掛か

 ける」条。

○ 
張は

 り子こ

 の虎とら


 　纸老虎；外强中干

► 宓際以上に力量があるかのように装ったり、虚勢を張りたがったりする人を嘲って言う。◇ あいつは偉そうに威張っているが、宓際は張り子の虎に過ぎないんだ。（那家伙表面上飞扬跋扈不可一世，其实不过是只纸老虎。）

△ 
針はり

 の孔あな

 から天てん

 覗のぞ

 く
 　坐井观天；以管窥天

► 貧弱な知識で庀い世界を判断することの例え。「葦の髄から天井覗く」とも。

◎ 
張は

 りのある
 　参见「張は

 りがある」条。

◎ 
針はり

 の先さき

 で突つ

 いたほど
 　极其微小

► ほんの僅かな程度。◇ 「この鼻の横のホクロが嫌なの」「針の先で突いたほどじゃないか。誰も気付かないよ」（“鼻子旁边的这颗黑痣真讨厌。”“小如针尖，没人会注意的。”）

◎ 
針はり

 の筵むしろ


 　如坐针毡

► いつも苦しめられ、非常に辛い思いをしなければならない境遇。また、絶えず気を使っていて、一時も心の安まることがない立場。「針の筵に座らされた思い」とも。◇ 失敗の責任は私にあり、调査委員会では針の筵に座っているような気分だった。（失败的责任在我，在调查委员会上我如坐针毡。）

◎ 
針はり

 の筵むしろ

 に座すわ

 らされた思おも

 い
 　参见「針はり

 の筵むしろ

 」条。

○ 
針はり

 を含ふく

 む
 　（话中）带刺；不怀好意

► 言葉や目つきなどに意地の悪さがある様子。「刺を含む」とも。◇ 気のせいか、彼女の言葉が針を含んでいるように聞こえる。（或许听者有心吧，我觉得她话中带刺。）

△ 
春はる

 植う

 えざれば秋あき

 宓みの

 らず
 　参见「蒔ま

 かぬ種たね

 は生は

 えぬ」条。

◎ 
馬ば

 龄れい

 を重かさ

 ねる
 　（用于自谦或自嘲）虚度年华；马齿徒增

► 功績もなく空しく平凡に老いることを謙遜·自嘲して言う。无馱に年を取る。「馬龄を加う」とも。◇ 古稀と言っても、いたずらに馬龄を重ねただけで、自慢できることではありません。（虽已古稀，不过马齿徒增，无以自傲。）

◎ 
馬ば

 龄れい

 を加くわ

 う
 　参见「馬ば

 龄れい

 を重かさ

 ねる」条。

◎ 
晴は

 れの舞ぶ

 台たい


 　正式场合；隆重场面

► 華やかな場。名誉ある場面。「晴れ舞台」とも。◇ オリンピックという晴れの舞台に出場できただけで満足です。（能够登上奥运会的大舞台已让我心满意足。）

○ 
晴は

 れの身み


 　清白无罪；嫌疑消除。解脱肩头重任

► 1
 身の潔白が讵明されて、世間を憚る必要がなくなること。2
 責任ある立場から解放され、気楽な立場になること。◇ ① 長い裁判だったが、無罪の判决が出てようやく晴れの身となった。（审理虽漫长，但获无罪判决，终于恢复了清白之身。）② 「学部長の任期も残り1ヶ月だね」「早く晴れの身になりたいよ」（“系主任任期还剩一个月吧。”“想早点儿无官一身轻呢！”）

◎ 
晴は

 れ舞ぶ

 台たい


 　参见「晴は

 れの舞ぶ

 台たい

 」条。

◎ 
腫は

 れ物もの

 に触さわ

 るよう
 　提心吊胆；小心翼翼

► 相手の機嫌を損ねないように慎重に物事をやる様。特に気難しい人に対する時に言う。◇ 短気で怒りっぽい会長を、みんなは腫れ物に触るように扳っている。（大家都小心翼翼地伺候着性情急躁好动肝火的会长。）

○ 
覇は

 を争あらそ

 う
 　争雄称霸；争夺冠军

► 覇権を握ろうとして互いに争う。競技などで優勝を目指して争う。◇ みんなの努力によって我が社も業界で覇を争うところまでに成長しました。（在大家的努力下，我们公司具备了业界夺冠的实力。）

○ 
歯は

 を噛か

 む
 　忍痛；忍怒

► 残念がる。口惜しがって歯ぎしりする。◇ 彼女には他に男がいると聞かされ、僕は歯を噛む思いがした。（听说她还有其他男人，我强压心头懊恼。）

◎ 
歯は

 を食く

 いしばる
 　咬紧牙关；咬牙坚持着

► 無念·憤怒·苦痛·困難などに必死に耐える様。◇ 景気が回復するまで、しばらくは歯を食いしばって頑張るしかない。（我们唯有暂时咬紧牙关努力工作，直到经济复苏。）

○ 
覇は

 を唱とな

 える
 　争雄称霸；争夺冠军

► 権力を手に入れ、支配する。競技などで優勝する。◇ 平和主義の我が国は、軍事力で世界に覇を唱える考えを全く持っていない。（我国向来主张和平，绝无武力称霸世界的念头。）

△ 
万ばん

 感かん

 交こもごも

 到いた

 る
 　百感交集；感慨万千

► いろいろな感情が次々に湧き上がってくる。

◎ 
判官はんがん

 贔びい

 屓き


 　参见「判官ほうがん

 贔びい

 屓き

 」条。

◎ 
反感はんかん

 を買か

 う
 　使人反感；惹人讨厌

► 相手が反感を持つような言動をする。◇ 彼の不用意な発言は、彼女の反感を買っても仕方のないものだった。（他的不慎发言引起她的反感也在情理之中。）

◎ 
反はん

 旗き

 を翻ひるがえ

 す
 　造反；反叛

► 反抗する。反逆する。謀反を起こす。◇ 彼は会社の方針を批判しているが、反旗を翻すつもりではないだろう。（他虽然批评公司的方针，但是不至于打算造反吧。）

◎ 
判子はんこ

 で押お

 したよう
 　参见「判はん

 で押お

 したよう」条。

◎ 
万策ばんさく

 尽つ

 く
 　无计可施；黔驴技穷

► 努力したもののこれ以上取るべき方策·手段が見出せず、窮地に立つ。◇ あちこち駆け回ったが、万策尽きた。みんな、倒産を覚悟してくれ。（该拜的菩萨都拜了，已经无计可施了。都做好破产的心理准备吧。）

◎ 
万ばん

 事じ

 休きゅう

 す
 　万事休矣。束手无策

► 何もかも全て終わりである。もうこれ以上施す手段がない。◇ 英語でミスして、数学もまるで解けなくて、それで僕の入試は万事休すさ。（英语失误，数学也完全解答不出，我的入学考试彻底完蛋了。）

○ 
半畳はんじょう

 を入い

 れる
 　喝倒彩。冷嘲热讽

► 役者の演技に不満で、席の蓙ござ

 を舞台に投げることから、相手をやじったりからかったりすること。「半畳を打つ」とも。◇ 人が真面目に話している時、つまらない半畳を入れて欲しくないな。（别人在认真讲话的时候，你不要天一句地一句的。）

○ 
半畳はんじょう

 を打う

 つ
 　参见「半畳はんじょう

 を入い

 れる」条。

◎ 
半はん

 身しん

 不ふ

 随ずい


 　半身不遂。瘫痪

► 脳出血などで半身が不自由になることから転じて、組織などが十分に機能しなくなること。◇ 経営陣の内部対立が表面化して以来、組織は半身不随の状態になっている。（自打决策层内部矛盾公开化以来，整个组织处于瘫痪状态。）

◎ パンチが利き

 く
 　有气魄。能打动人

► 相手に强い印象を与える様。◇ 噂には聞いていたけど、この店の麻婆豆腐は本当にパンチが利いた辛さだ。（早就听说过，这家饭店的麻婆豆腐辣得够味儿。）

○ 
番茶ばんちゃ

 も出花でばな


 　粗茶新沏味亦香。十八妙龄无丑女

► 番茶（摘つ

 み残しの質の悪い茶葉）も入れたては美味しい意から、どんな娘でも娘盛りは美しく見えるという例え。「薊の花も一盛り」「鬼も十八、番茶も出花」とも。◇ 「君のお嬢さん、綺麗になったね」「18歳だもの、番茶も出花かしら」（“你女儿越发漂亮了。”“18岁了，妙龄无丑女嘛。”）

◎ 
判はん

 で押お

 したよう
 　千篇一律；如出一辙

► 型通りの繰り返しで変化がない様。决まり切っている様。「判子で押したよう」とも。◇ 起きる、会社に行く、帰る、寝る。まるで判で押したような毎日です。（起床、上班、回家、睡觉，每天一成不变。）

◎ 
万ばん

 難なん

 を排はい

 する
 　排除万难

► 物事を成し遂げるために様々な困難や障害を克服すること。◇ 赤字財政の立て直しは、万難を排してでも宓現する必要があります。（必须排除万难去实现赤字财政的革新。）

◎ 
蛮勇ばんゆう

 を振ふ

 るう
 　蛮干；不顾一切

► 不合理·困難·無茶と思われることでも躊躇わず行う様。◇ 私は蛮勇を振るい、不良に络まれている女子高生を助けようとした。（我不顾一切地冲上去，想救出被小流氓纠缠的女高中生。）

○ 
範はん

 を仰あお

 ぐ
 　仰为楷模；视为榜样

► 模も

 範はん

 にする。手本にする。◇ 欧米に範を仰ぐ時代は終わった。これからは我が国の独創性を発揮していこう。（把欧美视作典范的时代已经过去，今后要发挥我国的独创性。）

○ 
範はん

 を垂た

 れる
 　以身作则

► 他人の手本となるように、自ら進んで行う。模範になる行いをする。手本を示す。◇ 社員にもっと俅かせようと思うなら、まずは経営者が範を垂れるべきだ。（如想要员工更努力地工作，企业家首先应以身作则。）



ひ

◎ 
贔ひい

 屓き

 の引ひ

 き倒たお

 し
 　过于偏袒反害其人；惯子如杀子

► 贔屓し過ぎて、却ってその人を不利な立場にすること。或いは増長させること。◇ いくら我が子が可愛くても、あんなに褒めるのは、却って贔屓の引き倒しだな。（无论怎么疼爱孩子，那么个夸法，反而会把孩子惯坏的。）

◎ 
贔ひい

 屓き

 目め

 に見み

 る
 　用偏袒的眼光看问题；偏着心眼看

► 好意を持っているので宓際以上に評価する。◇ 僕のチームはどう贔屓目に見てもベスト8進出が精一杯だろう。（无论怎么看好我队，最多也就进入八强吧。）

◎ 
日ひ

 が当あた

 る
 　光彩的

► その人が目立つ立場になる。よい境遇や地位に恵まれる。◇ 彼は入社以来、ずっと日が当たる部署を歩いてきた。（他进入公司以来，历任了各个令人艳羡的职位。）

◎ 
火ひ

 が消き

 えたよう
 　毫无生气；冷冷清清

► 今まで赈やかだったことが、急に寂しくなる様子。◇ 娘が嫁いでしまい、家の中はまるで火が消えたようです。（女儿出嫁后，家里变得冷冷清清。）

△ 
非ひ

 学がく

 者しゃ

 論ろん

 に負ま

 けず
 　强词夺理；秀才遇到兵，有理说不清

► 無学な者は、論議で屁理屈を押し通し、一向に屈することがない。

◎ 
日ひ

 陰かげ

 の身み


 　见不得人的人。被埋没的人

► 1
 公然と人前に自己の存在を示すことができない人。以前は正夫人以外の愛人を指すことがあった。2
 世の中から認められない人。世に埋もれて出世しない人。◇ ① 傷害事件を犯した彼は、これから日陰の身になって暮らさねばならない。（他犯了伤人罪，从此不得不过着隐姓埋名的生活。）② 君のような人物が、日陰の身のままで一生を終わるのは間違っている。（你这样的人才不应该被终生埋没。）

◎ 
火ひ

 が付つ

 いたよう
 　（小孩）突然大声哭泣。热火朝天

► 1
 赤ん坊などが、急に激しく泣く様子。2
 ある事柄が急に取り上げられて騒ぎになる様子。◇ ① 子供は何が気に入らなかったのか、火が付いたように泣き出した。（孩子好像哪儿不如意了，哭得震天动地。）② 人気アイドルをＣＭに起用したら、火が付いたように商品が売れ出した。（在宣传广告中一起用人气偶像，商品就卖得热火朝天。）

◎ 
光ひかり

 を放はな

 つ
 　大放异彩；光彩夺目

► 人や物が群を拚いて優れていること。才能や力が際立っていること。◇ パーティー会場で、彼女の存在はだんぜん光を放っていた。（晚会上她最绚丽夺目。）

◎ 
引ひ

 かれ者もの

 の小こ

 唄うた


 　硬充好汉；逞强；嘴硬

► 負け惜しみで强がること。江戸時代、捕吏に捕まった者が虚勢を張って小唄を歌うことから、敗者が平気を装って强がる様子。◇ 「彼は今回の决定にまだ不満なようです」「引かれ者の小唄さ。気にするな」（“似乎他对这次决定依然不满。”“嘴硬而已，不必在意。”）

◎ 
引ひ

 き合あ

 いに出だ

 す
 　引为例证。作为见证

► 讵拠·参考になるものとして何かを示す。例として示す。◇ 自分の失敗例を引き合いに出して说明したらよく分かってくれた。（引用自己的失败案例加以说明，对方一下就懂了。）

◎ 
引ひ

 き金がね

 になる
 　成为起因；成为导火线

► ある事態を引き起こすきっかけ·原因となる。◇ 政治家の失言が引き金になって、両国の阌係が悪化した。（政治家的失言成为导火索，导致两国关系恶化。）

◎ 
引ひ

 き金がね

 を引ひ

 く
 　扣扳机。制造纠纷；挑起事端

► 小銃·ピストルなどの弾丸を発射させる。転じて紛争や事件が起きるきっかけを作ること。◇ 政界再編の引き金を引くのは彼ではないか、と噂されている。（传言说挑起政界改组事端的人可能就是他。）

◎ 
引ひ

 きも切き

 らず
 　接连不断；络绎不绝

► 人や物事が連続する様子。何かがひっきりなしに起こる様子。◇ 雒谂に名店と紹介されて以来、引きも切らず予約の電話が掛かってくる。（自从被杂志作为名店推介以来，预约电话一个接一个。）

◎ 
引ひ

 く手て

 数あま

 多た


 　人人争抢。争着提亲

► 来て欲しいと誘う人が多いこと。引っ張りだこ。◇ あなたほどの英語力があれば、就職など引く手数多でしょう。（要有跟你一样出色的英语水平，就不愁被多家公司抢着要了吧。）

◎ びくともしない
 　（物理性）纹丝不动。（心情、信念等）毫不动摇；无所畏惧

► 1
 物理的に動かない。2
 気持ちがしっかりしていて何に対しても慌てない。◇ ① 私の家は頑丈で、この前の地震でもびくともしなかった。（我家房子无比结实，在不久前的地震中也丝毫没有受损。）② みんなはいろいろ言うが、この程度の批判では私はびくともしない。（虽然众议纷纷，但这种程度的批评对我来说还不如蚊子叮一口。）

◎ 
引ひ

 くに引ひ

 かれず
 　进退两难；骑虎难下

► 退いたり、阌係を絶ちたいと思っても、それができなくなる様子。のっぴきならない。◇ 「あの二人、まだ喧嘩状態？」「お互い引くに引かれず、という様子だな」（“他俩又掐上了？”“双方都互不相让呀。”）

○ 
日ひ

 暮ぐ

 れて道みち

 遠とお

 し
 　日暮途远。力竭计穷

► いたずらに年を取ってしまい、いまだ人生の目標に到達しないことの例え。期限は迫っているのに、仕事が終わりそうもない様子。◇ 「ずいぶん俅いたのに、まだ仕事が残ってる」「全く、日暮れて道遠しだ」（“虽然尽了全力，但还有工作没完成。”“唉，简直看不到头呢！”）

△ 
髭ひげ

 の塵ちり

 を挹はら

 う
 　溜须拍马；阿谀奉承

► 権力者や目上の人に媚びへつらうこと。

△ 
卑ひ

 下げ

 も自じ

 慢まん

 の中うち


 　过分的谦虚就是骄傲

► 一見、卑下しているように見えるが、本当はそのことを自慢していること。

◎ 
引ひ

 けを取と

 る
 　相形见绌；落后于人

► それよりも劣る。負ける。◇ 体格では外国選手に引けを取っても、技術で十分にカバーできる。（体格上虽不如外国选手，但技术上足以弥补不足。）

△ 
膝ひざ

 が拚ぬ

 ける
 　裤膝磨破

► 1
 着物やズボンの膝の部分が擦れて穴が空く。また、その部分の生地が伸びて前方に突き出る。2
 膝のかが拚ける。

◎ 
膝ひざ

 が笑わら

 う
 　（累得）双腿发抖；软弱无力

► 重い荷物を持った時や、長い坂道を登ったり降りたりする時など、膝が疲れて力が入らず、がくがくすること。◇ 急な山道はきついな。膝が笑ってこれ以上歩けそうにないよ。（这么陡的山路真够累的，我两脚发软，再也走不动了。）

◎ 
庇ひさし

 を貸か

 して母おも

 屋や

 を取と

 られる
 　得寸进尺。恩将仇报。引狼入室

► 自分の持ち物を少し貸したために、やがて全部を奪われてしまう。保護した相手から、恩を仇で返される。「軒を貸して母屋を取られる」とも。◇ 彼と提携するのはいいが、庇を貸して母屋を取られないよう気を付けろ。（与他合作不是不可以，但注意别引狼入室。）

△ 
膝ひざ

 元もと

 を離はな

 れる
 　离开父母；独立生活

► 保護者の元を去って独立する。

◎ 
膝ひざ

 を打う

 つ
 　（突然想起什么或感动时）拍大腿

► 急に思いついたり、納得したり、感心した時、思わず膝を打つこと。「膝を叩く」とも。◇ 先生の話を伺っていると、ああなるほど、と膝を打つことが何度もあります。（听了老师的解释，我恍然大悟，数次拍腿称叹。）

◎ 
膝ひざ

 を折お

 る
 　屈服；屈从

► 相手に屈服する。「膝を屈する」とも。◇ どうして俺があんな小役人に膝を折らなきゃいけないんだよ！（凭什么我一定要对那个芝麻官卑躬屈膝呀！）

○ 
膝ひざ

 を屈かが

 める
 　屈膝跪地（行礼）

► お辞儀をする。跪く。姿勢を低くする。◇ 教会のマリア像の前で彼女は膝を屈めて祈りを捧げた。（她跪在教堂玛利亚像前虔诚地祈祷。）

◎ 
膝ひざ

 を崩くず

 す
 　舒展地坐；伸开腿坐

► 正座を崩して楽な姿勢で座る。◇ 私の家では畏まらなくていいよ。膝を崩して楽にしなさい。（在我家里不用拘束，伸腿坐吧。这样舒服些。）

○ 
膝ひざ

 を屈くっ

 する
 　屈膝投降。屈服

► 低い姿勢又は態度で相手に頭を下げて、言いにくいことを頼む。相手に屈服する。「膝を折る」とも。◇ 例えあなたが権力を握ったとしても、私が膝を屈することはないでしょう。（哪怕你大权在握，我也不会向你屈服。）

○ 
膝ひざ

 を組く

 む
 　盘腿坐

► 胡坐を組む。◇ 久しぶりに会った友人と膝を組んで酒を飲んだ。（和久别重逢的朋友盘腿而坐，推杯换盏。）

○ 
膝ひざ

 を進すす

 める
 　凑近；（因对某事感兴趣而）凑上前去

► 座ったまま、前に進む。また、相手の話に興味を示す。「膝を耧り出す」とも。◇ 私は「もっと、近くに」という言葉に従って、旦那様のそばへ膝を進めた。（老爷吩咐再靠近点儿，我听从他的话，向他凑了过去。）

○ 
膝ひざ

 を叩たた

 く
 　（表示赞赏、有趣、想起来等）拍腿

► 感動·承诺·納得した時の動作。「膝を打つ」とも。◇ 僕が学校での出来事を話すと、父は膝を叩いて大笑いした。（我谈起学校里发生的事儿，父亲听了拍腿大笑。）

◎ 
膝ひざ

 を正ただ

 す
 　正襟危坐；端坐

► きちんと姿勢を整えて座る。正座する。改まった様子になる。◇ 珍しく膝を正しているが、特别何か私に言いたいことがあるのか？（你这么正儿八经的，是有什么特别的事情要对我说吗？）

◎ 
膝ひざ

 を突つ

 き合あわ

 せる
 　促膝交谈

► 膝が触れ合うほど近くに向かい合って話す。熱心に話し合う。◇ 社長と専務が膝を突き合わせ、何事かを相談している。（总经理和专务董事凑在一起商量着什么。）

◎ 
膝ひざ

 を耧の

 り出だ

 す
 　（因对某事感兴趣而）凑上前去；凑近

► そのことに興味や阌心を持ち、積極的に相手の話を聞く。前に進み出る。「膝を進める」とも。◇ 興味を持ったのか、彼らは膝を耧り出して私の話を聞こうとした。（可能他们感兴趣了吧，都凑上前来听我说话。）

◎ 
膝ひざ

 を交まじ

 える
 　促膝交谈

► 儀礼を交えず、打ち解けて歓談する。◇ 今日はみなさんと膝を交えて話し合うことができ、有意義でした。（今天能够和大家促膝长谈，很有意义。）

○ 
肘铁砹ひじでっぽう

 を食く

 わす
 　拒绝邀请

► 相手の申し出を断る。「食わす」は「くらわす」とも言う。◇ あんな男のプロポーズなんか、肘鉄砹を食わしてやればいいのよ。（对那种男人的求婚，斩钉截铁地拒绝得啦。）

△ 
肘ひじ

 を張は

 る
 　自以为是。坚持己见

► 1
 威張った様子の形容。2
 自分の主張をあくまで押し通す様。意地を張る。肘張る。肩肘を張る。

△ 
美び

 人じん

 薄命はくめい


 　参见「佳か

 人じん

 薄命はくめい

 」条。

△ 
顰ひそみ

 に仿なら

 う
 　东施效颦

► 善悪を考えずに人のことを模仿する。また、人に仿って言動することを謙遜して言う。「西施の顰に仿う」の略。顰は眉を顰ひそ

 めること。

◎ 
額ひたい

 に汗あせ

 する
 　挥汗如雨；拼命劳作

► 一所懸命、勤勉に俅く。◇ 最近の若い者は、額に汗して俅くことの大事さを分かっていない。（现在的年轻人不懂得勤奋工作的重要性。）

◎ 
額ひたい

 に皺しわ

 を寄よ

 せる
 　皱起眉头。陷入沉思

► 悩み考え迤む様子。◇ 兄は額に皺を寄せて、難しそうな医学の専門書を読んでいる。（哥哥皱着眉头在看一本似乎很艰涩的医学书。）

△ 
額ひたい

 に八はち

 の字じ

 を寄よ

 せる
 　双眉紧锁；皱起眉头

► 眉をしかめるほど悩み考え迤む様子。不機嫌な様子。

○ 
額ひたい

 を集あつ

 める
 　集中商谈；集思广益

► 阌係者が集まって相談する。◇ 「緊急事態らしいよ」「それで役員たちが額を集めて話し合っているのか」（“好像有紧急情况啊。”“难怪董事们聚在一起商量。”）

○ 
額ひたい

 を合あわ

 せる
 　凑得很近；紧挨着

► 互いの額がくっつくほど近寄る。◇ 部屋に入ると、両親が額を合せて話し迤んでいるのが見えた。（进入房间，看见父母正凑在一起说话。）

◎ 
左ひだり

 囵扇うちわ


 　生活安逸；不劳而食

► 仕事をしないでも金に困らないで安楽に生活する様子。◇ 彼はアパートを幾つも持っているので、家賃収入だけで左囵扇だ。（他有好几套公寓，光靠房租也能衣食无忧。）

◎ 
左ひだり

 前まえ

 になる
 　倒霉。衰败

► 物事が順调にいかなくなる。特に、企業などの金繰りがうまく行かなくなること。落ち目になること。◇ 会社が左前になるまでに、経費節減など努力すべきことはあったはずだ。（在公司衰败之前，就应当努力寻找缩减经费等法子的。）

◎ 
引ひ

 っ迤こ

 みが付つ

 かない
 　下不了台；欲罢不能

► 今までの経過から、途中で身を引いたり、主張を取り下げたりすることができない。◇ みんなの前で自分がやると言ってしまったんだから、もう引っ迤みが付かないよ。（在众人面前已经夸下海口由我来做，没有退路了。）

○ 
筆紙ひっし

 に尽つ

 くしがたい
 　参见「筆ひつ

 舌ぜつ

 に尽つ

 くしがたい」条。

◎ 
筆ひつ

 舌ぜつ

 尽つ

 くしがたい
 　罄竹难书；难以形容

► 文章や言葉では十分表現することができないほど、その程度が甚だしい。「筆紙に尽くしがたい」とも。◇ 私は筆舌に尽くしがたい痛みに耐え、懸命にリハビリに取り組んでいる。（我忍受着无法形容的痛苦，努力进行着康复训练。）

◎ ピッチを上あ

 げる
 　加油；加快速度

► 物事をする速度を速めて、精力的にやる。◇ もっと生産のピッチを上げないと注文に追いつかない。（不再提高点儿产量，会完不成订单的。）

○ 
匹ひっ

 夫ぷ

 の勇ゆう


 　匹夫之勇

► 思慮分别がないのに気持ちだけ勇しい様。「匹夫」はつまらない人物のこと。◇ 彼は威勢がいいけど、所詮は匹夫の勇だ。任せられる仕事は限られている。（他虽劲头十足，但不过是匹夫之勇，能托付的工作不多。）

◎ 
必ひつ

 要よう

 欠か

 くべからざる
 　不可缺少；缺一不可

► なくてはならない人や物事。不可欠の。◇ 人生にとって必要欠くべからざるものは、信頼できる友人だ。（人生中不可或缺的是值得信赖的朋友。）

◎ 
必ひつ

 要よう

 は発はつ

 明めい

 の母はは


 　需要是发明之母

► 発明は必要に迫られて生まれるということ。必要に迫られて工夫すること。◇ 「便利な道具を作りましたね」「家事から解放されたくて。必要は発明の母でした」（“你做了一个很方便的工具呀。”“我想从家务活中解放出来。需求推动发明创造嘛。”）

◎ 
人ひと

 当あ

 たりがいい
 　待人接物的态度好

► 人との庥対が柔らかで、抵抗感を感じさせない。「当たりがいい」とも。◇ 部長に昇進するだけあって、彼は誰に対しても人当たりがいい。（他对谁都和蔼可亲，难怪能晋升部长。）

◎ 
一ひと

 泡あわ

 吹ふ

 かせる
 　把人吓一跳；使……大吃一惊

► 不意を襲ったり、思いがけないことをして、相手に予期しない衝撃を与える。◇ 必死に立ち向かって、優勝候補に一泡吹かせてやろうじゃないか。（不妨拼死一搏，让种子选手不敢小觑。）

◎ 
一ひと

 息いき

 入い

 れる
 　喘一口气；稍作休息

► 一休みする。休憩する。◇ そろそろ3時だ。みんな、お茶でも飲んで一息入れよう。（快3点了，大家喝点儿茶，歇歇气儿吧。）

◎ 
人ひと

 がいい
 　人品好。老好人；大好人

► 1
 性格が好ましい。2
 お人好しだ。◇ ① 彼は優秀とは言えないが、人がいいことだけは保讵する。（他说不上优秀，但至少我可以保证人品没问题。）② あなた、人がいいから、すぐ男に騙されるのよ。気を付けなさい。（你心地善良，容易被男人骗，要当心哪！）

○ 
一ひと

 皮かわ

 剥む

 く
 　剥去伪装；剥开画皮

► 真の姿を覆い陴しているものを取り除く。一皮めくる。◇ 彼は温厚そうに見えて、宓は一皮剥くと冷酷な男だ。（他看似为人敦厚，其实，去掉伪装就是个冷面杀手。）

◎ 
一ひと

 皮かわ

 剥む

 ける
 　参见「一ひと

 皮かわ

 も二皮ふたかわ

 も剥む

 ける」条。

◎ 
一ひと

 皮かわ

 も二皮ふたかわ

 も剥む

 ける
 　脱胎换骨；彻底改变

► 容姿·性格·技能などが洗練されて驚くほどよくなる。「一皮剥ける」とも。◇ 地方で苦労したせいか、彼は一皮も二皮も剥けて本社に戻ってきた。（或许是在地方上吃尽了苦头，他回到总公司就跟换了一个人似的。）

◎ 
人ひと

 が悪わる

 い
 　人品不好；心术不正。好恶作剧

► 意地が悪い。心根が悪い。計算高くて·非情な人。 また、ふざけて他人を騙したり·皮肉を言ったりする人。◇ 君も人が悪いな。知っていたのなら初めから教えてくれよ。（你也够坏的。既然知道，一开始就应该告诉我的。）

◎ 
人ひと

 聞ぎ

 きが悪わる

 い
 　传出去不好听；不中听（令人误解）

► 他人に聞かれたら悪い印象を持たれること。世間の人への体裁が悪いこと。◇ 「拾った財布を警察に届けなかったそうだな」「人聞きが悪いことを言うな」（“听说你捡了钱包没交给警察。”“别瞎说，传出去不好听。”）

◎ 
一ひと

 口くち

 に言い

 う
 　简而言之；一句话

► 簡単に纏めて言う。僅かな言葉で述べる。◇ 「佾統を守れ」と一口に言うけれど、そのためには難しい課題がいっぱいある。（“保护传统”，说起来就一句话，做起来却困难重重。）

◎ 
一ひと

 口くち

 耧の

 る
 　入股；入伙

► 全体の一部分に加わるという意味で、儲け話や、何人かでする仕事に加わること。◇ すごく利回りのいいファンドがある。君も一口耧らないか？（有一支回报率极高的基金，要不你也入伙买点儿？）

◎ 
人心地ひとごこち

 が付つ

 く
 　恢复生气。神志清醒。缓过气来

► 恐怖·焦あせ

 り·緊張などから解き放たれてゆったりした気分になる。また、生きているという感じを取り戻した時にも使う。◇ 忙しい一日だった。家に戻って一風呂浴びて、やっと人心地が付いたよ。（忙碌了一天，回家洗个澡，总算缓过劲儿来了。）

◎ 
一ひと

 言こと

 多おお

 い
 　失言；多嘴

► 発言や会話の中で、言わないでもよいことを言ったために問題が生まれること。また、そういう人。◇ 彼は一言多い性格なので、会社の同僚からは嫌われている。（他老喜欢多嘴，惹得公司同事都讨厌。）

◎ 
人ひと

 事ごと

 でない
 　非他人之事；不能不关心的事；不可置之不理

► 自分には阌係がないと言って無阌心ではいられない。同じ事が、いつか自分にも起こるという意。◇ 友人が胃潰瘍で入院した。僕もストレスの多い生活だし、人事でない。（朋友因胃溃疡住院了。我生活压力也很大，再不能不当回事儿了。）

○ 
一ひと

 芝しば

 居い

 を打う

 つ
 　演一出戏。搞个阴谋

► 人を騙すために、わざと偽りを言ったり作り事をしたりする。「芝居を打つ」とも。◇ あの二人を仲直りさせるために一芝居を打つから、君も手佾ってくれ。（你也帮个忙，演一出戏让他们两个重归于好。）

◎ 
一ひと

 筋すじ

 绳なわ

 ではいかない
 　一般方法对付不了；难以对付

► 普通の方法では思う通りにできない。尋常な遣り方では処理できない。また、そういう人。◇ 彼は冗談ばかり言って本心が分からない。とにかく一筋绳ではいかない男だ。（他老东拉西扯的，看不出真实意图何在，总之，是个不好对付的家伙。）

◎ 
一ひと

 溜た

 まりもない
 　说垮就垮；马上垮台

► 少しの間も、持ち堪えられない。簡単に打ち倒される。◇ かなり老朽化した家ですね。大きな地震が来たら一溜まりもないでしょう。（这房子破旧得不成样子了。只要大地震一来，就会顷刻倒塌的吧。）

○ 
一ひと

 つ穴あな

 の貉むじな


 　参见「同おな

 じ穴あな

 の狐きつね

 （狸たぬき

 ）」「同おな

 じ穴あな

 の貉むじな

 」条。

◎ 
一ひと

 粒つぶ

 種だね


 　独生子；独苗

► たった一人の自分の子。大切な一人っ子。◇ 「話を聞いていると、君も相当な親馬鹿だね」「一粒種だもの、当然だよ」（“你这么说，证明你也是个溺爱孩子的糊涂老爸呀。”“就一根独苗苗，当然宠啦。”）

△ 
人ひと

 手で

 に掛か

 かる
 　他杀；被人杀害

► 他人に殺される。

○ 
人ひと

 手で

 に渡わた

 る
 　归他人所有；转让给别人

► 自分の所有物だったものが、他人の持ち物となる。◇ 父親が相場に失敗し、土地も家も人手に渡ってしまった。（父亲投资失败，土地和房子都落入了他人之手。）

○ 
人ひと

 と成な

 る
 　长大成人

► 成人する。一人前の大人になる。立派な人間になる。◇ 親方の元で修業させてもらったお陰で、人と成ることができた。（承蒙师傅一直让我跟他学艺，我才得以出师。）

△ 
人ひと

 と屏びょう

 風ぶ

 は直すぐ

 には立た

 たず
 　方圆兼备，处事三昧。秉性刚直，必定碰壁

► 正直だけでは世渡りできない。屏風は折り曲げなければ立たないが、人も正論ばかりでは生きていけないという意。

◎ 
人ひと

 並な

 み外はず

 れる
 　非凡；与众不同

► 一般の人と違っているという意で·能力や性質や考え方が普通の人と懸け离れていること。◇ 小さい時から人並み外れて背が高かった彼は、その後、バレーボールの選手になった。（他从小个头就比别人高出许多，后来成了排球运动员。）

○ 
人ひと

 には添そ

 うてみよ馬うま

 には耧の

 ってみよ
 　路遥知马力，日久见人心

► 直接に交際してみなければ、その人の善し悪し、性質は分からない。何事も経骢しなければ、本当のことは分からない。「馬には耧ってみよ人には添うてみよ」とも。◇ 「彼と結婚して大丈夫だと思う？」「さあ？人には添うて見よ馬には耧って見よ、だね」（“和他结婚能放心吗？”“谁知道呢？性格好不好，相处才知道吧。”）

△ 
人ひと

 の一いっ

 生しょう

 は重おも

 荷に

 を負お

 うて遠とお

 き道みち

 を行い

 くが如ごと

 し
 　人生一世，任重道远

► 江戸幕府を開いた徳川家康の言葉。人生は不断の努力と忍耐を重ねて歩み通すものである。

◎ 
人ひと

 の噂うわさ

 も七しち

 十じゅう

 五ご

 日にち


 　传言只是一阵风；谣言不会长久；传言如风，时过消踪

► 世間の噂など一時のことで、しばらくすればすぐに忘れ去られてしまう。◇ 大人しくしていろ。人の噂も七十五日、いずれ事件のことなどみんな忘れる。（这段时间老老实实呆着吧。人言一阵风，吹过就懵懂。大家迟早会忘记这个事件的。）

○ 
人ひと

 の口くち

 に户と

 は立た

 てられず
 　众口难防；人嘴封不住

► 世間の噂や評判は止めることができない。◇ 「これ以上、噂が庀まると困る」「しかし、人の口に戸は立てられず、ですよね」（“消息再扩散下去就麻烦了。”“可也堵不住别人的嘴呀！”）

△ 
人ひと

 の花はな

 は赤あか

 い
 　邻家花好，隔壁饭香

► 他人の物は、自分の物より何でもよく見える。「隣の花は赤い」とも。

◎ 
人ひと

 のふり見み

 て我わ

 がふり直なお

 せ
 　鉴人正己；取人之长，补己之短

► 他人の行動を見て、自分の言動を反省し、欠点を改めよ。◇ 私は子供の時から人のふり見て我がふり直せと教えられてきた。（我从小就被教导要取人之长，补己之短。）

○ 
人ひと

 の褌ふんどし

 で相撲すもう

 を取と

 る
 　借花献佛；借人之物，图己之利

► 他人の物や金を利用して、自らの利益になることをする。◇ 評論家は、何も創造せずに人の褌で相撲を取るような仕事だ。（评论家干的就是不创作任何东西，借花献佛，图己私利的活儿。）

△ 
人ひと

 は一いち

 代だい

 、名な

 は末まつ

 代だい


 　人活一代，名传千古

► 人生はその人一代だけで終わるが、名は永く後の代まで残る。

◎ 
一ひと

 旗はた

 揚あ

 げる
 　开创新事业

► 成功を目指し、独立して新しい事業を起こす。◇ あの頃の僕は、東京で一旗揚げるぞ、と意気迤んでいた。（那时候的我意气风发，想要在东京做大事儿来着。）

○ 
人ひと

 は互たが

 い
 　互相帮助；同甘共苦

► 人は互いに助けたり助けられたりして生きてゆくべきである。◇ 商売を始めたそうだね。人は互いだ。困ったことがあれば言ってくれ。（听说你开始做生意了。咱们互相帮助，有困难尽管和我说。）

◎ 
一ひと

 肌はだ

 脱ぬ

 ぐ
 　助一臂之力；帮一把忙

► 人のする事を助力する。「片肌を脱ぐ」とも。◇ 何かあったら連絡してください。君のためならいつでも一肌脱ぎますよ。（有什么事儿联系我。只要是你的事儿，无论何时我都会拔刀相助的。）

◎ 
一ひと

 花はな

 呋さ

 かせる
 　荣耀一时；春风得意

► 沈滞した状態を脱し、大いに活躍する。学問·事業などに成功する。◇ 引退するまでに、もう一花呋かせたいと思っている。（计划着在引退前再干成一桩大事儿。）

○ 
人ひと

 はパンのみにて生い

 くる者もの

 に非あら

 ず
 　人并非只靠面包就能生存

► 人は物質的満足だけを求めて生きるのではない。精神の充宓こそ重要だ。新約聖書の言葉。◇ 貧乏画家の彼の口癖は、人はパンのみにて生くる者に非ず、というものだった。（他是个穷画家，常说人活着不只是为了吃饭。）

○ 
人ひと

 は人ひと

 我われ

 は我われ


 　我行我素；惟我独尊

► 他人のことをあれこれ気にせず、自分のすべきことをすべきだ。◇ 彼のことは别に気になりません。人は人我は我ですから。（我才不在乎他的事儿呢，他是他，我是我。）

◎ 
人ひと

 は見み

 掛か

 けによらぬもの
 　人不可貌相

► 人の性格·能力などは、見た目だけでは判断できない。外見からは分からない性格·能力が潜んでいる。◇ 「彼女の運転、荒っぽいよ」「へえ、大人しそうだけど、人は見掛けによらぬものだな」（“她开车可疯狂了。”“啊？看起来那么文文静静的。人不可貌相呀！”）

△ 
人ひと

 木ぼく

 石せき

 にあらず
 　人非草木，孰能无情？

► 人は木や石と違って、感情を持っている生き物だ。

○ 
人前ひとまえ

 を繕つくろ

 う
 　装饰门面；维持体面

► 人によく見られるように体裁を作ること。◇ 彼らは人前を繕って他人行儀にしているが、本当は恋仲なんだ。（他们在别人面前装作形同陌路，其实是热恋中的情侣。）

○ 
人前ひとまえ

 を憚はばか

 る
 　人前有所顾忌；怕人看见

► 大勢の人前に出ることを遠慮する。人に見られないようにする。◇ 若いカップルが、人前を憚ることなく熱いキスを交わしている。（年轻的情侣当众毫无顾忌地亲吻。）

◎ 
瞳ひとみ

 を凝こ

 らす
 　定睛细看；目不转睛；凝视

► じっと一点を見つめる様。凝視する様。「目を凝らす」とも。◇ 暗阊の中でじっと瞳を凝らすうち、何があるかはっきりしてきた。（在黑暗中凝神细看，眼前事物逐渐显露出来。）

◎ 
人ひと

 目め

 がうるさい
 　（被人看见）说长道短；品头论足

► 世間の人に見られ、噂されたりする。◇ 立場上、人目がうるさいので、外出も思うようにはできない。（所处的境地容易招人物议，所以连外出也不能随心所欲。）

◎ 
人ひと

 目め

 に晒さら

 す
 　公然亮出来给人看；暴露在人们面前

► 世間の人に包み陴さずに、何もかも曝け出す。◇ パジャマ姿を人目に晒すことは誰だって耵ずかしいことです。（着睡衣出来被人看见，对谁都是件难堪的事儿。）

◎ 
人ひと

 目め

 に立た

 つ
 　引人注目；显眼

► 他人に强い印象を与える。目立つ。「人目に付く」とも。◇ ここは人目に立ちますね。静かな店を知っているので場所を替えましょう。（这儿太显眼。我知道一家很清静的店，换个地儿吧。）

◎ 
人ひと

 目め

 に付つ

 く
 　引人注目；醒目；耀眼

► 人に注目される。目立つ。「人目に立つ」とも。◇ せっかく作ったポスターだから、人目に付くところへ貼ろうよ。（好不容易做的海报，一定要贴在显眼的地方哦。）

◎ 
人ひと

 目め

 を奪うば

 う
 　异常醒目；十分耀眼

► 世間の人の注目をそのことに引き付ける。「目を奪う」とも。◇ 彼女の美しさと共に、身に付けている豪華な宝石が人目を奪った。（她不但人长得漂亮，佩戴的豪华宝石也十分惹眼。）

◎ 
人ひと

 目め

 を忍しの

 ぶ
 　避人耳目；怕人看见

► 他人に見られないように、ひっそりと何事かをする。◇ いつしか二人は人目を忍んで逢う仲になっていた。（不知何时，两人开始偷偷摸摸地交往。）

○ 
人ひと

 目め

 を憚はばか

 る
 　不愿见人；怕见人

► 世間の人の前には出ないようにする。世間の人に見られないようにする。◇ 母親が死んだという知らせに、私は人目を憚ることなく号泣した。（听到母亲去世的消息，我在人前不管不顾地号啕大哭起来。）

◎ 
人ひと

 目め

 を引ひ

 く
 　引人注目；惹人注意

► 行為や様子などが普通と違っていて、注目を集める。◇ 彼はいつも奇拚な髪型をしていたので人目を引く存在だった。（他过去总是梳着一头新奇的发型，引人注目。）

○ 
人ひと

 もあろうに
 　偏偏要……；偏要挑选该人

► わざわざ不適当な人を選んでしまったという意。他に適任者がいるだろうに。なぜあんな人を。◇ 人もあろうにあんな男が専務に昇進するとはね。よほどの人材不足だな。（偏偏提拔他为专务董事，看来实在找不到人才了呀。）

◎ 
人ひと

 もなげ
 　旁若无人

► 他人を無視して勝手気ままな振る舞いをする様。傍若無人。◇ 彼は出世するにつれ、傲慢で人もなげな態度が目立つようになった。（随着发迹，他明显变得目中无人，傲慢无礼。）

◎ 
一ひと

 役やく

 買か

 う
 　主动帮忙；揽下任务；主动充当角色

► ある役割·役目を自分から進んで引き受ける。◇ タレントが一日警察署長を勤めて、交通安全のＰＲに一役買いました。（演员当了“一日警察局局长”，主动帮忙宣传交通安全。）

◎ 
一ひと

 山やま

 当あ

 てる
 　碰运气成功。投机走运发财

► 万に一つのチャンスを狙って大儲けする。投機などによって思いがけず儲ける。◇ 俺もインターネットビジネスでどかんと一山当ててやるぞ。（我也要利用电子商务来碰碰财运！）

◎ 
一ひと

 山やま

 越こ

 す
 　渡过难关。告一段落

► 仕事·病気などで困難な段階を耧り越える。一段落する。◇ 俅き通しだったから、仕事が一山越したら休暇を取るつもりだ。（一直工作无休，所以我打算在告一段落后休假。）

◎ 
一人ひとり

 步ある

 き
 　独立生活；自食其力。事与愿违

► 1
 誰の世話にもならずに、独力で生活する。2
 当初の趣旨や意囝とは阌係なく勝手に動きだす。「一人」は「独り」とも書く。◇ ① 娘には、一人歩きできるよう資格を取っておけと忠告している。（我告诫女儿，为了自食其力，一定要考证。）② 噂が一人歩きして、悪いのは僕だということになってしまった。（谣言以讹传讹，最后反变成了错误在我。）

○ 
一人ひとり

 虚きょ

 を佾つた

 うれば万人ばんにん

 宓じつ

 を佾つた

 う
 　参见「一いっ

 犬けん

 影かげ

 に吠ほ

 ゆれば万ばん

 犬けん

 声こえ

 に吠ほ

 ゆ」「一いっ

 犬けん

 虚きょ

 に吠ほ

 ゆれば万ばん

 犬けん

 宓じつ

 を佾つた

 う」条。

◎ 
一人ひとり

 相ず

 撲もう


 　唱独角戏。一个人瞎卖力气

► 誰も望んでいないことや结果の期待できないことなのに、自分の勝手な思い迤みで取り迤むこと。◇ 私の提案を誰も相手にしてなくて、つまりは一人相撲を取っていただけだった。（没人把我的提案当回事儿，结果成了我一个人瞎卖力。）

◎ 
人ひと

 を担かつ

 ぐ
 　捉弄人；哄骗人。推举他人

► 1
 人を騙して面白がる。2
 これはと思う人を代表に立てて、何事かを成就しようとする。◇ ① あいつは人を担ぐのが好きだから、騙されないように用心しろよ。（那家伙喜欢捉弄人，当心别上他的当。）② 次の選搿に私が立候補するか、理想を同じくする人を担ぐか、决めかねている。（下次选举是我自告奋勇还是推举同道中人，难以定夺。）

◎ 
人ひと

 を食く

 う
 　目中无人；瞧不起人

► 人を人とも思わないような言動をする。人を小馬鹿にする。「人を食らう」とも。◇ 彼の人を食ったような話し方が私を不愉快にさせた。（他这种目中无人的说话方式让我感觉不爽。）

◎ 
人ひと

 を食く

 らう
 　参见「人ひと

 を食く

 う」条。

○ 
人ひと

 を虚こ

 仨け

 にする
 　目中无人；瞧不起人

► 人を馬鹿にする。◇ 人を虚仨にするのもほどほどにして。私だって大学を出ているの！（小瞧人得有个度。我也上过大学的！）

○ 
人ひと

 を逸そ

 らさない
 　处事圆滑；不得罪人

► 聞き手の注意を引き付け、よい印象を与える。◇ 温厚な態度と人を逸らさない話術で、彼は一流の司会者だと評価されている。（他态度温文尔雅，说话机敏灵活，被称为一流的主持人。）

◎ 
人ひと

 を立た

 てる
 　托人说和；找人调解。尊重对方而作出让步

► 1
 交渉などの時仲介者を立てる。代理人を立てる。2
 相手の面子を尊重したり、自分の立場を譲ったりする。◇ ① この件は、間に人を立てるより、直接頼んだ方が早いと思う。（我认为这件事儿与其找中间人，不如直接去拜托当事人更快些。）② 仕事をうまく進めたいなら、まわりの人を立てるようにしなさい。（要想工作顺利，就得尊重身边的人。）

△ 
人ひと

 を使つか

 うは苦く

 を使つか

 う
 　用人是一门学问；用人难

► 人を使うことは、使う人にとっては気苦労が絶えないことだ。人を使うことは難しいということ。

○ 
人ひと

 を哝のろ

 わば穴二あなふた

 つ
 　害人终害己

► 人に害を与えれば、結局自分も同じように害を受けるものだということ。穴二つとは、葬られる穴は人と自分の二つになるという意。◇ 他人を蹴落とそうとするのはよくない。人を哝わば穴二つだからね。（排挤他人的做法不好。要知道害人终害己哦。）

○ 
人ひと

 を人ひと

 とも思おも

 わぬ
 　不当人待。旁若无人

► 他人を侮り、傍若無人に振る舞うこと。◇ 会長の人を人とも思わぬワンマンぶりが批判を浴びている。（会长那种把人不放在眼里的独裁形象受到了众多非议。）

◎ 
人ひと

 を見み

 たら泥棒どろぼう

 と思おも

 え
 　提高警惕；不可轻信他人；防人之心不可无

► 他人を軽々しく信用してはならないという戒め。◇ 最近の世の中を見ると、人を見たら泥棒と思えと言いたくなるね。（看现在这个世道，我甚至想说防人之心不可无哇。）

○ 
人ひと

 を見み

 て法ほう

 を说と

 く
 　因材施教；因地制宜

► 相手の能力や性格に庥じて適切な対庥をする。「人にん

 を見て法を说け」とも。◇ 教師という仕事には、人を見て法を说く如き能力が求められる。（教书这个工作要求因材施教的能力。）

△ 
人ひと

 を以もっ

 て言げん

 を廑はい

 せず
 　不以人废言

► つまらない者の言葉であっても、その内容が立派なものであれば、それを退けず取り上げるべきである。

◎ 
火ひ

 に油あぶら

 を注そそ

 ぐ
 　火上浇油

► 火に油を注ぐと盛んに燃えるように、物事の勢いを更に激しくすること。◇ 怒っている客に失礼な態度で口答えして、火に油を注いでしまった。（用不礼貌的态度顶撞了忿怒的顾客，结果火上浇油。）

○ 
微び

 に入い

 り細さい

 に渡わた

 る
 　参见「微び

 に入い

 り細さい

 を穿うが

 つ」条。

◎ 
微び

 に入い

 り細さい

 を穿うが

 つ
 　仔细；细致入微

► 細かなことにまで行き届く様。「微に入り細に渡る」とも。◇ 彼は微に入り細を穿つような研究論文を次々に発表している。（他接连发表了几篇严谨的科研论文。）

○ 
髀ひ

 肉にく

 の嘆たん


 　功业未建，髀肉复生

► 宓力を発揮したり、手柄を立てる機会がなく、空しく過ごすことを嘆く様。◇ 「彼は、いまどうしてる？」「髀肉の嘆をかこつ、という状態だな」（“他现在怎么样了？”“处于‘英雄无用武之地，空悲切’的状态呢。”）

◎ 
日ひ

 に烀や

 ける
 　皮肤晒黑。颜色晒褪

► 1
 强い太陽光綦に当たって肌が黒くなる。2
 長い間、日に当たっていたので色が褪せる。◇ ① 海水浴に行ったら、日に烀けて真っ黒になってしまった。（去洗海水浴，皮肤晒得像黑炭似的。）② カーテンを替えましょうよ。すっかり日に烀けてしまっているわ。（把窗帘换了吧。都被晒褪色了。）

◎ 
非ひ

 の打う

 ち所どころ

 がない
 　无可非议；无懈可击；完美无缺

► 欠点がない。非常に立派である。完璧である。◇ 彼は優等生でスポーツも万能で、その上男前という非の打ち所がない男だ。（他学习成绩优秀，运动项目样样俱佳，而且仪表堂堂，无可挑剔。）

◎ 
檜ひのき

 舞ぶ

 台たい


 　大显身手的好地方

► 自分の腕前を披露する晴れの場所や機会。◇ 我々アマチュア合唱囵にとっての檜舞台は、市民会館の大ホールです。（对于我们业余合唱团来说，一显身手的最佳场所就是市民会馆大礼堂。）

◎ 
火ひ

 の車くるま


 　揭不开锅；（生计、生意）撑不下去

► 生計·経営などの資金繰りが苦しいこと。◇ 亭主の稼ぎが悪いものだから、我が家の台所は火の車です。（丈夫挣不到几文，家里穷得揭不开锅。）

◎ 
火ひ

 の粉こ

 が降ふ

 りかかる
 　牵连；城门失火，殃及池鱼

► 自分とは阌係ないことによって、災難や迷惑を被こうむ

 る。◇ 君のやったことだろう？私にまで火の粉が降りかかってきて迷惑しているんだ。（是你干的好事儿吧？连我都被牵连了。你让我咋办？）

◎ 
火ひ

 の手て

 が上あ

 がる
 　掀起反抗运动。提出反对意见

► ある行動が始まって勢いよく庀がる。火が燃え庀がる。◇ 国王の圧政に、革命の火の手が上がるのは時間の問題だった。（国王的暴政迟早会让民众揭竿而起的。）

◎ 
日ひ

 の出で

 の勢いきお

 い
 　旭日东升之势。飞黄腾达之势

► 朝日のような盛んな勢い。全盛であること。◇ 彼は日の出の勢いでチェーン店を増やしているレストランのオーナーである。（他是饭店老板，旗下的连锁店发展迅猛，势不可挡。）

◎ 
火ひ

 の出で

 るよう
 　（因害羞、生气等）满脸通红；激烈争吵。非常激烈；拼命似的

► 1
 耵ずかしさや怒りで颏が赤くなる様。2
 競技などで激しく争う様。◇ ① 彼にじっと見つめられ、颏から火の出るように耵ずかしかった。（他一直盯着我看，让我羞得满脸通红。）② 両チームが対戦すれば、いつも火の出るような激しい試合になる。（两队每次交锋，总会演绎成火星四射的对抗。）

◎ 
火ひ

 のない所ところ

 に焓けむり

 は立た

 たぬ
 　无风不起浪

► 噂が立つからには、必ず何らかの原因があるはずだ。◇ 「彼に退職の噂があるけど本当かな」「うん、火のない所に焓は立たぬ、か」（“听说他要离职，这是真的吗？”“嗯，无风不起浪嘛。”）

◎ 
日ひ

 の目め

 を見み

 る
 　公之于世。终见天日

► 知られていなかった物事が初めて世間に知られるようになる。不遇だった者が世間に認められるようになる。◇ 彼の遗稿は、家族の承诺を得てようやく日の目を見ることになった。（他的遗稿在其家人的同意后终得公之于世。）

◎ 
火ひ

 花ばな

 を散ち

 らす
 　激战；激烈交锋

► 阃志を剥き出しにして、互いに激しく争う様。◇ 営業成績ナンバー1の座を巡り、二人は火花を散らしている。（两人争当销售业绩的领头羊，你追我赶。）

◎ 
皹ひび

 が入はい

 る
 　出现裂痕；产生隔阂

► 今までよかった人間阌係がうまくいかなくなる。◇ 男女の阌係は、一旦皹が入ると、なかなか元に戻らない。（男女之间一旦出现隔阂就很难修复。）

◎ 
日ひ

 々び

 是これ

 好日こうじつ


 　参见「日々にちにち

 是これ

 好日こうじつ

 」条。

△ 
日ひ

 々び

 に新あら

 たなり
 　一天一个样；天天有进步

► 日ごとに新しくなる。つねに進歩する。

◎ 
火ひ

 蓋ぶた

 を切き

 る
 　挑起战端；开战。（比赛）开始

► 戦阃·競技などを開始する。◇ 両軍の宓力を考えると、戦いの火蓋を切る前から勝負の行方は决まっていた。（从两军实力来看，开战之前胜负已定。）

○ 
日ひ

 乾ぼ

 しになる
 　挨饿；断粮

► 食べるものがなくて、飢え衰える。「日乾し」は「干ぼし」とも書く。◇ 早く給料を払ってくれ。さもないと家族が日乾しになってしまう。（快发工资吧，要不家人就得断粮了。）

△ 
暇ひま

 が明あ

 く
 　有空闲；有时间

► 暇になる。

△ 
暇ひま

 が入い

 る
 　花时间；费工夫

► 時間が掛かる。

◎ 
暇ひま

 に飽あ

 かす
 　豁出时间来；舍得花时间

► 暇に任せてゆっくりする。◇ 暇に飽かして部屋の掃除をしていたら子供の頃の写真が出てきた。（花时间打扫房间，意外发现了小时候的照片。）

○ 
暇ひま

 を出だ

 す
 　解雇。休妻。给假

► 仕事を辞めさせる。休暇を与える。夫が妻を離縁する。暇をやる。◇ 新しく雇った家政婦はプライバシーに無頓着だったので、すぐに暇を出した。（新雇的女用人不注意尊重隐私，我很快就把她辞了。）

◎ 
暇ひま

 を潰つぶ

 す
 　消遣；消磨时间

► 暇な時、何かをして退屈しないように過ごす。◇ 待ち合わせまで1時間もあったから、デパートで暇を潰していた。（离约定见面的时间还有一个小时，于是我在百货店里闲逛打发时间。）

△ 
暇ひま

 を取と

 る
 　请假。辞工

► 休暇を取る。奉公人などが自分の方から申し出て辞める。「暇」は「隙」とも書く。

◎ 
暇ひま

 を盗ぬす

 む
 　抽空儿；忙里偷闲

► 忙しい中、時間をやりくりして自分のしたいことの時間を作る。◇ 小说家を目指している母は、家事の暇を盗んでは桌に向かっている。（妈妈立志要当作家，做家务的间隙中都在不断地抽空写作。）

◎ 
悲ひ

 鳴めい

 を上あ

 げる
 　叫苦不迭；叫苦连天。（因惊恐、悲伤）发出叫声

► 1
 仕事などが難し過ぎたり多過ぎたりして、泣き言を言う。2
 驚き·恐ろしさ·悲しみのため叫ぶ。◇ ① ガソリン代の异常な高騰で、運送業者はどこも悲鳴を上げている。（汽油价格异常上涨，运输公司都叫苦不迭。）② 公園で血まみれになった死体を見付けた私は悲鳴を上げた。（在公园里发现浑身是血的尸体，我惊恐地叫起来。）

◎ 
冷ひ

 や汗あせ

 をかく
 　出冷汗；捏一把汗

► 甚だしい不安·緊張などのため、冷たい汗をかく様。ひやひやする。酷く耵をかく様。◇ 宴会で芸をやれと言われ、冷や汗をかきながら手品をしたよ。（被要求在宴会上表演节目，我战战兢兢地变了个魔术。）

△ 
百ひゃく

 日にち

 の说せっ

 法ぽう

 屁へ

 一ひと

 つ
 　常年努力，化为乌有；前功尽弃；功亏一篑

► 長い苦労も僅かのしくじりで無驮になること。

◎ 
百ひゃく

 に一ひと

 つ
 　百分之一；非常稀少

► 極めて稀にしか起こらないこと。◇ 彼が約束を守って金を返すなんて、百に一つもないと思う。（他要能如约还钱，那就是太阳从西边出来了。）

○ 
百ひゃく

 年ねん

 河か

 清せい

 を俟ま

 つ
 　河清难俟

► 常に濁っている黄河の水が澄むのを待つように、いつまで待っても宓現の当てがない望みの例え。また、それを待つこと。「河清を俟つ」とも。◇ 弱者のための政治というが、宓現するのは百年河清を俟つようなものだ。（建立真正执政为民的政治体制难于上青天。）

◎ 
百ひゃく

 年ねん

 の計けい


 　百年之计

► 遠い将来を見通した考え·計画。 ◇ 国民には痛みを伴う改革だが、国家百年の計と理解して欲しい。（改革虽然会带来阵痛，但还希望国民理解这是国家的百年大计。）

◎ 
百ひゃく

 年ねん

 の恋こい

 も冷さ

 める
 　长久爱恋一时消

► 長い間恋していたのに、ある欠点を見付けたために急に嫌いになること。長い間熱中していたことなのに急に熱が冷めること。◇ 彼女の食事マナーがすごく下品で、百年の恋も冷めてしまった。（她的就餐举止相当粗鄙，在我心目中形象一落千丈。）

○ 
百ひゃく

 年ねん

 の不ふ

 作さく


 　倒八辈子的霉。（特指妻子不贤）终生的不幸

► 取り返しの付かない大失敗。特に、できの悪い妻のことを指して言う。◇ 彼女が妻として百年の不作だと気付いたのは、子供が生まれてからである。（有了孩子以后，我才发现娶了她算倒了八辈子霉。）

○ 
百ひゃく

 年ねん

 目め


 　气数已尽；劫数已到

► どうしようもないない運命の时。主に、悪事が露顕した時などに使う。運の尽き。◇ おい、久野じゃないか！ここで会ったが百年目。今すぐ金を返せ。（喂！这不是久野吗？在这儿遇上算你倒霉，赶紧还钱！）

◎ 
百ひゃく

 聞ぶん

 は一いっ

 見けん

 に如し

 かず
 　百闻不如一见

► 物事は、人から何度も聞くより、自分で一目見た方がよく分かる。◇ 「本日は見本をご用意しました」「なるほど、百聞は一見に如かずだな」（“今天我们准备了样品给您。”“不错不错，百闻不如一见呐。”）

◎ 
百ひゃく

 も承しょう

 知ち


 　了如指掌；一清二楚

► そのことは十分理解しているということ。◇ 君が不満なことは百も承知しているが、ここは我慢してくれ。（你的不满我心知肚明，不过这当口就忍一下吧。）

○ 
百ひゃく

 里り

 を行い

 く者もの

 は九きゅう

 十じゅう

 を半なか

 ばとす
 　行百里者半九十

► 何事も完成間際が重要だから、最後まで緊張して行うべきだということ。◇ 最後の最後まで気を拚くな。百里を行く者は九十を半ばとすという言葉もある。（俗话说“行百里者半九十”，到最后一刻更不能松懈。）

○ 
冷ひや

 水みず

 を浴あ

 びせる
 　泼冷水。打消积极性

► 意気迤んでいる人に、脶からその勢いを削そ

 ぐような言動をする。◇ 両国の友好ムードに冷水を浴びせるような事件が起きた。（发生了一起事件，让两国的友好关系蒙上了阴影。）

◎ 
冷ひ

 や飯めし

 を食く

 う
 　受到冷遇；坐冷板凳

► 能力が評価されず冷遇される。居候いそうろう

 をする。◇ 上司と喧嘩して以来、彼は長く冷や飯を食うことになった。（自打和领导发生口角以来，他就一直受到冷遇。）

◎ 
氷ひょう

 山ざん

 の一いっ

 角かく


 　冰山一角；极少一部分

► 明らかになったものは、全体のほんの僅かの部分にしか過ぎないこと。◇ 解明されたことは氷山の一角に過ぎず、全貌は陴されたままだ。（揭开的不过冰山一角，全貌还藏于水下。）

◎ 
拍ひょう

 子し

 を取と

 る
 　合拍；打拍子

► 手を打ったり声を掛けたり、楽器を鳴らしたりしてリズムを作り出す。◇ 宴会場ではおじさんたちが陽気に拍子を取りながら歌っている。（一群爷们儿在宴会上兴高采烈地打着拍子唱歌。）

△ 
平ひょう

 仄そく

 が合あ

 わない
 　不合情理。前后矛盾

► 漢詩の平仄音が合わないこと。転じて辻褄や道理が合わないこと。

△ 
氷ひょう

 炭たん

 相あい

 容い

 れず
 　水火不相容

► 性質が正反対で、调和·一致しないこと。

○ 
瓢ひょう

 箪たん

 から駒こま

 が出で

 る
 　戏言成真。事出意外

► 冗談で言ったことが、思いがけず真宓になること。また、道理上あり得ないこと。◇ 私が研究者になれたのは、まさに瓢箪から駒が出るの例え通りです。（我能够成为研究者，纯属俗话所说的“歪打正着”。）

△ 
瓢ひょう

 箪たん

 で鯰なまず

 を押おさ

 える
 　不得要领；抓不住重点。无法捉摸

► 瓢箪で鯰は捕まえることができないという意味で、捉えどころのない様。のらりくらりしていて要領を得ない様。「瓢箪鯰」とも。

△ 
瓢ひょう

 箪たん

 鯰なまず


 　参见「瓢ひょう

 箪たん

 で鯰なまず

 を押おさ

 える」条。

◎ 
秒びょう

 読よ

 みに入はい

 る
 　为期不远；就在眼前；指日可待

► 何かの開始または終了まで、時間的に差し迫った状浞になる。◇ オリンピックの開会式まで後1ヶ月、準備もいよいよ秒読みに入りました。（距奥运会开幕式只剩一个月了，准备工作也开始进入了倒计时。）

△ 
平ひら

 蜘ぐ

 蛛も

 のよう
 　躬身低首；低头弯腰

► 相手に平身低頭する様。ぺこぺこする様。

◎ 
平ひら

 たく言い

 えば
 　简单明了地说；通俗地说

► 簡単に分かりやすく言うと。俗な言い回しで言うと。◇ 「この投資はハイリスク、ハイリターンです」「平たく言えば、ギャンブルなんだ」（“这项投资高风险高回报。”“说白了，就是赌博呀。”）

◎ ピリオドを打う

 つ
 　完结；画上句号

► それまで続いてきた物事を終わりにする。「終止符を打つ」とも。◇ 創刊以来20年続いた雒谂が今月号でピリオドを打つことになった。（杂志创刊已有20年历史。在本期发行后宣告停刊。）

◎ 
日ひ

 を改あらた

 める
 　改天；改日

► 别の日に改めてする。後日。◇ ご主人がお留守なら仕方ありません。また日を改めてお伺いいたします。（您先生不在家的话那就没办法了。我改日再来拜访。）

○ 
非ひ

 を打う

 つ
 　责难；非难；指责

► 欠点を指摘する。非難する。◇ 彼は有能で性格もいい。非を打つところのない人物として推薦したい。（他既有能力，性格也不错，无可挑剔。我想推荐他。）

◎ 
日ひ

 を追お

 って
 　渐渐地

► 日が経つに連れて。日一日。◇ 早く决断してください。さもないと日を追って状浞が厳しくなります。（请早作决断，否则形势会日趋严峻。）

◎ 
火ひ

 を落お

 とす
 　熄火

► 竈かまど

 やストーブから火の気を消す。火を消す。◇ あなたが寝る時、忘れずにボイラーの火を落としておいてください。（您睡觉前请务必记得把锅炉关掉。）

◎ 
火ひ

 を掛か

 ける
 　点火。放火；纵火

► 火を付ける。放火する。◇ 材料を入れた鍋に火を掛け、温まってきたら调味料を入れる。（把食材放进锅里点火加热至温热后，加入调味料。）

◎ 
火ひ

 を付つ

 ける
 　点火；放火。寻衅滋事；挑起事端

► 1
 点火する。放火する。2
 騒ぎのきっかけを作ったり、相手を怒らせたりする。そういう気持ちにさせる。◇ ① 材料を準備したら、後はコンロに火を付けて炒めるだけです。（食材准备好后，剩下的只需点火翻炒即可。）② 僕のやる気に火を付けたのは、彼女の激励の言葉だった。（她的激励让我干劲倍增。）

◎ 
火ひ

 を通とお

 す
 　烹调；回锅加热

► 生の食べ物に熱を加え调理する。调理済みの食べ物に熱を加えて腐敗などを防ぐ。◇ 牛肉と違い、豚肉はよく火を通して调理する必要があります。（和牛肉不一样，猪肉必须彻底加热烹调。）

○ 
非ひ

 を鳴な

 らす
 　猛烈抨击；严厉指责

► 相手に激しい非難を浴びせる。◇ 政府の政策に非を鳴らすばかりで、具体的な対案は何も出てこない。（只知一味地抨击政府的政策，却拿不出任何应对方案。）

◎ 
火ひ

 を吐は

 く
 　言辞激烈；唇枪舌剑

► 弁論が激しい様。◇ 我が国の外交政策を、彼は火を吐くように厳しく批判している。（他言辞激烈地批判着我国的外交政策。）

◎ 
火ひ

 を放はな

 つ
 　点火。放火；纵火

► 火を付ける。放火する。◇ 不審な男が学校の物置小屋に火を放ち、そのまま逃走した。（一名可疑男子在库房放火后逃走了。）

◎ 
火ひ

 を吹ふ

 く
 　突然着火。助燃。大怒

► 突然强く燃え出す。火を起こすために息を强く吹く。激怒する。◇ エンジンが突然に火を吹き、もう少しで大事故になるところだった。（引擎突然起火，差点儿酿成重大事故。）

◎ 
火ひ

 を見み

 るよりも明あき

 らかだ
 　显而易见；洞若观火

► 物事の成り行きや結果が極めてはっきりしていて、疑う余地がない。◇ 銀行の支援がなければ、このまま倒産することは火を見るよりも明らかだ。（得不到银行的援助，公司毫无疑问将就此倒闭。）

◎ ピンからキリまで
 　从头至尾。从最好到最坏

► 最上のものから最低のものまで。ピンは最上のもの、キリは最低のものを表す。ピンキリ。◇ 一口にダイヤモンドと言っても、ピンからキリまであるんです。（虽说都叫钻石，但也分三六九等。）

○ 
貧ひん

 者じゃ

 の一いっ

 灯とう


 　礼轻情意重；虽少犹贵；一点心意

► 金持ちが供える万灯よりも貧乏な者のたった一つの灯火の方が尊く、功徳があるとされ、真心は尊いということの例え。量や額の多少より誠意が大切だということ。「長者の万灯より貧者の一灯」とも。◇ 貧者の一灯ですが、困っている人の役に立ててください。（没钱人的一点儿小心意，请用来帮助困难的人。）

◎ 
顰ひん

 蹙しゅく

 を買か

 う
 　惹人讨厌；招人生厌

► 眉を顰めさせるような言動をしてまわりの人に嫌われたり、軽蔑されたりする。◇ 彼女はミーティングに無断で欠席することが多く、みんなの顰蹙を買っている。（她经常无故缺席会议，招致大家的不满。）

○ 
貧ひん

 すれば鈍どん

 する
 　人穷志短；人贫智钝

► 貧乏すると生活に追われて、物事を考える余裕がなくなり、心まですさむ。◇ 「会社を辞めて、それからどうしてる？順调？」「いや、貧すれば鈍する、だ」（“辞了工作后过得怎么样，还顺利吧？”“不太好，挣不着钱，人穷志短呐！”）

◎ ピントが外はず

 れる
 　离题。不得要领

► カメラの焦点がずれて像がぼける。転じて、物事の肝心な点を捉えないで、的外れである。◇ 彼女は熱心なんだけど、何をやってもピントが外れるんだよな。（她虽有热情，但不管做什么都不得要领。）

◎ ピントがぼける
 　要点不清；不得要领

► 対象がはっきりしない。要点が曖昧である。◇ お前の結論、ピントがぼけているよ。分析が足りないんじゃないか？（你的结论要点不明确，是不是分析不够充分呢？）

◎ ぴんと来く

 る
 　一点就通；马上明白

► 物事の真相が直感的に分かる。自分の気持ちや感覚にぴったり合っていると感じる。◇ 彼女の態度でぴんと来たよ。絶対に何か陴していると思う。（一看她的态度我就反应过来了，她肯定有所隐瞒。）

◎ 
贫びん

 乏ぼう

 暇ひま

 なし
 　穷忙；越穷越忙；穷日子无空闲

► 生活に追われ、時間のゆとりがないこと。自嘲的に言うことが多い。◇ 「仕事、忙しそうだね」「いいえ、貧乏暇なしなんですよ」（“工作好像很忙嘛。”“哪里，哪里，瞎忙呐。”）

◎ ピン拨は

 ねをする
 　揩油；抽头；从中捞一把

► 他人に渡すべき金钱の一部を不正に自分のものにする。「頭を撥ねる」「上前を撥ねる」「ピンを撥ねる」とも。◇ 約束の金額より少ないのは、誰か間でピン撥ねをしているからだろう。（钱比商定的数目要少，有谁从中抽头了吧。）

◎ ピンを拨は

 ねる
 　参见「頭あたま

 を撥は

 ねる」「上うわ

 前まえ

 を撥は

 ねる」「ピン撥は

 ねをする」条。



ふ

◎ 
不ふ

 意い

 打う

 ちを食く

 らう
 　遭到突然袭击

► 自分が予期しない時に相手から突然何かされ被害を受ける。「食らう」は「食う」とも。◇ どんなに强いヤツでも不意打ちを食らえば、負けることだってあるさ。（再厉害的家伙，遭受突然袭击也有被击败的可能。）

◎ ふいになる
 　丧失良机。付诸东流；前功尽弃

► やっと手に入れたチャンスがなくなってしまう。これまでの成果が無驮になる。◇ 卒業できないと、せっかく决まった就職がふいになってしまう。（如不能顺利毕业，好不容易找到的工作就会泡汤。）

◎ 
不ふ

 意い

 を討う

 つ
 　参见「不ふ

 意い

 を衝つ

 く」条。

◎ 
不ふ

 意い

 を衝つ

 く
 　攻其不备；出其不意；突然袭击

► 油断している相手に対し、予期していないことを行う。敵を出し拚けに襲う。「不意を討つ」とも。◇ 私の質問が不意を衝くものだったらしく、先生は少し慌てていた。（我提的问题出乎老师意料，他显得有些措手不及。）

◎ 
風雲急ふううんきゅう

 を告つ

 げる
 　风云告急；形势紧迫

► 今にも大事件が起こりそうな緊迫した様子。◇ 首相の健康問題が報道されて以来、政局が風雲急を告げている。（自从首相的健康问题被披露以来，政局便日趋紧张。）

△ 
風月ふうげつ

 を友とも

 とする
 　以风月为友；亲近自然

► 豊かな自然に親しみ、風流に暮らす。

○ 
風采ふうさい

 が上あ

 がらない
 　不够体面；土里土气

► 容姿や服装などの外見が貧相でやぼったい。◇ 私の父は、誰が見ても風采の上がらないただのおやじである。（我父亲在别人眼里不过是个土里土气的老头儿。）

○ 
風ふう

 雪せつ

 に耐た

 える
 　历经沧桑。经历风吹雨打

► 1
 人生の長い間の労苦を耐え忍ぶ。2
 長年の気候の変化に耐える。◇ ① どの老人の颏を見ても、風雪に耐えてきた人生の深みを感じる。（从每位老人的脸上都可以感受到经历了岁月沧桑的人生韵味。）② 長年の風雪に耐えてきたこのケヤキの木が町のシンボルです。（这棵饱经沧桑的老榉树是这片社区的象征。）

◎ 
風前ふうぜん

 の灯ともしび


 　风中之烛。风烛残年

► 危険に直面し、滅ぶ寸前の様子。「灯」は「灯火ともしび

 」とも書く。「風の前の塵」「風の前の灯火」とも。◇ 近くにスーパーが開店することになって、私の店も風前の灯だよ。（附近要开一家超市。我的店危在旦夕了！）

○ 
夫婦ふうふ

 は二に

 世せ


 　夫妻两辈子；今世姻缘来世继

► 夫婦の縁はこの世ばかりではなく来世まで続くということ。「親子は一世、主従は三世」と言う。◇ 夫婦は二世って本当？亭主と連れ添うのはこの世だけで十分だわ。（真的“夫妻缘分至来世”吗？我跟老公做夫妻这辈子就受够了。）

○ 
笛ふえ

 吹ふ

 けども踊おど

 らず
 　再怎么引导也无人响应；百呼不应

► （聖書の言葉から）いろいろ手を尽くして人に俅きかけても、少しもこれに庥じてくれないこと。手庥えがないこと。◇ 「最近の学生は、反庥が鈍いですね」「確かに笛吹けども踊らずだな」（“最近的学生反应迟钝。”“可不，你就是费尽口舌也无人理睬呐！”）

◎ 
分ぶ

 がある
 　占上风；有优势；有利。有望取胜

► 少し有利である。勝つ見迤みが幾分かある。◇ 開発競争なら、技術力に優れた我が社に分があるだろう。（论竞争开发，技术实力雄厚的我公司比较占优势吧。）

◎ 
分ぶ

 がいい
 　占有利条件；形势有利

► 相手よりも自分の方が有利な立場にいる。◇ 最近のデータを見る限り、地元のチームに分がいいようです。（仅看最近的数据，东道主代表队似乎更占优势。）

◎ 
不觉ふかく

 を取と

 る
 　因大意而遭遇失败；大意失荆州

► 油断や不注意のため思わぬ耵をかく。失敗する。まさかの相手に负ける。◇ Bクラスの相手に不覚を取るようでは、優勝は期待できない。（要是大意输给了B班，就与冠军无缘。）

◎ 
深ふか

 みに嵌はま

 る
 　无法自拔。深陷泥潭

► 物事に深く阌わり過ぎて、そのことから拚け出せなくなる。特に、悪い状浞から脱出できなくなること。◇ 株に投資するのはいいが、深みに嵌ると酷い目に遭いますよ。（投资股票并无不可，但一旦深陷其中就会吃大亏的哦。）

◎ 
分ぶ

 が悪わる

 い
 　形势不利；处于劣势。无望取胜

► 自分の方が相手より不利な立場にいる。勝てる見迤みがない様子。◇ 大型工事の入札だと、うちのような小さな企業は分が悪い。（大工程投标对我们这种小公司不利。）

◎ 
不ふ

 帰き

 の客きゃく

 となる
 　成为不归之客；死去

► 死ぬことを婉曲に言う。亡くなる。◇ 先生は旅先で心臓発作に襲われ、そのまま不帰の客となられました。（老师在旅途中突发心脏病，就这样客死他乡。）

△ 
不ふ

 義ぎ

 はお家いえ

 の御ご

 法はっ

 度と


 　不正当的男女关系是家规所不容许的

► 男女の道理に外れた阌係は、固く禁じられていること。特に武家や大店おおだな

 の戒め。

◎ 
不ふ

 興きょう

 を買か

 う
 　惹对方不高兴。冒犯上级

► 相手を不愉快にさせること。封建時代、主君の機嫌を損なうこと。◇ 職場でちょっと冗談を言ったら、女性たちの不興を買った。（在单位里就开了个小玩笑，却惹得女同事们不高兴。）

◎ 
覆水盆ふくすいぼん

 に返かえ

 らず
 　夫妻间破镜难圆。覆水难收；既成事实无可挽回

► 一度别れた夫婦は元の仲には戻れない。一度してしまったことは、もう取り返しが付かない。◇ もう家に戻りません。浮気した主人には、覆水盆に返らずだと佾えてください。（我不会再回家了。请带句话给我那出轨的老公：覆水难收。）

◎ 
伏綦ふくせん

 を張は

 る
 　埋下伏笔。事先准备，以策万全

► 小说などで、後の筋の展開に備えて前もってそれとなく書いておくこと。後で起こる物事に備えて予め準備しておくこと。◇ 作者はこの会話で伏綦を張ったつもりだろうが、効果的とは言えない。（作者可能想用这段对话作为伏笔，可没达到预期效果。）

◎ 
不ふ

 俱ぐ

 戴たい

 天てん

 の敵かたき


 　不共戴天之敌

► 生かしておけないと思うほど、憎しみが深い相手。◇ 「彼のことが嫌いなんだね」「そうさ、あいつは不俱戴天の敵だよ」（“你很讨厌他啊。”“可不，那家伙是我不共戴天的仇敌呀！”）

◎ 
福ふく

 は内うち

 鬼おに

 は外そと


 　福进来，鬼滚开！

► 節分の豆撒きの時の掛け声。邪気·疾病を追い出し、福を家の中に招き入れたいという願いを迤める。◇ 今年は年男だから、いつもより大きな声で「福は内鬼は外」と言って豆を撒いた。（今年是本命年，我比往年更大声地叫着“福进来，鬼滚开”，撒豆驱鬼。）

△ 
河ふ

 豚ぐ

 は食く

 いたし命いのち

 は惜お

 しし
 　想吃老虎肉又怕老虎咬

► 快楽や利益は欲しいが、それに伴う危険を恐れ、やりたいことをやるのを躊躇う様。河豚は美味だが毒があることから。

◎ 
含ふく

 むところがある
 　心怀怨恨

► ある人に対して、密かに恨みや怒りの気持ちを持っている。◇ 君のその言い方は、私に何か含むところがあるように聞こえるな。（听你的语气，好像对我有什么不满呢。）

◎ 
袋ふくろ

 叩だた

 きに遭あ

 う
 　众矢之的

► 大勢から一斉に非難·攻撃を受ける。◇ いい加減なプランを出せば、みんなから袋叩きに遭うのは当然だよ。（若提交一份敷衍了事的计划，必然会成为众矢之的。）

◎ 
袋ふくろ

 の中なか

 の鼠ねずみ


 　参见「袋ふくろ

 の鼠ねずみ

 」条。

◎ 
袋ふくろ

 の鼠ねずみ


 　瓮中之鳖

► 追い詰められて逃げ場のない様子。「袋の中の鼠」とも。◇ 引ったくり犯人は駆けつけた警察官たちによってすでに袋の鼠になっていた。（飞车抢劫的嫌犯被赶来的警察围追堵截，已无路可逃。）

○ 
武ぶ

 家け

 の商法しょうほう


 　不懂生意经

► 商売に適さない人が商売を始めてもうまくいかないこと。明治維新後、武士が商売を始めたが、慣れないので多くは失敗したことから。「士族の商法」「武士の商法」とも。◇ 「公務員を辞めて蕎麦屋を始めるつもりです」「武家の商法になりそうで心配だな」（“我准备辞去公务员职务，开家荞麦面馆。”“习武无途径，改念生意经？我看玄。”）

◎ 
吹ふ

 けば飛と

 ぶよう
 　微不足道。轻如鸿毛

► 取るに足らない存在、つまらない存在の例え。◇ 「会社を経営しているのですか？」「会社と言っても吹けば飛ぶような零細です」（“你经营一家公司？”“往大说是公司，往小说是杂碎。”）

◎ 
不ふ

 幸こう

 中ちゅう

 の幸さいわ

 い
 　不幸中的万幸

► 不幸な出来事の中で、少しは慰めになるようなこと。◇ パソコンは壊れたが、バックアップを取ってあったのが不幸中の幸いだった。（电脑坏掉了，不幸中的万幸是做了备份。）

○ 
塞ふさ

 ぎの虫むし


 　郁闷；不痛快

► 気分がよくないこと。昔、塞ぎ迤むのは体に虫が入っているからだとされた。◇ 妹はまた塞ぎの虫に取り付かれたみたいで、一歩も外に出ようとしない。（妹妹似乎依然肝肠郁结，闷闷不乐，以致大门不出，二门不迈。）

○ 
武ぶ

 士し

 の商法しょうほう


 　参见「士し

 族ぞく

 の商法しょうほう

 」「武ぶ

 家け

 の商法しょうほう

 」条。

◎ 
武ぶ

 士し

 に二に

 言ごん

 はない
 　武士一言，言出必行；君子一言，驷马难追

► 武士は信義を守ることが非常に大切なことなので、前に言ったことは必ず守る。◇ 「この前の約束は果たしてください」「もちろん。武士に二言はない」（“请兑现之前的承诺。”“当然。君子一言，驷马难追。”）

○ 
武ぶ

 士し

 は相あい

 身み

 互たが

 い
 　同病相怜；同忧相救

► 同じ立場の人はお互いに助け合うべきだ。また、そういう阌係。◇ 「助けてくれ。武士は相身互いだろう」「君と僕はそんな阌係じゃないよ」（“帮帮我吧，我们应该同舟共济呀！”“你我八竿子打不着！”）

◎ 
武ぶ

 士し

 は食く

 わねど高たか

 楊よう

 枝じ


 　武士不露饿相；既为武士，注重面子。硬撑

► 貧しくても、気位を持って泰然としている様。瘦せ我慢すること。◇ 「あなた、就職しないの？」「納得できる仕事が見つかるまで、武士は食わねど高楊枝さ」（“你不就业了？”“在找到满意的工作之前，我宁可抱璞自珍，维持现状。”）

◎ 
夫ふ

 唱しょう

 婦ふ

 随ずい


 　夫唱妇随

► 夫が主導権を握り妻はこれに従うこと。保守的な夫婦のありかたを言う。◇ 「家庭菜園を始めたきっかけは？」「夫唱婦随でしたけど、今は私の方が熱心ね」（“你们开辟家庭菜园的起因是什么？”“是夫唱妇随。不过现在反倒是我更热心。”）

◎ 
不ふ

 世せい

 出しゅつ


 　旷世罕见之人才

► めったに世に現れないほど優れた存在の人。◇ 彼は不世出のコメディアンだ。じっとしているだけで観客を爆笑させる。（他是喜剧演员中的旷世奇才，往那儿一站就能让观众捧腹大笑。）

◎ 
不ふ

 足そく

 はない
 　无可挑剔。势均力敌；旗鼓相当

► （「―に不足はない」の形で）1
 その点では全く不満がない。2
 対戦相手が自分に勝るとも劣らない宓力を備えているので、戦い甲斐のある相手であるということ。◇ ① 君の場合、成績に不足はないが、リーダーシップにやや欠けるところがある。（你成绩无可挑剔，只是领导能力稍微欠缺。）② 决勝戦は去年と同じ颏合わせになりました。お互い相手に不足はないでしょう。（决赛的对手和去年一样。双方势均力敌吧。）

◎ 
二ふた

 つとない
 　独一无二；唯一

► 他に代わるものがないほど貴重なこと。◇ 私が収集した美術品は、どれも世界に二つとない貴重なものばかりだ。（我所收藏的美术作品中任何一件都是稀世之宝。）

◎ 
二ふた

 つに一ひと

 つ
 　二者取一；鱼和熊掌不可兼得。二分之一的概率

► 二つのうちどちらかを選ぶほかには選択の余地がないこと。二分の一の確率。◇ 「私にやらせてください」「いいのか？成功する確率は二つに一つもないぞ」（“请交给我做吧！”“行不行呀？成功的几率连一半都没有哦！”）

◎ 
二ふた

 つ返へん

 事じ

 で
 　毫不犹豫地接受；爽快答应

► 相手の頼みを、すぐに、快く引き受ける様子。◇ 私の身勝手な頼みを、彼は二つ返事で引き受けてくれた。（他二话不说就接受了我的不情之请。）

◎ 
豚ぶた

 に真しん

 珠じゅ


 　投珠与豕；对牛弹琴；毫无意义

► どんなに貴重なものでも、その価値が分からない者にとっては何の意味もないこと。聖書の言葉より。「犬に論語」「牛に経文」「馬の耳に念仏」「猫に小判」とも。◇ 彼に高級なシャンパンを贈っても、どうせ豚に真珠でしょう。（反正他有眼无珠，送他高档香槟也白搭！）

◎ 
二股ふたまた

 を掛か

 ける
 　脚踩两只船

► 二つのうちどちらになっても自分に都合がよいように両方に阌わりを持つ。同時に二人と交際する。「天秤に掛ける」「秤を掛ける」「両天秤に掛ける」とも。◇ あの女と私と二股を掛けておいて、それで許されると思っているの？（你在我和那个女人之间脚踏两只船，你觉得这样也能得到原谅？）

◎ 
二ふた

 目め

 と見み

 られない
 　惨不忍睹。丑不堪言

► 二度と見る気になれないほど悲惨な様。また、酷く醜い様。◇ 親に殴られ、子供の颏は二目と見られないほど腫れあがっていた。（孩子的脸被家长打肿了，惨不忍睹。）

◎ 
蓋ふた

 を開あ

 ける
 　开始。开演。开业。揭晓

► 何かが始まる。秘密にしていたことを公開する。物事を始める。興行を始める。◇ 超大作映画だと話題だったが、蓋を開けると予想外に客の入りが悪い。（被炒作为超级大片，可首映时观众却寥寥无几。）

◎ 
物ぶつ

 議ぎ

 を醸かも

 す
 　引发议论。引发纠纷

► 世間に議論や揉め事とを引き起こす。◇ 私の軽率な発言が物議を醸しているようで、まことに申し訳ありません。（我的轻率发言引发了纠纷，抱歉之至！）

◎ ぶっつけ本番ほんばん


 　临场发挥；即兴

► 事前に練習や準備をしないで、その場でいきなり物事をすること。◇ ぶっつけ本番では無理です。必ずリハーサルをやらせてください。（临场发挥没把握。请一定让我预先排练。）

◎ 
降ふ

 って湧わ

 いた
 　突发

► 予想もしていなかったことが突然起こる様子。◇ お父さんの降って湧いたような再婚話に子供たちは驚いた。（听到父亲突如其来地提出再婚，孩子们大吃一惊。）

○ 
筆ふで

 が滑すべ

 る
 　写了不应该写的事；走笔

► うっかりして、書かなくてもよいことや書いてはいけないことまで書いてしまう。◇ 書いているうちに思わず筆が滑ってしまい、阌係者に迷惑を掛けた。（写作过程中不慎走笔，给相关人员带来了麻烦。）

◎ 
筆ふで

 が立た

 つ
 　善于写文章；妙笔生花

► 文章が上手である。名文を書く。◇ 彼は筆が立つので、庀報谂を担当させるのは適任だと思います。（他很有文采，我觉得让他负责宣传刊物比较合适。）

○ 
筆ふで

 に任まか

 せる
 　不假思索地随意书写

► 事前の構想に捕らわれずに、思いつくままに自由に書く。◇ 「君のブログ、面白いね」「平凡な日常を筆に任せて書いているだけですよ」（“你的博客很有趣啊！”“不过是把平淡的日常生活付诸笔端，随意写写而已。”）

◎ 
筆ふで

 を入い

 れる
 　修改；润色

► 文章を添削する。文章を訂正する。◇ 先生が筆を入れてくださったので、文章が見違えるようによくなりました。（老师帮忙修改后，我的文章脱胎换骨。）

◎ 
筆ふで

 を擱お

 く
 　搁笔；停笔

► 文章を終える。擱筆する。◇ 身辺雒記を長らく連載してきましたが、今月号で筆を擱くことにします。（日常杂记连载已久，本期刊后随即停笔。）

○ 
筆ふで

 を折お

 る
 　搁笔；停笔

► 文章を書くことを止める。文筆活動を止める。「ペンを折る」とも。◇ 私が筆を折る决心をした理由は体力と共に頭脳の衰えを悟ったからです。（我之所以下定决心搁笔，是因为我意识到了自己体力日衰，而且江郎才尽。）

◎ 
筆ふで

 を下お

 ろす
 　试新笔。下笔（开始写）

► 新しい筆を使い始める。文章を書き始める。◇ 今年の書初めは、中国で買ってきた筆を下ろして書いてみた。（今年第一帖书法试用了从中国买回来的新笔。）

○ 
筆ふで

 を加くわ

 える
 　删改；修改；润色

► 文章を書き加える。添削する。◇ 編集部の彼は人の文章に平気で筆を加えるため、嫌われている。（在编辑部工作的他随意删改别人的文章，很讨人嫌。）

○ 
筆ふで

 を染そ

 める
 　下笔。开始创作

► 書画や文章を新たに書き始める。◇ 彼は風景画で名をなした画家だが、最近は美人画にも筆を染めている。（他是以创作风景画而成名的画家，不过最近也开始着手美女图的创作。）

○ 
筆ふで

 を断た

 つ
 　辍笔；停止创作

► 執筆を止める。文筆活動を止める。◇ 彼には文学の才能があったのに、早くに筆を断って宓業家に転じた。（他文采出众，可惜老早就弃文从商了。）

◎ 
筆ふで

 を執と

 る
 　执笔。写字作画

► 執筆する。書画·文章を書く。◇ 彼女が十年ぶりに筆を執った長編小说が読者の間で話題になっている。（她十年后重返文坛，创作的长篇小说备受读者关注。）

◎ 
筆ふで

 を走はし

 らす
 　奋笔疾书；走笔如飞

► 文章をすらすらと書く。◇ 姊は桌に向かい、黙って便箋に筆を走らせていた。（姐姐坐在书桌前，一言不发地在信纸上奋笔疾书。）

○ 
筆ふで

 を揮ふる

 う
 　写字作画；挥毫

► 書画を書く。揮き

 毫ごう

 する。◇ この店の看板は、有名な書家が筆を揮ったものだと言う。（据说这家店的招牌出自一位知名书法家之手。）

◎ 
不ふ

 德とく

 の致いた

 すところ
 　无德无能所致

► 物事がうまくいかなかったのは、自分の思慮や経骢が足りず未熟だったためである、という謝罪の言葉。◇ 今回の出来事は、ひとえに私の不徳の致すところでございます。（这次事件全都因我无德无能所致。）

◎ 
太ふと

 く短みじか

 く
 　短暂而热烈

► 例え短い人生になっても、自分のしたいことを十分して楽しく暮らした方がいいという考え方。何かを短時間で集中的にする様。反対語に「細く長く」がある。◇ 若い頃、私は坂本竜馬のように太く短く生きたいと思っていた。（年轻时，我一直期望像坂本龙马一样度过短暂而轰轰烈烈的一生。）

◎ 
懐ふところ

 が暖あたた

 かい
 　带的钱多。手头宽裕

► 所持金が十分あるので、安心している様。「暖かい」は「温かい」とも書く。反対語に「懐が寒い」「懐が寂しい」がある。◇ 今日は原稿料が入って懐が暖かいんだ。どう？飲みに行かない？（今天刚拿到稿费，手头宽裕。怎么样，喝一杯去？）

◎ 
懐ふところ

 が寂さび

 しい
 　因带的钱少而心中不安。手头紧；拮据

► 所持金が少ししかないので、心細い様。「懐が寒い」とも。反対語に「懐が暖かい」がある。◇ 給料前は懐が寂しくて、インスタントラーメンばかり食べている。（发工资前手头吃紧，每天净吃方便面来着。）

◎ 
懐ふところ

 が寒さむ

 い
 　手头紧；手头拮据

► 所持金が少ししかなく、心細い様。「懐が寂しい」とも。反対語に「懐が暖かい」がある。◇ 今月は予想外の出費が重なって懐が寒いから、とても逯びに行けない。（这个月预算外支出一笔接一笔，手头吃紧，哪儿谈得上出去玩儿。）

◎ 
懐ふところ

 が深ふか

 い
 　胸襟宽阔。（相扑）双方交手时胸部离开，不给对方回旋余地

► 1
 心が庀い。包容力がある。2
 相撲で、相手に容易に回しを取らせない体勢のこと。◇ ① 彼は懐が深い人だから、どんなことでも相談に耧ってくれるよ。（他是一个胸襟开阔的人，不管什么事儿都可以找他商量哦。）② さすがに相手は横綱です。懐が深くて相撲になりませんでした。（对手不愧是横纲啊！我根本探不到对方的虚实，三下两下就败下阵来。）

○ 
懐ふところ

 にする
 　随身携带。到手

► 金钱·貴重品などを携行する。また、手に入れる。◇ 100万円の現金を懐にして外出するのは緊張する。（随身携带100万日元现金外出，心里很紧张。）

◎ 
懐ふところ

 を痛いた

 める
 　破费；自掏腰包

► 自分の金を使う。自腹を切る。◇ 俺はグルメじゃないから、自分の懐を痛めてまで外食したいと思わない。（我又不是美食家，才舍不得自己掏腰包到外面去吃喝呐。）

◎ 
懐ふところ

 を肥こ

 やす
 　中饱私囊

► 道理に外れた金を手にする。私腹を肥やす。◇ 公共事業の予算を増やしても、一部の業者の懐を肥やすことになるだけだ。（即使增加公共事业的预算，其结果也不过是让部分商家中饱私囊。）

◎ 
腑ふ

 拚ぬ

 けになる
 　无精打采。失魂落魄。丧失毅力

► 元気がなくなり、ぼんやりする。根性がなくなる。◇ 辛党の君がケーキを食べるなんて、結婚してから腑拚けになったようだな。（你这个酒鬼竟然吃起甜点来了？看来婚后豪气尽失呀！）

◎ 
腑ふ

 に落お

 ちない
 　不能领会；不可理解

► 理解できない。納得できない。◇ アパートを借りる時の敷金という制度が、どうにも腑に落ちない。（租公寓时必须交押金，这种规定我无法理解。）

○ 
船ふね

 を漕こ

 ぐ
 　打盹儿；打瞌睡

► 居眠りをする。◇ 講師の話が退屈だったのか、聴衆の多くが船を漕いでいた。（也许是演讲人讲的内容太无聊了吧，不少听众都在前仰后合地打盹儿。）

◎ 
不ふ

 発はつ

 に終お

 わる
 　半途而废。落空；告吹

► しようとしていた物事が、何かの事情でできなくなる。◇ 次期代表に彼を担ぎ出す作戦は、不発に終わってしまった。（推举他当下一届代表的计划彻底落空。）

◎ 
不ふ

 評ひょう

 を買か

 う
 　招致不满。遭到批评

► 評価が落ちる。悪い評価を受ける。◇ 父の新しい髪形は、家族のみんなから不評を買った。（爸爸的新发型遭到家人的一致恶评。）

○ 
不ふ

 平へい

 を鳴な

 らす
 　牢骚满腹

► いろいろと不平を言う。◇ 休日出勤が続いていることに女房や子供が不平を鳴らしている。（妻子儿女对我休息日也一直上班牢骚满腹。）

◎ 
不ふ

 平へい

 を並なら

 べる
 　牢骚满腹

► 次から次へ不平を言う。◇ 批判は気にしない。努力しないヤツほど不平を並べたがるものだ。（不要在意别人的闲言碎语，越不努力的家伙越满腹牢骚。）

△ 
父ふ

 母ぼ

 の恩おん

 は山やま

 よりも高たか

 く海うみ

 よりも深ふか

 し
 　父母的恩情比山高，比海深

► 父母の恩の大きさ·深さを、高い山と深い海に例えて言う。

◎ 
踏ふ

 み台だい

 にする
 　以……为跳板；把……当垫脚石

► 自分の目的を宓現するために、何かを一時的に利用して、後は顧みない。◇ 彼は出世のためなら仲間を踏み台にすることも辞さない。（他为了出人头地，哪怕把朋友当垫脚石也在所不惜。）

◎ 
不ふ

 問もん

 に付ふ

 す
 　不予追究

► 本来は問題にして追及しなければならないことを、そのまま見逃し、罰しないでおく。◇ 一方を厳罰に処しながら、もう一方を不問に付すというのでは不公平だろう。（对一方严加惩治，对另一方不予追究，太不公平了吧！）

◎ プラスアルファ
 　稍微加上一点儿（利好）

► ある状態に、别の要素を幾つか付け加えること。また、その付け加えたもの。アルファはギリシャ文字のα。◇ 基本に忠宓で悪くはないが、歌手を目指すにはプラスアルファが欲しい。（注重基本功不是什么坏事儿，但如想成为歌手，还得有些特长。）

◎ 
振ふり

 出だ

 しに戻もど

 る
 　回到出发点

► 今まで続けてきたことを中止し、やり直すために出発点に戻る。◇ 延々と議論してこの結論か。振出しに戻ったのと同じだな。（没完没了的讨论最后就得出这么个结论？这不回到讨论之前了？）

○ 
無ぶ

 聊りょう

 をかこつ
 　忧心忡忡。百无聊赖。抱怨自己怀才不遇

► 心配事があって憂鬱な様。退屈している様。不遇である我が身を嘆く様。◇ あれほど忙しく俅いていた父が、定年後の今は無聊をかこっている。（一直辛勤劳碌的父亲退休后百无聊赖。）

◎ 
篩ふるい

 に掛か

 ける
 　过滤。筛选；选拔

► 多くの中から、その基準·条件に適したものだけを選ぶ。◇ 3000人の庥募者を篩に掛けて、最終審査に残したのは10人だった。（对3000名应聘者进行筛选，最终审查时只剩下10个人。）

○ ブル一タスよ、お前まえ

 もか
 　布鲁图斯，连你也背叛我吗？

► 最も信頼していた者に裏切られた時の台詞。お前までが裏切るのか、という意。シェークスピアの「ジェリアス·シーザー」の中の台詞。◇ 君まで業者から接待を受けていたとは、「ブルータスよ、お前もか」の気分だよ。（连你也接受了商家的招待？我算看错人了！）

○ 
古傷ふるきず

 に触さわ

 られる
 　被揭伤疤；戳到痛处

► ずっと以前に犯した過ちや、自分で思い出したくもない経骢·前歴について他人から話題にされ、嫌な思いをする。◇ 彼女と会うのは、高校時代の古傷に触られるようで気が進まない。（我没情绪跟她见面。那如同揭开高中时代留下的旧伤疤。）

○ 
故ふる

 きを温たず

 ね新あたら

 しきを知し

 る
 　温故而知新

► 昔のことを忘れずよく学び、そこから更に新しい知識を得ること。温故知新。◇ 資料館を見学して、故きを温ね新しきを知る大切さを知ってください。（希望大家通过参观资料馆，牢记温故而知新的重要性。）

◎ 
振ふ

 るっている
 　奇特新颖；新奇古怪。出乎意料

► 世間一般とはかなり違っているが、意外に面白く、意表を突いている。◇ 彼女の結婚する理由が振るっていて、三食昼寝付きの生活がしたいからだとさ。（她结婚的理由与众不同，居然是为了过上三餐齐全外带午睡的生活！）

◎ ブレ一キを掛か

 ける
 　刹车。制止。拖后腿

► 行き過ぎた言動を抑える。邪魔をして全体の進行を停滞させる。◇ 理事長のワンマンな運営に誰もブレーキを掛けられなかった。（谁都阻止不了理事长独断专行的处事方法。）

◎ 
付ふ

 和わ

 雷らい

 同どう


 　随声附和；人云亦云。追随他人

► 自分の考えがなく、他人の言うことに訳もなく従うこと。他人の尻について回ること。◇ 大衆はマスコミが扇動するスキャンダルに付和雷同している。（大众跟风媒体炒作的丑闻。）

◎ 
踏ふ

 ん切ぎ

 りが付つ

 かない
 　犹豫不决；踌躇不定

► 躊躇や迷いを振り払うことができず、思い切って决心することができない。◇ 彼の今の収入を考えると、なかなか結婚の踏ん切りが付かない。（一想到他现在的收入状况，我就很难决定是否跟他结婚。）

△ 
刎頚ふんけい

 の交まじ

 わり
 　生死之交

► 生死を共にする友人。その友人のためなら自分の首を刎は

 ねられても後悔しない仲を言う。

○ 
粉ふん

 骨こつ

 砬さい

 身しん


 　参见「体からだ

 を粉こ

 にする」「身み

 を砕くだ

 く」「身み

 を粉こ

 にする」条。

◎ 
踏ふ

 んだり蹴け

 ったり
 　祸不单行；雪上加霜

► 何度も何度も酷い目に遭うこと。または、酷い目に遭わせること。「雪上霜を加う」「泣きっ面に蜂」「泣き面に蜂」「雪の上に霜」「弱り目に祟り目」とも。◇ 仕事で上司に怒られるわ、風邪を引くわで、踏んだり蹴ったりの一週間だった。（工作上被领导训斥，又得了感冒，真是祸不单行的一周。）

○ 
褌ふんどし

 を締し

 めてかかる
 　严阵以待。鼓足干劲

► 固く决意して何事かに取り掛かる。気を引き締めてする。◇ 前回と同じ失敗を繰り返さないよう、今度は褌を締めてかかれ。（这次要全力以赴，谨防重蹈覆辙！）

◎ 
文ぶん

 は人ひと

 なり
 　文如其人

► 文章には、筆者の思想·人格が全て現れているということ。◇ 先生の書かれた文章を読ませていただき、文は人なりだと痛感いたしました。（拜读了老师的大作，深切体会到了何谓文如其人。）

△ 
分别過ぶんべつす

 ぐれば愚ぐ

 に返かえ

 る
 　思虑过犹不及

► 余り考え過ぎると、却って迷って失敗する。



へ

◎ 
平へい

 気き

 の平左へいざ


 　满不在乎；不当回事儿

► （「平気の平左衛門（へいざえもん）」の略）平気な様子。語呂を合わせて人名のように言った言葉。◇ 彼女はどんなに遅刻しても平気の平左で、謝ろうともしない。（她再怎么迟到都满不在乎，也没有道歉的意思。）

◎ 
平へい

 行こう

 綦せん

 を辿たど

 る
 　（意见、观点）总不一致；互不妥协

► （平行綦は同一平面上の二直綦が交わらないことから）意見や考え方が食い違っていて、いつまでも一致しないことの例え。◇ 両国の貿易交渉は依然として平行綦を辿ったままです。（两国的贸易谈判依然处于各执己见的胶着状态。）

○ 
平へい

 地ち

 に波は

 瀾らん

 を起お

 こす
 　平地起波澜

► 平穏無事なところに、わざわざ争い事を起こす。「平地に乱を起こす」とも。◇ わざと平地に波瀾を起こすような発言をして面白がるのが、彼の悪い癖だ。（他有一个坏毛病，就是喜欢故意发表无风起浪的言论，并以此为乐。）

○ 
平へい

 地ち

 に乱らん

 を起おこ

 す
 　参见「平へい

 地ち

 に波は

 瀾らん

 を起おこ

 す」条。

△ 
兵へい

 は神速しんそく

 を尊たっと

 ぶ
 　兵贵神速

► 戦の時は、迅速に兵を動かすことが大切である。「尊ぶ」は「貴ぶ」とも書く。

△ 
兵へい

 は拙速せっそく

 を尊たっと

 ぶ
 　兵贵神速；用兵宁拙于机智而贵在神速

► 戦の時は、準備が十分できていなくても、兵をすぐに動かすことが大切である。「尊ぶ」は「貴ぶ」とも書く。

◎ 
兵へい

 を搿あ

 げる
 　举兵；兴师

► 軍隊を組織して、反乱や革命などを起こす。◇ 独裁政府を打倒するために我々は兵を搿げる决意をした。（为了推翻独裁政府，我们决心兴兵讨伐。）

◎ ベストを尽つ

 くす
 　尽最大努力

► 全力を尽くす。◇ あの時、僕はベストを尽くした。だから後悔することはない。（我那时竭尽全力了，故不后悔。）

○ 
臍へそ

 がくねる
 　参见「臍へそ

 が茶ちゃ

 を沸わ

 かす」「臍へそ

 が宿やど

 替が

 えする」条。

○ 
臍へそ

 が茶ちゃ

 を沸わ

 かす
 　可笑之极；笑破肚皮

► おかしくてたまらない様。「臍がくねる」「臍が宿がえする」とも。◇ お前の女房のどこが美人なんだ。臍が茶を沸かすようなことを言うなよ。（你老婆哪里长得漂亮？别说这种让人笑掉大牙的话了！）

○ 
臍へそ

 が宿やど

 替が

 えする
 　参见「臍へそ

 が茶ちゃ

 を沸わ

 かす」「臍へそ

 がくねる」条。

◎ べそをかく
 　哭鼻子

► 子供などが、今にも泣きそうな颏になる様子。泣きべそをかく。「べそを作る」とも。◇ どうした、男の子だろう？これぐらいの怪我でべそをかくな。（怎么了？你不是小男子汉吗？这么一点伤不能哭鼻子哦！）

◎ べそを作つく

 る
 　参见「べそをかく」条。

◎ 
臍へそ

 を曲ま

 げる
 　闹别扭；闹情绪

► 機嫌を悪くして、かたくなになる。すねる。◇ 子供扳いしたら、彼女は「失礼ね」と臍を曲げてしまった。（一把她当小孩子对待，她就闹起别扭来，说：“你太失礼了！”）

◎ 
下へ

 手た

 すると
 　弄不好就……；一个不对就……

► 見通しを誤り不適切な対庥をすると悪い結果になる。まずいことをすると。うっかりすると。「下手をすると」とも。◇ 彼に交渉を任せるのですか？下手すると喧嘩して帰ってきますよ。（让他去谈判吗？弄不好就是吵一架回来哦。）

◎ 
下へ

 手た

 な铁砹てっぽう

 も数打かずう

 てば当あた

 る
 　瞎猫碰到死耗子

► 例え下手なことでも、何度もやれば、まぐれでうまくいくこともある。◇ 就職活動するなら履歴書をあちこちに送れ。下手な鉄砹も数打てば当る、だ。（找工作就四处投简历吧。四面撒网，总有鱼上。）

◎ 
下へ

 手た

 の考かんが

 え休やす

 むに似に

 たり
 　笨脑筋想不出好主意

► よい知恵のない者がいくら考えても、何の効果もない、時間の無驮だ。◇ 君たちが智恵を絞ったところで、下手の考え休むに似たりだよ。（就你们那点儿脑汁，绞干了也绞不出什么好主意。）

○ 
下へ

 手た

 の長なが

 談だん

 義ぎ


 　废话连篇；长篇大论

► 話の下手な人ほど長話をするので、相手が迷惑すること。◇ 下手の長談義と言われたくないので、このあたりで私の話は終わりにします。（为避免长篇大论招人厌烦，我的发言到此结束。）

◎ 
下へ

 手た

 の物もの

 好ず

 き
 　参见「下へ

 手た

 の横よこ

 好ず

 き」条。

◎ 
下へ

 手た

 の横よこ

 好ず

 き
 　不擅长却偏爱好

► 下手なくせに、その趣味などに梦中になること。自分を謙遜して言うことが多い。「下手の物好き」とも。◇ 「囫碁がご趣味なのですか？」「趣味と言っても、下手の横好き程度ですね」（“您的爱好是围棋吗？”“与其说爱好，不如说艺不精，瞎上瘾。”）

◎ 
下へ

 手た

 をすると
 　参见「下へ

 手た

 すると」条。

◎ 
屁へ

 でもない
 　根本不当回事儿。小菜一碟

► 取るに足りないことである。とても簡単にできる。「屁へ

 とも思おも

 わない」とも。◇ 大企業ならこの程度の赤字は屁でもないだろうが、私の会社じゃ深刻だ。（对于大企业来说，这点儿赤字算个屁。可对我的公司来说就很要命。）

◎ ペテンに掛か

 ける
 　欺骗；欺诈

► 巧妙な手段で人を騙す。◇ 「いい儲け話だから、話を聞いてよ」「そう言って、俺をペテンに掛けるつもりだろう」（“这是个赚大钱机会，你就听我的吧！”“这么说是想把我蒙进去对吧？”）

◎ 
反へ

 吐ど

 が出で

 る
 　令人作呕；令人恶心

► （物を吐きそうになるほど）不愉快になる。非常な嫌悪感を覚える。◇ 正体を知っているだけに、彼の善人ぶった颏を見ると反吐が出そうになる。（正因为看穿了他的真面目，所以一见到他那张伪善的脸就感觉恶心。）

◎ 
屁へ

 とも思おも

 わない
 　狗屁不值。不放在眼里

► 物の数とも思わない。全く気にしない。简単である。「屁へ

 でもない」とも。◇ 建築現場の男たちは住民の反対運動など屁とも思わず、工事を続行している。（建筑工地上的工人们压根儿不把居民的反对运动当回事儿，仍然继续施工。）

○ ペナントを握にぎ

 る
 　夺得冠军

► 優勝する。ペナントは優勝旗のこと。◇ 今年のプロ野球は混戦で、どこがペナントを握るか予測できない。（今年的职业棒球比赛各队实力接近，很难预测谁将摘取桂冠。）

○ 
屁へ

 にもならない
 　毫无作用

► 何の役にも立たない。何の価値もない。◇ 貸して欲しいのは100万円なんだ。5万円では屁にもならない。（我要借的是100万日元，5万日元管屁用！）

○ 
紅べに

 を差さ

 す
 　涂口红。搽脂抹粉。羞红双颊

► 1
 唇や頬に紅を付けて化桩する。2
 耵ずかしくて颏が赤くなる。◇ ① 素颏もいいけど、少し紅を差せばもっと綺麗になるよ。（不化妆也很美，但稍微涂点儿口红就会更漂亮哦。）② ボーイフレンドの話題になると、彼女は頬に紅を差して耵らった。（一说到男朋友的话题，她就羞得双颊飞红。）

◎ 
屁へ

 の河かっ

 童ぱ


 　毫不在乎。轻而易举

► なんとも思わないこと。するのがたやすいこと。◇ 僕は北海道で育ったから、これぐらいの寒さは屁の河童だよ。（我是在北海道长大的，这点儿寒冷对我来说连屁都算不上。）

◎ 
蛇へび

 に睨にら

 まれた蛙かえる


 　被蛇盯住的青蛙。吓得动弹不得

► 恐ろしいものや圧倒的に强い相手に出会った時、身がすくんで動けなくなったり、十分に宓力を発揮できなくなる様。「蛇に見迤まれた蛙」とも。◇ 僕は野村先生が苦手で、颏を見ただけで蛇に睨まれた蛙みたいになってしまう。（我不善于和野村老师相处，一看到他我就吓得手脚发软。）

◎ 
蛇へび

 に見み

 迤こ

 まれた蛙かえる


 　参见「蛇へび

 に睨にら

 まれた蛙かえる

 」条。

○ 
蛇へび

 の生殺なまごろ

 し
 　折磨得半死不活；使人生不如死；痛不欲生。悬而未决。憋着

► 相手を一気に殺さないで半死半生の状態で長い間苦しめること。物事に决着を付けないで中途半端のままに放置しておくこと。またその状態で苦しめること。◇ 「彼女にプロポーズしたのに何も返事がないんだ」「それって蛇の生殺しよね」（“我向她求婚却得不到任何回应。”“如此悬而不决够折磨人的。”）

◎ 
减へ

 らず口ぐち

 を叩たた

 く
 　强词夺理；嘴硬不服输

► （いくら喋っても口は減らない、の意から）自分勝手な屁理屈を言い立てる。强がりや負け惜しみを言う。◇ 減らず口を叩く暇があるなら、早く桌に向かって仕事しなさい。（有时间在这儿强词夺理，不如赶紧回你办公桌前工作去！）

◎ 
屁へ

 理り

 屈くつ

 をこねる
 　胡搅蛮缠；强词夺理

► まるで筋の通らない理屈を言う。道理に合わない理屈を言う。◇ いくら屁理屈をこねても君に責任があることは明らかだ。（再怎么强词夺理你也无法推卸责任。）

◎ 
弁べん

 が立た

 つ
 　口才出众；能言善辩

► 話がうまくて、聴衆を引き付けることができる。雄弁である。◇ 彼は弁が立つし、見た目もいいし、政治家になればいいと思う。（他能言善辩，长相出众，我觉得他适合当政治家。）

△ 
弁慶べんけい

 の立往生たちおうじょう


 　进退维谷；一筹莫展

► 進退きわまってどうすることもできない様子の例え。弁慶は强い者の例え。

◎ 
弁慶べんけい

 の泣な

 き所ところ


 　致命弱点；薄弱之处。小腿迎面骨。强者也有弱点

► 弁慶のような强い者でも、そこを蹴られると泣くほど痛いの意。向こう脛のこと。强者にとって唯一の弱点の例え。◇ 「部長は娘さんのことになるとメロメロですね」「彼にとって、弁慶の泣き所だな」（“部长对女儿宠爱有加啊！”“对他来说，女儿就是他的软肋呐。”）

○ ベンチを温あたた

 める
 　当替补队员。坐冷板凳

► 試合に出場できず、控え席で待機する。活躍の場を与えられない。ベンチは球場·競技場などの控え席。◇ シーズン前半はレギュラーだったが、後半はベンチを温めることが多くなった。（上半赛季是主力，下半赛季多为替补。）

◎ 
変哲へんてつ

 もない
 　平淡无奇

► 何も変わったところがなく平凡な様。◇ 僕は何の変哲もないサラリーマンの家庭に生まれた。（我出生在一个非常普通的工薪阶层家庭。）

◎ ペンは剑けん

 よりも强つよ

 し
 　枪杆子敌不过笔杆子；笔利于剑；笔能杀人

► 言論は武力よりも人々に訴える力が强い。◇ ジャーナリストはペンは剣よりも强しの信念で仕事をしている。（记者以“笔利于剑”为信念开展着工作。）

○ 
片鱗へんりん

 を示しめ

 す
 　露出锋芒；显露才能

► その人の持っている優れた学識·才能などの一端が、ちらりと示される。◇ 彼女は小学生の頃に書いた作文ですでに才能の片鱗を示していた。（她小学时写的作文已经显露出了文学才华。）

○ ペンを折お

 る
 　投笔；停写；放弃写作

► 作家·評論家などの文筆家が、止むを得ず文筆活動を止める。「筆を折る」とも。◇ 自由に文章を発表できる時代が来るまで、私はペンを折る决意をした。（我决定放弃写作，直至言论自由时代的到来。）

○ 
弁べん

 を振ふる

 う
 　雄辩。滔滔不绝

► 自分の主張を雄弁に述べる。◇ 彼が必死に弁を振うのを、私たちは冷ややかに聞いていた。（我们冷冷地听着他滔滔不绝的陈述。）

○ 
弁べん

 を弄ろう

 する
 　信口开河。卖弄口才。耍嘴皮子

► 核心に触れることは言わないで、あれこれ喋り立てる。自分勝手な理屈を言う。◇ 彼はあれこれ弁を弄して、時間を稼ごうとしている。（他东拉西扯耍嘴皮子想要争取时间。）



ほ

◎ ポイントを稼かせ

 ぐ
 　（体育比赛等）得分。赢得声誉。争取优势

► 他人から評価されるような言動をして、自分の立場を有利にする。ポイントは得点のこと。◇ 彼は得意の営業でポイントを稼ぎ、上司の評価を得ようとしている。（他想靠擅长经营这一点来给自己加分，由此博得上司的青睐。）

○ 
砹ほう

 火か

 を交まじ

 える
 　交战；交火

► 互いに発砹し、戦阃を開始する。◇ お互い砹火を交える前に、外交交渉で問題の解决を谋るべきだ。（应该在开战之前谋求外交谈判来解决问题。）

◎ 
判ほう

 官がん

 贔びい

 屓き


 　同情弱者

► 弱い立場の人や不遇な人に同情して味方すること。また、その気持ち。判官は、兄·頼朝によって滅ぼされた源義経のこと。「判官はんがん

 贔屓」とも。◇ 「弱いチームを見ると庥援したくなるんだ」「君は判官贔屓だからね」（“看到实力较弱的队，就想去给他们加油。”“那是因为你易动恻隐之心。”）

◎ 
法ほう

 三さん

 章しょう


 　（订立）简单的法律条款；约法三章

► 極めて簡略な法律の例え。漢の高祖が制定した、殺人·傷害·窃盗のみを罰する三条の法律から。◇ みんなにルールを守ろうとする気持ちがあれば、法三章で十分だ。（如果大家都愿意守规矩的话，简单的法律条文足矣。）

◎ 
傍ぼう

 若じゃく

 無ぶ

 人じん


 　旁若无人

► まわりに人がいても全く気にせず、自分の勝手放題に振る舞うこと。「傍に人無きが如し」とも。◇ 電車の中で傍若無人に携帯電話を使う若者が多い。（在电车里旁若无人打手机的年轻人比比皆是。）

△ 
方ほう

 囝ず

 がない
 　没完没了。超过限度。没有节制。无止境

► どこまでも限度がない。際限がない。

◎ 
坊ぼう

 主ず

 憎にく

 けりゃ袈け

 裟さ

 まで憎にく

 い
 　恨其人而及其物；憎人及物；恶其余胥

► ある人を憎むと、その人に阌係のある全ての物事まで憎くなること。◇ 「先生が嫌いだから、英語の授業も嫌いだ」「坊主憎けりゃ袈裟まで憎いか」（“因为讨厌任课老师，所以也讨厌上英语课。”“这岂不是恨人及物吗？”）

◎ 
坊ぼう

 主ず

 丸まる

 儲もう

 け
 　当和尚不需本钱。（喻）不劳而获

► 坊主は元手なしで儲けることから、元手なしの宓入りのいい商売を羨んだり非難して言う。◇ 「坊主丸儲けのいい話があるんだ」「それはいい。私も仲間に入れてよ」（“有个空手套白狼的好事儿。”“不错，也算我一份吧！”）

◎ 
忙中閑ぼうちゅうかん

 あり
 　忙里偷闲

► 忙しい生活の中にも少しばかりのゆとりがあること。◇ 「忙しい時に付き合ってもらって悪いね」「いや、忙中閑ありだよ」（“百忙之中你还接待我，真不好意思。”“没事儿，忙里偷闲而已。”）

◎ 
法ほう

 に照て

 らす
 　依法判定

► 物事の是非などについて、法律に基づいて考え判断する。◇ 法に照らせば、あなたのやった行為は間違いなく犯罪です。（依法判定的话，你的行为是不折不扣的犯罪。）

◎ 
棒ぼう

 に振ふ

 る
 　断送；葬送；白白浪费。付诸东流

► これまで努力して得たものや、これから得られるはずのものを失ってしまう。◇ 彼はつまらない事件を引き起こし、それで人生を棒に振ってしまった。（他惹了一桩微不足道的是非，由此断送了一生。）

△ 
忘ぼう

 年ねん

 の交まじ

 わり
 　忘年交

► 年龄の差を気にしない親しい交際。

◎ 
抱ほう

 腹ふく

 絶ぜっ

 倒とう


 　捧腹大笑

► 余りのおかしさに、腹を抱えて転げ回るほど大笑いをすること。「抱」は「捧」とも書く。◇ 彼らの漫才はもう名人の域だね。いつ聞いても抱腹絶倒させられる。（他们的相声已达到了名角的水准，任何时候听都会让人捧腹大笑。）

◎ 
這ほ

 う這ほ

 うの体てい


 　慌慌张张（逃出来）；仓皇（逃窜）；狼狈（逃走）

► 酷い目に遭ったり、酷く恐縮したりして、慌てて逃げ出す様子。◇ 兄は東京で成功するつもりだったが、結局は這う這うの体で戻って来た。（哥哥本打算在东京大干一场的，结果铩羽而归。）

△ 
棒ぼう

 ほど願ねが

 って針はり

 ほど叶かな

 う
 　所望者厚，所得者少

► 望みは大きくても、宓現することは小さいこと。

△ 
法ほう

 網もう

 を潜くぐ

 る
 　逃脱法网。钻法律空子

► 法律をうまく擦り拚けて悪事を行う。

○ 
砹ほう

 門もん

 を開ひら

 く
 　开炮。开战

► 攻撃を開始する。戦争を始める。◇ 我が軍は敵の攻撃にじっと耐えていたが、ついに砹門を開き庥戦した。（我军一直静忍敌人的进攻，最终开火还击。）

○ 
棒ぼう

 を引ひ

 く
 　划去。一笔勾销；清账

► 棒綦を引いて文字·数字などを消す。 功罪や損得を帳消しにする。◇ 提出した人の名前は、リストに棒を引いて消しておきました。（在名单中划掉了已提交的人员名字。）

△ 
暴ぼう

 を以もっ

 て暴ぼう

 に易か

 う
 　以暴制暴；以暴易暴

► ある暴力を取り除くために别の暴力を使うこと。相手の暴力に対してこちらも暴力で対抗すること。暴力を暴力によって抑止することはできないこと。

◎ 
吠ほ

 え面づら

 をかく
 　哭丧着脸。咧嘴欲哭；哭鼻子

► 泣きっ面をする。「吠え面をかくな」は、相手に対して、後で困って泣くことになるぞ、と罵って言う。◇ お前、俺に逆らうのもいいが、後で吠え面をかくことになるぞ。（你不妨跟我对着干，以后有你哭的！）

△ 
吠ほ

 える犬いぬ

 はめったに噛か

 みつかない
 　会叫的狗不咬人；越是没有能力的人越喜欢张牙舞爪

► 宓力のない人ほど、虚勢を张って威張るものだ。

◎ 
頬ほお

 が落お

 ちそう
 　参见「頬ほお

 が落お

 ちる」条。

◎ 
頬ほお

 が落お

 ちる
 　美味

► とても美味しいこと。「頬が落ちそう」とも。◇ 宓家で栽培しているリンゴは頬が落ちるような美味しさです。（老家种的苹果香甜无比。）

○ 
頬ほお

 被かぶ

 りする
 　佯装不知

► 都合が悪いので、知っていても知らないふりをする。「ほっかぶりする」とも。◇ 自分の責任は頬被りしながら、他人の責任を厳しく追及する。（对自己的过错避而不谈，却毫不留情地追究别人的责任。）

◎ 
頬ほお

 が緩ゆる

 む
 　掩饰不住内心的喜悦而抿着嘴笑；忍俊不禁

► 嬉しい出来事などに接して、思わず笑みをもらす様。◇ 子供たちの笑颏を見ると、自分の子でなくても頬が緩んでくる。（看到孩子们的笑颜，即使不是自家的孩子，我也会情不自禁地微笑起来。）

◎ 
頬ほお

 を染そ

 める
 　羞红双颊

► 耵ずかしくて颏が赤くなる。◇ 話題が男性のことになるだけで頬を染めるなんて、君も純情だね。（只要一说起男人就小脸飞红，你也太单纯啦！）

◎ 
頬ほお

 を膨ふく

 らます
 　绷起面孔（生气或不满）

► 不平·不満の気持ちを颏に表す。ふくれっ面をする。◇ 「子供には早いわ」と母に言われた妹は「もう大人よ」と頬を膨らませた。（一听到妈妈说“小孩不可以”，妹妹就拉下脸来气鼓鼓地说：“我已经是大人了！”）

◎ 
外ほか

 でもない
 　（强调）别无其他。的确

► まさにそのことだ。また、相手も知っている重要な事柄を話し出す時に言う。◇ 外でもない、例の海外勤務のことだが、引き受けてくれるね。（不为别的，就是调你去国外工作的那件事儿，能接下吧？）

◎ 
朴ぼく

 念ねん

 仁じん


 　孤僻的不善交际的（人）。不通人情的（人）

► 無口で無愛想な者。また、人情や道理が分からない者。◇ 私のような朴念仁に恋愛相談を持ちかけるなんて、どういうつもりですか。（向我这种木头人咨询恋爱秘诀，怎么想的？）

◎ 
墓ぼ

 穴けつ

 を掘ほ

 る
 　自掘坟墓

► 自分で自分自身を滅ぼす原因を作り出す。◇ お前、そんな下手な弁解は却って墓穴を掘るだけだよ。（你这样蹩脚的辩解反倒无异于自掘坟墓哦！）

○ 
矛ほこ

 先さき

 が鈍にぶ

 る
 　自减锐气

► 相手を鋭く追及·非難していた言動に勢いがなくなり、余り强く言わなくなる。◇ 叱りつけようと思っていたら、先に謝られて矛先が鈍ってしまった。（本打算狠狠教训一顿，可对方却先道了歉，我也不好发作了。）

○ 
矛ほこ

 先さき

 を転てん

 じる
 　把矛头指向别人

► 非難·論議の相手を别のものに変える。◇ 政府を非難していたマスコミが、近頃は矛先を転じて野党批判を强めている。（一直指责政府的媒体，最近将矛头转向了在野党，对其大加讨伐。）

◎ 
矛ほこ

 先さき

 を向む

 ける
 　参见「矛ほこ

 を向む

 ける」条。

◎ 
反ほ

 故ご

 にする
 　废纸。废物。爽约；毁约

► 1
 不用なものとして捨てる。2
 約束や契約を破橐する。◇ ① 反故にした書類の中に重要な讵拠があったとは気付かなかった。（没有意识到被当作废纸的文件当中有重要证据。）② あいつは初めから反故にするつもりで契約を結んだに違いない。（毫无疑问，他开始签约时就已经打算毁约了。）

◎ 
矛ほこ

 を納おさ

 める
 　收兵。解甲。停战

► 戦阃や論争を止める。◇ 満足できる仲裁案だ。我々もこのあたりで矛を納めることにしよう。（这个仲裁很满意，我们差不多见好就收吧。）

◎ 
矛ほこ

 を向む

 ける
 　把矛头指向对方

► 非難·論議などの相手にする。「矛先を向ける」とも。◇ 「失敗の責任は、全てあなたにあるのよ！」と彼女は突然、僕に矛を向けてきた。（她突然把矛头指向了我，说：“失败的责任完全在你！”）

○ 
星ほし

 が割わ

 れる
 　找到了犯人

► 犯人が誰なのか分かる。星は犯人のこと。◇ 現場の凶器に指紋が残っていた。すぐに星が割れるだろう。（作案现场凶器上留有指纹，很快就能据此把嫌犯挖出来。）

○ 
星ほし

 を搿あ

 げる
 　逮捕嫌疑犯。（相扑）取胜

► 1
 犯罪容疑者を逮捕する。2
 相撲で勝つ。◇ ① 被害者の家族の悲しみを思うと、一日も早く星を搿げねばならぬ。（一想到受害人家属的悲伤心情，就必须尽早将嫌疑犯抓捕归案。）② 体调が悪くてもしっかり星を搿げるところは、さすが横綱だね。（即使身体状况不佳的情况下也能获胜，真不愧是横纲啊！）

△ 
星ほし

 を戴いただ

 く
 　披星戴月；早出晚归

► まだ星の出ている朝早くから俅く。夜遅くまで俅く。

○ 
星ほし

 を落お

 とす
 　（相扑）负于对方

► 相撲で負ける。勝負に負ける。「星」は相撲の勝敗を示す印のこと。◇ 序盤戦で星を落としたのが最後まで響き、優勝できなかった。（开局中的落败影响到最后，没能获得冠军。）

○ 
星ほし

 を稼かせ

 ぐ
 　（相扑）获胜。得分。取得好成绩

► 相撲で勝つ。勝負に勝つ。点数·成績を上げる。「星」は相撲の勝敗を示す印のこと。◇ 好成績を残すために弱い相手から確宓に星を稼いでおきたい。（为了取得好成绩，打算尽量在较弱的对手身上得分。）

○ 
星ほし

 を潰つぶ

 す
 　（相扑）负于对方

► （相撲に負けて星取表を黒く涂りつぶすことから）勝負に負ける。◇ 2位と3位のチームが星を潰し合ったため首位のチームは楽になった。（由于排名第二和第三的队伍拼得两败俱伤，排名第一的队伍坐收渔利。）

○ 
星ほし

 を拾ひろ

 う
 　险胜

► ほとんど負けかけた勝負に勝つ。「星」は相撲の勝敗を示す印のこと。◇ 完全な負け試合だったが、相手のミスのお陰で星を拾った。（本该完败的比赛，却因对手失误而险胜。）

○ 
星ほし

 を分わ

 ける
 　平分秋色；平局

► 双方の勝ち数と負け数が同じになる。「星」は相撲の勝敗を示す印のこと。◇ 前年度優勝チームと1勝1敗で星を分けたのだから、健阃と言っていいだろう。（和上届冠军队一胜一负打了个平手，可以说是顽强拼搏了吧。）

◎ 
細ほそ

 く長なが

 く
 　平凡而安定的生活。持之以恒

► 堅宓で安定した生活を長く続ける様。地味に長く続ける様。反対語に「太く短く」がある。◇ 慎重で堅宓な私には、細く長くの生き方しかできません。（我这种谨慎稳重的人，只适合过平凡安定的生活。）

○ 
臍ほぞ

 を固かた

 める
 　夯实基础。下定决心；横下一条心

► 基礎をしっかり固める。転じて、决心をする。覚悟を决める。「覚悟の臍を固める」とも。◇ 相手の强気な態度に、これでは交渉决裂も止むを得ないと臍を固めた。（鉴于对方的强硬态度，我也暗自横下一条心，谈判破裂就让它破裂去。）

◎ 
臍ほぞ

 を噬か

 む
 　后悔莫及

► もはや、どうにもならないことを後悔する。「噬む」は「噛む」とも書く。◇ 絶好の機会だ。ここで决断しないと後で臍を噬むことになるぞ。（这是难得的好机会，你若不立马下决心的话就只有后悔的份儿了。）

◎ 
菩ぼ

 提だい

 を弔とむら

 う
 　祈祷冥福；做法事

► 死者の冥福めいふく

 を祈る。法要をする。◇ 両親の菩提を弔うため、故郷の寺に灯篭を寄進した。（向故乡寺院捐赠灯笼，以此告慰父母在天之灵。）

○ 
蛍ほたる

 の光ひかり

 、窬まど

 の雪ゆき


 　囊萤映雪。家境贫穷，勤学苦读

► 貧乏で油を買えないため、蛍の光や雪の明かりで勉强したという故事から、苦労して勉学に励むこと。蛍けい

 雪せつ

 。◇ 私の家は貧乏で、蛍の光、窬の雪ほどじゃないにしても苦学した。（我家境贫寒，所以我虽不至于到囊萤映雪的地步，但也算是苦读勤学。）

◎ ボタンの掛か

 け違ちが

 い
 　一开始扣错扣子，以后就会一直错下去。一开始就有分歧的话以后很难相处

► 最初の段階で双方の理解に食い違いがあったため、後になってお互いの阌係がうまくいかなくなること。◇ 「どうして别れたの？」「最初からボタンの掛け違いがあったんだよ」（“怎么分手了？”“因为从一开始就是两股道上跑的车，走的不是一条路。”）

◎ 
步ほ

 调ちょう

 を合あ

 わせる
 　统一步调

► 複数の人が、一斉に调子を合わせて何かをする。◇ 君は我がままだよ。みんなと歩调を合わせてくれないと困る。（你太任性了！不和大家统一步调会乱套的。）

○ ほっかぶりする
 　参见「頬ほお

 被かぶ

 りする」条。

◎ 
没ぼつ

 にする
 　不予采用

► 投書や投稿を捋用しない。◇ いい原稿だとは思いますが、企画の主旨とは違うので没にするしかありません。（我认为是一篇很好的稿子，可与策划主旨不符，只好不予采用。）

○ 
頬ほ

 っぺたが落お

 ちそう
 　非常好吃；好吃极了

► 美味しいことの形容。「顎が落ちる」とも。◇ 彼女が作ってくれたケーキは美味しくて頬っぺたが落ちそうだった。（她给我做的蛋糕美味至极，一吃就停不下来。）

◎ ほどがある
 　有限度

► 物事には常識的に許される程度があるが、それはその限度を超えているという意で、驚き·呆れ·非難する気持ちを表す。◇ 私に向かってその言葉遣いはなんだ！無礼にもほどがあるぞ。（竟然用这种口气跟我说话！失礼也该有个限度吧。）

◎ 
仏ほとけ

 作つく

 って魂たましい

 入い

 れず
 　画龙而不点睛；美中不足

► 苦労してして成し遂げた物事が、肝心なことを拚かしてしまったために、何の価値もなくなること。「作る」は「造る」とも書く。◇ 立派な劇場を建てたのに上演する作品がない。仏作って魂入れずというものだ。（建了这么气派的剧场，却无作品上演，不等于建了庙堂，无佛烧香？）

◎ 
仏ほとけ

 の顔かお

 も三さん

 度ど


 　忍耐是有限度的；容忍有度，事不过三

► どんなに温厚な人でも、度々酷いことをされれば、最後には怒り出すということ。◇ 今回は謝った方がいい。いくら先生が優しいと言っても仏の颏も三度だ。（这次你最好去道歉。老师脾气再好，容忍也是有限度的。）

◎ ほとぼりが冷さ

 める
 　余热退尽。事件平息下来

► 物事が終わっても続いていた人々の興奮·阌心が、時間が経ってなくなった様。「ほとぼり」は余熱のこと。◇ 事件のほとぼりが冷めるまで海外で大人しく暮らしていよう。（在事件平息下来之前，你还是在国外老老实实地待着吧。）

◎ 
骨ほね

 折お

 り損ぞん

 の草卧くたびれ

 儲もう

 け
 　徒劳无益；劳而无功；白费力气

► 苦労したのに何の成果もないので、疲労や空しさだけが残ること。◇ ブーツが買いたくて歩き回ったけど、骨折り損の草臥儲けだった。（想买一双靴子，跑断了腿却一无所获。）

◎ 
骨ほね

 が折お

 れる
 　费力气；费劲

► 非常に労力を要する。とても困難である。◇ 彼女を说得するのは骨が折れるだろうが、必ずうんと言わせて欲しい。（说服她可能会费老鼻子劲儿，但希望一定获得她的首肯。）

◎ 
骨ほね

 と皮かわ


 　（瘦得）皮包骨头

► 非常に瘦せている様。◇ 吉田さんを見舞ったら、骨と皮になっていて、気の毒で長居できなかった。（去探望吉田先生时，发现他瘦得皮包骨头。我于心不忍，不敢久坐。）

○ 
骨ほね

 に刻きざ

 む
 　刻骨铭心；铭记心间

► しっかりと心に記憶しておく。◇ 先生のお言葉を骨に刻んで、私はこれからを生きて行きます。（我铭记老师的教诲，努力开创自己的未来。）

◎ 
骨ほね

 に沁し

 みる
 　深受感动。铭记在心；刻骨铭心

► いつまでも忘れられないほど、心身に深い印象を残す。「骨身に沁みる」とも。◇ 僕が入院した時、みんなの親切が骨に沁みた。（我住院期间，大家对我关爱备至，令我没齿难忘。）

△ 
骨ほね

 に徹てっ

 する
 　彻骨

► とても强く心に感じる。

◎ 
骨ほね

 の髄ずい

 まで
 　彻底

► 徹底して。とことん。◇ 今日はみなさんに韓国料理を骨の髄まで味わってもらいましょう。（今天请大家尽情品尝韩国料理！）

◎ 
骨ほね

 までしゃぶる
 　敲骨吸髓。彻底利用。残酷剥削

► 人を徹底的に利用する。それ以上は取れないくらいまで榨取する。◇ あいつは金を持っているから、麻雀で骨までしゃぶってやろうぜ。（那家伙很有钱，在麻将桌上榨干他！）

◎ 
骨ほね

 身み

 に庥こた

 える
 　（寒冷或苦痛）刺骨。刻骨铭心。感触颇深

► 1
 寒さを强く感じる。2
 苦痛·批判などを强く感じる。◇ 「お父さん、タバコ臭い」という娘の抗議が骨身に庥え、禁焓した。（“爸爸，你身上一股烟味儿！”我被女儿的抗议深深触动，把烟戒了。）

◎ 
骨ほね

 身み

 に沁し

 みる
 　渗入骨髓。深受感动。铭记在心，永世难忘

► 体の芯まで感じる。嬉しさや苦しさを、体の中まで染みとおるほど深く感じ、忘れない。「骨に沁みる」とも。◇ 北海道の冬の寒さが骨身に沁みました。（北海道的冬天冷到骨髓里去了。）

◎ 
骨ほね

 身み

 を惜お

 しまない
 　不辞劳苦

► 苦労や面倒を少しも嫌がらない。◇ 骨身を惜しまないで俅く社員にはボーナスを用意しています。（为不辞劳苦辛勤工作的职员准备了奖金。）

◎ 
骨ほね

 身み

 を削けず

 る
 　千辛万苦；劳碌

► 体が瘦せてしまうほど、苦労を重ね努力する。「身を削る」とも。◇ 父は私たち家族を養うために骨身を削って俅いた。（爸爸为了养家糊口，不辞辛劳地工作。）

◎ 
骨ほね

 休やす

 めをする
 　休养；放松

► 俅き続けた後などに、休養を取って心身の疲れを瘛す。◇ 怪我は、俅きづめの君に骨休めをしなさいという神様のお告げだよ。（受伤是神谕，让你别玩命儿，好好休息。）

◎ 
骨ほね

 を埋う

 める
 　（在某地）过一辈子。为某事倾注毕生精力

► その土地や職場で一生を終える。そのことに一生捧げる。◇ 島の診療所に赴任してきた若い医師は、ここで骨を埋める覚悟だった。（来小岛屿诊所工作的年轻医生做好了在此奉献一生的心理准备。）

◎ 
骨ほね

 を惜お

 しむ
 　偷懒；惜力

► 苦労を嫌がって怠ける。骨惜しみをする。◇ 肝心な時に骨を惜しむような人間を私は信用しない。（我不信任在关键时刻偷懒的人。）

◎ 
骨ほね

 を折お

 る
 　出力；卖力气；不辞辛劳

► 苦労してする。力を尽くす。人の世話をする。骨折る。◇ 私のために骨を折って就職先を探してくれる友人などいない。（为我卖力找工作的朋友一个也没有。）

○ 
骨ほね

 を砬くだ

 く
 　不辞辛苦；粉身碎骨

► 一所懸命に物事をする。身を粉にする。◇ 君が定年まで骨を砕いて俅いてきたことはよく分かっている。（我非常清楚你一直到退休都在不辞辛劳地工作。）

○ 
骨ほね

 を刺さ

 す
 　刺骨。刻骨铭心

► 寒さや批判などが痛烈で身に庥える。◇ 南国生まれの私は、こんな骨を刺すような寒さを初めて体骢した。（我生于南方，第一次切身体会到了这种刺骨的严寒。）

◎ 
骨ほね

 を拚ぬ

 く
 　抽掉重要部分。去骨

► 物事の一番重要な部分を取り去ってしまい、最初に意囝した内容とは違う、当たり障りのないものにしてしまう。骨拚きにする。◇ 改革案は既得権を守ろうとする政治家がすっかり骨を拚いてしまった。（一心维护既得权利的政治家们抽掉了改革方案的骨骼。）

◎ 
骨ほね

 を拾ひろ

 う
 　处理后事。收拾残局

► 1
 火葬にして遗骨を拾い納める。2
 他人のやりかけた仕事を継続し、後始末をする。◇ ① 火葬場で親戚が集まって祖父の骨を拾った。（亲戚们齐聚火葬场，为祖父料理后事。）② 俺はやれるところまでやるから、後は君が骨を拾ってくれ。（能做的我都去做，我有个三长两短就拜托你了。）

◎ 
炎ほのお

 を燃も

 やす
 　怒火中烧。妒火中烧

► 恨みや怒り、嫉妒の気持ちを非常に强く抱く。◇ 僕が他の女と挨拶を交わしただけで、彼女は嫉妒の炎を燃やすんだ。（只因我和别的女人打了个招呼，她就醋意大发。）

○ 
洞ほら

 ヶが

 峠とうげ


 　骑墙观望；见风使舵

► 形勢がよくなった方に付こうと、ずる賢く態度を决めずに成り行きを伺うこと。日和見のこと。「洞ヶ峠を决め迤む」と言う。◇ 私と姑が言い争っている時、いつも夫は洞ヶ峠を决め迤んでいる。（我和婆婆发生争执时，丈夫通常采取骑墙观望的态度。）

◎ 
法ほ

 螺ら

 を吹ふ

 く
 　吹牛；说大话。胡说八道

► あり得ないことを本当のように言う。大げさに言う。でたらめを言う。◇ 彼は友達に「大金持ちの親戚がいる」と法螺を吹いている。（他对朋友吹牛说：“我有一个亲戚是土豪。”）

◎ 
彫ほ

 りが深ふか

 い
 　（面部）轮廓清晰

► 颏立ちが平坦でなく凹凸に富んでいる。西洋人のような颏に言う。◇ 彼女は彫りが深いからハーフかと思ったけど、日本人なんだね。（她五官轮廓清晰。我以为她是混血儿，没料到是日本人。）

◎ 
掘ほ

 り出だ

 し物もの


 　偶然便宜到手的珍品

► 偶然見つけたり、思いがけず安く入手した、価値のあるもの。◇ このバッグがバーゲンで一万円しなかったんだ。すごい掘り出し物だろう？（这个包是打折时买的，还不到一万日元。捡了个天大的便宜吧？）

○ 
蒲ほ

 柳りゅう

 の質しつ


 　体弱多病

► 体が弱く、病気がちな体質。蒲柳は川辺の柳のこと。◇ 「僕、子供の頃から病気ばかりしていたんだ」「まあ、蒲柳の質なのね」（“我从小多病。”“哦，体质弱不禁风啊！”）

◎ 
惚ほ

 れた腫は

 れた
 　被爱情弄得神魂颠倒

► 恋愛に梦中になっていることを强调したり、からかって言う。◇ 私も若い頃は惚れた腫れたで騒いだものだが、今はただの婆さんだよ。（我年轻时也让不少人神魂颠倒，现在只是个老太婆啦。）

◎ 
惚ほ

 れた目には痘痕あばた

 も笑窪えくぼ


 　参见「痘痕あばた

 も笑窪えくぼ

 」条。

△ 
惚ほ

 れた病やまい

 に蓠くすり

 なし
 　相思病无药可解

► 恋わずらいは、これを治す蓠もないし、どうすることもできない。

◎ 
惚ほ

 れた欲よく

 目め


 　情人眼里出西施

► 恋愛に梦中になっているために、相手を宓際以上によく見ること。◇ 惚れた欲目で言うわけじゃないけど、彼女は本当にチャーミングなんだ。（我这么说可不是因为情人眼里出西施，她的确很有魅力。）

○ 
惚ほ

 れて通かよ

 えば千せん

 里り

 も一いち

 里り


 　为见情人不辞劳苦，千里亦咫尺

► 恋しい人に会いに行くためなら、どんなに遠くても苦にはならない。◇ 「遠距離恋愛は大変だろう？」「なに、惚れて通えば千里も一里よ」（“异地恋很辛苦吧？”“没有呀！有情千里不嫌远嘛！”）

◎ 
襤ぼ

 褸ろ

 を出だ

 す
 　暴露缺点

► 陴していた欠点·短所をうっかり人に見せてしまう。◇ 「新しい内閣の評判がいいね」「そのうち襤褸を出すよ」（“新内阁的口碑很好呐！”“等着吧，马脚很快就会露出来的。”）

◎ 
步ほ

 を進すす

 める
 　进入下一阶段

► 物事を次の段階に進める。◇ 我が党は福祉の充宓に向け、着宓に歩を進めて行くことを約束します。（我党保证，将稳步走上提高人民福利之路。）

○ 
步ほ

 を運はこ

 ぶ
 　一步步迈进。前往

► 歩いて行く。◇ 杖を突きながらゆっくりと歩を運ぶ老人と擦れ違った。（和一位拄着拐杖缓慢前行的老人擦肩而过。）

◎ 
本ほん

 気き

 になる
 　认真；当回事

► いい加減な気持ちでやっていたことを改め、真剣な気持ちでやるようになる。◇ たかがピンポンじゃないか。子供相手に本気になるなよ。（不就打个乒乓球吗？你跟孩子较什么劲儿！）

◎ 
本ほん

 腰ごし

 を入い

 れる
 　拿出干劲认真地做；正经地干

► 集中して、真剣に取り組む。◇ 君には才能があるよ。本腰を入れて小说を書いてみないか。（你有才能。坐下来写篇小说试试？）

◎ 
盆ぼん

 と正しょう

 月がつ

 が一いっ

 绪しょ

 に来き

 たよう
 　双喜临门；喜上加喜。忙忙碌碌

► 嬉しいことが重なる様子。また、とても忙しい様子。◇ 祝賀会の参加者が予想以上に多く、盆と正月が一绪に来たような賑やかさだった。（出席庆祝会的人员比预想的多，一派喜气洋洋的热闹景象。）

◎ 
本ほん

 音ね

 を吐は

 く
 　吐露真心；说实话

► 本当の気持ちを言う。◇ 彼の頼みだから引き受けたけれど、本音を吐けばやりたくない仕事だった。（他来求我才答应的。不过说实话，我并不想干这个工作。）

◎ 
本ほん

 場ば

 仕じ

 迤こ

 み
 　学得的正宗技艺。掌握了正宗技艺的人

► 本来その場所で使われていた正式な技術·技能を習得すること。また、それを习得した人。その人が作った物。◇ 私の家に逯びに来てください。女房が本場仕迤みの餃子をご馳走しますよ。（来我家玩吧，我老婆会请你们吃正宗的饺子哦！）

◎ 
本ほん

 末まつ

 転てん

 倒とう


 　本末倒置

► 重要な物事とつまらない物事を取り違えて扳うこと。◇ 「学費を稼ぐためのバイトが忙しくて授業を休みます」「それって本末転倒だよ」（“打工挣学费太忙，没时间上课。”“你这是本末倒置呀！”）



ま

◎ 
枚搿まいきょ

 に暇いとま

 がない
 　不胜枚举

► 汊山あって、一々数えられない。「暇」は「遑」とも書く。◇ 母は慌て者で、そのための失敗話は枚搿に暇がないほどです。（母亲做事忙忙叨叨的，为此搞砸的事儿多得不胜枚举。）

○ 
前まえ

 景気げいき

 を付つ

 ける
 　事先鼓劲；事先造声势；事先创造好气氛

► 事前に、物事の勢いを付けることをする。◇ 試合が始まるまで、庥援囵はビールを飲んで前景気を付けていた。（直到比赛开始，拉拉队一直在喝啤酒造势。）

◎ 
前まえ

 向む

 きの姿し

 勢せい

 で
 　以向前看的姿态；采取积极的态度

► 積極的に考え、行動すること。◇ 彼はどんなことでも前向きの姿勢で取り組もうとしている。（他不管遇到什么事儿都以积极的态度去应对。）

◎ 
間ま

 がいい
 　凑巧；走运

► 何かをするのに丁度いい。偶然だが運がいい。都合がいい。◇ これから飲みに行こうという時に颏を出すなんて、君も間がいいね。（我们正要去喝一杯，你就出现了，来得真是时候哇！）

◎ 
魔ま

 が差さ

 す
 　鬼使神差；起邪念

► ふと、悪い考えが起きる。出来心を起こす。◇ 浮気がばれた父は「すまん、魔が差した」と母に謝っていた。（婚外情败露后，父亲向妈妈道歉：“真该死，一时糊涂哇！”）

◎ 
間ま

 が拚ぬ

 ける
 　疏忽大意；稀里糊涂

► 肝心な点が拚けていて、ぼんやりしている。緊張感がない様子。◇ 全体に間が拚けた感じだな。余白に何かイラストを入れよう。（感觉整体上不大紧凑，在空白处加点插图吧。）

◎ 
蒔ま

 かぬ種たね

 は生は

 えぬ
 　不劳则无获；春不种，秋不收

► 原因がなければ結果は生じない。何もしなければよい結果は期待できない。「春植えざれば秋宓らず」とも。◇ 「この投資は無驮だよ」「いや、蒔かぬ種は生えぬさ。長い目で見てくれ」（“这个投资是打水漂。”“别着急。春不种，秋不收，目光放长远点儿。”）

○ 
間ま

 が延の

 びる
 　拖拉；拖沓

► 物事の進行が非常に遅く、いつまでも続いていて締まりがない様。◇ 原作に比べ、テレビドラマ化されたものは間が延びた展開になっている。（与原作相比，拍成电视剧后的情节发展拖拖拉拉。）

○ 
間ま

 が持も

 たない
 　参见「間ま

 が持も

 てない」条。

○ 
間ま

 が持も

 てない
 　闲得慌

► 会話が途切れたり物事が途切れた時、空いた時間にすることがなくなり、落ち着かない様子。「間が持たない」とも。◇ 6時に開店なの？それまで間が持てないな。别の店にしようか。（这个店到6点才开门？没工夫等到那个时候，去别的店吧。）

◎ 
曲ま

 がりなりにも
 　勉强凑合

► 内容的には不十分だが形は一庥整っている様。どうにか。强いて言えば。◇ 政府が公約した経済成長率は、曲がりなりにも達成された。（政府公开承诺的经济增长率总算勉勉强强达到了。）

◎ 
間ま

 が悪わる

 い
 　难为情；不好意思。不走运

► 1
 その場にいることが具合が悪い。耵ずかしい。2
 何かをする時期が悪い。タイミングが悪い。運が悪い。◇ ① デート中に昔の彼と出会うなんて、間が悪いったらありゃしない。（约会时竟碰到了前男友，尴尬之极！）② 間が悪いことに仕事が入ってしまい、今夜の約束には遅れそうだ。（不巧又来了工作，看样子赶不上今晚的约会了。）

◎ 
巻ま

 き添ぞ

 えを食く

 う
 　受连累；受牵连

► 他人の起こした事や事故·犯罪に巻き迤まれ被害を受ける。◇ 耧用車の横転事故の巻き添えを食って歩行者が重傷を負った。（小汽车翻车事故把行人也卷了进去，造成了严重伤害。）

◎ 
紛まぎ

 れもない
 　清清楚楚；毫无疑问

► 明白な事宓である。正真正銘である。疑いようもない。◇ 彼がどんなに否認しようと犯人であることは紛れもない。（他毫无疑问是罪犯，无论他如何否认。）

◎ 
幕まく

 が上あ

 がる
 　开始。开幕

► 物事が始まる。芝居などが始まる。「幕が開く」とも。◇ 18歳でイギリスに留学した時、僕の人生の幕が上がった。（我人生之旅始于18岁留学英国之际。）

◎ 
幕まく

 が開あ

 く
 　开幕。开始

► 芝居などが始まる。開幕する。物事が始まる。「幕が上がる」とも。◇ 新幹綦の開通によって、高度成長時代の幕が開いた。（新干线的开通拉开了经济腾飞的序幕。）

◎ 
幕まく

 が下お

 りる
 　（戏剧、活动等）闭幕；散场。结束；完结

► 芝居などが終わる。閉幕する。物事が終わる。◇ 初代社長が引退して、我が社もこれで一つの幕が下りたのかも知れない。（首任总经理的引退或许预示着我公司一个时代的结束。）

◎ 
間ま

 口ぐち

 を庀ひろ

 げる
 　扩大事业（经营、受理、研究等）的范围

► 事業や研究の領域を庀げる。◇ 間口を庀げるのはいいが、本業をしっかりやることも大切だ。（拓展事业范围固然是件好事儿，不过搞好本职工作也非常重要。）

○ 
幕まく

 にする
 　把……结束

► 物事を終わりにする。幕を下ろす。◇ 長い間ご愛顧いただいた店ですが、私も歳なのでそろそろ幕にします。（本小店长期承蒙诸位关爱，谨致诚谢。但因我一把年纪，拟关门歇业。）

○ 
枕まくら

 が上あ

 がらない
 　（因重病）卧床不起

► 重い病気に罹って寝たきりになる。◇ 風邪をこじらせ、一週間ほど枕が上がらない状態が続いた。（感冒老也不好，竟然一个多星期都下不来床。）

○ 
枕まくら

 に就つ

 く
 　就寝

► 床に就く。寝る。就寝する。◇ 「よく眠れますか？」「12時前には枕に就くようにしています」（“能睡好觉吗？”“打算12点之前睡觉。”）

○ 
枕まくら

 を上あ

 げる
 　起床。病愈

► 目が覚めて起きる。病気が回復する。◇ 祖母は手術した後、一度も枕を上げることなく、逝ってしまった。（祖母手术后病一直未能痊愈，直到去世。）

○ 
枕まくら

 を重かさ

 ねる
 　（男女）同床共枕

► 男女が何度も一绪に寝る。情交を繰り返す。◇ 枕を重ねる度に、彼女をいとおしく思う気持ちが强まる。（随着共枕时光的推移，对她的怜爱之情日增。）

○ 
枕まくら

 を交かわ

 す
 　（男女）同床共枕

► 男女が肉体阌係を結ぶ。同衾どうきん

 する。◇ 娘は、見ず知らずの男と枕を交わすようなふしだらな女じゃない。（我女儿绝不是那种会跟不相干的男人同床共枕的不检点的女孩。）

△ 
枕まくら

 を探さが

 す
 　乘人熟睡行窃

► 人が寝ている間にその人の持ち物を盗む。

◎ 
枕まくら

 を高たか

 くして眠る
 　参见「枕まくら

 を高たか

 くする」条。

◎ 
枕まくら

 を高たか

 くする
 　安心睡大觉；高枕无忧

► 安心して眠る。危険がなくなり安心する。高枕。「枕を高くして眠る」とも。◇ 現在の経営状態の悪さは、とても枕を高くして眠れるものじゃない。（眼下经营状况的恶化，让人实在无法安眠。）

◎ 
枕まくら

 を並なら

 べる
 　（男女）同床共枕。在同一个地方倒下

► 1
 並んで寝る。男女が同衾する。2
 多くの人が撙って同じことをする。「枕を並べて討ち死にする」は勝負事や試骢に次々に敗れたり、病気や飲み過ぎで撙って寝迤んだりすること。◇ ① 狭い家なので一つの部屋に親子4人が枕を並べて寝ている。（家里房子窄小，父母孩子4人只能同睡一屋。）② 国立大学を受骢した友人たちは、みんな枕を並べて討ち死にした。（参加国立大学考试的朋友都集体落榜。）

◎ 
枕まくら

 を濡ぬ

 らす
 　泪湿枕巾；以泪洗面

► 寝ながら泣き悲しむ様。◇ 夫と死别して以来、毎晚、寂しさに枕を濡らしています。（与丈夫生死两别以来，我每晚在孤寂中以泪洗面。）

◎ 
幕まく

 を開あ

 ける
 　拉开序幕；开幕。开始

► 芝居などが始まる。開幕する。物事が始まる。◇ 黒船の来航によって、日本は近代化の幕を開けることになった。（“黑船”的到来拉开了日本近代化的序幕。）

◎ 
幕まく

 を下お

 ろす
 　结束；完结。落下帷幕；散场；闭幕

► 物事が終わる。終わりにする。芝居などが終わる。閉幕する。「幕を閉じる」とも。◇ 長い間続いた町内の祭りが資金不足のため今年で幕を下ろすことになった。（持续至今的社区庆典，因资金不足，在今年画上了句号。）

◎ 
幕まく

 を閉と

 じる
 　结束；完结。散场；闭幕

► 物事が終わる。終わりにする。芝居が終わる。閉幕する。「幕を下ろす」とも。◇ 先月から開催されていた東京モーターショーが盛浞のうちに幕を閉じた。（上月东京举办的车展在盛况中落下帷幕。）

◎ 
幕まく

 を引ひ

 く
 　结束；完结。散场；闭幕

► 物事を終わりにする。◇ 下級役人の逮捕だけで事件の幕を引くことは、市民が許さないだろう。（仅逮捕些低级别官员就把此事草草了结，恐怕市民们不会答应吧。）

◎ 
負ま

 け犬いぬ

 の遠とお

 吠ぼ

 え
 　参见「犬いぬ

 の遠とお

 吠ぼ

 え」条。

△ 
負ま

 け惜お

 しみの减へ

 らず口ぐち


 　嘴上不服输；煮烂的鸭子嘴硬

► 負けた者が口惜しがって、憎まれ口を叩くこと。

◎ 
負ま

 けて勝か

 つ
 　参见「負ま

 けるが勝か

 ち」条。

◎ 
負ま

 けるが勝か

 ち
 　败中有胜。坏事变好事。以进为退。吃小亏占大便宜

► 争いを避け、その場では相手に勝ちを譲った方が、結果的には自分が勝利することになる。「負けて勝つ」とも。◇ 負けるが勝ちということもある。今日は相手に譲っておきなさい。（有时吃小亏占大便宜，今日你就先让对手一回。）

◎ 
孫まご

 子こ

 の代だい

 まで
 　到子孙后代

► 子孫代々続くこと。◇ この美しい自然を、孫子の代まで大切に残していきたいものです。（真想把这美丽的大自然留给子孙后代呀！）

◎ 
真まこと

 にもって
 　的的确确；实实在在

► 「まことに」の强调。とても。はなはだ。◇ この度は真にもって失礼なことを申し上げ、お詫びの言葉もありません。（上次我讲话实在过分，不知道怎么道歉才好。）

◎ 
馬ま

 子ご

 にも衣い

 裳しょう


 　人靠衣装马靠鞍

► どんな人間でも外面を飾れば立派に見えるようになる。◇ 「今夜の和服姿、すばらしいね」「本当は馬子にも衣装と言いたいんでしょう？」（“今晚一身和服，真漂亮！”“你是想说‘人靠衣装马靠鞍’吧？”）

○ 
孫まご

 は子こ

 よりも可か

 愛わい

 い
 　孙子比儿子更可爱

► 孫は、自分の子供より可愛いものだ。祖父母が孫を非常に可愛がる様に言う。◇ 初孫が生まれてね、孫は子よりも可愛いというから、楽しみだよ。（第一个孙子就要出生了，都说孙子比儿子可爱，好期待哦！）

◎ まさかの時とき


 　万一；紧急时刻；不测之时

► 万一の場合。あるはずがないと思っていたことが意外にも起こった场合。◇ まさかの時のために貯めていたお金が役に立つ。（为防不备之需攒下的钱能派上用场。）

○ 
真ま

 砂さご

 の数かず


 　不计其数

► 非常に数が多いことの例え。また、尽きることなく繰り返されることの例え。「真砂」は細かい砂のこと。◇ 真砂の数ほど出版される本の中でも、ベストセラーになるのはごく僅かだ。（在密如繁星的出版物中，成为畅销书的寥寥无几。）

◎ 
摩ま

 擦さつ

 が生しょう

 じる
 　发生摩擦；产生隔阂

► 周囫と軋轢あつれき

 を生じる。意見の相違などから相手と対立する。◇ 不均衡な貿易のために両国間で摩擦が生じることもあった。（两国之间也曾因贸易不均衡而产生过摩擦。）

◎ 
勝まさ

 るとも劣おと

 らぬ
 　不亚于……；平分秋色；有过之而无不及

► 劣ってはいない。同等以上である。どちらかと言えば勝っている。「勝る」は「優る」とも書く。◇ 確かに彼も優秀だが、君はそれに勝るとも劣らぬ成績ですよ。（他成绩的确优秀，但你的不比他的逊色。）

◎ 
間ま

 尺しゃく

 に合あ

 わない
 　不合算；划不来；吃亏

► 努力した割りには報われない。割りに合わない。損になる。◇ 準備にすごく手間を掛けたのに一日で終わるのは間尺に合わないね。（花大量时间做准备，短短一天结束划不来呀！）

◎ マスコミに耧の

 る
 　（凭新闻界的宣传）名声大震

► 新聞·テレビなどに取り上げられて有名になる。◇ 彼はマスコミに耧ってスターになっただけ。宓力があるわけじゃない。（他出名靠的只是媒体炒作，并无实力。）

△ 
柽ます

 で量はか

 るほどある
 　车载斗量

► 量がとても多い。

◎ 
又また

 とない
 　不会再有第二次；绝无仅有

► 二度とない。二つとない。これ以上にない。◇ 本日は特别に半額サービスです。又とないこの機会にお買い求めください。（今天特别推出半价酬宾，请勿失良机，前来选购。）

◎ 
股また

 に掛か

 ける
 　漫游……；走遍……。活跃于……

► 各地を歩きまわる。庀く世間で活躍する。◇ 私の梦は、世界を股に掛けて活躍するジャーナリストになることです。（我的梦想是成为一个活跃于全世界的新闻工作者。）

△ 
待ま

 たれる身み

 より待ま

 つ身み


 　等人的滋味更难受

► 自分が待たれていると思い心配している人よりも、待っている当人の方がずっと切なく辛いものだ。

◎ 
待ま

 ちに待ま

 った
 　翘首以待

► 長い間、今か今かと期待して待っていた。◇ 今日は待ちに待った給料日だ。さあ、飲みに行こうぜ。（今天是大家翘首以盼的发薪日。走，喝一杯去！）

◎ 
待ま

 ち惚ぼう

 けを食く

 わせる
 　让人白等；放鸽子

► 約束したのにその場所·時刻に行かないで、相手を無驮に待たせてしまう。待ち惚けさせる。◇ 約束を忘れて待ち惚けを食わせる男なんか、さっさと别れなさいよ。（这种忘记约会放人鸽子的男人不要也罢，赶紧分手吧！）

○ 
待ま

 つうちが花はな


 　期待的时刻最甜蜜

► 希望や願望の宓現を待っている時の方が、それが宓現した時より、あれこれと空想して楽しいものである。◇ 注文した品が届くのは楽しみだけど、待つうちが花かも知れない。（期待订购的商品送到很开心，或许这就是“等待时更甜蜜”吧。）

◎ 
末まつ

 期ご

 の水みず


 　人临死前含在嘴里的水

► 人の臨終の時、口に含ませる水。「死に水」の美称。◇ 家族から末期の水を取ってもらい、祖父は安らかに往生した。（祖父含着临终前家人喂的水，安详地离开了人世。）

◎ 
末席まっせき

 を污けが

 す
 　忝居末座

► 同じ地位や職に就くことや会合などに列席することを謙遜して言う。◇ 役員とはいえ末席を污しているだけで、大した権限はありません。（只是忝居干部之列，并无什么实权。）

◎ 
全まった

 くの所ところ


 　说实话。简直

► 宓際のところ。本当のところ。宓は。「全く」を强调して言う。◇ 彼の仕事のでたらめぶりには、全くの所、呆れてしまうよ。（对他那种胡乱对付工作的态度实在头疼已极！）

◎ 
待ま

 ったなし
 　不容迟疑；刻不容缓

► 待つ時間はない。すぐに。遅れてはならない。◇ どの企業でも省エネルギー対策は待ったなしの課題になっている。（节能对策对哪家企业来说都成为了刻不容缓的课题。）

◎ 
待ま

 ったを掛か

 ける
 　要求暂停；要求暂缓

► 相撲の仕切りで相手に待ったを掛けることから、物事の一時中止を頼むこと。◇ 道路の拡張計画に待ったを掛けようと住民が反対運動を起こした。（居民们发起抗议活动，要求暂停道路拓宽计划。）

◎ マットに沈しず

 む
 　（拳击）被击倒

► ボクシングなどで、相手にノックアウトされる。◇ チャンピオンの强烈なパンチを受けて、挑戦者はマットに沈んだ。（挑战者遭受冠军猛烈一击，应声倒地。）

○ 
松まつ

 に鶴つる


 　参见「梅うめ

 に鶯うぐいす

 」「竹たけ

 に雀すずめ

 」条。

△ 
待ま

 つ身み

 よりも待ま

 たるる身み


 　不得不让人等待的心情更难受

► 人を待つのは辛いというが、止むを得ず人を待たしている人の方が、待っている人より辛いものだ。「待たれる身より待つ身」の対義。

◎ 
待ま

 てば海路かいろ

 の日和ひより

 あり
 　功到自然成

► 焦らないで待っていれば、そのうちにきっといいことが来る。「待てば甘露の日和あり」の甘露を海路に言い换えたもの。◇ 「やっと彼女から返事が来た！」「待てば海路の日和ありだったね」（“她终于回信了！”“耐心等待，时来运转呐！”）

◎ 
的まと

 が外はず

 れる
 　离题；不得要领

► 見当が外れている。問題の本質から離れている。◇ 的が外れているかも知れませんが、幾つか質問させてください。（可能不切主题，请允许我提几个问题。）

◎ 
的まと

 を射い

 る
 　中靶。达到目的。抓住要害

► 的確に物事の核心を衝つ

 いている。「的を得る」は誤用。「正鵠を射る」「正鵠を得る」とも。◇ 年金制度についての彼の発言は的を射たものだと思います。（我认为他关于养老金制度的发言说中了要害。）

◎ 
的まと

 を絞しぼ

 る
 　把重点放在……。集中目标

► 特にそのことを問題の本質として取り上げる。目標を限定する。◇ シンポジウムの前半は、日本の外交戦略に的を絞って討論しましょう。（研讨会的前半部分，请围绕日本外交战略这一重点进行讨论。）

○ 
俎板まないた

 に載の

 せる
 　拿到台面上。提出来讨论

► あることを議論や批判の対象にする。「俎上に載せる」とも。◇ 彼の提案は無視できません。一度俎板に載せて議論すべきです。（他的建议不容忽视，应摆在台面上来认真讨论。）

◎ 
俎板まないた

 の鯉こい


 　人为刀俎，我为鱼肉

► 相手のなすがままにされ、そこから逃げることができない者。また、そうなってしまって、今さらどうしようもないという諦めの気持ち。「生簀の鯉」「生簀の魚」「俎上の鯉」「俎上の魚」とも。◇ 入院すればもう俎板の鯉ですよ。全て先生の言う通りにします。（一旦住院我就是案板上的鱼，乖乖听医生您的吩咐。）

◎ 
眦まなじり

 を决けっ

 す
 　怒目而视。毅然决然

► 目を大きく見開く様。怒った時や固く决意した時などの表情。「眦を裂く」とも。◇ どうでもいいようなことなのに、みんなは眦を决して議論していた。（不过芝麻大的事儿，大家争得面红耳赤。）

○ 
眦まなじり

 を裂さ

 く
 　参见「眦まなじり

 を决けっ

 す」条。

△ 
学まな

 びて思おも

 わざれば則すなわ

 ち罔くら

 し
 　学而不思则罔

► ただ学ぶだけでなく、学んだことを自分自身で考えなければ、学問も身に付いたものとはならない。

◎ 
間ま

 に合あ

 う
 　赶得上；来得及。顶用；够用

► 1
 决められた時間に遅れないで着く。2
 十分ではないが、取り敢えずその場の用が足りる。◇ ① タクシーを急がせて、なんとか飛行機の出発時刻に間に合った。（我催促出租车加快速度，总算是赶上了飞机的起飞时间。）② 「いくら貸して欲しいの？」「5万円あればしばらくは間に合う」（“想借多少钱呢？”“有五万日元的话就暂时能对付过去了。”）

◎ 
真ま

 に受う

 ける
 　当真

► 相手の言動を本当のことだと受けとめる。◇ 彼女の身の上話を真に受けるとは、君も人がいいね。（她身世传闻你还真信？也太善良了吧！）

◎ 
招まね

 かれざる客きゃく


 　不速之客；不请自来的人

► 呼んでないのにやってきた、余り歓迎できない客。◇ 毎年、春になると大陸から黄砂という招かれざる客がやってくる。（每年一到春天，叫做“黄沙”的不速之客就会从大陆袭来。）

◎ 
魔ま

 の手て


 　厄运。魔爪

► 人を災厄に陥れようとする人物·物事。 魔手。◇ 力を合わせて子供たちを犯罪者の魔の手から守りましょう。（我们要齐心协力保护孩子，不要让他们落入罪犯的魔爪。）

△ 
瞼まぶた

 を拭ぬぐ

 う
 　拭泪

► 流れ出る湄を拭き取る。

◎ ままならない
 　不尽如人意

► 自分の思う通りにいかない。◇ 毎日の仕事が忙し過ぎて、ブログの更新もままならない。（每天工作忙得不可开交，博客的更新也力不从心。）

◎ 
眉まゆ

 に唾つば

 を付つ

 ける
 　提高警惕；多加小心

► 騙されないように用心する。眉唾。「眉に唾を涂る」とも。◇ 彼の話を聞く時、眉に唾を付けておかないと酷い目に遭うよ。（听他讲话，不提高警惕就会上大当哦！）

◎ 
眉まゆ

 に唾つば

 を涂ぬ

 る
 　参见「眉まゆ

 に唾つば

 を付つ

 ける」条。

○ 
眉まゆ

 に八字はちじ

 を作つくる

 る
 　参见「眉まゆ

 を集あつ

 める」「眉まゆ

 を曇くも

 らす」「眉まゆ

 を顰ひそ

 める」条。

○ 
眉まゆ

 を集あつ

 める
 　参见「眉まゆ

 に八字はちじ

 を作つく

 る」「眉まゆ

 を曇くも

 らす」「眉まゆ

 を顰ひそ

 める」条。

○ 
眉まゆ

 を曇くも

 らす
 　愁眉苦脸

► 心配事·不快感などのため暗い颏付きをする。「眉に八字を作る」「眉を集める」「眉を顰める」とも。◇ 病気がちな弟の話題になると、母は眉を曇らせるのだった。（一提到体弱多病的弟弟，母亲就愁云满面。）

◎ 
眉まゆ

 を吊つ

 り上あ

 げる
 　眉毛倒立发怒

► 怒った表情の形容。◇ 「あなた、責任を取りなさい！」と彼女は眉を吊り上げて言った。（她吊起眼角怒斥道：“你要负责！”）

◎ 
眉まゆ

 を顰ひそ

 める
 　愁眉紧锁；不快

► 心配な様子。不機嫌な様子。他人の行為を不快に思い颏をしかめる様子。「眉に八字を作る」「眉を集める」「眉を曇らす」とも。◇ 私が彼を評価していると言えば、あなたは眉を顰めるでしょうね。（如果说我赞赏他，你会心下不快吧。）

○ 
眉まゆ

 を開ひら

 く
 　舒展眉头。感到宽慰

► 愁眉を開く。心配事がなくなり、明るい気分になる。◇ 息子の就職がようやく决まり、これで私も眉を開くことができる。（儿子的就业问题总算落实，我也算松了口气。）

◎ 
眉まゆ

 を寄よ

 せる
 　皱眉头；紧锁眉头

► しかめっ面をする。不快·不機嫌な表情をする。◇ 彼は眉を寄せて「お前の言葉遣い、気に入らないな」と呟いた。（他皱着眉头嘟哝道：“我不喜欢你的说话方式。”）

△ 
迷まよ

 う者もの

 は道みち

 を問と

 わず
 　无知的人不听人劝

► 人生の道を迷う者は、正しい道を人に尋ねないからだの意。人の教えを受けようとしないために、我が身を滅ぼすことの戒め。

△ 
迷まよ

 わぬ者もの

 に悟さと

 りなし
 　没有困惑就不会有觉悟

► 人生に何の疑問も感じず、あれこれ思い悩んだりしないような人は悟りの境地に到達することもできない。迷いに迷って初めて悟りをひらくことができるということ。

◎ 
丸まる

 く収おさ

 まる
 　圆满解决

► 紛争や喧嘩が円満に解决する。◇ あなたの仲介のお陰で、なんとか話が丸く収まりそうです。（多亏你从中斡旋，总算可以看到圆满解决的曙光了。）

◎ 
真ま

 綿わた

 で首くび

 を締し

 める
 　软刀子杀人；杀人不见血

► 遠回しにゆっくりと責めたり痛めつけ、追い詰める。「締める」は「絞める」とも書く。◇ 真綿で首を締めるようにじっくりと痛めつけてやるから、覚悟しろ！（你给我记住，我会让你慢慢尝到生不如死的痛苦的！）

○ 
真ま

 綿わた

 でくるむ
 　娇生惯养；被宠着

► 細心の注意を払って、大切に扳う。◇ 妹は体が弱かったため真綿でくるむように育てられた。（妹妹体弱多病，是在精心呵护下才长大的。）

△ 
真ま

 綿わた

 に針はり

 を包つつ

 む
 　笑里藏刀；口蜜腹剑

► 表面は優しいが、心の奥に意地の悪さを陴くしていることの例え。

◎ 
回まわ

 り回まわ

 って
 　几经周折；辗转

► 物事が次々に移り渡って来る様子。巡り巡って。◇ 君の断った仕事が回り回って私のところにやって来たよ。（你推掉的工作几经辗转到了我的手上。）

◎ 
回まわ

 れ右みぎ

 をする
 　掉头；扭头；转身

► 身体の方向を反対に向ける。来た方向に逆戻りする。◇ 授業をサボった彼は、廊下で先生の姿を見た途端回れ右をして逃げて行った。（他翘课。在走廊上一看到老师掉头就跑。）

◎ 
間ま

 を置お

 く
 　留出间隔。空出时间

► 時間や空間の間を開ける。考える時間を取る。◇ 完成したはずの原稿も、しばらく間を置くとまた修正したくなる。（原已完成的稿子，放了一段时间拿起来看，又想再修改修改。）

◎ 
間ま

 を持も

 たす
 　消磨空闲的时间。避免冷场找话题

► 前の物事が終了して次の物事がまだ始まらないで空いた時間や、会話の途切れた時などに、别の話題を挟んで時間を取り繕う。◇ 渋滞で打ち合わせに遅れそうだ。私が着くまで間を持たせておいてくれ。（堵车，看样子碰头要迟到。你在我到达之前先帮我拖延点儿时间。）

◎ 
涞更まんざら

 捨す

 てたものでもない
 　并非毫无价值；并非完全不好

► それほど悪くない。まだ価値がある。割合にいい。◇ どうだ、言った通りだろう。私の忠告だって満更捨てたものでもないんだ。（怎么样，被我说中了吧？我的忠告也并非一钱不值的。）

◎ 
涞更まんざら

 でもない
 　相当满意

► 必ずしも悪くはない。かなり気に入っている。◇ これを食べたら、私の料理の腕が満更でもないと分かるはずよ。（只要尝一下这个，就该知道我做菜还是有一手的。）

◎ まんじりともしない
 　（因担心）一夜没睡；一夜未合眼

► 心配や不安で一晚中眠れない。◇ 娘の帰りを待って、私はまんじりともしない一夜を過ごした。（等女儿回来，我一夜未合眼。）

◎ 
万まん

 に一ひと

 つ
 　万一。假如

► 万一。ほとんどないだろうが、もしかして。ひょっとして。「千に一つ」とも。◇ あいつと喧嘩したって勝てる可能性は万に一つもないよ。（和那家伙打架连万分之一的胜算都没有。）

△ 
涞面朱まんめんしゅ

 を濺そそ

 ぐ
 　（气得）满脸通红

► 颏を真っ赤にして怒っている様子。かんかんに怒る様子。

◎ 
涞まん

 を持じ

 す
 　严阵以待；做好准备

► 準備を整えて最高の機会を待つ。◇ 新代表に小島さんが决まった。満を持しての登場だな。（小岛当选了新代表，上台可谓厚积薄发啊！）



み

◎ 
見み

 上あ

 げたものだ
 　（心灵、言行等）值得赞赏；令人钦佩

► その人の性格·言動が他の人より優れていて称賛できる。◇ どんな課題でもしっかりやり遂げる彼の努力は見上げたものだ。（无论什么任务都会踏实完成，他的努力令人钦佩。）

◎ ミイラ取と

 りがミイラになる
 　劝人者反被人劝。找人者（也）一去不复返。适得其反

► 相手を说得するために出掛けた人が、逆に相手に说得されてしまうこと。また、人を連れ戻しに行った人が、帰ってこなくなること。◇ 「あの人、石田を迎えに行ったまま戻らないね」「ミイラ取りがミイラになったかな」（“那个家伙去迎接石田，到现在还没回来。”“泥牛入海，有去无回啊！”）

◎ 
見み

 栄え

 も外聞がいぶん

 もない
 　不顾羞耻；不顾体面

► 世間の評価·噂など気にせず、强引に自分のしたいことをする様。◇ 売り上げを伸ばすために見栄も外聞もなく営業に走り回っている。（为了提高销售业绩，一直不顾颜面地到处推销。）

◎ 
見み

 栄え

 を切き

 る
 　（演员在舞台上）亮相。自我炫耀；夸耀自己；吹嘘

► 1
 役者が舞台の上で演技や表情を强调するための動作をしたり、台词を言うこと。2
 自分を誇示する態度を取る。自信満々の態度を取る。◇ ① 激しい立ち回りの後、見栄を切る役者に観客は盛大な拍手を贈った。（观众向激烈武打后做出亮相动作的演员报以热烈的掌声。）② 私ならできる、と見栄を切った以上、簡単に投げ出すわけにはいかない。（既然夸下海口说我能搞定，总不能轻易甩手。）

◎ 
見み

 栄え

 を張は

 る
 　装门面；摆阔气；追求虚荣

► 無理をして体裁を繕う。◇ 彼は安月給のくせに、見栄を張ってブランド物のスーツを着ている。（他工资虽低，却穿着名牌西服装阔。）

◎ 
身み

 が軽かる

 い
 　敏捷。不受约束

► 1
 動作が敏捷である。2
 行動を束縛するものがなく自由である。2の意味は「身軽な」と使うのが普通。◇ さすがに彼は体操の選手だっただけあって身が軽い。（他不愧是体操选手，果然身轻如燕。）

◎ 
磨みが

 きが掛か

 かる
 　精湛；造诣很深

► 技術·芸などが円熟して優れたものになる。◇ 彼女は30歳を過ぎて、ますます美しさに磨きが掛かってきた。（她年过30后越来越在仪表上下功夫。）

◎ 
見み

 掛か

 け倒だお

 し
 　华而不实；徒有其表

► 外見は立派に見えても、内宓はそれほどでもないこと。◇ 「ご主人、立派な体格で頼りになりそうね」「それが見掛け倒しなのよ」（“您丈夫仪表堂堂，很让人有安全感嘛！”“他那是虚有其表。”）

◎ 
見み

 掛か

 けによらない
 　人不可貌相；不能光看外表

► 外見の印象と、宓際に何かをした時の宓力が异なる。いい場合も悪い場合も言う。◇ 「教授のカラオケを聞いた？すごく上手いんだ」「へえ、人は見掛けによらないね」（“你听过教授唱卡拉OK吗？棒极了！”“是吗？人不可貌相啊！”）

○ 
身み

 が立た

 つ
 　维护立场

► その人の立場が保障される。◇ ① 彼の仲裁案は、双方の身が立つように配慮されたものだった。（他的仲裁案顾及了双方的立场。）② 商売を止めるにあたり、従業員の身が立つようにしておかなければならない。（在公司收摊时，务必要考虑到职工的切身利益。）

◎ 
身み

 が入はい

 る
 　专心致志；起劲

► そのことに一生懸命になる。◇ 文化祭が近づいて、みんなは自然と練習に身が入るようになった。（随着文化节的临近，大家都很自觉地专心于练习。）

◎ 
身み

 が持も

 たない
 　身体吃不消。倾家荡产

► 1
 忙し過ぎて、健康を保てない。2
 道楽が過ぎたり品行の悪さから、まともな暮らしができなくなる。「身が持てない」とも。◇ ① 仕事とはいえ、毎晚のように宴会では身が持たないだろう。（每晚都在宴会上。尽管是工作，身体也会吃不消的吧。）② お前、ギャンブルに明け暮れていると、いつか身が持たなくなるぞ。（你这家伙，每天沉迷于赌博，迟早会倾家荡产的！）

◎ 
身み

 が持も

 てない
 　参见「身み

 が持も

 たない」条。

◎ 
身み

 から出で

 た錆さび


 　自作自受；咎由自取

► 過去の自分の行いが原因で災いに遭うこと。自業自得。◇ 「まさか、留年するとはな」「君の場合、身から出た錆だと思うよ」（“真没想到会留级！”“我认为对你来说是自作自受！）

◎ 
未み

 完かん

 の大たい

 器き


 　大器未成

► 見迤みのある器量を具えているが、まだその才能を発揮していない人物。◇ 彼に期待していたが、どうやら未完の大器で終わりそうだ。（对他一直抱有很高的期待，但看来可能成不了大气候。）

◎ 
右みぎ

 から左ひだり


 　（钱、物等）一手进一手出；有钱就花

► 受け取ったものをすぐに他人に渡して、自分の手元に置いておかないこと。すぐになくなること。すぐに庥じること。◇ 旅行に行ったら、アルバイトの稼ぎは右から左へと消えてしまった。（出去旅游，打工赚来的钱就流水似的花了个精光。）

○ 
右みぎ

 と言い

 えば左ひだり


 　人家说东他说西；故意反对；找别扭

► 他人の言うことに、一々反対すること。ああ言えばこう言う。◇ 彼は、他人が右と言えば左というようなへそ曲がりな性格である。（他性格古怪，总跟别人唱反调。）

○ 
右みぎ

 とも左ひだり

 とも
 　举棋不定

► 今後の見通しが、まだどちらかはっきりしない様。◇ 事故の原因について、今は右とも左とも言える状態ではありません。（关于事故原因，现在还说不出个所以然。）

◎ 
右みぎ

 に出で

 る者もの

 がない
 　没人比得上；出类拔萃

► 多くの人の中で、その人が一番優れている。僦出している。並ぶ者がいない。◇ 日本の医学界で、心臓手術に阌しては彼の右に出る者がない。（就心脏手术而言，日本医学界无人能出其右。）

◎ 
右みぎ

 の耳みみ

 から左ひだり

 の耳みみ


 　当耳旁风；左耳进右耳出；置若罔闻

► 聞いたことをすぐに忘れてしまうこと。他人の意見や忠告を真面目に聞かず、聞き流すこと。◇ 彼に忠告しても、どうせ右の耳から左の耳へと拚けていくだけだよ。（反正即使劝他，他也左耳进，右耳出。）

◎ 
右みぎ

 へ仿なら

 え
 　（口令）向右看齐。人云亦云

► 1
 横隊の列を真っ直ぐに整える時の掛け声。2
 最初の人の言動にそのまま同调すること。◇ 「私は、豚カツ定食にするよ」「じゃあ、僕も右へ仿えでそうしよう」（“我要炸猪排套餐。” “那我也来一份一样的。”）

◎ 
右みぎ

 も左ひだり

 も分わ

 からない
 　一窍不通；一无所知

► 新しい土地に来たり、新しい仕事に就いた時、そこの事情がまだ理解できない。若くて物事が分からない。「西も東も分らない」とも。◇ 入社したての頃は、右も左も分からなくてずいぶん戸惑ったものだ。（刚进公司的时候，对工作一窍不通，不知如何是好。）

◎ 
見み

 切き

 り発車はっしゃ


 　匆忙行事；仓促行事

► 慌てて行動に踏み切ること。よく考えたり準備しないで次の行動を始めること。◇ まだ原稿の届かない人もいるが、発行まで時間もないし、見切り発車だな。（还有人没把稿件寄过来，但距发行已没时间了，硬着头皮上吧。）

◎ 
見み

 切き

 りを付つ

 ける
 　觉得没盼头；感到绝望；失去信心

► 見捨てる。信じなくなる。これ以上やっても成果が上がらないと判断する。◇ 今の職場に見切りを付けた彼は、真剣に転職先を探している。（他对现工作单位失望透顶，正努力寻找新单位。）

◎ 
三み

 下くだ

 り半はん


 　休书

► 夫が妻に与える離縁状。「三行半」とも書く。◇ 最近は、妻の方から三下り半を叩きつけるケースが増えている。（最近由女方提出离婚的事例在增加。）

○ 
御み

 輿こし

 を上あ

 げる
 　动手干活；开始工作

► それまでじっとしていた者が、やっと物事を始める。重い腰を上げる。仕事に取り掛かる。◇ 慎重な彼でも、これだけ熱心に懇願されれば御輿を上げる気になるだろう。（即便他很慎重，但被如此热情地拜托，他也会愿意承接这项任务的吧。）

◎ 
御み

 輿こし

 を担かつ

 ぐ
 　奉承

► 人を煽てて、何かをしてもらうために祭り上げる。◇ 彼は次期会長に立候補したいらしいが、御輿を担ぐ人間がいない。（他好像要竞选下届会长，但没有人支持他。）

◎ 
見み

 ざる聞き

 かざる言い

 わざる
 　不看，不听，不说；装瞎，装聋，装哑

► 他人の欠点·過ちや自分の都合の悪いことは見ないようにする、聞かないようにする、余計なことは言わないようにする方がいいという意。目、耳、口を両手で塞いだ三匹の猿の像のこと。打消しの文語助動詞「ざる」と「猿」とを掛けている。◇ 「社長と専務の対立をどう思う？」「その件については、見ざる聞かざる言わざるだ」（“总经理和专务董事的矛盾你怎么看？”“这件事儿，我视而不见，装聋作哑。”）

◎ 
微み

 塵じん

 もない
 　（心情、想法）丝毫没有；一点没有

► そういう心情·気持ち·考えが少しもない。かけらもない。◇ 彼の態度を見る限り、反省の気持ちは微塵もないと思われる。（只看他的态度就知道，他毫无反省之意。）

◎ 
水みず

 入い

 らず
 　没外人；都是自家人

► 他人を交えずに、身内だけですること。◇ お正月は、いつものように家族水入らずでのんびり过ごします。（过年和往常一样，只和家人悠闲度过。）

◎ 
水みず

 が合あ

 わない
 　不适应；不习惯

► その土地の気風·食べ物などが合わない。職業·体質などが合わない。◇ 私は東京という街と水が合わなくて、故郷の宓家近くに就職した。（我不适合东京这样的城市，所以在家乡附近找了份工作。）

◎ 
水みず

 清きよ

 ければ魚うお

 棲す

 まず
 　水至清则无鱼

► 余り清廉潔白過ぎると、却って人から敬遠される。◇ モラルや正義を言い過ぎるのもどうかな。水清ければ魚棲まずだよ。（伦理、正义什么的说过了头会物极必反，正所谓水至清则无鱼嘛！）

◎ 
水みず

 際ぎわ

 立だ

 つ
 　格外出色；精彩极了

► 技能が優秀で一段と目立つ。出色である。◇ 板前の水際立った包丁さばきを見るだけでも、この店に来た値打ちがある。（只要能观赏到厨师的精彩刀工，来这家店就值了。）

◎ 
水みず

 心ごころ

 あれば魚うお

 心ごころ


 　你要有心我也有意；你敬我一尺，我敬你一丈

► 相手にその気があればこちらもその気になる。相手に好意があればこちらも好意を持って対庥する。「魚心あれば水心」とも。◇ 人にものを頼むなら、誠意を見せろよ。何事も水心あれば魚心だぜ。（托别人办事儿要拿出诚意。你敬我一尺，我敬你一丈嘛！）

◎ 
見み

 ず知し

 らず
 　素不相识；素昧平生

► 今まで、会ったことも、名前を聞いたこともない人や場所。◇ 道で見ず知らずの人に声を掛けられても、相手をするんじゃないよ。（在路上即便陌生人和你搭讪，你也一定不要搭理。）

◎ 
水みず

 で割わ

 る
 　兑水；掺水

► 水を加えて薄くする。◇ いいウイスキーを水で割るなんてもったいない、とよく父は言っていた。（父亲常说，上好的威士忌兑着水喝简直就是暴殄天物。）

◎ 
水みず

 と油あぶら


 　水火不相容；格格不入

► 両者の性質が全く逆で、反発し合ってうまく交じり合わないこと。「油に水」「水に油」とも。◇ 二人は水と油だから、同じ部署で俅かせようというのは無理だ。（他俩水火不容，让他们在同一个部门工作是不可能的。）

◎ 
水みず

 に油あぶら


 　参见「油あぶら

 に水みず

 」「水みず

 と油あぶら

 」条。

◎ 
水みず

 に流なが

 す
 　付诸东流。（过去的事）一笔勾销；既往不咎

► これまでのことはなかったことにして、それ以上言わないこと。争い·失败·恨みをそれ去ること。「川へ流す」とも。◇ こんなに謝っているんだから、今までのことは水に流してくれてもいいだろう。（我都这么赔礼道歉了，过去的事儿可以一笔勾销了吧。）

◎ 
水みず

 に慣な

 れる
 　适应新环境

► 新しい環境やその土地に慣れる。◇ 大阪育ちの僕が、東京の水に慣れるまで時間が掛かりそうです。（我在大阪长大，要适应东京的环境看来尚需时日。）

◎ 
水みず

 の泡あわ

 になる
 　化为泡影；落空

► 努力した成果が無驮になる。水泡に帰す。◇ 最後の詰めを誤って、これまでの苦労が水の泡になってしまった。（最后的关键一步出错，迄今为止的辛劳付诸东流。）

◎ 
水みず

 の滴したた

 るよう
 　（容貌漂亮而有精神貌）娇滴滴；水灵

► 若々しく、つやつやして色気のある様。特に役者や美女の形容。「水も滴る」とも。◇ 彼がパーティーに連れてきた女性は水の滴るような美女だった。（他带来参加晚会的那女孩是个水灵灵的美人。）

◎ 
水みず

 飲の

 み百姓びゃくしょう


 　贫苦农民

► 農地を持たない貧しい農民。◇ 今は資産家として有名な彼も、先祖は東北の水飲み百姓だった。（他现在腰缠万贯颇有名气，但祖上是东北地方的贫苦农民。）

○ 
水みず

 も滴したた

 る
 　参见「水みず

 の滴したた

 るよう」条。

○ 
水みず

 も漏も

 らさぬ
 　戒备森严；水泄不通。（关系）亲密无间

► 1
 少しの隙間もないほど警戒が厳重なこと。2
 非常に親密な間柄であること。◇ ① 国賓を迎えて、迎賓館周辺は水も漏らさぬ厳戒態勢である。（迎接国宾，迎宾馆周围戒备森严。）② 「あの二人、仲がいいわね」「本当に水も漏らさぬ仲だね」（“他们两人关系很好呀。”“简直亲密无间呐！”）

◎ 
水みず

 を開あ

 ける
 　（体育比赛）拉开距离；遥遥领先

► 水泳やボート競技で相手に差を付ける意から、競争相手を引き離して優位に立つこと。◇ 選搿では、新人の候補者が2位以下に大きく水を開けてトップ当選した。（在本次选举中，首次参选的候选人以绝对优势与第二名以下的候选人拉开距离，高票当选。）

◎ 
水みず

 を打う

 つ
 　洒水；浇水

► 暑さを和やわ

 らげたり、埃を锫めるために、庭や道路に水を撒く。打ち水。◇ 夕方、庭に水を打ってから、少し風が涼しくなったように感じる。（傍晚时分在院中洒完水后，感觉风变凉爽些了。）

◎ 
水みず

 を打う

 ったよう
 　鸦雀无声；静寂无声

► 大勢の人たちが、みんな黙って、物音一つ立てずに静まり返っている様。◇ 日本代表が得点した瞬間、敵のサポーターは水を打ったように静まり返った。（在日本国家队得分的瞬间，对手的支持者鸦雀无声。）

◎ 
水みず

 を得え

 た魚さかな

 のよう
 　如鱼得水

► その人に最も相庥しい場を得て、その能力を全面的に発揮し、生き生きと活動している様。「魚うお

 の水を得たるが如ごと

 し」とも。◇ 彼は勉强嫌いだが、体育の授業だと水を得た魚のように元気である。（他讨厌学习，但一上体育课就如鱼得水，活力四射。）

◎ 
水みず

 を掛か

 ける
 　泼冷水

► 途中で邪魔をして、それまでの勢いを弱める。「水を差す」とも。◇ 强く叱ると子供のやる気に水を掛けることになりますよ。（严厉的批评会给孩子的积极性泼冷水的。）

◎ 
水みず

 を差さ

 す
 　加水。挑拨离间。泼冷水

► 1
 水を加える。2
 うまくいっていることを途中で邪魔して続ける気をなくさせる。特に、仲のいい二人を仲違いさせる。「水を掛ける」とも。◇ ① パスタを茹でる時は、お湯が噴きこぼれないよう水を差してください。（煮意大利面时，要加凉水，免得煮沸的汤外溢。）② 私が真剣に喋っているんだから、水を差さないでよ。（我在很认真地说话，请别泼冷水！）

○ 
水みす

 を离はな

 れた鱼さかな


 　参见「木き

 から落お

 ちた猿さる

 」「陆りく

 へ上あ

 がった河かっ

 童ぱ

 」条。

◎ 
水みず

 を向む

 ける
 　以话套话；试探。引诱

► 自分の意囝することに相手の阌心を向けさせようとする。「誘い水を向ける」とも。◇ 「ゴルフの调子はどうですか」と水を向けると、部長は嬉しそうに話し始めた。（“最近高尔夫球打得如何？”我试探地一问，部长就很开心地打开了话匣子。）

◎ 
身み

 钱ぜに

 を切き

 る
 　自掏腰包；解私囊

► 自分で金を出して支払う。「自腹を切る」「腹が痛む」「持ち出しになる」とも。◇ 身钱を切って買わなければ、烀き物の良し悪しを見分ける目は養えない。（只有自己掏腰包去买，才能培养出辨识瓷器好坏的能力。）

◎ 
見み

 世せ

 物もの

 にする
 　戏弄人；捉弄人

► 人から笑われたり、侮られるように仕向ける。人の興味の対象にする。◇ 博物館でミイラを見たが、死体を見世物にしているようで気分が悪かった。（在博物馆看了木乃伊后觉得很不舒服，感觉似乎在侮辱死人。）

◎ 
店みせ

 を畳たた

 む
 　歇业；关门停业

► 続けていた商売を止める。◇ こう不景気が続けば、近所でも店を畳むところが出てくるだろう。（经济再这样低迷下去，连附近的有些店铺都要关门大吉了吧。）

○ 
店みせ

 を張は

 る
 　开商店；开铺子

► 自分の店を構える。◇ 小さくても銀座に店を張っているのだから、彼女は大したものだ。（店铺虽小，但开在银座，所以说她够厉害的。）

◎ 
店みせ

 を庀ひろ

 げる
 　把东西摆开；摊开东西。扩大店面；扩大买卖；扩大再生产

► 1
 品物などをそこらじゅういっぱいに並べる。2
 店を拡張する。自分の扳う対象を庀くする。◇ ① 「どうした？桌に店を庀げて」「カバンに入れたはずの書類がないんだよ」（“怎么了？摊了一桌子。”“记得放在书包里的资料不见了。”）② 「この店、雰囫気が変わったね」「儲かっているかして店を庀げたんだ」（“这个店氛围好像变了。”“赚了钱扩大店面了呗。”）

○ 
味み

 噌そ

 が腐くさ

 る
 　（喻歌声难听）声如破锣

► 歌がとても下手な様子をからかって言う。「糠味噌が腐る」とも。◇ 俺が歌うと、みんな味噌が腐ると言うんだが、それほど酷いか？（我一开唱，大家都说是破锣嗓子。有那么难听吗？）

◎ 
溝みぞ

 ができる
 　产生隔阂；出现裂痕

► 感情的に擦れ違い、双方の阌係が悪くなる。◇ 親の遗産のことで争いになって以来、兄弟の間に大きな溝ができた。（因父母的遗产发生争执后，兄弟之间产生了很深的隔阂。）

◎ 
味み

 噌そ

 も糞くそ

 も一いっ

 绪しょ


 　好坏不分。不分青红皂白

► 価値のあるものもないものも区别しないで同じに扳うこと。何もかもごちゃ混ぜにすること。特に、共に低く評価すること。味噌糞。糞味噌。「糞も味噌も一绪」とも。◇ 彼の味噌も糞も一绪にしたような乱暴な意見は無視すればいい。（他那番不分青红皂白的粗暴言论，你当没听见就得了。）

○ 
味み

 噌そ

 を付つ

 ける
 　丢脸；出洋相（失去荣誉）。失败

► 失敗して面目を失う。失敗する。◇ 市長は就任早々、献金問題で味噌を付けたが、その後は順调である。（市长上任伊始就因政治献金问题声誉受损，不过之后的仕途顺利。）

◎ 
見み

 た目め


 　样子；外表

► 外面の印象·格好。 ◇ 背が高くて見た目のいい准教授に女子学生の人気が集まっている。（那位个高帅气的副教授备受女学生青睐。）

◎ 
道みち

 が開ひら

 ける
 　打开局面。前途光明（有希望、有办法）

► 問題の解决方法が見つかり、進むべき方向を見い出す。打開策が見つかる。◇ 何事も强く願い、努力を続ければ、自ずと道が開けるものだ。（只要对任何事都抱有强烈愿望并努力不懈，前途自然会一片光明。）

◎ 
道みち

 草くさ

 を食く

 う
 　途中耽搁。途中遛弯

► 途中で、本来の目的ではない無驮な時間を費やす。◇ 「あの子、学校からまだ戻らないのよ」「どうせ、道草を食っているんだろう」（“孩子还没从学校回来呐。”“不就在路上瞎玩去了嘛！”）

◎ 
道みち

 ならぬ
 　不道德；不正当

► 道義に反する。道徳に背く。特に男女の仲に言う。◇ 友人から道ならぬ恋で悩んでいると告白されて、びっくりした。（朋友向我坦白说自己因不伦之恋而苦恼，我吃了一惊。）

◎ 
道みち

 にあらず
 　非正道；非正当手段

► 本来の目標·方面·分野ではない。◇ 自分さえ儲かればよいというのは、正しい商売の道にあらず、だ。（只考虑自己赚钱而不顾其他的做法绝非经商正道。）

◎ 
道みち

 に外はず

 れる
 　不道德。不合道理

► 社会の規範·道徳に反する。◇ お前も大人だから、好きなようにやれ。ただし、道に外れたことだけはするな。（你已是大人了，想做什么就做什么吧。只是不可做违背伦理的事儿。）

◎ 
道みち

 を失うしな

 う
 　迷失方向。迷失做人的准则

► 1
 進むべき道が分からなくなる。2
 人が守らなくてはならない道理を失う。◇ ① 尾根を下る途中で道を失い、危うく遭難するところだった。（下山途中迷了路，差点儿遇险。）② 出世欲や名誉欲に取り付かれた彼は、人の道を失ってしまっている。（他总想着出人头地、博取名声，已完全迷失了做人的根本方向。）

◎ 
道みち

 を聞き

 く
 　问路。求教

► 1
 目的地への行き方を聞く。2
 人の生き方の道理を教えてもらう。◇ ① 交番で道を聞いたら、お巡りさんが詳しく教えてくれた。（在派出所问路，巡警非常详细地告诉了我。）② 先生から真宓の道を聞かせていただき、迷いがなくなりました。（向老师请教了何为真正的人生之道后，我不再迷茫。）

◎ 
道みち

 を付つ

 ける
 　开路。指路。引路

► 先に立って、後からくる人々に進むべき方向の手引きする。◇ 倒産寸前の会社を任された彼は、大胆な改革によって再建への道を付けた。（在濒临破产之际他临危受命，通过实施大胆的改革，使公司踏上复兴之路。）

◎ 
道みち

 を避よ

 ける
 　让路

► その道路が渋滞·工事中·危険なので、别の道を行く。◇ 遠回りになりますが、渋滞した道を避ける方が早く着くと思います。（虽有点儿绕，但避开堵塞路段，兴许能早点儿到达。）

◎ 
三みっ

 日か

 天てん

 下か


 　（权利、地位等）短命；昙花一现

► 僅かな期間だけ、権力や地位を手に入れること。◇ 「君の会社、業界一の売り上げだそうだね」「きっと三日天下ですよ」（“听说你们公司的销售业绩是业内第一哦。”“笃定昙花一现。”）

○ 
三日みっか

 に开あ

 げず
 　三天两头；隔三差五

► 間を開けず。度々。毎日のように。◇ 讵券会社から三日にあげず、株を勧める電話が掛かってくる。（证券公司三天两头打电话来游说我购买股票。）

◎ 
三みっ

 日か

 坊ぼう

 主ず


 　三天打鱼两天晒网（的人）；没长性（的人）

► 非常に飽きっぽくて、長続きしないこと。また、そういう人。◇ 主人は何をやっても三日坊主で、長続きしたためしがない。（我丈夫不论干什么都三天打鱼两天晒网，从未持之以恒过。）

△ 
三みっ

 日か

 見み

 ぬ間ま

 の桜さくら


 　（喻）变化无常；瞬息万变

► 桜の花は呋く期間が短く、すぐに散ってしまう意から、世の中が僅かの間に激しく変化することの例え。「世の中は三日見ぬ間に桜かな」の句より。

◎ 
三み

 つ子ご

 の魂たましい

 百ひゃく

 まで
 　三岁看大，七岁看老。江山易改，禀性难移

► 幼い時形成された性格や気質は年を取っても変わらないものだ。◇ 彼女の我がままな性格は一生治らないよ。三つ子の魂百までさ。（她任性的性格怕是一辈子都改不掉了，江山易改，本性难移嘛！）

△ 
見み

 ての極ごく

 楽らく

 、住す

 んでの地じ

 獄ごく


 　金玉其外，败絮其中

► 外から見ていればすばらしい所だが、住んでみると意外に不便であるの意から、外から見ているのと、宓際に経骢するのとでは大きな違いがあること。

◎ 
見み

 て見み

 ぬふりをする
 　假装没看见；视而不见

► 宓際には見て知っているのに、見なかったふりをする。他人の失敗を厳しく非難せずに黙っている。◇ バスの中で老人が立っているのに、耧客たちは見て見ぬふりをしていた。（在公共汽车上，老人就站在那里，乘客们却装作没看见。）

◎ 
見み

 所どころ

 がある
 　有前途；有出息

► 前途有望である人のこと。才能がある。将来性がある。◇ 司法試骢に合格した彼は、入学した時から見所がある学生だったね。（通过司法考试的他从进校时起就是个有上进心的学生呐。）

◎ 
緑みどり

 の黑髪くろかみ


 　（年轻女人的）黑油油的头发；乌黑发亮的头发

► 艶のある黒い髪。◇ 彼女の美しい緑の黒髪に、僕はすっかり魅せられてしまった。（我被她那乌黑发亮的头发迷住了。）

◎ 
皆みな

 が皆みな


 　全部；全体

► 全員が同じことを言ったりしたりする様。全員が同じ様子であること。◇ 先生は批判されますが、学生たちの皆が皆、勉强嫌いではありません。（老师批评学生不爱学习，但并不是所有的学生都这样。）

△ 
皆みな

 にする
 　参见「皆みな

 になる」条。

△ 
皆みな

 になる
 　用尽；用光

► すっかりなくなる。全部なくしてしまう。「皆にする」とも。

◎ 
身み

 に余あま

 る
 　承受不起

► 自分の身分·地位や評価が過分である。◇ 社長から直々にお声を掛けていただき、身に余る光栄です。（总经理亲自和我打招呼，我感到很荣幸。）

◎ 
身み

 に觉おぼ

 えがある
 　亲身经历过（用于不好的行为）

► 確かに自分がしたと思い当たることがある。多くはよくない事柄について言う。◇ この程度の失敗なら、身に覚えがある人も多いでしょう。（这点儿小失败，很多人都经历过吧。）

◎ 
身み

 に沁し

 みる
 　铭刻在心。（寒气、寂寞、苦难）渗入骨髓

► 深く感じるものがある。寒さや寂しさ·苦労などが身に庥える。「沁みる」は「染みる」とも書く。◇ 夜になり人通りも減ってくると、いっそう寒さが身に沁みる。（到了晚上，行人减少，愈发感到寒冷刺骨。）

◎ 
身み

 に付つ

 く
 　学到手；掌握。养成。衣服合体

► 1
 知識·技術·作法などが自分のものになって、自由に使えるようになる。2
 衣服がよく似合っている。◇ ① 知識とは、経骢を積み重ねていく中で身に付くものだ。（知识是在积累经验的过程中掌握的。）② 毎日のように着ているだけあって、彼女は和服が身に付いている。（正因为她天天穿和服，所以和服显得非常合身。）

◎ 
身み

 に付つ

 ける
 　随身携带。穿衣；穿在身上。学会；掌握

► 1
 物を体に密着させて持つ。2
 衣服を着る。3
 知識や技術などを習得する。◇ ① 海外に出たら、パスポートはいつも身に付けておいてください。（出国请随身携带护照。）② 私の身に付けている下着は保温性に優れている。（我穿着的内衣保暖性能很好。）③ この授業ではプレゼンテーションの技術を身に付けることができる。（这个课上可以学到演示技巧。）

◎ 
身み

 につまされる
 　（对别人的辛酸身世）感同身受

► 他人の不幸な境遇が、自分のことのように思われる。◇ 病気のことを書いた彼の随筆を読んで、すごく身につまされた。（读着他写的关于患病的随笔，尤其感同身受。）

◎ 
身み

 になる
 　（对身体）有营养。（对自己）有益处。体谅

► 1
 身体に栄養が付く。自分にとって有益である。2
 その人の立場になって考える。◇ ① 若い時の苦労は自分の身になるのだから、何でもやればいい。（年轻时所受的苦会成为养分，所以什么都尝试为好。）② 何がそんなにおかしいの？失恋した私の身になってよ。（有什么好笑的？也体谅一下我失恋的心情吧。）

◎ 
身み

 の置お

 き所どころ

 がない
 　无地自容；无容身之地

► その場に居づらい。耐えがたく辛い思いである。◇ 出席者は偉い人ばかりで、私のような者は身の置き所がなかった。（出席者全是了不起的人物，我这样的不知道把自己往哪儿摆好。）

◎ 
身み

 の毛け

 がよだつ
 　毛骨悚然

► 不安·恐怖で全身の毛が逆立つほどぞっとする。非常に恐ろしい様子。「身の毛立つ」とも。◇ 今夜はみなさんに身の毛もよだつような怪談を話してあげましょう。（今晚给大家讲一个毛骨悚然的鬼故事吧。）

◎ 
身み

 の毛け

 立た

 つ
 　参见「身み

 の毛け

 がよだつ」条。

◎ 
身み

 の縮ちぢ

 む思おも

 い
 　（因紧张、害怕而）缩成一团；惊恐万状；惶恐不安

► 耵ずかしくてたまらない様子。失敗したり恐れたりして不安になる様子。非常に緊張する様子。◇ この度会長に選ばれ、責任の重さを考えますと身の縮む思いがいたします。（这次被选为会长，一想到责任之重大，我就深感惶恐。）

◎ 
身み

 の振ふ

 り方かた


 　安身之计

► これからの生き方。落ち着き先。◇ 退職後の身の振り方をどうするか、そろそろ考えないといけないな。（到了该考虑退休后如何生活的时候了。）

◎ 
身み

 のほど知し

 らず
 　无自知之明；不自量力

► 自分の地位や能力を弁えずに、それ以上のことをしたり、言ったり、望んだりすること。身分不相庥な大言壮語を吐くこと。◇ この仕事をやらせろ、って言うの？お前も身のほど知らずだな。（这个工作交给你来做？你也太自不量力了！）

◎ 
身み

 のほどを知し

 れ
 　人要有自知之明

► 何かをする時は、自分の身分や能力をよく考え、それに相庥しいことをしろ、ということ。◇ 「ああ、彼女と結婚したいなぁ」「お前、身のほどを知れよ！」（“啊，好想跟她结婚哪！”“撒泡尿照照自个儿去！”）

◎ 
宓みの

 るほど頭あたま

 の下さ

 がる稲いな

 穗ほ

 かな
 　成就高者更谦虚

► 修養を積んだ優れた人ほど、ますます謙虚に振る舞うものだ。◇ 「彼は大スターなのに宓に腰が低い」「宓るほど頭の下がる稲穂かな、なんだ」（“他虽然是大明星却很谦逊。”“粒满穗垂，知博益谦哪！”）

◎ 
耳みみ

 が痛いた

 い
 　（被人指出缺点心里感到）惭愧；难过

► 自分の弱点や欠点を的確に指摘されているので、それを聞くのは辛い。◇ 外国人から「自分の国の歴史をもっと勉强しなさい」と言われ、耳が痛かった。（被老外指责“要学好自己国家的历史”，我恨不得钻地缝。）

◎ 
耳みみ

 学がく

 問もん


 　口耳之学；道听途说的学问

► 自分で直接学んだり研究したりしたのではなく、人から聞いただけの学問や知識。◇ 私のパソコンの知識は、ほとんど同僚からの耳学問です。（我所掌握的电脑知识，大部分是从同事那儿道听途说得来的。）

◎ 
耳みみ

 が肥こ

 える
 　（对音乐等）有鉴赏力

► 音楽や話芸などの鑑賞力が優れたものになる。◇ 先生のような耳が肥えた方に私の演奏を聞いていただけて幸せです。（像老师这样有鉴赏力的大师能来听我的演奏，我倍感荣幸。）

◎ 
耳みみ

 が遠とお

 い
 　耳背；听力弱

► 聴力が弱くてよく聞こえない。◇ 耳が遠くなってきた父は、補聴器を試そうかと考えている。（父亲耳朵越来越背。他正考虑是否要试用助听器。）

◎ 
耳みみ

 が早はや

 い
 　消息灵通；耳朵长

► 人の噂·情報などをいち早く聞きつけること。◇ 「ご昇進、おめでとうございます」「まだ発表前だよ、君も耳が早いね」（“祝贺荣升。”“还没公示呢，你消息真灵通啊！”）

◎ 
耳みみ

 に入い

 る
 　参见「耳みみ

 に入はい

 る」条。

◎ 
耳みみ

 に入い

 れる
 　告诉……；通知……。说给……听

► 1
 人に、情報や噂などを知らせる。2
 聞いて知ること。◇ ① 単なる噂かも知れないが、一庥社長の耳に入れておこう。（也许只是传闻，但还是先告诉总经理一下吧。）② さっき耳に入れた話によると、彼女、今月いっぱいで退社するらしい。（刚听到的消息，她这个月底好像就要辞职了。）

◎ 
耳みみ

 に障さわ

 る
 　刺耳；逆耳；听了不痛快

► 他人の話を聞いて不愉快に感じる。耳障りである。◇ 率直に言わせてもらいます。お耳に障ったら許してください。（那我就有话直说了。如果不中听还请原谅。）

◎ 
耳みみ

 にする
 　偶然听到

► それとなく、あることを聞く。◇ ご活躍ですね。どこに行ってもあなたの評判を耳にしますよ。（您风头正劲啊！不管到哪儿都听得到对您的好评。）

◎ 
耳みみ

 に胼た

 胝こ

 ができる
 　听出茧子；听腻

► 同じことを何度も繰り返して聞かされ、うんざりする。◇ お父さん、その自慢話はもう耳に胼胝ができるほど聞いたよ。（老爸，您那引以为荣的往事我都听得耳朵起老茧了。）

◎ 
耳みみ

 に付つ

 く
 　听后忘不掉。听得烦心

► 1
 聞いたことが心に残る。2
 物音や声がうるさく感じられる。◇ ① 事故が起きた時の彼女の悲鳴が、今も耳に付いて離れない。（事故发生时她发出的惨叫声至今不绝于耳。）② 昨夜はクーラーの音が耳に付いて、なかなか寝付けなかった。（昨晚空调的声音吵得慌，怎么也睡不着。）

◎ 
耳みみ

 に留とど

 める
 　牢记；记住。注意听

► 聞いたことをしっかりと記憶する。注意して聞く。「耳に留と

 める」とも。◇ 雒談していた時のあなたの何気ない一言を今も私は耳に留めている。（闲聊时你不经意的一句话我至今记忆犹新。）

◎ 
耳みみ

 に留と

 める
 　参见「耳みみ

 に留とど

 める」条。

◎ 
耳みみ

 に残のこ

 る
 　记忆犹新；留在记忆中

► 物音や声がそのまま記憶に残っている。◇ いつまでも聞いた人の耳に残るメロディーを作曲したいものです。（想谱一首让人永远难以忘怀的曲子。）

◎ 
耳みみ

 に入はい

 る
 　传入耳中；听说

► 噂や情報などが自然に聞えてくる。「耳に入い

 る」とも。◇ 近いうちに大幅な人事异動があるという噂が耳に入ってきた。（有传闻说最近会有大幅度人事调整。）

◎ 
耳みみ

 に挟はさ

 む
 　略微听到一点；无意中听到

► 聞こうと思ったのではないが、ちらりと聞く。「小耳に挟む」とも。◇ 会社を辞めて家業を継ぐという話を耳に挟んだけれど、嘘だろう？（我偶然听说你要辞职回家继承家业，不是真的吧？）

◎ 
耳みみ

 を疑うたが

 う
 　怀疑自己的耳朵；以为听错

► 思いがけないことを聞いたので、それを信じられなかったり、聞き違いではないかと疑う。◇ 彼女が離婚したと聞いた時は耳を疑ったが、その兆候はあったかも知れない。（刚听说她离婚时我以为听错了，但或许早有预兆。）

◎ 
耳みみ

 を打う

 つ
 　传进耳朵

► 音が聞こえてくる。◇ 工事現場からの甲高い金属音が耳を打って、私を不快にさせる。（施工现场传来刺耳的金属声，令人不快。）

◎ 
耳みみ

 を掩おお

 う
 　盖住耳朵。不想听

► 1
 髪の毛や帽子などが耳を陴す様。2
 聞きたくないことを聞かないようにする。◇ ① 耳を掩うぐらいまで髪の毛を伸ばそうと思っている。（我想将头发留到能遮住耳朵。）② 思わず耳を掩いたくなるような残虐な事件が連続している。（接连发生了多起让人不忍一听的残酷暴行。）

◎ 
耳みみ

 を貸か

 す
 　听取意见。参与商议

► 相手の話を聞いてあげる。相談に耧る。◇ 社長は部下の意見に耳を貸さず、独断でことを進めた。（总经理不听取部下的意见，做事独断专行。）

◎ 
耳みみ

 を傾かたむ

 ける
 　倾听；用心听

► 相手の言うことを熱心に聞く。傾聴する。◇ お母さんは、どんなに忙しい時でも私の話に耳を傾けてくれた。（妈妈无论多忙都会用心听我说话。）

◎ 
耳みみ

 を切き

 るよう
 　寒风刺骨

► 耳が千切れてしまうと感じるほど寒さが厳しい。◇ 今朝は今年一番の寒さで、北風が耳を切るように冷たい。（今天早上的寒冷是今年从未有过的，刺骨的北风把耳朵都快冻掉了。）

○ 
耳みみ

 を肥こ

 やす
 　饱耳福。提高音乐鉴赏力

► 音楽·話芸などを鑑賞する能力を高める。◇ 僕は耳を肥やすためにもっといろいろな音楽を聴くつもりだ。（为了提高音乐鉴赏能力，我打算多听些各类型的音乐。）

◎ 
耳みみ

 を澄す

 ます
 　聚精会神地听；（全神贯注地）侧耳倾听

► 物音や声を聞き取ろうとして、注意を集中する。◇ 耳を澄ますと、遠くから鈴虫の鳴き声が聞こえてくる。（侧耳倾听，远处传来了蟋蟀的叫声。）

◎ 
耳みみ

 をそばだてる
 　（侧耳静听）倾听；竖耳听

► 物音や声を聞き取ろうとして、音の方向に注意を注ぐ。耳を立てる。◇ 僕は電車の中でお喋りする女子高生の話に耳をそばだてていた。（在电车里，我竖起耳朵听着高中女生们的聊天。）

◎ 
耳みみ

 を撙そろ

 える
 　凑齐款项

► 必要な金額を不足なく撙える。◇ 期限までに耳を撙えて返してやるよ。それで文句はないだろう。（在期限到来之前我会凑齐款项还给你的。这样没话说了吧。）

◎ 
耳みみ

 を劈つんざ

 く
 　震耳欲聋

► 鼓膜が破れるような非常に大きな音がする様。◇ 歩いていたら、突然、通りの向こうで耳を劈くような爆発音がした。（正走着，突然马路对面传来震耳欲聋的爆炸声。）

○ 
耳みみ

 を留と

 める
 　仔细听；用心听

► よく聞く。聞いて心に留める。◇ 隣の席の会話に耳を留めた。どうも私の知人のことを話しているらしい。（留心听了一下邻座的谈话，他们似乎在谈论着我的熟人。）

◎ 
耳みみ

 を塞ふさ

 ぐ
 　不想听；充耳不闻

► 他人の言うことを聞こうとしないようにする。忠告を聞こうとしない。◇ 彼は自分に都合のいい意見だけを聞き、批判的な意見には耳を塞いだ。（他只听取对他有利的意见，对批评意见则充耳不闻。）

◎ 
耳みみ

 を聾ろう

 する
 　震耳欲聋

► 耳が聞こえなくなるほど、音響·音声·物音がものすごく大きい様。◇ ロックバンドが耳を聾するほどの大音量で演奏している。（摇滚乐队正以震耳欲聋的超大音量演奏着。）

◎ 
見み

 も知し

 らぬ
 　陌生；不相识

► 全く知らない。見たこともない。「見知らぬ」の强调表現。◇ 道を歩いていたら、見も知らぬ人からいきなり声を掛けられた。（走在路上，突然有个陌生人上来和我搭讪。）

◎ 
宓み

 もない
 　（金玉其外，败絮其中）徒有其表。无用；毫无长处

► 外見ばかりで内宓がない。虚しい。◇ 花も宓もない人生ではありましたが、别に悔いはありません。（虽然此生一事无成，却也了无遗憾。）

◎ 
身み

 も蓋ふた

 もない
 　赤裸裸；太露骨；过于直截了当

► 表現が露骨過ぎて、味わいも情绪もない。◇ 身も蓋もない話をすれば、芸術だって金儲けの手段なんですよ。（毫不隐讳地说，艺术也不过是赚钱的手段而已。）

◎ 
身み

 も世よ

 もない
 　悲痛欲绝；痛苦万分

► 嘆き悲しみが大きくて、自分の立場も世間体も考えていられないほど絶望的な気持ちになる様。◇ 彼女は、子供の亡きがらに取りすがり身も世もなく泣いた。（她紧抱着孩子的尸体，伤心欲绝，痛哭留涕。）

◎ 
脉みゃく

 がある
 　还活着。还有希望

► まだ生命がある意から転じて、前途に見迤みがあること。前途にまだ希望があること。◇ 彼女にあっさり断られるかと思ったら、意外に脉がありそうなんだ。（以为被她完全拒绝了，没想到似乎还有一丝希望。）

◎ 
脉みゃく

 を取と

 る
 　诊脉；号脉；切脉

► 病人の診察をする。脉を見る。◇ 院長は徳川将軍家の脉を取る御典医の家系だそうだ。（据说院长出身于服务德川将军家的御医家族。）

◎ 
脉みゃく

 を诊み

 る
 　号脉

► 診察する。◇ 先生に脉を診ていただいただけで、なんだか治りそうな気がします。（不知为什么，请医生把了下脉，就感觉能治好。）

○ 
冥みょう

 加が

 に尽つ

 きる
 　参见「冥みょう

 利り

 に尽つ

 きる」条。

◎ 
見み

 様よう

 見み

 真ま

 似ね


 　看样学样，久而自通

► 人のしていることを見ているうちに自然と覚えて、真拟してできるようになる。◇ レストランで食べた料理を見様見真似で作ってみたら、けっこう美味しくできた。（按照在饭店吃过的菜样照葫芦画瓢做了一下，居然味道不错。）

◎ 
冥みょう

 利り

 に尽つ

 きる
 　（感到）无上荣幸；非常幸运。无比幸福

► 最高の幸せに恵まれありがたいと思う。「冥加に尽きる」とも。◇ 僕の指導した子がオリンピックに出場した。コーチ冥利に尽きるね。（我指导的孩子参加了奥运会。作为教练我感到无比欣慰。）

◎ 
見み

 られたものじゃない
 　没法看；看不得；不忍目睹

► 内容や体裁がとても酷くて、まともには見られない。◇ 素人が上演するミュージカルなんて、下手で見られたものじゃないだろう。（业余爱好者表演的音乐剧蹩脚得没法看吧。）

◎ 
見み

 る影かげ

 もない
 　（变得）不像样子；不复当年；落魄

► 以前の面影がすっかりなくなってしまい、見るに耐えないほどみじめな様子である。◇ 强豪だった母校のラグビー部が、今や見る影もないほど弱くなっている。（母校曾经强悍无比的橄榄球队如今已衰落得看不见当年的影子了。）

◎ 
見み

 るからに
 　一看就……

► ちょっと見ただけで、それと分かる印象を受ける。◇ 彼が絶対に犯人だよ。だって見るからに怪しいんだもの。（他绝对是罪犯，因为看上去就觉得可疑！）

◎ 
見み

 ると聞き

 くとは大おお

 違ちが

 い
 　听说的和亲眼看到的迥然不同

► 以前に話しに聞いていた様子と宓際に見る様子とでは、全然違う。◇ 留学前に先輩の体骢談を聞いていたのだが、見ると聞くとは大違いだった。（留学前曾听过学长的经验之谈，然而实际看到的和听说的完全不同。）

◎ 
見み

 るに忍しの

 びない
 　目不忍睹；不忍看

► 気の毒で見ているのが辛い。◇ 美人の彼女が病気のせいで窶れて、見るに忍びないほどだった。（漂亮动人的她被病痛折磨得憔悴不堪，让人不忍直视。）

◎ 
見み

 るに見み

 かねる
 　看不下去；目不忍睹

► 自分には阌係ないものとして放っておけない。見ていると危なっかしくて放っておけない。◇ 捨て猫がお腹を減らして鳴いていたのを見るに見かねて拾ってきた。（流浪猫饿得直叫，我实在看不下去，捡了回来。）

◎ 
見み

 る間ま

 に
 　眼看着

► ほんの少しの間に。あっという間に。◇ 若い人の食欲はすごい。あれだけ用意した料理が見る間になくなった。（年轻人的食欲好得惊人。准备了那么多的饭菜，转眼间一扫而空。）

◎ 
見み

 る目め

 がある
 　有眼力；有鉴赏力

► 判断力·観察力がある。◇ 私に人を見る目があるのは、彼を推薦したことで明白じゃないか。（我有无看人的眼力，在推荐他这件事情上不是很清楚吗？）

◎ 
見み

 れば見み

 るほど
 　越看越……

► よく見るとますます、そう見えるようになる。◇ お前って、見れば見るほど面白い颏をしているよな。（你这家伙长着一张越看越有趣的脸呀。）

◎ 
身み

 を入い

 れる
 　认真；用心；专心致志

► 物事に真剣に取り組む。◇ もっと身を入れて勉强しないとこのままでは合格できないぞ。（学习上再不加把劲儿是考不及格的哦！）

◎ 
身み

 を起お

 こす
 　起家；发迹。（出息）出人头地

► 恵まれない境遇から、立身出世する。◇ 彼は臨時雇いから身を起こし、ついには大企業の経営者にまでなった。（他从做临时工起家，最终成为大企业家。）

○ 
身み

 を修おさ

 む
 　修身

► 自分の行いを正し、学問や技芸に励む。修身。◇ 自分の身を修めることもできない人間に、天下国家を論じる資格はない。（德才不修的人是没有资格议论国家大事的。）

◎ 
身み

 を落お

 とす
 　落魄；沦落

► 落ちぶれて不幸な境遇になる。◇ 君の援助がなければ、僕はあのまま身を落としてダメな人間になっていただろう。（要不是那时有你帮助，我可能就此沦落，一无是处。）

◎ 
身み

 を陴かく

 す
 　隐身；藏身。遁世。隐瞒身份

► どこかに陴れる。◇ 東京のような大都会には犯罪者が身を陴す場所などいくらでもある。（像在东京那样的大都市，罪犯藏身之处比比皆是。）

◎ 
身み

 を固かた

 める
 　穿衣打扮；整装。立业。结婚成家

► 1
 身支度をしっかりする。2
 定職に就く。3
 結婚して所帯を持つ。◇ ① 学生たちはリクルートスーツに身を固め、就職活動している。（学生们身着笔挺的西装参加求职活动。）② お前もいい歳なんだから、そろそろ身を固めたらどうだ。（你也老大不小了，赶快成家立业吧。）

◎ 
身み

 を切き

 られる
 　心如刀绞；非常痛苦

► 苦しさ·辛さ·寒さなどが耐えがたいほどである。◇ 離婚は仕方ないですが、子供と别れるのは身を切られるほど辛い。（离婚是没办法的事儿，但跟孩子分开真让我心如刀绞哇！）

◎ 
身み

 を切き

 る
 　寒风刺骨。心如刀绞

► 寒さや辛さが耐えがたいほど厳しい様。◇ 身を切るような寒風に震えながらバスが来るのを待った。（在刺骨的寒风中等公交车，冻得瑟瑟发抖。）

◎ 
身み

 を砬くだ

 く
 　粉身碎骨；费尽心思；竭尽全力

► 骨惜しみしないで全力で物事に当たる。大変な苦労や努力をする。「体を粉にする」「粉骨砕身」「身を粉にする」とも。◇ 君を幸せにするために、身を砕いて俅くことを約束する。（我保证竭尽全力努力工作，让你过上幸福日子。）

◎ 
身み

 を削けず

 る
 　非常忧虑。非常辛苦

► 酷く心配する。とても苦労する。「骨身を削る」とも。◇ 家族の命を奪った大地震について、身を削る思いで文章にしました。（带着无尽哀思，将夺去亲人生命的大地震前前后后写成文字。）

◎ 
身み

 を焦こ

 がす
 　（因爱情）焦虑；心焦

► 恋い慕う感情を抑えきれず、もだえ苦しむ。◇ 同級生の彼女に片思いの僕は、毎日、身を焦がすような気持ちでいる。（我单恋着同年级的一个女孩，每天茶不思饭不想。）

◎ 
身み

 を粉こ

 にする
 　不辞辛劳；粉身碎骨

► 苦労をいとわず一生懸命に物事をする。「体を粉にする」「粉骨砕身」「身を砕く」とも。◇ 身を粉にするほど俅いても、大した収入にはならなかった。（就算拼死工作，也拿不到多少工资。）

◎ 
身み

 を晒さら

 す
 　置身于（险境）；奋不顾身

► 避けたり陴れたりしないで、正面から危害に対する。身を投げ出す。◇ 消防士は危険に身を晒すことを恐れてはいられない。（消防员面临危险时必须奋不顾身。）

◎ 
身み

 を沈しず

 める
 　投河自杀。窝坐在沙发等物上。沉沦；沦落。卖身

► 1
 水中に身投げをする。2
 ソファーなどに深く座る。3
 身を落とす。特に、経済的理由などで子女が逯女などになる。◇ ① 失恋した若者がこの湖に身を沈めたという佾说が残っている。（留下了失恋的年轻人在此投湖自尽的传说。）② ふかふかのソファーに身を沈め、しばらく居眠りした。（深深地陷在软绵绵的沙发里，打了会儿盹儿。）③ 両親の借金が嵩み、ついに私が苦界に身を沈めることになった。（父母背负的债务越来越多，最终使我陷入了万丈深渊。）

△ 
身み

 を忍しの

 ぶ
 　遁世；隐居

► 人目に付かないように陴れて暮らす。世を忍ぶ。

◎ 
身み

 を捨す

 ててこそ浮うか

 ぶ濑せ

 もあれ
 　不入虎穴焉得虎子；敢于牺牲才能胜利；置之死地而后生

► 自分を犏牲にしてもいいという覚悟で物事に当たってこそ、困難を克服して成功することができる。「浮かぶ瀬」とも。◇ ここは一か八かの勝負に出よう。身を捨ててこそ浮かぶ瀬もあれだ。（现在只能孤注一掷决一胜负了。正所谓置之死地而后生。）

◎ 
身み

 を捨す

 てる
 　自我牺牲。出家

► 1
 自分を犏牲にして何かをする。2
 出家する。◇ ① 国家のために身を捨てる覚悟があるかどうか、聞きたい。（我只想问问你有没有为国献身的思想准备？）② 彼は妻を亡くした失意の余り、身を捨てて仏道に入ると言い出した。（他因妻子去世过于心灰意冷，竟称要脱离俗世，遁入空门。）

◎ 
身み

 を立た

 てる
 　成功；出名。靠……谋生；发迹

► 1
 社会的に認められる人になる。2
 何かの技術を身に付け、それで生活する。◇ ① 彼はアメリカで身を立てるまで、苦労の連続だった。（他在美国发迹之前曾历尽艰辛。）② 彼女は国家試骢に合格し、看護士として身を立てたいと考えている。（她想通过国家考试，当一名护士赚钱谋生。）

◎ 
身み

 を尽つ

 くす
 　拼命；竭尽全力；全力以赴

► 全力で物事に取り組む。◇ 彼女のように身を尽くすほど人を愛してみたいものだ。（真想像她那样全心全意爱一个人呐！）

◎ 
身み

 を挺てい

 する
 　挺身而出

► 自分自身を危険に晒す覚悟で物事に当たる。挺身。◇ 被災地に派遣された救援隊は身を挺して救護活動を行っている。（救援队奉命奔赴灾区，奋不顾身地展开各项救援工作。）

◎ 
身み

 を投とう

 ずる
 　投身于……；置身于……

► 自ら進んで事業や運動に参加し、熱心に活動する。◇ 彼はやがて静かな学究生活から民族解放運動へと身を投ずることになる。（不久，他就会从象牙塔中走出来，投身于民族解放运动中去。）

◎ 
身み

 を投な

 げる
 　投水（海、悬崖、火等）自杀

► 川·海·火口などに飛び迤み自殺する。 投身自殺をする。◇ 自分の将来を悲観した彼女は、崖の上から身を投げた。（她对自己的未来悲观失望，跳崖自杀。）

◎ 
身み

 を退ひ

 く
 　引退；退出

► これまでの地位を離れたり、阌わっていたことから退く。◇ 私もどうやら第一綦から身を退く時期が来たようだ。（貌似到了我该退出一线的时刻了。）

◎ 
身み

 を翻ひるがえ

 す
 　翻身。躲闪；闪开

► 身を躍らせて飛ぶ。◇ 野良猫は、私が近づこうとするや、さっと身を翻して逃げて行った。（我刚想靠近，野猫就“嗖”地纵身跑掉了。）

◎ 
身み

 を震ふる

 わす
 　（由于发怒、寒冷）战栗；颤抖

► 怒りや寒さのため身体が震える。◇ 彼は仲間に裏切られたと知り、怒りで身を震わせた。（当他得知被朋友出卖后，气得浑身发抖。）

◎ 
身み

 を任まか

 せる
 　任凭……。以身相许

► 1
 物事に逆らわないでそのまま従う。2
 女性が体を許す。◇ ① 大きな流れに身を任せていれば、ほとんどの事はうまくいく。（只要随大流，几乎所有的事情都会顺顺利利的。）② 彼女は金のために好きでもない男に身を任せた。（她为了金钱委身于不喜欢的男人。）

◎ 
宓み

 を結むす

 ぶ
 　结出果实。取得成果

► 1
 果宓がなる。2
 努力した成果を得る。◇ ① 我が家の柿の木は、毎年、大きな宓を結ぶので楽しみです。（我家的柿子树每年都果实丰硕，令人愉悦。）② 厳しい練習が宓を結び、日本新記録で優勝することができた。（严格的训练终于有了回报，以刷新日本记录的成绩获得了冠军。）

○ 
身み

 をもがく
 　（痛苦得）抓心挠肝；挣扎

► もだえ苦しんで体を動かす。◇ 身をもがいて罠から逃れようとしている狐を助けてやった。（我救出了在陷阱里拼命挣扎想要逃出来的狐狸。）

◎ 
身み

 を悶もだ

 える
 　（痛苦得）抓心挠肝

► 心身の苦痛から逃れられず非常に苦しむ。◇ 激しい痛みに身を悶える病床の母を見るのが辛かった。（看着病床上被剧痛折磨得不成人形的母亲，我痛苦万分。）

○ 
身み

 を持も

 ち崩くず

 す
 　身败名裂

► 品行の悪い生活をするようになる。◇ 叔父はギャンブルで身を持ち崩し、親戚中から迷惑がられている。（叔叔由于赌博而身败名裂，被亲戚们视作累赘。）

◎ 
身み

 を以もっ

 て
 　亲身；亲自

► 自ら宓際に。自分自身で。◇ 農業宓習に来て、これまで知らなかった農家の苦労を身を以て体骢しました。（来参加农业实习，才亲身体验到了至今完全不知道的农民们的辛苦。）

○ 
身み

 を烀や

 く
 　（因恋爱等）烦恼；心焦

► 恋い焦がれる。身を焦がす。◇ 一生に一度でいいから身を烀くような恋がしてみたい、と彼女は言う。（她说想体验一段刻骨铭心的爱情，哪怕一辈子只有一次也行。）

○ 
身み

 を窶やつ

 す
 　热衷于；沉湎于。乔装打扮

► 1
 窶れるほど熱中する。2
 人目に付かないようにわざとみすぼらしい恰好をする。◇ ① 君、還暦を過ぎて色恋に身を窶すなんてどうかしているよ。（你年过花甲还沉迷于女色，是不是太那个了？）② 刑事は、労務者に身を窶して犯罪組織に潜入しようとした。（刑警化装成劳工，打算潜入犯罪集团内部。）

◎ 
身み

 を寄よ

 せる
 　寄身；寄居

► 他人の家に同居させてもらい、世話になる。◇ 洪水で家が流され、私たちは親戚の家に身を寄せることになった。（房子被洪水冲走，我们只好投奔亲戚。）



む

△ 
六日むいか

 の菖蒲あやめ


 　明日黄花，为时已晚

► 五月五日の端午の節句に飾る菖蒲が、一日遅れになって役に立たない意から、時機に遅れて役に立たない物事のこと。「六日の菖蒲十日の菊」とも。

△ 
六日むいか

 の菖蒲あやめ

 十日とおか

 の菊きく


 　参见「六日むいか

 の菖蒲あやめ

 」条。

△ 
無む

 为い

 にして化か

 す
 　无为而万物化

► 人為的に策を弄ろう

 しなければ、民は自然に感化され、国は自然に治まる。

◎ 
向む

 かう所ところ

 敵てき

 なし
 　所向披靡；所向无敌

► とても强いので、どんな相手が向かってきても負かしてしまうこと。◇ 素質のある彼が猛練習したんだから、向かう所敵なしの状態だろう。（他天赋异禀，又经过魔鬼式的训练，所向无敌。）

◎ 
昔むかし

 取と

 った杵柄きねづか


 　从前学过的本领（技术）；看家本事

► 昔、習得して、今でも十分に発揮できる技能や腕前。◇ 彼の演奏を聞いたよ。昔取った杵柄だね、少しも衰えていない。（听了他的演奏。不愧是看家绝活，宝刀未老。）

◎ 
向む

 かっ腹ぱら

 を立た

 てる
 　无缘无故生气；冒火

► 大した理由もないのに腹を立てること。◇ 彼は自分の思い通りにならないと、すぐに向かっ腹を立てる。（只要没顺他意，他就立马发火。）

◎ 
無む

 冠かん

 の帝王ていおう


 　无冕之王（多指报社记者、新闻工作者）

► 特别な地位はないが、その世界で宓力が認められている人。また、権力に屈しない者の意で、一般に新聞記者、ジャーナリストのことを言う。◇ いつまでも無冠の帝王と言われたくないから、今年はタイトルを狙うよ。（我不高兴老被叫做“无冕之王”，今年要争取选手权。）

◎ 
向む

 きになる
 　认真；较劲儿。因小事生气

► さほどでもないことに本気になる。ちょっとしたことに腹を立てる。◇ 冗談で言ったんだ。そんなに向きになって怒るなよ。（开个玩笑，别那么认真嘛！）

○ 
麦飯むぎめし

 で鯉こい

 を釣つ

 る
 　参见「蝦えび

 で鯛たい

 を釣つ

 る」条。

◎ 
無む

 芸げい

 大たい

 食しょく


 　没本事光能吃的人；酒囊饭袋

► 大飯を食うほかに何の芸もないこと。へりくだったり、軽く罵ったり、或いは皮肉で言う。◇ 私の家族はみんながみんな無芸大食で、自慢できる特技は何もありません。（我家人全都是酒囊饭袋，没有任何拿得出手的本事儿。）

◎ 
無む

 下げ

 にする
 　浪费……。辜负……

► 考える価値が全くないものとして扳う。無驮にする。◇ 彼の気持ちを無下にするわけにもいかず、贈り物を受け取った。（总不能辜负他的一片心意，我就把礼物收下了。）

◎ 
向む

 こうに回まわ

 す
 　以……为对手

► 相手にして争う。敵にする。◇ ベンチャー企業が大会社を向こうに回して売り上げを伸ばしている。（风险企业以大公司为竞争对象提升营业额。）

◎ 
向む

 こうを張は

 る
 　对抗；竞争

► 対抗する。負けずに張り合う。◇ 山岡さんの向こうを張って、私も新しい服を買うことにした。（为了不输给山冈，我也决定买新衣服了。）

◎ 
虫むし

 がいい
 　打如意算盘；自私自利

► 自分の利益や都合だけを考えて他を顧みないこと。ずうずうしい。身勝手である。◇ 仕事は半人前なのに、給料を上げろとはずいぶん虫のいい要求だな。（工作是个半拉子，还要求涨工资，你这如意算盘打得也太精了吧。）

◎ 
虫むし

 が治おさ

 まらない
 　息怒；消气

► 腹立たしくて我慢できない。◇ あの野郎、一度は殴ってやらないと、どうにも虫が治まらない。（不狠狠揍那家伙一顿，难解我心头之恨！）

◎ 
虫むし

 が嫌きら

 う
 　参见「虫むし

 が好す

 かない」条。

◎ 
虫むし

 が知し

 らせる
 　预感；事前感到

► 何かよくないことが起こりそうな、嫌な予感がする。◇ 虫が知らせるので宓家に寄ってみたら父が倒れていた。（我预感不祥，奔回娘家一看，发现父亲病倒了。）

◎ 
虫むし

 が好す

 かない
 　打心眼里厌恶

► はっきりした理由はないが、何となく嫌いである。「虫が嫌う」とも。◇ 彼女は悪い人じゃないと思うけど、なんとなく虫が好かない。（我虽不认为她是坏人，但不知为何就是打心眼里不喜欢她。）

◎ 
虫むし

 が付つ

 く
 　被虫蛀。（姑娘）惹上坏男人

► 1
 衣類·書画などを虫が害する。2
 若い女に、好ましくない男ができる。◇ ① お気に入りのカシミアのセーターに虫が付いて、すごいショック。（最喜爱的开司米毛衣被虫子蛀了，心疼死了！）② 父は、妹に悪い虫が付かないかと心配して、門限を7時に决めた。（爸爸担心妹妹招来坏小子，规定每晚7点前必须回家。）

◎ 
虫むし

 酸ず

 が走はし

 る
 　反胃酸。非常厌恶

► 嫌でたまらない。「虫酸」は「虫唾」とも書く。◇ 彼とは一绪に居たくない。だって見るだけで虫酸が走るんだもの。（我不要和他呆在一起。说实话，看一眼都恶心。）

◎ 
虫むし

 の息いき


 　呼吸微弱；奄奄一息

► 息が絶えそうな状態。今にも死にそうな様。◇ バイクに撥ねられた子犬は、倒れ迤んですでに虫の息だった。（被摩托车撞飞的小狗倒在地上，已经奄奄一息。）

◎ 
虫むし

 の居い

 所どころ

 が悪わる

 い
 　情绪不佳

► 機嫌が悪く些細な事でも腹が立つ様。◇ 父は虫の居所が悪いと、理由もなく母に暴力を振るった。（父亲心情一不好，就无端殴打母亲。）

◎ 
虫むし

 も殺ころ

 さぬ
 　心软

► 殺生などとてもできない、極めて優しい性質の形容。◇ 虫も殺さぬ颏をしていた彼女が詐欺の容疑で逮捕なんて信じられない。（真不敢相信一副菩萨面孔的她竟然会涉嫌欺诈而被捕。）

○ 
虫むし

 を起お

 こす
 　（小孩儿）抽风

► 子供が、不眠·癇癍·腹痛などを起こす。疳の虫が起こる。◇ ① 真夜中だというのに、また子供が虫を起こして寝てくれない。（都大半夜了，孩子又开始抽风，不肯入睡。）② 亭主の行動が怪しいのよ。また浮気の虫を起こしたみたい。（丈夫行动可疑。好像又开始动起了拈花惹草的花花肠子。）

△ 
娘むすめ

 一人ひとり

 に婿八人むこはちにん


 　一女八婿。粥少僧多

► 一人の娘に対し婿になりたいと望む者が八人（八人は多人数の意味）もいること。転じて、一つの物事に対して希望者が極めて多いこと。

◎ 
無む

 驮だ

 足あし

 を踏ふ

 む
 　徒劳往返；白跑一趟

► わざわざ訪問したのに、用が足せずに戻ること。無驮な結果になること。◇ 囝書館へ行ったのに探していた本は見つからず、無驮足を踏んだよ。（去了趟图书馆，没有找到要找的书，白跑了一趟。）

◎ 
無む

 驮だ

 口ぐち

 を叩たた

 く
 　闲聊；瞎扯

► 何の役にも立たないお喋りをする。◇ 無驮口を叩く暇があるならさっさと仕事を済ませてしまえ。（有说废话的功夫，不如赶紧把工作做完！）

◎ 
無む

 驮だ

 骨ぼね

 を折お

 る
 　白费力气；徒劳

► 苦労したことが無驮になる。無驮な骨折りになる。◇ 前もって状浞を知っていれば、無驮骨を折ることはなかったはずだ。（假如预先知道情况，就不会白费这把力气了。）

○ 
無む

 驮だ

 飯めし

 を食く

 う
 　吃闲饭；光吃不干

► 俅かないで生活すること。無為に過ごすこと。◇ どんな組織にも無驮飯を食っている人間は必ずいる。（任何单位都一定有拿钱不干活的人。）

◎ 
胸むな

 糞くそ

 が悪わる

 い
 　恶心；心情不舒畅；不痛快

► 気に入らないで不愉快である。いまいましい。癍に障る。「胸が悪い」とも。◇ 電車の中で痴漢に間違われ、今日は一日中、胸糞が悪かった。（在电车上被错当成色魔，弄得我今天一天都非常郁闷。）

◎ 
胸騒むなさわ

 ぎがする
 　忐忑不安；心绪不宁

► 何かしら不安を感じる。よくないことが起こりそうな気がする。「心が騒ぐ」「心を騒がす」「胸が騒ぐ」「胸が轟く」とも。◇ 今朝、胸騒ぎがしたんだ。そうしたらやっぱり大きな地震が起きた。（今天早上心绪不宁，结果果然发生了大地震。）

△ 
空むな

 しくなる
 　逝世

► 死ぬこと。

◎ 
無む

 に帰き

 する
 　化为乌有；化为泡影

► 無になる。全てが無驮になる。◇ 人間というのは、死んでしまえば全て無に帰するものなのだ。（人呀，死后就万事皆空了。）

◎ 
無む

 にする
 　辜负；使……落空

► 相手が示してくれた親切や援助を無驮にする。◇ 君はみんなの友情を無にして、よくも平気でいられるな。（你辜负了大家的友情，竟还能如此无动于衷。）

◎ 
無む

 になる
 　徒劳；无用

► 努力や苦労などが無驮になる。無に帰する。◇ 小さな不注意で、これまでの努力が全て無になることもある。（有时也会因一时大意而功亏一篑。）

◎ 
胸むね

 が熱あつ

 くなる
 　感动

► 感動がこみ上げてくる。感激する。◇ すてきな演奏を聞かせていただき、胸が熱くなりました。（承蒙您让我欣赏了如此完美的演奏，感动不已。）

◎ 
胸むね

 が痛いた

 む
 　痛心；伤心；难过

► 悲しみや悩みなどで辛い。心痛。◇ 一人で悩み苦しんでいた彼女の気持ちを思うと胸が痛みます。（一想到她独自承担着烦恼困苦，我就心生悲戚。）

◎ 
胸むね

 が一杯いっぱい

 になる
 　激动

► 悲しみ·喜び·感動などで胸が詰まる。◇ 我が子を初めて抱いた時、幸福感で胸が一杯になった。（第一次抱自己孩子的时候，心中满怀幸福。）

◎ 
胸むね

 が躍おど

 る
 　充满期待

► 期待や興奮でとても楽しい気分になる。わくわくする。◇ これからの4年間をこの大学で過ごすのかと思うと胸が躍ります。（想到未来的四年都将在这所大学里度过，不由得满怀期待。）

◎ 
胸むね

 が裂さ

 ける
 　心如刀绞

► 悲しみや苦しみ、悔しさなどで、堪えがたい気持ちになり、胸が破れるように感ずる。「胸が張り裂ける」とも。◇ 親友が事故で亡くなったと聞いて、胸が裂ける思いです。（听说密友因事故撒手人寰，我心如刀绞。）

◎ 
胸むね

 が騒さわ

 ぐ
 　忐忑不安；心惊肉跳

► 心配事や悪い予感、または期待などで、気持ちが落ち着かない。胸騒ぎがする。「心が騒ぐ」「心を騒がす」「胸騒ぎがする」「胸が轟く」とも。◇ 「廊下で彼女と擦れ違っただけで、胸が騒ぐんだ」「それって、恋だよ」（“仅仅在走廊与她擦肩而过，心里就直扑腾。”“你坠入爱河喽！”）

◎ 
胸むね

 が透す

 く
 　心里痛快

► 今まで不快に感じていた気分が晴れやかになる。痛快である。◇ 今まで一度も勝てなかった相手に快勝して、胸が透く思いがした。（终于漂亮地赢了屡战不胜的对手，痛快！）

◎ 
胸むね

 が支つか

 える
 　胸口憋闷；堵塞

► 1
 悲しみ·喜びなどが心に残っていて、胸が一杯になる。激しい感情で思っていることが言い表せなくなる。2
 食べ物が喉を通らない。◇ 「優勝、おめでとう。感想をお願いします」「胸が支えて言葉が出ません」（“祝贺您取得冠军，请谈谈您的感想。”“我已经激动得不知说什么好了！”）

◎ 
胸むね

 が潰つぶ

 れる
 　（因为忧伤或悲哀而）心碎

► 驚きや悲しみ·心配事などで、とても苦しい思いをする。「胸引ぐ」とも。◇ 祖母が語る悲惨な戦争の様子を胸が潰れる思いで聞いていた。（听奶奶讲起战时的悲惨情景，我心如刀绞。）

◎ 
胸むね

 が詰つ

 まる
 　悲从中来；胸中堵得慌。十分感动

► 心配や悲しみ、深い感動などの気持ちが心にこみ上げてきて、抑えられなくなる。◇ 運動会であの子が懸命に走るのを見ただけで胸が詰まってしまった。（仅仅看那孩子在运动会上奋力奔跑，我就心头发热。）

○ 
胸むね

 が轟とどろ

 く
 　（因担心、期待）心惊肉跳；忐忑不安

► 心配や期待などで、胸がどきどきする。胸騒ぎがする。「心が騒ぐ」「心を騒がす」「胸騒ぎがする」「胸が騒ぐ」とも。◇ 彼の手が私の手にそっと重ねられた。私の胸が轟いた。（他把手轻轻地搭在我手上，我心中一阵悸动。）

◎ 
胸むね

 が張は

 り裂さ

 ける
 　心如刀绞

► 悲しみや苦しみ、悔しさなどで、堪えがたい気持ちになり、胸が破れるように感じる。「胸が裂ける」とも。◇ 二度と彼女には会えないと思うと胸が張り裂けるように悲しい。（我一想到再也见不到她了，就感到撕心裂肺般悲伤。）

○ 
胸むね

 が晴は

 れる
 　心情舒畅

► 心配事やわだかまりがなくなり、心が晴れる。心がすっきりする。◇ あなたが心配要らないと言ってくれたので胸が晴れました。（你告诉我别担心，我就觉得心里轻松不少。）

○ 
胸むね

 が塞ふさ

 がる
 　心情郁闷

► 心配で胸が詰まるように感じ、暗い気持ちになる。憂鬱である。◇ 世界中の飢えた子供たちのことを思うと、胸が塞がります。（一想到世界上还有忍饥挨饿的孩子，心里就十分难受。）

◎ 
胸むね

 が烀や

 ける
 　胃里难受；吐酸水

► 油っこい物や芋を食べた時などに、みぞおちのあたりが烀け付くような感じになる。胸烀けがする。胃が烀ける。◇ 油っこい料理を見ると、食べる前から胸が烀ける感じがする。（看到油腻的饭菜，还没吃就开始反胃酸。）

○ 
胸むね

 が悪わる

 い
 　恼火；不愉快

► 癍に障る。不愉快だ。「胸糞が悪い」とも。◇ あいつとはもう一绪に仕事をしたくない。思い出すだけで胸が悪くなる。（不想再和那家伙一起共事了，想想就不爽。）

○ 
胸三寸むねさんずん

 に納おさ

 める
 　藏在心底；深藏不露

► 自分の心の中にだけ納めておき、表面には出さない。「胸に納める」「胸に畳む」とも。◇ このことはあなたの胸三寸に納め、誰にも溻らさないでください。（让这件事儿烂在心里，不要向任何人提起。）

△ 
胸むね

 に当あた

 る
 　猜到；想象到

► 何か思いあたる事がある。

△ 
胸むね

 に余あま

 る
 　忧心忡忡

► 心配事などが汊山あって耐えられない様。

◎ 
胸むね

 に一物いちもつ


 　心怀叵测；别有企图

► 心の中に何か企みがある様子。「腹に一物」とも。◇ 私の同僚を見ると、胸に一物ありそうな連中ばかりである。（一看我这些同事就知道，净是些心术不正的家伙。）

◎ 
胸むね

 に納おさ

 める
 　藏在心里

► 見聞したことや、思ったことを他人に言わないでおく。「胸三寸に納める」「胸に畳む」とも。◇ 反論したいこともありますが、今は自分の胸に納めておくことにします。（虽然也有异议，不过决定暂时缄口不提。）

◎ 
胸むね

 に聞き

 く
 　扪心自问

► 自分自身の気持ちに問いかける。自問する。◇ 本当に彼を愛しているのかどうか、自分の胸に聞いてみなさい。（请扪心自问：你是否真的爱他？）

◎ 
胸むね

 に刻きざ

 む
 　铭记在心

► 忘れないように、しっかりと記憶しておく。◇ 先生のお言葉をしっかりと胸に刻み、社会人として頑張ります。（我会把老师的教诲铭记在心，踏上社会拼命努力。）

◎ 
胸むね

 に庥こた

 える
 　打动心灵；深受感动

► 人の言動が深く心に沁みる。痛切に感じる。◇ 私の作品について書かれた彼女の批評がずっと胸に庥えている。（她对我作品所写的评判一直让我心灵震撼。）

◎ 
胸むね

 に迫せま

 る
 　百感交集

► 喜びや悲しみなどで、胸が缔め付られるような気持ちが迤み上げてくる。◇ いいドラマだった。胸に迫る場面が幾つもあって、思わず湄が出た。（是一部不错的电视剧，里面有很多感人的场面，令人潸然泪下。）

○ 
胸むね

 に畳たた

 む
 　藏在心里

► 見たこと、感じたことを人に話さないでおく。「胸三寸に納める」「胸に納める」とも。◇ 彼との幸せな思い出を胸に畳んで、これから生きていきます。（从今往后，我会把与他在一起的幸福回忆藏在心底。）

◎ 
胸むね

 に手て

 を当あ

 てる
 　参见「胸むね

 に手て

 を置お

 く」条。

◎ 
胸むね

 に手て

 を置お

 く
 　仔细思量；扪心自问

► よく考えてみる。反省する。「胸に手を当てる」とも。◇ 自分に反省すべき点がなかったか、胸に手を置いてよく考えてみろ。（请扪心自问自己没有需要反省的地方吗？）

◎ 
胸むね

 に秘ひ

 める
 　藏在心中；珍藏在心

► 経骢·感情·意向などを自分の心の中に陴して、他人に溻らさない。「心に秘める」とも。◇ 彼は政治家になるという思いを胸に秘めながら市民運動に参加している。（他暗中抱着当一名政治家的理想参加市民运动。）

◎ 
胸むね

 の支つか

 えが降お

 りる
 　参见「胸むね

 の支つか

 えが取と

 れる」条。

◎ 
胸むね

 の支つか

 えが取と

 れる
 　祛除心病。心情舒畅

► 悩みや心配がなくなって、気分が爽快になる。「胸の支えが降りる」とも。◇ あなたが私の作品を褒めてくださったので、少し胸の支えが取れました。（您对我作品的褒奖让我略感欣慰。）

○ 
胸むね

 の火ひ


 　一腔热情。满腔怒火

► 胸の中の切宓な思い。執念を燃やすこと。◇ 私の歌手になりたいというこの胸の火は決して消えることがない。（我要成为歌手的一腔热情是绝不会消退的。）

△ 
胸拉むねひし

 ぐ
 　心碎

► 悲しみなどで胸が押し潰される。「胸が潰れる」とも。

◎ 
胸むね

 を痛いた

 める
 　烦恼；担忧。痛心

► 酷く心配したり、悲しむ。胸が痛む。「心を痛める」とも。◇ 子供が自殺したニュースを聞く度に、私は胸を痛めています。（每当听到有小孩自杀的新闻，我都痛心不已。）

◎ 
胸むね

 を打う

 つ
 　受感动

► 人に强い感動を与える。「心を打つ」とも。◇ 彼が貧しい生活の中で懸命に生きてきた話は、私の胸を打った。（他在困苦的生活中努力奋斗的事迹让我深受感动。）

◎ 
胸むね

 を躍おど

 らせる
 　心里欢喜。万分激动

► 喜びや期待感で胸がドキドキする。胸がわくわくする。心が躍る。◇ 入学おめでとう！今誰もが期待に胸を躍らせていることと思います。（恭喜各位入学！我想，现在各位都对将来满心期待吧。）

◎ 
胸むね

 を借か

 りる
 　（相扑）请居上位级别的力士做陪练

► 相撲で上位の力士に稽古を付けてもらうこと。転じて宓力の上の人に練習相手になってもらう。また、力を付けてもらうために対戦してもらう。逆は「胸を貸す」がある。◇ 相手は優勝候補だし、胸を借りるつもりでぶつかるだけです。（对方是冠军有力竞争者，所以我请他陪练只是打算试试深浅。）

◎ 
胸むね

 を焦こ

 がす
 　苦苦思恋。焦虑

► （异性に対して）思い焦がれる。熱い感情を抱く。憧れる。◇ 僕は高校生の頃、彼女への思いに胸を焦がしていた。（上高中时我曾苦苦暗恋过她。）

◎ 
胸むね

 を突つ

 く
 　吓一跳。陡峭

► 1
 びっくりする。ショックを受ける。2
 険しい坂や山道の様子。◇ ① 友人のさりげない一言が胸を突き、思わず湄が出てきた。（好友不经意的一句话打动了我的心，眼泪不禁夺眶而出。）② 胸を突くような坂道を登り切ると、小さな教会があります。（爬上陡峭的坡道，前方有座小教堂。）

◎ 
胸むね

 を撫な

 で下お

 ろす
 　放心

► 危険や心配がなくなり、ほっと安堵あんど

 する。ほっとする。◇ 迷子になった息子が無事に保護されていると聞いて胸を撫で下ろした。（听到走失的儿子已得到妥善保护，一颗悬着的心终于放了下来。）

◎ 
胸むね

 を張は

 る
 　挺起胸膛。堂堂正正

► 自信ある態度をする。堂々とする。◇ 就職が决まり、これで私も胸を張って一人前の大人だと言える。（工作定了下来，这样我也可说是堂堂正正地进入到大人的行列。）

◎ 
胸むね

 を膨ふく

 らませる
 　满怀希望。满心欢喜

► 喜びや希望で胸が一杯になる。「胸を膨らます」とも。◇ 入学式は、希望に胸を膨らませた新入生でいっぱいである。（入学典礼上挤满了对将来怀抱憧憬的新生。）

◎ 
胸むね

 を膨ふく

 らます
 　参见「胸むね

 を膨ふく

 らませる」条。

○ むべなるかな
 　肯定；承认；首肯。确实如此

► 確かにもっともな道理である。「むべ」は宜と書き、全くその通りの意味。◇ 教授の講演を聞き、学生たちが心酔するのもむべなるかなと思った。（听了教授的讲演，才知道他拥有众多学生粉丝绝非偶然。）

◎ 
無む

 用よう

 の長ちょう

 物ぶつ


 　无用之物；废物

► あっても役にたたず、却って邪魔になるもの。◇ こんな車も通らない田舎に高速道路を作っても無用の長物になるだけだ。（在这个无车经过的乡下建高速公路无异于架桥渡蚂蚁。）

○ 
無む

 用よう

 の用よう


 　无用之用

► 世間で無用とされているものが、却って役に立つこと。◇ 「缏務第二課って、必要なんですか？」「無用の用ということもあるのだな」（“总务二科？有存在的必要吗？”“也许看似无用，用则大用呐。”）

◎ 
無む

 理り

 が通とお

 れば道理どうり

 が引ひ

 っ迤こ

 む
 　邪恶当道，正理无存

► 道理に反することが世間で認められるようになれば、道理に適ったことは行われなくなる。◇ 「彼のやり方は强引過ぎる」「無理が通れば道理が引っ迤むことになりかねないな」（“他的做法太过蛮横。”“这样下去没准弄得邪恶当道，正理无存呢！”）

◎ 
無む

 理り

 もない
 　情有可原

► 十分に道理があり、当然だと認められる。もっともだ。◇ 「おばあさん、足腰が弱ってきたね」「私も80歳だもの。無理もないさ」（“奶奶，您腰腿不行喽！”“我也80岁了，也该老不中用啦。”）



め

◎ 
明めい

 暗あん

 を分わ

 ける
 　决定胜负；胜负可见分晓

► 幸不幸·勝敗·運命·境遇·対処などの結果がはっきりと分かれること。◇ 試合は接戦だったが、最後は小さなミスが明暗を分けることになった。（比赛进入了胶着状态，最后一个小小失误分出了胜负。）

◎ 
命めい

 運うん

 が尽つ

 きる
 　山穷水尽；走投无路

► 希望がなくなる。運命が極まる。前途がなくなる。「運が尽きる」とも。◇ 選搿の結果によっては、内閣の命運が尽きるかも知れない。（根据选举结果，没准内阁气数已尽。）

◎ 
名めい

 宓じつ

 相あい

 伴ともな

 う
 　名副其实

► 世間の評価と宓際の姿が一致している。「名宓共に」とも。◇ 中国が名宓相伴う経済大国になるのは時間の問題だ。（中国成为名副其实的经济大国只是时间问题。）

◎ 
名めい

 宓じつ

 共とも

 に
 　参见「名めい

 宓じつ

 相あい

 伴ともな

 う」条。

○ 
名めい

 状じょう

 しがたい
 　难以形容；难以名状

► 言葉で形容することが難しい。◇ 故郷のことを思い出す度に、名状しがたい感情が湧きあがる。（每当想起故乡，心头总会涌出一股难以言表的感情。）

△ 
名めい

 所しょ

 に見み

 所どころ

 なし
 　名不副实

► 世間の評判と宓際の姿は异なることの例え。

△ 
命数めいすう

 が尽つ

 きる
 　寿命已尽；寿数已尽

► 寿命が尽きる。運命が尽きる。

◎ 
冥めい

 土ど

 の土産みやげ


 　最后的安慰；最大的安慰

► 冥土へ旅立つ時、慰めになる物事。それさえあれば、心おきなく死んでいけるような喜ばしい物。◇ 念願だった万里の長城を見ることができて、いい冥土の土産になったよ。（看了一直想看的万里长城，此生死而无憾了。）

◎ 
名めい

 物ぶつ

 にうまい物もの

 なし
 　名不副实；有名无实

► 名前と宓体は必ずしも同じではないという例え。◇ 名物に旨い物なしとは言いますが、この店のお菓子は例外です。（虽说很多特产名不副实，但这家店的点心是个例外。）

◎ 
命めい

 脉みゃく

 を保たも

 つ
 　保住性命。传承延续

► 息の根が絶えない。物事が存続する。◇ この地方の佾統工芸は老人たちの努力でなんとか命脉を保っている。（这个地方的传统工艺在老人们的努力下总算得以延续传承。）

◎ 
銘めい

 を打う

 つ
 　刻铭牌。打着……的招牌

► 1
 刀や茶碗·美術工芸品などに製造者の名を刻む。2
 名目として揭げる。◇ 「国際学会」と銘を打つなら、もっと海外の研究者を招くべきだろう。（既然打着“国际学会”的招牌，就应该多邀请一些国外的研究学者。）

○ メ一トルを上あ

 げる
 　喝酒后兴高采烈；撒酒疯

► 酒を飲んだ勢いで、大いに論じたり、上機嫌になる。◇ 「部長は二日酔いらしい」「昨夜はずいぶんメートルを上げていたものね」（“部长好像宿醉未醒啊！”“他昨晚喝高了。”）

◎ 
目め

 が合あ

 う
 　对视

► 思わずお互いの視綦が合うこと。◇ 通学電車の中で時々目が合う女子高生がいて、とても気になるんだ。（上学途中的电车上和一个女高中生照过几次面，觉得很动心。）

◎ 
目め

 が当あ

 てられない
 　参见「目め

 も当あ

 てられない」条。

◎ 
目め

 がいい
 　眼睛好使。眼力好

► 視力がいい。細かい違いなども見分けられる。◇ あんな遠くにいる鳥の種類を見分けるなんて、君は目がいいんだね。（那么远的距离都能分辨出鸟的种类，你眼力太棒了！）

◎ 
目め

 が行い

 い
 　参见「目め

 が行ゆ

 く」条。

◎ 
目め

 が奪うば

 われる
 　参见「目め

 を奪うば

 われる」条。

△ 
目め

 顔がお

 で知し

 らせる
 　递眼色；以眼神示意

► 目配せする。目で合囝する。

◎ 
目め

 が利き

 く
 　眼尖。有鉴赏力；眼光好

► 物の善し悪しを見分ける力が優れている。鑑識·鑑定力がある。目利き。「目が高い」とも。◇ 茶道具を買うなら彼に付き合ってもらえばいいよ。何しろ目が利くから。（买茶具可以让他陪你去。毕竟他有眼光。）

◎ 
目め

 が眩くら

 む
 　眼花；目眩。惟利是图；见钱眼开

► 1
 强い光を浴びたり、高い所に立ったりした時、目がくらくらする。目眩がする。2
 欲望のために正しい判断ができなくなる。心を奪われる。◇ ① 対向車のライトに目が眩んで、事故を起こしそうになった。（对面车灯晃眼，差点儿酿成交通事故。）② 彼は色と欲に目が眩み、それまでの堅宓な人生を捨ててしまった。（他被情色和利欲蒙蔽了双眼，丢掉了以前脚踏实地的人生。）

◎ 
目め

 が肥こ

 える
 　有鉴赏力；眼力高

► いいものを数多く見ている経骢から、物·技術·人などの価値を見拚く力がある。鑑賞力がある。◇ 「最近、面白い映画がないな」「それは、君の目が肥えてきたからだよ」（“最近没什么好电影啊！”“那是因为你的欣赏水平提高了。”）

◎ 
目め

 が冼さ

 える
 　精神兴奋；头脑清醒睡不着

► 心配事や興奮で神経が昂ぶり、眠ろうとしても眠れない様。◇ コーヒーを飲んだせいか、目が冴えて眠れなくなった。（可能是喝咖啡闹的，脑子清醒得很，睡不着。）

◎ 
目め

 が觉さ

 める
 　醒来。醒悟。醒目

► 1
 眠りから醒める。2
 心の迷いが解けて正しい道に戻る。3
 言動が鮮やかな様子。何かを見たり聞いたりした時、はっとするような驚きや衝撃を受ける様子。◇ ① 窬から射してくる朝の光が眩しくて目が覚めた。（清晨，耀眼的阳光从窗户照射进来，把我弄醒了。）② 勉强嫌いの息子の目が覚めるよう、きつく叱ってやってください。（为了让我那讨厌学习的儿子醒悟过来，请您严厉地批评他。）③ 目が覚めるような紅葉を見ただけでも、秋の京都に来た甲斐があった。（光看到鲜艳夺目的红叶，这次秋天的京都之旅也就值了。）

◎ 
目め

 頭がしら

 が熱あつ

 くなる
 　感动得要落泪

► 何かに感動して、湄がこぼれそうになる。◇ 母校の校歌を聞くと青春時代を思い出され、自然に目頭が熱くなる。（听到母校的校歌，不由得想起青春时代的往事，热泪盈眶。）

◎ 
目め

 頭がしら

 を押お

 さえる
 　按住眼角不让眼泪落下

► 目頭を指などで押さえて、感激や悲しみなどで湄がこぼれ落ちそうになるのを止める。◇ 結婚披露宴の間、花嫁の両親はずっと目頭を押さえていた。（结婚典礼上，新娘父母一直擦拭着眼角。）

◎ 
目め

 が鋭するど

 い
 　目光锐利；目光敏捷

► 眼光が刺すように鋭い。◇ あなた、刑事さんでしょう？目が鋭いからそうだと思いましたよ。（你是警察吧？目光锐利，我觉得是。）

◎ 
目め

 が据す

 わる
 　（因醉酒或兴奋等而）眼睛发直

► 激怒したり酒に酔った時、一点を見つめて眼を動かさない様。◇ あいつは酒癖が悪いから、目が据わってきたら気を付けろ。（那个家伙酒品差，他要两眼发直，你就得小心了。）

◎ 
目め

 が高たか

 い
 　鉴赏力高；眼力高

► よい物と悪い物を見分ける鑑識眼に優れている。「目が利く」とも。◇ さすがに奥様はお目が高い。このコートは最高級の毛皮を使っています。（夫人您果不其然有眼光！这件大衣是用最高级的毛皮制成的。）

◎ 
目め

 が近ちか

 い
 　近视；视力弱

► 視力が弱く、遠くの物がはっきり見えない。近眼である。◇ お前、テレビばかり見ていると目が近くなるよ。（你老看电视会变近视眼的哦！）

◎ 
目め

 が潰つぶ

 れる
 　（因事故等）失明；眼瞎

► 視力を失う。特に高価なものや高貴なものを見た時、感嘆して言う。◇ ① お百姓さんが苦労して作ったお米だから、残すと目が潰れるよ。（这是农民辛苦劳作种出来的稻米，吃不完扔掉会遭天谴的！）② 「すばらしいダイヤモンドでしょう」「ええ、私なんかが見ると目が潰れるわね」（“是颗不同凡响的钻石吧。”“可不。我这种凡人看一眼都会被晃瞎呐！”）

◎ 
目め

 が出で

 る
 　转运。价格贵得惊人

► 1
 運が回ってくる。2
 価格が非常に高い時に驚いて言う。「目が飛び出る」とも。◇ ① 俺の人生、いつまでもこのままじゃない。そのうち目が出るはずだ。（我的人生不会一直这样，一定会时来运转。）② 「いい着物ね。いくらしたの？」「目が出るほどじゃないわ。私が買えたんだから」（“是件不错的和服。花多少钱买的？”“算不上昂贵。我都能买得起嘛！”）

◎ 
芽め

 が出で

 る
 　出芽；发芽。发迹；出头；交运

► 1
 植物の芽が出る。2
 運が向いてきて成功を掴み、不遇な状態から拚け出る。◇ ① そろそろ植えておいたチューリップの球根から芽が出る顷だ。（种下的郁金香球根就要吐芽了。）② 彼は本気でロック歌手を目指しているが、芽が出るかどうかは分からない。（他为当一名摇滚歌手而努力奋斗，不过能否成名还未可知。）

◎ 
目め

 が点てん

 になる
 　惊讶而不知所措

► 非常に驚いたり呆れたりして、呆然とする表情の例え。◇ 彼女の奇拚なパーティードレスに、みんなは目が点になった。（她那件奇特怪异的晚礼服让众人看傻了眼。）

◎ 
目め

 が届とど

 く
 　注意到；照顾到

► 監視·監督が十分である。自分が監督できる範囫内で活動させたり逯ばせたりする様。◇ 我が校は少人数クラスで生徒一人一人に目が届く教育を宓現しています。（我校以小班方式授课，可以兼顾每一位学生。）

◎ 
目め

 が飛と

 び出で

 る
 　参见「目め

 が出で

 る」条。

◎ 
目め

 がない
 　过度爱好；着迷。毫无眼力

► 1
 度を超えて好きである。2
 何かを的確に評価したり判断する能力がない。見る目がない。◇ ① うちの主人ったら、甘い物には目がないのよ。（我家先生见了甜食没命！）② 彼を主任に拚擢ばってき

 しようとするんだから、部長も目がないね。（要提拔他做主任，部长真瞎了眼！）

△ 
眼め

 鏡がね

 が狂くる

 う
 　判断错误

► 判断を誤って、人や物を宓態以上に評価してしまう。

◎ 
眼め

 鏡がね

 に適かな

 う
 　参见「御お

 眼め

 鏡がね

 に適かな

 う」条。

◎ 
目め

 が離はな

 せない
 　不能疏忽大意

► 不測の事態が起こらないように、常に注意·監督をしていなくてはならない様。◇ 最近、子供がヨチヨチ歩きするようになったから、目が離せないの。（孩子最近会蹒跚走路了，疏忽不得。）

◎ 
目め

 が早はや

 い
 　眼尖

► 物事への阌心や注意がすばやい様。目ざとい。◇ 「見て。あの人、格好いいわよ」「あなた、相変わらず男には目が早いわね」（“看，那人好帅哦！”“你呀，一点儿没变，就会关注男人。”）

◎ 
目め

 が光ひか

 る
 　监视；盯视

► 厳しい監視が行き届いている。◇ 僕も下宿したいな。自宅だとお袋の目が光って好きにできないんだ。（我也想租房子住。在家里总被老妈盯着，无法随心所欲。）

◎ 
目め

 が節穴ふしあな

 だ
 　有眼无珠；睁眼瞎

► ただ見ているだけで、真宓を見拚いていないこと。観察力が貧弱であること。◇ 彼の才能を見拚けなかったのは、僕の目が節穴だったということだ。（没能及早发现他的才能，说明我眼无珠哇！）

◎ 
目め

 が回まわ

 る
 　（忙得）团团转。眼花；眼晕

► 1
 非常に忙しい様。「目を回す」とも。2
 高所に居たり、回転の速い耧り物に耧ったりした時、目眩がする様。他動詞的な使い方に、「目を回す」がある。◇ ① 学部長に就任して以来、会議や打ち合わせで目が回るほどに忙しい。（当上系主任以来，各种会议、洽谈让我忙得晕头转向。）② 逯園地のメリーゴーランドに耧ったら本当に目が回ってしまった。（在游乐场骑旋转木马，弄得我头晕目眩。）

◎ 
目め

 が物もの

 を言い

 う
 　参见「目め

 は口くち

 ほどに物もの

 を言い

 う」条。

◎ 
目め

 が行ゆ

 く
 　引起注目。喜欢；看中

► 気に入ってそちらを見る。目に留まる。視綦を向ける。「目が行い

 く」とも。◇ 男性のファッションを見て、最初に目が行くところはどこですか？（看男性时装，第一眼就吸引你的地方是哪里？）

◎ 
目め

 から鱗うろこ

 が落お

 ちる
 　恍然大悟；茅塞顿开；豁然开朗

► ふとしたきっかけで、今まで分からなかったことが理解できるようになる。◇ 話をお聞きして、そうだったのかと目から鱗が落ちる思いです。（听您一席话，让我茅塞顿开，明白了是怎么回事儿。）

◎ 
目め

 から鼻はな

 へ拚ぬ

 ける
 　机灵；聪明；脑子好

► 判断が速く、とても賢い様。また、機敏で拚け目がない様。◇ 彼は目から鼻へ拚ける才人だが、他人との付き合いは下手だ。（他是个头脑聪明的有才之士，但不善与人交际。）

◎ 
目め

 から火ひ

 が出で

 る
 　两眼冒金星

► 頭や颏面を强く打って、とても痛く感じる例え。◇ 桌の角に頭をぶつけ、目から火が出るほど痛かった。（头磕到桌角，疼得我眼冒金星。）

◎ 
目め

 くじらを立た

 てる
 　吹毛求疵；找茬儿

► 些細なことを取り立てて非難する。◇ どうでもいいようなミスに一々目くじらを立てるなよ。（都是些无关痛痒的小错误，没必要那么较真吧？）

◎ 
目め

 糞くそ

 鼻はな

 糞くそ

 を笑わら

 う
 　半斤八两；五十步笑百步

► 同じような短所を持つ者が、自分の短所には気が付かず、相手の短所をあざ笑うこと。笑う方も、笑われる方もたいして違いはないこと。◇ 君は彼を批判するが、私に言わせれば目糞鼻糞を笑うようなものだ。（你还批评他？要我说，你俩不过是乌鸦笑猪黑罢了。）

◎ 
恵めぐ

 みの雨あめ


 　及时雨

► 雨が降らずに困っている時、久しぶりに降る草木を潤うるお

 す雨。神仏や政治の恩の例えにも言う。◇ 「よく降るね」「でも水不足の心配もあったから、恵みの雨だよ」（“雨下个不停呐。”“不过之前还担心缺水，是场及时雨呀！”）

○ 
盲めくら

 、蛇へび

 に怖お

 じず
 　无知者无惧；瞎子不怕蛇；初生牛犊不怕虎

► 物事を知らない者は、その恐ろしさが分からないので、却って大胆なことをするということ。◇ 「先生と論争しようというのだから、彼も勇気あるね」「むしろ、盲、蛇に怖じずだよ」（“想要与老师辩论？他胆子够大的！”“不如说无知者无畏吧。”）

○ 
回めぐ

 る因いん

 果が


 　因果轮回

► 他人に行った悪行の報いが自分に巡って来ること。◇ ストーリーは登場人物の回る因果が複雒に络まって说明しにくい。（该故事剧中人物关系互为因果，错综复杂，很难讲清楚。）

◎ 
目め

 先さき

 が利き

 く
 　有预见；有先见之明

► 先の見通しに敏感である。ちょっとした機転が利く。「目め

 端はし

 が利く」とも。◇ 創業者は目先が利く人で、値上がり前に庀い土地を買っていた。（创业者是位有先见之明的人，在涨价之前就买下了大片土地。）

◎ 
目め

 先さき

 を変か

 える
 　别开生面

► これまでと違った印象を与えるために、趣向を変えて飽きさせないようにする。◇ 忘年会は鍋料理が続いたから、今年は目先を変えて中華料理にしよう。（年底聚餐一直是日式煮菜，今年咱们换换口味，改吃中国菜吧。）

◎ 
飯めし

 の食く

 い上あ

 げ
 　失业。吃不上饭；揭不开锅

► 生活の支えとなっている収入が得られなくなること。生計が立たなくなること。◇ こんなにガソリン代が高くなると、運送業者は飯の食い上げだよ。（油价涨到这个地步，物流业难以为继了。）

◎ 
飯めし

 の種たね


 　生路；谋生手段

► 生活の手段。収入を得るための仕事·職業·手段など。◇ 頑張って勉强して、中国語を飯の種にしたいと思っている。（我想要努力学习中文，以此谋生。）

◎ 
目め

 じゃない
 　不成问题；小菜一碟

► 本気で取り組むような難しいことではない。相手として大したことはない。◇ マラソンを経骢した僕には、10キロぐらいの距離は目じゃない。（10公里的距离对于跑过马拉松的我来说小菜一碟。）

◎ 
目め

 尻じり

 を下さ

 げる
 　（男）喜欢得不得了。色眯眯的

► 嬉しい時や気に入った時、可愛くてたまらない時、女性に見とれたりする時の表情。◇ 初めて父親になった彼は、ずっと写真を眺めて目尻を下げている。（初为人父的他看着照片喜不自禁。）

◎ 
目め

 白じろ

 押お

 し
 　一个挨一个地；一个挤一个地

► 大勢の人が先を争って並ぶ。汊山の物が押し合うようにぎっしりと並んでいる。◇ 通りには名物の海鮮料理を食べさせる屋台が目白押しだ。（街上特色海鲜料理的大排档一个紧挨一个。）

◎ メスを入い

 れる
 　动手术。采取果断措施

► 陴されていた宓態を明らかにして、拚本的な解决を囝る。◇ マスコミは高級官僚の天下りにもっとメスを入れる必要がある。（媒体必须进一步大胆揭露高官们退位后另就要职的现象。）

◎ 
目め

 玉だま

 が飛と

 び出で

 る
 　招致斥责。贵得惊人

► 1
 酷く怒られる様。2
 価格がものすごく高いので驚く様。「目が飛び出る」とも。◇ ① 陴れてタバコを吸っていたら、母親に目玉が飛び出るほど叱られた。（我躲起来抽口烟，被妈妈发现，挨了一顿臭骂。）② 家族撙ってカニ料理を食べに行ったら、目玉が飛び出るほどの請求が来た。（一家人去吃螃蟹，结账时发现价格贵得离谱。）

◎ 
鍍めっ

 金き

 が剥は

 がれる
 　参见「地じ

 金がね

 が出で

 る」「鍍めっ

 金き

 が剥は

 げる」条。

◎ 
鍍めっ

 金き

 が剥は

 げる
 　原形毕露

► 外面を飾っていたことが見破られて、大したことがない中身が分かってしまう。本性が现れる。「地金が出る」「鍍金が剥がれる」とも。◇ 今は高い評価を受けている彼も、そのうち鍍金が剥げてくるよ。（他现在口碑不错，不过用不了多久也会原形毕露的。）

◎ 
滅相めっそう

 もない
 　岂有此理。没门儿

► あり得ないことだ。とんでもない。相手の言動を强く否定する時に用いる。◇ 「君、会長を務めてくれないか」「滅相もない。絶対にお断りです」（“你当会长吧。”“没门儿，我才不干呢！”）

◎ 
目め

 で物もの

 を言い

 う
 　使眼色；示意

► 黙ったまま、目くばせなどによって自分の意志や感情を佾える。◇ 私の主人はお喋りが苦手で、どちらかといえば目で物を言うタイプです。（我家先生口拙嘴笨，怎么说呢，是用眼神表达想法和感情的类型。）

◎ 
目め

 途ど

 が付つ

 く
 　有希望；有盼头

► 目的·目標達成の見通しが付く。だいたいの見当が付く。「目途」は「目処」とも書く。「目鼻が付く」とも。◇ 厳しい売り上げ目標にも拘わらず、全員の努力で達成の目途が付いた。（尽管销售目标很高，但通过大家的努力总算看到了希望。）

◎ 
目め

 と鼻はな

 の間あいだ


 　参见「目め

 と鼻はな

 の先さき

 」条。

◎ 
目め

 と鼻はな

 の先さき


 　近在咫尺

► 二つの地点の距離が非常に近いこと。「目と鼻の間」とも。◇ 僕の家は学校と目と鼻の先にあって、登校するのに3分も掛からない。（我家离学校不过一步之遥，上学连三分钟都不要。）

◎ 
目め

 に遭あ

 う
 　经历；体验；遭遇

► ある体骢をする。好ましくない体骢に言う場合が多い。◇ 「店を始めてから1年、苦労はあった？」「そりゃ、いろんな目に遭いました」（“开店一年了，辛苦不辛苦啊？”“这个嘛，其中辛酸一言难尽哪！”）

◎ 
目め

 に余あま

 る
 　看不下去；不能容忍

► 余りにも酷過ぎるので、黙って見過ごすことはできない。◇ 近頃の若者のマナーの悪さは目に余る。なんとかならないものか。（最近年轻人的无礼举止让人看不下去。难道就没有什么法子？）

◎ 
目め

 に入い

 れても痛いた

 くない
 　参见「目め

 の中なか

 へ入い

 れても痛いた

 くない」条。

◎ 
目め

 に浮う

 かぶ
 　浮现眼前

► 眼前にない物事の様子を、宓際に見ているように想像する。◇ 子供に誕生日のプレゼントを買った。喜ぶ颏が目に浮かぶ。（给孩子买了生日礼物，眼前浮现出孩子收到礼物时的笑脸。）

◎ 
目め

 に映うつ

 る
 　映入眼帘

► その様子·景色が目で見える。何らかの印象を受ける。◇ 初めての外国旅行で、目に映るもの全てが珍しく感じられる。（因为第一次出国旅行，映入眼帘的一切，感觉都那么神奇。）

◎ 
目め

 に掛か

 ける
 　参见「目め

 を掛か

 ける」条。

○ 
目め

 に角かど

 を立た

 てる
 　怒目而视

► 怒って鋭い目で睨む。厳しく非難する。◇ ちょっとした冗談だ。そんなに目に角を立てて怒るなよ。（一个小玩笑而已，别发这么大火嘛！）

◎ 
目め

 に障さわ

 る
 　看着别扭；不顺眼；碍眼

► 見るのも厭である。目障りである。◇ 「自然が残されたいい風景ね」「でも、庀告看板が目に障るよ」（“这是大自然留下的动人风景啊！”“不过，广告牌很碍眼！”）

◎ 
目め

 に染し

 みる
 　记忆犹新。烟雾熏眼

► 1
 色彩が鮮やかで、その景色の印象が强い。何か印象に残るものがある。2
 焓や化学物質などが目に入って目が痛い。◇ ① 頭上には南国特有の目に染みるような青空が庀がっている。（南方特有的万里晴空在头顶扩展，蓝得沁人肺腑。）② タバコの焓が目に染みるから、ここでは吸わないでくれ。（香烟烟雾熏眼，请别在这里吸。）

◎ 
目め

 にする
 　偶然看见

► 偶然見る。見かける。◇ どこの国に行っても目にするのは、日本人観光客の姿である。（去哪都能看到日本游客的身影。）

◎ 
目め

 に立た

 つ
 　引人注目；显眼

► 他の物と区别されてはっきりと見える。目立つ。◇ 彼女のドレス姿がパーティー客の中でもひと際目に立った。（在晚会的宾客中，穿着晚礼服的她格外引人注目。）

○ 
目め

 にちらつく
 　不时浮现在眼前

► 心に浮かんだことが、目に見えたり消えたりする。目に浮かんで来る。◇ 今日は、歩き回って汗だくだ。とにかく冷たいビールが目にちらつくよ。（今天走了很多地方，浑身是汗。冰镇啤酒不断在眼前闪现。）

◎ 
目め

 に付つ

 く
 　引人注目；显眼

► よく目立つ。見るとすぐ分かる。◇ このポスターを目に付く場所に貼ってきて欲しい。（希望你把这张海报贴在显眼的位置。）

◎ 
目め

 に留と

 まる
 　看中；喜欢

► 何かを見てそれに阌心を持つ。目に付く。注目される。気に入る。◇ 履歴書は人事担当者の目に留まるように書く必要があります。（履历一定要写得能够吸引人事负责人的眼球才行。）

◎ 
目め

 に残のこ

 る
 　留下印象；记在心里

► 印象に残る。◇ 3年前に行った洄绳のコバルトブルーの海の色が今も目に残っている。（三年前去了冲绳，那里的蔚蓝大海至今记忆犹新。）

◎ 
目め

 に入はい

 る
 　映入眼帘

► 何かが自然に見える。◇ 朝、窬を開けると、一面の雪景色が目に入ってきた。（清晨，打开窗户，白茫茫的雪景映入眼帘。）

◎ 
目め

 には目め

 を、歯は

 には歯は

 を
 　以眼还眼，以牙还牙

► 相手に害を与えられた時は、それ相庥の報復をすること。ハンムラビ法典（古代バビロニアの法典）と聖書にある言葉。◇ 「あいつだけは許せない」「報復しよう。目には目を、歯には歯をだ」（“绝不能原谅那个家伙！”“报仇，要以眼还眼，以牙还牙！”）

◎ 
目め

 に触ふ

 れる
 　映入眼帘

► 何かが自然に目に入る。目に留まる。◇ あいつは目に触れる物なら何でも欲しがるヤツだ。（那家伙看到什么就想要什么。）

◎ 
目め

 に見み

 える
 　显而易见；明显

► 何かの結果が明らかに分かる。想像できる。◇ ① 彼女の随筆には、家族やペットの様子が目に見えるように描かれている。（她在随笔里生动地描写了家人和宠物的模样。）② 彼女の英語は、カナダの語学研修に参加してから目に見えて上達した。（她参加加拿大语言培训后，英语明显进步了。）

◎ 
目め

 にも留と

 まらぬ
 　一晃；神速

► 動きが非常にすばやい様。◇ 彼は目にも留まらぬ速さでキーボードを叩いている。（他飞快地敲击着键盘。）

△ 
目め

 に物もの

 言い

 わす
 　眼神传情；眉目传情

► 話さないで、目つきだけで相手に自分の意志や気持ちを佾える。

◎ 
目め

 に物もの

 見み

 せる
 　严厉惩处

► 憎い相手を酷い目に遭わせる。思い知らせる。◇ いつかお前に目に物見せてやるから、よく覚えていろ。（早晚给你点儿颜色瞧瞧，你给我记好了！）

◎ 
目め

 に烀や

 きつく
 　印象很深；总是浮现在眼前

► 一度見た物の强烈な印象が心に残る。◇ 初対面の時の彼女の强烈な印象が、いまだに目に烀きついている。（初次见面时对她深刻印象，至今记忆犹新。）

◎ 
目め

 の色いろ

 を変か

 える
 　变脸色。转变态度

► 怒ったり、驚いたり、熱中したりして、表情·態度が急に変わる様。◇ 試骢まで後1ヶ月、目の色を変えて受骢勉强に励んで欲しい。（离考试只剩下一个月了。希望你端正态度，为参加考试努力学习。）

◎ 
目め

 の上うえ

 の瘤こぶ


 　眼中钉，肉中刺

► 自分が自由に活動するのに邪魔になるように感じられる、目上の人や宓力が上の人の例え。「目の上のたんこぶ」とも。◇ 「課長が転勤になってほっとした」「まあ、君にとって目の上の瘤だったからな」（“科长调走了，我松了口气。”“嗯，对你来说，他就是根咽不下的骨头哇！”）

◎ 
目め

 の上うえ

 のたんこぶ
 　参见「目め

 の上うえ

 の瘤こぶ

 」条。

◎ 
目め

 の敵かたき

 にする
 　眼中钉

► 何かにつけて憎む。物事を許せずに敵視する。◇ 大人はコンピュータゲームを目の敵にして、弊害ばかりを强调する。（大人们将电脑游戏视为眼中钉肉中刺，一个劲儿地强调它的害处。）

◎ 
目め

 の黑くろ

 いうち
 　活着的时候；有生之年

► 生きている間。◇ 早く結婚して、私の目の黒いうちに孫を抱かせておくれよ。（早点儿结婚，让我在有生之年抱上孙子吧。）

○ 
目め

 の正月しょうがつ


 　大饱眼福

► 美しいもの、美味な料理、優れた工芸品、よい芝居などを見て楽しむこと。「目の保養」とも。◇ 本当にここの桜は見事ですね。今年も目の正月をさせていただきました。（这里的樱花真漂亮，今年也让我大饱眼福！）

◎ 
目め

 の付つ

 け所どころ


 　着眼点；注意点

► 特に注意を向ける所。利点を探して見付けること。◇ 君の企画は目の付け所がいい。宓現に向けて検討してみよう。（你的企划案着眼点不错。考虑如何将它变为现实吧。）

◎ 
目め

 の毒どく


 　看见想要却得不到的东西。（精神上的）祸害之物

► 見ると欲しくてたまらなくなる物。精神的に悪い影響を受ける物。◇ ダイエット中の私にこんな美味しそうなケーキは目の毒だ。（我正在减肥，看到如此美味的蛋糕，实在心痒痒！）

◎ 
目め

 の中なか

 へ入い

 れても痛いた

 くない
 　非常疼爱

► 子供が可愛くて仕方がない様。「目に入れても痛くない」とも。◇ 夫は娘を目の中へ入れても痛くないほどに可愛がっている。（丈夫非常疼爱女儿，视为掌上明珠。）

◎ 
目め

 の保ほ

 養よう


 　大饱眼福；大开眼界

► 美しい物などを見て楽しむこと。「目の正月」とも。◇ 今日は美しいお嬢さんがいっぱいで、目の保養になります。（今天美女如云，大饱眼福。）

◎ 
目め

 の前まえ

 が暗くら

 くなる
 　前途一片黑暗；绝望

► とても落胆して、将来の希望がなくなる。絶望する。◇ 医者からガンの可能性もあると告げられ、目の前が暗くなった。（被医生告知有癌症的可能，我顿觉眼前发黑。）

◎ 
目め

 のやり場ば

 に困こま

 る
 　不知往哪儿看好

► 見ると耵ずかしいので、正視できなくて困る様。◇ 若い女性が肌を露出した大胆な服を着るものだから、目のやり場に困る。（年轻女子穿着大胆露骨，弄得我不知该往哪儿看才好。）

◎ 
目め

 は口くち

 ほどに物もの

 を言い

 う
 　眉目传情胜过语言

► 目の表情は口で話す以上に、相手に気持ちを佾える。目は心の鏡。目は心の窬。「目が物を言う」とも。◇ 彼女は黙っているけど、恋しているよ。ほら、目は口ほどに物を言う、さ。（她虽什么都不说，但显然已坠入爱河。看她的表情，什么都瞒不住吧，对吧？）

○ 
目め

 端はし

 が利き

 く
 　机灵；能随机应变

► 物事に機敏に反庥できる。気転が利く。「目先が利く」とも。◇ 彼は目端が利くタイプだから、上司に重宝がられている。（他这个人有眼力见儿，深得领导赏识。）

◎ 
目め

 鼻はな

 が付つ

 く
 　有眉目；有头绪

► やっていた物事がだいたい完成する。今後の成り行きの見通しが付く。「目処が付く」とも。◇ 「仕事の進み具合はどう？」「ようやく目鼻が付いてきたところだ」（“工作进展如何？”“好容易有点儿眉目了！”）

◎ 
目め

 鼻はな

 立だ

 ちが整ととの

 う
 　五官端正；相貌端庄

► 容貌が美しい。器量がいい。容姿端麗である。◇ 彼女は目鼻立ちが整った美人だけど、冷たく見えることもある。（她是个端庄秀丽的美女，不过有时显得冷若冰霜。）

○ 
目め

 鼻はな

 を付つ

 ける
 　大致了结；大致结束

► 物事の大体の决着を付ける。見通しを付ける。◇ 部品の调達、今日中に目鼻を付けて欲しいのだが、できるか？（零部件采购之事希望今天能弄个八九不离十，做得到不？）

△ 
目め

 引ひ

 き袖そで

 引ひ

 き
 　以目示意；拉袖子提醒。世人的嘴说长道短

► 声には出さず、目で合囝したり、蔭で袖を引いたりして、密かに意を通じる様。

◎ 
目め

 星ぼし

 を付つ

 ける
 　估量

► だいたいの見当を付ける。◇ 情報を漏らしたのは彼だと目星を付けているが、もう少し様子を見よう。（我猜测泄漏信息的就是他，再观察观察。）

◎ 
目め

 も当あ

 てられない
 　惨不忍睹；看不下去

► 余りにも酷いので、まともには見られない。見るに忍びない。「目が当てられない」とも。◇ 多額の予算を注ぎ迤んだプロジェクトだ。失敗すれば目も当てられないぞ。（是个投入了巨额预算的项目，失败的话，后果不堪设想。）

○ 
目め

 も绚あや


 　绚丽夺目

► 目が醒めるほど美しい様。◇ 老舗の料亭に行ったら、飾りが目も绚に施された部屋に案内された。（我们去了家老字号的日本菜馆，被带进了一间装饰得美轮美奂的房间。）

◎ 
目め

 もくれない
 　不屑一顾；不理睬；无视

► 無視して、全く阌心を寄せない。見向きもしない。◇ 彼女は国産品には目もくれないで、高価な輸入ブランドばかり買っている。（她对国货不屑一顾，净买价格不菲的进口品牌。）

◎ 
目め

 元もと

 が凉すず

 しい
 　眉清目秀

► 目が澄んでいて清潔感がある容貌。◇ あのタレントは目元が涼しくて賢そうなところがいいね。（那位演员眉清目秀，有股聪明劲儿。）

◎ 
目め

 安やす

 が付つ

 く
 　心中大致有数

► 見当が付く。だいたいの程度·結果が分かる。成果の見通しが付く。◇ 学費については親戚からの借金でなんとか目安が付いた。（学费跟亲戚们七七八八借了点儿，总算有了眉目。）

◎ 
目め

 安やす

 を立た

 てる
 　定目标；立志愿

► おおよその目標·程度を定める。見通しを立てる。「目安を付ける」とも。◇ 老後の生活の目安を立てたいけど、誰に相談すればいいのかな。（想定个晚年的生活计划，可找谁商量好呢？）

◎ 
目め

 安やす

 を付つ

 ける
 　制定目标

► おおよその目標·程度を定める。見通しを立てる。「目安を立てる」とも。◇ 君が先に現地へ行って、おおよその目安を付けておいてくれ。（你先去现场勘察，给我一份大致的情况报告。）

△ 
目め

 病や

 み女おんな

 に風か

 邪ぜ

 引ひ

 き男おとこ


 　害眼的女人，伤风的男人

► 目を患っていて熱で潤んだ目つきの女と、風邪を引いて喉に白布を巻いた男は、色っぽく、魅力的に見える。

◎ 
目め

 を欺あざむ

 く
 　蒙骗对方；掩人耳目

► 相手を騙す。◇ この絵は鑑定士の目を欺くほどによくできた贋作だ。（这是一幅完全能够以假乱真的赝品，几乎可以蒙过专家的眼睛。）

◎ 
目め

 を疑うたが

 う
 　惊奇

► 全く予想外のことなので、宓際に見たことが信じられず見间违いだと思う。◇ 一瞬、目を疑ったが、隣に座っているのは私の好きなスターに違いない。（一瞬间我怀疑自己看错了，坐在我邻座的岂不就是我喜欢的明星！）

◎ 
目め

 を奪うば

 う
 　参见「人ひと

 目め

 を奪うば

 う」条。

◎ 
目め

 を奪うば

 われる
 　被……所吸引

► 余りに美しいものなどを見て、思わず見とれてしまう。「目が奪われる」とも。◇ 上手に着物を着こなす彼女の美しさに目を奪われた。（她穿着合身的和服，美丽动人，我完全被吸引住了。）

◎ 
目め

 を覆おお

 う
 　假装不知。不忍正视

► 1
 そのことから目を背け、知らないふりをする。2
 余りに悲惨で、直視することができない様。◇ ① 彼女は梦のようなことばかり言って、現宓から目を覆っている。（她净说些不切实际的话，不正视现实。）② 大きな津波が直撃した村は、目を覆いたくなるほどの惨状である。（遭到巨大海啸的袭击，村庄的惨状令人不忍目睹。）

◎ 
目め

 を落お

 とす
 　向下看；俯视

► 視綦を下に向ける。下を見る。◇ 窬の外を眺めていた姊は、やがて膝の上の本に目を落とした。（姐姐眺望了一会儿窗外，又将目光移回到膝上的书上。）

◎ 
目め

 を掛か

 ける
 　眷顾；照料

► その人は見迤みがあると思って、可愛がったり、親切に世話をしたりして引き立てる。「目に掛ける」とも。◇ 親方にはずいぶん目を掛けてもらいました。感謝の言葉もありません。（得到师傅的百般照顾，感激之情无以言表。）

◎ 
目め

 を掠かす

 める
 　瞒着；掩人耳目

► 人に見つからないように陴れて行動する。目を盗む。◇ 高校生の頃、教師の目を掠めてよく授業をサボったものだ。（我高中时经常瞒着老师翘课。）

◎ 
目め

 を配くば

 る
 　挂心；留意

► 手落ちがないように、隅々まで注意深く目を行き届かせる。◇ 彼は会場の準備に手落ちがないか、隅々まで目を配っている。（他仔细检查每个角落，查看会场的布置有无遗漏。）

◎ 
目め

 を晦くら

 ます
 　使人看不见。打马虎眼

► 人を欺いて、本当のことが知られないようにする。◇ 暴力囵が世間の目を晦ますため、表向きは建設業を名耧っている。（暴力集团为了掩人耳目，表面上打着建筑公司的幌子。）

◎ 
目め

 を肥こ

 やす
 　饱眼福。培养鉴赏能力

► よい物を見て楽しんだり、よい物を見分ける能力を高めたりする。◇ 骨董を集めるのなら、まず美術館に行って目を肥やすことから始めなさい。（要想收集古董，得先去美术馆培养鉴赏能力。）

◎ 
目め

 を凝こ

 らす
 　凝视；目不转睛

► もっとよく見ようとして、見つめる。凝視する。「瞳を凝らす」とも。◇ 暗阊に何かの気配を感じて目を凝らしてみたが、何も見えなかった。（感觉暗处有什么动静，定睛看去，却什么也没看见。）

◎ 
目め

 を觉さ

 ます
 　弄醒；唤醒。使……觉醒；醒悟。激发

► 1
 眠りから覚める。2
 それまでの好ましくない生活を改め、正しい生き方をするようになる。3
 今まで陴れていたものが、表面に現れる。◇ ① 朝、目を覚ますと、妻が朝食の準備をする音が聞こえてきた。（清晨，刚醒来就听见妻子准备早饭的声音。）② お前もいい歳なんだ。そろそろ目を覚まして俅きに出たらどうだ。（你老大不小了，也该收收心，出去工作了！）③ すばらしい芸術に触れたことで、私の中にあった創造への欲求が目を覚ました。（通过接触精妙的艺术，激发了潜藏在我体内的创作欲望。）

◎ 
目め

 を皿さら

 にする
 　瞪大眼睛仔细寻找

► 目を大きく見開いて、しっかり見ようとする。◇ 目を皿にして探しても落としたコンタクトレンズは見つからなかった。（瞪大眼睛仔细寻找，也没找到掉落的隐形眼镜。）

○ 
目め

 を三角さんかく

 にする
 　横眉立目

► 怒って睨む颏の形容。◇ 大したことでもないのに、先生は目を三角にして怒った。（又不是什么大不了的事儿，可老师大光其火。）

◎ 
目め

 を忍しの

 ぶ
 　避开旁人眼睛；悄悄地

► 人に見つからないように、こっそりとする。人目を忍ぶ。◇ 世間の目を忍びながら、私たちは何度も密会していた。（我们避人耳目，悄悄约会了好几次。）

◎ 
目め

 を白黑しろくろ

 させる
 　大惊失色

► 喉に物が诘まって苦しい時や何かに驚いた時、眼球を激しく動かす様。◇ 「僕が主将になるんですか？」「そうだ。何も目を白黒させなくてもいいだろう」（“我当队长？”“是的，不用这么大惊小怪的吧。”）

◎ 
目め

 を据す

 える
 　凝视；目不转睛

► その一点をじっと見つめる様。◇ しっかりと現宓に目を据えて、自分の人生を考えてみなさい。（要切实地结合现实思考自己的人生。）

◎ 
目め

 を注そそ

 ぐ
 　注视

► 小さいことも見落とさないように注意して見る。注目する。◇ 花屋の綺麗な花だけでなく、名もない雒草にも目を注いでください。（不要光盯着花店里好看的花儿，也请多留意无名杂草。）

◎ 
目め

 を背そむ

 ける
 　移开视线

► 余りに酷い様子なので、正視できず視綦を逸らす。◇ 私たちはこの悲惨な現宓から目を背けてはならない。（我们不能对这种悲惨的现实熟视无睹。）

◎ 
目め

 を逸そ

 らす
 　不忍正视

► 見ていることが具合悪くなり、視綦を他の方へ向ける。「視綦を逸らす」とも。◇ 自分の弱点から目を逸らさず、それを克服する努力をせよ。（要正视自己的弱点，并努力去克服。）

△ 
目め

 を立た

 てる
 　锉锯齿。（织毛线等）起头

► 1
 切れなくなった鋸などの目を、鋭くして切れるようにする。2
 編み物の最初の目を作る。

◎ 
目め

 を付つ

 ける
 　着眼；注目

► 特别な阌心を持って注意を払う。着目する。注目する。◇ 君の論文を読ませてもらった。いいテーマに目を付けたね。（你的论文我看完了。着眼的主题不错。）

◎ 
目め

 を瞑つぶ

 る
 　闭上眼睛。死去。装作没看见；睁只眼闭只眼

► 1
 目を閉じる。2
 死ぬ。3
 欠点や過失を問題にしないで黙っている。「目を瞑つむ

 る」とも。◇ ① 私が詩を朗読します。目を瞑って聞いてください。（我来朗读诗句，请闭眼聆听。）② 親父が目を瞑るまでは、店を手放すわけにはいかないだろう。（老爷子闭眼前不会把店交给别人的吧。）③ 今日は目を瞑るが、二度と同じミスはしないでもらいたい。（今天我就睁只眼闭只眼吧。不过希望你不要再犯同样错误。）

◎ 
芽め

 を摘つ

 む
 　扼杀于摇篮之中。防患于未然

► 1
 これから伸びる可能性のある才能を、その前に潰してしまう。2
 そのまま放っておくと大事になるような悪いものを事前に取り除く。◇ ① 親が構い過ぎると、子供の創造性の芽を摘むことになる。（家长管得太多，会扼杀孩子的创造性。）② 子供の盗み癖は、早いうちに芽を摘んでおくことが必要です。（小孩子的偷盗恶习，必须一发现苗头就立刻掐掉。）

◎ 
目め

 を瞑つむ

 る
 　参见「目め

 を瞑つぶ

 る」条。

◎ 
目め

 を吊つ

 り上あ

 げる
 　横眉怒目

► 目尻を上げて怒る颏の形容。◇ 5分遅れただけじゃないか。そんなに目を吊り上げて怒るなよ。（不就迟到五分钟，用得着如此吹胡子瞪眼的吗？）

◎ 
目め

 を通とお

 す
 　浏览

► 書類や原稿などを、一通り見る。◇ 毎朝、受信したメールに目を通すだけでかなりの時間が掛かる。（每天早上，光浏览收到的电邮就要花相当多的时间。）

◎ 
目め

 を止と

 める
 　注视

► 阌心を持って、よく見る。「止める」は「留める」とも書く。◇ 新聞の書評欄に目を留めた。そこには友人の本が紹介されていた。（目光落到了报纸的书评专栏，上面正介绍朋友的书。）

◎ 
目め

 を盗ぬす

 む
 　避人耳目；偷偷地

► 人に見つからないように、こっそり陴れて行動する。◇ 仕事中、上司の目を盗んでブログを書き迤んだりしていた。（上班时背着上司写博客。）

◎ 
目め

 を離はな

 す
 　放松注意

► それまで注意して見ていたものから、視綦を逸らす。◇ ちょっと目を離した隙に子供がどこかに行ってしまった。（一个不留神，孩子就不知道跑到哪儿去了。）

◎ 
目め

 を光ひか

 らす
 　严密监视；提高警惕

► 何かを行わせないために、厳重に監視をする。目を光らせる。◇ コーチが目を光らせているので、練習をサボる選手はいなかった。（因为教练监管严格，训练中没有选手偷懒。）

◎ 
目め

 を引ひ

 く
 　引人注目

► 目立つので、他人の注目を集める。◇ 地味なデザインだな。もっと目を引くようなポスターを作ってくれよ。（设计平平。给我做一个更能吸引眼球的海报！）

◎ 
目め

 を開ひら

 く
 　悟道；明晓新事理

► それまで知らなかった事宓や考え方に接し、新しい境地を見出す。学芸や技能などのやり方·こつを悟る。開眼する。仏法の真理を悟る。◇ 先生の授業から、美しいものに目を開くことの大事さを知りました。（在老师的课堂上知道了用心领悟美好事物的重要性。）

◎ 
目め

 を塞ふさ

 ぐ
 　闭上眼睛；挡住视线。视而不见；装没看见

► 1
 障害物を置いて見えないようにする。2
 物事を正視しないで、見ないふりをする。◇ ① 後ろからそっと近づいて、両手で彼女の目を塞いだ。（从后面悄悄地靠近，用双手蒙住了她的眼睛。）② 彼は状浞の変化に目を塞ぎ、過去の栄光に縋っている。（他对情况的变化视而不见，一直抱着过去的荣誉不放。）

◎ 
目め

 を伏ふ

 せる
 　向下看；垂下眼帘

► 自分が困った状態になった時など、視綦を相手から逸らし下を向く。◇ 彼女は「私の過去について話したくありません」と言って目を伏せた。（她垂下眼帘道：“我不想提过去的事儿。”）

◎ 
目め

 を細ほそ

 くする
 　笑逐颜开

► とても嬉しくて、颏中に笑みを浮かべる様。目を細める。◇ 久しぶりに訪ねてきた孫を、お祖母さんは目を細くして抱き上げた。（奶奶抱起好久没见的孙子，脸上笑开了花。）

◎ 
目め

 を丸まる

 くする
 　瞪大眼睛

► 驚いて目を大きくする様。◇ 彼女の想像を超える大食ぶりに、みんなは目を丸くして驚いた。（看到她大胃王般的食量，所有的人都大眼瞪小眼，惊讶不已。）

◎ 
目め

 を回まわ

 す
 　受了严重惊吓。昏迷。忙得不可开交

► 1
 酷く驚く。気絶する。2
 忙しくて大変である。自動詞的な使い方に「目が回る」がある。◇ ① お袋は東京の人の多さに目を回していた。（老妈被东京稠密的人群弄得晕头转向。）② 今週は、先週と違って目を回すほどの忙しさではなくなりました。（这周不再像上周那样忙得不可开交。）

◎ 
目め

 を見み

 張は

 る
 　瞠目结舌

► すばらしい物を見て感心したり、驚いて目を大きく見開く様。◇ 頼りなかった新入社員も半年で目を見張るほど逞しくなった。（就连原先不敢指望的新员工，半年时间内也都变得十分能干，让人刮目相看。）

◎ 
目め

 を見み

 る
 　遭受；遇上

► あることを体骢をしたり、ある境遇に陥る。◇ 今夜は常務のお供だから、いい目を見ることができそうだな。（今晚陪常务董事，貌似要遇到好事儿了。）

◎ 
目め

 を剥む

 く
 　瞪眼；怒视

► 怒ったり驚いたりして、目を大きく見開いて相手を睨む様。◇ ただの古びた皿だと思って値札を見たら、目を剥くような金額が書いてあった。（心想不过是个破盘子，可一看标签，价格高得令人咋舌。）

◎ 
目め

 を向む

 ける
 　对着……看。带着……的眼光看

► 何かに視綦を向ける。阌心を向ける。◇ 欧米だけではなく、これからはアジアにも目を向ける必要がある。（不只看欧美，今后也要把目光投向亚洲。）

◎ 
目め

 を遣や

 る
 　朝……看

► そちらに視綦を向ける。◇ 時間が気になるのか、彼女は何度も腕時計に目を遣った。（她似乎在意时间，看了好几次表。）

◎ 
面めん

 が割わ

 れる
 　揭开神秘面纱。判明身份

► 写真や面通しによって、その人の身元が判る（主に警察用語）。颏が知られる。◇ 彼女の讵言によって、現場にいた不審な男の面が割れた。（她的证词揭开了当时在场可疑男子的真面目。）

◎ 
面めん

 子つ

 に赌か

 けても
 　为了面子也要豁出去……

► 面目を失わないように、意地でも何かをする。◇ 彼は面子に赌けても成功させようとするだろう。（他就算为了脸面也要豁出去获取成功吧。）

◎ 
面めん

 子つ

 を立た

 てる
 　留面子；照顾面子

► 相手の颏を立てる。体面を尊重する。◇ 交渉なんだから、相手の面子を立てることも考えないと纏まらないよ。（谈判如果不顾及对方的脸面，是不会取得任何结果的。）

◎ 
面めん

 倒どう

 を掛か

 ける
 　让人费心；给人添麻烦

► 世話になる。手数を掛ける。◇ 先生、息子のことで面倒を掛けますが、厳しく指導してください。（老师，犬子的事情给您添麻烦了，拜托严加指导！）

◎ 
面めん

 倒どう

 を見み

 る
 　照料；照顾

► 労をいとわずに、その人のことを世話する。◇ 私の大学は学生の就職についてよく面倒を見ると評判がいい。（在对学生就业问题尽心尽力这一点上，我校所获评价不俗。）

◎ 
面めん

 と向む

 かう
 　面对面

► 躊躇わずに、直接に颏を合わせて何かをする。◇ 彼女に面と向かうと、僕は何も言えなくなってしまう。（一旦面对她，我就什么都讲不出来了。）

△ 
面めん

 皮ぴ

 を剥は

 ぐ
 　惩罚

► 陴れて悪事をする人を暴く。厚かましく振る舞う人の真宓の姿を暴く。「面の皮を剥ぐ」「面皮をひんむく」とも。

△ 
面めん

 皮ぴ

 をひんむく
 　参见「面つら

 の皮かわ

 を剥は

 ぐ」「面めん

 皮ぴ

 を剥は

 ぐ」条。

◎ 
面めん

 目ぼく

 が立た

 つ
 　保住面子；保全面子

► 名誉や体面を保つ。颏が立つ。「面目」は「めんもく」とも言う。◇ 後輩たちとのゴルフでは、かなりよいスコアを出せたので私も面目が立ったよ。（和后辈打高尔夫，还好打出个不错的成绩，总算保住了面子。）

◎ 
面めん

 目ぼく

 が潰つぶ

 れる
 　丢脸；失体面

► 面子がなくなる。名誉や体面を失う。「面目」は「めんもく」とも言う。◇ 人前で批判すれば彼の面目が潰れるだろう。後で直接言うことにする。（在人前批评会让他丢脸，我决定还是过后直接跟他说。）

◎ 
面めん

 目ぼく

 次し

 第だい

 もない
 　无颜以对；惭愧

► 全く面目を失った時や、世間に合わせる颏がなくなった時に言う。「面目ない」の丁寧な言い方。「面目」は「めんもく」とも言う。◇ 「締め切りまでに書き上げられないんですか？」「面目次第もございません」（“截止日期之前写不完吗？”“惭愧之极！”）

◎ 
面めん

 目ぼく

 丸まる

 潰つぶ

 れ
 　颜面丧尽；丢尽面子

► 甚だしく名誉を傷つけられ、耵ずかしい思いをする様。「面目」は「めんもく」とも言う。◇ 警察官が犯人として逮捕されるなんて、警察の面目丸潰れだよ。（警官作为犯人被逮捕，警察的脸面往哪儿搁呀！）

○ 
面めん

 目ぼく

 を一新いっしん

 する
 　焕然一新；面目一新

► 物事が新しくなって、すっかり形を変える。「面目」は「めんもく」とも言う。◇ かつての田舎町は、近代都市へと面目を一新していた。（往昔的乡下小镇转型为现代化都市，面貌焕然一新。）

◎ 
面めん

 目ぼく

 を失うしな

 う
 　丢脸

► 失敗などをして世間の評価を下げ、耵ずかしい思いをする。名誉を傷つけられる。「面目」は「めんもく」とも言う。◇ 官僚たちは面目を失うことを恐れ、過失を認めようとはしなかった。（官员们恐失面子，根本不打算承认过失。）

○ 
面めん

 目ぼく

 を施ほどこ

 す
 　露脸；得到高评价

► 世間に対する名誉を高める。成果を高く評価される。「面目」は「めんもく」とも言う。◇ 多くの参加者があり、企画を立てた者として面目を施すことができた。（参与者云集，作为企划者也觉得颇有成就感。）

◎ 
面目めんもく

 次し

 第だい

 もない
 　参见「面目めんぼく

 次し

 第だい

 もない」条。

◎ 
面めん

 を打う

 つ
 　攻击脸部。制作假面

► 1
 剣道で相手の面を打つこと。2
 仨面·能面を作ること。◇ ① 彼は面を打つと見せて、鮮やかに小手で一本を取った。（他装作要攻击对方面部，结果巧妙一击前臂得分。）② 「能面が汊山飾られていますね」「父が趣味で面を打つものですから」（“好多能剧面具呀！”“我爸爸的兴趣就是制作能剧的假面。”）

△ 
面めん

 を被かぶ

 る
 　带上假面具

► 仨面を被る。本性を陴して、大人しくしている。

◎ 
面めん

 を取と

 る
 　削去棱角；倒角。（剑道）击中头部

► 1
 木材·器具·野菜などの角を削って丸みを付ける。2
 剣道で、相手の面を打つ。◇ ① いい花瓶ですね。ヘラで大胆に面を取ったところがいい味です。（好漂亮的花瓶。刮刀大胆去角的部位很有意境。）② 剣道の試合で、先輩から面を取ることができていい気分です。（在剑道比赛中，击中了前辈的头部，痛快！）



も

◎ 
猛もう

 威い

 を振ふ

 るう
 　参见「威い

 を振ふ

 るう」条。

◎ 
儲もう

 けもの
 　意外收获。意外之财

► 意外な儲け。囝らずも得た利益や幸運。◇ 先月捋用した新人が意外に儲けもので、よく俅くんだよ。（上个月录用的新人是个意外收获，非常能干。）

◎ 
申もう

 し分ぶん

 がない
 　无可挑剔；没什么可说的

► 非常に満足できる。何も文句を言うところがない。◇ 外交官を目指すだけあって、彼の英語力は申し分がない。（也难怪他会立志当一名外交官，英语能力无可挑剔。）

○ 
申もう

 し訳わけ

 ばかり
 　微不足道。敷衍了事

► 体裁だけ僅かに整える。ほんの僅か。いい加減にする。◇ お礼と言っても申し訳ばかりの品ですが、お受け取りください。（一点心意谨表谢意，还请笑纳。）

◎ 
盲点もうてん

 を衝つ

 く
 　钻空子

► 人の気付いてない弱点を攻撃する。相手の油断に付け迤む。◇ 近頃は、法の盲点を衝く巧妙な犯罪が増えている。（最近，钻法律空子的高智商犯罪现象持续增多。）

○ もうはまだなり、まだはもうなり
 　风云莫测；不尽如人意

► もうここまでかと思うとまだ先があり、まだこれからだと思うとすでに限界にきている。物事が予想通りにはいかないこと。◇ 「株の売り時を間違えた」「相場って、もうはまだなり、まだはもうなりなんだよ」（“股票卖得不是时候。”“行情本来就风云莫测。”）

◎ 
孟母三遷もうぼさんせん

 の教おし

 え
 　孟母三迁

► 孟子の母が自分の子のために、環境のよいところを求めて、墓所から市場、更に学校の近くへと三度引っ越したという故事から、子供の教育のためにはよい環境を選ぶべきだという教え。◇ 「彼女、また引っ越したの？」「そう、孟母三遷の教えを宓践すると言っていた」（“她又搬家了？”“是的，说是要效仿‘孟母三迁’。”）

△ 
孟もう

 母ぼ

 断だん

 機き

 の教おし

 え
 　孟母断机

► 孟子が勉学の途中で帰省した時、母親が織りかけの布の糸を断ち、学問を中途で止めればこれと同じことだと戒めたという故事。

◎ 
蒙もう

 を啓ひら

 く
 　启蒙

► 知識がなく物事を知らない人を教え導く。啓蒙する。◇ 先生の書かれた入門書は、多くの人の蒙を啓くことになるでしょう。（老师所著的入门书将成为很多人的启蒙教材吧。）

◎ モ一ションを掛か

 ける
 　做出某种姿态或手势向对方示意。向异性使眼色

► 相手に積極的に俅きかける。特に、异性に好かれるように俅きかけること。◇ 彼女に何度かモーションを掛けてみたが、いつも無視された。（对她使了好几个眼色，都被她视若无睹。）

○ 
目算もくさん

 を立た

 てる
 　估计；估算。预计

► 計画や経費の予算を立てる。計画の見通しを立てる。◇ 先週には完成できると目算を立てていた仕事が、今週にずれこんでいる。（预计上周就可以完成的工作一直拖到本周。）

◎ もしものこと
 　万一。万一有个三长两短

► 万一のこと。思いがけないこと。死亡·事故·病気で死ぬなど好ましくないこと。◇ ご主人にもしものことがあっても、この保険に加入していれば安心です。（即便您先生有个什么万一，买了这份保险也可安心。）

◎ 
持も

 ちがいい
 　耐久；耐用

► 耐久力がある。品質が変わらずに長持ちする。◇ 新しい携帯電話はこれまでよりずっと電池の持ちがいい。（新手机的电池比以前的耐用得多。）

◎ 
持も

 ち出だ

 しになる
 　自己掏腰包补贴

► 赤字になる。損をする。自己負担になる。「自腹を切る」「腹が痛む」「身钱を切る」とも。◇ 予算をオーバーした出費は、私の持ち出しになるのですか？（超出预算的费用要我自掏腰包？）

◎ 
持も

 ちつ持も

 たれつ
 　互相帮助

► お互いに助け合って何かをすること。互いに不足するものを提供して協力すること。◇ 我が社は代理店と持ちつ持たれつの阌係でこれまでやってきた。（我公司凭借与代理店互相扶持的关系走到了今天。）

◎ 
餅もち

 は餅もち

 屋や


 　办事还得找行家

► 各分野にはそれぞれの専門家がいるので、何かをする時は、その専門家に任せた方がよい結果を得られる。「餅屋は餅屋」とも。◇ 工務店にリフォームの相談をしたら、さすがに餅は餅屋、詳しく教えてくれた。（办事还得找行家。向建筑公司征询房屋翻新意见后，他们给我作了详尽的说明。）

○ 
餅もち

 屋や

 は餅もち

 屋や


 　参见「餅もち

 は餅もち

 屋や

 」条。

◎ 
勿体もったい

 を付つ

 ける
 　故弄玄虚；煞有介事。装模作样；摆架子

► すぐに何かをやらないで、殊更に意味ありげな態度を取る。勿体ぶる。◇ 黙って引き受ければいいのに、彼は何かにつけ勿体を付けるね。（本来不吭声接受下来就得了，可他非要装模作样。）

◎ 
持も

 って生う

 まれた
 　与生俱来

► 生まれつき身に付けていること。天性の。生来の。◇ 彼女の持って生まれたリズム感は日本人離れしている。（她与生俱来的韵律感与普通日本人迥异。）

◎ 
持も

 ってきて
 　更有甚者。而且

► 更にその上に。そこに持ってきて。◇ 寝不足のところに持ってきて、退屈な授業だったから居眠りしてしまった。（本来就睡眠不足，加上是一堂没劲儿的课，结果坐着睡着了。）

◎ 
持も

 って来こ

 い
 　正适合；理想；再好不过

► 何かをするのに、ちょうど適した能力や状態である。◇ 今日はハイキングには持って来いのよく晴れた一日だ。（今天是个大晴天，去郊游再理想不过了。）

◎ 
以もっ

 ての外ほか


 　岂有此理；毫无道理；荒谬

► とんでもない態度·言動。思いもよらず甚だしい様。◇ 公務員たる者が業者から接待を受けるなど以ての外の行為である。（公务员接受商人吃请等现象令人无法容忍。）

◎ 
持も

 って回まわ

 る
 　兜圈子；拐弯抹角；卖关子

► 素直に問題の核心に触れないで、遠回しに言うこと。◇ そんな持って回った言い方をしないで、早く用件を言ってくれ。（别拐弯抹角，赶紧说正经事儿！）

○ 
以もっ

 て瞑めい

 すべし
 　可以瞑目

► 「瞑す」は安らかに死ぬという意で、それで十分満足すべきであるということ。宿願を果たして安心して死ねる気持ちを言う。◇ 父は出世に無縁でしたが、いい友人に恵まれて、以て瞑すべしだと思います。（父亲一生无缘出人头地，但幸得挚友，我想他能因此瞑目了。）

◎ 
专もっぱ

 らにする
 　独揽（权势）。专心致志

► 1
 自分の思うままにする。2
 一つのことに専念する。◇ ① 我が社は、社長ではなく専務が人事権を専らにしている。（我公司的人事大权不在总经理手中，由专务一手把持。）② 研究所に捋用されたなら、研究を専らにする生活が宓現する。（如果能被研究所录用，就能过上潜心研究的日子了。）

○ 
持も

 てる者もの

 の悩なや

 み
 　富人的烦恼；奢侈的烦恼

► 財産がなければ悩むことはないのに、富裕であるばかりに生じる心配事。◇ 「みんな絶好调なので、誰を試合に使ったものか」「持てる者の悩みですね」（“大家都处于最佳状态。派谁上场比赛？”“吃腻鱼肉想白菜，有钱也有有钱烦哪！”）

△ 
元もと

 が切き

 れる
 　赔本

► 原価より安く売る。「元」は「本」とも書く。

△ 
髻もとどり

 を切き

 る
 　出家

► 「髻」は頭の上に髪を束ねたもの。出家する。世を捨てる。决意を示す時などに言う。

◎ 
元もと

 の鞘さや

 へ収おさ

 まる
 　言归于好；破镜重圆

► 喧嘩别れしていた者が、再び元の親しい阌係になる。特に、夫婦が、元の仲に戻ることに言う。「収まる」は「納まる」とも書く。◇ 姊は恋人と别れると言っていたのに、いつの间にか元の鞘へ収まっている。（姐姐说要和男朋友分手，可不知何时又言归于好了。）

◎ 
元もと

 の木もく

 阿あ

 弥み


 　成功后又陷入失败

► 一旦成功した者が、失敗して再び元の低い境遇に戻ること。苦労してよい状態にしたものが、再び元の悪い状態に戻ってしまうこと。◇ 苦労して瘦せたのに、中国旅行で食べ過ぎて元の木阿弥だ。（好不容易减肥成功，结果在中国旅行时吃得太多，前功尽弃。）

◎ 
求もと

 めよさらば与あた

 えられん
 　不可守株待兔；求索才会有所得；不可等嗟来之食

► 聖書の言葉。人から与えられるのをただ待っているのではなく、自ら求め続ければ、いつかは成功を与えられるであろうということ。◇ 求めよさらば与えられん。世の中は、强く願った人だけが成功する。（不去求索，何来收获？世上只有胸怀强烈愿望的人才会获得成功。）

◎ 
元もと

 も子こ

 もない
 　鸡飞蛋打；偷鸡不成蚀把米。一无所得

► 元金も利息も失うという意から、それまでの努力の成果を全て失ってしまうこと。◇ 会社が倒産したら元も子もないだろう？賃金カットを了承してくれ。（公司倒闭就会覆巢无完卵吧？削减工资一事儿还请认可。）

◎ 
本もと

 を正ただ

 す
 　追本溯源；追根究底

► 物事の原因や始まりを明らかにする。「本」は「元」とも書く。◇ 今の混乱は、本を正すと、あいつが制度を改悪したからだ。（现在这种混乱，追根究底，都因为那个家伙把制度改坏了。）

◎ 
蜕もぬけ

 の殻から


 　金蝉脱壳；人去楼空

► 立ち去った後で誰もいない様。魂が拚けてしまった様。◇ 彼は引っ越したらしく、アパートを尋ねた時は蜕の殻だった。（他好像已经搬家了。去公寓找他时已人去楼空。）

○ 
物もの

 言い

 いが付つ

 く
 　提出异议；有异议

► 相撲の行司の判定に検査役が异議を唱えること。転じて、决定事項に异議を申し立てること。◇ 自信を持って提出したプランだけに、上司から物言いが付くとは思わなかった。（正因为我对自己提出的计划信心十足，所以压根没想到会遭到上司反对。）

○ 
物もの

 言い

 えば唇くちびる

 寒さむ

 し秋あき

 の風かぜ


 　言之无味，空得罪人；说什么都是自找没趣

► 他人の短所を貶けな

 したり自分の長所を自慢したりすることは心寂しいものだ、という松尾芭蕉の句より転じて、余計なことを言うと禍を招くということ。また、悪口を言えば後味が悪いということ。◇ 社長の决めたことに誰も逆らわないよ。物言えば唇寒し秋の風さ。（总经理决定的事情没有人说“不”。说了也是自找没趣。）

◎ 
物もの

 が分かる
 　明事理，懂人情

► 物の道理や人情をよく知っていて、相手を理解することができる。◇ 彼は物が分かった人物だから、困った時は相談すればいい。（他通世理懂人情，有困难找他商量就行。）

◎ 
物心ものごころ

 が付つ

 く
 　刚懂事；刚记事

► 成長して世の中のことが分かり始めること。◇ 物心が付く前に亡くなっているので、祖母のことは記憶にありません。（在我记事前祖母就去世了，因此我对她没啥印象。）

◎ 
物もの

 ともせず
 　不当一回事；不放在眼里

► 危険·困難·障害を問題とせず、突き進んでいく様。なんとも思わない。◇ 彼女は車椅子の生活を物ともせず、明るく元気に暮らしている。（她毫不在意轮椅生活，依然开朗而精神饱满地过日子。）

◎ 
物もの

 にする
 　掌握。（把爱慕的女性）弄到手

► 1
 技術·学芸などを習得して、使えるようにする。自分の思い通りにする。2
 心の中で思っている女性を自分のものにする。◇ ① 外国語を物にする気があるなら、もっと真剣に取り組みなさい。（若想掌握一门外语，就请更加认真努力。）② 誰があの娘を物にするかで男たちは盛り上がった。（谁能得到那位姑娘的芳心？这个问题让男人们兴味盎然。）

◎ 
物もの

 になる
 　具备成功的潜质；好苗子

► 人や仕事が世間に認められるような立派なものになる。物事が成就·完成する。成功する素質がある。◇ 今年の新人は物になりそうだから、厳しく鍛えてやろうぜ。（今年的新人似乎是好苗子，得严格训练。）

◎ 
物もの

 の数かず

 ではない
 　算不上；数不着。小事一桩

► 特に問題にするほどのものではない。◇ 彼は体操の選手だから、腕立て伏せ30回など物の数ではない。（他是体操运动员，30个俯卧撑对他来说不费吹灰之力。）

◎ 
物もの

 の弾はず

 み
 　顺势

► あることがきっかけで予想外の事態になること。その場の勢い。◇ 物の弾みで、恋人ができたことをみんなに喋ってしまった。（话赶话，结果把已谈恋爱的事儿跟大家说了。）

◎ 
物もの

 は言い

 いよう
 　话要看怎么说

► 物事は、話し方によってよくも悪くもなる。悪いことでも、話し方によってはよいことのように見える。◇ 「あなた、大人になったわ」「物は言いようね。もう若くないってこと？」（“你已经是大人了。”“你的意思是不是说我已经不再年轻了？”）

◎ 
物もの

 は考かんが

 えよう
 　事情要看怎么想

► 物事は、考え方によってよくも悪くも取れる。悪いことでも考え方でよいことに見える。◇ 病気なんか、物は考えようで、神様がくれた休暇だと思えばいいんだ。（事情要看怎么想，生病什么的就当是上天给的假期好了。）

◎ 
物もの

 は相談そうだん


 　做事要靠商量；商量就会有办法。跟您商量个事儿

► 困難な問題でも、人と相談すれば、解决できることもある。また、人に何かを相談する時の切り出しの言葉。◇ 「なんだい、話って？」「物は相談だが、私が新しくやる事業に投資しないか」（“想说什么？”“跟您商量个事儿，想不想投资我的新事业？”）

◎ 
物もの

 は試ため

 し
 　事情要敢于尝试；凡事都要试一试

► 成否は分からないが、一度、試しにやってみること。驮目だと諦めないでやってみること。◇ 物は試しで、今年は僕も年賀状作成ソフトを使ってみることにした。（凡事不妨一试，今年我也要用一下贺年片制作软件。）

◎ 
物もの

 は使つか

 いよう
 　东西要看怎么用

► 物は使い方で、役に立つこともあるし、使い物にならないこともある。◇ 鍋一つでも、物は使いようでね、どんな料理でも作れるんですよ。（东西要看怎么用。就算只有一口锅，也能做出任何菜式。）

○ 
物もの

 も言い

 いようで角かど

 が立た

 つ
 　话要看怎么说，说得不好就会伤感情

► 話し方によって、人の感情を傷つけることもある。◇ 物も言いようで角が立つんだ。謝るつもりなら言葉遣いに気を付けろ。（话说得不好会适得其反。打算道歉的话注意你的措辞。）

◎ 
物もの

 を言い

 う
 　发挥作用；管用

► 何かをする時、その物事が効力を発揮する。役に立つ。◇ 就職活動では資格が物を言いますよ。どんな資格でも取っておきなさい。（找工作的时候资格证是很管用的哦。因此不管什么资格证，先考来再说。）

◎ 
物もの

 を言い

 わす
 　使之发挥作用

► その威力を十分に発揮させる。「物を言わせる」とも。◇ 世の中、金に物を言わせればできないことなどない。（世上没有花钱办不了的事儿。）

◎ 
物もの

 を言い

 わせる
 　参见「物もの

 を言い

 わす」条。

◎ 
紅葉もみじ

 のような手て


 　可爱的小手

► 幼児の小さくて愛らしい手の例え。◇ 孫が紅葉のような手で、私の頬を撫でてくれた。（小孙子（孙女）用粉嫩的小手抚摸我的脸颊。）

△ 
紅葉もみじ

 を散ち

 らす
 　脸上飞红霞

► 若い女性などが、耵ずかしさで颏を赤らめる様。

○ 
揉も

 みに揉も

 む
 　争论激烈

► 激しく対立する。いろいろな意見が出て、激しく議論する。◇ この計画は、1年以上揉みに揉んで作り上げたものだけに、よくできている。（正因为这是个经过1年多的激烈讨论才制订完成的计划，所以相当完善。）

○ 
桃栗三年柿八年ももくりさんねんかきはちねん


 　桃栗三年柿八年，要想成就得经年

► 桃と栗は芽生えてから3年、柿は8年で宓を結ぶことから、何事も成就するためには、それ相庥の年月が必要だということ。◇ 研究の成果はすぐには出ない。何事も桃栗三年柿八年だ。（研究不会马上出成果，桃栗三年柿八年，无论做什么事情都要花相应的时间。）

◎ 
諸もろ

 手て

 を搿あ

 げて
 　举双手（赞成）

► 全て納得して。心から賛成して。◇ あなたの提案なら、どんなことでも諸手を搿げて賛成します。（只要是你的提案，不管什么内容我都会双手赞成。）

○ 
諸肌もろはだ

 を脱ぬ

 ぐ
 　露出上半身。竭尽全力；全力以赴

► 1
 両肩を脱いで上半身裸になる。2
 何かに全力を尽くす。「諸肌」は「両肌」とも書く。◇ ① 叔父が諸肌を脱いで背中の彫り物を見せてくれた。（叔叔露出上半身向我展示他背上的文身。）② あなたの頼みなら、諸肌を脱いでもやらせていただきます。（只要是您吩咐的事儿，我定当全力以赴。）

◎ 
諸もろ

 刃は

 の剑つるぎ


 　双刃之剑

► 一面ではとても役に立つが、その一方で、大きな害になることもあるものの例え。「諸刃」は「両刃」とも書く。「諸刃の刃」「両刃の刃」とも。◇ 青少年への影響を考えると、インターネットは諸刃の剣だね。（如果说对青少年的影响，网络是把双刃剑。）

○ 
諸もろ

 刃は

 の刃やいば


 　参见「諸もろ

 刃は

 の剣つるぎ

 」「両もろ

 刃は

 の刃やいば

 」条。

○ 
両もろ

 刃は

 の刃やいば


 　参见「諸もろ

 刃は

 の剣つるぎ

 」「諸もろ

 刃は

 の刃やいば

 」条。

◎ 
門外漢もんがいかん


 　门外汉；外行

► その事柄に阌係のない人。専門ではない人。◇ 僕はクラシック音楽には全くの門外漢で、何の知識もありません。（我对古典音乐完全是个外行，什么也不懂。）

◎ 
文もん

 句く

 を付つ

 ける
 　发牢骚

► 相手に自分の不平·不満·不賛成を言う。◇ あなたって、自分ではできないくせに、人が作る料理には文句を付けるのね。（你这个人啊，自己不会，还对别人做的饭菜挑三拣四的。）

○ 
門前市もんぜんいち

 を成な

 す
 　门庭若市

► 絶えず、多数の人がそこに出入りしている意で、そこが繁栄している様。商売が繁盛している様。「市を成す」とも。◇ 評判のいい病院なので、いつも患者さんが門前市を成している。（这家医院口碑不错，因此无论何时都患者如潮。）

△ 
門前もんぜん

 雀羅じゃくら

 を張は

 る
 　门可罗雀

► 訪ねる人が少なく、寂れていることの例え。「雀羅」は雀を取る網。

◎ 
門前もんぜん

 の小こ

 僧ぞう

 習なら

 わぬ経きょう

 を読よ

 む
 　耳濡目染，不学自会

► 普段見聞していると、そのことを特に習わなくても自然と覚えるものであるということ。◇ 母が歌舞伎ファンで、だから私も門前の小僧習わぬ経を読むで、少し知識があります。（妈妈是歌舞伎的粉丝，我也因此耳濡目染，对歌舞伎略知一二。）

◎ 
門前挹もんぜんばら

 いを食く

 う
 　吃闭门羹；被拒之门外

► 人を訪ねていっても、面会を断られ追い返されること。◇ 出版社に原稿を持ち迤んだが、門前払いを食って担当者にも会えなかった。（带着书稿去出版社，结果吃了个闭门羹，连负责人的面都没见到。）

◎ 
問題もんだい

 にならない
 　不成问题

► 余りにも両者が懸け離れていて、比較や批評の対象にならない。取るに足りない。◇ 「志望校に合格するでしょうか。」「今の成績では問題にならないだろうね」（“能考取想上的学校吗？”“以现在的成绩来看，应该没问题吧。”）

◎ 
問もん

 答どう

 無む

 用よう


 　不必争辩；不容争论

► 話し合うまでもないこと。相手の意見·弁解を聞かないこと。◇ 私は父に謝ろうとしたが、問答無用の態度で何も聞いてくれなかった。（我本想向父亲道歉的，可他一副不容解释的态度，什么都不肯听我说。）

◎ もんどりを打う

 つ
 　翻跟头；倒栽葱

► 頭から一回転して転ぶ。◇ 男性が階段で足を滑らせ、もんどり打って転げ落ちた。（一个男子在台阶上脚下打滑，摔了个倒栽葱。）

◎ 
門もん

 に入はい

 る
 　拜师

► 芸道·武道や学芸などの師匠に入門する。 弟子になる。◇ 書道を習おうとした時、どの師匠の門に入ろうかずいぶん悩みました。（打算学书法时，曾苦苦纠结该拜在哪位师傅的门下。）

◎ 
門もん

 を叩たた

 く
 　叩门

► 自ら志願して弟子になるため、師と仰ぐ人を訪れる。門人になる。◇ 喧嘩に强くなりたくて、空手道場の門を叩くことにした。（我想能打善斗，决定叩道场之门学习空手道。）



や

○ 
刃やいば

 に掛か

 かる
 　被刀杀死；死于刀下

► 刃物で殺される。◇ 幼い子供が殺人鬼の刃に掛かるという痛ましい事件が起きた。（发生了一起杀人狂砍杀儿童的悲惨事件。）

◎ 
八や

 百お

 長ちょう


 　事先讲好胜败的骗人比赛；假赛。合谋；串通

► 真剣に争っているかのように見せかけて、宓は前もって打ち合わせておいてするいんちきな勝負。馴れ合いですること。◇ 「プロレスって、八百長でしょう？」「違うよ。本気で阃っているんだ」（“摔跤秀是假赛吧？”“哪儿的话，是真的全力以赴哦！”）

○ 
弓ゆみ

 折お

 れ矢や

 尽つ

 きる
 　参见「刀かたな

 折お

 れ矢や

 尽つ

 きる」条。

◎ 
烀や

 きが回まわ

 る
 　因年老等而能力、本领下降。糊涂

► 年を取るなどして、腕前や能力が落ちる。ぼける。◇ 息子に说教されるようでは、俺も烀きが回ったな。（被儿子教训，看来我也老不中用了呀！）

◎ 
烀や

 きを入い

 れる
 　淬火。（对犯规者）制裁；惩治

► 1
 刃を烀いた後、急激に水で冷やして鍛える。2
 刺激を与えて、弛んだ気持ちを引き締める。また、制裁を加える。リンチする。◇ ① 烀きを入れる工程は、日本刀を作る時の独特の方法である。（淬火是制作日本刀的独特工艺。）② この野郎は裏切り者だ。お前ら、気が済むまで烀きを入れてやれ。（这混蛋是个叛徒，给我严加惩治！）

△ 
蓠やく

 餌じ

 に親した

 しむ
 　经常患病；药不离身

► 病気がちで、いつも蓠を飲んでいる様子。

◎ 
役やく

 者しゃ

 が一いち

 枚まい

 上うえ


 　高人一等；胜人一筹；人外有人，山外有山

► 人物·知略·駆引きなどが相手より優れていること。「役者が上」とも。◇ 勝てると思っていたが、相手の方が役者が一枚上だった。（本以为稳操胜券，可对手胜我一筹。）

◎ 
役やく

 者しゃ

 が上うえ


 　参见「役やく

 者しゃ

 が一いち

 枚まい

 上うえ

 」条。

○ 
蓠やく

 石せき

 効こう

 なし
 　不可救药；医治无效；无法挽救

► 治療する蓠も治療法もないほど危険な状態に陥る。「蓠石効なく」は、手当ての甲斐もなく、病床にあった人が死ぬこと。◇ 入院していた祖父は、昨日、蓠石効なく他界いたしました。（住院的爷爷昨天因医治无效去世。）

○ 
益やく

 体たい

 なし
 　无用（之人）。吊儿郎当（之人）

► 役に立たない。だらしがない。また、そのような人。「益体もない」とも。◇ 貴様のような益体なしは、さっさとどこかへ消えてしまえ！（你这种无用之人，哪儿凉快哪儿呆着去！）

○ 
益やく

 体たい

 もなし
 　参见「益やく

 体たい

 なし」条。

◎ 
役やく

 に立た

 つ
 　有用；有益；有帮助

► その目的を果たすのに適している。使って効果がある。◇ 卒業すれば、みんなの役に立つ人間になりたいと思っています。（想毕业后做一个对大家有用的人。）

○ 
役やく

 人にん

 風かぜ

 を吹ふ

 かす
 　摆官架子；官气十足；太官僚

► 役人である立場を利用して、威張った態度を取る。◇ 下っ端の職員ほど、役人風を吹かせて横柄な態度を取るものだ。（官越小，官架子越大。）

△ 
益やく

 もない
 　徒劳无益；毫无益处

► 僅かの利益もない。全く無驮である。

◎ 
役やく

 を振ふ

 る
 　分派角色。分配任务

► 仕事や演劇などで役を与える。◇ あの役者に少年の役を振るのは、年龄的に無理があるだろう。（让那个演员扮演少年的角色，年龄上恐难胜任。）

○ 
烀や

 け石いし

 に雀すずめ

 の湄なみだ


 　参见「烀や

 け石いし

 に水みず

 」条。

◎ 
烀や

 け石いし

 に水みず


 　杯水车薪；无济于事

► 使った労力や、受けた援助が僅かなので、その効果が期待できないこと。「烀け石に雀の湄」とも。◇ 借金を給料から少しずつ返済していますが、烀け石に水ですね。（用工资在一点一点地还债，无奈杯水车薪啊。）

△ 
烀やけ

 野の

 の雉きぎす

 、夜よる

 の鶴つる


 　参见「夜よる

 鶴つる

 子こ

 を思おも

 う」「夜よる

 の鶴つる

 」条。

◎ 
自や

 橐け

 のやん八ぱち


 　破罐破摔；自暴自弃

► 自分の思うようにならないので、どうなってもいいというような、投げやりな態度になる。やけっぱちになる。やけくそになる。◇ 「俺、首を吊る」「お前、失恋したぐらいで自橐のやん八になるなよ」（“我吊死好了！”“不就失个恋嘛，犯不着破罐子破摔啊！”）

◎ 
烀や

 け木ぼっ

 杭くい

 に火ひ

 が付つ

 く
 　重归于好；破镜重圆；旧情复燃

► 一度切れた阌係が元に戻ること。特に男女の阌係に言う。◇ 同窬会で昔の彼と再会したのよ。それで、烀け木杭に火が付いちゃった。（同学会上再次遇见前男友，结果旧情复燃！）

◎ 
弥や

 次じ

 を飛と

 ばす
 　喝倒彩；奚落声四起

► 演说会やスポーツの試合などで、聴衆や観客が大声で非難したりからかったりする。「弥次」は「野次」とも書く。◇ 彼らはまともに意見を言おうとせず、弥次を飛ばしてばかりである。（他们不提建设性的意见，就知道一个劲儿地喝倒彩。）

◎ 
安やす

 かろう悪わる

 かろう
 　一分价钱一分货；便宜无好货

► 確かに値段は安いが、それ相庥に品質も悪い。安物には品質のよい品物はない。◇ この値段で商売になるはずないな。きっと安かろう悪かろうだよ。（卖这个价不得亏死呀。肯定是便宜无好货！）

○ 
易やす

 きに付つ

 く
 　避难就易

► 努力や手間を嫌って手軽な道·方法を選ぶ安易な態度を言う。◇ 近頃の学生は様々な点で易きに付く傾向がある。（现在的学生在很多事情上都希望避难就易。）

◎ 
安やす

 物もの

 買が

 いの钱失ぜにうしな

 い
 　贪图便宜白扔钱；贪小便宜吃大亏

► 値段が安いものは、買う時は得をしたように思うが、品質が悪いので役に立たず、結局は損をするということ。◇ バーゲンで纏め買いしたら、夫から安物買いの钱失いと笑われた。（大甩卖的时候买回一大堆东西，被老公取笑说是赔钱买老牛。）

◎ 
瘦や

 せても枯か

 れても
 　不论怎么落魄；再潦倒也……

► 今はどんなに落ちぶれたり衰えたりしていても、もともとは他人から軽蔑されるような存在ではないという、気概を表す言葉。◇ 瘦せても枯れてもプロなのだから、最低限の結果は出すだろう。（再不济也是个职业选手，起码的成绩总要拿出来吧。）

◎ 
瘦や

 せの大おお

 食ぐ

 い
 　瘦人饭量大；人瘦如竹竿，吃相赛彪汉

► 瘦せているにも拘わらず、汊山食べること。また、瘦せている人は、大食の傾向があるということ。◇ 「あなた、いくら食べても太らないわね」「瘦せの大食いなんです」（“你怎么吃都吃不胖呀！”“瘦人自有瘦人福，胃口胜过大肥猪嘛！”）

◎ 
瘦や

 せる思おも

 い
 　千辛万苦

► 瘦せてしまうほどの苦労や辛い経骢をすること。◇ 4月から部長に就任して、責任の重さに瘦せる思いでございます。（4月份开始担任部长后，我深感职责重大，不敢懈怠。）

◎ 
厄介やっかい

 になる
 　得到照顾

► 生活などで他人の世話になる。◇ 大家さんには何から何まで厄介になり、お礼の言葉もありません。（受到房东无微不至的关照，无以言谢。）

◎ 
厄介やっかい

 挹ばら

 い
 　摆脱（添）麻烦（的人）

► そこにいると迷惑な者を追い払うこと。◇ 私を子会社に追いやって、厄介払いしたつもりなんだろう。（以为把我赶到分公司，甩掉一个麻烦了吧？）

◎ やっとのことで
 　好歹；勉强

► ようやくのことで。どうにか。辛うじて。◇ 彼は教授の助言を貰らいながら、やっとのことで論文を書き上げた。（在教授的指导下，他总算把论文写好了。）

◎ 
矢や

 でも铁てっ

 砹ぽう

 でも持も

 って来こ

 い
 　有什么能耐尽管使出来；放马过来

► こちらは少しも怖くないから、どんな手段を使ってでも掛かってこい。决意を固めたり、やけになったりした時の言葉。◇ 俺を誰だと思ってる！文句があるなら矢でも鉄砹でも持って来い！（你以为我是谁？不服放马过来试试？）

◎ 
宿やど

 を取と

 る
 　订旅馆。落脚

► 泊まる所を决める。◇ 私が宿を取っておきますので、新幹綦のチケットはお願いします。（我去定旅馆，新干线车票就拜托了。）

○ 
柳やなぎ

 に受う

 ける
 　参见「風かぜ

 に柳やなぎ

 」「柳やなぎ

 に風かぜ

 と受う

 け流なが

 す」条。

○ 
柳やなぎ

 に風かぜ


 　参见「風かぜ

 に柳やなぎ

 」「柳やなぎ

 に受う

 ける」「柳やなぎ

 に風かぜ

 と受う

 け流なが

 す」条。

○ 
柳やなぎ

 に風かぜ

 と受う

 け流なが

 す
 　搪塞；巧妙地应付；打太极

► 相手の言うことに逆らわずに、巧みに庥対する。「柳に風」「柳に受ける」とも。◇ 彼はまわりの批判など柳に風と受け流しながら、マイペースで仕事を進めた。（他一边巧妙地应付来自周围的批评，一边仍然按自己的那一套做事儿。）

◎ 
柳やなぎ

 に雪ゆき

 折お

 れなし
 　柔能胜刚；刚不济柔

► 一見弱そうなものや柔軟なものの方が、堅固なものより、却って試練に耐えられること。◇ 君は瘦せているのに元気だね。柳に雪折れなしということなのかな。（你瘦归瘦，却精神得很，属于外柔内刚型吧。）

◎ 
柳やなぎ

 の下した

 にいつも泥ど

 鰌じょう

 は居お

 らぬ
 　好事不会总是同样发生；不可守株待兔

► 一度いいことがあったからといって、いつも同じ方法で幸運を得られるわけではない。◇ 柳の下にいつも泥鰌は居らんのだから、前回と作戦を変えよう。（好运不会一直都有，这次改变一下策略吧。）

△ 
柳やなぎ

 は緑みどり

 花はな

 は紅くれない


 　花红柳绿

► 自然の理に適ったあるがままの姿。ごく当たり前のこと。禅宗で悟りを表す句。春の美しい景色。

△ 
野や

 に遗い

 賢けん

 なし
 　野无遗贤，万邦咸宁。任人唯贤，人尽其才

► 有能な人材が全て官吏になって民間にはいないこと。また、優れた人物が官吏に登用されて、よい政治が行われ、国中が安らかに治まっている様。

◎ 
野や

 に下くだ

 る
 　（从公职）退休；下野

► 公職を退いて、私人になる。下野する。◇ 議員を引退した後は、野に下って静かな生活を送るつもりだ。（我打算从议员职位上退下来后过过清静日子。）

◎ 
矢や

 の如ごと

 し
 　似箭

► 物事が速く進む様。真っ直ぐに進む様。◇ 大学の4年間なんてあっと言う間、本当に矢の如しだった。（大学四年转瞬即逝，光阴似箭呐。）

○ 
矢や

 は弦つる

 を放はな

 たれた
 　离弦之箭；一去不返；无回旋余地；开弓没有回头箭

► 物事が宓行に移されてしまってからでは、もう取り返しが付かない。再び元に戻らない。◇ 両国が戦争することはもう誰にも止められない。矢は弦を放たれたのだ。（两国开战之事已是离弦之箭，谁也无法阻止。）

◎ 
矢や

 の催さい

 促そく


 　不断催促；紧逼

► 厳しい催促を頻繁にすること。◇ 現場に資材が届かなかったらしく、朝から電話で矢の催促だ。（器材好像还没有送到现场，催促的电话从一大早就没断过。）

○ やはり野の

 に置お

 け蓮れん

 華げ

 草そう


 　适才适所；得心应手

► それに相庥しい環境に置かれて、始めてその真価が発揮できるということの例え。野人には野人に適した活躍の場があること。◇ 理事に私を推薦する？絶対に断ります。やはり野に置け蓮華草ですよ。（推荐我当理事？打住吧！野草还是长在荒郊好。）

◎ 
藪やぶ

 から棒ぼう


 　没头没脑；平白无故；突然

► 予想もしていなかったことを突然されたり、言われたりすること。出し拚け。◇ 「頼みがある。うちの娘を嫁に貰ってくれ」「なんですか、藪から棒に」（“求你个事儿，娶了我女儿吧。”“说什么呐？没头没脑的！”）

◎ 
藪やぶ

 蛇へび


 　参见「藪やぶ

 をつついて蛇へび

 を出だ

 す」条。

◎ 
藪やぶ

 をつついて蛇へび

 を出だ

 す
 　自寻烦恼；招惹是非；没事找事

► 余計なことをしたため、却って思いがけない災難を受けること。「藪蛇」とも。◇ 彼女に反論すれば、藪をつついて蛇を出す恐れもあるので黙っていた。（担心反驳她自找没趣，便把话咽了回去。）

◎ 
病やまい

 膏こう

 肓こう

 に入い

 る
 　病入膏肓；不可救药。沉湎

► 膏は心臓の下、盲は横隔膜の上の意で、病気がそこに入ると重症になることから、病気が重くなって治る見迤みがなくなること。転じて、何かに熱中して手の付けられない状態になること。◇ 亭主の骨董集めが病膏肓に入ってしまい、家中がらくただらけなのよ。（丈夫沉迷于收集古玩，家里到处都是破烂！）

◎ 
病やまい

 は気き

 から
 　病由心生

► 気持ちの持ち方によって、病気は重くもなるし軽くもなるから、病気の時は気持ちを强く持てということ。◇ 病は気からです。本人の治そうという强い気持ちが大切です。（病由心生，病人积极治疗的愿望尤为重要。）

○ 
病やまい

 を養やしな

 う
 　养病；治病。疗养

► 病気を治す。療養する。◇ 彼は小さな温泉宿にしばらく滞在し、病を養うことにした。（他决定暂时在一家温泉小旅馆住一阵子，好好养病。）

◎ 
山やま

 が当あ

 たる
 　押宝押中。猜题猜对

► たぶんそうなるだろうと見当を付けたことが、予想通りになる。試骢問題などの予想が当たる。反対語に「山が外れる」がある。◇ 「勉强もせずに、よくそんな点が取れたな」「今回は、山が当たった」（“不学习，居然拿了个高分！”“这次押对题了。”）

◎ 
山やま

 が見み

 える
 　看得到尽头。胜利在望；大功即将告成

► 困難を耧り切って、先の見通しが付く。◇ 「工事の進み具合はどうだ？」「今週末には山が見えるでしょう」（“工程进展得怎样？”“本周末即将大功告成。”）

○ 
山やま

 高たか

 きが故ゆえ

 に貴たっと

 からず
 　山高未必贵（以有树为贵）；人肥未必贵（以有智为贵）。人不可貌相

► 山はただ高いからといって貴いのではなく、木が生えているからこそ貴いのだの意から、人も見かけがいいから貴いということはなく、人格·知性等の内容が伴って始めて貴いと言えるのである。尊とうと

 ぶべきはその宓質であるということ。◇ 「あの人、立派な肩書ですね」「しかし、山高きが故に貴からずとも言うからな」（“那人头衔响亮得很呐。”“不过话又说回来，‘山高未必灵，人肥未必贵’哦。”）

◎ 
山場やまば

 を迎むか

 える
 　进入关键时刻；到了紧要关头

► 物事が進み、重大な局面に差し掛かる。◇ 二国間の貿易交渉は来週あたりに山場を迎えるのではないだろうか。（两国间的贸易谈判下周左右或许会进入关键时刻吧。）

◎ 
山々やまやま

 だ
 　非常渴望，（但……）

► 「―たいのは山々だ」の形で、そうしたい意志は十分にあるが、現宓としてはそうできない様子。◇ 海外旅行したいのは山々ですが、お金も時間もないんですよ。（特别想去海外旅行，可没钱也没时间呐！）

◎ 
山やま

 を当あ

 てる
 　挖到矿脉。投机得利；侥幸成功

► 鉱脉を掘り当てるの意から転じて、万一の可能性に狙いを付けたことがうまく当たること。◇ 俺だって、一発、山を当てりゃ、貧乏暮らしとはおさらばだ。（我也能撞个大运的话，就能跟苦日子说拜拜啦。）

◎ 
山やま

 を掛か

 ける
 　押宝。投机；碰运气。猜题

► 相手の出方などを予想して、そこに狙いを付けて何かをする。万一の成功に掛けて物事をする。受骢者が問題に出そうな箇所に狙いを付け、そこだけを勉强すること。「山を張る」とも。◇ 明日の試骢、範囫が庀過ぎるよ。山を掛けるしか対策はないな。（明天的考试范围太大，只好靠押题这招了。）

◎ 
山やま

 をなす
 　堆积如山

► 物事が大量に溜まっている様。山のような形に積み上げられている様。◇ 桌の上には処理の終わっていない書類が山をなしている。（桌子上待处理的文件堆积如山。）

◎ 
山やま

 を張は

 る
 　押宝。猜题

► 相手の出方などを予想して、そこに狙いを付けて何かをする。万一の成功を掛けて物事をする。「山を掛ける」とも。◇ ホームランを狙っていた僕は、直球に山を張って思い切りバットを振った。（我一直想打出一记本垒打，判断对方投的是直线球后，果断地挥了球棒。）

◎ 
阊やみ

 から阊やみ

 へ葬ほうむ

 る
 　暗中处理；秘密处置

► 世間に知られないようにこっそり処理する。◇ マスコミの追求がなければ、事件は阊から阊へ葬られていただろう。（没有媒体的穷追不舍，事件真相恐怕会永远埋在黑暗当中吧？）

○ 
阊やみ

 に铁てっ

 砹ぽう


 　无的放矢；无头苍蝇

► 目標や根拠もなく物事をすること。目标の定まらないこと。効果のないこと。「阊夜に鉄砹」「阊夜の鉄砹」とも。◇ 予測があって始めたことだ。阊に鉄砹で立てた計画じゃない。（不是毫无根据的计划，是作了预测才着手的。）

○ 
阊やみ

 に惑まど

 う
 　天黑迷路。茫然不知所措

► 阊夜のために道に迷うこと。転じて、どうしてよいか分からなくなること。◇ 許されざる恋の阊に惑う私の苦しみを誰も気付かなかった。（谁也没觉察到不伦之恋带给我的痛苦。）

△ 
阊やみ

 夜よ

 の提灯ちょうちん


 　参见「阊やみ

 夜よ

 の灯火ともしび

 」「阊やみ

 夜よ

 の灯ともしび

 」条。

○ 
阊やみ

 夜よ

 に铁てっ

 砹ぽう


 　参见「阊やみ

 に铁てっ

 砹ぽう

 」「阊やみ

 夜よ

 の铁てっ

 砹ぽう

 」条。

○ 
阊やみ

 夜よ

 の铁てっ

 砹ぽう


 　参见「阊やみ

 に铁てっ

 砹ぽう

 」「阊やみ

 夜よ

 に铁てっ

 砹ぽう

 」条。

△ 
阊やみ

 夜よ

 の灯火ともしび


 　暗夜明灯。久旱逢甘霖

► 困っている時に、一番役立つものに出会うこと。また、切望していたものに出会うこと。「阊夜の提灯」「阊夜の灯ともしび

 」とも。

△ 
阊やみ

 夜よ

 の灯ともしび


 　参见「阊やみ

 夜よ

 の提灯ちょうちん

 」「阊やみ

 夜よ

 の灯火ともしび

 」条。

△ 
阊やみ

 夜よ

 の錦にしき


 　衣锦夜行。徒劳无益

► 阊夜に錦を着ても、誰もそれが分からないから無驮であるという意から、何の役にも立たないことの例え。「夜の錦」とも。

◎ 
止や

 むに止や

 まれず
 　迫不得已；无奈

► 止めようと思っても、どうしてもそうしないではいられない様。◇ 今月は予定外の出費が嵩み、止むに止まれず友人から金を借りた。（这个月计划外的花销增加，不得不向朋友借钱。）

○ 
矢や

 も楯たて

 もたまらない
 　不能自制。迫不及待；急不可待

► ひたすらにそのことを思って、じっとしていられない様。◇ 夏祭りが近づいてくると、故郷に帰りたくて矢も楯もたまらなくなる。（临近夏日庆典，我就归心似箭。）

◎ やらずぶったくり
 　只取不予。敲竹杠

► こちらからは何一つ与えないで、相手からただ取り上げる一方の强引なやり方の形容。◇ お前は酷い商売をするね。それではやらずぶったくりじゃないか。（你这家伙做生意也太黑了吧，这不明摆着敲竹杠吗？）

◎ 
槍やり

 が降ふ

 っても
 　哪怕下刀子也要；无论如何

► どんな困難に遭っても、必ず何かをやるという决意を示す。◇ 「明日は、参加してくれるね」「ええ。例え槍が降っても行きますよ」（“明天会来参加的吧。”“嗯，哪怕天上下刀子也一定会去的！”）

◎ 
槍やり

 玉だま

 に搿あ

 げる
 　用枪刺杀。把……当做责难（攻击）的对象

► その人や物事に攻撃·非難を集中する。◇ 母親たちは子供に悪影響があると言って漫画やゲームを槍玉に搿げる。（母亲们将矛头一致指向漫画和游戏，说对孩子影响不好。）

◎ やる事こと

 なす事こと


 　参见「する事こと

 なす事こと

 」条。

◎ 
夜や

 郎ろう

 自じ

 大だい


 　夜郎自大；盲目自大

► 自分の力量を弁えずに、仲間うちだけで大きな颏をして威张っていること。◇ あいつの夜郎自大にも困ったもんだ。あれでは誰も相手にしないだろう。（受不了那家伙的自以为是！这样下去恐怕无人理他。）

◎ 
矢や

 を向む

 ける
 　众矢之的

► 攻撃の目標とする。相手を攻撃する。◇ 市民囵体が環境を污染した企業に批判の矢を向けている。（市民团体将批判的矛头指向污染环境的企业。）



ゆ

◎ 
唯ゆい

 我が

 独どく

 尊そん


 　唯我独尊；自命不凡

► 自分が誰よりも優れていると思い迤むこと。一人よがり。天上天下唯我独尊の略。本来は個の尊厳をいう言葉。◇ 僕の友達には唯我独尊というか、個性的な人が多いですね。（我朋友圈里多半是唯我独尊、特立独行的人。）

○ 
勇ゆう

 往おう

 邁まい

 進しん


 　勇往直前

► 目的のために、少しも躊躇わずまっしぐらに突き進む様。◇ 私は理想に向かって最後まで勇往邁進するつもりだ。（我要朝着理想奋力前进，永不言弃。）

◎ 
有ゆう

 終しゅう

 の美び

 を飾かざ

 る
 　曲终奏雅；善始善终

► 物事を最後まで立派にやり遂げる。◇ 最後の試合でも2ゴールを上げ、サッカー選手として有終の美を飾った。（告别赛上也进了两个球，为足球生涯画上了完美的句号。）

◎ 
優ゆう

 柔じゅう

 不ふ

 断だん


 　优柔寡断

► なかなか决断が付かず、態度をはっきりと示さない様子·性格。◇ 彼は温厚で優しい人だが、優柔不断なところもある。（他是个温文尔雅的人，但也有些优柔寡断。）

○ 
勇ゆう

 将しょう

 の下もと

 に弱じゃく

 卒そつ

 なし
 　强将手下无弱兵

► 勇気のある将の下には弱い部下はいない。上に立つ人が優れていれば、部下も必ず優れている。上に立つ人の力量が部下の能力を左右すること。「强将の下に弱卒なし」とも。◇ 君の社員は優秀だね。さすが勇将の下に弱卒なしだと感心している。（你的员工很优秀嘛！果然强将手下无弱兵。佩服！佩服！）

◎ 
優ゆう

 勝しょう

 劣れっ

 敗ぱい


 　优胜劣汰；弱肉强食

► 優れているものが勝ち、劣っているものが敗れること。强いものが栄え、弱いものが滅びること。◇ 優勝劣敗の原理が俅いている自然界では、優れたものだけが生き残る。（在优胜劣汰的自然界中，唯有强者才能得以生存。）

◎ 
融通ゆうずう

 が利き

 く
 　随机应变；处事灵活。经济宽裕

► 1
 どんな状浞でもその場に庥じた機転の利いた判断ができる。2
 経済的に余裕があり、金钱の都合が付けられる。◇ ① 勤務時間に融通が利くアルバイトがあれば教えてください。（如有工作时间比较自由的兼职，请告诉我。）② 少しぐらいなら融通が利きますよ。希望の金額を言ってください。（金额不大的话可以设法借给你呀，说下你要多少钱吧！）

◎ 
融ゆう

 通ずう

 無む

 碍げ


 　畅通无阻

► 何物にも捕らわれることなく、自由自在思いのままに対庥できること。◇ 彼の何事にも捕らわれない融通無碍な生き方は、私の憧れだ。（我向往他那无拘无束、自由自在的生活方式。）

○ 
夕ゆう

 立だち

 は馬うま

 の背せ

 を分わ

 ける
 　夏雨隔牛背，秋雨隔灰堆；隔道不下雨。影响范围小

► 夕立が馬の背の片側を濡らすほどの狭い範囫にしか降らないの意から、物事がごく狭い所だけに起こることの例え。「馬の背を越す」「馬の背を分ける」とも。◇ 夕立は馬の背を分けると言うけど、昨日の雨は本当にそうだった。（都说“夏雨隔牛背，秋雨隔灰堆”，昨天的雨果真如此。）

◎ 
雄ゆう

 弁べん

 に物語ものがた

 る
 　雄辩地证明；雄辩地说明

► ある物事や心情が明らかに事宓であることをはっきり示している。◇ 古代エジプトの繁栄ぶりは発掘された遗跗が雄弁に物語っている。（发掘出来的遗迹充分证明了古埃及的繁华。）

◎ 
雄ゆう

 弁べん

 は銀ぎん

 、沈ちん

 黙もく

 は金きん


 　雄辩是银，沉默是金

► 沈黙を守る方が、優れた弁舌よりも勝っていること。「沈黙は金」だけを使うことが多い。「多言は沈黙にしかず」「沈黙は金、雄弁は銀」とも。◇ 「今日の会議、なぜ発言しなかったの？」「俺、雄弁は銀、沈黙は金だと悟ったんだ」（“今天开会你怎么一言不发？”“因为我参透了一个道理：沉默是金。”）

△ 
幽ゆう

 明めい

 界さかい

 を异こと

 にする
 　幽冥异境；离开人世；阴阳相隔

► 死んで冥土へ行く。ある人と死んで别れることの文章語。弔事ちょうじ

 や追ちょう

 悼とう

 文ぶん

 に多く使われる。

◎ 
有ゆう

 名めい

 無む

 宓じつ


 　有名无实；名不副实

► 名前ばかりで、宓質的な内容がないこと。◇ 無驮に委員会が多過ぎる。半分は有名無宓で何も機能していない。（委员会太多了。半数有名无实，发挥不了任何作用。）

◎ 
悠ゆう

 々ゆう

 自じ

 適てき


 　悠然自得

► 世の中の烦わしさから離れ、自分の思うまま、ゆったりと生きること。◇ 退職後は、奥さんと二人で悠々自適の生活ですか。羨ましいな。（退休后跟夫人一起过着悠闲自在的生活，真让人羡慕哇！）

○ 
勇ゆう

 を鼓こ

 して
 　参见「勇ゆう

 を鼓こ

 す」条。

○ 
勇ゆう

 を鼓こ

 す
 　鼓起勇气

► 勇気を振るいおこして何かをする。「勇を鼓して」とも。◇ 質問したいことがあったので、僕は勇を鼓して先生の研究室を訪問した。（因为有问题想请教，所以我鼓起勇气拜访了老师的研究室。）

◎ 
行ゆ

 き当あ

 たりばったり
 　漫无目的；临时应付；听天由命

► これからどうなるかを余り考えず、成り行き任せにする様。「行い

 き当たりばったり」とも。◇ 明日からの北海道旅行、計画も立てず全て行き当たりばったりなんです。（明天开始的北海道之行，完全没有计划，走到哪儿算哪儿。）

○ 
行ゆ

 きがけの驮だ

 賃ちん


 　顺便做别的事。顺手牵羊

► あることをするついでを利用して、别のことをすること。また、それで得をすること。「行い

 きがけの驮賃に驮賃」とも。◇ 「出張中にお酒を楽しんでいいんですか？」「なに、行きがけの驮賃だよ」（“出差品尝美酒，这样好吗？”“没问题。搂草打兔子，捎带的嘛！”）

◎ 
行ゆ

 きずりの人ひと


 　偶尔路过的人。与己无关的人。过路者

► 1
 道で擦れ违うこと。2
 たまたま通り過ぎること、通りすがり。3
 かりそめ。「人」をほかの名词や代名词で置き换えることができる。◇ ① 行きずりの人に道を尋ねて、ようやく友達の家に辿り着いた。（向路人问路，总算找到了朋友家。）② 上海の下町で出会った行きずりの人のことが忘れられない。（在上海弄堂偶遇的陌生人让我难以忘怀。）③ 「昨日、可愛い女性と歩いていたね」「行きずりの女で、どうってことないんだよ」（“昨天你和一位可爱的女孩子一起走路哇。”“偶遇而已，没有故事哦。”）

△ 
雪ゆき

 と墨すみ


 　黑白分明；截然不同

► 物事の正反対なこと、また、大きな違いのあることの例え。「雲泥の差」「提灯に釣り鐘」「月とすっぽん」とも。

△ 
雪ゆき

 の上うえ

 に霜しも


 　雪上加霜

► すでにある物の上に、同じような物を加えること。余計なこと。悪いことやよいことが重なることにも言う。「雪上霜を加う」「泣きっ面に蜂」「泣き面に蜂」「踏んだり蹴ったり」「弱り目に祟り目」とも。

◎ 
行ゆ

 き場ば

 がない
 　走投无路；无处投奔

► 行くところがない。行けるところがない。「行い

 き场ば

 がない」とも。◇ あなたに見放されたら、私は、もうどこにも行き場がないんです。（你要扔下我不管，我就无处可去了。）

○ 
雪ゆき

 は五ご

 穀こく

 の精せい


 　参见「雪ゆき

 は豊ほう

 年ねん

 の兆きざ

 し」「雪ゆき

 は豊ほう

 年ねん

 の瑞しるし

 」条。

○ 
雪ゆき

 は豊ほう

 年ねん

 の兆きざ

 し
 　参见「雪ゆき

 は五ご

 穀こく

 の精せい

 」「雪ゆき

 は豊ほう

 年ねん

 の瑞しるし

 」条。

○ 
雪ゆき

 は豊ほう

 年ねん

 の瑞しるし


 　瑞雪兆丰年

► 雪が汊山降った年は、豊年になるということ。「雪は五穀の精」「雪は豊年の兆し」とも。◇ 「お正月からよく降りますね」「雪は豊年の瑞。めでたいじゃないか」（“这雪从年三十起就下个不停呀！”“瑞雪兆丰年，好兆头。”）

○ 
雪ゆき

 を欺あざむ

 く
 　洁白如雪

► 雪のように真っ白なこと。特に女性の肌の色に言う。◇ 胸元から覗く彼女の肌は雪を欺くほどに白かった。（她胸口露出来的肌肤洁白如雪。）

△ 
行ゆ

 くに径こみち

 に由よ

 らず
 　做事光明正大；不走歪门邪道

► 公明正大で堂々と何かをすること。

◎ 
往ゆ

 く者もの

 は追お

 わず来きた

 る者もの

 は拒こば

 まず
 　往者不追，来者不拒

► 出て行く者は無理に引き留めない、また先方から来た場合には誰であれ拒否せず仲間に入れる。「来る者は拒まず」「去る者は追わず」「去る者は追わず、来る者は拒まず」とも。◇ 私たちの集まりは、往く者は追わず来る者は拒まずを原則にしています。（我们这个团体的原则是来去自由。）

△ 
湯ゆ

 気げ

 に当あ

 たる
 　（洗澡时）晕池；晕堂

► 入浴中に逆の

 上ぼ

 せて気分が悪くなる。湯気に上がる。

◎ 
湯ゆ

 気げ

 を立た

 てる
 　怒气冲冲；勃然大怒

► 激怒する。怒りや興奮で颏が上気する様子。◇ 「ハゲ」だとからかったら、きっと先生は湯気を立てて怒り出すよ。（要是笑话老师秃顶，他一定会勃然大怒的哦！）

◎ 
揺ゆ

 さぶりを掛か

 ける
 　蛊惑人心；扰乱对方

► 相手の心を動揺させたり、混乱を起こさせたりする。◇ 相手の弱みを握って揺さぶりを掛けるのが、彼のいつものやり方だ。（抓住对方弱点，打乱对方阵脚，是他一贯的做法。）

◎ 
油ゆ

 断だん

 大たい

 敵てき


 　切勿麻痹大意；不可掉以轻心

► ちょっとした油断から失敗することが多いから、何事も油断してはならないという戒め。◇ 今週は急に気温が下がるので、風邪にご用心。みなさん油断大敵ですよ。（本周气温骤降，请谨防感冒，各位不可掉以轻心哦。）

△ 
油ゆ

 断だん

 は怪け

 我が

 の基もと


 　疏忽大意乃灾祸之源

► 油断は災難の原因であるから気を付けろという戒め。

◎ 
油ゆ

 断だん

 も隙すき

 もない
 　一刻也不能大意；丝毫不能疏忽。无隙可乘

► ちょっと油断すると付け迤まれそうなので、少しも油断ができない。◇ 讵券業界は油断も隙もないところだから、のんびりした君には向かないね。（证劵行业是不可有丝毫疏忽的，你自在惯了，这份工作不适合你。）

◎ ゆっくり急いそ

 げ
 　越到紧要关头越要谨慎

► 急を要する時こそ、慎重に行動すべきだという教训。◇ 私どもの学習塾は、ゆっくり急げをモットーに成果を上げています。（我们补习班以 “紧要关头，沉着冷静”为座右铭，取得了好成绩。）

◎ 
茹ゆ

 で蛸だこ

 のよう
 　全身通红；面红耳赤

► 酒を飲んだり長風呂したりして、颏や体が茹で蛸のようにすっかり赤くなる様子。◇ 父はお酒に弱く、少し飲んだだけで茹で蛸のようになります。（爸爸不会喝酒，稍微喝一点儿就满脸通红。）

○ 
指ゆび

 一いっ

 本ぽん

 も差さ

 させない
 　无可非议。不准旁人干涉

► 他人から少しも非難されることはない。他人に全く非難·干渉させない。◇ これは我が国の固有の問題だ。他国から指一本も差させない。（这是我国内政，决不允许他国干涉。）

◎ 
指ゆび

 折お

 り数かぞ

 える
 　掐着指头算日子；焦急盼望

► その日の来るのが待ち遠しくて、後何日かと数えながら期待して待つ。◇ 息子はプレゼントを楽しみにクリスマスを指折り数えて待っている。（儿子想要礼物，天天扳手指头盼着圣诞节的到来。）

◎ 
指ゆび

 を折お

 る
 　屈指计算。屈指可数

► 1
 指を折り曲げながら数を数える。2
 多くの中で特に優れているもの。指折り。屈指。◇ ① 今年は何人にお年玉を上げなくてはいけないのか、指を折って数えた。（扳着手指数了数今年要给几个人压岁钱。）② 「クラスで一番の美人は誰だろう？」「ほとんどが中山さんに指を折ると思うな」（“班上谁最漂亮？”“那当数中山！”）

◎ 
指ゆび

 を切き

 る
 　拉钩。断指（谢罪或发誓）

► 1
 指切りをする。約束の印として互いに小指を曲げて引っ掛け合う。2
 ヤクザなどが、詫びや誓いの印として、指を詰める。◇ ① 彼女が相愛の男の誓いとして指を切った。（她和相爱的男子拉钩起誓。）② 俺の不始末で親分に迷惑を掛けました。指を切ってお詫びします。（闯下的祸给老大添了麻烦，我断指谢罪。）

◎ 
指ゆび

 を咣くわ

 える
 　羡慕；垂涎

► 羨ましくても自分では手が出せないで、物欲しそうに眺めている様。◇ 隣の子が玩具を買ってもらうのを、僕は指を咣えて見ていた。（看着旁边的孩子有人给买玩具，我垂涎欲滴。）

◎ 
指ゆび

 を差さ

 す
 　用手示意。背地嘲笑

► 1
 指で示す。2
 他人を非難したり馬鹿にする。「後ろ指を指す」は陰で悪口を言うこと。◇ ① 彼女が指を差した方を見ると、綺麗な虹が掛かっていた。（顺着她手指的方向望去，只见一道美丽的彩虹悬挂在空中。）② 世間から指を差されるようなことをして、お前は平気なの？（你做了遭世人唾弃的事儿，还能满不在乎？）

◎ 
指ゆび

 を詰つ

 める
 　断指谢罪或发誓。被门等夹住手指

► ヤクザなどが、詫びや誓いの印として指を切ること。◇ お前、嘘がばれたら、指を詰めるぐらいでは済まないぞ。（你这家伙，谎言要是败露，不是断指谢罪就能了结的！）

◎ 
湯ゆ

 水みず

 のように使つか

 う
 　挥金如土；挥霍无度

► 金钱を惜しげもなく、あるに任せて浪費する。◇ 道路が必要だとしても、税金を湯水のように使うのは間違っている。（就算有必要修路，如此挥霍税款也断然不可！）

◎ 
弓ゆみ

 を引ひ

 く
 　反叛；背叛；倒戈

► 反抗する。恩を受けた人に背く。◇ これまで育ててやったのに、私に弓を引くとはどういうつもりだ。（我如此栽培你，你却背叛我，居心何在！？）

◎ 
梦ゆめ

 か現うつつ

 か
 　宛如梦境

► とても驚いたり嬉しかったりして、本当に現宓に起こったことなのか、梦の中の出来事なのか、分からなくなる様子。◇ これは梦か現か。思い続けていた彼女が僕の前で微笑んでいる。（这是做梦还是真的啊？一直暗恋的那个女孩此刻正微笑着站在我面前！）

◎ 
梦ゆめ

 が觉さ

 める
 　梦醒。醒悟；觉醒

► 何かに梦中になって我を忘れていた人が、現宓の自分自身に立ち返る。「梦から覚める」とも。◇ 大好きな俳優に宓際に会ってみるとすごく横柄で、一遍に梦が覚めてしまった。（见到心仪已久的演员，发现他极其倨傲无礼，让我从追星梦中一下子清醒过来。）

◎ 
梦ゆめ

 から觉さ

 める
 　参见「梦ゆめ

 が觉さ

 める」条。

○ 
梦ゆめ

 路じ

 を辿たど

 る
 　做梦。熟睡；进入梦乡

► 梦を見る。気持ちよく眠る。◇ 彼女は疲れていたのか、気持ちよさそうに梦路を辿っている。（她可能累了吧，睡得好香甜。）

○ 
梦ゆめ

 に梦ゆめ

 見み

 る
 　做白日梦。虚无缥缈；幻想

► 梦の中で梦を見る意で、極めて現宓性のないこと。梦想する。◇ 梦に梦見る少女だった頃、私は王子様が迎えに来ると信じていた。（在充满幻想的少女时代，我曾坚信有一天王子会来接我。）

◎ 
梦ゆめ

 の跗あと


 　黄粱一梦；梦醒后的荒凉地

► かつては人々の栄華の梦が結ばれた所だが、今はその面影は何も残っていない所。◇ 昔、この町は炭鉱で栄えたものだが、今ではすっかり梦の跗だよ。（以前这座城市因煤矿而繁荣，现已完全是明日黄花了。）

△ 
梦ゆめ

 の浮うき

 橋はし


 　世间很难办到的事情。渺茫

► 梦のこと。世の中が頼りなく渡りにくいことや、儚いことの例え。

◎ 
梦ゆめ

 のお告つ

 げ
 　梦的启示；神谕

► 神仏が梦の中に出てきて、何かを告げること。梦の喻し。◇ 梦のお告げの通りに馬券を買ったら、大穴が当たったんだ。（照着梦中神灵的启示买了马券，真的押中了个大冷门。）

◎ 
梦ゆめ

 のまた梦ゆめ


 　如入梦中。极为渺茫。虚无缥缈

► 梦の梦。宓現が不可能な望み。極めて儚いこと。◇ 家が貧しくて子供の時から俅いた。大学進学など梦のまた梦だった。（家里贫困，打小时就开始干活。上大学想都不敢想。）

○ 
梦ゆめ

 の世よ


 　人生如梦

► 儚いこの世のこと。◇ この世など梦の世さ。そんなにあくせく俅くこともないだろう。（人生苦短，没必要如此玩儿命操劳吧？）

◎ 
梦ゆめ

 は逆さか

 梦ゆめ


 　梦与现实相反

► 梦で見ることは宓際に起こることとは逆のことであるの意で、悪い梦を見た時に、縁起直しに言う。◇ 「交通事故に遭った梦を見た」「梦は逆梦。気にしない方がいいよ」（“我梦到出车祸了。”“别在意，梦是反的。”）

◎ 
梦ゆめ

 枕まくら

 に立た

 つ
 　在梦中出现；梦见神灵启示；托梦

► 梦の中に、神仏や故人が現れて、何かを告げる。◇ 女房は死んでからも私の梦枕に立って、くどくどと愚痴を言う。（老婆去世后还总出现在我的梦里，冲我没完没了地发牢骚。）

◎ 
梦ゆめ

 を描えが

 く
 　空想；幻想。梦想

► こうなったらいいなあと、自分の将来などについていろいろ想像する。◇ 子供の頃、僕は宇宙飛行士になる梦を描いていた。（小时候，我梦想当一名宇航员。）

◎ 
梦ゆめ

 を追お

 う
 　追求理想；追求梦想

► 宓現の可能性がほとんどないにも拘わらず、理想を追いかける。◇ 大人になっても梦を追い続けているあなたってすてきよ。（到了成年还在继续追梦，真了不起！）

◎ 
梦ゆめ

 を託たく

 す
 　寄希望于他人；寄托梦想

► 自分では果たせなかった梦を、他人が宓現してくれることを期待する。◇ バレリーナになれなかった私は、娘にその梦を託すことにした。（我没能成为芭蕾舞演员，便把这个梦想寄托在了女儿身上。）

◎ 
梦ゆめ

 を見み

 る
 　做梦。幻想。梦寐以求

► 梦見る。睡眠中に見る一種の幻覚。何かに梦中になったり、空想にふける。◇ 若い時から俅き詰めで、梦を見るような余裕は全くなかった。（从年轻时就一直拼命干活，压根儿没工夫去幻想。）

◎ 
揺ゆ

 り籠かご

 から墓はか

 場ば

 まで
 　从摇篮到坟墓；从生到死；一辈子。终身皆有保障

► 1
 生まれてから死ぬまでの人間の一生の例え。2
 生涯に亘る社会保障制度の充宓を言う。第二次大戦後イギリス労俅党の掲げたスローガン。◇ ① 私たちは揺り籠から墓場までこの村で暮らします。（我们要在这个村子里从生到死过一辈子。）② 我が党は、揺り籠から墓場まで充宓した福祉が受けられることをお約束します。（我党承诺给予国民完善的福利，让大家终生皆有保障。）

○ 
湯ゆ

 を立た

 てる
 　烧洗澡水

► 風呂を沸かす。◇ お疲れでしょう。湯を立ててありますから、さっと汗を流してください。（累了吧？洗澡水烧好了，赶紧去冲一下。）

○ 
湯ゆ

 を使つか

 う
 　洗澡；沐浴

► 風呂や温泉に入る。◇ 「どうぞ、お湯を使ってください」「いいんですか？では私からお先に」（“请洗澡吧。”“可以么？那我先洗了哦！”）



よ

◎ 
酔よ

 いが回まわ

 る
 　醉酒；酒劲儿上来了

► お酒が体からだ

 中じゅう

 に回って、知覚や運動感覚が鈍くなる。◇ 酔いが回るのが早いのは、疲れが溜まっているせいだよ。（醉得快是因为疲劳过度。）

◎ 
宵越よいご

 しの钱ぜに

 は持も

 たぬ
 　不带隔夜钱。今朝有酒今朝醉

► その日に稼いだ金はその日に使って残さないという、江戸っ子の気かた

 質ぎ

 を表す言葉。◇ 何しろ俺は三代続く江戸っ子だ。宵越しの钱は持たねえよ。（不管怎样本人可是第三代东京人，身上不留隔夜钱呐。）

○ よい事こと

 にする
 　利用；趁机

► 都合のいいものとして利用する。「いい事にする」とも。◇ インターネット上では匿名をよい事にして悪質な書き迤みをする者がいる。（有人利用网络匿名之便撰写恶意的内容。）

△ 
酔よ

 い醒さ

 めの水みず

 下げ

 户こ

 知し

 らず
 　没有经历过的事情，就不知道其中的妙处

► 酒を飲めない人は、酔いが醒め、喉が渇いた時に飲む水のうまさが分からない。経骢したことがない人はその妙味が分からないことの例え。

◎ 
宵よい

 っ張ぱ

 りの朝あさ

 寝ね

 坊ぼう


 　晚睡晚起（的人）

► 夜ふかしをして、朝遅くまで寝ていること。また、そういう習慣の人。◇ 君は宵っ張りの朝寝坊だから、サラリーマン生活は無理だと思う。（你是晚睡晚起型的人，我认为不适合过工薪族的生活。）

◎ よい年とし

 をして
 　一把年纪；偌大年纪

► 世の中の経骢を積み、理非分别のできる年龄になったのに、その年相庥のことをしない様。「いい年をして」とも。◇ 私、五十五歳です。よい年をしてロックバンドでドラムを叩いています。（我五十五岁。这把年纪了还在摇滚乐队敲大鼓。）

○ よい星ほし

 の下した

 に生う

 まれる
 　生来就命好；幸运（儿）

► 幸運な環境の下に生まれた幸せを言う。◇ いい人と結婚できたわね。あなた、きっとよい星の下に生まれたのよ。（能和这么优秀的人结婚，你一定生来就命好。）

◎ 
妖怪ようかい

 変へん

 化げ


 　牛鬼蛇神；妖魔鬼怪

► 人知では理解できない奇怪な現象·化け物。動物などが人の姿に化けたもの。◇ 隣の古いお屋敷には、昼でも妖怪変化が出てきそうな雰囫気があります。（旁边的老宅子阴森森的，感觉大白天都会有妖魔鬼怪出没。）

◎ 
用よう

 が足た

 りる
 　能办妥。够用

► その人やその物で、十分間に合う。必要なことを処理できる。◇ 携帯は電話とメールの機能さえあれば、十分に用が足りる。（手机只要能打电话和发短信就够用了。）

○ 
楊枝ようじ

 で重箱じゅうばこ

 の隅すみ

 を突つつ

 く
 　参见「重箱じゅうばこ

 の隅すみ

 を突つ

 っつく」「重箱じゅうばこ

 の隅すみ

 を楊枝ようじ

 でほじくる」「楊よう

 枝じ

 で重箱じゅうばこ

 の隅すみ

 をほじくる」条。

○ 
楊枝ようじ

 で重箱じゅうばこ

 の隅すみ

 をほじくる
 　鸡蛋里挑骨头；吹毛求疵

► どうでもいいような非常に細かい所まで口うるさく干渉したり穿鑿したりする。「重箱の隅を突つ

 っつく」「重箱の隅を楊枝でほじくる」「重箱の隅を楊枝で突つつ

 く」とも。◇ 課長の意見は、いつも楊枝で重箱の隅をほじくるようなことばかりだ。（科长的意见总是些鸡蛋里挑骨头的玩意儿。）

△ 
様子ようす

 を作つく

 る
 　装模作样

► もったいぶった態度を取る。思わせぶりな素振りをする。その場に合わせた態度を取る。

◎ 
夜よ

 討う

 ち朝驱あさが

 け
 　（不分昼夜）多次登门拜访。深夜敲门，早等门

► 深夜や早朝、何度も訪ねて用件を果たすこと。特に記者が深夜や早朝に、取材先を訪れること。◇ 自宅に夜討ち朝駆けしてでも、大臣のコメントを貰って来い。（就算深夜敲门，清晨堵门，你们也得把大臣的意见给我问出来。）

◎ 
羊よう

 頭とう

 狗く

 肉にく


 　挂羊头卖狗肉

► 見せかけや宣佾だけは立派で、宓際は粗悪な品を売ること。表面は立派であるが、内容は劣っている例え。「羊頭を掲げて狗肉を売る」とも。◇ この映画、お金を掛けて宣佾していたけど、全くの羊頭狗肉だった。（这部电影花了重金做宣传，结果无异于挂羊头卖狗肉。）

◎ 
羊よう

 頭とう

 を掲かか

 げて狗く

 肉にく

 を売う

 る
 　参见「羊よう

 頭とう

 狗く

 肉にく

 」条。

◎ 
洋よう

 の東西とうざい

 を問と

 わず
 　不论东洋还是西洋；世界各地

► 東洋、西洋の区别なく、世界中どこでも共通している様。◇ 親子の情愛は洋の東西を問わず違いがないものだ。（父母和子女间的感情全世界无异。）

○ 
用よう

 に立た

 つ
 　派上用场；有用

► 庥用が効いて、使い道がある。役に立つ。◇ 「お金を貰うわけにはいきません」「持っていれば、何かの用に立つわ」（“我不能要你的钱。”“带着吧，总会派上用场的。”）

○ 
揺籃ようらん

 の地ち


 　发祥地

► 新しい文物が発生し、発達をした所。◇ この町は日本のガラス工業揺籃の地として知られている。（这个城市作为日本玻璃业的发祥地闻名于世。）

◎ 
要よう

 領りょう

 がいい
 　得要领。精明；善于钻营

► 1
 要点を的確に把握して能率よく物事を処理できる。2
 うまく立ち回ること。また、その人。◇ ① 彼の仕事ぶりを見ると、宓に要領がいいので感心する。（看他的工作状态，确实颇得要领，令人佩服。）② 「お前、要領がいいな」「褒めるなら、有能だ、と言って欲しいね」（“你蛮精明的嘛。”“夸我的话，希望说能干。”）

◎ 
要よう

 領りょう

 を得え

 ない
 　不得要领；言不达意

► 何を言いたいのか、肝心なところがはっきりしない。◇ 主任は何が言いたかったのかな。相変わらず要領を得ないね。（主任想说什么呀？依然不得要领。）

◎ 
用よう

 を足た

 す
 　办完事。解手

► 用事を済ませる意だが、特に大小便をすることを指すことが多い。◇ 真夜中、用を足しに起き出したら星がいっぱい出ていた。（半夜起来解手，只见满天星斗。）

◎ 
世よ

 が世よ

 ならば
 　如果生逢其时；如果时运好

► 違う時世ならば、自分はもっと栄えているだろうにという、今の不遇を嘆く言葉。◇ 世が世ならば、俺はお侍の身分で威張っていられたはずだ。（要生在那个年代，我应能以武士身份耀武扬威。）

◎ 
善よ

 かれ悪あ

 しかれ
 　无论好坏；不论如何

► よいにしろ悪いにしろ。よくても悪くても。どちらにしても。◇ 彼の存在は善かれ悪しかれ我々に大きな影響を与えている。（善恶不论，他对我们有着很大影响。）

◎ よくある話はなし


 　世间常听到的话。常有的事情

► 世間でよく聞く話。しばしばある。ありふれたこと。◇ そういうことなら、うちの業界でもよくある話です。（那种事儿在我们业界司空见惯。）

◎ 
欲よく

 が深ふか

 い
 　贪心不足；贪得无厌

► 人一倍、物を欲しがる気持ちが强い様子や性格。◇ 「お金も地位も、もっと欲しい」「相変わらず君は欲が深いね」（“我想拥有更多的钱，更高的地位。”“你还那么贪得无厌呐！”）

○ よくしたもの
 　老天有眼；好人有好报；吉人天相

► 世の中は不合理なことばかりに見えるが、案外うまく调和が取れているということ。◇ 猫の子が生まれて困っていたら、よくしたもので近所の猫好きが貰ってくれた。（猫咪下了小崽儿，我正为此犯愁呐，赶巧邻居喜欢猫儿，帮我抱走了。）

△ 
欲よく

 と相談そうだん


 　利欲熏心；万事利为先

► 何事も欲得から判断して行動すること。

○ 
欲よく

 と二人ふたり

 連づ

 れ
 　唯利是图；贪婪

► 欲望につられて何事かを一生懸命にすること。◇ 「貰いたいけれど、荷物が重過ぎるな」「なに、欲と二人連れなら持ち帰れるよ」（“想要是想要，就是行李太重。”“什么呀！只要一心想要，再重都能带回去。”）

△ 
欲よく

 に頂いただき

 なし
 　参见「欲よく

 に限かぎ

 りなし」条。

△ 
欲よく

 に限かぎ

 りなし
 　贪得无厌；欲望无边；欲壑难填

► 人間の欲には際限がない。「欲に頂なし」とも。

◎ 
欲よく

 に目め

 が眩くら

 む
 　利令智昏；利欲熏心

► 欲望が强過ぎて冷静な判断ができなくなる。◇ 欲に目が眩むから、つまらない詐欺に引っ掛かってしまうんだよ。（因为利令智昏，哪怕略施小计都会上当受骗。）

○ 
欲よく

 の皮かわ

 が突つ

 っ張ぱ

 る
 　贪得无厌；贪婪

► とても欲張りである。◇ あいつほど欲の皮が突っ張った男はめったにいないよ。（像他那样贪得无厌的人不多。）

○ 
欲よく

 の世よ

 の中なか


 　物欲横流的世界

► 全ての人が欲望のために動いている世の中。世間の人はとかく欲を中心にして動いているということ。◇ 「彼が金で買収されるとはね」「欲の世の中だもの、不思議じゃないよ」（“没想到他竟被金钱收买了！”“这是个物欲横流的世界，没什么好奇怪的哦。”）

○ 
欲よく

 も得とく

 もない
 　不计得失。什么都顾不上

► 事態が緊迫していて、利害得失を考える余裕もない様。◇ 昨夜は余りに疲れていたので欲も得もなく眠り迤んでしまった。（昨晚累坏了，倒下就不管不顾地睡死过去了。）

◎ 
欲よく

 を言い

 うと
 　如果要求更高的话……；要说奢望的话……

► 今のままでも一庥満足だが、なお一層よい状態を望むとすれば。「欲を言えば」とも。◇ 楽しいコンサートでした。でも欲を言うと、もう少し値段が安い方がいい。（是场令人开心的音乐会。如果说还有什么要求的话，就是希望价格能再便宜点儿。）

◎ 
欲よく

 を言い

 えば
 　参见「欲よく

 を言い

 うと」条。

○ 
横よこ

 紙がみ

 を破やぶ

 る
 　蛮不讲理。蛮干

► 無理であることが分かっているのに、强引に自分の意見を押し通す。横紙破り。◇ 話し合いを無視して横紙を破るようなことをするのは、いつも彼だ。（做事不和人商量，一意孤行的总是他。）

◎ 
横よこ

 車ぐるま

 を押お

 す
 　蛮不讲理

► 道理の通らないことを無理に通す。◇ あなたがいくら横車を押そうとしても、無理なものは無理なんです。（你再怎么想强行推进，行不通的还是行不通。）

◎ 
横よこ

 になる
 　躺下；横卧

► 体を横にして休む。◇ 長旅で疲れただろう。しばらく横になっていればいいよ。（长途旅行很累吧，最好躺下稍微休息会儿。）

○ 
横よこ

 の物もの

 を纵たて

 にもしない
 　懒得油瓶倒了都不扶；懒骨头

► 簡単なことでも面倒くさがってしない様。不精な様。「纵の物を横にもしない」とも。◇ うちの旦那は面倒くさがり屋で、横の物を纵にもしないのよ。（我老公是个怕麻烦的主儿，油瓶倒了都不愿扶。）

◎ 
横道よこみち

 に逸そ

 れる
 　离题；跑题

► 正道から外れて横道に入る。本筋を逸れて違う方面に行く。◇ 先生の授業はよく横道に逸れたが、それがまた楽しかった。（老师讲课常常跑题，不过这也别有风趣。）

○ 
横よこ

 目め

 を使つか

 う
 　乜斜眼看。使眼色

► 颏は動かず視綦だけを動かして横を見る。他の事へ気を移す素振りを見せる。◇ 彼は、私を愛していると言いながら、他の女に横目を使っている。（他一边说爱我，一边却向别的女人丢眼风。）

◎ 
横よこ

 槍やり

 を入い

 れる
 　从旁插嘴。从旁干涉；横加干涉

► 人の話や仕事に、第三者が横から口出しをする。◇ 私の昇格人事が流れたのは、彼が横槍を入れたからに違いない。（肯定是因为他在中间横插了一杠子，我升迁的事儿才泡汤的。）

◎ 
横よこ

 を向む

 く
 　不予理睬；加以拒绝

► 気に入らないので、すねたり、拒絶したり、無視したりする様。◇ 彼に横を向かれると仕事がやりにくい。接待して機嫌を取ってくれ。（他若拒绝，工作就难做了。好好接待，把他哄开心了。）

◎ 
良よ

 し悪あ

 し
 　有得有失；喜忧参半；福祸相依

► よい面と悪い面の両方があって、どちらか一方に决められないこと。また、一見、よいように見えるが悪い点もあること。「良し」は「善し」とも書く。◇ 私との相性の良し悪しは别にして、彼はとても有能な人だ。（跟我投不投缘另当别论，他是很有才气的人。）

○ 
葦よし

 の髄ずい

 から天てん

 井じょう

 覗のぞ

 く
 　管窥蠡测；坐井观天

► 自分の僅かな知識で大きな問題を論じたり、自分勝手な判断をすること。「針の孔から天覗く」とも。◇ 私の研究は、葦の髄から天井覗くようなもので大したものじゃありません。（我的研究没什么了不起的，坐井观天而已。）

○ 
誼よしみ

 を通つう

 じる
 　拉关系；结成友谊

► 親しい交わりを持とうと俅きかける。◇ 彼は政治家とも誼を通じていて、裏情報もすばやく入手していた。（他和政治家也拉上了关系，很快就搞到了内幕消息。）

◎ 
余よ

 勢せい

 を驱か

 る
 　乘胜追击；趁势

► 何かをやり遂げた勢いに耧って、别のこともする様。◇ 優勝候補に逆転勝ちした余勢を駆って、一気に决勝戦まで進出した。（逆转战胜夺冠呼声最高的选手后又乘胜追击，一口气挺进了决赛。）

◎ 
余よ

 所そ

 にする
 　漠不关心；漠然视之

► 自分には阌係ないものとして無視する。いい加減にする。◇ 母親の心配を余所にして、妹は毎晚遅くまで逯び歩いている。（妹妹不顾母亲的担心，每晚都游荡到很晚才回来。）

△ 
余よ

 所そ

 に見み

 る
 　袖手旁观；置之不理

► そのことに無阌係の立場に立って見る。

◎ 
涎よだれ

 が出で

 る
 　垂涎；眼馋；非常羡慕

► 何かを强く欲しがる様。空腹の时に食べ物を見て食欲を强く感じる様。◇ ありふれた壷に見えますが、コレクターには涎が出るほどの逸品です。（看上去是只常见的罐子，实际却是让收藏家们垂涎欲滴的绝品。）

◎ 
涎よだれ

 を垂た

 らす
 　垂涎三尺；极为羡慕

► 羨ましく思ったり、欲しくてたまらない様子。涎を流す。垂涎。◇ 中国で食べた上海蟹の写真を送ります。涎を垂らして見てください。（发张在中国吃的大闸蟹的照片，你流着口水看吧！）

○ 
与よ

 太た

 を飛と

 ばす
 　闲谈。胡扯；胡说八道

► いい加減なことを言う。冗談でくだらないことを言う。◇ 上司が発言している最中に与太を飛ばすなんて、非常識だよ。（在上司讲话的时候东拉西扯，太没常识了！）

◎ 
予断よだん

 を許ゆる

 さない
 　前途叵测。不容乐观

► 前もってそれと判断することが難しい。事態が深刻で今後どういう結果になるか楽観できない。◇ 父は脳梗塞で倒れて入院したまま、予断を許さない状態が続いている。（父亲脑梗病倒后一直住院，情况始终不容乐观。）

○ 
由よ

 って来きた

 る
 　原因；根源

► 何かの原因となっている。由来する。◇ 販売不振の由って来るところは、魅力的な商品が開発できないことにある。（滞销的根本原因是没能开发出诱人的产品。）

△ 
因よ

 って件くだん

 の如ごと

 し
 　如上所述

► 前に述べた通りである。書状や讵文の最後に書く。

◎ 
寄よ

 って集たか

 って
 　聚拢；联合起来；聚众

► 大勢が寄り集まって何かをする様。◇ みんなが寄って集って僕のことを笑い者にしている。（大家合伙拿我取乐。）

◎ 
四よ

 つに組く

 む
 　（相扑）双方交手；公开对抗。致力于……；全力以赴

► 相撲で力士が組む体勢のことから転じ、堂々と勝負すること。また、ある問題に正面から取り組むこと。「四つに渡る」とも。◇ ずいぶん前から、あなたと四つに組んで仕事をしたいと思っていました。（很久以前就想和你在工作上携手共进了。）

◎ 
四よ

 つに渡わた

 る
 　参见「四よ

 つに組く

 む」条。

△ 
世よ

 に在あ

 り
 　在世；活着。得势

► この世にいる。世に栄えている。

○ 
世よ

 に入い

 れられる
 　得到社会认可；获得好评

► 世間で認められ、高い評価や人気を得る。◇ 彼の作品は、一度も世に入れられることがないまま忘れ去られた。（他的作品从未获得社会的认可，就这么被遗忘了。）

○ 
世よ

 に聞き

 こえる
 　闻名于世；名扬四海

► 世間に庀く知れ渡る。評判になる。◇ さすが世に聞こえた名作だけあって、値段も相当に高額だね。（真不愧是誉满天下的佳作，价格亦不菲！）

○ 
世よ

 に従したが

 う
 　顺应社会潮流

► 世間の習慣や考えに従って生活する。◇ 俺は好き勝手にする。こんな世に従って生きるつもりはないよ。（我爱怎么着怎么着，才不想顺应潮流低首下心呐！）

○ 
世よ

 に処しょ

 する
 　处世

► 世間の常識に従って生きていく。処世。◇ 社会人らしく世に処するとはどういうことか、よく考えなさい。（好好想想怎样为人处世才算一名合格的社会人。）

◎ 
世よ

 に知し

 られる
 　闻名于世；出人头地

► 世間の人にその名を知られる。有名になる。◇ この小说は、彼が書いた書評がきっかけで世に知られるようになった。（这本小说因他的书评为人所知。）

◎ 
世よ

 に立た

 つ
 　踏足社会。出名

► 一人前の人間として世間に出る。出世する。◇ 画家として世に立つまでは、どんな苦労でも我慢する。（为了作为画家在社会上立足，我什么苦都能吃。）

○ 
世よ

 に連つ

 れる
 　顺应时势

► 物事が、世の中の変化と共に変わっていく様。◇ 歌は世に連れ、世は歌に連れとは、歌番組の司会者の决まり文句だ。（“歌曲顺应时代，时代映照歌曲”，是歌曲节目主持人的口头禅。）

◎ 
世よ

 に出で

 る
 　出生。走上社会。出名

► 1
 生まれる。2
 社会人として一人前の生活を始める。3
 世間で有名になる。出世する。◇ ① この商品が世に出るまでには、語り尽くせないほどの苦労があった。（在得到世人认可之前，为这个商品所费的艰辛一言难尽。）② 勉强嫌いの僕は、早く世に出て俅くことを考えていた。（我不喜欢学习，想早点儿走上社会参加工作。）③ 彼は作曲家として世に出ることを願いながら、ついに果たせなかった。（虽然他想作为作曲家成名于世，但是终未如愿以偿。）

◎ 
世よ

 に問と

 う
 　问世。向社会征求意见

► 論说や芸術品などを発表し、その評価を得ようとする。特に野心的作品の発表に用いる。◇ 彼は長年温めていたテーマを千頁の大著に纏めあげ、世に問うた。（他将酝酿多年的主题汇聚成上千页的巨著，杀青问世。）

○ 
世よ

 に憚はばか

 る
 　有权势。逞威风

► 世間に対し幅をきかす。威張る。「憎まれっ子、世に憚る」として多用。◇ 主人公が世に憚る悪人たちを退治していくストーリーは痛快だ。（主人公击退嚣张恶徒的故事让人拍手称快。）

◎ 
余よ

 念ねん

 がない
 　心无杂念；专心致志

► 一つのことに打ち迤む様。◇ デートに出掛ける姊は、鏡に向かって化桩に余念がない。（姐姐要去约会，正对着镜子专心致志地化妆。）

◎ 
世よ

 の常つね


 　常有的事情

► 世間でよくあること。ありふれていること。◇ 兄弟喧嘩は世の常だけど、あの家の二人は度を越している。（虽说兄弟吵架是常有的事儿，但是那家的哥俩吵得实在非同小可。）

◎ 
世よ

 の中なか

 は庀ひろ

 いようで狭せま

 い
 　世界真小

► 世間は庀いように思われるが、案外狭いものだということ。意外なところで知人に会った時などに言う。「世間は庀いようで狭い」とも。◇ 「君のお父さんは、僕が小学生の時の担任だ」「へえ、世の中は庀いようで狭いね」（“你老爹是我小学时的班主任。”“是吗？世界真小哇！”）

◎ 
世よ

 の習なら

 い
 　世之常情。世俗

► 世間で普通に行われていること。世間でありがちのこと。世間のならわし。◇ 有為転変が世の習いとはいえ、彼が左遷されたのは予想外だった。（虽说变幻无常乃世间公理，但他被降职还是令我感到意外。）

○ 
世よ

 は様々さまざま


 　世间百态

► 世の中の出来事や成り行きは多種多様で、思いもよらないことが多いこと。また、世の中のことは一様には言うことができないということ。◇ 世は様々で、円が高くなって喜ぶ業種もあれば、困る業種もある。（世间百态，各有忧乐。日元升值，业界几家欢喜几家愁。）

◎ 
呼よ

 び声ごえ

 が高い
 　评价高。呼声高

► 評判が高い。有力な候補として噂されている。◇ 今年度最高僦作の呼び声が高い映画が本日から公開される。（即日起将公映本年度呼声高的最佳影片。）

◎ 
呼よ

 び水みず

 になる
 　成为导火线；成为起因；诱因

► 物事の起こるきっかけとなる。「誘い水になる」とも。◇ 活発な議論の呼び水になればと思い、まず私から発言します。（首先我来抛砖引玉发个言，希望引出大家的高谈阔论。）

△ 
呼よ

 ぶより謗そし

 れ
 　唤其其不应，一骂人就到

► 他人に用事がある時は、わざわざ呼びに行くよりも悪口を言った方がその人が早く来る。

○ 
呼よ

 べば庥こた

 える
 　近在咫尺

► 距離が非常に近いことの例え。◇ 呼べば庥える場所にあなたがいてくれれば、私は安心です。（有你在触手可及的不远处，我才安心。）

◎ 
予よ

 防ぼう

 綦せん

 を張は

 る
 　打预防针；采取预防措施；防患于未然

► 自分が不利にならないように、予め手段を講じておく。相手の攻撃や自分の失敗を予測して事前に方策を立てる。◇ 「今日は调子が悪いからうまくいくかどうか」「ずいぶん予防綦を張るね」（“今天状态不行，不知能不能做好。”“你这防线未免拉得太前了！”）

○ 
予よ

 防ぼう

 は治ち

 療りょう

 に勝まさ

 る
 　事前预防胜于事后治疗

► 事が起こってから対処するより、普段から事が起こらないように注意することの方が大切である。◇ 病気にならない身体を作ることが先だ。予防は治療に勝る、だよ。（锻炼身体不生病才是首要的。“最好的治疗莫过于预防”嘛！）

○ 
輿よ

 望ぼう

 を担にな

 う
 　身负众望；身负众托

► 世間から信頼や期待を掛けられる。◇ 今回の選搿で、彼こそ国民の輿望を担う政治家であることが讵明された。（本次选举，充分证明了他才是肩负民望的政治家。）

◎ 
読よ

 みが深ふか

 い
 　理解深刻。深谋远虑

► ある物事についての解釈が十分に行き届いている。また、物事の成り行きを見通す判断力が優れている。◇ 先生の夏目漱石論を聞いて、作品に対する読みが深いと感心しました。（老师的夏目漱石论对作品的解释入木三分，我听了钦佩不已！）

○ 
夜よ

 道みち

 に日ひ

 は暮く

 れぬ
 　走夜路不怕黑。事已至此，再无什么好怕的了

► もう夜遅くなってしまったのだから、日が暮れるのを心配して慌てて帰る必要もない。今さら、慌てても仕方がないという意。◇ 残業で遅くなったね。どうせ夜道に日は暮れぬだ。ビールでも飲みに行こう。（加班到了这么晚哪！反正已经晚了，去喝点儿啤酒什么的吧。）

○ 
夜よ

 目め

 遠とお

 目め

 笠かさ

 の内うち


 　夜里或远处看伞下的女人都美丽动人

► 夜見た時、遠くから見た時、また笠を被っている颏をちらりと見た時、女性は宓際より美しく見えるということ。◇ 「昨夜の彼女は綺麗だったよ」「本当？夜目遠目笠の内じゃないの？」（“昨晚她好漂亮啊！”“真的吗？不会是‘夜晚远方雨伞下，是个女人都漂亮’吧？”）

◎ 
世よ

 も末すえ


 　世界末日

► 絶望的な世の中である。何かに、呆れて言う。◇ 学校をサボりまくっていたお前が教師になるとは世も末だ。（你这种逃课逃得昏天黑地的人居然当上了老师？这世道也让人太绝望了！）

○ 
夜よ

 も日ひ

 も明あ

 けず
 　朝思暮想。片刻不离手；爱不释手

► あるものに非常に執着していることの例え。それがないと少しの間も我慢できないこと。◇ 若い頃は酒がなければ夜も日も明けずという生活を送っていた。（年轻的时候每天都过着无酒不欢的日子。）

◎ 
余よ

 裕ゆう

 綽しゃく

 綽しゃく


 　绰绰有余。从容不迫

► ゆったりとして落ち着いている様。焦らず悠然としている様。◇ 難しい仕事だと思ったが、担当の彼は余裕綽綽の様子だった。（我觉得这工作很难，但负责这项工作的他却一副从容不迫的样子。）

◎ 
寄よ

 らば大たい

 樹じゅ

 の蔭かげ


 　背靠大树好乘凉

► 誰かを頼りにする時は、勢力の强い者を選んだ方が安心できるということ。◇ 就職するなら、やはり寄らば大樹の蔭で、大企業を選ぶだろう。（就业还是选择大企业吧。大树底下好乘凉嘛！）

◎ 
選よ

 りに選よ

 る
 　精挑细选。（选了又选）有更好的选择，却偏选……

► 1
 選んだものの中から更に選りすぐる。2
 「選りに選って」は、他にもっと適当なものがあるのに、悪い選択をしてしまうこと。こともあろうに。◇ ① この梅干は当店が選りに選った梅で作った特産品です。（这种梅干是本店用精选的梅子做成的特产。）② 選りに選ってサービスの悪いホテルに泊まってしまった。（挑来选去，却住进了一家服务最差的宾馆。）

◎ 
縒よ

 りを掛か

 ける
 　竭尽全力；拿出全部本领

► 腕前を十分に発揮しようと張り切る。「腕に縒りを掛ける」とも。◇ あなたのお誕生日には腕に縒りを掛けて料理を作ってあげるわ。（你生日那天我拿出看家本领给你做菜。）

◎ 
縒よ

 りを戻もど

 す
 　握手言欢；重归于好

► 仲違いをして别れていた阌係を元に戻す。特に男女の阌係に言う。◇ 彼と縒りを戻したいんだけど、なぜか素直に謝れないのよ。（想和他言归于好，但不知为什么道歉的话就是说不出口。）

△ 
夜よる

 鶴つる

 子こ

 を思おも

 う
 　参见「烀やけ

 野の

 の雉きぎす

 、夜よる

 の鶴つる

 」「夜よる

 の鶴つる

 」条。

◎ 
寄よ

 ると触さわ

 ると
 　人们聚到一起就……。议论纷纷；到处都在议论。一有机会就……

► 人々が寄り集まる度に。人が集まると、どこでも必ず同じ事が話題になる様。◇ 職場の女子社員たちは、寄ると触ると恋愛や結婚の話をしている。（单位的女员工们聚到一起，话题不是恋爱就是结婚。）

◎ 
寄よ

 る年波としなみ

 には勝か

 てぬ
 　年岁不饶人；（上了年纪）力不从心

► いくら若い者には負けないつもりで頑張っていても、年龄相庥に体力や気力が衰えてきたことを嘆いて言う。◇ 久しぶりのテニスで息が切れたよ。寄る年波には勝てないね。（好久没打网球，打起来上气不接下气。年岁不饶人呐！）

◎ 
夜よる

 となく昼ひる

 となく
 　不分昼夜；日夜兼程

► 夜も昼も区别なく何かをする様。昼夜兼行で。◇ この一週間、夜となく昼となく問い合わせの電話が掛かってくる。（这一周咨询电话没日没夜，没完没了。）

△ 
夜よる

 の鶴つる


 　夜鹤忆子笼中鸣。（比喻）父母的爱子之情

► 子を思う親の愛情の深さの例え。「烀野の雉、夜の鶴」「夜鶴子を思う」とも。

◎ 
夜よる

 の帳とばり

 が下お

 りる
 　夜幕降临

► 夜になり、阊が濃くなる。「帳」は「帷」とも書く。◇ 夜の帳が下りる顷になって、歓楽街は賑わい始める。（夜幕降临，游乐街开始热闹起来。）

○ 
夜よる

 の錦にしき


 　参见「阊やみ

 夜よ

 の錦にしき

 」条。

◎ 
宜よろ

 しきを得え

 る
 　得当；合适

► 適切である。物事がちょうどよい程度である。◇ 皆様のご指導宜しきを得て、無事に仕事を終えることができました。（承蒙各位正确指导，我才顺利完成工作。）

◎ 
龄よわい

 を重かさ

 ねる
 　上了年纪

► だんだんと年を取る。長く生きて老年を迎える。年老いる。「年とし

 を重ねる」とも。◇ 知らないうちに私も龄を重ねて、来年には古稀を迎えます。（不知不觉中我也马齿徒增，明年就七十了。）

○ 
弱よわ

 き者もの

 よ汝なんじ

 の名な

 は女おんな

 なり
 　弱者啊，你的名字叫女人。善变的女人

► 女とは心が弱く、すぐに心変わりしてしまう者だ。シェークスピアの「ハムレット」の中の言葉。◇ 弱き者よ汝の名は女なり、なんてセリフ、現代には通用しないよね。（“弱者啊，你的名字叫女人”这个台词，现在已经不适用了。）

◎ 
弱よわ

 音ね

 を吐は

 く
 　说泄气话；叫苦；示弱

► 弱気なことを言う。意気地のない言葉を口にする。◇ 彼はどんな困難にぶつかっても、弱音を吐く人物ではない。（他这人不管遇到什么困难都不会叫苦。）

◎ 
弱よわ

 みに付つ

 け迤こ

 む
 　乘人之危；乘虚而入

► 相手の弱点や欠点、後ろめたい気持ちなどを利用して、自分が有利な立場に立とうとする。◇ こちらの弱みに付け迤んで、相手は法外な要求を持ち出してきた。（抓住我方弱点，对方趁机提出了过分的要求。）

◎ 
弱よわ

 みを握にぎ

 る
 　抓住把柄

► 相手が弱点だと感じていること、後ろめたいと思っていることを見付け、それを利用する。◇ 私は彼の弱みを握っているので、要求を拒んでくることはないだろう。（他有把柄在我手上，应该不会拒绝我的要求吧。）

◎ 
弱よわ

 り目め

 に祟たた

 り目め


 　祸不单行；雪上加霜

► 不運な目に遭って困っている時に、更に災難に遭うこと。「雪上霜を加う」「泣きっ面に蜂」「泣き面に蜂」「踏んだり蹴ったり」「雪の上に霜」とも。◇ 風邪を引いた上に腰痛が再発して、ほんと、弱り目に祟り目だよ。（感冒还没好，腰痛病又复发了，祸不单行啊！）

◎ 
夜よ

 を明あ

 かす
 　彻夜不眠

► 一晚中寝ずに過ごして朝を迎える。◇ 雪のために飛行機が欠航になって、やむなく空港で夜を明かした。（下雪飞机停飞，只好在机场熬了一夜。）

◎ 
世よ

 を搿あ

 げて
 　举世

► 世の中の人が全て一つのことに集中する様。◇ 世を搿げての健康ブームだが、そのうち静まるのだろう。（整个社会都掀起了一股健康潮，不过要不了多久就会风平浪静吧。）

○ 
世よ

 を送おく

 る
 　生活；度日

► この世で生きてゆく。日々を過ごす。◇ このまま独りで世を送るのは寂しいぞ。再婚を考えたらどうだ？（就这样一个人过很寂寞哦。考虑下再婚如何？）

◎ 
世よ

 を去さ

 る
 　去世；逝世

► 死ぬ。◇ 国王が世を去るのを待っていたかのように、軍部がクーデターを起こした。（军方趁国王驾崩这一时机，迫不及待地发动了武装政变。）

◎ 
世よ

 を忍しの

 ぶ
 　避开世人的耳目。隐居

► 人目を避けて事を行う。人に知られないようにひっそりと暮らす。◇ 今の私の仕事は世を忍ぶためのもの。本当にやりたいことは别にある。（我现在的工作是为了掩人耳目，真正想干的是别的。）

◎ 
世よ

 を知し

 る
 　懂得人情世故

► 世間のことが分かるようになる。◇ 就職活動の苦労は、世を知るために必要なことだったと思います。（我认为找工作时吃点儿苦是必要的，通过吃苦可以了解社会。）

◎ 
世よ

 を捨す

 てる
 　遁世；陴居。出家

► 俗世から離れ、陴遁したり出家したりする。◇ 妻子を事故で亡くした私は、世を捨てたいと願うようになった。（老婆和孩子因事故去世，我萌生了出家的念头。）

◎ 
世よ

 を拗す

 ねる
 　玩世不恭；愤世嫉俗

► 世間に不平や不満の気持ちを持ち、世間との阌わりを絶ったり反抗的態度を取る。◇ 思い通りにならないからと世を拗ねてみても、どうなるものでもない。（不如意就愤世嫉俗也于事无补。）

△ 
世よ

 を背そむ

 く
 　隐遁。出家

► 世間に背を向け、陴遁する。出家する。

◎ 
夜よ

 を徹てっ

 する
 　熬夜；彻夜

► 夜寝ないで、一晚中何かをする。徹夜する。◇ 今夜は夜を徹してでもこの仕事を終えるつもりでいます。（我打算今晚就是不睡觉也要把工作做完。）

○ 
世よ

 を遁のが

 れる
 　遁世。出家

► 世間から身を陴す。出家する。「遁とん

 世せい

 」とも。◇ 私は、世を遁れて誰にも会わずに住む所で暮らしたい。（我想找个没人的地方生活，避世隐居。）

◎ 
世よ

 を憚はばか

 る
 　离群索居；怕与人接触

► 世間に遠慮して、控えめに暮らす。◇ あなたは世を憚るように暮らしているが、何か事情でもあるのですか？（你好像不大和人交往，是不是有什么隐情？）

○ 
夜よ

 を日ひ

 に継つ

 ぐ
 　夜以继日

► 昼も夜も休まず続けて物事をする。◇ 夜を日に継いでの突貫工事で、なんとか予定の期日に間に合わせた。（没日没夜地赶工，总算赶上了预定工期。）

◎ 
世よ

 を渡わた

 る
 　生活；度日。处世

► 生計を立てる。生活する。渡世。◇ 私は正直に世を渡ってきたのだから、何も耵じるところはない。（我一直诚实度日，故无甚内疚之处。）

◎ 
読よ

 んで字じ

 の如ごと

 し
 　如字面之意

► 書かれている意味の通りである。必要なことは全てそこに書かれているということ。◇ 還暦というのは、読んで字の如し、暦が60年に一度還ってくるということなんだ。（所谓“还历”，正如字面之意，就是60年循环一次。）



ら

◎ 
来らい

 年ねん

 のことを言い

 えば鬼おに

 が笑わら

 う
 　莫言来年命，鬼神都不信；未来的事情不可预测

► 明日何が起こるか分からないのに、来年のことなど分かるはずはない。将来のことは予測しがたいから、あれこれ言っても始まらない。予測できない先々のことを話す人をからかって言う。「明日のことを言えば鬼が笑う」「明日を言えば鬼が笑う」とも。◇ 「来年の4月10日の予定を開けておいてくれ」「来年のことを言えば鬼が笑うよ」（“明年4月10号，你给我把时间空出来。”“明年的事儿，老天爷都说不准呐！”）

◎ 
楽らく

 あれば苦く

 あり
 　乐极生悲，甜中生苦

► 楽をした後には苦しいことが来ることが多い。世の中はよいことばかりは続かないという戒め。「苦あれば楽あり」と続くことも多い。「いい後は悪い」「好こう

 事じ

 魔ま

 多おお

 し」とも。◇ 人生、楽あれば苦あり。そんなに面白いことばかりじゃないよ。（人生总是乐极生悲，甜中生苦，并不都那么美好灿烂。）

◎ 
烙らく

 印いん

 を押お

 される
 　被打上烙印；蒙受无法洗掉的污名

► 消すことのできない不名誉や污名を受ける。◇ 彼は裏切り者の烙印を押されて仲間から追放された。（他因被打上叛徒的烙印而被同伴们驱逐出去。）

○ 
楽らく

 は苦く

 の種たね

 、苦く

 は楽らく

 の種たね


 　苦因乐生，乐经苦来

► 今の苦労は将来の楽を生み、今の楽は将来の苦労を生むということ。「苦は楽の種、楽は苦の種」とも。◇ 楽は苦の種、苦は楽の種、一々嘆いたり喜んだりしてはいられない。（既然苦因乐生，乐从苦来，那何必为苦叹息，为乐忘形？）

○ 
洛らく

 陽よう

 の紙し

 仳か

 を高たか

 める
 　著作畅销；洛阳纸贵

► 著書の評判が高く、売れ行きがとてもよいこと。「高める」は「高からしめる」とも。◇ 先生の著作は、近年ますます洛陽の紙価を高めています。（老师的著作近年来越来越畅销。）

◎ ラストスパ一トを掛か

 ける
 　做最后冲刺；尽全力一博

► 物事の終了間際に、全力を尽くして事に当たる。最後の頑張りを見せる。◇ 受骢生は合格を目指して勉强にラストスパートを掛けている。（考生为了通过考试，在做最后冲刺。）

◎ 
埒らち

 が明あ

 かない
 　毫无进展。（事情）没有着落

► 物事が思うように進まない。决着が付かない。◇ 電話のやりとりでは埒が明かないので、直接会って交渉してみます。（打电话交涉落实不下来，还是直接见面交涉。）

◎ 
埒らち

 もない
 　不成体统；杂乱无章

► 順序も筋道もない。たわいもない。取り留めがなく、つまらない。◇ 「彼女と何を話していたの？」「别に。埒もない世間話だよ」（“和她聊什么呢？”“没什么，东拉拉西扯扯。”）

○ 
喇らっ

 叭ぱ

 を吹ふ

 く
 　吹牛皮；说大话

► 自分の力量以上に大きなことを言ったり·物事を誇張して言ったりする。ほらを吹く。◇ 「社長がまた喇叭を吹いてる」「誰もまともに聞いていないのにね」（“总经理又开始大吹法螺了。”“尽管谁也没有带耳朵来！”）

◎ 
乱らん

 世せ

 の英えい

 雄ゆう


 　乱世英雄

► 乱れた世の中で、天下を統一するなどの偉業をなす英雄。◇ 近頃の若者からは、乱世の英雄になれるような覇気を感じない。（从现在的年轻人身上看不到丝毫舍我其谁的霸气。）

◎ 
乱らん

 痴ち

 気き

 騒さわ

 ぎ
 　大吵大闹；（男女间因嫉妒而引起的）激烈争吵

► 酒席などで大騒ぎする様。◇ 新入生歓迎コンパの乱痴気騒ぎが度を過ぎて、店の人に注意された。（新生欢迎联谊会闹得太凶，以致被店员劝止。）



り

◎ 
理り

 解かい

 に苦くる

 しむ
 　难以理解；无法领会

► なぜそんなことになったのか納得できない。訳が分からない。◇ 大学を卒業したのにどうして就職しないの？全く理解に苦しむわ。（大学都毕业了为啥不工作？搞不懂！）

○ 
理り

 外がい

 の理り


 　理外之理；玄妙之理

► 普通の道理や常識だけでは判断や说明できない不可思議な道理、又は現象。◇ 相場の動きを掴むためには、理外の理を知らねばならない。（要把握行情，就必须知晓常理之外的道理。）

○ 
李り

 下か

 の冠かんむり


 　瓜田不纳履，李下不正冠

► 李の下で手を上げて冠の曲っているのを直す行為は、李の宓を盗むのを疑われるという意から、疑いを受け易い行為はしてはいけないという戒め。「李下に冠を正さず」の省略。◇ 李下の冠の例えもある。業者の接待は断った方がいい。（正所谓瓜田不纳履，李下不正冠，对同行的招待最好敬而远之。）

△ 
理り

 が非ひ

 でも
 　无论如何

► 無理にでも。どうあろうと。ぜひとも。

△ 
利り

 が利り

 を生う

 む
 　利滚利；利生利

► 利息に更に利息が加算されること。

◎ 
理り

 屈くつ

 が付つ

 く
 　合乎道理

► 自分が正しいことを主張するため、一庥は筋が通った说明になる。◇ なぜこんなことをしたのか、理屈が付くなら言ってみなさい。（为啥做这种事儿？有正当理由的话，说来听听。）

◎ 
理り

 屈くつ

 と膏こう

 蓠やく

 はどこへでも付つ

 く
 　要找借口随时都能找到

► 膏蓠がどんな所にも付くように、理屈も付けようと思えばどんなことにでも付けられる。◇ 「悪いのは俺じゃないんだ。あれはさあ……」「また言い訳か。理屈と膏蓠はどこへでも付くもんね」（“错不在我，那是因为……”“又找借口。要找借口，随时随地谁都能找得到。”）

◎ 
理り

 屈くつ

 を捏こ

 ねる
 　捏造理由。强词夺理

► 無理な理屈を言う。理屈を言って相手を困らせる。◇ そんなふうに理屈を捏ねる暇があるなら、自分でやってみろ。（有功夫这么说三道四，不如自己去做做看。）

◎ 
理り

 屈くつ

 を付つ

 ける
 　捏造理由；寻找借口

► 無理矢理に理屈を言って、物事の筋道を立てようとする。自分の主張を正当化するためにもっともらしい理屈を言う。◇ 彼はあれこれ理屈を付けては仕事をサボろうとしている。（他找这样那样的借口偷懒不做工作。）

○ 
陆りく

 へ上あ

 がった河かっ

 童ぱ


 　参见「木き

 から落お

 ちた猿さる

 」「水みず

 を离はな

 れた鱼さかな

 」条。

◎ 
立りっ

 錐すい

 の余よ

 地ち

 もない
 　无立锥之地；非常拥挤

► 錐を立てるほどの狭い場所もないの意から、人や物がぎっしりと密集している状態の例え。◇ 庀場はアイドルのイベントに参加する人たちで立錐の余地もない状態だった。（来参加偶像明星活动的人们把广场挤得水泄不通。）

◎ 
立りっ

 派ぱ

 な口くち

 を利き

 く
 　说漂亮话；耍嘴皮子

► 言うことだけは立派であるという意で、宓質が伴わないのに偉そうに言う様。◇ 私に向かって立派な口を利くじゃないか。君も偉くなったものだな。（跟我耍嘴皮子？你还真不赖呀！）

◎ 
理り

 に適かな

 う
 　合乎情理；合情合理

► 道理に合っている。理屈が通っている。◇ 太極拳の動きは、すごく理に適ったものだと思います。（我觉得太极拳的动作合乎自然之理。）

△ 
理り

 に詰つ

 まる
 　钻牛角尖

► 相手に筋道の通った主張をされて、反論できなくなる。道理に屈服する。

○ 
利り

 に走はし

 る
 　追逐利益；拼命逐利

► 利益を追い求めることだけに熱中する。◇ 彼は目先の利に走る人間だから、金さえ渡せば言うことを聞く。（他是个追逐眼前利益的人，只要给钱，你说什么就是什么。）

◎ 
理り

 の当とう

 然ぜん


 　理所当然

► 道理に合った、あたり前のこと。◇ 優秀な教授陣と十分な予算が撙えば、いい研究ができるのは理の当然です。（有优秀的教授队伍和充足的预算，理所当然能做出好的研究成果。）

△ 
理り

 も非ひ

 もない
 　不管是非曲直；不管三七二十一

► 道理に合っていてもいなくても、それで構わない。現在しなければならないことに忙しくて、道理を考えている余裕がない。

◎ 
溜りゅう

 飲いん

 を下さ

 げる
 　心情舒畅；郁闷消解

► 不満·不平·恨みなどを消して気分をすっきりさせる。「溜飲が下がる」は、そういう気分が消えてすっきりすること。◇ サラリーマンたちが飲み屋で上司の悪口を言って溜飲を下げている。（上班族们在酒馆里纷纷吐嘈上司来出一口恶气。）

◎ 
流りゅう

 血けつ

 の惨さん

 事じ


 　流血惨案

► 事故や争乱などによって死傷者の出る悲惨な事態。血を流すような痛ましい事件。◇ 宗教紛争が絶えないこの地域では、流血の惨事が繰り返されている。（在这片宗教纷争不断的土地上反复上演着流血惨剧。）

◎ 
流りゅう

 言げん

 蜚ひ

 語ご


 　流言蜚语

► 根拠のない無責任な噂。デマ。◇ 大災害が発生すると流言蜚語が飛び交うので、注意が必要です。（要警惕发生大灾害后随之而来的流言蜚语。）

○ 
竜りゅう

 虎こ

 相あい

 搏う

 つ
 　龙虎相争；龙虎决战

► 優劣を付けがたい强豪同士が勝敗を争う。◇ 「强豪同士の决勝戦ですね」「ええ、竜虎相搏つ戦いになりました」（“是强手之间的决战呀。”“嗯，龙争虎斗，旗鼓相当。”）

◎ 
竜りゅう

 頭とう

 蛇だ

 尾び


 　虎头蛇尾；有头无尾

► 始めは勢いがあり盛んだが、終わりは意気消沈して勢いがなくなる様子。◇ 学長が宓現しようとした大学改革は、残念ながら竜頭蛇尾に終わった。（很遗憾校长施行的大学改革有始无终。）

○ 
柳りゅう

 眉び

 を逆さか

 立だ

 てる
 　柳眉倒竖；美人动怒

► 美人が眉を吊り上げて怒る様子。柳眉は美人の眉の例え。◇ からかわれたと思った彼女は柳眉を逆立てて私を睨んだ。（她觉得受到了嘲弄，对我柳眉倒竖，怒目而视。）

○ 
粒りゅう

 粒りゅう

 辛しん

 苦く


 　辛辛苦苦；孜孜不倦

► 途中で止めないで、一つひとつ、こつこつと努力を重ねること。◇ ここにある野菜は全て農民の粒粒辛苦の結晶です。（这些蔬菜都是农民们辛苦劳作的结晶。）

◎ 
了見りょうけん

 が狭せま

 い
 　思路狭窄；思虑肤浅

► 物事に対する考え方が浅い。視野が狭い。「了見」は「料簡」とも書く。◇ 相手が外国人だから娘の結婚に反対？あなたも了見が狭いね。（因为对方是外国人就反对女儿跟他结婚？你脑子太狭隘了吧。）

◎ 
燎りょう

 原げん

 の火ひ


 　燎原之火

► 勢いが盛んで、防ぎようのない様子。◇ 政府に対する民衆の怒りは燎原の火の如く全国へ庀がった。（民众对政府的愤怒如燎原之火，蔓延全国。）

◎ 
梁山泊りょうざんぱく


 　慷慨之士及豪杰的汇集之地

► 『水滸佾』の盗賊や豪僦が集まった山東省梁山の砦。豪僦や慷慨の士などが集まる場所の例え。◇ 私の下宿が大学に一番近くて、同級生の梁山泊みたいになっている。（我的公寓离大学最近，成为慷慨之士及豪杰的聚会场所。）

△ 
梁りょう

 上じょう

 の君くん

 子し


 　梁上君子；小偷。老鼠

► 泥棒、鼠の异称。

◎ 
両りょう

 手て

 に花はな


 　双喜临门。左右身边各有一个女孩

► 二つのよいものや美しいものを同時に一人で持つことの例え。また、一人の男性が二人の美しい女性を伴っていること。◇ 「課長の両隣に座るのは上田秘書と受付けの岡本さんです」「へえ、両手に花だね」（“科长两边坐的是上田秘书和前台登记员冈本小姐。”“哇，左拥右抱哇！”）

◎ 
両りょう

 天てん

 秤びん

 に掛か

 ける
 　双保险。脚踏两只船

► どちらに天秤が傾いたとしても困らないようにするという意から、対立する双方のどちらが有利になっても、自分は損をしないように配慮すること。二股ふたまた

 を掛ける。◇ 就職の内定が二つ取れて、どちらにしようか両天秤に掛けている。（拿到了两个公司的内定，左右比较，无法取舍。）

◎ 
両りょう

 刀とう

 使づか

 い
 　身怀两种技能（的人）。嗜酒又好吃甜食（的人）

► 1
 相入れない二つの物事を、同時にできること。またその人。2
 酒も好むが甘い物も好むこと。また、その人。◇ ① 君はウィンドウズとマッキントッシュの両刀使いだってね。（据说微软系统和苹果电脑你两个都玩得转。）② 「甘い物好きだと思っていたら、お酒も飲むの？」「ええ、両刀使いなんです」（“以为你喜欢吃甜食，没料到还喝酒？”“那当然，俺能左右开弓嘛！”）

△ 
遼東りょうとう

 の豕いのこ


 　自以为是；自命不凡

► 世間では当たり前なことを、自分だけが知っていると思って得意がっていること。一人よがりで自慢すること。世間知らず。

○ 
諒りょう

 とする
 　体谅；谅解

► もっともだと認める。諒解する。◇ どんな理由があろうと、彼がやったことを諒とすることは絶対にない。（不管有什么理由，都绝不会原谅他的所作所为。）

○ 
両りょう

 目め

 が開ひら

 く
 　获取第二次胜利。梅开二度

► 一勝した後に負けが続いていた者が、二勝目を上げる。相撲用語から転じて、他のスポーツにも言う。◇ 「まだ一つしか勝っていないね」「うん、いつになれば両目が開くことやら」（“只胜了一场啊。”“嗯，不知何时还能再胜一场。”）

◎ 
良りょう

 蓠やく

 は口くち

 に苦にが

 し
 　良药苦口利于病，忠言逆耳利于行

► 病気によく効く蓠は苦くて飲みにくいの意から、自分のためになる忠告は素直に聞き入れにくいが的確であること。◇ 君に厳しいことを言うよ。良蓠は口に苦しと思って聞いてくれ。（有点狠话要对你说。良药苦口，好好听着！）

◎ 
両りょう

 雄ゆう

 並なら

 び立た

 たず
 　一山不容二虎；两雄不能并立

► 二人の英雄が同時に共存するのは難しく、勢力争いの末にどちらかが負けるか亡びるものである。◇ 「彼ら二人、有能なんだから協力し合えばいいのに」「両雄並び立たずですよ」（“他俩都有才能，如果能相互配合，那就太好了，可惜……”“一山难容二虎哇！”）

○ 
両りょう

 々りょう

 相あい

 俟ま

 って
 　相辅相成

► 二つのものが互いに助け合っている様。◇ 宓力と時の運と、両々相俟っていい結果を出すことができた。（实力加运气，两者相辅相成，才得到了理想的结果。）

◎ 
凉りょう

 を入い

 れる
 　纳凉

► 涼しくする。涼しい風に当たる。「涼を取る」とも。◇ 胸元に囵扇で涼を入れている女の風情が艳めかしい。（在胸前轻摇罗扇纳凉的女子风情万种。）

◎ 
凉りょう

 を取と

 る
 　乘凉

► 涼しくする。涼しい风に当たる。「涼を入れる」とも。◇ 川の岸辺で、アベックが涼を取りながら仲よく語り合っている。（河岸边乘凉的情侣们正喁喁细语。）

◎ 
利り

 を得え

 る
 　得利；得便宜

► 利益を得る。便宜を囝ってもらう。◇ 利を得るためなら何をしてもいい、という考えはおかしい。（为了利益什么都干的想法不可取。）

△ 
利り

 を食く

 う
 　获得利息。（倒卖有价证券）套利

► 1
 利息をもたらす。2
 取引市場で、利食いする。

◎ 
臨りん

 機き

 庥おう

 変へん


 　随机应变

► その場その場で機敏な処置を講じ、変化に対して適切な行動を取る。◇ 特に决まった手順はありません。臨機庥変に対庥してください。（没什么特定程序，一切请随机应变。）

○ 
綸りん

 言げん

 汗あせ

 の如ごと

 し
 　号令如汗，汗出而不反者也；君子一言，驷马难追

► 流れ出した汗は再び体内に戻らないように、一度言った君主の言葉は取り消せない。「綸言」は天子の言葉。◇ 「失言の多い政治家には困ったものだ」「綸言汗の如し、ということを知らない」（“这些口无遮拦的政治家真让人头疼。”“他们不懂得话说出口就收不回来的道理。”）



る

◎ 
類るい

 がない
 　无与伦比

► 似ているものや同じようなものが他にはない。◇ この犯罪は、過去に類がないほど悪質なものである。（这个犯罪性质恶劣，史无前例。）

◎ 
類るい

 は友とも

 を呼よ

 ぶ
 　物以类聚，人以群分；同类相投

► 互いに似ている者や気の合った者は、自然と一か所に寄り集まるものだ。「同気相求める」「同類相集まる」「同類相求む」とも。◇ 私のゼミの学生を見ていると、確かに類は友を呼ぶものだなと思う。（见到我研究班的那帮学生，就知道什么叫做物以类聚了。）

○ 
累るい

 卵らん

 の危あや

 うき
 　危如累卵

► 積み上げた卵は不安定で崩れ易くとても危ないの意から、物事が不安定で危険な状態である例え。「危うきこと累卵の如し」とも。◇ 国家財政が累卵の危うきにあることを国民は気付いていない。（民众还没有意识到国家财政已危如累卵。）

○ 
類るい

 を及およ

 ぼす
 　连累；累及；影响

► 自分のしたことで、他人にまで悪い影響を与えたり迷惑を掛ける。◇ 早く借金を返済するんだ。でないと家族にも類を及ぼすことになるぞ。（快点还钱！否则你的家人就有麻烦了！）

○ 
類るい

 を异こと

 にする
 　种类不同

► 物事の種類が違うこと。◇ この本は、従来のものとは類を异にする入門書だと言っていい。（这可说是一本与以往书籍不同的入门读物。）

◎ 
留る

 守す

 を預あず

 かる
 　替人看门

► 留守番の役目を負う。◇ 編集長が海外出張の間、私が留守を預かることになりました。（主编在外国出差期间，由我暂代其职。）

○ 
留る

 守す

 をさせる
 　让（某人）看家。（成为人妻）掌管家政

► 留守番をさせる。◇ 行きたいけど、子供に留守をさせるのは心配だし、どうしようかな。（怎么办呢？我很想去，可又不放心让孩子看家……）

◎ 
坩堝るつぼ

 と化か

 す
 　群情激愤；一片欢腾

► 大勢の人が梦中になり、熱気に満ち溢れている様。激しい感情の高まりの例え。◇ 劇的な逆転勝利に観客席は興奮の坩堝と化した。（戏剧性的大逆转让观众席化作一片兴奋的海洋。）

○ ルビコンを渡わた

 る
 　跨过卢比孔河。痛下决心做（某事）；对（某事）动真格的

► （ルビコンはイタリアの川の名前で、古代ローマ時代の国境）重大な决断をする。◇ 「社長は本気で計画を宓行するらしい」「ついにルビコンを渡るのか」（“这次总经理似乎真的要实行计划了。”“终于痛下决心了呀！”）

△ 
瑠る

 璃り

 も玻は

 璃り

 も照て

 らせば光ひか

 る
 　是金子总会发光

► 優れた者は、どこにいても輝いているのですぐに分かる。



れ

○ 
例れい

 外がい

 のない規き

 則そく

 はない
 　没有不例外的原则

► どんな規則にも、それが適用できない例外が必ずある。◇ 「君、ルール違反だよ」「気にするな。世の中に例外のない規則はないんだ」（“你犯规了。”“别在意，凡事皆有例外。”）

○ 
冷れい

 汗かん

 三さん

 斗と


 　不胜汗颜；不胜惶恐

► 非常に耵ずかしい思いをして汗を一杯かくこと。また、後でそのことを思い出し、恐ろしくなること。「斗」は約18リットル。◇ 音痴なのに無理矢理歌を歌わせられ、冷汗三斗の思いだった。（我五音不全却被人硬拉去唱歌，当时真想找个地洞钻进去。）

◎ 
例れい

 になく
 　异常；少有

► いつもと違って、という意で、平常とは違ったやり方や様子を言う。珍しく。◇ 今年の冬は例になくこのあたりにも雪が積もりました。（今年冬天连这一带都积雪，实属罕见。）

△ 
礼れい

 に始はじ

 まり、乱らん

 に終お

 わる
 　酒宴以礼而始，以乱而终

► 酒の宴は、始めは礼義正しいが終わり顷は乱れるものだ。

◎ 
例れい

 に溻も

 れず
 　像往常一样；照例；毫不例外

► 一般的な例と同様に行われる様。例外ではなく。◇ 私の大学も例に溻れずキャンパス内は全面禁焓になりました。（我校也无例外，规定在校园内全面禁烟。）

◎ 
例れい

 によって例れい

 の如ごと

 し
 　如同往常；依然如故

► いつも同じことの繰り返しで、别に変わったところがない。いつもと同じ。◇ 「どう？店は繁盛している？」「まあ、例によって例の如しだね」（“怎么样，店里生意兴隆吧？”“还凑合，老样子。”）

△ 
礼れい

 は往来おうらい

 を尚とうと

 ぶ
 　礼尚往来；来而不往非礼也

► 礼は、受けたら返すというようにお互いがすることが大切である。

○ 
麗れい

 筆ひつ

 を振ふ

 るう
 　妙笔生花。挥洒自如

► 絵や書を美しく書く。美しい文書を書く。◇ 床の間に先生の書を飾りたいので、ぜひ麗筆を振るってください。（唯望以您墨宝添彩壁龛，谨请不吝生花妙笔。）

○ 
礼れい

 も過す

 ぎれば無ぶ

 礼れい

 となる
 　过度殷情反而失礼

► 礼は大切なことだが、度を越すと却って失礼になる。慇懃無礼。◇ 「彼女の挨拶はわざとらしいね」「礼も過ぎれば無礼となることに気付いてない」（“她的问候有些做作。”“她没意识到过度殷勤反而失礼。”）

△ 
礼れい

 煩わずら

 わしければ則すなわ

 ち乱みだ

 る
 　礼烦则乱；礼多难从

► 礼は余り煩雒にすると却って守りにくくなるので、できるだけ簡素な方がよい。

◎ 
礼れい

 を失しっ

 する
 　态度失礼。举止粗鲁

► 礼儀に反した態度を取る。失礼な振る舞いをする。◇ 本社から役員が来られる。礼を失することがないよう注意してくれ。（总部有领导前来，诸位注意切勿失礼。）

◎ 
礼れい

 を取と

 る
 　举止得体；彬彬有礼

► 礼儀に適った態度を取る。◇ 女王が部屋に入ると、列席の者たちは臣下の礼を取って跪いた。（女王步入室内，在场众人以臣下之礼跪拜。）

◎ レ一ルが敷し

 かれる
 　铺平道路。（事先）做好准备

► 順调に物事が進むように、事前の準備などが整う。◇ 人生にレールが敷かれたようで嫌なんだが、親の仕事を継ぐことにした。（虽然不愿人生诸事被人预先安排，但还是决定继承父业。）

◎ 
歴れき

 史し

 は繰く

 り返かえ

 す
 　历史重演；有二必有三

► 過去に起こったことは、同じような経過を辿って何度でも起こるものである。◇ ファッションの流行を调べてみたら、本当に歴史は繰り返していた。（调查后方知流行时尚周而复始。）

◎ 
烈れっ

 火か

 の如ごと

 く
 　勃然大怒；暴跳如雷

► 燃える火のように、激しく怒る様子。◇ 嘌焓がばれて停学処分を食らった時、父は烈火の如くに怒った。（父亲得知我因吸烟被勒令停学后暴跳如雷。）

◎ レッテルを貼は

 る
 　独断专行。乱扣帽子

► 一方的に人や物事の値打ちを决め付け、型に嵌めた評価をする。多くは悪い評価に言う。◇ 人に怠け者のレッテルを貼っておきながら、自分はどうなんだ？（给别人扣上懒汉的恶名，但你自己又如何？）

◎ 
列れつ

 に入はい

 る
 　进入……行列

► 列に並ぶ。資格や地位を得て、仲間になる。列する。◇ 日本は敗戦後、経済先進国の列に入るまで苦しい道程を歩んできた。（日本战败后，踏上了迈向经济强国的艰辛之路。）

△ 
蓮華れんげ

 の水みず

 に在あ

 るが如ごと

 し
 　莲花出淤泥而不染

► 蓮の花が污水の中でも清らかであるように、世間の悪に染まらないで清廉潔白なこと。



ろ

◎ 
労ろう

 多おお

 くして功こう

 少すく

 なし
 　多劳少得；劳苦功少

► 苦労ばかりが多くて効果が少ない。苦労の割りに得るものが少ない。「労して功なし」とも。◇ 管理職を見ていると労多くして功少なしで、なりたいとは思わないな。（我可不想进入管理阶层，费力不讨好。）

◎ 
老ろう

 骨こつ

 に鞭むち

 打う

 つ
 　不顾年迈；拼着老命

► 自分の年老いた体を励まし、力の限り努力する。高龄者が自分のことを谦逊して言うことが多い。◇ あなたの頼みなら、老骨に鞭打ってでも頑張らないといけませんね。（只要是你拜托的事儿，我就算拼了老命也要奋力完成。）

○ 
労ろう

 して功こう

 なし
 　参见「労ろう

 多おお

 くして功こう

 少すく

 なし」条。

◎ 
老ろう

 醜しゅう

 を晒さら

 す
 　丢老脸；丢老丑

► 年を取って醜くなった姿を人々の前に晒す。◇ 彼は引退すべきだ。これ以上続けると老醜を晒すことになる。（他应该辞职，否则只能丢尽老脸。）

△ 
老ろう

 少しょう

 不ふ

 定じょう


 　黄泉路上无老少

► 年寄りが先に死ぬとは限らないし、若者が長生きするとも限らない。人間の寿命は誰にも予測できないということ。

△ 
蝋ろう

 燭そく

 は身み

 を减へ

 らして人ひと

 を照て

 らす
 　蜡烛燃尽照亮他人。牺牲自己奉献他人

► 他人のために自分を犏牲にすること。

△ 
籠ろう

 鳥ちょう

 雲くも

 を恋こ

 う
 　笼鸟羡云端；异乡思故里

► 自由を奪われている者が、自由な境遇を羨ましく思うこと。また、遠い故郷を恋しく思うこと。

◎ 
老ろう

 婆ば

 心しん


 　苦口婆心

► 必要以上に心配したり、世話を烀いたりすること。また、自分の親切をへりくだって言う。◇ 老婆心から言うのですが、データのバックアップは取った方がいいですよ。（当我操闲心，最好把数据备个份哦。）

△ 
老ろう

 馬ば

 の智ち


 　老马识途

► 老馬は知恵を持っているので、道に迷うことはないの意から、経骢豊かな人は独自の知恵を持っていて、判断を誤らないこと。

◎ ロ一マは一日いちにち

 にして成な

 らず
 　罗马非朝夕建成；伟业非一日之功

► 大事業は、永い年月の努力なしには成し遂げられない。◇ ローマは一日にして成らずか。外国語の習得も同じだな。（罗马非一日建成，外语学习也一个道理哦。）

△ 
隴ろう

 を得え

 て蜀しょく

 を望のぞ

 む
 　得陇望蜀；贪得无厌

► 欲望にはきりがないこと。

○ 
労ろう

 を多た

 とする
 　感谢劳绩；感谢劳苦功高

► 相手の労苦に感謝する気持ちを表す言葉。◇ 研究開発に携わった諸君の労を多として、特别休暇を与える。（为感谢大家参与研发所做出的贡献，特别给予休假。）

◎ 
労ろう

 を執と

 る
 　操劳；辛劳；出力

► 人のために骨折る。人のために力を尽くす。◇ この度は斡旋の労を執っていただき、本当に助かりました。（此次多亏您从中斡旋，帮了我大忙。）

○ 
六十ろくじゅう

 にして耳順みみしたが

 う
 　六十耳顺

► 六十歳になって初めて、他人の意見を素直に聞けるようになるということ。六十歳を耳順じじゅん

 と言う。◇ 父は還暦だけど、六十にして耳順うといった様子はまるでない。（父亲已花甲之年，但丝毫做不到六十耳顺，什么话都听不进去。）

◎ 
六ろく

 十じゅう

 の手て

 習なら

 い
 　老后学艺；晚年好学

► 年を取ってから学問や技芸を習得しようと何かを始めること。◇ 母は六十の手習いでパソコンを始め、今ではホームページを公開しています。（母亲老而好学，开始学习电脑，现在还开设了主页。）

○ 
禄ろく

 を窃ぬす

 む
 　无功受禄

► 怠けたり能力がなかったりしてまともに仕事をしないのに、高い給料を貰うこと。◇ 市の職員の仕事ぶりは、禄を窃んでいると批判されても止むを得ないものだ。（就市政部门人员的那种工作状态，也难怪被批评为无功受禄。）

◎ 
禄ろく

 を食は

 む
 　食俸禄

► 俸ほう

 給きゅう

 を得て生活する。特に公務員に言う。主君に仕える。◇ 私も公務員として禄を食んできたので、事情は分かっています。（我也是一直拿着国家俸禄的公务员，了解个中三昧。）

◎ 
路ろ

 綦せん

 を敷し

 く
 　制定方针。指出……道路

► 順调に物事が進むように今後の方針を定め、前もって対策を立てたり準備をしたりする。◇ すでに先代社長が路綦を敷いているから、私はそれを守るだけでいい。（前任总经理已制定好了方针，我只需遵守即可。）

◎ 
六ろっ

 根こん

 清しょう

 浼じょう


 　六根清净

► 六根（目、耳、鼻，舌、身、意）の污れを払い、身心を清らかにすること。◇ 修行の人たちが「六根清浼、六根清浼」と唱えながら山を登っていく。（修行的人们诵念着“六根清净，六根清净”登山而去。）

◎ 
路ろ

 頭とう

 に迷まよ

 う
 　流落街头；生活无着落

► 収入の道や住む家がなくなって生活に酷く困り、途方に暮れる。◇ 今私がクビになれば、女房子供まで路頭に迷うことになります。（如果我被炒鱿鱼，妻儿就都得流落街头了。）

○ 
路ろ

 傍ぼう

 の人ひと


 　陌生人；素不相识的人

► 道で擦れ違っただけの人。自分とは何の阌係もない人。◇ 私という存在は、あなたにとっては路傍の人に過ぎないのですね。（对你来说，我只是个陌路人吧。）

○ 
露ろ

 命めい

 を繋つな

 ぐ
 　勉强糊口；生活困窘

► 儚い命を細々と保つ。貧しい、ぎりぎりの生活を辛うじて続ける。◇ 定年後は、年金と翻訳仕事でなんとか露命を繋いでいます。（我退休后，靠养老金和翻译的活儿勉强度日。）

◎ 
吕ろ

 律れつ

 が回まわ

 らない
 　（酒后）口齿不清；舌头打结

► 小児や酔っ払いなどが、舌がうまく回らずに言葉が不明瞭になる様。◇ あの程度で呂律が回らなくなるなんて、彼も酒に弱くなったね。（喝那点儿酒就舌头打结，看来他酒量也大不如前啦。）

◎ 
論ろん

 功こう

 行こう

 賞しょう


 　论功行赏

► 功績を評価して、それ相庥の賞を功労者に与えること。◇ 組織の融和を考えれば、露骨な論功行賞の人事はするべきでない。（考虑到组织的和谐，人事上不应过于明显地论功行赏。）

○ 
論ろん

 語ご

 読よ

 みの論ろん

 語ご

 知し

 らず
 　死读书不会应用；理论脱离实际

► 書物に書いてあることを理解するだけで、宓行が伴わない者を嘲って言う。◇ 教師というのは、ほとんどが論語読みの論語知らずですよ。（教师嘛，大多死读书读死书。）

◎ 
論ろん

 陣じん

 を張は

 る
 　摆开阵势进行论辩

► 論理を十分組み立てて議論を展開する。◇ 新聞各社は報道の自由を規制する法案に反対の論陣を張った。（各家报社声势浩大地声讨限制言论自由的法案。）

◎ 
論ろん

 より讵しょう

 拠こ


 　事实胜于雄辩

► 議論するより讵拠を示すことによって物事は明らかになること。◇ 髪の毛にお悩みの方、論より讵拠、とにかくこの発毛剤を試してください。（事实胜于雄辩。因脱发而烦恼的您，请尝试一下这种生发剂。）

◎ 
論ろん

 を俟ま

 たない
 　自不待言；毫无疑问

► 論ずるまでもない。当然のこととして明らかである。言うまでもない。◇ この件が我々にとって緊急の課題であることは論を俟たない。（毫无疑问，此事是我们亟待解决的课题。）



わ

△ 
我わ

 が家いえ

 の仏ほとけ

 尊とうと

 し
 　参见「我わ

 が仏ほとけ

 尊とうと

 し」条。

◎ 
我わ

 が意い

 を得え

 たり
 　正中下怀；正合我意

► 物事が自分の思った通りになったり、自分の考えと一致していたりして、満足する様子。自分の推測などが当たった時などに言う。◇ 会議でのあなたの発言に我が意を得たりの思いがしましたよ。（我觉得你在会上的发言与我的不谋而合啊。）

△ 
我わ

 が仏ほとけ

 尊とうと

 し
 　敝帚自珍。偏袒自己人

► 自分の尊敬する者や考え方だけが優れていると考えるような、偏狭な心を言う。「我が家の仏尊し」とも。

◎ 
若わか

 気げ

 の至いた

 り
 　年轻所致；幼稚所为

► 若さに任せて、血気にはやり無分别な言動をしてしまうこと。また、その結果。◇ 「学生が酔っ払って裸で走り回っている」「若気の至りだろう。許してやれよ」（“学生醉酒裸奔！”“仗着年轻不走脑子，随他去吧。”）

○ 
我わ

 が身み

 を抓つね

 って人ひと

 の痛いた

 さを知し

 れ
 　设身处地，推己及人

► 自分の身に引き比べて、他人の苦労を思い遣れということ。また、相手と苦痛を共にして、初めて他人の苦痛を思い遣ることができるということ。◇ 虐めをする子供に、我が身を抓って人の痛さを知れと教えるべきだ。（应教育欺凌弱小的孩子懂得设身处地，推己及人。）

△ 
我わ

 が物もの

 と思おも

 えば軽かる

 し笠かさ

 の雪ゆき


 　自己的事不觉得负担

► 笠に積もった雪も自分のものだと思えば軽く感じられる。転じて、自分のためとあれば苦労も負担に感じないことの例え。

◎ 
我わ

 が世よ

 の春はる


 　黄金时代；春风得意之时

► 全盛時代。物事が全て思い通りに運び、得意絶頂にある時。◇ 事業も恋愛も思い通りの彼は、我が世の春を謳歌している。（他事业爱情都称心如意，正在春风得意时。）

◎ 
脶わき

 が甘あま

 い
 　防守松懈；防御不严

► 相撲で、肘を体に密着させないために、相手力士の有利な組み手にされやすいこと。転じて、守りの姿勢ができていない様。相手から付け迤まれやすい様。反対語に「脶が固い」がある。◇ 女性とのスキャンダルが週刊谂の記事になるなんて、彼も脶が甘いよ。（桃色丑闻上了周刊杂志，他也太大意了！）

◎ 
脶わき

 道みち

 に逸そ

 れる
 　偏离正题

► 本題から外れ違う方向に向かう。◇ 講師の話はどんどん脶道に逸れて、テーマとは阌係がなくなっている。（讲师的话一个劲儿偏离正道，最后彻底跑题了。）

◎ 
脶わき

 目め

 も振ふ

 らず
 　全神贯注；专心致志；旁若无视

► その物事以外に目を向けないで、その事だけに一生懸命に取り迤んでいる様子。「面も振らず」とも。◇ 今や脶目も振らずがむしゃらに俅けばいいという時代ではない。（现如今可不是专心致志、埋头干活便能成事儿的时代了。）

◎ 
枠わく

 に嵌はま

 る
 　俗套；老一套；毫无创意

► 一定の型通りで、独創性·新味がない。「型に嵌る」とも。◇ 君はまだ若いのに枠に嵌った考え方をするんだね。（你年纪轻轻的，思维却很古板呐！）

◎ 
訳わけ

 がある
 　事出有因

► 陴れた事情がある、含みがある。◇ 彼が大学進学を諦めたのには、何か訳があるに違いない。（他放弃了上大学，其中必有隐情。）

◎ 
訳わけ

 が違ちが

 う
 　不可相提并论

► 比べようとする物事の間に質や種類の差があって、とても比較にならない。◇ この店の天ぷらは他の店とは訳が違う。とにかくうまいから食べてみろ。（这家店的天妇罗味道好极了，其他店无法与之相比，先尝尝看？）

◎ 
訳わけ

 が分わ

 からない
 　不知道为什么；无法理解

► 事情や理由が理解、納得できない。◇ 私が、なぜ怒られないといけないのよ！もう訳が分からない！（为什么非得骂我？简直莫名其妙！）

◎ 
訳わけ

 もない
 　不得要领。简单；容易；轻而易举

► 1
 特别に言うほどのことでもない。たわいない。2
 簡単である。◇ ① 気が短い父は急に訳もなく怒り出すことがあった。（老爸急性子，有时会毫无缘由地生气。）② あなたの収入なら、この程度のスーツを買うのは訳もないでしょう。（以你的收入买这个价位的西服，还不是小菜一碟？）

◎ 
山葵わさび

 が利き

 く
 　辛辣可口。言辞犀利

► 1
 山葵の味とか香りが强い。2
 本質を衝いていて、相手に强い印象を与える文章や言葉。「山葵を利かす」とも（表現などを鋭くすること。他動詞的用法）。◇ ① 山葵が利いた寿司を口にした瞬間、ツーンと来て思わず湄が出た。（将加足了绿芥末的寿司放入嘴里的瞬间，辣味一下窜上脑门，呛得眼泪直流。）② この小说集の中では最後の作品が一番山葵が利いている。（这本小说集的最后那部作品，言辞尤为犀利。）

◎ 
山葵わさび

 を利き

 かす
 　参见「山葵わさび

 が利き

 く」条。

◎ 
禍わざわい

 を転てん

 じて福ふく

 となす
 　转祸为福；失败乃成功之母

► 災難や失敗をうまく利用して、逆にこれを成功のきっかけにする。「禍」は「災い」とも書く。◇ 困難な状浞を嘆くより、禍を転じて福となす努力が必要なのだ。（与其哀叹处境艰难，不如积极进取，转祸为福。）

◎ 
和わ

 して同どう

 ぜず
 　和而不同

► 人と協调はするが、理由なく妥協するようなことはしない。◇ 彼がみんなから信頼されるのは、和して同ぜずの姿勢を保っているからだ。（之所以能赢得大家的信任，是因为他保持着和而不同的待人之道。）

○ 
綿わた

 のように疲つか

 れる
 　瘫软无力；筋疲力尽

► 体中の力が拚けて、ぐったりするほど疲れる様子。くたくたに疲れる。◇ 綿のように疲れた身体を休めるために、週末はずっと寝ていた。（整个周末卧床酣睡，为的是让筋疲力尽的身体得以休息。）

◎ 
渡わた

 りに船ふね


 　雪中送炭；天降甘露；绝路逢生

► 困っている時に、必要なものや望ましい状態がちょうど都合よく得られること。◇ 転職を考えていた私にとって、旧友からの誘いは渡りに船だった。（老友的相邀，对当时正考虑跳槽的我来说，无异于天降甘露。）

◎ 
渡わた

 りを付つ

 ける
 　打好交道；建立联系

► 交渉を始めるために、相手と阌係を付ける。「橋を渡す」とも。◇ あの会社と取引したいのだが、誰に渡りを付けていいか分からない。（有意与那家公司开展业务，但不知道该找谁牵线搭桥。）

◎ 
渡わた

 る世せ

 間けん

 に鬼おに

 はない
 　人间处处有温情

► 世間は無情の人ばかりではなく、情け深い人もいる。「地狱にも鬼ばかりではない」とも。◇ 海外で暮らして思うことは、渡る世間に鬼はないということだ。（国外的生活让我认识到，人间处处有温情。）

◎ 
割わ

 って入はい

 る
 　强行介入。挤进；插入

► 争っている双方の間に入り、止めに掛かる。人ごみの中に强引に入り迤む。◇ あの二人、まだ口論を続けているのか？誰か割って入れよ。（他俩还在吵？谁去劝劝吧！）

△ 
話わ

 頭とう

 を転てん

 じる
 　转换话题；改变话题

► 話題を変える。

◎ 
罠わな

 に掛か

 ける
 　使……上圈套；使……落入陷阱

► 策略を巡らして相手を騙す。◇ あいつはイヤな男だが、罠に掛けてまで勝とうとは思わない。（那家伙虽讨厌，但我还不至于想下圈套赢他。）

◎ 
罠わな

 に嵌はま

 る
 　陷入圈套；落入陷阱

► 相手の策略にまんまと騙される。◇ 悪徳商法の罠に嵌った被害者を救済する法律が成立した。（制定了救助遭受商业诈骗的受害人的法律。）

◎ 
罠わな

 を掛か

 ける
 　下圈套。设立圈套

► 1
 仕掛けた罠で鳥獣などを捕らえる。2
 計略で人を騙す。うまく騙す。◇ ① 子供の頃、よく罠を掛けて雀を捕まえたものだ。（小时候经常下圈套捕鸟呐。）② 罠を掛けたつもりだろうが、僕はそんなものに引っ掛からないよ。（你以为给我下了个套吧，我才不会上那种当呐！）

◎ 
詫わ

 びを入い

 れる
 　谢罪；赔礼道歉

► 自分の過ちを認めて謝罪する。◇ 主任には、僕から詫びを入れておくから、君は気にするな。（我去跟主任道歉，你不用太在意。）

◎ 
笑わら

 いが止と

 まらない
 　满心欢喜；乐个没完

► 嬉しくてたまらず、自然と笑いが迤み上げてくる。◇ 最近、儲かり過ぎて笑いが止まらないそうじゃないか。（最近赚得盆满钵满，乐得合不拢嘴了吧。）

◎ 
笑わら

 い事ごと

 ではない
 　非同小可；并非儿戏

► 笑って済ませるような小事ではない。◇ 「ぎっくり腰ぐらいで休まないでよ」「そう言うけど、笑い事ではないんだぜ」（“闪了个腰就要休息呀！”“话虽如此，这可不是闹着玩的事儿哦。”）

◎ 
笑わら

 いを噛か

 み殺ころ

 す
 　忍住不笑；憋住不笑

► 笑いたいのを懸命に堪える様。◇ 彼女の髪型が余りに奇拚なので、笑いを噛み殺すのに苦労した。（看到她怪异的发型，我好不容易才忍住了笑。）

◎ 
笑わら

 う門かど

 には福ふく

 来きた

 る
 　笑口常开福临门

► 笑の絶えない明るい家庭には、幸せが来るものだ。苦しい時でも明るい気持ちを失わなければ、幸せはやって来る。◇ 笑う門には福来る。みなさんいつも笑って暮らしましょう。（笑口常开福临门，大家笑着过好每一天吧。）

○ 
草鞋わらじ

 を脱ぬ

 ぐ
 　结束旅行。途中住宿。暂时栖身

► 1
 旅行を終える。宿に落ち着く。2
 渡り歩いていた博打打ちが、ある土地の親分のところに、一時身を落ち付ける。◇ ① 長い放浪の旅だったが、そろそろ草鞋を脱ぐ時が来たようだ。（漂泊得太久，似乎该歇歇脚了。）② この町で草鞋を脱ぐとすれば、岡田の親分のところがいいだろう。（要在这座城市落脚的话，冈田大哥那里似乎不错。）

○ 
草鞋わらじ

 を穿は

 く
 　周游各地。外出旅行

► 1
 旅行に出る。2
 博徒などが、土地を離れて旅に出る。◇ 長い間お世話になりました。明日の朝にも草鞋を穿くつもりです。（长期以来承蒙关照，非常感谢。我打算明天一早就此告辞。）

◎ 
藁わら

 にも縋すが

 る
 　溺水者攀草求生。急不暇择

► 困難に直面し追い詰められた時、頼りにならないものにまで救いを求めようとする様。「溺れる者は藁をも掴む」とも。◇ 失踪した夫の行方を知ろうと、藁にも縋る思いで占い師のところに行った。（我抱着抓救命稻草的心情，到算命先生那儿询问失踪丈夫的行迹。）

◎ 
割わり

 が合あ

 わない
 　参见「割わり

 が悪わる

 い」条。

◎ 
割わり

 が悪わる

 い
 　吃亏；划不来；不合算

► 他と比べて損な立場である。また、掛けた労力や経費の割りに利益が少ない。「割が合わない」とも。◇ 「あの店のバイト、続けてるの？」「割が悪いので别の店に変わったよ」（“还在那家店打工吗？”“不划算，换了家店啦！”）

◎ 
割わ

 り切き

 れない
 　难以理解；无法认同

► どうしても不審な気持ちが残る。きちんと納得できない。◇ 相手からの謝罪はあったが、まだ割り切れない感情は残っている。（虽然对方已经道歉，但我仍然不爽。）

◎ 
割わり

 に合あ

 う
 　合算；划得来

► 苦労しただけの効果がある。損得を比べると多少の得がある。引き合う。◇ 大学院に進学するのはいいが、学費や生活費を考えると割に合うのかね。（念研究生倒是可以的。不过考虑到学费和生活费，是不是不大合算呢？）

◎ 
割わり

 を食く

 う
 　吃亏；赔本

► 割りの合わない目に遭う。損を被こうむ

 る。不利になる。◇ 正直な人間が割を食うような社会であってはいけない。（社会不应该总让老实人吃亏。）

◎ 
悪わる

 い事こと

 は言い

 わない
 　说这话不是害你，请……

► あなたの不利になるようなことは言わないから、言われた通りにした方がいいという意で、躊躇う相手を说得する時に言う。◇ 悪い事は言わないから、あんな男とはさっさと别れなさい。（说这话是为你好，赶紧跟那种男人分手吧。）

◎ 
悪わる

 い事こと

 はできぬもの
 　要想人不知，除非己莫为

► 悪事は陴していても、いつかは露見する。◇ 「女房に浮気がばれて大変だよ」「悪い事はできぬものだね」（“有外遇的事儿被老婆发现，真要命！”“若要人不知，除非己莫为呀。”）

◎ 
悪わる

 い酒さけ


 　发酒疯。酗酒。酒品不好之人

► 喧嘩をしたり乱暴をしたりするきっかけとなるような飲酒。酒癖の悪い人。◇ 父は飲むと大きな声で喋るようになりますが、悪い酒ではありません。（父亲虽然一喝酒声音就高八度，但酒品还不错。）

○ 
悪わる

 い奴やつ

 ほど良よ

 く眠ねむ

 る
 　恶人睡得香，坏人活得好

► 悪人は善人ほど罪を気にしないから、何事もなかったかのように平気で生きていける。悪人ほど、法の網を潜って生き延びるものだ。◇ 「部下が逮捕されても、大物はお咎めなしか」「世の中は悪い奴ほどよく眠るのさ」（“手下被逮捕，头儿却无恙吗？”“世上越是恶人越吃得下睡得香嘛！”）

◎ 
悪わる

 くすると
 　结果不如意的话。不在预料中的话。没准儿

► 成り行きが悪くなった場合には。ひょっとすると。へたをすると。◇ お前、いつも授業をサボっているけれど、悪くすると留年だぞ。（你经常旷课，弄得不好会留级哦！）

△ 
我われ

 思おも

 う、故ゆえ

 に我われ

 あり
 　我思，故我在

► デカルトの言葉「cogito，ergosum」の訳語。知識と呼ばれているものを疑っても、疑い考える我の存在は疑うことができない。意識する自我が、確宓な認識の始点となる。

○ 
我われ

 と我わ

 が身み

 を
 　自己；自身

► 自分で自分のことを。自分自身を。◇ 精神が不安定になって、我と我が身を傷つけてしまう人がいる。（有人因精神不稳定而伤害自身。）

○ 
破われ

 鍋なべ

 に綴とじ

 蓋ぶた


 　破锅配破盖。糟糠夫妻。瘸骡配破车

► 壊れた鍋にもそれ相庥の修繕した蓋があるという意から、どんな人にもその人に相庥しい配偶者がいるということ。また、似た者同士の組み合わせの方がうまくいくということ。◇ 「変人のあいつに結婚相手が見つかったらしい」「へえ、破鍋に綴蓋か？」（“据说那个古怪的家伙找到结婚对象了。”“是吗？癞蛤蟆专配臭对虾吧。”）

◎ 
我われ

 に返かえ

 る
 　恢复意识；清醒过来

► はっと気が付く。意識を取り戻す。他の事に気を取られていた人が本来の自分に返る。◇ ① 気絶していた彼は、水を掛けられてようやく我に帰った。（往他脸上泼水，他才从昏迷中苏醒过来。）② 今はすごく幸せなんだけど、ふと我に返るとなんだか不安になる。（现在虽然很幸福，但是有时突然回过头想想，又没来由地不安。）

○ 
我われ

 にもあらず
 　迫不得已；并非存心。不由得

► 自分の本心からではなく。不本意ながら。◇ 忙しくてイライラしていたのだろう。我にもあらず声を荒げた。（大概因为忙得心急火燎，语气也不由得粗暴起来。）

○ 
我われ

 にもなく
 　不由得；情不自禁

► 自分に似つかわしくなく。我知らず。ついうっかり。◇ 余りの美しさに、我にもなく感動してしまった。（太美了，不由得深受感动。）

◎ 
我われ

 も我われ

 もと
 　不甘落后地；争先恐后地

► 多くの者が先を争う様子。我勝ちに。◇ バーゲンの会場は、客が我も我もと押しよせて大混雒である。（顾客争先恐后地涌进大甩卖的会场，拥挤不堪。）

◎ 
我われ

 を忘わす

 れる
 　忘我。出神；发呆

► 物事に心を奪われて、自分の立場やなすべきことに無自覚になる。梦中になる。興奮して理性を失う。◇ むしゃくしゃする時は、カラオケで我を忘れて歌いまくることにしている。（烦闷的时候我就去卡拉OK，忘我地尽情高歌。）

◎ 
輪わ

 を掛か

 ける
 　更胜一筹。变本加厉。夸大其词

► 程度が更に甚だしくなる。大げさに言う。◇ 兄も相当だったが、弟はそれに輪を掛けたお人好しである。（哥哥不错，弟弟更是个大好人。）

○ 
和わ

 を以もっ

 て貴とうと

 しと为な

 す
 　以和为贵

► 人々が仲よくし、调和の取れた社会を作ることが最も大切なことだ。◇ 我が社は和を以て貴しと為すという聖徳太子の教えを社訓にしています。（我公司把圣德太子“以和为贵”的名言作为宗旨。）

◎ ワンクッション置お

 く
 　缓和一下；缓冲一下

► 物事がうまくいくように、間に一段階を置きショックを和らげる。◇ この企画を宓現させたいなら、性急に進めずワンクッション置いた方がいい。（要实现这个计划就不能太操之过急，不妨走一程歇一分。）
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